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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ （Ａ）【人文】

深田　美紀、青木　恵美、三木　洪子、富士野　克己、

岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。学外（公的機関等）での情報教育業務を6年間経験

しており、企業等で求められる情報に関する知識・スキ

ルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要



- 2 -

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力
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第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入、編集と

検索、置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確認

し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブル

に巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容： （Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）基本的な関数と

セル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　［対面］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

第15回　［対面・遠隔申請者］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面・遠隔申請者］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ （Ａ）【心理】

深田　美紀、青木　恵美、三木　洪子、富士野　克己、

岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

ハイブリッド型授業（対面＋オンデマンド型）(講義・

実習)

履修者数によりハイブリッド型（基本）から対面型へ変

更する

＜急激な感染拡大に伴う授業形態の一時的変更について

＞

5月6日（木）から6月19日（土）までの間、授業形態を

リアルタイムオンライン授業（Zoom）に変更します。

受講方法（Zoom情報）につきましては、「遠隔授業情報

」をご確認ください。

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ
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フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。学外（公的機関等）での情報教育業務を6年間経験

しており、企業等で求められる情報に関する知識・スキ

ルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義
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内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入、編集と

検索、置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確認

し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブル

に巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。
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- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容： （Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）基本的な関数と

セル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　［対面］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

第15回　［対面・遠隔申請者］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面・遠隔申請者］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ 【総リハ】

濱本　季之、橋本　貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(講義・実習)

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

�����

今やコンピューターは、ビジネスや日常生活に欠かすこ

とのできない存在となった。スマートフォンやタブレッ

ト、ノートパソコンといった携帯機器を当たり前に使用

し、社会を動かすことのできる時代である。しかし、そ

の便利さと合わせてコンピュータウイルスを始めとした

様々な危険性も持ち合わせている。同時に情報の偏りを

知り、問題解決を図るための情報活用能力を身につける

必要がある。�����

この科目では、学生がコンピューターの利便性と危険性

の両方を理解し、社会に対応できるコンピューター力を

身に付けることを目標とする。�����

さらに、この科目では、知識面と技術面からますます発

展していくインターネット社会に対応できる基礎的な力

を身につけ、Society 5.0の社会を理解する。�����

知識面では、情報の特性や情報セキュリティに関する知

識を習得し、危険を未然に回避することができるように

なることを目的とする。�����

技術面では、ビジネスメールやワープロソフトMicrosof

t Wordに関する操作・技術を学び、社会でも役立つビジ

ネススキルを習得することを目的とする。特にレポート

作成ではインターネット情報の取捨選択についても学び、

獲得した知識や技能を総合的に活用できるようになるこ

とを目的とする。�����

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.パソコンに対する苦手意識がなくなる。�����

2.タッチタイピングで入力できる。�����

3.インターネットを利用して必要な情報を取捨選択でき

る。�����

4.Society 5.0で実現する社会を説明できる。�

5.クラウドサービスを活用することができる。���

5.ビジネスメールを作成し、就職活動にも役立てること

ができる。����

6.ワープロソフトを使用して、目的に合った文書やレポ
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ート作成ができる。　��

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング・情報セキュリティ・ビジネスメール

・クラウドサービス・Society 5.0・IoT・AI・Microsof

t Word

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。�����

●毎回設定されているテーマに基づく機能習得を目指し、

時間の許す限り復習も行う。�����

●毎回授業の冒頭にタイピング練習を行い、スムーズな

キー入力ができるようにスキルアップを目指す。

＜履修するにあたって＞

●毎回、教科書と配布プリントを持参すること。�����

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。�����

●遅刻するとパソコンの実習環境が整わなかったり、操

作がわからなくなったりするため、遅刻しないように注

意すること。�����

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると致命的になる場合があるため、欠席しな

いように注意すること。やむを得ない理由で欠席した場

合は、次の授業までに自習しておくこと。�����

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。�����

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。�����

●質問は電子メールでも受け付ける。電子メール操作は

授業において実習する。�����

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。�����

●この講義は、Microsoft Windows10とMicrosoft Offic

e 2016の環境で行う。�����

�����

●推奨パソコンスペック�����

OS：Windows10（Home Edition以上）�����

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。�����

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。�����

※Microsoftとの包括契約�����

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上�����

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）�����

メモリ：8GB以上�����

ディスク：256GB以上（SSD推奨）�����

Webカメラ：カメラ付き必須推奨�����

モニタ：13インチ以上�����

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの　　�����

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための中間テスト（第9回）・実技テス

ト（第15回）・タイピングテスト（第8回・第14回）を

授業中に実施する。また、知識習得確認のためにオンラ

インテスト（第5回）を実施する。提示が必要な模範解

答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●オンラインテスト・中間テスト・実技テスト・タイピ

ングテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補足教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

学内環境の確認とe-Learningについて

授業内容や評価に関する案内を行う。����

授業で使用するパソコンの使用方法を確認し、学内ネッ

トワーク及びe-Learningシステムの使用方法を実習する。

����

クラウドについて学び、ファイル保存を行う。����

タイピング練習を開始する。

第2回　インターネット

情報モラルと情報セキュリティ・IoT・センサ・

Society 5.0・ビッグデータ・AI

Webページの取扱方法やコンピューターネットワークを

使用する上では常識として必要な知識である情報モラル
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や情報セキュリティに関する講義を行う。

またセンサからの膨大な情報（ビッグデータ）を人工知

能（AI）が解析するしくみを講義する。

第3回

　電子メール①

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（Outlook初期設定・署名・

メール送受信・連絡先）

第4回　電子メール②

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（ビジネスメール・TO/CC/BC

Cの使い分け・敬語）

第5回　オンラインテスト（知識）

ファイル管理

Office365について

第1～4回までの習得確認のためのオンラインテストを実

施する。

必要なファイル管理操作を行い、Office365サービスに

ついて理解する。

第6回　Word基礎①

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（文字書式・段落書式・文字の効果・オンライン画像

・作表）

第7回　Word基礎②

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（図形描画・テキストボックス・スクリーンショット

）

第8回　タイピングテスト

Word基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word基礎範囲の復習演習を実施する。

第9回　中間テスト（実技）

ここまでのWord基礎技能習得確認のための中間テストを

実施する。

第10回　Web検索と参考文献

レポートや論文作成のためのWeb検索と参考文献の表記

の仕方を実習する。

第11回　Word応用①

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（ペー

ジ設定・ヘッダーフッター・表紙・スタイル・Excelデ

ータの活用）

第12回　Word応用②

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（図表

番号・脚注・段組み・タブ）

第13回　Word応用

（Web情報利用）

Word応用の習得技術の再確認とWeb情報の利用を実習す

る。

第14回　タイピングテスト

Word応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト

ここまでのWord応用技能習得確認のための実技テストを

実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

タイピング練習ソフトやWebサイトを使用して、正しい

指使いでタッチタイピングができるようにタイピング練

習を行い、記録を付ける。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ Ａ－１【栄養管理】

濱本　季之、竹内　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(講義・実習)

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

今やコンピューターは、ビジネスや日常生活に欠かすこ

とのできない存在となった。スマートフォンやタブレッ

ト、ノートパソコンといった携帯機器を当たり前に使用

し、社会を動かすことのできる時代である。しかし、そ

の便利さと合わせてコンピュータウイルスを始めとした

様々な危険性も持ち合わせている。同時に情報の偏りを

知り、問題解決を図るための情報活用能力を身につける

必要がある。

この科目では、学生がコンピューターの利便性と危険性

の両方を理解し、社会に対応できるコンピューター力を

身に付けることを目標とする。

さらに、この科目では、知識面と技術面からますます発

展していくインターネット社会に対応できる基礎的な力

を身につけ、Society 5.0の社会を理解する。

知識面では、情報の特性や情報セキュリティに関する知

識を習得し、危険を未然に回避することができるように

なることを目的とする。

技術面では、ビジネスメールやワープロソフトMicrosof
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t Wordに関する操作・技術を学び、社会でも役立つビジ

ネススキルを習得することを目的とする。特にレポート

作成ではインターネット情報の取捨選択についても学び、

獲得した知識や技能を総合的に活用できるようになるこ

とを目的とする。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.パソコンに対する苦手意識がなくなる。

2.タッチタイピングで入力できる。

3.インターネットを利用して必要な情報を取捨選択でき

る。

4.Society 5.0で実現する社会を説明できる。

5.クラウドサービスを活用することができる。

5.ビジネスメールを作成し、就職活動にも役立てること

ができる。

6.ワープロソフトを使用して、目的に合った文書やレポ

ート作成ができる。

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング・情報セキュリティ・ビジネスメール

・クラウドサービス・Society 5.0・IoT・AI・Microsof

t Word

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回設定されているテーマに基づく機能習得を目指し、

時間の許す限り復習も行う。

●毎回授業の冒頭にタイピング練習を行い、スムーズな

キー入力ができるようにスキルアップを目指す。

＜履修するにあたって＞

●毎回、教科書と配布プリントを持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻するとパソコンの実習環境が整わなかったり、操

作がわからなくなったりするため、遅刻しないように注

意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると致命的になる場合があるため、欠席しな

いように注意すること。やむを得ない理由で欠席した場

合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。電子メール操作は

授業において実習する。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows10とMicrosoft Offic

e 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための中間テスト（第9回）・実技テス

ト（第15回）・タイピングテスト（第8回・第14回）を

授業中に実施する。また、知識習得確認のためにオンラ

インテスト（第5回）を実施する。提示が必要な模範解

答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする
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●オンラインテスト・中間テスト・実技テスト・タイピ

ングテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補足教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

学内環境の確認とe-Learningについて

授業内容や評価に関する案内を行う。

授業で使用するパソコンの使用方法を確認し、学内ネッ

トワーク及びe-Learningシステムの使用方法を実習する。

クラウドについて学び、ファイル保存を行う。

タイピング練習を開始する。

第2回　インターネット

情報モラルと情報セキュリティ・IoT・センサ・

Society 5.0・ビッグデータ・AI

Webページの取扱方法やコンピューターネットワークを

使用する上では常識として必要な知識である情報モラル

や情報セキュリティに関する講義を行う。

またセンサからの膨大な情報（ビッグデータ）を人工知

能（AI）が解析するしくみを講義する。

第3回　電子メール①

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（Outlook初期設定・署名・

メール送受信・連絡先）

第4回　電子メール②

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（ビジネスメール・TO/CC/BC

Cの使い分け・敬語）

第5回　オンラインテスト（知識）

ファイル管理

Office365について

第1～4回までの習得確認のためのオンラインテストを実

施する。

必要なファイル管理操作を行い、Office365サービスに

ついて理解する。

第6回　Word基礎①

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（文字書式・段落書式・文字の効果・オンライン画像

・作表）

第7回　Word基礎②

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（図形描画・テキストボックス・スクリーンショット

）

第8回　タイピングテスト

Word基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word基礎範囲の復習演習を実施する。

第9回　中間テスト（実技）

ここまでのWord基礎技能習得確認のための中間テストを

実施する。

第10回　Web検索と参考文献

レポートや論文作成のためのWeb検索と参考文献の表記

の仕方を実習する。

第11回　Word応用①

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（ペー

ジ設定・ヘッダーフッター・表紙・スタイル・Excelデ

ータの活用）

第12回　Word応用②
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レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（図表

番号・脚注・段組み・タブ）

第13回　Word応用

（Web情報利用）

Word応用の習得技術の再確認とWeb情報の利用を実習す

る。

第14回　タイピングテスト

Word応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト

ここまでのWord応用技能習得確認のための実技テストを

実施する。

第16回　タイピング練習

成果ファイル提出

タイピング練習ソフトやWebサイトを使用して、正しい

指使いでタッチタイピングができるようにタイピング練

習を行い、記録を付ける。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ Ｃ【臨検】

上村　千里

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(講義・実習)

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

今やコンピューターは、ビジネスや日常生活に欠かすこ

とのできない存在となった。スマートフォンやタブレッ

ト、ノートパソコンといった携帯機器を当たり前に使用

し、社会を動かすことのできる時代である。しかし、そ

の便利さと合わせてコンピュータウイルスを始めとした

様々な危険性も持ち合わせている。同時に情報の偏りを

知り、問題解決を図るための情報活用能力を身につける

必要がある。

この科目では、学生がコンピューターの利便性と危険性

の両方を理解し、社会に対応できるコンピューター力を

身に付けることを目標とする。

さらに、この科目では、知識面と技術面からますます発

展していくインターネット社会に対応できる基礎的な力

を身につけ、Society 5.0の社会を理解する。

知識面では、情報の特性や情報セキュリティに関する知

識を習得し、危険を未然に回避することができるように

なることを目的とする。

技術面では、ビジネスメールやワープロソフトMicrosof

t Wordに関する操作・技術を学び、社会でも役立つビジ

ネススキルを習得することを目的とする。特にレポート

作成ではインターネット情報の取捨選択についても学び、

獲得した知識や技能を総合的に活用できるようになるこ

とを目的とする。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.パソコンに対する苦手意識がなくなる。

2.タッチタイピングで入力できる。

3.インターネットを利用して必要な情報を取捨選択でき

る。

4.Society 5.0で実現する社会を説明できる。

5.クラウドサービスを活用することができる。

5.ビジネスメールを作成し、就職活動にも役立てること

ができる。

6.ワープロソフトを使用して、目的に合った文書やレポ

ート作成ができる。

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング・情報セキュリティ・ビジネスメール

・クラウドサービス・Society 5.0・IoT・AI・Microsof

t Word

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回設定されているテーマに基づく機能習得を目指し、

時間の許す限り復習も行う。

●毎回授業の冒頭にタイピング練習を行い、スムーズな

キー入力ができるようにスキルアップを目指す。

＜履修するにあたって＞

●毎回、教科書と配布プリントを持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻するとパソコンの実習環境が整わなかったり、操

作がわからなくなったりするため、遅刻しないように注

意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると致命的になる場合があるため、欠席しな
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いように注意すること。やむを得ない理由で欠席した場

合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。電子メール操作は

授業において実習する。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows10とMicrosoft Offic

e 2016の環境で行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための中間テスト（第9回）・実技テス

ト（第15回）・タイピングテスト（第8回・第14回）を

授業中に実施する。また、知識習得確認のためにオンラ

インテスト（第5回）を実施する。提示が必要な模範解

答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●オンラインテスト・中間テスト・実技テスト・タイピ

ングテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補足教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

学内環境の確認とe-Learningについて

授業内容や評価に関する案内を行う。

授業で使用するパソコンの使用方法を確認し、学内ネッ

トワーク及びe-Learningシステムの使用方法を実習する。

クラウドについて学び、ファイル保存を行う。

タイピング練習を開始する。

第2回　インターネット

情報モラルと情報セキュリティ・IoT・センサ・

Society 5.0・ビッグデータ・AI

Webページの取扱方法やコンピューターネットワークを

使用する上では常識として必要な知識である情報モラル

や情報セキュリティに関する講義を行う。

またセンサからの膨大な情報（ビッグデータ）を人工知

能（AI）が解析するしくみを講義する。

第3回　電子メール①

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（Outlook初期設定・署名・

メール送受信・連絡先）

第4回　電子メール②

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（ビジネスメール・TO/CC/BC

Cの使い分け・敬語）

第5回　オンラインテスト（知識）

ファイル管理

Office365について

第1～4回までの習得確認のためのオンラインテストを実

施する。

必要なファイル管理操作を行い、Office365サービスに

ついて理解する。

第6回　Word基礎①

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書
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作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（文字書式・段落書式・文字の効果・オンライン画像

・作表）

第7回　Word基礎②

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（図形描画・テキストボックス・スクリーンショット

）

第8回　タイピングテスト

Word基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word基礎範囲の復習演習を実施する。

第9回　中間テスト（実技）

ここまでのWord基礎技能習得確認のための中間テストを

実施する。

第10回　Web検索と参考文献

レポートや論文作成のためのWeb検索と参考文献の表記

の仕方を実習する。

第11回　Word応用①

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（ペー

ジ設定・ヘッダーフッター・表紙・スタイル・Excelデ

ータの活用）

第12回　Word応用②

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（図表

番号・脚注・段組み・タブ）

第13回　Word応用

（Web情報利用

Word応用の習得技術の再確認とWeb情報の利用を実習す

る。

第14回　タイピングテスト

Word応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト

ここまでのWord応用技能習得確認のための実技テストを

実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

タイピング練習ソフトやWebサイトを使用して、正しい

指使いでタッチタイピングができるようにタイピング練

習を行い、記録を付ける。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ （Ａ）【経済】

梯　健太郎、永岡　久美子、沈　成輔

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を９年間、情報教育業務を７年間

経験していますので、より実践的な観点から情報に関す

る知識・スキル等を解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる
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・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。
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- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入、編集と

検索、置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確認

し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブル

に巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容： （Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）基本的な関数と

セル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　［対面］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用
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- ［対面］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

第15回　［対面・遠隔申請者］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面・遠隔申請者］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ （Ａ）【薬】

宇佐美　美紀子、福井　昌則、山下　義史

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実習・演習・講義）

＜授業の目的＞

これからの学生生活に必要な情報機器の利用法の理解を

深め，各種ソフトウェアの操作技能を習得する。また情

報化社会に生き、医療に関わる人として、ネットワーク

利用におけるモラルとマナーを理解し，他者を尊重し、

信頼関係を築く情報コミュニケーション力を向上させる。

これらの知識および操作技能を修得することで、全学DP

に掲げる幅広い知識に基づいて他者を理解すること、獲

得した知識や技能を社会に役立てる力をつけることを目

的とする。

＜到達目標＞

（１）獲得した知識や技能を社会に役立てることができ

る

　調べたことや自分の意見などを効果的に伝えられるレ

ポートやプレゼンテーション資料を制作することに重点

を置き，実習する．

　●ワープロソフトの効果的な利用方法（Webサイトと

の連携，複数ページの文書作成，引用，段組み，セクシ

ョン，図や表の扱い等）を習得し，レポートや論文の制

作にこれを活かすことができる

　●プレゼンテーションソフトの効果的な利用方法（図

・図形・表の効果的な利用、スライドの再利用、ノート

の利用等）を習得し，それをポスターセッションに活か

すことができる

（２）幅広い知識を習得し、他者を尊重、理解しコミュ

ニケーションをとることができる

　個人情報保護，著作権保護，情報受発信における留意

点を学ぶ。他者を理解し尊重する姿勢を身につけ、学生

生活および日常生活に活かすことができる

＜授業のキーワード＞

情報

コミュニケーション

モラル

Word

PowerPoint

＜授業の進め方＞

操作実習を中心に、制作、グループワーク、セッション、

相互評価をおこなう

＜履修するにあたって＞

（1）オンライン授業、課題学修をおこなう場合に備え

て、各自Windowsパソコンを準備しておくこと。学内設

置パソコンはWindowsのため、受講環境を整えるためWin

dows搭載のパソコンを準備すること。MacOS、Chromeboo

kなど異なるOSの場合、配布する講義資料、実際の操作

が異なることがある（OSの違いによる個別の質問等、教

員の対応はおこなわない）。また、スマートフォン及び

タブレットのみでの受講は不可とする。

（2）パソコンには、ブラウザ「Chrome」をインストー

ルすること。その他のブラウザを使用する場合、授業内

での説明や操作とは異なることがある。「Edge」は利用

できない学内サービスがあるため利用しないこと。なお、

Internet Explorer（IE）はすでにサポート体制が終了

しており、学内の各種サービスも利用できない。使用は

不可とする。

（3）Microsoft Word、Excel、PowerPointが必須アプリ

ケーションとなる。バージョンは2016、2019、デスクト

ップ版365とする。各自のパソコンに導入されていない

場合は、各自Microsoft365からデスクトップ版Office36

5をインストールすること（Web版の365は機能制限があ

り授業の実施内容に耐えないため利用しない）。

（4）USBフラッシュメモリの準備

　操作実習に使用するファイル，制作物の保管に必要と

なる場合がある。

（5）クラス

　６クラスに分かれて授業をおこなう．クラスによって

授業進度・実施順序が異なる場合がある。

（6）リアルタイム授業日欠席の場合

　　前回の授業内容を前提として授業を進行するため，

次回の授業までに自習しておき，必要に応じて質問する

こと。

（7）アカウントについて

　“ユーザーID”と“パスワード”を忘れると，学内ネ

ットワークを利用することができない．再発行には手数

料が必要となるため，管理に注意すること。
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“パスワード”は，紛失したり，他人に教えたりするこ

とのないように，また推測されづらいよう長く複雑なも

のにするなど安全面も考慮し各自で管理すること。

（8）自宅のPCを利用するにあたり、必ずウイルス対策

をおこなうこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

(1)操作技術の習得にあたり，講義時間内に配布した教

材データを用いて1時間程度の復習を行うこと．

(2)課題の仕上げと提出作業を行う

(3)課題制作にあたり，事前に案を練ったり調査してお

いたり、といった準備が必要となる．

(4)講義資料を読み、ワークシートまたは小レポートを

提出する

＜提出課題など＞

中間レポートとしてWord文書作成

期末レポートとしてプレゼンテーション資料作成

その他、講義時に指定するワークシート、小レポート課

題（5回程度）

提出方法は、様々な方法を経験できるよう、その都度指

示する

ミスが多かった問題、注意を要する問題について、提出

後の講義で解説を行う

※他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、その課題は無得点とする

＜成績評価方法・基準＞

中間レポート25%，期末レポート25%、講義時に指定する

ワークシートおよび小レポートの提出35%、グループ活

動の取り組み状況15％の割合で総合評価する

＜テキスト＞

授業内容にあわせたテキストおよびプリントを配布する．

＜授業計画＞

第1回　学内ネットワークの利用

オリエンテーション

学内情報サービスログイン

　お知らせメール設定確認

　パスワード変更作業確認

dotCampusログイン

　テキストとファイルのダウンロード

Microsoft365サインイン

　・Officeのインストールについて

　・Outlookメールアプリ設定について

　・署名、メッセージ形式の設定

　・メール送信

第2回　e-lerningシステムの利用

Word操作習得１

dotCampusの利用　ファイルのダウンロードと保存

デスクトップへファイルの移動

フォルダーの作成、フォルダー内へファイルの移動

入力練習と記録表の作成

Wordでレポート作成（１）

　・Wordを使用するときの準備

　・ページ設定

　・書式設定

　・ヘッダーとフッター

　・名前を付けて保存

　・ハイパーリンクの削除

　・改行と改段落

　・ファイルの上書き保存

dotCampusの利用　ファイルのアップロード

※レポート作成時の注意とWebページの利用（著作権と

引用のルール）を各自読んでおくこと。後日まとめをお

こなう

第3回　レポート作成時におけるWebサイトの利用１

Word操作習得１

dotCampus　ファイルのダウンロードと保存

ファイルの移動

Wordでレポート作成（２）

　・演習1

　・Chrome　URL入力

　・Word　ページ情報の記載（日付、運営者、タイトル、

URL、更新日）

　・Chrome　ページ情報画面の利用

　・Chrome　新しいタブ

　・Chrome　画像の検索、画像の保存

　・Word文書への画像の挿入

dotCampus　ファイルのアップロード

第4回　レポート作成時におけるWebサイトの利用２

Word操作習得１

dotCampus　ファイルのダウンロードと保存

ファイルの移動

Wordでレポート作成（３）

　・Chrome 新しいタブを用意

　・Chrome　画像の検索

　・演習２

　・Webページ情報確認方法

　・演習３

　・Chrome　ページ内検索

dotCampus　ファイルのアップロード

第5回　Word操作習得１

著作権と引用のルールを知る

dotCampus　ファイルのダウンロードと保存

ファイルの移動

講義　レポート作成時の注意とWebページの利用（著作

権と引用のルール）のまとめ、Webサイトの利用時の注

意

Chrome　いろいろな検索方法
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Wordでレポート作成（４）

　・効率のよい入力方法，ファンクションキーの利用

　・タブの挿入、タブを使った表作成

　・演習４

dotCampus　ファイルのアップロード

第6回　Word操作習得１

PDFファイルの作成

USBメモリの利用

dotCampus　ファイルのダウンロードと保存

ファイルの移動

Wordでレポート作成（５）

　・書式設定

　・文字書式、書式のコピー／貼り付け、段落書式

　・箇条書きと段落番号

　・ページ罫線

　・PDFファイルの作成

　・画像ファイルの挿入

　・図の調整、文字列の折り返し設定

　・図として保存

USBメモリの利用

　・ファイルのコピー

　・USBメモリの取り外し

dotCampus　ファイルのアップロード

第7回　Word操作習得１

メール（添付ファイル）の送信

メール送信時のマナーを理解する

dotCampus ファイルのダウンロードと保存

ファイルの移動

Wordでレポート作成（６）

　・編集記号の表示、ルーラーの表示

　・画像の挿入とレイアウト

　・図表番号

　・テキストボックスの利用

dotCampus　ファイルのアップロード

Outlook

　・メール（添付ファイル）送信とメール送信時のマナ

ー

※「CCとBCC」「メールのマナー」は各自で必ず読んで

おくこと

第8回　Word操作習得１

中間レポート説明

dotCampus　ファイルのダウンロードと保存

ファイルの移動

Wordでレポート作成（７）

　・編集記号の表示、ルーラーの表示

　・図表番号

　・段落と範囲選択

　・文書の校正，貼り付けの形式

　・インデント設定

中間レポート制作（Word文書制作）に向けての説明と注

意

dotCampus　ファイルのアップロード

第9回　Word操作習得１

日常生活における著作権について理解する

dotCampus　ファイルのダウンロード

ファイルの移動

中間レポートの仕上げと提出

Wordの操作

　・インデントの復習

　・入力オートフォーマット

dotCampus　ファイルのアップロード

講義　日常生活における著作権

第10回　PowerPoint操作習得

dotCampus　ファイルのダウンロードと保存

PowerPointでプレゼンテーション資料作成（１）

　・フォルダの作成とファイルの移動、完成例確認

　・PowerPointの画面

　・タイトルスライドの作成

　・テキストボックスの作成

　・新しいスライドの挿入とスライドのレイアウト

　・図の挿入

　・プレースホルダの削除

　・図形の利用

　・表の挿入

　・スライドの再利用

dotCampus　ファイルのアップロード

第11回　PowerPoint操作習得

期末レポート説明

dotCampus　ファイルのダウンロードと保存

PowerPointでプレゼンテーション資料作成（２）

　・資料を作り始める前に

　・スライドの再利用

　・表の挿入，

　・箇条書き（インデント），行頭文字の設定

　・テーマ、配色、フォント、背景、図形のスタイルの

設定

　・図の透明化

　・SmartArtグラフィック

　・配布資料の作成

USBメモリの利用

　・フォルダのコピー

　・USBメモリの取り外し

dotCampus　ファイルのアップロード

期末レポート制作（プレゼンテーション資料作成）に向

けての説明と注意

第12回　Word操作習得2

個人情報保護に関する知識を身につける

dotCampus　ファイルのダウンロード
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Wordでレポート作成（８）

　・改ページの挿入

　・段組み

　・ページ番号（フッター）の設定、ヘッダー/フッタ

ー先頭ページのみ別指定

　・スタイルの設定、見出しスタイルの設定

　・目次作成

講義　個人情報について

第13回　Word操作習得２

SNS利用と情報の発信について考える

dotCampus　ファイルのダウンロードと保存

Wordでレポート作成（９）

　・セクションの操作

　・罫線表の操作

講義　SNS利用と情報の発信

第14回　著作権の知識

個人情報保護

グループワーク

著作権および個人情報保護に関する活動

第15回　SNS利用と情報の発信

グループワーク

SNS利用と情報の発信に関する活動

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ （Ａ）【経営】

上村　千里、濱本　季之、中原　伸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(講義・実習)

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

今やコンピューターは、ビジネスや日常生活に欠かすこ

とのできない存在となった。スマートフォンやタブレッ

ト、ノートパソコンといった携帯機器を当たり前に使用

し、社会を動かすことのできる時代である。しかし、そ

の便利さと合わせてコンピュータウイルスを始めとした

様々な危険性も持ち合わせている。同時に情報の偏りを

知り、問題解決を図るための情報活用能力を身につける

必要がある。

この科目では、学生がコンピューターの利便性と危険性

の両方を理解し、社会に対応できるコンピューター力を

身に付けることを目標とする。

さらに、この科目では、知識面と技術面からますます発

展していくインターネット社会に対応できる基礎的な力

を身につけ、Society 5.0の社会を理解する。

知識面では、情報の特性や情報セキュリティに関する知

識を習得し、危険を未然に回避することができるように

なることを目的とする。

技術面では、ビジネスメールやワープロソフトMicrosof

t Wordに関する操作・技術を学び、社会でも役立つビジ

ネススキルを習得することを目的とする。特にレポート

作成ではインターネット情報の取捨選択についても学び、

獲得した知識や技能を総合的に活用できるようになるこ

とを目的とする。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.パソコンに対する苦手意識がなくなる。

2.タッチタイピングで入力できる。

3.インターネットを利用して必要な情報を取捨選択でき

る。

4.Society 5.0で実現する社会を説明できる。

5.クラウドサービスを活用することができる。

5.ビジネスメールを作成し、就職活動にも役立てること

ができる。

6.ワープロソフトを使用して、目的に合った文書やレポ

ート作成ができる。

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング・情報セキュリティ・ビジネスメール

・クラウドサービス・Society 5.0・IoT・AI・Microsof

t Word

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回設定されているテーマに基づく機能習得を目指し、

時間の許す限り復習も行う。

●毎回授業の冒頭にタイピング練習を行い、スムーズな

キー入力ができるようにスキルアップを目指す。

＜履修するにあたって＞

●毎回、教科書と配布プリントを持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻するとパソコンの実習環境が整わなかったり、操

作がわからなくなったりするため、遅刻しないように注

意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると致命的になる場合があるため、欠席しな

いように注意すること。やむを得ない理由で欠席した場

合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。電子メール操作は
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授業において実習する。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows10とMicrosoft Offic

e 2016の環境で行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための中間テスト（第9回）・実技テス

ト（第15回）・タイピングテスト（第8回・第14回）を

授業中に実施する。また、知識習得確認のためにオンラ

インテスト（第5回）を実施する。提示が必要な模範解

答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●オンラインテスト・中間テスト・実技テスト・タイピ

ングテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補足教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

学内環境の確認とe-Learningについて

授業内容や評価に関する案内を行う。

授業で使用するパソコンの使用方法を確認し、学内ネッ

トワーク及びe-Learningシステムの使用方法を実習する。

クラウドについて学び、ファイル保存を行う。

タイピング練習を開始する。

第2回　インターネット

情報モラルと情報セキュリティ・IoT・センサ・

Society 5.0・ビッグデータ・AI

Webページの取扱方法やコンピューターネットワークを

使用する上では常識として必要な知識である情報モラル

や情報セキュリティに関する講義を行う。

またセンサからの膨大な情報（ビッグデータ）を人工知

能（AI）が解析するしくみを講義する。

第3回　電子メール①

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（Outlook初期設定・署名・

メール送受信・連絡先）

第4回　電子メール②

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（ビジネスメール・TO/CC/BC

Cの使い分け・敬語）

第5回　オンラインテスト（知識）

ファイル管理

Office365について

第1～4回までの習得確認のためのオンラインテストを実

施する。

必要なファイル管理操作を行い、Office365サービスに

ついて理解する。

第6回　Word基礎①

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（文字書式・段落書式・文字の効果・オンライン画像

・作表）

第7回　Word基礎②

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。
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　（図形描画・テキストボックス・スクリーンショット

）

第8回　タイピングテスト

Word基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word基礎範囲の復習演習を実施する。

第9回　中間テスト（実技）

ここまでのWord基礎技能習得確認のための中間テストを

実施する。

第10回　Web検索と参考文献

レポートや論文作成のためのWeb検索と参考文献の表記

の仕方を実習する。

第11回　Word応用①

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（ペー

ジ設定・ヘッダーフッター・表紙・スタイル・Excelデ

ータの活用）

第12回　Word応用②

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（図表

番号・脚注・段組み・タブ）

第13回　Word応用

（Web情報利用）

Word応用の習得技術の再確認とWeb情報の利用を実習す

る。

第14回　タイピングテスト

Word応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト

ここまでのWord応用技能習得確認のための実技テストを

実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

タイピング練習ソフトやWebサイトを使用して、正しい

指使いでタッチタイピングができるようにタイピング練

習を行い、記録を付ける。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ （Ａ）【現社・社防】

小野原　登美子、河下　真佐代、寄木　知子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT企業での業務を 19 年、情報教育業務は 3 年経

験していますので、実務経験を生かした実践的な観点か

ら情報に関する知識・スキル等を解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき
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る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞
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eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容： ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入・編集と

検索・置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

- インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確

認し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブ

ルに巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

- テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）基本的な関数とセ

ル参照、絶対参照

第13回　 問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

- [テーマの例] 家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　Wi-Fi の安全な利用

- 無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公

共のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解す

る。

第15回　 理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

- 当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解

度を試験形式で確認する。

- タイピング試験を実施する。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ （Ａ）【ＧＣ】

沈　成輔、永岡　久美子、梯　健太郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を8年間、情報教育業務を6年間経

験していますので、より実践的な観点から情報に関する

知識・スキル等を解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講
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義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）
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- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入、編集と

検索、置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確認

し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブル

に巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間） 　�����

テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容： （Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）基本的な関数と

セル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- ［対面］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　［対面］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

第15回　［対面・遠隔申請者］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面・遠隔申請者］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ （Ｆ）【ＧＣ（日）】

三木　洪子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると
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考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT企業での業務を 10 年、情報教育業務は 15 年経

験していますので、実務経験を生かした実践的な観点か

ら情報に関する知識・スキル等を解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞



- 28 -

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容： ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入・編集と

検索・置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

- インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確

認し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブ

ルに巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

- テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用



- 29 -

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）基本的な関数とセ

ル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

- [テーマの例] 家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　Wi-Fi の安全な利用

- 無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公

共のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解す

る。

第15回　理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

- 当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解

度を試験形式で確認する。

- タイピング試験を実施する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅰ 【法】

三木　洪子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を 10 年間、情報教育業務を 15

年間経験していますので、より実践的な観点から情報に

関する知識・スキル等を解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。
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講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作
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第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入、編集と

検索、置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確認

し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブル

に巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）�����

テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容： （Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）基本的な関数と

セル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

- [テーマの例] 家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　［対面・遠隔申請者］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面・遠隔申請者］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

第15回　［対面・遠隔申請者］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面・遠隔申請者］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。



- 32 -

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ （Ａ）【人文】

深田　美紀、青木　恵美、三木　洪子、富士野　克己、

岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。学外（公的機関等）での情報教育業務を6年間経験

しており、企業等で求められる情報に関する知識・スキ

ルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。
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・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　Office ソフトウェア間の連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定、セクションの利用

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ヘッダーとフッタ

ーの設定方法、グラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを確

認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）トリミング（Excel

）オートフィルター、 ROUND 関数

第5回　 P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得意

／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）スタイルの利用（E

xcel）RANK 関数、VLOOKUP 関数

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）複合グラフ、COUN

TIF関数、SUMIF関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）索引の作成、差し

込み印刷（Excel）ユーザー定義の表示形式

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］ 簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容：（Word）文書の保護（Excel

）テーブル機能

第10回　  P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識

確認問題

準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベルを
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確認する。

各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ピボットテーブル

の作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断する。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式の

変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定を

行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ）。

アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰する。

アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ （Ａ）【心理】

深田　美紀、青木　恵美、三木　洪子、富士野　克己、

岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。学外（公的機関等）での情報教育業務を6年間経験

しており、企業等で求められる情報に関する知識・スキ

ルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、



- 35 -

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　Office ソフトウェア間の連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定、セクションの利用

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ヘッダーとフッタ

ーの設定方法、グラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを確

認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）トリミング（Excel

）オートフィルター、 ROUND 関数

第5回　 P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得意

／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）IF関数、複数の関

数の組み合わせ

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。
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- nanare の主な学習内容：（Word）スタイルの利用（E

xcel）RANK 関数、VLOOKUP 関数

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）複合グラフ、COUN

TIF関数、SUMIF関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）索引の作成、差し

込み印刷（Excel）ユーザー定義の表示形式

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］ 簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容：（Word）文書の保護（Excel

）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベルを

確認する。

各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ピボットテーブル

の作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断する。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式の

変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定を

行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ）。

アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰する。

アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ 【総リハ】

濱本　季之、橋本　貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

ビジネスシーンにおいては、プレゼンテーションスキル

とコンピュータースキルが重視されており、社会ではこ

の2つのスキル習得を学生に求める声も多い。

この科目では、Microsoft PowerPointとMicrosoft  Exc

elを使用して、社会に通用するプレゼンテーションスキ

ルと必須とされているExcelスキルを身につける。

Microsoft PowerPointでは、プレゼンテーションスキル

を習得する。実習ではアプリケーション操作だけでなく、

聞き手に興味を持たせる構成やわかりやすいプレゼンテ

ーションのためのビジュアル化ができるようになること

を目的とし、社会に通用するプレゼンテーションスキル

の習得を目指す。

Microsoft Excelでは、様々なデータを元に作表や計算、

グラフ化、データベース利用などができるように基礎を

習得する。その上で様々なビジネスシーンで役立つ汎用

性の高いExcel関数を学び、社会で必要とされるコンピ

ュータスキルを習得することを目指す。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.プレゼンテーションに必要な知識を習得し、訴求力の

あるプレゼンテーション資料を作成できる。

2.Excelを使用して、計算式を設定した表作成や目的に

合ったグラフ作成ができる。

3.効率的に作業を行うための使用頻度が高いExcel関数

を使うことができる。

4.タッチタイピングで速く正確な入力ができる。

5.ビジネス形式のメールが作成できる。

＜授業のキーワード＞

プレゼンテーション・Microsoft PowerPoint・Microsof

t Excel・タッチタイピング・ビジネスメール

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回、設定されているテーマに基づく機能習得を目指

し、時間の許す限り復習も行う。

●毎回、授業の冒頭にタイピング練習を行い、タッチタ

イピングができるようにスキルアップを目指す。

●授業の最後に指示されたテーマに基づくメールを作成

し、講師宛に送信する。

＜履修するにあたって＞

●毎回、必ず、配布プリントと教科書を持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無
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いので忘れないように注意すること。

●遅刻すると自分のパソコンの実習環境が整わなかった

り、操作がわからなくなったりするため、遅刻しないよ

うに注意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると大幅な遅れにつながる場合があるため、

欠席しないように注意すること。やむを得ない理由で欠

席した場合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows 10とMicrosoft Offi

ce 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための課題作成テスト（第5回）・中間

テスト（第10回）・実技テスト（第15回）・タイピング

テスト（第9回・第14回）を授業中に実施する。

提示が必要な模範解答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●課題作成テスト・中間テスト・実技テスト・タイピン

グテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補助教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

Power Pointの実習①

授業内容や評価に関する案内を行う。

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（テ

ーマ・箇条書き・オンライン画像・書式設定）

第2回　Power Pointの実習②

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（Sma

rtArt・画面切り替え効果・アニメーション・リハーサ

ル・配布資料・スライドマスタ・発表技術）

第3回　Power Pointの実習③

Power Pointを使用し、ビジュアル化演習を行う。

第4回　課題作成実習

次回のテストで使用するプレゼンテーションの企画を行

う。

第5回　課題作成テスト（実技）

ここまでのPowerPoint技能習得確認のための課題作成テ

ストを実施する。

第6回　Excel基礎①

（表計算①）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（数式・オートSUM

・表の書式設定・表示形式）

第7回　Excel基礎②

（表計算②）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（相対参照・絶対参

照・データベース）

第8回　Excel基礎③

（グラフ）

様々なグラフの作成実習を行う。できるだけ多くの問題

に取り組み、習得する。



- 38 -

第9回　タイピングテスト

Excel基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel基礎範囲の復習演習を実施する。

第10回　中間テスト（実技）

ここまでのExcel基礎技能習得確認のための中間テスト

を実施する。

第11回　Excel応用①

（端数処理関数）

端数処理関数と条件付き書式を習得する。基礎範囲を含

め、できるだけ多くの問題に取り組み、応用力を付ける。

第12回　Excel応用②

（条件分岐関数）

条件分岐関数・順位を求める関数・個数関数を習得する。

前回の関数と組み合わせ、応用的な問題に取り組む。

第13回　Excel応用③

（文字列検索関数）

文字列検索関数とエラー表示回避方法及び入力規則を習

得する。前回、前々回の関数と組み合わせ、実践的な問

題に取り組む。

第14回　タイピングテスト

Excel応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　　実技テスト(実技)

ここまでのExcel応用技能習得確認のための実技テスト

を実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

ICT実習Ⅰと同様にタイピング練習を継続して行う。必

要なファイルは講師の指示により提出する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ Ａ－１【栄養管理】

濱本　季之、竹内　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

ビジネスシーンにおいては、プレゼンテーションスキル

とコンピュータースキルが重視されており、社会ではこ

の2つのスキル習得を学生に求める声も多い。

この科目では、Microsoft PowerPointとMicrosoft  Exc

elを使用して、社会に通用するプレゼンテーションスキ

ルと必須とされているExcelスキルを身につける。

Microsoft PowerPointでは、プレゼンテーションスキル

を習得する。実習ではアプリケーション操作だけでなく、

聞き手に興味を持たせる構成やわかりやすいプレゼンテ

ーションのためのビジュアル化ができるようになること

を目的とし、社会に通用するプレゼンテーションスキル

の習得を目指す。

Microsoft Excelでは、様々なデータを元に作表や計算、

グラフ化、データベース利用などができるように基礎を

習得する。その上で様々なビジネスシーンで役立つ汎用

性の高いExcel関数を学び、社会で必要とされるコンピ

ュータスキルを習得することを目指す。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.プレゼンテーションに必要な知識を習得し、訴求力の

あるプレゼンテーション資料を作成できる。

2.Excelを使用して、計算式を設定した表作成や目的に

合ったグラフ作成ができる。

3.効率的に作業を行うための使用頻度が高いExcel関数

を使うことができる。

4.タッチタイピングで速く正確な入力ができる。

5.ビジネス形式のメールが作成できる。

＜授業のキーワード＞

プレゼンテーション・Microsoft PowerPoint・Microsof

t Excel・タッチタイピング・ビジネスメール

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回、設定されているテーマに基づく機能習得を目指

し、時間の許す限り復習も行う。

●毎回、授業の冒頭にタイピング練習を行い、タッチタ

イピングができるようにスキルアップを目指す。

●授業の最後に指示されたテーマに基づくメールを作成

し、講師宛に送信する。

＜履修するにあたって＞

●毎回、必ず、配布プリントと教科書を持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻すると自分のパソコンの実習環境が整わなかった

り、操作がわからなくなったりするため、遅刻しないよ

うに注意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると大幅な遅れにつながる場合があるため、

欠席しないように注意すること。やむを得ない理由で欠
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席した場合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows 10とMicrosoft Offi

ce 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための課題作成テスト（第5回）・中間

テスト（第10回）・実技テスト（第15回）・タイピング

テスト（第9回・第14回）を授業中に実施する。

提示が必要な模範解答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●課題作成テスト・中間テスト・実技テスト・タイピン

グテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補助教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

Power Pointの実習①

授業内容や評価に関する案内を行う。

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（テ

ーマ・箇条書き・オンライン画像・書式設定）

第2回　Power Pointの実習②

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（Sma

rtArt・画面切り替え効果・アニメーション・リハーサ

ル・配布資料・スライドマスタ・発表技術）

第3回　Power Pointの実習③

Power Pointを使用し、ビジュアル化演習を行う。

第4回　課題作成実習

次回のテストで使用するプレゼンテーションの企画を行

う。

第5回　課題作成テスト（実技）

ここまでのPowerPoint技能習得確認のための課題作成テ

ストを実施する。

第6回　Excel基礎①

（表計算①）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（数式・オートSUM

・表の書式設定・表示形式）

第7回　Excel基礎②

（表計算②）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（相対参照・絶対参

照・データベース）

第8回　Excel基礎③

（グラフ）

様々なグラフの作成実習を行う。できるだけ多くの問題

に取り組み、習得する。

第9回　タイピングテスト

Excel基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel基礎範囲の復習演習を実施する。

第10回　中間テスト（実技）

ここまでのExcel基礎技能習得確認のための中間テスト
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を実施する。

第11回　Excel応用①

（端数処理関数）

端数処理関数と条件付き書式を習得する。基礎範囲を含

め、できるだけ多くの問題に取り組み、応用力を付ける。

第12回　Excel応用②

（条件分岐関数）

条件分岐関数・順位を求める関数・個数関数を習得する。

前回の関数と組み合わせ、応用的な問題に取り組む。

第13回　Excel応用③

（文字列検索関数）

文字列検索関数とエラー表示回避方法及び入力規則を習

得する。前回、前々回の関数と組み合わせ、実践的な問

題に取り組む。

第14回　タイピングテスト

Excel応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　　実技テスト(実技)

ここまでのExcel応用技能習得確認のための実技テスト

を実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

ICT実習Ⅰと同様にタイピング練習を継続して行う。必

要なファイルは講師の指示により提出する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ Ｃ【臨検】

上村　千里

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

ビジネスシーンにおいては、プレゼンテーションスキル

とコンピュータースキルが重視されており、社会ではこ

の2つのスキル習得を学生に求める声も多い。

この科目では、Microsoft PowerPointとMicrosoft  Exc

elを使用して、社会に通用するプレゼンテーションスキ

ルと必須とされているExcelスキルを身につける。

Microsoft PowerPointでは、プレゼンテーションスキル

を習得する。実習ではアプリケーション操作だけでなく、

聞き手に興味を持たせる構成やわかりやすいプレゼンテ

ーションのためのビジュアル化ができるようになること

を目的とし、社会に通用するプレゼンテーションスキル

の習得を目指す。

Microsoft Excelでは、様々なデータを元に作表や計算、

グラフ化、データベース利用などができるように基礎を

習得する。その上で様々なビジネスシーンで役立つ汎用

性の高いExcel関数を学び、社会で必要とされるコンピ

ュータスキルを習得することを目指す。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.プレゼンテーションに必要な知識を習得し、訴求力の

あるプレゼンテーション資料を作成できる。

2.Excelを使用して、計算式を設定した表作成や目的に

合ったグラフ作成ができる。

3.効率的に作業を行うための使用頻度が高いExcel関数

を使うことができる。

4.タッチタイピングで速く正確な入力ができる。

5.ビジネス形式のメールが作成できる。

＜授業のキーワード＞

プレゼンテーション・Microsoft PowerPoint・Microsof

t Excel・タッチタイピング・ビジネスメール

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回、設定されているテーマに基づく機能習得を目指

し、時間の許す限り復習も行う。

●毎回、授業の冒頭にタイピング練習を行い、タッチタ

イピングができるようにスキルアップを目指す。

●授業の最後に指示されたテーマに基づくメールを作成

し、講師宛に送信する。

＜履修するにあたって＞

●毎回、必ず、配布プリントと教科書を持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻すると自分のパソコンの実習環境が整わなかった

り、操作がわからなくなったりするため、遅刻しないよ

うに注意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると大幅な遅れにつながる場合があるため、

欠席しないように注意すること。やむを得ない理由で欠

席した場合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。
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●この講義は、Microsoft Windows 10とMicrosoft Offi

ce 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための課題作成テスト（第5回）・中間

テスト（第10回）・実技テスト（第15回）・タイピング

テスト（第9回・第14回）を授業中に実施する。

提示が必要な模範解答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●課題作成テスト・中間テスト・実技テスト・タイピン

グテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補助教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

Power Pointの実習①

授業内容や評価に関する案内を行う。

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（テ

ーマ・箇条書き・オンライン画像・書式設定）

第2回　Power Pointの実習②

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（Sma

rtArt・画面切り替え効果・アニメーション・リハーサ

ル・配布資料・スライドマスタ・発表技術）

第3回　Power Pointの実習③

Power Pointを使用し、ビジュアル化演習を行う。

第4回　課題作成実習

次回のテストで使用するプレゼンテーションの企画を行

う。

第5回　課題作成テスト（実技）

ここまでのPowerPoint技能習得確認のための課題作成テ

ストを実施する。

第6回　Excel基礎①

（表計算①）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（数式・オートSUM

・表の書式設定・表示形式）

第7回　Excel基礎②

（表計算②）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（相対参照・絶対参

照・データベース）

第8回　Excel基礎③

（グラフ）

様々なグラフの作成実習を行う。できるだけ多くの問題

に取り組み、習得する。

第9回　タイピングテスト

Excel基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel基礎範囲の復習演習を実施する。

第10回　中間テスト（実技）

ここまでのExcel基礎技能習得確認のための中間テスト

を実施する。

第11回　Excel応用①

（端数処理関数）

端数処理関数と条件付き書式を習得する。基礎範囲を含

め、できるだけ多くの問題に取り組み、応用力を付ける。

第12回　Excel応用②

（条件分岐関数）
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条件分岐関数・順位を求める関数・個数関数を習得する。

前回の関数と組み合わせ、応用的な問題に取り組む。

第13回　Excel応用③

（文字列検索関数）

文字列検索関数とエラー表示回避方法及び入力規則を習

得する。前回、前々回の関数と組み合わせ、実践的な問

題に取り組む。

第14回　タイピングテスト

Excel応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト(実技)

ここまでのExcel応用技能習得確認のための実技テスト

を実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

ICT実習Ⅰと同様にタイピング練習を継続して行う。必

要なファイルは講師の指示により提出する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ Ｄ【臨検】

梯　健太郎、永岡　久美子、沈　成輔

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

ビジネスシーンにおいては、プレゼンテーションスキル

とコンピュータースキルが重視されており、社会ではこ

の2つのスキル習得を学生に求める声も多い。

この科目では、Microsoft PowerPointとMicrosoft  Exc

elを使用して、社会に通用するプレゼンテーションスキ

ルと必須とされているExcelスキルを身につける。

Microsoft PowerPointでは、プレゼンテーションスキル

を習得する。実習ではアプリケーション操作だけでなく、

聞き手に興味を持たせる構成やわかりやすいプレゼンテ

ーションのためのビジュアル化ができるようになること

を目的とし、社会に通用するプレゼンテーションスキル

の習得を目指す。

Microsoft Excelでは、様々なデータを元に作表や計算、

グラフ化、データベース利用などができるように基礎を

習得する。その上で様々なビジネスシーンで役立つ汎用

性の高いExcel関数を学び、社会で必要とされるコンピ

ュータスキルを習得することを目指す。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.プレゼンテーションに必要な知識を習得し、訴求力の

あるプレゼンテーション資料を作成できる。

2.Excelを使用して、計算式を設定した表作成や目的に

合ったグラフ作成ができる。

3.効率的に作業を行うための使用頻度が高いExcel関数

を使うことができる。

4.タッチタイピングで速く正確な入力ができる。

5.ビジネス形式のメールが作成できる。

＜授業のキーワード＞

プレゼンテーション・Microsoft PowerPoint・Microsof

t Excel・タッチタイピング・ビジネスメール

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回、設定されているテーマに基づく機能習得を目指

し、時間の許す限り復習も行う。

●毎回、授業の冒頭にタイピング練習を行い、タッチタ

イピングができるようにスキルアップを目指す。

●授業の最後に指示されたテーマに基づくメールを作成

し、講師宛に送信する。

＜履修するにあたって＞

●毎回、必ず、配布プリントと教科書を持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻すると自分のパソコンの実習環境が整わなかった

り、操作がわからなくなったりするため、遅刻しないよ

うに注意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると大幅な遅れにつながる場合があるため、

欠席しないように注意すること。やむを得ない理由で欠

席した場合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows 10とMicrosoft Offi

ce 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。
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※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための課題作成テスト（第5回）・中間

テスト（第10回）・実技テスト（第15回）・タイピング

テスト（第9回・第14回）を授業中に実施する。

提示が必要な模範解答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●課題作成テスト・中間テスト・実技テスト・タイピン

グテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補助教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

Power Pointの実習①

授業内容や評価に関する案内を行う。

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（テ

ーマ・箇条書き・オンライン画像・書式設定）

第2回　Power Pointの実習②

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（Sma

rtArt・画面切り替え効果・アニメーション・リハーサ

ル・配布資料・スライドマスタ・発表技術）

第3回　Power Pointの実習③

Power Pointを使用し、ビジュアル化演習を行う。

第4回　課題作成実習

次回のテストで使用するプレゼンテーションの企画を行

う。

第5回　課題作成テスト（実技）

ここまでのPowerPoint技能習得確認のための課題作成テ

ストを実施する。

第6回　Excel基礎①

（表計算①）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（数式・オートSUM

・表の書式設定・表示形式）

第7回　Excel基礎②

（表計算②）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（相対参照・絶対参

照・データベース）

第8回　Excel基礎③

（グラフ）

様々なグラフの作成実習を行う。できるだけ多くの問題

に取り組み、習得する。

第9回　タイピングテスト

Excel基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel基礎範囲の復習演習を実施する。

第10回　中間テスト（実技）

ここまでのExcel基礎技能習得確認のための中間テスト

を実施する。

第11回　Excel応用①

（端数処理関数）

端数処理関数と条件付き書式を習得する。基礎範囲を含

め、できるだけ多くの問題に取り組み、応用力を付ける。

第12回　Excel応用②

（条件分岐関数）

条件分岐関数・順位を求める関数・個数関数を習得する。

前回の関数と組み合わせ、応用的な問題に取り組む。

第13回　Excel応用③

（文字列検索関数）

文字列検索関数とエラー表示回避方法及び入力規則を習

得する。前回、前々回の関数と組み合わせ、実践的な問
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題に取り組む。

第14回　タイピングテスト

Excel応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト(実技)

ここまでのExcel応用技能習得確認のための実技テスト

を実施する。

第16回　タイピング練習

成果ファイル提出

ICT実習Ⅰと同様にタイピング練習を継続して行う。必

要なファイルは講師の指示により提出する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ （Ａ）【経済】

宇佐美　美紀子、福井　昌則、山下　義史

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を９年間、情報教育業務は７年間

経験していますので、企業等で求められる情報に関する

知識・スキルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。
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なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　Office ソフトウェア間の連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定、セクションの利用

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ヘッダーとフッタ

ーの設定方法、グラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを確

認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）トリミング（Excel

）オートフィルター、 ROUND 関数

第5回　 P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得意

／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）スタイルの利用（E

xcel）RANK 関数、VLOOKUP 関数

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）複合グラフ、COUN

TIF関数、SUMIF関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）索引の作成、差し
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込み印刷（Excel）ユーザー定義の表示形式

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］ 簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容：（Word）文書の保護（Excel

）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベルを

確認する。

各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ピボットテーブル

の作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断する。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式の

変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定を

行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ）。

アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰する。

アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ （Ａ）【薬】

上村　千里、濱本　季之、中原　伸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンドでの課題学修を基本とし、グル

ープワークなど実施内容に応じてリアルタイム授業をお

こなう）

＜授業の目的＞

これからの学生生活に必要な情報機器の利用法の理解を

深め，各種ソフトウェアの操作技能を向上させる．また

情報化社会に生き，医療に関わる人として，ネットワー

ク利用におけるモラルとマナーを理解し，クリティカル

な視点を養い，信頼関係を築く情報コミュニケーション

力を向上させる．これらの知識および操作技能を修得す

ることで，全学DPに掲げる，様々な問題を発見しそれを

解決する方策を導くこと，獲得した知識や技能を社会に

役立てる力をつけることを目的とする．

＜到達目標＞

（１）様々な問題を発見しそれを解決する方策を導くこ

とができる

●フォームによる調査活動を行い，その結果を表計算ソ

フトで集計と分析をおこなう，さらにプレゼンテーショ

ンソフトを用いて発表することができる

●個人情報保護，著作権保護，情報受発信における留意

点を，ペアワークやグループワークを通して学び，クリ

ティカルな視点からこれを判断することができる

（２）獲得した知識や技能を社会に役立てることができ

る

化学構造式の作成，表計算ソフトでのデータの処理，グ

ラフ作成，効果的に伝えられるプレゼンテーションをお

こなうことに重点を置き，実習する．

●化学構造式をPC上で描画でき，レポートや発表資料に

用いることができる

●表計算ソフトの基礎と考え方を確かめ，適切な数式，

関数，グラフを扱うことができる

●プレゼンテーションソフトの効果的な利用方法を習得

し，発表ができる

（３）他者を尊重，理解しコミュニケーションをとるこ

とができる

　ペアワークやグループワークを通して他者を尊重する

姿勢を身につけ，コミュニケーションスキルを向上させ

る

＜授業のキーワード＞

情報

モラル

表計算

化学構造式

プレゼンテーション

＜授業の進め方＞

オンデマンドによりおこなう課題学修を通しての操作実

習およびリアルタイム授業でのグループワーク、グルー

プ発表をおこなう

＜履修するにあたって＞

（1）オンライン授業、課題学修をおこなう場合に備え

て、、各自Windowsパソコンを準備しておくこと。学内

設置パソコンはWindowsのため、受講環境を整えるためW

indows搭載のパソコンを準備すること。MacOS、Chromeb

ookなど異なるOSの場合、配布する講義資料、実際の操

作が異なることがある（OSの違いによる個別の質問等、

教員の対応はおこなわない）。また、スマートフォン及

びタブレットのみでの受講は不可とする。

（2）パソコンには、ブラウザ「Chrome」をインストー

ルすること。その他のブラウザを使用する場合、授業内

での説明や操作とは異なることがある。「Edge」は利用
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できない学内サービスがあるため利用しないこと。なお、

Internet Explorer（IE）はすでにサポート体制が終了

しており、学内の各種サービスも利用できない。使用は

不可とする。

（3）Microsoft Word、Excel、PowerPointが必須アプリ

ケーションとなる。バージョンは2016、2019、デスクト

ップ版365とする。各自のパソコンに導入されていない

場合は、各自Office365からデスクトップ版Office365を

インストールすること（Web版の365は機能制限があり授

業の実施内容に耐えないため利用しない）。

（4）USBフラッシュメモリの準備

　操作実習に使用するファイル，制作物の保管に必要と

なる場合がある。

（5）クラス

　６クラスに分かれて授業をおこなう．クラスによって

授業進度・実施順序が異なる場合がある。

（6）リアルタイム授業日欠席の場合

　　前回の授業内容を前提として授業を進行するため，

次回の授業までに自習しておき，必要に応じて質問する

こと。

（7）アカウントについて

　“ユーザーID”と“パスワード”を忘れると，学内ネ

ットワークを利用することができない．再発行には手数

料が必要となるため，管理に注意すること。

“パスワード”は，紛失したり，他人に教えたりするこ

とのないように，また推測されづらいよう長く複雑なも

のにするなど安全面も考慮し各自で管理すること。

（8）自宅のPCを利用するにあたり、必ずウイルス対策

をおこなうこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

（1）操作技術の習得にあたり，配布する講義資料、教

材データを用いて1時間程度の復習をおこなうこと

（2）課題制作にあたり，事前に案を練ったり調査して

おいたり，といった準備が必要となる

（3）グループ課題制作と発表に向けて，調査活動，デ

ータ入力や集計，スライド制作などの分担作業

＜提出課題など＞

●中間レポート（ChemSketch、Word、PowerPointを用い

た制作）

●期末レポート（グループ課題制作と発表）

●その他、講義資料で指示するワークシート、課題（5

回程度）

提出方法は、様々な方法を経験できるよう、その都度指

示する

ミスが多かった問題、注意を要する問題について、回答

および解説を配布する

※他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、その課題は無得点とする

＜成績評価方法・基準＞

中間レポート25%，期末レポート25%、講義時に指定する

ワークシートおよび小レポートの提出35%、グループ活

動の取り組み状況15％の割合で総合評価する

＜テキスト＞

授業内容にあわせたテキストおよびプリントを、dotCam

pusにて配布する．

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

化学構造式描画アプリケーションChem Sketchの習得

オリエンテーション

Chem Sketch（化学構造式作成アプリケーション）のイ

ンストールについて

Chem Sketchの基本操作（ポインタの形状、ESCキー、描

画の基本）

第2回　化学構造式描画アプリケーションChem Sketchの

習得

Chem Sketchの操作（１）

　Select、Delete

　Single bond、 Double bond

　Ring structure

　Flip（Tabキー）

　Edit Atom Label

　Move

　Table of Radicals

　3D Viewer

　構造式をWord文書へペースト

第3回　化学構造式描画アプリケーションChem Sketchの

習得

スキャナ実習

Chem Sketchの操作（２）

　Change Position

　Rotation

　Flip

　Stereo Bond

　Edit Atom Label

　演習

　構造式をWord文書へペースト

第4回　化学構造式描画アプリケーションChem Sketchの

習得

Chem Sketchの操作（３）

　演習

　Template
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　Lewis Structure（Draw mode）

課題制作

第5回　PowerPoint　効果的な発表用スライド作成方法

の習得

PowerPointの操作（１）

　効果的なスライドの作り方

　効果的なアニメーション設定

　スライドショー形式での保存

　ファイルの種類、拡張子

第6回　情報モラルに関するアクティビティ

PowerPoint　効果的な発表用スライド作成方法の習得

PowerPointの操作（２）

　PowerPoint課題制作

第7回　情報モラルに関するアクティビティ（リアルタ

イム授業）

情報モラルに関するアクティビティ（グループワーク）

中間レポート（ChemSketch,Word,PowerPointを用いた課

題制作）に向けての説明と注意事項

第8回　Excelの操作習得

Excelの操作（１）

　グラフ作成（１）

　グラフの書式設定

　リスト形式のデータ

　セルの書式設定

　データベース機能（ソート）

　データベース機能（フィルタ）

第9回　Excelの操作習得

Excelの操作（２）

　関数（SUM、AVERAGE）

　引数の訂正

　縦横合計

　データの入力とオートフィル

　数式作成

　グラフ作成（２）

　散布図の活用（検量線）

第10回　情報モラルに関するアクティビティのまとめ

グループ課題制作（リアルタイム授業）

情報モラルに関するアクティビティのまとめ

期末レポート（グループ課題制作と発表）について、作

業の進め方と注意点

グループ課題説明（題材について）

グループ分け

グループワーク（題材決定）

第11回　グループ課題制作（リアルタイム授業）

グループ課題説明（アンケートフォームの作り方）

グループ課題説明（スライド作成について）

グループワーク（アンケートフォーム制作、スライド制

作）

第12回　グループ課題制作（リアルタイム授業）

グループ課題説明（集計、グラフ作成）

グループワーク（アンケート集計、グラフ整形、スライ

ド制作）

第13回　グループ課題制作

Excelの操作習得（リアルタイム授業）

グループワーク（発表会に向けてのミーティング）

Excelの操作（３）

　行列の挿入と削除

　相対参照と絶対参照

　演習

第14回　グループ課題発表（リアルタイム授業）

グループ課題発表会

第15回　Excelの操作習得

発表会講評

Excelの操作（４）

　演習

　関数（IF、COUNT、COUNTA、COUNTIF、STDEV.P、T.TES

T）

　グラフの利用（組み合わせグラフ，エラーバー付き棒

グラフ）

　課題制作

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ （Ａ）【経営】

小野原　登美子、河下　真佐代、寄木　知子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

ビジネスシーンにおいては、プレゼンテーションスキル

とコンピュータースキルが重視されており、社会ではこ

の2つのスキル習得を学生に求める声も多い。

この科目では、Microsoft PowerPointとMicrosoft  Exc

elを使用して、社会に通用するプレゼンテーションスキ

ルと必須とされているExcelスキルを身につける。

Microsoft PowerPointでは、プレゼンテーションスキル

を習得する。実習ではアプリケーション操作だけでなく、

聞き手に興味を持たせる構成やわかりやすいプレゼンテ

ーションのためのビジュアル化ができるようになること
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を目的とし、社会に通用するプレゼンテーションスキル

の習得を目指す。

Microsoft Excelでは、様々なデータを元に作表や計算、

グラフ化、データベース利用などができるように基礎を

習得する。その上で様々なビジネスシーンで役立つ汎用

性の高いExcel関数を学び、社会で必要とされるコンピ

ュータスキルを習得することを目指す。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.プレゼンテーションに必要な知識を習得し、訴求力の

あるプレゼンテーション資料を作成できる。

2.Excelを使用して、計算式を設定した表作成や目的に

合ったグラフ作成ができる。

3.効率的に作業を行うための使用頻度が高いExcel関数

を使うことができる。

4.タッチタイピングで速く正確な入力ができる。

5.ビジネス形式のメールが作成できる。

＜授業のキーワード＞

プレゼンテーション・Microsoft PowerPoint・Microsof

t Excel・タッチタイピング・ビジネスメール

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回、設定されているテーマに基づく機能習得を目指

し、時間の許す限り復習も行う。

●毎回、授業の冒頭にタイピング練習を行い、タッチタ

イピングができるようにスキルアップを目指す。

●授業の最後に指示されたテーマに基づくメールを作成

し、講師宛に送信する。

＜履修するにあたって＞

●毎回、必ず、配布プリントと教科書を持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻すると自分のパソコンの実習環境が整わなかった

り、操作がわからなくなったりするため、遅刻しないよ

うに注意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると大幅な遅れにつながる場合があるため、

欠席しないように注意すること。やむを得ない理由で欠

席した場合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows 10とMicrosoft Offi

ce 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための課題作成テスト（第5回）・中間

テスト（第10回）・実技テスト（第15回）・タイピング

テスト（第9回・第14回）を授業中に実施する。

提示が必要な模範解答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●課題作成テスト・中間テスト・実技テスト・タイピン

グテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場
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合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補助教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

Power Pointの実習①

授業内容や評価に関する案内を行う。

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（テ

ーマ・箇条書き・オンライン画像・書式設定）

第2回　Power Pointの実習②

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（Sma

rtArt・画面切り替え効果・アニメーション・リハーサ

ル・配布資料・スライドマスタ・発表技術）

第3回　Power Pointの実習③

Power Pointを使用し、ビジュアル化演習を行う。

第4回　課題作成実習

次回のテストで使用するプレゼンテーションの企画を行

う。

第5回　課題作成テスト（実技）

ここまでのPowerPoint技能習得確認のための課題作成テ

ストを実施する。

第6回　Excel基礎①

（表計算①）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（数式・オートSUM

・表の書式設定・表示形式）

第7回　Excel基礎②

（表計算②）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（相対参照・絶対参

照・データベース）

第8回　Excel基礎③

（グラフ）

様々なグラフの作成実習を行う。できるだけ多くの問題

に取り組み、習得する。

第9回　タイピングテスト

Excel基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel基礎範囲の復習演習を実施する。

第10回　中間テスト（実技）

ここまでのExcel基礎技能習得確認のための中間テスト

を実施する。

第11回　Excel応用①

（端数処理関数）

端数処理関数と条件付き書式を習得する。基礎範囲を含

め、できるだけ多くの問題に取り組み、応用力を付ける。

第12回　Excel応用②

（条件分岐関数）

条件分岐関数・順位を求める関数・個数関数を習得する。

前回の関数と組み合わせ、応用的な問題に取り組む。

第13回　Excel応用③

（文字列検索関数）

文字列検索関数とエラー表示回避方法及び入力規則を習

得する。前回、前々回の関数と組み合わせ、実践的な問

題に取り組む。

第14回　タイピングテスト

Excel応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト(実技)

ここまでのExcel応用技能習得確認のための実技テスト

を実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

ICT実習Ⅰと同様にタイピング練習を継続して行う。必

要なファイルは講師の指示により提出する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ （Ａ）【現社・社防】

沈　成輔、永岡　久美子、梯　健太郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。
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また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を 19 年、情報教育業務は 3 年経

験していますので、企業等で求められる情報に関する知

識・スキルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」 を利用し

ます。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。
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＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　- Office ソフトウェアの連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容： （Word）表の編集と効率的

な表の作成

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容： （Excel）ヘッダーとフッ

ターの設定方法とグラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

- 主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを

確認する。

- nanare の主な学習内容： （Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定とセクションの利用

第5回　P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

- P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

- タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）IF関数と複数の

関数の組み合わせ

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容： （Word）スタイルの利用と

目次の作成

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）RANK 関数とVLOO

KUP 関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容： （Word）索引の作成と差し

込み印刷

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容： （Word）文書の保護（Exce

l）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

- 準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベル

を確認する。

- 各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容： （Excel）ピボットテーブ

ルの作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

- P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと

得意／不得意分野を多角的に確認する。

- 各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断す

る。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

- 保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式

の変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

- 検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

- 実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定

を行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ

）。アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰す

る。

- アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

- 後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ （Ａ）【ＧＣ】

三木　洪子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を8年間、情報教育業務は6年間経

験していますので、企業等で求められる情報に関する知

識・スキルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安
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- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　Office ソフトウェア間の連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定、セクションの利用

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ヘッダーとフッタ

ーの設定方法、グラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを確

認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）トリミング（Excel

）オートフィルター、 ROUND 関数

第5回　 P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得意

／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）スタイルの利用（E

xcel）RANK 関数、VLOOKUP 関数

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）複合グラフ、COUN

TIF関数、SUMIF関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）索引の作成、差し

込み印刷（Excel）ユーザー定義の表示形式

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］ 簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容：（Word）文書の保護（Excel

）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベルを

確認する。

各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。
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- nanare の主な学習内容：（Excel）ピボットテーブル

の作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断する。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式の

変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定を

行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ）。

アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰する。

アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ （Ｆ）【ＧＣ（日）】

三木　洪子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を 10 年、情報教育業務は 15 年

経験していますので、企業等で求められる情報に関する

知識・スキルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「3

 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」 を利用し

ます。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。
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(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　- Office ソフトウェアの連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容： （Word）表の編集と効率的

な表の作成

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容： （Excel）ヘッダーとフッ

ターの設定方法とグラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

- 主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを

確認する。

- nanare の主な学習内容： （Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定とセクションの利用

第5回　P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

- P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

- タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）IF関数と複数の

関数の組み合わせ

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容： （Word）スタイルの利用と

目次の作成

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ
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に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）RANK 関数とVLOO

KUP 関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容： （Word）索引の作成と差し

込み印刷

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容： （Word）文書の保護（Exce

l）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

- 準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベル

を確認する。

- 各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容： （Excel）ピボットテーブ

ルの作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

- P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと

得意／不得意分野を多角的に確認する。

- 各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断す

る。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

- 保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式

の変換について実習する。

第13回　Excel による最も簡単な意思決定支援

- 実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定

を行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ

）。アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰す

る。

- アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第14回　P 検本番試験

- 検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第15回　後期理解度確認問題

- 後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ＩＣＴ実習Ⅱ 【法】

三木　洪子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を 10 年間、情報教育業務は 15

年間経験していますので、企業等で求められる情報に関

する知識・スキルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一
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時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　Office ソフトウェア間の連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定、セクションの利用

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に
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ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ヘッダーとフッタ

ーの設定方法、グラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを確

認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）トリミング（Excel

）オートフィルター、 ROUND 関数

第5回　P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得意

／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）IF関数、複数の関

数の組み合わせ

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）スタイルの利用（E

xcel）RANK 関数、VLOOKUP 関数

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）複合グラフ、COUN

TIF関数、SUMIF関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）索引の作成、差し

込み印刷（Excel）ユーザー定義の表示形式

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］ 簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容：（Word）文書の保護（Excel

）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベルを

確認する。

各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ピボットテーブル

の作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断する。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式の

変換について実習する。

第13回　Excel による最も簡単な意思決定支援

実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定を

行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ）。

アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰する。

アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第14回　P 検本番試験

検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

アジア・アフリカの社会と文化Ⅰ

雑賀　広海

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

・本授業は、全学DPが示すように、幅広い知識に基づい

て他者および異文化にたいする理解を深めたうえで、自

分の見解を論理的に説明することの修得を目指すもので

す。

・香港映画というメディアを通じて、アジアの歴史・文

化・社会についての知見を深め、それによって香港映画

からアジアを読み解くことを目的とします。

＜到達目標＞

・映画文化が同時代の政治や社会と密接に結びついたも

のであること、さらに、作り手と受け手の多層的視点が

折り重なって形成されるということを説得的に論じるこ

とができる。

・映画作品の物語をたどるだけではなく、映像表現によ

って何が表象されているかを作品分析から導くことがで

きる。

＜授業のキーワード＞

香港映画、植民地、人種、ジェンダー、セクシュアリテ

ィ、身体性

＜授業の進め方＞

・Power Pointを使った講義形式で授業を進める。基本

的に、各回で一本の映画をとりあげ、映画学としてどの

ような議論がなされているかを紹介、解説する。授業で

使用したスライドは、授業後にdotCampusにPDFファイル

でアップロードする。

＜履修するにあたって＞

配布資料はdotCampusやOneDriveにアップロードするの

で、各自で予習や復習に活用してください。レポートの

提出はdotCampusでおこないます。香港映画を扱います

が、中国語の能力は問いません。授業形態に変更があれ

ば、授業計画も若干の変更があるかもしれません。

＜授業時間外に必要な学修＞
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授業内容を自分の言葉で要約して説明することを毎回の

授業後のレポート課題とします。課題の作成には１時間

程度必要です。授業で参照する論文は、事前に読んで予

習しておくことが望ましいですが、ほとんどが英語の論

文であるため必須ではありません（読むとすれば２時間

程度）。

＜提出課題など＞

記述形式の小レポート（300字程度を目安としますが、

厳密な字数制限は設けません）。

第2回～第15回の講義において、各回で扱う映画作品に

ついて授業内容と関連した質問を出しますので、その質

問にそってレポートの作成をしてください。提出期間は

授業日から1週間とします。

なお、この小レポートは毎回提出ではなく、第2回～第1

5回までの間で10回以上の提出を必須のラインとします。

したがって、10回未満は単位取得の条件を満たしません。

＜成績評価方法・基準＞

提出されたレポートをそれぞれ10点満点で評価して成績

を出します。11回以上レポートを提出した場合、最低点

のものを評価から除外し、なるべく高得点となるように

調整します。

レポートの評価基準は、議論の正確さと充実度で評価し、

誤字脱字は1点ずつ減点します。

添削したレポートはdotCampusで順次返却しますので、

次のレポート作成の際の参考にしてください。

＜テキスト＞

特に定めない。

＜参考図書＞

四方田犬彦『電影風雲』白水社、1993年

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

講義の全体的な概要、進行方法と成績評価の基準につい

て説明する。アジア映画を議論する際の注意点について

解説する。

第2回　アクション映画①

『残酷ドラゴン　血斗竜門の宿』（キン・フー監督、19

67）｜武侠映画と女性剣士

第3回　アクション映画②

『片腕必殺剣』 (チャン・チェ監督、1967)｜残酷描写

と男性の身体

第4回　アクション映画③

『ドラゴン怒りの鉄拳』（ロー・ウェイ監督、1972）｜

人種の表象と中国ナショナリズム

第5回　アクション映画④

『クレージーモンキー／笑拳』（ジャッキー・チェン監

督、1979）｜カンフー映画における父子関係

第6回　香港都市と1997年①

『新Mr.Boo!アヒルの警備保障』（マイケル・ホイ監督、

1981）｜広東語映画と香港エブリマン

第7回　香港都市と1997年②

『ラヴソング』（ピーター・チャン監督、1996）｜越境

する物語

第8回　香港都市と1997年③

『メイド・イン・ホンコン』（フルーツ・チャン監督、

1997）｜下層階級から見た香港

第9回　香港都市と1997年④

『花様年華』（ウォン・カーウァイ監督、2000）｜ポス

ト1997の香港都市

第10回　ジェンダー①

『狼／男たちの挽歌・最終章』（ジョン・ウー監督、19

89）｜男性中心社会のホモソーシャルな関係

第11回　ジェンダー②

『スウォーズマン 女神伝説の章』（チン・シウトン監

督、1993）｜トランスジェンダーの女性

第12回　ジェンダー③

『誰かがあなたを愛してる』（メイベル・チャン監督、

1995）｜女性監督による女性の表象

第13回　ジェンダー④

『藍宇 ? 情熱の嵐? 』（スタンリー・クワン監督、200

1）｜同性愛者の欲望

第14回　中国と香港①

『ドラッグ・ウォー　毒戦』（ジョニー・トー監督、20

12）｜検閲と作家性

第15回　中国と香港②

『十年』（2015）｜現在の香港の自由と民主主義

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

アジア・アフリカの社会と文化Ⅰ

浜本　宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

簡易な英文で書かれたテキストを読みながら対面授業で

実施します。

授業用関係資料については授業時に言及するURLなどか

ら事前に取得してもらうことが

あります。

また、授業時に提出してもらう提出課題などについても

提出先のアドレスを授業時に伝え

ますので、原則、当該アドレスへの提出を求めます。

できる限りソクラテス方式で授業を進め、受講生の授業

への積極的参加をしやすい授業環境を

作りたいと考えています。

＜授業の目的＞

本学ディプロマポリシーに基づき、特に「共通教育等を

通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を

涵養」できるような授業及び「国内外において、価値観
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や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協

働して、社会に役立てることができる」ような授業を目

指します。また、衆議院外務委員会与党委員・理事及び

同院海賊対処・テロ防止特別委員会与党委員・理事など

の実務経験のある教員の立場から、わが国の外交政策、

特に対アジア・アフリカ政策などがどのように決まって

いくのか等についても適宜紹介します。なお本講義は、

国政又は地方政治において外交政策や国際化政策などに

携わる又は携わったことのある実務者等を招いて、実践

的教育から構成される授業科目である。

＜到達目標＞

①国際社会の法・政治・経済・文化構造の基本的理解②

日本とAA（アジア・アフリカ）諸国との基本的関係の重

要性の理解（特に経済・文化面での）

＜授業のキーワード＞

AA、アジア・アフリカ、国際法、中国、韓国、南アフリ

カ、ナミビア、南西アフリカ、フィリピン、英領香港、

インド、タイ、カンボジア、ビルマ、ミャンマー、台湾、

国際連合、国際司法裁判所

＜授業の進め方＞

今年度は特にアジア諸国に関する平易な英文を毎回読み

つつ授業を進めていきます。なお、国際社会の法である

国際法とAA諸国のかかわりについても随時、解説してい

きます。

＜履修するにあたって＞

コロナ禍が終息した時には、是非、学生の特権を利用し

て、AA諸国、特にアジア諸国へは短期の海外観光旅行で

も良いですから実現してください。"Seeing is believi

ng."百聞は一見に如かずです！

＜授業時間外に必要な学修＞

AA諸国に関するニュースや書物に関心を寄せてください。

コロナ禍終息後には短期間でも、AA諸国を訪ねてくださ

い。予復習共に各1時間程度の時間をかけてください。

＜提出課題など＞

授業中に指示します。

＜成績評価方法・基準＞

最終提出課題（70～80％）と非定期的に求められる提出

課題（20～30％）の総合評価で行います。

講義時に説明した重要事項が、しっかり把握理解されて

いるかを基準とします。

＜テキスト＞

Hello ，Asia！(南雲堂　ISBN978-4-523-17542-1　田地

野　彰／ナガトモ／R　ファウザー著）

注意：TEXTは毎回使用しますので、必ず購入してくださ

い。最終課題などの提出時にも使用します。

＜参考図書＞

①『現代アジア学入門（芦書房）』by 鈴木隆・西野真

由　　　②『アジアの終わり（徳間書店）』byマイケル

・オースリン　③『中国の大問題（PHP新書）』by 丹羽

宇一郎　④『嫌韓問題の解き方（朝日新聞出版）』by

大西裕  他

＜授業計画＞

第1回　①講義開講にあたって

②AA諸国概観

①講義を始めるにあたっての諸注意など

②AA諸国の地理的歴史的事項の確認を中心に

第2回　① 韓国政府の主要政策としての韓流ドラマにつ

いて

②日本とAA諸国との関係の重要性について

①韓国政府の政策としての韓流TVドラマの現状と今後に

ついて

②日本とAA諸国の関係の重要性について

第3回　①　韓国のハングル文字について

②　国際法とは何か

①ハングル文字の歴史と特性について

②日本を含めAA諸国も構成員である国際社会の法である

国際公法について

第4回　①　インドの交通事情

②　AA諸国と国際法1?

①経済の発展とともに深刻な社会問題となっているイン

ドの交通事情について

②AA諸国の一員でもある日本が、中国人奴隷救出のため

に関わった国際法判例からマリア・ルス号事件について。

関係国：日本、中国（清）、ペルー、ロシア

第5回　①カレーの本場インドのカレーにはカレーライ

スはあるか

②AA諸国と国際法2?

①インドのカレーはどのようなものなのかについて

②日本が日清戦争開戦時の清（明治期の中国)及び英国

と関わった高陞号事件について。関係国：日本、中国（

清）、英国。

第6回　①シンガポールのハローキティ

②シンガポールの歴史と文化について

①シンガポールにおけるハローキティのすごい人気につ

いて

②1967年にマレーシアから独立したシンガポールの現状

と今後について

第7回　①パキスタンの集団結婚政策

②パキスタンの歴史と文化について

①パキスタン政府の国家政策としての結婚奨励策につい

て

②1947年にインドから分離独立したパキスタンの歴史と

文化について

第8回　①インドネシアの象の医者

②インドネシアの社会と文化について

①2004年に襲われたインドネシアの大地震と復興のため

に活躍した象について

②インドネシアの国土、言語、宗教について
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第9回　①韓国の血液型ブームについて

②韓国の少子高齢化問題について

①韓国メディアが過去数年間、血液型と性格の関連性を

特集した時の韓国社会の反応について

②韓国の少子高齢化問題と、その一因について

第10回　①フィリピンのメディカルツーリズム政策につ

いて

②フィリピンの歴史と文化について

①美容整形と旅行を観光産業化し始めたフィリピンの現

状について

②多数の群島から構成されるフィリピンの歴史と文化に

ついて

第11回　①外国語としての中国語について

②経済発展とともに大きく変貌する中国について

①中国の経済発展とともに中国語を学ぶ人たちが増えて

います。その現状と未来について

②経済発展とともに大きく変貌する中国が抱える諸問題

について

第12回　①中国のカウチポテト族問題について

②多民族社会としての中国について

①中国の経済発展とともに国民の日常生活にも多大の変

化が生じている。特にTV等の過視聴問題などを中心に深

刻な問題が生じている。

②多言語社会としての中国について

第13回　①Bollywood映画とは

②農業国としてのインドとITビジネス国としてのインド

について

①インドのムーンバイは世界の主要映画産業都市として

名高い。そこで展開される映画を愛してやまない若者た

ちの実態について

②今世紀中ごろにはインドが最も重要な経済大国のひと

つになると予想されている。ITビジネス国家と農業国家

としてのインドについて

第14回　①日本とアフリカについて

②南アフリカの人種隔離政策（アパルトヘイト）につい

て

①日本を中心に進められてきたアフリカ諸国支援のため

のTICADの歴史と今後について

②南アフリカにおいて実施された悪名高いアパルトヘイ

ト政策について

第15回　総括

最終提出課題などについての説明と授業の総復習をしま

す

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

アジア・アフリカの社会と文化Ⅱ

為村　啓二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

パワーポイントを使った講義形式で授業を進める。

毎回の授業の終わりに、理解度を把握するために小レポ

ートを課す。

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）の本科目の取扱いにつ

いて　⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

アジア・アフリカの多様な社会、文化、歴史、政治、経

済などについて学習し、地域文化を理解することにより

円滑なコミュニケーションを可能とすること。

これらの地域にある世界遺産を通じてその地域で育まれ

た文化を学習し、その背景にある自然文化も同時に理解

すること。なお、この授業の担当者は、外資系航空会社

で営業、マーケティング業務を３０年以上経験している、

実務経験のある教員であるので、より実践的な観点から

アジア・アフリカ地域の文化・社会の現状について解説

出来る。

＜到達目標＞

アジア・アフリカの文化・社会・自然に関する広く豊か

な知識を備え、それを社会に役立てる事が出来る

広い教養を身に付け、豊かな人間性や社会性を養い、国

内外において、価値観や意見の異なる様々な

人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てる事

が出来る

文化・社会・自然に関する広く豊かな知識を備え、それ

を社会に役立てる事が出来る

アジア・アフリカの文化的特徴を説明することが出来る。

アジア・アフリカ地域に存在する代表的な世界遺産を説

明することが出来る。

＜授業のキーワード＞

世界４大文明　世界遺産　シルクロード　宗教　交易

＜授業の進め方＞

DVDおよびPower Pointを用いて授業を進める。

授業資料はすべてOneDriveで入手出来る。

＜履修するにあたって＞

英語圏以外の地域の歴史や文化に興味があり、これらの

地域をより深く学びたい者を対象とする。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義の後、授業で用いたパワーポイントの資料を自宅で

復習することが必要。dotCampusで閲覧出来る。毎回少
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なくとも１時間程度の復習が必要となる。また、より授

業を理解しやすくなる為に事前学習を行うことを勧める。

＜提出課題など＞

課題を授業終了後必ずdotCampusに提出することにより

出席とみなされる

＜成績評価方法・基準＞

提出課題とその内容を中心に総合して評価します。

課題提出7０％　、最終レポート　30%

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　はじめに

オリエンテーション　自己紹介　授業の進め方　注意点

など

第2回　世界４大文明

メソポタミア文明

世界最古の文明と言われるメソポタミア文明を学習する。

チグリス・ユーフラテス両河流域に前３０００年頃に都

市文明が成立し、エジプトと並んでオリエント文明の中

心地域となる。多くの民族が興亡し、バビロニア、アッ

シリア、ペルシア帝国などの古代国家が生まれた。

第3回　世界４大文明

エジプト文明

ナイル川流域に前３０００年に生まれた古代エジプト文

明はピラミッド、ヒエログリフなどの文字に見られる高

度な文明を発展させ、前１世紀のヘレニズム時代の終わ

りまで続いた。

第4回　世界４大文明

インダス文明

インド・パキスタン・アフガニスタンのインダス川およ

び並行して流れていたとされるガッガル・ハークラー川

周辺に栄えた文明である。インダス川流域のモエンジョ

＝ダーロ、ハラッパーなどの遺跡に紀元前２５００年頃

から１５００年頃まで、彩文土器、金属器、印章などを

伴う高度な都市文明が生まれた。

第5回　世界４大文明

黄河文明

黄河文明は黄河の中・下流域で栄えた古代の中国文明の

ひとつである。

しかしながら最近では長江文明など多くの文明が発見さ

れ現在では「中国文明」と呼ばれるようになっている。

第6回　北アフリカの世界遺産

アフリカ大陸のサハラ砂漠の北に位置する地域の世界遺

産を検証する。この地は古くよりギリシア、ローマとの

交易、文化交流も盛んで多くの影響を受けている。

第7回　エジプトの世界遺産

古代文明�が栄え7000年以上の歴史を持つこの地域では

ギザ、ルクソールにあるピラミッドや神殿が多数散財す

る。また、古くよりギリシア・ローマ帝国に影響を受け、

イスラム・キリスト教との関わりが深い地域である。

第8回　中間レポート

これまでの授業で学んだことについて中間レポートを作

成する。

第9回　トルコの世界遺産

アジアとヨーロッパの境にいちするトルコには多くの宗

教、文化が交わり、経済交易の中心的役割も演じてきた。

トルコにはその土地柄ゆえのユニークな遺産が多く存在

する。これらの世界遺産を詳しく歴史とともに解説する。

第10回　インドの世界遺産

インド国内には３０を超える世界遺産が登録されていて、

イスラム教、ヒンドゥー教、仏教など宗教に関わる重要

な遺産が多く含まれている。これらを中心に宗教、社会、

文化との関係を検証しながら解説する。

第11回　東南アジアの世界遺産

東南アジア文化圏に多大な影響を与えた世界文化遺産は

アジアの歴史的信仰と文化を今に伝えている。当時の権

力の象徴とも言われる都市遺跡や信仰の対象となった様

々な遺跡を検証する。また、各地に点在する自然遺産も

紹介する。

第12回　中国の世界遺産

イタリアに次ぐ世界で２番目に多くの世界遺産を有する

中国を紹介し解説する。その地域、歴史分布は広範囲に

および、中国の歴史の長さと領土の広大さ又、その文化

的影響の大きさを検証する。

第13回　東アジアの世界遺産

中国を除く東アジアの遺産はモンゴル、北朝鮮、韓国そ

して日本の各地に登録されている。それぞれの国の文化

的意義、価値を検証する。

第14回　その他アジア・アフリカの世界遺産

アジア・アフリカ地域には文化的価値のある多くの遺産

が多く存在している。これまで紹介できなかった重要な

世界遺産を紹介し、その文化的価値を解説する。

第15回　総括

理解度を確認するためのレポート試験

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

Issues in Japanese Society （交換留学生対応科目）

清水　亮

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

10月4日以降　日本の学生は、対面授業（講義　演習）

＊今後の感染状況等によっては変更の可能性があります。

日英両語を使用して授業を進めます。韓国の留学生は、

遠隔で進めます。

留学生と日本文化の知識を共有しながら、日本文化と世

界の文化について考えます。

＜授業の目的＞
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この授業は、共通教育科目のうち、リテラシー領域に属

し、その中でも国際化推進分野に位置づけられる授業の

一つです。全学のディプロマ・ポリシー「獲得した知識

や技術を活用し、国内外において、価値観や意見の異な

るさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会

に役立てることができる」ようになることを目的として

います。具体的には、日本や世界におけるさまざまな問

題について、自分が生まれ育った慣習に基づく画一的な

考え方からではなく、グローバルな視点から考え、なん

でこうなるのだろうと自問しながら理解し、他者と意見

を交換し、全体像を把握できるようになることを目的と

します。つまり、現代日本の多様で動的な状況を、グロ

ーバルな視点から考察しながら理解し、より良き未来の

ために何ができるかを考え、行動に移せるようになるこ

とを目指します。そうするなかで、生涯にわたり他者理

解および異文化理解に関心を持ち続けることができ、修

得した知識や技能を社会や世界で役立てられることを到

達目標とします。

授業で得た知識を鵜呑みにすることなく、なんでこうな

るのだろうと考えながら、日本人学生が日本についてど

のように考え、留学生は日本で何を考え発信しようとし

ているのか、外国人学生が今、日本の何について知りた

がっているのか等についてお互いに学び、グローバルな

視点を持ちながら、相互理解を深め、よりよい明日の世

界を希求します。

＜到達目標＞

1. 現代日本に関する基礎的な知識を身につけ、それを

踏まえて自らの経験を基に、日本の文化、社会等につい

て意見を述べ、他者の意見を踏まえ、理解を深めること

ができる。

2. 現代日本に関する情報を主体的に収集し、自らの経

験と照らし合わせながら整理する中で、他者の視点を踏

まえて、現代日本の多様かつ動的な状況を理解し、説明

することができる。

＜授業のキーワード＞

異文化理解、日本の文化・習慣、日本人のライフスタイ

ル、日本の社会、異文化交流

＜授業の進め方＞

テキストをベースにしたイントロダクションを基に、グ

ループでのディスカッションを通じて、

テーマを掘り下げ、さまざまな視点から、日本の現状に

ついて考えていきます。

＜履修するにあたって＞

日本に関する？について、授業でスピークアウトして？

の解決の糸口を是非見つけてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎週、授業前に、1時間ほど時間をかけて、テキストの

該当の部分に事前に目を通し、

わかるところ、不明はところは、どこか示せるようにし

てきてください。

わからない言葉等があったら、読み方、意味を調べてき

てください。

授業後、テキストとノートを基に、テーマと授業内容を

1時間ほどかけて振り返り、

その週のテーマのまとめを行ってください。

＜提出課題など＞

シャトルカード（毎回）　ワークシート（Week 2からWe

ek 14)

ファイナル・プレゼンテーション

＜成績評価方法・基準＞

シャトルカード　1ポイント x 15回＝15ポイント

ワークシート 5ポイント x 13回＝65ポイント

ファイナル・プレゼンテーション　20ポイント

＜テキスト＞

毎週、テキストに沿ったプリントを配布。

＜参考図書＞

金津日出美・桂島宣弘　アジアにおける日本研究ゼミナ

ール

『留学生のための日本事情入門―1冊で分かる最新日本

の総合的紹介』文理閣 2017

佐々木瑞枝『クローズアップ日本事情15  日本語で学ぶ

社会と文化』The Japan Times 2017

＜授業計画＞

第1回　Introduction: Welcome to

Japan

コースオリエンテーション　自己紹介　日本のファース

トインプレッション

第2回　現代日本の社会

人間関係社会と原則関係社会　家族の変遷　核家族化と

人間関係の変遷

第3回　Tips for Getting Around

Japan

生活事情　交通事情　住宅事情

第4回　日本人と宗教

民間信仰　神道　仏教　キリスト教　新仏教　日本人は

無宗教？

第5回　日本の四季と

観光スポット：

和の文化

日本の春・夏・秋・冬　季節を楽しむ年中行事　日本の

名所　伝統文化体験

第6回　日本のポップカルチャー

現代文化とポップカルチャー

第7回　個人・家族・社会

そして結婚

個人　家族　会社　社会　現代社会における結婚

第8回　日本の食文化と世界：

インターナショナル

フード・リカーになった

日本食と日本の酒
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伝統的な和食　ラーメン・お好み焼きの台頭

ファストフードとしての和食　立ち食い

日本酒（杜氏とAI）ビール　ワイン　ウイスキー

第9回　ショッピング事情

ショッピングモール アウトレット

AFGA　クレジットカード　デビットカード　キャッシュ

レス決済

第10回　現代日本の高等教育

と就活

高等教育の変遷　大学進学率の変遷

日本の大学生活と海外の大学生活

就職活動と留学

第11回　日本社会で、女性が活躍

できるために

女性の社会進出　家族　結婚の形態

第12回　アメリカ文化の浸透

vs. 日本文化の発信

バレンタインデー　ハロウィーン　ブラックフライデー

クリスマス　カウントダウンの浸透　 vs.

歌舞伎　アニメーション　映画　音楽　キャラクターの

発信

第13回　24/7の人・モノ・金・

情報の流れの中の

世界と日本

twitter、#ブログ、SNSのインパクトとメディア

第14回　ルミナリエ

ルミナリエの起源と現代日本　教訓を受け継いでいくた

めには

第15回　プレゼンテーション

授業でカバーしたテーマから1つを選び、独自の視点で

掘り下げた

プレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

Issues in Japanese Society 【ＧＣ日】

下岡　邦子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習

＜授業の目的＞

この授業は、共通教育科目のうち、リテラシー領域に属

し、その中でも国際化推進分野に位置づけられる授業の

一つです。全学DPに示す「幅広い知識に基づいて、他者

および異文化を理解することができる」ようになること

を目的としています。具体的には、現代日本に関する基

礎知識を身につけること、そして、それが学生自身の経

験・置かれている環境とどのように結びつくのかを理解

することを目指します。そのために、教員から情報を受

け取るだけでなく、ディスカッション、情報収集、レポ

ート作成といった活動を行います。

＜到達目標＞

１．現代日本に関する基礎的な知識を身につけ、それを

踏まえて自らの経験や意見を述べることができる。

２．日本での学生自身の経験・置かれている環境が、ど

のような歴史的・社会的背景によるものかを理解し、日

本で生活する一員として自らを位置づけることができる。

＜授業のキーワード＞

日本の科学技術、日本の教育、日本の社会、日本の中の

多様性、日本の産業構造と経済

＜授業の進め方＞

講義のほか、ディスカッション、情報収集、レポート作

成などの活動を取り入れます。

＜履修するにあたって＞

扱うトピックは、学生の興味・関心に応じて適宜変更し

ます。

＜授業時間外に必要な学修＞

情報の収集、レポート作成など、授業時間外で行っても

らう活動がいくつかあります。

予習・復習も合わせて、1時間程度の学修を行ってくだ

さい。

＜提出課題など＞

授業中に課題あるいは小テストを実施します。

授業内課題と小テストのフィードバックは、授業内で行

います。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み（20％）、課題（40％）、小テスト（

20％）、レポート（20％）によって成績を評価します。

3分の1以上の欠席は評価の対象外とします。遅刻3回で

欠席1回とみなします。

＜テキスト＞

『クローズアップ日本事情15 日本語で学ぶ社会と文化

』佐々木瑞枝　The Japan Times

  2,750円（税込）

＜参考図書＞

『留学生のための日本事情入門―1冊で分かる最新日本

の総合的紹介』桂島宣弘編　文理閣

＜授業計画＞

第1回　日本の科学技術

日本の科学技術政策、科学技術が生み出すイノベーショ

ン

課題①

第2回　日本の環境問題

地球温暖化、日本の環境問題対策、３R

課題②

第3回　日本の教育

日本の学校制度、教育内容、課外活動、学校給食

課題③

第4回　日本の政治と憲法

日本の憲法、三権分立と議員内閣制、国会
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課題④

第5回　日本の中の多様性（１）

日本の民族（琉球・アイヌ）、方言

小テスト①

第6回　日本の中の多様性（２）

外国人観光客と観光事業

課題⑤

第7回　日本の中の多様性（３）

日本に滞在する外国人、やさしい日本語

課題⑥

第8回　日本の産業構造と経済（１）

日本の産業構造、国際化と産業のこれから

小テスト②

第9回　日本の産業構造と経済（２）

日本の企業文化、労働を取り巻く問題

課題⑦

第10回　日本の産業構造と経済（３）

地域に根差した日本の産業

課題⑧

第11回　レポート作成（１）

情報を収集する

第12回　レポート作成（２）

情報を収集する

第13回　レポート作成（３）

レポートの構成を考える

第14回　レポート作成（４）

レポート全体をまとめて書く（下書き）

第15回　レポート作成（５）

レポート全体をまとめて書く（清書）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

Intensive Training Ⅰ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Intensive Training1/2は共通教育リテラシー科目群外

国語分野に属し、TOEICやその他の英語各種検定試験へ

対応講座である。本年度はTOEICの高得点を目指した、

中級者（TOEIC400点、英検準２級など）以上を対象とし

たクラスとなる。この科目は、全学DPに示す「獲得した

知識や技能を活用し、国内外において、価値観や意見の

異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社

会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を活

用し、検定試験の問題を解くことができる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ 各種試験に応じた技能を身につけるため、語彙学習

やその他の学習を授業外でも行うことができる。（態度

・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　定期試験（TOEIC IP）30％

＜テキスト＞

世界一わかりやすいTOEIC L&Rテスト総合模試１ 600点

突破レベル　出版社：KADOKAWA  2090円(税込)　ISBN:9

784046022059

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Test 1

Part1 No.1,2,4 （人の動作）

Part5 No.101,103,105,106,111,115,118,119,120,122

（品詞識別）

第3回　Test 1

Part2 No.7,12,15,17,22,24 （Wh-疑問文）

Part7 No.147-152,164-167 （Eメール、広告、チャット

）

第4回　Test 1

Part3 No.32-37,41-43,47-49 （予約、手配）

Part6 No.131-138 （スケジュール、告知）

第5回　Test 1

Part4 No.74-79,89-94 （アナウンス、ガイド、スピー
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チ）

Part5 No.108,112,114,121,125 （時制、動詞の形）

第6回　Test 1

Part2 No.8,11,14,21,31 （Yes/No, OR, 間接疑問文）

Part7 No.158-60,168-171 （記事、社内文書）

第7回　Test 1

Part3 No.38-40,44-46, 50-52, 59-61 （トラブル、変

更）

Part5 No. 102,104,107,110,113,116,126,129,130 （前

置詞、接続詞）

第8回　Test 1

Part3 No.62-70 （図表問題）

Part6 No.139-146 （返品、告知）

第9回　Test 1

Part4 No.80-82, 95-100 （ミーティング抜粋、図表）

Part7 No.176-185 （２文書問題）

第10回　Test 1

Part1No.3,5,6 （位置と動作）

Part7 No.186-195 （３文書問題）

第11回　Test 1

Part2 No.13,18,19,20,23,25,29 （その他の疑問文、ス

テートメント）

Part5 No.109,124 (代名詞)

第12回　Test 1

Part3 No.53-58 （勧誘、問合せ）、No.50-52 (３人の

会話）

Part7 No.153-57,161-63 （クーポン、申込用紙、招待

）

第13回　Test 1

Part2 No.9,10,16 （依頼、誘い）、No.26,27,28,30 (W

h-疑問文）

Part7 No.172-75,196-200 （アンケート、３文書問題）

第14回　Test 1

Part4 No.71-73,83-88 （留守電）

Part5-7 復習

第15回　総復習

総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

Intensive Training Ⅱ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Intensive Training1/2は共通教育リテラシー科目群外

国語分野に属し、TOEICやその他の英語各種検定試験へ

対応講座である。本年度はTOEICの高得点を目指した、

中級者（TOEIC400点、英検準２級など）以上を対象とし

たクラスとなる。この科目は、全学DPに示す「獲得した

知識や技能を活用し、国内外において、価値観や意見の

異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社

会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を活

用し、検定試験の問題を解くことができる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ 各種試験に応じた技能を身につけるため、語彙学習

やその他の学習を授業外でも行うことができる。（態度

・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　定期試験（TOEIC IP）30％

＜テキスト＞

世界一わかりやすいTOEIC L&Rテスト総合模試１ 600点

突破レベル　出版社：KADOKAWA  2090円(税込)　ISBN:9

784046022059

＜授業計画＞

第1回　Test 2

Part 1 No.1-6 Part5 No.101-108

第2回　Test 2

Part2 No.7-14

Part6 No.131-138

第3回　Test 2

Part3 No.32-40
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Part7 No.147-152

第4回　Test 2

Part4 No.71-82

Part5 No.109-115

第5回　Test 2

Part3 No.41-49

Part7 No.153-160

第6回　Test 2

Part2 No.15-23

Part6 No.139-146

第7回　Test 2

Part3 No.50-58

Part5 No.116-122

第8回　Test 2

Part4 No.83-91

Part7 No.161-171

第9回　Test 2

Part2 No.24-31

Part7 No.172-180

第10回　Test 2

Part3 No.59-64

Part5 No.123-130

第11回　Test 2

Part4 No.92-100

Part7 No.181-190

第12回　Test 2

Part3 No.65-70

Part7 No.191-200

第13回　Test 2

Test 2 リスニングパート復習 (Parts 1-4)

第14回　Test 2

Test 2 リーディングパート復習 (Parts 5,6)

第15回　総復習

総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

英会話Ⅰ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

(演習)：英語のコミュニケーション能? を伸ばすため、

積極的に参加し出来るだけ多く発? するこ

と。

＜授業の目的＞

The purpose of Eikawa Ib is to improve the speakin

g abilties and confidence of the student by provid

ing sufficient amount of student speaking time and

 developing skills such as active vocabulary and g

rammar development, pronunciation, and intonation

＜到達目標＞

Students will be able to communicate in English ab

out a variety of commonly discussed topics.

＜授業の進め方＞

クラスのアクティビティに積極的に参加し、? ら積極的

に質問に答えることが求められます。この

クラスでは英語で効果的にコミュニケーションを取るこ

とを? 指します。そのためにも、出来るだ

け多く英語を話すように? 掛けて下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should spend 20 minutes reviewing the mat

erial from the previous class.

Students should spend 20 minutes previewing the ma

terial for the following class.

Students should prepare for any course assessment

with additional review of the target language

studied.

Further instruction and feedback will be given in

class.

＜成績評価方法・基準＞

Quizzes = 15%, Conversation Check = 30%, Attendanc

e = 20%, Participation = 35%

＜テキスト＞

Smart Choice 1 (4th Edition) 出版社:Oxford 3289 円

(税込）ISBN:978-0-19-406099-8

＜授業計画＞

第1回　Introduction & Orientation, Course Overview,

 Classroom English, Introductions

Orientation and Introductions

第2回　Which one is cheaper?

Types of clothes

第3回　Which one is cheaper?

Shopping for clothes

第4回　What’s she like?

Describe people

第5回　What’s she like?

Making friends

第6回　Assessments: Quiz and Conversation Check

Based on lessons 2 - 5

第7回　What can you do there?

Recommend places to see

第8回　What can you do there?

Places to visit

第9回　Is there a bank near here?

The best places to go and things to do in town

第10回　Assessments: Quiz and Conversation Check

Based on lessons 7 - 9

第11回　Did you have a good time?

Describe a vacation

第12回　Did you have a good time?
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Places to go on a vacation

第13回　I'm going to go by car.

Describe future plans

第14回　Assessments: Quiz and Conversation Check

Based on lessons 11-13

第15回　Review of Units 6-10

Based on lessons 2 - 14

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

英会話Ⅱ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

(演習)：英語のコミュニケーション能? を伸ばすため、

積極的に参加し出来るだけ多く発? するこ

と。

＜授業の目的＞

The purpose of Eikawa IIb is to improve the speaki

ng abilties and confidence of the student by provi

ding sufficient amount of student speaking time an

d developing skills such as active vocabulary and

grammar development, pronunciation, and intonation

＜到達目標＞

Students will be able to communicate in English ab

out a variety of commonly discussed topics.

＜授業の進め方＞

クラスのアクティビティに積極的に参加し、? ら積極的

に質問に答えることが求められます。この

クラスでは英語で効果的にコミュニケーションを取るこ

とを? 指します。そのためにも、出来るだ

け多く英語を話すように? 掛けて下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should spend 20 minutes reviewing the mat

erial from the previous class.

Students should spend 20 minutes previewing the ma

terial for the following class.

Students should prepare for any course assessment

with additional review of the target language

studied.

Further instruction and feedback will be given in

class.

＜成績評価方法・基準＞

Quizzes = 15%, Conversation Check = 30%, Attendanc

e = 20%, Participation = 35%

＜テキスト＞

Smart Choice 2 4th Edition 出版社:Oxford 3289 円(

税込）ISBN: 9780194061148

＜授業計画＞

第1回　Essential English & Classroom English, Clas

s Guidelines, Where's the party?

Course Introduction / Classroom English and Celebr

ations

第2回　Where's the party?

Decribe special cultural events

第3回　The best place in the world

Geography

第4回　The best place in the world

Describe Places

第5回　Assessments: Quiz and Conversation Check

Based on lessons 1 - 4

第6回　I think it's exciting!

Moves and Music

第7回　I think it's exciting!

Understand and give opinions

第8回　Assessments: Quiz and Conversation Check

Based on lessons 1 - 4

第9回　Do it before you're 30!

Extreme sports and activities

第10回　Do it before you're 30!

Personal experiences

第11回　How was your vacation

action activities

第12回　How was your vacation?

Agree and disagree with others

第13回　You should try it!

Suggestions and obligations

第14回　Assessments: Quiz and Conversation Check

Based on lessons 9-13

第15回　Review and Consolidation

Review of Units 1-13

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

英会話Ⅲ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

(演習)：英語のコミュニケーション能? を伸ばすため、

積極的に参加し出来るだけ多く発? するこ

と。

＜授業の目的＞

The purpose of Eikawa IIIb is to improve the speak

ing abilities and confidence of the student by pro

viding sufficient amount of student speaking time

and developing skills such as active vocabulary an

d grammar development, pronunciation, and intonati

on

＜到達目標＞
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Students will be able to communicate in English ab

out a variety of commonly discussed topics.

＜授業の進め方＞

クラスのアクティビティに積極的に参加し、? ら積極的

に質問に答えることが求められます。この

クラスでは英語で効果的にコミュニケーションを取るこ

とを? 指します。そのためにも、出来るだ

け多く英語を話すように? 掛けて下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should spend 20 minutes reviewing the mat

erial from the previous class.

Students should spend 20 minutes previewing the ma

terial for the following class.

Students should prepare for any course assessment

with additional review of the target language

studied.

Further instruction and feedback will be given in

class.

＜成績評価方法・基準＞

Quizzes = 15%, Conversation Check = 30%, Attendanc

e = 20%, Participation = 35%

＜テキスト＞

Smart Choice 2 (4th Edition) 出版社:Oxford 3289 円

(税込）ISBN: 9780194061148

＜授業計画＞

第1回　Introduction & Orientation, Course Overview,

 Semester 1 Review, Classroom English

Orientation and Review

第2回　I like people who are smart

Appearance and personality

第3回　I like people who are smart

Describe preferences

第4回　There are too many stores

Things to buy and stores

第5回　There are too many stores

Make a complaint and discuss shopping habits

第6回　Assessments: Quiz and Conversation Check

Based on lessons 2 - 5

第7回　What were you doing?

Accidents and injuries

第8回　What were you doing?

Tell a story about past events

第9回　I used to sing

School activities and past habits

第10回　Assessments: Quiz and Conversation Check

Based on lessons 7 - 9

第11回　It must be an earthquake

Extreme natural events

第12回　It must be an earthquake

Make speculations

第13回　If you live downtown

Places to live and housing options

第14回　Assessments: Quiz and Conversation Check

Based on lessons 11-13

第15回　Review of Units 6-10

Based on lessons 2 - 14

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

英語コミュニケーションⅠ Ｅ

河内山　真理、ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教科書のリスニングとリーディングで各テーマに関する

知識や表現を学びます。その後、それそれに関して自分

がプレゼンを行います。プレゼンには、PPT等を用いま

す。

連絡先：kochiyama@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業の目的＞

英語コミュニケーション1/2は共通教育リテラシー科目

群外国語分野に属し、大学初年次における英語の基礎科

目として位置づけられる。実用英語1/2や基礎英語1/2で

学んだ文法や語彙を使用し、コミュニケーション能力を

育成する。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や

技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役

立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・会話の全体的な内容を把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・英会話・語彙

＜授業の進め方＞

各Unitでトピックの知識や表現を活用して自分でもプレ

ゼンテーションをします。自分のプレゼンのために、PC

またはタブレットが必要となります。プレゼンに対する

質疑応答や討論を行いながら、英語でのコミュニケーシ

ョン力を高めます。

＜履修するにあたって＞

基礎英語1/2および実用英語1/2を履修済みであることを

強く推奨します。
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連絡先メールアドレス

kochiyama@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業時間外に必要な学修＞

・各レッスンの語彙・表現の意味・綴り・使い方を覚え

る(20分程度）

・授業で指示されたトピックについてのプレゼン準備（

60分程度）

＜提出課題など＞

各章ごとに、関連するトピックについてのプレゼン原稿

を作成する。フィードバックは授業の発表時に行う。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト20%、プレゼン課題（原稿30%、発表30%）最終

課題20%

＜テキスト＞

臼倉美里・鈴木祐一・Christpher Belton著　Speaking

Steps　(金星堂）

ISBN978-4-7647-4151-5 C1082

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 1

授業の進め方

What is Important to You？

第2回　Unit 1

What is Important to You？

第3回　Unit 2

My Morning Routine

第4回　Unit 2

My Morning Routine

第5回　Unit 3

Your Recommended Restaurant

第6回　Unit 3

Your Recommended Restaurant

第7回　Unit 4

The Best Film Ever

第8回　Unit 4

The Best Film Ever

第9回　Unit  5

What is a True Friend？

第10回　Unit  5

What is a True Friend？

第11回　Unit  6

The Best Pizza in Town

第12回　Unit  6

The Best Pizza in Town

第13回　Unit 7

An Ideal Private Tour Plan

第14回　Unit  7

An Ideal Private Tour Plan

第15回　総括

総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

英語コミュニケーションⅠ Ａ【人文】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

英語コミュニケーション1/2は共通教育リテラシー科目

群外国語分野に属し、大学初年次における英語の基礎科

目として位置づけられる。実用英語1/2や基礎英語1/2で

学んだ文法や語彙を使用し、コミュニケーション能力を

育成する。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や

技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役

立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・会話の全体的な内容を把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・英会話・語彙

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　期末試験（資料10％　プレゼ
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ンテーション20％）

＜テキスト＞

Two Sides to Every Discussion 2　出版社：成美堂  2

090円(税込)　ISBN:9784791972104

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。｜また

今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Shared Housing vs. Living Alone

第3回　Unit 1-2

一人暮らしよりもシェアハウスの方がいい

第4回　Unit 2-1

Studying in a Caf? vs. Home

第5回　Unit 2-2

勉強するなら自宅よりもカフェだ

第6回　Unit 3-1

Gakuran vs. Blazer

第7回　Unit 3-2

高校の制服といえばブレザーよりも学ランだ

第8回　Unit 4-1

Coming-of-Age Ceremonies

第9回　Unit 4-2

成人式は廃止するべきだ

第10回　Unit 5-1

24/7 Convenience Stores

第11回　Unit 5-2

コンビニは 24 時間営業するべきだ

第12回　Unit 6-1

Japanese Era Names

第13回　Unit 6-2

元号はもういらない

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います。

第15回　前期のまとめとプレゼンテーション

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

英語コミュニケーションⅠ Ａ【GC・中/日】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

英語コミュニケーション1/2は共通教育リテラシー科目

群外国語分野に属し、大学初年次における英語の基礎科

目として位置づけられる。実用英語1/2や基礎英語1/2で

学んだ文法や語彙を使用し、コミュニケーション能力を

育成する。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や

技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役

立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・会話の全体的な内容を把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・英会話・語彙

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　期末試験（資料10％　プレゼ

ンテーション20％）

＜テキスト＞

Discoverer β1　出版社：ECC  2970円(税込)

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Focus1

Do you like going out after work?

第3回　Focus2

Which do you like better, flying or taking the tra

in?

第4回　復習

Your interests

第5回　Conversation１
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Where You`re From

第6回　Focus3

Is there much tourism?

第7回　復習

Your hometown

第8回　Conversation 2

Foods You Like

第9回　Conversation 3

Traditional Dishes

第10回　復習

Food

第11回　Focus 4

I found it boring

第12回　Conversation 4

Past Experiences

第13回　復習

Your recent past����

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　前期のまとめとプレゼンテーション

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

英語コミュニケーションⅠ Ｂ【GC・中/日】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

英語コミュニケーション1/2は共通教育リテラシー科目

群外国語分野に属し、大学初年次における英語の基礎科

目として位置づけられる。実用英語1/2や基礎英語1/2で

学んだ文法や語彙を使用し、コミュニケーション能力を

育成する。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や

技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役

立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・会話の全体的な内容を把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・英会話・語彙

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　期末試験（資料10％　プレゼ

ンテーション20％）

＜テキスト＞

Discoverer β1　出版社：ECC  2970円(税込)

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Focus1

Do you like going out after work?

第3回　Focus2

Which do you like better, flying or taking the tra

in?

第4回　復習

Your interests

第5回　Conversation１

Where You`re From

第6回　Focus3

Is there much tourism?

第7回　復習

Your hometown

第8回　Conversation 2

Foods You Like

第9回　Conversation 3

Traditional Dishes

第10回　復習

Food

第11回　Focus 4

I found it boring

第12回　Conversation 4

Past Experiences
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第13回　復習

Your recent past����

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　前期のまとめとプレゼンテーション

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

英語コミュニケーションⅡ Ｅ

河内山　真理、ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教科書のリスニングとリーディングで各テーマに関する

知識や表現を学びます。その後、それそれに関して自分

がプレゼンを行います。プレゼンには、PPT等を用いま

す。

連絡先：kochiyama@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業の目的＞

英語コミュニケーション1/2は共通教育リテラシー科目

群外国語分野に属し、大学初年次における英語の基礎科

目として位置づけられる。実用英語1/2や基礎英語1/2で

学んだ文法や語彙を使用し、コミュニケーション能力を

育成する。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や

技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役

立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・会話の全体的な内容を把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・英会話・語彙

＜授業の進め方＞

各Unitでトピックの知識や表現を活用して自分でもプレ

ゼンテーションをします。自分のプレゼンのために、PC

またはタブレットが必要となります。プレゼンに対する

質疑応答や討論を行いながら、英語でのコミュニケーシ

ョン力を高めます。

＜履修するにあたって＞

基礎英語1/2および実用英語1/2を履修済みであることを

強く推奨します。

連絡先メールアドレス

kochiyama@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業時間外に必要な学修＞

・各レッスンの語彙・表現の意味・綴り・使い方を覚え

る(20分程度）

・授業で指示されたトピックについてのプレゼン準備（

60分程度）

＜提出課題など＞

各章ごとに、関連するトピックについてのプレゼン原稿

を作成する。フィードバックは授業の発表時に行う。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト20%、プレゼン課題（原稿30%、発表30%）最終

課題20%

＜テキスト＞

臼倉美里・鈴木祐一・Christpher Belton著　Speaking

Steps　(金星堂）

ISBN978-4-7647-4151-5 C1082

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8

授業の進め方

Useful Apps for Your Smartphone

第2回　Unit 8

Useful Apps for Your Smartphone

第3回　Unit ９

A Proposal for New Flavors

第4回　Unit ９

A Proposal for New Flavors

第5回　Unit 10

A Great Figure in the Business World

第6回　Unit 10

A Great Figure in the Business World

第7回　Unit 11

Cheese for Uncle David―Comedy―

第8回　Unit 11

Cheese for Uncle David―Comedy―

第9回　Unit  12

The Babysitter #1 ―Horror―

第10回　Unit  12

The Babysitter #1 ―Horror―

第11回　Unit  13

The Babysitter #2 ―Horror―

第12回　Unit  13

The Babysitter #2 ―Horror―

第13回　Unit 14

Unsent Letter #1 ―Romance―

第14回　Unit  14

Unsent Letter #1 ―Romance―

第15回　総括

総復習
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

英語コミュニケーションⅡ Ａ【人文】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

英語コミュニケーション1/2は共通教育リテラシー科目

群外国語分野に属し、大学初年次における英語の基礎科

目として位置づけられる。実用英語1/2や基礎英語1/2で

学んだ文法や語彙を使用し、コミュニケーション能力を

育成する。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や

技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役

立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・会話の全体的な内容を把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・英会話・語彙

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　期末試験（資料10％　プレゼ

ンテーション20％）

＜テキスト＞

Two Sides to Every Discussion 2　出版社：成美堂  2

090円(税込)　ISBN:9784791972104

＜授業計画＞

第1回　Unit 7-1

Point Cards

第2回　Unit 7-2

ポイントカードはいらない

第3回　Unit 8-1

Disaster Volunteers

第4回　Unit 8-2

政府は災害ボランティアに報酬を支払うべきだ

第5回　Unit 9-1

Domestic Trip vs. Abroad

第6回　Unit 9-2

10万円あったら海外旅行よりも国内旅行だ

第7回　復習

Unit 7からUnit 9の復習

第8回　Unit 10-1

Studying English Abroad

第9回　Unit 10-2

英語を勉強するなら米国よりもフィリピンだ

第10回　Unit 11-1

More Foreign Visitors

第11回　Unit 11-2

外国人観光客の数を今後も増やしていくべきだ

第12回　Unit 12-1

New Year’s Eve Fireworks

第13回　Unit 12-2

日本も「年越しカウントダウン花火大会」を開催するべ

きだ

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います。

第15回　後期のまとめとプレゼンテーション

後期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

英語コミュニケーションⅡ Ｃ

栢木　敦子、ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

英語コミュニケーション1/2は共通教育リテラシー科目

群外国語分野に属し、大学初年次における英語の基礎科

目として位置づけられる。実用英語1/2や基礎英語1/2で

学んだ文法や語彙を使用し、コミュニケーション能力を

育成する。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や
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技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役

立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・会話の全体的な内容を把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・英会話・語彙

＜授業の進め方＞

・単語の意味を確認する。

・リスニングの基礎知識（ヒント）を確認する。

・小テストを行う。

・リスニングの練習問題に取り組む。

・発音および会話の練習を行う。

＜履修するにあたって＞

基礎英語1/2および実用英語1/2を履修済みであることを

強く推奨します。

テキストは必ず購入し、毎回手元に辞書を準備してくだ

さい。

３分の２以上の出席に達しないときは、特別な事情がな

い限り単位は認定されない。

＜授業時間外に必要な学修＞

リスニングの復習は繰り返し行い定着を図ること。（毎

日60分程度）

与えられた予習を行うこと。（毎日30分程度）

語彙力強化を図ること。（毎日30分程度）

＜提出課題など＞

毎回、小テストの提出を課す。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価100% (発表や小テスト50％＋復習テスト50％

）

＜テキスト＞

What a World Listening 1 (テキストのみ) Milada Bro

ukal著 (Pearson)

＜授業計画＞

第1回　Unit 11  Who Are Some Famous Philanthropist

s?

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第2回　Unit 12  What Do You Know about Desert?

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第3回　Unit 13  What Are Some Different Kinds of H

ouses?

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第4回　Unit 14  What Is Some Traditional Clothing

from Around the World?

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第5回　Unit 15  What Are Some Man-Made Islands?

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第6回　Review Unit 11 - Unit 15

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第7回　Unit 16  What Do You Know about Sports?

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第8回　Unit 17  What Do You Know about Australia?

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第9回　Unit 18  What Are Some National Emblems?

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第10回　Unit 19  What Do You Know about the Ancien

t Greeks?



- 77 -

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第11回　Unit 20  How Did the Nobel Peace Prize Sta

rt?

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第12回　Review Unit 15 - 20

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第13回　総括

Vocabularyの確認

Comprehension: Short Conversations

Comprehension: Long Talk

Pronunciation

Discussion

第14回　後期復習テスト

後期復習テスト（Unit 11 - Unit 20）

第15回　後期復習テスト解説

後期復習テスト返却および解説

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

英語コミュニケーションⅡ Ａ【GC・中/日】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

英語コミュニケーション1/2は共通教育リテラシー科目

群外国語分野に属し、大学初年次における英語の基礎科

目として位置づけられる。実用英語1/2や基礎英語1/2で

学んだ文法や語彙を使用し、コミュニケーション能力を

育成する。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や

技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役

立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・会話の全体的な内容を把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・英会話・語彙

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　期末試験（資料10％　プレゼ

ンテーション20％）

＜テキスト＞

Discoverer β1　出版社：ECC  2970円(税込)

＜授業計画＞

第1回　Focus 5

Why did you go to Peru?

第2回　Conversation 5

Past Vacations

第3回　復習

Past Travel

第4回　Focus 6

What are you going to do tonight?

第5回　Conversation 6

Your Plans

第6回　復習

Near Future Plans

第7回　Focus 7

How long are you going to be there?

第8回　Conversation 7

Summer Plans

第9回　復習

Future Travel Plans
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第10回　Focus 8

Are they older than you?

第11回　Focus 9

Who eats the most snacks?

第12回　復習

Talking about others

第13回　総復習

総復習

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います。

第15回　後期のまとめとプレゼンテーション

後期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

英文リーディングⅢ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

英文リーディングは共通教育リテラシー科目群外国語分

野に属し、英文テキストを読む訓練を行うクラスとして

位置づけられる。本科目では、伝統的に行われていたよ

うな英文テキストを日本語で理解する和訳中心の授業で

はなく、読んだ英文の内容について、英語による質疑応

答を適宜取り入れ、テーマや問題点などについてのディ

スカッション等を通じて、いっそう深く精度の高いリー

ディングのスキルを身につけることを目的とする。この

科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して社会に役立てることがで

きる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を授

業内容に応用できる。（知識）

・ 読んだ内容について具体的に意見を述べることがで

きる。（知識）

・ 英字新聞の短い記事や英語で書かれたパンフレット

の内容を正確に解釈できる。（知識）

・ 国内のみならず海外での出来事にも関心を示すこと

ができる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを表現できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、まとめ

ることができる。（技能）

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　学期末試験30％

＜テキスト＞

Reader's Ark: Intro　出版元：金星堂、2090円（税込

）ISBN：9784764739314

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Unit 1

Check Your Level

第3回　Unit 2

Vocabulary Strategy <1>

第4回　Unit 3

Vocabulary Strategy <2>

第5回　Unit 4

Vocabulary Strategy <3>

第6回　Unit 5

Experience Pre-reading Activities

第7回　Unit 6

Understanding Reference Words <1>

第8回　Unit 7

Understanding Reference Words <2>

第9回　Unit 8

Understanding Reference Words <3>

第10回　Unit 9

Using Signal Words to Predict Ideas <1>

第11回　Unit 10

Using Signal Words to Predict Ideas <2>

第12回　Unit 11

Using Signal Words to Predict Ideas <3>

第13回　Unit 12

Identifying the Main Idea <1>

第14回　Unit 13

Identifying the Main Idea <2>
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第15回　総復習と試験

既習内容の総復習と学期末試験

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

英文リーディングⅣ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

英文リーディングは共通教育リテラシー科目群外国語分

野に属し、英文テキストを読む訓練を行うクラスとして

位置づけられる。本科目では、伝統的に行われていたよ

うな英文テキストを日本語で理解する和訳中心の授業で

はなく、読んだ英文の内容について、英語による質疑応

答を適宜取り入れ、テーマや問題点などについてのディ

スカッション等を通じて、いっそう深く精度の高いリー

ディングのスキルを身につけることを目的とする。この

科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して社会に役立てることがで

きる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を授

業内容に応用できる。（知識）

・ 読んだ内容について具体的に意見を述べることがで

きる。（知識）

・ 英字新聞の短い記事や英語で書かれたパンフレット

の内容を正確に解釈できる。（知識）

・ 国内のみならず海外での出来事にも関心を示すこと

ができる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを表現できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、まとめ

ることができる。（技能）

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　学期末試験30％

＜テキスト＞

Reader's Ark Basic　出版元：金星堂、2090円（税込）

ISBN：9784764738843

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Unit 1

Check Your Level

第3回　Unit 2

Experience Pre-Reading Activities

第4回　Unit 3

Identifying the Main Idea <1>

第5回　Unit 4

Identifying the Main Idea <2>

第6回　Unit 5

Identifying the Main Idea <3>

第7回　Unit 6

Understanding Supporting Details

第8回　Unit 7

Using Signal Words to Predict Ideas <1>

第9回　Unit 8

Using Signal Words to Predict Ideas <2>

第10回　Unit 9

Using Reference Words to Follow Ideas <1>

第11回　Unit 10

Using Reference Words to Follow Ideas <2>

第12回　Unit 11

Paragraph Organization <1>

第13回　Unit 12

Paragraph Organization <2>

第14回　Unit 13

Paragraph Organization <3>

第15回　総復習と試験

既習内容の総復習と学期末試験

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

英文リーディングⅤ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞
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演習

＜授業の目的＞

英文リーディングは共通教育リテラシー科目群外国語分

野に属し、英文テキストを読む訓練を行うクラスとして

位置づけられる。本科目では、伝統的に行われていたよ

うな英文テキストを日本語で理解する和訳中心の授業で

はなく、読んだ英文の内容について、英語による質疑応

答を適宜取り入れ、テーマや問題点などについてのディ

スカッション等を通じて、いっそう深く精度の高いリー

ディングのスキルを身につけることを目的とする。この

科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して社会に役立てることがで

きる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を授

業内容に応用できる。（知識）

・ 読んだ内容について具体的に意見を述べることがで

きる。（知識）

・ 英字新聞の短い記事や英語で書かれたパンフレット

の内容を正確に解釈できる。（知識）

・ 国内のみならず海外での出来事にも関心を示すこと

ができる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを表現できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、まとめ

ることができる。（技能）

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　学期末試験30％

＜テキスト＞

Reader's Ark 　出版元：金星堂、2090円（税込）ISBN

：9784764738652

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Unit 1

How You Read + How Well You Read

・現在のリーディング力を診断する

第3回　Unit 2

Developing Your "Before Reading Skills"

・プレ・リーディングスキルを磨く

第4回　Unit 3

Identifying a Main Idea

・重要な情報や概念（メインアイデア）を理解する

第5回　Unit 4

Understanding Supporting Details to Find Main Idea

s

・詳細情報を理解する

第6回　Unit 5

Using Signal Words to Predict Ideas

・アイデアの結びつきをシグナルワード（signal words

）から理解する

第7回　Unit 6

Using Referring Words to Follow Ideas

・指示語（reference) が誰を示すか、何を示すかを把

握する

第8回　Unit 7

Understanding Paragraph Organization <1> Compariso

n and Contrast

・パラグラフ構造：「比較（comparison）」と「対照（

contrast）」を学ぶ

第9回　Unit 8

Understanding Paragraph Organization <2> Cause and

 Effect

・パラグラフ構造：「原因と結果」を学ぶ

第10回　Unit 9

Understanding Paragraph Organization <3> Time Orde

r

・パラグラフ構造：「時間順序」を学ぶ

第11回　Unit 10�

Understanding Paragraph Organization <4> Space Ord

er

・パラグラフ構造：「空間順序」を学ぶ

第12回　Unit 11

Summarizing the Ideas

・重要な情報を「要約する（summarize）」ストラテジ

ーを磨く

第13回　Unit 12

Searching for Information



- 81 -

・必要な情報をスピーディに把握するストラテジーを磨

く

第14回　Unit 13

Using Illustrations and Photos to Aid Comprehensio

n

・視覚的な情報を効果的に使用する

第15回　総復習と試験

既習内容の総復習と学期末試験

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

SE Understanding Culture & Language （SE）神戸学院

カレッジ科目

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Understanding Culture and Language は共通教育リテ

ラシー科目群外国語分野に属し、共通教育リテラシー科

目群外国語分野に属し、全学部（グローバルコミュニケ

ーション学部英語コース以外）から選出された学生のみ

を対象としたクラスである。その中でも，海外留学を目

指す学生のためのクラスである。生きた英語を身につけ、

相手の意見をしっかりと聞きながら理解できる能力を身

につけることを目的とする。また、文化や言語について

も英語で深く学び、それらを発信できるスキルを身につ

ける。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役立て

ることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を英

会話に応用できる。（知識）

・日本文化や言語に対する理解を深め、 聞いたり読ん

だりした内容について積極的に意見を述べることができ

る。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

異文化理解・メタ言語・スピーキング・リーディング・

リスニング

＜授業の進め方＞

クラスのアクティビティに積極的に参加し、? ら積極的

に質問に答えることが求められます。この

クラスでは英語で効果的にコミュニケーションを取るこ

とを? 指します。そのためにも、出来るだ

け多く英語を話すように? 掛けて下さい。

＜履修するにあたって＞

共通教育リテラシー科目群外国語分野に属し、全学部（

グローバルコミュニケーション学部英語コース以外）か

ら選出された学生のみを対象としたクラスである。

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should spend 20 minutes reviewing the mat

erial from the previous class.

Students should spend 20 minutes previewing the ma

terial for the following class.

Students should prepare for any course assessment

with additional review of the target language

studied.

Further instruction and feedback will be given in

class.

＜成績評価方法・基準＞

Daily Speaking = 35%, Scene / Scene Challenges = 1

5%, Speaking Evaluations = 15%,

Participation = 35%

＜テキスト＞

Encounters on Campus 出版社:南雲堂 2310円(税込) IS

BN： 9784523178637

＜授業計画＞

第1回　Introduction & Orientation, Expectations, C

lassroom English; Nice to meet you,

Course Introduction / Classroom English; Make a ne

w friend your first week on campus

第2回　This is my friend

Introduce mutual friends to each other

第3回　Where do People hang out?

Ask a friend's advice about where to hang out

第4回　I went to that place

Share your experience of a place suggested by your

 friend

第5回　I have a question

Ask a question in class and give examples until yo

u understand

第6回　Would it be possible to study this?

Make a special content request to your teacher

第7回　I have to miss next class

Explain a future absence to your teacher

第8回　Midterm Speaking Evaluation

Based on lessons 1 - 7

第9回　What are you doing on Sunday?

Invite a friend to go out for the day

第10回　What should we get?

Suggest, explain, and order food, then talk about

the day
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第11回　Come on! I'll help you

Encourage and support a friend to try a new challe

nge

第12回　What should we do?

Reach a group consensus on your club's event theme

第13回　I can book the BBQ

Assign tasks in your group to prepare for your eve

nt

第14回　Final Speaking Evaluation

Based on lessons 9 - 13

第15回　Review and Consolidation

Based on lessons 1 - 13

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

SE Oral Practice Ⅱ （SE）神戸学院カレッジ科目

安田　有紀子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

SE Oral Practice1/2は共通教育リテラシー科目群外国

語分野に属し、全学部（グローバルコミュニケーション

学部英語コース以外）から選出された学生のみを対象と

したクラスである。TOEIC５５０点以上を目指す、きわ

めて実践的な英語運用能力の養成科目として位置づけら

れる。生きた英語を身につけ、相手の意見をしっかりと

聞きながら理解し、自らの意見も発信できるスキルを身

につけることを目的とする。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を英

会話に応用できる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）"

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

ペアワークやグループワークなどを多く取り入れます。

＜履修するにあたって＞

この科目は２０１６年度より開始された神戸学院カレッ

ジのカレッジ生を対象とした特別クラスです。カレッジ

生以外は履修ができません。本年度の入学生を対象とし

たカレッジ生募集は７月初旬から始まります。カレッジ

に関しての詳細は別途お問い合わせください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 簡単な小テストを授業の冒頭に行いますので、復習

が必要です。（毎日30分）

2) 授業に関連した課題に取り組み、提出してもらいま

す。（1時間程度）

3) 積極的に図書館留学を利用して多読・多聴に取り組

んでください。（毎日最低10分）

＜提出課題など＞

必要に応じて課題を提出してもらい、採点・確認後に返

却します。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%（各回の小テスト30％、レポート20％）

授業内学期末テスト50％

＜テキスト＞

授業内でお知らせします。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Pronunciation

集中講義の進め方および成績評価について説明

単語練習＆問題

発音練習

第2回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第3回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第4回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第5回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第6回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題
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第7回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第8回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第9回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第10回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第11回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第12回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第13回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第14回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

第15回　Pronunciation

TOEIC Practice

単語練習＆問題

発音練習

TOEIC練習問題

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

SE Reading Ⅰ （SE）神戸学院カレッジ科目

安田　有紀子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

SE Reading 1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野

に属し、全学部（グローバルコミュニケーション学部英

語コース以外）から選出された学生のみを対象としたク

ラスである。TOEIC５５０点以上を目指す、きわめて実

践的な英語運用能力の養成科目として位置づけられる。

本科目ではTOEICテストとはどのようなテストかを理解

し、TOEICテストに頻出のリスニングやリーディング形

式を認識し、問題に取り組むことを通して、スコアの取

得、向上を目的とする。この科目は、全学DPに示す「獲

得した知識や技能を活用し、国内外において、価値観や

意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働

して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・これまで培ってきた基本的な文法事項を解答に応用で

きる。（知識）

・短い英文を聞いて、内容を理解できる。（知識）

・TOEICテストを積極的に受験して、自らのレベル把握

に努めることができる。（態度・習慣）

・受験目標を立てて、自らの学習計画を立てることがで

きる。（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べ、まとめる

ことができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法・リスニング・スピーキング

＜授業の進め方＞

ペアワークやグループワークなどを多く取り入れます。

＜履修するにあたって＞

この科目は２０１６年度より開始された神戸学院カレッ

ジのカレッジ生を対象とした特別クラスです。カレッジ

生以外は履修ができません。本年度の入学生を対象とし

たカレッジ生募集は７月初旬から始まります。カレッジ

に関しての詳細は別途お問い合わせください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 簡単な小テストを授業の冒頭に行いますので、復習

が必要です。（毎日30分）

2) 授業に関連した課題に取り組み、提出してもらいま

す。（1時間程度）

3) 積極的に図書館留学を利用して多読・多聴に取り組

んでください。（毎日最低10分）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。課題は確認後に授業
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内で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%（各回の小テスト30％、レポート20％）

授業内学期末テスト50％

＜テキスト＞

1) Score Booster for the TOEIC L & R Test Pre-Inte

rmediate（金星堂）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション(1)

授業の進め方について

Ice Break Activity

第2回　オリエンテーション(2)

図書館留学について

Classroom English

第3回　Practice (1)

Quiz (1)

Grammar (1)

TOEIC Listening

第4回　Practice (2)

Quiz (2)

Grammar (2)

TOEIC Reading

第5回　Practice (3)

Quiz (3)

Grammar (3)

TOEIC Listening

第6回　Practice (4)

Quiz (4)

Grammar (4)

TOEIC Reading

第7回　Practice (5)

Quiz (5)

Grammar (5)

TOEIC Listening

第8回　Practice (6)

Quiz (6)

Grammar (6)

TOEIC Reading

第9回　Practice (7)

Quiz (7)

Grammar (7)

TOEIC Listening

第10回　Practice (8)

Quiz (8)

Grammar (8)

TOEIC Reading

第11回　Practice (9)

Quiz (9)

Grammar (9)

TOEIC Listening

第12回　Practice (10)

Quiz (10)

Grammar (10)

TOEIC Reading

第13回　Practice (11)

Quiz (11)

Grammar (11)

TOEIC Listening

第14回　Practice (12)

Quiz (12)

Grammar (12)

TOEIC Reading

第15回　Practice (13)

Quiz (13)

Grammar (13)

TOEIC Listening

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

SE Reading Ⅰ （SE）神戸学院カレッジ科目

安田　有紀子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

SE Reading 1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野

に属し、全学部（グローバルコミュニケーション学部英

語コース以外）から選出された学生のみを対象としたク

ラスである。TOEIC５５０点以上を目指す、きわめて実

践的な英語運用能力の養成科目として位置づけられる。

本科目ではTOEICテストとはどのようなテストかを理解

し、TOEICテストに頻出のリスニングやリーディング形

式を認識し、問題に取り組むことを通して、スコアの取

得、向上を目的とする。この科目は、全学DPに示す「獲

得した知識や技能を活用し、国内外において、価値観や

意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働

して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・これまで培ってきた基本的な文法事項を解答に応用で

きる。（知識）

・短い英文を聞いて、内容を理解できる。（知識）

・TOEICテストを積極的に受験して、自らのレベル把握

に努めることができる。（態度・習慣）

・受験目標を立てて、自らの学習計画を立てることがで

きる。（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べ、まとめる

ことができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法・リスニング・スピーキング
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＜授業の進め方＞

ペアワークやグループワークなどを多く取り入れます。

＜履修するにあたって＞

この科目は２０１６年度より開始された神戸学院カレッ

ジのカレッジ生を対象とした特別クラスです。カレッジ

生以外は履修ができません。本年度の入学生を対象とし

たカレッジ生募集は７月初旬から始まります。カレッジ

に関しての詳細は別途お問い合わせください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 簡単な小テストを授業の冒頭に行いますので、復習

が必要です。（毎日30分）

2) 授業に関連した課題に取り組み、提出してもらいま

す。（1時間程度）

3) 積極的に図書館留学を利用して多読・多聴に取り組

んでください。（毎日最低10分）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。課題は確認後に授業

内で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%（各回の小テスト30％、レポート20％）

授業内学期末テスト50％

＜テキスト＞

1) Score Booster for the TOEIC L & R Test Pre-Inte

rmediate（金星堂）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション(1)

授業の進め方について

Ice Break Activity

第2回　オリエンテーション(2)

図書館留学について

Classroom English

第3回　Practice (1)

Quiz (1)

Grammar (1)

TOEIC Listening

第4回　Practice (2)

Quiz (2)

Grammar (2)

TOEIC Reading

第5回　Practice (3)

Quiz (3)

Grammar (3)

TOEIC Listening

第6回　Practice (4)

Quiz (4)

Grammar (4)

TOEIC Reading

第7回　Practice (5)

Quiz (5)

Grammar (5)

TOEIC Listening

第8回　Practice (6)

Quiz (6)

Grammar (6)

TOEIC Reading

第9回　Practice (7)

Quiz (7)

Grammar (7)

TOEIC Listening

第10回　Practice (8)

Quiz (8)

Grammar (8)

TOEIC Reading

第11回　Practice (9)

Quiz (9)

Grammar (9)

TOEIC Listening

第12回　Practice (10)

Quiz (10)

Grammar (10)

TOEIC Reading

第13回　Practice (11)

Quiz (11)

Grammar (11)

TOEIC Listening

第14回　Practice (12)

Quiz (12)

Grammar (12)

TOEIC Reading

第15回　Practice (13)

Quiz (13)

Grammar (13)

TOEIC Listening

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

SE Reading Ⅱ （SE）神戸学院カレッジ科目

安田　有紀子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

SE Reading 1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野

に属し、全学部（グローバルコミュニケーション学部英

語コース以外）から選出された学生のみを対象としたク

ラスである。TOEIC５５０点以上を目指す、きわめて実

践的な英語運用能力の養成科目として位置づけられる。

本科目ではTOEICテストとはどのようなテストかを理解

し、TOEICテストに頻出のリスニングやリーディング形
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式を認識し、問題に取り組むことを通して、スコアの取

得、向上を目的とする。この科目は、全学DPに示す「獲

得した知識や技能を活用し、国内外において、価値観や

意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働

して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・これまで培ってきた基本的な文法事項を解答に応用で

きる。（知識）

・短い英文を聞いて、内容を理解できる。（知識）

・TOEICテストを積極的に受験して、自らのレベル把握

に努めることができる。（態度・習慣）

・受験目標を立てて、自らの学習計画を立てることがで

きる。（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べ、まとめる

ことができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法・リスニング・スピーキング

＜授業の進め方＞

ペアワークやグループワークなどを多く取り入れます。

＜履修するにあたって＞

この科目は２０１６年度より開始された神戸学院カレッ

ジのカレッジ生を対象とした特別クラスです。カレッジ

生以外は履修ができません。本年度の入学生を対象とし

たカレッジ生募集は７月初旬から始まります。カレッジ

に関しての詳細は別途お問い合わせください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 簡単な小テストを授業の冒頭に行いますので、復習

が必要です。（毎日30分）

2) 授業に関連した課題に取り組み、提出してもらいま

す。（1時間程度）

3) 積極的に図書館留学を利用して多読・多聴に取り組

んでください。（毎日最低10分）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。課題は確認後に授業

内で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%（各回の小テスト30％、レポート20％）

授業内学期末テスト50％

＜テキスト＞

授業内でお知らせします。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Practice (1)

Talk about your summer

Quiz (1)

Grammar (1)

TOEIC Listening

第2回　Practice (2)

Quiz (2)

Grammar (2)

TOEIC Reading

第3回　Practice (3)

Quiz (3)

Grammar (3)

TOEIC Listening

第4回　Practice (4)

Quiz (4)

Grammar (4)

TOEIC Reading

第5回　Practice (5)

Quiz (5)

Grammar (5)

TOEIC Listening

第6回　Practice (6)

Quiz (6)

Grammar (6)

TOEIC Reading

第7回　Practice (7)

Quiz (7)

Grammar (7)

TOEIC Listening

第8回　Practice (8)

Quiz (8)

Grammar (8)

TOEIC Reading

第9回　Practice (9)

Quiz (9)

Grammar (9)

TOEIC Listening

第10回　Practice (10)

Quiz (10)

Grammar (10)

TOEIC Reading

第11回　Practice (11)

Quiz (11)

Grammar (11)

TOEIC Listening

第12回　Practice (12)

Quiz (12)

Grammar (12)

TOEIC Reading

第13回　Practice (13)

Quiz (13)

Grammar (13)

TOEIC Listening

第14回　Practice (14)

Quiz (14)

Grammar (14)

TOEIC Reading

第15回　Practice (15)
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Quiz (15)

Grammar (15)

TOEIC Listening

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

SE Reading Ⅲ （SE）神戸学院カレッジ科目

安田　有紀子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

SE Reading 3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野

に属し、全学部（グローバルコミュニケーション学部英

語コース以外）から選出された学生のみを対象としたク

ラスである。TOEIC６００点以上を目指す、きわめて実

践的な英語運用能力の養成科目として位置づけられる。

本科目ではSE Reading 1/2で身につけた能力をさらに向

上させるためTOEICテストに頻出のリスニングやリーデ

ィング問題に取り組むことを通して、スコアの取得、向

上を目的とする。この科目は、全学DPに示す「獲得した

知識や技能を活用し、国内外において、価値観や意見の

異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社

会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を長

文読解に応用できる。（知識）

・ 英語リーディング能力向上のために積極的に予習・

復習に取り組むことができる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

ペアワークやグループワークなどを多く取り入れます。

＜履修するにあたって＞

共通教育リテラシー科目群外国語分野に属し、全学部（

グローバルコミュニケーション学部英語コース以外）か

ら選出された学生のみを対象としたクラスである。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 簡単な小テストを授業の冒頭に行いますので、復習

が必要です。（毎日30分）

2) 授業に関連した課題に取り組み、提出してもらいま

す。（1時間程度）

3) 積極的に図書館留学を利用して多読・多聴に取り組

んでください。（毎日最低10分）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。課題は確認後に授業

内で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%（各回の小テスト30％、レポート20％）

授業内学期末テスト50％

＜テキスト＞

授業内でお知らせします。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Practice (1)

課題について

Quiz (1)

TOEIC Practice

第2回　Practice (2)

Quiz (2)

TOEIC Practice

第3回　Practice (3)

Quiz (3)

TOEIC Practice

第4回　Practice (4)

Quiz (4)

TOEIC Practice

第5回　Practice (5)

Quiz (5)

TOEIC Practice

第6回　Practice (6)

Quiz (6)

TOEIC Practice

第7回　Practice (7)

Quiz (7)

TOEIC Practice

第8回　Practice (8)

Quiz (8)

TOEIC Practice

第9回　Practice (9)

Quiz (9)

TOEIC Practice

第10回　Practice (10)

Quiz (10)

TOEIC Practice

第11回　Practice (11)

Quiz (11)

TOEIC Practice

第12回　Practice (12)

Quiz (12)

TOEIC Practice

第13回　Practice (13)

Quiz (13)

TOEIC Practice
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第14回　Practice (14)

Quiz (14)

TOEIC Practice

第15回　Practice (15)

Quiz (15)

TOEIC Practice

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

SE Reading Ⅳ （SE）神戸学院カレッジ科目

安田　有紀子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習（10月4日以降は対面授業）

＜授業の目的＞

SE Reading 3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野

に属し、全学部（グローバルコミュニケーション学部英

語コース以外）から選出された学生のみを対象としたク

ラスである。TOEIC６００点以上を目指す、きわめて実

践的な英語運用能力の養成科目として位置づけられる。

本科目ではSE Reading 1/2で身につけた能力をさらに向

上させるためTOEICテストに頻出のリスニングやリーデ

ィング問題に取り組むことを通して、スコアの取得、向

上を目的とする。この科目は、全学DPに示す「獲得した

知識や技能を活用し、国内外において、価値観や意見の

異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して社

会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を長

文読解に応用できる。（知識）

・ 英語リーディング能力向上のために積極的に予習・

復習に取り組むことができる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

ペアワークやグループワークなどを多く取り入れます。

＜履修するにあたって＞

共通教育リテラシー科目群外国語分野に属し、全学部（

グローバルコミュニケーション学部英語コース以外）か

ら選出された学生のみを対象としたクラスである。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 簡単な小テストを授業の冒頭に行いますので、復習

が必要です。（毎日30分）

2) 授業に関連した課題に取り組み、提出してもらいま

す。（1時間程度）

3) 積極的に図書館留学を利用して多読・多聴に取り組

んでください。（毎日最低10分）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。課題は確認後に授業

内で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%（各回の小テスト30％、レポート20％）

授業内学期末テスト50％

＜テキスト＞

授業内でお知らせします。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Practice (1)

課題について

Quiz (1)

TOEIC Practice

第2回　Practice (2)

Quiz (2)

TOEIC Practice

第3回　Practice (3)

Quiz (3)

TOEIC Practice

第4回　Practice (4)

Quiz (4)

TOEIC Practice

第5回　Practice (5)

Quiz (5)

TOEIC Practice

第6回　Practice (6)

Quiz (6)

TOEIC Practice

第7回　Practice (7)

Quiz (7)

TOEIC Practice

第8回　Practice (8)

Quiz (8)

TOEIC Practice

第9回　Practice (9)

Quiz (9)

TOEIC Practice

第10回　Practice (10)

Quiz (10)

TOEIC Practice

第11回　Practice (11)

Quiz (11)

TOEIC Practice

第12回　Practice (12)

Quiz (12)

TOEIC Practice
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第13回　Practice (13)

Quiz (13)

TOEIC Practice

第14回　Practice (14)

Quiz (14)

TOEIC Practice

第15回　Practice (15)

Quiz (15)

TOEIC Practice

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

SE Practical English Ⅰ （SE）神戸学院カレッジ科目

安田　有紀子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

SE Practical English 1/2は共通教育リテラシー科目群

外国語分野に属し、全学部（グローバルコミュニケーシ

ョン学部英語コース以外）から選出された学生のみを対

象としたクラスである。TOEIC６００点以上を目指す、

きわめて実践的な英語運用能力の養成科目として位置づ

けられる。本科目ではSE Oral Practice 1-4で身につけ

た英語力を応用し、実際に英語をビジネスの場でどのよ

うに使うかを学ぶことを目的とする。この科目は、全学

DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外におい

て、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学び

を深め、協働して社会に役立てることができる」を目指

す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を長

文読解に応用できる。（知識）

・ 英語リーディング能力向上のために積極的に予習・

復習に取り組むことができる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・リスニング・スピーキング・ライティン

グ

＜授業の進め方＞

ペアワークやグループワークなどを多く取り入れます。

＜履修するにあたって＞

共通教育リテラシー科目群外国語分野に属し、全学部（

グローバルコミュニケーション学部英語コース以外）か

ら選出された学生のみを対象としたクラスである。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 簡単な小テストを授業の冒頭に行いますので、復習

が必要です。（毎日30分）

2) 授業に関連した課題に取り組み、提出してもらいま

す。（1時間程度）

3) 積極的に図書館留学を利用して多読・多聴に取り組

んでください。（毎日最低10分）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。課題は確認後に授業

内で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%（各回の小テスト30％、レポート20％）

授業内学期末テスト50％

＜テキスト＞

Global Issues - An Introduction to Discussion Skil

ls - （成美堂 2,200円＋税）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Practice (1)

課題について

Quiz (1)

Reading Practice

Speaking Practice

第2回　Practice (2)

Quiz (2)

Reading Practice

Speaking Practice

第3回　Practice (3)

Quiz (3)

Reading Practice

Speaking Practice

第4回　Practice (4)

Quiz (4)

Reading Practice

Speaking Practice

第5回　Practice (5)

Quiz (5)

Reading Practice

Speaking Practice

第6回　Practice (6)

Quiz (6)

Reading Practice

Speaking Practice

第7回　Practice (7)

Quiz (7)

Reading Practice

Speaking Practice

第8回　Practice (8)

Quiz (8)

Reading Practice
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Speaking Practice

第9回　Practice (9)

Quiz (9)

Reading Practice

Speaking Practice

第10回　Practice (10)

Quiz (10)

Reading Practice

Speaking Practice

第11回　Practice (11)

Quiz (11)

Reading Practice

Speaking Practice

第12回　Practice (12)

Quiz (12)

Reading Practice

Speaking Practice

第13回　Practice (13)

Quiz (13)

Reading Practice

Speaking Practice

第14回　Practice (14)

Quiz (14)

Reading Practice

Speaking Practice

第15回　Practice (15)

Quiz (15)

Reading Practice

Speaking Practice

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

SE Practical English Ⅱ （SE）神戸学院カレッジ科目

安田　有紀子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

SE Practical English 1/2は共通教育リテラシー科目群

外国語分野に属し、全学部（グローバルコミュニケーシ

ョン学部英語コース以外）から選出された学生のみを対

象としたクラスである。TOEIC６００点以上を目指す、

きわめて実践的な英語運用能力の養成科目として位置づ

けられる。本科目ではSE Oral Practice 1-4で身につけ

た英語力を応用し、実際に英語をビジネスの場でどのよ

うに使うかを学ぶことを目的とする。この科目は、全学

DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外におい

て、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学び

を深め、協働して社会に役立てることができる」を目指

す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を長

文読解に応用できる。（知識）

・ 英語リーディング能力向上のために積極的に予習・

復習に取り組むことができる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・リスニング・スピーキング・ライティン

グ

＜授業の進め方＞

ペアワークやグループワークなどを多く取り入れます。

＜履修するにあたって＞

共通教育リテラシー科目群外国語分野に属し、全学部（

グローバルコミュニケーション学部英語コース以外）か

ら選出された学生のみを対象としたクラスである。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 簡単な小テストを授業の冒頭に行いますので、復習

が必要です。（毎日30分）

2) 授業に関連した課題に取り組み、提出してもらいま

す。（1時間程度）

3) 積極的に図書館留学を利用して多読・多聴に取り組

んでください。（毎日最低10分）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。課題は確認後に授業

内で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%（各回の小テスト30％、レポート20％）

授業内学期末テスト50％

＜テキスト＞

Global Issues - An Introduction to Discussion Skil

ls - （成美堂 2,200円＋税）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Practice (1)

課題について

Quiz (1)

Reading Practice

Speaking Practice

第2回　Practice (2)

Quiz (2)

Reading Practice

Speaking Practice

第3回　Practice (3)

Quiz (3)

Reading Practice
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Speaking Practice

第4回　Practice (4)

Quiz (4)

Reading Practice

Speaking Practice

第5回　Practice (5)

Quiz (5)

Reading Practice

Speaking Practice

第6回　Practice (6)

Quiz (6)

Reading Practice

Speaking Practice

第7回　Practice (7)

Quiz (7)

Reading Practice

Speaking Practice

第8回　Practice (8)

Quiz (8)

Reading Practice

Speaking Practice

第9回　Practice (9)

Quiz (9)

Reading Practice

Speaking Practice

第10回　Practice (10)

Quiz (10)

Reading Practice

Speaking Practice

第11回　Practice (11)

Quiz (11)

Reading Practice

Speaking Practice

第12回　Practice (12)

Quiz (12)

Reading Practice

Speaking Practice

第13回　Practice (13)

Quiz (13)

Reading Practice

Speaking Practice

第14回　Practice (14)

Quiz (14)

Reading Practice

Speaking Practice

第15回　Practice (15)

Quiz (15)

Reading Practice

Speaking Practice

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

SE Presentation Skills （SE）神戸学院カレッジ科目

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

SE Presentation Skills は共通教育リテラシー科目群

外国語分野に属し、全学部（グローバルコミュニケーシ

ョン学部英語コース以外）から選出された学生のみを対

象としたクラスである。TOEIC６００点以上を目指す、

きわめて実践的な英語運用能力の養成科目として位置づ

けられる。本講義では相手の意見をしっかりと聞きなが

ら理解し、自らの意見も発信できるスキルを身につける

ことを目的とする。この科目は、全学DPに示す「獲得し

た知識や技能を活用し、国内外において、価値観や意見

の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して

社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識をプ

レゼンテーションに応用できる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

クラスのアクティビティに積極的に参加し、? ら積極的

に質問に答えることが求められます。この

クラスでは英語で効果的にコミュニケーションを取るこ

とを? 指します。そのためにも、出来るだ

け多く英語を話すように? 掛けて下さい。

＜履修するにあたって＞

共通教育リテラシー科目群外国語分野に属し、全学部（

グローバルコミュニケーション学部英語コース以外）か

ら選出された学生のみを対象としたクラスである。

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should spend 20 minutes reviewing the mat

erial from the previous class.

Students should spend 20 minutes previewing the ma

terial for the following class.

Students should prepare for any course assessment

with additional review of the target language
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studied.

Further instruction and feedback will be given in

class

＜成績評価方法・基準＞

Speaking = 25%

Participation = 25%

Final Presentation = 50%

＜テキスト＞

Ready to Present - A Guide to Better Presentations

 Student Book ISBN978-4-86-312351-9　2,700円 (税抜

)

＜授業計画＞

第1回　Essential English & Classroom English,

Class Guidelines, Self-Introduction

Talk about family, school life, likes & dislikes,

and experiences

第2回　Self-Introduction

Use eye-contact and voice control

第3回　An Important Person or Thing

Talk about an important person or thing;

第4回　An Important Person or Thing

The dos and don'ts while giving a presentation and

 Introduce your

第5回　Places

Talk about interesting places;

第6回　Places

Use graphics in a presentation and talk about the

body of your

第7回　Biography

Talking about people

第8回　Biography

Use gestures in a presentation and talk further ab

out the body of your presentation

第9回　Stories

Talk about our past experiences;

第10回　Stories

Speak with emphasis during a presentation and Conc

lude your

第11回　Solving Problems

Express opinions about social and global issues.

第12回　Solving Problems

Use tables and graphs in a presentation.

第13回　Final Presentations Group A

Final Presentations

第14回　Final Presentations Group B

Final Presentations

第15回　Review and Consolidation

Based on lessons 1 - 12

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅱ

倉持　充希

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPに掲げられる「広い教養を身につけ、

豊かな人間性や社会性を涵養」すること、「自分の意見

を口頭や文書によって表現」することを目指し、西洋美

術史における代表作を考察する。

　人文学部共通教育科目のうち、リベラルアーツ科目群

の人文科学分野に属する本科目では、ヨーロッパで制作

された芸術作品を毎回1点を取り上げ、作品を丁寧に観

察・記述する。鑑賞の要点や歴史的背景、美術史学の方

法論を学び、展覧会で作品を実見することで、芸術文化

をより深く理解することを目的とする。

＜到達目標＞

１．芸術作品の分析を通じて、歴史文化に関する教養と

作品鑑賞の手法を身につける。（知識・技能）

２．芸術作品を学術的観点から分析し、それを的確に文

章化する。（思考力・判断力・表現力等の能力）

３．作品の観察や解釈について、他者と冷静な意見交換

をし、考察を深める。（主体性をもって多様な人々と共

同して学ぶ態度）

＜授業のキーワード＞

西洋美術史　近現代美術　美術史学　美術鑑賞　ヨーロ

ッパ史

＜授業の進め方＞

・プロジェクターで図版を見せながら、内容を解説する。

・毎回の授業内レポートで、作品記述や歴史文化に関す

る論述に取り組む。

・学期末に、各自で以下のいずれかの特別展を訪れ、レ

ポート（3000字）を作成する

１．「スコットランド国立美術館　THE GREATS　美の巨

匠たち」

2022年7月16日（土）?2022年9月25日（日）神戸市立博

物館

{https://greats2022.jp/,https://greats2022.jp/}

※東京展の公式サイト

２．「フェルメールと17世紀オランダ絵画展」

2022年7月16日（土）～2022年9月25日（日）大阪市立美

術館

{https://www.dresden-vermeer.jp/,https://www.dresd

en-vermeer.jp/}　※東京展の公式サイト
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※災害や新型コロナウィルス感染拡大などの影響で、特

別展が中止や延期になった場合、課題や授業の内容が変

更される可能性がある。適宜、授業中に指示する。

＜履修するにあたって＞

・各自で美術館を見学するため、交通費と観覧料（状況

によっては、オンラインでチケットの事前購入・日時予

約など）が必要となる。

・特に前提となる知識は必要としないが、芸術作品を趣

味嗜好のみならず、多角的な観点から考察することに興

味がある人にぜひ受講して欲しい。専門にかかわらず、

学生が美術館を訪れるとき、また将来、芸術文化に対す

る関心が高まったときに、この講義を受講した経験が基

礎的な教養となるように設計されている。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習（60分）

・授業計画に挙げられた画家の主要作例を予習する。

・展覧会見学に備え、概要や内容を予習する。

事後学習（60分）

・授業での解説を基に、キーワードや重要項目を整理す

る。

・展覧会見学を踏まえ、報告レポートの作成を進める。

＜提出課題など＞

・毎回、授業内レポートに取り組む。当日あるいは次回

にフィードバックを行う。

・授業内試験を2回実施する。後日、解答例を示す。

・学期末に、各自で以下のいずれかの特別展を訪れ、レ

ポート（3000字）を作成する。レポート提出後、全体へ

の講評をまとめ、dotCampusなどでフィードバックする。

１．「スコットランド国立美術館　THE GREATS　美の巨

匠たち」

2022年7月16日（土）?2022年9月25日（日）神戸市立博

物館

{https://greats2022.jp/,https://greats2022.jp/}

※東京展の公式サイト

２．「フェルメールと17世紀オランダ絵画展」

2022年7月16日（土）～2022年9月25日（日）大阪市立美

術館

{https://www.dresden-vermeer.jp/,https://www.dresd

en-vermeer.jp/}　※東京展の公式サイト

※災害や新型コロナウィルス感染拡大などの影響で、特

別展が中止や延期になった場合、課題や授業の内容が変

更される可能性がある。適宜、授業中に指示する。

＜成績評価方法・基準＞

・授業内レポート　45％（到達目標１・２の達成度合い

）

・期末レポート（3000字）　55％（到達目標１・３の達

成度合い）

＜テキスト＞

レジュメや参考資料を配布する。

＜参考図書＞

特に使用しない。

＜授業計画＞

第1回　西洋美術史の概要

※「授業の方法」に従って受講し、課題を行ってくださ

い。初回は、Zoomは使用しません。

まず芸術作品を自由に味わうだけでなく、様々な観点か

らアプローチすることで、作品の見え方がいかに変わる

かを体験する。評価方法も説明する。

第2回　古代の大理石彫刻にみる力強い身体表現

古代彫刻《サモトラケのニケ》を取り上げ、大理石の彫

像の見方や技法、彫刻の発掘調査について学ぶ。

第3回　イエス・キリストの生涯

14世紀初頭にイタリアで描かれたジョット「キリスト伝

」（スクロヴェーニ礼拝堂）を取り上げ、イエスの生涯

や最後の審判、豊かな感情表現を考察する。

第4回　古代ギリシャ・ローマ神話に基づく物語画

15世紀末にイタリアで描かれたボッティチェッリ《ウェ

ヌスの誕生》を取り上げ、古代神話を題材にした物語画

の構成や、神々の表現形式を学ぶ。

第5回　肖像画における伝統と革新

16世紀初頭にイタリアで描かれたレオナルド・ダ・ヴィ

ンチ《モナ・リザ》を取り上げ、伝統的な肖像画の形式

と、芸術家による創意工夫を考察する。

第6回　人体比例の探究

16世紀初頭にドイツで描かれたデューラー《アダムとエ

ヴァ》を取り上げ、ルネサンス期の理想的な人体比例、

美術の南北交流を検討する。

第7回　明暗の対比を用いた祭壇画

17世紀初めにイタリアで描かれたカラヴァッジョ《聖マ

タイの召命》を取り上げ、聖堂内の礼拝堂に置かれる祭

壇画の視覚的効果を考察する。

第8回　絵画技法

フェルメールに関するドキュメンタリー映画を題材に、

フェルメールの技法の特色などを学ぶ。

第9回　日常を描いた風俗画

17世紀半ばにオランダで描かれたフェルメール《ワイン

グラス》を取り上げ、何気ない日常を切り取ったように

見える風俗画に込められた、寓意的意味の読解を行う。

第10回　市民的な愛の理想を謳う雅宴画

18世紀にフランスで描かれたヴァトー《シテール島の巡

礼》を取り上げ、当時の富裕市民階級の生活や、愛の表

象を考察する。

第11回　展覧会の解説（１）
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「スコットランド国立美術館　THE GREATS　美の巨匠た

ち」 の趣旨と主要作品を概観し、事前学習を行う。

第12回　展覧会の解説（２）

「フェルメールと17世紀オランダ絵画展」の趣旨と主要

作品を概観し、事前学習を行う。

第13回　同時代の出来事を力強く表現するロマン主義

19世紀前半にフランスで描かれたドラクロワ《民衆を導

く自由の女神》を取り上げ、当時のフランスの社会状況、

時事問題の絵画化について検討する。

第14回　美術作品に向けられる批評と評価の変化

19世紀後半にフランスで描かれたモネ《印象、日の出》

を取り上げ、粗っぽい筆触を用いて光の効果を捉える新

たな技法と、それに対する同時代批評を考察する。

第15回　芸術作品による反戦の意思表明

ピカソ《ゲルニカ》を取り上げ、第二次大戦前後のスペ

インの状況、爆撃後の作品の成立過程、戦後の作品受容

を考察する。最後に、講義全体を総括する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅱ

出水　孝典

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

欧米の社会と文化におけるLGBTQの捉えられ方について

学ぶ

＜到達目標＞

この講義は、共通教育科目という全学部の学生が履修で

きる科目の１つです。全学DPのうち「共通教育等を通じ

て、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養

している」、「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して、社会に役立てることができる」

に関して学んでいきます。

具体的には、米国で出版されているLGBTQに関する英語

文献を一緒に読んで、日本語の文献を読んでいるだけで

はわからない、欧米でLGBTQがどのように捉えられてい

るかについての知識を身につけていきます。また、欧米

で制作されたLGBTQの登場する映画の一部を見て、台詞

の一部に反映されている見方・価値観などについて一緒

に考えていきます。

なお、担当者は英語学・言語学の専門家であるだけでな

く、MtFトランスジェンダーの当事者でもあるので、な

るべくトランスジェンダーであるという感覚がどのよう

なものなのか、皆さんに自身の体験を踏まえて伝えるこ

とができればと考えています。

＜授業のキーワード＞

LGBTQ、性の3要素、トランスジェンダー、MtF、FtM、転

向療法（矯正療法）(conversion therapy)

＜授業の進め方＞

毎回、英語の文献を一緒に読んでいきます。意訳した全

訳はレジュメに掲載しておきますが、英文の文法、逐語

訳や内容の解説はすべて口頭で行いますので、しっかり

聴いて理解してください。なお、純粋な語学の授業では

なく講義なので、英文の一部を受講者に当てて答えさせ

たりすることはありません。途中でLGBTQの登場する映

画の一部を視聴して、台詞について考えたりもします。

毎回、授業の終わりに、理解度を確認するための選択式

クイズ3問に解答してもらいます。

＜履修するにあたって＞

英語が苦手であっても、英文の内容についてすべて解説

した上で考えてもらうので大丈夫です。英語が得意な（

あるいは得意ではなくても好きでもっと学びたい）人に

とっては、LGBTQに関する海外事情を学びながら、英語

の学習もできるという、一石二鳥的な授業になるかと思

います。

英語の単語に疑問を持ったときに引けるよう、電子辞書

やスマホのアプリで構わないので、英和辞典と国語辞典

は利用できるようにしておいて下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回の授業後に、内容を復習し、期末レポート作成の準

備を進めること。（60分程度）

＜提出課題など＞

毎回の授業終了時に、選択式の3問のクイズに解答し、

その日の授業に関する感想を100字以上書いて提出する。

＜成績評価方法・基準＞

毎回の授業終了時の選択式クイズ3問（3×15=45点）、

および期末レポートの評価（55点）

＜テキスト＞

なし。毎回レジュメを配布。

＜参考図書＞

Kelly Huegel Madrone. (2018) LGBTQ: The Survival G

uide For Lesbian, Gay, Bisexual, Transgender, And

Questioning Teens. (Revised & updated third editio

n) Minneapolis: Free Spirit Publishing Inc.

＜授業計画＞

第1回　導入

担当者自身の自己紹介を、MtFトランスジェンダーであ

ることも含めて行います。その後、授業全体の予定、進

め方、成績評価の方法などについて説明します。

第2回　LGBTQについての基本

LGBTQに関する用語を学びます。それを踏まえつつ、性

の3要素、キンゼイ報告書以降LGBTQに関する理解がどの

ように進んできたか、LGBTQのQuestioningとはどういう

ことなのかなどについて、知識を深めていきます。
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第3回　性自認の重要な役割

ゲイの男性とMtFトランスジェンダー（いわゆるニュー

ハーフなど）、レズビアンの女性とFtMトランスジェン

ダーはしばしば混同され、同一視されます。どのような

点でこれが問題なのかを、FtMトランスジェンダーを主

人公とする、『ボーイズ・ドント・クライ』(Boys Don'

t Cry)という1999年に製作されたアメリカ映画の一部を

見て、理解します。

第4回　LGBTQに関するよくある誤解

LGBTQに関して見られる、よくある誤解や決めつけ（英

語ではこれをmyth（神話）という語で表します）と、実

際はどうなのかについて学びます。LGBTQの人々はLGBTQ

であるために不幸だ、ゲイの男性は女性を目の敵にし、

どんな男性にも欲情するなどと誰かが言っているのを聞

いたことがありませんか？　これはよくある誤解に含ま

れます。またゲイの男性は女性になりたいわけでもあり

ません。実際にはどうなのかを正しく理解していきます。

第5回　転向療法（矯正療法）について

アメリカでは未だに、転向療法(conversion therapy)や

矯正療法(reparative therapy)と呼ばれる、心理的介入

を用いて、個人の性的指向や性自認を変更しようとする

「治療」が行われています。このような療法の根底にど

のような考え方があるのかを、Joseph Nicolosiという

提唱者の英語論文や概説書の一部を読んで理解します。

そしてそれがいかに問題の多い療法であるのかを考えま

す。

第6回　転向療法（矯正療法）を取り上げた映画(1)

『ある少年の告白』(Boy Erased)という2018年のアメリ

カ合衆国の青春映画に関する英語のレヴューを読み、そ

の一部を視聴して、転向療法について考えます。この映

画の主人公は、19歳の青年ジャレッド・エモンズですが、

ゲイであることで両親と衝突し、家から出され、教会が

支持する同性愛者の転換プログラムに参加されられます

が、プログラムのセラピストとも衝突します。この映画

の台詞に、転向療法の根底にあるどのような価値観が含

まれているのかを見ていきます。

第7回　転向療法（矯正療法）を取り上げた映画(2)

『ミスエデュケーション』(The Miseducation of Camer

on Post)という2018年に公開された米英合作のドラマ映

画に関して、英語のレヴューを読み、その一部を視聴し

て、転向療法について考えます。主人公のキャメロン・

ポストはレズビアンですが、車の後部座席で女性と性交

に及んだことを、古い価値観の持ち主である叔母のルー

スに知られ、治療施設「神の約束」へと送り込まれてし

まいます。この映画の台詞に、転向療法の根底にあるど

のような価値観が含まれているのかを見ていきます。

第8回　ホモフォビア(homophobia)とトランスフォビア(

transphobia)

ホモフォビア（同性愛嫌悪）とトランスフォビア（トラ

ンスジェンダー嫌悪）という言葉があります。このよう

な嫌悪感がどこから来るのかについて、人が外界をどの

ようにカテゴリー化するのかという視点から説明ができ

ることを理解します。また、映画『ボーイズ・ドント・

クライ』(Boys Don't Cry)と『ある少年の告白』(Boy E

rased)で、他者からのそのような感情が当事者に投げつ

けられている場面を視聴し、その台詞と背後に込められ

ている価値観について考えます。

第9回　カムアウト(coming out)とアウティング(outing

)

「カミングアウト」とは自身のセクシュアリティをだれ

かに伝えることです。一方、カミングアウトされたり、

何らかのきっかけである人のセクシュアリティを知った

人が、本人の同意なくだれかが第三者にその人のセクシ

ュアリティを伝えてしまうことを「アウティング」とい

います。この２つの詳細や違いと、「アウティング」が

どうしてやってはいけないことなのかについて、詳しく

学んでいきます。

第10回　LGBTQと学校生活

LGBTQの若者が学校生活を送る場合、様々な問題に直面

することを余儀なくされます。どのような問題があるの

かをまず見ていきます。その後、『Girl/ガール』(Girl

) という2018年のベルギーのドラマ映画の一部を視聴し

ます。この映画は、プロのバレリーナを目指すトランス

ジェンダーの女性を描いたもので、ベルギー出身のトラ

ンス女性ダンサーであり、本作の製作過程にも関わった

ノラ・モンスクールの人生に着想を得て制作されたもの

です。そこで描かれているイジメの場面を見て、一緒に

考えます。

第11回　トランスジェンダーと性別移行(1)

身体の性（生物学的性）と心の性（性自認）が一致して

いないトランスジェンダーの人々は、心の性に身体の性

を合わせるために、身体の性を心の性に近付けるための

様々な治療や手術を受けたりします。性別適合治療(sex

 reassignment therapy)と呼ばれるホルモン療法などに

ついて学んでいきます。それによって担当者自身にどの

ような変化が起こったのかについても、話をしていきま

す。

第12回　トランスジェンダーと性別移行(2)

性別適合治療よりもさらに進んだ段階の処置として、性

別適合手術(sex reassignment surgery、略称SRS)と呼

ばれる、元の外性器を利用して移行する性別の外性器に

似せたものを作る手術があることなどについて学んでい

きます。また、映画『Girl/ガール』の中で、性別適合

治療が描かれている場面を視聴し、それを受けることに

どのような心理的変化や葛藤があるのかを見ていきます。

第13回　LGBTQと性行為(1)

LGBTQの人々のセクシュアリティと性行為に関するテー

マのうち、基本的なものを取り上げます。性行為はする

べきなのか、どのようなタイミングでしてもよいのか、

する際に気をつけるべきことなどについて、色々と考え
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ます。また、映画『ある少年の告白』に見られる男性同

士の性行為の場面を視聴し、そこで交わされている台詞

がもつ意味について考えます。

第14回　LGBTQと性行為(2)

LGBTQの人々のセクシュアリティと性行為に関してのよ

くある誤解について見ていきます。ゲイの男の子を女性

にレイプさせれば「矯正」できるとか、一度でも同性と

性行為を行えば同性愛者なのだとか、性行為を行って初

めて自分のセクシュアリティを理解できるといった考え

方が、すべて誤解に基づく誤ったものであることを理解

していきます。

第15回　まとめ

全体の内容のまとめをした上で、担当者が改めて当事者

として学生に伝えたいことについて話をします。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅱ

永岡　成人

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業では、社会における集団的意思決定について講

義します。集団的意思決定において、意思集約の方法と

して、よく多数決ルールが用いられています。あるいは、

多数決ルール以外にも様々な代替的な意思集約ルールが

用いられています。この授業では、18世紀フランスの学

者であるボルダとコンドルセによる集団的意思決定に関

する古典的な議論を出発点として、多数決ルールを含む

様々な意思集約ルールの性質を、数学モデルを用いて考

察していきます。この科目では、様々な意思集約ルール

の機能や問題点を考えてみることによって、社会におけ

る集団的意思決定の仕組みについて理解するとともに、

全学のディプロマ・ポリシーにおける「広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養する」ことを目指し

ます。

＜到達目標＞

多数決ルールを含む様々な意思集約ルールについて、そ

の長所や問題点を具体例を挙げながら説明できる。

＜授業のキーワード＞

投票、多数決、社会選択理論

＜授業の進め方＞

講義形式

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の進行に応じて練習問題を出題しますので、講義内

容を復習するとともに考えてみてください。また、予習

については授業の進行と必要に応じて指示します。予習

復習および学期末に出題する課題を合計して、週当たり

4時間程度の授業時間外の学習時間を見込んでいます。

＜提出課題など＞

課題の提出にはdotCampusを使用します。

＜成績評価方法・基準＞

学期末に出題する課題によって評価します。

＜テキスト＞

講義資料を配布します。配布はdotCampusで行います。

＜参考図書＞

坂井豊貴『多数決を疑う: 社会的選択理論とは何か』岩

波書店、2015年。

坂井豊貴『社会的選択理論への招待: 投票と多数決の科

学』日本評論社、2013年。

盛山和夫編『社会を数理で読み解く』有斐閣、2015年。

＜授業計画＞

第1回　授業を始めるにあたって

ガイダンスを行うとともに、この授業でどのような内容

を取り扱うかを説明します。

第2回　授業で用いる数学

順列や組み合わせの場合の数の計算方法を紹介します。

第3回　授業で用いる数学（続き）

確率の考え方や計算方法を紹介します。

第4回　ペア比較

3つ以上の選択肢がある状況での集団的決定問題を取り

扱い、ペア比較の考え方を紹介します。

第5回　ボルダルール

ボルダルールと呼ばれる決定方法を紹介するとともに、

ボルダルールが満たす望ましい性質を紹介します。

第6回　スコアリングルール

ボルダルールを一般化したスコアリングルールを取り扱

い、ボルダルールと他のスコアリングルールを比較して

みます。

第7回　コンドルセの指摘

ボルダルールを含むスコアリングルールに対するコンド

ルセの指摘を紹介します。

第8回　ナウル共和国の選挙

これまでに紹介した意思集約ルールが実際に世の中で用

いられている事例を紹介します。

第9回　戦略的投票

ボルダルールの戦略的投票への脆弱性を紹介します。

第10回　ギバード・サタスウェイトの定理

戦略的投票に関するギバード・サタスウェイトの定理を

紹介します。

第11回　ギバード・サタスウェイトの定理（続き）

2人3選択肢の場合について、定理を証明します。

第12回　耐戦略性を満たすルール

選好の単峰性が成り立つ場合について、耐戦略性を満た

す決定ルールを紹介します。

第13回　陪審モデル

不確実性下の二択決定問題のモデルを紹介します。

第14回　陪審定理

不確実性下の二択決定問題におけるコンドルセの陪審定
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理を紹介します。

第15回　まとめ

この授業で取り扱ってきた内容をまとめます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅱ

荒島　千鶴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

�����������

＜授業の目的＞

この科目は、本学のDPに示す、広い教養を身につけ、豊

かな人間性や社会性を涵養すること、自分の意見を口頭

や文書によって表現し、相手の意見を理解することで、

良好なコミュニケーションをとることができること、お

よび、獲得した知識や技能を活用し、国内外において、

価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深

め、協働して、社会に役立てることができることを目指

す。

イギリスのEU離脱や難民問題等、EUへの関心が高まる一

方で、EUの制度についてはあまり知られていない。この

科目では、「不戦共同体」としてのEUの歴史、主要機関、

法、政策について理解できるようになることを目的とす

る。また、現在EUが直面する問題に対する解決の方策に

ついて理解し、今後もEUについて学び続ける土台をつく

る。それにより、EUに関する報道に関心を持って接し、

EUに関する問題について適切なコメントができるように

なることを目的とする。

なお、この科目の担当者は、外務省の専門調査員として

2年間フィンランドに勤務していた、実務経験のある教

員である。従って、必要な時には具体的な事例を交えて、

分かりやすくEU法を解説したい。

＜到達目標＞

EU設立の目的を歴史的背景から説明できる。

EUの各主要機関の構成員および任務について説明できる。

EU立法過程における主要機関の役割およびその変遷につ

いて説明できる。

EU法の特徴について説明できる。

EUの各政策の特徴について説明できる。

＜授業のキーワード＞

EU、EU法、国際機構、国際法、国際機構法

＜授業の進め方＞

履修生がテキストを事前に読んでいることを前提として

授業を進める。

講義後にGoogle formで小テストを実施し、次回の授業

で小テストの結果のフィードバックを行う。

★Google formを使用するために、Gmailのメールアドレ

スを取得しておくこと。

★資料配布（PPT,　小テストのURL等）はMicrosft Team

sで行う。

＜履修するにあたって＞

駐日EU代表部のウェブサイト（https://eeas.europa.eu

/delegations/japan_ja）を見て、EUの概観について知

っておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

テキストの該当箇所の予習と復習(1-1.5時間)

＜提出課題など＞

第2回目から、講義後にGoogle formを使用したオンライ

ン上の小テストに当日中に解答する。

第2回目の講義後の小テストは慣れるための試験的なも

ので、第3回目から第14回目までを成績評価の対象とす

る。

小テストを行うGoogle formのURLはMicrosoft Teams上

で示す。

＜成績評価方法・基準＞

第3回から第14回のオンライン小テスト（語句穴埋め問

題）　50％　（フィードバックは次回の授業内にて行う。

）

期末レポート　50％　（Microsoft teams上で提出する

こと。フィードバックは資料配布にて行う）

＜テキスト＞

鷲江義勝編著『EU　欧州統合の現在[第4版]』、創元社、

2020年。

＜参考図書＞

井上淳『はじめて学ぶEU』（法律文化社、2020年）（電

子書籍版は、丸善雄松堂　Knowledge Workerのサイト（

https://kw.maruzen.co.jp/nfc/page.html）にて。

※商品検索にて「eBook」を指定のうえ、「はじめて学

ぶEU」を検索語に入れて検索する。）

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

授業の進め方について話し、かつ現在のEUの概要につい

て講義する。

第2回　EUの歴史①

EU史前半である、欧州統合運動からECへの発展について

学修する。（テキスト第1章1節）

第3回　　EUの歴史②

EU史後半である、マーストリヒト条約以降現在までのEU

の発展の歴史について学修する。（テキスト第1章２，

３節）

第4回 　EU主要機関①
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EU市民による直接普通選挙によって選ばれる議員によっ

て構成される欧州議会の役割について学修する。（テキ

スト第3章2節）

第5回　　EU主要機関②

EU構成国およびEUの首脳で構成される欧州理事会の役割

について学修する。（テキスト第3章3節）

第6回 　EU主要機関③

EU構成国の閣僚級の代表によって構成される理事会の役

割について学修する。（テキスト第3章4節）

第7回　EU主要機関④

EUの一般的な利益を代表する欧州委員会の役割について

学修する。（テキスト第3章5節）

第8回　EU主要機関⑤

EU法の解釈を担うEU司法裁判所の役割について学修する。

（テキスト第3章6節）

第9回

　EU法①

EUの政策決定過程の構造の類型、および現在の主要な立

法手続である通常立法手続の特徴について学修する。（

テキスト第3章1節）

第10回　EU法②

EU法である基本条約（一次法）およびEU自身による法（

二次法）の特徴を学ぶ。（テキスト第3章10節）

第11回　EU法③

EU法が加盟国の国民に直接に義務や権利を与えることか

ら、加盟国議会のEUでの役割について学ぶ。（テキスト

第3章9節）

第12回　EUの政策①

EUの通貨統合政策、なかでも経済通貨同盟の設立とユー

ロの導入について学修する。（テキスト第4章2節）

第13回　EUの政策②

ブレグジットを引き起こした理由のひとつでもあるEUの

移民・難民政策について学ぶ（テキスト第2章3節）

第14回　EUの政策③

マーストリヒト条約以降導入された、EUの共通外交・安

全保障政策の特徴について学修する。（テキスト第5章2

節）

第15回　期末レポートについて、DVD視聴

期末レポート（Microsoft teams上で提出）について説

明し、難民に関するDVDを視聴する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅱ

為村　啓二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

パワーポイントを使った講義形式で授業を進める。

毎回の授業の終わりに、理解度を把握するために小レポ

ートを課す。

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）の本科目の取扱いにつ

いて　⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

欧米の文化は長い歴史の中でキリスト世界とイスラム世

界との対立の歴史であったと言っても過言ではない。欧

米の文化や社会を理解するためにはこれらの宗教や文化

を深く掘り下げて行く必要がある。本授業では世界2大

宗教を歴史的に検証し、その二大勢力が今日に至った経

緯を詳しく理解する。

なお、この授業の担当者は、外資系航空会社で営業、マ

ーケティング業務を３０年以上経験している、実務経験

のある教員であるので、より実践的な観点から欧米の社

会・文化を解説出来る。

＜到達目標＞

本授業を通じて広い教養を身に付け、豊かな人間性や社

会性を養うことで、自分の意見や口頭や文章によって表

現し、相手の意見を理解する事で、良好なコミュニケー

ションをとる事が出来る。

獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値観

や意見の異なる様々な人と議論し、学びを深め、

共同して、社会に役立てる事が出来る。

二大宗教のつながりと違いを明確に理解することが出来

る。

それぞれの宗教の価値観を理解することが出来る。

他の地域の文化や宗教との違いを述べることが出来る。

今後どのようにして平和的共存が出来るかを考えること

が出来る。

＜授業のキーワード＞

ユダヤ教　キリスト教　イスラム教　モスク　教会　十

字軍　イエス　ムハンマド　コーラン　旧約聖書　新約

聖書

＜授業の進め方＞

毎回テーマ毎に講義を行い、そこで学んだ内容について

学生が意見交換する。また、テーマを決めて予習し、次

回の授業で発表をする。

＜履修するにあたって＞

事前学習、復習は必須です。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回の授業の復習と課題に取り組む時間が必要

予習に約１時間　復習に約１時間必要とする。

＜提出課題など＞

課題を授業終了後必ずdotCampusに提出することにより
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出席とみなされる

＜成績評価方法・基準＞

授業への積極的参加や取り組み、提出課題などを総合し

て評価します。

課題提出８０％　　最終レポート　20%

＜テキスト＞

特になし

＜参考図書＞

特になし

＜授業計画＞

第１回　　イントロダクション

授業の進め方、留意点を解説する。

第２回　二大宗教の始まり

キリスト教とイスラム教の誕生の歴史とその背景を解説

する。また同時に他の宗教との違いについてここで検証

する。

第３回　ユダヤ教とキリスト教

キリスト教とユダヤ教は聖典を共有し、ごく近い関係で

ありながらそれ故に対外に反目し続けている。この二つ

の宗教の関係はその後のヨーロッパの暗い歴史に大きく

影響し、また中東問題とも密接な関係を持つこととなる。

第４回　キリスト教とローマ帝国

ローマ帝国で迫害を受けてきたキリスト教が何故帝国の

国教として認められたのか。その背景とその後のローマ

帝国、特に西ヨーロッパの歴史に影響を及ぼしたのかを

検証する。

第５回　西洋哲学との融合

プラトンは現象の背後に普遍的なイデアを設定したが、

アリ ストテレスはそれを修正して広く諸学問の基礎を

作った。キ リスト教においても両者の哲学の影響をう

けて神学が成立し た。9世紀にヨーロッパではスコラ神

学が展開し、西洋哲学 の基盤となる。

第６回　中世ヨーロッパとキリスト教

中世ヨーロッパの国家と宗教は密接な関係がある。各国

家の勃興はキリスト教に大きく影響を受け、宗教ととも

に発展を遂げる。中世ヨーロッパの歴史を宗教の側面か

ら検証する。

第７回　イスラムの誕生

キリスト教と同じ経典を持つイスラム教は一神教であり、

互いの髪は絶対的である。ユダヤ教、キリスト教との違

いを詳しく検証することにより互いに相容れない関係に

ついて理解する。

第８回　カリフの時代　軍人政権の分立

イスラムの礎を築いた預言者ムハンマドがなくなった後、

後継者問題が浮上する。この時代に多数派のスンニー派

と少数派のシーア派が誕生し、今日に至る。その後反乱

を起こしアッバース朝が誕生する。８世紀にはアッバー

ス朝が首都バグダードを中心とした国際商業都市とて繁

栄し、アラブ・イスラム文化が広まっていく。

第９回　拡大、交流するイスラム

１２?１５世紀

強力な軍事力を背景にオスマン帝国が現在のトルコを中

心に繁栄する。この時期イスラムの帝国は広大な領土を

支配する。

第１０回　二大勢力の戦い

　　　　　　　十字軍　ジハード

東ローマ帝国の依頼を受けたローマ教皇がエルサレム奪

回を目的として始まった十字軍遠征は旧キリスト教圏の

回復・奪回、異端への討伐軍、教皇に敵対する勢力への

軍事行動、異教徒への布教・征服などの目的を持つが、

回を重ねるごとにその意味合いが薄れてゆく。

第１１回　二大勢力の戦い　（２）

計８回にわたる十字遠征でキリスト教世界は大敗を喫す

る。この時代から植え付けられたキリスト教世界のイス

ラムに対する誤解、偏見が現在も引き継がれた。十字遠

征がこの２大宗教に与えた影響を検証する。

第１２回　ペルシャ語文化の繁栄

１３?１９世紀

トルコ・モンゴルの遊牧民俗の流入により、中央アジア

に遊牧国家が誕生し、イラン系て移住民がこの地域を支

配する。また、オスマン帝国が支配領土を拡大し、いか

に統治し発展していったかを見ていく。

第１３回　ナポレオンのエジプト遠征

ヨーロッパの列強諸国の侵略活動が進んでゆく中、１８

世紀末のナポレオンによるエジプト遠征はイスラム世界

に大きな影響を及ぼすこととなる。

第１４回　植民地化とナショナリズム

西欧列強による植民地化と、これに対する抵抗運動が起

きる。第一次大戦後に多くのイスラム国家が独立は果た

す。しかしこの時代に生まれた多くの矛盾がこれからの

イスラム世界とキリスト世界の更なる亀裂へ発展する。

第１５回　グローバル化の中のキリスト・イスラム世界

シオニズム、ムスリムの問題が混在する中東問題はこの

地域の石油エネルギー資源の覇権争いと相まってますま

す混沌さを増している。これからますます進んで行くグ

ローバル化の中、イスラム世界とキリスト世界の共存は

必要不可欠である。。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅰ

服部　亮祐

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

本授業は、共通教育科目に位置付けられる。全学DPが示

す「共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな
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人間性や社会性を涵養している」こと、また「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ことを目指す。具体的には、アメリカやイギリスの映

画をテキストに、それぞれの作品が描く歴史、習慣、人

々の価値観など、欧米の社会や文化について学ぶことで、

異文化について幅広い教養を身につけ、考察することを

目指す。また、文化研究分野の様々な課題を通して、自

分の考えや意見をわかりやすく他者に伝える練習をする

ことを目指す。

＜到達目標＞

異なる文化や社会について理解し、考察することができ

る。自分の考えや意見を文章として明確に表現できる。

＜授業の進め方＞

基本的に、パワーポイント及びハンドアウトを使った講

義形式で授業を進める。毎回の授業の終

わりに、理解度を把握するために小レポートを課す。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回の授業後に、内容を復習し、期末レポート作成の準

備を進めること。（６０分程度）

＜提出課題など＞

小レポートを毎授業後（第１回? 第１５回）に提出する

こと。また、期末レポートを提出すること。

＜成績評価方法・基準＞

小レポート45％(各回3％)、期末レポート55％

＜テキスト＞

なし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、講義の全体的な概要、進め方、成績の付け方

等の説明。

第2回　ネット社会と大学生活

映画を題材に、アメリカのネット社会や大学生活につい

て学ぶ。

第3回　イギリスの階級制度

20世紀のイギリスにおける階級意識について、貴族の館

で働く家事使用人たちを描いた映画を通して学ぶ。

第4回　祝祭と家族観

アメリカの感謝祭を描いた映画を通して、アメリカの家

族観を学ぶ。

第5回　イギリスの妖精文化

「コティングリー妖精事件」を題材にした映画を通して、

イギリスにおける妖精伝説について学ぶ。

第6回　アメリカの西部開拓

アメリカの大規模農業、スーパーマーケット、バー、銃

社会について、西部劇映画を通して学ぶ。

第7回　イギリスのアーサー王伝説

イギリスの伝説の君主アーサー王について、映画を通し

て学ぶ。

第8回　アーミッシュ

アメリカで独特の生活様式を持つアーミッシュと呼ばれ

る人々について、映画を通して学ぶ。

第9回　イギリスのパブとビール

映画を通して、イギリスのパブやビールの文化や歴史に

ついて学ぶ。

第10回　アメリカ先住民

「保留地（リザベーション）」を舞台にした映画を通し

て、現代のアメリカ先住民の実情を学ぶ。

第11回　イギリスの庭園文化

囚人たちが刑務所内で更生のために庭園をつくる姿を描

いた映画を通して、イングリッシュガーデンの歴史や意

味を学ぶ。

第12回　アメリカとベトナム戦争

ベトナム戦争を題材とした映画を通して、アメリカ人の

愛国心、共産主義に対する危機感、反戦運動について学

ぶ。

第13回　イギリスと紅茶

奴隷貿易廃止法案通過を果たしたイギリスの政治家を描

いた映画を通して、イギリスの華やかな紅茶文化の裏側

にある、非人道的な奴隷の歴史を学ぶ。

第14回　アメリカと黒人差別

アメリカの黒人差別の歴史と公民権運動について、映画

を通して学ぶ。

第15回　まとめ

これまでの授業について、まとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅰ

北村　厚

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

テーマ：ナチ・ドイツをめぐる歴史学と社会

　第二次世界大戦とホロコーストをひき起こし、未曽有

の大量殺戮という結果を招いたアドルフ・ヒトラー率い

るナチ・ドイツ（1933～1945年）は、世界市場における

もっとも有名な「悪」とされます。しかしヒトラーには

大衆的な人気があり、ナチ党は選挙により第一党となっ

たのちに権力を握りました。世界大戦後に瓦礫の山とな

った西ドイツでのアンケートでは、ヒトラーが「戦争さ

えなければ良い政権だった」とする世論が多数を占めて

いました。なぜ、ドイツ国民はヒトラーを支持していた

のでしょうか。

　このように民主主義の結果としてナチ政権が成立して

いたという事実は、民主主義国家に生きる現代の私たち

にとっても、ヒトラーのような破壊的な独裁者が今後も

現れるかもしれないという意味で、重要な問題を提起し

ます。しかしそれ以上に現代ドイツ人にとっては、いつ
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までも過ぎ去ろうとしない過去として、「自分たちが支

持した」ヒトラーの呪縛から逃れられないという問題な

のです。ドイツ人はどのようにナチ・ドイツの過去と向

かい合ったのでしょうか。

　この授業では以上のような問題を通じて、人間の心理、

行動および文化に関する専門知識を総合的・体系的に身

につけ（DP2）、多様な意見を正確に理解し、自分の考

えや意見を文章で的確に表現することができること（DP

5）を目的としている。

＜到達目標＞

1．ナチズムに関する先入観を排し、歴史学の最新の成

果にアップデートすることができる。

2．ドイツ社会における歴史問題の現状について考察す

ることができる。

＜授業のキーワード＞

ナチ・ドイツ　ホロコースト　過去の克服　歴史認識

＜授業の進め方＞

スライドとプリントをもちいた講義型の授業です。毎回、

授業内容に関する課題を提示し、DotCampusを通じて提

出させます。次回の冒頭で優秀な課題について受講生全

体で共有するフィードバックを行い、思考・論述能力の

向上を図ります。

＜履修するにあたって＞

教室内では席を離し、マスクを着用し、会話は必要な時

以外は行わないようにしてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回の復習と課題に取り組む時間として1時間が必要で

す。

＜提出課題など＞

毎回授業の最後に課題を設定し、DotCampusで提出して

もらいます。また、第15回目には最終課題を課します。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題14回×6点=84点、最終課題20点で、合計104点

で成績を付けます。

＜テキスト＞

なし

＜授業計画＞

第1回　ナチ・ドイツをめぐる諸問題

1933年に成立し45年に崩壊したナチ・ドイツ。第二次世

界大戦を引き起こし、ホロコーストを実行したことで、

80年を経た現在においても注目され続ける歴史的対象で

す。ナチとヒトラーには現在どのようなイメージが持た

れており、これまでどのような論点があったのかを探り

ます。

第2回　ヒトラーの反ユダヤ主義

なぜナチはユダヤ人を殺戮したのか？　その根本的な要

因はヒトラーの反ユダヤ主義にあります。しかしそれは

ヒトラーのオリジナルだったのでしょうか。そしてどの

程度一般的な考え方だったのでしょうか。

第3回　ナチ党の躍進

1931年9月の選挙で国会第3党に躍進したナチ党は、なぜ、

どういった国民から支持されたのでしょうか？　ヒトラ

ーとナチ党の選挙戦略について最近の研究を紹介します。

第4回　ヒトラー政権の成立

ヒトラーは選挙によって民主的に首相になったのか？

それは半分イエスであり、半分ノーです。彼を首相にす

るかどうかの決定権は大統領ヒンデンブルクにありまし

た。なぜ大統領はヒトラーを首相に任命したのか、その

プロセスを徹底解剖します。

第5回　民主主義から独裁体制への移行

ヒトラー政権はナチ党の単独政権ではなく、保守派との

連合政権であり、最後の国政選挙でもナチ党が単独過半

数になることはありませんでした。それにもかかわらず、

なぜ、どのようにヒトラーは独裁体制を築くことができ

たのでしょうか。

第6回　ナチ体制下におけるユダヤ人迫害

ホロコーストは戦争中に起きましたが、それ以前にヒト

ラー政権下で徹底的なユダヤ人迫害政策が実行に移され

ました。ナチ体制下でユダヤ人の人権がはく奪されるプ

ロセスを追います。

第7回　ナチの経済政策

よく聞かれるのが、「ヒトラーは世界恐慌からドイツを

救った」「失業問題を解決した」というナチ擁護論です。

しかし、この言説は正しいのでしょうか？　近年の研究

ではこれらの実績は虚構に満ちており、様々なトリック

があったことが明らかとなっています。ナチ経済政策の

虚像と実像を対比します。

第8回　民族共同体とドイツ国民

街頭ではユダヤ人に対する暴力が横行し、独裁体制のも

と政権批判は封じられました。それにもかかわらず、多

くのドイツ国民はヒトラーを熱狂的に支持し、ユダヤ人

迫害を見て見ぬふりしました。それはなぜでしょうか。

最近の研究上のキーワード「民族共同体」をもちいて考

えます。

第9回　第二次世界大戦の勃発

第二次世界大戦の開戦責任は、明白にヒトラーの野望に

ありました。彼は何のために戦争を引き起こしたのか？

　そしてヨーロッパ諸国はなぜ戦争を止めることができ

なかったのか？「ミュンヘンの教訓」の是非を問います。

第10回　独ソ戦とホロコースト１

ナチ最大の犯罪としてユダヤ人の大量殺戮（ホロコース

ト）がよく知られています。しかし漠然としたイメージ

として「ヒトラー政権下のドイツでユダヤ人がアウシュ

ヴィッツ強制収容所のガス室で大量殺戮された」という

ものがあると思います。このイメージには多くの事実関

係の間違いがあります。ホロコーストの正確な事実を学

びます。

第11回　独ソ戦とホロコースト２

引き続き、ホロコーストの事実関係について学び、なぜ

このような前代未聞の国家的メガ犯罪が実行に移された
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のかを考えます。

第12回　過去の克服への長い道

私たちは、戦後ドイツは「過去の克服」、すなわちナチ

の過去に対して真摯に向き合い、反省・謝罪・賠償を誠

実に行ったと思いがちですが、実は当初からそうだった

わけではありません。西ドイツでは、日本と同様に長ら

く忘却や「逆コース」が続いていました。しかし1970年

代に転機を迎えます。その理由は何だったのか、戦後ド

イツ社会とナチとの関係を考えます。

第13回　歴史家論争

1980年代以降、ナチをめぐって歴史学者だけでなく多く

の市民が関心を寄せた大論争が繰り広げられます。ここ

では新聞紙上で展開された「歴史家論争」など、いくつ

かの論争を取り上げ、ここ40年のドイツ社会と歴史との

関係について考えます。

第14回　ホロコースト否定論

「ホロコーストはなかった」「アウシュヴィッツは捏造

だ」といった主張は、戦後のかなり早い時期から登場し

ました。こうした否定論者はなぜ、何を根拠にホロコー

ストを否定したのか。映画にもなったアーヴィング裁判

を取り上げ、否定論の問題性を考えます。

第15回　まとめ

現在、ベルリンにはナチの過去をめぐる多くの記念碑が

あります。それらの写真を見て、現代ドイツの社会と歴

史との関係について考え、全体のまとめとします。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅰ

トーバート，Ａ．Ｃ．

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

This class (講義) will be taught in English.

＜授業の目的＞

This class will focus on American culture through

use of a textbook and DVD. Students will be able t

o travel "virtually" and experience famous landmar

ks in various parts of the USA. Listening, discuss

ion and reading will all be skills students can im

prove." This course aims to give students a broad

and rich knowledge about culture, society and natu

re and which will be useful in society.

＜到達目標＞

Students should have a critical understanding of s

pecific Western countries and be able to understan

d the positives and negatives of each country stud

ied.

＜授業のキーワード＞

Western Culture, American Culture, History, Native

 Americans

＜授業の進め方＞

Reading about world events, in particular those in

 Western, English-speaking countries, is recommend

ed.  この講義は英語で教えられます

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should expect to do about one hour of rea

ding and vocabulary homework per week, plus one ho

ur of revision and re-reading the assignment befor

e class.

＜提出課題など＞

Homework will consist of answering questions in th

e textbook and presenting those answers in class.

There will be a number of short quizzes where stud

ents will be able to show what they have learned.

There will also be some short written assignments

and one or two longer presentations. Feedback will

 be given according to the effort, presentation sk

ill and usefulness of the information.

＜成績評価方法・基準＞

Homework, presentations and participation 60%

Tests and quizzes 40%

＜テキスト＞

American Vibes by Todd Rucynski and Yoko Nakagawa,

 (2020 edition), Kinseido Publishing, ISBN 978-4-7

647-4094-5

＜授業計画＞

第1回　Week 1

Introductions. What is culture? What do you know a

lready?

第2-3回　Early History

What is America's history and how has it affected

its development? What is American culture? Boston

and Maine.

第4回　Economic Center

The Big Apple (NYC).

第5回　Government

Washington D.C. and American politics

第6-7回　The South

Southern history and culture.

第8回　Project #1

Independent study project #1

第9-10回　Texas

The state that was once a country and its influenc

e today.

第11-12回　The Southwest and Rockies

Native American culture, Hispanic influence, and n

ature.

第13-14回　The West Coast

California (LA), Hollywood culture, and the Pacifi

c Northwest (Seattle).
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第15回　Project #2

Independent study project #1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅰ

為村　啓二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

パワーポイントを使った講義形式で授業を進める。

毎回の授業の終わりに、理解度を把握するために小レポ

ートを課す。

各回の授業では各時代でのクラシック音楽の特徴とその

歴史的背景を解説すると共にその時代を代表する

クラシック音楽を鑑賞しながらそれぞれ時代、曲、作曲

家等を詳しく解説しながら進める。

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）の本科目の取扱いにつ

いて　⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

西洋音楽が生まれただヨーロッパの歴史、文化を学習す

ることに西洋文化の根底にあるものを読み取る。また西

洋音楽がもつ本質を、様々な音楽に実際に触れつつ理解

する。これまでにあまり馴染みのない音楽を学ぶことに

より音楽の基礎である仕組みを具体的に理解し、その背

景となる精神構造や社会そのものを理解することが目的

である。また、これからグローバルな世界で活躍する教

養人としてのたしなみのみならず、純粋にクラシック音

楽を楽しむことが出来るようになることを目指す。

なお、この授業の担当者は、外資系航空会社で営業、マ

ーケティング業務を３０年以上経験している、実務経験

のある教員であるので、より実践的な観点から西洋文化

について解説出来る。

＜到達目標＞

本授業を通じて広い教養を身に付け、豊かな人間性や社

会性を養う事で、自分の意見や口頭や文章によって

表現し、相手の意見を理解する事で、良好なコミュニケ

ーションをとる事が出来る。

獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値観

や意見の異なる様々な人と議論し、学びを深め、

共同して、社会に役立てる事が出来る。

本授業ではヨーロッパ音楽を中世から現代に至るまで学

習し、一般的にクラシック音楽と呼ばれている18?19世

紀のヨーロッパ芸術音楽をこの授業で理解することによ

り欧米文化の基礎となる民族、宗教、社会などを理解す

る事が出来る。

クラシック音楽を身近な存在になり、楽しみながら鑑賞

する事が出来る。

それぞれの曲が作られた時代背景を説明する事が出来る。

＜授業のキーワード＞

西洋音楽史　クラシック音楽　古代?ルネサンス　バロ

ック　古典派　ロマン派　前衛音楽　ジャズ　ポピュラ

ー音楽

＜授業の進め方＞

それぞれの時代を代表する音楽をオンディマンドの為「

Youtube」を利用して多くのクラシック音楽を聴くこと

により西洋音楽を理解する。　また、その時代背景とな

る歴史なども同時に学習する。

＜履修するにあたって＞

多くのクラシック音楽に触れるのでこのジャンルの音楽

に興味があるものに受講を限る。

なお音楽の経験、知識は特に必要がないが、授業の性格

上多くのクラシック音楽を鑑賞する必要がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業開催期間はできる限りそれぞれの時代を代表する「

クラシック音楽」を聴くことが必要。また、復習として

授業中に紹介する音楽を聴く必要がある。　それらの学

習には約１時間程度が必要となる。

＜提出課題など＞

必要に応じて授業中に課題を出す。　指定したYoutube

でクラシック音楽を鑑賞しその感想、評価を提出する。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題への取り組みを評価します。

提出課題6０％ 中間レポート20% 最終レポート試験20%

毎授業後に授業のコメントを記入してdotCampusにアッ

プする。（出欠の判断はこの課題提出の有無で行う）

＜テキスト＞

特に指定しない。

＜参考図書＞

クラシック音楽全史 ビジネスに効く世界の教養　松田

　亜有子　著

西洋音楽史　岡田暁生　著

ヨーロッパの歴史と文化　中世から近代

クラシック音楽の歴史　中川右介　著

クラシック音楽　CD

＜授業計画＞

第１回　オリエンテーション

授業の進め方、留意点を解説する。

第２回　西洋音楽の歴史

クラシック音楽（西洋音楽）を現代に学ぶ意義について

考える。

第３回　古代?ルネサンス

古代音楽に始まり「クラシック音楽」が誕生した背景を

学ぶ

第４回　ポリフォニー音楽とクラシック音楽黎明期
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中世のグレゴリオ聖歌が及ぼした影響をその時代背景と

ともに学ぶ。また、中世音楽の黄金期を１２?１３世紀

のヨーロッパの歴史的背景と共に学ぶ。

第５回　ルネサンス前期

中世キリスト教の影響下、フランスで起こった音楽ルネ

サンスを学ぶ。

第６回　ルネサンス後期

１６世紀にヨーロッパ音楽は爆発的発展を遂げる。フラ

ンスよりイタリアに移った音楽は器楽曲や世俗音楽で音

楽の幅が大きる広がる。

第７回　バロック音楽時代

現代の人々にも馴染みが深いバロック音楽は１７世紀の

ヨーロッパの絶対王政時代に生まれた。「通奏低音」と

「協奏曲」の時代と定義されるこの時代の音楽を学ぶ。

第８回　ドイツの音楽文化

プロテスタントのドイツ文化の下、バロック音楽を代表

するバッハが誕生した。これまでのバロック音楽とは異

なる新しい境地を開いたバッハは「神に捧げる音楽」を

探求する。

第９回　ウィーン古典派と市民音楽の始まり

１８世紀後半には市民階級が台頭し、これまでのバロッ

ク音楽とは違ったウィーン古典派音楽が生まれる。多く

の著名な作曲家はこの時代に誕生した。

第１０回　ベートーベン　新たな時代

ベートーベンによって作り上げられた新境地はウィーン

古典派とその後生まれるロマン派との橋渡し的存在でも

ある。宮廷音楽と決別した音楽は作曲家の独創性と個性

を花開かせた。

第１１回　ロマン派音楽

クラシック音楽の黄金時代であるこの時代に、多くの巨

匠が誕生している。また、クラシック音楽のコンサート

・マネージメント、音楽学校など現在につながる多くの

制度がこの時代に生まれた。西洋音楽が最も輝い豪華絢

爛な時代でもある。

第１２回　ロマン派　（２）

この時代の音楽は擬似宗教的な装いを呈し、コンサート

やオペラがミサ体験のような性格を持つ。その代表的ワ

ーグナーは音楽を芸術宗教として確立する。

第１３回　前衛音楽への道

２０世紀初頭、これまでのクラシック音楽の伝統が崩壊

する予兆が見え始め、市民音楽とは一線を画す、実験的

前衛音楽が生まれた。

第１４回　モダニズムとアヴァンギャルド

第一次大戦後にはシェーンベルク、ストラビンスキーな

ど新古典主義が生まれた。明らかにロマン派との決別を

意味する新たな新境地を開く。

第１５回　レポートテスト

これまでの授業内容をベートとしたレポートを提出

また、授業を通じてクラシック音楽を一曲選曲し、その

感想、解説を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

欧米の社会と文化Ⅰ （総領事館連携講義）

岡部　芳彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

・コロナ禍で海外事情を直接見る機会が減っています。

本講義では、主に関西に所在する欧米の各国の外交官が

それぞれの国ついて講義します。その前の週は担当教員

がそれぞれの国についての基礎知識について講義し、総

領事講義の理解が深まるように準備します。

・総領事講義では質疑応答の時間を設けます。各国政府

を代表する外交官と議論できる能力も養います。

・この科目は全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用

し、国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな

人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てるこ

とができる。」を目指しています。

・この科目は、実務家を講師としてお迎えするものであ

ることから、文部科学省の進める高等教育の

　質保証の政策に応えるものであり、実践的教育から構

成される授業科目です。

＜到達目標＞

・世界各国の事情を知る。

・グローバル社会で生きる力を付ける。

・国際社会で活躍する外交官と議論する能力を養う。

＜授業のキーワード＞

グローバル化、国際交流、各国事情、外交官・国際機関

職員養成

＜授業の進め方＞

・在阪の総領事館から総領事などがリレー講義します。

総領事講義の前の週は、担当教員がその国についての基

礎知識を講義します。関西に公館がない国は東京から大

使が参加する場合もあります。

・大使・総領事・外交官が講義をする場合は、教室での

対面講義となります。両キャンパス同時開講のため、1

カ国2週セットで1キャンパスで対面で行い、もう一つの

キャンパスでは教室でのオンライン受講となります（例

：１・２週目アメリカ：ＫＰＣは対面、有瀬は教室でオ

ンライン受講、３・４週目フランス：有瀬は対面、ＫＰ

Ｃは教室でオンライン受講）。すくなくとも3カ国分は

対面でお聞きいただけます。

・英語等で講義の場合は日本語通訳が入ります。

・欧米をテーマとした講義ですが、韓国総領事の講義も

あり、韓国事情を知ることにくわえて、今回の欧米シリ

ーズから将来的にはアジアやアフリカ関連講義にリンク

させる意味があります。

・講義の順番は、外部講師の都合上前後することがあり



- 105 -

ます。現在は仮で順番入れています。ご了承ください。

＜履修するにあたって＞

・各国を代表する外交官・高官を招聘しての講義のため

私語不可。神戸学院大学を引っ張っていくような高い問

題意識を持つ学生の受講を期待しています。

・なお、以下の各回の授業は２０２１年度のものです。

現在日程調整ですのでシラバスにご注意ください。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回（計15回）の授業のための予習・復習に1時間程度

を要します。

＜提出課題など＞

総領事講義翌週のミニレポート

＜成績評価方法・基準＞

総領事講義の翌週のミニレポート(計6回）の合計１００

％

＜テキスト＞

なし。

＜参考図書＞

なし。

＜授業計画＞

第1回：９月２２日　オリエンテーションならびにヴィ

オレッタ・ウドヴィク・ウクライナ大使館２等書記官の

講義

オンラインのライブ配信の予定：第一回のため継続受講

希望の場合はかならずご出席ください。

第2回：9月29日　各国事情講義（担当教員：韓国・フラ

ンス）

オンライン講義

第3回：10月6日　韓国総領事講義

KACで講義、ＫPCはオンライン受講

第4回：10月13日　フランス総領事講義

KPCで講義、ＫACはオンライン受講

第5回：10月20日　各国事情講義（担当教員）

オンライン講義

第6回：10月27日　各国事情講義（担当教員）

オンライン講義

第7回：11月10日

　各国事情講義(担当教員：ドイツ）

オンライン講義

第8回：11月17日　ドイツ総領事講義

KACで講義、KPCキャンパスはオンライン受講

第9回：11月24日　各国事情講義（担当教員）

オンライン講義

第10回：12月1日　各国事情講義（アメリカ）

オンライン講義

第11回：12月8日　アメリカ総領事館講義

KPCで講義、KACはオンライン受講

第12回:12月15日　イタリア総領事講義(予定）

KPCで講義、KACキャンパスはオンライン受講

第13回：12月22日　各国事情講義

オンライン講義

第14回：１月１２日　ウクライナ大使講義

KACで講義、KPCはオンライン受講、１６時よりオーバル

ホールでコンサート

第15回　未定

総領事講義の可能性あり。その場合はKPCで講義、KACは

オンライン受講

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

化学概論Ⅰ

岡田　学

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「演習」

＜授業の目的＞

この科目は、全学デュプロマ・ポリシーに示す、共通教

育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社

会性を涵養することを目指しています。共通教育科目の

リテラシー領域、高大接続分野の導入科目として位置づ

けられます。理系学部での専門的な知識を深めていく上

で、必要な化学的基礎知識を身に付けることができます。

この講義では、日常生活やテクノロジー社会を支える化

学物質の性質やその変化について学ぶ中で、化学の基本

概念や原理法則を理解し、科学的な見方や考え方を身に

付けることを目的とします。また、化学が人間生活に果

たしている役割を理解するとともに、目的意識を持って

学習し、化学的に探求する能力や態度が育成されます。

なお、この科目の担当者は、中学校・高等学校での化学

教育に30年以上の経験を有する、実務経験がある教員で

す。ＩＣＴの機器を効果的に活用し、具体的な事例に基

づいて講義を行うことで、深い学びへと繋げて行きます。

＜到達目標＞

１）物質の構成やその変化などの化学に関する基本的な

知識が身につき、日常生活を支える物質の性質や構造に

ついて化学的に理解することができる。（知識）

２）観察や実験データから違いや共通点を見いだし、化

学的な原理や法則を見つけ出すことができる。（知識・

技能）

３）化学的な知識や概念について自ら考え、演習に取り

組み、科学的な物の見方や考え方を身に付けることがで

きる。（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

原子の構造　周期表　物質量　化学反応式　酸と塩基

酸化還元

＜授業の進め方＞

１）講義を中心に進めますので、ノートをきちんと取り、

わからないところは自学自習で補って下さい。

２）講義の中で演習を行います。演習問題を解くことで、

講義への理解を深めて下さい。
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３）毎回の授業で、演習問題の解答や感想や意見等を書

いて「毎時課題」として提出して貰います。

４）中間まとめでは、１～7回までの講義のまとめとし

て、総合演習を行います。

５）新聞やインターネット等で話題になっている科学的

な事柄を取り上げて解説します。

＜履修するにあたって＞

毎回の授業で提出して貰う「毎時課題」が評価に直結し

ます。授業への出席を大切にして下さい。

部活動での公欠や病欠などのやむを得ない欠席について

は、相談をして下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容をきちんとノートにまとめる工夫をして下さい。

(目安として30分)

演習問題でわからなかったところは、テキスト使って復

習してください。(目安として30分)

科学的な話題について新聞記事を読んだり、雑誌や本を

読んで、日頃からの知識・理解を深めて下さい。

＜提出課題など＞

毎回の授業時に、「毎時課題」を提出して貰います。（

評価し、次の授業時に講評し、質問事項に答えます）

中間まとめで行った総合演習は、模範解答を配布し、解

説・講評を行います。

定期試験の模範解答を終了後に、公開します。

＜成績評価方法・基準＞

15回分の「毎時課題」３０％、中間まとめの総合演習３

０％、定期試験４０％の割合で総合的に評価します。

毎回の授業を大切に講義に臨んで下さい。

＜テキスト＞

井口洋夫・木下實・齊藤幸一ほか著『Primary大学テキ

スト　これだけはおさえたい化学』実教出版　2010年

2300円＋税

＜参考図書＞

授業の中で適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　物質の探求

物質の種類とその性質、混合物の分離・生成方法につい

て学ぶ。純物質が単体と化合物に分けられること、構成

元素の検出方法を学ぶ。

第2回　物質の構成粒子

原子の構造と電子配置、周期表の示す様々な元素の性質

の違いや類似性について学ぶ。

第3回　物質量

原子量の定義、分子量や式量の求め方。物質量と式量・

体積・粒子の個数の関係について演習を通して学ぶ。(

事後学習：演習課題への取組30分)

第4回　物質量と化学反応式

化学反応式の作り方、化学反応式と物質量の関係を演習

を通して学ぶ。(事後学習：演習課題への取組30分)

第5回　溶液の濃度

溶液と濃度の表し方について、質量パーセント濃度、モ

ル濃度、モル濃度と物質量の関係について演習を通して

学ぶ。(事後学習：演習課題への取組30分)

第6回　イオン結合

イオン結合の仕組みやイオン結晶の性質、組成式の作り

方と命名法について演習を通して学ぶ。(事後学習：演

習課題への取組30分)

第7回　共有結合と金属結合

共有結合の性質や電子対・不対電子のちがい、分子を電

子式で表すことについて学ぶ。共有結合の結晶、分子間

力についても学ぶ。また、金属結合や金属結晶の性質に

ついて学ぶ。

第8回　中間まとめ

第1回から第7回までの講義のまとめ、総合演習

第9回　酸と塩基の定義

酸と塩基の性質や定義（アウレニウス、ブレンステッド

・ローリー、ルイス）について、酸と塩基の価数や強弱

について学ぶ。

第10回　酸と塩基、ｐH

電離度や弱酸・弱塩基の電離平衡、ｐHの計算について

演習を通して学ぶ。(事後学習：演習課題への取組30分)

第11回　中和反応と塩

中和反応の化学式や量的関係、滴定曲線について学ぶ。

塩の種類と性質。塩の加水分解について演習を通して学

ぶ。(事後学習：演習課題への取組30分)

第12回　酸化と還元の定義

酸化・還元の定義（酸素・水素・電子の授受）について

学ぶ。

第13回　酸化還元反応

酸化数の求め方、酸化還元の化学反応式の作り方につい

て、演習を通して学ぶ。(事後学習：演習課題への取組3

0分)

第14回　酸化剤と還元剤

主な酸化剤と還元剤、酸化剤・還元剤のイオン反応式・

酸化還元反応式の作り方について、演習を通して学ぶ。

また、酸化還元反応の量的関係について学ぶ。(事後学

習：演習課題への取組30分)

第15回　金属のイオン化傾向

イオン化傾向とイオン化列、金属と空気・水・酸・金属

との反応について学ぶ。電池の仕組みや電気分解の原理

について学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

化学概論Ⅱ

岡田　学

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「演習」
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＜授業の目的＞

この科目は、全学デュプロマ・ポリシーに示す、共通教

育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社

会性を涵養することを目指しています。共通教育科目の

リテラシー領域、高大接続分野の導入科目として位置づ

けられます。理系学部での専門的な知識を深めていく上

で、必要な化学的な応用力を身に付けることができます。

この講義では、日常生活やテクノロジー社会を支える化

学製品の仕組みや原理を学び、化学的な知識を活用して

主体的に学び、考察・判断し、発信できる能力や態度が

育成されます。

なお、この科目の担当者は、中学校・高等学校での化学

教育に30年以上の経験を有する、実務経験がある教員で

す。ＩＣＴの機器を効果的に活用し、具体的な事例に基

づいて講義を行うことで、深い学びへと繋げて行きます。

＜到達目標＞

１）物質の構成やその変化などの化学に関する応用的な

知識が身につき、日常生活を支える物質について化学的

に理解することが出来る。（知識）

２）観察や実験データをから性質の違いや共通点を見い

だし、化学的な仕組みや原理を見つけ出すことが出来る。

（知識・技能）

３）化学的な知識や概念について自ら考え、演習に取り

組み、科学的な判断力や発信力を身に付けることができ

る。（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

水の特異性　水溶液　浸透圧　コロイド　物質の燃焼

ヘスの法則　反応速度　化学平衡　油脂　せっけん　放

射線の化学

＜授業の進め方＞

１）講義を中心に進めますので、ノートをきちんと取り、

わからないところは自学自習で補って下さい。

２）講義の中で演習を行います。演習問題を解くことで、

講義への理解を深めて下さい。

３）毎回の授業で、演習問題の解答や感想や意見等を書

いて「毎時課題」として提出して貰います。

４）中間まとめでは、1～7回までの講義のまとめとして、

総合演習をおこないます。

５）新聞やインターネットで話題になっている科学的な

事柄を取り上げて解説します。

＜履修するにあたって＞

化学概論Ⅱの授業内容は、高校で「化学基礎」を履修ま

たは前期「化学概論Ⅰ」が既習であるものとして進みま

す。

毎回の授業で提出して貰う「毎時課題」が評価に直結し

ます。授業への出席を大切にして下さい。

部活動での公欠や病欠などのやむを得ない欠席について

は、相談をして下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容をきちんとノートにまとめる工夫をして下さい。

(目安として30分)

演習問題でわからなかったところは、テキスト使って復

習してください。(目安として30分)

科学的な話題について新聞記事を読んだり、雑誌や本を

読んで、日頃からの知識・理解を深めて下さい。

＜提出課題など＞

毎回の授業時に、「毎時課題」を提出して貰います。（

評価、次の授業時に講評し、質問事項に答えます）

中間まとめで行った総合演習は、模範解答を配布し、解

説・講評を行います。

定期試験の模範解答を終了後に、公開します。

＜成績評価方法・基準＞

毎時間15回分の「毎時課題」30％、中間まとめの総合演

習30％、定期試験40％の割合で総合的に評価します。

毎回の授業を大切に講義に臨んで下さい。

＜テキスト＞

井口洋夫・木下實・齊藤幸一ほか著『Primary大学テキ

スト　これだけはおさえたい化学』実教出版　2010年

2300円＋税

＜参考図書＞

「ふしぎの化学」齋藤勝裕・安藤文雄・今枝謙一共著

培風館

「環境・くらし・いのちのための　化学のこころ」伊藤

明夫著　裳華房

「身の回りから見た　化学の基礎」芝原寛泰・後藤景子

著　化学同人

＜授業計画＞

第1回　水の特異性

水の特異的な構造について、混成軌道や電気陰性度、水

素結合の成り立ちについて学ぶ。また、水の持つ特異的

な性質、融点・沸点、比熱、比誘電率、密度、表面張力

について学ぶ。

第2回　水溶液と溶解の仕組み

物質が水に溶ける仕組みや再結晶、固体の溶解度につい

て演習を通して学ぶ。(事後学習：演習課題への取組30

分)

第3回　気体の溶解度、沸点上昇と凝固点降下

気体の溶解度や沸点上昇・凝固点降下、過冷却について、

演習を通して学ぶ。(事後学習：演習課題への取組30分)

第4回　浸透圧とその利用

浸透と浸透圧の定義、浸透圧を利用した食品等について、

演習を通して学ぶ。(事後学習：演習課題への取組30分)

第5回　コロイドとその性質

コロイドの定義と分類、コロイド溶液が持つ様々な性質

について学ぶ。

第6回　物質の燃焼

燃焼の意味、燃焼の三要素、引火点や発火点、燃焼範囲

について学ぶ。

第7回　熱化学方程式とヘスの法則

熱化学方程式、ヘスの法則の定義やヘスの法則を使った
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生成熱や結合エネルギーの求め方について、演習を通し

て学ぶ。(事後学習：演習課題への取組30分)

第8回　中間まとめ

第1回から第7回までの講義のまとめ、総合演習

第9回　化学反応と光

化学発光の原理と仕組み、光化学反応とその利用につい

て学ぶ。

第10回　化学反応の仕組み

反応速度の表し方、速度の求め方について、演習を通し

て学ぶ。(事後学習：演習課題への取組30分)

第11回　化学反応の仕組み

反応速度と濃度・温度・触媒の関係について、演習を通

して学ぶ。(事後学習：演習課題への取組30分)

第12回　化学平衡

化学平衡の法則について学び、その平衡移動の原理（ル

シャトリエの原理）について、演習を通して学ぶ。(事

後学習：演習課題への取組30分)

第13回　洗濯の化学

汚れの主成分である油脂の性質や種類について具体例を

通して学ぶ。

第14回　洗濯の化学

セッケン・合成洗剤の構造や性質、その様々な作用につ

いて、シャンプーやリンスなど日常生活にあるものを通

して学ぶ。

第15回　放射線の化学

放射線の種類とその性質、核分裂反応について、原子力

発電所等の放射線を利用した機械や設備の仕組みを通し

て学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

歌唱・合唱演習

高橋　純

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

授業形態は、感染状況や履修者数等に鑑みて決定し、変

更する場合があります。

＜授業の目的＞

この科目は、クラシック音楽における声楽を通して、人

間行動およびその文化所産との有機的関連を理解し、幅

広い知識と教養を身につけることを目指す。

声楽とは人の声を中心とした音楽のことであり、この授

業では、主に西洋のクラシック音楽における声楽につい

て学ぶ。

クラシック音楽における声楽では、歌唱者が自分の体を

最大限に生かした発声法により、マイクなどの拡声器を

用いずにホール全体に響き渡る歌声を出すことを可能に

している。また、そのような発声は、歌声の音域を広げ、

各音域で統一された音色と響きを保つことが可能である。

この授業では、まず、声楽についての基本的な知識を学

び、授業で行われる発声指導によって、学習者自身がク

ラシック音楽における声楽の発声法を身に付け、実際に

声楽曲を歌うことができるようになる事を目標としてい

る。また声楽教本のコンコーネや、イタリア古典歌曲な

どの声楽曲に取り組み、学習者が実際に歌うことによっ

て、声楽を実践的に学ぶ事を目標としている。

なお、この授業の担当者は、プロの演奏家として10年以

上の実務経験を有する教員であり、より実践的な観点か

ら声楽に対する知識や発声法を教えることができる。

＜到達目標＞

声楽についての基礎知識を説明できる。

声楽発声法の基本的な能力を獲得する。

声楽的な発声で様々な歌を歌うことができる。

＜授業のキーワード＞

クラシック音楽　声楽　イタリア歌曲　コンコーネ　歌

唱法

＜授業の進め方＞

全体で行う準備運動や発声練習を基にし、残りの時間で

個人レッスンを行い、各学習者の発声の特徴や問題点に

着目して指導する。

声楽教本であるコンコーネを用いて、母音唱（同じ母音

だけで歌う）による発声の訓練を行う。母音唱による発

声がある程度安定してくると、イタリア古典歌曲などの

声楽曲に取り組み、実際にクラシック音楽の楽曲を歌う

ことによって、声楽を体験的に学ぶ。その際、イタリア

語の発音や歌詞の内容については授業内で説明する。

＜履修するにあたって＞

授業内では発声に必要な体操や、実際に声を出して発声

練習や歌唱指導を行う。

楽譜を用いて授業を行うが、楽譜を読めない生徒にもで

きる限り配慮する。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、授業で学んだ発声練習や、歌唱指導の

復習を行うこと。（目安として１時間）

＜提出課題など＞

特に提出課題はない

＜成績評価方法・基準＞

授業への積極的参加度40％　授業態度30％　試験30％

遅刻は3回で欠席1回に該当。欠席回数が5回を超えると

単位は与えない。

＜テキスト＞

適宜プリントを配布

＜参考図書＞

適宜紹介する

＜授業計画＞

第1回　授業の概要

授業の概要を説明し、声楽についての全般的な解説を行

う。また簡単な発声練習を行い、少しずつ声を出してゆ
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く。

第2回　声楽についての学び

西洋音楽における声楽について学び、発声の仕組みや、

歌声の音響的な特性についても学ぶ。

第3回　音楽における基礎知識と、練習曲への取り組み

①

音符の読み方、楽譜の読み方など、音楽の基礎知識を学

ぶとともに、発声練習を行う。コンコーネ（声楽教本）

などの練習曲に取り組む。

第4回　音楽における基礎知識と、練習曲への取り組み

②

音楽の基礎知識を学ぶとともに、表情記号についての理

解を深め、コンコーネ（声楽教本）などの練習曲を通し

て音楽の「表現」についても学んでいく。

第5回　発声練習と、練習曲への取り組み

発声練習を通して、発声の仕組みや、歌声の出し方など

を体験的に学び、練習曲を通して実践的に学んでいく。

�

第6回　練習曲への取り組みと音楽表現

声楽的に練習曲を歌うことにより、音楽の「表現」の仕

方も学んでいく。

第7回　音楽鑑賞と楽曲への取り組み

様々な声楽作品を鑑賞し、イタリア古典歌曲に取り組む

準備をする。

第8回　楽曲への取り組み(基礎)①

イタリア古典歌曲に取り組むために、イタリア語の基本

的な読み方、歌詞の内容について学ぶ。

第9回　楽曲への取り組み(基礎)②

イタリア語の基本的な読み方、歌詞の内容について学び、

楽譜を読んでいく。

第10回　楽曲への取り組み(応用)①

歌詞を朗読することにより、表現することを学ぶ。朗読

で学んだ表現を歌唱につなげていく。

第11回　楽曲への取り組み(応用)②

イタリア語や、音楽の表現に気をつけながら、声楽的に

歌唱するために、個人レッスンやグループレッスンを行

う。

第12回　楽曲への取り組み(発展)

発表会に向けて、一人一人が、自身の声と表現で歌唱で

きるように取り組む。

第13回　発表会①

試験を兼ねた発表会

第14回　発表会②

試験を兼ねた発表会

第15回　まとめ

発表会および授業全体をふり返り、総括を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

環境の科学Ⅰ

吉村　征浩

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPのもと、社会・自然に関する広く豊

かな知識を備え、社会に自ら貢献しようとする行動力の

育成を目的とし、共通教育科目のリベラルアーツ領域、

健康科学の導入科目として位置付けられる。とくに生命

と健康、そして食科学に関連するトピックを取り上げる。

　生物はその大小にかかわらず、内環境を一定に保ち、

外環境から物質を取り入れ、あるいは不要になった老廃

物を排出し、環境と相互作用しながら生きている。

本講義では、ヒトの内環境においてどのようなシステム

が働き身体を維持しているのか、あるいは、外環境から

物質を取り入れ（食品を食べて）、どのように健康状態

を維持しているのか理解し、さらに、ヒトという生物が

内包する環境、あるいは取り巻かれている環境について

再認識し、自身の健康・栄養状態を客観的・科学的に判

断できる力を身に付けることを目指す。

また、ライフステージ別や医療環境に関わる栄養学を学

び、栄養マネジメントの知識を習得することで、栄養管

理を理解し、栄養状態の評価・判定をする力を身に着け

ることを目指す。

なお、本講義の担当者は、大学・研究機関で生化学、食

品機能学、基礎栄養学の分野における研究者としての実

務経験のある教員であるので、本講義は、より実践的な

観点から生物の内環境・外環境との相互作用について解

説するものである。

＜到達目標＞

内部（中心物）から見る目、外部（環境側）から見る目

の両視点から物事を観察できる。

一般教養として、基礎栄養学(食品中の栄養素の役割、

消化吸収過程）の概要を説明できる。

＜授業のキーワード＞

基礎栄養学、ヘルスリテラシー、健康

＜授業の進め方＞

講義を中心に進める。

＜履修するにあたって＞

幅広い分野の受講者に開講するため、医学生物学の専門

的知識の必要性は問わない。個々の興味に応じて理解を

深め、それぞれの専門に沿う形で内容を吸収することを

望む。

＜授業時間外に必要な学修＞

専門とは異なる分野の内容に一つでも興味をもち、さら

に詳しい内容を自分で調べ、発展的な学習に取り組むこ
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と。毎回の授業について1時間程度の復習・自己学習が

望ましい。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業態度、課題・レポートの総合成績60%以上の得点で

合格とする。

＜テキスト＞

特に指定しない。必要な際にプリントを配布する。

＜参考図書＞

講義中、適宜紹介する。

＜授業計画＞

第1回　食環境と健康（１）

食環境と健康との関係について理解する。

第2回　食品成分と代謝吸収

食品と食品成分、代謝・吸収について理解する。

第3回　腸内環境と健康

近年話題になっている腸内細菌叢を理解する。

第4回　食環境と健康（２）

消費者を取り巻く環境のうち、機能性食品の分類や制度

について理解する。

第5回　最近の話題①

食環境と健康に関する最近の話題について考える。

第6回　食環境と健康（３）

「たんぱく質」の栄養について理解する。

第7回　最近の話題②

我々を取り巻く食環境において、「たんぱく質」商品に

ついて健康への影響を考察し、理解する。

第8回　食環境と健康（４）

「炭水化物」の栄養について理解する。

第9回　最近の話題③

我々の食環境にあふれている「炭水化物」＝「砂糖」に

ついて近年分かってきた健康に対する影響を考察し、理

解する。

第10回　食環境と健康（５）

「脂質」の栄養について理解する。

第11回　最近の話題④

食生活における「脂質」＝脂についての正しい知識を身

に着け健康に役立てる。

第12回　食環境と健康（６）

「ビタミン」の栄養について理解する。

第13回　食環境と健康（７）

「ミネラル」の栄養について理解する。

第14回　食環境と健康（８）

「ビタミン・ミネラル」の機能を理解し、サプリメント

について正しく理解する。

第15回　まとめ

最近の食と健康に関するニュースについて科学的に検証

する術を考える。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

環境の科学Ⅰ

廣田　晴行

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（75分は講義、15分はレポート作成の演習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学デュプロマ・ポリシーのもと、社会・

自然に関する広く豊かな知識を備え、社会に自ら貢献し

ようとする行動力を育成することを目指すものである。

共通教育科目のリベラルアーツ領域、健康科学分野の導

入科目として位置づけられている。「環境科学」に関し

て社会人としての教養と共に、専門教科に役立つ基礎的

な知識を学ぶことができる。

　本授業では、「環境学」の具体的なテーマ、例えば大

気汚染、酸性雨、水質汚染、土壌汚染、地球温暖化、騒

音、振動などを取り上げ、定義や原因や現象、それらを

防ぐ取組と課題について考え理解を深める。そして、基

礎的な科学知識や様々な環境問題について、自らの考え

をまとめ表現したうえで判断するとともに、それらを解

決するための行動ができる力を身に付けることを目的と

する。

　大学での学習は、受身的に講義を聞くのではなく、講

義による基礎知識を基盤に自らの考えをまとめて的確に

表現し、自身の考えや結論を発信することが重要である

と自覚して受講することを望む。

　なお、この科目の担当者は、国・公立中学校の理科の

教員を経て管理職を長年務めた後、大学で教員研修を行

っていた実務経験がある教員である。

＜到達目標＞

１）環境に関する基本的な知識が身につき、自然現象や

人間の社会活動が引き起こす様々な問題を正しく科学的

に理解することが出来る。（知識）

２）環境に関する様々なデータから、環境問題の解決に

繋がる方法を見つけ出すことが出来る。（知識・技能）

３）大気汚染を始めとする様々な地球環境問題に関して、

正しい知見を持ち、問題解決につながる方法を見いだし

たり、解決に繋がる行動を起すことが出来る。（態度・

習慣）

＜授業のキーワード＞

環境学　汚染・破壊　地球温暖化　騒音・振動　法律・

条約

＜授業の進め方＞

基礎的知識理解のためにパワーポイントを用いて講義を

行った後、自身の意見や考えをまとめるためにレポート

作成（毎回300字）を課す。レポートは退出時に提出す

ること。

　普段の授業においても、意見を求めるので、ノートは

きっちりと取ること。

　授業内容を覚えるのではなく、自身の考えをまとめて

表現する力を身に付けるための努力をして授業を受ける

こと。

＜履修するにあたって＞

本環境の科学Ⅰを理解する上で、幅広い考え方を養う必

要があるため地域環境科学のみの知識・理解では不十分

である。

　地理、物理、化学、生物、地学などの基礎的知識は必

須であるため、中学校・高校の教科書などもよく復習し

ておくこと。

　演習を毎回授業に取り入れて行うため、課題提出とレ

ポート作成（300字）は必須であることを十分に理解し

たうえで受講すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容の復習、整理のために授業終了後にノートを読

み直すほか、不足事項については自身で調べて加筆する

こと。

　講義において、興味を持った学習項目については、図

書館等で専門書を見て深く調べ学習をすると共に、一般

書などで幅広く学習することも重要である。

＜提出課題など＞

毎回の授業時に、課題やレポートを提出してもらいます。

＜成績評価方法・基準＞

毎時（15回）の課題プリント（レポート）とテストで評

価する。

　課題プリント（レポート）は１０点満点で評価し、回

数分（15回）の合計を１００点満点に換算する。

　テスト（論文2問各50点満点）は１００点満点です。

　合計２００点満点を１００点満点に換算して評価する。

＜テキスト＞

特に使用しません。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

プロローグ（授業の受け方、成績のつけ方）＆自己紹介、

自己PR

第2回　授業のまとめ方

まとめ方（作文と小論文の違い）

第3回　環境の科学１

環境学とは

第4回　環境の科学２

大気汚染とは

第5回　環境の科学３

酸性雨とは

第6回　環境の科学４

水質汚染とは

第7回　環境の科学５
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土壌汚染とは

第8回　環境の科学６

オゾン層の破壊とは

第9回　環境の科学７

地球温暖化とは

第10回　環境の科学８

生態系の破壊とは

第11回　環境の科学９

生物多様性の減退とは

第12回　環境の科学１０

騒音とは

第13回　地球の科学１１

振動とは

第14回　地球の科学１２

地盤沈下とは

第15回　環境の科学１３

悪臭とは

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

環境の科学Ⅱ

南　久則

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPの、「社会・自然に関する広く豊か

な知識を備え、社会に自ら貢献しようとする行動力の育

成」を目的とし、共通教育科目のリベラルアーツ領域、

健康科学の導入科目として位置付けられる。とくに生命

・健康・科学に関連する内容を取り上げる。

本講義では、ヒトの内環境の恒常性を維持するためのシ

ステムについて、特に「栄養」に焦点を当てて講義する。

また、ライフステージや疾病、環境の変化に関わる栄養

学を学び、栄養マネジメントの知識と健康的に生活する

技術を習得する。

＜到達目標＞

ヒトの内部環境の恒常性を維持する機構として

１）栄養素と栄養

２）栄養とk免疫機能

３）疾病時の栄養

４）自然環境と栄養

につて理解し、説明できる。

＜授業のキーワード＞

内部環境、栄養、食料、健康

＜授業の進め方＞

講義

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回の講義内容をA41枚程度にまとめること。

＜成績評価方法・基準＞

授業態度、課題・レポートの総合成績60%以上の得点で

合格とする。

＜テキスト＞

特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

＜授業計画＞

第1回　栄養とは何か？

栄養、栄養素、食品、食物の違いを理解する。

第2回　ライフステージと栄養

栄養素の欠乏による健康障害を理解する。

タンパク質エネルギー栄養障害

第3回

栄養素の過剰による健康障害を理解する

ビタミン欠乏症（脚気、ペラグラ。壊血病、くる病）

第4回

栄養素の過剰による健康障害を理解する

肥満と生活習慣病

第5回

栄養素の過剰による健康障害を理解する

サプリメントの功罪

第6回

世代を超えた栄養素の欠乏による健康障害を理解する

エピジェネティックと栄養・健康

第7回　免疫と栄養

栄養状態の免疫機能に及ぼす影響を理解する。

第8回

食物アレルギーについて理解する。

第9回　腸内細菌と健康

腸内環境と腸内細菌いついて

第10回

腸内細菌の生活習慣病に及ぼす影響を理解する。

第11回　味覚、食欲、生体リズム

味覚の認知機能を理解する。

第12回

食欲の調節機構を理解する。

第13回

生体リズムの調節機構と健康について理解する。

第14回　自然環境と健康

自然環境と食糧生産について理解する

第15回

災害と健康、栄養について理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

環境の科学Ⅱ

瀧本　竜哉

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

基本的に対面の講義形式で行いますが、
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大学の指示に従い、オンライン形式に変更する可能性も

あります。

＜授業の目的＞

環境問題とその対策法を考えることにより、DPの「学び

と知の探究」を実践します。具体的には、過去から現代

までの環境問題について学ぶことにより、幅広い教養を

身に着け、その中で、環境汚染を引き起こす様々な問題

を発見し、受講生同士で討論することにより理解を深め、

本講義が受講生の環境浄化に向けた意識改善に役立つこ

とを目指します。

＜到達目標＞

本科目は共通教育科目に属し幅広い地球環境汚染につい

て学びます。つまり、環境汚染による健康被害やその対

策、環境浄化法について学生が自主的に考えられること

を目標に置きます。以下、5つの項目に対する到達目標

を示します。

1. 地球環境問題に対して学生同士で議論できる。(知識

)

2. 様々な廃棄物や量を把握し、その処理方法を議論す

ることができる。(知識)

3. 日常生活において使用されている化学物質汚染を認

識し、人体への影響を説明することができる。(知識)

4. 大気汚染による生態系への危険性や解決方法を議論

できる。(知識)

5. 地球温暖化の原因や生態系への危険性、またその解

決へ向けた世界的な取り組みを説明できる。(知識)

＜授業のキーワード＞

持続可能な社会、廃棄物問題、化学物質による汚染、大

気汚染、地球温暖化

＜授業の進め方＞

講義中心の授業となりますが、自発的な発表を授業中に

促します。

＜履修するにあたって＞

授業は資料を配布しますので、必ずしもテキストを購入

する必要はありません。

また、テストは配布資料に書かれている内容から出題す

る予定です。

＜授業時間外に必要な学修＞

週一回、１時間程で良いので授業後、内容を復習してく

ださい。

また、授業の予習動画もしくはPDFファイルをwebへアッ

プしていますので、授業前に確認しておいて下さい。こ

れらの動画もしくはPDFファイルを見ておくと、小テス

トで好成績を取れると思います。

リンクは以下の通りです。

{https://kobegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/person

al/pt131273_pharm_kobegakuin_ac_jp/EieKQbTxd9lKiTH

6LWBlO9gBd3j0mLCb3sxx_sUVp8LVdw?e=SGoceH,https://k

obegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/pt13127

3_pharm_kobegakuin_ac_jp/EieKQbTxd9lKiTH6LWBlO9gBd

3j0mLCb3sxx_sUVp8LVdw?e=SGoceH}

＜提出課題など＞

毎回、授業終わりに簡単な確認テストを行います。また、

80～100文字以内で書いてもらうレポート課題も出しま

す。しかし、これらに取り組まなくても定期試験で不利

になることはありません。

レポートの全課題の内容は、以下のリンクから入って、

一番下に置いてあるPDFファイルに記載されています。

{https://kobegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/person

al/pt131273_pharm_kobegakuin_ac_jp/EieKQbTxd9lKiTH

6LWBlO9gBd3j0mLCb3sxx_sUVp8LVdw?e=SGoceH,https://k

obegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/pt13127

3_pharm_kobegakuin_ac_jp/EieKQbTxd9lKiTH6LWBlO9gBd

3j0mLCb3sxx_sUVp8LVdw?e=SGoceH}

＜成績評価方法・基準＞

成績は三種類の方法で評価し、各生徒が一番良い点数を

採用します。

一つ目は、授業後、毎回小テストを行いますので、この

小テストの毎回の結果の平均点により、成績を付けます。

二つ目は、毎回授業後に簡単なレポートを課しますので、

小テストとレポート点を合算した点数で、成績をつけま

す。その場合は、小テスト4割、レポート6割の配分とな

ります。

三つ目は、定期試験の点数をそのまま採用します。（但

し、オンライン授業にシフトした際は、実施しない）

つまり、小テストや定期試験に自信のある学生は小テス

ト（平均点）や定期テストの結果のみで成績をつけます

ので、レポートを提出する必要はありません。あくまで

レポート点は、成績が伸びない学生のための救済処置で

す。

レポートの提出先ですが、dotCampusに提出用フォルダ

ーを作成しますので、各回の提出期間内に提出して下さ

い。

＜テキスト＞

環境科学入門　ー地球と人類の未来のためにー（川合真

一郎、張野宏也、山本義和　著，化学同人）
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＜参考図書＞

やさしい環境科学　（保田仁資　著、化学同人）

＜授業計画＞

第1回　総論

現代社会における環境問題の重要性について，概説する。

第2回　総論

地域環境と地球環境の関連性および環境問題の根本的な

原因について概説する。

第3回　総論

様々な毒性について解説する。

第4回　廃棄物問題

日本のごみ問題についての過去の経緯について概説する。

第5回　廃棄物問題

ゴミ問題と３R政策について解説する。

第6回　廃棄物問題

クリーン・サイクル・コントロールの考え方の重要性に

ついて考える。

第7回　廃棄物問題

廃棄物が与える人体への影響について概観する。

第8回　化学物質による汚染

公害病についての過去の経緯，および人体への影響につ

いて概説する。

第9回　化学物質による汚染

環境ホルモンについての人体への影響について生物濃縮

による毒性の向上も含め概説する。

第10回　大気の汚染

硫黄酸化物（SOx）あるいは窒素酸化物(NOx)と酸性雨と

の関係及びその影響について解説する。

第11回　大気の汚染

地球上のオゾン層の役割とオゾン層の破壊による人への

影響について概観する。

第12回　地球の温暖化

地球温暖化の原因と地球温暖化がもたらす自然環境やヒ

トへの影響について解説する。

第13回　地球の温暖化

まず、温室効果を示すガスの種類とその効果について解

説する。また、石油消費量、二酸化炭素排出量の多い国

と温暖化への取り組みについて概説する。

第14回　地球の温暖化

まず、二酸化炭素を減らす方法について概説する。また、

主要国のエネルギー事情について電気エネルギーを中心

に概観する。

第15回　地球の温暖化

地球温暖化防止のための国際会議と二酸化炭素の排出が

多い先進国と開発途上国との調和について概観する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

韓国語検定対策Ⅰａ カ（ハングル能力検定試験対策）

董　淑　

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

この科目では、全学のＤＰで掲げられてる「学びと知の

探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触れる喜びを

実感し、その過程で自己と他者の個性に気づき、互いの

存在をこよなく尊重すること」を実践し、教育目標であ

る自主的で個性豊かな良識ある社会人の育成を目指す。

それを目標にし「共通教育等を通じて、広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養していて、専門分野

に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決する

ための知識や技能を身につけている」・「幅広い知識を

活用してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策

を導くことができ、自分の意見を口頭や文書によって表

現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケ

ーションをとることができる」・「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立

てることができる」ようになることを目指す。

ハングル能力検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い、ハングル能力検定試験４級に

合格できるだけの韓国語能力を養成することを目的とす

る。また、日常的な場面で使われる基本的な韓国・朝鮮

語を理解し、それらを用いて表現できることを目的とす

る。

＜到達目標＞

ハングル能力検定協会の４級レベルの目安に掲げられて

いる次の４項目を主な到達目標とする。

１．比較的使用頻度の高い約1,070語の単語や文型から

なる文を理解することができる。

２．決まり文句を用いて様々な場面であいさつやあいづ

ち・質問ができ、事実を伝え合うことができる。また、

レストランでの注文や簡単な買い物をする際の依頼や簡

単な誘いなどを行うことができる。

３．簡単な日記や手紙、メールなどの短い文を読み、何

について述べられたものなのかをつかむことができる。

４．自分で辞書を引き、頻繁に用いられる単語の組み合

わせ(連語)についても一定の知識を持ちあわせている。

＜授業のキーワード＞

ハングル能力検定試験、ハン検、４級

＜授業の進め方＞

ハングル検定試験の過去問を元に作成された教材を使い、

筆記問題対策と聞き取り問題対策を次のように授業を進
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める。

１． 聞取り問題、筆記問題それぞれの出題類型の内容

を分析したポイントと問題例（類題）について学習。

２． 4級出題の文法（助詞・語尾・慣用表現）を学習。

３． 毎回学習した内容の確認のために模擬試験問題を

解く。そうすることによって実際の試験に慣れていく。

４． 聞取り模擬試験台本をもって教材付属のCDを聞き

ながら聞取り模擬試験問題を解く。

５． 毎回授業初めに4級範囲の単語小テストを行う。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の韓国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の韓国語? を有してい

ることが必要である。

・この科目の履修者は6月5日(日)に行なわれる第57回「

ハングル」能力検定試験を受けなければならない。授業

への出席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合

格した級により規定の評点が与えられる。検定試験で級

を取得できなかったり何らかの事情で検定試験を受ける

ことができなかった場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「韓国語検定対策」はⅠａとⅠｂを一括して履修しな

ければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

・筆記問題対策・リスニング問題対策ともに、１時間程

度の予習・復習が必須。

・筆記問題対策では、教材の「合格ポイント資料」を手

書きして熟知し、模擬試験問題の語彙や文の意味を調べ

た上で授業に臨むこと。

・聞き取り問題対策では、教材付属のCDを使い、４級検

定試験に出題される連語リスト・あいさつのことば、聞

取り模擬試験台本の語彙の意味調べなど事前に予習した

上で授業に臨むこと。

授業後に１時間程度の復習をすることが重要。音声を聞

きながら音読する練習を何度も繰り返して正しく発音で

きるように練習すること。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた人に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

※単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は、ａ・ｂの単位を共に与えない。

※6月の検定試験で4級以上に合格すれば評点Sを与える。

※6月の検定試験で級を取得できなかった人は、定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30％を

Ａ、30％をＢ、20～40％をＣ、20～0％をＤとする。定

期試験の難易度は「ハングル」能力検定試験4級相当と

する。

＜テキスト＞

李昌圭著『ハングル能力検定試験４級直前模試』　白帝

社　２０１８年　２２００円＋税

李昌圭著『ハングル能力検定試験３級直前模試』　白帝

社　２０１８年　２６００円＋税

＜参考図書＞

白峰子『韓国語文法辞典』三修社　2006年

油谷　幸利他　『小学館　韓日辞典』　小学館　2018年

＜授業計画＞

第1回　４級 筆記問題対策（１）

／聞き取り問題対策（１）

１．第３章　筆記問題の出題類型（１）

２．第１章　１．イラスト問題

第2回　４級 筆記問題対策（２）

／聞き取り問題対策（２）

１．第３章　筆記問題の出題類型（２）

２．第１章　２．単語説明問題

第3回　４級筆記問題対策（３）

／聞き取り問題対策（３）

１．第３章　筆記問題の出題類型（３）

２．第１章　３．対話の応答文選択問題

第4回　４級筆記問題対策（４）

／聞き取り問題対策（４）

１．第３章　４級出題語彙リスト

２．第２章　第１回聞き取り模擬試験（１）

第5回　４級筆記問題対策（５）

／聞き取り問題対策（５）

１．第４章　第１回筆記模擬試験

２．第２章　第１回聞き取り模擬試験（２）

第6回　４級筆記問題対策（６）

／聞き取り問題対策（６）

１．第４章　第２回筆記模擬試験

２．第２章　第２回聞き取り模擬試験（１）

第7回　４級筆記問題対策（７）

／聞き取り問題対策（７）

１．第４章　第３回筆記模擬試験

２．第２章　第２回聞き取り模擬試験（２）

第8回　第５４回４級問題振り返り

第9回　３級筆記問題対策（１）

／聞き取り問題対策（１）

１．第３章　８．文の内容把握問題（１）

２．第１章　４．文の内容一致選択問題（１）

第10回　３級筆記問題対策（２）

／聞き取り問題対策（２）

１．第３章　８．文の内容把握問題（２）

２．第１章　４．文の内容一致選択問題（２）

第11回　３級筆記問題対策（３）

／聞き取り問題対策（３）
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１．第３章　８．文の内容把握問題（３）

２．第１章　５．文の内容一致選択問題（１）

第12回　３級筆記問題対策（４）

／聞き取り問題対策（４）

１．第３章　９．短文の部分訳問題（１）

２．第１章　５．文の内容一致選択問題（２）

第13回　３級筆記問題対策（５）

／聞き取り問題対策（５）

１．第３章　９．短文の部分訳問題（２）

２．第１章　資料４，５

第14回　３級筆記問題対策（６）

／聞き取り問題対策（６）

１．第３章　１０．短文の部分訳問題（１）

２．第１章　資料６

第15回　３級筆記問題対策（７）

／聞き取り問題対策（７）

１．第３章　１０．短文の部分訳問題（２）

２．第１章　資料７

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

韓国語検定対策Ⅰｂ カ（ハングル能力検定試験対策）

任　哉玩

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習)

＜授業の目的＞

この科目では、全学のＤＰで掲げられてる「学びと知の

探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触れる喜びを

実感し、その過程で自己と他者の個性に気づき、互いの

存在をこよなく尊重すること」を実践し、教育目標であ

る自主的で個性豊かな良識ある社会人の育成を目指す。

それを目標にし「共通教育等を通じて、広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養していて、専門分野

に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決する

ための知識や技能を身につけている」・「幅広い知識を

活用してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策

を導くことができ、自分の意見を口頭や文書によって表

現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケ

ーションをとることができる」・「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立

てることができる」ようになることを目指す。

ハングル能力検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い、ハングル能力検定試験４級に

合格できるだけの韓国語能力を養成することを目的とす

る。　また、日常的な場面で使われる基本的な韓国・朝

鮮語を理解し、それらを用いて表現できることを目的と

する。

＜到達目標＞

ハングル能力検定協会の４級レベルの目安に掲げられて

いる次の４項目を主な到達目標とする。

１．比較的使用頻度の高い約1,070語の単語や文型から

なる文を理解することができる。

２．決まり文句を用いて様々な場面であいさつやあいづ

ち・質問ができ、事実を伝え合うことができる。また、

レストランでの注文や簡単な買い物をする際の依頼や簡

単な誘いなどを行うことができる。

３．簡単な日記や手紙、メールなどの短い文を読み、何

について述べられたものなのかをつかむことができる。

４．自分で辞書を引き、頻繁に用いられる単語の組み合

わせ(連語)についても一定の知識を持ちあわせている。

＜授業のキーワード＞

ハングル能力検定試験、ハン検、４級

＜授業の進め方＞

ハングル検定試験の過去問を元に作成された教材を使い、

筆記問題対策と聞き取り問題対策を次のように授業を進

める。

１． 聞取り問題、筆記問題それぞれの出題類型の内容

を分析したポイントと問題例（類題）について学習。

２． 4級出題の文法（助詞・語尾・慣用表現）を学習。

３． 毎回学習した内容の確認のために模擬試験問題を

解く。そうすることによって実際の試験に慣れていく。

４． 聞取り模擬試験台本をもって教材付属のCDを聞き

ながら聞取り模擬試験問題を解く。

５． 毎回授業初めに4級範囲の単語小テストを行う。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の韓国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の韓国語? を有してい

ることが必要である。

・この科目の履修者は6月5日(日)に行なわれる第57回「

ハングル」能力検定試験を受けなければならない。授業

への出席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合

格した級により規定の評点が与えられる。検定試験で級

を取得できなかったり何らかの事情で検定試験を受ける

ことができなかった場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「韓国語検定対策」はⅠａとⅠｂを一括して履修しな

ければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

・筆記問題対策・リスニング問題対策ともに、１時間程

度の予習・復習が必須。

・筆記問題対策では、教材の「合格ポイント資料」を手

書きして熟知し、模擬試験問題の語彙や文の意味を調べ

た上で授業に臨むこと。

・聞き取り問題対策では、教材付属のCDを使い、４級検

定試験に出題される連語リスト・あいさつのことば、聞

取り模擬試験台本の語彙の意味調べなど事前に予習した

上で授業に臨むこと。
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・授業後に１時間程度の復習をすることが重要。音声を

聞きながら音読する練習を何度も繰り返して正しく発音

できるように練習すること。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ、定期試験を受けた人に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し、次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

※単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は、ａ・ｂの単位を共に与えない。

※6月の検定試験で4級以上に合格すれば評点Sを与える。

※6月の検定試験で級を取得できなかった人は、定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30％を

Ａ、30％をＢ、20～40％をＣ、20～0％をＤとする。定

期試験の難易度は「ハングル」能力検定試験4級相当と

する。

＜テキスト＞

李昌圭著『ハングル能力検定試験４級直前模試』　白帝

社　２０１８年　２２００円＋税

李昌圭著『ハングル能力検定試験３級直前模試』　白帝

社　２０１８年　２６００円＋税

＜参考図書＞

白峰子『韓国語文法辞典』三修社　2006年

油谷　幸利他　『小学館　韓日辞典』　小学館　2018年

＜授業計画＞

第1回　４級 筆記問題対策（１）

／聞き取り問題対策（１）

１．第３章　筆記問題の出題類型（１）

２．第１章　４．文の内容一致選択問題

第2回　４級 筆記問題対策（２）

／聞き取り問題対策（２）

１．第３章　筆記問題の出題類型（２）

２．第１章　５．対話の内容把握問題

第3回　４級筆記問題対策（３）

／聞き取り問題対策（３）

１．第３章　筆記問題の出題類型（３）

２．第２章　第３回聞き取り模擬試験（１）

第4回　４級筆記問題対策（４）

／聞き取り問題対策（４）

１．第３章　４級出題文法リスト（１）

２．第２章　第３回聞き取り模擬試験（２）

第5回　４級筆記問題対策（５）

／聞き取り問題対策（５）

１．第３章　４級出題文法リスト（２）

２．第２章　第４回聞き取り模擬試験（１）

第6回　４級筆記問題対策（６）

／聞き取り問題対策（６）

１．第３章　４級出題文法リスト（３）

２．第２章　第４回聞き取り模擬試験（２）

第7回　４級筆記問題対策（７）

／聞き取り問題対策（７）

１．第４章　第４回筆記模擬試験

２．第２章　第５回聞き取り模擬試験（１）

第8回　４級筆記問題対策（８）

／聞き取り問題対策（８）

１．第４章　第５回筆記模擬試験

２．第２章　第５回聞き取り模擬試験（２）

第9回　第５４回４級試験の振り返り

第10回　３級筆記問題対策（１）／聞き取り問題対策（

１）

１．第３章　１．正しい発音選択問題（１）

２．第１章　１．イラスト問題（１）

第11回　３級筆記問題対策（２）／聞き取り問題対策（

２）

１．第３章　１．正しい発音選択問題（２）

２．第１章　１．イラスト問題（２）

第12回　３級筆記問題対策（３）／聞き取り問題対策（

３）

１．第３章　２．文の空所補充問題

２．第１章　２．単語説明問題（１）

第13回　３級筆記問題対策（４）／聞き取り問題対策（

４）

１．第３章　３．文の空所補充問題（１）

２．第１章　２．単語説明問題（２）

第14回　３級筆記問題対策（５）／聞き取り問題対策（

５）

１．第３章　３．文の空所補充問題（２）

２．第１章　３．対話の応答文選択問題（１）

第15回　３級筆記問題対策（６）／聞き取り問題対策（

６）

１．第３章　４．置き換え表現選択問題

２．第１章　３．対話の応答文選択問題（２）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

韓国語検定対策Ⅱａ カ（ハングル能力検定試験対策）

董　淑　

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科目では、全学のＤＰで掲げられてる「学びと知の

探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触れる喜びを

実感し、その過程で自己と他者の個性に気づき、互いの

存在をこよなく尊重すること」を実践し、教育目標であ
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る自主的で個性豊かな良識ある社会人の育成を目指す。

それを目標にし「共通教育等を通じて、広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養していて、専門分野

に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決する

ための知識や技能を身につけている」・「幅広い知識を

活用してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策

を導くことができ、自分の意見を口頭や文書によって表

現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケ

ーションをとることができる」・「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立

てることができる」ようになることを目指す。

ハングル能力検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い、ハングル能力検定試験３級に

合格できるだけの韓国語能力を養成することを目的とす

る。また、日常的な場面で使われる基本的な韓国・朝鮮

語を理解し、それらを用いて表現できることを目的とす

る。

＜到達目標＞

ハングル能力検定試験の３級レベルの目安に掲げられて

いる次の４項目を主な到達目標とする。

１．決まり文句以外の表現を用いてあいさつなどができ、

丁寧な依頼や誘いはもちろん、指示・命令、依頼や誘い

の受諾や拒否、許可の授受など様々な意図を大まかに表

現することができる。

２．私的で身近な話題ばかりではなく、親しみのある社

会的出来事についても話題にできる。

３．日記や手紙など比較的長い文やまとまりを持った文

章を読んだり聞いたりして、その大意をつかむことがで

きる。

４．単語の範囲にとどまらず、連語など組合せとして用

いられる表現や、使用頻度の高い慣用句なども理解し、

使用することができる。

＜授業のキーワード＞

ハングル能力検定試験、ハン検、３級、TOPIKⅡ、韓国

語能力試験中級

＜授業の進め方＞

ハングル検定試験の過去問を元に作成された教材を使い、

筆記問題対策と聞き取り問題対策を次のように授業を進

める。

１. 聞取り問題、筆記問題それぞれの出題類型の内容を

分析したポイントと問題例（類題）について学習。

２.３級出題の文法（連結語尾・終結語尾・漢字語・助

詞・慣用表現）を学習。

３.毎回学習した内容の確認のために模擬試験問題を解

く。そうすることによって実際の試験に慣れていく。

４.聞取り模擬試験台本をもって教材付属のCDを聞きな

がら聞取り模擬試験問題を解く。

５. 毎回授業初めに３級範囲の単語小テストを行う。

※なお、１１月の検定試験終了後は、韓国政府が公認す

る世界共通基準の資格試験であるＴＯＰＩＫ（Test of

Proficiency in Korean：韓国語能力試験）Ⅱ（中・上

級）の過去問（のうち、中級レベルの問題）を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の韓国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の韓国語? を有してい

ることが必要である。

・この科目の履修者は11月13日(日)に行なわれる第58回

「ハングル」能力検定試験を受けなければならない。授

業への出席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，

合格した級により規定の評点が与えられる。検定試験で

級を取得できなかったり何らかの事情で検定試験を受け

ることができなかった場合は，定期試験を受けることに

より規定の評点が与えられる。

・「韓国語検定対策」はⅡａとⅡｂを一括して履修しな

ければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

・筆記問題対策・リスニング問題対策ともに、１時間程

度の予習・復習が必須。

・筆記問題対策では、教材の「合格ポイント資料」を手

書きして熟知し、模擬試験問題の語彙や文の意味を調べ

た上で授業に臨むこと。

・聞き取り問題対策では、教材付属のCDを使い、3級検

定試験に出題される連語リスト・あいさつのことば、聞

取り模擬試験台本の語彙の意味調べなど事前に予習した

上で授業に臨むこと。

授業後に１時間程度の復習をすることが重要。音声を聞

きながら音読する練習を何度も繰り返して正しく発音で

きるように練習すること。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた人に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

※単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は、ａ・ｂの単位を共に与えない。

※11月の検定試験で3級以上に合格すれば評点Sを与える。

※11月の検定試験で級を取得できなかった人は、定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30％を

Ａ、30％をＢ、20～40％をＣ、20～0％をＤとする。定

期試験の難易度は「ハングル」能力検定試験3級相当と

する。またTOPIKⅡの内容も含む。

＜テキスト＞
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李昌圭著　『ハングル能力検定試験３級直前模試』　白

帝社　２０１８年　２６００円＋税

＜参考図書＞

白峰子『韓国語文法辞典』三修社　2006年

油谷　幸利他　『小学館　韓日辞典』　小学館　2018年

＜授業計画＞

第1回　３級筆記問題対策（８）

／聞き取り問題対策（８）

１．第３章　８．文の内容把握問題

２．第２章　第３回聞き取り模擬試験（１）

第2回　３級筆記問題対策（９）

／聞き取り問題対策（９）

１．第３章　９．短文の部分訳問題（１）

２．第２章　第３回聞き取り模擬試験（２）

第3回　３級筆記問題対策（１０）

／聞き取り問題対策（１０）

１．第３章　１０．短文の部分訳問題（２）

２．第２章　第４回聞き取り模擬試験（１）

第4回　３級筆記問題対策（１１）

／聞き取り問題対策（１１）

１．第４章　第４回筆記模擬試験（１）

２．第２章　第４回聞き取り模擬試験（２）

第5回　３級筆記問題対策（１２）

／聞き取り問題対策（１２）

１．第４章　第４回筆記模擬試験（２）

２．第２章　第５回聞き取り模擬試験（１）

第6回　３級筆記問題対策（１３）

／聞き取り問題対策（１３）

１．第４章　第５回筆記模擬試験

２．第２章　第５回聞き取り模擬試験（２）

第7回　第５５回３級試験振り返り

第8回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（１）

第６０回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（１）

第9回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（２）

第６０回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（２）

第10回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（３）

第６０回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（３）

第11回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（４）

第６０回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（４）

第12回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（５）

第４７回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（１）

第13回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（６）

第４７回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（２）

第14回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（７）

第４７回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（３）

第15回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（８）

第４７回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（４）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

韓国語検定対策Ⅱｂ カ（ハングル能力検定試験対策）

任　哉玩

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科目では、全学のＤＰで掲げられてる「学びと知の

探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触れる喜びを

実感し、その過程で自己と他者の個性に気づき、互いの

存在をこよなく尊重すること」を実践し、教育目標であ

る自主的で個性豊かな良識ある社会人の育成を目指す。

それを目標にし「共通教育等を通じて、広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養していて、専門分野

に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決する

ための知識や技能を身につけている」・「幅広い知識を

活用してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策

を導くことができ、自分の意見を口頭や文書によって表

現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケ

ーションをとることができる」・「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立

てることができる」ようになることを目指す。

ハングル能力検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い、ハングル能力検定試験３級に

合格できるだけの韓国語能力を養成することを目的とす

る。また、日常的な場面で使われる基本的な韓国・朝鮮

語を理解し、それらを用いて表現できることを目的とす

る。

＜到達目標＞

ハングル能力検定試験の３級レベルの目安に掲げられて

いる次の４項目を主な到達目標とする。

１．決まり文句以外の表現を用いてあいさつなどができ、

丁寧な依頼や誘いはもちろん、指示・命令、依頼や誘い

の受諾や拒否、許可の授受など様々な意図を大まかに表

現することができる。

２．私的で身近な話題ばかりではなく、親しみのある社

会的出来事についても話題にできる。

３．日記や手紙など比較的長い文やまとまりを持った文

章を読んだり聞いたりして、その大意をつかむことがで
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きる。

４．単語の範囲にとどまらず、連語など組合せとして用

いられる表現や、使用頻度の高い慣用句なども理解し、

使用することができる。

＜授業のキーワード＞

ハングル能力検定試験、ハン検、３級、TOPIKⅡ、韓国

語能力試験中級

＜授業の進め方＞

ハングル検定試験の過去問を元に作成された教材を使い、

筆記問題対策と聞き取り問題対策を次のように授業を進

める。

１. 聞取り問題、筆記問題それぞれの出題類型の内容を

分析したポイントと問題例（類題）について学習。

２.３級出題の文法（連結語尾・終結語尾・漢字語・助

詞・慣用表現）を学習。

３.毎回学習した内容の確認のために模擬試験問題を解

く。そうすることによって実際の試験に慣れていく。

４.聞取り模擬試験台本をもって教材付属のCDを聞きな

がら聞取り模擬試験問題を解く。

５. 毎回授業初めに３級範囲の単語小テストを行う。

※なお、１１月の検定試験終了後は、韓国政府が公認す

る世界共通基準の資格試験であるＴＯＰＩＫ（Test of

Proficiency in Korean：韓国語能力試験）Ⅱ（中・上

級）の過去問（のうち、中級レベルの問題）を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の韓国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の韓国語? を有してい

ることが必要である。

・この科目の履修者は11月13日(日)に行なわれる第58回

「ハングル」能力検定試験を受けなければならない。授

業への出席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，

合格した級により規定の評点が与えられる。検定試験で

級を取得できなかったり何らかの事情で検定試験を受け

ることができなかった場合は，定期試験を受けることに

より規定の評点が与えられる。

・「韓国語検定対策」はⅡａとⅡｂを一括して履修しな

ければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

・筆記問題対策・リスニング問題対策ともに、１時間程

度の予習・復習が必須。

・筆記問題対策では、教材の「合格ポイント資料」を手

書きして熟知し、模擬試験問題の語彙や文の意味を調べ

た上で授業に臨むこと。

・聞き取り問題対策では、教材付属のCDを使い、３級検

定試験に出題される連語リスト・あいさつのことば、聞

取り模擬試験台本の語彙の意味調べなど事前に予習した

上で授業に臨むこと。

授業後に１時間程度の復習をすることが重要。音声を聞

きながら音読する練習を何度も繰り返して正しく発音で

きるように練習すること。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた人に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

※単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は、ａ・ｂの単位を共に与えない。

※11月の検定試験で3級以上に合格すれば評点Sを与える。

※11月の検定試験で級を取得できなかった人は、定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30％を

Ａ、30％をＢ、20～40％をＣ、20～0％をＤとする。定

期試験の難易度は「ハングル」能力検定試験3級相当と

する。またTOPIKⅡの内容も含む。

＜テキスト＞

李昌圭著　『ハングル能力検定試験３級直前模試』　白

帝社　２０１８年　２６００円＋税

＜参考図書＞

白峰子『韓国語文法辞典』三修社　2006年

油谷　幸利他　『小学館　韓日辞典』　小学館　2018年

＜授業計画＞

第1回　３級筆記問題対策（７）

／聞き取り問題対策（７）

１．第３章　８．文の内容把握問題

２．第２章　第３回聞き取り模擬試験（１）

第2回　３級筆記問題対策（８）

／聞き取り問題対策（８）

１．第３章　５．多義語選択問題（２）

２．第１章　２．単語説明問題、資料３（２）

第3回　３級筆記問題対策（９）

／聞き取り問題対策（９）

１．第３章　６．対話文の空所補充問題

２．第１章　３．対話の応答文選択問題、資料３（３）

第4回　３級筆記問題対策（１０）

／聞き取り問題対策（１０）

１．第３章　７．同音の漢字語選択問題

２．第２章　第１回聞き取り模擬試験（１）

第5回　３級筆記問題対策（１１）

／聞き取り問題対策（１１）

１．第４章　第１回筆記模擬試験

２．第２章　第１回聞き取り模擬試験（２）

第6回　３級筆記問題対策（１２）
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／聞き取り問題対策（１２）

１．第４章　第２回筆記模擬試験

２．第２章　第２回聞き取り模擬試験（１）

第7回　３級筆記問題対策（１３）

／聞き取り問題対策（１３）

１．第４章　第３回筆記模擬試験

２．第２章　第２回聞き取り模擬試験（２）

第8回　第５５回３級問題振り返り

第9回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（１）

第５２回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（１）

第10回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（２）

第５２回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（２）

第11回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（３）

第５２回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（３）

第12回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（４）

第５２回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（４）

第13回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（５）

第４１回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（１）

第14回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（６）

第４１回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（２）

第15回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（７）

第４１回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（３）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ 再

中澤　正任、ＥＣＣ、西川　隆、大川　弘子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教室での対面授業。

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）

・ 自分自身について、大学生活や身の回りのできごと

について簡単に述べることができる。（知識）

・ 300-500語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

教室での対面授業。

＜履修するにあたって＞

初回より小テストと授業を行うので辞書を携行のこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

復習：授業終了後30分以上。

予習：授業前に30分以上。

＜提出課題など＞

毎週授業内で課題を課し、提出する。授業中に前回の課

題を返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50％

統一学期末テスト50％

＜テキスト＞

Let's Read Aloud & Learn English! (成美堂　定価

本体　2,200円 (税別) )

＜授業計画＞

第1回　Unit 1前半

Unit 1前半の小テストと解説授業。

第2回　Unit 1後半

Unit 1後半の小テストと解説授業。

第3回　Unit 2前半

Unit 2前半の小テストと解説授業。

第4回　Unit 2後半

Unit 2後半の小テストと解説授業。

第5回　Unit 3前半

Unit 3前半の小テストと解説授業。

第6回　Unit 3後半

Unit 3後半の小テストと解説授業。

第7回　Unit 4前半

Unit 4前半の小テストと解説授業。

第8回　Unit 4後半

前期中間試験を行う。

Unit 4後半の小テストと解説授業。
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第9回　Unit 5前半

Unit 5前半の小テストと解説授業。

第10回　Unit 5後半

Unit 5後半の小テストと解説授業。

第11回　Unit 6前半

Unit 6前半の小テストと解説授業。

第12回　Unit 6後半

Unit 6後半の小テストと解説授業。

第13回　統一学期末テスト

統一学期末テストを実施する。

第14回　Unit 7前半

前期期末試験を行う。

Unit 7前半の小テストと解説授業。

第15回　Unit 7後半

Unit 7後半の小テストと解説授業。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ａ【管理】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

New Connection Book 1　出版社：成美堂　2420円（税

込）　ISBN:9784791934119�����

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Meeting People (1)

第3回　Unit 1-2

Meeting People (2)

第4回　Unit 2-1

Time o Eat (1)

第5回　Unit 2-2

Time o Eat (2)

第6回　Unit 3-1

Living with Technology (1)

第7回　Unit 3-2

Living with Technology (2)

第8回　復習

Unit 1からUnit 3の復習

第9回　Unit 4-1
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Shopping for Clothes (1)

第10回　Unit 4-2

Shopping for Clothes (2)

第11回　Unit 5-1

A Helping Hand at Home (1)

第12回　Unit 5-2

A Helping Hand at Home (2)

第13回　Unit 6-1

Going Places (1)

第14回　Unit 6-2

Going Places (2)

第15回　前期のまとめと復習

前期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ａ【経済】

高　基秀、西川　隆、高松　琢麻、ECC

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）｜2) 授業日に

学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％｜授業内に実施する小テスト等4０％｜

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

New Connection 2　（成美堂 2,420円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。｜また

今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Roommates (1)

第3回　Unit 1-2

Roommates (2)

第4回　Unit 2-1

Checking Out (1)

第5回　Unit 2-2

Checking Out (2)

第6回　Unit 3-1

Get in Shape (1)

第7回　Unit 3-2

Get in Shape (2)

第8回　復習

Unit 1からUnit 3の復習

第9回　Unit 4-1

Money Management (1)

第10回　Unit 4-2

Money Management (2)

第11回　Unit 5-1

Close Ties (1)

第12回　Unit 5-2

Close Ties (2)

第13回　Unit 6-1

Time to Celebrate (1)

第14回　Unit 6-2

Time to Celebrate (2)
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第15回　前期のまとめと復習

前期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ａ【人文】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

New Connection Book 2　出版社：成美堂　2420円（税

込）

ISBN:9784791934126

＜授業計画＞

オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

Unit 1-1

Roommates (1)

Unit 1-2

Roommates (2)

Unit 2-1

Checking Out (1)

Unit 2-2

Checking Out (2)

Unit 3-1

Get in Shape (1)

Unit 3-2

Get in Shape (2)

復習

Unit 1からUnit 3の復習

Unit 4-1

Money Management (1)

Unit 4-2

Money Management (2)

Unit 5-1

Close Ties (1)

Unit 5-2

Close Ties (2)

Unit 6-1

Time to Celebrate (1)

Unit 6-2

Time to Celebrate (2)

前期の総まとめ

前期の既習項目の総復習と復習テスト
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ａ【心理】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

New Connection Book 2　出版社：成美堂　2420円（税

込）

ISBN:9784791934126

＜授業計画＞

オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

Unit 1-1

Roommates (1)

Unit 1-2

Roommates (2)

Unit 2-1

Checking Out (1)

Unit 2-2

Checking Out (2)

Unit 3-1

Get in Shape (1)����

Unit 3-2

Get in Shape (2)����

復習

Unit 1からUnit 3の復習

Unit 4-1

Money Management (1)

Unit 4-2

Money Management (2)

Unit 5-1

Close Ties (1)

Unit 5-2

Close Ties (2)

Unit 6-1

Time to Celebrate (1)

Unit 6-2

Time to Celebrate (2)

前期の総まとめ

前期の既習項目の総復習と復習テスト
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ａ【総リハ】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

English Quest Plus　出版社：桐原書店　2090円(税込)

ISBN：9784342550072

＜授業計画＞

オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

Unit 1-1

I'd like to see a Japanese matsuri. (1)

Unit 1-2

I'd like to see a Japanese matsuri. (2)

Unit 2-1

May is a Chinese-American. (1)

Unit 2-2

May is a Chinese-American. (2)

Unit 3-1

Which class would you choose? (1)

Unit 3-2

Which class would you choose? (2)

復習

Unit 1からUnit 3の復習

Unit 4-1

Why are students silent in class? (1)

Unit 4-2

Why are students silent in class? (2)

Unit 5-1

What do you eat? (1)

Unit 5-2

What do you eat? (2)

Unit 6-1

Can you eat sliced raw fish? (1)

Unit 6-2

Can you eat sliced raw fish? (2)

前期の総まとめ

前期の既習項目の総復習と復習テスト
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ａ【法】

神谷　佳郎、髙木　一幸、髙　雅妃、ＥＣＣ、齋藤　幸

恵、大森　幸享、日髙　文代、山本　由美子、西村　瑠

里子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）

・ 自分自身について、大学生活や身の回りのできごと

について簡単に述べることができる。（知識）

・ 300-500語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

New Connection 2　（成美堂 2,420円）  ISBN 978-4-7

919-3412-6

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Roommates (1)

第3回　Unit 1-2

Roommates (2)

第4回　Unit 2-1

Checking Out (1)

第5回　Unit 2-2

Checking Out (2)

第6回　Unit 3-1

Get in Shape (1)

第7回　Unit 3-2

Get in Shape (2)

第8回　Unit 4-1

Money Management (1)

第9回　Unit 4-2

Money Management (2)

第10回　Unit 5-1

Close Ties (1)

第11回　Unit 5-2

Close Ties (2)

第12回　Unit 6-1

Time to Celebrate (1)

第13回　Unit 6-2

Time to Celebrate (2)

第14回　Unit 7-1

Animals in Danger (1)

第15回　Unit 7-2

前期のまとめと復習

Animals in Danger (2)

前期の既習項目の総復習
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ａ【経営】

ＥＣＣ、髙木　一幸、齋藤　幸恵、髙　雅妃、大森　幸

享、山本　由美子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

New Connection Book 2　出版社：成美堂　2420円（税

込）

ISBN:9784791934126

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Roommates (1)

第3回　Unit 1-2

Roommates (2)

第4回　Unit 2-1

Checking Out (1)

第5回　Unit 2-2

Checking Out (2)

第6回　Unit 3-1

Get in Shape (1)

第7回　Unit 3-2

Get in Shape (2)

第8回　復習

Unit 1からUnit 3の復習

第9回　Unit 4-1

Money Management (1)

第10回　Unit 4-2

Money Management (2)

第11回　Unit 5-1

Close Ties (1)

第12回　Unit 5-2

Close Ties (2)

第13回　Unit 6-1

Time to Celebrate (1)

第14回　Unit 6-2

Time to Celebrate (2)

第15回　前期のまとめと復習

前期の既習項目の総復習
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ｃ【薬】

広部　昭子、ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

English Quest Plus (桐原書店 2090円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

I'd lioke to see a Japanese matsuri. (1)

第3回　Unit 1-2

I'd lioke to see a Japanese matsuri. (2)

第4回　Unit 2-1

May is a Chinese-American. (1)

第5回　Unit 2-2

May is a Chinese-American. (2)

第6回　Unit 3-1

Which class would you choose? (1)

第7回　Unit 3-2

Which class would you choose? (2)

第8回　Unit 4-1

Why are students silent in class? (1)

第9回　Unit 4-2

Why are students silent in class? (2)

第10回　Unit 5-1

What do you eat? (1)

第11回　Unit 5-2

What do you eat? (2)

第12回　Unit 6-1

Can you eat sliced raw fish? (1)

第13回　Unit 6-2

Can you eat sliced raw fish? (2)

第14回　Unit 7-1

How are you feeling? (1)

第15回　Unit 7-2

How are you feeling? (2)

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ａ【現社・社防】

HORVAT JAMES ANDREW、ECC、松原　知子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習
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＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

New Connection 2　（成美堂 2,420円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Roommates (1)

第3回　Unit 1-2

Roommates (2)

第4回　Unit 2-1

Checking Out (1)

第5回　Unit 2-2

Checking Out (2)

第6回　Unit 3-1

Get in Shape (1)

第7回　Unit 3-2

Get in Shape (2)

第8回　復習

Unit 1からUnit 3の復習

第9回　Unit 4-1

Money Management (1)

第10回　Unit 4-2

Money Management (2)

第11回　Unit 5-1

Close Ties (1)

第12回　Unit 5-2

Close Ties (2)

第13回　Unit 6-1

Time to Celebrate (1)

第14回　Unit 6-2

Time to Celebrate (2)

第15回　前期のまとめと復習

前期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅰ Ａ【GC・中/日】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた
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り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

New Connection Book 1　出版社：成美堂　2420円（税

込）

ISBN:9784791934119

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Meeting People (1)

第3回　Unit 1-2

Meeting People (2)

第4回　Unit 2-1

Time o Eat (1)

第5回　Unit 2-2

Time o Eat (2)

第6回　Unit 3-1

Living with Technology (1)

第7回　Unit 3-2

Living with Technology (2)

第8回　復習

Unit 1からUnit 3の復習

第9回　Unit 4-1

Shopping for Clothes (1)

第10回　Unit 4-2

Shopping for Clothes (2)

第11回　Unit 5-1

A Helping Hand at Home (1)

第12回　Unit 5-2

A Helping Hand at Home (2)

第13回　Unit 6-1

Going Places (1)

第14回　Unit 6-2

Going Places (2)

第15回　前期のまとめと復習

前期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ 再・Ａ

中澤　正任、ＥＣＣ、西川　隆、大川　弘子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教室での対面授業。

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、
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学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）

・ 自分自身について、大学生活や身の回りのできごと

について簡単に述べることができる。（知識）

・ 300-500語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

教室での対面授業。

＜履修するにあたって＞

受講希望者は第1回授業までにメールするように。

＜授業時間外に必要な学修＞

復習：授業終了後30分以上。

予習：授業前に30分以上。

＜提出課題など＞

毎週授業内で課題を課し、提出する。授業中に前回の課

題を返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50％

統一学期末テスト50％

＜テキスト＞

Let's Read Aloud & Learn English! (成美堂　定価

本体　2,200円 (税別) )

＜授業計画＞

第1回　Unit 8前半

Unit 8前半の小テストと解説授業。

第2回　Unit 8後半

Unit ８後半の小テストと解説授業。

第3回　Unit 9前半

Unit 9前半の小テストと解説授業。

第4回　Unit 9後半

Unit 9後半の小テストと解説授業。

第5回　Unit 10前半

Unit 10前半の小テストと解説授業。

第6回　Unit 10後半

Unit 10後半の小テストと解説授業。

第7回　Unit 11前半

前期の中間試験を行う。

Unit 11前半の小テストと解説授業。

第8回　Unit 11後半

Unit 11後半の小テストと解説授業。

第9回　Unit 12前半

Unit 12前半の小テストと解説授業。

第10回　Unit 12後半

Unit 12後半の小テストと解説授業。

第11回　Unit 13前半

Unit 13前半の小テストと解説授業。

第12回　Unit 13後半

Unit 13後半の小テストと解説授業。

第13回　Unit 14前半

Unit 14前半の小テストと解説授業。

第14回　Unit 14後半

後期の期末試験を行う。

Unit 14後半の小テストと解説授業。

第15回　Unit 15前半

Unit 15前半の小テストと解説授業。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ａ【管理】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞
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リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）　授業外評価（授業外課題30％）　統一テスト

30％

＜テキスト＞

New Connection Book 1　出版社：成美堂　2420円（税

込）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 7-1

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

Not Feeling So Good (1)

第2回　Unit 7-2

Not Feeling So Good (2)

第3回　Unit 8-1

The Big Screen (1)

第4回　Unit 8-2

The Big Screen (2)

第5回　Unit 9-1

How Do You Feel? (1)

第6回　Unit 9-2

How Do You Feel? (2)

第7回　Unit 10-1

All in Good Fun (1)

第8回　Unit 10-2

All in Good Fun (2)

第9回　Unit 11-1

Game Time (1)

第10回　Unit 11-2

Game Time (2)

第11回　Unit 12-1

Rain or Shine (1)

第12回　Uit 12-2

Rain or Shine (2)

第13回　Unit 13-1

Eating Out (1)

第14回　Unit 13-2

Eating Out (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ａ【経済】

高　基秀、西川　隆、高松　琢麻、ECC

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）｜・ 自分自身について、大学

生活や身の回りのできごとについて簡単に述べることが

できる。（知識）｜・ 300-500語の英文を読み、その内

容を具体的に説明できる。（知識）｜・ 相手の発話を

尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示すことができる。

（態度・習慣）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 初出の

単語や表現について辞書などで調べることができる。（

技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ
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ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）｜2) 授業日に

学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％｜授業内に実施する小テスト等4０％｜

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

New Connection 2　（成美堂 2,420円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション｜Unit 7-1

後期授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。｜

Animals in Danger (1)｜

第2回　Unit 7-2

Animals in Danger (2)

第3回　Unit 8-1

A Fine Art (1)

第4回　Unit 8-2

A Fine Art (2)

第5回　Unit 9-1

Tune In (1)

第6回　Unit 9-2

Tune In (2)

第7回　Unit 10-1

Music to Our Ears (1)

第8回　Unit 10-2

Music to Our Ears (2)

第9回　Unit 11-1

Study Abroad (1)

第10回　Unit 11-2

Study Abroad (2)

第11回　Unit 12-1

Technology and You (1)

第12回　Unit 12-2

Technology and You (2)

第13回　Unit 13-1

Right and Wrong (1)

第14回　Unit 13-2

Right and Wrong (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ａ【人文】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞
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1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

New Connection Book 2　出版社：成美堂　2420円（税

込）

ISBN:9784791934126

＜授業計画＞

Unit 7-1

Animals in Danger (1)

Unit 7-2

Animals in Danger (2)

Unit 8-1

A Fine Art (1)

Unit 8-2

A Fine Art (2)

Unit 9-1

Tune In (1)

Unit 9-2

Tune In (2)

復習

Unit7からUnit9の復習

Unit 10-1

Music to Our Ears (1)

Unit 10-2

Music to Our Ears (1)

Unit 11-1

Study Abroad (1)

Unit 11-2

Study Abroad (2)

Unit 12-1

Technology and You (1)

Unit 12-2

Technology and You (2)

復習

Unit10からUnit12の復習

後期の総まとめ

後期の既習項目の総復習と復習テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ａ【心理】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）
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2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

New Connection Book 2　出版社：成美堂　2420円（税

込）

ISBN:9784791934126

＜授業計画＞

Unit 7-1

Animals in Danger (1)

Unit 7-2

Animals in Danger (2)

Unit 8-1

A Fine Art (1)

Unit 8-2

A Fine Art (2)

Unit 9-1

Tune In (1)

Unit 9-2

Tune In (2)

復習

Unit7からUnit9の復習

Unit 10-1

Music to Our Ears (1)

Unit 10-2

Music to Our Ears (2)

Unit 11-1

Study Abroad (1)

Unit 11-2

Study Abroad (2)

Unit 12-1

Technology and You (1)

Unit 12-2

Technology and You (2)

復習

Unit10からUnit12の復習

後期の総まとめ

後期の既習項目の総復習と復習テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ａ【総リハ】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）
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2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

English Quest Plus　出版社：桐原書店　2090円(税込)

ISBN：9784342550072

＜授業計画＞

Unit 7-1

How are you feeling? (1)

Unit 7-2

How are you feeling? (2)

Unit 8-1

I have sprained my ankle. (1)

Unit 8-2

I have sprained my ankle. (2)

Unit 9-1

Take me out to the movies. (1)

Unit 9-2

Take me out to the movies. (2)

復習

Unit7からUnit9の復習

Unit 10-1

To read a book, or not? (1)

Unit 10-2

To read a book, or not? (2)

Unit 11-1

From earth with love (1)

Unit 11-2

From earth with love (2)

Unit 12-1

Go with chopsticks. (1)

Unit 12-2

Go with chopsticks. (2)

復習

Unit10からUnit12の復習

後期の総まとめ

後期の既習項目の総復習と復習テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ａ【法】

神谷　佳郎、髙木　一幸、髙　雅妃、ＥＣＣ、齋藤　幸

恵、大森　幸享、日髙　文代、山本　由美子、西村　瑠

里子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞
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1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

New Connection 2　（成美堂 2,420円）  ISBN 978-4-7

919-3412-6

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8-1

後期授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

A Fine Art  (1)

第2回　Unit 8-2

A Fine Art  (2)

第3回　Unit 9-1

Tune In (1)

第4回　Unit 9-2

Tune In (2)

第5回　Unit 10-1

Music to Our Ears (1)

第6回　Unit 10-2

Music to Our Ears (2)

第7回　Unit 11-1

Study Abroad (1)

第8回　Unit 11-2

Study Abroad (2)

第9回　Unit 12-1

Technology and You (1)

第10回　Unit 12-2

Technology and You (2)

第11回　Unit 13-1

Right and Wrong (1)

第12回　Unit 13-2

Right and Wrong (2)

第13回　Unit 14-1

Your Career Starts Now (1)

第14回　Unit 14-2

Your Career Starts Now (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ａ【経営】

ＥＣＣ、髙木　一幸、齋藤　幸恵、髙　雅妃、大森　幸

享、山本　由美子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）
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2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

New Connection Book 2　出版社：成美堂　2420円（税

込）

ISBN:9784791934126

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 7-1

後期授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

Animals in Danger (1)

第2回　Unit 7-2

Animals in Danger (2)

第3回　Unit 8-1

A Fine Art (1)

第4回　Unit 8-2

A Fine Art (2)

第5回　Unit 9-1

Tune In (1)

第6回　Unit 9-2

Tune In (2)

第7回　Unit 10-1

Music to Our Ears (1)

第8回　Unit 10-2

Music to Our Ears (2)

第9回　Unit 11-1

Study Abroad (1)

第10回　Unit 11-2

Study Abroad (2)

第11回　Unit 12-1

Technology and You (1)

第12回　Unit 12-2

Technology and You (2)

第13回　Unit 13-1

Right and Wrong (1)

第14回　Unit 13-2

Right and Wrong (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ｃ【薬】

広部　昭子、ECC

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）
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＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

English Quest Plus (桐原書店 2090円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8-1

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

I have sprained my ankle. (1)

第2回　Unit 8-2

I have sprained my ankle. (2)

第3回　Unit 9-1

Take me out to the movies. (1)

第4回　Unit 9-2

Take me out to the movies. (2)

第5回　Unit 10-1

To read a book, or not? (1)

第6回　Unit 10-2

To read a book, or not? (2)

第7回　Unit 11-1

From earth with love (1)

第8回　Unit 11-2

From earth with love (2)

第9回　Unit 12-1

Go with chopsticks. (1)

第10回　Unit 12-2

Go with chopsticks. (2)

第11回　Unit 13-1

Shall we dance? (1)

第12回　Unit 13-2

Shall we dance? (2)

第13回　Unit 14-1

What is "Yellow day" for? (1)

第14回　Unit 14-2

What is "Yellow day" for? (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ｃ【現社・社防】

ＥＣＣ、松原　知子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）
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授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

TARGET! elementary　出版社：金星堂　1980円(税込)

ISBN：9784764740341

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8-1

後期授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

Are You into Sports? (1)

第2回　Unit 8-2

Are You into Sports? (2)

第3回　Unit 9-1

Parties Are a Lot of Fun! (1)

第4回　Unit 9-2

Parties Are a Lot of Fun! (2)

第5回　Unit 10-1

Art in Our Life (1)

第6回　Unit 10-2

Art in Our Life (2)

第7回　Unit 11-1

What Shall We Eat? (1)

第8回　Unit 11-2

What Shall We Eat? (2)

第9回　Unit 12-1

What Makes a Good Company? (1)

第10回　Unit 12-2

What Makes a Good Company? (2)

第11回　Unit 13-1

Advances in Science (1)

第12回　Unit 13-2

Advances in Science (2)

第13回　Unit 14-1

Life with Technology (1)

第14回　Unit 14-2

Life with Technology (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅱ Ａ【GC・中/日】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　復習テスト10％　授業参加

度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞
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New Connection Book 1　出版社：成美堂　2420円（税

込）

ISBN:9784791934119

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 7-1

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

Not Feeling So Good (1)

第2回　Unit 7-2

Not Feeling So Good (2)

第3回　Unit 8-1

The Big Screen (1)

第4回　Unit 8-2

The Big Screen (2)

第5回　Unit 9-1

How Do You Feel? (1)

第6回　Unit 9-2

How Do You Feel? (2)

第7回　Unit 10-1

All in Good Fun (1)

第8回　Unit 10-2

All in Good Fun (2)

第9回　Unit 11-1

Game Time (1)

第10回　Unit 11-2

Game Time (2)

第11回　Unit 12-1

Rain or Shine (1)

第12回　Uit 12-2

Rain or Shine (2)

第13回　Unit 13-1

Eating Out (1)

第14回　Unit 13-2

Eating Out (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅲ Ｃ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　学期末試験30％

＜テキスト＞

TARGET! pre-intermediate　金星堂 2,200円（税込）

ISBN：9784764740174

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。
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第2回　Unit 1-1

Small Talk

第3回　Unit 1-2

Small Talk

第4回　Unit 2-1

Human Relations

第5回　Unit 2-2

Human Relations

第6回　Unit 3-1

Culture and Globalization

第7回　Unit 3-2

Culture and Globalization

第8回　復習

Unit 1からUnit 3の復習

第9回　Unit 4-1

Healthy Life

第10回　Unit 4-2

Healthy Life

第11回　Unit 5-1

Future Careers

第12回　Unit 5-2

Future Careers

第13回　Unit 6-1

That Shirt Suits You!

第14回　Unit 6-2

That Shirt Suits You!

第15回　総復習

既習内容の総復習と学期末試験

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅲ Ｄ

中澤　正任

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教室での対面授業。

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）

・ 自分自身について、大学生活や身の回りのできごと

について簡単に述べることができる。（知識）

・ 300-500語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

教室での対面授業。

＜履修するにあたって＞

受講希望者は第1回授業までにgm141007@ge.kobegakuin.

ac.jpにメールするように。

＜授業時間外に必要な学修＞

復習：授業終了後30分以上。

予習：授業前に30分以上。

＜提出課題など＞

毎週授業内で課題を課し、提出する。授業中に前回の課

題を返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50％

学期末テスト50％

＜テキスト＞

Let's Read Aloud More! (成美堂　定価　本体　2,200

円 (税別) )

＜授業計画＞

第1回　Unit 1前半

Unit 1前半の小テストと解説授業。

第2回　Unit 1後半

Unit 1後半の小テストと解説授業。

第3回　Unit 2前半

Unit 2前半の小テストと解説授業。

第4回　Unit 2後半

Unit 2後半の小テストと解説授業。

第5回　Unit 3前半

Unit 3前半の小テストと解説授業。

第6回　Unit 3後半

Unit 3後半の小テストと解説授業。

第7回　Unit 4前半

Unit 4前半を授業。
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第8回　Unit 4後半

前期の中間試験を行う。

Unit 4後半の小テストと解説授業。

第9回　Unit 5前半

Unit 5前半の小テストと解説授業。

第10回　Unit 5後半

Unit 5後半の小テストと解説授業。

第11回　Unit 6前半

Unit 6前半の小テストと解説授業。

第12回　Unit 6後半

Unit 6後半を授業。

第13回　Unit 7前半

Unit 7前半の小テストと解説授業。

第14回　Unit 7後半

前期の期末試験を行う。

Unit 7後半の小テストと解説授業。

第15回　Unit 8前半

Unit 8前半の小テストと解説授業。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅲ Ｅ

河野　淳子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

本授業では、聴解・読解能力の向上を目指す。インプッ

トであるリスニングは、TOEICテストリスニングのテキ

ストを用いて、リスニングのポイントに応じた練習問題

に焦点をあて学習する。また、その際に必要な文法事項

についても学習するとともに、ビジネスに必要な語彙を

ふやすため、単語の学習も重視し、読解の基礎力を向上

にも役立てる。

＜履修するにあたって＞

基礎英語1/2および実用英語1/2を履修済みであることを

強く推奨します。

＜授業時間外に必要な学修＞

１．各ユニットの予習としてスクリプトを完成　１頁あ

たり３０－４０分

２．　テキスト巻末にあるSelf-study Quizzes を使っ

ての復習　30-40分

リスニング力向上のためには、授業以外にも自主的な努

力が必要である。授業中にわからなかったところは、そ

のままにせず、質問をするなどして解決し、復習を欠か

さず、定着させるように。

＜提出課題など＞

宿題は必ず提出すること。答え合わせの後に、各自が間

違ったところを復習するのを忘れずに。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価　３５％、まとめのテスト（授業内に２回実

施）３５％、課題等の提出物　３０％

＜テキスト＞

Successful Keys to the TOEIC Listening and Reading

 Test Goal 1 (500), Mark D. Stafford, 4th Edition,

 桐原書店（音声はこちらからダウンロード→http://ww

w.kirihara.co.jp/)

＜授業計画＞

第1回

イントロダクション

Unit １　Daily Life   リスニング学習について

第2回　品詞の区別

課題学習

読解問題

第3回　address

住所作成の手順

Unit 2 Places

第4回　letter head作成

課題提示

第5回

課題学習

Unit 3 People
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第6回　Eメール

つづき

第7回　まとめテスト（１）

第8回　動詞の形

Unit ４　　Travel

第9回

つづき

第10回　テキストメッセージ

Unit 5 Business

第11回

つづき

第12回　語彙

Unit 6  Office

第13回

Unit 7 Technology

第14回　まとめ

試験と夏休みの課題について

第15回　まとめテスト（２）

まとめと復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅲ Ｆ

河内山　真理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教科書の章に従って、テーマに対する知識を学んだあと、

様々な立場から考え、意見を交換しながら英語力を高め

ます。英語での表現に慣れ、英語で自分の意見を表現す

ることを求めます。

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

・教科書本文を理解した後、グループやペアでの活動も

取り入れます。具体的には、議論を行ったり、調べても

らったりします。学んだ表現を実際に使って、テーマに

沿ったプレゼンを行うこともあるので、授業外での取り

組みが必要な場合があります。

＜履修するにあたって＞

基礎英語1/2および実用英語1/2を履修済みであることを

強く推奨します。

連絡先メールアドレス

kochiyama@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業時間外に必要な学修＞

次の時間に扱うページに目を通し、特にReading部分の

意味の分からない語句は調べておくこと（30分程度）

各章のVocabularyの項目を必要があれば辞書を調べなが

ら埋めておくこと（20分程度）

次回進むところの問題を一通り解いておくこと（30分程

度）

学んだUnitの表現をつづり・意味・発音を覚えおくこと

(20分程度）

＜提出課題など＞

各章で扱うテーマに関連して、グループ/個人で調べた

ことを発表します。発表に用いた原稿やふりかえりを提

出してもらいます。発表については直後にコメントによ

るフィードバックを行います。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価　（小テスト　20%　課題と発表　30%)

総括レポート　50%

＜テキスト＞

Arnold Arao, Kei Mihara, Yoshinori Miwa, Hiroshi K

imura著　Answers to Everyday Questions 2 <Pre-Inte

rmediate>　南雲堂

ISBN978-4-523-17935-1 C0082

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 1

授業の進め方、課題等ついての説明

What is "Black Friday"?

第2回　Unit 1
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What is "Black Friday"?

第3回　Unit 2

What is a "leap year"?

第4回　Unit 2

What is a "leap year"?

第5回　Unit 3

Why do big ceremonies have a "red carpet"?

第6回　Unit 3

Why do big ceremonies have a "red carpet"?

第7回　Unit 4

Where did "mouthwash" come from?

第8回　Unit 4

Where did "mouthwash" come from?

第9回　Unit 5

What is a "Viking"?

第10回　Unit 5

What is a "Viking"?

第11回　Unit 6

Why are oranges "orange"?

第12回　Unit 6

Why are oranges "orange"?

第13回　Unit 7

Where did "Vaseline" come from?

第14回　Unit 7

Where did "Vaseline" come from?

第15回　総復習

総括

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅲ Ｇ

河内山　真理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教科書の章に従って、テーマに対する知識を学んだあと、

様々な立場から考え、意見を交換しながら英語力を高め

ます。英語での表現に慣れ、英語で自分の意見を表現す

ることを求めます。

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

・教科書本文を理解した後、グループやペアでの活動も

取り入れます。具体的には、議論を行ったり、調べても

らったりします。学んだ表現を実際に使って、テーマに

沿ったプレゼンを行うこともあるので、授業外での取り

組みが必要な場合があります。

＜履修するにあたって＞

基礎英語1/2および実用英語1/2を履修済みであることを

強く推奨します。

連絡先メールアドレス

kochiyama@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業時間外に必要な学修＞

次の時間に扱うページに目を通し、特にReading部分の

意味の分からない語句は調べておくこと（30分程度）

各章のVocabularyの項目を必要があれば辞書を調べなが

ら埋めておくこと（20分程度）

次回進むところの問題を一通り解いておくこと（30分程

度）

学んだUnitの表現をつづり・意味・発音を覚えおくこと

(20分程度）

＜提出課題など＞

各章で扱うテーマに関連して、グループ/個人で調べた

ことを発表します。発表に用いた原稿やふりかえりを提

出してもらいます。発表については直後にコメントによ

るフィードバックを行います。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価　（小テスト　20%　課題と発表　30%)

総括レポート　50%
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＜テキスト＞

Arnold Arao, Kei Mihara, Yoshinori Miwa, Hiroshi K

imura著　Answers to Everyday Questions 2 <Pre-Inte

rmediate>　南雲堂

ISBN978-4-523-17935-1 C0082

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 1

授業の進め方、課題等ついての説明

What is "Black Friday"?

第2回　Unit 1

What is "Black Friday"?

第3回　Unit 2

What is a "leap year"?

第4回　Unit 2

What is a "leap year"?

第5回　Unit 3

Why do big ceremonies have a "red carpet"?

第6回　Unit 3

Why do big ceremonies have a "red carpet"?

第7回　Unit 4

Where did "mouthwash" come from?

第8回　Unit 4

Where did "mouthwash" come from?

第9回　Unit 5

What is a "Viking"?

第10回　Unit 5

What is a "Viking"?

第11回　Unit 6

Why are oranges "orange"?

第12回　Unit 6

Why are oranges "orange"?

第13回　Unit 7

Where did "Vaseline" come from?

第14回　Unit 7

Where did "Vaseline" come from?

第15回　総復習

総括

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅲ Ａ【人文】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　学期末試験30％

＜テキスト＞
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TARGET! intermediate　金星堂 2,200円（税込）　ISBN

：9784764740358

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Unit 1-1

Let’s Clean Up!

第3回　Unit 1-2

Let’s Clean Up!

第4回　Unit 2-1

Human Society

第5回　Unit 2-2

Human Society

第6回　Unit 3-1

Express Yourself with Emoji!

第7回　Unit 3-2

Express Yourself with Emoji!

第8回　復習

Unit 1からUnit 3の復習

第9回　Unit 4-1

Good Sleep, Good Health

第10回　Unit 4-2

Good Sleep, Good Health

第11回　Unit 5-1

　Job Interview Success

第12回　Unit 5-2

　Job Interview Success

第13回　Unit 6-1

Dress Your Own Way

第14回　Unit 6-2

Dress Your Own Way

第15回　総復習と試験

既習内容の総復習と学期末試験

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎英語Ⅲ Ａ【GC・中/日】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　学期末試験30％

＜テキスト＞

TARGET! intermediate　金星堂 2,200円（税込）　ISBN

：9784764740358

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Unit 1-1

Let’s Clean Up!

第3回　Unit 1-2



- 149 -

Let’s Clean Up!

第4回　Unit 2-1

Human Society

第5回　Unit 2-2

Human Society

第6回　Unit 3-1

Express Yourself with Emoji!

第7回　Unit 3-2

Express Yourself with Emoji!

第8回　復習

Unit 1からUnit 3の復習

第9回　Unit 4-1

Good Sleep, Good Health

第10回　Unit 4-2

Good Sleep, Good Health

第11回　Unit 5-1

　Job Interview Success

第12回　Unit 5-2

　Job Interview Success

第13回　Unit 6-1

Dress Your Own Way

第14回　Unit 6-2

Dress Your Own Way

第15回　総復習と試験

既習内容の総復習と学期末試験

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅳ Ｃ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　学期末試験30％

＜テキスト＞

TARGET! pre-intermediate　出版社：金星堂　2,090円

（税込）　ISBN：9784764740174

＜授業計画＞

第1回　Unit 7-1

Taking a Trip (1)

第2回　Unit 7-2

Taking a Trip (2)

第3回　Unit 8-1

Do You Like Sports? (1)

第4回　Unit 8-2

Do You Like Sports? (2)

第5回　Unit 9-1

Let’s Do Something Fun! (1)

第6回　Unit 9-2

Let’s Do Something Fun! (2)

第7回　復習
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Unit 7からUnit 9の復習

第8回　Unit 10-1

Art Appreciation (1)

第9回　Unit 10-2

Art Appreciation (2)

第10回　Unit 11-1

Let’s Eat Out! (1)

第11回　Unit 11-2

Let’s Eat Out! (2)

第12回　Unit 12-1

A Career in International Business (2)

第13回　Unit 12-2

A Career in International Business (3)

第14回　復習

Unit 10からUnit 12の復習

第15回　総復習と試験

既習内容の総復習と学期末試験

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅳ Ｄ

中澤　正任

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教室での対面授業。

＜授業の目的＞

基礎英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

する。既習の文法項目について総復習をし、日常生活に

即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）

・ 自分自身について、大学生活や身の回りのできごと

について簡単に述べることができる。（知識）

・ 300-500語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

教室での対面授業。

＜履修するにあたって＞

受講希望者は第1回授業までにメールするように。

＜授業時間外に必要な学修＞

復習：授業終了後30分以上。

予習：授業前に30分以上。

＜提出課題など＞

毎週授業内で課題を課し、提出する。授業中に前回の課

題を返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50％

統一学期末テスト50％

＜テキスト＞

Let's Read Aloud More! (成美堂　定価　本体　2,200

円 (税別) )

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8を使って授業を行います。

第2回　Unit 9後半

Unit 9後半の小テストと解説授業。

第3回　Unit 10前半

Unit 10前半の小テストと解説授業。

第4回　Unit 10後半

Unit 10後半の小テストと解説授業。

第5回　Unit 11前半

Unit 11前半の小テストと解説授業。

第6回　Unit 11後半

Unit 11後半の小テストと解説授業。

第7回　Unit 12前半

前期の中間試験を行う。Unit 12前半を授業。

第8回　Unit 12後半

Unit 12後半の小テストと解説授業。

第9回　Unit 13前半

Unit 13前半の小テストと解説授業。

第10回　Unit 13後半

Unit 13後半の小テストと解説授業。

第11回　Unit 14前半

Unit 14前半の小テストと解説授業。

第12回　Unit 14後半

Unit 14後半の小テストと解説授業。

第13回　Unit 15前半

Unit 15前半の小テストと解説授業。

第14回　Unit 15後半

前期の期末試験を行う。Unit 15後半を授業。
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第15回　Unit 16前半

Unit 16前半の小テストと解説授業。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅳ Ｅ

河野　淳子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

本授業では、聴解・読解能力の向上を目指す。インプッ

トであるリスニングは、TOEICテストリスニングのテキ

ストを使って、リスニングのポイントに応じた練習問題

に焦点をあて学習する。また、その際に必要な文法事項

についても学習するとともに、ビジネスに関する語彙を

ふやすために、単語の学習も重視し、読解の基礎力向上

にも役立てる。

＜履修するにあたって＞

基礎英語1/2および実用英語1/2を履修済みであることを

強く推奨します。

＜授業時間外に必要な学修＞

１．　各ユニットの予習としてスクリプトを完成　１頁

あたり３０-40分

２．　テキスト巻末にあるSelf-study Quizzesを使って

の復習30-40分

リスニング力向上のためには、授業以外にも自主的な努

力が必要である。授業中わからなかったところは、その

ままにせず、質問をするなどして解決をし、復習をして

定着させることも欠かさずに。

＜提出課題など＞

宿題は必ず提出すること。答え合せの後に、各自間違っ

た箇所を復習するのを忘れずに。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価 30%、まとめのテスト（授業内に２回実施）

35%、課題等の提出物 35%

＜テキスト＞

Successful Keys to the TOEIC Listening and Reading

 Test Goal 1 (500)、 Mark D. Stafford、 4th Editio

n、 桐原書店　（音声はこちらからダウンロード→http

://www.kirihara.co.jp/)

＜授業計画＞

第１回　後期の授業の進め方

Unit 8 Personnel　（Introduction）

第２回

　接続詞

Unit 9 Management

第３回

Unit 7-9 Review

第４回　告知

Unit 10 Purchasing

第５回

Review

第６回　時制

Unit 11 Finances

第７回

Review

第８回　まとめのテスト（１）

第９回　Eメール(2)

Unit 12 Media

第１０回　前置詞

Unit 13 Entertainment

第１１回

Review

第１２回　FAX文書

Unit 14 Health

第１３回　熟語

Unit 15 Restaurants

第１４回

Review Unit 12-15

第１５回　まとめのテスト（２）

復習とテスト
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅳ Ｆ

河内山　真理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教科書の章に従って、テーマに対する知識を学んだあと、

様々な立場から考え、意見を交換しながら英語力を高め

ます。英語での表現に慣れ、英語で自分の意見を表現す

ることを求めます。

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

・教科書本文を理解した後、グループやペアでの活動も

取り入れます。具体的には、議論を行ったり、調べても

らったりします。学んだ表現を実際に使って、テーマに

沿ったプレゼンを行うこともあるので、授業外での取り

組みが必要な場合があります。

＜履修するにあたって＞

基礎英語1/2および実用英語1/2を履修済みであることを

強く推奨します。

連絡先メールアドレス

kochiyama@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業時間外に必要な学修＞

次の時間に扱うページに目を通し、特にReading部分の

意味の分からない語句は調べておくこと（30分程度）

各章のVocabularyの項目を必要があれば辞書を調べなが

ら埋めておくこと（20分程度）

次回進むところの問題を一通り解いておくこと（30分程

度）

学んだUnitの表現をつづり・意味・発音を覚えおくこと

(20分程度）

＜提出課題など＞

各章で扱うテーマに関連して、グループ/個人で調べた

ことを発表します。発表に用いた原稿やふりかえりを提

出してもらいます。発表については直後にコメントによ

るフィードバックを行います。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価　（小テスト　20%　課題と発表　30%)

総括レポート　50%

＜テキスト＞

Arnold Arao, Kei Mihara, Yoshinori Miwa, Hiroshi K

imura著　Answers to Everyday Questions 2 <Pre-Inte

rmediate>　南雲堂

ISBN978-4-523-17935-1 C0082

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8

授業の進め方、課題等ついての説明

Why are flamingos "pink"?

第2回　Unit 8

Why are flamingos "pink"?

第3回　Unit 9

What is a movie "trailer"?

第4回　Unit 9

What is a movie "trailer"?

第5回　Unit 10

Where did "bubble wrap" come from?

第6回　Unit 10

Where did "bubble wrap" come from?

第7回　Unit 11

Why is a billiard table "green"?

第8回　Unit 11

Why is a billiard table "green"?

第9回　Unit 12

Why is film called "footage"?

第10回　Unit 12

Why is film called "footage"?

第11回　Unit 13
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Where did "Coca-Cola"  come from?

第12回　Unit 13

Where did "Coca-Cola"  come from?

第13回　Unit 14

Why are social media apps "blue"?

第14回　Unit 14

Why are social media apps "blue"?

第15回　総復習

総括

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅳ Ｇ

河内山　真理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教科書の章に従って、テーマに対する知識を学んだあと、

様々な立場から考え、意見を交換しながら英語力を高め

ます。英語での表現に慣れ、英語で自分の意見を表現す

ることを求めます。

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

・教科書本文を理解した後、グループやペアでの活動も

取り入れます。具体的には、議論を行ったり、調べても

らったりします。学んだ表現を実際に使って、テーマに

沿ったプレゼンを行うこともあるので、授業外での取り

組みが必要な場合があります。

＜履修するにあたって＞

基礎英語1/2および実用英語1/2を履修済みであることを

強く推奨します。

連絡先メールアドレス

kochiyama@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業時間外に必要な学修＞

次の時間に扱うページに目を通し、特にReading部分の

意味の分からない語句は調べておくこと（30分程度）

各章のVocabularyの項目を必要があれば辞書を調べなが

ら埋めておくこと（20分程度）

次回進むところの問題を一通り解いておくこと（30分程

度）

学んだUnitの表現をつづり・意味・発音を覚えおくこと

(20分程度）

＜提出課題など＞

各章で扱うテーマに関連して、グループ/個人で調べた

ことを発表します。発表に用いた原稿やふりかえりを提

出してもらいます。発表については直後にコメントによ

るフィードバックを行います。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価　（小テスト　20%　課題と発表　30%)

総括レポート　50%

＜テキスト＞

Arnold Arao, Kei Mihara, Yoshinori Miwa, Hiroshi K

imura著　Answers to Everyday Questions 2 <Pre-Inte

rmediate> 南雲堂

ISBN978-4-523-17935-1 C0082

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8

授業の進め方、課題等ついての説明

Why are flamingos "pink"?

第2回　Unit 8

Why are flamingos "pink"?

第3回　Unit 9

What is a movie "trailer"?

第4回　Unit 9

What is a movie "trailer"?

第5回　Unit 10

Where did "bubble wrap" come from?

第6回　Unit 10

Where did "bubble wrap" come from?
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第7回　Unit 11

Why is a billiard table "green"?

第8回　Unit 11

Why is a billiard table "green"?

第9回　Unit 12

Why is film called "footage"?

第10回　Unit 12

Why is film called "footage"?

第11回　Unit 13

Where did "Coca-Cola"  come from?

第12回　Unit 13

Where did "Coca-Cola"  come from?

第13回　Unit 14

Why are social media apps "blue"?

第14回　Unit 14

Why are social media apps "blue"?

第15回　総復習

総括

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅳ Ａ【人文】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　学期末試験30％

＜テキスト＞

TARGET! intermediate　出版社：金星堂 2,200円（税込

）　ISBN：9784764740358

＜授業計画＞

第1回　Unit 7-1

New Ways to Travel (1)

第2回　Unit 7-2

New Ways to Travel (2)

第3回　Unit 8-1

Sports Anytime, Anywhere (1)

第4回　Unit 8-2

Sports Anytime, Anywhere (2)

第5回　Unit 9-1

　How Do You Enjoy Music? (1)

第6回　Unit 9-2

　How Do You Enjoy Music? (2)

第7回　復習

Unit 7からUnit 9の復習

第8回　Unit 10-1

　Choose What Color to Paint (1)

第9回　Unit 10-2
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　Choose What Color to Paint (2)

第10回　Unit 11-1

The Future of Food (1)

第11回　Unit 11-2

The Future of Food (2)

第12回　Unit 12-1

To Gain Experience in Business (1)

第13回　Unit 12-2

To Gain Experience in Business (2)

第14回　復習

Unit 10からUnit 12の復習

第15回　総復習と試験

既習内容の総復習と学期末試験

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎英語Ⅳ Ａ【GC・中/日】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

基礎英語3/4は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。中学・高校で培ってきた英語力の基礎固めを

した基礎英語1/2をより発展した講義となる。日常生活

に即したトピックについての発話を聞いて内容を理解し、

適切な応答ができるよう練習する。また、身近な話題に

ついて書かれたパッセージを読み、自分の意見を書いた

り口頭で発表したりできるよう練習する。この科目は、

全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外に

おいて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、

学びを深め、協働して社会に役立てることができる」を

目指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、会話の全体的な内容を把

握できる。（知識）

・ 大学生活や身の回りのできごとについて述べること

ができる。（知識）

・ 500-700語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　学期末試験30％

＜テキスト＞

TARGET! intermediate　出版社：金星堂　2,200円（税

込）　ISBN：9784764740358

＜授業計画＞

第1回　Unit 7-1

New Ways to Travel (1)

第2回　Unit 7-2

New Ways to Travel (2)

第3回　Unit 8-1

Sports Anytime, Anywhere (1)

第4回　Unit 8-2

Sports Anytime, Anywhere (2)

第5回　Unit 9-1

　How Do You Enjoy Music? (1)

第6回　Unit 9-2

　How Do You Enjoy Music? (2)

第7回　復習

Unit 7からUnit 9の復習

第8回　Unit 10-1

　Choose What Color to Paint (1)

第9回　Unit 10-2

　Choose What Color to Paint (2)

第10回　Unit 11-1

The Future of Food (1)

第11回　Unit 11-2

The Future of Food (2)

第12回　Unit 12-1

To Gain Experience in Business (1)

第13回　Unit 12-2
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To Gain Experience in Business (2)

第14回　復習

Unit 10からUnit 12の復習

第15回　総復習と試験

既習内容の総復習と学期末試験

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （情報基礎とWord基礎）

寺崎　幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、専門分野に高い関心を持

ち、専門領域の課題を考察し、解決するための知識や技

能を身につけること、さらにそれらを活用してさまざま

な問題を発見し、解決する方策を導くことができる技術

の習得を目指します。

最近では社会における高度情報化が進み、情報や情報技

術を正しく取り扱うことが、社会人の全てに基本技能と

して要求されるようになってきました。この授業では、

大学生活だけでなく、社会においても様々な分野でICT

を活用できるような知識と技術を身に付けることを目標

にしています。

具体的には、コンピュータやネットワークの基礎知識を

学び、Windowsの基本操作とMicrosoft Wordを使用した

文書作成技能の習得を目指します。

文書作成技能については、MOS（Microsoft Office Spec

ialist）資格試験のWord科目を視野に入れて解説します。

＜到達目標＞

１．クラウドコンピューティングを理解し、Office365

を活用できる。

２．ネットワーク上のモラルを理解し、ネットワークサ

ービスを正しく利用できる。

３．PCのハードウェアとしての構成、ファイル管理の概

念を理解し、活用できる。

４．段落、セクションの違いを理解し、書式設定に活用

ができる。

５．表や図など、文章をサポートするオブジェクトの挿

入・編集ができる。

６．索引・目次の作成、修正ができる。

７．ビジネス文書の様式を理解し、作成できる。

＜授業のキーワード＞

Office365、クラウド、PC基礎、ネットモラル、文章作

成、図表編集、書式設定、ビジネス文書

＜授業の進め方＞

本講義では、パソコンの基礎、インターネットの活用方

法から始め、Microsoft Wordを用いて様々な文書作成に

ついて学習します。Microsoft Wordの様々な機能を実習

し、文書をスムーズに作成できるよう指導します。作成

した文書は学内情報サービスに提出します。

課題やテストなどは解答を確認し、しっかりと理解でき

るまで実習を重ねていきます。

併せて、パソコンを使用できる環境では、タッチタイピ

ングの習得を積極的に実施し、文書作成の効率アップを

目指します。

＜履修するにあたって＞

１．授業開始時に実習内容の説明・デモンストレーショ

ンなどをします。遅刻をすると、授業の

理解に支障が生じますので遅刻しないよう注意してくだ

さい。

２．原則として前回の授業内容を踏まえて、実習を進行

します。そのため欠席をすると大きな不

利益を被ります。極力、欠席をしないようにしてくださ

い。やむを得ない事情で欠席をした場

合、次回の授業までに学習しておくようにしてください。

３．コンピュータは高度な精密機器です。取扱いには十

分注意してください。取り扱いについて

各自の責任を自覚していただくために、情報処理実習室

では座席指定をします。また、実習室内

は、禁煙、飲食禁止です。その他すべて、教員の指示に

従ってください。

４．教科書など、担当講師により異なることがあります。

掲示等に注意し、自分のクラスを確認

して間違いのないよう準備をしてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前にテキストの該当部分より、想定される操作確認を

してください。（50分程度）

授業後は、操作習得のため指示された練習問題や復習を

行ってください。（70分程度）

日常的にタッチタイピングを繰り返し練習してください。

（毎日30分程度）

＜提出課題など＞

授業で作成したファイル、確認テスト、課題はすべてdo

tCampusを使用して提出します。

確認テストは3回実施し、授業内で模範解答の提示と解

説を行います。

尚、定期試験は実施しません。

＜成績評価方法・基準＞

授業における提出物 70％、確認テスト 30% の割合で総

合的に評価します。

＜テキスト＞

FOM出版　よくわかる Microsoft Word 2016ドリル

＜参考図書＞

FOM出版　よくわかる Microsoft Word 2016 基礎・応用

情報処理センター編　「情報活用の基礎」



- 157 -

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

インターネットの活用(1)

授業の進め方・評価方法などの授業案内・課題の提出方

法など

Office365の紹介と利用方法

Microsoft Wordの紹介

第2回　パソコンの基礎

インターネットの活用(2)

ディレクトリ、およびパスの概念

ネットワーク上で守るべきこと

電子メールの活用について

第3回　文書の作成

文書の書式設定

表示機能

ワード画面上における、各箇所の名称

新規作成の方法

ページ設定や表示モード

第4回　印刷と保存

文字、段落の書式設定

印刷設定の変更

プロパティの確認、および管理

行と段落の違い

第5回　復習(1)

段落、セクションの書式設定

確認テスト実施

ページ、セクション区切りの挿入

セクション単位での書式設定

第6回　表の作成

スタイルの適用

タイトルの設定

セルの設定

第7回　リストの作成

リストの作成

リストレベルの変更

リスト番号の初期化

第8回　リファレンスの作成管理

参考資料（文献、引用、図など）の管理

第9回　グラフィックの挿入・書式設定

図・スマートアートの挿入

文字列の折り返し

代替テキストの挿入

第10回　復習(2)

文書オプションの設定・管理

確認テスト実施

文書のバージョン管理

編集の制限

パスワードによる文章保護

第11回　索引、目次の作成

索引の登録・作成・更新

目次の作成・更新

第12回　差し込み印刷

宛先の作成

差し込みフィールドの作成

印刷結果の確認

第13回　便利機能

クイックパーツの作成

文書パーツの管理

第14回　ビジネス文書の基本

社内文書・社外文書の基本

第15回　総合復習

各種資格との関係について

確認テスト実施

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （Power Point Mos）

佐藤　毅、岡本　有加

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面（実習）

＜授業の目的＞

プレゼンテーション技術について、発表に対する姿勢、

資料の作成方法について学修する。

Microsoft PowerPoint2016 を主なツールとして利用し、

その能力を評価する試験「Microsoft Office Specialis

t PowerPoint2016」の試験範囲を網羅した操作内容を学

習する。

全学DPに示されるように、獲得した知識や技能を活用し、

社会に役立つ情報活用力を深めることができる。また、

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手とのコミ

ュニケーションを円滑にすることができる。

＜到達目標＞

1．自らの考えを、他者へ正確に伝えるプレゼンテーシ

ョンができる。

2．Microsoft Office Specialist PowerPointの合格レ

ベルに達する。

＜授業のキーワード＞

PowerPoint、プレゼンテーション技法、MOS

＜授業の進め方＞

情報処理実習室において実習を中心に授業を行います。

＜履修するにあたって＞

授業は、実習室のPC（WindowsをOS）を利用します。

自宅で学習するためにも、PCを保有することを推奨しま

す。

また、Macでも学習は可能ですが、ソフトウェアの操作

方法がWindowsと異なることもあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の復習、および課題で90分を想定しています。

＜提出課題など＞
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dotCampusで、各種資料の配付、回収、提出を実施。

詳細については、講義において説明します。

フィードバックは、授業時、およびdotCampusで行いま

す。

＜成績評価方法・基準＞

授業成果物で40％、課題で50％、確認テストで10％とし

て評価します。

＜テキスト＞

Microsoft Office Specialist

Microsoft PowerPoint 2016 対策テキスト& 問題集　FO

M出版

＜参考図書＞

ガー・レイノルズ シンプルプレゼン（ 日経ビジネスア

ソシエ )

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

本実習の目的、到達目標について説明する。

MOS試験概要の説明

プレゼンテーションの目的について

第2回　 プレゼンテーションの作成と管理１

プレゼンテーションの作成

スライドマスターによる書式設定

オプションと表示をカスタマイズ

第3回　 プレゼンテーションの作成と管理２

印刷、保存のための設定

スライドショーの設定、実行

第4回　 図形やスライドの挿入と書式設定

スライドの挿入、書式設定

図形の挿入、書式設定

図形またはスライドを並べ替え、グループ化

第5回　スライドコンテンツの作成１

テキストの挿入、書式設定

表の挿入、書式設定

グラフの挿入、書式設定

第6回　スライドコンテンツの作成２

SmartArtグラフィックの挿入、書式設定

図の挿入、書式設定

メディアの挿入、書式設定

第7回　第1回確認テスト

第1回確認テスト、および解答の解説

第8回　画面切り替えやアニメーションの適用

画面切り替えの適用

コンテンツへのアニメーション設定

画面切り替えとアニメーションのタイミング設定

第9回　複数のプレゼンテーションの管理

複数のプレゼンテーションからコンテンツを結合

変更履歴の校閲

プレゼンテーションの保護、共有

第10回　プレゼンテーション技法１

総合課題

プレゼンテーションはどうあるべきか？

総合課題テーマの設定

第11回　プレゼンテーション技法２

総合課題

プレゼンテーションの企画・構成について

総合課題ストーリーの設定

第12回　プレゼンテーション技法３

総合課題

シンプルなスライドの作成

総合課題スライドの作成①

第13回　模擬試験

試験前の注意＆アドバイス、模擬試験実施＆解説

第14回　総合課題

修得した知識・スキルの確認

総合課題スライドの作成②

第15回　総合課題発表

総合課題の発表、および相互評価

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （情報基礎とWord基礎）

三木　雅子、崔　瑛理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、広い教養を身につけるこ

と、獲得した知識や技能をもって社会に貢献する力を身

につけることを目的とします。この科目は、「リテラシ

ー科目群」の「情報分野」に属します。

　最近では社会における高度情報化が進み、情報や情報

技術を正しく取り扱うことが、社会人の全てに基本技能

として要求されるようになってきました。この授業では、

その中においてMicrosoft Wordを用いた文書処理能力に

焦点を当て、社会に出てからも活用できるレベルで技能

を身につけることを目的とします。そのために必要なパ

ソコン及びネットワークの基礎知識についても学びます。

　また、MOS（Microsoft Office Specialist）資格試験

のWord科目も視野に入れて解説します。

＜到達目標＞

１．PCのハードウェアとしての構成、ファイル管理の概

念を理解し、活用できる。

２．ネットワーク上のモラルを理解し、ネットワークサ

ービスを正しく利用できる。

３．段落、セクションの違いを理解し、書式設定に活用

ができる。

４．表や図など、文章をサポートするオブジェクトの挿

入・編集ができる。

５．索引・目次の作成、修正ができる。
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６．ビジネス文書の様式を理解し、作成できる。

＜授業のキーワード＞

PC基礎、ネットモラル、文章作成、図表編集、書式設定、

ビジネス文書

＜授業の進め方＞

まず、各自、実習室のパソコンで課題に取り組んでもら

います（主にMicrosoft Word）。その後、課題の解説を

します。

仕上げた課題は、USBメモリなどに保存した後、本学の

e-learning システムである dotCampus を通して提出し

てもらいます。

授業に必要な資料の配付は、dotCampusを用いて行いま

す。

具体的な授業の流れは、最初の授業で説明します。

＜履修するにあたって＞

1．前回の授業内容を踏まえて、実習を進行します。し

たがって、欠席をすると、大きな不利益を被ります。極

力、欠席をしないようにして下さい。やむを得ない事情

で欠席をした場合、欠席時の実習内容のフォローをする

こと。

２．課題は指定された日時までにやり終え、提出期限を

守ってください。期限を過ぎての提出は原則としてでき

ません。やむをえない場合は配慮します。

３．教科書など、担当講師により異なることがあります。

掲示等に注意し、自分のクラスを確認して間違いのない

よう準備をして下さい。

４. USBメモリ（容量は小さくてOK）を各自用意してく

ださい。

詳しいことは最初の授業で説明します。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の課題で1時間。復習で1時間を想定しています。

＜提出課題など＞

テキストの問題を中心に、課題をやって学内の e-learn

ing システムを用いて提出してもらいます。課題は授業

中に解答・解説します。

＜成績評価方法・基準＞

毎授業時間における課題毎の実習成果、確認テスト(2回

実施）を総合して評価します。

授業における提出物70％, 確認テスト30％　として評価

します。

＜テキスト＞

「よくわかる Microsoft Word 2019ドリル」　FOM出版

　定価1100円（税込）

「情報活用の基礎　2022年度版」　神戸学院大学情報処

理センター編

＜参考図書＞

「よくわかる Microsoft Word 2019基礎」　FOM出版

定価2200円（税込）

「よくわかる Microsoft Word 2019応用」　FOM出版

定価2200円（税込）

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方

評価方法

課題の提出方法など

第2回　パソコンの基礎

インターネットの活用

ディレクトリ、およびパスの概念

ネットワーク上で守るべきこと

電子メールの活用について

第3回　文書の作成

文書の書式設定

表示機能

ワード画面上における、各箇所の名称

新規作成の方法

ページ設定や表示モード

第4回　印刷と保存

文字、段落の書式設定

印刷設定の変更

プロパティの確認、および管理

行と段落の違い

第5回　表の作成

スタイルの適用

タイトルの設定

セルの設定

第6回　グラフィックの挿入・書式設定

図・スマートアートの挿入

文字列の折り返し

代替テキストの挿入

第7回　ビジネス文書の基本

社内文書・社外文書の基本

第8回　確認テスト1

前半授業の理解度確認

第9回　段落、セクションの書式設定

ページ、セクション区切りの挿入

セクション単位での書式設定

第10回　長文におけるリストの作成

リストの作成

リストレベルの変更

リスト番号の初期化

第11回　文書オプションの設定・管理

文書のバージョン管理

編集の制限

パスワードによる文章保護

第12回　索引、目次の作成

リファレンスの作成管理

索引の登録・作成・更新

目次の作成・更新
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参考資料（文献、引用、図など）の管理

第13回　差し込み印刷

宛先の作成

差し込みフィールドの作成

印刷結果の確認

第14回　便利機能

クイックパーツの作成

文書パーツの管理

第15回　総合復習

確認テスト2

各種資格との関係について

後期授業の理解度確認

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （Ａ）【人文】

深田　美紀、青木　恵美、三木　洪子、富士野　克己、

岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。学外（公的機関等）での情報教育業務を6年間経験

しており、企業等で求められる情報に関する知識・スキ

ルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。
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情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。
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- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入、編集と

検索、置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確認

し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブル

に巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容： （Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）基本的な関数と

セル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　［対面］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

第15回　［対面・遠隔申請者］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面・遠隔申請者］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （Ａ）【心理】

深田　美紀、三木　洪子、富士野　克己、岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。
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知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。学外（公的機関等）での情報教育業務を6年間経験

しており、企業等で求められる情報に関する知識・スキ

ルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考
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えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入、編集と

検索、置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確認

し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブル

に巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍
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- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容： （Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）基本的な関数と

セル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　［対面］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

第15回　［対面・遠隔申請者］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面・遠隔申請者］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ 【総リハ】

濱本　季之、橋本　貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(講義・実習)

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

�����

今やコンピューターは、ビジネスや日常生活に欠かすこ

とのできない存在となった。スマートフォンやタブレッ

ト、ノートパソコンといった携帯機器を当たり前に使用

し、社会を動かすことのできる時代である。しかし、そ

の便利さと合わせてコンピュータウイルスを始めとした

様々な危険性も持ち合わせている。同時に情報の偏りを

知り、問題解決を図るための情報活用能力を身につける

必要がある。�����

この科目では、学生がコンピューターの利便性と危険性

の両方を理解し、社会に対応できるコンピューター力を

身に付けることを目標とする。�����

さらに、この科目では、知識面と技術面からますます発

展していくインターネット社会に対応できる基礎的な力

を身につけ、Society 5.0の社会を理解する。�����

知識面では、情報の特性や情報セキュリティに関する知

識を習得し、危険を未然に回避することができるように

なることを目的とする。�����

技術面では、ビジネスメールやワープロソフトMicrosof

t Wordに関する操作・技術を学び、社会でも役立つビジ

ネススキルを習得することを目的とする。特にレポート

作成ではインターネット情報の取捨選択についても学び、

獲得した知識や技能を総合的に活用できるようになるこ

とを目的とする。�����

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.パソコンに対する苦手意識がなくなる。�����

2.タッチタイピングで入力できる。�����

3.インターネットを利用して必要な情報を取捨選択でき

る。�����

4.Society 5.0で実現する社会を説明できる。�

5.クラウドサービスを活用することができる。���

5.ビジネスメールを作成し、就職活動にも役立てること

ができる。����
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6.ワープロソフトを使用して、目的に合った文書やレポ

ート作成ができる。　��

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング・情報セキュリティ・ビジネスメール

・クラウドサービス・Society 5.0・IoT・AI・Microsof

t Word

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。�����

●毎回設定されているテーマに基づく機能習得を目指し、

時間の許す限り復習も行う。�����

●毎回授業の冒頭にタイピング練習を行い、スムーズな

キー入力ができるようにスキルアップを目指す。

＜履修するにあたって＞

●毎回、教科書と配布プリントを持参すること。�����

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。�����

●遅刻するとパソコンの実習環境が整わなかったり、操

作がわからなくなったりするため、遅刻しないように注

意すること。�����

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると致命的になる場合があるため、欠席しな

いように注意すること。やむを得ない理由で欠席した場

合は、次の授業までに自習しておくこと。�����

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。�����

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。�����

●質問は電子メールでも受け付ける。電子メール操作は

授業において実習する。�����

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。�����

●この講義は、Microsoft Windows10とMicrosoft Offic

e 2016の環境で行う。�����

�����

●推奨パソコンスペック�����

OS：Windows10（Home Edition以上）�����

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。�����

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。�����

※Microsoftとの包括契約�����

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上�����

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）�����

メモリ：8GB以上�����

ディスク：256GB以上（SSD推奨）�����

Webカメラ：カメラ付き必須推奨�����

モニタ：13インチ以上�����

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの　　�����

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための中間テスト（第9回）・実技テス

ト（第15回）・タイピングテスト（第8回・第14回）を

授業中に実施する。また、知識習得確認のためにオンラ

インテスト（第5回）を実施する。提示が必要な模範解

答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●オンラインテスト・中間テスト・実技テスト・タイピ

ングテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補足教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

学内環境の確認とe-Learningについて

授業内容や評価に関する案内を行う。����

授業で使用するパソコンの使用方法を確認し、学内ネッ

トワーク及びe-Learningシステムの使用方法を実習する。

����

クラウドについて学び、ファイル保存を行う。����

タイピング練習を開始する。

第2回　インターネット

情報モラルと情報セキュリティ・IoT・センサ・

Society 5.0・ビッグデータ・AI

Webページの取扱方法やコンピューターネットワークを
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使用する上では常識として必要な知識である情報モラル

や情報セキュリティに関する講義を行う。

またセンサからの膨大な情報（ビッグデータ）を人工知

能（AI）が解析するしくみを講義する。

第3回

　電子メール①

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（Outlook初期設定・署名・

メール送受信・連絡先）

第4回　電子メール②

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（ビジネスメール・TO/CC/BC

Cの使い分け・敬語）

第5回　オンラインテスト（知識）

ファイル管理

Office365について

第1～4回までの習得確認のためのオンラインテストを実

施する。

必要なファイル管理操作を行い、Office365サービスに

ついて理解する。

第6回　Word基礎①

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（文字書式・段落書式・文字の効果・オンライン画像

・作表）

第7回　Word基礎②

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（図形描画・テキストボックス・スクリーンショット

）

第8回　タイピングテスト

Word基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word基礎範囲の復習演習を実施する。

第9回　中間テスト（実技）

ここまでのWord基礎技能習得確認のための中間テストを

実施する。

第10回　Web検索と参考文献

レポートや論文作成のためのWeb検索と参考文献の表記

の仕方を実習する。

第11回　Word応用①

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（ペー

ジ設定・ヘッダーフッター・表紙・スタイル・Excelデ

ータの活用）

第12回　Word応用②

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（図表

番号・脚注・段組み・タブ）

第13回　Word応用

（Web情報利用）

Word応用の習得技術の再確認とWeb情報の利用を実習す

る。

第14回　タイピングテスト

Word応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト

ここまでのWord応用技能習得確認のための実技テストを

実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

タイピング練習ソフトやWebサイトを使用して、正しい

指使いでタッチタイピングができるようにタイピング練

習を行い、記録を付ける。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ Ａ－１【栄養管理】

濱本　季之、竹内　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(講義・実習)

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

�����

今やコンピューターは、ビジネスや日常生活に欠かすこ

とのできない存在となった。スマートフォンやタブレッ

ト、ノートパソコンといった携帯機器を当たり前に使用

し、社会を動かすことのできる時代である。しかし、そ

の便利さと合わせてコンピュータウイルスを始めとした

様々な危険性も持ち合わせている。同時に情報の偏りを

知り、問題解決を図るための情報活用能力を身につける

必要がある。�����

この科目では、学生がコンピューターの利便性と危険性

の両方を理解し、社会に対応できるコンピューター力を

身に付けることを目標とする。�����

さらに、この科目では、知識面と技術面からますます発

展していくインターネット社会に対応できる基礎的な力

を身につけ、Society 5.0の社会を理解する。�����

知識面では、情報の特性や情報セキュリティに関する知

識を習得し、危険を未然に回避することができるように

なることを目的とする。�����
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技術面では、ビジネスメールやワープロソフトMicrosof

t Wordに関する操作・技術を学び、社会でも役立つビジ

ネススキルを習得することを目的とする。特にレポート

作成ではインターネット情報の取捨選択についても学び、

獲得した知識や技能を総合的に活用できるようになるこ

とを目的とする。�����

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.パソコンに対する苦手意識がなくなる。�����

2.タッチタイピングで入力できる。�����

3.インターネットを利用して必要な情報を取捨選択でき

る。�����

4.Society 5.0で実現する社会を説明できる。�

5.クラウドサービスを活用することができる。���

5.ビジネスメールを作成し、就職活動にも役立てること

ができる。����

6.ワープロソフトを使用して、目的に合った文書やレポ

ート作成ができる。　��

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング・情報セキュリティ・ビジネスメール

・クラウドサービス・Society 5.0・IoT・AI・Microsof

t Word

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。�����

●毎回設定されているテーマに基づく機能習得を目指し、

時間の許す限り復習も行う。�����

●毎回授業の冒頭にタイピング練習を行い、スムーズな

キー入力ができるようにスキルアップを目指す。

＜履修するにあたって＞

●毎回、教科書と配布プリントを持参すること。�����

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。�����

●遅刻するとパソコンの実習環境が整わなかったり、操

作がわからなくなったりするため、遅刻しないように注

意すること。�����

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると致命的になる場合があるため、欠席しな

いように注意すること。やむを得ない理由で欠席した場

合は、次の授業までに自習しておくこと。�����

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。�����

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。�����

●質問は電子メールでも受け付ける。電子メール操作は

授業において実習する。�����

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。�����

●この講義は、Microsoft Windows10とMicrosoft Offic

e 2016の環境で行う。�����

�����

●推奨パソコンスペック�����

OS：Windows10（Home Edition以上）�����

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。�����

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。�����

※Microsoftとの包括契約�����

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上�����

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）�����

メモリ：8GB以上�����

ディスク：256GB以上（SSD推奨）�����

Webカメラ：カメラ付き必須推奨�����

モニタ：13インチ以上�����

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの　　�����

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための中間テスト（第9回）・実技テス

ト（第15回）・タイピングテスト（第8回・第14回）を

授業中に実施する。また、知識習得確認のためにオンラ

インテスト（第5回）を実施する。提示が必要な模範解

答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●オンラインテスト・中間テスト・実技テスト・タイピ

ングテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場



- 169 -

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補足教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

学内環境の確認とe-Learningについて

授業内容や評価に関する案内を行う。����

授業で使用するパソコンの使用方法を確認し、学内ネッ

トワーク及びe-Learningシステムの使用方法を実習する。

����

クラウドについて学び、ファイル保存を行う。����

タイピング練習を開始する。

第2回　インターネット

情報モラルと情報セキュリティ・IoT・センサ・

Society 5.0・ビッグデータ・AI

Webページの取扱方法やコンピューターネットワークを

使用する上では常識として必要な知識である情報モラル

や情報セキュリティに関する講義を行う。

またセンサからの膨大な情報（ビッグデータ）を人工知

能（AI）が解析するしくみを講義する。

第3回

　電子メール①

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（Outlook初期設定・署名・

メール送受信・連絡先）

第4回　電子メール②

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（ビジネスメール・TO/CC/BC

Cの使い分け・敬語）

第5回　オンラインテスト（知識）

ファイル管理

Office365について

第1～4回までの習得確認のためのオンラインテストを実

施する。

必要なファイル管理操作を行い、Office365サービスに

ついて理解する。

第6回　Word基礎①

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（文字書式・段落書式・文字の効果・オンライン画像

・作表）

第7回　Word基礎②

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（図形描画・テキストボックス・スクリーンショット

）

第8回　タイピングテスト

Word基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word基礎範囲の復習演習を実施する。

第9回　中間テスト（実技）

ここまでのWord基礎技能習得確認のための中間テストを

実施する。

第10回　Web検索と参考文献

レポートや論文作成のためのWeb検索と参考文献の表記

の仕方を実習する。

第11回　Word応用①

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（ペー

ジ設定・ヘッダーフッター・表紙・スタイル・Excelデ

ータの活用）

第12回　Word応用②

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（図表

番号・脚注・段組み・タブ）

第13回　Word応用

（Web情報利用）

Word応用の習得技術の再確認とWeb情報の利用を実習す

る。

第14回　タイピングテスト

Word応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト

ここまでのWord応用技能習得確認のための実技テストを

実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

タイピング練習ソフトやWebサイトを使用して、正しい

指使いでタッチタイピングができるようにタイピング練

習を行い、記録を付ける。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ Ｃ【栄養生命】

上村　千里

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(講義・実習)

＜授業の目的＞
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この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

今やコンピューターは、ビジネスや日常生活に欠かすこ

とのできない存在となった。スマートフォンやタブレッ

ト、ノートパソコンといった携帯機器を当たり前に使用

し、社会を動かすことのできる時代である。しかし、そ

の便利さと合わせてコンピュータウイルスを始めとした

様々な危険性も持ち合わせている。同時に情報の偏りを

知り、問題解決を図るための情報活用能力を身につける

必要がある。

この科目では、学生がコンピューターの利便性と危険性

の両方を理解し、社会に対応できるコンピューター力を

身に付けることを目標とする。

さらに、この科目では、知識面と技術面からますます発

展していくインターネット社会に対応できる基礎的な力

を身につけ、Society 5.0の社会を理解する。

知識面では、情報の特性や情報セキュリティに関する知

識を習得し、危険を未然に回避することができるように

なることを目的とする。

技術面では、ビジネスメールやワープロソフトMicrosof

t Wordに関する操作・技術を学び、社会でも役立つビジ

ネススキルを習得することを目的とする。特にレポート

作成ではインターネット情報の取捨選択についても学び、

獲得した知識や技能を総合的に活用できるようになるこ

とを目的とする。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.パソコンに対する苦手意識がなくなる。

2.タッチタイピングで入力できる。

3.インターネットを利用して必要な情報を取捨選択でき

る。

4.Society 5.0で実現する社会を説明できる。

5.クラウドサービスを活用することができる。

5.ビジネスメールを作成し、就職活動にも役立てること

ができる。

6.ワープロソフトを使用して、目的に合った文書やレポ

ート作成ができる。

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング・情報セキュリティ・ビジネスメール

・クラウドサービス・Society 5.0・IoT・AI・Microsof

t Word

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回設定されているテーマに基づく機能習得を目指し、

時間の許す限り復習も行う。

●毎回授業の冒頭にタイピング練習を行い、スムーズな

キー入力ができるようにスキルアップを目指す。

＜履修するにあたって＞

●毎回、教科書と配布プリントを持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻するとパソコンの実習環境が整わなかったり、操

作がわからなくなったりするため、遅刻しないように注

意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると致命的になる場合があるため、欠席しな

いように注意すること。やむを得ない理由で欠席した場

合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。電子メール操作は

授業において実習する。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows10とMicrosoft Offic

e 2016の環境で行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための中間テスト（第9回）・実技テス

ト（第15回）・タイピングテスト（第8回・第14回）を

授業中に実施する。また、知識習得確認のためにオンラ

インテスト（第5回）を実施する。提示が必要な模範解

答はdotCampusにて対応する。
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その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●オンラインテスト・中間テスト・実技テスト・タイピ

ングテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補足教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

学内環境の確認とe-Learningについて

授業内容や評価に関する案内を行う。

授業で使用するパソコンの使用方法を確認し、学内ネッ

トワーク及びe-Learningシステムの使用方法を実習する。

クラウドについて学び、ファイル保存を行う。

タイピング練習を開始する。

第2回　インターネット

情報モラルと情報セキュリティ・IoT・センサ・

Society 5.0・ビッグデータ・AI

Webページの取扱方法やコンピューターネットワークを

使用する上では常識として必要な知識である情報モラル

や情報セキュリティに関する講義を行う。

またセンサからの膨大な情報（ビッグデータ）を人工知

能（AI）が解析するしくみを講義する。

第3回　電子メール①

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（Outlook初期設定・署名・

メール送受信・連絡先）

第4回　電子メール②

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（ビジネスメール・TO/CC/BC

Cの使い分け・敬語）

第5回　オンラインテスト（知識）

ファイル管理

Office365について

第1～4回までの習得確認のためのオンラインテストを実

施する。

必要なファイル管理操作を行い、Office365サービスに

ついて理解する。

第6回　Word基礎①

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（文字書式・段落書式・文字の効果・オンライン画像

・作表）

第7回　Word基礎②

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（図形描画・テキストボックス・スクリーンショット

）

第8回　タイピングテスト

Word基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word基礎範囲の復習演習を実施する。

第9回　中間テスト（実技）

ここまでのWord基礎技能習得確認のための中間テストを

実施する。

第10回　Web検索と参考文献

レポートや論文作成のためのWeb検索と参考文献の表記

の仕方を実習する。

第11回　Word応用①

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（ペー

ジ設定・ヘッダーフッター・表紙・スタイル・Excelデ

ータの活用）

第12回　Word応用②

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（図表

番号・脚注・段組み・タブ）

第13回　Word応用

（Web情報利用）

Word応用の習得技術の再確認とWeb情報の利用を実習す

る。

第14回　タイピングテスト

Word応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。
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Word応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト

ここまでのWord応用技能習得確認のための実技テストを

実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

タイピング練習ソフトやWebサイトを使用して、正しい

指使いでタッチタイピングができるようにタイピング練

習を行い、記録を付ける。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （Ａ）【経済】

梯　健太郎、永岡　久美子、沈　成輔

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を９年間、情報教育業務を７年間

経験していますので、より実践的な観点から情報に関す

る知識・スキル等を解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。



- 173 -

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。
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- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入、編集と

検索、置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確認

し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブル

に巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容： （Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）基本的な関数と

セル参照、絶対参照

第13回　［対面］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　［対面・遠隔申請者］

理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

［遠隔］

Wi-Fi の安全な利用

- ［対面・遠隔申請者］

当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

- ［遠隔］

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

第15回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］家計簿

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （Ａ）【経営】

上村　千里、濱本　季之、中原　伸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(講義・実習)

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

今やコンピューターは、ビジネスや日常生活に欠かすこ

とのできない存在となった。スマートフォンやタブレッ

ト、ノートパソコンといった携帯機器を当たり前に使用

し、社会を動かすことのできる時代である。しかし、そ

の便利さと合わせてコンピュータウイルスを始めとした

様々な危険性も持ち合わせている。同時に情報の偏りを

知り、問題解決を図るための情報活用能力を身につける

必要がある。

この科目では、学生がコンピューターの利便性と危険性

の両方を理解し、社会に対応できるコンピューター力を

身に付けることを目標とする。

さらに、この科目では、知識面と技術面からますます発

展していくインターネット社会に対応できる基礎的な力
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を身につけ、Society 5.0の社会を理解する。

知識面では、情報の特性や情報セキュリティに関する知

識を習得し、危険を未然に回避することができるように

なることを目的とする。

技術面では、ビジネスメールやワープロソフトMicrosof

t Wordに関する操作・技術を学び、社会でも役立つビジ

ネススキルを習得することを目的とする。特にレポート

作成ではインターネット情報の取捨選択についても学び、

獲得した知識や技能を総合的に活用できるようになるこ

とを目的とする。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.パソコンに対する苦手意識がなくなる。

2.タッチタイピングで入力できる。

3.インターネットを利用して必要な情報を取捨選択でき

る。

4.Society 5.0で実現する社会を説明できる。

5.クラウドサービスを活用することができる。

5.ビジネスメールを作成し、就職活動にも役立てること

ができる。

6.ワープロソフトを使用して、目的に合った文書やレポ

ート作成ができる。

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング・情報セキュリティ・ビジネスメール

・クラウドサービス・Society 5.0・IoT・AI・Microsof

t Word

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回設定されているテーマに基づく機能習得を目指し、

時間の許す限り復習も行う。

●毎回授業の冒頭にタイピング練習を行い、スムーズな

キー入力ができるようにスキルアップを目指す。

＜履修するにあたって＞

●毎回、教科書と配布プリントを持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻するとパソコンの実習環境が整わなかったり、操

作がわからなくなったりするため、遅刻しないように注

意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると致命的になる場合があるため、欠席しな

いように注意すること。やむを得ない理由で欠席した場

合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。電子メール操作は

授業において実習する。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows10とMicrosoft Offic

e 2016の環境で行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための中間テスト（第9回）・実技テス

ト（第15回）・タイピングテスト（第8回・第14回）を

授業中に実施する。また、知識習得確認のためにオンラ

インテスト（第5回）を実施する。提示が必要な模範解

答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●オンラインテスト・中間テスト・実技テスト・タイピ

ングテスト2回
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その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補足教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

学内環境の確認とe-Learningについて

授業内容や評価に関する案内を行う。

授業で使用するパソコンの使用方法を確認し、学内ネッ

トワーク及びe-Learningシステムの使用方法を実習する。

クラウドについて学び、ファイル保存を行う。

タイピング練習を開始する。

第2回　インターネット

情報モラルと情報セキュリティ・IoT・センサ・

Society 5.0・ビッグデータ・AI

Webページの取扱方法やコンピューターネットワークを

使用する上では常識として必要な知識である情報モラル

や情報セキュリティに関する講義を行う。

またセンサからの膨大な情報（ビッグデータ）を人工知

能（AI）が解析するしくみを講義する。

第3回　電子メール①

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（Outlook初期設定・署名・

メール送受信・連絡先）

第4回　電子メール②

電子メールの操作方法を実習する。また、将来の就職活

動でも役立つように、礼儀正しい文章で利用すべきビジ

ネスメールの演習を行う。（ビジネスメール・TO/CC/BC

Cの使い分け・敬語）

第5回　オンラインテスト（知識）

ファイル管理

Office365について

第1～4回までの習得確認のためのオンラインテストを実

施する。

必要なファイル管理操作を行い、Office365サービスに

ついて理解する。

第6回　Word基礎①

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（文字書式・段落書式・文字の効果・オンライン画像

・作表）

第7回　Word基礎②

文書作成に必要な機能を実習する。但し、単に編集機能

の実習を行うのではなく、作成すべき内容に適した文書

作成ができるようになることを目的とした実習を行う。

　（図形描画・テキストボックス・スクリーンショット

）

第8回　タイピングテスト

Word基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word基礎範囲の復習演習を実施する。

第9回　中間テスト（実技）

ここまでのWord基礎技能習得確認のための中間テストを

実施する。

第10回　Web検索と参考文献

レポートや論文作成のためのWeb検索と参考文献の表記

の仕方を実習する。

第11回　Word応用①

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（ペー

ジ設定・ヘッダーフッター・表紙・スタイル・Excelデ

ータの活用）

第12回　Word応用②

レポート作成に必要な機能を実習する。他科目でも課せ

られるレポート作成時に役立つ機能を習得する。（図表

番号・脚注・段組み・タブ）

第13回　Word応用

（Web情報利用）

Word応用の習得技術の再確認とWeb情報の利用を実習す

る。

第14回　タイピングテスト

Word応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Word応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト

ここまでのWord応用技能習得確認のための実技テストを

実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

タイピング練習ソフトやWebサイトを使用して、正しい

指使いでタッチタイピングができるようにタイピング練

習を行い、記録を付ける。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （Ｃ）【現社】

河下　真佐代、寄木　知子、小野原　登美子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習
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＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT企業での業務を 20 年、情報教育業務は 10 年経

験していますので、実務経験を生かした実践的な観点か

ら情報に関する知識・スキル等を解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。
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PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容： ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入・編集と

検索・置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

- インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確

認し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブ

ルに巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。
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- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

- テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）基本的な関数とセ

ル参照、絶対参照

第13回　Wi-Fi の安全な利用

- 無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公

共のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解す

る。

- nanare の主な学習内容：（一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

- 当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解

度を試験形式で確認する。

- タイピング試験を実施する。

第15回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

  -［テーマの例］家計簿

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （Ａ）【ＧＣ】

沈　成輔、永岡　久美子、梯　健太郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を8年間、情報教育業務を6年間経

験していますので、より実践的な観点から情報に関する

知識・スキル等を解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる
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・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。

(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。
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- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入、編集と

検索、置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確認

し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブル

に巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）�����

テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容： （Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）基本的な関数と

セル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　Wi-Fi の安全な利用

無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公共

のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解する。

第15回　理解度確認問題（前期末）とタイピング試験
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当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解度

を試験形式で確認する。

タイピング試験を実施する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅰ （Ｆ）【ＧＣ（日）】

三木　洪子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

当講義では［学業に必要と考えられるレベルの PC 操作

スキル］の習得を目指します。

知識面では OS やネットワーク、セキュリティ、情報モ

ラルに関する基礎を、技能面ではタイピングに始まり、

OS の基本操作、メールやブラウザの活用、基礎的なオ

フィスソフトの活用を学びます。

20 世紀後半から始まった ICT（情報・通信に関連する

技術一般の総称）の急激な発展は、我々の社会に劇的な

変化をもたらしました。

技術的には今も変化のうねりの渦中にありますが、社会

に十分に浸透し、活用されている技術は、（別の大きな

ブレークスルーの出現までは）今後も活用され続けると

考えられます。

タブレットやスマートフォンなどの業務活用も広がって

いますが、現時点では、PC を適切に操作できることは

学業・社会生活に非常に有用な（もしくは必須の）技能

です。

他講義から一定の習熟を期待される内容でもありますの

で、苦手意識を捨てて取り組んでいただきたいと思いま

す。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT企業での業務を 10 年、情報教育業務は 15 年経

験していますので、実務経験を生かした実践的な観点か

ら情報に関する知識・スキル等を解説します。

＜到達目標＞

・日本語 75 文字／分以上のスピードでタッチタイピン

グができる

・Windows において基本的なファイル・フォルダー操作

を行える

・基本的なショートカットキーを使用して Windows を

操作できる

・Word を利用し、1 ページで完結する体裁の整った文

書を作成できる

・Excel を利用し、表計算ソフトの特徴を活かした（比

較的少ない件数の）表及びグラフを作成できる

・PowerPoint を利用し、聞き手を意識したプレゼン資

料を作成できる

・メールに関する基本的なマナーを知り、大学のメール

システムを活用できる

・圧縮と解凍について理解し、ファイルやフォルダーを

圧縮・暗号化して受け渡しできる

・インターネットのトラブル事例を知り、安全かつ価値

的なネット活用を行える

・学内・学外の Wi-Fi 環境を適切かつ安全に活用でき

る

＜授業のキーワード＞

タッチタイピング、エクスプローラー操作、圧縮と解凍、

Wi-Fi

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

講義開始直後に着席していない学生は遅刻とみなします。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の年度当初の PC 操作スキルには大きな開きがあ

りますが、他人と比較することなく、自己のスキル向上

に努めるようにしてください。
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(5) タイピングについて

タイピングスピードの向上にはある程度の練習量が必要

ですが、一度習得してしまえば、今後受講する様々な講

義において課題やレポート作成の効率が上がります。

できるだけ早い段階で練習時間を確保し、目標に達成す

ることを勧めます。

(6) 学習環境について

eラーニング教材 nanare から試験問題も提出されます

ので、自宅で学習ができるような環境を整えることが望

ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解度確認問題（中間）と理解度確認問題（前期末）は、

それぞれ eラーニング教材 nanare から出題されますの

で、指示された範囲を学習しておいてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。頭で考

えなくても指が自然に動くようになるまで、そう多くの

期間は必要ありません。できるだけ日を置かず集中的に

練習し、早めに目標に到達してください。コツ等は講義

内で説明します。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

  ※一定速度に達するまで

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回に分

かれています。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 001-067 の範囲

を学習済みにすること

2. 第 07 回講義日の前日 24 時までに 068-104 の範囲

を学習済みにすること

3. 第 10 回講義日の前日 24 時までに 105-132 の範囲

を学習済みにすること

4. 第 13 回講義日の前日 24 時までに 133-156 の範囲

を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- タイピング試験：20 %

- 理解度確認問題（中間）：10 %

- 理解度確認問題（前期末）：25 %

単位取得には、期限を遵守した各課題の提出、タイピン

グ練習、試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、各試

験は eラーニング教材 nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

教材費 3,500 円は初回登校日に講義内で徴収します。

忘れないように持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスとタイピング計測

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れ、課題の提出

方法について理解する。

- タイピングスピードを測定し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容： ウィンドウ操作など最も初

歩的な PC 操作

第2回　基本的なウィンドウ操作とタッチタイピング

- タッチタイピングを習得するためのコツや練習方法に

ついて理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）行と段落の違いや

適切な文字列の配置、画像の挿入

第3回　覚えておきたい Windows の機能と文書の新規作

成

- ショートカットキーや IME 辞書の活用など、Windows

 の提供する作業効率向上のための機能について実習す

る。

- Word を利用して文書を新規作成し、ページ設定、名

前を付けて保存する方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）セルへの値の入力

や結合といった基本的なセル操作

第4回　電子メールの活用

- 電子メールの一般的な利用方法とマナー、及び学内 W

ebメール環境の操作について実習する。

- nanare の主な学習内容：（PowerPoint）スライドの

作成・編集

第5回　効果的なプレゼン資料の作成（1）

- 聞き手が理解しやすいプレゼン資料のアウトラインを

作成、実習する。
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- nanare の主な学習内容：（Excel）セルの書式設定、

計算式の入力

第6回　効果的なプレゼン資料の作成（2）

- 効果的なプレゼン資料作成について実習し、発表中の

スライドの切り替えやノートの利用について実践感覚を

掴む。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の挿入・編集と

検索・置換

第7回　ネット利用に関するトラブル事例

- インターネット利用に関する各種のトラブル事例を確

認し、プライバシーやセキュリティを意識した、トラブ

ルに巻き込まれにくいネット活用姿勢について学習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）関数の利用、印刷

範囲の設定

第8回　理解度確認問題（中間）

- テスト形式で当該回までの理解度を確認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）インデント・箇条

書き・段落番号といった段落の編集、書式のコピー・貼

り付けなどの操作

第9回　ファイルの圧縮と解凍

- 圧縮ファイルの形式や特徴について理解を深め、Wind

ows 標準機能や圧縮解凍アプリを用い、ファイルやフォ

ルダーの圧縮・解凍、暗号化について実習する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）簡単なグラフの作

成、各要素の表示・非表示の切り替え

第10回　エクスプローラー操作の基礎

- 階層構造の概念を理解し、ファイル・フォルダーの基

本操作を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）各種オブジェクト

の追加と編集

第11回　エクスプローラー操作の応用

- ファイル・フォルダーの応用的な操作（特に多くのフ

ァイルを効率的に扱う操作）を習得する。

- nanare の主な学習内容：（Word）表の編集と効率的

な表の作成（Excel）さまざまなオートフィル

第12回　Word 印刷実習

- Word の印刷時の調整と、発生しやすいトラブル及び

その解決方法について実習する。

- PDF ファイルの特徴と活用について理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）基本的な関数とセ

ル参照、絶対参照

第13回　問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

- [テーマの例] 家計簿

- nanare の主な学習内容： （一般知識）n 進数、文字

コード、解像度

第14回　Wi-Fi の安全な利用

- 無線LAN（Wi-Fi）の基本的な構成と接続方法、また公

共のWi-Fi環境を利用する際の注意事項について理解す

る。

第15回　理解度確認問題（前期末）とタイピング試験

- 当該回までの eラーニング教材 nanare の課題の理解

度を試験形式で確認する。

- タイピング試験を実施する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ （Excelの基礎）

寺崎　幸、三木　雅子、崔　瑛理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、専門分野に高い関心を持

ち、専門領域の課題を考察し、解決するための知識や技

能を身につけること、さらにそれらを活用してさまざま

な問題を発見し、解決する方策を導くことができる技術

の習得を目指します。

データ分析は現状を把握し問題を解決する際に最も重要

で、特にビジネスシーンには不可欠な作業です。この授

業では、さまざまなデータを効率的に分析し、それを実

践的に活用できる知識と技術を習得することを目標にし

ています。

具体的には、社会人として使えることが必須と言える統

合表計算ソフトMicrosoft Excelの使い方を学びます。

また、MOS（Microsoft Office Specialist）資格試験の

Excel科目も視野に入れて解説します。

＜到達目標＞

１．数値の表示形式を使い分けることができる。

２．ページレイアウトを理解し、適切な書式設定ができ

る。

３．参照形式の違いを理解し、オートフィルを正しく利

用できる。

４．基本的な関数を使いこなすことができる。

５．ピボットテーブルを活用し、目的の表を作成できる。

６．データを、目的に応じたグラフへと変換できる。

７．基本的なマクロ操作を理解し、作成、編集、実行が

できる。

＜授業のキーワード＞

Excel、関数、データのグラフ、ピボットテーブル、マ

クロ

＜授業の進め方＞

本講義では、Microsoft Excelの基礎から応用までを幅

広く実習し、あらゆる状況に対応できるよう実践的な問

題にも取り組みます。授業で実習したファイルや練習問



- 185 -

題は学内情報サービスに提出し、しっかりと理解できる

まで復習を重ねていきます。

＜履修するにあたって＞

１．授業開始時にその日に行う実習内容の説明・デモン

ストレーションなどをします。遅刻をす

ると、授業の理解に支障が生じますので遅刻しないよう

注意してください。

２．原則として前回の授業内容を踏まえて、実習を進行

します。そのため欠席をすると大きな不

利益を被ります。極力、欠席をしないようにしてくださ

い。やむを得ない事情で欠席をした場

合、次回の授業までに学習しておくようにしてください。

３．コンピュータは高度な精密機器です。取扱いには十

分注意してください。取り扱いについて

各自の責任を自覚していただくために、情報処理実習室

では座席指定をします。また、実習室内

は、禁煙、飲食禁止です。その他すべて、教員の指示に

従ってください。

４．教科書など、クラス毎に用意するものが異なること

がありますので、掲示に注意し、自分の

クラスを確認して間違いの無いように準備してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前にテキストの該当部分より、想定される操作確認を

してください。（50分程度）

授業後は、操作習得のため指示された練習問題や復習を

行ってください。（70分程度）

＜提出課題など＞

授業で作成したファイル、確認テスト、課題はすべてdo

tCampusを使用して提出します。

確認テストは3回実施し、授業内で模範解答の提示と解

説を行います。

尚、定期試験は実施しません。

＜成績評価方法・基準＞

授業における提出物 70％、確認テスト 30% の割合で総

合的に評価します。

＜テキスト＞

よくわかる Microsoft Excel 2016ドリル（FOM出版・1,

000+税）

　※第1回授業に必ず間に合うように準備してください。

＜参考図書＞

よくわかる Microsoft Excel 2016 基礎・応用（FOM出

版）

情報処理センター編　「情報活用の基礎」

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

情報処理実習室の利用について

授業の進め方

評価方法

課題の提出方法など

Microsoft Excelの紹介

第2回　Excelの基本

Microsoft Excelの起動と終了

データの種類と入力

ワークシートの保存と読み込み

整った表の作成（罫線の活用）

第3回　Excelの設定

数値の表示形式

シリアル値と日付

ページ設定

印刷範囲の設定

第4回　数式の入力と関数の利用１

数式の入力

絶対参照と相対参照

様々なオートフィル

第5回　復習(1)

数式の入力と関数の利用２

確認テスト実施

基本的な関数の利用（SUM, AVERAGE，RANK　ほか）

第6回　数式の入力と関数の利用３

関数の利用（IF, VLOOKUP　ほか）

複数シートの集計（串刺しテクニック）

第7回　グラフの作成1

グラフ作成の基礎

グラフの編集

第8回　グラフの作成２

グラフの作成の応用

様々なグラフ

第9回　データ操作１

データの並べ替え

データの検索と抽出

第10回　復習(2)

データ操作２

確認テスト実施

テーブルの利用と集計

第11回　ピボット操作

ピボットテーブルとピボットグラフ

第12回　様々な応用

名前の定義

保護機能

関数の組み合わせ（ネスト）

第13回　マクロ１

マクロの概要

マクロの作成

マクロの記録

マクロの実行

第14回　マクロ２（VBA・VBE）

マクロの編集

コンパイルの実行



- 186 -

動作確認

第15回　総合復習

確認テスト実施

各種資格との関係について

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ （Ａ）【人文】

深田　美紀、青木　恵美、三木　洪子、富士野　克己、

岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。学外（公的機関等）での情報教育業務を6年間経験

しており、企業等で求められる情報に関する知識・スキ

ルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード
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でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　Office ソフトウェア間の連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定、セクションの利用

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ヘッダーとフッタ

ーの設定方法、グラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを確

認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）トリミング（Excel

）オートフィルター、 ROUND 関数

第5回　 P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得意

／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）スタイルの利用（E

xcel）RANK 関数、VLOOKUP 関数

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）複合グラフ、COUN

TIF関数、SUMIF関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）索引の作成、差し

込み印刷（Excel）ユーザー定義の表示形式

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］ 簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容：（Word）文書の保護（Excel
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）テーブル機能

第10回　 P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識

確認問題

準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベルを

確認する。

各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ピボットテーブル

の作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断する。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式の

変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定を

行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ）。

アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰する。

アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ （Ａ）【心理】

深田　美紀、三木　洪子、富士野　克己、岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。学外（公的機関等）での情報教育業務を6年間経験

しており、企業等で求められる情報に関する知識・スキ

ルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。
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(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　Office ソフトウェア間の連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定、セクションの利用

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ヘッダーとフッタ

ーの設定方法、グラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを確

認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）トリミング（Excel

）オートフィルター、 ROUND 関数

第5回　 P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得意

／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）IF関数、複数の関

数の組み合わせ

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ
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を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）スタイルの利用（E

xcel）RANK 関数、VLOOKUP 関数

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）複合グラフ、COUN

TIF関数、SUMIF関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）索引の作成、差し

込み印刷（Excel）ユーザー定義の表示形式

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］ 簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容：（Word）文書の保護（Excel

）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベルを

確認する。

各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ピボットテーブル

の作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断する。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式の

変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定を

行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ）。

アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰する。

アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ 【総リハ】

濱本　季之、橋本　貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

ビジネスシーンにおいては、プレゼンテーションスキル

とコンピュータースキルが重視されており、社会ではこ

の2つのスキル習得を学生に求める声も多い。

この科目では、Microsoft PowerPointとMicrosoft  Exc

elを使用して、社会に通用するプレゼンテーションスキ

ルと必須とされているExcelスキルを身につける。

Microsoft PowerPointでは、プレゼンテーションスキル

を習得する。実習ではアプリケーション操作だけでなく、

聞き手に興味を持たせる構成やわかりやすいプレゼンテ

ーションのためのビジュアル化ができるようになること

を目的とし、社会に通用するプレゼンテーションスキル

の習得を目指す。

Microsoft Excelでは、様々なデータを元に作表や計算、

グラフ化、データベース利用などができるように基礎を

習得する。その上で様々なビジネスシーンで役立つ汎用

性の高いExcel関数を学び、社会で必要とされるコンピ

ュータスキルを習得することを目指す。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.プレゼンテーションに必要な知識を習得し、訴求力の

あるプレゼンテーション資料を作成できる。

2.Excelを使用して、計算式を設定した表作成や目的に

合ったグラフ作成ができる。

3.効率的に作業を行うための使用頻度が高いExcel関数

を使うことができる。

4.タッチタイピングで速く正確な入力ができる。

5.ビジネス形式のメールが作成できる。

＜授業のキーワード＞

プレゼンテーション・Microsoft PowerPoint・Microsof

t Excel・タッチタイピング・ビジネスメール

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回、設定されているテーマに基づく機能習得を目指

し、時間の許す限り復習も行う。
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●毎回、授業の冒頭にタイピング練習を行い、タッチタ

イピングができるようにスキルアップを目指す。

●授業の最後に指示されたテーマに基づくメールを作成

し、講師宛に送信する。

＜履修するにあたって＞

●毎回、必ず、配布プリントと教科書を持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻すると自分のパソコンの実習環境が整わなかった

り、操作がわからなくなったりするため、遅刻しないよ

うに注意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると大幅な遅れにつながる場合があるため、

欠席しないように注意すること。やむを得ない理由で欠

席した場合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows 10とMicrosoft Offi

ce 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための課題作成テスト（第5回）・中間

テスト（第10回）・実技テスト（第15回）・タイピング

テスト（第9回・第14回）を授業中に実施する。

提示が必要な模範解答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●課題作成テスト・中間テスト・実技テスト・タイピン

グテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補助教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

Power Pointの実習①

授業内容や評価に関する案内を行う。

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（テ

ーマ・箇条書き・オンライン画像・書式設定）

第2回　Power Pointの実習②

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（Sma

rtArt・画面切り替え効果・アニメーション・リハーサ

ル・配布資料・スライドマスタ・発表技術）

第3回　Power Pointの実習③

Power Pointを使用し、ビジュアル化演習を行う。

第4回　課題作成実習

次回のテストで使用するプレゼンテーションの企画を行

う。

第5回　課題作成テスト（実技）

ここまでのPowerPoint技能習得確認のための課題作成テ

ストを実施する。

第6回　Excel基礎①

（表計算①）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（数式・オートSUM

・表の書式設定・表示形式）

第7回　Excel基礎②



- 192 -

（表計算②）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（相対参照・絶対参

照・データベース）

第8回　Excel基礎③

（グラフ）

様々なグラフの作成実習を行う。できるだけ多くの問題

に取り組み、習得する。

第9回　タイピングテスト

Excel基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel基礎範囲の復習演習を実施する。

第10回　中間テスト（実技）

ここまでのExcel基礎技能習得確認のための中間テスト

を実施する。

第11回　Excel応用①

（端数処理関数）

端数処理関数と条件付き書式を習得する。基礎範囲を含

め、できるだけ多くの問題に取り組み、応用力を付ける。

第12回　Excel応用②

（条件分岐関数）

条件分岐関数・順位を求める関数・個数関数を習得する。

前回の関数と組み合わせ、応用的な問題に取り組む。

第13回　Excel応用③

（文字列検索関数）

文字列検索関数とエラー表示回避方法及び入力規則を習

得する。前回、前々回の関数と組み合わせ、実践的な問

題に取り組む。

第14回　タイピングテスト

Excel応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　　実技テスト(実技)

ここまでのExcel応用技能習得確認のための実技テスト

を実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

ICT実習Ⅰと同様にタイピング練習を継続して行う。必

要なファイルは講師の指示により提出する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ Ａ－１【栄養管理】

濱本　季之、竹内　晶子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

ビジネスシーンにおいては、プレゼンテーションスキル

とコンピュータースキルが重視されており、社会ではこ

の2つのスキル習得を学生に求める声も多い。

この科目では、Microsoft PowerPointとMicrosoft  Exc

elを使用して、社会に通用するプレゼンテーションスキ

ルと必須とされているExcelスキルを身につける。

Microsoft PowerPointでは、プレゼンテーションスキル

を習得する。実習ではアプリケーション操作だけでなく、

聞き手に興味を持たせる構成やわかりやすいプレゼンテ

ーションのためのビジュアル化ができるようになること

を目的とし、社会に通用するプレゼンテーションスキル

の習得を目指す。

Microsoft Excelでは、様々なデータを元に作表や計算、

グラフ化、データベース利用などができるように基礎を

習得する。その上で様々なビジネスシーンで役立つ汎用

性の高いExcel関数を学び、社会で必要とされるコンピ

ュータスキルを習得することを目指す。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.プレゼンテーションに必要な知識を習得し、訴求力の

あるプレゼンテーション資料を作成できる。

2.Excelを使用して、計算式を設定した表作成や目的に

合ったグラフ作成ができる。

3.効率的に作業を行うための使用頻度が高いExcel関数

を使うことができる。

4.タッチタイピングで速く正確な入力ができる。

5.ビジネス形式のメールが作成できる。

＜授業のキーワード＞

プレゼンテーション・Microsoft PowerPoint・Microsof

t Excel・タッチタイピング・ビジネスメール

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回、設定されているテーマに基づく機能習得を目指

し、時間の許す限り復習も行う。

●毎回、授業の冒頭にタイピング練習を行い、タッチタ

イピングができるようにスキルアップを目指す。

●授業の最後に指示されたテーマに基づくメールを作成

し、講師宛に送信する。

＜履修するにあたって＞

●毎回、必ず、配布プリントと教科書を持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ
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ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻すると自分のパソコンの実習環境が整わなかった

り、操作がわからなくなったりするため、遅刻しないよ

うに注意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると大幅な遅れにつながる場合があるため、

欠席しないように注意すること。やむを得ない理由で欠

席した場合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows 10とMicrosoft Offi

ce 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための課題作成テスト（第5回）・中間

テスト（第10回）・実技テスト（第15回）・タイピング

テスト（第9回・第14回）を授業中に実施する。

提示が必要な模範解答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●課題作成テスト・中間テスト・実技テスト・タイピン

グテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補助教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

Power Pointの実習①

授業内容や評価に関する案内を行う。

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（テ

ーマ・箇条書き・オンライン画像・書式設定）

第2回　Power Pointの実習②

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（Sma

rtArt・画面切り替え効果・アニメーション・リハーサ

ル・配布資料・スライドマスタ・発表技術）

第3回　Power Pointの実習③

Power Pointを使用し、ビジュアル化演習を行う。

第4回　課題作成実習

次回のテストで使用するプレゼンテーションの企画を行

う。

第5回　課題作成テスト（実技）

ここまでのPowerPoint技能習得確認のための課題作成テ

ストを実施する。

第6回　Excel基礎①

（表計算①）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（数式・オートSUM

・表の書式設定・表示形式）

第7回　Excel基礎②

（表計算②）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（相対参照・絶対参

照・データベース）

第8回　Excel基礎③

（グラフ）

様々なグラフの作成実習を行う。できるだけ多くの問題
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に取り組み、習得する。

第9回　タイピングテスト

Excel基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel基礎範囲の復習演習を実施する。

第10回　中間テスト（実技）

ここまでのExcel基礎技能習得確認のための中間テスト

を実施する。

第11回　Excel応用①

（端数処理関数）

端数処理関数と条件付き書式を習得する。基礎範囲を含

め、できるだけ多くの問題に取り組み、応用力を付ける。

第12回　Excel応用②

（条件分岐関数）

条件分岐関数・順位を求める関数・個数関数を習得する。

前回の関数と組み合わせ、応用的な問題に取り組む。

第13回　Excel応用③

（文字列検索関数）

文字列検索関数とエラー表示回避方法及び入力規則を習

得する。前回、前々回の関数と組み合わせ、実践的な問

題に取り組む。

第14回　タイピングテスト

Excel応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　　実技テスト(実技)

ここまでのExcel応用技能習得確認のための実技テスト

を実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

ICT実習Ⅰと同様にタイピング練習を継続して行う。必

要なファイルは講師の指示により提出する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ Ｃ【栄養生命】

上村　千里

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

ビジネスシーンにおいては、プレゼンテーションスキル

とコンピュータースキルが重視されており、社会ではこ

の2つのスキル習得を学生に求める声も多い。

この科目では、Microsoft PowerPointとMicrosoft  Exc

elを使用して、社会に通用するプレゼンテーションスキ

ルと必須とされているExcelスキルを身につける。

Microsoft PowerPointでは、プレゼンテーションスキル

を習得する。実習ではアプリケーション操作だけでなく、

聞き手に興味を持たせる構成やわかりやすいプレゼンテ

ーションのためのビジュアル化ができるようになること

を目的とし、社会に通用するプレゼンテーションスキル

の習得を目指す。

Microsoft Excelでは、様々なデータを元に作表や計算、

グラフ化、データベース利用などができるように基礎を

習得する。その上で様々なビジネスシーンで役立つ汎用

性の高いExcel関数を学び、社会で必要とされるコンピ

ュータスキルを習得することを目指す。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.プレゼンテーションに必要な知識を習得し、訴求力の

あるプレゼンテーション資料を作成できる。

2.Excelを使用して、計算式を設定した表作成や目的に

合ったグラフ作成ができる。

3.効率的に作業を行うための使用頻度が高いExcel関数

を使うことができる。

4.タッチタイピングで速く正確な入力ができる。

5.ビジネス形式のメールが作成できる。

＜授業のキーワード＞

プレゼンテーション・Microsoft PowerPoint・Microsof

t Excel・タッチタイピング・ビジネスメール

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回、設定されているテーマに基づく機能習得を目指

し、時間の許す限り復習も行う。

●毎回、授業の冒頭にタイピング練習を行い、タッチタ

イピングができるようにスキルアップを目指す。

●授業の最後に指示されたテーマに基づくメールを作成

し、講師宛に送信する。

＜履修するにあたって＞

●毎回、必ず、配布プリントと教科書を持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻すると自分のパソコンの実習環境が整わなかった

り、操作がわからなくなったりするため、遅刻しないよ

うに注意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ
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る。欠席すると大幅な遅れにつながる場合があるため、

欠席しないように注意すること。やむを得ない理由で欠

席した場合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows 10とMicrosoft Offi

ce 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための課題作成テスト（第5回）・中間

テスト（第10回）・実技テスト（第15回）・タイピング

テスト（第9回・第14回）を授業中に実施する。

提示が必要な模範解答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●課題作成テスト・中間テスト・実技テスト・タイピン

グテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補助教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

Power Pointの実習①

授業内容や評価に関する案内を行う。

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（テ

ーマ・箇条書き・オンライン画像・書式設定）

第2回　Power Pointの実習②

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（Sma

rtArt・画面切り替え効果・アニメーション・リハーサ

ル・配布資料・スライドマスタ・発表技術）

第3回　Power Pointの実習③

Power Pointを使用し、ビジュアル化演習を行う。

第4回　課題作成実習

次回のテストで使用するプレゼンテーションの企画を行

う。

第5回　課題作成テスト（実技）

ここまでのPowerPoint技能習得確認のための課題作成テ

ストを実施する。

第6回　Excel基礎①

（表計算①）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（数式・オートSUM

・表の書式設定・表示形式）

第7回　Excel基礎②

（表計算②）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（相対参照・絶対参

照・データベース）

第8回　Excel基礎③

（グラフ）

様々なグラフの作成実習を行う。できるだけ多くの問題

に取り組み、習得する。

第9回　タイピングテスト

Excel基礎復習演習
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タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel基礎範囲の復習演習を実施する。

第10回　中間テスト（実技）

ここまでのExcel基礎技能習得確認のための中間テスト

を実施する。

第11回　Excel応用①

（端数処理関数）

端数処理関数と条件付き書式を習得する。基礎範囲を含

め、できるだけ多くの問題に取り組み、応用力を付ける。

第12回　Excel応用②

（条件分岐関数）

条件分岐関数・順位を求める関数・個数関数を習得する。

前回の関数と組み合わせ、応用的な問題に取り組む。

第13回　Excel応用③

（文字列検索関数）

文字列検索関数とエラー表示回避方法及び入力規則を習

得する。前回、前々回の関数と組み合わせ、実践的な問

題に取り組む。

第14回　タイピングテスト

Excel応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト(実技)

ここまでのExcel応用技能習得確認のための実技テスト

を実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

ICT実習Ⅰと同様にタイピング練習を継続して行う。必

要なファイルは講師の指示により提出する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ （Ａ）【経済】

梯　健太郎、永岡　久美子、沈　成輔

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を９年間、情報教育業務は７年間

経験していますので、企業等で求められる情報に関する

知識・スキルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。
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(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　Office ソフトウェア間の連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定、セクションの利用

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ヘッダーとフッタ

ーの設定方法、グラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを確

認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）トリミング（Excel

）オートフィルター、 ROUND 関数

第5回　 P 検 3 級模擬演習とタイピング測定
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P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得意

／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）スタイルの利用（E

xcel）RANK 関数、VLOOKUP 関数

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）複合グラフ、COUN

TIF関数、SUMIF関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）索引の作成、差し

込み印刷（Excel）ユーザー定義の表示形式

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］ 簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容：（Word）文書の保護（Excel

）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベルを

確認する。

各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ピボットテーブル

の作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断する。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式の

変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定を

行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ）。

アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰する。

アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ （Ａ）【経営】

上村　千里、濱本　季之、中原　伸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPが示す問題を発見・解決する能力の

基盤となる知識や技術を身につけることを目的とする。

ビジネスシーンにおいては、プレゼンテーションスキル

とコンピュータースキルが重視されており、社会ではこ

の2つのスキル習得を学生に求める声も多い。

この科目では、Microsoft PowerPointとMicrosoft  Exc

elを使用して、社会に通用するプレゼンテーションスキ

ルと必須とされているExcelスキルを身につける。

Microsoft PowerPointでは、プレゼンテーションスキル

を習得する。実習ではアプリケーション操作だけでなく、

聞き手に興味を持たせる構成やわかりやすいプレゼンテ

ーションのためのビジュアル化ができるようになること

を目的とし、社会に通用するプレゼンテーションスキル

の習得を目指す。

Microsoft Excelでは、様々なデータを元に作表や計算、

グラフ化、データベース利用などができるように基礎を

習得する。その上で様々なビジネスシーンで役立つ汎用

性の高いExcel関数を学び、社会で必要とされるコンピ

ュータスキルを習得することを目指す。

また、この科目の担当者は実務経験のある教員である。

企業においてSE（システムエンジニア）や情報処理関連

分野の研修講師として10年以上の経験がある。常に最新

の情報や技術を踏まえ、時に専門分野についてもわかり

やすく伝えていきたい。

＜到達目標＞

1.プレゼンテーションに必要な知識を習得し、訴求力の

あるプレゼンテーション資料を作成できる。

2.Excelを使用して、計算式を設定した表作成や目的に

合ったグラフ作成ができる。

3.効率的に作業を行うための使用頻度が高いExcel関数

を使うことができる。

4.タッチタイピングで速く正確な入力ができる。

5.ビジネス形式のメールが作成できる。

＜授業のキーワード＞

プレゼンテーション・Microsoft PowerPoint・Microsof

t Excel・タッチタイピング・ビジネスメール

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使用する実習を中

心とした内容である。

●毎回、設定されているテーマに基づく機能習得を目指
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し、時間の許す限り復習も行う。

●毎回、授業の冒頭にタイピング練習を行い、タッチタ

イピングができるようにスキルアップを目指す。

●授業の最後に指示されたテーマに基づくメールを作成

し、講師宛に送信する。

＜履修するにあたって＞

●毎回、必ず、配布プリントと教科書を持参すること。

●実習室のパソコンを使用する際、“ユーザー名(アカ

ウント)”と“パスワード”が必要である。貸出用は無

いので忘れないように注意すること。

●遅刻すると自分のパソコンの実習環境が整わなかった

り、操作がわからなくなったりするため、遅刻しないよ

うに注意すること。

●実習は原則として前回授業の受講を前提として行われ

る。欠席すると大幅な遅れにつながる場合があるため、

欠席しないように注意すること。やむを得ない理由で欠

席した場合は、次の授業までに自習しておくこと。

●コンピューターは精密機器であるため、取り扱いにつ

いては十分注意すること。

●教室内では飲食禁止。また、指定された座席に着席す

ること。

●質問は電子メールでも受け付ける。

●その他すべて教員の指示に従うこと。不明な点があれ

ば遠慮なく担当教員に尋ねること。

●この講義は、Microsoft Windows 10とMicrosoft Offi

ce 2016の環境で行う。

●推奨パソコンスペック

OS：Windows10（Home Edition以上）

※Sモードは制約が多いため推奨いたしません。

Officeアプリ（Word、Excel等）は本学学生であれば入

学後、無償でインストールができます。

※Microsoftとの包括契約

CPU：Intel Core i5（第10世代以降）またはAMD Ryzen

5（第3世代以降）以上

Wi-Fi：必須（Wi-Fi5 （11ac）以上対応）

メモリ：8GB以上

ディスク：256GB以上（SSD推奨）

Webカメラ：カメラ付き必須推奨

モニタ：13インチ以上

バッテリー：6時間程度は稼働可能なもの

＜授業時間外に必要な学修＞

各種機能の習得には提供される教材データを利用して、

2時間程度の復習を行うこと。

また、日常的にタイピング練習を実施すること。

＜提出課題など＞

技能習得確認のための課題作成テスト（第5回）・中間

テスト（第10回）・実技テスト（第15回）・タイピング

テスト（第9回・第14回）を授業中に実施する。

提示が必要な模範解答はdotCampusにて対応する。

その他、毎回授業で作成したファイルを、学内ネットワ

ークシステムを利用して提出する。提示が必要な模範解

答は配布ファイルで対応する。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動評価40％・各種テスト評価60％の割合で評価す

る。

定期試験は実施しない。

学習活動評価は以下とする

●毎回の授業で作成した成果ファイルの提出

●成果ファイルの完成度

●授業への参加度

各種テストは以下とする

●課題作成テスト・中間テスト・実技テスト・タイピン

グテスト2回

その他

●毎回出席確認を行う。

●授業回数の３分の２以上の出席が必要。そうでない場

合は、単位を認定しない。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

＜テキスト＞

神戸学院大学情報支援事務室編集「情報活用の基礎2022

年度版」

その他適宜、補助教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回　授業や評価に関する案内

Power Pointの実習①

授業内容や評価に関する案内を行う。

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（テ

ーマ・箇条書き・オンライン画像・書式設定）

第2回　Power Pointの実習②

Power Pointを使用し、スライド作成実習を行う。（Sma

rtArt・画面切り替え効果・アニメーション・リハーサ

ル・配布資料・スライドマスタ・発表技術）

第3回　Power Pointの実習③

Power Pointを使用し、ビジュアル化演習を行う。

第4回　課題作成実習

次回のテストで使用するプレゼンテーションの企画を行

う。

第5回　課題作成テスト（実技）

ここまでのPowerPoint技能習得確認のための課題作成テ

ストを実施する。

第6回　Excel基礎①

（表計算①）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（数式・オートSUM
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・表の書式設定・表示形式）

第7回　Excel基礎②

（表計算②）

作表・表計算・データベースの実習を行う。できるだけ

多くの問題に取り組み、習得する。（相対参照・絶対参

照・データベース）

第8回　Excel基礎③

（グラフ）

様々なグラフの作成実習を行う。できるだけ多くの問題

に取り組み、習得する。

第9回　タイピングテスト

Excel基礎復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel基礎範囲の復習演習を実施する。

第10回　中間テスト（実技）

ここまでのExcel基礎技能習得確認のための中間テスト

を実施する。

第11回　Excel応用①

（端数処理関数）

端数処理関数と条件付き書式を習得する。基礎範囲を含

め、できるだけ多くの問題に取り組み、応用力を付ける。

第12回　Excel応用②

（条件分岐関数）

条件分岐関数・順位を求める関数・個数関数を習得する。

前回の関数と組み合わせ、応用的な問題に取り組む。

第13回　Excel応用③

（文字列検索関数）

文字列検索関数とエラー表示回避方法及び入力規則を習

得する。前回、前々回の関数と組み合わせ、実践的な問

題に取り組む。

第14回　タイピングテスト

Excel応用復習演習

タイピング技術の習得確認の為、タイピングテストを実

施する。

Excel応用範囲の復習演習を実施する。

第15回　実技テスト(実技)

ここまでのExcel応用技能習得確認のための実技テスト

を実施する。

毎回　タイピング練習

成果ファイル提出

ICT実習Ⅰと同様にタイピング練習を継続して行う。必

要なファイルは講師の指示により提出する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ （Ａ）【現社・社防】

河下　真佐代、寄木　知子、小野原　登美子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を 19 年、情報教育業務は 3 年経

験していますので、企業等で求められる情報に関する知

識・スキルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞
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ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」 を利用し

ます。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替
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え、複数シートの操作

第2回　- Office ソフトウェアの連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容： （Word）表の編集と効率的

な表の作成

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容： （Excel）ヘッダーとフッ

ターの設定方法とグラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

- 主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを

確認する。

- nanare の主な学習内容： （Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定とセクションの利用

第5回　P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

- P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

- タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）IF関数と複数の

関数の組み合わせ

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容： （Word）スタイルの利用と

目次の作成

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）RANK 関数とVLOO

KUP 関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容： （Word）索引の作成と差し

込み印刷

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容： （Word）文書の保護（Exce

l）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

- 準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベル

を確認する。

- 各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容： （Excel）ピボットテーブ

ルの作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

- P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと

得意／不得意分野を多角的に確認する。

- 各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断す

る。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

- 保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式

の変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

- 検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

- 実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定

を行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ

）。アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰す

る。

- アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

- 後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ （Ａ）【ＧＣ】

沈　成輔、永岡　久美子、梯　健太郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要
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があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を8年間、情報教育業務は6年間経

験していますので、企業等で求められる情報に関する知

識・スキルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」を利用しま

す。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり

ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。
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- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　Office ソフトウェア間の連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定、セクションの利用

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ヘッダーとフッタ

ーの設定方法、グラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを確

認する。

- nanare の主な学習内容：（Word）トリミング（Excel

）オートフィルター、 ROUND 関数

第5回　 P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得意

／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容：（Word）スタイルの利用（E

xcel）RANK 関数、VLOOKUP 関数

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容：（Excel）複合グラフ、COUN

TIF関数、SUMIF関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容：（Word）索引の作成、差し

込み印刷（Excel）ユーザー定義の表示形式

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］ 簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容：（Word）文書の保護（Excel

）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベルを

確認する。

各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容：（Excel）ピボットテーブル

の作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断する。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式の

変換について実習する。

第13回　P 検本番試験

検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第14回　Excel による最も簡単な意思決定支援

実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定を

行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ）。

アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰する。

アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅱ （Ｆ）【ＧＣ（日）】

三木　洪子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実習
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＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

全学DPに掲げる、広い教養を身につけること、獲得した

知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけること

を目的とします。

当講義では［第三者による一定の評価に基づく、自信を

持って実務を遂行できる Word・Excel スキル］の習得

を目指します。

知識面では、主にネットワークや情報モラルに関して、

個人や家庭で必要とされるレベルから企業で必要とされ

るレベルにまで理解を深めていきます。

近年、企業にとってコンピューターの存在は必要不可欠

のものとなっており、PC 操作については習得済みとい

う前提で業務が組み立てられている場合も多く見受けら

れます。

また、何らかの業務に従事し始めた当初は、業務知識（

業務遂行に必要な知識）の吸収に多くの時間を割く必要

があり、PC 操作の学習・習得にまではなかなか手が回

らないということもありがちな話です。

是非、当講義の目標レベルにまで到達し、学業において

も社会生活においても、PC 操作に手を取られることな

く、取り組むべき本質に集中できるようになっていただ

きたいと思います。

なお、この授業は、実務経験のある教員が担当していま

す。IT 企業での業務を 10 年、情報教育業務は 15 年

経験していますので、企業等で求められる情報に関する

知識・スキルを、より実践的な観点から解説します。

＜到達目標＞

1. ICTプロフィシエンシー検定協会主催の P 検試験「

準 2 級以上」に合格する

2. Word を利用し、複数ページで構成された文書を効率

よく作成できる

3. Excel を利用し、件数の多い表の作成と集計、及び

簡単な分析を行うことができる

4. 一般的なメディアについての知識を持ち、適切な方

法でデータの受け渡しを行える

5. アカウントの安全な保持手段についての理解を深め

る。

＜授業のキーワード＞

ソフトウェア間の連携、知的財産、アカウント管理、BI

＜授業の進め方＞

実習を中心に講義を進めます。

テキストとして eラーニング教材「nanare」 を利用し

ます。

一部の回を除き、毎回、講義内で提示された課題を提出

してもらいます。

＜履修するにあたって＞

(1) 遅刻について

当講義は実習が中心となるため、遅刻者対応は授業を一

時的に中断させるということを認識しておいてください。

(2) 欠席について

欠席した場合は、次の講義までに必ず講義内容を自習し

てください。

講義開始 20 分以降に入室した学生は欠席とみなします。

遅刻 3 回で欠席 1 回とし、欠席回数が全講義回数の 3

 分の 1 を超えた場合は評価不能とみなします。

(3) アカウントについて

手元に届いているユーザーID、パスワードが記載された

ハガキを必ず持参してください。

情報処理実習室の PC を利用する際に、ログイン用のユ

ーザーID、パスワードが必要です。

紛失した場合は、必ず申し出てください。アカウントの

貸し借りは厳禁です。

(4) 講義に臨む姿勢について

各学生の PC 操作スキルには大きな開きがありますが、

他人と比較することなく、自己のスキル向上に努めるよ

うにしてください。

(5) 学習環境について

毎回、eラーニング教材 nanare の課題が出ますので、

自宅で学習できる環境を整えることが望ましいです。

PC を所有していない人は購入することを推奨します。

なお、大学情報処理実習室の PC の OS は Windows で

あり、Windows を基本として説明を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

後期理解度確認問題は eラーニング教材 nanare の課題

 から出題されますので、指示された範囲を学習してお

いてください。

当講義ではタイピングスキルを重視しています。P 検準

 2 級の合格基準（日本語 75 文字／分以上のスピード

でタッチタイピングができる）をクリアしていない場合、

できるだけ日を置かず集中的に練習し、早めに目標に到

達してください。

・学習に要する時間目安

- eラーニング教材 nanare の学習：1～2 時間／週（個

人差あり）

- タイピングの練習：10 分／日（個人差あり）

　※タイピングが目標速度に達していない場合のみ

＜提出課題など＞

講義内に提出する課題と、eラーニング教材 nanare の

課題があります。

eラーニング教材 nanare の課題の完了期限は 4 回あり
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ます。

1. 第 04 回講義日の前日 24 時までに 157-191 までの

範囲を学習済みにすること

2. 第 06 回講義日の前日 24 時までに 192-206 までの

範囲を学習済みにすること

3. 第 09 回講義日の前日 24 時までに 207-224 までの

範囲を学習済みにすること

4. 第 14 回講義日の前日 24 時までに 225-231 までの

範囲を学習済みにすること

eラーニング教材 nanare の課題のフィードバックは教

材の自動添削機能によって行い、講義時間内に質疑応答

の時間を設けます。

講義内に提出する課題のフィードバックは講義時間内に

行い、講義時間外においても解説や動画を Web サイト

で閲覧できるようにします。内容によっては模範解答を

紹介します。

＜成績評価方法・基準＞

以下の割合で総合的に評価します。

- eラーニング教材 nanare の課題：30 %

- 講義内に提出する課題：15 %

- 後期理解度確認問題：25 %

- P 検：30 %

単位取得には、各課題の提出と検定試験対策が必要です。

普段の取り組みが評点に反映されやすくなるよう、後期

理解度確認問題は nanare から抜粋して出題します。

＜テキスト＞

eラーニング教材「nanare」2021 年度版

後期からの受講生は、教材費 3,500 円を初回登校日に

持参してください。

遠隔申請者には第 1 回の講義内で支払い方法を案内し

ます。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと前期の復習

- 当講義の意義、進め方、注意事項、単位の評価基準な

どについて理解する。

- eラーニング教材 nanare の学習の流れについて理解

する。

- 前期の内容（実技、知識問題）の復習をする。

- nanare の主な学習内容： （Excel）データの並べ替

え、複数シートの操作

第2回　- Office ソフトウェアの連携

- Office ソフトウェアの連携（特に Word 文書内に Ex

cel の成果物を取り込む方法）について理解・実習する。

- nanare の主な学習内容： （Word）表の編集と効率的

な表の作成

第3回　アカウントの管理

- 各種オンラインサービスを利用するために個人や企業

が保持するアカウントの数は増加の一途を辿っている。

それらの不適切な管理が招くリスクと安全な保持手段に

ついての理解を深める。

- nanare の主な学習内容： （Excel）ヘッダーとフッ

ターの設定方法とグラフの構成要素

第4回　Word・Excel の実技問題、知識確認問題

- 主に実技問題で 3 級レベルの操作スキルのレベルを

確認する。

- nanare の主な学習内容： （Word）ヘッダーとフッタ

ーの設定とセクションの利用

第5回　P 検 3 級模擬演習とタイピング測定

- P 検 3 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと得

意／不得意分野を多角的に確認する。

- タイピング測定を実施し、今後の目標を設定する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）IF関数と複数の

関数の組み合わせ

第6回　Excel データのインポートと表・グラフの作成

- 区切り文字で区切られた異なるファイル形式のデータ

を Excel に取り込み、表やグラフを作成する方法につ

いて理解・実習する。

- nanare の主な学習内容： （Word）スタイルの利用と

目次の作成

第7回　Word レポート作成講座

- 見出しと Word のスタイル機能を活用し、複数ページ

に渡る文書を作成するポイントを理解する。

- nanare の主な学習内容： （Excel）RANK 関数とVLOO

KUP 関数

第8回　Excel 関数集中講座

- Excel の関数に対する苦手意識解消を目的とし、身近

な例から関数の概念と利用方法を理解する。

- nanare の主な学習内容： （Word）索引の作成と差し

込み印刷

第9回　Excel 関数を使用した問題解決実習

- 特定のテーマ（問題）について、それらを手持ちのソ

フトウェア（道具）を利用して解決する実習を行う。

-［テーマの例］簡易レジスター作成

- nanare の主な学習内容： （Word）文書の保護（Exce

l）テーブル機能

第10回　P 検準 2 級 Word・Excel の実技問題、知識確

認問題

- 準 2 級レベルの Word・Excel の操作スキルのレベル

を確認する。

- 各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- nanare の主な学習内容： （Excel）ピボットテーブ

ルの作成と編集

第11回　P 検準 2 級模擬演習とタイピング測定

- P 検準 2 級の模擬試験に取り組み、自身のレベルと

得意／不得意分野を多角的に確認する。

- 各自が自己分析に基づいた検定試験対策を行う。

- タイピング測定を実施し、検定試験の受験級を判断す
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る。

第12回　ドキュメント情報の編集とファイル形式の変換

- 保存したファイルの情報の編集、保護、ファイル形式

の変換について実習する。

第13回　Excel による最も簡単な意思決定支援

- 実務では、データの収集→蓄積→分析を経て意思決定

を行うことが多々ある（この一連の考え方を BI と呼ぶ

）。アンケートを通して最も簡単な BI の流れを俯瞰す

る。

- アンケートの集計結果からデータの分析を行う。

第14回　P 検本番試験

- 検定試験形式で自身の ICT スキルを確認する。

第15回　後期理解度確認問題

後期理解度確認問題で自身の ICT スキルを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

基礎情報処理実習Ⅲ

崔　瑛理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・実習）

担当講師連絡先メールアドレス：saieri1030@ge.kobega

kuin.ac.jp

＜授業の目的＞

この科目は，全学DPに掲げる広い教養を身に付け豊かな

人間性や社会性を涵養すること，獲得した知識や技能を

活用し社会に役立てることを目指している。講義ではワ

ープロソフトや表計算ソフトの操作スキルの習得のほか、

ビジネスにおいて利用される文書や計算書の作成を実習

する。実際のビジネスシーンでは、用途や目的に応じた

様々な様式やルールが存在するが、これらの特性を知り、

実践的なワープロ及び表計算ソフトの活用ができるよう

にする。この授業の最終目的は、実習した情報分野の基

礎知識によって、自分の意見を文書によって表現し、周

囲との良好なコミュニケーションをとる力を身につける

ことである。また、様々な統計を取ることにより、提起

された課題を考察し、解決する力を養うことである。

なお、この授業の担当者は、学外でのIT業務を経験して

いる。

情報社会を生きる上で必要な知識・スキルを、より実践

的な観点から解説する。

＜到達目標＞

・ビジネスシーンにおける上司からの指示に対処したビ

ジネス文書を作成できるようになる。

・ビジネス文書の書き方やデータの活用術を習得する。

・基礎情報処理実習Ⅴ及びⅥの前提知識を習得すること

ができる。

＜授業のキーワード＞

ビジネススキル・Microsoft Word・Microsoft Excel

＜授業の進め方＞

●すべての講義は実習室のパソコンを使? する実習を中

? とした内容である。

●毎回授業において成果物課題を提出する。

本講義では、Microsoft Word及びMicrosoft Excelを用

いて、ビジネスシーンにおける文書及び計算書作成につ

いて「ケーススタディ」の手法を通じて学習する。前半

は様々なWord機能の実習を通じて、ビジネス文書をスム

ーズに作成できるよう指導する。後半はExcelの基礎か

ら始め、徐々にレベルアップさせる。関数やグラフィッ

クなどの様々な機能を実習し、分析力を高めていく。

＜履修するにあたって＞

●毎回、指定テキスト「「Microsoft Word 2016＆Excel

 2016スキルアップ問題集 ビジネス実践編（FOM 出版）

」を使用する。

●実習室パソコンを利用するため「ユーザー名（アカウ

ント）とパスワード」を必ず持参すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業での実習内容をしっかりと身につけるために、また

次回の授業をスムーズに受講するために1時間程度の復

習、予習時間を必要とする。

前半のWord実習ではまずビジネス文書作成に不可欠とな

るタイピング練習を自宅でも行う。入力スピードだけで

なくミス入力のない正確な文書作成を意識して練習する。

後半のExcel実習では様々な状況に合わせて効率よく統

計・分析できるよう宿題を随時作成、提出する。

＜提出課題など＞

授業で作成したファイルの提出のほかに、中間期に小テ

ストを2回、最終日に最終課題を実施する。テスト実施

後の授業で模範解答の掲示を行う。

＜成績評価方法・基準＞

学習活動点40％、小テスト30%、課題30％の割合で総合

的に評価する。

●他人データの流用や作成データのコピー等不正行為が

行われた場合、単位を認定しない。

●評価基準については、各テストの実施状況により若干

変更となる場合がある。

＜テキスト＞

Microsoft Word 2016 & Microsoft Excel 2016

スキルアップ問題集 ビジネス実践編(FOM出版)

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション、授業概要、基本操作復習

今後の授業の進め方、Word基本操作の復習

第2回　ケーススタディ①

Wordによるタイピング、文書作成

SmartArtグラフィックの作成実習、社内文書の書き方の
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実習

プロジェクトとは、プロジェクト発足通知レポートの作

成

第3回　ケーススタディ②

Wordによるタイピング、文書作成

社内文書の書き方、表作成実習

会議開催通知レポートの作成、会議配布資料の作成

第4回　ケーススタディ③

Wordによるタイピング、文書作成

グラフィック作成機能の実習

ポスターの役割、目的について講義

行動指針とは、行動指針通知レポート及びポスターの作

成

第5回　ケーススタディ④

Wordによるタイピング、文書作成

表作成の応用、Word編集機能実習

社外文書の書き方（社内文書との違いを確認）、頭語と

結語、前文と主文と末文について、社外文書に必要な敬

語

セミナー開催の案内レポートの作成

第6回　ケーススタディ　

Wordによるタイピング、文書作成

はがきの作成実習、Excelファイルの差し込み実習

セミナー受講表の作成と差込印刷

第7回　Wordによる文書作成のまとめ

Word小テスト

Microsoft Word実習内容の総復習

ビジネス文書の作成による理解度の確認

第8回　ケーススタディ⑥

Microsoft Excelの実習開始、基本操作復習

Excelの日付の表示形式、合計・平均値の算出、表作成

機能、グラフの作成

Webサイトへのアクセス数の集計及び分析

第9回　ケーススタディ⑦

Microsoft Excelの実習

様々な関数の実習、テーブル機能の実習、グラフの作成

社内研修結果の管理

第10回　ケーススタディ⑧

Microsoft Excelの実習

数値の表示形式、条件付き書式、計算式、グラフの作成

店舗別・商品別の売上げ集計表の作成

第11回　ケーススタディ⑨

Microsoft Excelの実習

マスタ表の作成、関数の実習、並べ替え、数式、集計機

能

セミナー開催状況の管理、マスター表とトランザクショ

ン表の作成

第12回　ケーススタディ⑩

WordとExcelの連携

Wordによるレポートの作成

Excelによる集計・分析

売上げ見込、売上げ実績の集計

第13回　Excelによる実習内容のまとめ

Excel小テスト

Microsoft Excel実習内容の総復習

理解度の確認

第14回　実践練習

Word,Excelの連携、これまでの実習内容の総復習を実施

する。

状況に応じたExcelの様々な機能の使い方を確認する。

第15回　総まとめ

Word＆Excel 課題

WordとExcelの連携

Word,Excelを使用したビジネス文書作成による理解度の

確認

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

基本音楽理論

宇野　文夫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義主体で音楽の理論と楽譜の仕組みを説明する。楽譜

を観察し、楽譜を見ながら音楽を聴く。楽譜の実践とし

ての簡単な歌唱や演奏を行う。

受講者の実態を勘案し、それに対応しながら進める。

始めの2回は遠隔となったので、動画をＺＯＯＭで、資

料をOneDriveにてアップする。追って指示する。下記「

授業計画」の「内容」にＵＲＬを記します。9月19日記。

10月4日の授業より、対面で行います。状況によって遠

隔になる場合はdotCampusとＺＯＯＭ動画を使用します。

9月27日記。

＜授業の目的＞

音楽をより深く理解することが出来るようになること。

音楽は好きだが楽譜や理論を勉強したことがない、とい

った学生に、楽譜と基本的な音楽理論に関する知識と体

験を与える。この先、更に音楽の経験を深めたい学生に

とっては、基礎的な学習となる。

この授業は、全学ディプロマポリシーの２「専門分野に

高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決するた

めの知識や技能を身につけている」、及び、共通教育セ

ンター、リベラルアーツ領域、芸術分野のディプロマ・

ポリシーである、「芸術面での教養、人間的な教養を身

に付け、専門の学習に厚みをもたせると共に、生涯に渡

るそれらへの指向を育み、真に豊かな人間の形成を目指

します」に則ったものである。

＜到達目標＞

音楽の仕組みを理解が深まること。楽譜というものに慣

れること。音楽をより注意深く聴くことが出来るように

なること。
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＜授業のキーワード＞

音楽理論、楽典、楽譜、総譜（スコア）、音符、音名、

和音、和声、音楽形式。

＜授業の進め方＞

講義主体で基礎的な事柄を講じる。次いで、幾つかの音

楽の楽譜を参照し、質疑を通じて検討を加える。取り上

げる音楽を中心に様々な音楽を録音にて鑑賞する。また

本学グリーンフェスティバルにて、必ず一回は生演奏に

よる音楽を鑑賞する。

＜履修するにあたって＞

五線紙が必ず必要となる。本学売店にても販売している。

担当教員のアドレス

uno@human.kobegakuin.ac.jp

＜授業時間外に必要な学修＞

1週間に2時間。

＜提出課題など＞

適宜課題を与え、実施したノートを確認する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への積極的参加度、及び課題の実施、50％。授業内

での小テスト（複数回）50％。

＜テキスト＞

必携のものはないが、下記参考図書参照。テキストでは

ないが五線紙は必携。

＜参考図書＞

「楽典　理論と実習」石桁眞礼生他著・音楽之友社。（

毎回ノートを完全に取れるのであれば必要は無いが、授

業の確実な理解や今後の発展のためには所持することを

勧める。学院書店にて販売している。）

＜授業計画＞

第1回　概要の説明

授業の方針と手順の説明と確認。

動画内で書いたものです。僅かですが見難いのでOneDri

veに上げておきます。

https://kobegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/persona

l/hf103049_human_kobegakuin_ac_jp/EkL76ZEyoQ5Eogwh

a_xQrGkBVkBc_ZQWEf6CBwgavm-2Zw?e=rkxH1Y

動画（47分ほどです）

https://zoom.us/rec/share/0d3I4CafAVpmL_sFGa55Yc7q

TB1OQpOr10jt3XCZdHI1eSUnlcgmqGmEbOPyaEm5.S_cNHNxCq

yZUdKsd (パスコード: m$qn76mS)

第2回　音とは何か

音と音楽の定義。音楽とは何か。

第２回動画

https://zoom.us/rec/share/zGWDRQu6Xg5d5WbMoigS_eTG

lTcHLg7r_N3_LcxGOQs_yvUiG2wGYxoJ3ZwQ0JSE.1QFuXAs4z

3tu5x5J (パスコード: 01yavT?2)

第3回　倍音、音階、和音、その１

倍音と音階、和音の成り立ち。

第4回　倍音、和音、音階、その２

様々な音階。西洋音楽、12平均律、民族音楽、日本の伝

統音楽。

第5回　楽譜について、その１

五線、音部記号、譜表。

第6回　楽譜について、その２

音の読み方としての音名。日本語、ドイツ語、英語。

第7回　楽譜について　その３

音名と変化記号。

第8回　楽譜について、その４

休符、リズム、拍子。

第9回　音楽鑑賞　その１

楽譜を見ながらの音楽鑑賞はほぼ毎回行うが、前半で取

り上げる予定の曲をここにまとめて記す。

モーツァルト「ピアノ・ソナタ第15番k.545」

バッハ「鍵盤楽器のためのインヴェンション第1番、第2

番、第3番」

ベートーヴェン「ピアノ・ソナタ第14番『月光』]」

シューベルト「歌曲『野ばら』『魔王』」

第10回　音楽鑑賞　その２

グリーンフェスティバルにて、プロの音楽会を鑑賞する。

（授業回数の第何回目になるかは不明のためここに記す

）

第11回　歌唱・演奏実践

音楽を実感するため、適宜簡単な歌唱や演奏を行う。ほ

ぼ毎回おこなうが、まとめてここに記す。

第12回　楽譜について　その５

2つの音の幅、音程について。様々な音程の表し方。

第13回　和音について

和音の種類。和音記号とコードネーム。

第14回　和音と和声

和音の連なった音楽表現である、和声について。

第15回　まとめと小テスト

学習内容を振り返り、獲得した知識と能力を試す。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

基本音楽理論

松浦　伸吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

現在において聴かれている、または聞こえてくる様々な

音楽において、西洋音楽をルーツとするもの、またはそ

の影響を強く受けているものは極めて多い。西洋音楽の

”理論”は過去より世界的規模で活用されている。音楽

創作（＝作曲）はもとより、音楽作品の演奏においても

その”理論”に則って行われることが常である。「楽譜

の読む」というプロセスを介する所以である。またその
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聴取においても、”理論”の理解の有無によって味わい

方が変わる。ちなみに、西洋音楽の影響を受けない音楽

は世界各地に数多く存在する。しかし私たちの日常生活

においてそれらが「聞こえてくる」機会は現在において

それほど多くないだろう、とも想像する。

西洋音楽の”理論”とは一体どのようなものか。その内

容を幅広く掴むことによって音楽的教養を深め、音楽活

動へのより能動的な参加のきっかけを提示することを目

的とする。

学修を通じて、音楽という専門分野に高い関心を持ち、

専門領域の課題を考察し、解決するための知識や技能を

身につける。

なお、この科目の担当者は20年以上、西洋音楽のルーツ

に持つ音楽の作曲家・実演家として活動、専門の現代音

楽はもとより、吹奏楽や合唱といった教育音楽やポピュ

ラー音楽においても経験を持ち、また過去において在外

研究生として音楽を広く調査した後民族・民俗音楽の研

究所にて研究活動を行なった実務家教員である。

＜到達目標＞

①西洋音楽における記譜の基本的なルールを理解するこ

とで、楽譜を正しく読み、書くことできるようになる。

②音楽の構造を理解することで、より能動的な音楽鑑賞

が可能となり、また自身の音楽表現を向上させることが

できるようになる。

＜授業の進め方＞

①西洋音楽の基礎的な”理論”である楽典およびハーモ

ニー理論を、指定テキストおよび随時配布する資料を用

いて理解する。

②様々な音楽やその周辺にある事象を比較し、「西洋音

楽の理論とは何か」ということを多角的に検証する。

＜履修するにあたって＞

音楽の創作、演奏および鑑賞に対して強い興味や関心を

持つ者、またはそれらの活動を向上させたいと考える者

の履修が望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

テキストと配布資料の復習および宿題の実施　30分～60

分

＜提出課題など＞

適宜課題を実施

＜成績評価方法・基準＞

授業内小テスト（3回）30% 授業内小レポート40% 学習

積極度30%（課題提出を含む）

＜テキスト＞

「新訂　楽典」　音楽之友社　発行

適宜資料を配布

＜授業計画＞

第1回　音楽理論と楽譜

西洋音楽およびその他の音楽における音楽理論と楽譜に

ついての概要

第2回　音符と休符

音符、休符および連符についての理解

第3回　音高と音名　その１

様々な言語による”音の呼び方”および変化記号につい

ての理解

第4回　音高と音名　その２

幹音および派生音の理解

第5回　音楽記号

楽譜に用いられる様々な記号や標語についての理解

第6回　リズム

音楽における時間および拍子についての理解

第7回　音楽の三要素および小テスト①

旋律（メロディー）、律動（リズム）および和声（ハー

モニー）についての概要

第8回　音程　その１

音程の測り方および幹音のみの音程についての理解

第9回　音程　その２

派生音を含む音程および転回音程についての理解

第10回　音階と調　その１

長音階、短音階および調号についての理解

第11回　音階と調　その２　および小テスト②

調および近親調についての理解

第12回　コード記号と和音

和音の構造およびその表記方法についての理解

第13回　和声　および形式その１

和音の連結における理論と方法についての理解　および

音楽の構造についての概要

第14回　形式その２　および小テスト③

ポピュラー音楽の形式についての概要

第15回　総括　および小レポート

「西洋音楽の理論とは？」ということについての考察

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

近現代史概論Ⅰ

鵜飼　昌男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」による対面授業形式で行います。

※ 先輩からのコメント

・高校の歴史とは全く違った視点で学習することができ、

ためになった。過去の事柄と現代社会での問題をリンク

して考えることができたので良かった。（法）

・高校ではふわっと触っただけで深くまで学ばなかった

ことも学べて、初めて歴史が面白いと感じました。私は

歴史が苦手だったのですが、暗記科目だと捉えていたか

らなのだとこの授業を受けて思います。深いところまで

見て様々な視点から物事を見ることでより理解度が高ま

り面白いと感じることができたので、この授業でそれに

気付けたことはとても良かったです。（人文）
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・高校で日本史しかやっていなかったので世界から見た

情勢を知ることができてよかったのです。世界史を習っ

ていなくても大丈夫だった（経済）

なお、授業アンケートで世界史を知らなかったので難し

かったと回答した人は「１５.９％」でした。

特別警報(すべての特別警報)の本科目の取扱いについて

⇒休講とします。

※自治体より避難指示、避難勧告が発令されている場合

は、その都度授業を中断し、自身の安全を最優先に考え

て対応してください。（暴風警報発令の場合は授業を実

施します。）

なお、出張や会議がしばしばありますので、その際には

Zoomで録画したものを視聴してもらうことになります。

日時が決まり次第、 dot campus のコースフィールドで

連絡します。　詳細はシラバス下段の「遠隔授業情報」

を併せて参照して下さい。

＜授業の目的＞

人文科学・社会科学の各学部での専門的な学びの前段階

として、その知識基盤となる欧米近現代史に関する国際

政治・社会・文化面の知識を修得することを第１の目的

とします。

そして、学修した知識・史資料を読み取る技能を活用し

て社会と交わり、グローバル化が進む我が国の変化の中

で、課題に対する最適解を見出すための価値観を創造す

る能力の涵養を目指します。

　講義では以下の２点に留意した授業を行う予定です。

①暗記ではなく歴史事項の因果関係の理解を通して、論

理的・合理的な思考に親しむ

②欧米各国が抱える諸問題と文化の違いを知り、日本の

グローバル化に対する各自の意見形成を図る

※ 先輩からのコメント

・高校の歴史と大きく異なり、覚えることより知ること

を重視した歴史なので、後輩に勧めたい。教養をつける

ことが目的なので純粋に楽しんで受けることができた。

（法）

・歴史上の出来事のつながりがよく理解できて、とても

おもしろかった。毎回の振り返りの課題は文章を書く練

習になった。（人文）

　この授業の担当者は、高校での２０年以上にわたる地

歴科教員及び管理職の実務経験を生かし、高大接続の観

点から、大学入学直後の学生に大学で求められる主体的

な学びの作法とその考え方も指導します。

＜到達目標＞

・欧米の歴史を理解し、日本の諸問題に対して、自分な

りの考えを持つことができる。

・受講によって興味関心のあるテーマを見出し、図書館

やWebで自主的な深掘りを経験する。

※ 先輩からのコメント

・この授業を受けて、自分の中で気になった事柄から派

生させて色々なものを調べていくという変化があった。

最初の頃は、授業でわからないことを調べるだけだった

が、気になった事柄や疑問を調べ、そこから関連するも

のを調べていくことができるようになった。（社リハ）

・振り返りやプレゼンなどで自分で調べたり考えをまと

めたりなど自分の考える力や情報を活用する力が必要と

なり今まであまり体験をしたことがなっかたのでとても

良い体験でした。（経営）

＜授業のキーワード＞

民主主義、基本的人権、外交、多民族国家、冷戦、

＜授業の進め方＞

各国別にトピックスを選び、講義を中心に進めます。

 dot campus にアップする事前配布資料を参照し、毎時

間の授業後に「振り返り」を word 入力して dot campu

s から提出してもらいます。5回以上の提出がない場合

は、単位を認めません。

授業後の「振り返り」は、授業内容をまとめるのではな

く、授業によって得た新しい発見や興味を抱いた事柄、

もう少し深掘りしたい部分など、授業を受けて生じた自

分の頭の中の変化（質問や感想）を文章で説明してくだ

さい。授業のポイントをついた各自の意見、ユニークな

気づきなどが、制限字数内で他人に分かりやすく書かれ

ているかどうかが、採点の重要なポイントです。

また、事前配布資料や講義中に出す設問への正解を調べ

て提出することによって、「振り返り」の基礎評価点に

加点をします。

＜履修するにあたって＞

・出席を重視しますが、部活動での公欠や病欠などは相

談してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

次回のテーマに関する予備知識を持って授業に出席する

と内容が分かりやすくなります。（高校の世界史の教科

書程度）

授業中は事前配信資料や各自のノートにメモを取り、授

業後にメモと板書を整理する作業が必要です。

したがって、授業中のメモをいかに増やすか（耳からの

情報をポイントをおさえて文字化する）が鍵です。

授業中に浮かんだ疑問や興味のある出来事などは、その

時にメモに取り、図書館やネット検索で追加調べをする

習慣を身につけてほしいと思います。大学での自主的な

学びとは、この習慣が基本的態度となります。

予習４５分、事後のノート整理と追加調べ１時間半が目

安です。
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※数回の授業を受けて、「振り返り」をどのように書い

たらよいのか？と思った場合は、共通教育の「ライティ

ング・なんでも教室」で相談してみて下さい。先輩たち

もお世話になってました。

＜提出課題など＞

現代日本の諸問題について、欧米諸国の歴史から参考と

なる事実や政策を選び、８分間のプレゼン発表用資料を

パワーポイントで作成する。（画面６枚）

注）作成においては、起承転結の筋道だった説明の展開、

聴衆に対して発表に興味を持たせ聴かせるための工夫、

画面レイアウトや色遣いなどの経験を１回生から積むこ

とを目的とした課題です。

毎年、履修者には難しかったけれどいい経験になったと

好評でした。フィードバックは授業で行います。

※ 先輩からのコメント

・パワーポイントでの課題制作はとても良い経験になっ

た。（経営）

・プレゼン資料の課題で、資料収集力とそれを決められ

た量にまとめ上げる力がついた。授業では普通の知識だ

とその疑問点までたどり着かない所まで深掘りする時が

面白かった。（人文）

＜成績評価方法・基準＞

毎回の講義の「振り返り（６０％）」、定期試験（２０

％）、プレゼン課題の評価（２０％　５段階）の割合で

総合評価します。毎回の講義の振り返りには５点を配点

しますが、毎回満点とは考えずに、減点があるものと思

って、自分の基礎点を積み上げていって下さい。配信し

た講義資料の中にいくつかの問いを設ける場合もありま

すので、それに解答することは加点とします。

　講義の振り返りには、授業内容のまとめを記すのでは

なく、授業を受けて自分の中でどのような発見があった

のか、何が知的興味を刺激したのか、もう少し深掘りし

たい部分や疑問点などを記してください。（単に講義内

容をまとめるだけのものは評価点０? １点です。）

※ 先輩からのコメント

・なるほどと思ったことに対して、なぜそう思ったのか

を考えるのが大学に入ってから初めてのことで、難しく

感じた。毎回400字強のレポートを書くのも大変だった。

しかし、歴史のより専門的な内容を知ることができるし、

毎回知らないことを学べるので授業の難易度は満足して

いる。歴史好きで文章力を伸ばしたいと考えている人な

ら取るべき授業だと思う。（人文）

＜テキスト＞

特に指定しない。

＜参考図書＞

北村　厚『教養のグローバル・ヒストリー』ミネルヴァ

書房

　同　　『20世紀のグローバル・ヒストリー』ミネルヴ

ァ書房

（本学人文学部の先生で、大変わかり易い概説です。授

業の予習や授業後の後追い学習で関係ページを読んでみ

て下さい。）

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと講義

「近代日本はどこの国の何を取り入れたのか？」

大学での学び方（ノートテイク術、成績評価、課題の説

明）

岩倉遣欧使節団とお雇い外国人が導いた文明開化・西洋

化。

第2回　工業化が変えた英国社会

英国の産業革命によって社会はどのように変わっていっ

たのか？

工業化を初めて経験した英国で何が起こったのか。歴史

は暗記物ではない、論理的に考える科目として、産業革

命を題材に基本的なトレーニングをしてみましょう。

第3回　アメリカ建国史

アメリカを理解するためには、State（州）の独立性を

理解する必要があります。

合衆国憲法成立の事情と南北戦争の経緯に、アメリカの

特徴があらわれています。

第4回　アメリカはいつ世界一になったのか？

南北戦争の後、世界史の教科書では、突然、「第一次大

戦の勝敗に影響を与える強大国」として再登場して驚き

ませんでしたか？…アメリカはいつどのように強大化し

ていったのでしょうか？

第5回　ユダヤ民族史

(アメリカのユダヤ人）

ナチのユダヤ人迫害は有名ですが、そもそもなぜユダヤ

人は差別されてきたのでしょうか？古く長いユダヤ迫害

の歴史を知ることで、私たちの知らないアメリカの姿が

見えてきます。

第6回　フランス植民地帝国の矛盾

自由と平等の民主主義と人権の国家を創出した仏は、フ

ランス革命を進めながら植民地を支配するという大きな

矛盾を抱えていたのです。

インドをめぐる英との植民地争いに敗れた後、フランス

はどうなったのでしょうか？

第7回　仏のアルジェリア支配

（２０世紀仏の最大の危機）

仏は地中海の対岸にある植民地アルジェリアに対して、

特別な関わり方をしていったことで、第二次大戦後にヒ

トラーによる占領以上の危機を迎えます。

第8回　多民族国家の崩壊１

「ハプスブルク帝国」

ヨーロッパの名門貴族　オーストリア＝ハプスブルグ帝
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国を、多民族国家という視点から第１次大戦前後を中心

に見てみると、民族問題の考え方が分かります。

陸続きに国境線を抱え、大国に挟まれた位置にある中欧

のチェコ、スロバキア、ハンガリーが、生き残るために

選択した苦渋の歴史。

第9回　多民族国家の崩壊２

「オスマン帝国」

異なる民族をどのように一つの国としてまとめるのか？

オスマン帝国はイスラム教を使ってまとめていました。

受講生の多くは、きっとこの国でも「言語」の重要性に

気づかされると思います。親日国トルコの底流にある歴

史です。

第10回　ドイツとは「地理上の名称に過ぎない」

二つの世界大戦の主役となったドイツ帝国の成立は、日

本の明治維新とほぼ同じ時期でした。明治の元勲たちを

敬服魅了させたビスマルク、彼が重視した外交方針は、

現在のドイツにも生きています。

第11回　ヴァイマール共和国とナチ党

憲法を学ぶと必ず出てくる一つのお手本がヴァイマール

憲法です。その憲法を持つ国でどのようにヒトラーのナ

チ党は台頭していったのか？選挙や有権者の意識を考え

ながら、現代の世界で台頭してきたポピュリズム（大衆

迎合主義）を考えてみましょう。

第12回　第二次大戦とドイツの戦後処理

戦後の２０世紀世界を決めていったヤルタ会談は、冷戦

理解の基本です。

ドイツは敗戦国として戦争責任にどう向き合ったのか、

日本との違いを考えます。

第13回　冷戦期の世界

アメリカが社会主義のソ連と世界を二分して覇権争いを

した冷戦期。アメリカは世界の警察官として、どのよう

に外交政策を行っていたのか？日本の復興と重ねながら

後期の「近現代史概論Ⅱ」であつかうアジアに視点を導

いていきます。

第14回　プレゼン課題講評（予定）

提出されたプレゼン課題の優秀作品を発表し、ストーリ

ーの展開や画面レイアウト、参考資料の用い方など、パ

ワーポイントを使ったプレゼンのアドバイスをします。

第15回　西欧の移民政策を参考にして…

少子高齢社会の日本は、外国人労働者受け入れ政策をど

う構築するのかで、将来像が大きく変化します。西欧諸

国の移民政策を参考資料として、日本のこれからを考え

てみましょう。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

近現代史概論Ⅱ

鵜飼　昌男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業でスライドを用いた講義で行います。

＜授業の目的＞

人文科学・社会科学の各学部での専門的な学びの基礎と

して、日本のグローバル化がアジア諸国との関係の増加

にあるという考えの下、アジア近現代史に関する知識を

修得することを第１の目的とします。（中高までの学習

を振り返って、アジア諸国についてどれほど知っていま

すか？）

　まず、「知ること」を重視し、暗記で覚えるのではな

く、学修した知識・史資料を読み取る技能を活用して社

会と交わり、アジア世界との共生を果たすための価値観

と自己意見が持てることを目指します。

　講義では以下の２点に留意した授業を行う予定です。

①暗記ではなく歴史事項の理解を通して、論理的・合理

的な思考に親しむ

②中国・台湾・韓国および東南アジア各国の国家建設の

経緯を理解し、アジア諸国と日本との関係に対する各自

の意見形成を図る

※ 先輩からのコメント

・欧米ばかりに目を向けていたが、これからは東南アジ

ア情勢が分かっていないと困るだろう。現状を知るだけ

でも将来の自分を助けてくれると思う。（人文）

　この授業の担当者は、高校での２０年以上にわたる地

歴科教員及び管理職の実務経験を生かし、高大接続の観

点から、大学入学直後の学生に大学で求められる主体的

な学びの作法とその考え方も指導します。

＜到達目標＞

・アジア各国の近現代史を知り、日本のグローバル化で

拡大するアジア諸国の人々に対して、感情と偏見に囚わ

れない親和的で冷静な自己意見を持つことができる。

・各自の興味関心あるテーマを見出し、図書館やWebで

自主的な深掘りを経験する。ネット検索では書き込み記

事に対して、書き手の思考の偏りに対して頭の中で警告

が出せるような「免疫力ある自立した思考」を育成する。

※ 先輩からのコメント

・歴史に興味がある人は、基礎知識があればあるほど話

のつながりが見えて、納得したり別の分野に興味が広が

る。（経済）

＜授業のキーワード＞

アジア、民主政治、冷戦、対日感情、多様性、

＜授業の進め方＞

教室のスクリーンにPCのスライド画面（Zoomの共有）を

投影し、講義します。

毎回、事前資料を　dot campus にアップしますので、

それを参照して受講してください。事前資料には、講義

概要や史料、スライド画面、課題となる設問を掲載しま
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す。講義を聴きながらメモをとり、ノートテイクスキル

の向上にも役立てて下さい。

内容は、中国を中心に外国人労働者として来日の多いア

ジア各国をピックアップし、建国から現在までを概説的

に講義します。（中国、台湾、韓国、ベトナム、フィリ

ピン、インドネシアなど）

毎回の授業終了後に、授業の振り返りと設問に対する解

答を　dot campus にWordで入力し、3日以内に提出して

もらいます。授業への参加はこのWordシートの提出によ

ってカウントします。要点をついた記述、ユニークな気

づき等に対して、次回の授業時にフィードバックしてい

きます。

毎年好評のプレゼン課題に関する優秀作品講評の時間も

後半に１コマ設ける予定です。

　注）授業の振り返りでは、400字? 8 0 0字の予定で、授

業によって得た新しい発見や興味を抱いた事柄、もう少

し深掘りしたい部分など、授業によって生じた自分の頭

の中の変化（質問や感想）を文章で説明してください。

授業内容を単にまとめたような記述は、０点または大幅

減点となりますので自分の意見を書くようにして下さい。

時には、授業においてテーマを指示し各自の意見を書い

てもらう場合もあります。

※ 先輩からのコメント

・歴史が苦手だったので授業について行けるか不安だっ

たけど、そんな不安もなくなるくらい得られる知識が多

く、新しい興味が得られた。（経営）

＜履修するにあたって＞

・出席を重視します。部活動での公欠や病欠、就活など

は相談してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前配布資料を読んで、高校世界史の教科書程度の予備

知識を持って授業に参加すると、内容が分かりやすくな

ります。しかし、中国以外は驚くほどアジア諸国に関す

る記述は薄く羅列的です！

（先輩からのアドバイス）

授業中は各自のノートまたは事前配布資料にメモを取り、

授業後にメモを整理する作業が理解のために有効です。

したがって、授業中のメモをいかに増やすか（耳からの

情報をポイントをおさえてメモにする）が鍵です。

授業中に浮かんだ疑問や興味を覚えた出来事などは、タ

イミングを逃さずにメモし、図書館やネット検索で授業

後に「後追い調べ」する習慣を身につけてほしいと思い

ます。大学での自主的な学びとは、このような習慣が基

本的態度となります。予習３０分、事後のノート整理と

「後追い調べ」１時間半が目安です。

＜提出課題など＞

① 授業のための事前配信資料または授業中に指示した

設問課題は、授業後に提出する　dot campus のWordシ

ートに解答を入力して下さい。

② グローバル化が進む日本社会の諸問題に対して、ア

ジア諸国から一国を選び対日感情の背景となる事実や政

策を調べ、各自が持ったその国に対する理解について、

８分間のプレゼン発表用資料をパワーポイントで作成す

る「プレゼン課題」を予定しています。

　注）作成においては、起承転結の筋道だった説明の展

開、聴衆に対して発表に興味を持たせ聴いてもらうため

の工夫、画面レイアウトなどの経験を１回生から積むこ

とを目的とした課題です。毎年、履修者には難しかった

けれど良い経験になったと好評でした（3回生・4回生に

好評）。フィードバックは授業でしっかり行います。

＜成績評価方法・基準＞

毎回の授業後に提出するWordシート（６０％）、プレゼ

ン課題（２０％）、定期試験（２０％）、毎回の授業中

の設問に対する解答を加点材料として、総合評価します。

文章による論理的な表現力、意見形成のための基礎知識、

パワーポイントによる説明スキルのアップ、この３つを

少しでもつけてもらうために講義しますので、自分の力

をつけるために授業と課題に取り組んでください。

Wordシートには、次の２点を書いてください。

①設問の解答

②「授業の振り返り」＝授業によって得た新しい発見や

興味を抱いた事柄、もう少し深掘りしたい部分など、授

業によって生じた自分の頭の中の変化（質問や感想）を

説明してください。評価のポイントは、筋道だった文の

展開と簡潔に自らの考えをまとめているかどうかです。

単なる授業内容のまとめを書いても、0点または大幅減

点とします。

毎回の講義の振り返りには５点を配点しますが、毎回満

点とは考えずに、減点があるものと思って自分の基礎点

を積み上げていって下さい。

プレゼン課題の評価は、A/B/C/D/Eの5段階で採点します。

優秀作品はA＋アルファの加点をします。

定期試験は授業を６回以上休むと、受けることができま

せん。

＜テキスト＞

特に指定はありません。

＜参考図書＞

北村　厚『教養のグローバル・ヒストリー』ミネルヴァ

書房

　同　　『20世紀のグローバル・ヒストリー』ミネルヴ

ァ書房

（著者は本学人文学部の教員です。とてもわかり易い記
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述です。授業単元に関係するページを予習で読んでも、

授業後に後追い学習で読んでも、よい参考図書となりま

す。）

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

「歴史は暗記モノではない」

「アジア理解が必要な日本」

授業でのノートテイク術、成績評価、課題についての説

明。

ミニ講義A「歴史は暗記科目ではない」

ミニ講義B「アジア理解が必要な理由」

第2回　中国理解１

近現代の苦難な歩みとは…辛亥革命から中華民国時代を、

「第４の混乱期」と考えてみる。

第3回　中国理解２

日中戦争から国共内戦の実像（教科書記述の違いを知る

）

第4回　中国理解３

国家建設が遅れた30年と毛沢東の失政

第5回　中国理解４

鄧小平は何を選んだのか（改革開放政策）

第6回　中国理解５

江沢民による方針変更と格差社会の拡大

第7回　台湾現代史

国民党が２度台湾にやってきた？

第8回　韓国の成立と「漢江の奇跡」

辛酸の建国初期と人事粛清が繰り返しされた政治史

第9回　ベトナム現代史

ドイモイ（刷新）政策の前後でガラッと変わる対日感情

第10回　戦場となったフィリピン

太平洋戦争の激戦地となったフィリピンを知っています

か？

第11回　フィリピンの戦後史

フィリピンの戦後史には、現代日本の政治や社会の問題

を考えるための鍵があります。

第12回　世界最大の島嶼国家「インドネシア」

世界最大のイスラム教国家として、多様性を認める統一

国家としての苦労。

軍事政権から民主政権への改革と開発独裁の歴史。

第13回　中国の覇権に対抗する鍵となる国「インド」

中流階層が未成熟の中で実施されている世界最大の「民

主主義」の実態。

日本との関係の深さも、インドのビジネスマンのしたた

かさも、再認識すべきポイント。

第14回　商店街に１軒はある「ネパール」カレー店

エベレストの登山口ばかりがネパールではない。彼らが

日本で働く理由は？

第15回　プレゼン課題講評

提出されたプレゼン課題の優秀作品を発表し、論の展開

や画面レイアウト、参考資料の用い方などをアドバイス

すします。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

薬の科学Ⅰ

濱田　美知子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

この授業では、講義とグループワーク、小テストを行い

ます。

したがって授業の半分以上がアクティブラーニングです。

講義と授業中の自主学習によって知識をインプットし、

他の学生へプレゼンテーションし、相互学習するスタイ

ルです。

【問い合わせ先】

濱田：hamada@pharm.kobegakuin.ac.jp

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPに示す４項目のうち、１を目指しま

す。

身体の調子を崩した時、どのようなケアを行えばいいの

か。ドラッグストアや薬局で市販されている薬（OTC薬

）はどんな症状の時に、何を選べばよいのか。この授業

では薬が効くための基礎知識と、症状から市販薬の選び

方を学習します。薬のユーザーとして役に立つことは勿

論、将来の選択肢として、製薬企業や登録販売者などの

薬を提供する側にも興味を持てるような授業を目指しま

す。

＜到達目標＞

資料を読み、適切なプレゼンテーションを作成して、他

者に説明できる能力を養う。

健康についての自分でチェックすることが出来る。

自分や家族に生じた症状から原因を探り、簡単なプライ

マリケアに繋げることが出来る。

良くある病気について、その原因とよく使われる治療薬

について知る。

薬に興味を持ち、日常のセルフメディケーションに寄与

できる。

＜授業のキーワード＞

市販薬　OTC薬　症状から薬を選ぶ　登録販売員の仕事

＜授業の進め方＞

授業の約1週間前に授業用の資料をオンラインで配布し

ます。

①配布資料に基づいて、授業開始時に10分間のプレテス

トを行います（オンライン）

（プレテストは講義の前に、この時間では何をどの程度

分かる必要があるのかを考えるために必要なので講義前

に受験することに意義があります。したがって交通機関
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の遅延を含めて、遅刻すると受験できません。ただし、

理由のある遅刻については評価のところで考慮しますの

で、授業後に申し出てください。）

②約30分間、担当者による講義の後、担当者が出題した

２～３の点について、2-3人のグループで分担し、プレ

ゼン資料を作成します。

③作ったプレゼン資料を用いて、リレープレゼンテーシ

ョンを行います。

④授業の最後にポストテストを行います（オンライン）

準備するもの

授業中にオンラインテストをするので、スマートフォン、

タブレット端末、ノートPCなどのうち、何か一つ持って

きてください。

配布資料については、印刷しませんので、印刷体が必要

な人は各自で印刷し、持ってきてください。

＜履修するにあたって＞

アクティブラーニングを行いますので、積極的に授業に

参加する姿勢で臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

日頃から、自分や家族の健康状態に気を配り、　また薬

や病気に関する報道には関心をもって情報を収集し、薬

を使用するときは、成分や効能効果などの記載を必ず確

認するなど、実践的な取り組みをしてください

＜提出課題など＞

時間内に要求されるプレテスト、ポストテスト（オンラ

イン）に解答し提出すること

毎時間、授業中に作成したプレゼン資料を写真に撮って

提出すること

授業時間外の課題はありません

＜成績評価方法・基準＞

以下の２つの小テストと授業中に作成したプロダクト（

プレゼン資料）で以下のように評価します。

①プレテスト（授業開始後～10分間）は成績に関わらず

解答することで10%

プレテストは講義の前に、この時間では何をどの程度分

かる必要があるのかを考えることに意義があるので、交

通機関の遅延を含めて遅刻すると受験できません。ただ

し、理由のある遅刻について評価を考慮しますので、授

業後に申し出てください。

②授業中に作成したプレゼン資料　50%

③授業の最後に行うポストテスト（点数による評価）40

%として評価します。

すべて授業中に行うため、授業に遅れずに出席し、課題

の提出を忘れず、積極的な態度で取り組んでください。

なお、プレテスト、ポストテストを行う都合上、スマー

トフォン、タブレット端末、ノートPCのいずれかを持参

してください。

定期試験は行いません。

＜テキスト＞

配布資料（PDFファイルで配布予定）

＜参考図書＞

現場で使える新人登録販売者便利帖 症状から選ぶOTC医

薬品　仲宗根 恵著

OTC医薬品の比較と使い分け　児島悠史, 坂口眞弓, 神

田佳典著

症状で見分ける家庭医学事典　マーク・アイゼンバーグ,

 クリストファー・ケリー, 府川由美恵, 福井次矢著

新版 超図解 薬はなぜ効くか　田中正敏著

＜授業計画＞

第1回　薬を適切に扱うために知っておきたいこと

①市販薬で対応できる範囲を見極める

②ドラッグストアと調剤薬局、病院の違い

③薬剤師と登録販売員

④セルフメディケーションをめぐる法律

第2回　薬が効くために-薬が体に入ってきて、効果を示

し、出ていくまでの話-

①薬の運命～吸収・分布・代謝・排泄～

②剤型のいろいろと正しい薬の飲み方

③子ども・高齢者と薬

④薬はどのようにして効いているのか～受容体という場

所～

第3回　症状別OTC薬の選び方①　痛み

なぜ痛いか？痛みに効く成分

第4回　症状別OTC薬の選び方②　頭痛、生理痛、歯痛

部位で違う痛みの原因と対処方法

第5回　症状別OTC薬の選び方③　風邪、発熱

風邪とは何か？発熱の仕組み　対処方法

第6回　症状別OTC薬の選び方④　咳と痰、のどの痛み

上気道の炎症と対処法　コデイン類の使用上の注意につ

いて

第7回　症状別OTC薬の選び方⑤　鼻水、くしゃみ、鼻づ

まりとアレルギーの話

鼻水、くしゃみ、鼻づまりとアレルギーの話

抗ヒスタミン薬

アレルギー薬の選び方

第8回　症状別OTC薬の選び方⑥　胃のトラブル　みぞお

ちが痛むとき

胃のトラブルの原因と対処法

みぞおちが痛むとき、どんな病気が考えられるか？

その対処法

第9回　症状別OTC薬の選び方⑦　下痢と便秘
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下痢と便秘の原因と対処法

第10回　症状別OTC薬の選び方⑧　目のトラブル

目のトラブルは我慢ができない

目の調子が悪いと思っていたら大きな病気が隠れている

ことがある

第11回　症状別OTC薬の選び方⑨　乗り物酔いと眩暈（

めまい）

乗り物酔いや眩暈はなぜ起こるか？対処法

第12回　症状別OTC薬の選び方⑩　筋肉の痛み　関節の

痛み

筋肉の痛みや関節の痛みに効く薬

第13回　症状別OTC薬の選び方⑪　湿疹、皮膚炎

湿疹や皮膚炎の原因の見分け方

水虫は市販薬で治るか？

第14回　症状別OTC薬の選び方⑫　発毛剤　痔の薬

困ったときに頼れるOTC薬

発毛剤や痔の薬は効くの？

更年期について考えてみよう。

第15回　妊婦、授乳中の薬の服用について

妊娠中や授乳中って薬を飲んだらいけないの？

飲める薬と飲めない薬

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

薬の科学Ⅰ

福島　昭二、亀井　敬泰、福島　恵造

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義とするが、covid-19の流行状況次第でオンデマ

ンド講義（任意の時間に各自が資料をdownloadし受講す

る講義）または対面・オンデマンドのハイブリッドとす

る場合もある。

＜授業の目的＞

(DPとの関係）下記全学DPに関連している。

(知識・技能）１．共通教育を通じて、広い教養を身に

着け、豊かな人間性や社会性を涵養している。

今まで一度も薬を使ったことがない人は恐らくいないで

しょう。それぞれの薬にはそれぞれ固有の効果があり、

また錠剤・水剤・貼付剤など剤形も多様です。そもそも

薬とは何か？薬と食品は何が違うのか？薬が“効く”と

いうのはどうゆうことなのか？薬をより効果的に使うた

めにはどうすれば良いのか？皆さんも疑問に思ったこと

はありませんか？当該授業を通じて“薬”について学ん

でいきましょう。

＜到達目標＞

・飲み薬を使いやすく効果的にする工夫を概説できる。

・目薬・吸入薬・貼付薬・塗り薬・注射薬について概説

できる。

・薬と薬の相互作用について概説できる。

・遺伝子解析とそれを利用した治療について概説できる。

・風邪とインフルエンザおよびその治療薬について概説

できる。

・主な生活習慣病とその薬について概説できる。

・花粉症発症のメカニズムと治療薬について概説できる。

・薬と健康食品の違いを説明できる。

・批判的観点より健康食品を吟味できる。

・薬が効くまでの流れを概説できる。

・薬の体内での動き（吸収・分布・代謝・排泄）を概説

できる。

＜授業のキーワード＞

薬と健康食品、薬物動態、製剤、薬の相互作用、個別化

治療

＜授業の進め方＞

亀井敬泰（第1回～第5回）、福島昭二（第6回～第10回

）、福島恵造（第11回～１5回）で担当します。

対面講義では、当日に資料を配布し、スライドを用いて

講義を行う。

オンデマンド講義となった場合は、Microsoft社のパワ

ーポイントのプレゼンテーション機能に音声を吹き込ん

だものを、OneDriveまたはteamsにuploadしますので、

各自講義資料をdownload後、自身のPCで”講義を受けて

ください。OneDriveまたはteamsにアクセスするURLは随

時連絡しますので確認を忘れないようにして下さい。

＜履修するにあたって＞

対面授業では、当日に講義資料を配布する。

オンデマンド講義で使用する資料は、上述のとおりMicr

osoft社のパワーポイント（ppt）またはそれを動画ファ

イル（mp4）に変換したものを事前に（pptはOneDrive、

mp4はteamに）uploadする予定である。※ファイルをdow

nloadするには学内情報サービスにログインする必要が

あります。その他、何か問題等があった場合はfukusima

@pharm.kobegakuin.ac.jpまで気軽に連絡下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

復習(30分を目安とする）

＜提出課題など＞

なし。

＜成績評価方法・基準＞

各講義終了時の確認テスト（40%）および定期テスト（6

0%）で評価する。

※定期テストが実施不可となった場合は、別途、課題（

演習問題またはレポート）で評価する。

＜テキスト＞

講義資料は、「授業の進め方」に記載したとおり、教員

独自の配布資料を用いる。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　飲み薬（1）



- 218 -

のみ薬の剤形とプロドラッグ化について解説する。

第2回　飲み薬（2）

薬物の放出制御について解説する。

第3回　目薬・吸入薬

目薬・吸入薬について概説する。

第4回　ぬり薬・貼り薬

塗薬・貼薬について概説する。

第5回　注射薬

注射薬について概説する。

第6回　薬の正しい使い方・間違った使い方

薬の飲み方や相互作用について解説する。

第7回　遺伝子と個別化医療

遺伝子解析とそれを利用した治療について解説する。

第8回　風邪・インフルエンザ・新型コロナと薬

風邪・インフルエンザ・新型コロナとその治療薬につい

て解説する。

第9回　生活習慣病と薬

主な生活習慣病とその薬について解説する。

第10回　花粉症と薬

花粉症発症のメカニズムと治療薬・花粉症対策について

解説する。

第11回　薬と健康食品（１）

食品・健康食品・医薬品の相違について解説する。

第12回　薬と健康食品（２）

批判的吟味の必要性とエビデンスレベルについて解説す

る。

第13回　薬と健康食品（３）

健康食品の批判的吟味による評価について解説する。

第14回　薬が効くまで（１）

薬力学と薬物動態について解説する。

第15回　薬が効くまで（２）

物質の吸収と飲み薬について解説する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

薬の科学Ⅱ

中本　賀寿夫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

＜主題＞

　この授業は、全学ディプロマ・ポリシー（DP) に示す

5項目のうちの1および3を目指す。

　薬は健康な生活を送るため、また病気になった際には

健康な生活をいち早く取り戻すために、欠かすことがで

きないものです。では、なぜ薬を服用すると、熱が下が

ったり、痛みが和らいだりするのでしょうか？

　本講義では、薬とは何か？体内に吸収された薬がどの

ように作用し、有効な効果を発揮するかについて、代表

的な疾患をあげて、その治療薬の作用メカニズムをわか

りやすく解説します。さらに、今後の生活に役立つよう

な幅広い薬の知識を習得してもらうために、食品と薬の

飲み合わせ、薬の副作用などに関する話題を提供し、薬

を正しく安全に使用するための基本的な知識を深めます。

＜到達目標＞

１．医薬品、一般医薬品、ジェネリック医薬品について

説明できる。２. 薬の種類や服用方法を理解できる。3．

薬と食品の飲み合わせについて、具体例をあげて説明で

きる。4．代表的な疾患（風邪症候群（インフルエンザ

を含む）、片頭痛やがん性および神経障害性疼痛、糖尿

病、花粉症や食物アレルギーなどのアレルギー疾患、う

つ病などの精神疾患、慢性閉塞性肺疾患などの呼吸器疾

患）に対する薬の効果（薬理作用）や副作用を説明でき

る。５．緩和ケアについて説明できる。

＜授業のキーワード＞

病気、薬、治療

＜授業の進め方＞

PowerPointを用いた講義形式、（概ね２時間程度の予習

・復習が望ましい）

（＊　ただし、コロナの状況により、Zoomへ変更となる

可能性あり。その際はドットキャンパスから連絡をしま

す。）

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：随時受け付けます。（事前にメールで

連絡すること）

　　　　　　　　メールアドレス： kazuo-n アットマ

ーク pharm.kobegakuin.ac.jp

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、授業内容に関する医療関連の新聞やニ

ュースの記事を読むこと。（目安として1時間）

事後学習として、講義の対象であった疾患や薬物治療に

ついて、復習すること。（目安として１時間）

＜提出課題など＞

講義中に適宜指示します。

＜成績評価方法・基準＞

成績評価：　小テスト 20%、レポート 20%、定期試験６

0% に基づいて評価する。

小テストは第8回目（験範囲：第１回? 第７回の講義内

容）と第１4回目　（験範囲：第８回? 第14回の講義内

容）に行う。レポート課題は、１５回目の授業時に行う。

定期試験は記述式の問題（持ち込み不可）

毎回出席カードを提出してもらいます。

原則、遅刻したものには出席カードは配りません。

授業中の私語は禁じます。

＜テキスト＞

プリントを配布します。
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＜授業計画＞

第1回　ガイダンス：薬とは何か？

薬とは何か？について解説する。薬の歴史、新薬誕生ま

でのプロセス、医薬品、一般医薬品、ジェネリック医薬

品について学ぶ。

第2回　なぜ薬は効くのだろうか？

薬が体の中でどのように吸収、分布、代謝、排泄される

のかについて学ぶ。また、薬の各種剤形についても学ぶ。

第3回　薬と食品の飲み合わせについて

医薬品と健康食品との相違点などについて学ぶ。また、

薬と食品の相互作用について、具体例をあげながら解説

する。

第4回　熱をさげる薬について

熱をさげるメカニズムについて解説し、その予防および

治療薬について学ぶ。

第5回　痛みに効く薬（１）　基礎知識　

痛みとは何か？痛みが伝わる機序やその治療薬について

学ぶ。

第6回　痛みに効く薬（２）　頭痛　

片頭痛、緊張型頭痛などが生じるメカニズムやその治療

薬について学ぶ。

第7回　緩和ケアについて

がん性疼痛や神経障害性疼などの痛みについて紹介し、

現時点で有効とされている治療薬について学ぶ。また、

緩和ケアに関する考え方を理解し、生と死について考え

る。

第8回　かゆみに効く薬について

(小テストを含む、第1回? 7回の講義内容)

かゆみのメカニズムやその治療法について学ぶ。さらに、

食物アレルギーについて、国内外の事例を取り上げ、予

防や対応策についても学ぶ。

小テスト（試験範囲：第１回? 第７回の講義内容）

第9回　依存について（薬物、アルコール、ゲームやス

マホなど）

世界の薬物乱用の現状、危険ドラッグなどの薬物中毒時

の症状や対応策について学ぶ。ドーピングについて理解

を深め、防止策および予防策について学ぶ。

さらに、アルコール依存や最近話題のスマホ依存やゲー

ム依存についても触れる

第10回　うつ病の薬物治療について

うつ病の病態、その症状およびその薬物治療について学

ぶ。

第11回　生活習慣病の薬物治療について

生活習慣病（糖尿病、高血圧、脂質異常症や非アルコー

ル性脂肪性肝炎など）の薬物治療とその予防法について

学ぶ。

第12回　慢性閉塞性肺疾患（COPD）および禁煙治療薬に

ついて

タバコが主な原因で発症する慢性閉塞性肺疾患（COPD）

の病態およびその治療薬について説明する。また、禁煙

のための治療およびその治療薬について学ぶ。

第13回　アンチエイジングについて

市場に出ているアンチエイジング関連の医薬品について

紹介し、長寿関連因子やそれを活性化する食品や薬につ

いて学ぶ。口臭、体臭や薄毛についてもふれる

第14回　インフルエンザおよび新型コロナウイルス感染

症の現状について

(小テストを含む、第８回? １４回の講義内容)

インフルエンザウイルスの特徴、感染経路およびこれま

での歴史について学ぶ。また、新型インフルエンザが出

現する機構についても解説します。さらに、インフルエ

ンザ治療薬やワクチンについても学ぶ。

新型コロナウイルス感染症の現状についても触れます。

小テスト（試験範囲：第8回? 第14回の講義内容）

第15回　フィジカルアセスメントと総まとめ

（レポート課題含む）

バイタルサイン（呼吸、体温、脈拍、血圧、意識）につ

いて学ぶ。また、救急医療現場等で用いられているトリ

アージの意味や方法について学ぶ。

最後に、第１回目から第15回目までの総括およびレポー

ト課題に取り組む。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

薬の科学Ⅱ

北條　恵子、福留　誠

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、神戸学院大学の全学DPの元に、「健康科学

」に関する幅広い知識を獲得し、医薬品やそれを取り巻

く食品から健康増進のための問題発見とその解決方策を

探るのが目標である。また、専門科目を学前段階として、

医薬品や食品に関わるmじかな問題や興味の持てるテー

マを題材に、一般的に共通した学問の探究方法を理解し、

技能として身につけるためのトレーニングの場とする。

＜到達目標＞

1. 私たちの健康生活を支える医薬品と食品について、

色々な角度から探求する。（態度・習慣）

2.　わtしたちの健康生活を支える医薬品と食品につい

て、現在から将来に向けて私たちが伝えていくべき内容

を考え、説明することができる。（知識・技能）

＜授業のキーワード＞
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薬、薬害、薬の歴史、機能性食品、治験

＜授業の進め方＞

スライドと板書を併用する。また、プリントを使用する。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業計画の各回で使用したプリントを丹念に繰り返し読

むこと。

＜提出課題など＞

毎講義ごとに課題に関するサマリーレポートを提出して

いただく。またグループ討論による考察、レポート作成

を課することがある。

＜成績評価方法・基準＞

担当者で分割し、それぞれ５０点ずつ配点する。

福留ーレポート：定期試験を１：１の割合で算出する。

北條ーレポート及びワークシート：定期試験を1:1の割

合で算出する。

＜テキスト＞

使用しない。

＜授業計画＞

第1回　薬の分類（北條）

薬事法に従った薬の分類について学ぶ。

第2回　薬の飲み方と効き方（北條）

薬がどのように効くのか、またその生体内での運命につ

いて学ぶ。

第3回　薬効と副作用（北條）

副作用とはどのようなものか、安全に薬を使用する方法

について学ぶ。

第4回　薬害を学ぶ（１）（北條）

主な薬害について学ぶ。

第5回　薬害を学ぶ（２）（北條）

薬害を防ぐための法律、制度について学ぶ。

第6回　薬の歴史（１）（福留）

古代? 近世における医薬品の歴史を概説する。

第7回　薬の歴史（２）（福留）

近現代における医薬品の歴史を概説する。

第8回　薬局の歴史（福留）

薬局の歴史及び医薬分業制度が採用された経緯を学ぶ。

第9回　薬剤師の仕事（福留）

現代の薬剤師の仕事（病院・薬局・企業）について概説

する。

第10回　新薬の開発（福留）

新薬開発の流れについて概説する。

第11回　公害と毒（福留）

公害と毒の分類について学ぶ。

第12回　機能性食品（北條）

機能性食品の代表としてチョコレートを取り上げ、その

効能について概説する。

第13回　フェアトレード（北條）

カカオ豆、コーヒーを例にフェアトレードについて学ぶ。

第14回　お酒（福留）

お酒の種類と製造方法について概説する。

第15回　特定保健用食品（福留）

特定保健用食品について学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

経済と社会

安逹　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（場合によっては【遠隔授業】）

＜授業の目的＞

この授業は、全学のDPに示す、「広い教養を身につけ、

豊かな人間性や社会性」を涵養することを目的としてい

る。また、「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発

見し、それを解決する方法を導く」能力の開発、向上を

目指す。

この授業では、近代から現代にかけての日本の社会経済

の変遷、転換点を、経済学、経営学、地政学、そして歴

史学などのさまざまな知見を基礎に、それらの内実を学

んでいく。前半（第１回から第７回）は江戸時代から第

二次世界大戦までの日本の社会経済に関して学び、後半

（第９回から第15回）は戦後の日本経済の変化、世界経

済における影響力の変化を学ぶ。全体を通じて、日本の

過去と、世界とのかかわり方の変遷を知ることは、現代

における日本の立ち位置を明確に理解するために必要不

可欠であるということを学び取ってもらう。

＜到達目標＞

・近代から現代にかけての日本経済の変化について基礎

的な知識を身につける。

・現代の日本経済がどのように発展してきたかをキーワ

ードに触れながら説明できる。

・日本の社会構造の変化が特異的な理由を、さまざまな

視点から捉え直し、説明できる。

＜授業のキーワード＞

近代、後発国、輸入代替、工業化、財政・金融、世界恐

慌、第二次世界大戦、戦後復興、高度経済成長期、石油

危機、為替、プラザ合意、バブル崩壊、デフレーション、

日本型雇用、IT革命、リーマン・ショック、気候変動問

題、AI

＜授業の進め方＞

基本、配布資料とパワーポイントを併用する形で授業を

進めていく。毎回、授業内容を短く要約し、文章化する

時間を設ける。そのため、ただ単に講義を聞くのではな

く、その内容をどのように自身の中に落とし込むかを常

に意識して授業に臨む必要がある。

＜履修するにあたって＞

・予備知識は特に必要としないが、高校程度の日本史、

世界史の知識があると学習しやすい。
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・授業に集中して取り組み、あとで復習できるように学

習内容を記録しておくこと。

・これから社会人になる身として、周りに配慮したふる

まいを心がけること。

・分からない言葉に出会ったら、辞書、インターネット

等を使用して自分で調べること。

・どのように学習に臨めばよいか分からなくなったら、

迷わず質問すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回、学習した内容について、プリント、ノートなどを

見直して復習すること（60分程度）。

次回の学習内容に関しては、事前に下記のリンク（OneD

rive）内で配布する資料を確認しておくこと（30分程度

）。

＜提出課題など＞

授業中または下記のリンクで配布する資料上で、課題内

容、提出方法を告知する。

課題については、授業中に受講者全体に対してフィード

バックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

①毎回の要約課題（60％）と、②レポート課題（40％）

の成績で評価する。

＜テキスト＞

なし。使用する資料全般は原則、下記のリンクで配布す

る。

＜参考図書＞

大野健一『途上国ニッポンの歩み　江戸から平成までの

経済発展』有斐閣、2005年、定価2,300円

横山和輝『日本史で学ぶ経済学』東洋経済新報社、2018

年、定価1,600円

＜授業計画＞

第１回　途上国「にっぽん」の歩み

自己紹介、授業のガイダンス、日本社会の近代化につい

て学ぶ。

第２回　江戸期のマクロ経済状態

江戸時代の農業、商業・運輸、手工業、教育、財政事情

について学ぶ。

第３回　明治政府と富国強兵

明治政府による殖産興業、海外からの技術移転、外交政

策を学ぶ。

第４回　輸入代替と工業化の挑戦

明治期のマクロ経済、技術水準、輸入代替、工業化につ

いて学ぶ。

第５回　明治期の主要産業の歩み

明治期に生糸、綿工業などの軽工業や、鉄道、造船、電

気機械などの機械産業、重化学工業がどのように発展し

てきたかを学ぶ。

第６回　明治期の財政金融と世界恐慌

明治期の財政、金融システム、金融恐慌について学ぶ。

第７回　二つの大戦と日本経済

第一次世界大戦が日本に与えた影響を学び、どのような

経済背景、地政的要因を背景に第二次世界大戦に突入し

ていったかを学ぶ。

第８回　ここまでのまとめ

ここまでのまとめを行い、それに関するレポートの書き

方について解説する。

第９回　戦後復興と制度改革

第二次世界大戦後の日本の復興、改革の内容について学

ぶ。

第10回　高度経済成長の光と闇

1960年代の高度経済成長が日本経済にどう変え、どのよ

うな問題が生まれたかを学ぶ。

第11回　貿易摩擦とプラザ合意

アメリカとの貿易摩擦、プラザ合意の背景をさまざまな

角度から学ぶ。

第12回　バブル崩壊と長期デフレ

なぜバブルが発生し、崩壊し、デフレが発生したのか、

それらのメカニズムとさまざま対処法として登場した経

済政策を学ぶ。

第13回　IT革命がもたらしたもの

IT革命によって、世界経済、日本経済はどう変化したか

を学ぶ。

第14回　AI化がもたらすもの

少子高齢化、人口減少を背景に、AIが社会構造をどう変

えるか学ぶ。

第15回　現代日本が抱える問題

医療・介護、エネルギー、資源環境の問題について学び、

考える。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

経済と社会

高梨　薫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

※今後の感染状況等によっては変更の可能性があります。

＜授業の目的＞

この科目は全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てることが

できる。」を目指している。社会全体の働き方を見直し、

誰もが働きやすい環境を整備することが、組織の生産性

につながり、経済成長の機会をつくる。授業では以上の

ことが具体的にどのように展開され将来の発展に繋がる

かを理解することが目的である。それにより獲得した知

識（や技能）を社会に役立てることができる。

＜到達目標＞

人がその個性と能力を十分に発揮することができる生き
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やすい社会をつくることによって、女性の活躍と男性を

含めた社会全体の働き方の見直しを実現するよう行動で

きる。

＜授業の進め方＞

プリントを配布して講義形式ですすめる。仕事と生活の

調和、次世代育成支援対策、男女共同参画社会等を理解

するため、参考文献も活用してほしい。

＜履修するにあたって＞

高校数学で学習したデータの分析に関する知識を有して

いることが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回（計15回）の授業のための予習・復習に1時間程度

を要し、事前学習として配布している資料を読んでおく

こと、事後学習としてその回の授業の展開（ストーリー

）を自分で整理しておくこと。

＜成績評価方法・基準＞

授業時の課題（30％）、中間レポート（30％）、最終レ

ポート（40％）で評価する。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

「暮らしと社会」シリーズ　男女共同参画白書　内閣府

高齢者社会白書　内閣府

＜授業計画＞

第1回　本講義全体の概要

本講義全体の概要、そして授業内容を例を示して説明す

る。また、授業を受ける態度、注意事項、課題や提出物、

評価方法を説明する。

第2回　産業革命と世界経済

資本主義と市場競争原理、社会経済的な変化が人々の生

活に何をもたらすか。

第3回　資本主義と社会保障制度1

資本主義社会と社会保障制度と地域社会、家族の関係を

整理する。

第4回　資本主義と社会保障制度2

経済成長と社会保障の財源の問題を整理する。

第5回　わが国の近代化、都市化、産業化と高度経済成

長1

戦後のわが国の近代化、都市化、核家族化がもたらした

人々の生活、および社会構造の変化と経済成長について

第6回　わが国の近代化、都市化、産業化と高度経済成

長2

戦後のわが国の近代化、産業化がもたらした人々の生活、

および社会構造の変化について

第7回　国民皆保険・皆年金について

日本の社会保障制度について概観する。社会保険と社会

福祉の性格の違い（それぞれの仕組み）について理解す

る。

第8回　超高齢社会と少子化の進行

少子高齢社会における経済成長と社会保障制度の関係を

整理する

第9回　前半のまとめと復習（確認）

前半とりあげたことを整理して確認します。

第10回　現代の日本社会における社会問題と政策的課題

1

政府の刊行物や白書の統計資料の読み取りから社会問題

について概観する。

第11回　現代の日本社会における社会問題と政策的課題

2

政府の刊行物や白書の統計資料の読み取りから政策的課

題について概観する。

第12回　ILOとOECD

国際的な視点から見た日本の経済と社会（国際労働機関

と経済協力開発機構について）

第13回　超高齢社会における社会経済1

生涯現役社会と一億総活躍社会

第14回　超高齢社会における社会経済2

次世代育成支援対策、仕事と生活の調和、人がその個性

と能力を十分に発揮することができる女性にとっても男

性にとっても生きやすい社会

第15回　授業全体の総括

近年のわが国の社会経済情勢と働きやすい社会を支える

社会保障

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

健康科学演習Ｃ

山本　大誠、高梨　薫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てることが

できる。」を目指しています。

授業では自己を通して他者を理解することを学ぶ。また

「自立」とはどういうことなのかを考える。それにより

幅広い知識に基づいて、他者（および異文化）を理解す

ることができる。そのために各回（計15回）の授業のた

めの予習・復習に1時間程度を要します。

＜到達目標＞

自己を通して他者を理解することを学ぶ。自己を知り、

他者を知ることにより人に対して豊かな共感能力をもっ

て接することができる。対人援助場面から障害や病気を

抱えた自立について理解を深める。実践場面における援

助者のあり方の基本を理解できる。

＜授業の進め方＞

前半１回～８回はワークショップスタジオ（対面）と、
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遠隔オンライン（Zoom）併用にて山本が担当します。

基本的に講義と演習で進めます。身体の構造や動きを知

るために簡単な運動を実施しますので、演習の際は運動

できる服装で臨んでください。

山本担当の８回までの予定は以下の通りとなります。

①9月30日　３限（１回）オンライン

②10月7日　３限（２回）オンライン

③10月14日　３～４限（３～４回）対面授業

④10月21日　３限（５回）オンライン

⑤10月28日　３～４限（６～７回）対面授業

⑥11月6日　３限（８回）オンライン　※変更になって

います。

後半９回～15回はD204教室で毎週金曜３時限、高梨が担

当します。

基本的に講義形式で進めますが、グループワークをする

ことがあります。ビデオ等の視聴覚教材を利用すること

もあります。

＜履修するにあたって＞

各回（計15回）の授業のための予習・復習に1時間程度

を要します。

軽い運動（ストレッチングや太極拳など）を実施するこ

とがありますので、体調不良の場合は事前に連絡をくだ

さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回（計15回）の授業のための予習・復習に1時間程度

を要し、事前学習としては配布する資料を読んでおくこ

と、事後学習としてその回の演習の展開（ストーリー）

を自分で整理しておくこと。

＜提出課題など＞

授業中に課す課題での発表

＜成績評価方法・基準＞

授業中の発表（30％）、中間レポート（35％）、最終レ

ポート（35％）で評価する。

＜テキスト＞

適時プリント・資料を配布する。

＜授業計画＞

第1回　身体の構造

健康を科学するために、ヒトの身体についてその構造を

教授する。

第2回　身体の機能

健康を科学するために、ヒトの身体についてその働きを

教授する。

第3回　身体の機能の評価

身体の機能の評価にはどのようなものがあるか、その方

法論について演習を通して学ぶ。

第4回　自己感覚

自己感覚と考えられている自己存在感・自己所有感・自

己主体感について教授する。

第5回　心身と健康

健康が身体のみではなく、精神・心理的に影響を受けて

いることを学ぶ。

第6回　健康と身体運動

健康が身体機能とどのような関係にあるのか教授する。

また、健康を維持向上するための身体運動について演習

を通じて学ぶ。

第7回　自己感と身体運動

自己感を改善するための身体運動を通して、自己の健康

について学ぶ。また、心身の健康を改善するための身体

運動（ボディーアウェアネスセラピー）を実習を通じて

学ぶ。

第8回　健康とは何か

これまでの講義、演習、実習において、健康とは何かを

考える。

第9回　障害や病気と共に生きることについて

病気は治療（治癒）するものばかりでなく、病気ととも

に生活する方法のあること、また障害をもっていても生

き方の可能性は阻害されないことを具体的に学ぶ。　（

担当高梨　11月26日 第９回以降は金曜３時限 D204）

第10回　健康な生活とコミュニティー①

人の生きるの場としての家族、学校、地域、職場の大切

さについて再考する。

（担当高梨　金曜３時限 D204）

第11回　健康な生活とコミュニティー②

健康な生活とコミュニティーの関係について、WHOの健

康の定義を用いながら考察してみる。　（担当高梨　金

曜３時限 D204）

第12回　ナラティブアプローチについて

ナラティブアプローチについて。人はそれぞれ「自分の

物語」を物語る？

（担当高梨　金曜３時限 D204）

第13回　健康科学分野におけるナラティブアプローチ

健康科学分野におけるナラティブ・アプローチの有用性

を知る。

（担当高梨　金曜３時限 D204）

第14回　「障害」や「病気」を抱えて生きていくという

こと

障害や病気を完全になくしてしまうことはできない。障

害や病気を含めて人という存在がある。障害や病気を持

ちながら生きていくという考え方をいろんな面から検討

する。（担当高梨　金曜３時限 D204）

第15回　「障害」や「病気」を抱えて生きていくという

こと ー家族、地域社会との関係ー

「障害」や「病気」を抱えて生きていくということはど

ういうことなのか　ー家族、地域社会との関係ー（担当

高梨　金曜３時限 D204）
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康科学入門 ①　（１年次のみ）

長谷　和久、坂本　年将、水野　千恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

■長谷担当回

授業の方法：対面で行います。

■坂本担当回

授業の方法：対面で行います。

＜授業の目的＞

本科目は全額のDPである

1. 共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養すること，3. 幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと，を目指します。

以上の指針に基づいて、健康科学入門①は、保健・医療

に関わる3学部（栄養学部、総合リハビリテーション学

部、心理学部）の教員がそれぞれの分野から講義を行い

ます。講義の内容は、心身の健康や病気に関する幅広い

領域の中から、3学部の専門性を通じて、“健康に過ご

すこと”、”病気の予防や治療”について、それぞれの

立場から分かりやすくお話しします。心身ともに健康に

過ごすことは誰もの願いです。したがって、自分自身で

健康に過ごすためにできることに関心を持つことは,、

とても大切なことです。本講座は「健康科学」について、

心身両面から正しい知識をもってもらうことを目的とし

ます。

＜到達目標＞

【長谷】・「こころ」の科学と呼ばれる心理学で明らか

にされた知見を学ぶことを通して、心身の健康がいかに

多様な要因から影響を受けるのかについて理解します。

【坂本】心身の健康と脳機能との関係を理解した上、脳

科学に基づく健康教育の考え方を理解します。

＜授業のキーワード＞

【長谷】発達、発達障害、精神疾患、判断の歪み

【坂本】 脳科学、心理学、健康、教育

＜授業の進め方＞

【長谷】パワーポイントのスライドを使用し、講義形式

で進めます。

【坂本】 パワーポイントのスライドを使用し、講義形

式で進めます。

＜履修するにあたって＞

【長谷】授業で学修した内容を実? 活にあてはめてみて、

どんなことに応? できそうかを考えるようにしてくださ

い。

【坂本】 個々の授業内容を理解した上、自分の言葉で

他の人に説明出来るようになって下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

【長谷】配布された資料を復習すること（目安として60

分）。

【坂本】小テストに備えて、各授業終了後に学修内容の

復習を行ってください（所要時間約30分～）。

＜提出課題など＞

【坂本】授業内容をレポートにまとめてもらいます。

＜成績評価方法・基準＞

【長谷】各回の小レポート（60％），最終レポート（40

％）

【坂本】  レポートに記載するまとめ（50%）と小テス

ト（50％）

＜テキスト＞

【坂本】 授業時に資料を配布します。

＜参考図書＞

必要に応じて適宜紹介する。

＜授業計画＞

第1回　心理学研究法

? で? たり、直接ふれることができない? の「こころ」

を科学的に取り扱う? 理学の研究法について学びます。

第2回　発達と健康①

発達? 理学と呼ばれる領域でこれまでに明らかにされて

きた? の成? の特徴を理解します。そして、幼少期の経

験が、性格や? 格といったパーソナリティの形成に与え

る影響、さらには不安やストレスへの対処? 略に与える

影響について理解します。

第3回　発達と健康②

? 閉症スペクトラム障害や、注意? 陥/多動性障害、学

習障害といったさまざまな発達障害の特徴を理解します。

第4回　精神疾患

「こころ」の問題である精神疾患の特徴や診断基準につ

いて学び、? 理学で明らかにされた有効な治療? 法につ

いて理解します。

第5回　身の回りのリスクの評価

健康リスク含む多様なリスクの危険性を評価する際に陥

りがちな「判断の歪み」について実感をともなって学び

ます。

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回　初学者のための脳科学 (1)

人間が人間らしく考え、振る舞うのは、人間が持つ脳の

働きによるものだと言っても過言ではありません。脳の

働きを知ることは、人間を理解し、豊かで幸せな生活を

送るための助けとなります。この講義では、脳の基本的
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な構造と心を構成するその働きについて学びます。

第12回　初学者のための脳科学 (2)

この講義では、「感じる」「動く」「学ぶ」「記憶する

」といった、人が健康に日々の生活を送る上で必要とな

る心の動き、または身体の動きを司る脳の働きについて

学びます。

第13回　脳と習慣～ダイエットの認知科学

私たち人間は考える生き物ではありますが、実際には、

日々の生活の大部分を習慣に頼ることで効率性の高い生

活を実現しています。習慣をかたち作る働きが脳にはあ

ります。良い習慣を作るのも悪い習慣を作るのも、実は

脳をどのように働かせるかにかかっています。この講義

では、体重の減少を目的としたダイエットを例に、習慣

形成の脳科学的または心理学的メカニズムについて学び

ます。

第14回　脳とビジネス心理学? ニューロ・マーケティン

グ

脳科学は医療や教育といった分野だけではなく、経済や

ビジネスといった領域にも深い関わりを持っています。

人の心理と行動の理解に基づくビジネスマーケティング

の手法は健康教育にも応用できるものです。この講義で

は、ビジネス・マーケティングについて、脳科学または

心理学的な観点から考察してみたいと思います。

第15回　確認テスト

11回～15回の講義内容につき、理解度を確認するための

小テストを行います。

第16回

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康科学入門 ②　（１年次のみ）

田村　行識、柿花　宏信、長谷　和久

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

第1回～第5回講義（担当：柿花）

第6回～第10回講義（担当：　長谷　）

第11回～第15回講義（担当：田村）

＜授業の目的＞

第1回～5回

・総合リハビリテーション学部のDPである、「保健・医

療・福祉の現場および地域社会での課題

を解決し、チーム医療や総合的福祉、地域社会開発の担

い手となること」と関連付けた授業を行う。

・集団としての人の健康をとらえ、運動することによる

疾病予防効果を理解する。

・本教員は病院や地域にて15年の実務経験を有する教員

が担当する。

第6回～10回

心理学部のDPである「心理学の専門知識を習得し、医療

・福祉・教育・産業・司法などの分野で専門知識を生か

すことができる」を目指して授業を進めます。? 理学の

研究知? を学ぶことで、さまざまな要因が相互に影響し

合うかたちで? の? ? の健康状態が決定されることを理

解します。

第11回～15回（田村担当）

全学のディプロマ・ポリシーに示すように、共通教育等

を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性

を涵養することを目指している。特に本講義回では、主

に栄養学を通して、食生活や食環境が人の健康にどのよ

うに影響しているのかを考察し、人の健康を保持増進す

るための食と環境はどうあるべきかなどの知識や技能を

身につけることを目指している。

＜到達目標＞

第1回～5回

・基本的な疫学指標の意味を正しく述べることができる。

・筋肉・運動に関する基礎知識を習得し、健康増進のた

めに適切な運動の選択を行うことができる。

第6回～10回

・「こころ」の科学と呼ばれる心理学で明らかにされた

知見を学ぶことを通して、心身の健康がいかに多様な要

因から影響を受けるのかについて理解します。

第11回～第15回

・科学的根拠に基づいた健康と栄養に関する情報を正し

く述べることができる。

・目的の身体づくりに応じた食品選択について実践する

ことができる。

＜授業のキーワード＞

第1回～5回

疫学、運動、筋肉

第6回～10回

発達、発達障害、精神疾患、判断の歪み

第11回～15回

食品選択、肥満、筋肉、アスリート、ストレス、アルコ

ール

＜授業の進め方＞

講義・演習を中心に進める。

＜履修するにあたって＞

第1回～5回

授業で学んだことを自身の健康にどのように役立てるこ

とができるか考えるようにしてください。

第6回～10回

・授業で学修した内容を実? 活にあてはめてみて、どん

なことに応? できそうかを考えるようにしてください。

第11回～15回
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食と健康、人体の仕組みなどについて、高等学校で使用

した教科書などを参考にすることで理解が深まる。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、シラバスに基づき書籍やインターネッ

トを活用して予備知識を持っておくこと（目安として30

分）。

事後学習として、配布された資料を再確認すること（目

安として60分）。

＜提出課題など＞

必要に応じて適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

課題を出しレポートの提出を求める、あるいは小テスト

を行い評価する。

各教員がそれぞれの担当回（5回分）について100点満点

で評価し、各教員による評価の平均が6割以上の学生を

合格とする。

＜テキスト＞

プリント等を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて適宜指示する。

＜授業計画＞

第1回　集団として人の健康をとらえる

人の集団の健康状態をとらえるために必要な指標や考え

方を学ぶ。

第2回　運動と筋の働き（１）

身体運動を起こす力源となる筋肉の種類やその特徴につ

いて学ぶ。

第3回　運動と筋の働き（２）

トレーニングによる筋力増大はどのように起こるかを学

ぶ。

第4回　各種疾病と運動

運動による各種疾病への効果を予防の観点から学ぶ。

第5回　身体機能の評価と運動処方

運動処方の実際について学ぶ。

第6回　? 理学研究法

? で? たり、直接ふれることができない? の「こころ」

を科学的に取り扱う? 理学の研究法について学びます。

第7回　発達と健康①

発達? 理学と呼ばれる領域でこれまでに明らかにされて

きた? の成? の特徴を理解します。そして、幼少期の経

験が、性格や? 格といったパーソナリティの形成に与え

る影響、さらには不安やストレスへの対処? 略に与える

影響について理解します。

第8回　発達と健康②

? 閉症スペクトラム障害や、注意? 陥/多動性障害、学

習障害といったさまざまな発達障害の特徴を理解します。

第9回　精神疾患

「こころ」の問題である精神疾患の特徴や診断基準につ

いて学び、? 理学で明らかにされた有効な治療? 法につ

いて理解します。

第10回　身のまわりのリスクの評価

健康リスク含む多様なリスクの危険性を評価する際に陥

りがちな「判断の歪み」について実感をともなって学び

ます。

第11回　個人の目的に応じた食品選択の重要性

バランスのよい食事とは何かと、肥満改善や筋肉増強な

ど個人の目的に応じた食品選択の重要性について学ぶ。

第12回　食品選択におけるカテゴリー管理とカロリー管

理

食品の機能別の分類を学び、目の前の食事のカロリーを

計算する技術について学ぶ。

第13回　コンビニや外食での食品選択の注意点

コンビニでの食品購入や外食の多い一人暮らしの学生が、

いかにバランスよく、目的に応じた食品選択をするには

どうすればよいかを考えながら学ぶ。

第14回　アスリートのための食品選択

筋力や持久力をつけるための食品選択について学ぶ。

第15回　社会人になる前に知っておきたい栄養学

ストレスを軽減するための食品選択や、アルコールとの

上手な付き合い方などについて考えながら学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康科学入門 ③　（１年次のみ）

坂本　年将、長谷　和久、兵頭　香苗

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

【坂本担当回】

授業の方法：対面で行います。

＜坂本年将メールアドレス＞

toshis.net@gmail.com

【長谷担当回】

講義（対面で実施します）

【兵頭担当回】

講義（対面で実施します）

＜授業の目的＞

本科目では全学のディプロマ・ポリシーに示すように、

共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養すること（DP1）、専門分野に高い関

心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決するための知

識や技能を身につけること（DP2）を目指す。

とくに健康に関わる３学部（心理学部、栄養学部、総合

リハビリテーション学部）の教員がそれぞれの分野から

講義を行い、各教員それぞれの専門性を通して健康とい

う概念の成り立ちを理解し、人が健康な生活を送るため

の知識とスキルを習得する。
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【各担当教員の目的】

【長谷】心理学の研究知見を学ぶことで、さまざまな要

因が相互に影響し合うかたちで人の心身の健康状態が決

定されることを理解する。

【坂本】心身の健康と脳機能との関係を理解した上、脳

科学に基づく健康教育の考え方を理解する。

【兵頭】生活習慣病について理解し、生活習慣病を予防

するためにどのような生活習慣を心がけ、どのように実

践すべきか、食生活を中心に理解できるようになること

を目的とする。また、健康診断等における検査結果を理

解し、自身の健康維持につなげられることを目的とする。

なお、この授業の担当者は、病院での検査業務を経験し

ている実務経験のある教員です。従って、必要な時には

検査と生活習慣の関りについて解説していきます。

＜到達目標＞

健康科学を学ぶことで、私たちが生涯にわたって健康な

生活を送るために必要な知識とスキルを習得する。

＜授業のキーワード＞

【長谷】発達、発達障害、精神疾患、判断の歪み

【坂本】脳科学、心理学、健康、教育

【兵頭】社会保障制度、高齢社会、生活習慣病、動脈硬

化症、がん、脳卒中、心臓病、糖尿病、高血圧、脂質異

常症、脂質代謝、健康診断

＜授業の進め方＞

【長谷】 パワーポイントのスライドを使用して講義形

式で進めます。また適宜映像資料を交えて説明します。

【坂本】パワーポイントのスライドを使用し、講義形式

で進めます。

【兵頭】パワーポイントのスライド等を使用し、講義形

式で進めます。

＜履修するにあたって＞

【長谷】 授業で学修した内容を実生活にあてはめてみ

て、どんなことに応用できそうかを考えるようにしてく

ださい。

【坂本】個々の授業内容を理解した上、自分の言葉で他

の人に説明出来るようになって下さい。

【兵頭】普段の生活についてどれだけ考えているか、自

身の生活習慣を振り返って改めて思うこと、健康診断に

おける自身の検査値について理解しているか考えるよう

にしてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

【長谷】配布された資料を復習すること（目安として60

分）。

【坂本】配布されるプリントを予習・復習して下さい（

３０分程度）。

【兵頭】授業の内容を整理し、復習してください（30分

程度）。

＜提出課題など＞

【長谷】授業終了後に毎回小レポートを提出してもらい

ます。

【坂本】毎回出席カードに授業内容をまとめてもらいま

す。

【兵頭】授業毎に出席カードに小レポート書いて提出し

てもらいます。

＜成績評価方法・基準＞

【長谷】各回の小レポート（60％），最終レポート（40

％）

【坂本】出席カードに記載するまとめ（50%）と小テス

ト（50％）で評価する。

【兵頭】授業毎の小レポート（50％）と最終回の小テス

ト（50％）で評価する。

＜テキスト＞

【長谷】 各授業の開始時に資料を配布します。

【坂本】授業時に資料を配布します。

【兵頭】授業時に資料を配布します。

＜授業計画＞

第1回

兵頭　高齢化社会と生活習慣病の概念

社会の高齢化を背景に日本の医療制度並びに、医療費高

騰などの問題とその対策について。また、予防医学的な

見地からみた“生活習慣病”と“栄養”がどのように関

わっているのか学びます。

第2回

兵頭　生活習慣病の原因と病態１

生活習慣病は特定の病気を意味するのではなく、長期間

の生活習慣によりもたらされる。特に食生活における栄

養学的な誤りが、その原因を形成または、重複させてい

る。生活習慣病といわれる具体的な主疾患の原因と病態

について学びます。

第3回

兵頭　生活習慣病の原因と病態２

生活習慣病といわれる具体的な主疾患の原因と病態につ

いて学び、動脈硬化症の基礎病態形成の原因と、生体内

の脂質（コレステロール）代謝との関連について学びま

す。また、悪性腫瘍の原因と病態について学びます。

第4回

兵頭　生活習慣病の予防と栄養

生活習慣病の原因の一つである喫煙について、身体に及

ぼす影響を学習します。また、食物からの栄養素の吸収

の仕方を学習し、三大栄養素の役割について理解します。

さらに、健康診断結果の見方を理解し、自身の健康状態

の把握の仕方を学びます。

第5回
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兵頭　生活習慣としての食生活

生活習慣病の各方法を学びます。そして、「食事バラン

スガイド」を用いて現在の自身の食事バランスを把握し、

どのように改善すべきかを学びます。

第6回

坂本　初学者のための脳科学 (1)

人間が人間らしく考え、振る舞うのは、人間が持つ脳の

働きによるものだと言っても過言ではありません。脳の

働きを知ることは、人間を理解し、豊かで幸せな生活を

送るための助けとなります。この講義では、脳の基本的

な構造と心を構成するその働きについて学びます。

第7回

坂本　初学者のための脳科学 (2)

この講義では、「感じる」「動く」「学ぶ」「記憶する

」といった、人が健康に日々の生活を送る上で必要とな

る心の動き、または身体の動きを司る脳の働きについて

学びます。

第8回

坂本　脳と習慣? ダイエットの認知科学

私たち人間は考える生き物ではありますが、実際には、

日々の生活の大部分を習慣に頼ることで効率性の高い生

活を実現しています。習慣をかたち作る働きが脳にはあ

ります。良い習慣を作るのも悪い習慣を作るのも、実は

脳をどのように働かせるかにかかっています。この講義

では、体重の減少を目的としたダイエットを例に、習慣

形成の脳科学的または心理学的メカニズムについて学び

ます。

第9回

坂本　脳とビジネス? ニューロ・マーケティング

脳科学は医療や教育といった分野だけではなく、経済や

ビジネスといった領域にも深い関わりを持っています。

人の心理と行動の理解に基づくビジネスマーケティング

の手法は健康教育にも応用できるものです。この講義で

は、ビジネス・マーケティングについて、脳科学または

心理学的な観点から考察してみたいと思います。

第10回

坂本　脳と心の総集編

前４回の講義で解説した、心身の健康と脳機能の関係、

そしてその理解に基づく健康教育の考え方を振り返り、

その習熟度をテストします。

第11回

長谷　心理学研究法

目で見たり、直接ふれることができない人の「こころ」

を科学的に取り扱う心理学の研究法について学びます。

第12回

長谷　発達と健康①

発達心理学と呼ばれる領域でこれまでに明らかにされて

きた人の成長の特徴を理解します。そして、幼少期の経

験が、性格や人格といったパーソナリティの形成に与え

る影響、さらには不安やストレスへの対処方略に与える

影響について理解します。

第13回

長谷　発達と健康②

自閉症スペクトラム障害や、注意欠陥/多動性障害、学

習障害といったさまざまな発達障害の特徴を理解します。

第14回

長谷　精神疾患

「こころ」の問題である精神疾患の特徴や診断基準につ

いて学び、心理学で明らかにされた有効な治療方法につ

いて理解します。

第15回

長谷　リスク評価

健康リスク含む多様なリスクの危険性を評価する際に陥

りがちな「判断の歪み」について実感をともなって学び

ます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康科学入門 ①　（１年次のみ）

内海　美保、平岡　義範、山口　孝子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

神戸学院大学は総合大学であり、色々な学部が集まって

いることが特徴です。それぞれの学部ではどんなことが

研究されているのか、そしてその研究は私達の生活とど

のようにかかわっているのか、どんな面白いことがある

のかなどを皆さんに是非知ってもらいたいと考えて、共

通教育のリベラルアーツ科目群は作られています。健康

科学入門（①クラス）では、健康にかかわる学問を取り

扱う学部のひとつである薬学部の3名の教員が、それぞ

れの専門分野の紹介をします。健康にかかわる話を聴き

ながら、自分はどんなことに興味があるのかを発見し、

健康科学についての基本的な知識を得ることを目標とし

ます。

なお、この科目では、全学ディプロマポリシー（DP）の

うち、DP1（共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、

豊かな人間性や社会性を涵養している。）、及びDP2（

専門分野に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、

解決するための知識や技能を身につけている。）の修得

を目指します。

＜到達目標＞

第1 ? 5回目：

1．医薬品の適切な使用方法や特徴について、例を挙げ

て説明することができる。（知識）

2．身近な医薬品について関心を持ち、セルフメディケ

ーションの意義や注意点について認識できる（態度・習

慣）

第6 ? 1 0回目：
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1．体内時計を制御する分子機構について説明すること

ができる。（知識）

2．体内時計の乱れと疾患とのかかわりについて、例を

挙げて説明することができる。（知識）

3．体内時計の整え方について説明することができ、自

らの生活習慣に照らし合わせて考えることができる。（

知識、態度）

第11?15回目：

1．健康に影響する環境要因を列挙し、説明できる。（

知識）

2．様々な環境要因の健康影響に関心を持ち、病気とそ

の影響要因について考えることができる。（態度・知識

・習慣）

＜授業の進め方＞

第1 ? 5回目：

Power PointやDVDを用いて解説をするとともに、受講生

に質問をするなど、双方向の授業を実施する。

第6 ? 1 0回目：

主にPower Pointを用いた講義であるが、受講生にアン

ケートや質問をするなど、積極的な授業への参加を期待

する。

第11?15回目：

主にPower Pointを用いた講義であるが、受講生にアン

ケートや質問をするなど、積極的な授業への参加を期待

する。

＜履修するにあたって＞

第1 ? 5回目：

オフィスアワー：金曜日11：00?13：45

第6 ? 1 0回目：

オフィスアワー：木曜日16：00～18：00

第11?15回目：

オフィスアワー：月曜日13：00?15：30

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に、課題、またはテキストの予習・復習箇所

および目安となる時間を提示する。

＜成績評価方法・基準＞

この授業は3名の教員で担当し、全15回の授業への取り

組み姿勢を総合的に評価する。

各授業終了後には、授業内容に関連した小テストまたは

レポートを課す。小テストまたはレポートは指定された

期間内にドットキャンパスから提出をする。課題に関す

る詳細は、ドットキャンパス及びOneDriveから案内をす

る。

＜授業計画＞

第1回　くすりの知識（1）　担当　内海

医薬品、医療機器等法では、医薬品を取扱う国民自身も、

医薬品にかかわる知識を深め、適切に取り扱うことが求

められている。医薬品は、正しい使い方をしてはじめて

有効に作用する。逆に、服用方法や保存法などが誤って

いると、思わぬ事態を招くことがある。そこで、第1 ? 2

回目の授業では、薬局で購入できる薬や病院で処方され

る薬について、適切な使用方法等を学ぶ。また、汎用さ

れる代表的な医薬品を例に、薬の作用するしくみや生体

への影響など、幅広い視点から医薬品についての知識を

身につける。

第2回　くすりの知識（2）　担当　内海

第1回目の授業につづき、医薬品についての知識を身に

つける。

第3回　くすりの歴史　担当　内海

古代より、人は、植物や動物など、様々なものを医薬品

として活用してきた。また、単に薬の作用を発現させる

だけではなく、生活の質（QOL）を高めるために、薬の

副作用を最小限に抑えるなどの改良を加えてきた。第3

回目の授業では、医薬品の歴史を振り返るとともに、現

在の医薬品の開発、製造についてその概要を知る。

第4回　薬剤師の役割とセルフメディケーション（1）

担当　内海

現在、医療費の高騰化等を背景に、セルフメディケーシ

ョン（自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調

は自分で手当てすること）が推進されている。薬局やド

ラッグストアでは、健康を保持するための様々な医薬品

やサプリメント等が販売されており、国民はそれらを容

易に入手することができる。安全なセルフメディケーシ

ョンを行うために、薬のスペシャリストである薬剤師の

仕事や役割を理解するとともに、薬局や薬剤師との上手

な付き合い方について学ぶ。

第5回　薬剤師の役割とセルフメディケーション（2）

担当　内海

第4回目の授業につづき、薬剤師の仕事や役割を理解す

るとともに、薬局や薬剤師との上手な付き合い方につい

て学ぶ。

第6回　体内時計と健康（1）? 体内時計の制御機構?

担当　平岡

地球上のほとんど全ての生物には体内時計が存在し、約

24時間周期のリズム（概日リズム）を刻んでいる。ヒト

の体内時計は、睡眠・覚醒、体温、血圧、ホルモン分泌、

代謝、免疫などの様々な生理機能を調節しており、体内

時計の乱れは、睡眠障害、糖尿病などの生活習慣病や癌

など様々な疾患と関連している。本授業では、体内時計

と健康についての理解を深めることを目的とし、第6回

目の授業では、体内時計の制御機構について学ぶ。

第7回　体内時計と健康（2）? 体内時計と睡眠? 　担当

　平岡

テレビやスマホによる夜更かしは体内時計の乱れにつな

がる。第7回目の授業では、体内時計の乱れと睡眠障害

・うつとのかかわり、さらには、体内時計の整え方につ

いて学ぶ。

第8回　体内時計と健康（3）? 体内時計と時間栄養学?

　担当　平岡

夜遅い食事は肥満につながる。第8回目の授業では、な
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ぜ規則正しい食生活が大切なのか、栄養学に時間的要素

を加えた時間栄養学について学ぶ。

第9回　体内時計と健康（4）? 体内時計と生活習慣病?

　担当　平岡

シフトワーカーは肥満や糖尿病などの生活習慣病の発症

リスクが高いことが報告されている。第9回目の授業で

は、体内時計の乱れと生活習慣病とのかかわりについて

学ぶ。

第10回　体内時計と健康（5）? 体内時計と時間治療?

　担当　平岡

疾患の発症や症状の悪化には日内変動が見られる。第10

回目の授業では、薬を投与する時刻によって薬の効果を

高める、または、薬の副作用を最小限に抑える「時間治

療」について学ぶ。

第11回　環境と健康（1）－健康にかかわる環境要因の

概要　担当　山口

薬学は、主に薬物を用いた治療による疾病の排除に大き

な役割を果たしているが、疾病原因を明らかにし、それ

を除去することによって生活環境を改善して疾病を未然

に防ぐ役割も担っており、今後は、その重要性が特に増

すと考えられる。私たちを取り巻く環境は、健康と深く

かかわっており、生活と切り離せない空気、水、土壌、

食物などに存在する物質、栄養状態、ライフスタイルな

ど、多くの私たちの身の回りの「環境」が健康状態に影

響を及ぼすことがある。本授業では、健康障害の原因と

なる様々な環境要因の概要を紹介し、環境と健康のかか

わりを学ぶ。

第12回　環境と健康（2）－物理・化学的環境要因　担

当　山口

私たちの身の回りに存在している化学物質等の健康影響

について、具体的な事例から学ぶ。

第13回　環境と健康（3）－生物学的・社会文化的環境

要因　担当　山口

感染症、ライフスタイル、心の健康など、生活に密着し

た様々な環境が及ぼす健康影響について考える。

第14回　環境と健康（4）－タバコの健康影響　担当

山口

タバコには、多くの有害物質とともに依存性物質である

ニコチンが含まれている。また最近では、新型タバコが

急速に利用者を増やしている。みなさんは、これまで複

数回の喫煙防止教育の経験があると思われますが、タバ

コや喫煙についての認識はどのようなものでしょうか？

今一度、タバコや喫煙に対する認識と健康影響について

考えてみよう。

第15回　環境と健康（5）－健康食品の正しい知識と問

題点　担当　山口

近年、高齢化社会などを背景に健康志向食品の市場が成

長している。それに伴い、悪質・違法な商品の販売、医

薬品との相互作用や過剰摂取などの危険性、健康被害の

報告も増加している。健康食品の正しい知識と問題点を

学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康科学入門 ②　（１年次のみ）

平岡　義範、内海　美保、山口　孝子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

神? 学院? 学は総合? 学であり、? 々な学部が集まって

いることが特徴です。それぞれの学部では

どんなことが研究されているのか、そしてその研究は私

達の? 活とどのようにかかわっているの

か、どんな? ? いことがあるのかなどを皆さんに是? 知

ってもらいたいと考えて、共通教育のリベ

ラルアーツ科? 群は作られています。健康科学? ? ②で

は、健康にかかわる学問を取り

扱う学部のひとつである薬学部の3名の教員が、それぞ

れの専? 分野の紹介をします。健康にかか

わる話を聴きながら、? 分はどんなことに興味があるの

かを発? し、健康科学についての基本的な

知識を得ることを? 標とします。

なお、この科? では、全学ディプロマポリシー（DP）の

うち、DP1（共通教育等を通じて、広い

教養を? につけ、豊かな? 間性や社会性を涵養している。

）、及びDP2（専? 分野に? い関? を持

ち、専? 領域の課題を考察し、解決するための知識や技

能を? につけている。）の修得を? 指しま

す。

＜到達目標＞

第1 ? 5回? ?

1．体内時計を制御する分? 機構について説明すること

ができる。（知識）

2．体内時計の乱れと疾患とのかかわりについて、例を

挙げて説明することができる。（知識）

3．体内時計の整え? について説明することができ、?

らの? 活習慣に照らし合わせて考えることができる。（

知識、態度）

第6 ? 1 0回? ?

1．健康に影響する環境要因を列挙し、説明できる。（

知識）

2．様々な環境要因の健康影響に関? を持ち、病気とそ

の影響 要因について考えることができる。（態度・知

識・習慣）

第11?15回? ?

1．医薬品の適切な使? ? 法や特徴について、例を挙げ

て説明することができる。（知識）

2．? 近な医薬品について関? を持ち、セルフメディケ

ーションの意義や注意点について認識できる（態度・習
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慣）

＜授業の進め方＞

第1 ? 5回? ?

主にPower Pointを? いた講義であるが、受講? にアン

ケートや質問をするなど、積極的な授業への参加を期待

する。

第6?1 0回? ?

主にPower Pointを? いた講義であるが、受講? にアン

ケートや質問をするなど、積極的な授業への参加を期待

する。

第11?15回? ?

Power PointやDVDを? いて解説をするとともに、受講?

に質問をするなど、双? 向の授業を実施

する。

＜履修するにあたって＞

第1 ? 5回? ?

オフィスアワー ?? 曜? 1 6：00?18：00

第6 ? 1 0回? ?

オフィスアワー? ? 曜? 1 3：00?15：30

第11?15回? ?

オフィスアワー ?? 曜? 1 1：00?13：45

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に、課題、またはテキストの予習・復習箇所

および目安となる時間を提示する。

＜成績評価方法・基準＞

この授業は3名の教員で担当し、全15回の授業への取り

組み姿勢を総合的に評価する。

各授業終了後には、授業内容に関連した? テストまたは

レポートを課す。? テストまたはレポート

は指定された期間内にドットキャンパスから提出をする。

課題に関する詳細は、ドットキャンパス

及びOneDriveから案内をする。

＜授業計画＞

第1回

担当：平岡　体内時計と健康（1）

～体内時計の制御機構～

地球上のほとんど全ての生物には体内時計が存在し、約

24時間周期のリズム（概日リズム）を刻んでいる。ヒト

の体内時計は、睡眠・覚醒、体温、血圧、ホルモン分泌、

代謝、免疫などの様々な生理機能を調節しており、体内

時計の乱れは、睡眠障害、糖尿病などの生活習慣病や癌

など様々な疾患と関連している。本授業では、体内時計

と健康についての理解を深めることを目的とし、第1回

目の授業では、体内時計の制御機構について学ぶ。

第2回

担当：平岡　体内時計と健康（2）

～体内時計と睡眠～

テレビやスマホによる夜更かしは体内時計の乱れにつな

がる。第2回目の授業では、体内時計の乱れと睡眠障害

・うつとのかかわり、さらには、体内時計の整え方につ

いて学ぶ。

第3回

担当：平岡　体内時計と健康（3）

～体内時計と時間栄養学～

夜遅い食事は肥満につながる。第3回目の授業では、な

ぜ規則正しい食生活が大切なのか、栄養学に時間的要素

を加えた時間栄養学について学ぶ。

第4回

担当：平岡　体内時計と健康（4）

～体内時計と生活習慣病～

シフトワーカーは肥満や糖尿病などの生活習慣病の発症

リスクが高いことが報告されている。第4回目の授業で

は、体内時計の乱れと生活習慣病とのかかわりについて

学ぶ。

第5回

担当：平岡　体内時計と健康（5）

～体内時計と時間治療～

疾患の発症や症状の悪化には日内変動が見られる。第5

回目の授業では、薬を投与する時刻によって薬の効果を

高める、または、薬の副作用を最小限に抑える「時間治

療」について学ぶ。

第6回

担当：山口　環境と健康（1）

－健康にかかわる環境要因の概要

薬学は、主に薬物を? いた治療による疾病の排除に? き

な役割を果たしているが、疾病原因を明らかにし、それ

を除去することによって? 活環境を改善して疾病を未然

に防ぐ役割も担っており、今後は、その重要性が特に増

すと考えられる。私たちを取り巻く環境は、健康と深く

かかわっており、? 活と切り離せない空気、? 、? 壌、

? 物などに存在する物質、栄養状態、ライフスタイルな

ど、多くの私たちの? の回りの「環境」が健康状態に影

響を及ぼすことがある。本授業では、健康障害の原因と

なる様々な環境要因の概要を紹介し、環境と健康のかか

わりを学ぶ。

第7回

担当：山口　環境と健康（2）

－物理・化学的環境要因

私たちの身の回りに存在している化学物質等の健康影響

について、具体的な事例から学ぶ。

第8回

担当：山口　環境と健康（3）

－生物学的・社会文化的環境要因
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感染症、ライフスタイル、心の健康など、生活に密着し

た様々な環境が及ぼす健康影響について考える。

第9回

担当：山口　環境と健康（4）

－喫煙による健康影響

タバコには、多くの有害物質とともに依存性物質である

ニコチンが含まれている。また最近では、新型タバコが

急速に利? 者を増やしている。みなさんは、これまで複

数回の喫煙防? 教育の経験があると思われますが、タバ

コや喫煙についての認識はどのようなものでしょうか?

今? 度、タバコや喫煙に対する認識と健康影響について

考えてみよう。

第10回

担当：山口　環境と健康（5）

－健康食品の正しい知識と問題点

近年、高齢化社会などを背景に健康志向食品の市場が成

長している。それに伴い、悪質・違法な商品の販売、医

薬品との相互作用や過剰摂取などの危険性、健康被害の

報告も増加している。健康食品の正しい知識と問題点を

学ぶ。

第11回

担当：内海　くすりの知識（1）

医薬品、医療機器等法では、医薬品を取扱う国? ? ? も、

医薬品にかかわる知識を深め、適切に取り扱うことが求

められている。医薬品は、正しい使い? をしてはじめて

有効に作? する。逆に、服? ? 法や保存法などが誤って

いると、思わぬ事態を招くことがある。そこで、第11?

12回? の授業では、薬局で購? できる薬や病院で処? さ

れる薬について、適切な使? ? 法等を学ぶ。また、汎?

される代表的な医薬品を例に、薬の作? するしくみや?

体への影響など、幅広い視点から医薬品についての知識

を? につける。

第12回

担当：内海　くすりの知識（2）

第11回目の授業につづき、医薬品についての知識を身に

つける。

第13回

担当：内海　くすりの歴史

古代より、人は、植物や動物など、様々なものを医薬品

として活用してきた。また、単に薬の作用を発現させる

だけではなく、生活の質（QOL）を高めるために、薬の

副作用を最小限に抑えるなどの様々な改良を加えてきた。

第8回目の授業では、医薬品の歴史を振り返るとともに、

現在の医薬品の開発、製造についてその概要を知る。

第14回

担当：内海　薬剤師の役割とセルフメディケーション（

1）

現在、医療費の? 騰化等を背景に、セルフメディケーシ

ョン（? 分? ? の健康に責任を持ち、軽度な? 体の不調

は? 分で? 当てすること）が推進されている。薬局やド

ラッグストアでは、健康を保持するための様々な医薬品

やサプリメント等が販売されており、国? はそれらを容

易に? ? することができる。安全なセルフメディケーシ

ョンを? うために、薬のスペシャリストである薬剤師の

仕事や役割を理解するとともに、薬局や薬剤師との上?

な付き合い? について学ぶ。

第15回

担当：内海　薬剤師の役割とセルフメディケーション（

2）

第14回目の授業につづき、薬剤師の仕事や役割を理解す

るとともに、薬局や薬剤師との上手な付き合い方につい

て学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

健康・生活支援指導論実習 （ポ）（11:10～12:40）

賀屋　光晴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習，実技

＜授業の目的＞

自分の体力を知る。

スポーツ実践を通して，スポーツの楽しさを体感すると

ともに，運動習慣を身につけるための基礎を身につける。

障害者スポーツなど様々なスポーツを体験することでス

ポーツの持つ奥深さや多様性を知るとともに、思いやり

の心やコミュニケーションの大切さを知る。

身体表現（創作ダンス）の実践などにより，表現力を身

につける。

＜到達目標＞

(1) スポーツに関する幅広い知識と技術が習得できる。

(2) 健康づくりと運動との関係に関する知識を身につけ

ることができる。

(3) 状況や対象に合わせた行動をとることができる。

(4) 状況に応じて適切にコミュニケーションをとること

ができる。

(5) 自分たちの考えや思いを周囲に伝えることができる。

＜授業のキーワード＞

身体表現、健康、コミュニケーション

＜授業の進め方＞

全体を3グループに分け、それぞれのグループで指定の

種目の運動を一定期間実施する。

一定期間実施した後、ローテーションして実施種目を変

更する。

＜履修するにあたって＞

(1) 授業時は、兵庫医科大学神戸キャンパスG棟アリー

ナ2階のアリーナに直接集合すること。

(2) 得手・不得手等に関わらず、また失敗を恐れず積極
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的に取り組むこと。

(3) 運動服に着替えて受講する事。またアリーナ内では

必ず体育館シューズを着用すること。なお更衣は兵庫医

科大学神戸キャンパスG棟アリーナの1階更衣室を利用し

てもよい。

(4) ピアス、ネックレスなどの装飾品は身につけない。

(5) その他、必要な注意事項に関しては随時指示を与え

る。（授業場所の変更等）

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の授業内容や感想などをまとめておくこと。

新聞や雑誌などで発表された、健康やスポーツに関する

記事に目を通しておくこと。

積極的に体を動かし、自分の生活に見合った運動の仕方

を探求してみること（活動実施内容を記録し、振り返り

を行なう事が望ましい）。

5分程度のストレッチを毎日行なう。

＜提出課題など＞

授業期間の終盤に期間全体の内容を踏まえたレポートを

課す(必須）

＜成績評価方法・基準＞

実施内容に対する積極的な参加はもちろんだが、自己中

心的でないこと、周囲との積極的な関わりに対する努力

も評価対象とする。

参加態度（35％）、協調性（25％）、習熟度（20％）、

レポート（20％）

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

「新版　生活健康科学」　小田切陽一,小山勝弘,石原逸

子 共著，（三共出版）2011年

「運動処方の指針：運動負荷試験と運動プログラム（原

書第8版）」　編：アメリカスポ?ツ医学会，日本体力医

学会（南江堂）2011年

「健康・スポーツ科学講義　第2版」　出村愼一監修，

（杏林書院）2011年

「運動生理学　生理学の基礎から疾病予防まで（第2版

）」　小山勝弘,安藤大輔　編著（三共出版）2021年

＜授業計画＞

第1回　スポーツ実践

オリエンテーション

身体表現（各グループ毎にダンス内容を創作）

第2回　スポーツ実践

身体表現（各グループ毎にダンス内容を創作）

第3回　スポーツ実践

身体表現（各グループ毎にダンス内容を創作）

第4回　スポーツ実践・評価

身体表現の発表（発表会）と評価

第5回　スポーツ科学理論

スポーツ実践

健康と身体活動（運動の調節，運動処方など）

バスケットボール・ショートテニスなどの実施

第6回　スポーツ実践

バスケットボール・ショートテニス・障害者スポーツな

どの実施

第7回　スポーツ実践

バスケットボール・ショートテニス・障害者スポーツな

どの実施

第8回　スポーツ科学理論

スポーツ実践

健康と身体活動（運動の調節，運動処方など）

バスケットボール・ショートテニスなどの実施

第9回　スポーツ実践

バスケットボール・ショートテニス・障害者スポーツな

どの実施

第10回　スポーツ実践

バスケットボール・ショートテニス・障害者スポーツな

どの実施

第11回　体力の測定・評価

体力測定の実施と体力の評価

第12回　体力の測定・評価

体力測定の実施と体力の評価

第13回　スポーツ科学理論

スポーツ実践

健康と身体活動（運動の調節，運動処方など）

バスケットボール・ショートテニスなどの実施

第14回　スポーツ実践

バスケットボール・ショートテニス・障害者スポーツな

どの実施

第15回　スポーツ実践

全体のまとめ

バスケットボール・ショートテニス・障害者スポーツな

どの実施

後期全体のまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

坂井　隆秀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実技　講義）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエ

ーション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じ

てスポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくり

の方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身に
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つける。1年次前期に配当する事により、学びと実践を

通じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会とした

い。

＜到達目標＞

生涯スポーツの意義を説明できる。

健康・体力づくりの方法を説明できる。

運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

講義と実習により進める。

＜履修するにあたって＞

参加する学生や人数によって内容を変更する場合があり

ます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業内容やキーワードについて事前・事後学習をうこと。

（各30分）

授業外でもウォーキング等の運動を日常生活に取り入れ

て運動習慣を身につけるよう心がけること。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度50％、実技試験20％、レポート30％で評

価する。

＜テキスト＞

適宜資料等を配布する。

＜参考図書＞

「健康・スポーツ科学の基礎知識」スポーツサイエンス

フォーラム編、道和書院

＜授業計画＞

第1回　（講義）ガイダンス

授業目的、到達目標、内容、評価基準等について理解す

る。

第2回　ストレッチング

ストレッチングの実際と取り入れ方を理解する。

第3回　（講義＋実習）ウォーキング１

ウォーキングの基本動作の説明とウォーキング運動の実

践。活動量計を用い、活動量と歩数との関係を理解する。

第4回　（講義＋実習）ウォーキング２

中等度の運動強度について理解し、運動前中後の心拍数

を計測し、運動強度と心拍数の関係を理解する。

第5回　体力テスト１

上体起こし、２０ｍシャトルラン、体重、体脂肪率、血

圧測定

第6回　体力テスト２

握力、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び測定

第7回　（講義）体力テストの自己評価１

身体計測、血圧測定の結果を基に自己評価する。

第8回　（講義）体力テストの自己評価２

体力テストの結果を、資料を基に点数化し自己評価する。

第9回　ビーチボールバレー１

簡易ルールの説明と基本的な技能、戦術の理解と実践。

第10回　ビーチボールバレー２

得点を付けたリーグ戦ゲームの実践。

第11回　ソフトバレーボール１

簡易ルールの説明と基本的な技能、戦術の理解と実践。

第12回　ソフトバレーボール２

得点を付けたリーグ戦ゲームの実践。

第13回　バドミントン１

基本的な技術の理解と実践。

第14回　バドミントン２

簡易ルールの試合形式でのゲーム。

第15回　（講義）まとめ

生涯スポーツの意義と、その方法について確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

実技、授業内容、方法を変更することもある。

＜授業時間外に必要な学修＞

インターネット等で放映されている授業で行なうスポー

ツの試合を見て、そのスポーツに興味をもってもらいた

い（３０分程度）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度50％、実技試験20％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す
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る。

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　実技

ウォーキング・ジョギング　運動習慣を身につける。

第3回　講義

スポーツと健康の概念を理解する。

第4回　実技

ウォーキング・ジョギング　運動習慣を身につける。

第5回　実技

アルティメット　フリスビーを使用してライトスポーツ

を楽しむ。

第6回　実技

アルティメット　フリスビーを使用してライトスポーツ

を楽しむ。

第7回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第8回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第9回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第10回　実技

バドミントン　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第11回　実技

バドミントン　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第12回　講義

スポーツ科学の現状を学び理解する。

第13回　実技

ソフトバレー　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第14回　実技

ソフトバレー　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第15回　講義

授業全体のまとめ、総括を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

実技、授業内容、方法を変更することもある。

＜授業時間外に必要な学修＞

インターネット等で放映されている授業で行なうスポー

ツの試合を見て、そのスポーツに興味をもってもらいた

い（３０分程度）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度50％、実技試験20％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　実技

ウォーキング・ジョギング　運動習慣を身につける。

第3回　講義

スポーツと健康の概念を理解する。

第4回　実技

ウォーキング・ジョギング　運動習慣を身につける。

第5回　実技

アルティメット　フリスビーを使用してライトスポーツ

を楽しむ。

第6回　実技

アルティメット　フリスビーを使用してライトスポーツ

を楽しむ。

第7回　実技
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ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第8回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第9回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第10回　実技

バドミントン　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第11回　実技

バドミントン　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第12回　講義

スポーツ科学の現状を学び理解する。

第13回　実技

ソフトバレー　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第14回　実技

ソフトバレー　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第15回　講義

授業全体のまとめ、総括を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

赤坂　美月

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のスポーツ科学分野の一つで

ある。全学ディプロマポリシーに示す、広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養することを目指す。

　健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエ

ーション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じ

てスポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくり

の方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身に

つける。1年次前期に配当することにより、学びと実践

を通じて自身の健康や体力をあらためて見つめ直す機会

としたい。

＜到達目標＞

生涯スポーツの意義を説明できる。

健康・体力づくりの方法を説明できる。

運動習慣を身につける。

＜授業のキーワード＞

健康づくり、体力づくり、身体活動・運動

＜授業の進め方＞

授業計画にそって授業を行う。

DVDも使用する。

＜履修するにあたって＞

屋外用、屋内用の運動靴を用意すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義や実技の授業後は、内容を整理しておくこと。（30

分程度）

理解が不十分な点があれば、質問すること。

＜提出課題など＞

健康・体力づくりに関するレポートを数回提出していた

だき、コメントを返す。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度50％、実技試験20％、レポート30％で評

価する。

＜テキスト＞

適宜資料を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

ガイダンス

スポーツ・健康とは

授業の方法、授業の目的、到達目標、授業の進め方、授

業計画、成績評価方法・基準などについて理解する。

スポーツ・健康とは何かについて理解する。

第2回　（講義）

生涯スポーツ

健康づくりと身体活動・運動

生涯スポーツについて理解する。

健康づくりと身体活動・運動について理解する。

第3回　（講義、実技）体育館

からだほぐし運動

ウォーキング1

からだほぐし運動について理解するとともに、実践する。

ウォーキングについて理解するとともに、実践する。

第4回　（実技）第1グラウンド

ウォーキング2

ウォーキングを実践する。

第5回　（講義、実技）第1グラウンド

有酸素性運動

ウォーキング3

有酸素性運動について理解する。

ウォーキングを実践する。

第6回　（講義、実技）第1グラウンド

ライトスポーツ

アルティメット、ペタンク

ライトスポーツについて理解する。

フライングディスク、アルティメット、ペタンクについ

て理解するとともに、実践する。



- 237 -

第7回　（講義）

癒しと身体活動・運動

こころとからだの癒しと身体活動・運動について理解す

る。

第8回　（講義、実技）体育館

レクリエーションバドミントン1

レクリエーションとしてのバドミントンについて理解す

るとともに、実践する。

第9回　（実技）体育館

レクリエーションバドミントン2

レクリエーションバドミントンを実践する。

第10回　 （講義、実技）体育館

ショートテニス1

ショートテニスについて理解するとともに、実践する。

第11回　（実技）体育館

ショートテニス2

ショートテニスを実践する。

第12回　（講義）

体力とは

体力づくりと身体活動・運動

体力について理解する。

体力づくりと身体活動・運動について理解する。

第13回　（講義、実技）体育館

レジスタンス運動

レクリエーション卓球1

レジスタンス運動について理解するとともに、実践する。

レクリエーションとしての卓球について理解するととも

に、実践する。

第14回　（実技）体育館

レクリエーション卓球2

レクリエーション卓球を実践する。

第15回　（講義、実技）体育館

こころほぐし・からだほぐしとライトスポーツ

講義と実技を楽しめたかを確認するとともに、こころほ

ぐし・からだほぐしと身体活動・運動や関心をもったラ

イトスポーツを実践するなかで、自身の健康や体力を見

つめ直す。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

林　直也

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業形式で行う。

担当者（林直也）メールアドレス　gn151232@ge.kobega

kuin.ac.jp

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）の本科目の取扱いにつ

いて

⇒授業を実施します。ただし、避難指示、避難勧告が発

令されている場合はご自身の安全を最優先にし、自治体

の指示に従って行動してください。

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

対面形式で実施する。

＜授業時間外に必要な学修＞

生涯スポーツに関する新聞記事、ネットでの情報等を積

極的に読んでおくこと。

提出課題など

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度50％、実技試験20％、レポート30％で評

価する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・評価説明

オンライン授業で行う授業内容について理解する。

第2回　ライトスポーツ

ラケットスポーツに挑戦しよう①

バドミントンを通し、ラケットスポーツの基礎技術を身

に付ける。ハイクリア、ドライブ、ドロップ

第3回　�ライトスポーツ

ラケットスポーツに挑戦しよう②

バドミントン：ダブルスゲームのルール理解とゲーム

第4回　ライトスポーツ

ネット型スポーツに挑戦しよう①

ソフトバレーボールの基礎知識、基礎技術について学ぶ。
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第5回　ライトスポーツ

ネット型スポーツに挑戦しよう②

ソフトバレーボール。サーブ、スパイク。

第6回　ライトスポーツ

ネット型スポーツに挑戦しよう③

ソフトバレーボールのゲーム。

第7回　ライトスポーツ

ウォーキング①

ウォーキングを通し、健康づくり、本来の人の移動方法

について学ぶ。消費カロリー、心拍数について考える。

第8回　�ライトスポーツ

ウォーキング②

課題を与え、グループごとに歩く。

第9回　ライトスポーツ

縄とびに挑戦しよう

長なわ、短なわを用い、さまざまな跳び方にチャレンジ

することで、跳ぶ、縄をまわす、タイミングを合わす等

について学ぶ。

第10回　�ライトスポーツ

キンボールに挑戦しよう

キンボールの歴史とルールについて学ぶ。キンボールを

通し、走る、打つ、声を出す、チームワークなどの技能

を身に付ける。

第11回　ライトスポーツ

ペタンクに挑戦しよう。

ペタンクのルール、技術を理解する。

第12回　生涯スポーツについて学ぶ

�生涯スポーツの意味と意義について講義形式で学ぶ。

生涯スポーツの現状と課題について学ぶ。

第13回　講義

生涯スポーツ促進についてのアイディア創出

ここまで取り組んできた生涯スポーツ（ライトスポーツ

）を振り返り、生涯スポーツ人口増加のためのアイディ

アについて考える。

第14回　�講義

グループ発表

前週で考えたアイディアについて、グループごとに発表

し合いアイディアを共有する。伝える能力、質問能力を

身に付ける。

第15回　講義

グループ発表

前週で考えたアイディアについて、グループごとに発表

し合いアイディアを共有する。伝える能力、質問能力を

身に付ける。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

吉田　美智子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面での実技・講義の両方形式

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技授業と講義授業とで行う

＜履修するにあたって＞

スポーツに適した服装とシューズ（必要な場合）で参加

すること

＜授業時間外に必要な学修＞

日頃から健康についての進軍や雑誌記事、テレビ番組、

インターネッとなどで情報を集めておくこと（約20分程

度）

＜提出課題など＞

必要に応じて指示

＜成績評価方法・基準＞

レポート課題　３０％

授業への参加度５０％

実技試験２０％

ただし、種目によっては評価が変わる場合もある

＜テキスト＞

適宜　資料配布

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

初日はガイダンスです

指定教室に集合してください
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授業の進め方　受講における諸注意など

第2回　講義

健康と運動の関係性について

第3回　実技

�身体ほぐし　ストレッチ

第4回　実技

ストレッチ（ヨガ）

第5回　実技

ストレッチ（ヨガ）

第6回　講義

有酸素運動（エアロビクスエクササイズ）と健康につい

て

第7回　実技

ウオーキング①　（有酸素運動）

第8回　講義

生活習慣病と運動

第9回　実技

卓球①

第10回　実技

卓球②

第11回　実技

バドミントン①

第12回　実技

バドミントン②

第13回　実技

キンボール①

第14回　実技

キンボール②

第15回　講義

総論

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

吉田　美智子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面式の実技で行う

必要に応じて講義に時間も設ける

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

対面授業で行う

＜履修するにあたって＞

スポーツに適した服装とシューズ（必要な場合）で参加

すること

＜授業時間外に必要な学修＞

日頃から健康についての進軍や雑誌記事、テレビ番組、

インターネッとなどで情報を集めておくこと（約20分程

度）

＜提出課題など＞

必要に応じて指示

＜成績評価方法・基準＞

レポート課題　３０％

授業への参加度５０％

実技試験２０％

ただし、種目によっては評価が変わる場合もある

＜テキスト＞

適宜　資料配布

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

指定の教室で対面ガイダンスです

・授業の進め方について説明

・競技に必要な施設、用具等

第2回　講義

健康と運動の関係性について

第3回　実技

�身体ほぐし　ストレッチ

第4回　実技

遠隔授業　dot Campus 使用

ストレッチ（ヨガ）

第5回　実技

遠隔授業　dot Campus 使用

ストレッチ（ヨガ）

第6回　実技

遠隔授業　dot Campus 使用

有酸素運動（エアロビクスエクササイズ）と健康につい
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て

第7回　実技

遠隔授業　dot Campus 使用

ウオーキングor ソフトエアロビクス　（有酸素運動）

第8回　実技

遠隔授業　dot Campus 使用

生活習慣病と運動

第9回　実技

卓球①

第10回　実技

卓球②

第11回　実技

バドミントン①

第12回　実技

バドミントン②

第13回　実技

キンボール①

第14回　実技

キンボール②

第15回　講義

総論

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

坂手　比呂志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

主に実習形式の展開と講義で実施する。

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエ

ーション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じ

てスポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくり

の方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎知識を

身につける。1年次前期に配当する事により、学びと実

践を通じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会と

したい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

展開される実施種目の特性や競技方法等を理解するため

に、Webサイトを利用して事前・事後の予習と復習を各

々30分程度すること。また各種目で必要な資料は適宜配

布する。

＜提出課題など＞

健康・体力づくりについてのレポート提出を義務づける

（詳細は講義中に説明する）。また、講義室でおこなう

課題についても出席して提出すること（評価に反映する

）。

　レポートおよび課題等については、適宜「解答例」を

示してコメントする。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する（競技種目などによって評価基準が異なることも

ある）。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

・授業の進め方について説明する。

・生涯スポーツの意義、健康・体力づくりの方法、運動

習慣を身につける方法等について学ぶ。

第2回　（講義）

入学してこれからの大学生活に必要な健康・体力づくり

について説明し、前半の実施種目について学んで、実施

方法（楽しみ方）を理解する。

第3回　（実技）

レクリエーションとしての仲間づくり方法：アイスブレ

ーキング①

第4回　（実技）

レクリエーションとしての仲間づくり方法：アイスブレ

ーキング②

第5回　（実技）

ウォーキングの方法①「歩く」と「走る」の比較および

歩くスピードと歩幅の関係

第6回　（実技）

ウォーキングの方法②インターバル速歩

第7回　（講義）

健康・体力づくり後半の実施種目について学んで、実施
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方法（楽しみ方）を理解する。

第8回　（実技）

キンボール

第9回　（実技）

フライイングディスク（アルティメット）

第10回　（実技）

室内ペタンク

第11回　（実技）

リングゴルフ

第12回　（実技）

健康・体力づくり実施種目で、学んだ内容をグループで

発表できるように準備する。

第13回　（実技）

健康・体力づくりの方法についてグループで発表①

第14回　（実技）

健康・体力づくりの方法についてグループで発表②

第15回　（講義）

・まとめ（ふり返り）

【授業計画について】

実施種目については変更になる場合がある。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

実技、授業内容、方法を変更することもある。

＜授業時間外に必要な学修＞

インターネット等で放映されている授業で行なうスポー

ツの試合を見て、そのスポーツに興味をもってもらいた

い（３０分程度）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度50％、実技試験20％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　実技

ウォーキング・ジョギング　運動習慣を身につける。

第3回　講義

スポーツと健康の概念を理解する。

第4回　実技

ウォーキング・ジョギング　運動習慣を身につける。

第5回　実技

アルティメット　フリスビーを使用してライトスポーツ

を楽しむ。

第6回　実技

アルティメット　フリスビーを使用してライトスポーツ

を楽しむ。

第7回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第8回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第9回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第10回　実技

バドミントン　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第11回　実技

バドミントン　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第12回　講義

スポーツ科学の現状を学び理解する。

第13回　実技

ソフトバレー　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第14回　実技

ソフトバレー　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。
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第15回　講義

授業全体のまとめ、総括を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

実技、授業内容、方法を変更することもある。

＜授業時間外に必要な学修＞

インターネット等で放映されている授業で行なうスポー

ツの試合を見て、そのスポーツに興味をもってもらいた

い（３０分程度）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度50％、実技試験20％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　実技

ウォーキング・ジョギング　運動習慣を身につける。

第3回　講義

スポーツと健康の概念を理解する。

第4回　実技

ウォーキング・ジョギング　運動習慣を身につける。

第5回　実技

アルティメット　フリスビーを使用してライトスポーツ

を楽しむ。

第6回　実技

アルティメット　フリスビーを使用してライトスポーツ

を楽しむ。

第7回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第8回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第9回　実技

ポートボール　球技を通してコミュニケーション力・協

調性を養う。

第10回　実技

バドミントン　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第11回　実技

バドミントン　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第12回　講義

スポーツ科学の現状を学び理解する。

第13回　実技

ソフトバレー　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第14回　実技

ソフトバレー　球技を通して生涯スポーツの意義を学び、

スポーツを楽しむ。

第15回　講義

授業全体のまとめ、総括を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

田路　秀樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業方法：演習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。

全学ディプロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、

豊かな人間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの
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方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。1年次前期に配当することにより、学びと実践を

通じて自身の健康や体力をあらためて見つめ直す機会と

することを目的とする。

＜到達目標＞

生涯スポーツの意義を説明できる。

健康・体力づくりの方法を説明できる。

運動習慣を身につける。

＜授業のキーワード＞

からだほぐし、からだづくり、ライトスポーツ、レクリ

エーションスポーツ

＜授業の進め方＞

講義と実技で進める。

＜履修するにあたって＞

資料を事前に読んでおいてください

＜授業時間外に必要な学修＞

・事前にルール等の情報を収集し理解しておく。

・学習したことを日常生活の中で実践すること。

＜提出課題など＞

・身体組成、ウォーキング、五感オリエンテーリング、

筋力づくりについて測定した結果をまとめる。

・提出されたレポートに対しては、教員よりコメントを

フィードバックする。

＜成績評価方法・基準＞

成績基準：健康・体力づくりの方法を理解し、運動習慣

の基礎を身につけたものに単位を与える。

　　　　　到達目標に記載する能力の到達度に応じて成

績を与える。

成績評価の方法：授業への参加度50％、実技試験10％、

授業中に与えた課題40%を基準とし

　　　　　　　　て、受講態度含めて総合的に判断する。

＜テキスト＞

資料を配布する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

ガイダンス、健康づくり１

授業の目的、到達目標、成績評価方法・基準と健康づく

り理論

第2回　（講義+実技）

健康づくり２

身体組成の理解と測定

第3回　（講義＋実技）

ライトスポーツ１

ソフトバレーボール

第4回　（実技）

ライトスポーツ１

ソフトバレーボール

第5回　（講義＋実技）

からだほぐし運動１

からだほぐし運動の理論と実践

第6回　（講義＋実技）

ライトスポーツ２

フライングディスク

第7回　（実技）

ライトスポーツ２

フライングディスク

第8回　（講義＋実技）

からだづくり１

ウォーキングを用いた有酸素運動の理解と実践

第9回　（講義＋実技）

レクリエーションスポーツ１

ショートテニス

第10回　（実技）

レクリエーションスポーツ１

ショートテニス

第11回　（講義＋実技）

からだづくり２

からだづくりの理解と自重トレーニング

第12回　（講義＋実技）

レクリエーションスポーツ２

バドミントン

第13回　（実技）

レクリエーションスポーツ２

バドミントン

第14回　（講義＋実技）

からだほぐし運動２

五感オリエンテーリング

第15回　（講義＋実技）

まとめ

ソフトバレーボール、ショートテニス、バドミントン、

授業の振り返り

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

上谷　聡子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・実技

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身に付け、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライトスポーツを中心とした実践を通じてス

ポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの方

法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身に付け

る。1年次前期に配当することにより、学びと実践を通
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じて自身の健康や体力を改めて見つめなおす機会とした

い。

＜到達目標＞

生涯スポーツの意義を説明できる。

健康・体力づくりの方法を説明できる。

運動習慣を身に付ける。

＜授業のキーワード＞

生涯スポーツ、新体力テスト、レクリエーションスポー

ツ、ウォーキング

＜授業の進め方＞

講義と実技とで進めます。

授業の進行状況によって、授業計画を変更する場合があ

ります。

＜履修するにあたって＞

屋外用、屋内用の運動靴を用意すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義や実技後、配布した資料等で内容を整理しておくこ

と（60分程度）。

＜提出課題など＞

講義時に、健康・体力づくりに関するレポートの提出を

課す。また、提出したレポートは、コメントを付けて返

却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度（出席や授業態度を総合的に評価）　50

%

実技試験　20％

課題レポート　30%

＜テキスト＞

適宜資料を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

ガイダンス

健康とは

授業の目的、到達目標、成績評価方法・基準について理

解する。

健康の定義について理解する。

第2回　（実技）

新体力テストの実施①

体重・体脂肪測定、握力、長座体前屈、上体起こし、立

ち幅跳び

第3回　（実技）

新体力テストの実施②

ハンドボール投げ、反復横とび、持久走（男性1500m、

女性1000m）

第4回　（講義）

体力テストの評価

体力を構成する要素について理解する。

体力テストの結果から、運動習慣について考える。

第5回　（講義・実技）

バドミントン①

バドミントンのルールを知る。

バドミントンの基礎的な技術を身に付ける。

第6回　（実技）

バドミントン②

簡単なゲームを実施する。

第7回　（実技・講義）

ウォーキングの基礎

ウォーキングの理論を理解し、実践する。

第8回　（実技）

ウォーキングの実践

撮影した自分のウォーキングフォームを観察する。

正しいウォーキングフォームを身に付ける。

第9回　（実技）

フライングディスク①

フライングディスクの方法について理解する。

第10回　（実技）

フライングディスク②

フライングディスクを使った簡単なゲームを実施する。

第11回　（実技・講義）

筋力トレーニング

筋力トレーニングの処方と効果について理解する。

筋力トレーニングを実践する。

第12回　（実技・講義）

ストレッチング

ストレッチングの理論と効果について理解する。

ストレッチングを実践する。

第13回　（実技）

ソフトバレーボール①

ソフトバレーボールの方法について理解する。

第14回　（実技）

ソフトバレーボール②

簡易なルールでのゲームを実施する。

第15回　（講義・実技）

ふりかえり

これまで実施してきた健康のための運動・スポーツやレ

クリエーションスポーツを実施する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

津田　真一郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習、講義

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。
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健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業のキーワード＞

生涯スポーツ、生活習慣病、運動処方、ウォーキング、

最大心拍数法、メンタルヘルス、エネルギー供給システ

ム、ATP、有・無酸素運動、新体力テスト、スタティッ

ク・ストレッチング、ダイナミック・ストレッチング

＜授業の進め方＞

講義と実習により進める

＜履修するにあたって＞

授業のキーワードについて事前に学習し、説明できるよ

うにしておくこと

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の内容やキーワードについて事前・事後学習を行う

こと（各３０分）

授業外でもウォーキング等の運動を日常生活に取り入れ

て運動習慣を身につけるよう心がけること。

＜提出課題など＞

・ウォーキング運動前後の心拍数とメンタルヘルスの変

化

・運動処方の要点とその方法について

各課題について、授業中に講評及び解説を加えてフィー

ドバックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度５０％、実技テスト２０％、レポート課

題３０％で評価する。

＜テキスト＞

適宜資料等を配布する。

＜参考図書＞

健康・スポーツ科学の基礎知識　第3版, スポーツサイ

エンスフォーラム編, 道和書院, 2019.

＜授業計画＞

第1回　（講義）ガイダンス

授業目的、到達目標、内容、評価基準等について理解す

る

第2回　ストレッチング

ジャンケンゲームを交えたアイスブレーキンングを行う。

ストレッチングの説明と実践

第3回　ウォーキング１

ウォーキングの基本動作の説明と３０分間の自己快適ペ

ースのウォーキング運動の実践。運動前後の心拍数を計

測し、運動強度と心拍数の関係を理解する。

第4回　（講義+実習）ウォーキング２

３０分間の自己快適ペースのウォーキング運動前後に心

拍数の計測とメンタルヘルス検査を実施し、その変化を

確認する。

第5回　（講義）運動処方の基本

健康・体力づくりのための運動処方の基本を理解する。

第6回　体力テスト１

上体起こし、20mシャトルラン

第7回　体力テスト２

握力、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び

第8回　（講義）体力テストの自己評価

体力テストの結果を資料を基に点数化し自己評価する

第9回　キンボール１

簡易ルールの説明と基本的な技能、戦術の理解と実践

第10回　キンボール２

得点を付けたリーグ戦ゲームの実践

第11回　ソフトバレーボール１

簡易ルールの説明と基本的な技能、戦術の理解と実践

第12回　ソフトバレーボール２

得点を付けたリーグ戦ゲームの実践

第13回　バドミントン１

基本的な技能を理解と実践。できるだけラリーを継続さ

せる練習

第14回　バドミントン２

簡易ルールの試合形式でのゲーム

第15回　（講義）まとめ

生涯スポーツの意義とその方法について確認する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

山下　新樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業および遠隔授業併用）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞
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実技と講義で行う

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

展開される実施種目の特性や競技方法等を理解するため

に、Webサイトを利用して事前・事後の予習と復習を各

々30分程度すること。また各種目で必要な資料は適宜配

布する。

＜提出課題など＞

必要に応じて指示

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度（授業出席と、映像視聴、レポート提出

等の課題に対する回答）100％で評価する。

＜テキスト＞

適宜　資料配布

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の進め方、成績評価基準、受講に際しての心構えを

説明する

第2回　講義

スポーツと健康の概念

第3回　実技

ウォーキング　有酸素運動の実践

第4回　実技

ウォーキング　有酸素運動の実践　万歩計使用

第5回　講義

生活習慣病と運動

第6回　実技

卓球

第7回　実技

卓球

第8回　実技

バドミントン

第9回　実技

バドミントン

第10回　講義

スポーツ科学の現状

第11回　実技

ソフトバレーボール

第12回　実技

ソフトバレーボール

第13回　実技

キンボール

第14回　実技

フライイングディスク（アルティメット）

第15回　講義

授業全体の総括およびまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康・体力づくり演習

木谷　織信

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「実技」と「講義」と「演習」

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィプロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。

健康・体力づくり演習では、ウォーキングやレクリエー

ション等のライト・スポーツを中心とした実践を通じて

スポーツの楽しさや効果を体感し、健康・体力づくりの

方法を学ぶことで運動習慣をつけるための基礎を身につ

ける。１年次前期に配当する事により、学びと実践を通

じて自身の健康や体力を改めて見つめ直す機会としたい。

＜到達目標＞

・生涯スポーツの意義を説明できる。

・健康・体力づくりの方法を説明できる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

講義と実技で進めます。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③単元においての準備・後片付け等を積極的に行うこと。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

⑤この科目は、屋内や屋外で授業を行うためスポーツウ

エアと体育館シューズやアウトドアシューズを着用して

参加すること。

⑥教場では、積極的な態度で受講すること。授業中は通

信機器および電子機器（スマートホォン・カメラ）等の

使用を禁止とする。

＜授業時間外に必要な学修＞

展開される実施種目の競技特性や競技補法等を理解する

ために、WEBサイトを利用して事前・事後の予習と復習

を各30分程度すること。
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＜提出課題など＞

適宜に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度50％、実技試験20％、レポート30％で評

価する。左記の項目は必須。

非登校学生についてはレポート課題等100％で評価する。

＜テキスト＞

適宜資料を配布する。

＜参考図書＞

（財）健康・体力づくり事業財団（2011）、健康運動実

践指導者養成テキスト、南江堂

鈴木一行（2007）、基礎から学ぶ体育・スポーツの科学、

大修館書店

＜授業計画＞

第1回　講義

（ガイダンス）

授業の目的、到達目標、授業の進め方、成績評価方法・

基準などについて理解する。

第2回　実技（アリーナ）

・身体ほぐし（ストレッチングの説明と実践）とアイス

ブレーキングを実施する。

＊自身の外履きシューズをシューズケースに入れアリー

ナに置くこと。

第3回　実技：アリーナ

（体力テスト1）

長座体前屈、握力、上体起こし、反復横跳び、立ち幅跳

びの種目を実施する。

第4回　実技：アリーナ

（体力テスト2）

体脂肪計を用い身体組成を測定および20mシャトルラン

種目を実施する。

第5回　講義

（生活習慣棒と健康）

健康の維持・増進、生活習慣病と運動のDVDを視聴し、

生活習慣病と健康の関係を理解する。

第6回　講義・実技（ウォーキング1）

ウォーキングの実践で万歩計を使用する。

「歩く」と「ウォーキング」の違いについて理解する。

第7回　実技（ウォーキング2）

ウォーキングの実践で万歩計を使用する。

「ジョギング」について理解する。

第8回　実技（からだづくり）

自宅でできるからだづくりの理解と自体重を用いたレジ

スタンス運動を考える。

第9回　講義

（体力テストの自己評価）

体力テストの結果に対して、判定基準の資料を基に自己

評価する。

・体力テストの結果から、健康・体力づくりのための運

動処方の基本を理解する。

第10回　実技：アリーナ

（アルティメット）

フライングディスク（アルティメット）

スローとキャッチの方法について理解しライトスポーツ

を実施する。

球技を通してコミュニケーション力・協調性を養い、ス

ポーツを楽しむ。

第11回　実技：アリーナ

（ショートテニス）

スポンジボールを使用したライトスポーツを実施する。

球技を通してコミュニケーション力・協調性を養い、ス

ポーツを楽しむ。

第12回　実技：アリーナ

（卓球）

卓球の進め方について理解し。ゲームを実施する。

球技を通してコミュニケーション力・協調性を養い、ス

ポーツを楽しむ。

第13回　実技：アリーナ

（バドミントン）

バドミントンの進め方について理解し、ゲームを実施す

る。

球技を通してコミュニケーション力・協調性を養い、ス

ポーツを楽しむ。

第14回　実技：アリーナ

（ソフトバレーボール）

簡易ルールのでのゲームを実践する。

この球技を通してコミュケーション力・協調性を養い、

スポーツを楽しむ。

第15回　実技：アリーナ

（キンボール）

簡易ルールの説明と得点を付けたゲームを実践する。

この球技を通してコミュニケーション力・協調性を養い、

スポーツを楽しむ。

第16回

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

健康づくり・生活支援ワークショップ （ポ）(15：20～

16：50)

片田　千尋、石原　あや、岡本　恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

※第3・10・13・16回の講義時間は17：00～18：30とな

ります。

＜授業の目的＞

＜子育てと文化＞

本科目はDPに示されている、地域社会や国際社会に至る

多様な文化を持つ人々の生き方や価値観を尊重し、医療
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・保健・福祉の課題と看護職の役割を考えることを目的

として開講される。

履修学生は、子育てをめぐる社会状況・社会システムの

変化、地域社会の変化に伴う子ども観や育児観の変遷を

追いながら、現代の子育ての問題や課題についての理解

を深める。

なお、この科目は看護師としての実務経験を持つ教員が

担当し、実際の経験も交えて授業を行う。

＜ヒューマンセクシュアリティと看護＞

本科目では、DPで求められる「豊かな人間性や社会性を

涵養し」、「価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し」、「さまざまな問題を発見し、それを解決する方策

を導くことができる」ようになるために、様々な環境や

立場、価値観をもつ人におけるセクシュアリティの多様

性や課題について理解する。

また、セクシュアルマイノリティへのピアサポートや当

事者運動を実践している特別講師から、性の多様性、LG

BTのおかれる現状、当事者運動、HIVなどについて講義

を受け、セクシュアリティを基本的人権として捉え、そ

の意味や課題、セクシュアルヘルスについて考える。

上記の考えを通して、自己のセクシュアリティについて

改めて考え、他者のセクシュアリティを尊重するための

態度や支援について考える。

なお、この科目は看護師・助産師として臨床経験をもつ

教員と、LGBTのピアサポ―トや当事者運動を実践してい

る実務経験のある教員が担当し、実際の経験も交えて授

業を行う。

＜到達目標＞

（1）子育ての営みに関係する事柄が列記できる。

（2）文化について具体的に述べることができる。

（3）現代の子育ての特徴が説明できる。

（4）現代の子育ての問題、課題、解決のための対策に

ついて考えることができる。

（5）子育てについて、自分の考えを述べることができ

る。

（6）課題のグループワークに積極的に参加し、自分の

意見を述べることができる。

（7）各ライフステージにおけるセクシュアリティの意

味と課題について議論し、自己の考えを述べることがで

きる。

（8）様々な健康レベルにおけるセクシュアリティの意

味と課題について議論し、自己の考えを述べることがで

きる。

（9）ピアサポート活動や当事者運動を通して、HIVに関

する知識を獲得し、セクシュアルヘルスについて考える

ことができる。

（10）セクシュアルマイノリティの当事者運動や社会の

動向を通し、LGBTQに関する知識を獲得し、課題を考え

ることができる。

（11）様々なライフステージや健康レベルにある人のセ

クシュアリティに関する支援について議論し、自己の考

えを述べることができる。

（12）各テーマについてのグループワークに参加し、他

者の意見を聞くことで、自己の考えとの違いを理解し、

より深く思考することができる。

＜授業のキーワード＞

子育て、しつけ、母性、文化的慣習、性の多様性、LGBT、

ライフステージ、障害、セクシュアリティ

＜授業の進め方＞

この講義は、＜子育てと文化＞と＜ヒューマンセクシュ

アリティと看護＞の2つから成る。

＜子育てと文化＞

本授業は、事前学習、グループワ－クの発表、発表に対

する質疑応答、講評で構成される。グループワークは、

各テーマについて担当グループ（1回につき2グループ）

を決め、各回の授業でグループワークの成果をパワーポ

イントで発表してもらい、それに対する質疑応答、講評

･解説という形式ですすめていく。

＜ヒューマンセクシュアリティと看護＞

本授業は、事前学習、グループディスカッション、ディ

スカッションの成果の発表、振り返りで構成される。当

該授業の1週間前に提示するグループワークの議題に沿

って、事前学習を行う。事前学習の内容をもとにグルー

プディスカッションを行い、成果発表、質疑応答、講評

・解説という形式ですすめていく。

＜履修するにあたって＞

本授業はグループワークと学生の発表によって進行する

ため、事前学習なしでは参加できません。事前学習を行

い、積極的に授業およびグループワークに参加してくだ

さい。

また、日頃から新聞、テレビニュース、雑誌等で子育て、

育児、虐待、暴力、人権、セクシュアルマイノリティ、

セクシュアリティ、障害等に関連するトピックスに関心

を払うように心がけてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

＜事前学習（子育てと文化）＞

グループワ－クのテーマおよび担当については、第1回

の授業で提示する。担当の回までに、事前にグループワ

ークを行い、発表用のパワーポイントを作成する【4時

間】

発表にあたっていない回は、各自テーマに関する基礎的

な知識について予習を行い授業に参加する【1時間】

＜事後学習（子育てと文化）＞

グループワークの中で出た疑問や、もう少し深めたい点

について追加学習を行う【1時間】

全授業終了後に、各自が関心を持った現在の子育てに関

する問題・課題を1つ取り上げ、まとめのレポートを作

成する【4時間】
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＜事前学習（ヒューマンセクシュアリティと看護）＞

講義内容やディスカッションのテーマを該当授業の１週

間前に提示する。そのテーマについて事前学習を行い、

自分の考えをまとめてレポートを作成すること【3.5時

間】

その事前学習をもとに、グループディスカッションを行

う。事前学習レポートは、該当授業の終了時に提出する

こと。

＜事後学習（ヒューマンセクシュアリティと看護）＞

各授業の終了後、授業をもとに各テーマについての自己

の考えを再考すること【0.5時間】

また、全授業の終了後は、自己の考えるセクシュアリテ

ィについて、授業内でのグループディスカッションの内

容から各自でテーマを抽出し、最終レポートを作成する

こと【4時間】

＜提出課題など＞

事前学習レポート、グループワーク時関する授業内レポ

ート、講義の感想、最終レポート

課題のフィードバックの方法は、グループワークについ

ては各授業内で、講義の感想やレポートについては最終

授業のまとめでフィードバックを行い、より深い思考に

つなげる。

＜成績評価方法・基準＞

＜子育てと文化＞

・映画鑑賞後のレポート　20％

・グループワ－クの課題（グループ単位で評価）　20％

・授業カード　30％

・最終レポ－ト　20％

・グループワークの参加状況（自己評価、ピア評価）

10％

・試験、再試験はしない。

＜ヒューマンセクシュアリティと看護＞

・事前学習レポート、　25％

・特別講義後のレポート　20%

・最終レポート　30％

・グループワークの課題、参加状況　25％

・試験、再試験はしない。

＜テキスト＞

適宜、資料を配布する

＜参考図書＞

授業内で紹介する

＜授業計画＞

第1回

9/20(火)15：20～16：50　子育てと文化

ガイダンス

授業の進め方、グループワークの進め方（石原）

第2回

9/27(火) 15：20～16：50　子育ての実際

映画「ママをやめてもいいですか」鑑賞（石原）

第3回

9/27(火)　17：00～18：30　子育ての実際

映画「ママをやめてもいいですか」鑑賞、グループワー

ク打合せ（石原）

第4回

10/11(火) 15：20～16：50　現代の子育て事情

子育てに関する調査からみる現代の子育て事情、身近な

地域の子育て支援対策（グループワーク）（石原）

第5回

10/18(火) 15：20～16：50　　子育てにまつわる文化的

慣習

子育てにまつわる通過儀礼と子ども観の変遷（グループ

ワーク）（石原）

第6回

10/25(火) 15：20～16：50　母性愛神話・3歳児神話

母性愛神話、3歳児神話（グループワーク）（石原）

第7回

11/1(火) 15：20～16：50　海外の子育て

海外の子育て事情（グループワーク）（石原）

第8回

11/8(火) 15：20～16：50　子育てについての悩み

しつけ、育児不安（グループワーク）（石原）

第9回

11/29(火) 15：20～16：50　ヒューマンセクシュアリテ

ィと看護

ガイダンス

セクシュアリティ概論：セクシュアリティの要素、性的

指向と性自認について（片田）

第10回

11/29(火) 17：00～18：30　セクシュアルマイノリティ

セクシュアルマイノリティの理解と政策動向（ゲストス

ピーカーによる特別講義）

第11回

12/6(火) 15：20～16：50　ジェンダーとセクシュアリ

ティ

ジェンダーに関する事例について（グループワーク）（

片田）

第12回

12/13(火) 15：20～16：50　ライフステージとセクシュ

アリティ

セクシュアリティについて悩みを抱える青年期女性の事

例について（グループワーク）

第13回

12/13(火) 17：00～18：30　セクシュアルヘルス

HIVに関する治療の現状や政策動向、ピアサポート（片

田）

第14回

12/20(火) 15：20～16：50　障碍者とセクシュアリティ

障碍者におけるセクシュアリティ（グループワーク）（

片田）



 

第15回 

12/27(火)15：20∼16：50  まとめ 

セクシュアリティの多様性の理解とセクシュアリティに関する支援

（グループワーク、プレゼンテーション）   （片田） 

第16回 

12/27(火)17：00∼18：30  まとめ 

セクシュアリティに関する考えの統合 （片田） 

-------------------------------------------------- 

2022年度後期 

2.0単位 

現代社会と人権 

岡本  篤尚 

--------------------------------------------------  

＜授業の方法＞ 

講義  演習 

＜授業の目的＞ 

この授業科目は、 全学DPに掲げる 「幅広い知識に基づいて、

他者および異文化を理解することができる」 ようになること 、   

「さまざまな問題を発見し、 それを解決する方策を導くことがで

きる」ようになること及び「生涯にわたって学び続けることができ

る」ようになることを目指すものです。 

二つの世界大戦を経験した20世紀は 「戦争の世紀」  と呼ば

れ、 9/11テロとそれへの報復戦争で始まった21世紀は「テロと

国際内戦の世紀」 とも呼ばれています。そして、   「戦場」 こ

そ、人間の尊厳と人権が最も過酷な試練にさらされる場にほかな

りません。そこで、 この授業では、   「現代の戦場」 における

人間の尊厳と人権のあり方について考えていきたいと思っていま

す。 

 

 

＜到達目標＞ 

「現代の戦場」 における人間の尊厳と人権の問題状況につい

て説明することができる。 

＜授業のキーワード＞ 

戦争  戦場  帰還兵とPTSD  汚い戦争  人間の尊厳  人権 

＜授業の進め方＞ 

1つの主題(テーマ)について2∼3回の授業で取り上げていきます。 

1回目の授業で主題に関連する映像資料を視聴したり、文献資

料を読み込んでもらい、資料を視聴したり読んだりした感想を述

べてもらい、 2回目ないし3回目の授業で主題について担当教

員が解説した後、 質疑応答や受講生同士の意見交換をしても

らいます。 

＜履修するにあたって＞ 

①  この授業は履修制限の対象となっていますので、 この授

業の履修を希望される方は注意してください （詳しくは、教

務事務にご確認ください）。 

②  この授業は、 教員と受講生、 受講生相互の質疑応 

答や討論によって授業を進めていきますので、 各回の授 

業までに、 受講生自身が各回の授業テーマに関ついて十分な

予習をしてくることが強く求められます。 

③    この授業では、   授業内容（授業で使用するレジュメや

パワーポイントの内容や資料映像の内容、 板書の内容等を含

む） について、 スマートフォンやモバイル機器、カメラ等を用い

て録画・録音・撮影等を行うことや、インターネット上で閲覧可能

状態にすることを厳禁します。これらに違反した場合は、 定期試

験や課題レポート等の成績の如何にかかわらず、 単位を認定し

ない場合があります。 障害等のため授業内容の録画・録音等を

行う特段の必要がある場合には、 事前に必ず担当教員の許可

を得てください。 

 

 

＜授業時間外に必要な学修＞ 

各回の主題(テーマ)に関する 「事前学習課題」 で指定された図

書や文献を授業までに読んできておいてください。そのためには、 

一日平均30分∼ 1時間程度の事前学修(予習)が必要です。 

＜提出課題など＞ 

各回の主題(テーマ)に関連する映像資料等を視聴した感想を書

いたリアクション・ペーパー（各テーマごと）  と、課題レポート(1

回)を提出してください。  リアクション・ペーパーは次回の授業の

際に取り上げます。 課題レポートは、 成績評価後、 希望する

受講生には個別に講評します。 

＜成績評価方法・基準＞ 

成績評価は。課題レポート70%、  リアクション・ペーパー、質疑応

答、受講生同士の意見交換など授業への積極的な貢献度30%で

行います。 

課題レポートの成績評価基準は、   「現代の戦場」における人

間の尊厳と人権の問題状況について説明することができているか

どうか、です。 

ただし、 課題レポートが提出されなかった場合には、いっさい

単位を認定しません。また、課題レポートを作成するに当たって、

他人の著作（著書・論文）やインターネット上のコンテンツの内容

等を無断で引用 （＝盗作）  したことが判明した場合には、無条

件で「D評価(不可)」 としますのでよく注意してください。 

＜テキスト＞ 

特に指定しません。各回の主題(テーマ)に関する「事前学習課

題」 で指定された図書や文献を授業までに読んで着ておいてく

ださい。 

＜参考図書＞ 

この授業全体に係る参考書として、ジョン・W・ダワー『容赦なき戦

争――太平洋戦争における人種差別』 (平凡社ライブラリー、

2001年)、大木毅『独ソ戦―絶滅戦争の惨劇』(岩波新書、2019

年)をあげておきます。 ｢戦場｣の過酷さについてよく理解できると

思います。 

各回の主題(テーマ)に関連する参考文献は、 授業開始後、 

適宜指示します。 
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＜授業計画＞ 

第1回  ガイダンス 

この授業で取り扱う主題(テーマ)と、 この授業の進め方、注意事

項などについて説明します。 

 

第2回・第3回   さあ、戦争をはじめよう！～戦争と情報 

ベトナム戦争、アフガニスタン戦争(2001年)、イラク戦争(2003年)

などを素材に、戦争がどのようにして始まるのかについて学んで

いきます。 

 

第4回・第5回  誰が戦争を煽るのか？∼戦争とメディア 

ボスニア・ヘルツェゴビナ紛争やウクライナ紛争などを素材に、戦

争を煽るメディアの実態について学んでいきます。 

 

第6回・第7回  戦争とジャーナリズム 

「戦争」と「報道の自由」の関係について考えていきます。 

 

第8回・第9回   さまよえる英雄(ヒーロー)たち∼帰還兵とPTSD 

ベトナム戦争、アフガニスタン戦争やイラク戦争などを素材として、

帰還兵とPTSDの問題について考えていきます。 

 

第10回・第11回  標的にされる学校・病院 

現代の戦争において、学校や病院が、そして、子どもや女性が主
な標的とされる実態について学んでいきます。 

 

第12回・第13回  拷問と虐待 

捕らえた「敵」に対して過酷な拷問や虐待を行うという問題につい
て学んでいきます。 

 

第14回    「付随的損害」は、付随的か？ 

｢付随的損害｣であった（＝誤爆であった、本来の攻撃目標ではな
かった）と唱えるだけで、なぜ、無辜の、非武装の市民を殺戮する
ことが許されるのかについて考えていきたいと思います。 

 

第15回 境界なき戦争 

現代の戦争は、「軍事」と「経済活動」、「軍需」と「民需」などの境
界が完全になくなる「境界なき戦争」となっています。「境界なき戦
争」の時代に、どのようにして人間の尊厳と人権を守っていくのか
について考えていきます。 

 

 

-------------------------------------------------- 

2022年度前期 

2.0単位 

現代社会と心理学 

竹田  剛 

-------------------------------------------------- ＜

授業の方法＞ 

講義 

＜授業の目的＞ 

メインテーマ：現代社会を生き抜く上で有用な「自信」を高める 

本講義は全学のDPに示す，①共通教育等を通じて、広い教養を

身につけ、 豊かな人間性や社会性を涵養していること，②獲得

した知識や技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異

なるさまざまな人と議論し、 学びを深め、協働して、社会に役立

てることができるようになることを目的とする。 

2006年に経済産業省が 「職場や地域社会で多様な人々と仕事

をしていくために必要な基礎的な力」 として「前に踏み出す力」   

「考え抜く力」   「チームで働く力」 の重要性を提唱した。ただし

心理学の観点から付言すると，  これらの力をより高め，維持して

いくためには，   “自分の能力や価値などを信じること  （日本

国語大辞典）”である「自信」を高めることが有益であると考えられ

る。 この講義では，  ３つのテーマに関する学びを通して，   

「自信」 を高めるための基礎的な理論を理解することを目的とす

る。 具体的には①まず心理学とはどういう学問なのかという基礎

的な観点を得る。 これは特に「自信」に関わる側面について扱う。 

②次に 「自信」  とは心理学的にどのように捉えられているのか

について理解する。 ③最後に「自信」を高め，それを維持してい

くためにカウンセリング現場で実際に用いられている方法につい

て， 簡単なワークへの取り組みを通して理解する。 

 

なお，  この科目の担当者は公認心理師であり， 約10年の臨

床経験を有している。 現在も病院の心療内科でカウンセリング

を行う，実務経験のある教員です。演習の中では，心の病気の

ありようやカウンセリングの実際の観点からもコメントを返し， 実

践的な研究へと方向づけていく。 

＜到達目標＞ 

・  「自信」   （自尊感情など）  とその向上・維持に関する基

礎的な理解を得る 

・自分について振り返り，  自分自身に対する理解を深め 
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る

・コミュニケーションについて考える

＜授業のキーワード＞

自尊感情，自己効力感，自己肯定感，臨床心理学，パー

ソナリティ心理学

＜授業の進め方＞

基本的には講義形式で行い，一部セルフワークを行う。

また，理解の確認のために小テストもしくは小レポート

を課す。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として授業計画の各回の配布資料をよく読んで

おくこと（目安として45分）。課題に取り組む際にはさ

らに授業のポイントを整理し，理解を深めておくこと（

目安として30分）。

＜提出課題など＞

毎回の授業の内容に関する小テストへの解答もしくは小

レポートの提出を求める。またそれらの代替として大レ

ポートも課す。課題総数のうち2/3以上の提出を単位認

定の要件とする。なお小テストの正答およびレポートの

フィードバックについては次回以降の講義で行うととも

に補足の解説を行う。

＜成績評価方法・基準＞

課題総数のうち2/3以上の提出を単位認定の要件とする。

小テスト・小レポート等100%

＜テキスト＞

「エッセンシャル心理学」長谷川千洋編　ナカニシヤ出

版（第2回～第5回で使用する）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

はじめに，授業の進め方，全体的な諸注意，成績評価な

どについて説明する。

第2回　心理学の発想を身につける①　パーソナリティ

心理学

「自信」に関わる基礎的な観点として，パーソナリティ

心理学の概要を説明する。

第3回　心理学の発想を身につける②　対人心理学

「自信」に関わる基礎的な観点として，対人心理学の概

要を説明する。

第4回　心理学の発想を身につける③　集団心理学

「自信」に関わる基礎的な観点として，集団心理学の概

要を説明する。

第5回　心理学の発想を身につける④　臨床心理学

「自信」に関わる基礎的な観点として，臨床心理学の概

要を説明する。

第6回　自信とは何かを知る①　自尊感情の基礎的理論

「自信」に関する心理学的構成概念の一つである自尊感

情を取り上げ，その基礎的な理論について説明する。具

体的にはどのようなパーソナリティと捉えられているの

か，身体-心理-社会の3側面にどのような影響を与える

のか等について解説する。

第7回　自信とは何かを知る②　自己受容・自己本来感

など

「自信」に関する心理的構成概念である自己受容・自己

本来感・自己肯定感などを取り上げ，その基礎的な理論

について説明する。併せて自己愛や仮想的有能感なども

取り上げ，「自信」のなかにも心身の健康向上に寄与す

るものとそうでないものがあることを解説する。

第8回　自信とは何かを知る③　自己効力感

「自信」に関する心理学的構成概念の一つである自己効

力感を取り上げ，その基礎的な理論について説明する。

具体的にはどのようなパーソナリティと捉えられている

のか，身体-心理-社会の3側面にどのような影響を与え

るのか等について解説する。

第9回　自信とは何かを知る④　自尊感情の発展的理論

「自信」に関する心理学的構成概念の一つである自尊感

情について，その発展的理論について説明する。具体的

には自尊感情の状態性や変動性，潜在性について紹介し，

近年様々な角度から自尊感情が捉えられていることにつ

いて解説する。

第10回　自信を高める①　パーソナリティを見直す

自尊感情を向上するための臨床心理学的アプローチの一

つとして，パーソナリティを見直すことについて説明す

る。具体的には，自尊感情を低めてしまう要因として自

己批判や恥，完全主義などを取り上げ，それらのパーソ

ナリティとどう付き合っていくことができるかについて

解説する。

第11回　自信を高める②　新たな考え方を身に着ける

自尊感情を向上するための臨床心理学的アプローチの一

つとして，認知再構成法について説明する。具体的には，

自尊感情を低めてしまう要因として認知の歪みや中核信

念などを取り上げ，どのように新しい認知も兼ね備えて

ゆくことができるかを解説する。

第12回　自信を高める③　「今ここで」を大切にする

自尊感情を向上するための臨床心理学的アプローチの一

つとして，マインドフルネスについて説明する。具体的

には，「今・ここで」自分が感じていることに注目して

受け留めることの意義について説明し，どのようにそれ

を実践してゆくかについて解説する。

第13回　自信を高める④　譲れない何かを見つける

自尊感情を向上するための臨床心理学的アプローチの一

つとして，価値の明確化について説明する。具体的には，

人生において自分が抱く様々な「価値」を明確にするこ

との意義について説明し，どのようにそれに気づいて大

切にしてゆくかについて解説する。

第14回　自信を高める⑤　一歩踏み出す

自尊感情を向上するための臨床心理学的アプローチとし

て，コミットメントおよびアサーションについて説明す

る。具体的には，成功体験を積み上げるために行動する

こと・他者と交渉することの意義について説明し，それ

らを行う上での留意点について解説する。
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第15回　自信を保つ

これまでの講義の振り返りを行うとともに，認知・行動

面において変容した自己をどのように維持するかについ

て解説する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代社会と心理学

定政　由里子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

本科目は，心理学部のDPが示す，2．社会人として幅広

い教養を身につけている，4．社会の中で身の回りにあ

る事象を観察し、問題の有無を適切に判断し、それを解

決することができる，ことを目的としています。

現代社会においては，人は様々なストレスに曝され，心

の健康を維持することがますます重要な課題になってき

ています。日常の生活において関わりを持つ可能性のあ

るメンタルヘルス上の問題を知り，どのように対応する

のかを身につけることが大切です。具体的には，うつ病，

統合失調症，気分障害，発達障害,，認知症などに関し

て学びます。

また心の健康のためには，自分自身について知ること，

人との関わり方を知ることも大切になってきます。いく

つかの実習を通して，自分の対人関係や自分のストレス

のパターンなどを知りましょう。なお、この演習は心理

専門職として15年以上の経験があり、現在も実務携わっ

ている教員による授業科目であるため、授業の中で実際

の臨床現場における事例などを取り上げることがありま

す。

＜到達目標＞

・日常生活で出会う可能性のあるメンタルヘルス上の問

題について理解する

・自分について振り返り，自分自身に対する理解を深め

る

＜授業のキーワード＞

メンタルヘルス、自己理解、対人関係

＜授業の進め方＞

基本的には講義形式で行います。一部実習を行います。

また，理解の確認のために小テストを行い，小テスト終

了後に授業の復習も兼ねて答え合わせを行います。　他

の受講生の迷惑になるため，私語・携帯電話の使用は厳

禁とします。何度か注意を受けた場合は，退席を求める

ことがあります。

＜履修するにあたって＞

適宜、映像資料なども交えての講義が中心になります。

一部、ご自身で行うことのできるワークも実施します。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回の授業の後に復習をして下さい（およそ1時間）。

レポート作成（およそ1時間）。

＜提出課題など＞

毎回の授業の後に、小テストや課題を提出して頂きます。

授業の中でワークを行ったときは、それに関するレポー

トの提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

毎回の授業後に小テストか課題レポートの提出を求めま

す。全授業の3分の2以上の小テスト・課題の提出ををし

た受講生を評価対象とします。

毎回の小テスト・課題の点数の合計を成績とします。小

テストは，次回に答え合わせのスライドを提示致します。

また授業で行ったワークについては、感想や自分の考え

たことなどをまとめた課題レポートを提出してもらいま

す。

成績評価は、小テストを70％，課題レポートを30％とし

て評価します。

＜テキスト＞

特に指定しません。

＜参考図書＞

特に指定しません。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

はじめに，授業の進め方，全体的な諸注意，成績評価な

どについて説明します。

第2回　メンタルヘルスとは何か

メンタルヘルスとは何かについて解説を行います。

第3回　うつ病とメンタルヘルス

うつ病の概要とその予防・対処について説明を行います。

第4回　うつ病とメンタルヘルス

うつ病の概要とその予防・対処について説明を行います。

第5回　統合失調症とメンタルヘルス

統合失調症の概要と支援について説明を行います。

第6回　統合失調症とメンタルヘルス

統合失調症の概要と支援について説明を行います。

第7回　自分を知るワーク

自分自身を振り返り，自分の対人関係について考えるワ

ークを行います。

第8回　気分障害とメンタルヘルス

不安などの気分障害に関連した精神疾患の概要とその予

防・対処について説明を行います。

第9回　気分障害とメンタルヘルス

不安などの気分障害に関連した精神疾患の概要とその予

防・対処について説明を行います。

第10回　摂食障害とメンタルヘルス

摂食障害の概要について説明を行います。

第11回　発達障害とメンタルヘルス

発達障害の概要について説明を行います。

第12回　発達障害とメンタルヘルス

発達障害の概要について説明を行います。
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第13回　ストレス・マネジメント

ストレス・マネジメントのワークを行います。

第14回　認知症とメンタルヘルス

認知症の概略について説明を行います。

第15回　認知症とメンタルヘルス

認知症の概略について説明を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代社会と心理学

田端　拓哉

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学ディプロマ・ポリシーに示す、「広い

教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している

」ことを目指す。

人間は社会的動物といわれるように、他者との交わりの

中で生き、生かされている。そのために人は様々な人間

関係や自分と社会の関わり、文化的現象に常に関心を寄

せ、それらに影響を受けている。そこで、本講では社会

心理学の知見を基に、人が人や社会といかに結びつき、

その相互作用の中で起こる文化の再生産と変容にどのよ

うに関わっているのかを考察する。人間が一般的にもつ

社会心理的特徴を教養として身につけることで、差別的、

偏見的ではない人間観に裏付けられた社会性を涵養する。

＜到達目標＞

1)社会心理学の基本的な考え方を説明できる。

2)現代社会で広く見られる人の行動や、人々の関係につ

いて社会心理学的な見方ができる。

3)他者の心理について慎重な、決めつけない見方ができ

る。

＜授業のキーワード＞

自己とアイデンティティ、印象、対人関係、コミュニケ

ーション、対人行動、文化

＜授業の進め方＞

オンライン授業。授業スライドを視聴した後で、課題と

してトピックの要点についての問題に回答してもらいま

す。質疑は原則として授業時間とその前後15分に行いま

す（変更がある場合は都度通知します）。

＜履修するにあたって＞

高校までの教科で言えば、理科（生物）や社会に近い内

容であり、勉強方法はそれに近いと考えられる。受講前

に心理学について知っている必要はないが、言葉の意味

が分からないときは誰かに質問したり辞書等で調べたり

することを厭わないことが求められる。講義の一回一回

の内容はそれぞれに独立とは限らず、関連し合っている

点もあるため、一度内容を聞き逃すとその後の理解も難

しくなる可能性がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、インターネットや書籍で読むことがで

きる雑学のような記事にある、自己分析や人間関係の理

解といった種類の話を読んでみること。ただし、その雑

学を正確な知識として覚えるのではなく、授業の中で知

ったことと照らし合わせて、雑学と異なる点や同じ点を

知ることが重要。(目安として1時間)

事後学習として、授業で紹介された社会心理学の知識が、

自分の身の回りでもあてはまることを確認できるか考え

てみる。また、自分の身の回りの人々について、その印

象やその人々と自分の関係、人々同士の関係が自分が思

ってきたとおりのものであるか、社会心理学の知識をふ

まえて考え直してみる。(目安として1時間)

＜提出課題など＞

トピックの区切りごとに、そのトピックが理解できてい

るかを問う問題を解いてもらう。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出15%、定期試験85%。

全授業回数の3分の2の出席をもって、単位の認定・評価

の対象者とする。

＜テキスト＞

使用しない。スライドによって資料を提示する。

＜参考図書＞

サトウタツヤ・若林宏輔・木戸彩恵(編著)　（2012）

「社会と向き合う心理学」　新曜社

M. R. バナージ・A. G. グリーンワルド(著)　北村英哉

・小林知博(訳)　（2015）　「心の中のブラインド・ス

ポット: 善良な人々に潜む非意識のバイアス」　北大路

書房

新谷優　（2017）　「自尊心からの解放: 幸福をかなえ

る心理学」　誠信書房

＜授業計画＞

第1回　社会心理学の考え方

授業の到達目標、進め方、成績評価等の説明を行う。そ

して心理学史や社会心理学の基本的な考え方について紹

介する。

第2回　社会心理学から心の文化差へ

社会心理学の基礎知識について説明する。また、文化差

について考慮する必要について説明する。

第3回　文化心理学

心理学における文化のとらえ方について研究例を挙げて

紹介する。

第4回　法と心理学

心理学から見た司法制度の特徴について説明する。

第5回　冤罪を防ぐ心理学

冤罪を防ぐために必要と考えられることについて、心理

学の研究を紹介する。

第6回　正義と公正

公正さについて心理学の考え方を紹介する。
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第7回　ＱＯＬと対人援助職の問題

健康についての問題として、QOLと対人援助職それぞれ

の問題について心理学の考え方を紹介する。

第8回　現代社会と血液型性格判断

血液型性格判断の問題など、迷信を信じる理由と問題に

ついて心理学の考え方を紹介する。

第9回　現代社会と差別

差別の実態についてとらえること、そして差別をなくす

ことの困難さと心理学研究の取組みについて紹介する。

第10回　現代社会とうつ病の治め方

主にうつ病の診断基準の問題について紹介する。

第11回　現代社会と青年期

青年期、いわば「大人」となる時期について、心理学の

考え方と問題を紹介する。

第12回　現代社会と自尊心(1)

「自尊心」について心理学の基本的な考え方を紹介する。

第13回　現代社会と自尊心(2)

「自尊心」を高める必要性について、心理学の考え方を

説明する。

第14回　現代社会とゲーミング

ゲーミングを利用した教育について、心理学の考え方を

紹介する。

第15回　現代社会と心理学

これまでの授業内容をふりかえり、現代社会における心

理学の活用について概説する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代社会と人類学

三田　牧

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

人は誰しも「文化」を身に着けており、その文化の目線

からしか世界を理解しません。この授業では、そのよう

な自文化中心主義に気づき、世界を異なる視点から見る

ことを試みます。

なお、本授業は全学ディプロマ・ポリシーの「共通教育

等を通じて、広い教養を身に着け、豊かな人間性や社会

性を涵養している」、および「獲得した知識や技能を活

用し、国内外において、価値観や意見の異なる様々な人

と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てること

ができる」をめざしています。

＜到達目標＞

自文化（自民族）中心主義について、理解することがで

きる

世界の事象について、様々な見方があることを理解する

ことができる

＜授業のキーワード＞

他者、自己、自文化中心主義

＜授業の進め方＞

講義形式ですが、最後の20分? 3 0分は議論したり、自分

の考えをアウトプットする時間です。15回のうち約6-7

回は、小論文を作成してもらいます（それ以外の回にお

いてはリアクションペーパー）。基本的に毎回出席して

いないと対応できません。

＜履修するにあたって＞

自分の思考を深め、それを言葉にして表すことを求める

授業です。主体的な参加を求めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で扱うテーマに関連して、新聞や関連書籍を読み、

見聞を広げること（1日約20分、1週間約2時間程度を目

安に）。この学修をもとに、期末課題を作成してもらい

ます。

＜提出課題など＞

１）学期末に課題の提出を求めます。これに関しては、

評価基準をあらかじめ提示します。

２）15回のうち6-7回ほど授業中に小論文を課します。

これについては、採点して返却する場合と、授業中に総

評する場合があります。

３）小論文を課さない回も、授業内に考えたことをリア

クション・ペーパーなどとして提出してもらいます。こ

れについては、授業内で紹介あるいは総評します。

＜成績評価方法・基準＞

評価方法：授業中に課す小論文およびリアクションペー

パー（60点）、期末課題（40点）

評価基準：　課題の理解20％、思考の深さ40％、独自性

20％、記述の充実度20％

＜テキスト＞

指定しません

＜参考図書＞

授業内で適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

自己と他者へのまなざし

人は「他者」をどのように理解してきたのか。世界のさ

まざまな事例と自分たちの経験から考えます。とくに、

「未開」と「文明」をキーワードに考えます。

第2回　他者との出会い

他者とその世界に出会う経験について人類学のフィール

ドワークの事例から考えます

第3回　「世界を理解する方法」の差異(1)

世界を理解するあり方は、文化によって異なります。私

たちは西洋科学を唯一の真実と考えがちですが、はたし

てそれでよいのでしょうか。世界にはさまざまな「科学

」があります。エスノ・サイエンス（民族の科学）と呼

ばれる知の奥深さを学ぶとともに、それらが投げかける

問題について考えます。

第4回　「世界を理解する方法」の差異(2)
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世界を理解するあり方は、文化によって異なります。私

たちは西洋科学を唯一の真実と考えがちですが、はたし

てそれでよいのでしょうか。世界にはさまざまな「科学

」があります。エスノ・サイエンス（民族の科学）と呼

ばれる知の奥深さを学ぶとともに、それらが投げかける

問題について考えます。

第5回　「世界を理解する方法」の差異(3)

世界を理解するあり方は、文化によって異なります。私

たちは西洋科学を唯一の真実と考えがちですが、はたし

てそれでよいのでしょうか。世界にはさまざまな「科学

」があります。エスノ・サイエンス（民族の科学）と呼

ばれる知の奥深さを学ぶとともに、それらが投げかける

問題について考えます。

第6回　合理と非合理の境界で(1)

私たちは、「文明的」であることの尺度に合理性を用い

ることがあります。では、「非合理的」とみなされるも

のは退けられてよいのでしょうか？ここでは呪術や幽霊

について考えます。

第7回　合理と非合理の境界で(2)

私たちは、「文明的」であることの尺度に合理性を用い

ることがあります。では、「非合理的」とみなされるも

のは退けられてよいのでしょうか？ここでは呪術や幽霊

について考えます。

第8回　合理と非合理の境界で(3)

私たちは、「文明的」であることの尺度に合理性を用い

ることがあります。では、「非合理的」とみなされるも

のは退けられてよいのでしょうか？ここでは呪術や幽霊

について考えます。

第9回　信仰と生き方(1)

信仰は、しばしば合理性とはかけ離れた信念をもたらし

ますが、それは人間が人間として生きていくうえで大切

な要素です。ここでは、信仰が人が生きるあり方にどの

ように影響しているかを考えます。

第10回　信仰と生き方(2)

信仰は、しばしば合理性とはかけ離れた信念をもたらし

ますが、それは人間が人間として生きていくうえで大切

な要素です。ここでは、信仰が人が生きるあり方にどの

ように影響しているかを考えます。

第11回　信仰と生き方(3)

信仰は、しばしば合理性とはかけ離れた信念をもたらし

ますが、それは人間が人間として生きていくうえで大切

な要素です。ここでは、信仰が人が生きるあり方にどの

ように影響しているかを考えます。

第12回　信仰と生き方(4)

信仰は、しばしば合理性とはかけ離れた信念をもたらし

ますが、それは人間が人間として生きていくうえで大切

な要素です。ここでは、信仰が人が生きるあり方にどの

ように影響しているかを考えます。

第13回　正義とは何か(1)

テロとはなにか。それはなぜ起こるか。パレスチナの事

例から考えます

第14回　正義とは何か(2)

テロとはなにか。それはなぜ起こるか。パレスチナの事

例から考えます

第15回　世界に開かれているために

他者を知ることで自分の常識を揺さぶられる経験の重要

性について考えます。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代社会と人類学

行木　敬

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面形式でおこなう。

＜授業の目的＞

世界は多様な文化で満ちあふれており、そしてその数だ

けの多様な日常が私たちの現在と同時進行している。そ

のような日常へ分け入る道具として文化人類学の様々な

理論を学ぶこと、そして人間にとって文化とは何かとい

う大きな問いを手探りしていくことが、本講義の目的で

ある。

これにより、全学のDPに示す、広い教養を身につけ、豊

かな人間性・社会性を涵養することを目指す。

＜到達目標＞

・文化を記述・分析するための理論が身につく（知識）

・それらを使い、何らかの文化的事象を分析、レポート

にまとめることができる。（技能)

・新聞等で報道される文化的問題（移民をめぐる文化摩

擦や、外国人観光客への文化的対応など）について、論

点を把握し、自身の意見を示せるようになる（態度・習

慣）

＜授業のキーワード＞

文化、異文化理解、宗教、神話、ポップカルチャー

＜授業の進め方＞

本講義では、はるか遠い異文化の事例とごく身近な自文

化の事例を往復しながら、その双方をともに解釈できる

ような枠組みとして、文化人類学の諸理論を解説してい

く。事例の提示にあたっては、映像資料や自作教材など

を用いて、できるかぎり現場の具体的なイメージを伝え

ていきたい。

＜履修するにあたって＞

１／３以上欠席した者は、レポート提出の有無にかかわ

らず不合格とする。

＜授業時間外に必要な学修＞

・その日配布したレジメを元に、１時間半以上の復習を

すること。

＜提出課題など＞

・レジメの空欄（毎回10個程度）に入るキーワードを、

講義を受けて書き取り、指定されたフォームに入力して
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送信すること。これが出席確認を兼ねている。

・小テストを8回おこなう。問題は上記フォームに付い

ている。

・期末レポートとして、授業で解説してきた分析概念を

一つ使って、何らかの文化的事象についての記述・分析

をおこなってもらう。採点のポイントや配点については

授業内で明示する。

・レポートに対するコメントや、その他成績評価の材料

をまとめた「採点明細」を、一人一人に作成している。

2月半ばにOneDriveにアップするので各人ダウンロード

してほしい。

＜成績評価方法・基準＞

・成績は、毎回のミニテスト40%、期末レポート60%の割

合で評価する。

・期末テストの３つの評価ポイント、およびそれぞれの

配点は、授業内で明示する。

＜テキスト＞

・用いない。必要な解説や資料を記載した４～８ページ

のレジメを毎回配布する。

＜授業計画＞

第1回　《イントロダクション》

相対主義編１：異文化理解の難しさ

第１部（第１～８回）では、異文化理解の出発点となる

文化相対主義について解説する。

初回では授業の進め方や期末レポートについてのガイダ

ンスの後、ある海外援助の失敗を例に、異文化理解につ

いての授業全体にわたる問題提起をおこなう。

第2回　《不思議の国の昼休み》

相対主義編２：自文化の相対化と異文化理解

異文化理解の第１ステップとなる「自文化の相対化」に

ついて、身近な文化の地域差、世代差、性差などを例に

あげながらその必要性を論じる。

第3回　《一神教における「神」とは何か？》

相対主義編３：信仰をめぐる初期理論

異文化理解の第２ステップとなる「意味のシステムとし

ての文化」という考え方について、以下５回にわたり、

文化人類学における信仰研究の変遷を例にとりながら解

説していく。この回では19世紀における信仰の定義（初

期理論）を解説する。

第4回　《私は世界で世界は私》

相対主義編４：初期理論の問題点１ ― アジアの宗教を

めぐって

仏教やヒンドゥー教などアジアの宗教には初期理論では

うまく取り扱えない点がある。そこを手掛かりに、初期

理論がヨーロッパ固有の文化や歴史を暗黙の前提にした

理論であったことを解説する。

第5回　《鬼はソト、福はウチ》

相対主義編５：初期理論の問題点２ ― 呪術をめぐって

中国の道教や日本におけるその展開などを紹介する。こ

うした除災招福のための技法を手掛かりに、初期理論に

おける呪術と宗教の区別が、当時のヨーロッパの「進化

主義」思想を背景にしていたことを解説する。

第6回　《魔法少女とメラネシア》

相対主義編６：初期理論の問題点３ ― 移動する呪力を

めぐって

呪術の中でも、特に太平洋の島々から報告された「物や

身体を移動する呪力」の観念が、ヨーロッパの学者たち

に大きな衝撃を与え、やがて新しい研究手法の萌芽にな

っていった過程を解説する。

第7回　《お父さんのいない島》

相対主義編７：フィールドワークと新しい文化観

新しい研究手法である「参与観察型のフィールドワーク

」は、人類者たちの間に「いかなる慣習・観念も、現地

の文化全体の中では合理的な意味を持つ」という文化観

を共有させていく。この過程を、ある母系社会の島の調

査を例に解説する。

第8回　《魂を落とした話を理解する》

相対主義編８：異文化理解の方法

上記の文化観が、さらに理論的に整備されていくことで

「意味のシステムとしての文化」という考え方、そして

文化人類学における異文化理解の基盤となる「文化相対

主義」が確立されていく。この回が第１部のまとめとな

る。

第9回　《妖怪たちの社会的機能》

分析理論編１：機能主義

第２部（第９～15回）では、文化相対主義を基盤とした

各種の分析理論を解説していく。第９回では「機能主義

」について、妖術を事例に、また神話や伝説、民話の語

りを事例に解説する。

また「分析理論編２：構造主義」をビデオ講義のかたち

で公開する。難易度が高いことから正規の授業には含め

なかったが、関心のある学生はぜひ見てほしい。

第10回　《オバケの作り方・神さまの作り方》

分析理論編３：境界論

分類不可能な境界的な事象に人が禁忌をかける理由、そ

してそれが異形の神々や妖怪を、また死者や神々の住ま

う異世界を作り出していく仕組みを「境界論」から解説

する。

第11回　《そうだ、カッパのせいにしよう。》

分析理論編４：解釈論１ ― 解釈を通じた文化の変化

文化というものが、様々な観念・慣習が互い互いを意味

づける形で組み合わさったシステムだとしたら、それは

どうやって新しい要素を取り込んで変化していくのか。

この点について「解釈論」の立場から説明する。

第12回　《日本の寿司とアメリカのSUSHI》

分析理論編４：解釈論２ ― 解釈を通じた異文化の受容

解釈論を用いた文化の変化の説明は、ある文化が外来の

異文化を受容していく過程の説明にも有効である。植民

地時代に生じた変化としての、またポストコロニアル状

況におけるクレオール文化としての、また経済の領域の
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グローバライズに並行する文化の領域のローカライズと

しての異文化の受容過程を、解釈論から説明する。

第13回　《病を投げ捨てる方法》

分析理論編５：治癒儀礼の論理１ ― 象徴論

操作できないものを操作するために、人は「象徴」を用

いてきた。そこには人間を、世界に従属する存在ではな

く、世界を操作できる主体に語り変えるための、各文化

固有の論理がある。そのことを私自身のニューギニアの

調査事例から解説する。

第14回　《呪医は何を治したのか？》

分析理論編６：治癒儀礼の論理２ ― 癒しとコミュニテ

ィ

儀礼で病気が治るはずはない。にもかかわらず治癒儀礼

が行われるのはなぜか。

ある悪魔払いの儀礼を事例に、呪医がおこなった儀礼の

目的が、病気になってしまった患者を受けれ入れられる

よう、患者と村人の関係を作り直すことにあったことを

紹介する。

第15回　《私を世界につなぎ直すための物語》

分析理論編７：治癒儀礼の論理３ ― 物語論

治癒儀礼ではまた、患者の身体にどうしてそのような痛

みや苦しみが現れたのか、その理由を患者個人の経験に、

またその社会の信仰体系に結び付ける物語が作成される。

その物語は、病によって引き起こされた孤独を解消する

有効な手段となる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の医療と福祉Ⅰ

小坂　享子、尾嵜　遠見、西尾　久英

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義を中心に進める。

＜授業の目的＞

この科目は、全学DP 1,2,3,4 を達成することを目指す。

現代社会の医療と福祉を理解するための基礎的知識を習

得したうえで、高齢者や障害者の生活を困難にしている

現況について明らかにする。さらに、リハビリテーショ

ンの視点で医療と福祉を取り巻く問題点と今後の展望を

考察する。

この科目の担当者には、実務経験のある教員が複数含ま

れている。

＜到達目標＞

社会福祉や医療についての基本的な考え方を知り、医療

や福祉、さらにはリハビリテーションの諸制度や利用で

きる社会資源について説明できるようになる。すべての

人が生活しやすい環境とはどのようなものかについて自

分の意見を言うことができる。医療、在宅、地域におけ

るリハビリテーションの流れを説明できる。

＜授業のキーワード＞

福祉的課題・リハビリテーション・最新小児医学・感染

症・精神疾患

＜授業の進め方＞

講義を中心に進めるが、アクティブ・ラーニングも取り

入れる。毎回、最後に確認テストを行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の講義で実施される内容について、予習と復習を行

うこと（各60分程度）。

＜成績評価方法・基準＞

毎回、講義の最後にその内容に関わる小テストを行う。

最終的に３人の教員が実施した小テストの成績を総合し

て評価する。

＜参考図書＞

上好昭孝、田島文博/編著『リハビリテーション概論‐

医学生・コメディカルのための手引書-』永井書店

2014年  3240円（税込）

＜授業計画＞

第1回　社会福祉の概念

(担当：小坂）

社会福祉の概念と、その拡大について理解する。

第2回　現代社会と貧困

(担当：小坂）

現代社会における貧困問題の諸相について理解する。

第3回　障害と社会

(担当：小坂）

障害と社会の関わりについて歴史的変遷を踏まえたうえ

で、現在の福祉的課題を理解する。

第4回　現代社会と福祉的課題①

(担当:小坂）

高齢者と子どもを取り巻く福祉的課題を理解する。

第5回　現代社会と福祉的課題②

(担当：小坂）

地域社会の変化に伴う福祉的課題を理解する。

第6回　医療保障制度

(担当：小坂）

医療保障制度のありようによって、国民の健康の状態が

どのように左右されるかについて理解する。

第7回　医療供給体制

(担当：小坂）

医療供給体制について、日本における医療法上の規定、

さらにその現状を理解する。

第8回　健康を守る専門職

(担当：小坂）

医師、看護師をはじめとする医療専門職者の準拠する法

律をみながら、それらの身分、権利義務について理解す

る。

第9回　小児の発達　１

(担当：西尾）

小児の成長、運動発達、精神発達に関する基本的な考え
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方について理解し、概説できるようにする。

第10回　小児の発達　２

(担当：西尾）

小児の食事行動の発達、排泄行動の発達、社会性の発達

に関する基本的な考え方について理解し、概説できるよ

うにする。

第11回　感染症

(担当：西尾）

現在も続く感染症の脅威を理解し、宿主の免疫機能を補

強するワクチ ン療法の基本的な考え方を理解し、概説

できるようにする。

第12回　医療安全管理

(担当：尾嵜)

医療における安全管理（リスクマネジメント）について、

その歴史や医療事故の発生原因及び対策を理解する。

第13回　リハビリテーション概論

(担当：尾嵜)

リハビリテーションの理念や、各リハビリテーション職

の専門領域について理解する。

第14回　精神疾患

(担当：尾嵜)

統合失調症や気分障害等の精神疾患の基礎、並びにその

治療・支援を理解する。

第15回　認知症／軽度認知障害

(担当：尾嵜)

認知症／軽度認知障害について、疫学・原因疾患・治療

・ケア・地域支援を理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の医療と福祉Ⅰ

脇田　吉隆、小川　真寛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義を中心にしてアクティブラーニングを取り入れた授

業を行う。

＜授業の目的＞

この科目は、全学のディプロマポリシー１．２．３．４．

を達成することを目指し、現代の医療と福祉を理解する

ために、専門的知識がなくても医療と福祉をどのように

とらえ、どのように対処すればよいかを考える基礎の知

識を習得できることを目的する。また、医療と福祉に関

するそれぞれの分野における問題点を発見し、それを解

決する方策を導くことができることを目的とする。さら

に、この講義で習得した知識や技術を社会に役立てるこ

とができ、生涯にわたって学び続けることができること

を目的とする。

＜到達目標＞

障がい者・高齢者等の医療と福祉をリハビリテーション

の視点で分析することによって、その問題点と今後の展

望について議論できることを到達目標とする。

＜授業のキーワード＞

リハビリテーション、障がい者、高齢者、福祉、医療

＜授業の進め方＞

各教員がアクティブラーニングを取り入れた講義を行う。

各教員から課題があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の最後に次回のテーマを知らせるので、シラバスの

主題と内容の部分を読んで、３０分程度の事前学習をし

て、授業に参加すること。

＜提出課題など＞

講義中に提示する課題についてレポートの提出を求める

ことがある。

授業担当者の授業の最終回でそれまでの授業の振返りを

行い、受講生の学習到達度を確認する。

＜成績評価方法・基準＞

教員の課題レポート（１０％）、定期試験（９０％）。

＜テキスト＞

テキストは使用しない。必要に応じて資料を配布する。

＜参考図書＞

特になし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション　（担当教員　脇田吉隆）

講義概要を説明するのでそれを理解することができる。

第2回　現代社会と医療と福祉に関する法制度　（担当

教員　脇田吉隆）

在宅医療と法、医療過誤と法について説明するので、そ

れらを理解することができる。

第3回　現代社会と福祉に関する法制度（１）　（担当

教員　脇田吉隆）

障がいを持つ人々の社会参加と参政権について説明する

ので、それらを理解することができる。

第4回　現代社会と福祉に関する法制度（２）　（担当

教員　脇田吉隆）

個人の尊厳と自己決定、貧困問題と法について説明する

ので、それらを理解することができる。

第5回　現代社会と福祉に関する法制度（３）　（担当

教員　脇田吉隆）

高齢者、障害者等に関する法について説明するので、そ

れらを理解することができる。

第6回　現代社会と社会リハビリテーション（１）　（

担当教員　脇田吉隆）

社会リハビリテーションの視点からの医療の法制度を説

明するので、それを理解することができる。

第7回　現代社会と社会リハビリテーション（２）　（



- 260 -

担当教員　脇田吉隆）

社会リハビリテーションの視点からの福祉の法制度を説

明するので、それを理解することができる。

第8回　リハビリテーションと作業療法　（担当教員

小川　真寛）

リハビリテーションや作業療法の歴史、医療や社会での

位置付けを理解することができる。

第9回　医療・福祉における人の身体機能・認知・心理

能力や見方　（担当教員　小川　真寛）

リハビリテーション分野で行われる身体や認知や心理に

関わる機能の概要、加齢や疾病による影響、そしてそれ

らの簡単な測り方を学ぶことで、専門家の視点と実践を

概観できる。

第10回　医療・福祉における人の活動・生活の見方　（

担当教員　小川　真寛）

リハビリテーション分野で扱う人の活動・生活について

見方、加齢や疾病による影響、そしてそれらの簡単な測

り方を学ぶことで、専門家の視点と実践を概観できる。

第11回　医療・福祉の仕組みと脳卒中のリハビリテーシ

ョン　（担当教員　小川　真寛）

脳卒中医療から現代における医療福祉制度とその背景に

基づき脳卒中のリハビリテーションを学ぶことで、疾病

と制度を理解できる。

第12回　医療の発展とがんのリハビリテーション　（担

当教員　小川　真寛）

がん医療を取り上げ、医療の発展ついて知るとともに、

その中でのがんのリハビリテーションを学ぶことで、疾

病と医療情勢を理解することができる。

第13回　超高齢社会と認知症のリハビリテーション　（

担当教員　小川　真寛）

超高齢化社というトピックスを取り上げ、認知症のある

人や家族の社会的、医療的支援やリハビリテーションに

ついて学ことで、疾病と社会情勢を理解することができ

る。

第14回　医療の質と安全　（担当教員　小川　真寛）

医療は質の向上と安全性の担保という背反する概念をマ

ネジメントして成り立つ。それらの歴史や取り組みにつ

いて学び、物事の質と安全性の概念を理解することがで

きる。

第15回　医療・福祉における経営・経済的視点　（担当

教員　小川　真寛）

医療・福祉における経営や運営の一端を知り、経済学的

視点がどのように活用されているかについて学ぶことが

できる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代の医療と福祉Ⅱ

脇田　吉隆、小川　真寛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

今年度は授業は講義を中心にして行う。

＜授業の目的＞

この科目は、全学のディプロマポリシー１．２．３．４．

を達成することを目指し、現代の医療と福祉を理解する

ために、専門的知識がなくても医療と福祉をどのように

とらえ、どのように対処すればよいかを考える基礎と応

用の知識を習得できることを目的とする。また、医療と

福祉に関するそれぞれの分野における問題点を発見し、

それを解決する方策を導くことができることを目的とす

る。さらに、この講義で習得した知識や技術を社会に役

立てることができ、生涯にわたって学び続けることがで

きることを目的とする。

＜到達目標＞

障がい者・高齢者等の医療と福祉をリハビリテーション

の視点で分析することによって、その問題点と今後の展

望について議論できることを到達目標とする。

＜授業のキーワード＞

リハビリテーション、障がい者、高齢者、福祉、医療

＜授業の進め方＞

講義を中心にしてアクティブラーニングを取り入れた

授業を行う。各自の教員から課題があります。

＜履修するにあたって＞

毎回出席をとる。

出席回数が授業総時数の3分の2に達しないときは、特別

の事情がない限り、この科目の単位を与えない。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の最後に次回のテーマを知らせるので、シラバスの

主題と内容の部分を読んで、３０分程度の事前学習をし

て、授業に参加すること。

＜提出課題など＞

講義中に提示する課題についてレポートの提出を求める

ことがある。

授業担当者の授業の最終回でそれまでの授業の振返りを

行い、受講生の学習到達度を確認する。

＜成績評価方法・基準＞

出席カードの記載内容と課題レポート（１０％）、定期

試験（９０％）。

＜テキスト＞

テキストは使用しない。必要に応じて資料を配布する。

＜参考図書＞

特になし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション　（担当教員　脇田吉隆）
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講義概要を説明するのでそれを理解することができる。

第2回　現代社会と医療と福祉に関する法制度　（担当

教員　脇田吉隆）

在宅医療と法、医療過誤と法について説明するので、そ

れらを理解することができる。

第3回　現代社会と福祉に関する法制度（１）　（担当

教員　脇田吉隆）

障がいを持つ人々の社会参加と参政権について説明する

ので、それらを理解することができる。

第4回　現代社会と福祉に関する法制度（２）　（担当

教員　脇田吉隆）

個人の尊厳と自己決定、貧困問題と法について説明する

ので、それらを理解することができる。

第5回　現代社会と福祉に関する法制度（３）　（担当

教員　脇田吉隆）

高齢者、障がい者等に関する法について説明するので、

それらを理解することができる。

第6回　現代社会と社会リハビリテーション（１）　（

担当教員　脇田吉隆）

社会リハビリテーションの視点からの医療の法制度を説

明するので、それを理解することができる。

第7回　現代社会と社会リハビリテーション（２）　（

担当教員　脇田吉隆）

社会リハビリテーションの視点からの福祉の法制度を説

明するので、それを理解することができる。

第8回　リハビリテーションと作業療法　（担当教員

小川　真寛）

リハビリテーションや作業療法の歴史、医療や社会での

位置付けを理解することができる。

第9回　医療・福祉における人の身体機能・認知・心理

能力や見方　（担当教員　小川　真寛）

リハビリテーション分野で行われる身体や認知や心理に

関わる機能の概要、加齢や疾病による影響、そしてそれ

らの簡単な測り方を学ぶことで、専門家の視点と実践を

概観できる。

第10回　医療・福祉における人の活動・生活の見方　（

担当教員　小川　真寛）

リハビリテーション分野で扱う人の活動・生活について

見方、加齢や疾病による影響、そしてそれらの簡単な測

り方を学ぶことで、専門家の視点と実践を概観できる。

第11回　医療・福祉の仕組みと脳卒中のリハビリテーシ

ョン　（担当教員　小川　真寛）

脳卒中医療から現代における医療福祉制度とその背景に

基づき脳卒中のリハビリテーションを学ぶことで、疾病

と制度を理解できる。

第12回　医療の発展とがんのリハビリテーション　（担

当教員　小川　真寛）

がん医療を取り上げ、医療の発展ついて知るとともに、

その中でのがんのリハビリテーションを学ぶことで、疾

病と医療情勢を理解することができる。

第13回　超高齢社会と認知症のリハビリテーション　（

担当教員　小川　真寛）

超高齢化社というトピックスを取り上げ、認知症のある

人や家族の社会的、医療的支援やリハビリテーションに

ついて学ことで、疾病と社会情勢を理解することができ

る。

第14回　医療の質と安全　（担当教員　小川　真寛）

医療は質の向上と安全性の担保という背反する概念をマ

ネジメントして成り立つ。それらの歴史や取り組みにつ

いて学び、物事の質と安全性の概念を理解することがで

きる。

第15回　医療・福祉における経営・経済的視点　（担当

教員　小川　真寛）

医療・福祉における経営や運営の一端を知り、経済学的

視点がどのように活用されているかについて学ぶことが

できる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代の医療と福祉Ⅱ

高梨　薫、中前　智通、古田　恒輔

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学のディプロマポリシー１．２．３．４．

を達成することを目指し、現代の医療と福祉を理解する

ために、専門的知識がなくても医療と福祉をどのように

とらえ、どのように対処すればよいかを考える基礎と応

用の知識を習得できることを目的する。また、医療と福

祉に関するそれぞれの分野における問題点を発見し、そ

れを解決する方策を導くことができることを目的とする。

さらに、この講義で習得した知識や技術を社会に役立て

ることができ、生涯にわたって学び続けることができる

ことを目的とする。

＜到達目標＞

障がい者・高齢者等の医療と福祉をリハビリテーション

の視点で分析することによって、その問題点と今後の展

望について議論できることを到達目標とする。

＜授業のキーワード＞

リハビリテーション、障がい者、高齢者、福祉、医療

＜授業の進め方＞

資料配布：dotCampus

(※下記ワンドライブを使用することもあります、基本

的にdotCampusに保存しています。)

one drive共有ファイルリンク

第１回、５回～第11回

https://kobegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/persona
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l/gk131170_ge_kobegakuin_ac_jp/ErCVdh_QNcJMuhL-rMK

fqoUB7LnEjb64XHi43jpygHFhHQ?e=CD5VoS

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報などは対象外）の本科目の取り扱い

について→対面授業は休講です。

避難指示、避難警告が発令されている場合はご自身の安

全を最優先にし、自治体の指示に従ってください。

＜履修するにあたって＞

出席回数が授業総時数の3分の2に達しないときは、特別

の事情がない限り、この科目の単位を与えない。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の最後に次回のテーマを知らせるので、シラバスの

主題と内容の部分を読んで、３０分程度の事前学習をし

て、授業に参加すること。

＜提出課題など＞

授業を通じて課題レポートを提出してもらいます。

＜成績評価方法・基準＞

課題レポートの提出と

＜テキスト＞

テキストは使用しない。必要に応じて資料を配布する。

＜参考図書＞

特になし。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーションと講義の概要（担当教員

高梨　薫）

講義概要の説明をする。

授業を受ける際の注意事項、課題や提出物、評価方法を

説明する。

第2回　リハビリテーションの概念の理解（１）（担当

教員　古田恒輔）

リハビリテーションを考える上での概念について

WHO(世界保健機構)によるICIDH(国際障害分類）と歴史

的経緯について理解することができる。

第3回　リハビリテーションの概念の理解（２）（担当

教員　古田恒輔）

WHO(世界保健機関)が改訂したICF(国際生活機能分類）

の解説と利用について理解することができる。

第4回　生活を支援する方法の一つとしての道具につい

て　（古田恒輔）

医療と道具の世界（福祉用具とは）　について理解する

ことができる。

第5回　現代社会の医療と福祉に関する法制度（担当教

員　高梨　薫）

社会保障制度は国民生活の安定や、国民の健康の確保を

目的としたものであり、国や地方公共団体といった公的

部門による保健医療、社会福祉が、個人や家庭の地域社

会での生活の安定、健康の確保のために大きな役割を担

っていることを知る。

第6回　現代社会の医療と福祉に関する法制度（担当教

員　高梨　薫）

社会保障の２本の柱である１）医療保険と医療の提供体

制、そして２）年金保険、国民年金と厚生年金（基礎年

金、障害年金、遺族年金　第1～3号被保険）日本年金機

構について

また、社会保障の費用を賄う税・社会保険料の国民負担

費について人口高齢化の影響を理解する。

第7回　現代社会の医療に関する法制度（担当教員　高

梨　薫）

医療保険制度（診療報酬制度を除く）の概要　健康保険

はじめ４種類

保険者　被保険者　保険給付（現物給付と現金給付）に

ついて

第8回　現代社会の福祉に関する法制度（担当教員　高

梨　薫）

年金は国民年金と厚生年金の２階建て　1）国民年金と

厚生年金（基礎年金、障害年金、遺族年金）について

2）年金の支給年齢について（原則65歳であるが）　全

世代型社会保障　医療保険制度も年金保険もサービス（

給付）は高齢者に、負担（保険料）は現役世代に偏るこ

とについて

第9回　国民皆保険・皆年金について　（担当教員　高

梨　薫）

日本では国民誰もが医療を受ける機会や老後の生活の保

障を実現させている。

国民全てが公的な医療保険に加入し、病気や怪我をした

場合に「誰でも」「どこでも」「いつでも」保険を使っ

て医療を受けることができる。

　⇒国民皆保険

老後の生活保障については、自営業者や無業者を含め、

国民すべてが国民年金制度に加入し、基礎年金の給付を

受けるという仕組みになっている。

　⇒国民皆年金

第10回　現代の医療と福祉　リハビリテーションとノー

マライゼーション　（担当教員　高梨　薫）

地域社会における共生の実現に向けた障害者総合支援法、

障害者の日常生活および社会生活の総合的な支援を図る

ノーマライゼーションの理念について

第11回　リハビリテーションとノーマライゼーション

障害者総合支援法と障害者の雇用促進　（担当教員　高

梨　薫）

障害者総合支援法 と 障害者雇用促進　就労支援　就労

継続支援

第12回　精神障がいに関する歴史について（担当教員



- 263 -

中前智通）

日本及び海外において、人々の精神障がい者に対する捉

え方や治療、法律がどのように変化を遂げてきたかを理

解することができる。

第13回　精神障がいに関するリハビリテーションについ

て（担当教員　中前智通）

精神障がい者とそのリハビリテーションの概要を理解す

ることができる。

第14回　高齢者の認知症とリハビリテーションについて

（担当教員　中前智通）

高齢者が患う認知症とそのリハビリテーションの概要を

理解することができる。

第15回　高齢者のうつ病とリハビリテーションについて

（担当教員　中前智通）

高齢者が患ううつ病とそのリハビリテーションの概要を

理解することができる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の経済Ⅰ

大塚　英美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

本講義では，経済学の理論を扱ったミクロ経済学および

マクロ経済学の基本的な用語と内容を学んでいきます。

ミクロ経済学では，消費者や生産者の経済活動を対象と

し，どのような資源配分が実現するかを分析します。講

義では，市場の働きについて理解するとともに，独占お

よび市場の失敗や政府の役割についても取り扱います。

マクロ経済学では経済に存在する資源全体としての利用

度、その結果としてもたらされる生産されるモノやサー

ビスの大きさに焦点を当てて分析方法について学んでい

きます。また，雇用や失業，金融システム，景気変動と

いったマクロ経済政策に関する内容を取扱います。

講義では，演習問題を解くことによって，基本的なミク

ロ経済学とマクロ経済学理論の知識を習得することを目

指します。

共通教育科目（リベラルアーツ科目群の社会科学分野）

の一つであるこの科目を履修することで、全学のDPに掲

げる「広い教養を身に着け，豊かな人間性や社会性を涵

養」することを目指します。

＜到達目標＞

マクロ経済学とミクロ経済学の基本的な考え方を理解す

る。

簡単な数式やグラフを用いて現実経済を説明，分析でき

る初歩的な能力を身につける。

＜授業のキーワード＞

ミクロ経済学　マクロ経済学

＜授業の進め方＞

講義note資料を配布しますので、メモを取りながら学修

してください。講義中に練習問題を解きます。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容の復習をテキスト，参考文献を使って必ず行っ

てください。講義中に実施した問題演習の復習も行って

ください（1時間程度）。

講義で理解できないことがあれば直接質問をしてくださ

い。

＜成績評価方法・基準＞

レポート課題と期末テストで100%評価します。

課題１（15%)、課題2（15%）、期末テスト（70%)

＊上記すべてを提出して評価の対象となります。

＜テキスト＞

中村保・大内田康則編（2017）『経済学』入門』，ミネ

ルバ書房

＜参考図書＞

『入門経済学アクセモレイブソンリスト』ダロン・アセ

モグル，デヴィッド・レイブンソン，ジョン・リスト,

東洋経済新報社

小川光・家森信善（2016）『ベーシックプラス　ミクロ

経済学の基礎』，中央経済社

塩路悦郎（2019）『やさしいマクロ経済学』，日本経済

新聞出版社

＜授業計画＞

第1回　経済学の基本的な考え方

ミクロ経済学・マクロ経済学で用いられる経済学の基本

的な考え方について理解する。

第2回　消費者行動と需要

需要曲線の性質について理解する。（テキスト第2章）

第3回　消費者行動と需要

消費者余剰の概念について学修する。（テキスト第2章

）

第4回　生産者行動と供給

企業の費用と供給曲線について理解する。（テキスト第

3章）

第5回　生産者行動と供給

供給曲線と生産者余剰について理解する。（テキスト第

3章）

第6回　市場の理論

市場原理のメカニズムを理解する。（テキスト第4章）

第7回　外部性と公共財

市場の失敗について理解する。（第6章）

第8回　中間まとめ

前半の内容についてのまとめを行う。課題１を実施する。

第9回　総所得

国内総生産（GDP）の測定について理解する。（テキス
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ト第7章）

第10回　経済成長

経済成長の要因について理解する。（テキスト第12章）

第11回　雇用と失業

失業率の測定と労働市場について理解する。（配布資料

）

第12回　貨幣と物価

貨幣、物価、金融に関する基礎的概念を理解する。（テ

キスト第13章）

第13回　国際経済

外国為替レートについて理解する。（テキスト第11章）

第14回　経済学の可能性

経済学の理論を用いて現実の経済を分析する。（演習）

第15回　総まとめ

後半の内容についてのまとめを行う。課題２を実施する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の経済Ⅰ

永岡　成人

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

経済学（ミクロ経済学およびマクロ経済学）の入門的な

内容を講義します。この授業では、主にミクロ経済学を

取り扱います。共通教育科目（リベラルアーツ科目群・

社会科学分野）のひとつであるこの科目を履修すること

で、全学のディプロマ・ポリシーにおける「広い教養を

身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養する」ことを目

指します。

＜到達目標＞

簡単なモデルを用いた経済学的分析を行うことができる。

＜授業のキーワード＞

ミクロ経済学

＜授業の進め方＞

講義形式

＜履修するにあたって＞

この授業では数学を用います。必要に応じて解説する予

定ですが、中学校から高等学校1年生程度までの数学を

復習しておくと理解しやすいと思います。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の進行に応じて練習問題を出題しますので、講義内

容を復習するとともに考えてみてください。また、予習

については授業の進行と必要に応じて指示します。予習

復習および学期末に出題する課題を合計して、週当たり

4時間程度の授業時間外の学習時間を見込んでいます。

＜提出課題など＞

課題の提出にはdotCampusを使用します。

＜成績評価方法・基準＞

学期末に出題する課題によって評価します。

＜テキスト＞

講義資料を配布します。配布はdotCampusで行います。

＜参考図書＞

中谷武・中村保『1からの経済学』碩学舎、2010年。

伊藤元重『入門経済学（第4版）』日本評論社、2015年。

安藤至大『ミクロ経済学の第一歩』有斐閣、2013年。

＜授業計画＞

第1回　授業を始めるにあたって

ガイダンスを行うとともに、この授業でどのような内容

を取り扱うかを説明します。

第2回　分業の利益

数値例を用いて、2人で2つの仕事を分業する場合に、全

体でできる成果を大きくする分業方法を調べてみます。

第3回　比較優位

比較優位の考え方を紹介します。

第4回　社会的分業

比較優位の考え方に基づく社会的分業と交換による利益

を紹介します。

第5回　需要曲線

財の価格と買い手の需要量の関係を表す需要曲線を紹介

します。

第6回　供給曲線

財の価格と売り手の供給量の関係を表す供給曲線を紹介

します。

第7回　市場均衡理論

多数の買い手と売り手が取引に参加する市場で、どのよ

うな取引が行われるかを説明する理論として、市場均衡

理論を紹介します。

第8回　授業で用いる数学

この授業で用いる数学を紹介します。

第9回　比較静学分析

何らかの要因によって市場の需要・供給の様子が変化し

たときに、市場均衡がどのように変化するかを調べてみ

ます。

第10回　消費者余剰

取引に参加した買い手がその取引から得た余剰の大きさ

を測る消費者余剰の考え方を紹介します。

第11回　生産者余剰

取引に参加した売り手がその取引から得た余剰の大きさ

を測る生産者余剰の考え方を紹介します。

第12回　市場均衡における総余剰

数値例を用いて、様々な価格で様々な取引が行われたと

きの消費者余剰と生産者余剰を計算してみて、それらを

合計した総余剰がどうなっているかを調べてみます。

第13回　市場均衡の効率性

市場均衡では総余剰が最大化されていることを確かめて

みます。

第14回　ミクロ経済学の実験研究

ミクロ経済学の実験研究を紹介します。
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第15回　まとめ

この授業で取り扱ってきた内容をまとめます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代の経済Ⅱ

圓生　和之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

（「現代の経済Ⅰ」を履修していなくても、履修するこ

とができます。）

　「現代の経済Ⅰ」が経済学の基礎的・一般的な理論を

網羅的に学修するのに対して、

この「現代の経済Ⅱ」は経済学の応用として、現代社会

のさまざまな問題を取り上げて講義する科目です。

　本年度のこの講義では、★「公務員の人事」を取り上

げ、経済学の視点から、公務員の制度と実態を概説しま

す。

★公務員志望の学生や公務員に関心のある学生に最適な

講義です。また、民間企業志望の学生にも適した講義で

す。というのは、あらゆる組織の運営に重要な「人事」

（新入社員の採用など）に関する最新の情報や研究内容

を紹介する講義だからです。

　全学のＤＰに掲げる「広い教養を身に付け、豊かな人

間性や社会性を涵養」することを目指します。

　この科目は共通教育科目で、リベラルアーツ科目群の

社会科学分野に位置づけられています。

　なお、この科目の担当教員は、行政に二十数年 携わ

っていた実務経験のある教員ですので、必要に応じて行

政の現実を交えて解説したいと思います。

＜到達目標＞

・経済問題について基礎的・一般的な論点を説明できる

(知識)、

・現代の経済問題について日頃から高い関心を持つこと

ができる(態度・習慣)、

・経済問題について自分の考えを述べることができる(

技能)、ことを目指します。

＜授業のキーワード＞

経済学、組織、人事、公務員、人事の経済学

＜授業の進め方＞

講義を中心に進めますが、学生の積極的な発言も歓迎し

ます。

★講義の講義の進め方や成績評価方法について、第１回

の講義で説明しますので、

　受講する学生は必ず第１回の講義を受講してください。

＜履修するにあたって＞

★下記の「テキスト（教科書）」を入手してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

必要となる時間は、一律ではないものの、他の科目と同

様、平均的には90分程度が目安となります。

＜提出課題など＞

定期試験は実施せず、講義時間中に「期末テスト」を実

施しますが、下記のテキストの持込ができます。

このほか、講義中に「小テスト」を行いますが、講義資

料やノート等を見て解答してもらいます。暗記でなく理

解に努めましょう。いずれも講義の中で解説と講評（フ

ィードバック）を行います。

＜成績評価方法・基準＞

講義中の「期末テスト」50%、「小テスト」50%、で評価

します。

（このほか、講義中の発言等講義への貢献、受講態度で、

加点または減点することがあります。）

＜テキスト＞

圓生和之(2020) 『地方公務員の人事がわかる本』 学陽

書房

　※第4週から、このテキストに沿って講義をしますの

で、それまでに入手しておいてください。

　★期末テストは、このテキストの持ち込みができます。

＜参考図書＞

神取道宏(2014)『ミクロ経済学の力』日本評論社

マンキュー(2017)『マンキュー マクロ経済学入門篇(第

４版)』東洋経済新報社

ラジア(2017)『人事と組織の経済学』日本経済新聞出版

社

樋口美雄(2001)『人事経済学』生産性出版

大湾秀雄(2017)『日本の人事を科学する』日本経済新聞

出版社

＜授業計画＞

第1回

 　経済学 入門

ガイダンス、 経済学の全体像、 現代の経済学

第2回　ミクロ経済学から

経済主体(企業・家計・政府)の行動、政府の行動

第3回　マクロ経済学から

マクロ経済分析、経済政策とアベノミクス

第4回　公務員の人事①

第１章　公務員の実像

第5回　公務員の人事②

第２章　さまざまな種類の公務員

第6回　公務員の人事③
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第３章　「人事」のしくみと実際

第8回　公務員の人事④

第４章　人事評価

第9回　公務員の人事⑤

第５章　公務員法による決まり

第10回　公務員の人事⑥

第６章　地方公務員の変わりゆく勤務条件

第11回　公務員の人事⑦

第７章　「給与」の大変革

第7回　公務員の人事・特別編

講義内容の理解を深めるため、公務員の採用における近

年の情勢を紹介する。

第12回　公務員の人事⑧

第８章地方公務員の労働基本権

第13回　公務員の人事⑨

終章　地方創生・分権時代の地方公務員

第14回　まとめ

人事の経済学のまとめとして、若者の労働の現状を概説

第15回　期末テスト

期末テストと その解説

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代の経済Ⅱ

永岡　成人

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

経済学（ミクロ経済学およびマクロ経済学）の入門的な

内容を講義します。この授業では、主にマクロ経済学を

取り扱います。共通教育科目（リベラルアーツ科目群・

社会科学分野）のひとつであるこの科目を履修すること

で、全学のディプロマ・ポリシーにおける「広い教養を

身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養する」ことを目

指します。

＜到達目標＞

簡単なモデルを用いた経済学的分析を行うことができる。

＜授業のキーワード＞

マクロ経済学

＜授業の進め方＞

講義形式

＜履修するにあたって＞

この授業では数学を用います。必要に応じて解説する予

定ですが、中学校から高等学校1年生程度までの数学を

復習しておくと理解しやすいと思います。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の進行に応じて練習問題を出題しますので、講義内

容を復習するとともに考えてみてください。また、予習

については授業の進行と必要に応じて指示します。予習

復習および学期末に出題する課題を合計して、週当たり

4時間程度の授業時間外の学習時間を見込んでいます。

＜提出課題など＞

課題の提出にはdotCampusを使用します。

＜成績評価方法・基準＞

学期末に出題する課題によって評価します。

＜テキスト＞

講義資料を配布します。配布はdotCampusで行います。

＜参考図書＞

平口良司・稲葉大『マクロ経済学：入門の一歩手前から

応用まで』有斐閣、2015年。

福田慎一・照山博司『マクロ経済学・入門（第5版）』

有斐閣、2016年。

中谷巌『入門マクロ経済学（第5版）』日本評論社、200

7年。

＜授業計画＞

第1回　授業を始めるにあたって

ガイダンスを行うとともに、この授業でどのような内容

を取り扱うかを説明します。

第2回　マクロ経済の測り方

マクロ経済を測る方法として、総生産に関する指標を紹

介します。

第3回　マクロ経済の循環図

マクロ経済分析に登場する経済主体を紹介するとともに、

それぞれの経済主体が市場を通じてどのように関係して

いるかを紹介します。

第4回　物価の測り方

物価の動きを測る方法として、物価に関する指標を紹介

します。

第5回　需要曲線

財の価格と買い手の需要量の関係を表す需要曲線を紹介

します。

第6回　供給曲線

財の価格と売り手の供給量の関係を表す供給曲線を紹介

します。

第7回　市場均衡理論

多数の買い手と売り手が取引に参加する市場で、どのよ

うな取引が行われるかを説明する理論として、市場均衡

理論を紹介します。

第8回　マクロ経済の分析枠組み

マクロ経済の総需要・総供給の均衡分析を紹介します。

第9回　財市場の均衡分析

マクロ経済における財市場の均衡分析を紹介します。

第10回　乗数メカニズム

マクロ経済における財政政策の効果を、財市場の均衡分

析に基づいて考えてみます。

第11回　政府支出乗数

政府支出乗数を導出します。

第12回　投資乗数
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投資乗数を導出します。

第13回　租税乗数

租税乗数を導出します。

第14回　経済成長

経済成長の理論と成長会計分析を紹介します。

第15回　まとめ

この授業で取り扱ってきた内容をまとめます。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の経営Ⅰ

大塚　英美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

【目的】

経営学の基礎的な理論と近年の経営現象を取り上げなが

ら、プレ社会人として通用する基礎知識が身に付きます。

【ディプロマポリシーとの関連】

共通教育科目（リベラルアーツ科目群の社会科学分野）

の一つであるこの科目を履修することで、全学のDPに掲

げる「広い教養を身に着け，豊かな人間性や社会性を涵

養」することを目指します。

＜到達目標＞

経営学の諸理論を理解し、企業での現象を説明すること

ができるようになる。

＜授業のキーワード＞

株式会社、SDGｓ、経営戦略、マーケティング、企業会

計

＜授業の進め方＞

講義資料と企業データ検索を用いて授業を進める。必要

に応じて、情報処理教室を利用する。

企業と連携した講義を実施する場合もある。

＜履修するにあたって＞

・レポートの提出方法についてはガイダンスで説明しま

す。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポート課題、ケース分析のための資料は講義内でお渡

ししますので予習・復習をしてください。レポートの書

き方とケース分析のための論理的な導き方については、

講義内で行いますが、参考書を紹介しますので、自身の

日々の学習で身につけておいてください。（１時間）。

＜成績評価方法・基準＞

レポート課題とケース研究と理解度テストで100%評価し

ます。

課題１（20%)、課題2（20%）、ケース研究（30%）、テ

スト（30%)

＊上記すべてを提出して評価の対象となります。

評価の目安

S評価：課題レポート、ケース研究、本講義内での発言

すべてにおいて優れている。

A評価：課題レポートとケース研究において、すべての

要件を満たしており、本講義での学習を踏まえた上で、

創意工夫が多く施されている。

B評価：課題レポートとケース研究において、すべての

要件を満たしており、本講義で学習した内容を適切に活

用している。

C評価：課題レポートとケース研究において、すべての

要件を満たしており、本講義で学習した内容を部分的に

活用している。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

・「考える経営学」中川功一、佐々木将人、服部泰宏（

2021年）有斐閣

＜授業計画＞

第１回　ガイダンス

講義の概要と進め方、評価について

第２回　経営学の基本

ビジネスキーワード

第３回　企業と多様な働き方

企業における多様な働き方を実現する人事施策

第４回　社会的企業

SDGｓ、ＣＳＲ、ＣＳＶ

第５回　経営戦略①

経営戦略の基礎的な理論と分析枠組み

第６回　経営戦略②

ビジネス・ケース研究

第７回　経営戦略③

イノベーションの歴史、イノベーターのジレンマ

第８回　マーケティング①

マーケティングの基礎的な理論

第９回　マーケティング②

マーケティング戦略

第１０回　中間まとめ

前半のまとめと課題を実施する

第１１回　企業会計①

財務諸表を読む

企業のIR情報を閲覧

第１２回　企業会計②

財務諸表の閲覧、経営分析

第１３回　企業研究①

企業の採用情報
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企業のサスティナビリティ・レポートの閲覧と分析

第１４回　企業研究②

サスティナビリティ・レポートの比較、分析、発表

第１５回　総まとめ

現代の経営に関する理解度テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の経営Ⅰ

永岡　成人

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

経営の経済分析（ビジネス・エコノミクス）の入門的な

内容を講義します。まずは市場を分析するためのミクロ

経済学に関する入門的な内容を解説し、ミクロ経済学を

用いて経営の問題を取り扱ってみます。共通教育科目（

リベラルアーツ科目群・社会科学分野）のひとつである

この科目を履修することで、全学のディプロマ・ポリシ

ーにおける「広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会

性を涵養する」ことを目指します。

＜到達目標＞

簡単なモデルを用いた経済学的分析を行うことができる。

＜授業のキーワード＞

ミクロ経済学、ビジネス・エコノミクス

＜授業の進め方＞

講義形式

＜履修するにあたって＞

この授業では数学を用います。必要に応じて解説する予

定ですが、中学校から高等学校1年生程度までの数学を

復習しておくと理解しやすいと思います。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の進行に応じて練習問題を出題しますので、講義内

容を復習するとともに考えてみてください。また、予習

については授業の進行と必要に応じて指示します。予習

復習および学期末に出題する課題を合計して、週当たり

4時間程度の授業時間外の学習時間を見込んでいます。

＜提出課題など＞

課題の提出にはdotCampusを使用します。

＜成績評価方法・基準＞

学期末に出題する課題によって評価します。

＜テキスト＞

講義資料を配布します。配布はdotCampusで行います。

＜参考図書＞

神戸伸輔・寳多康弘・濱田弘潤『ミクロ経済学をつかむ

』有斐閣、2006年。

神取道宏『ミクロ経済学の力』日本評論社、2014年。

丸山雅祥『経営の経済学（第3版）』有斐閣、2017年。

＜授業計画＞

第1回　授業を始めるにあたって

ガイダンスを行うとともに、この授業でどのような内容

を取り扱うかを説明します。

第2回　需要曲線

財の価格と買い手の需要量の関係を表す需要曲線を紹介

します。

第3回　供給曲線

財の価格と売り手の供給量の関係を表す供給曲線を紹介

します。

第4回　市場均衡理論

多数の買い手と売り手が取引に参加する市場で、どのよ

うな取引が行われるかを説明する理論として、市場均衡

理論を紹介します。

第5回　授業で用いる数学

この授業で用いる数学を紹介します。

第6回　比較静学分析

何らかの要因によって市場の需要・供給の様子が変化し

たときに、市場均衡がどのように変化するかを調べてみ

ます。

第7回　生産関数

生産関数の考え方を紹介します。

第8回　費用関数

費用関数の考え方を紹介します。

第9回　限界生産力と限界費用

数値例を用いて、費用関数を導出するとともに、その特

徴を調べてみます。

第10回　微分の概念

今後の分析に必要となる数学の解説として、微分の考え

方を紹介します。

第11回　微分の計算

今後の分析に必要となる数学の解説として、微分の計算

方法を紹介します。

第12回　損益分岐点分析

損益分岐点分析の考え方を紹介します。

第13回　限界分析

限界分析の考え方を紹介します。

第14回　最適生産量

限界分析の考え方を用いて、利益を最大にする生産量を

分析してみます。

第15回　まとめ

この授業で取り扱ってきた内容をまとめます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代の経営Ⅱ

大塚　英美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞
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【目的】

経営学の基礎的な理論と近年の経営現象を取り上げなが

ら、プレ社会人として通用するビジネスの基礎知識が身

に付きます。

【ディプロマポリシーとの関連】

共通教育科目（リベラルアーツ科目群の社会科学分野）

の一つであるこの科目を履修することで、全学のDPに掲

げる「広い教養を身に着け，豊かな人間性や社会性を涵

養」することを目指します。

＜到達目標＞

経営学の諸理論を理解し、企業での現象を説明すること

ができるようになる。

＜授業の進め方＞

各回レジュメを配布する。

＜履修するにあたって＞

・レポートの提出方法についてはガイダンスで説明しま

す。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポート課題、ケース分析のための資料は講義内でお渡

ししますので予習・復習をしてください。レポートの書

き方とケース分析のための論理的な導き方については、

講義内で行いますが、参考書を紹介しますので、自身の

日々の学習で身につけておいてください。（１時間）。

＜成績評価方法・基準＞

レポート課題とケース研究と理解度テストで100%評価し

ます。

課題１（20%)、課題2（20%）、ケース研究（30%）、テ

スト（30%)

＊上記すべてを提出して評価の対象となります。

評価の目安

S評価：課題レポート、ケース研究、本講義内での発言

すべてにおいて優れている。

A評価：課題レポートとケース研究において、すべての

要件を満たしており、本講義での学習を踏まえた上で、

創意工夫が多く施されている。

B評価：課題レポートとケース研究において、すべての

要件を満たしており、本講義で学習した内容を適切に活

用している。

C評価：課題レポートとケース研究において、すべての

要件を満たしており、本講義で学習した内容を部分的に

活用している。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

・「考える経営学」中川功一、佐々木将人、服部泰宏（

2021年）有斐閣

＜授業計画＞

第１回　ガイダンス

講義の概要と進め方、評価について

第２回　経営学の基本

ビジネスキーワード

第３回　会社のしくみ

株式会社、官僚制組織、多角化、ホールディングス

第４回　社会的企業

持続可能な開発目標（SDGｓ）、社会的責任（ＣＳＲ）、

共有価値の創造（ＣＳＶ）

第５回　ビデオ視聴

企業における人材育成に関するビデオを視聴しレポート

を作成する

第６回　経営戦略①

業界研究

SWOT分析

第７回　経営戦略②

イノベーション

第８回　マーケティング

製品ー市場マトリックス、補完財

CRM、オムニチャネル戦略

第９回　ビジネスモデル

ビジネスエコシステム

第１０回　中間まとめ

前半のまとめを行い、課題を実施する。

第１１回　経営組織

PDCA、リーダーシップ、組織行動論

第１２回　企業会計

経営分析

第１３回　多様性の管理

・ダイバーシティ・マネジメント、インクルージョン

・企業のサスティナビリティ・レポートの閲覧と分析

第１４回　経営戦略の発表

1つの企業を選び、その企業のSWOT分析を行い発表する

第１５回　総まとめ

現代の経営に関する理解度テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代の経営Ⅱ

永岡　成人

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞
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経営の経済分析（ビジネス・エコノミクス）の入門的な

内容を講義します。まずは市場を分析するためのミクロ

経済学に関する入門的な内容を解説し、ミクロ経済学を

用いて経営の問題を取り扱ってみます。共通教育科目（

リベラルアーツ科目群・社会科学分野）のひとつである

この科目を履修することで、全学のディプロマ・ポリシ

ーにおける「広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会

性を涵養する」ことを目指します。

＜到達目標＞

簡単なモデルを用いた経済学的分析を行うことができる。

＜授業のキーワード＞

ミクロ経済学、ビジネス・エコノミクス

＜授業の進め方＞

講義形式

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の進行に応じて練習問題を出題しますので、講義内

容を復習するとともに考えてみてください。また、予習

については授業の進行と必要に応じて指示します。予習

復習および学期末に出題する課題を合計して、週当たり

4時間程度の授業時間外の学習時間を見込んでいます。

＜提出課題など＞

課題の提出にはdotCampusを使用します。

＜成績評価方法・基準＞

学期末に出題する課題によって評価します。

＜テキスト＞

講義資料を配布します。配布はdotCampusで行います。

＜参考図書＞

神戸伸輔・寳多康弘・濱田弘潤『ミクロ経済学をつかむ

』有斐閣、2006年。

丸山雅祥『経営の経済学（第3版）』有斐閣、2017年。

花薗誠『産業組織とビジネスの経済学』有斐閣、2018年。

＜授業計画＞

第1回　授業を始めるにあたって

ガイダンスを行うとともに、この授業でどのような内容

を取り扱うかを説明します。

第2回　需要曲線

財の価格と買い手の需要量の関係を表す需要曲線を紹介

します。

第3回　供給曲線

財の価格と売り手の供給量の関係を表す供給曲線を紹介

します。

第4回　市場均衡理論

多数の買い手と売り手が取引に参加する市場で、どのよ

うな取引が行われるかを説明する理論として、市場均衡

理論を紹介します。

第5回　授業で用いる数学

この授業で用いる数学を紹介します。

第6回　生産関数

生産関数の考え方を紹介します。

第7回　費用関数

費用関数の考え方を紹介します。

第8回　費用関数の導出

生産関数から費用関数を導出してみます。

第9回　独占市場の分析

独占市場を分析するモデルを紹介します。

第10回　消費者余剰

取引に参加した買い手がその取引から得た余剰の大きさ

を測る消費者余剰の考え方を紹介します。

第11回　独占市場の分析の応用

独占市場の分析を経営の問題に応用してみます。

第12回　ゲーム理論

複数の経済主体の間に戦略的相互依存関係がある状況を

分析するために、ゲーム理論の考え方を紹介します。

第13回　寡占市場の分析

寡占市場を分析するモデルを紹介します。

第14回　寡占市場の分析の応用

寡占市場の分析を経営の問題に応用してみます。

第15回　まとめ

この授業で取り扱ってきた内容をまとめます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代の国際関係

清水　亮

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

国際関係の主要な見方、理論、観点について、国際関係

のあゆみや重要な事象とともに学ぶ。国際関係の変容に

伴う、アクター(行為主体）やパワー（国力）の考え方

の変遷を知り、、国際関係の仕組みやプロセス、国際関

係の課題について理解し、これからの国際関係と日本の

関わり方、地球市民としての世界との関わり方について

考えることができるようになることを目的とする。

神戸学院大学のDP（ディプロマポリシー）つまり皆さん

が卒業時に「何ができるようになるか」との関連では、

（知識・技能）では、専門領域の課題を考察するのに必

要な知識を身につけられるようになることを目的としま

す。（思考力・判断力・表現力等の能力）では、身につ

けた広い教養をもとに、さまざまな問題を発見し、解決

のための方策を導くことができること、そしてグループ

ディスカッション、グループプレゼンテーションを通じ

て、自分の意見を表現するだけでなく、相手の意見を理

解し、コミュニケーションの中で、より包括的で優れて

いる解決の方策を考えられるようになること目的としま

す。（主体性を持って多様な人々と共同して学ぶ態度）

では、獲得した知識や技能を活用し、国内外において、

価値観や意見の異なる人々と議論でき、学びを深め、よ

りよい地球市民社会を創るのに役立つの態度を育成、修
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得できることを目的とします。

＜到達目標＞

1. 国際関係論がどのように誕生し、国際関係のあゆみ

と国際関係論がどのように展開してきたか

　説明できる。

2. 国際関係の見方の枠組みとなっている国際関係のイ

メージや国際関係論の理論について、

　例を挙げて説明できる。

3. 国際関係のさまざまな事象の中で、国際関係のアク

ターと国際関係の制度とプロセスが、

　どのように相互に作用してきたか、具体的な例を挙げ

系統立てて示すことできる。

4. 国際関係のニュースに関心を持ち、日本が国際社会

の将来のためにどんな貢献ができるか

　自分の考えを説明し、ディスカッションができる。

＜授業のキーワード＞

リアリズム、リベラリズム、安全保障、国際経済関係、

地球環境、人権

＜授業の進め方＞

・　2回から12回までの授業は、講義、ワークシート、

シャトルカードの記入の流れで進めます。

・　13回、14回、15回は、授業で取り上げたテーマにつ

いて、グループで興味を持ったテーマを選び、

　内容を掘り下げ、パワーポイントを作成し、クラス全

体の前でプレゼンテーションをします。

＜履修するにあたって＞

・　テレビ、ラジオ、Webでのいずれかで、1日1回はニ

ュースに触れる習慣を身につけてください。

・　授業内・外でしっかりサポートしますが、頑張るみ

なさんを歓迎します。

・　学びに真剣な人の迷惑になる、遅刻、授業中の私語

は、厳禁です。

・　スマホ、タブレット、携帯は、カバンにしまってく

ださい。

・　使用発見の場合は、イエローカードを出します。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業中のワークシート記入に備えて、あらかじめ毎週テ

キストの該当の章をしっかり読んでくること。

（60分程度）

授業後、テキストとノートを基に、授業の内容を振り返

り、ワークシートの問題に適切に

解答できたか再確認すること。（60分程度）

毎週、予習と復習を積み重ねると、どのテーマで、最後

のグループ・プレゼンテーションをするか

考える際に役立ちます。

＜提出課題など＞

シャトルカード（みなさんと私のコミュニケーションカ

ード）　毎回

ワークシート　2回から12回授業中に記入

ワークシートは、記入・提出してもらった翌週の授業で、

どこがポイントだったのかについて説明しますので、参

考にしてください。大変よくわかっていて自分の考えも

反映している5点、

わかっている4点、どちらかというとわかっている3点、

どちらというとわかっていない2点、

わかっていない1点で採点します

パワーポイントのファイル　14回、15回グループの発表

後にメール添付で提出

＜成績評価方法・基準＞

シャトルカード（1x15＝15%）

ワークシート（5x11＝55%)

グループプレゼンテーション（30%）

出席、ワークシート、シャトルカードの提出、グループ

によるプレゼンテーションが単位取得

の最低要件です

＜テキスト＞

山田高敬・大矢根　聡編　『グローバル社会の国際関係

論　[新版]』　有斐閣　2011年

＜参考図書＞

村田晃嗣、君塚直隆、石川　卓、栗栖薫子、秋山信将

『国際政治学をつかむ　［新版］』

有斐閣　2015年

中西　寛、岩田　淳、田所昌幸　『国際政治学』　有斐

閣　2013年

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション：

国際関係論とは

どんな学問か？

授業の目的と到達目標、授業の進め方、授業でカバーす

るテーマ、評価基準、

最終回のグループプレゼンテーションについて説明しま

す。

国際関係論とはどんな学問か？

「平和」とは、どんな状態？：日本は「平和」？世界は

「平和」？か考えます。

第2回　世界を分析する

四つの見方

国際社会の基本的な性格と世界を分析する四つの見方に

ついて学びます。

テキスト　序章　「世界を分析する四つの見方」

第3回　国際関係の見方：

リアリズム

国際関係の見方の中で、主要な見方の1つであるリアリ

ズムについて学びます。

テキスト　第1章　「リアリズム」

第4回　国際関係の見方：

リベラリズム

国際関係の見方の中で、主要な見方の1つであるリベラ

リズムについて学びます。　テキスト　第2章　「リベ

ラリズム」
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第5回　国際社会のすがた：

安全保障

国際関係における安全保障の歴史的展開について学びま

す。

テキスト　第3章　「安全保障」

第6回　国際社会のすがた：

安全保障

国際関係の安全保障の事例を考えます。　テキスト　第

3章　「安全保障」

第7回　国際社会のすがた：

国際経済関係

国際関係における国際経済関係の歴史的展開について学

びます。

テキスト　第4章　「国際経済関係」

第8回　国際社会のすがた：

国際経済関係

国際経済関係の事例を考えます。　テキスト　第4章

「国際経済関係」

第9回　国際社会のすがた：

地球環境

国際関係における地球環境の歴史的展開について学びま

す。

テキスト　第5章　「地球環境」

第10回　国際社会のすがた：

地球環境

人権

国際社会における地球環境の事例を考え、人権の歴史的

展開について学びます。

テキスト　第5章　「地球環境」　第6章　「人権」

第11回　 国際社会のすがた：

人権

人権の歴史的展開について学び、人権の事例を考えます。

テキスト　第6章　「人権」

第12回　 世界の行方と

理論的な見方

世界の行方と四つの見方、国際関係の方向性、国際関係

の基本的構造の変化、理論的な見方の運用の観点から、

これからの世界のゆくえについて考えます。

テキスト　終章　「世界のゆくえと理論的な見方」

第13回　グループ・

プレゼンテーション・

プリパレ　ション

授業で取り上げたテーマについて、グループで興味を持

ったテーマを選び、

内容を掘り下げ、パワーポイントを作成し、プレゼンテ

ーションをしてもらいます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

現代の国際関係

清水　亮

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

国際関係の主要な見方、理論、観点について、国際関係

のあゆみや重要な事象とともに学ぶ。国際関係の変容に

伴う、アクター(行為主体）やパワー（国力）の考え方

の変遷を知り、、国際関係の仕組みやプロセス、国際関

係の課題について理解し、これからの国際関係と日本の

関わり方、地球市民としての世界との関わり方について

考えることができるようになることを目的とする。

神戸学院大学のDP（ディプロマポリシー）つまり皆さん

が卒業時に「何ができるようになるか」との関連では、

（知識・技能）では、専門領域の課題を考察するのに必

要な知識を身につけられるようになることを目的としま

す。（思考力・判断力・表現力等の能力）では、身につ

けた広い教養をもとに、さまざまな問題を発見し、解決

のための方策を導くことができること、そしてグループ

ディスカッション、グループプレゼンテーションを通じ

て、自分の意見を表現するだけでなく、相手の意見を理

解し、コミュニケーションの中で、より包括的で優れて

いる解決の方策を考えられるようになること目的としま

す。（主体性を持って多様な人々と共同して学ぶ態度）

では、獲得した知識や技能を活用し、国内外において、

価値観や意見の異なる人々と議論でき、学びを深め、よ

りよい地球市民社会を創るのに役立つの態度を育成、修

得できることを目的とします。

＜到達目標＞

1. 国際関係論がどのように誕生し、国際関係のあゆみ

と国際関係論がどのように展開してきたか

　説明できる。

2. 国際関係の見方の枠組みとなっている国際関係のイ

メージや国際関係論の理論について、

　例を挙げて説明できる。

3. 国際関係のさまざまな事象の中で、国際関係のアク

ターと国際関係の制度とプロセスが、

　どのように相互に作用してきたか、具体的な例を挙げ

系統立てて示すことできる。

4. 国際関係のニュースに関心を持ち、日本が国際社会

の将来のためにどんな貢献ができるか

　自分の考えを説明し、ディスカッションができる。

＜授業のキーワード＞

リアリズム、リベラリズム、安全保障、国際経済関係、

地球環境、人権

＜授業の進め方＞
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・　2回から12回までの授業は、講義、ワークシート、

シャトルカードの記入の流れで進めます。

・　13回、14回、15回は、授業で取り上げたテーマにつ

いて、グループで興味を持ったテーマを選び、

　内容を掘り下げ、パワーポイントを作成し、クラス全

体の前でプレゼンテーションをします。

＜履修するにあたって＞

・　テレビ、ラジオ、Webでのいずれかで、1日1回はニ

ュースに触れる習慣を身につけてください。

・　授業内・外でしっかりサポートしますが、頑張るみ

なさんを歓迎します。

・　学びに真剣な人の迷惑になる、遅刻、授業中の私語

は、厳禁です。

・　スマホ、タブレット、携帯は、カバンにしまってく

ださい。

・　使用発見の場合は、イエローカードを出します。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業中のワークシート記入に備えて、あらかじめ毎週テ

キストの該当の章をしっかり読んでくること。

（60分程度）

授業後、テキストとノートを基に、授業の内容を振り返

り、ワークシートの問題に適切に

解答できたか再確認すること。（60分程度）

毎週、予習と復習を積み重ねると、どのテーマで、最後

のグループ・プレゼンテーションをするか

考える際に役立ちます。

＜提出課題など＞

シャトルカード（みなさんと私のコミュニケーションカ

ード）　毎回

ワークシート　2回から12回授業中に記入

ワークシートは、記入・提出してもらった翌週の授業で、

どこがポイントだったのかについて説明しますので、参

考にしてください。大変よくわかっていて自分の考えも

反映している5点、

わかっている4点、どちらかというとわかっている3点、

どちらというとわかっていない2点、

わかっていない1点で採点します

パワーポイントのファイル　14回、15回グループの発表

後にメール添付で提出

＜成績評価方法・基準＞

シャトルカード（1x15＝15%）

ワークシート（5x11＝55%)

グループプレゼンテーション（30%）

出席、ワークシート、シャトルカードの提出、グループ

によるプレゼンテーションが単位取得

の最低要件です

＜テキスト＞

山田高敬・大矢根　聡編　『グローバル社会の国際関係

論　[新版]』　有斐閣　2011年

＜参考図書＞

村田晃嗣、君塚直隆、石川　卓、栗栖薫子、秋山信将

『国際政治学をつかむ　［新版］』

有斐閣　2015年

中西　寛、岩田　淳、田所昌幸　『国際政治学』　有斐

閣　2013年

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション：

国際関係論とは

どんな学問か？

授業の目的と到達目標、授業の進め方、授業でカバーす

るテーマ、評価基準、

最終回のグループプレゼンテーションについて説明しま

す。

国際関係論とはどんな学問か？

「平和」とは、どんな状態？：日本は「平和」？世界は

「平和」？か考えます。

第2回　世界を分析する

四つの見方

国際社会の基本的な性格と世界を分析する四つの見方に

ついて学びます。

テキスト　序章　「世界を分析する四つの見方」

第3回　国際関係の見方：

リアリズム

国際関係の見方の中で、主要な見方の1つであるリアリ

ズムについて学びます。

テキスト　第1章　「リアリズム」

第4回　国際関係の見方：

リベラリズム

国際関係の見方の中で、主要な見方の1つであるリベラ

リズムについて学びます。　テキスト　第2章　「リベ

ラリズム」

第5回　国際社会のすがた：

安全保障

国際関係における安全保障の歴史的展開について学びま

す。

テキスト　第3章　「安全保障」

第6回　国際社会のすがた：

安全保障

国際関係の安全保障の事例を考えます。　テキスト　第

3章　「安全保障」

第7回　国際社会のすがた：

国際経済関係

国際関係における国際経済関係の歴史的展開について学

びます。

テキスト　第4章　「国際経済関係」

第8回　国際社会のすがた：

国際経済関係

国際経済関係の事例を考えます。　テキスト　第4章

「国際経済関係」

第9回　国際社会のすがた：
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地球環境

国際関係における地球環境の歴史的展開について学びま

す。

テキスト　第5章　「地球環境」

第10回　国際社会のすがた：

地球環境

人権

国際社会における地球環境の事例を考え、人権の歴史的

展開について学びます。

テキスト　第5章　「地球環境」　第6章　「人権」

第11回　 国際社会のすがた：

人権

人権の歴史的展開について学び、人権の事例を考えます。

テキスト　第6章　「人権」

第12回　 世界の行方と

理論的な見方

世界の行方と四つの見方、国際関係の方向性、国際関係

の基本的構造の変化、理論的な見方の運用の観点から、

これからの世界のゆくえについて考えます。

テキスト　終章　「世界のゆくえと理論的な見方」

第13回　グループ・

プレゼンテーション・

プリパレ　ション

授業で取り上げたテーマについて、グループで興味を持

ったテーマを選び、

内容を掘り下げ、パワーポイントを作成し、プレゼンテ

ーションをしてもらいます。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の社会 （消費者教育）

高梨　薫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

１５名の講師によるオムニバス形式の「講義」

＜授業の目的＞

この科目は全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てることが

できる。」を目指しています。

私たちは、日常、さまざまな物やサービスを購入して生

活している。現代では、商品の製造・流通・販売が高度

に発達しており、消費生活が便利になった反面、商品の

購入や使用に関して消費者が思わぬトラブルに巻き込ま

れることもある。身近な例を１つ挙げると、インターネ

ットでの販売を利用する場合、自宅にいて物が購入でき

るという便利さがある一方で、商品を手に取ることなく

購入することから、送られてきた商品が希望したものと

違っていたなどのトラブルが生じることがある。

本講義は、安心し、安全に生活をするために必要な知識

や情報を増やし、消費者としての能力を高めることを目

標とする。

それにより、さまざまな問題を発見し、それを解決する

方策を導くことができ、獲得した知識や技能を社会に役

立てることができる。そのために各回（計15回）の授業

のための予習・復習に1時間程度を要します。

＜到達目標＞

(1) 現代の社会で生じている様々な消費者トラブルの特

徴を知る。

(2) 消費者トラブルの予防法および対処法の基本を知る。

(3) 消費者市民社会の一員として自らが何を心がけるべ

きかを知る。

＜授業の進め方＞

この講義は、学外から招いた講師によるリレー講義を中

心とする。学外講師（約10名）は、行政、企業、消費生

活センターなど、多様な職域において消費者問題に携わ

っている方々により構成される。なお、下記の「授業計

画」は学外講師の都合などにより一部変更されることが

ある。

＜履修するにあたって＞

本講義は、担当者が交代するオムニバス形式をとるので、

各講義終了後に、受講者にミニッツペーパーを作成して

もらい（オンラインとなった場合はドットキャンパスで

提出）、講義の感想・意見などを集約する。

＜授業時間外に必要な学修＞

さまざまな問題を発見し解決する方策を導くため、獲得

した知識や技能を役立てる授業を進める上で、60分程度

の自己学習時間が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

授業毎回のミニッツペーパー（感想・意見）の提出（60

％）と、レポート課題２回（40％）により評価する。

＜テキスト＞

概ね各回、資料を配布します（オンラインとなった場合

はドットキャンパスに保存予定）。資料は各自で自分の

PC等に保存して授業（録画教材学習）の際、いつでも参

照できるようにしておいて下さい。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス　本講義の概要の理解

本講義の概要を説明する。

第2回　消費者行政　消費者行政の理解

国・都道府県・市町村等が行う消費者行政の内容を説明

する。

第3回　消費者トラブルの特徴１　消費者トラブルの特

徴の理解（契約）

社会経験の少ない若者を狙う消費者トラブルが多様化・

複雑化する中、契約について考える機会を設ける。

第4回　消費者契約と法　消費者契約に関する法律の理

解

消費者が事業者との間で結んだ契約に関し、消費者の利
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益を擁護する法律を説明する。

第5回　消費生活相談の現状　消費生活相談の理解

消費生活相談の実態からみた、消費者の行動を理解する。

第6回　消費者トラブルの特徴１　消費者トラブルの特

徴の理解（金融）

消費者が遭遇するトラブルの実態からみた、消費者の行

動を説明する。

第7回　特殊詐欺被害を生み出す心理　なぜ騙されるの

か？　特殊詐欺被害を生み出す心理プロセスを考える。

悪質商法の心理学的特長を説得的コミュニケーション研

究などにもとづき、以下の観点から整理し、消費者との

コミュニケーションについて考えていきます。　１．恐

怖喚起コミュニケーション　２．時間的切迫　３．メッ

セージ送信者の信憑性　４．確証バイアス

第8回　消費者トラブルの特徴２　消費者トラブルの特

徴の理解（一般）

消費者が遭遇するトラブルの実態からみたし、消費者の

行動を説明する。

第9回　消費者行動と商品選択　消費者行動の理解

消費者として行動し、商品を選択することの意味・背景

等を説明する。

第10回　企業の消費者対応　企業の対応の理解

取引の相手方である企業が消費者に対して対応している

内容について説明する。

第11回　消費者トラブルの特徴３　消費者トラブルの特

徴の理解（ネット）

消費者が遭遇するトラブルの実態から見た、消費者の行

動を説明する。

第12回　企業と生活者をつなぐ　企業と生活者をつなぐ

システムの理解

取引の当事者である企業が消費者に対して対応している

内容について説明する。

第13回　これからの消費者教育　これからの消費者教育

の理解

国の消費者教育をめぐる動きを中心に最新の取り組み内

容を説明する。

第14回　企業経営と消費社会　企業経営と消費の関係に

ついて理解

産業基盤の進化によって，企業と消費の関係はどのよう

に発展しているのかについて考察していく。

第15回　まとめ　本講義の総括

講義全般にわたり概略を振り返り、各自が消費者として

考え、行動していくことを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の社会

山口　真紀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業です。

講義と、ディスカッション（意見交換）を行う予定です。

感染対策を行った上で進める予定ですが、安全が確保で

きないと判断した場合には変更します。

＜授業の目的＞

この科目はこれから社会に出て、どのような人生を歩む

べきか考えていく必要のある大学生に、現代社会の諸事

情を知り、関心を持ち、どのような大学生活を送るべき

かという問いに対して答えを出せるようになることを目

的としている。

特に本科目では、全ての人の生にかかわりながら、私的

領域に位置付けられているために語られることの少ない

性的な出来事あるいはセクシュアリティについて中心的

にとりあげ、正しい知識と、それらをめぐる偏見や差別

について理解することを通して、自身と他者のセクシュ

アリティが侵害されることのない社会構想を得ることを

目的とする。

この科目は神戸学院大学のDPである「幅広い知識を活用

して問題を発見し、解決する方策を導くことができる」

ことを目指し、「学びを深め、協働して社会に役立てる

」ようになることを促す科目である。

＜到達目標＞

・セクシュアリティの概念、歴史について正確な知識に

基づいて説明することができる

・セクシュアリティをめぐる現代の諸問題について理解

し、自分の言葉で論じることができる

＜授業のキーワード＞

セクシュアリティ、セクシュアル・マイノリティ、同性

愛、性暴力、性教育

＜授業の進め方＞

・資料の掲示や課題の提出はdotCampasにて行います。

・時勢および受講生の関心を優先するため、必ずしもシ

ラバス通りに進むものではありません。

＜履修するにあたって＞

・共通科目等「ジェンダー論」を修了した者であること

が望ましい

・身近な性にまつわる問題について扱うが、茶化すこと

なく真摯に取り組む意欲のあるひとの受講を歓迎します

・授業内で取り扱うテーマやディスカッションの方向性

が自身に侵入的であると思われた場合は、どのようなタ

イミングであっても退席を認めます

・ディスカッションと発表への参加を求めます

＜授業時間外に必要な学修＞

・講義の予習・復習として指定した課題（文献講読や映

像視聴など）については必ず取り組んでください

・セクシュアリティと社会のかかわりについて、日頃か

ら知ろうとしてください

・自身の身の周りの出来事とセクシュアリティとのかか

わりについて考え、ニュースや新聞、誰かの書き物に対

して批評を試みてください
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（事前・事後学習各1時間程度）

＜成績評価方法・基準＞

ミニレポート・ディスカッション等における主体的参加

：80％

最終課題（レポート）：20％

*ミニレポートやディスカッションについては授業内で

フィードバックを行います

＜参考図書＞

・風間孝・河口和也・守如子・赤枝香奈子 『教養のた

めのセクシュアリティ・スタディーズ』法律文化社　20

18年　2,570円

・橋本紀子・池谷壽夫・田代美江子『教科書にみる世界

の性教育』かもがわ出版 ２０１８年 2,200円

・牧野雅子『痴漢とはなにか 被害と冤罪をめぐる社会

学』エトセトラブックス 2019年　2,640円

＜授業計画＞

第１回　ガイダンス／セクシュアリティの概念

授業の進め方、成績評価について説明する。セクシュア

リティの概念について確認する。

第２回　セクシュアリティをめぐる諸問題

セクシュアリティの概念を学び、身近な問題についての

ディスカッションを行う。

同性婚についての映像を視聴する。

第３回　同性婚

同性婚についてのディスカッションを行う。

レズビアニズムについての映像を視聴する。

第４回　レズビアニズム

レズビアニズムについての歴史を学び、ディスカッショ

ンを行う。

同性愛カップルと家族についての映像を視聴する。

第５回　同性愛と家族

生殖医療をめぐる倫理について補講し、ディスカッショ

ンを行う。

第６回　異性愛規範

異性愛規範について学び、日本社会のそれについて議論

する。

第７回　現代日本における性暴力①

性暴力被害を訴えた女性のドキュメンタリーを視聴する。

第８回　現代日本における性暴力①

日本の性暴力をめぐる司法システムと社会のあり方につ

いて学び、ディスカッションを行う。

第９回　戦時下における性暴力①

戦時下における性暴力のついてのドキュメンタリーを視

聴する。

第１０回　戦時下における性暴力②

日本軍「慰安婦」問題をめぐる歴史と現状を学ぶ。

第１１回　性的モノ化

性暴力をめぐる問題のまとめとして、「性的モノ化」に

ついてデスカッションを行う。

第１２回　性教育

日本と海外の性教育をめぐるドキュメンタリーを視聴す

る。

第１３回　性教育バッシング

日本の性教育バッシングの歴史を学び、ディスカッショ

ンを行う。

第１４回　映像視聴

最終課題のための映像を視聴する。

第１５回　課題への取り組み

これまでの議論をまとめ、最終課題についてのレポート

を作成する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の社会

川内　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業で実施する。

アクティブラーニングを実施するため、積極的な参加を

求める。

＜授業の目的＞

この科目はこれから社会に出て、どのような人生を歩む

べきか考えていく大学生に、日本を取り巻く現代社会の

諸事情を知り、関心を持ち、どのような大学生活を送る

べきかという問いに対して答えを出せるようになること

を目的としている。

この科目は神戸学院大学のDPである「幅広い知識を活用

して問題を発見し、解決する方策を導くことができる」

ことを目指し、「学びを深め、協働して社会に役立てる

」ようになることを促す科目である。

＜到達目標＞

この科目では３つの目標達成を目指す。

１．現代日本を取り巻く現代社会の諸事情についてイン

プットする

２．自らの関心を学問的に位置づけられる

３．自らの大学生活の指針を立てる

＜授業のキーワード＞

国際関係（日米関係、日中関係、日韓関係）、EUおよび

地域統合、AIと仕事、大学生活

＜授業の進め方＞

授業は講義形式で進める。

理解度をチェックするため、ピアアセスメントないしは

ミニッツレポートを課す場合がある。

（受講者数によって変更の可能性有り）

＜履修するにあたって＞

私語、携帯電話の使用、途中入室および途中退室は認め

ない。

こうした行為を行った場合には以後の出席をお断りし、

テストの採点も行わない。

なお講義で配布するプリントは自身でファイリングする
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などの管理を徹底すること。

毎回これまでに配布されたプリントは持参すること。

プリントの再配布は行わない。

＜授業時間外に必要な学修＞

次の授業で扱うテーマについて授業終了時に話すので、

次の授業内容に関連して自らが関心を持っている事柄に

ついて30秒程度で話せるよう、1時間程度予習しまとめ

ておくこと。

次回授業の最初にコメントとして求める場合がある。

＜提出課題など＞

授業終了時にはミニッツペーパーを提出する必要がある。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト３回（30%）

期末テスト（70%）

により評価する。

この小テストおよび期末テストにどれか一つでも未受験

があった場合には単位を認定しない。

＜テキスト＞

近田正博『学びのティップス』玉川大学出版部2016年,1

200円

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方、成績評価について説明する。

第2回　ティップス１

大学での学びをイメージする

第3回　ティップス２

大学での学びを体感する。

第4回　ティップス３

大学での学びの指針を考える。

第5回　国際関係１

日米関係

第6回　国際関係２

日中関係

第7回　国際関係３

日韓関係

第8回　まとめ１

第５回～第７回の内容を復習し、小テストを行う。

第9回　国際関係４

EUと地域統合

第10回　国際関係５

冷戦

第11回　まとめ２

第９回～第１０回の内容を復習し、小テストを行う。

第12回　日本経済１

バブル経済とテーマパーク論

第13回　日本経済２

外資企業とホスピタリティ

第14回　日本経済３

組織論と人的資源管理

第15回　まとめ３

第１２回～第１４回の内容を復習し、小テストを行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の社会 （消費者とリスク）

高梨　薫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」8～10名の講師（予定）によるオムニバス形式

です。

対面授業（講義）

※今後の感染状況等によっては変更の可能性があります。

＜授業の目的＞

この科目は全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てることが

できる。」を目指しています。

私たちは、日常、さまざまな物やサービスを購入して生

活している。現代では、商品の製造・流通・販売が高度

に発達しており、消費生活が便利になった反面、商品の

購入や使用に関して消費者が思わぬトラブルに巻き込ま

れることもある。身近な例を１つ挙げると、インターネ

ットでの販売を利用する場合、自宅にいて物が購入でき

るという便利さがある一方で、商品を手に取ることなく

購入することから、送られてきた商品が希望したものと

違っていたなどのトラブルが生じることがある。

本講義は、成年年齢引下げ（2022年4月）に向け大学に

おいては自立した若年消費者の育成が文部科学省から指

導され、またコロナ禍により「新しい生活様式」への移

行も余儀なくされる現代社会において、入学時から養う

べき大学生に必要なリスク管理能力を、保険事業の実例

も交えることで確かな消費者能力を身に付け、延いては

SDGｓの達成にも意識を高めることを目標とする。

それにより、さまざまな問題を発見し、それを解決する

方策を導くことができ、獲得した知識や技能を社会に役

立てることができる。そのために各回（計15回）の授業

のための予習・復習に1時間程度を要します。

＜到達目標＞

(1) 現代の社会で生じている様々な消費者トラブルの特

徴を知る。

(2) 消費者トラブルの予防法および対処法の基本を知る。

(3) 消費者市民社会の一員として自らが何を心がけるべ

きかを知る。

＜授業の進め方＞

この講義は、学外から招いた講師によるリレー講義を中

心とする。学外講師（約8～10名）は、行政、企業、消

費生活センターなど、多様な職域において消費者問題に

携わっている方々により構成される。なお、下記の「授

業計画」は学外講師の都合などにより一部変更されるこ
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とがある。

＜履修するにあたって＞

本講義は、担当者が交代するオムニバス形式をとるので、

各講義終了後に、受講者にミニッツペーパー（出席カー

ドに記入）を作成してもらい、講義の感想・意見などを

集約する。

＜授業時間外に必要な学修＞

さまざまな問題を発見し解決する方策を導くため、獲得

した知識や技能を役立てる授業を進める上で、60分程度

の自己学習時間が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

客員教授によるオムニバス講義であり、毎回小レポート

を課します。評価は毎回のレポート評価の総計とします。

＜テキスト＞

概ね各回、資料を配布します。資料はファイルして授業

の際、いつでも振り返りができるようにしておいて下さ

い。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス　本講義の概要

本講義の概要を説明する。

第2回　消費者問題とは　消費者問題　背景と歴史

消費者問題の背景と歴史「消費者保護から自立した消費

者へ」(消費者教育アドバイザーから）

第3回　消費者の実情　消費行動と相談事例

消費者の消費者行動と相談事例の紹介（消費者教育アド

バイザー）

第4回　企業経営と消費社会（1）　企業経営と消費の関

係について理解

産業基盤の進化によって，企業と消費の関係はどのよう

に発展しているのかについて考察していく。（1）

第5回　企業の消費者対応（ACAP）　企業の消費者対応

取引の相手方である企業が消費者に対して対応している

内容について説明する。

第6回　消費社会の最新トピック（ネット）　消費者ト

ラブルの特徴の理解（ネット）

ネット社会とどう向き合っていけばいいか、トラブル事

例を参考に考えていく。

第7回　消費社会の最新トピック（金融）　消費者トラ

ブルの特徴の理解（金融）

消費者が遭遇するトラブルの実態から見た、消費者の行

動を説明する。

第8回　リスクに備える1　リスクに備える保険事業

リスクへの対応方法の一つに、損害の発生を予想して、

損害額を補てんする「リスクファイナンシング」があり、

損害保険がこれに該当します。損害保険の観点から、個

人としてどのような備えができるかについて考えます。

第9回　企業経営と消費社会（2）　企業経営と消費の関

係について理解

企業と消費の関係はどのように発展しているのかについ

て考察していく。（2）

第10回　リスクに備える2　企業が行うリスクマネジメ

ント

企業が自社を取り巻く様々なリスクを予見し、そのリス

クがもたらす損失を予防するための対策や不幸にして損

害が発生した場合の事後処理対策等を、効果的・効率的

に講じることによって、事業の継続・安定的発展を確保

していく企業経営上の手法をリスクマネジメントと言い

ます。リスクマネジメントの重要性や具体的な手法、各

社の取組み状況等について考えます。

第11回　消費社会の最新トピック（消費者教育の推進）

　これからの消費者教育

国の消費者教育をめぐる動きを中心に最新の取り組み内

容を説明する。

第12回　リスクに備える3　サプライチェーンのリスク

マネジメント

消費者の利益を実現するためには、サプライチェーンに

関わるすべての企業が協力し合い、サプライチェーン上

で生じるリスクを軽減させる取り組み等を行う必要があ

ります。

サプライチェーンにおけるリスクマネジメントの重要性

について解説します。

第13回　消費社会の最新トピック（ヒーブ協議会）　企

業と生活者とつなぐ

消費者の声で改善された事例や、商品開発・改善の流れ

から、消費者・企業のとるべき行動を考える。

第14回　消費社会の最新トピック（消費者教育アドバイ

ザー）　消費者教育について（展望）

消費社会を生き抜く(ワークショップ)

第15回　まとめ　本講義の総括

講義全般にわたり概略を振り返り、各自が消費者として

考え、行動していくことを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の障がい者問題

藤原　瑞穂、糟谷　佐紀、南　哲

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義を主として行う。

＜授業の目的＞

本科目は、全学のDPに示される以下４つの指針を目指し、

現代の障害者問題について3つの分野（理学・作業・社
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会）を通して学ぶことを目的とする。

1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理解す

ることができる。

2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くことができる。

3. 生涯にわたって学び続けることができる。

4. 獲得した知識や技能を社会に役立てることができる。

【社会】現代の障害者がおかれている状況を、社会保障、

政策、生活環境などについて、歴史的背景も含め、理解

することを目的とする。

【理学】現代の障害者にかかる、身体、制度、ケアの実

際について様々な側面から理解することを目的とする。

【作業】現代社会における主な疾患や加齢現象について

紹介し、その身体機能や精神心理機能の変化について解

説する。障害のある人の生活や社会生活における問題や

課題について学ぶ。

また、この科目担当者は、医師・作業療法士などとして

十数年以上の経験がある専門職経験者が講義を担当する。

さらにそれら担当者は現在も医療施設や福祉施設へ関わ

る実務経験のある教員である。医療福祉における社会問

題を解説して実践的に役立つ学びへ繋げます。

＜到達目標＞

【社会】現代の障害者がおかれている状況を、社会保障、

政策、生活環境などについて、考えることができる。（

知識・態度）

【理学】現代の障害者にかかる、身体、制度、ケアなど

について理解し、自ら将来に向けた展望を描くことがで

きる。（知識・態度）

【作業】各々の障害特性を知り、障害のある人も障害の

ない人も互いに豊かに暮らすための社会的問題点や課題

について知ることができる。（知識・態度）

＜授業のキーワード＞

障害、障害者制度、障害者の生活

＜授業の進め方＞

総合リハビリテーション学部の3学科（理学療法/作業療

法/社会リハ）の教員によるオムニバス講義で進める。

初回に本科目のオリエンテーションを実施予定である。

＜履修するにあたって＞

授業開始までにリハビリテーションに関する資料を調べ、

障害者について様々な視点から考えられる準備をしてお

いてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の講義で実施される内容について、予習と復習行う

こと（各60分 程度）

＜提出課題など＞

各担当者から出される課題（テストやレポート）を提出

していただきます。

＜成績評価方法・基準＞

各担当者から出される課題（テストやレポート）の評価

を100％とする。

ただし、出席回数が講義回数の3分の2に満たない場合は、

成績評価の対象から外す。

＜参考図書＞

各回担当者から関係資料が配付される予定です(e-learn

ingを使用する場合があります)。

＜授業計画＞

第1回　障害者について（社会・糟谷）

障害者の定義、人数、種別などを把握する。海外と比較

することで、日本の障害者がおかれている状況を理解す

る。

第2回　障害者を取り巻く社会問題（社会・糟谷）

近年、障害者を対象とした社会的な問題が多くみられる。

これらの問題について、背景を把握し課題を考える。

第3回　障害者とユニバーサルデザインの変化（社会・

糟谷）

近年、障害者を対象とした社会的な問題が多くみられる。

これらの問題について、背景を把握し課題を考える。

第4回　障害者の住宅環境（社会・糟谷）

障害者の住宅環境、住宅政策の実態について理解する。

第5回　障害者の暮らし（社会・糟谷）

障害のあるゲストスピーカーから、日常生活、住環境、

旅行など生活全般について話を聞く。

第6回　発達と健康について①（理学・南）

ヒトの発生と胎生期の発達（発育）について学び、人の

健康における重要性や障害との関連性について理解する。

第7回　発達と健康について②（理学・南）

病気の出生前診断における、障がいとの関連性や問題点

について考える。

第8回　発達と健康について③（理学・南)

運動発達について学び、子どもたちが抱える様々な疾患

が発達や健康に及ぼす影響について学ぶ。

第9回　健康と障がいについて（理学・南）

脳性麻痺などの疾患をもつ子どもたちの事例をもとに、

健康と障害の関連性などについて考える。

第10回　子どもの障がいとリハビリテーションについて

（理学・南）

先天性疾患に対するリハビリテーションの実際を学び、

子どもたちの健康を支えるコメディカルの役割について

紹介する。また、様々な疾患をもつ子どもたちとの具体

的な関わり方などについて考える。

第11回　作業療法（作業・藤原）

作業とはなにか、作業に焦点をあてた実践とは何かを理

解する｡

第12回　認知症の人々とその家族（作業・藤原）

認知症当事者と家族の暮らし，その支援を理解する｡

第13回　精神障害のある人々（作業・藤原）

精神科医療の歴史と現代の課題について理解する｡

第14回　在宅で最後を迎える人々（作業・藤原）

在宅での看取りについて理解する｡
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第15回　働く人々（作業・藤原）　�

障害のある人々の就労支援について理解する｡

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の障がい者問題

高梨　薫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、全学のディプロマポリシー１．２．３．４．

を達成することを目指し、現代の障害者問題を理解する

ために、専門的知識がなくても障害者問題をどのように

とらえ、どのように対処すればよいかを考える基礎と応

用の知識を習得できることを目的する。障害者が本人の

意向と状態に応じて日常的な医療やサービスを受け、加

えてノーマライゼーションの理念のもと、地域生活支援

や就労に向けた支援など福祉サービスを受けながら、地

域で自立した生活を送ることができる地域社会（を構築

していくことの大切さ）を理解する。

＜到達目標＞

障害者の福祉をノーマライゼーションの視点で分析する

ことによって、その問題点と今後の展望について議論で

きることを到達目標とする。

＜授業の進め方＞

対面授業「講義」

※今後の感染状況等によっては変更の可能性があります。

資料を配布して講義形式ですすめる。わが国の障害者福

祉の施策を理解するため、参考文献も活用してほしい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回（計15回）の授業のための予習・復習に1時間程度

を要し、事前学習として配布している資料を読んでおく

こと、事後学習としてその回の授業の展開（ストーリー

）を自分で整理しておくこと。

＜成績評価方法・基準＞

授業時間内不定期の課題（35％）と

複数のレポート課題、提出物（65％）で評価する。

＜テキスト＞

概ね各回、資料を配布します。資料はファイルして授業

の際、いつでも振り返りができるようにしておいて下さ

い。

＜参考図書＞

厚生労働白書　厚生労働省編

国民の福祉と介護の動向　厚生労働統計協会

＜授業計画＞

第1回　本講義全体の概要

本講義全体の概要、そして授業内容を例を示して説明す

る。また、授業を受ける際の注意事項、課題や提出物、

評価方法を説明する。

第2回　社会保障制度の社会福祉（6つのの法）について

３障害（身体障害、知的障害、精神障害）と、社会福祉

全般 福祉六法、自立の支援と自己実現（社会福祉は自

立の支援）

第3回　ノーマライゼーションとリハビリテーション①

機能回復訓練、社会復帰、ICIDHとノーマライゼーショ

ンの考え方の違いについて

第4回　ノーマライゼーションとリハビリテーション②

地域社会における共生の実現に向け、障害者の日常生活

および社会生活の総合的な支援を図るノーマライゼーシ

ョンの理念について

第5回　障害者福祉（社会福祉）と家族、地域社会の関

係①

これまでの社会保障（社会福祉）と家族、地域社会の関

係の矛盾について。

第6回　障害者福祉（社会福祉）と家族、地域社会の関

係②

これまでの社会保障（社会福祉）と家族、地域社会の関

係の矛盾。家族、地域社会の再生と地域包括ケアシステ

ムの考え方。

第7回　心身障害者対策基本法から障害者基本法へ①

広く「障害者」についての基本的な考え方や方針を定め

るという改正の趣旨から、心身障害者対策基本法は「心

身障害者」を「障害者」に、そして新しい内容が盛り込

まれ、それまでにない根本的な改正となったことを学ぶ。

第8回　心身障害者対策基本法から障害者基本法へ②

心身障害者対策基本法からは「対策」は削られた。障害

者福祉施策の変遷を理解するうえでその背景を検討する。

第9回　大きな改正となった障害者福祉施策

３障害（身体障害、知的障害、精神障害）を対象として

ひとつの大きな理念のもとに支援していくこと、「心身

障害者」を「障害者」に、また「対策」は削られた。障

害者福祉施策の変遷をふりかえる。

第10回　障害者の就労と雇用①

働くということは、社会的役割の遂行や経済的な自立は

もとより、人が個性を発揮するということ。障害者の就

労支援と就労による社会参加の意義について考える。

第11回　障害者の就労と雇用②

適正と能力に応じた仕事に就き、それに生きがいを感じ

て充実した毎日を過ごせる、と同時に社会の存続発展に

貢献する人間の継続的な活動であり、障害者の就労と雇

用は障害者支援の基本的な考え方。

第12回　障害者の就労と雇用（地域で生活するというこ

と）

わが国では障害者、生活保護世帯、高齢者などに対して

就労のための支援を展開してきており、その具体的な例

を学ぶ。
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第13回　障害者総合支援法について①

自立支援法に代わる障害者総合支援法の制定。

第14回　障害者総合支援法について②

制度の谷間をなく新たな障害保健福祉施策を推進し、地

域社会における共生を実現していく障害者総合支援法に

ついて。

第15回　地域で生活するということ（総括）

新たな障害保健福祉施策を推進し、地域社会における共

生を実現していくために地域生活支援体系を構築、障害

福祉計画によるサービス基盤の計画的整備など、障害者

総合支援法の骨子を確認し、目的と理念を理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

現代の政治

清水　亮

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業と遠隔授業の複合形式（ハイブリッド形式）

「講義」・「演習」・「実習」

＜授業の目的＞

政治と経済、政治と社会、政治のしくみ、政治と世界の

4つのテーマで、政治活動が

どのような特徴を持つのか、どういう場合に政治が登場

してくるのか、どのような制度や決まりの中で政治が行

われているのかを知り、現代の政治を理解することによ

り、これからの政治のあり方、自らの政治への関わり方

について考察することができるようになることを目的と

します。

神戸学院大学のDP（ディプロマポリシー）つまり皆さん

が卒業時に「何ができるようになるか」との関連では、

（知識・技能）では、専門領域の課題を考察するのに必

要な知識を身につけられるようになることを目的としま

す。（思考力・判断力・表現力等の能力）では、身につ

けた広い教養をもとに、さまざまな問題を発見し、解決

のための方策を導くことができること、そしてグループ

ディスカッション、グループプレゼンテーションを通じ

て、自分の意見を表現するだけでなく、相手の意見を理

解し、コミュニケーションの中で、より包括的で優れて

いる解決の方策を考えられるようになること目的としま

す。（主体性を持って多様な人々と共同して学ぶ態度）

では、獲得した知識や技能を活用し、国内外において、

価値観や意見の異なる人々と議論でき、学びを深め、よ

りよい地球市民社会を創るのに役立つの態度を育成、修

得できることを目的とします。

＜到達目標＞

1．政治活動がどのような特徴を持つのか、政治と経済、

政治と社会、政治のしくみ、政治と世界

　のテーマから、1つ例を挙げて説明できる。

2．どういう場合に政治が登場してくるのか、政治と経

済、政治と社会、政治のしくみ、

　政治と世界のテーマから、1つ例を挙げて説明できる。

3、どのような制度や決まりの中で政治が行われている

のか、政治と経済、政治と社会、

　政治のしくみ、政治と世界のテーマから、1つ例を挙

げて説明できる。

4．政治のニュースに関心を持ち、これからの政治のあ

り方について、自らの政治への関わり方を

　含めプレゼンテーションができる。

＜授業のキーワード＞

政治と経済、政治と社会、政治のしくみ、政治と世界

＜授業の進め方＞

・　2回から12回までの授業は、講義、ワークシート、

シャトルカードの記入の流れで進めます。

・　13回、14回、15回は、授業で取り上げたテーマにつ

いて、グループがそれぞれ興味を持った

　　テーマを選び、該当の章のおわりの演習問題から1

つを選び、パワーポイントで

　　プレゼンテーションを作成し、クラス全体の前で、

プレゼンテーションをします。

＜履修するにあたって＞

・　テレビ、ラジオ、Webでのいずれかで、1日1回はニ

ュースに触れる習慣を

　　身につけてください。

・　授業内・外でしっかりサポートしますが、頑張るみ

なさんを歓迎します。

・　学びに真剣な人の迷惑になる、遅刻、授業中の私語

は、厳禁です。

・　スマホ、タブレット、携帯は、カバンにしまってく

ださい。

・　使用発見の場合は、イエローカードを出します。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業中のワークシート記入に備えて、あらかじめテキス

トの該当の章を読み、

章のおわりの3題の演習問題に答えられるように準備し

てくること。（60分程度）

授業後、テキストとノートを基に、授業の内容を振り返

り、ワークシートの演習問題に

適切に解答できたか再確認すること。（60分程度）

毎週、予習と復習を積み重ねると、最後のグループ・プ

レゼンテーションで

取り上げる章を決め、どの演習問題を選ぶか考える際に

役立ちます。

＜提出課題など＞

バーチャル・シャトルカード（みなさんと私のコミュニ

ケーションツール）　毎回

ワークシート（各章の演習問題から1題を出題）　2回か

ら12回授業中に記入

ワークシートは、記入・提出してもらった翌週の授業で、

どこがポイントだったのかについて説明しますので、参
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考にしてください。大変よくわかっていて自分の考えも

反映している5点、

わかっている4点、どちらかというとわかっている3点、

どちらというとわかっていない2点、

わかっていない1点で採点します

パワーポイントのファイル　14回、15回グループの発表

後にメール添付で提出

＜成績評価方法・基準＞

バーチャル・シャトルカード（1x15＝15%）

ワークシート（5x11＝55%)

グループプレゼンテーション（30%）

出席、ワークシート、シャトルカードの提出、グループ

によるプレゼンテーションが単位取得

の最低要件です

＜テキスト＞

北山　俊哉、久米　郁男、真渕　勝　『はじめて出会う

政治学　第3版』　有斐閣　2009年

＜参考図書＞

久米郁男、川出良枝、古城佳子、田中愛治、真渕　勝

『政治学　補訂版』　有斐閣　2011年

川出　良枝、谷口　将紀　『政治学』　東京大学出版会

　2012年

＜授業計画＞

第1回 　イントロダクション・政治とは何か？

第1回の授業は、Zoomで行います。登学の必要はありま

せん。

第2 回以降の授業についての対応について説明します。

授業の目的と到達目標、授業の進め方、授業でカバーす

るテーマ、評価基準、

最終回のグループプレゼンテーションについて説明しま

す。

政治とは何か？統治の正当性について考えます。

第2回　組織された集団が、政治を仕切る

鉄の三角同盟について考え、政治を支配しているのは、

少数者なのか、多数の国民なのか考える。テキスト　第

1章　「組織された集団」

第3回　政府・官僚と民間の関係

規制緩和で何が変わったかについて考えると同時に、市

場の失敗と政府の失敗

について考える。　テキスト　第2章　「官と民の関係

」

第4回　大企業と政治

大企業と政治の関係について、大企業の構造的な影響力

と政治的紛争を

中心に考える。　テキスト　第3章　「大企業と政治」

第5回　選挙と政治

選挙への立候補者は、政策で選挙を戦えるのか？

私たち有権者は、政策で候補者を選んでいるのだろうか

考えます。

テキスト　第4章　「選挙と政治」

第6回　地方分権

自治体の2つの役割と、国と地方自治体の相互依存につ

いて考えます。

テキスト　第5章　「地方分権」

第7回　マスメディアと政治

マスメディアは、政治を動かす力を持っているのか？

マスメディアは、誰の味方かについて考えます。

テキスト　第6章　「マスメディアと政治」

第8回　国会

ねじれ国会と国会の影響力について考えます。

テキスト　第7章　「国会」

第9回　内閣と内閣総理大臣

総理大臣と大統領の権力を比較しながら、総理大臣の影

響力について考えます。　テキスト　第8章　「内閣と

総理大臣」

第10回　官僚

鉄の三角同盟の一角をなす官僚について、大臣と官僚の

バトルと

キャリア官僚のキャリアを中心に考えます。　テキスト

　第9章　「官僚」

第11回　冷戦の終わりとテロとの戦いへ

第2次世界大戦後の国際環境と戦後の日本の対外政策に

ついて考えます。

テキスト　第10章　「冷戦の終わりからテロとの戦いへ

」

第12回　経済交渉

国境を越える政治

貿易は世界を幸せにするか？経済交渉はどう行われるの

かについて

考えます。　テキスト　第11章　「経済交渉」

ビリヤード・ゲームのような国際政治の状況と裸にされ

る国家について

考えます。　テキスト　第12章　「国境を越える政治」

第13回　グループ・

プレゼンテーション・

プリパレ　ション

授業でカバーした12のテーマの中から、グループで、テ

ーマを選び、

該当の章のおわりの演習問題から1つを選び、グループ

で、

プレゼンテーションのパワーポイントを作成します。

第14回　グループ・

プレゼンテーション

授業でカバーした12のテーマの中から、グループで、選

んだテーマの

該当の章のおわりの演習問題から1つを選び、パワーポ

イントを使って、

クラス全体の前でプレゼンテーションをします。

第15回　グループ・

プレゼンテーション



- 283 -

授業でカバーした12のテーマの中から、グループで、選

んだテーマの

該当の章のおわりの演習問題から1つを選び、パワーポ

イントを使って、

クラス全体の前でプレゼンテーションをします。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

こころの科学

田中　秀男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、全学ディプロマ・ポリシーに示す、「広い

教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している

」ことを目指す。「こころ」の要素は、心理学によれば、

感覚、知覚、認知、感情、欲求、学習、記憶、言語、思

考、性格、知能といったものがあると考えられる。それ

らについて「科学」的に研究しようと取り組み続けてき

たのが心理学の歴史ともいえる。本講義は、心理学の歴

史といくつかの領域を概観することで、「こころ」の仕

組みについて「科学」的に調べるとはどういうことか、

そうすることで何が分かるのかを理解することを目的と

する。また、それを理解することで、巷にあふれている

「心理学」の知識として紹介されている記事の内容がど

の程度「科学」的かも疑うことができるようになること

も目的とする。 人間が一般的にもつ心の特徴を教養と

して身につけることで、差別的ではない人間観に裏付け

られた社会性を涵養する。

＜到達目標＞

1. 心理学の考え方と方法を知る。

2. 素朴な「こころ」の見方、考え方について疑いを持

ち、「こころ」について慎重な、すぐには決めつけない

見方ができるようになる。

3. 講義を通じて身につけた知識を用いて人（や動物）

の行動について考えることができるようになる。

＜授業のキーワード＞

心理学の研究方法、記憶、学習、動機、心の発達、集団、

心理療法

＜授業の進め方＞

講義形式で行います。　授業最後に小レポートを課しま

す。

＜履修するにあたって＞

毎回、授業に関する資料を配付します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として授業計画の各回の配布資料をよく読んで

おくこと（目安として45分）。課題に取り組む際にはさ

らに授業のポイントを整理し，理解を深めておくこと（

目安として30分）。

＜提出課題など＞

毎回の授業の内容に関する小レポートの提出を求める。

なお小テストの正答およびレポートのフィードバックに

ついては次回の講義冒頭で行うとともに補足の解説を行

う。

＜成績評価方法・基準＞

授業課題の提出40%、2回の小テスト20%、最終授業日の

確認テスト定期試験40%。

全授業回数の3分の2の出席をもって、単位の認定・評価

の対象者とする。

出席は課題の提出をもって出席とみなす。

＜テキスト＞

使用しない。スライドによって資料を提示する。

＜参考図書＞

二宮克美編　（2016）　「ベーシック心理学」第2版

歯薬出版社

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション&心理学の歴史

授業の進め方、全般的な諸注意、成績評価などについて

説明する。マスメディアを通じて広められている「心理

学の知識」についてその問題点を示す。学問としての心

理学について知る必要を理解する。

第2回　心理学の研究法

心理学の研究方法を知る

第3回　知覚

我々が通常どのように物事を見て、聞いているのかを概

観する

第4回　学習、記憶

「パブロフのイヌ」や条件反射などで知られる学習心理

学の条件づけについて概観し、ヒトに限らない生物の行

動を生じさせる仕組みについて理解する。人の基本的な

機能である記憶について概観する。

第5回　感情・動機づけ

感情の成り立ちを概観する。また、いわゆる「やる気」

ともいえる動機の種類とそれらを高めたり低めたりする

動機づけの要因について概観する。

第6回　パーソナリティ、知能

一般に「性格」言われる人間の感情・意志的な側面と「

知能」と言われる知的側面がどのように研究されてきた

かを概観する。

第7回　発達①：概論

人間関係を形成する基盤となる愛着について概観し、年

齢とともに発達する心理を理解する。

第8回　発達②：各論

ピアジェやエリクソンら代表的な心理学者の発達段階論

を概観する。

第9回　社会①：対人認知・原因帰属・集団

どのように他人を認知しているか・物事の原因をどこに

求めるか・集団において個人とは異なった心理状態にな

るかを学ぶ。
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第10回　社会②：態度・説得・リーダーシップ・流言

人のものの見方がどのように変容するか、いかに人は説

得されるか、優れたリーダーシップに必要な条件とは、

うわさはどのように拡散するかを概観する。

第11回　心理検査

人の性格・作業能力・知能などが今までどのように測定

されてきたかを概観する。

第12回　心理的障害

心理的不健康にはどのような種類があるか、また、こう

した不健康に心理学者は取り組むスタンスを概観する。

第13回　心理療法とカウンセリング

心理学の知見に基づいた心の援助の実際を解説する

第14回　思考・応用分野

人は何をどのように考えるのかを学ぶ

第15回　確認テスト

今までの授業のまとめのテストを行う

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

こころの科学

田端　拓哉

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

授業の目的 この科目は、全学ディプロマ・ポリシーに

示す、「広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を

涵養している」ことを目指す。

「こころ」の要素は、心理学によれば、感覚、知覚、認

知、感情、欲求、学習、記憶、言語、思考、性格、知能

といったものがあると考えられる。それらについて「科

学」的に研究しようと取り組み続けてきたのが心理学の

歴史ともいえる。本講義は、心理学の歴史といくつかの

領域を概観することで、「こころ」の仕組みについて「

科学」的に調べるとはどういうことか、そうすることで

何が分かるのかを理解することを目的とする。また、そ

れを理解することで、巷にあふれている「心理学」の知

識として紹介されている記事の内容がどの程度「科学」

的かも疑うことができるようになることも目的とする。

人間が一般的にもつ心の特徴を教養として身につけるこ

とで、差別的ではない人間観に裏付けられた社会性を涵

養する。

＜到達目標＞

1. 心理学の考え方と方法を知る。

2. 素朴な「こころ」の見方、考え方について疑いを持

ち、「こころ」について慎重な、すぐには決めつけない

見方ができるようになる。

3. 講義を通じて身につけた知識を用いて人（や動物）

の行動について考えることができるようになる。

＜授業のキーワード＞

心理学の研究方法

記憶

脳(神経)

学習

動機

心の発達

心理療法

＜授業の進め方＞

講義を中心に進めます。課題としてトピックの要点につ

いての問題に回答してもらいます。

＜履修するにあたって＞

高校までの教科で言えば、理科（生物）や社会に近い内

容であり、勉強方法はそれに近いと考えられる。受講前

に心理学について知っている必要はないが、言葉の意味

が分からないときは誰かに質問したり辞書等で調べたり

することを厭わないことが求められる。講義の一回一回

の内容はそれぞれに独立ではなく、関連し合っているた

め、一度内容を聞き逃すとその後の理解も難しくなる可

能性がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、インターネットや書籍で読むことがで

きる雑学のような記事にある、性格のタイプや「本当の

」「深層心理」が分かるといった種類の話を読んでみる

こと。ただし、その雑学を正確な知識として覚えるので

はなく、授業の中で知ったことと照らし合わせて、雑学

と異なる点や同じ点を知ることが重要。(目安として1時

間)

事後学習として、授業で紹介された心理学の知識が、自

分の身の回りでもあてはまるか考えてみる。また、自分

の身の回りの人々の心について、自分が思ってきたとお

りのものであるか、心理学の知識をふまえて考え直して

みる。(目安として1時間)

＜提出課題など＞

トピックの区切りごとに、そのトピックが理解できてい

るかを問う問題を解いてもらう。

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出15%、定期試験85%。

全授業回数の3分の2の出席をもって、単位の認定・評価

の対象者とする。

＜テキスト＞

使用しない。スライドによって資料を提示する。

＜参考図書＞

無藤隆他編　（2009）　「よくわかる心理学」　ミネル

ヴァ書房

大山正・上村保子編著　（1998）　「新訂　心理学史」

　放送大学教育振興会

戸田山和久著　（2005）　「科学哲学の冒険　サイエン

スの目的と方法をさぐる」　NHKブックス

＜授業計画＞

第1回　「こころ」についての一般知識について疑う
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マスメディアを通じて広められている「心理学の知識」

についてその問題点を示す。学問としての心理学につい

て知る必要を理解する。

第2～5回　心理学研究の歴史と方法

現代心理学の歴史を概観し、現在の心理学の前提となる、

心についての考え方を知る。心理学の考え方が一通りで

はないことを理解する。

第6回　記憶

人の基本的な機能である記憶について概観する。「覚え

る」という機能について知ることで「忘れる」「思い出

せない」とはどういうことかも考える。

第7回　脳と「こころ」

脳と「こころ」の関係を探究してきた神経心理学の歴史

を概観し、特に脳の構造と記憶の関係について説明する

第8～9回　学習、条件づけ

「パブロフのイヌ」や条件反射などで知られる学習心理

学の条件づけについて概観し、ヒトに限らない生物の行

動を生じさせる仕組みについて理解する。

第10～11回　動機づけ

いわゆる「やる気」ともいえる動機。その種類とそれら

を高めたり低めたりする動機づけの要因について概観す

る。

第12回　発達

人間関係を形成する基盤となる愛着について概観し、年

齢とともに発達する心理を理解する。

第13～14回　臨床

「こころ」の問題の解決を目指す心理療法について、心

理学の歴史を反映した多様な方法のいくつかを紹介する。

第15回　心理学の知識の利用

最終課題を通じて、心理学の知識を日常生活で役立てる

上で、注意するべき点について紹介する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

産業界等連携講義

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、主体性を持って多様な

人々と共同して学ぶ態度を修得することを目指していま

す。

将来の進路決定に自信を持って立ち向かう為、全国で活

躍されている７万７千人の同窓生の中から１５名を選抜

し“人間力”をいかに養うか、社会へ羽ばたいていただ

く為に同窓会が企画し大学と連携した特別な科目です。

就職を考える上で実際の社会・業界・業種で活躍されて

いる卒業生が本音で語りかけ職業選択の参考にして頂き

ます。その為、幅広い知識を習得することができ、それ

に基づいて、他者を理解する能力を身につけることがで

き、実践的教育から構成される授業科目である。

＜到達目標＞

就職活動を行う又は社会人として人々と接する上での心

構えの習得。

＜授業のキーワード＞

学生時代にするべき活動、就職活動の体験談、現在勤め

ている業界・業種の過去･現在・未来の展望、社会人と

しての成功及び失敗談

＜授業の進め方＞

15回様々な卒業生（講師）が登壇致しますので、自己紹

介・学生時代の思い出、就職活動、業界・業種の紹介、

社会人としての成功体験・失敗談等をお話しさせて頂き

ます。

講義終了間際には質問頂く時間を設け、卒業生だから皆

様に言える又は皆様に伝えておきたい本音の話をさせて

頂きます。

＜履修するにあたって＞

私語、途中からの出席及び退出等は禁止させて頂きます。

※講師は変更になる可能性もあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前に各回１時間以上の時間をかけて登壇予定者の会社

・業種等を調べる。

＜提出課題など＞

各登壇者から返却された質問等の回答がある場合は次回

以降の授業で該当者に配布する。

＜成績評価方法・基準＞

出席カード及びレポートを提出。

各授業での出席カードで感想（2点×1回、3点×14回）、

レポート（4点×14回）

レポートは、出席カードが提出されているときのみ採点

対象

＜テキスト＞

適宜、プリントを配布

＜参考図書＞

特になし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

講義の進め方について

第2回　講演

大槻佐智子

第3回　講演

川廷尚弘【公益財団法人日本テニス協会】

第4回　講演

今岡健一【ソニー生命保険(株)】

第5回　講演

香山真希【フリーアナウンサー】

第6回　講演

若林聡【株式会社堀場テクノサービス】

第7回　講演
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浪花功【協愛株式会社】

第8回　講演

今岡健一【ソニー生命保険株式会社】

松尾紀明【ラポール株式会社】

第9回　講演

大塚真也【(株)GLOBO】

第10回　講演

鶴身友也【丹波市役所】

第11回　講演

肥田雅之【コクヨ株式会社】

第12回　講演

藤谷有紗【和田興産株式会社】

第13回　講演

桒原理哲【東洋証券株式会社】

眞鍋英三【東洋証券株式会社】

第14回　講演

進藤優子【一般財団法人キャリアエール】

第15回　講演

松尾紀明【ラポール株式会社】

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

ジェンダー論

山口　真紀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（予定）

＜授業の目的＞

本講義では、私たちが長いあいだにつくりあげてきたジ

ェンダー意識（社会的、文化的につくられた性差）につ

いて理解し、それがいかに人々を束縛しているかを捉え、

どうすればそれらを変えることができるかについて考え

ることを目的とします。性差をめぐる「常識」や「当た

り前」を問い直す視角を得ることは、自分自身の生活や

未来を考える上で役に立つだけでなく、周りの人たちの

生きやすさを考える手立てともなります。

・本科目は、全学ＤＰにおける、広い教養を身につけ、

豊かな人間性や社会性の涵養を促す科目に位置付けられ

るものでです。

＜到達目標＞

・ジェンダーとは何か、また性別をめぐる「常識」に対

する客観的な視点と、なぜそのような「常識」が生まれ

てきたのか／維持されてきたのかを考察する視点を身に

つけることができる

・ジェンダーやセクシュアリティをめぐる概念、歴史に

ついて正確な知識を得ることができる

・ジェンダーをめぐる現代社会の諸問題について理解し、

自分の言葉で論じることができるようになる

＜授業のキーワード＞

ジェンダー、セクシュアリティ、ジェンダー・アイデン

ティティ

＜授業の進め方＞

・授業資料およびミニレポートは、dotCampusにて提示

・回収します。

・時勢および受講生の関心を優先するため、必ずしもシ

ラバスとおりに進むものではありません

＜履修するにあたって＞

レポート課題は、授業日を含めて３日目の２３：５９を

締め切りとします。

締め切り後の提出は、いかなる場合であっても受け付け

ません。

＜授業時間外に必要な学修＞

・講義の予習・復習として指定した課題（文献講読や映

像視聴など）については必ず取り組んでください

・講義の予習・復習として、日頃から、自身の身の周り

の出来事とジェンダーとのかかわりについて考え、ニュ

ースや新聞、誰かの書き物に対してジェンダーの視点か

ら批評を試みてください。

（事前・事後学習各1時間程度）

＜成績評価方法・基準＞

授業参加：50％

中間試験：20％

最終試験：30％

＜テキスト＞

講義では考えるきっかけやヒントとして、下記の素材を

使用します。

１）ニュースなどの現代的なトピック

２）ドキュメンタリーなどの映像資料

３）論文・小説・漫画などのテキスト資料

講義内で指示した素材については、必ず予習をしてくだ

さい。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

ジェンダーとは何か。身体と性差を考える際に、ジェン

ダー概念が明らかにした視座について確認する。

第2回　ジェンダー概念

私たちの身の周りで「常識」となっているジェンダー・

ステレオタイプについて確認し、性別二元論、性別役割

分業意識から生じる性差別について考える。

第3回　フェミニズムの思想と実践①

第一派フェミニズムの潮流を確認する。欧米および日本

における女性参政権運動を概観し、運動と社会の関係に

ついて考える。

第4回　フェミニズムの思想と実践②

第二派フェミニズムの潮流について確認する。日本のウ

ーマン・リブの運動及び主張がどのようなクリティカル

な視点を持っていたのか、当時の女性たちの言葉をもと

に考察する。

第5回　近代家族・ケア労働

こんにち私たちが標準的であるとイメージする家族の形
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態が成立した過程と、その特徴について確認し、性別役

割分業における家事労働の不可視化について理解する。

第6回　ジェンダーと表象①広告

身の周りのメディアにおける広告でどのようなジェンダ

ー表象がなされているか考察する。特に、性差別的であ

ると批判された最近の事例について、それがなぜ性差別

であると言えるのか考える。

第7回　ジェンダー表象②物語

映画やおとぎばなしを題材に、私たちの馴染みのある物

語のなかでどのようなジェンダー表象がなされているか

考察する。

第8回　映像視聴①

ジェンダー・セクシュアリティに関わる概念や事象にま

つわる映像を視聴する。

第9回　映像視聴②

ジェンダー・セクシュアリティに関わる概念や事象にま

つわる映像を視聴し、ミニレポートを作成する。

第10回　セクシュアリティ①

ジェンダー・アイデンティティおよびセクシュアル・オ

リエンテーションの概念を理解する。

第11回　セクシュアリティ②

同性愛をめぐる歴史を確認し、ゲイ・スタディーズおよ

びレズビアンスタディーズの主張と議論を理解する。

第12回　男性学

女性学を経由して近年興隆している「男性学」の諸概念

について知り、現代における「男らしさ」について考え

る。

第13回　性暴力・性労働

性暴力の実態と、それを明らかにすることの難しさ、女

性の被害経験について考える。性労働について、当事者

から提示されている知見を学ぶ。

第14回　インターセクショナリティ／マイクロアグレッ

ション

ジェンダーやセックスだけでなく、人種、社会階層や経

済的階層、セクシャリティ、能力、障害の有無、身体的

特徴などのさまざまなカテゴリーが「交差する」こと（

インターセクショナリティ）によって生じうる問題につ

いて理解する。また、私たちの日常に潜むマイクロアグ

レッション（偏見や差別に基づく見下しや侮辱、否定的

な態度）について考察する。

第15回　共生

共生のための社会構想について、受講者とディスカッシ

ョンを行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

自己発見・大学生活

吉澤　飛鳥

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、主体性をもって多様な人

々と共同して学ぶ態度を習得することを目指します。こ

れから始まる大学生活を主体的にデザインしていきます。

いろいろな学部からの、多様な視点や、考えを持つ人た

ちが集まる場で、個人ワーク・グループワーク行い、内

省することで、自らの特徴について考えます。未来のた

めに、自らを成長させるために、今、何が出来るのか？

何を学ぶべきか？を考えて、行動することを目的として

います。この科目の担当者は、外資系の企業でマーケテ

ィングを担当し、新卒採用にも携わってきた実務経験の

ある教員です。キャリアコンサルタント・産業カウンセ

ラーの資格保有もしており、社会人として必要なスキル

や能力を、実例を交えて、解説します。

＜到達目標＞

・大学生活に持つべきマインドセットを学び、能動的な

学習スタイルを身に付けて行きます。

・自分の特徴に気付き、キャリアデザインシートを作成

し、行動出来るようになります。

＜授業のキーワード＞

キャリアデザイン・コミュニケーション

＜授業の進め方＞

ワークシートによる自己探求、グループでの相互共有、

研究を行い、自己理解を深めて行きます。先輩へのイン

タビューや周囲の人達とコミュニケーションを行い、他

者から得た知見から、自らの大学生活の計画を考えて行

きます。

＜履修するにあたって＞

ドットキャンパスでのお知らせ欄を注意してみてくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

テキストには毎回ワークシートが用意されていますので、

各回1時間以上をかけて授業前には前回のワークの振り

返りと、次のワークの準備をお願いします。

＜提出課題など＞

出席ミニレポート（毎回）：授業内容・感想・意見など

提出課題：（中間と最終回）：レポート

※希望者は提出課題のフィードバックを個別面談にて実

施します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み姿勢10%　毎回の授業での振り返りミ
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ニレポート45%　 中間・期末レポート課題による評価45

%

＜テキスト＞

オリジナルテキスト、ワークシート、その他新書で900

円程度の書籍を使用します。別途、授業で伝えます。

＜授業計画＞

第１回　オリエンテーション・授業の目的と進め方の共

有

授業の目的やゴールを理解します。シラバスを確認し、

15回の進め方・グループワークの進行の仕方を知る。

第２回　大学に入学した理由と大学での学び、高校生と

の違い

自分が神戸学院大学に入学した理由を再度認識し、大学

での学びと高校での学び方の違いを確認する

第３回　自己発見・他者理解(過去から今の自分を見て

みる)

過去の自分から、今の自分を見てみて、成長の軌跡を確

認する

第４回　自己紹介・グループワーク

これから多くの機会があるであろう自分の自己紹介文を

作って、グループで発表する。学びの仲間の多様性を知

る。

第５回　大学生活でやりたいこととやるべきこと（１）

大学で自分が「やりたいこと」と「やるべきこと」につ

いて考えて行く。

第６回　学生へのインタビュー

神戸学院大学に在籍している学生に、どんな思いで入学

して、どんな大学生活を送っているのか、インタビュー

する。

第７回　学生インタビューの振り返り

学生にインタビューした内容の振り返りをし、自分はど

んな大学生活を送っているのかをイメージしていく。

第８回　社会が求める人材

大学生活で自分がやるべきことに焦点を絞り、社会がど

んな人材を求めているのかを知る。

第９回　自己の特徴について考える

アセスメントツールの結果を用いながら、自分の行動特

性について知る。他者との違いについても確認をする。

第１０回　協力と共有・チームワーク

協力・共有がなぜ、これから求められていくのか?協力

と共有をしていくには、自分自身がどうあるべきなのか

を知る。

第１１回　コミュニケーションの仕組みと意味を考える

協力・共有に必要なコミュニケーションの仕組みと意味

を、グループワークの中から学んでいく。

第１２回　大学生活のグランドデザインシートの個人研

究(検討・作成)

大学生活において、自らがやりたいこと、やるべきこと

を、どのタイミングで、どう行動していくかを考えて行

く。

第１３回　大学生活のグランドデザインシートの個人研

究(相互研究)

大学生活のグランドデザインシートを、グループ内で発

表し、更に目標に近づけるように、相互にアドバイスし

あう。

第１４回　大学生活のグランドデザインシートの発表

大学生活のグランドデザインシートについて、A3一枚に

自分の意見をまとめて、

発表していく。自らのデザインを発表するとともに、他

者へのエールも送る。

第１５回　全体の振り返り(最終レポート作成など)

15回を振り返り、これからの自分の目標を設定する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

自己発見・大学生活

棚橋　浩樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、主体性をもって多様な人

々と共同して学ぶ態度を習得することを目指します。こ

れから始まる大学生活を主体的にデザインしていきます。

いろいろな学部からの、多様な視点や、考えを持つ人た

ちが集まる場で、個人ワーク・グループワーク行い、内

省することで、自らの特徴について考えます。未来のた

めに、自らを成長させるために、今、何が出来るのか？

何を学ぶべきか？を考えて、行動することを目的として

います。

この科目の担当者は、人材を扱う企業で約10年間新卒採

用に携わってきた実務経験のある教員です。社会人とし

て必要なスキルや能力を、実例を交えて、解説します。

＜到達目標＞

・大学生活に持つべきマインドセットを学び、能動的な

学習スタイルを身に付けて行きます。

・自分の特徴に気付き、キャリアデザインシートを作成

し、行動出来るようになります。

＜授業のキーワード＞

キャリアデザイン・コミュニケーション

＜授業の進め方＞

ワークシートによる自己探求、グループでの相互共有、

研究を行い、自己理解を深めて行きます。先輩へのイン

タビューや周囲の人達とコミュニケーションを行い、他

者から得た知見から、自らの大学生活の計画を考えて行

きます。

＜履修するにあたって＞

ドットキャンパスでのお知らせ欄を注意してみてくださ

い。
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＜授業時間外に必要な学修＞

テキストには毎回ワークシートが用意されていますので、

各回1時間以上をかけて授業前には前回のワークの振り

返りと、次のワークの準備をお願いします。

＜提出課題など＞

出席ミニレポート（毎回）：授業内容・感想・意見など

提出課題：（中間と最終回）：レポート

※希望者は提出課題のフィードバックを個別面談にて実

施します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み姿勢10%　毎回の授業での振り返りミ

ニレポート45%　 中間・期末レポート課題による評価45

%

＜テキスト＞

オリジナルテキスト、ワークシート、その他新書で900

円程度の書籍を使用します。別途、授業で伝えます。

＜授業計画＞

第１回　オリエンテーション・授業の目的と進め方の共

有

授業の目的やゴールを理解します。シラバスを確認し、

15回の進め方・グループワークの進行の仕方を知る。

第２回　大学に入学した理由と大学での学び、高校生と

の違い

自分が神戸学院大学に入学した理由を再度認識し、大学

での学びと高校での学び方の違いを確認する

第３回　自己発見・他者理解(過去から今の自分を見て

みる)

過去の自分から、今の自分を見てみて、成長の軌跡を確

認する

第４回　自己紹介・グループワーク

これから多くの機会があるであろう自分の自己紹介文を

作って、グループで発表する。学びの仲間の多様性を知

る。

第５回　大学生活でやりたいこととやるべきこと（１）

大学で自分が「やりたいこと」と「やるべきこと」につ

いて考えて行く。

第６回　学生へのインタビュー

神戸学院大学に在籍している学生に、どんな思いで入学

して、どんな大学生活を送っているのか、インタビュー

する。

第７回　学生インタビューの振り返り

学生にインタビューした内容の振り返りをし、自分はど

んな大学生活を送っているのかをイメージしていく。

第８回　社会が求める人材

大学生活で自分がやるべきことに焦点を絞り、社会がど

んな人材を求めているのかを知る。

第９回　自己の特徴について考える

アセスメントツールの結果を用いながら、自分の行動特

性について知る。他者との違いについても確認をする。

第１０回　協力と共有・チームワーク

協力・共有がなぜ、これから求められていくのか?協力

と共有をしていくには、自分自身がどうあるべきなのか

を知る。

第１１回　コミュニケーションの仕組みと意味を考える

協力・共有に必要なコミュニケーションの仕組みと意味

を、グループワークの中から学んでいく。

第１２回　大学生活のグランドデザインシートの個人研

究(検討・作成)

大学生活において、自らがやりたいこと、やるべきこと

を、どのタイミングで、どう行動していくかを考えて行

く。

第１３回　大学生活のグランドデザインシートの個人研

究(相互研究)

大学生活のグランドデザインシートを、グループ内で発

表し、更に目標に近づけるように、相互にアドバイスし

あう。

第１４回　大学生活のグランドデザインシートの発表

大学生活のグランドデザインシートについて、A3一枚に

自分の意見をまとめて、

発表していく。自らのデザインを発表するとともに、他

者へのエールも送る。

第１５回　全体の振り返り(最終レポート作成など)

15回を振り返り、これからの自分の目標を設定する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

自己理解・将来展望

吉澤　飛鳥

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、主体性をもって多様な人

々と共同して学ぶ態度を習得することを目指します。就

業力を高めるために、自己理解や自己分析を通して自分

自身のキャリアデザインを考えます。大学生活を振り返

り、出来たこと、出来なかったことを基に、今後の大学

生活を考えます。自分の特徴（興味・関心、志向、能力

）について考え、将来の職業として、様々な業界・業種

があることを理解し、自分の将来・進路について検討を

行います。この科目の担当者は、外資系企業でマーケテ

ィングや人材を扱う企業で約５年間新卒採用に携わって

きた実務経験のある教員です。キャリアコンサルタント

や産業カウンセラーの資格も保持しており、社会に出る

にあたり必要なスキルや能力を、実例を交えて、解説し

ます。

＜到達目標＞

・ワークシート等の作成を通じて自己の特徴を理解して

いる。
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・自分の進路について大きな方向付けができている。

＜授業のキーワード＞

キャリアデザイン、就職、グループワーク、業界・業種

・職種研究、目標と行動計画、プレゼンテーション、コ

ミュニケーション

＜授業の進め方＞

大学生活を振り返り、大学での活動を通じて気づいた自

分の特徴について、ワークシートにより、自己研究、グ

ループでの相互研究を行います。また将来の職業につい

て、グループで調査を行い、クラスに持ち寄って相互教

授を行います。

＜履修するにあたって＞

この授業では、座学だけでなく、個別ワーク、ペアワー

ク、グループワークといった場面が毎回のように用意さ

れています。始めは自分の考えをアウトプットすること

ができない、初対面の学生と話すことが難しいと感じる

人が多くいますが、繰り返しで慣れてくると、教員や他

の学生から学べる楽しさや役立ち感を感じられるように

なります。授業は是非、受け身でなく、積極的に参加し

ましょう。

注意：ドットキャンパスのお知らせ欄を注意して見てお

いてください。遠隔授業になった場合には、様々なワー

クシートなどは、ドットキャンパスを通して配布します。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回1時間以上をかけて授業前には前回のワークの振り

返りをお願いします。

＜提出課題など＞

出席コメント（毎回）：授業内容・感想・行動計画・意

見・質問について、課題：大学生活レビュー、キャリア

デザインシート、期末レポート等

＜成績評価方法・基準＞

授業内で作成、提出されるワークシート40％、チーム員

によるプレゼン評価20%、レポート課題による評価40％

※希望者は提出課題のフィードバックを個別面談にて実

施します。

＜テキスト＞

オリジナルテキスト、ワークシート

＜参考図書＞

0

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション・授業の目的、進め方

シラバスについて確認するとともに、各回の内容をダイ

ジェストで説明する

第2回　大学生活のレビュー・自己理解（個人研究）

これまでの大学生活を振り返り、整理することで自身の

今の立ち位置を把握する

第3回　大学生活のレビュー・自己理解（相互研究）

他者の大学生活の過ごし方を聞いたり、これまでに生じ

た疑問を共有することでこれからの大学生活のヒントや

気づきを得る

第4回　コミュニケーション力のトレーニング

相手の立場に合わせた伝え方・聴き方を考える

第5回　社会人基礎力を考える

社会でどのような力が求められているのか、またそれは

どのようにすれば磨けるのかについて考える

第6回　変化を考える

社会や就職環境が今後どのように変化していくかについ

て考える

第7回　就職に必要なスキル

現時点で就職に向けてどの程度力が備わっているのか、

これからの学生生活でどのように身につけいていくのか

を考える

第8回　就職活動の流れ

就職活動がどのように進むのか大きな流れをつかむ

第9回　業界・業種・職種について考える

業界・業種・職種について理解する。企業研究に必要な

ことを知る

第10回　業界・業種・職種について考える（グループ研

究）

グループに分かれ、それぞれで決めた業界・業種・職種

について研究する

第11回　業界・業種・職種について考える（相互教授）

グループで研究した内容をクラス内でプレゼンテーショ

ンする

第12回　ダイバーシティ

ダイバーシティについて、社会や企業の現状を知ること

で理解を深める

第13回　 キャリアデザインシートの個人研究

今までのワークを振り返り、これからの大学生活におい

て自らがやりたいこと、やるべきことを、どのタイミン

グで、どう行動していくのかを個人で考え自身のキャリ

アデザインシートを作成する

第14回　キャリアデザインシートの相互研究

キャリアデザインシートを、グループ内で発表し、更に

目標に近づけるように、相互にアドバイスする。

第15回　全体の振り返り

全体の振り返りと最終レポートの提示
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0

0　0

0
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

自己理解・将来展望

棚橋　浩樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、主体性をもって多様な人

々と共同して学ぶ態度を習得することを目指します。就

業力を高めるために、自己理解や自己分析を通して自分

自身のキャリアデザインを考えます。大学生活を振り返

り、出来たこと、出来なかったことを基に、今後の大学

生活を考えます。自分の特徴（興味・関心、志向、能力

）について考え、将来の職業として、様々な業界・業種

があることを理解し、自分の将来・進路について検討を

行います。

この科目の担当者は、人材を扱う企業で約10年間新卒採

用に携わってきた実務経験のある教員です。社会人とし

て必要なスキルや能力を、実例を交えて、解説します。

＜到達目標＞

・ワークシート等の作成を通じて自己の特徴を理解して

いる。

・自分の進路について大きな方向付けができている。

＜授業のキーワード＞

キャリアデザイン、就職、グループワーク、業界・業種

・職種研究、目標と行動計画、プレゼンテーション、コ

ミュニケーション

＜授業の進め方＞

大学生活を振り返り、大学での活動を通じて気づいた自

分の特徴について、ワークシートにより、自己研究、グ

ループでの相互研究を行います。また将来の職業につい

て、グループで調査を行い、クラスに持ち寄って相互教

授を行います。

＜履修するにあたって＞

この授業では、座学だけでなく、個別ワーク、ペアワー

ク、グループワークといった場面が毎回のように用意さ

れています。始めは自分の考えをアウトプットすること

ができない、初対面の学生と話すことが難しいと感じる

人が多くいますが、繰り返しで慣れてくると、教員や他

の学生から学べる楽しさや役立ち感を感じられるように

なります。授業は是非、受け身でなく、積極的に参加し

ましょう。

注意：ドットキャンパスのお知らせ欄を注意して見てお

いてください。遠隔授業になった場合には、様々なワー

クシートなどは、ドットキャンパスを通して配布します。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回1時間以上をかけて授業前には前回のワークの振り

返りをお願いします。

＜提出課題など＞

出席コメント（毎回）：授業内容・感想・行動計画・意

見・質問について、課題：大学生活レビュー、キャリア

デザインシート、期末レポート等

＜成績評価方法・基準＞

授業内で作成、提出されるワークシート40％、チーム員

によるプレゼン評価20%、レポート課題による評価40％

※希望者は提出課題のフィードバックを個別面談にて実

施します。

＜テキスト＞

オリジナルテキスト、ワークシート

＜参考図書＞

0

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション・授業の目的、進め方

シラバスについて確認するとともに、各回の内容をダイ

ジェストで説明する

第2回　大学生活のレビュー・自己理解（個人研究）

これまでの大学生活を振り返り、整理することで自身の

今の立ち位置を把握する

第3回　大学生活のレビュー・自己理解（相互研究）

他者の大学生活の過ごし方を聞いたり、これまでに生じ

た疑問を共有することでこれからの大学生活のヒントや

気づきを得る

第4回　コミュニケーション力のトレーニング

相手の立場に合わせた伝え方・聴き方を考える
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第5回　社会人基礎力を考える

社会でどのような力が求められているのか、またそれは

どのようにすれば磨けるのかについて考える

第6回　変化を考える

社会や就職環境が今後どのように変化していくかについ

て考える

第7回　就職に必要なスキル

現時点で就職に向けてどの程度力が備わっているのか、

これからの学生生活でどのように身につけいていくのか

を考える

第8回　就職活動の流れ

就職活動がどのように進むのか大きな流れをつかむ

第9回　業界・業種・職種について考える

業界・業種・職種について理解する。企業研究に必要な

ことを知る

第10回　業界・業種・職種について考える（グループ研

究）

グループに分かれ、それぞれで決めた業界・業種・職種

について研究する

第11回　業界・業種・職種について考える（相互教授）

グループで研究した内容をクラス内でプレゼンテーショ

ンする

第12回　ダイバーシティ

ダイバーシティについて、社会や企業の現状を知ること

で理解を深める

第13回　 キャリアデザインシートの個人研究

今までのワークを振り返り、これからの大学生活におい

て自らがやりたいこと、やるべきことを、どのタイミン

グで、どう行動していくのかを個人で考え自身のキャリ

アデザインシートを作成する

第14回　キャリアデザインシートの相互研究

キャリアデザインシートを、グループ内で発表し、更に

目標に近づけるように、相互にアドバイスする。

第15回　全体の振り返り

全体の振り返りと最終レポートの提示

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

自己理解・将来展望

前川　明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

教員の連絡先：mekw0925@ge.kobegakuin.ac.jp

対面を予定していますが、コロナの状況に応じて、オン

ラインになる可能性があります。

その場合には下記からアクセスください。

授業アクセス情報：

https://zoom.us/j/92662709988?pwd=OVY4SjNydmxXZ3hv

WEQ2ZWVtWDNydz09

ミーティングID: 926 6270 9988

パスコード: 110267

＜授業の目的＞

大学生活を振り返り、出来たこと、出来なかったことを

基に、今後の大学生活を考える。自分の特徴（興味・関

心、志向、能力）について考え、将来の職業として、様

々な業界・業種があることを理解し、自分の将来・進路

について検討を行う。この科目の担当者は、企業人事担

当やキャリアコンサルタントとして、約20年間採用活動

や就職支援を行っていた実務経験のある教員です。大学

での学びや大学生活（課外活動など）での経験が、どの

ように社会で役に立つのかを実例を交えて解説します。

�

＜到達目標＞

・ワークシート等の作成を通じて自己の特徴を理解して

いる。
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・自分の進路について大きな方向付けができている。

＜授業のキーワード＞

キャリアデザイン、就職、グループワーク、業界・業種

・職種研究、目標と行動計画、プレゼンテーション、コ

ミュニケーション

＜授業の進め方＞

大学生活を振り返り、大学での活動を通じて気づいた自

分の特徴について、ワークシートにより、自己研究、グ

ループでの相互研究を行います。また将来の職業につい

て、グループで調査を行い、クラスに持ち寄って相互教

授を行います。

＜履修するにあたって＞

この授業では、座学だけでなく、個別ワーク、ペアワー

ク、グループワークといった場面が毎回のように用意さ

れています。始めは自分の考えをアウトプットすること

ができない、初対面の学生と話すことが難しいと感じる

人が多くいますが、繰り返しで慣れてくると、教員や他

の学生から学べる楽しさや役立ち感を感じられるように

なります。授業は是非、受け身でなく、積極的に参加し

ましょう。

注意：ドットキャンパスのお知らせ欄を注意してみてお

いてください。今後のオンライン授業の案内を掲載して

いきます。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回1時間以上をかけて授業前には前回のワークの振り

返りをお願いします。

＜提出課題など＞

出席コメント（毎回）：授業内容・感想・行動計画・意

見・質問について、課題：大学生活レビュー、キャリア

デザインシート、期末レポート等

＜成績評価方法・基準＞

授業内で作成、提出されるワークシート40％、チーム員

によるプレゼン評価20%、レポート課題による評価40％

※希望者は提出課題のフィードバックを個別面談にて実

施します。

＜テキスト＞

オリジナルテキスト、ワークシート

＜参考図書＞

0

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション・授業の目的、進め方

シラバスについて確認するとともに、各回の内容をダイ

ジェストで説明する

第2回　大学生活のレビュー・自己理解（個人研究）

これまでの大学生活を振り返り、整理することで自身の

今の立ち位置を把握する

第3回　大学生活のレビュー・自己理解（相互研究）

他者の大学生活の過ごし方を聞いたり、これまでに生じ

た疑問を共有することでこれからの大学生活のヒントや

気づきを得る

第4回　コミュニケーション力のトレーニング

相手の立場に合わせた伝え方・聴き方を考える

第5回　社会人基礎力を考える

社会でどのような力が求められているのか、またそれは

どのようにすれば磨けるのかについて考える

第6回　変化を考える

社会や就職環境が今後どのように変化していくかについ

て考える

第7回　就職に必要なスキル

現時点で就職に向けてどの程度力が備わっているのか、

これからの学生生活でどのように身につけいていくのか

を考える

第8回　就職活動の流れ

就職活動がどのように進むのか大きな流れをつかむ

第9回　業界・業種・職種について考える

業界・業種・職種について理解する。企業研究に必要な

ことを知る

第10回　業界・業種・職種について考える（グループ研

究）

グループに分かれ、それぞれで決めた業界・業種・職種

について研究する

第11回　業界・業種・職種について考える（相互教授）

グループで研究した内容をクラス内でプレゼンテーショ

ンする

第12回　ダイバーシティ

ダイバーシティについて、社会や企業の現状を知ること

で理解を深める

第13回　 キャリアデザインシートの個人研究

今までのワークを振り返り、これからの大学生活におい

て自らがやりたいこと、やるべきことを、どのタイミン

グで、どう行動していくのかを個人で考え自身のキャリ

アデザインシートを作成する

第14回　キャリアデザインシートの相互研究

キャリアデザインシートを、グループ内で発表し、更に

目標に近づけるように、相互にアドバイスします

第15回　全体の振り返り

全体の振り返りと最終レポートの提示
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

時事・現代用語Ⅰ

植村　仁

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面）

＜授業の目的＞

主題：時事用語を軸とした、私たちの生きるこの社会の

諸相、諸問題の把握。

目的：当科目は共通教育センター基礎思考分野に属し、

この社会に関する基礎知識の修得と専門教育の基盤とな

る論述等の技術を磨くことを目的としている。具体的に

は以下の通りである。

１．講義中に取り上げる時事用語、ニュース、基礎知識

などの知識を吸収し、これらについて簡潔に口頭・記述

両面で表現できるようになること。人に説明できるよう

になること。

２．個々の時事・現代用語だけではなく、この世の様々

な問題の奥底に流れている鍵となる、大枠となる概念や

問題を知ること。

３．資料収集、論述についての初歩的かつ実践的な技能

を身につけること。

全学のディプロマポリシーとの関係

1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理解す

ることができる。

幅広く主要な時事問題の理解をすることにより、視点を

身の回りの世界から我々の住む社会全体へと広げ、広範

な他者理解を推し進める。

2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くことができる。

問題解決のためには主要な問題を広範に知り、取り組む

べき問題を選択する必要がある。当講義では広範な問題

点の理解よりこれに貢献する。

3. 生涯にわたって学び続けることができる。

当講義では、情報収集能力、要約能力、論述能力を含む、

ミニマムな諸リテラシー能力を伸長しつつ時事問題を能

動的に読み解く。

4. 獲得した知識や技能を社会に役立てることができる。

状況把握・判断・処理の第一歩、状況把握の最初の糸口

を提供する。つまり、身の回りに起こっている問題はど

のような大問題に繋がっているのかを提供する。

当科目担当者はソフトウェア開発の請負の経験を複数持

つ実務経験のある教員である。また大学外での技術教育

の経験を持つ。当科目では高度にIT化する社会について

の事項をしばしば取り扱うが、この点で実際に即した解

説をすることができる。また当科目は共通教育リテラシ

ー科目群に属するが、担当者は中等教育、大学以外での

高等教育においても長年のリテラシー教育に携わってお

り、中等教育から大学初年次教育への橋渡しをする者で

ある。

＜到達目標＞

時事用語、ニュース、関連する基礎知識、諸時事・概念

の関連性について理解し、簡明に口頭で答えられるよう

になる。自分の言葉で答えられるようになる。

理解した内容を、正確・簡潔に記述できるようになる。

副次的な目標:

基本的な資料収集ができるようになる。

＜授業のキーワード＞

時事、現代用語、社会問題

＜授業の進め方＞

授業中に調べ物をする必要が度々出てくるので、ネット

ワークに接続できる電子機器(スマートフォン等)を持参

すること。

授業前に簡単にニュースを見ておくことを推奨する。日

頃からニュースを見ることを少し習慣づけるとより楽し

く受講できると思われる。

授業中では、まず私達が今持っている知識や知っている

ニュースを共有する。ここからスタートする。

次は基本的な記事を読み、最初の【とりあえずの】理解

をしてみる。この段階ではまだ十分な理解に至らない。

正解を出すことに固執せず、質問や議論の中で理解を深

める態度が望ましい。この講義ではありがちな間違いを

しっかりと見ておくことを重視しているから、むしろ誤
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答を出し尽くすつもりで臨むこと。

十分な理解のためには、時事の前後の知識、注意点の補

足、関係性の捕捉などが必要なので、これらを補う。具

体的には、資料の飛ばし読みをしたり、要約の練習をし

たり、問題を解いたりすることになる。

特に、単純な問題で足固めをし、より複合的な問題へと

進んでゆく。

毎回の講義の目標は、学んだ内容を簡単に家族や知人に

話せるようになることである。講義の最後には簡単な小

レポートを作ることで話の組み立てを練習する。

期末レポートは小レポートの内容が参考になるので、小

レポートのコピーをとっておくこと。

※本講義の性質上、講義計画に記載された内容は最低限

の経由点であり、追加の内容を大量に含む。

＜履修するにあたって＞

時事・現代用語I、II、III はどの順番で履修しても構

わない。

本講義は以下のように段階を踏んで学習するように設計

されている。

「予習は受講の助けとなる。毎回の講義のゴールは小レ

ポートにある。小レポートを足場に期末レポートを作成

する。」

課題はweb上での提出となるため、スマートフォン等のw

ebにつながる媒体を持参すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前に次週取り扱う分野の時事問題の資料を読んでおく

こと。小1時間程度を費やすことが望ましい。

＜提出課題など＞

授業内での小レポートは、原則として授業時間内に提出

すること。期限が切れた提出物も最終週まで受理するの

で、精力的に取り組むこと。

小レポートの評価は基本的に練習量と抽出による評価に

よる。

期末レポートは基本的に最終回に提出すること。

期末レポートの内容は、小レポートの総合・発展的な内

容となることに留意すること。

期末レポートは多数の設問からなるため、その評価は抽

出による評価となる。

＜成績評価方法・基準＞

小レポート(50%)

提出数と、提出物を抽出・採点し計算された点数により

評価する。

期末レポート (50%)

半期に学習した内容を問うレポート。評価項目はレポー

ト課題に直接示す。

授業内での質問に対する加点がある。（＋20%まで）

他、加点・減点がある。

小レポート数が過少・期末レポートの必須条件を満たさ

ない場合には、減点とする。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

本講義の概要、評価基準、履修方法の説明などを行う。

講義の練習として短い時事問題を取り扱う。

第2回　食品小売業界の変化

日本の食品小売業界について基本的な事項を抑えた後そ

の変化を概観する。同時に、簡潔な記述方法についても

学ぶ。

第3回　農林水産業

6次産業化をはじめとする農林水産業を取り巻く情勢の

変化も扱う。

第4回　地方再生・地方創生

さまざまな事例を交えながら、地方再生・地方創生につ

いての官民の動きについて学ぶ。同時に、網羅すること

の重要性についても学ぶ。

第5回　労働・雇用問題

ここでは、下請け、派遣とは何かという基本的な事項、

二重派遣と偽装請負などの問題を押さえ、非正規雇用に

ついての問題と限定正社員等について理解する。

また、経緯を押さえることの重要性についても触れる。

第6回　保険と年金、社会保障と税の一体改革

成人し働き始めるまでは馴染みは薄いが、生活するにあ

たって非常に重要な要素である保険、年金、福利厚生な

どについて、その実際をまず知ることから始める。さら

にこれらにまつわる時事について学ぶ。

第7回　カイゼン、ルールメイキング、標準化

日本人は既存のルールの下で非常に勤勉であるとされて

いる。近年自らルールを作ることに徐々に光が当てられ

つつある。ルールメイキングとは何か、それがどのよう

な分野でどのように展開されつつあるのかを読み解く。

第8回　最新時事と復習

当授業計画に含まれない最新の時事から、重要と思われ

るものを取り上げる。

またここまでの復習を行う。

第9回　エネルギー問題

国内外のエネルギー安定供給について学ぶ。１次エネル

ギー・２次エネルギーの安定供給に分けて、歴史的背景

を学び、そこからエネルギー問題の要点を見抜く。

第10回　先進テクノロジーとハイプ・サイクル

米ガートナー社の先進テクノロジーに関するハイプ・サ

イクルを読み解きながら、テクノロジーに関する時事問

題を幅広く知る。基本的なグラフの読み方もここで学ぶ

第11回　さらなる情報化、ビットの世界からアトムの世

界へ

IoT、ユビキタス、クラウド、共に耳にしたことがある

単語ではあると思う。しかしながら、その実体は我々ユ

ーザーには見えづらいものだ。

ここではこの２つの語が指すものは何なのかを紐解き、
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どのような新しいことが、どのように可能となったのか

を明確にした上で、さらにそれらのコンセプトにまで遡

りより豊かな理解に至る経験をすることとしよう。

また、最近一般紙にも登場する「ビッグデータ」「デー

タサイエンス」であるが、これによって一体何が変わる

のか。そこに至るまでの長い歴史を概観し、通底する普

遍的なアイデアに到達する。

第12回　広告とEコマースにまつわる諸問題

電子商取引、広告業、電子決済とこれらに関連する事項

について基本的理解をした後、さまざまな関連性を見出

しながら、幅広く問題点を発見することにしたい。

第13回　先進的な自動車と道路交通、物流

日本は世界に名だたる自動車立国であるが、ここにも変

革の波が存在する。今回は高度道路交通システム（ITS

）、自律運転、及びこれらについてのプロジェクト等に

触れ、来るべき未来についてのシナリオを知ることとし

よう。この回ではICT業界と自動車業界、2つの分野を結

びつけて時事問題を理解するという点にも着目する。

また、日本は世界に冠たるインフラをもつ国である。物

流の観点から幾つかの時事を読み解く。

第14回　自然科学の進展

しばしば混同される科学と技術ではあるが、ここでは応

用的な技術ではなく、自然科学の最近の進展とその重要

性について理解してゆく。

第15回　最新時事・まとめ

当授業計画に含まれない最新の時事から、重要と思われ

るものを取り上げる。

また、当授業のまとめを行う

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

時事・現代用語Ⅰ

中西　久雄

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

『オンデマンド』・『オンライン』・『対面』どれかで

講義を行ないます。

いずれかの形で講義は行ないますが、どのような形にな

るかは社会情勢・大学の決定に依ります。

質問等は基本dotCampusにて行うこと

尚dotCampusがアクセスできない場合は以下にメールを

あなたの所属・学籍番号・氏名・講義時間を明らかにし

て送信すること

h_nakanishi@ge.kobegakuin.ac.jp

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）

の本科目の取扱いについて

⇒通常授業時の取扱いと同様に、休講とします。

解除・発令時刻と授業・試験開始時限等、取扱いの詳細

については大学ホームページの

以下の場所に記載されているので、確認してください。

{大学ホームページで確認,URL: https://www.kobegakui

n.ac.jp/students/toriatsukai.html}

＜授業の目的＞

主題：

①時事問題・現代用語の理解を深める

②社会と自分の関連性の理解ができるようになる

時事・現代用語Ⅰでは国内時事問題を中心に講義を行な

います

＜到達目標＞

①時事問題・現代用語の時代背景・歴史を修得できるよ

うになる

②他科目での学習に際して、時事問題を理解する事によ

り、習得知識に厚みを持つことができるようになる

③各種資格試験にも対応できる基礎的な知識の修得がで

きるようになる

＜授業のキーワード＞

時事、現代用語、歴史、文化、環境

＜授業の進め方＞

授業のトピックに沿って解説を行ないます。

また、その週に起こった主要な時事案件、もしくは注目

する時事案件を題材に解説を行なっていくこともありま

す。

情報端末を利用した参加型の授業を実施する場合があり

ます。

＜履修するにあたって＞

新聞を読んだり、地図を見たりする習慣を身につけても

らいたいが、少なくともテレビのニュースは出来る限り

見ておいてほしい。時事・現代用語は、今の問題を扱う

ので主題のところに書いてある内容以外も、どんどん取

り上げていきたい。また、時事・現代用語は、政治・経

済・社会のトピックスのみではないので、科学技術、ス

ポーツ、文化などの話題も盛り込んでいきます。このた

め主題や内容が変更する可能性があります。

★エントリーシートや履歴書等にも記載できる全国統一

評価であるニュース検定の受験を強く推奨します。目標

は２級合格です。

＜授業時間外に必要な学修＞

新聞・ニュース・インターネットニュースなどでの情報

収集を必ず行なう事

講義内容の復習・わからなかった言葉は必ず調べること

情報端末を利用した参加型授業を展開する場合は、少し

予習を必要とする場合があります。

＜提出課題など＞

授業内に指示し、授業内に提出する課題があります（不
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定期・事前通知無）

＜成績評価方法・基準＞

≪オンデマンド・オンラインの場合≫

70%レポート課題(数回実施予定で授業内課題を含)+30%

小テストとして評価します。（ニュース時事能力検定の

合格者は加点を受けることができる）

≪対面の場合≫

30%レポート課題(数回実施予定で授業内課題を含)+70%

期末テストとして評価します。（ニュース時事能力検定

の合格者は加点を受けることができる）

＜テキスト＞

使用しません。配布プリントや映像教材などを使用しま

す。

＜参考図書＞

2022年度版 ニュース検定 公式テキスト 「時事力」発

展編（１・２・準２級対応）

2022年度版 ニュース検定 公式問題集　１・２・準２級

2022年度版 ニュース検定 公式テキスト＆問題集　「時

事力」基礎編(3級・4級対応）

＜授業計画＞

第1回　授業オリエンテーション

はじめに

ニュースに触れてみよう

新聞、ニュースの見方や各メディアの特徴を学習する

第2回　マスコミュニケーションとパーソナルコミュニ

ケーション（１）

コミュニケーションの種類とそれぞれの特徴を学習しよ

う

第3回　マスコミュニケーションとパーソナルコミュニ

ケーション（２）

コミュニケーションの種類とそれぞれの特徴を学習しよ

う

第4回　地球温暖化の問題を考えよう

なぜ今CO２削減と言われているのか、もし何もしなけれ

ばどうなるのか。

どのような機関、システムが地球温暖化対策を行なって

いるのか理解しよう

第5回　日本の医療を考えよう

我々が受ける事の出来る基本的な医療システムを理解す

ると共に国民皆保険制度への理解、医師不足の現状など

を学習しよう

第6回　食の安全を考えよう

産地偽装、食品添加物、残留農薬濃度、BSE、O157など

様々な要因で我々の食の安全は脅かされている。過去に

あった食に関する事件・事故を振り返り、食の安全につ

いて考えてみよ

第7回　農業について考えよう

就農の問題、食の自給率の問題など

農業にスポットライトを当てて様々な事を考えてみよう

第8回　人口問題・・・・？（１）

日本は現在、少子高齢化が進んでいます。

この状態が続けば、どのような問題が起こるのか。

今までどのような対策がなされていたのか、振り返りな

がら今後の事を考えてみましょう

第9回　人口問題・・・・？（２）

日本は現在、少子高齢化が進んでいます。

この状態が続けば、どのような問題が起こるのか。

今までどのような対策がなされていたのか、振り返りな

がら今後の事を考えてみましょう

第10回　商店街はどうなってる？（１）

空き店舗・商店主の高齢化・跡継ぎ問題などで揺れる商

手街。そんな商店街にスポットを当てて、商店街が担っ

てきたまちでの役割、今後の展開などを考えてみましょ

う

第11回　商店街はどうなってる？（２）

空き店舗・商店主の高齢化・跡継ぎ問題などで揺れる商

手街。そんな商店街にスポットを当てて、商店街が担っ

てきたまちでの役割、今後の展開などを考えてみましょ

う

第12回　住みやすいまちとは

住みやすいまちについてちょっと考えて見ましょう

第13回　練習問題練習

様々な時事の練習問題を練習します

第14回　2022年上半期振返り

2022年上半期の出来事を振り返ります

第15回　まとめ

まとめ講義

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

時事・現代用語Ⅰ

中川　万喜子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育センターが「学生の到達目標」に

掲げる、文化・社会・自然に関する広く豊かな知識を備

え、それを社会に役立てること、自立的な学習基盤を備

え、生涯学び続けていくことを目指しています。

専門を超えて将来社会人として必要とされる基礎思考力

を育成するため、時事問題についての基礎知識を修得し、
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新聞やテレビ、インターネットなどのニュースに関心を

もって、近年話題になったキーワードやトピックスにつ

いて適切なコメントができるようになることを目的とし

ています。

＜到達目標＞

受講生に身に付けて欲しい目標は、時事に関する読み取

り・表現能力の修得です。

１．まず、新聞やテレビ、インターネットなどで報道さ

れるニュースに関心を持ち、日々触れるようにする。(

態度・習慣）

２．そして、世の中で起こっている事象に問題意識をも

ち、その事象の背景にある仕組みや制度または歴史を理

解できる。(知識）

３．その上で、問題点を抽出し、要約することができる。

(技能）

４．加えて、自身の考えも含め自らの言葉で表現できる。

(技能）

＜授業のキーワード＞

政治・経済・社会の仕組み、国際情勢、社会問題

＜授業の進め方＞

講義中心で授業を進めますが、受講生からの意見や疑問

点について積極的な発言を歓迎します。

具体的には、出席カードのコメント欄やdotCampus内の

「コースフィード」を利用して、質問、自身の意見・感

想などを記入してもらいます。

その内容を次の授業で共有するなどして、双方向型の授

業を目指します。

各回、授業終了後、dotCampusにて、その日の授業内容

に関しての小テスト形式の課題を出します。課題の提出

期間は、授業終了後～５日間です。

時事問題として、最新の事象も盛り込んでいくので、授

業計画の内容が変更される可能性があります。

＜履修するにあたって＞

受講生は、各人の専門性を常に意識し、大学での研究を

進めていくための知的好奇心を高揚するよう努めてくだ

さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

日々、新聞やテレビ、インターネットなどで報道される

ニュースをチェックするよう心掛けてください。

エントリーシートや履歴書等にも記載できる全国統一評

価であるニュース時事能力検定の受験を推奨します。目

標は準２級合格です。（授業内で詳細をお知らせします。

）

＜提出課題など＞

各回、授業終了後、受講生には、dotCampusにて、その

日の授業内容に関しての小テスト形式の課題を出します。

課題の提出方法：dotCampus内の「テスト」機能を利用

して提出（提出期間：授業終了後～５日間）。また、出

席カードのコメント欄やdotCampus内の「コースフィー

ド」を利用して、質問、自身の意見・感想などを任意で

記入してください。

学生に対するフィードバック方法：dotCampusでは、テ

スト提出後に正解と解説が表示されます。これにもとづ

いて各自で復習をしてください。また、必要があれば、

次の授業でテストの全体総括などを行います。

＜成績評価方法・基準＞

毎回出される授業後の課題（課題は、dotCampus内の「

テスト」機能を利用して提出）の内容によって60％、定

期試験によって40％の評価を行います。

毎回出される課題は、基本的に小テスト形式で、その日

の授業で学修した知識の理解を問います。提出期限を守

って、毎回課題に取り組むようにしてください。

定期試験は、本学期中に学修してきた知識の理解を問い

ます。

本学期中に、ニュース時事能力検定 に合格した者は加

点を受けることができます。

＜テキスト＞

本授業では、テキストの指定はありません。

毎回資料を配付します。

＜参考図書＞

日本ニュース時事能力検定協会

『ニュース検定公式テキスト「時事力」発展編(1・2・

準2級対応) 』

『ニュース検定公式問題集 1・2・準2級』

＜授業計画＞

第1回　はじめに

本授業の概要、授業の進め方、評価方法の説明を行いま

す。

第2回　情報収集とメディアの活用（１）

新聞記事・資料を読み解く能力を鍛えよう！

新聞の読み方，新聞記事の読解力チェック

第3回　情報収集とメディアの活用（２）

新聞記事・資料を読み解く能力を鍛えよう！

統計・データの読み方・使い方，図・表の読み取り度チ

ェック

第4回　政治参加と選挙制度

「若者の政治離れ」が叫ばれて久しい。選挙年齢が「20

歳以上」から「18歳以上」に引き下げられ、若者の政治

への関心が高まるなどの期待があったものの、国政選挙

での若者の投票率は伸び悩んでいる。若者は本当に政治

への関心が希薄なのだろうか？そうだとすると、どうし

て関心が薄いのだろうか？

日本の政治と選挙の仕組みについて考えてみましょう。

第5回　領土と近隣の国々との外交（１）

領土問題とは何か？なぜ領土問題がおこるのか？日本の

抱える領土問題について、近隣の国々との関係について、

歴史を踏まえて考えてみましょう。

第6回　領土と近隣の国々との外交（２）
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領土問題とは何か？なぜ領土問題がおこるのか？日本の

抱える領土問題について、近隣の国々との関係について、

歴史を踏まえて考えてみましょう。

第7回　日本の安全保障

近年、「安全保障関連法」の成立、北朝鮮の核開発・ミ

サイル問題、中国の海洋進出など、日本の安全保障の在

り方やそれを取り巻く環境が大きく変化してきました。

さらに米国での政権交代は、日本の安全保障にどのよう

な影響を与えるのでしょうか。

戦後日本の安全保障体制から安全保障関連法に至るまで、

日本の安全保障について考えてみましょう。

第8回　憲法改正に向けた動き

改憲の国会議論は足踏み状態、国民の間では議論にすら

ならない。日本国憲法の成立過程と改正に向けた動き、

憲法改正の手続きついて考えてみましょう。

第9回　日本の経済と経済政策（１）

ＧＤＰ、中央銀行の役割、金融政策、インフレとデフレ

など、日本の経済・経済政策についての基礎を学びまし

ょう。

第10回　日本の経済と経済政策（２）

ＧＤＰ、中央銀行の役割、金融政策、インフレとデフレ

など、日本の経済・経済政策についての基礎を学びまし

ょう。

第11回　グローバル化と日本の産業

グローバル経済が進展する中で、日本の製造業の凋落が

叫ばれて久しい。しかし、大手はもちろん中小企業でも、

日々独自の技術開発を進め、世界を相手に技術力で勝負

する会社が日本にはひしめいている。日本の産業につい

て考えてみましょう。

第12回　目指せ！観光立国（１）

経済波及効果の大きい観光は、急速に成長するアジアを

はじめとする世界の観光需要を取り込むことにより、地

域活性化、雇用機会の増大などの効果が期待できる。さ

らに、世界中の人々が日本の魅力を発見し、伝播するこ

とによる諸外国との相互理解の増進も同時に期待できる。

観光立国を目指す取り組みについてみていきましょう。

第13回　目指せ！観光立国（２）

2020年、オリンピックでこれまでになく観光業界は活気

づくはずであった。ところが、世界中でコロナウィルス

が蔓延、観光を目的とする海外への移動ができなくなっ

た。大打撃を受ける観光業界について、データをもとに

みていきましょう。

第14回　エネルギー問題

脱原発、再生可能エネルギー、電力自由化など、日本の

エネルギー政策について近年の動きを追ってみましょう。

第15回　まとめ

これまでの授業を振り返って、総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

時事・現代用語Ⅱ

植村　仁

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

主題：時事用語を軸とした、私たちの生きるこの社会の

諸相、諸問題の把握。

目的：当科目は共通教育センター基礎思考分野に属し、

この社会に関する基礎知識の修得と専門教育の基盤とな

る論述等の技術を磨くことを目的としている。具体的に

は以下の通りである。

１．講義中に取り上げる時事用語、ニュース、基礎知識

などの知識を吸収し、これらについて簡潔に口頭・記述

両面で表現できるようになること。人に説明できるよう

になること。

２．個々の時事・現代用語だけではなく、この世の様々

な問題の奥底に流れている鍵となる、大枠となる概念や

問題を知ること。

３．資料収集、論述についての初歩的かつ実践的な技能

を身につけること。

全学のディプロマポリシーとの関係

1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理解す

ることができる。

幅広く主要な時事問題の理解をすることにより、視点を

身の回りの世界から我々の住む社会全体へと広げ、広範

な他者理解を推し進める。

2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くことができる。

問題解決のためには主要な問題を広範に知り、取り組む

べき問題を選択する必要がある。当講義では広範な問題

点の理解よりこれに貢献する。

3. 生涯にわたって学び続けることができる。

当講義では、情報収集能力、要約能力、論述能力を含む、

ミニマムな諸リテラシー能力を伸長しつつ時事問題を能

動的に読み解く。

4. 獲得した知識や技能を社会に役立てることができる。

状況把握・判断・処理の第一歩、状況把握の最初の糸口

を提供する。つまり、身の回りに起こっている問題はど

のような大問題に繋がっているのかを提供する。

当科目担当者はソフトウェア開発の請負の経験を複数持

つ実務経験のある教員である。また大学外での技術教育

の経験を持つ。当科目では高度にIT化する社会について

の事項をしばしば取り扱うが、この点で実際に即した解

説をすることができる。また当科目は共通教育リテラシ
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ー科目群に属するが、担当者は中等教育、大学以外での

高等教育においても長年のリテラシー教育に携わってお

り、中等教育から大学初年次教育への橋渡しをする者で

ある。

＜到達目標＞

時事用語、ニュース、関連する基礎知識、諸時事・概念

の関連性について理解し、簡明に口頭で答えられるよう

になる。自分の言葉で答えられるようになる。

理解した内容を、正確・簡潔に記述できるようになる。

副次的な目標:

基本的な資料収集ができるようになる。

＜授業のキーワード＞

時事、現代用語、社会問題

＜授業の進め方＞

授業中に調べ物をする必要が度々出てくるので、ネット

ワークに接続できる電子機器(スマートフォン等)を持参

すること。

授業前に簡単にニュースを見ておくことを推奨する。日

頃からニュースを見ることを少し習慣づけるとより楽し

く受講できると思われる。

授業中では、まず私達が今持っている知識や知っている

ニュースを共有する。ここからスタートする。

次は基本的な記事を読み、最初の【とりあえずの】理解

をしてみる。この段階ではまだ十分な理解に至らない。

正解を出すことに固執せず、質問や議論の中で理解を深

める態度が望ましい。この講義ではありがちな間違いを

しっかりと見ておくことを重視しているから、むしろ誤

答を出し尽くすつもりで臨むこと。

十分な理解のためには、時事の前後の知識、注意点の補

足、関係性の捕捉などが必要なので、これらを補う。具

体的には、資料の飛ばし読みをしたり、要約の練習をし

たり、問題を解いたりすることになる。

特に、単純な問題で足固めをし、より複合的な問題へと

進んでゆく。

毎回の講義の目標は、学んだ内容を簡単に家族や知人に

話せるようになることである。講義の最後には簡単な小

レポートを作ることで話の組み立てを練習する。

期末レポートは小レポートの内容が参考になるので、小

レポートのコピーをとっておくこと。

※本講義の性質上、講義計画に記載された内容は最低限

の経由点であり、追加の内容を大量に含む。

＜履修するにあたって＞

時事・現代用語I、II、III はどの順番で履修しても構

わない。

本講義は以下のように段階を踏んで学習するように設計

されている。

「予習は受講の助けとなる。毎回の講義のゴールは小レ

ポートにある。小レポートを足場に期末レポートを作成

する。」

エントリーシートや履歴書等にも記載できる全国統一評

価であるニュース検定の受験を強く推奨する。目標は２

級の合格としたい。

課題はweb上での提出となるため、スマートフォン等のw

ebにつながる媒体を持参すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前に次週取り扱う分野の時事問題の資料を読んでおく

こと。小1時間程度を費やすことが望ましい。

＜提出課題など＞

授業内での小レポートは、原則として授業時間内に提出

すること。期限が切れた提出物も最終週まで受理するの

で、精力的に取り組むこと。

小レポートの評価は基本的に練習量と抽出による評価に

よる。

期末レポートは基本的に最終回に提出すること。

期末レポートの内容は、小レポートの総合・発展的な内

容となることに留意すること。

期末レポートは多数の設問からなるため、その評価は抽

出による評価となる。

＜成績評価方法・基準＞

小レポート(50%)

提出数と、提出物を抽出・採点し計算された点数により

評価する。

期末レポート (50%)

半期に学習した内容を問うレポート。評価項目はレポー

ト課題に直接示す。

授業内での質問に対する加点がある。（＋20%まで）

他、加点・減点がある。

小レポート数が過少・期末レポートの必須条件を満たさ

ない場合には、減点とする。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

本講義の概要、評価基準、履修方法の説明などを行う。

講義の練習として短い時事問題を取り扱う。

第2回　日本人の生産性

よく働くとされている日本人であるが、実はその働き方

には問題があるとされている。この観点から国内問題を

概観してみよう。

第3回　日本と貿易

貿易に関する基本的事項を踏まえた後、EPA／FTAについ

て特徴を捕まえて理解し、貿易などに関連する時事を読

み解くこととしたい。

第4回　日本のエネルギー問題、電力問題

まず火力発電、再生可能エネルギー、原子力発電につい
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て、数値データとともに理解する。

その後日本のエネルギー安全保障問題を基礎において、

電力自由化の問題について議論する。

第5回　アジア・オセアニア情勢

主として極東・東南アジア情勢を概観する。日中、ASEA

N諸国に関する経済・外交・安全保障問題を扱う。

第6回　日本の安全保障の問題とは何か

ここでは主に日米を中心とした安全保障問題を取り扱う。

そのために広く安全保障問題とは何かについて理解を深

める。

第7回　中東情勢

代表的な時事を簡単に理解した後、中東地域に存在する

国家・勢力の関係を把握し、それに基づいて可能な限り

網羅的に時事問題を学ぶ。

第8回　東欧・ロシア情勢

まずウクライナ騒乱、クリミア危機について取り扱う。

そこから天然ガスにまつわる問題、東西冷戦構造、ソビ

エト連邦崩壊について学び、ロシア連邦の現在について

考える。

第9回　最新時事・復習

当授業計画に含まれない最新の時事から、重要と思われ

るものを取り上げる。

またここまでの復習を行う。

第10回　石油からみる時事

下落が続く原油価格から、ここまでで学んだ内容を捉え

直すのがこの回の目的である。

第11回　核問題

核軍縮に向かう大国と、核開発をする北朝鮮やイラン。

ここから世界の動向を見てみよう。

第12回　情報を握る者が世界を握るのか

ここでは情報収集力とインテリジェンス、要約・編集さ

れた情報とは何か、ということについて学ぶ。

また、国家安全保障会議(日本版NSC)についても触れる。

第13回　米国・西欧情勢

米国・西欧情勢について、概況を踏まえた後、米国、EU、

NATOと周辺諸国の間にある問題、EU内の問題について議

論し、関係性を捕まえる。

第14回　アフリカ

開発途上国と先進国の関わりを中心に、主にサブサハラ

アフリカについての時事を取り扱う。

第15回　最新時事・まとめ

当授業計画に含まれない最新の時事から、重要と思われ

るものを取り上げる。

また、当授業のまとめを行う

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

時事・現代用語Ⅱ

中西　久雄

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

『オンデマンド』・『オンライン』・『対面』どれかで

講義を行ないます。

いずれかの形で講義は行ないますが、どのような形にな

るかは社会情勢・大学の決定に依ります。

質問等は基本dotCampusにて行うこと

尚dotCampusがアクセスできない場合は以下にメールを

あなたの所属・学籍番号・氏名・講義時間を明らかにし

て送信すること

h_nakanishi@ge.kobegakuin.ac.jp

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）

の本科目の取扱いについて

⇒通常授業時の取扱いと同様に、休講とします。

解除・発令時刻と授業・試験開始時限等、取扱いの詳細

については大学ホームページの

以下の場所に記載されているので、確認してください。

{大学ホームページで確認,URL: https://www.kobegakui

n.ac.jp/students/toriatsukai.html}

＜授業の目的＞

主題：

①時事問題・現代用語の理解を深める

②社会と自分の関連性の理解ができるようになる

時事・現代用語Ⅱでは国際時事問題を中心に講義を行な

います

＜到達目標＞

①時事問題・現代用語の時代背景・歴史を修得できるよ

うになる

②他科目での学習に際して、時事問題を理解する事によ

り、習得知識に厚みを持つことができるようになる

③各種資格試験にも対応できる基礎的な知識の修得がで

きるようになる

＜授業のキーワード＞

時事、現代用語、歴史、文化、環境、地理、政治

＜授業の進め方＞

授業のトピックに沿って解説を行ないます。

また、その週に起こった主要な事、もしくは注目する事

を題材に解説を行なったりします。
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※情報端末を利用した参加型の授業を実施する場合があ

ります。

＜履修するにあたって＞

新聞を読んだり、地図を見たりする習慣を身につけても

らいたいが、少なくともテレビのニュースや携帯・スマ

ートフォンからアクセスできるニュース情報源は出来る

限り見ておいてほしい。時事・現代用語は、今の問題を

扱うので主題のところに書いてある内容以外も、どんど

ん取り上げていきたい。また、時事・現代用語は、政治

・経済・社会のトピックスのみではないので、科学技術、

スポーツ、文化などの話題も盛り込んでいきます。この

ため主題や内容が変更する可能性があります。

★エントリーシートや履歴書等にも記載できる全国統一

評価であるニュース検定の受験を強く推奨します。目標

は２級合格です。

＜授業時間外に必要な学修＞

新聞・ニュース・インターネットニュースなどでの情報

収集を必ず行なう事。

情報端末を利用した参加型授業を展開する場合は、少し

予習を必要とする場合があります。

＜提出課題など＞

レポート・授業内意見メモ等を予定しています（内容に

ついては授業内に発表します）

＜成績評価方法・基準＞

レポート課題(数回実施予定)90%・学習進捗状況10%とし

て評価します。

(ニュース時事能力検定の合格者は加点を受けることが

できる)

＜テキスト＞

使用しません。配布プリントや映像教材などを使用しま

す。

＜参考図書＞

2022年度版 ニュース検定 公式テキスト 「時事力」発

展編（１・２・準２級対応）

2022年度版 ニュース検定 公式問題集　１・２・準２級

2022年度版 ニュース検定 公式テキスト＆問題集　「時

事力」基礎編(3級・4級対応）

＜授業計画＞

第1回　はじめに

授業の評価方法説明、ニュースの読み方・考え方

第2回　世界から見た日本

外国から日本はどのように見られているのでしょうか、

みんなで考えて見ましょう

第3回　コンピューターの進化

コンピューターはどうやって発展し、何を我々にもたら

したのか考えてみましょう

第4回　情報社会の中の我々

情報社会は何をもたらしているのか、そして我々の生活

は情報社会の中でどうなっていくのか考えてみましょう

第5回　コンピューターと情報社会

コンピューターは何をもたらしたのか、また情報社会は

何をもたらしているの考えてみましょう

第6回　民族問題

世界でおこっている様々な民族問題を考えてみましょう

第7，8回　中東の問題を考えて見よう

イラン、イラク、イスラエル、エジプトなど中近東諸国

の問題を考えてみましょう

第9回　EU、ASEANなどの諸国連合

国の枠を超えた諸国連合が誕生してきています。それら

の背景を考えてみましょう

第10回　世界経済の発展

一国の経済破綻が世界中に瞬時に影響を及ぼす時代とな

りました。その経済の歴史を顧みてみましょう

第11回　地域経済の重要性

世界経済を支えているのは地域経済であるということを

ふまえて、地域経済のことを考えてみましょう

第12回　就職試験（時事問題など）をやってみよう！

過去問題（社会分野）と最新時事問題を学習しながら、

今起こっている事を確認していこう

第13回　2022年下半期の出来事を振り返ろう

みんなで世界で起きた出来事を考えて見ましょう

第14回　2022年を振り返って、注目のトピックを深く見

てみましょう

授業時までに注目されたトピックを深く掘り下げてみよ

う

第15回　まとめ

まとめ講義

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

時事・現代用語Ⅱ

中川　万喜子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育センターが「学生の到達目標」に

掲げる、文化・社会・自然に関する広く豊かな知識を備

え、それを社会に役立てること、自立的な学習基盤を備

え、生涯学び続けていくことを目指しています。

専門を超えて将来社会人として必要とされる基礎思考力

を育成するため、時事問題についての基礎知識を修得し、

新聞やテレビ、インターネットなどのニュースに関心を

もって、近年話題になったキーワードやトピックスにつ

いて適切なコメントができるようになることを目的とし

ています。

＜到達目標＞

受講生に身に付けて欲しい目標は、時事に関する読み取

り・表現能力の修得です。
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１．まず、新聞やテレビ、インターネットなどで報道さ

れるニュースに関心を持ち、日々触れるようにする。(

態度・習慣）

２．そして、世の中で起こっている事象に問題意識をも

ち、その事象の背景にある仕組みや制度または歴史を理

解できる。(知識）

３．その上で、問題点を抽出し、要約することができる。

(技能）

４．加えて、自身の考えも含め自らの言葉で表現できる。

(技能）

＜授業のキーワード＞

政治・経済・社会の仕組み、国際情勢、社会問題

＜授業の進め方＞

講義中心で授業を進めますが、受講生からの意見や疑問

点について積極的な発言を歓迎します。

具体的には、出席カードのコメント欄やdotCampus内の

「コースフィード」を利用して、質問、自身の意見・感

想などを記入してもらいます。

その内容を次の授業で共有するなどして、双方向型の授

業を目指します。

各回、授業終了後、dotCampusにて、その日の授業内容

に関しての小テスト形式の課題を出します。課題の提出

期間は、授業終了後～５日間です。

時事問題として、最新の事象も盛り込んでいくので、授

業計画の内容が変更される可能性があります。

＜履修するにあたって＞

受講生は、各人の専門性を常に意識し、大学での研究を

進めていくための知的好奇心を高揚するよう努めてくだ

さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

日々、新聞やテレビ、インターネットなどで報道される

ニュースをチェックするよう心掛けてください。

エントリーシートや履歴書等にも記載できる全国統一評

価であるニュース時事能力検定の受験を推奨します。目

標は準２級合格です。（授業内で詳細をお知らせします。

）

＜提出課題など＞

各回、授業終了後、受講生には、dotCampusにて、その

日の授業内容に関しての小テスト形式の課題を出します。

課題の提出方法：dotCampus内の「テスト」機能を利用

して提出（提出期間：授業終了後～５日間）。また、出

席カードのコメント欄やdotCampus内の「コースフィー

ド」を利用して、質問、自身の意見・感想などを任意で

記入してください。

学生に対するフィードバック方法：dotCampusでは、テ

スト提出後に正解と解説が表示されます。これにもとづ

いて各自で復習をしてください。また、必要があれば、

次の授業でテストの全体総括などを行います。

＜成績評価方法・基準＞

毎回出される授業後の課題（課題は、dotCampus内の「

テスト」機能を利用して提出）の内容によって60％、定

期試験によって40％の評価を行います。

毎回出される課題は、基本的に小テスト形式で、その日

の授業で学修した知識の理解を問います。提出期限を守

って、毎回課題に取り組むようにしてください。

定期試験は、本学期中に学修してきた知識の理解を問い

ます。

本学期中に、ニュース時事能力検定 に合格した者は加

点を受けることができます。

＜テキスト＞

本授業では、テキストの指定はありません。

毎回資料を配付します。

＜参考図書＞

日本ニュース時事能力検定協会

『ニュース検定公式テキスト「時事力」発展編(1・2・

準2級対応) 』

『ニュース検定公式問題集 1・2・準2級』

＜授業計画＞

第1回　はじめに

本授業の概要、授業の進め方、評価方法の説明を行いま

す。

第2回　グローバル化とは何か

今期のテーマは「グローバル化について」、グローバル

化とは？グローバル化が及ぼす影響について考えてみま

しょう。

第3回　あなたの着ている服はどこ製？

国際的分業の進展、安い輸入品の増加、私たちの生活に

何をもたらしたのでしょうか。

第4回　貿易と外国為替

貿易に大きくかかわる外国為替相場の仕組み、対外収支

の動きについて学びましょう。

第5回　ネクスト・ボリュームゾーン

ＢＯＰ(Base of the Pyramid)ビジネスについて学びま

しょう。

映像を観てＢＯＰビジネスへの関心を深めます。

第6回　最後のフロンティア「アフリカ」（１）

豊かな資源に支えられ経済成長を遂げるアフリカは、今

後の主力製造地および消費地を担う「最後のフロンティ

ア」として注目が集まっている。アフリカの成長可能性

と課題、日本の援助・投資について考えてみましょう。

第7回　最後のフロンティア「アフリカ」（２）

豊かな資源に支えられ経済成長を遂げるアフリカは、今

後の主力製造地および消費地を担う「最後のフロンティ

ア」として注目が集まっている。アフリカの成長可能性

と課題、日本の援助・投資について考えてみましょう。

第8回　グローバル化とリージョナル化

「グローバル化」に対する「リージョナル化」とは？

ＷＴＯのラウンド交渉が機能不全を起こす中、国の枠を

超えた地域経済連携が進み、自由貿易協定（ＦＴＡ），
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経済連携協定（ＥＰＡ）が増加しています。その背景と

現状についてみていきましょう。

第9回　進む経済連携と揺らぐ自由貿易体制

近年、多数国間での自由貿易協定（ＦＴＡ），経済連携

協定（ＥＰＡ）の締結が増えている。日本がかかわるＴ

ＰＰ，日欧ＥＰＡ，ＲＣＥＰなどの経済圏構想について、

また覇権を争う米中貿易対立についてみていきましょう。

第10回　グローバル経済と農業・食料問題（１）

グローバル化が進む中で、生存にとってもっとも基本的

な問題「食」について考えてみましょう。

映像を観て農業・食料問題への関心を深めます。

第11回　グローバル経済と農業・食料問題（２）

グローバル化が進む中で、生存にとってもっとも基本的

な問題「食」について考えてみましょう。

映像を観て農業・食料問題への関心を深めます。

第12回　限りある地球と環境問題

ＳＤＧｓ，地球温暖化対策，プラスチックゴミ問題，生

物多様性など、限りある地球における環境問題について

考え、持続可能な未来へ向けた取り組みをみていきまし

ょう。

第13回　険しい平和への道

テロ、人種・民族・宗教問題など、世界で紛争が絶える

ことはない。国際平和への取り組みと課題について考え

てみましょう。

第14回　核なき世界への道のり

核兵器を違法とする初の条約「核兵器禁止条約」が2017

年、採択された。だが、核保有国やその同盟国は参加せ

ず、核廃絶への道のりは遠い。核兵器を規制する３つの

条約の経緯を概観し、核廃絶に対する各国のスタンスを

みていきましょう。

第15回　まとめ

これまでの授業を振り返って、総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

時事・現代用語Ⅲ

中川　万喜子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育センターが「学生の到達目標」に

掲げる、文化・社会・自然に関する広く豊かな知識を備

え、それを社会に役立てること、自立的な学習基盤を備

え、生涯学び続けていくことを目指しています。

専門を超えて将来社会人として必要とされる基礎思考力

を育成するため、時事問題についての基礎知識を修得し、

新聞やテレビ、インターネットなどのニュースに関心を

もって、近年話題になったキーワードやトピックスにつ

いて適切なコメントができるようになることを目的とし

ています。

＜到達目標＞

受講生に身に付けて欲しい目標は、時事に関する読み取

り・表現能力の修得です。

１．まず、新聞やテレビ、インターネットなどで報道さ

れるニュースに関心を持ち、日々触れるようにする。(

態度・習慣）

２．そして、世の中で起こっている事象に問題意識をも

ち、その事象の背景にある仕組みや制度または歴史を理

解できる。(知識）

３．その上で、問題点を抽出し、要約することができる。

(技能）

４．加えて、自身の考えも含め自らの言葉で表現できる。

(技能）

当科目では、特に３，４を重視します。

＜授業のキーワード＞

政治・経済・社会の仕組み、国際情勢、社会問題

＜授業の進め方＞

講義中心で授業を進めますが、受講生からの意見や疑問

点について積極的な発言を歓迎します。

具体的には、出席カードのコメント欄を利用して、質問、

自身の意見・感想などを記入してもらいます。

その内容を次の授業で共有するなどして、双方向型の授

業を目指します。

時事問題として、最新の事象も盛り込んでいくので、授

業計画の内容が変更される可能性があります。

＜履修するにあたって＞

受講生は、各人の専門性を常に意識し、大学での研究を

進めていくための知的好奇心を高揚するよう努めてくだ

さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

日々、新聞やテレビ、インターネットなどで報道される

ニュースをチェックするよう心掛けてください。

エントリーシートや履歴書等にも記載できる全国統一評

価であるニュース時事能力検定の受験を推奨します。目

標は２級合格です。（授業内で詳細をお知らせします。

）

＜提出課題など＞

各回の授業の終わりに、受講生には、その日の授業内容

に関しての小テストやコメントを求める課題を出します。

次の授業で、その内容を共有するなどして総括を行いま

す。

学期中にレポート課題を出します（dotCampus内の「レ

ポート」機能を利用して提出）。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験はありません。

毎回出される小テストやコメントを求める課題によって

６０％、レポート課題によって４０％で総合的に評価し

ます。
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レポ―トでは、この授業で学修したレポートのフォーム、

知識を用い、自らの調査内容、到達目標４．の自身の考

えを含め、自らの言葉で表現できているかどうかといっ

た点から評価を行います。

本学期中に、ニュース時事能力検定 に合格した者は加

点を受けることができます。

＜テキスト＞

本授業では、テキストの指定はありません。

毎回資料を配付します。

＜参考図書＞

山田 昌弘『新型格差社会 』(朝日新書) 新書，2021/4/

13

山田 昌弘『日本の少子化対策はなぜ失敗したのか? 結

婚・出産が回避される本当の原因』(光文社新書) 新，，

2020/5/19

日本ニュース時事能力検定協会

『ニュース検定公式テキスト「時事力」発展編(1・2・

準2級対応) 』

『ニュース検定公式問題集 1・2・準2級』

＜授業計画＞

第1回　はじめに

本授業の概要、授業の進め方、評価方法の説明を行いま

す。

第2回　読むスキル・書くスキル

新聞記事の読み方、インターネットでの情報収集の注意

点を学びましょう。

レポートを書くための情報収集とメディアの活用方法、

レポートの書き方を紹介します。

主要紙の読み比べをしてみましょう。

第3回　人口の変化と私たちの未来（１）

今期のテーマは「少子高齢社会における社会政策のあり

方を考える」、少子高齢社会における諸問題と新たな社

会経済システムについて考えていきましょう。

まずは人口の変化について、少子高齢社会から多死社会

へ向かう中、人口減少問題に関する基本的な事柄につい

て学びましょう。

第4回　人口の変化と私たちの未来（２）

今期のテーマは「少子高齢社会における社会政策のあり

方を考える」、少子高齢社会における諸問題と新たな社

会経済システムについて考えていきましょう。

映像を観て「超高齢クライシス」といわれる超高齢社会

時代の問題について考えてみましょう。

第5回　財政と社会保障制度

超高齢社会において、福祉国家として重くのしかかる社

会保障関連の負担。財政、社会保障について理解を深め

ましょう。

第6回　持続できるか!?社会保障

超高齢社会で増える医療費・介護費。医療制度、介護高

齢者福祉について考えましょう。

第7回　変わりゆく働き方

少子高齢化、人口減少社会では、労働力人口の減少とい

う切実な課題がある。そのような中、女性や高齢者の活

躍が期待される。働き方、家族のあり方、待機児童問題、

高齢者の能力を社会に還元する仕組みなどについて考え

ましょう。

第8回　世代ごとに見た問題と貧困

少子高齢社会における諸問題は、世代ごとに異なってい

る。また豊かな社会に潜む「貧困」は、日本の現状と先

行きを考える上では避けて通れない問題である。なぜ「

格差」や「貧困」が生まれてしまうのか、格差是正や貧

困の解消に向けた取り組みについてみていきましょう。

第9回　縮小ニッポンの衝撃

映像を観て、人口減少が進む日本で起こっている労働力

不足問題について、高齢者労働力、外国人労働力の観点

から考えていきましょう。

第10回　外国人労働者

少子高齢化が進む日本の将来を考えると、外国人労働者

への依存は避けて通れず、日本はより多くの外国人労働

者の受け入れに舵を切った。外国人労働者の受け入れに

ついて、制度的変遷と実態についてみていきましょう。

第11回　超高齢社会の地方（１）

2040年には、全国の自治体の半数が人口減少によって消

滅する可能性があると言われる。超高齢社会における地

方はどのような問題に直面しているのか？東京一極集中

を是正し、地方の人口減少に歯止めをかけるため、地域

の活性化や雇用の創出などを目指す「地方創生」政策と

はどのようなものなのか？これまでも様々な地方活性化

策がとられてきた。これらの経緯も踏まえ、人口減少に

悩む地方の活性化について考えてみましょう。

第12回　超高齢社会の地方（２）

2040年には、全国の自治体の半数が人口減少によって消

滅する可能性があると言われる。超高齢社会における地

方はどのような問題に直面しているのか？東京一極集中

を是正し、地方の人口減少に歯止めをかけるため、地域

の活性化や雇用の創出などを目指す「地方創生」政策と

はどのようなものなのか？これまでも様々な地方活性化

策がとられてきた。これらの経緯も踏まえ、人口減少に

悩む地方の活性化について考えてみましょう。

第13回　買い物難民

地方では、自動車社会の進展、少子高齢化の進行等の影

響により、鉄道、バスといった公共交通の利用者が年々

減少、公共交通、地域小売商業の衰退により、モノがあ

ふれるこの時代に日々の買い物に困る人々がいます。

「移動販売」の事例の映像を観て、買い物支援の取り組

みについて考えましょう。

第14回　住宅政策とまちづくり

総住宅数に占める空き家の割合は増加の一途とたどり、

社会問題化しつつある。「新築ありき」の政策や人口減
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少との関連、対応策について考えてみましょう。

第15回　まとめ

これまでの授業を振り返って、総括を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

思想の科学

平光　哲朗

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

≪主題≫　私たちが生きていることについて考える。

≪目的≫　授業全体を通して、私たちがいま生きている

ということを考えていきます。

　前半ではまず、「考える」とはどうすることなのかを

見つめ直します。そのために、「問題とはどのようなも

のか」、「ことばは何をしているのか」など、さまざま

な視点から「考えること」を見直していきます。

　後半では、いくつかの哲学的な問いに取り組みます。

「これは夢なのか現実なのか」、「私が死んだら世界は

終わるのか」、「心と体は同じものなのか」、「なんの

ために生きているのか」…、これらの問いかけから出発

して、私たちが生きていることを考えていきます。

　この講義は全学DP1、3、4に対応しています。

＜到達目標＞

≪目標≫

・問いをもつ。

・いまより上手に考えることができるようになる。

・自分の考えを展開することができる。

・自分の考えを適切にことばに定着できる。

・自分のものの見方の前提を、疑ってみることができる。

・哲学的な問いを自分の身に引き付けて問い直す。

＜授業の進め方＞

これは講義です。受講者は講義を受けて考えたことを毎

回コメントとして記述します。その内容を、教員が次回

講義の冒頭で紹介します。それにより、受講者のみなさ

んが考えたことを、受講者全体で共有します。そうする

ことで、受講者がさらなる考察への刺激と啓発を互いに

与え合うことができるようにします。こうした双方向的

で相互的な授業過程をとおして、受講者のみなさんが問

題の理解を深め、自発的に考察を続けていくよう促しま

す。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、講義内容について自らの考察を深める

（目安として１時間程度）。

＜提出課題など＞

講義各回についてのコメント記述とレポート課題。

＜成績評価方法・基準＞

講義内容の理解度と考察（６０％）、レポート課題（４

０％）

＜テキスト＞

『はじめて考えるときのように　─「わかる」ための哲

学的道案内─』、野矢茂樹（文）植田真（絵）、PHP文

庫、2004年。

　『哲学ってどんなこと？　─とっても短い哲学入門─

』、トマス・ネーゲル著、岡本裕一朗・若松良樹訳、昭

和堂、1993年。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

講義全体の概要を理解する。

第2回　考えるってどうすること？

問題について考える。

第3回　問いのカタチ

アルキメデスは何を考えなければならなかったか。

第4回　論理ってなんだ？

論理的であることと考えることの違い。

第5回　ことばは何をしているのか？

否定の不思議、「この部屋にはパンダがいない」。

第6回　常識ってなんだ？

R２D１の悲劇。

第7回　考えるためのヒント

つめこんで、ゆさぶって、からっぽにする。

第8回　夢と現実について

私はいま夢を見ているのではないと確実に言えるのか。

第9回　他人の心について

あなたが味わうチョコの味は、彼が味わうチョコの味と

同じかどうか。

第10回　死について

私が死んだら世界は終わるのか。

第11回　正義について

私たちの抱える不平等はどうやって生まれるのか。

第12回　心と体の関係は？

あなたの心で起こっていることと、あなたの脳で生じて

いること。

第13回　選択の自由について

「私はケーキの代わりに桃を食べることができた」、の

か。

第14回　人生の意味について

私たちは何のために生きているのか。

第15回　総括

講義のまとめ。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

思想の科学

金　瑛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

全学DPにある「幅広い知識を活用してさまざまな問題を

発見し、それを解決する方策を導くことができる」とい

う目標を達成するために、特に資本主義や国家といった

テーマを中心に現代社会の問題についての基礎知識を身

につけてもらう。また、それらの問題に対してどのよう

な取り組みが行われているのかについても解説し、現代

社会の問題への向き合い方についても理解を深めてもら

う。

＜到達目標＞

資本主義というシステム・思想が現代社会にどのような

問題をもたらしているのかについて説明できる（知識）。

「政治経済」という言葉への拒否感をなくし、社会問題

への関心を持つことができる（態度・習慣）。講義をつ

うじて現代社会の問題について自ら問いを立て、考える

力を養う（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

資本主義、ナショナリズム、グローバリズム

＜授業の進め方＞

パワーポイントや映像資料を用いた講義を中心に進める。

授業の最後にコメントカードを記入してもらい（遠隔授

業はレポート提出）、質問やよいコメントがある場合に

は、次回の授業冒頭で解説を行うことがある。

＜履修するにあたって＞

授業妨害となる私語などがあった場合は注意のうえ、改

善されなければ失格扱いとする。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業後、復習として１時間程度、配布資料の見直しや

関連資料を参照して理解を深めること。

＜提出課題など＞

面接授業では毎回コメントカードを200字～400字程度記

入してもらい、授業の理解度や参加度を判断する。白紙

や配布資料の文章をそのまま写したコメント（考察が見

られないコメント）は評価しないため注意すること。コ

メントカードには講義内容についての感想や質問を書い

てもらうが、こちらから記入内容を指定する回もある。

平常授業時のコメントカード（レポート）にて質問やよ

いコメントがある場合には、次回の授業の冒頭で解説を

行うか、補足資料にて解説を行うことがある。最終レポ

ートについては、講義期間中のフィードバックは行わな

い。

＜成績評価方法・基準＞

上記の授業内の提出課題（毎回のコメントカード）の記

述内容による評価40%、最終レポート60%。評価の基準は、

授業内の提出課題については、上記の「提出課題など」

の項目を参照。

最終レポートでは、講義内容の理解と考察を総合的に評

価する。詳細は授業期間の中盤に改めてアナウンスする。

＜テキスト＞

プリント資料を配布する。

＜参考図書＞

友枝敏雄・山田真茂留編『Do! ソシオロジー〔改訂版〕

』有斐閣アルマ、2013年。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

講義概要・採点方法などについて説明する。講義の前提

となる社会学や社会思想史という学問についても概要を

知ってもらう。

第2回　近代化を支える思想

現代社会の根本にある近代化を支えた資本主義とグロー

バリズムという思想についての理解を深める。

第3回　金融資本主義の問題点

貨幣中心で社会が回るようになるとどのような問題が生

じるのかについて、金融資本主義をキーワードに知識を

深めてもらう。

第4回　資本主義とリスク

社会学のリスク社会論を中心に、経済活動に伴うリスク

について考えてもらう。

第5回　資本主義とジェンダー

資本主義という発想にジェンダー意識がどう関わってい

るのか理解を深めてもらう。

第6回　消費社会とは何か

経済成長を支えた消費社会というシステムや思想の問題

点について考えてもらう。

第7回　脱消費という思想

消費社会の問題点や限界が明らかになるにつれて生まれ

た「脱消費」という思想の潮流について知ってもらい、

資本主義との向き合い方について考えてもらう。

第8回　ナショナリズムとは何か

グローバル資本主義の発展に伴い生じるナショナリズム

の問題について理解を深めてもらう。

第9回　ナショナリズムとカリスマ的支配

ナショナリズムという問題が現代の国際社会において持

つ意味について知ってもらい、ナショナリズムの問題点

についての理解を深めてもらう。

第10回　資本主義と再分配

資本主義への対抗策としての再分配の意義と限界につい

て知ってもらう。

第11回　資本主義と互酬性

資本主義への対抗策としての互酬性の意義と限界につい

て知ってもらう。

第12回　国家と市場の狭間
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資本主義、再分配、互酬性のバランスはどうあるべきか

について考えてもらう。

第13回　贈与論

資本主義批判において近年注目が高まっている「贈与」

というテーマについて深く知ってもらう。

第14回　「ポスト資本主義」論

「ポスト資本主義」と呼ばれる議論について知ってもら

い、資本主義と社会がどう向き合うべきなのか考えても

らう。

第15回　全体の振り返り

これまでの講義の振り返りと、未回答の質問事項につい

ての解説、学期末試験の説明などを行う。
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0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

0　0

0

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ 再・Ｆ

大川　弘子、ＥＣＣ、廣重　尚実

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

毎回授業では、各Unit を2回（前半と後半）に分けて学

修します。前期はUnit 1~7まで進みます。

　Unit（前半）では、WARM-UPで対話の中に出てくる重

要単語や表現、文法項目の説明と問題があります。LET'

S LISTEN! ではキャンパスライフを舞台にした対話を聴

き、大意把握問題をします。LET'S  CHECK & READ ALOU

D!では、LET'S LISTEN!で聴いた対話をもう一度聴き、

対話文の空所補充問題の空欄を埋めます。そして日本語

訳完成シートで台詞を確認し、対話文を音読、そしてパ

ートナーとロールプレイ（役割演習）します。

　Unit（後半）では、GRAMMARでWARM-UPで取り挙げられ

た文法項目の確認問題を解きます。LET'S READ!では、

英米の大学や異文化理解に関する英文を読みます。大意

把握問題に答えます。再度読んで日本語訳完成シートで

内容を確認します。CHALLENGE YOURSELF!では、TOEIC B

ridge形式のリスニング問題に挑戦します。最後、LET'S

 READ ALOUD & WRITE!で、授業のまとめとして学修した

英語の対話文を音読筆写しましょう。これは授業時間外

の課題として提出してもらいます。

　授業始めに「前回授業の確認クイズ」と授業終わりに

「授業振り返りクイズ」を行います。そして、「今回授

業で学んだこと・まだ良く分からないかもしれないこと

」を記入してもらいます。疑問点を解決することが大切

です。授業で学んだ基本的な語彙、文法、リスニング、

スピーキング、リーディングを確実に身につけましょう。

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となる英語４技能を包括

的に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英語力

の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習をし、

様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目は、全

学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外にお

いて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学

びを深め、協働して社会に役立てることができる」を目

指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）

・ 自分自身について、大学生活や身の回りのできごと

について簡単に述べることができる。（知識）

・ 300-500語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）
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＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

履修するにあたって

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

毎回授業では、各Unit を2回（前半と後半）に分けて学

修します。前期はUnit 1~7まで進みます。

　Unit（前半）では、WARM-UPで対話の中に出てくる重

要単語や表現、文法項目の説明と問題があります。LET'

S LISTEN! ではキャンパスライフを舞台にした対話を聴

き、大意把握問題をします。LET'S  CHECK & READ ALOU

D!では、LET'S LISTEN!で聴いた対話をもう一度聴き、

対話文の空所補充問題の空欄を埋めます。そして日本語

訳完成シートで台詞を確認し、対話文を音読、そしてパ

ートナーとロールプレイ（役割演習）します。

　Unit（後半）では、GRAMMARでWARM-UPで取り挙げられ

た文法項目の確認問題を解きます。LET'S READ!では、

英米の大学や異文化理解に関する英文を読みます。大意

把握問題に答えます。再度読んで日本語訳完成シートで

内容を確認します。CHALLENGE YOURSELF!では、TOEIC B

ridge形式のリスニング問題に挑戦します。最後、LET'S

 READ ALOUD & WRITE!で、授業のまとめとして学修した

英語の対話文を音読筆写しましょう。これは授業時間外

の課題として提出してもらいます。

　授業始めに「前回授業の確認クイズ」と授業終わりに

「授業振り返りクイズ」を行います。そして、「今回授

業で学んだこと・まだ良く分からないかもしれないこと

」を記入してもらいます。疑問点を解決することが大切

です。授業で学んだ基本的な語彙、文法、リスニング、

スピーキング、リーディングを確実に身につけましょう。

＜履修するにあたって＞

必ず辞書を用意しておきましょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回授業で学んだことを復習：標準0.5時間、次週学ぶ

ことを予習：標準0.5時間してから授業に臨むこと。

＜成績評価方法・基準＞

＊定期試験は実施しません。

＊統一テスト（VELC）30%、授業内に実施する小テスト

等40%、授業外で実施する英語学習・課題等30%

・大切な事柄は授業始めに伝える場合が多い為、遅刻し

ないよう気をつけること。

・「授業内まとめテスト（1回目）」、「授業内まとめ

テスト（2回目）」に出席できないことが前もってわか

っている場合は事前に連絡すること。

・「授業内まとめテスト（１回目）」は7週目に実施予

定。欠席した場合は正当な理由がある場合にのみ翌週再

実施。

・「授業内まとめテスト（2回目）」は14週目に実施予

定。欠席した場合は正当な理由がある場合にのみ翌週再

実施。

＜テキスト＞

『English Contrasts（イングリッシュ・ガイド ー基本

文法で学ぶ英語の使い方ー）』

著者：Robert Hickling

出版社：金星堂（￥1,900.-）

ISBN：978-4-7647-4143-0

＜授業計画＞

第1回　・オリエンテーション

・発音練習

・Unit 1（前半）(pp. 6~8)： What's your major?―ス

モールトーク

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

[＊第１回授業への自習：教科書を購入した際にpp. 6~8

の重要単語・表現、文法、リスニング・スピーキングを

読んで新出単語や問題に目を通しておく。疑問点を質問

できるようにしておく（標準0.5時間）。]

・オリエンテーション： 授業の進め方、テストと成績

評価方法、教科書の予習・復習の進め方等を説明する。

・発音練習（母音、子音）

・Unit 1（前半）(pp. 6~8)： 重要単語・表現、文法：

be動詞、リスニング・スピーキング：話しかける表現 /

 自己紹介

[＊第1回授業の復習：教科書pp. 6~8を見直し、間違っ

た箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第２回授業への

自習：教科書pp. 9~11の語彙、文法、リスニング、スピ

ーキング、リーディングの発展問題の分からない単語は

辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問題に

関しては目を通しておく。疑問点を質問できるようにし

ておく（標準0.5時間）。 ]

第2回　Unit 1（後半）(pp. 9~11): What's your major

?―スモールトーク

Unit 1（後半）(pp. 9~11): 文法発展問題、リーディン

グ、リスニング発展問題
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[＊第2回授業の復習：教科書pp. 9~11を見直し、間違っ

た箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第3回授業への自

習：教科書pp. 12~14の語彙、文法、リスニング、スピ

ーキング、リーディングの発展問題の分からない単語は

辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問題に

関しては目を通しておく。疑問点を質問できるようにし

ておく（標準0.5時間）。 ]

第3回　Unit 2（前半）(pp. 12~14): How do you like

your new school?―クラブ活動

Unit 2（前半）(pp. 12~14): 重要単語・表現、文法：

一般動詞（現在形）、リスニング・スピーキング：人を

誘う / 別れ際の挨拶

[＊第3回授業の復習：教科書pp. 12~14を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第4回授業への

自習：教科書pp. 15~17の語彙、文法、リスニング、ス

ピーキング、リーディングの発展問題の分からない単語

は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問題

に関しては目を通しておく。疑問点を質問できるように

しておく（標準0.5時間）。 ]

第4回　Unit 2（後半）(pp. 15~17): How do you like

your new school?―クラブ活動

Unit 2（後半）(pp. 15~17): 文法発展問題、リーディ

ング、リスニング発展問題

[＊第4回授業の復習：教科書pp. 15~17を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第5回授業への

自習：教科書pp. 18~20の語彙、文法、リスニング、ス

ピーキング、リーディングの発展問題の分からない単語

は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問題

に関しては目を通しておく。疑問点を質問できるように

しておく（標準0.5時間）。 ]

第5回　Unit 3（前半）(pp. 18~20): Let me introduce

 a new member to you.―専攻

Unit 3（前半）(pp. 18~20)：重要単語・表現、文法：

一般動詞（過去形）、リスニング・スピーキング：人を

紹介する / 驚きを示す

[＊第5回授業の復習：教科書pp. 18~20を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第6回授業への

自習：教科書pp. 21~23の語彙、文法、リスニング、ス

ピーキング、リーディングの発展問題の分からない単語

は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問題

に関しては目を通しておく。疑問点を質問できるように

しておく（標準0.5時間）。 ]

第6回　Unit 3（後半）(pp. 21~23): Let me introduce

 a new member to you.―専攻

Unit 3（後半）(pp. 21~23): 文法発展問題、リーディ

ング、リスニング発展問題

[＊第6回授業の復習：教科書pp. 21~23を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第7回授業への

自習：「授業内まとめテスト（1回目）(Unit 1~3: pp.

6~23)」に備え、教科書pp. 6~23での総復習をしておく

（標準0.5時間）。教科書pp. 24~26の語彙、文法、リス

ニング、スピーキング、リーディングの発展問題の分か

らない単語は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニン

グ発展問題に関しては目を通しておく。疑問点を質問で

きるようにしておく（標準0.5時間）。 ]

第7回　・Units 1-3(pp. 6~23)までの授業総復習、

・「授業内まとめテスト（1回目）(Units 1-3: pp. 6~2

3)」、

・Unit 4（前半）(pp. 24~26): How was your Golden W

eek?―日本事象・休日

・前半総復習：Units 1-3(pp. 6~23)

・「授業内まとめテスト1回目（Units 1~3: pp. 6~23)

」、

・Unit 4（前半）(pp. 24~26)：重要単語・表現、文法

：未来形、リスニング・スピーキング：予定を述べえる

/ 説明する

[＊第7回授業の復習：教科書pp. 6~23とpp. 24~26を見

直し、間違った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第8

回授業への自習：教科書pp. 27~29の語彙、文法、リス

ニング、スピーキング、リーディングの発展問題の分か

らない単語は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニン

グ発展問題に関しては目を通しておく。疑問点を質問で

きるようにしておく（標準0.5時間）。 ]

第8回　・「授業内まとめテスト（1回目）(pp. 6~23)」

の振り返り、

・Unit 4（後半）(pp. 27~29): How was your Golden W

eek?―日本事象・休日

・「授業内まとめテスト1回目(Unit 1~3: pp. 6~23)」

の振り返り：テスト採点結果を提示、間違った箇所を復

習する。答案の原本は回収する。

・Unit 4（後半）(pp. 27~29): 文法発展問題、リーデ

ィング、リスニング発展問題

[＊第8回授業の復習：教科書pp. 27~29を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第9回授業への

自習：教科書pp. 30~32のの語彙、文法、リスニング、

スピーキング、リーディングの発展問題の分からない単

語は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問

題に関しては目を通しておく。疑問点を質問できるよう

にしておく（標準0.5時間）。 ]

第9回　Unit 5（前半）(pp. 30~32): I'm looking for

a part-time job.―アルバイト
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Unit 5:（前半））(pp. 30~32): 重要単語・表現、文法

：進行形、リスニング・スピーキング：詳細を尋ねる/

理由を述べる

[＊第9回授業の復習：教科書pp. 30~32を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第10回授業へ

の自習：教科書pp. 33~35の語彙、文法、リスニング、

スピーキング、リーディングの発展問題の分からない単

語は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問

題に関しては目を通しておく。疑問点を質問できるよう

にしておく（標準0.5時間）。 ]

第10回　Unit 5（後半）(pp. 33~35): I'm looking for

 a part-time job.―アルバイト

Unit 5:（後半）(pp. 33~35)：重要単語・表現、文法：

進行形、リスニング・スピーキング：詳細を尋ねる/ 理

由を述べる

[＊第10回授業の復習：教科書pp. 33~35を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第11回授業へ

の自習：教科書pp. 36~38の語彙、文法、リスニング、

スピーキング、リーディングの発展問題の分からない単

語は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問

題に関しては目を通しておく。疑問点を質問できるよう

にしておく（標準0.5時間）。 ]

第11回　Unit 6（前半）(pp. 36~38): What do you cal

l this in Japanese?―学生食堂

Unit 6:（前半）(pp. 36~38)：重要単語・表現、文法：

進行形、リスニング・スピーキング：詳細を尋ねる/ 理

由を述べる

[＊第11回授業の復習：教科書pp. 36~38を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第12回授業へ

の自習：教科書pp. 39~41の語彙、文法、リスニング、

スピーキング、リーディングの発展問題の分からない単

語は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問

題に関しては目を通しておく。疑問点を質問できるよう

にしておく（標準0.5時間）。 ]

第12回　Unit 6（後半）(pp. 39~41): What do you cal

l this in Japanese?―学生食堂

Unit 6:（後半）(pp. 39~41)：重要単語・表現、文法：

進行形、リスニング・スピーキング：詳細を尋ねる/ 理

由を述べる

[＊第12回授業の復習：教科書pp. 39~41を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第13回授業へ

の自習：教科書pp. 42~44の語彙、文法、リスニング、

スピーキング、リーディングの発展問題の分からない単

語は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問

題に関しては目を通しておく。疑問点を質問できるよう

にしておく（標準0.5時間）。 ]

第13回　Unit 7（前半）(pp. 42~44): Have you been t

here?―パーティー企画

Unit 7:（前半）(pp. 42~44)：重要単語・表現、文法：

進行形、リスニング・スピーキング：詳細を尋ねる/ 理

由を述べる

[＊第13回授業の復習：教科書pp. 42~44を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第14回授業へ

の自習：教科書pp. 45~47の語彙、文法、リスニング、

スピーキング、リーディングの発展問題の分からない単

語は辞書で調べ、問題を解いておく。リスニング発展問

題に関しては目を通しておく。疑問点を質問できるよう

にしておく（標準0.5時間）。  「授業内まとめテスト

（2回目）(Unit 1~7: pp. 6~47)」に備え、教科書pp. 6

~47までの総復習をしておく（標準0.5時間）。]

第14回　・Unit 7（後半）(pp. 45~47): Have you been

 there?―パーティー企画、

・Units 1-7(pp. 6~47)までの授業総復習、

・「授業内まとめテスト（2回目）(Units 1-7: pp. 6~4

7)」

・Unit 7:（後半）(pp. 45~47)：重要単語・表現、文法

：進行形、リスニング・スピーキング：詳細を尋ねる/

理由を述べる

・授業総復習(Units 1-7: pp. 6~47)

・「授業内まとめテスト（2回目）(Units 1-7: pp. 6~4

7)」

[＊第14回授業の復習：教科書pp. 6~47を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。＊第15回授業へ

の自習：教科書pp. 6~47の疑問点を質問できるようにし

ておく（標準0.5時間）。 ]

第15回　・「授業内まとめテスト（2回目）(Unit 1~7:

pp. 6~47)」の振り返り

・授業総復習(Unit 1~7: pp. 6~47)」

・「授業内まとめテスト2回目）(Unit 1~7: pp. 6~47)

」の振り返り：テスト採点結果を提示、間違った箇所を

復習する。答案の原本は回収する。

・授業総復習(Unit 1~7: pp. 6~47)

[＊第1５回授業の復習：教科書pp. 6~47を見直し、間違

った箇所を確認する（標準0.5時間）。]

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ａ【管理】

ＥＣＣ、廣重　尚実

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞



- 312 -

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・ 300-500語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 英文の

内容に関心を持ち、その内容と自らと比較し、内容を深

めることができる。（態度・習慣）｜・ 様々なリーデ

ィングの技法（スキミング、スキャニングなど）を応用

できる。（技能）｜・ 初出の単語や表現について辞書

などで調べることができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

A Matter of Taste  出版社：南雲堂　1870円(税込)

ISBN：9784523177067

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

エネルギー産生栄養素 Energy-Providing Nurients (1)

第3回　Unit 1-2

エネルギー産生栄養素 Energy-Providing Nurients (2)

第4回　Unit 2-1

栄養学：略史 Nutrition Science: A Brief History (1

)

第5回　Unit 2-2

栄養学：略史 Nutrition Science: A Brief History (2

)

第6回　Unit 3-1

主食 Staple Foods (1)

第7回　Unit 3-2

主食 Staple Foods (2)

第8回　Unit 4-1

食の文化遺産 The Cultural Heritage of Food (1)

第9回　Unit 4-2

食の文化遺産 The Cultural Heritage of Food (2)

第10回　Unit 5-1

弁当箱のアート The Art of the Bento Box (1)

第11回　Unit 5-2

弁当箱のアート The Art of the Bento Box (2)

第12回　Unit 6-1

日本の給食制度 Kyushoku: The Japanese School Lunch

 (1)

第13回　Unit 6-2

日本の給食制度 Kyushoku: The Japanese School Lunch

 (2)

第14回　Unit 7-1

こども食堂 Kodomo Shokudo (1)

第15回　Unit 7-2

こども食堂 Kodomo Shokudo (2)

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ｃ【臨検】

高松　琢麻

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ
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けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・ 300-500語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）｜・ 読んだ英文について自分の意見や

感想を仲間と共有できる。（態度・習慣）｜・ 英文の

内容に関心を持ち、その内容と自らと比較し、内容を深

めることができる。（態度・習慣）｜・ 様々なリーデ

ィングの技法（スキミング、スキャニングなど）を応用

できる。（技能）｜・ 初出の単語や表現について辞書

などで調べることができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

The Earth and Our Health （成美堂 1980円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1

A Good Night's Sleep: How Sleep Improves Learning

第3回　Unit 2

Walking Your Way to Better Health

第4回　Unit 3

An Unhealthy Choice: Smoking

第5回　復習 (1)

Unit 1からUnit 3の復習

第6回　Unit 4

I'm Stressed Out! Stress and Illness

第7回　Unit 5

Hahhhhhchu! Allergies

第8回　Unit 6

Preventing Cancer: Knowing the Warning Signs

第9回　復習 (2)

Unit 4からUnit 6の復習

第10回　Unit 7

Is a Little Alcohol Healthy?

第11回　Unit 8

Playing Mother Nature: Genetically Engineering Cro

ps

第12回　復習 (3)

Unit 7 & Unit 8の復習

第13回　Unit 9

What's Really in My Food? Organic Food Labeling

第14回　Unit 10

Getting an Extra Boost: Sports Supplements

第15回　前期のまとめと復習

前期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ａ【経済】

安田　有紀子、立花　千尋、藤井　晶宏、ＥＣＣ、高

基秀、廣重　尚実

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリスニングやスピ

ーキングの技能を中心に学習する。その中で中学・高校

で培ってきた英語力の基礎固めをする。既習の文法項目

について総復習をし、様々な技能の基礎となる能力を育

てる。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役立て

ることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を
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把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

English Listening and Speaking Patterns 3 (南雲堂

2, 200円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1

Family: Adding inforation and clatifying comments

第3回　Unit 2

Friends: Cheering people up and offering support

第4回　Unit 3

Culture: Asking for agreement and showing agreemen

t

第5回　Unit 4

Unit 1からUnit 3の復習

第6回　Unit 5

Education: Talking about what's possible and impos

sible

第7回　#REF!

Sports: Asking if someone is serious and adding af

terthoughts

第8回　unit 6

Work: Positive emphasis and unfortunate events

第9回　復習 (2)

Unit 4からUnit 6の復習

第10回　Unit 7

Food: Asking and explaining why something happened

第11回　Unit 8

Studying English: Giving mixed answers and strong

statements

第12回　復習 (3)

Unit 7 & Unit 8の復習

第13回　Unit 9

Health: Thanking someone and responding to thanks

第14回　Unit 10

Clothes: Admitting and denying things

第15回　前期のまとめと復習

前期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ａ【人文】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となる英語４技能を包括

的に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英語力

の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習をし、

様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目は、全

学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外にお

いて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学

びを深め、協働して社会に役立てることができる」を目

指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）
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・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30％

＜テキスト＞

ECC ENGLISH CLINIC  Orion  出版社：ECC　4580円(税

込)

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1

What's today's special?

第3回　Unit 2

How often do you take lessons?

第4回　Unit 3

Do you feel like going out for a drink?

第5回　復習

Unit 1 ～ Unit 3の復習

第6回　Unit 4

Could I go on a business trip?

第7回　Unit 5

I'd like a one -way ticket to Santa Barbara, pleas

e.

第8回　Unit 6

Are you a researcher?

第9回　復習

Unit 4 ～ Unit 6の復習

第10回　Unit 7

How was your day?

第11回　Unit 8

Can I get a refund?

第12回　Unit 9

I like jean's Jewels better.

第13回　Unit 10

Where is it exactly?

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います。

第15回　前期のまとめとプレゼンテーション

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ａ【心理】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞
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原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30%

＜テキスト＞

Everyday Psychology  出版社：南雲堂　1760円(税込)

ISBN：9784523174691

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Do good luck charms really work?

第3回　Unit 1-2

信じれば花開くのがお守り

第4回　Unit 2-1

Are people born shy?

第5回　Unit 2-2

シャイな性格は生まれつき？

第6回　Unit 3-1

Does the way you sleep show your personality?

第7回　Unit 3-2

寝相は人の性格を表す！？

第8回　Unit 4-1

Do too many choices make us unhappy?

第9回　Unit 4-2

品数の多いのは消費者泣かせ

第10回　Unit 5-1

Can positive thinking lead to longer, happier live

s?

第11回　Unit 5-2

長生きには本人の積極性と周囲のやさしさが不可欠

第12回　Unit 6-1

Why are music and singing so important?

第13回　Unit 6-2

音楽は最高の治療薬

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　前期のまとめとプレゼンテーション

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ａ【総リハ】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となる英語４技能を包括

的に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英語力

の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習をし、

様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目は、全

学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外にお

いて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学

びを深め、協働して社会に役立てることができる」を目

指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞
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1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30%

＜テキスト＞

Discoverer α1  出版社：ECC　2970円(税込)

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Conversation 1

Your Childhood

第3回　Conversation 2

Your Background

第4回　復習

About your past self

第5回　Conversation 3

Your Routines

第6回　Conversation 4

Routines

第7回　復習

Routines

第8回　Focus 1

Would you like to go to the Arctic?

第9回　Conversation 5

Fantasies

第10回　復習

Future Travel

第11回　Focus 2

What can you do in Nagasaki?

第12回　Conversation 6

Cities

第13回　総復習

総復習

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　前期のまとめとプレゼンテーション

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ａ【法】

神谷　佳郎、ECC、OTC、竹中　美奈子、栢木　敦子、和

田　憲明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に
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臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

Reading Explorer 2, 3rd Edition Text Only （センゲ

ージラーニング 3,025円） ISBN 978-0-35-711626-5

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Reading A: Sweet Love

第3回　Unit 1-2

Reading B: Food for the Future

第4回　Unit 2-1

Reading A: Songs of the Humpback

第5回　Unit 2-2

Reading B: The 1,000-Year Bird Song

第6回　Unit 3-1

Reading A: Was King Tut Murdered?

第7回　Unit 3-2

Reading B: Who Killed the Iceman?

第8回　前半のまとめ

Unit 1からUnit 3の復習

第9回　Unit 4-1

Reading A: Living Treasures

第10回　Unit 4-2

Reading B: The Changing Face of Kung Fu

第11回　Unit 5-1

Reading A: The Secrets in the Sand

第12回　Unit 5-2

Reading B: The Stories in the Rocks

第13回　Unit 6-1

Reading A: Cities Beneath the Sea

第14回　Unit 6-2

Reading B: The Truth about Great Whites

第15回　前期のまとめと復習

前期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ｂ【経営】

日髙　文代、山本　由美子、西村　瑠里子、髙　雅妃、

ECC

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞
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授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

Success with reading Book 2 （成美堂 2750円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

The Pencil (1)

第3回　Unit 1-2

The Pencil (2)

小テスト

第4回　Unit 2-1

Running Marathons (1)

第5回　Unit 2-2

Running Marathons (2)

小テスト

第6回　Unit 3-1

Supestition (1)

第7回　Unit 3-2

Superstition (2)

小テスト

第8回　Unit 4-1

The Printing Press (1)

第9回　Unit 4-2

The Printing Press (2)

小テスト

第10回　Unit 5-1

How Safe Is Air Travel? (1)

第11回　Unit 5-2

How Safe Is Air Travel? (2)

小テスト

第12回　Unit 6-1

Jazz Music (1)

第13回　Unit 6-2

Jazz Music (2)

小テスト

第14回　Unit 7-1

Inflation (1)

第15回　復習テスト

学習した内容を確認する筆記試験を行います。試験範囲、

内容は授業内で伝えます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ａ【薬】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディングやス

ピーキングの技能を中心に学習する。また、この学部で

はTOEICでの高得点を取得するための学習をする。この

科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して社会に役立てることがで

きる」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

・TOEIC

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて
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お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）　授業外評価（授業外課題30％）　統

一テスト30％

＜テキスト＞

Talking with Your Patients in English  出版社：成

美堂　2750円(税込)　ISBN:9784791971930

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Welcomng a Patient (1)

第3回　Unit 1-2

Welcomng a Patient (2)

第4回　Unit 2-1

Taking Vital Signs (1)

第5回　Unit 2-2

Taking Vital Signs (2)

第6回　Unit 3-1

Pain Assessment (1)

第7回　Unit 3-2

Pain Assessment (2)

第8回　Unit 4-1

Feeling So Sick! (1)

第9回　Unit 4-2

Feeling So Sick! (2)

第10回　Unit 5-1

Transferring a Patient (1)

第11回　Unit 5-2

Transferring a Patient (2)

第12回　Unit 6-1

Medical Departments (1)

第13回　Unit 6-2

Medical Departments (2)

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　前期のまとめと試験

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ａ【現社・社防】

広部　昭子、ECC

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリスニングやスピ

ーキングの技能を中心に学習する。その中で中学・高校

で培ってきた英語力の基礎固めをする。既習の文法項目

について総復習をし、様々な技能の基礎となる能力を育

てる。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役立て

ることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

Which Side Are You On? （成美堂 2310円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。
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また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Unit 1-1

Cell phones: Do we use them too much? (1)

第3回　Unit 1-2

Cell phones: Do we use them too much? (2)

第4回　Unit 2-1

"Freeters": Can people be satisfied with a freeter

 lifestyle in the long term? (1)

第5回　Unit 2-2

"Freeters": Can people be satisfied with a freeter

 lifestyle in the long term? (2)

第6回　Unit 3-1

The Olympic Games: Have they lost their meaning? (

1)

第7回　Unit 3-2

The Olympic Games: Have they lost their meaning? (

2)

第8回　Unit 4-1

Marriage: Should people get married earlier? (1)

第9回　Unit 4-2

Marriage: Should people get married earlier? (2)

第10回　Unit 5-1

Smoking and drinking: Should we do more to stop pe

ople smoking and drinking? (1)

第11回　Unit 5-2

Smoking and drinking: Should we do more to stop pe

ople smoking and drinking? (2)

第12回　Unit 6-1

English: Should everyone learn it? (1)

第13回　Unit 6-2

English: Should everyone learn it? (2)

第14回　Unit 7-1

Exercise: Is it good for everyone? (1)

第15回　Unit 7-2

Exercise: Is it good for everyone? (2)

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ Ａ【GC・中/日】

OTC

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリスニングやスピ

ーキングの技能を中心に学習する。その中で中学・高校

で培ってきた英語力の基礎固めをする。既習の文法項目

について総復習をし、様々な技能の基礎となる能力を育

てる。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役立て

ることができる」を目指す。

尚、この授業の担当者は企業内英語研修を複数年経験し

ている実務経験のある教員で、より実践的な観点から英

語学習を指導する。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

World Wide English on DVD Volume 1 -Revised Editio

n- （成美堂 2750円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。
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第2回　Unit 1-1

Los Angeles: Living the Dream (1)

第3回　Unit 1-2

Los Angeles: Living the Dream (2)

第4回　Unit 2-1

Los Angeles: Meetig Differend Kinds of People (1)

第5回　Unit 2-2

Los Angeles: Meetig Differend Kinds of People (2)

第6回　Unit 3-1

Scotland: A Country Filled with Imagination and Ne

w Ideas (1)

第7回　Unit 3-2

Scotland: A Country Filled with Imagination and Ne

w Ideas (2)

第8回　Unit 4-1

Scotland: Being a Typical Scot, and Proud of It (1

)

第9回　Unit 4-2

Scotland: Being a Typical Scot, and Proud of It (2

)

第10回　Unit 5-1

Canada: Living in Harmony with Nature (1)

第11回　Unit 5-2

Canada: Living in Harmony with Nature (2)

第12回　Unit 6-1

Canada: A Young Adventurer in Ottawa (1)

第13回　Unit 6-2

Canada: A Young Adventurer in Ottawa (2)

第14回　Unit 7-1

Review Section 1 (1)

第15回　Unit 7-2

Review Section 1 (2)

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実用英語Ⅰ 再・Ａ

ＥＣＣ、竹中　美奈子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となる英語４技能を包括

的に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英語力

の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習をし、

様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目は、全

学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外にお

いて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学

びを深め、協働して社会に役立てることができる」を目

指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる(技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30%

＜テキスト＞

Challenger α2  出版社：ECC　2970円(税込)

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

また今後の講義内容についてもお知らせします。

第2回　Focus 1

What does your father look like?

第3回　Conversation 1

Describing People
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第4回　復習

Describing Others

第5回　Situation 1

Explaning Food

第6回　Conversation 2

Cooking

第7回　復習

Talking about Food

第8回　Conversation 3

Restaurants

第9回　Conversation 4

Eating Out

第10回　復習

Restaurants

第11回　Focus 2

What did you clean?

第12回　Focus 3

Where did you go shopping?

第13回　総復習

総復習

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います����

第15回　前期のまとめとプレゼンテーション

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ 再・Ａ

ＥＣＣ、竹中　美奈子、OTC、大川　弘子、廣重　尚実

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となる英語４技能を包括

的に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英語力

の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習をし、

様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目は、全

学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外にお

いて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学

びを深め、協働して社会に役立てることができる」を目

指す。

＜到達目標＞

・ 場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容

を把握できる。（知識）

・ 自分自身について、大学生活や身の回りのできごと

について簡単に述べることができる。（知識）

・ 300-500語の英文を読み、その内容を具体的に説明で

きる。（知識）

・ 相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を

示すことができる。（態度・習慣）

・ 読んだ英文について自分の意見や感想を仲間と共有

できる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）　授業外評価（授業外課題30％）　統

一テスト30％

＜テキスト＞

Challenger α2  出版社：ECC　2970円(税込)

＜授業計画＞

第1回　Conversation 5

Places

第2回　Conversation 6

Dream Vacations

第3回　復習

Future Travel Desires

第4回　Focus 4

Do you like festivals?

第5回　Conversation 7

Free Time

第6回　復習

Free time activities

第7回　Situation 2

Giving Gifts

第8回　Conversation 8
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Presents

第9回　復習

Gifts

第10回　Situation 3

Shopping at a Drugstore

第11回　Situation 4

Paying for Things

第12回　復習

At the Cash Register

第13回　総復習

総復習

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　後期のまとめとプレゼンテーション

後期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ａ【管理】

ＥＣＣ、廣重　尚実

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）

2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1時間

程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）

授業外評価（授業外課題30％）

統一テスト30%

＜テキスト＞

A Matter of Taste  出版社：南雲堂　1870円(税込)

ISBN：9784523177067

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8-1

後期の授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

スーパーフード Can Foods Be Super? (1)

第2回　Unit 8-2

スーパーフード Can Foods Be Super? (2)

第3回　Unit 9-1

ハラルフード Halal Food (1)

第4回　Unit 9-2

ハラルフード Halal Food (2)

第5回　Unit 10-1

味が肝心 How We Taste (1)

第6回　Unit 10-2

味が肝心 How We Taste (2)

第7回　Unit 11-1

機内食 Airline Food (1)

第8回　Unit 11-2

機内食 Airline Food (2)

第9回　Unit 12-1

砂糖：知っておくべきこと Suger: What You Need to K

now (1)

第10回　Unit 12-2

砂糖：知っておくべきこと Suger: What You Need to K
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now (2)

第11回　Unit 13-1

砂糖税 Sugar Tax (1)

第12回　Unit 13-2

砂糖税 Sugar Tax (2)

第13回　Unit 14-1

抗酸化物質 Antioxidants (1)

第14回　Unit 14-2

抗酸化物質 Antioxidants (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ｃ【臨検】

高松　琢麻

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

The Earth and Our Health （成美堂 1980円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション｜Unit 11

後期の授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

｜Better than Chicken Soup? A New Cold Medicine

第2回　Unit 12

Drug-resistant Superbugs

第3回　Unit 13

Global Warming: A Global Warning

第4回　復習 (1)

Unit 11からUnit 13の復習

第5回　Unit 14

Solar Energy: A Gift from the Sun

第6回　Unit 15

A Drop in the Bucket: Storing Drinking Water

第7回　Unit 16

A Brown Cloud over Asia

第8回　復習 (2)

Unit 14からUnit 16の復習

第9回　Unit 17

Cleaning up the Mess: Oil Spills

第10回　Unit 18

Building a Nuclear Mountain

第11回　Uni6 19

Where Have All the Forests Gone?

第12回　復習 (3)

Unit 17からUnit 19 の復習

第13回　Unit 20

Dust in the Wind

第14回　Unit 21

Keeping the Dead Sea Alive

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ａ【経済】

安田　有紀子、立花　千尋、藤井　晶宏、ＥＣＣ、高

基秀、廣重　尚実

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリスニングやスピ

ーキングの技能を中心に学習する。その中で中学・高校

で培ってきた英語力の基礎固めをする。既習の文法項目

について総復習をし、様々な技能の基礎となる能力を育

てる。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役立て

ることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

English Listening and Speaking Patterns 3 (南雲堂

2, 200円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

後期授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Unit 11

Traveling: Returning a favor and saving money

第3回　Unit 12

Music: Making direct and indirect requests

第4回　Unit 13

Movie: Talking about what people are saying and no

t saying

第5回　Unit 14

Unit 11からUnit 13の復習

第6回　Unit 15

Shopping: Giving and choosing options

第7回　#REF!

Internet: Expressing and dealing with worries

第8回　Unit 16

Weather: Asking for a comment and making balanced

comments

第9回　復習 (2)

Unit 14からUnit 16の復習

第10回　Unit 17

Feelings: Confident statements and uncertain state

ments

第11回　Unit 18

Government: Persuading with negative questions

第12回　復習 (3)

Unit 17 & Unit 18の復習

第13回　Unit 19

Art: Talking about what we can and can't imagine

第14回　Unit 20

The Future: Talking about similar experienes

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ａ【人文】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞
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演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となる英語４技能を包括

的に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英語力

の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習をし、

様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目は、全

学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外にお

いて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学

びを深め、協働して社会に役立てることができる」を目

指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）　授業外評価（授業外課題30％）　統

一テスト30％

＜テキスト＞

ECC ENGLISH CLINIC  Orion  出版社：ECC　4580円(税

込)

＜授業計画＞

第1回　Unit 11

Is there anything I can do to help?

第2回　Unit 12

Why don't you call her and apologize?

第3回　Unit 13

It's on the fifth floor, next to the swimming pool

.

第4回　復習

Unit 11 ～ Unit 13の復習

第5回　Unit 14

I'm going to go sightseeing.

第6回　Unit 15

It happened on Wednesday.

第7回　Unit 16

May I speak to Mr.Biggle, please?

第8回　復習

Unit 14 ～ Unit 16の復習

第9回　Unit 17

Did you have a good time in Taiwan?

第10回　Unit 18

I was so moved.

第11回　Unit 19

What's going on?����

第12回　Unit 20

That's very nice of you.

第13回　復習

Unit 17 ～ Unit 20の復習

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　後期のまとめとプレゼンテーション

後期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ａ【心理】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内
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外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）　授業外評価（授業外課題30％）　統

一テスト30％

＜テキスト＞

Everyday Psychology  出版社：南雲堂　1760円(税込)

　ISBN：9784523174691

＜授業計画＞

第1回　Unit 7-1

Do good luck charms really work?

第2回　Unit 7-2

信じれば花開くのがお守り

第3回　Unit 8-1

Are people born shy?

第4回　Unit 8-2

シャイな性格は生まれつき？

第5回　Unit 9-1

Does the way you sleep show your personality?

第6回　Unit 9-2

寝相は人の性格を表す！？

第7回　復習

Unit7からUnit9の復習

第8回　Unit 10-1

Do too many choices make us unhappy?

第9回　Unit 10-2

品数の多いのは消費者泣かせ

第10回　Unit 11-1

Can positive thinking lead to longer, happier live

s?

第11回　Unit 11-2

長生きには本人の積極性と周囲のやさしさが不可欠

第12回　Unit 12-1

Why are music and singing so important?

第13回　Unit 12-2

音楽は最高の治療薬

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　後期のまとめとプレゼンテーション

後期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ａ【総リハ】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となる英語４技能を包括

的に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英語力

の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習をし、

様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目は、全

学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外にお

いて、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学

びを深め、協働して社会に役立てることができる」を目

指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示
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すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）　授業外評価（授業外課題30％）　統

一テスト30％

＜テキスト＞

Discoverer α1  出版社：ECC　2970円(税込)

＜授業計画＞

第1回　Situation 1

Talking about Health

第2回　Situation 2

At the Doctor’s

第3回　復習

Health

第4回　Situation 3

Sharing News

第5回　Situation 4

Asking How Others Are Doing

第6回　復習

Talking About Others

第7回　Focus 3

What’s your new coworker like?

第8回　Conversation 7

People You Know

第9回　復習

Describing Others

第10回　Situation 5

Making Appointments

第11回　Situation 6

Arranging a Meeting

第12回　復習

On the Phone

第13回　総復習

総復習

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　後期のまとめとプレゼンテーション

後期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ａ【法】

神谷　佳郎、ECC、OTC、竹中　美奈子、栢木　敦子、和

田　憲明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で
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すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

Reading Explorer 2, 3rd Edition Text Only （センゲ

ージラーニング 3,025円） ISBN 978-0-35-711626-5

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

後期の授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Unit 7-1

Reading A: The Flower Trade

第3回　Unit 7-2

Reading B: The Power of Perfume

第4回　Unit 8-1

Reading A: An Incredible Journey

第5回　Unit 8-2

Reading B:The Travels of Ibn Battuta

第6回　Unit 9-1

Reading A: The Teenage Brain

第7回　Unit 9-2

Reading B: Seeing Double

第8回　Unit 10-1

Reading A: The Big Thaw

第9回　Unit 10-2

Reading B: Life on the Edge

第10回　Unit 11-1

Reading A: The Knowledge Illusion

第11回　Unit 11-2

Reading B: The Limits of Lying

第12回　Unit 12-1

Reading A: The Dream of Flight

第13回　Unit 12-2

Reading B: Dark Descent

第14回　Reading Practice

Reading Practice for TOEIC Test

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ｂ【経営】

日髙　文代、山本　由美子、西村　瑠里子、髙　雅妃、

ECC

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディング技能

を中心に学習する。その中で中学・高校で培ってきた英

語力の基礎固めをする。既習の文法項目について総復習

をし、様々な技能の基礎となる能力を育てる。この科目

は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して社会に役立てることができる

」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。



- 331 -

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習と予習。（毎回1時間程度

）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する復習テスト　３０％

授業内で実施する小テスト　２０％

授業外の課題　２０％

＜テキスト＞

Success with reading Book 2 （成美堂 2750円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8-1

前期授業の振り返りと後期授業の進め方や成績評価を説

明します。

The Word "Hello" (1)

第2回　Unit 8-2

The Word "Hello" (2)

小テスト

第3回　Unit 9-1

Trans Fats (1)

第4回　Unit 9-2

Trans Fats (2)

小テスト

第5回　Unit 10-1

Braille (1)

第6回　Unit 10-2

Braille (2)

小テスト

第7回　Unit 11-1

Nightmares (1)

第8回　Unit 11-2

Nightmares (2)

小テスト

第9回　Unit 12-1

The Power of Positive Thinking (1)

第10回　Unit 12-2

The Power of Positive Thinking (2)

小テスト

第11回　Unit 13-1

The Andes Mountain Range (1)

第12回　Unit 13-2

The Andes Mountain Range (2)

小テスト

第13回　Unit 14-1

Freedom Riders (1)

第14回　Unit 14-2

Freedom Riders (2)

小テスト

第15回　復習テスト

学習した内容の理解を確認する筆記試験を行います。試

験範囲、内容は授業内で伝えます。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ａ【薬】

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリーディングやス

ピーキングの技能を中心に学習する。また、この学部で

はTOEICでの高得点を取得するための学習をする。この

科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して社会に役立てることがで

きる」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・リーディング・語彙・文法

・TOEIC

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に
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臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　プレゼンテーション10％

授業参加度10％）　授業外評価（授業外課題30％）　統

一テスト30％

＜テキスト＞

Talking with Your Patients in English  出版社：成

美堂　2750円(税込)　ISBN:9784791971930

＜授業計画＞

第1回　 Unit 7-1

Review & Medical Terminology(1)

第2回　Unit 7-2

Review & Medical Terminology(2)

第3回　Unit 8-1

Personal Care(1)

第4回　Unit 8-2

Personal Care(2)

第5回　Unit 9-1

Giving Medication to a Patient(1)

第6回　Unit 9-2

Giving Medication to a Patient(2)

第7回　復習

Unit7からUnit9の復習

第8回　Unit 10-1

Elimination (Bowel movement / Urination)(1)

第9回　Unit 10-2

Elimination (Bowel movement / Urination)(2)

第10回　Unit 11-1

Chronic Diseases(1)

第11回　Unit 11-2

Chronic Diseases(2)

第12回　Unit 12-1

Critical Care / Operating Room(1)

第13回　Unit 12-2

Critical Care / Operating Room(2)

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います

第15回　後期のまとめと試験

後期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ａ【現社・社防】

広部　昭子、ECC

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリスニングやスピ

ーキングの技能を中心に学習する。その中で中学・高校

で培ってきた英語力の基礎固めをする。既習の文法項目

について総復習をし、様々な技能の基礎となる能力を育

てる。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役立て

ることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて
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お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

Which Side Are You On? （成美堂 2310円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8-1

後期の授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

Divorce: Is it better than an unhappy marriage? (1

)

第2回　Unit 8-2

Divorce: Is it better than an unhappy marriage? (2

)

第3回　Unit 9-1

Cars: Should we try to limit traffic in city cente

rs? (1)

第4回　Unit 9-2

Cars: Should we try to limit traffic in city cente

rs? (2)

第5回　Unit 10-1

Working parents: Should both parents work? (1)

第6回　Unit 10-2

Working parents: Should both parents work? (2)

第7回　Unit 11-1

Computers: Should we continue to develop computer

technology? (1)

第8回　Unit 11-2

Computers: Should we continue to develop computer

technology? (2)

第9回　Unit 12-1

Television: Who should we take responsibility for

what children watch on television? (1)

第10回　Unit 12-2

Television: Who should we take responsibility for

what children watch on television? (2)

第11回　Unit 13-1

Gambling: Should we do more to stop people gamblin

g? (1)

第12回　Unit 13-2

Gambling: Should we do more to stop people gamblin

g? (2)

第13回　Unit 14-1

Gender gap: Should men and women be treated equall

y? (1)

第14回　Unit 14-2

Gender gap: Should men and women be treated equall

y? (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実用英語Ⅱ Ａ【GC・中/日】

OTC

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

実用英語1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、大学初年次における英語の基礎科目として位置づ

けられる。学部での学びで必要となるリスニングやスピ

ーキングの技能を中心に学習する。その中で中学・高校

で培ってきた英語力の基礎固めをする。既習の文法項目

について総復習をし、様々な技能の基礎となる能力を育

てる。この科目は、全学DPに示す「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して社会に役立て

ることができる」を目指す。

尚、この授業の担当者は企業内英語研修を複数年経験し

ている実務経験のある教員で、より実践的な観点から英

語学習を指導する。

＜到達目標＞

・場面設定や背景をもとに、短い会話の全体的な内容を

把握できる。（知識）

・自分自身について、大学生活や身の回りのできごとに

ついて簡単に述べることができる。（知識）

・相手の発話を尊重し、じっくりと耳を傾ける姿勢を示

すことができる。（態度・習慣）

・発音や発話練習に積極的に参加できる（態度・習慣）

・初出の単語や表現について辞書などで調べることがで

きる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加方の授業で

すので積極的な参加がが必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。

2) ペア・グループワークを通して、英語でのコミュニ

ケーション能力を高めることを目的としています。その

ため、クラスメイトと積極的に関わる姿勢が求められま

す。

3) 授業の予習・復習をしっかりと行って毎回の授業に

臨んでください。
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＜授業時間外に必要な学修＞

1) 授業外で行う課題。（毎日最低10分）

2) 授業日に学んだ内容の復習。（毎日1時間程度）

＜提出課題など＞

授業内で課題の内容および提出方法・期限などについて

お知らせします。

＜成績評価方法・基準＞

統一テスト3０％

授業内に実施する小テスト等4０％

授業外で実施する英語学習・課題等3０％

＜テキスト＞

World Wide English on DVD Volume 1 -Revised Editio

n- （成美堂 2750円）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

Unit 8-1

後期の授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

New Zealand: Into the Peacefulness (1)

第2回　Unit 8-2

New Zealand: Into the Peacefulness (2)

第3回　Unit 9-1

New Zealand: An Interesting Walk with Sophie (1)

第4回　Unit 9-2

New Zealand: An Interesting Walk with Sophie (2)

第5回　Unit 10-1

England: Having a Big Influence on the World (1)

第6回　Unit 10-2

England: Having a Big Influence on the World (2)

第7回　Unit 11-1

England: Living Your Life to the Maximum (1)

第8回　Unit 11-2

England: Living Your Life to the Maximum (2)

第9回　Unit 12-1

The Bahamas: Developed Tourism Industry (1)

第10回　Unit 12-2

The Bahamas: Developed Tourism Industry (2)

第11回　Unit 13-1

The Bahamas: Making Steps to Achieve Your Goals (1

)

第12回　Unit 13-2

The Bahamas: Making Steps to Achieve Your Goals (2

)

第13回　Unit 14-1

Review Section 2 (1)

第14回　Unit 14-2

Review Section 2 (2)

第15回　後期のまとめと復習

後期の既習項目の総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

社会科学入門Ａ （１年次のみ）

川内　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業で開講する。

アクティブラーニングを行うため、受講生には積極的な

授業への参加を求める。

＜授業の目的＞

この科目では、神戸学院大学のDPに示す「幅広い知識を

活用して問題を発見し、解決する方策を導く」ことの一

環として、社会科学に関する幅広い知識を身につけ、自

身の関心を発見することを目指す。そのため各界の授業

終了時には復習を１時間半程度要し、知識の習得のため、

一定程度のインプットを必要とする。

なおこの科目の担当者は、大学時代より多くの文系学部

および研究科に在籍しており、受講生を対象としたアン

ケート結果を参考に、受講生の関心を反映させながら授

業を運営する。

＜到達目標＞

当該授業履修後、社会科学とは何かという問いに対して、

受講生一人ひとりが解を述べることができるようになる

ことが目標である。

その上で、授業を通してインプットした知識を利用し、

自身の関心のあるテーマについて、正確に述べることが

できるようになることも目標としている。

＜授業のキーワード＞

近代法、近代政治、近代経済、冷戦

＜授業の進め方＞

プリント等を配布して講義形式ですすめる。

受講人数によってはピアアセスメント等のアクティブラ

ーニングを実施する。

＜履修するにあたって＞

特別な予備知識は必要ではなく、高校で現代社会を履修

していない学生も受講可能である。

私語、携帯電話の使用、途中入室および途中退室は認め

ない。

こうした行為を行った場合には以後の出席を断り、テス

トの採点も行わない。

なお講義で配布するプリントは自身でファイリングする

などの管理を徹底すること。

毎回これまでに配られたプリントは持参すること。

再配布は行わない。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後一週間以内に配布プリントを読み返し、授業内容

を復習すること。（１時間程度）

できれば次の授業に参加する前日が望ましい。

またそれまでに関心を持ったテーマについては、プリン
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トにコメントを書いて、何故そのテーマに関心を持った

のか説明できるようにしておくこと。（３０分程度）

＜提出課題など＞

レポートを課す授業ではないが、各回授業終了時にミニ

ッツペーパーの提出が必要となる。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト３回（30%）

期末テスト（70%）

出席は評価対象とはしないが、毎回ミニッツペーパーを

課しており、成績評価の最終的な判断には使用する。

小テストおよび期末テストのどれか一つでも受験してい

ない場合には、単位を認定しない。

＜テキスト＞

プリントを配布する。

＜参考図書＞

各回授業時に指示する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方、成績評価について説明する。

第2回　社会科学とは何か

社会の科学的な見方を学ぶ。

第3回　近代科学の成り立ち

近代にいたるまでの過程を学び、近代と現代の特徴を学

ぶ。

第4回　近代法１

近代法とは何か、近代法の特徴を知り、近代憲法の確立

過程を学ぶ。

第5回　近代法２

近代の国際法と国際関係について学ぶ。

第6回　第一部まとめ

第２回～第５回で学んだ内容を復習し、小テストを実施

する。

第7回　近代政治１

国家とは何か、国家の定義を学ぶ。

第8回　近代政治２

国家の成立過程を学ぶ。

第9回　第二部まとめ

第７回～第８回で学んだ内容を復習し、小テストを実施

する。

第10回　近代経済１

市場経済と資本主義の性質について学ぶ。

第11回　近代経済２

代表的な経済学者の諸説に触れる。

第12回　第三部まとめ

第１０回～第１１回に学んだ内容を復習し、小テストを

実施する。

第13回　応用編「冷戦」１

何故冷戦が始まったのか、どのような時代だったのかを

学ぶ。

第14回　応用編「冷戦」２

冷戦は何故終わったのかについて学ぶ。

第15回　総括

これまでの総括を行い、小テストを用いて振り返り学習

を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

社会科学入門Ａ （１年次のみ）

高梨　薫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」

＜授業の目的＞

この科目は全学DPに示す「獲得した知識や技能を活用し、

国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と

議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てることが

できる。」を目指している。また社会科学に関する幅広

い知識を身につけ、自身の関心を発見することを目指す。

授業では、少子高齢社会、人口減少社会の何が具体的に

問題となっているのか整理、検討することで「科学的に

ものを考える」経験をすることを目的にします。それに

より獲得した知識（や技能）を社会に役立てることがで

きる。そのために各回（計15回）の授業のための予習・

復習に1時間程度を要し、予定している小テスト（授業

時間内）は授業終了までに模範解答を返却します。

＜到達目標＞

科学的にものを考える、社会科学のアプローチ（方法）

を理解できるようになることが目標です。

その上で学生は、少子高齢化・人口減少社会への対応施

策をテーマとし、物事を合理的に説明できるようになる。

われわれの社会で現在、問題となっていることを、社会

科学的アプローチで捉え、合理的に説明できるようにな

る。

＜授業の進め方＞

プリントを配布して講義形式ですすめる（オンラインと

なった場合はＬＭＳを利用して電子ファイルを配布）。

少子高齢社会、超高齢社会や、わが国の社会保障、施策

を理解するため、参考文献も活用してほしい。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の目的のためには、各回の授業のための予習・復習

に1時間程度を要します。

＜成績評価方法・基準＞

授業時間内不定期の小レポート、複数の課題、提出物（

40％）と

定期試験（60％）で評価する。

＜テキスト＞

概ね各回、資料を配布します（オンラインとなった場合
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はＬＭＳを利用して電子ファイルを配布）。資料はファ

イルして授業の際、いつでも振り返りができるようにし

ておいて下さい。

＜参考図書＞

高齢社会基礎資料　エイジング総合研究センター編著

中央法規

厚生労働白書　厚生労働省編

国民の福祉と介護の動向　厚生労働統計協会

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

(本講義全体の概要）

本講義全体の概要、そして授業内容を例を示して説明す

る。また、授業を受ける態度、注意事項、課題や提出物、

評価方法を説明する。

第2回　社会科学とは

社会科学と呼ばれている学問分野について、高齢社会白

書や厚生労働白書といった統計資料を使い、私たちの生

活にどのように役立っているのか、みてみる。

第3回　人口高齢化と人口変化の研究１

日本の人口高齢化は、社会経済の近代的発展と生活環境、

生活の質の向上があることを理解する。

第4回　人口高齢化と人口変化の研究２

物質的に豊かになった生活の下、人口高齢化が出生率と

死亡率の低下によって起こっていることを説明する。

第5回　人口高齢化と人口変化の研究３

近代社会において出生率と死亡率の低下がともに進む状

況は多くの先進諸国で見られ、人口転換という言葉で表

現されることを紹介・検討する。

第6回　家族、世帯の変化１

人口高齢化が家族という集団に与える影響は極めて大き

いことを図表（統計資料）で理解する。

第7回　家族、世帯の変化２

家族は親族によって構成される集団で、社会を構成する

最も基礎的な集団であることを理解する。

第8回　高齢者の生活状況

超高齢社会となった現在、高齢者と家族との関係はどの

ように変化しているかみていく。

第9回　前半のまとめと復習（確認）

基本が分からないと、積み重ね、応用ができないののは

数学や物理だけではありません。社会科学も基本的なこ

とがきちんと理解できていないと学習は前進しません。

9回までにとりあげたことを整理して確認します。

第10回　高齢社会対策と社会保障１

高齢化に関するわが国の施策、年金保険、健康福祉

第11回　高齢社会対策と社会保障２

高齢化に関するわが国の施策、医療保険、介護保険

第12回　高齢社会対策と社会保障３

高齢化に関するわが国の施策、高齢社会対策大綱につい

て

第13回　老化の社会的側面とは

近年の長寿社会においては、多くの人が生物学的に老化

する前に社会から老人として扱われてしまうという「老

化の社会的側面」を紹介して検討する。

第14回　高齢者の離脱と活動の理論

高齢者のウェルビーイングについて、高齢者の「離脱理

論」と「活動理論」を紹介して検討する。

第15回　社会科学の未来

授業全体の総括と近年、社会科学分野で関心を持たれて

いる事柄について

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

社会科学入門Ｂ （１年次のみ）

安逹　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（場合によっては【遠隔授業】）

＜授業の目的＞

この授業は、全学のDPに示す「広い教養を身につけ、豊

かな人間性や社会性」を涵養することを目的としている。

また「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、

それを解決する方法を導く」能力の開発、向上を目指す。

この授業では、歴史や社会、政治、地理、文化などさま

ざま視点から世界経済の変遷、転換点を学び、捉え直す

ことで、対象を分野横断的に分析する方法を身につける。

＜到達目標＞

・世界経済、社会科学に関する基礎的な知識と理論を身

につける。

・社会事象を、一つの専門分野だけでなく、複合的、ま

たは総合的に捉えることができる。

・今後、現代社会が抱える問題を考える際に、社会科学

と結び付けて考えることができる。

＜授業のキーワード＞

世界経済、社会科学、西洋史、東洋史、哲学、地理学、

経済学、社会学、政治学

＜授業の進め方＞

各回の授業に関する情報は、授業中、または事前配布す

る各回の授業資料上で告知する。各自でしっかり確認し

てから授業に臨むようにすること。

毎回、授業内容に関する復習課題を課し、提出してもら

う。そのため、ただ単に授業を聞くのではなく、その内

容をどのように自身の中に落とし込むか常に意識して臨

む必要がある。

＜履修するにあたって＞

・予備知識は特に必要としないが、高校程度の世界史の

知識があると学習しやすい。

・授業に集中して取り組み、あとで復習できるように学
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習内容を記録しておくこと。

・これから社会人になる身として、周りに配慮したふる

まいを心がけること。

・分からない言葉に出会ったら、辞書、インターネット

等を使用して自分で調べること。

・どのように学習に臨めばよいか分からなくなったら、

迷わず質問すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回、学習した内容について、プリント、ノートなどを

見直して復習すること（60分程度）。

次回の学習内容に関しては、事前に下記のリンク（OneD

rive）で配布する資料を必ず確認しておくこと（30分程

度）。

＜提出課題など＞

授業中または下記のURLで配布する資料で課題内容、提

出方法を告知する。

提出課題については、授業冒頭で受講者全体にフィード

バックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

①毎回の復習課題（60％）と、②レポート（40%）の成

績で評価する。

＜テキスト＞

なし。授業資料は下記のリンクで配布する。

＜参考図書＞

宮崎正勝『世界〈経済〉全史』日本実業出版社、2017年、

定価1,600円

＜授業計画＞

第１回　社会科学の基礎

自己紹介、授業のガイダンス、社会科学を学ぶ意義につ

いて解説する。

第２回　貨幣から世界経済を見る

貨幣が歴史を説明しつつ、それが社会経済をどう変えた

か学ぶ。

第３回　イスラーム経済とモンゴル帝国

ユーラシア大陸を舞台にした資本主義経済の発展の変遷

を学ぶ。

第４回　大航海時代から始まる資本主義経済

大航海時代が世界経済に与えた影響について学ぶ。

第５回　チューリップバブルと株式会社

オランダが切り開いた海の経済について学ぶ。

第６回　資本主義と金融商品

戦争を背景とした金融の時代の幕開けについて学ぶ。

第７回　ユダヤ人と金融経済

金融の時代におけるロスチャイルド一族の台頭の意味を

学ぶ。

第８回　中間まとめ

ここまでの内容に関する振り返りとまとめを行う。

第９回　産業革命と西欧経済の拡大

2つの産業革命が西欧経済にもたらした成長を学ぶ。

第10回　国際金本位制とポンド

戦前の国際通貨としてのポンドの影響力について学ぶ。

第11回　アメリカ経済の台頭

新興国アメリカの19世紀末以降の急激な経済成長の背景

を学ぶ。

第12回　世界大戦がもたらしたもの

世界大戦が欧米経済に与えた影響、アメリカの覇権につ

いて学ぶ。

第13回　世界恐慌とケインズ政策

各国経済への世界恐慌の影響とケインズ政策について学

ぶ。

第14回　アジア経済の急激な成長

第２次世界大戦後のアメリカとアジアの経済情勢の内実

を学ぶ。

第15回　全体のまとめ

全体の講義内容を振り返る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

社会科学入門Ｂ （１年次のみ）

松田　裕之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンライン授業:オンデマンド授業

＜授業の目的＞

科学3分野〔自然、社会、人文〕のなかの社会科学の基

礎を演習形式で学修します。科学の目的は「原因⇔結果

」=因果の仕組みの解明ですが、社会科学は個人や組織

が起こす社会現象を分析対象とします。この授業では、

私たちの生活に関わりの深い社会現象をピックアップし、

その因果の仕組みを「比較」と「歴史」の手法を使って

解読していくことにします。1年次に私の人文科学入門

Ⅰを履修した方には、そのとき扱ったテーマの幾つかの

「掘り下げ」と「論理の応用」になります。

＜到達目標＞

①科学の役割が理解できる。

②科学の種類とその夫々の特徴が理解できる。

③社会科学の基本的な用語や考え方を知ることができる。

④社会科学の代表的な論者とその著作物を知ることがで

きる。

＜授業のキーワード＞

科学、社会、国家、文化、文明、宗教、民族性、貨幣、

グローバル化、格差・差別

＜授業の進め方＞

講義は事前に録画した授業映像をONE DRIVEにアップし、

オンデマンド配信します。URLはこのシラバス上でお知

らせします。配布資料＝本科目のテキストはもONE DRIV

Eに第1回講義開始前までにアップしておきます。それを

もちいて毎回の授業を進めますので、上記「授業の方法
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」に記載したURLからダウンロードしてください。定期

的（3回に1回程度）にdotCampusにレポート課題をアッ

プし、講義録画内で講評を行い、併せて疑問点や指摘点

についての回答を行います。

＜履修するにあたって＞

連絡はdotCampusより行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後には１時間程度の復習を行い、自身の関心を整理

してください。

＜提出課題など＞

配布資料＝オリジナルテキストに設けられた空所の補充

や論述課題の解答を記したレポートをdotCampusで毎回

提出してもらいます。

＜成績評価方法・基準＞

4回dotCampusで提出するレポートの記載内容で評価しま

す。

＜テキスト＞

上記「授業の方法」に記載したURLでONE DRIVEにアクセ

スし、そこにアップされた配布資料＝テキストをダウン

ロードしてください。

＜参考図書＞

とくにありません。

＜授業計画＞

第１回　ガイダンス

授業全体の説明と模擬講義をおこなう。

第２～３回　科学の内容を考える

「科学」の意味と役割を説明し、自然科学・社会科学・

人文科学それぞれの特徴をあきらかにする。

第４～５回　社会科学の作法

社会科学の重要な対象である政治・法制・経済・経営の

意味と機能を考える。

第６～７回　グローバル化を考える

【社会学編】　日本と欧米の接触を歴史的に振り返り、

グローバル化の原風景を読み解く。

第８～９回　お金の意味を考える

【経済学編】　貨幣という「万能商品」が人間の倫理に

与えた巨大な衝撃を振り返る。

第10～11回　宗教を事業として考える

【経営学編】　キリスト教と資本主義企業の発展の関係

を読み解く。

第12～13回　「正義」という論理を考える

【政治学編】　「戦争」を題材として、国家の「論理」

と「正義」の真実をあきらかにする。

第14回　社会科学の技法

社会科学を人文科学・自然科学とどのようにリンクさせ

ればいいのかを考える。

第15回　総括と小テスト

今回の授業の感想を発表後、全参照可の簡単な小テスト

（３０分）を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

社会科学演習Ｂ

安逹　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習（場合によっては【遠隔授業】）

＜授業の目的＞

この授業は、全学のDPに示す、「広い教養を身につけ、

豊かな人間性や社会性」を涵養することを目的としてい

る。また、「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発

見し、それを解決する方法を導く」能力の開発、向上を

目指す。さらに、「自分の意見を口頭や文書によって表

現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケ

ーションをとることができる」能力の養成する。

この授業では、「これまでの働き方」、「これからの働

き方」をテーマに、「労働」とは何か、「仕事」とは何

か、それらとどのように向き合っていくかについて、さ

まざまな研究分野での知見を学びつつ、受講者自身も考

え、自分なりの社会の見方を形成していく。端的に言え

ば、「労働」を哲学し、考え詰めていく。これらの思考

訓練、思考実験を通じて、自身で物事を考えることの楽

しさ、大変さ、大切さを、各自に学び取ってもらうこと

が最大の目的である。

＜到達目標＞

・答えを出すことが難しい問題を考えることの楽しさ、

大変さ、大切さを知る。

・自分の頭で物事を考え、それを自分の言葉で伝えるこ

とができる。

・他者からの意見、批判を建設的に取り入れ、自身の見

方をより強化することができる。

＜授業のキーワード＞

労働、仕事、経済、社会、幸福、哲学、思考実験

＜授業の進め方＞

各回の授業に関する情報は、授業中、または事前配布す

る各回の授業資料上で告知する。各自でしっかり確認し

てから授業に臨むようにすること。

受講者の人数によっては複数のグループに分けてディス

カッションを行う。さらに、毎回、授業内容に関する要

約課題を課す。それらを通して、授業の題材に対する自

身の意見を形成し、文章化する力を養成する。そのため、

ただ単に授業を聞くのではなく、その内容をどのように

自身の中に落とし込むかを常に意識して臨む必要がある。

＜履修するにあたって＞

・予備知識は特に必要としない。一人で考え抜く意思と

その実践だけが必要。

・授業に集中して取り組み、あとで復習できるように学
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習内容を記録しておくこと。

・これから社会人になる身として、周りに配慮したふる

まいを心がけること。

・分からない言葉に出会ったら、辞書、インターネット

等を使用して自分で調べること。

・どのように学習に臨めばよいか分からなくなったら、

迷わず質問すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回、学習した内容について、プリント、ノートなどを

見直して復習すること（60分程度）。

次回の学習内容に関しては、事前に下記のリンク（OneD

rive）で配布する資料を必ず確認しておくこと（30分程

度）。

＜提出課題など＞

授業中、または下記のリンクで配布する資料で課題内容、

提出方法を告知する。

提出課題については、授業中にフィードバックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

①毎回の課題（要約課題、ディスカッション：60％）と

②レポート（40％）の成績で評価する。

＜テキスト＞

なし。授業資料は下記のリンクで配布する。

＜参考図書＞

ラース・スヴェンソン（小須田健訳）『働くことの哲学

』紀伊国屋書店、2016年、定価1,700円

＜授業計画＞

第１回　「働く」とは何か

自己紹介、授業のガイダンス、「働く」ことを考える意

味を学ぶ。

第２回　労働の哲学

アダム・スミス、ヘーゲル、マルクス、アーレント、二

宮尊徳らの労働論を学び、考える。

第３回　労働と仕事の違い

アーレントらを引き合いに仕事と労働の違いについて学

び、考える。

第４回　働く理由

働く理由について学び、自身の働く理由を考える。

第５回　労働と報酬

労働と報酬の関係について学び、日々生きる為の労働に

ついて考える。

第６回　競争社会と資本主義

資本主義の性質を学び、競争社会の功罪を考える。

第７回　過労死を哲学する

なぜ人は働き過ぎてしまうかについて哲学的に考える。

第８回　労働とレジャー

働くことと遊ぶことのバランスについて学び、その重要

性を考える。

第９回　人生設計を考える

就職とキャリア形成について学び、人生設計の意義と限

界を考える。

第10回　転職と天職

仕事のやりがい、適正、転職について学び、考える。

第11回　少子高齢化と労働力不足

少子高齢社会における労働のあり方について学び、考え

る。

第12回　仕事とグローバル化

グローバル化が働き方を変化させる現状を学び、その意

味を考える。

第13回　AIは労働を奪うか

AIの有用性と問題を学び、それが社会経済、働き方にど

のような影響を与えるか考える。

第14回　「ゆたかな社会」とは

ガルブレイスを引き合いに「ゆたかな社会」「成熟社会

」とは何か考える。

第15回　君たちはどう生きるか

自身の仕事、社会、経済への向き合い方を書きまとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

社会科学演習Ｄ

安逹　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習（場合によっては【遠隔授業】）

＜授業の目的＞

この授業は、全学のDPに示す、「広い教養を身につけ、

豊かな人間性や社会性」を涵養することを目的としてい

る。また、「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発

見し、それを解決する方法を導く」能力の開発、向上を

目指す。さらに、「自分の意見を口頭や文書によって表

現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケ

ーションをとることができる」能力の養成する。

この授業では、日本の文化、物語、宗教、経済、政治な

どの社会人として知っておいてほしい教養的知識を足が

かりに、日本と世界がどのように違い、どのような点で

似通っているのか学んでいく。また、文化や宗教、芸術

など、人が作り上げ、洗練してきたもの背景には、さま

ざまな人々による個人または集団での情報の編集が存在

することを学ぶ。

＜到達目標＞

・得られた情報を編集し、他者に正確に伝える方法を習

得する。

・他者からの意見、批判を建設的に取り入れ、自身の主

張を強化することができる。

・自分の知識、経験を踏まえ、自身の日本と世界の見方

を説明することができる。

＜授業のキーワード＞

情報、文化、生命、感覚、物語、仏教、キリスト教、日

本神話、もののあはれ、仮名文字、わびさび、ヨーロッ
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パ文化、国民国家、資本主義、列強、文学、戦争、民主

主義、大衆主義、デフレーション、経済成長

＜授業の進め方＞

基本、配布資料とパワーポイントを併用する形で授業を

進めていく。毎回の課題として、授業内容の要約を行う。

それを通して、題材に対する自身の意見を形成し、文章

化する力を養成する。そのため、ただ単に講義を聞くの

ではなく、いかにその内容を自身の見方と結びつけて考

えることができるかが重要となる。

＜履修するにあたって＞

・予備知識は特に必要としないが、日本文化、宗教、世

界経済に心得があると学習しやすい。

・授業に集中して取り組み、あとで復習できるように学

習内容を記録しておくこと。

・これから社会人になる身として、周りに配慮したふる

まいを心がけること。

・分からない言葉に出会ったら、辞書、インターネット

等を使用して自分で調べること。

・どのように学習に臨めばよいか分からなくなったら、

迷わず質問すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回、学習した内容について、プリント、ノートなどを

見直して復習すること（60分程度）。

次回の学習内容に関しては、事前に下記のリンク内で配

布する資料を必ず確認しておくこと（30分程度）。

＜提出課題など＞

授業中または下記のリンクで配布する資料上で、課題内

容、提出方法を告知する。

課題については、授業中に受講者全体に対してフィード

バックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

①毎週の課題（要約課題、ディスカッション：40％）と

②レポート（60％）の成績で評価する。

＜テキスト＞

なし。使用する資料全般は原則、下記のリンクで配布す

る。

＜参考図書＞

松岡正剛『17歳のための世界と日本の見方』春秋社、20

06年、定価1,700円

松岡正剛『誰も知らない世界と日本の間違い 自由と国

家の資本主義』春秋社, 2007年, 定価1,800円

その他は授業中に提示していく。

＜授業計画＞

第１回　社会科学から見る「関係」

「社会科学」とは何かを学び、それを通して社会に存在

するさまざま「関係」んついて考える。

第２回　情報と編集

人間と文化の関係を、「情報」と「編集」の観点から捉

え、考える。

第３回　文化感覚距離

物語の仕組みを学び、宗教の「編集」において

第４回　生命と情報と編集

生命と情報、さらに生物進化について「情報編集」の観

点から学ぶ。

第５回　物語・宗教・哲学

「物語」と「宗教」と「哲学」の関係について学ぶ。

第６回　ゾロアスター教とユダヤ教の関係

ゾロアスター教とユダヤ教の関係から、二元論的なもの

の見方の起源について考える。

第７回　キリスト教と死海文書

キリスト教の成立において、どのような情報編集が行わ

れ、それが以降のヨーロッパ社会にどのような影響を与

えたかについて学ぶ。

第８回　宗教対立がもたらすもの

イスラム教とキリスト教、ユダヤ教などの、宗教対立が、

現代社会、世界経済にどのような影響、問題を引き起こ

しているか学び、考える。

第９回　「日本文化」とは何か

日本神話を出発点に、日本の歴史と自然観、宗教観につ

いて考える。

第10回　「日本的感覚」とは何か

日本以外にはない「日本的感覚」とは何か考え、その根

底にあるものは何か議論する。

第11回　ヨーロッパ文化と日本のかかわり

ルネッサンス以降のヨーロッパ文化が日本にどのような

変化をもたらしてきたか学ぶ。

第12回　資本主義と国民国家の発展

「資本主義」「国民国家」について学び、マルクスの経

済思想、ダーウィンの進化論をもとに、社会と国家がど

のように変化してきたか考える。

第13回　社会と国家の進化

マルクスの経済思想、ダーウィンの進化論の視点から、

社会と国家がどのように変化してきたかを考える。

第14回　大衆主義と資本主義

大衆主義、新植民地主義、世界の均質化について学び、

考える。

第15回　日本の「失われた20年」

「失われた20年」とは何かを学び、本当に失われたのは

何か考える。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

Japanese Culture and Language in English Ａ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Japanese Culture and Language in Englishは共通教育

リテラシー科目群外国語分野に属し、海外留学を目指す
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学生のためのクラスである。生きた英語を身につけ、相

手の意見をしっかりと聞きながら理解し、また、合わせ

て日本文化や言語についても英語で深く学び、それらを

発信できるスキルを身につけることを目的とする。中級

者以上を対象とした講義である。この科目は、全学DPに

示す「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、

価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深

め、協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を英

会話に応用できる。（知識）

・日本文化や言語に対する理解を深め、 聞いたり読ん

だりした内容について積極的に意見を述べることができ

る。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

日本文化・スピーキング・リーディング・リスニング

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

このクラスは中級者以上を対象とした科目となります。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）�����

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　期末試験（資料10％　プレゼ

ンテーション20％）

＜テキスト＞

Touring Japan in Englis　南雲堂　¥2,200（税込）　I

SBN:9784523177883

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Chapter1-1

Japan’s Top Three Castles

第3回　Chapter1-2

Nagoya Castle, Osaka Castle, Kumamoto Castle

第4回　Chapter2-1

Japan’s Top Three Festivals

第5回　Chapter2-2

The Gion Festival, the Tenjin Festival, the Kanda

Festival

第6回　Chapter3-1

Japan’s Top Three Mountains

第7回　Chapter3-2

Fujisan, Tateyama, Hakusan

第8回　Chapter4-1

Japan’s Top Three Oldest Hot Springs

第9回　Chapter4-2

Dogo Onsen, Arima Onsen, Shirahama Onsen

第10回　Chapter5-1

Japan’s Top Three Gardens

第11回　Chapter5-2

Kenrokuen, Korakuen, Kairakuen

第12回　Chapter6-1

Japan’s Top Three Pottery Styles

第13回　Chapter6-2

Raku Ware, Hagi Ware, Karatsu Ware

第14回　プレゼンテーション準備

次回のプレゼンテーションの準備を行います

第15回　総復習と期末試験

日本文化のうち自分が興味のある分野を取り上げ，それ

についてのプレゼンテーションを行います

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

Japanese Culture in Historical Perspective （交換

留学生対応科目）

清水　亮

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習　日英両語を使用して授業を進めます。

＜授業の目的＞

この授業は、共通教育科目のうち、リテラシー領域に属

し、その中でも国際化推進分野に位置づけられる授業の

一つです。全学のディプロマ・ポリシー「獲得した知識

や技術を活用し、国内外において、価値観や意見の異な

るさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会

に役立てることができる」ようになることを目的として

います。具体的には、日本や世界におけるさまざまな問

題について、自分が生まれ育った慣習に基づく画一的な

考え方からではなく、グローバルな視点から考え、なん

でこうなるのだろうと自問しながら理解し、他者と意見

を交換し、全体像を把握できるようになることを目的と

します。つまり、現代日本の多様で動的な状況を、グロ

ーバルな視点から考察しながら理解し、より良き未来の
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ために何ができるかを考え、行動に移せるようになるこ

とを目指します。そうするなかで、生涯にわたり他者理

解および異文化理解に関心を持ち続けることができ、修

得した知識や技能を社会や世界で役立てられることを到

達目標とします。

授業で得た知識を鵜呑みにすることなく、なんでこうな

るのだろうと考えながら、日本人学生が日本についてど

のように考え、留学生は日本で何を考え発信しようとし

ているのか、外国人学生が今、日本の何について知りた

がっているのか等についてお互いに学び、グローバルな

視点を持ちながら、相互理解を深め、よりよい明日の世

界を希求します。

＜到達目標＞

1. 現代日本に関する基礎的な知識を身につけ、それを

踏まえて自らの経験を基に、日本の文化、社会等につい

て意見を述べ、他者の意見を踏まえ、理解を深めること

ができる。

2. 現代日本に関する情報を主体的に収集し、自らの経

験と照らし合わせながら整理する中で、他者の視点を踏

まえて、現代日本の多様かつ動的な状況を理解し、説明

することができる。

＜授業のキーワード＞

異文化理解、日本の文化・習慣、日本人のライフスタイ

ル、日本の社会、異文化交流

＜授業の進め方＞

テキストをベースにしたイントロダクションを基に、グ

ループでのディスカッションを通じて、テーマを掘り下

げ、さまざまな視点から、日本の現状について考えてい

きます。

2021年度の本科目は、主に韓国の交換留学生を中心に、

韓国と教室をZoomでつないで授業を行います。

本学学生は対面授業です。

科目の特性上、Zoomでは韓国の学生、本学の学生ともに

顔を映して授業を進めます。

なお、交換留学生が入国可能になれば、通常の対面授業

になる可能性があります。

＜履修するにあたって＞

日本に関する？について、授業でスピークアウトして？

の解決の糸口を是非見つけてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎週、授業前に、1時間ほど時間をかけて、毎週のテー

マのキーワードを検索して、どんな内容か

調べて、テーマとどう関連するのかと思うか考えてきて

ください。

そして、わかるところ、不明はところを、示せるように

してきてください。

わからない言葉等があったら、読み方、意味を調べてき

てください。

授業後、テキストとノートを基に、テーマと授業内容を

1時間ほどかけて振り返り、

その週のテーマのまとめを行ってください。

＜提出課題など＞

シャトルカード（毎回）　ワークシート（Week 2からWe

ek 14)

ファイナル・プレゼンテーション

＜成績評価方法・基準＞

シャトルカード　1ポイント x 15回＝15ポイント

ワークシート 5ポイント x 13回＝65ポイント

ファイナル・プレゼンテーション　20ポイント

＜テキスト＞

毎週、テーマに沿ったプリントを配布。

＜参考図書＞

佐々木瑞枝『クローズアップ日本事情15  日本語で学ぶ

社会と文化』The Japan Times 2017

金津日出美・桂島宣弘　アジアにおける日本研究ゼミナ

ール

『留学生のための日本事情入門―1冊で分かる最新日本

の総合的紹介』文理閣 2017

＜授業計画＞

Week 1　Introduction: Welcome to

Japan

コースオリエンテーション　自己紹介　日本のファース

トインプレッション

Week 2　戦後日本の歴史と社会

戦後日本の歩みと社会　人間関係社会と原則関係社会

家族の変遷

核家族化と少子・高齢化

Week 3　都市の暮らし・

地方の暮らし

都市と地方：男女格差　住宅事情　生活事情　交通事情

Week 4　日本の四季・暦

日本の四季　しきたり　観光　初詣　恵方巻　お花見

七五三　お中元　花火

お盆　秋祭り　歳末　お歳暮　大晦日　初詣　福袋　地

域の伝統

Week 5　日本の芸術・文化・

年中行事

日本の古典芸能の今　現代日本のアートシーン

Week 6　日本人の服装・

若者文化の変遷

着物文化　トラッド　カジュアル

Week 7　日本の食生活の変遷

給食　お弁当　駅弁　立ち食い　カップヌードル　ファ

ストフード　居酒屋

Week 8　インターナショナル

フード・リカーとしての

和食・日本の酒

伝統的な和食　ラーメン・お好み焼きの台頭　日本酒（
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杜氏とAI）

ビール　ワイン　ウイスキー

Week 9　ショッピング事情

個人経営小売店　大店法　ホールディングス　ショッピ

ングモール

アウトレット　月賦　現金　クレジットカード　デビッ

トカード

キャッシュレス決済

Week 10　現代日本の社会と教育

高等教育の変遷　大学進学率の変遷　男女格差　女性の

社会進出

就職活動と留学

Week 11　Made in Japanの製品

と世界

自動車　電化製品　カメラ　音響製品　海産物

Week 12　Made in Japanの芸術

と世界

歌舞伎　アニメーション　映画　音楽　キャラクター

Week 13　日本と世界

コロナの蔓延　日本人プレイヤーの海外進出　オリンピ

ック延期　万博

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

Japanese Culture in Historical Perspective 【ＧＣ

日】

下岡　邦子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習

＜授業の目的＞

この授業は、共通教育科目のうち、リテラシー領域に属

し、その中でも国際化推進分野に位置づけられる授業の

一つです。全学DPに示す「幅広い知識に基づいて、他者

および異文化を理解することができる」ようになること

を目的としています。具体的には、現代日本に関する基

礎知識を身につけること、ただし、画一的な理解ではな

く、多様で動的な現代日本の側面を捉えることを目指し

ます。そのために、教員から情報を受け取るだけでなく、

インターネットなどを用いた情報の収集や授業での発表

といった活動を行います。

＜到達目標＞

１．現代日本に関する基礎的な知識を身につけ、それを

踏まえて自らの経験や意見を述べることができる。

２．現代日本に関する情報を主体的に収集し、整理する

ことで、現代日本の多様かつ動的な側面を理解し、説明

することができる。

＜授業のキーワード＞

日本の環境、日本の食文化、日本の歴史、日本の伝統文

化、日本のサブカルチャー

＜授業の進め方＞

講義のほか、情報収集や発表などの活動を取り入れます。

＜履修するにあたって＞

扱うトピックは、学生の興味・関心に応じて適宜変更し

ます。

＜授業時間外に必要な学修＞

情報の収集、発表準備など、授業時間外で行ってもらう

活動がいくつかあります。

予習・復習も合わせて、1時間程度の学修を行ってくだ

さい。

＜提出課題など＞

授業中に課題を実施します。課題のフィードバックは、

授業内で行います。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み（20％）、課題（60％）、発表（20％

）によって成績を評価します。

3分の1以上の欠席は評価の対象外とします。遅刻3回で

欠席1回とみなします。

＜テキスト＞

『クローズアップ日本事情15 日本語で学ぶ社会と文化

』佐々木瑞枝　The Japan Times

  2,750円（税込）

＜参考図書＞

『留学生のための日本事情入門―1冊で分かる最新日本

の総合的紹介』桂島宣弘編　文理閣

＜授業計画＞

第1回　日本の環境（１）

日本の面積と人口、自然・気候

課題①

第2回　日本の環境（２）

日本の都市、地方での暮らし

課題②

第3回　日本の環境（３）

日本の交通、交通サービス

課題③

第4回　日本の食文化（１）

日本の食料自給率、地産地消、和食文化

課題④

第5回　日本の食文化（２）

道の駅、日本の飲料水、Ｂ級グルメとご当地グルメ

課題⑤

第6回　日本の年中行事

四季ごとの日本の行事

課題⑥

第7回　日本の歴史

日本の時代区分、歴史上の人物、歴史的建造物

課題⑦

第8回　日本の伝統文化（１）

和歌・俳句・川柳、雅楽・盆踊り、歌舞伎

課題⑧
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第9回　日本の伝統文化（２）

能楽、茶道、華道

課題⑨

第10回　日本のサブカルチャー

スマートフォンの普及、日本のアニメ、音楽、キャラク

ター

課題⑩

第11回　日本のスポーツ

相撲、野球、世界で活躍する日本人選手・日本で活躍す

る外国人選手

課題⑪

第12回　発表準備

テーマを決めて情報を収集する

発表資料を作成する

第13回　発表（１）

収集した情報や分析結果を発表する

第14回　発表（２）

収集した情報や分析結果を発表する

第15回　まとめ

これまでの授業内容を総括する

課題⑫

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

Japanese Politics and Economy （交換留学生対応科目

）

清水　亮

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習　日英両語を使用して授業を進めます。

＜授業の目的＞

この授業は、共通教育科目のうち、リテラシー領域に属

し、その中でも国際化推進分野に位置づけられる授業の

一つです。全学のディプロマ・ポリシー「獲得した知識

や技術を活用し、国内外において、価値観や意見の異な

るさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会

に役立てることができる」ようになることを目的として

います。現代の世界では、24/7で人、モノ、金、情報が

世界を瞬時で駆け巡り、ある国の政府の政策や企業の活

動は、その国の国内の政治・経済に変化をもたらすだけ

でなく、同時に、世界の政治・経済状況にさまざまな影

響を与えます。つまり、政府、企業には、政策や経済活

動を推進する際に、国内の視点だけでなく、全世界への

影響をも想定し行動するグローバルな視点が不可欠にな

っています。

この授業では、21世紀にいたる日本の政治・経済の変遷

をたどりながら、日本の政治経済と世界との関係につい

て、国際関係を考える際の3つのレベル（国際システム、

国家、個人）が、それぞれの時代で、日本の政治・経済

にどのように影響を与えてきたのか考えていきます。そ

れぞれの時代の考え方を知り、グローバルな視点を加え

て考え、なんでこうなるのだろうと自問しながら理解し、

日本の政治・経済の変遷について、他者と意見を交換し、

全体像を把握できるようになることを目的とします。つ

まり、現代日本の多様で動的な状況を、グローバルな視

点から考察しながら理解し、日本の政治・経済の変遷と

これからの日本の政治・経済のあり方について、自論を

構築し、他者と考えを分ちあう中で、自分の視点をブラ

ッシュアップし、日本の政治・経済の将来に思いを馳せ、

修得した知識や技能を社会や世界で役立てられることを

到達目標とします。

＜到達目標＞

1. 日本の政治・経済の変遷に関する基礎的な知識を身

につけ、それを踏まえて自らの経験を基に、日本の政治、

経済の歴史と今後について意見を述べ、他者の意見を踏

まえ、理解を深めることができる。

2. 現代日本の政治・経済に関する情報を主体的に収集

し、自らの経験と照らし合わせながら整理する中で、他

者の視点を踏まえて、現代日本の政治・経済の多様かつ

動的な状況を理解し、説明することができる。

＜授業のキーワード＞

日本の政治、日本の経済、日本の社会、日本の歴史

＜授業の進め方＞

テキストをベースにしたイントロダクションを基に、グ

ループでのディスカッションを通じて、テーマを掘り下

げ、さまざまな視点から、日本の政治・経済の変遷につ

いて考えていきます。

2021年度の本科目は、主に韓国の交換留学生を中心に、

韓国と教室をZoomでつないで授業を行います。

本学学生は対面授業です。

科目の特性上、Zoomでは韓国の学生、本学の学生ともに

顔を映して授業を進めます。

なお、交換留学生が入国可能になれば、通常の対面授業

になる可能性があります。

＜履修するにあたって＞

日本の政治・経済に関する？について、授業でスピーク

アウトして？の解決の糸口をつかみ、日本の政治・経済

についての知識を深め、他者と自分の考えを分ちあう中

で、自論をブラッシュアップし展開できるよう頑張って

ください。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎週、授業前に、1時間ほど時間をかけて、テキストの

該当の部分に事前に目を通し、

わかるところ、不明はところは、どこか示せるようにし

てきてください。

授業後、テキストとノートを基に、テーマと授業内容を

1時間ほどかけて振り返り、

その週のテーマのまとめを行ってください。

＜提出課題など＞
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シャトルカード（毎回）　ワークシート（Week 2からWe

ek 14)

ファイナル・プレゼンテーション

＜成績評価方法・基準＞

シャトルカード　1ポイント x 15回＝15ポイント

ワークシート 5ポイント x 13回＝65ポイント

ファイナル・プレゼンテーション　20ポイント

＜テキスト＞

毎週、テーマに沿ったプリントを配布。

＜参考図書＞

デイビッド　セイン　『デイビッド・セインの日本紹介

　政治・経済・歴史・社会編』

IBC パブリッシング　2014年

＜授業計画＞

第1回　Introduction:

Welcome to Japan

コースオリエンテーション　自己紹介　日本のファース

トインプレッション

第2回　Chapter 1

Japanese Politics

from Meiji to early Showa　�

明治から昭和初期までの歴史について学びます。

第3回　Chapter 2

Japan's Occupation

and aftermath

第二次世界大戦後の占領とその後について学びます。

第4回　Chapter 3

Post-war Politics

The Rise and Fall of

the 1955 system

55年体制の確立と崩壊について学びます。

第5回　Chapter 4

Hosokawa to Abe

From system breakdown

to revitalizing Japan

55年体制の崩壊による細川連立政権の誕生から

現在の安倍政権による体制の再活性化について学びます。

第6回　Chapter 5

The Diet:

Japan's Parliament

国会について学びます。

第7回　Chapter 6

Bureaucratic Structures

and its reform

官僚機構と機構改革について学びます。

第8回　Chapter 7

Local Government

地方自治体、地方公共団体について学びます。

第9回　Chapter 8

Non-state actors

非国家主体について学びます。

第10回　Chapter 9

Foreign and Security

Policy

外交政策・安全保障政策について学びます。

第11回　Chapter 10

Industrial Policy

経済政策・産業政策について学びます。

第12回　Chapter 11

From Pollution Control

to Environment Policy

公害防止から環境政策について学びます。

第13回　Chapter 12

Social Welfare Policies

社会福祉政策について学びます。

第14回　Chapter 13

Human Rights

人権について学びます。

第15回　Final Presentation

Chapter 1からChapter 13のテーマの中から1つを選び、

テーマを掘り下げて、

プレゼンテーションをしてもらいます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級韓国語Ⅰ ア（時事・総合）

金　錦花

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習)

＜授業の目的＞

本授業では、韓国語の初級・中級で学んだ知識を踏まえ

ながら、「より細かい表現ができる・より韓国語らしい

表現ができる」ようになると同時に、言葉を通して韓国

の社会、文化、人間の考え方を学び、理解を深めること

にその目的をおく。

　それに伴って、全学のDPに掲げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションを取ることができる

」・「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、

価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深

め、協同して、社会に役立てることができる」ようにな

ることを目指す。

＜到達目標＞

・以下の単語・文法知識を身に付け、ハングルで書かれ

た文章（新聞・物語など）の読む力を付ける。

     ーぞんざいな文末表現即ち、　　体・　体を習得

し、運用できる。

     ー　　体をベースにする引用形を習得し、運用で

きる。
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     ー第1課～第5課における単語及び漢字語の発音ル

ールを身に付け、運用できる。

     ー辞書を用いて、単文・重文・複文レベルでの正

しい日韓対訳ができる。

・上級レベルの韓国語を運用して、日記や手紙などを書

く力を付ける。

＜授業のキーワード＞

　　体    　体   引用形    漢字語

＜授業の進め方＞

・講義中心であるが、授業内容に従ってグループワーク

の方法も適宜取り入れる。

＜履修するにあたって＞

・週2コマの韓国語の授業をすでに2年間学習しているか，

またはそれと同等の能力を有している方を対象とする。

・授業において、あくまでも皆様が主体であるので、し

っかりと目標を持ちつつ、主体性・積極性を発揮しなが

ら、授業に臨むこと。

 　なお、この科目は前期のⅠまたは後期のⅡだけを履

修することが可能であるが、学力を向上させるため、前

期のⅠと後期のⅡを併せて履修することが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

1.課題は、しっかりとやり遂げる。

2.授業時間外における1時間ほどの予習・復習が必要で

ある。（各課の本文・例文は、意味を理解しながら、繰

り返し読んでみよう）

3.常に韓国・韓国語に関わる情報に触れること。(テレ

ビ・ラジオ講座やK-pop・韓国ドラマ・映画そして新聞

等)

＜提出課題など＞

テキストの練習問題・本文の和訳・作文等を課題とし、

提出を求める。提出された課題に対しては、次回の授業

で答え合わせなり、解説をする等フィードバックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

出席回数が10回以上の場合、下記の割合で総合的に評価

する。（10回未満の場合は、評価できかねる。）

・課題完成度と授業の参加態度が評価の70%を占める。

・期末試験の成績が評価の30%を占める。

＊定期試験なし

＜テキスト＞

『ことばの架け橋』    (中級表現編)    生越直樹

 白帝社

ISBN978-4-89174-962-0

￥2200+税

＜参考図書＞

・辞書必携

 ▲ 小学館、韓国・金星出版社  共同編集 『朝鮮語辞

典』 小学館

 ▲油谷幸利 門脇誠一 松尾勇 高島淑朗 『ポケット プ

ログレッシブ  韓日・日韓辞典』 小学館

(これ以外の辞書でも、電子辞書でも可)

＜授業計画＞

第1回　・本授業について

・第1課   中級文法復習(1)

・この授業における学習目的、到達目標、授業の内容と

進め方、そして評価方法などについて情報を共有する。

・学習内容：用言の連用形・連体形について復習する。

第2回　第2課 中級文法復習

・　語幹用言:

・変則用言(1)

・変則用言(2)

第3回　第3課 ぞんざいな文末表現

・ 　　体（平叙・疑問・命令・勧誘・詠嘆）

第4回　第3課 ぞんざいな文末表現

・ 　体（平叙・疑問・命令・勧誘）

第5回　第3課 ぞんざいな文末表現

・さまざまな実用的な表現ー推量表現など

・漢字の発音(1)

第6回　第3課 ぞんざいな文末表現

・文法と表現のまとめと練習

・会話と読解「　　　　　（図書館で）」

第7回　第4課 未来連体形を使う表現

・未来連体形を使う慣用的な表現(1～6)

第8回　第4課 未来連体形を使う表現

・未来連体形を使う慣用的な表現(7~9)

第9回　第4課 未来連体形を使う表現

・さまざまな実用的な表現「-　 　 　　　/　　　」等

第10回　第4課 未来連体形を使う表現

・文法表現のまとめと練習

・漢字の発音(2)

・会話と読解「　　　（引っ越し祝い）」

第11回　第5課 引用形

・引用形(平叙・疑問・勧誘・命令・依頼における引用

形)

第12回　第5課 引用形

・引用語尾の縮約形(　　　体・  　　体)

第13回　第5課 引用形

・さまざまな実用的な表現「-　　 　　　」等

第１４回　第5課 引用形

・文法表現のまとめと練習

・漢字の発音(3)

・会話と読解「　　（手紙）」

第１５回　前期学習内容のまとめ
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級韓国語Ⅰ タ（時事・総合）

李　　炫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

この科目では、共通教育センターが掲げる学生の到達目

標である「調和のとれた心身のもとに文化・社会・自然

に関する広く豊かな知識を備えている」・「学習した知

識・技能を活用して夜会と交わり、新しい価値を創造す

ることができる」・「生涯にわたって自発的に学び続け

ていくことができる」ようになることを目的とする。

　「外国人のための韓国文化読本」を参考に韓国の衣食

住・朝鮮半島の分断事情・大衆文化・韓国語と韓国文学

など幅広い分野で韓国についての知識を得て理解してい

くようになることを目指す。

  なお、この科目では、全学のＤＰに揚げられている「

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

ができる」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１．韓国人が関心を持っていることを知ることができる。

（知識）

２．市民の暮らしや関心事に注意を向けることができる。

（態度・習慣）

３．難易度の高い読本を読み取り、理解することができ

る。（技能）

４．日本の文化と比較して他国の文化を理解することが

できる。（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

韓国、韓国文化、韓国の歴史、韓国の大衆文化

＜授業の進め方＞

「外国人のための韓国文化読本」を材料にする。

１．テーマを決めて韓国についてのウォーミングアップ

（簡単な質問での会話練習）

２．テーマについての読本の聞き取り

３．テーマについての読本の読解

４．内容についての質疑応答、要約

５．小テストを受ける、または課題を提出する。

＜履修するにあたって＞

授業では中上級程度の韓国語読本を材料とするため、履

修するに当たっては２年次配当の韓国語科目を履修して

単位を取得したのと同等程度の韓国語力を有しているこ

とが必要。ただし、高度な韓国語力は必要ない。意味の

解説や音読の指導はすべて教師が行う。

　この科目は前期のⅠだけを履修することも可能である。

ただし、学力を向上させるため、また、より多くの情報

を接するため、後期のⅡも併せて履修することが望まし

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

読本の新出語彙の予習や授業で学習した内容を授業後に

１時間程度の時間をかけて復習しておくことが望ましい。

＜提出課題など＞

毎回の授業で読解した文章をノートに書いて提出しても

らう。

※5月6日(木)から5月29日(土)までの遠隔授業では小テ

ストを行なわず，毎回の授業で全ての学生に課題を提出

させ，これに対する評価を以て小テストに代える。また，

課題を提出したことにより授業に出席したと見做す。課

題の内容は担当教員の指示に従う。

なお、課題の提出は【Teams】を通して行う。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには１０回以上の出席が必要。

・学期中の授業で実施する小テストの結果で成績を評価

する。

・評点S・Aの取得者の割合は、おおむね単位取得者の５

０％を超えないものとする。

＜テキスト＞

使用しない。毎回資料を配布する。

＜授業計画＞

第1回　衣食住１

韓国の代表的な食べ物、キムチ

第2回　衣食住２

韓国固有の暖房システム、オンドル

第3回　衣食住３

韓国の伝統衣装、韓服

第4回　衣食住４

健康ブーム、Well Being

第5回　衣食住５

伝統と現代が調和した都市、ソウル

第6回　人間関係１

何年ですか

第7回　人間関係２

家族関係、兄弟

第8回　人間関係３

家族のあり方

第9回　人間関係４

趣味

第10回　人間関係５

帰省、名節

第11回　競争社会１

財産管理

第12回　競争社会２

韓国人の教育ブーム

第13回　競争社会３

就職事情
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第14回　競争社会４

健康管理

第15回　まとめ

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級韓国語Ⅱ ア（時事・総合）

金　錦花

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

本授業では、韓国語の初級・中級で学んだ知識を踏まえ

ながら、「より細かい表現ができる・より韓国語らしい

表現ができる」ようになると同時に、言葉を通して韓国

の社会、文化、人間の考え方を学び、理解を深めること

にその目的をおく。

　それに伴って、全学のDPに掲げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションを取ることができる

」・「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、

価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深

め、協同して、社会に役立てることができる」ようにな

ることを目指す。

＜到達目標＞

・以下の単語・文法知識を身に付け、ハングルで書かれ

た文章（新聞・物語など）の読む力を付ける。

     ー受身形・使役形を習得し、運用できる。

     ーさまざまな慣用句を身に付け、運用できる。

     ー第6課～第9課に用いる単語及び漢字語の発音ル

ールを身に付け、運用できる。

     ー辞書を用いて、単文・重文・複文レベルでの正

しい日韓対訳をすることができる。

・上級レベルの韓国語を運用して、自分の考えを文章化

できる。

＜授業のキーワード＞

受身形   使役形   慣用句   漢字語

＜授業の進め方＞

・講義中心であるが、授業内容に従ってグループワーク

の方法も適宜取り入れる。

＜履修するにあたって＞

・週2コマの韓国語の授業をすでに2年間学習しているか，

またはそれと同等の能力を有している方を対象とする。

・授業において、あくまでも皆様が主体であるので、し

っかりと目標を持ちつつ、主体性・積極性を発揮しなが

ら、授業に臨むこと。

　なお、この科目は前期のⅠまたは後期のⅡだけを履修

することが可能であるが、学力を向上させるため、前期

のⅠと後期のⅡを併せて履修することが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

1.課題は、しっかりとやり遂げる。

2.授業時間外における1時間ほどの予習・復習が必要で

ある。（各課の本文・例文は、意味を理解しながら、繰

り返し読んでみよう）

3.常に韓国・韓国語に関わる情報に触れること。(テレ

ビ・ラジオ講座やK-pop・韓国ドラマ・映画そして新聞

等)

＜提出課題など＞

テキストの練習問題・本文の和訳・作文等を課題とし、

提出を求める。提出された課題に対しては、次回の授業

で答え合わせなり、解説をする等フィードバックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

出席回数が10回以上の場合、下記の割合で総合的に評価

する。（10回未満の場合は、評価できかねる。）

・課題完成度と授業の参加態度が評価の70%を占める。

・期末試験の成績が評価の30%を占める。

＊定期試験なし

＜テキスト＞

『ことばの架け橋』    (中級表現編)    生越直樹

 白帝社

ISBN978-4-89174-962-0

￥2200+税

＜参考図書＞

・辞書必携

 ▲ 小学館、韓国・金星出版社  共同編集 『朝鮮語辞

典』 小学館

 ▲油谷幸利 門脇誠一 松尾勇 高島淑朗 『ポケット プ

ログレッシブ  韓日・日韓辞典』 小学館

(これ以外の辞書でも、電子辞書でも可)

＜授業計画＞

第1回　・後期について

・第6課 名詞化語尾-　を使う慣用句

・後期授業における学習目的、到達目標、授業の内容と

進め方、そして評価方法などについて情報を共有する。

・名詞化語尾-　を使う慣用句(1~6)

第2回　第6課 名詞化語尾-　を使う慣用句

・名詞化語尾-　を使う慣用句　(7~11)

第3回　第6課 名詞化語尾-　を使う慣用句

・さまざまな実用的な表現「-　　　」等

・ 文法と表現のまとめと練習

第4回　第6課 名詞化語尾-　を使う慣用句

・漢字の発音(4)

・会話と読解「 　　（映画）」

第5回　第7課 受身形

・一般動詞の受身形「　,　,　,　」

第6回　第7課 受身形

・「　　」動詞の受身形「　　, 　　,　　　 」

第7回　第7課 受身形

・さまざまな実用的な表現「-　/　 　　」等

第8回　第7課 受身形
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・文法表現のまとめと練習

・漢字の発音(5)

・会話と読解「　　　 　　　　（東大門市場で）」

第9回　第8課 さまざまな慣用句

・さまざまな慣用句「-　 　　」等

第10回　第8課 さまざまな慣用句

・さまざまな実用的な表現「-　　　」等

第11回　第8課 さまざまな慣用句

・文法表現のまとめと練習

・漢字の発音(6)

・会話と読解「　　　（民族村）」

第12回　第9課 使役形

・一般動詞の使役形「　,　,　,　」

・　　動詞の使役形「　　　」

第13回　第9課 使役形

・名詞に続く慣用句「-　 　　　, -　 　　　, -　/　

　 　　」等

・文法表現のまとめと練習

第14回　第9課 使役形

・漢字の発音(7)

・会話と読解「　　（秋夕）」

第15回　後期学習内容のまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級韓国語Ⅱ タ（時事・総合）

李　　炫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

この科目では、共通教育センターが掲げる学生の到達目

標である「調和のとれた心身のもとに文化・社会・自然

に関する広く豊かな知識を備えている」・「学習した知

識・技能を活用して夜会と交わり、新しい価値を創造す

ることができる」・「生涯にわたって自発的に学び続け

ていくことができる」ようになることを目的とする。

　「外国人のための韓国文化読本」を参考に韓国の衣食

住・朝鮮半島の分断事情・大衆文化・韓国語と韓国文学

など幅広い分野で韓国についての知識を得て理解してい

くようになることを目指す。

  なお、この科目では、全学のＤＰに揚げられている「

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

ができる」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１．韓国人が関心を持っていることを知ることができる。

（知識）

２．市民の暮らしや関心事に注意を向けることができる。

（態度・習慣）

３．難易度の高い読本を読み取り、理解することができ

る。（技能）

４．日本の文化と比較して他国の文化を理解することが

できる。（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

韓国、韓国文化、韓国の歴史、韓国の大衆文化

＜授業の進め方＞

「外国人のための韓国文化読本」を材料にする。

１．テーマを決めて韓国についてのウォーミングアップ

（簡単な質問での会話練習）

２．テーマについての読本の聞き取り

３．テーマについての読本の読解

４．内容についての質疑応答、要約

５．小テストを受ける、または課題を提出する。

＜履修するにあたって＞

授業では中上級程度の韓国語読本を材料とするため、履

修するに当たっては２年次配当の韓国語科目を履修して

単位を取得したのと同等程度の韓国語力を有しているこ

とが必要。ただし、高度な韓国語力は必要ない。意味の

解説や音読の指導はすべて教師が行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

読本の新出語彙の予習や授業で学習した内容を授業後に

１時間程度の時間をかけて復習しておくことが望ましい。

＜提出課題など＞

毎回の授業で読解した文章をノートに書いて提出しても

らう。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには１０回以上の出席が必要。

・授業で実施する小テストの結果で成績を評価する。

・評点S・Aの取得者の割合は、おおむね単位取得者の５

０％を超えないものとする。

＜テキスト＞

使用しない。毎回資料を配布する。

＜授業計画＞

第1回　朝鮮半島の分断、その後１

歴史を変えたその日

第2回　朝鮮半島の分断、その後２

金剛山ホテルの涙

第3回　朝鮮半島の分断、その後３

散在する韓国の文化財

第4回　朝鮮半島の分断、その後４

平和な多文化社会を目指して

第5回　韓国人の結婚事情１

２０代女性の一日

第6回　韓国人の結婚事情２

恋愛は必須、結婚は選択？

第7回　韓国人の結婚事情３

若者の恋愛観

第8回　韓国人の結婚事情４

結婚式
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第9回　日常、余暇、大衆文化１

韓国のカラオケ文化

第10回　日常、余暇、大衆文化２

韓国ドラマの魅力

第11回　日常、余暇、大衆文化３

韓国のネット事情１

第12回　日常、余暇、大衆文化４

韓国のネット事情２

第13回　韓国語と韓国文学１

ハングルの歴史

第14回　韓国語と韓国文学２

韓国語の方言

第15回　韓国語と韓国文学３

韓国の詩

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級中国語ⅠＣ ア

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? では，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等

を通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性

を涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな

問題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる

」ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって

表現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニ

ケーションをとることができる」ようになること，そし

て「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価

値観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　中国の国有ラジオ局「北京? ? 広播電台」(ラジオ北

京)にニュース専? チャンネル「北京新聞広播」(北京ニ

ュースラジオ)がある。「主播在線」(メインキャスター

オンライン)は「北京新聞広播」が2018年1 ? 1 ? から新

たに始めた，北京時間毎朝7時30分から1時間30分放送さ

れる情報番組で，経済・? 活・? 化娯楽・旅? レジャー

など市? の? 活に密着した実? ニュースを地域の? 々伝

えることをを趣旨としている。伝えられる内容の多くは

? 々の? 々の暮らしに密接にかかわる事柄であり，そこ

にしばしば論評が加えられるのも番組の特徴である。

　この科? では，「主播在線」冒頭約2分間のヘッドラ

インを材料に，市? の回りで何が起きているのか，市?

が何に関? を持っているのかを，? 本のマスコミによる

報道を通さず? 分の? と? で直接知り，? 本の状況とも

? べながら，あるべき社会の姿を? 分なりに考えること

ができるようになることを? 指す。

＜到達目標＞

1.日本ではあまり伝えられることのない，中国の一般市

民の身の回りで実際に起きていることや，彼ら・彼女ら

が関心を持っていることを知ることができる。(知識)

2.市民の暮らしや関心事に注意を向けることができる。

(態度・習慣)

3.ナマのニュースを聴き取ったり読み取ったりすること

ができる。(技能)

4.日本の状況とも比べながら，あるべき社会の姿を自分

なりに考えることができる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

生活ニュース，市民の関心事，シンクロ・リーディング

＜授業の進め方＞

授業前? に放送された「主播在線」のヘッドラインを材

料にする。

【授業までの準備】

授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドラインに

ついて，MP3に変換した? 声データとそのスクリプトを

その? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨むま

でに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておく。

【授業】

1.? 声を元の速度のままで聴く。(授業)

2.スクリプトを読み，ニュースの背景も含めて意味を理

解する。(授業)

3.速度を少し落とした? 声に合わせてスクリプトを? 読

する(シンクロリーディング)。(授業・復習)

4.? テスト(空所補充)を実施する。(授業)

＜履修するにあたって＞

授業ではナマの中国語を材料とするため，履修するに当

たっては２年次配当の中国語科? を履修して単位を取得

したのと同等程度の中国語? を有していることが必要。

ただし，? 度な中国語? は必要ない。意味の解説や? 読

の指導はすべて教員が? なう。ナマの中国を知りたい，

ナマの中国を? 分の視点から理解したいという思いのあ

る? の履修を歓迎する。

　この科? は前期のⅠだけを履修することも可能である。

ただし，中国語? を向上させるため，また，中国に関す

る情報により多く接し，中国についてより深く理解し，

中国に対する? 分の? ? をより鋭く磨くことができるよ

うにするため，後期のⅡも併せて履修することが望まし

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドライン

について，MP3に変換した? 声データとそのスクリプト

をその? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨む

までに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておく。

・予習をする必要はないが，それを妨げるものでもない。

・授業で学習した内容を授業後に1時間程度の時間をか
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けて深く掘り下げ，復習しておくことが望ましい。また

? 読(シンクロリーディング)を何度も繰り返し，中国語

の正しい発? を? につけながら中国語そのものを? 分の

ものにしていってほしい。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「空所補充」形式の? テストを実施する。

授業で使? したスクリプトを元にした内容のため，? テ

ストに対する解答・解説などは? なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? テストの結果を60%，定期試

験の結果を40%の割合で成績を評価する。

＜テキスト＞

使? しない。

授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドラインに

ついて，MP3に変換した? 声データとそのスクリプトを

その? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨むま

でに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておくこ

と。

＜参考図書＞

北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学館

2016年 7500円＋税

＜授業計画＞

第1回　4月13日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第2回　4月20日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第3回　4月27日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第4回　5月11日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第5回　5月18日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第6回　5月25日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第7回　6月1日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第8回　6月8日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第9回　6月15日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第10回　6月22日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第11回　6月29日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第12回　7月6日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第13回　7月13日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第14回　7月20日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第15回　7月24日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級中国語ⅠＣ タ（時事・総合）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? では，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等

を通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性

を涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな

問題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる

」ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって

表現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニ

ケーションをとることができる」ようになること，そし

て「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価

値観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　中国の国有ラジオ局「北京? ? 広播電台」(ラジオ北

京)にニュース専? チャンネル「北京新聞広播」(北京ニ

ュースラジオ)がある。「主播在線」(メインキャスター

オンライン)は「北京新聞広播」が2018年1 ? 1 ? から新

たに始めた，北京時間毎朝7時30分から1時間30分放送さ

れる情報番組で，経済・? 活・? 化娯楽・旅? レジャー

など市? の? 活に密着した実? ニュースを地域の? 々伝

えることをを趣旨としている。伝えられる内容の多くは

? 々の? 々の暮らしに密接にかかわる事柄であり，そこ

にしばしば論評が加えられるのも番組の特徴である。

　この科? では，「主播在線」冒頭約2分間のヘッドラ

インを材料に，市? の回りで何が起きているのか，市?
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が何に関? を持っているのかを，? 本のマスコミによる

報道を通さず? 分の? と? で直接知り，? 本の状況とも

? べながら，あるべき社会の姿を? 分なりに考えること

ができるようになることを? 指す。

＜到達目標＞

1.日本ではあまり伝えられることのない，中国の一般市

民の身の回りで実際に起きていることや，彼ら・彼女ら

が関心を持っていることを知ることができる。(知識)

2.市民の暮らしや関心事に注意を向けることができる。

(態度・習慣)

3.ナマのニュースを聴き取ったり読み取ったりすること

ができる。(技能)

4.日本の状況とも比べながら，あるべき社会の姿を自分

なりに考えることができる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

生活ニュース，市民の関心事，シンクロ・リーディング

＜授業の進め方＞

授業前? に放送された「主播在線」のヘッドラインを材

料にする。

【授業までの準備】

授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドラインに

ついて，MP3に変換した? 声データとそのスクリプトを

その? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨むま

でに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておく。

【授業】

1.? 声を元の速度のままで聴く。(授業)

2.スクリプトを読み，ニュースの背景も含めて意味を理

解する。(授業)

3.速度を少し落とした? 声に合わせてスクリプトを? 読

する(シンクロリーディング)。(授業・復習)

4.? テスト(空所補充)を実施する。(授業)

＜履修するにあたって＞

授業ではナマの中国語を材料とするため，履修するに当

たっては２年次配当の中国語科? を履修して単位を取得

したのと同等程度の中国語? を有していることが必要。

ただし，? 度な中国語? は必要ない。意味の解説や? 読

の指導はすべて教員が? なう。ナマの中国を知りたい，

ナマの中国を? 分の視点から理解したいという思いのあ

る? の履修を歓迎する。

　この科? は前期のⅠだけを履修することも可能である。

ただし，中国語? を向上させるため，また，中国に関す

る情報により多く接し，中国についてより深く理解し，

中国に対する? 分の? ? をより鋭く磨くことができるよ

うにするため，後期のⅡも併せて履修することが望まし

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドライン

について，MP3に変換した? 声データとそのスクリプト

をその? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨む

までに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておく。

・予習をする必要はないが，それを妨げるものでもない。

・授業で学習した内容を授業後に1時間程度の時間をか

けて深く掘り下げ，復習しておくことが望ましい。また

? 読(シンクロリーディング)を何度も繰り返し，中国語

の正しい発? を? につけながら中国語そのものを? 分の

ものにしていってほしい。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「空所補充」形式の? テストを実施する。

授業で使? したスクリプトを元にした内容のため，? テ

ストに対する解答・解説などは? なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? テストの結果を60%，定期試

験の結果を40%の割合で成績を評価する。

＜テキスト＞

使? しない。

授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドラインに

ついて，MP3に変換した? 声データとそのスクリプトを

その? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨むま

でに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておくこ

と。

＜参考図書＞

北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学館

2016年 7500円＋税

＜授業計画＞

第1回　4月12日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第2回　4月19日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第3回　4月26日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第4回　5月10日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第5回　5月17日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第6回　5月24日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第7回　5月31日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第8回　6月7日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー
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ディング)・? テスト

第9回　6月14日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第10回　6月21日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第11回　6月28日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第12回　7月5日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第13回　7月12日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第14回　7月19日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第15回　7月22日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級中国語ⅡＣ ア

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? では，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等

を通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性

を涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな

問題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる

」ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって

表現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニ

ケーションをとることができる」ようになること，そし

て「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価

値観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　中国の国有ラジオ局「北京? ? 広播電台」(ラジオ北

京)にニュース専? チャンネル「北京新聞広播」(北京ニ

ュースラジオ)がある。「主播在線」(メインキャスター

オンライン)は「北京新聞広播」が2018年1 ? 1 ? から新

たに始めた，北京時間毎朝7時30分から1時間30分放送さ

れる情報番組で，経済・? 活・? 化娯楽・旅? レジャー

など市? の? 活に密着した実? ニュースを地域の? 々伝

えることをを趣旨としている。伝えられる内容の多くは

? 々の? 々の暮らしに密接にかかわる事柄であり，そこ

にしばしば論評が加えられるのも番組の特徴である。

　この科? では，「主播在線」冒頭約2分間のヘッドラ

インを材料に，市? の回りで何が起きているのか，市?

が何に関? を持っているのかを，? 本のマスコミによる

報道を通さず? 分の? と? で直接知り，? 本の状況とも

? べながら，あるべき社会の姿を? 分なりに考えること

ができるようになることを? 指す。

＜到達目標＞

1.日本ではあまり伝えられることのない，中国の一般市

民の身の回りで実際に起きていることや，彼ら・彼女ら

が関心を持っていることを知ることができる。(知識)

2.市民の暮らしや関心事に注意を向けることができる。

(態度・習慣)

3.ナマのニュースを聴き取ったり読み取ったりすること

ができる。(技能)

4.日本の状況とも比べながら，あるべき社会の姿を自分

なりに考えることができる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

生活ニュース，市民の関心事，シンクロ・リーディング

＜授業の進め方＞

授業前? に放送された「主播在線」のヘッドラインを材

料にする。

【授業までの準備】

授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドラインに

ついて，MP3に変換した? 声データとそのスクリプトを

その? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨むま

でに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておく。

【授業】

1.? 声を元の速度のままで聴く。(授業)

2.スクリプトを読み，ニュースの背景も含めて意味を理

解する。(授業)

3.速度を少し落とした? 声に合わせてスクリプトを? 読

する(シンクロリーディング)。(授業・復習)

4.? テスト(空所補充)を実施する。(授業)

＜履修するにあたって＞

授業ではナマの中国語を材料とするため，履修するに当

たっては２年次配当の中国語科? を履修して単位を取得

したのと同等程度の中国語? を有していることが必要。

ただし，? 度な中国語? は必要ない。意味の解説や? 読

の指導はすべて教員が? なう。ナマの中国を知りたい，

ナマの中国を? 分の視点から理解したいという思いのあ

る? の履修を歓迎する。

　この科? は後期のⅡだけを履修することも可能である。

ただし，中国語? を向上させるため，また，中国に関す

る情報により多く接し，中国についてより深く理解し，

中国に対する? 分の? ? をより鋭く磨くことができるよ

うにするため，前期のⅠも併せて履修しておくことが望
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ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドライン

について，MP3に変換した? 声データとそのスクリプト

をその? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨む

までに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておく。

・予習をする必要はないが，それを妨げるものでもない。

・授業で学習した内容を授業後に1時間程度の時間をか

けて深く掘り下げ，復習しておくことが望ましい。また

? 読(シンクロリーディング)を何度も繰り返し，中国語

の正しい発? を? につけながら中国語そのものを? 分の

ものにしていってほしい。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「空所補充」形式の? テストを実施する。

授業で使? したスクリプトを元にした内容のため，? テ

ストに対する解答・解説などは? なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? テストの結果を60%，定期試

験の結果を40%の割合で成績を評価する。

＜テキスト＞

使? しない。

授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドラインに

ついて，MP3に変換した? 声データとそのスクリプトを

その? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨むま

でに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておくこ

と。

＜参考図書＞

北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学館

2016年 7500円＋税

＜授業計画＞

第1回　9月21日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第2回　9月28日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第3回　10月5日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第4回　10月12日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第5回　10月19日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第6回　10月26日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第7回　11月9日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第8回　11月16日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第9回　11月23日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第10回　11月30日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第11回　12月7日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第12回　12月14日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第13回　12月21日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第14回　1月11日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第15回　1月18日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級中国語ⅡＣ タ（時事・総合）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? では，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等

を通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性

を涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな

問題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる

」ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって

表現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニ

ケーションをとることができる」ようになること，そし

て「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価

値観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　中国の国有ラジオ局「北京? ? 広播電台」(ラジオ北

京)にニュース専? チャンネル「北京新聞広播」(北京ニ

ュースラジオ)がある。「主播在線」(メインキャスター

オンライン)は「北京新聞広播」が2018年1 ? 1 ? から新
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たに始めた，北京時間毎朝7時30分から1時間30分放送さ

れる情報番組で，経済・? 活・? 化娯楽・旅? レジャー

など市? の? 活に密着した実? ニュースを地域の? 々伝

えることをを趣旨としている。伝えられる内容の多くは

? 々の? 々の暮らしに密接にかかわる事柄であり，そこ

にしばしば論評が加えられるのも番組の特徴である。

　この科? では，「主播在線」冒頭約2分間のヘッドラ

インを材料に，市? の回りで何が起きているのか，市?

が何に関? を持っているのかを，? 本のマスコミによる

報道を通さず? 分の? と? で直接知り，? 本の状況とも

? べながら，あるべき社会の姿を? 分なりに考えること

ができるようになることを? 指す。

＜到達目標＞

1.日本ではあまり伝えられることのない，中国の一般市

民の身の回りで実際に起きていることや，彼ら・彼女ら

が関心を持っていることを知ることができる。(知識)

2.市民の暮らしや関心事に注意を向けることができる。

(態度・習慣)

3.ナマのニュースを聴き取ったり読み取ったりすること

ができる。(技能)

4.日本の状況とも比べながら，あるべき社会の姿を自分

なりに考えることができる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

生活ニュース，市民の関心事，シンクロ・リーディング

＜授業の進め方＞

授業前? に放送された「主播在線」のヘッドラインを材

料にする。

【授業までの準備】

授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドラインに

ついて，MP3に変換した? 声データとそのスクリプトを

その? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨むま

でに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておく。

【授業】

1.? 声を元の速度のままで聴く。(授業)

2.スクリプトを読み，ニュースの背景も含めて意味を理

解する。(授業)

3.速度を少し落とした? 声に合わせてスクリプトを? 読

する(シンクロリーディング)。(授業・復習)

4.? テスト(空所補充)を実施する。(授業)

＜履修するにあたって＞

授業ではナマの中国語を材料とするため，履修するに当

たっては２年次配当の中国語科? を履修して単位を取得

したのと同等程度の中国語? を有していることが必要。

ただし，? 度な中国語? は必要ない。意味の解説や? 読

の指導はすべて教員が? なう。ナマの中国を知りたい，

ナマの中国を? 分の視点から理解したいという思いのあ

る? の履修を歓迎する。

　この科? は後期のⅡだけを履修することも可能である。

ただし，中国語? を向上させるため，また，中国に関す

る情報により多く接し，中国についてより深く理解し，

中国に対する? 分の? ? をより鋭く磨くことができるよ

うにするため，前期のⅠも併せて履修しておくことが望

ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドライン

について，MP3に変換した? 声データとそのスクリプト

をその? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨む

までに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておく。

・予習をする必要はないが，それを妨げるものでもない。

・授業で学習した内容を授業後に1時間程度の時間をか

けて深く掘り下げ，復習しておくことが望ましい。また

? 読(シンクロリーディング)を何度も繰り返し，中国語

の正しい発? を? につけながら中国語そのものを? 分の

ものにしていってほしい。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「空所補充」形式の? テストを実施する。

授業で使? したスクリプトを元にした内容のため，? テ

ストに対する解答・解説などは? なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? テストの結果を60%，定期試

験の結果を40%の割合で成績を評価する。

＜テキスト＞

使? しない。

授業の前? に放送された「主播在線」のヘッドラインに

ついて，MP3に変換した? 声データとそのスクリプトを

その? のうちにOneDrive置いておくので，授業に臨むま

でに各? でそれを? 分の環境にダウンロードしておくこ

と。

＜参考図書＞

北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学館

2016年 7500円＋税

＜授業計画＞

第1回　9月20日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第2回　9月27日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第3回　10月4日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第4回　10月11日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第5回　10月18日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト
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第6回　10月25日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第7回　11月1日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第8回　11月8日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第9回　11月15日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第10回　11月29日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第11回　12月6日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第12回　12月13日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第13回　12月20日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第14回　1月10日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

第15回　1月17日の放送

ヘッドラインのリスニング・理解・? 読(シンクロリー

ディング)・? テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級中国語ⅠＢ ア

岩田　弥生

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

・少人数のクラスで、上級レベルの中国語会話に習熟す

る

・配布テキストの文章を練習しながら、表現を自分のも

のにする

・テキストの内容に対して自分の意見、感想が言える

・中国の文化、習慣について理解する

＜到達目標＞

・中国語の自然なイントネーションで文章を発音するこ

とができる（技能）

・中国語らしい自然な表現ができる（知識・技能）

・実践的な中国語会話ができる（技能）

・中国に対する関心を深めることができている（態度・

習慣）

＜授業のキーワード＞

中国語会話　コミュニケーション　双方向

＜授業の進め方＞

・配布テキストの文章を滞りなく発音できるよう繰り返

し音読する

・文章に出てくる重要表現を説明し、聞き取り、問答練

習を行う

・重要表現、文型について置き換え練習を行う

・教師と学生、または学生同士でロールプレイを行う

・テキストの内容について意見を述べる

＜履修するにあたって＞

この授業は中級中国語や中国語検定対策を終了した、ま

たはそれと同等以上の学力をもつ人を対象とした科目で

す。授業は中国語を母語とする先生によって行なわれま

す。一定の話題をめぐって中国語で簡単な会話ができる

ようになることを学修の目標とします。ⅠとⅡは連続し

た内容なのでともに履修することが望ましいのですが、

ⅠとⅡをそれぞれ個別に履修してもかまいません。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業前に読めない漢字を調べる

・テキストの音声を繰り返し聴く

・復習を含め、１時間を必要とする

＜提出課題など＞

三回に一回テキストを音読した音声を提出する

＜成績評価方法・基準＞

・定期試験は行わない

・授業中の発表　７０％

・課題　３０%

・それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う

＜テキスト＞

配付資料で授業を進める

＜参考図書＞

ガイダンスの時に説明する

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・自己紹介

・ガイダンス

・自己紹介

第2回　第一課①

音読・読解

第3回　第一課②

会話練習

第4回　第一課③

実践練習

第5回　第二課①

音読・読解

第6回　第二課②

会話練習
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第7回　第二課③

実践練習

第8回　第三課①

音読・読解

第9回　第三課②

会話練習

第10回　第三課③

実践練習

第11回　第四課①

音読・読解

第12回　第四課②

会話練習

第13回　第四課③

実践練習

第14回　第五課①

音読・読解

第15回　第五課②

会話練習・実践練習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級中国語ⅠＢ タ（会話）

松岡　依文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

（知識・技能）

共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養している。

専門分野に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、

解決するための知識や技能を身につけている。

（思考力・判断力・表現力等の能力）

幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、それを

解決する方策を導くことができる。

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

ができる。

（主体性を持って多様な人々と共同して学ぶ態度）

獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値観

や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協

働して、社会に役立てることができる。

＜到達目標＞

1.個々の音節が正確に発音できるだけでなく，中国語の

自然なイントネーションで文や文章を発音することがで

きる。(技能)

2.中国の文化的要素を含んだ中国語らしい自然な表現が

できる。(知識；技能)

3.日常生活の中で，その場に相応しい実践的で役立つ中

国語会話ができる。(知識；技能)

4.日常生活の中で，自分の言いたいことを相手に伝える

ことができる。(技能)

5.授業中だけでなく，日常的に，自発的に中国語会話を

学ぶノウハウが身についている。(態度・習慣)

6.中国語の学習を通して，中国に対する関心・興味を深

めることができている。(態度・習慣)

7.積極的に双方向のコミュニケーションをとることがで

きる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

中国語会話　　コミュニケーション　　中級　　双方向

＜授業の進め方＞

・教科書の配列に従って段階的に，自然で自発的なコミ

ュニケーションができるように授業を進めていく。先生

が学生に一方的に言葉を投げかけるのではなく，先生と

学生，あるいは学生同士の双方向の会話を重視する。

・文法の説明したのちに、本文の日本語訳を確認。練習

問題及びリスンニングは出来るだけ実力でトライをして

いただく。

＜履修するにあたって＞

・中国語会話は初級～中級段階を終えた学習者の会話力

を高めるために開設された科目である。初級中国語・中

国語入門会話など1年次配当の中国語科目や中級中国語

・中国語基礎会話など2年次配当の中国語科目の履修を

前提としないが，この科目の履修に当たっては2年次配

当の中国語科目を履修して単位を取得したのと同等程度

の基礎力を有していることが必要である。全くの初心者

を対象とした科目でないことに留意してほしい。ただし，

高度な中国語力は必要ない。すでに基礎的な中国語を身

につけた上で会話力をさらに伸ばしたいという意欲のあ

る人の履修を歓迎する。

・会話の授業は会話を覚えるためにあるのではない。授

業を離れて会話をすることができるようになって始めて

会話の授業は存在する価値を有する。授業で行なった訓

練を授業を離れても自分自身でおさらいし，機会を見つ

けて実践するように心がけてほしい。

・中国語会話は前期に開講されるこの「中国語会話Ⅰ」

のほか，後期にも「中国語会話Ⅱ」が開講される。それ

ぞれ単独で履修することが可能だが，中国語の会話力を

より充実させるため，後期の「中国語会話Ⅱ」も併せて

履修することが望ましい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たといそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』を使って自習すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

・この授業で使用する教科書は，本来は中級段階での使

用を想定したものである。予習の段階で未知あるいは未

習熟の語句などに遭遇したときは，辞書を引くなりして

自分自身で問題を解決した上で授業に臨んでほしい。新



- 358 -

しい知識を注入することにこの授業の本旨があるのでは

ない。この授業は訓練の場である。授業で訓練を十分に

行なうことができるよう，授業前の準備体操(＝予習)を

怠らないこと。

・また，会話の授業は会話を覚えるためにあるのではな

い。授業を離れて会話をすることができるようになって

始めて会話の授業は存在する価値を有する。授業で訓練

したことを自分の血肉にしようとすれば，授業を離れて

もそれを繰り返し練習することが必要である。そもそも

週に1度程度の授業に出ることによって外国語での会話

ができるようになるはずもない。授業で行なった訓練を

授業を離れても自分自身でおさらいし，機会を見つけて

実践するように心がけてほしい。

・以上のことをしっかり行なおうとすれば，授業の前後

で2時間程度の予習・復習が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験は行なわない。授業を通じて行なわれた遣り取

りの様子やdotCampusやOffice365に提出された課題に対

する評価などを以て成績を評価するための材料とする。

授業での様子に対する評価の割合を40％，提出された課

題に対する評価の割合を60％とする。

それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

＜テキスト＞

陳淑梅・陸薇　『言葉と文化　一挙両得　中級中国語』

　朝日出版社　2017年　2200円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』　同学社　2016年　25

00円＋税

3.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　第1課　1回目/全2回

大学生活

・課文(1)(2)

・ポイント

第2回　第1課　2回目/全2回

大学生活

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第3回　第2課　1回目/全2回

大学的作息　　

・課文(1)(2)

・ポイント

第4回　第2課　2回目/全2回

大学的作息　　

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第5回　第3課　1回目/全2回

早　

・課文(1)(2)

・ポイント

第6回　第3課　2回目/全2回

早　

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第7回　第4課　1回目/全2回

喝茶

・課文(1)(2)

・ポイント

第8回　第4課　2回目/全2回

喝茶

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第9回　第5課　1回目/全2回

　食

・課文(1)(2)

・ポイント

第10回　第5課　2回目/全2回

　食

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第11回　第6課　1回目/全2回

生活　　

・課文(1)(2)

・ポイント

第12回　第6課　2回目/全2回

生活　　

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第13回　第7課　2回目/全2回

交通

・課文(1)(2)

・ポイント

第14回

　第7課　2回目/全2回

交通

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第15回　到達確認

第1課～第7課の課文を材料に中国語で語り合う
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級中国語ⅡＢ ア

岩田　弥生

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

・少人数のクラスで、上級レベルの中国語会話に習熟す

る

・配布テキストの文章を練習しながら、表現を自分のも

のにする

・テキストの内容に対して自分の意見、感想が言える

・中国の文化、習慣について理解する

＜到達目標＞

・中国語の自然なイントネーションで文章を発音するこ

とができる（技能）

・中国語らしい自然な表現ができる（知識・技能）

・実践的な中国語会話ができる（技能）

・中国に対する関心を深めることができている（態度・

習慣）

＜授業のキーワード＞

中国語会話　コミュニケーション　双方向

＜授業の進め方＞

・配布テキストの文章を滞りなく発音できるよう繰り返

し音読する

・文章に出てくる重要表現を説明し、聞き取り、問答練

習を行う

・重要表現、文型について置き換え練習を行う

・教師と学生、または学生同士でロールプレイを行う

・テキストの内容について意見を述べる

＜履修するにあたって＞

この授業は中級中国語や中国語検定対策を終了した、ま

たはそれと同等以上の学力をもつ人を対象とした科目で

す。授業は中国語を母語とする先生によって行なわれま

す。一定の話題をめぐって中国語で簡単な会話ができる

ようになることを学修の目標とします。ⅠとⅡは連続し

た内容なのでともに履修することが望ましいのですが、

ⅠとⅡをそれぞれ個別に履修してもかまいません。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業前に読めない漢字を調べる

・テキストの音声を繰り返し聴く

・復習を含め、１時間を必要とする

＜提出課題など＞

三回に一回テキストを音読した音声を提出する

＜成績評価方法・基準＞

・定期試験は行わない

・授業中の発表　７０％

・課題　３０%

・それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う

＜テキスト＞

配付資料で授業を進める

＜参考図書＞

ガイダンスの時に説明する

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・自己紹介

・ガイダンス

・自己紹介

第2回　第六課①

音読・読解

第3回　第六課②

会話練習

第4回　第六課③

実践練習

第5回　第七課①

音読・読解

第6回　第七課②

会話練習

第7回　第七課③

実践練習

第8回　第八課①

音読・読解

第9回　第八課②

会話練習

第10回　第八課③

実践練習

第11回　第九課①

音読・読解

第12回　第九課②

会話練習

第13回　第九課③

実践練習

第14回　第十課①

音読・読解

第15回　第十課②

会話練習、実践練習

第16回
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級中国語ⅡＢ タ（会話）

松岡　依文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

（知識・技能）

共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養している。

専門分野に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、

解決するための知識や技能を身につけている。

（思考力・判断力・表現力等の能力）

幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、それを

解決する方策を導くことができる。

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

ができる。

（主体性を持って多様な人々と共同して学ぶ態度）

獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値観

や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協

働して、社会に役立てることができる。

＜到達目標＞

1.個々の音節が正確に発音できるだけでなく，中国語の

自然なイントネーションで文や文章を発音することがで

きる。(技能)

2.中国の文化的要素を含んだ中国語らしい自然な表現が

できる。(知識；技能)

3.日常生活の中で，その場に相応しい実践的で役立つ中

国語会話ができる。(知識；技能)

4.日常生活の中で，自分の言いたいことを相手に伝える

ことができる。(技能)

5.授業中だけでなく，日常的に，自発的に中国語会話を

学ぶノウハウが身についている。(態度・習慣)

6.中国語の学習を通して，中国に対する関心・興味を深

めることができている。(態度・習慣)

7.積極的に双方向のコミュニケーションをとることがで

きる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

中国語会話　　コミュニケーション　　中級　　双方向

＜授業の進め方＞

・教科書の配列に従って段階的に，自然で自発的なコミ

ュニケーションができるように授業を進めていく。先生

が学生に一方的に言葉を投げかけるのではなく，先生と

学生，あるいは学生同士の双方向の会話を重視する。

・課文・ポイント・ドリルなどを単になぞるのではなく，

それらの文や文章などを自分の状況に置き換えて表現し

直すことができるよう，応用練習を繰り返し行なう。

＜履修するにあたって＞

・中国語会話は初級～中級段階を終えた学習者の会話力

を高めるために開設された科目である。初級中国語・中

国語入門会話など1年次配当の中国語科目や中級中国語

・中国語基礎会話など2年次配当の中国語科目の履修を

前提としないが，この科目の履修に当たっては2年次配

当の中国語科目を履修して単位を取得したのと同等程度

の基礎力を有していることが必要である。全くの初心者

を対象とした科目でないことに留意してほしい。ただし，

高度な中国語力は必要ない。すでに基礎的な中国語を身

につけた上で会話力をさらに伸ばしたいという意欲のあ

る人の履修を歓迎する。

・会話の授業は会話を覚えるためにあるのではない。授

業を離れて会話をすることができるようになって始めて

会話の授業は存在する価値を有する。授業で行なった訓

練を授業を離れても自分自身でおさらいし，機会を見つ

けて実践するように心がけてほしい。

・中国語会話は後期に開講されるこの「中国語会話Ⅱ」

のほか，前期にも「中国語会話Ⅰ」が開講される。それ

ぞれ単独で履修することが可能だが，中国語の会話力を

より充実させるため，前期の「中国語会話Ⅰ」も併せて

履修しておくことが望ましい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たといそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』を使って自習すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

・この授業で使用する教科書は，本来は中級段階での使

用を想定したものである。予習の段階で未知あるいは未

習熟の語句などに遭遇したときは，辞書を引くなりして

自分自身で問題を解決した上で授業に臨んでほしい。新

しい知識を注入することにこの授業の本旨があるのでは

ない。この授業は訓練の場である。授業で訓練を十分に

行なうことができるよう，授業前の準備体操(＝予習)を

怠らないこと。

・また，会話の授業は会話を覚えるためにあるのではな

い。授業を離れて会話をすることができるようになって

始めて会話の授業は存在する価値を有する。授業で訓練

したことを自分の血肉にしようとすれば，授業を離れて

もそれを繰り返し練習することが必要である。そもそも

週に1度程度の授業に出ることによって外国語での会話

ができるようになるはずもない。授業で行なった訓練を

授業を離れても自分自身でおさらいし，機会を見つけて

実践するように心がけてほしい。

・以上のことをしっかり行なおうとすれば，授業の前後

で2時間程度の予習・復習が必要である。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は行なわない。授業中に口頭・筆記の形式で
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行なわれる訓練や，授業中に先生と学生との間で，ある

いは学生同士で行われる会話などの状況を見て，成績を

判断する。

・評点Ｓ・Ａ取得者の割合は，おおむね単位取得者の50

％を超えないものとする。

・それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

＜テキスト＞

陳淑梅・陸薇　『言葉と文化　一挙両得　中級中国語』

　朝日出版社　2017年　2200円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』　同学社　2016年　25

00円＋税

3.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』　NHK出版　2010年　952円＋税

4.白井恭弘　『外国語学習の科学――第二言語習得論と

は何か』　岩波書店　2008年　760円＋税

＜授業計画＞

第1回　第8課　1回目/全2回

(1)授業中に後期の授業方法について説明する

校　　

・課文(1)(2)

・ポイント

第2回　第8課　2回目/全2回

校　　

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第3回　第9課　1回目/全2回

体育

・課文(1)(2)

・ポイント

第4回　第9課　2回目/全2回

体育

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第5回　第10課　1回目/全2回

歌舞伎和京　

・課文(1)(2)

・ポイント

第6回　第10課　2回目/全2回

歌舞伎和京　

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第7回　第11課　1回目/全2回

方言

・課文(1)(2)

・ポイント

第8回　第11課　2回目/全2回

方言

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第9回　第12課　1回目/全2回

　　上的　　

・課文(1)(2)

・ポイント

第10回　第12課　2回目/全2回

　　上的　　

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第11回　第13課　1回目/全2回

　年

・課文(1)(2)

・ポイント

第12回　第13課　2回目/全2回

　年

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第13回　第14課　1回目/全2回

年　人的婚事

・課文(1)(2)

・ポイント

第14回　第14課　2回目/全2回

年　人的婚事

・ドリル

・課文(1)(2)を材料にした対話練習

・Column

第15回　第8課～第14課の総仕上げ

第8課～第14課の課文を材料に中国語で語り合う

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級中国語ⅠＡ ア

山本　透江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

〈9月20日(月)～10月2日(土)までの授業形態〉

遠隔授業(Zoomによるリアルタイム授業)

１０月４日（月）から対面授業を実施いたします

※10月04日(月)以降は授業形態を対面形式に戻すことを

予定していますが，新型コロナウイルス感染症の蔓延情

況によっては遠隔授業を継続せざるを得ないかも知れま
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せん。これについては大学の方針が決まり次第あらため

てお知らせします。

※何らかの事情によりZoomによるリアルタイム授業を受

けることのできない学生に対しては，授業の録画データ

または音声データを授業後にOneDriveなどを通して提供

します。具体的な方法は授業科目担当教員がdotCampus

などを通じて指示します。これについて不明の点があれ

ば，授業科目担当教員にメールで尋ねて下さい。

※Zoomに関する情報・OneDriveへのリンクや授業科目担

当教員のメールアドレスなどは〈遠隔授業情報〉欄に記

してあります。

＜授業の目的＞

長い歴史の中、日本と中国との間には人や文化の交流が

絶えることなくつづいている。ここ数年は両国の間に冷

たい空気が流れ、中国を観光で訪れる日本人は減少して

しまっている。しかし、反対に日本を観光で訪れる中国

人の数はいまなお増え続けており、日本政府観光局HPの

統計によると、２０１8年訪日外客数累計は前年比8.7パ

ーセント増の3119万1800人、内中国からは同13.9%増で8

38万100人と、実に37.2%を占めている。これに台湾から

の475万7300人（同＋4.2%）、香港からの220万７９００

人（同-1.1%）を合わせると、昨年日本を訪れた中華圏

の人は訪日客全体の約半数を占めたことになる。顕著な

のは、春節（旧正月）を含む１、２月の日本を訪れた中

国人は確かに多いものの、年間を通じて来訪者にそれほ

ど差がない点であるのと、台湾、香港からの来訪客数は

安定しているという点である。中国国内では、ECの整備

により最近日本でわざわざ日本製品を購入する必要もな

くなり、またSNS等で日本の芸能、文化等の情報を取り

入れる層も増加しており、よってリピーターの増加が考

えられる。そして買い物目的というよりはむしろ文化体

験を目的とする観光が増え、反日でも親日でもない「知

日」という言葉まで現れている。

2020年以降は往来が困難になり、ネットからの情報入手

が主流となっている。

この授業では、一般の中国人が読む書籍やインターネッ

トサイト、さらにはそれに対する中国人のネットへの書

き込みなどを通して、中国人がなぜ日本に興味を示すの

かを理解する。そして同時に、中国で話題となっている

ニュースを読むことで、日本と中国との観点の違いを知

ることを目的とする。また周辺の国、地域（韓国、台湾、

香港など）との関係性についても触れたい。

　この授業を履修することにより、全学DP(ディプロマ

・ポリシー)に掲げられている「獲得した知識や技能を

活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさまざ

まな人と議論し、学びを深め、協同して、社会に役立て

ることができる」ようになる。

＜到達目標＞

1.辞書を使って発音を確認し、ピンインのない文章の音

読ができる。

2.まとまりのある文章全体を辞書を使って自力で翻訳す

ることができる。

3.中国人の日本への関心事に興味を持つことで、中国人

への理解を増すことができている。

4.さらには、自国の文化を相手にアピールする手段とし

ての中国語を身につけることができている。

＜授業のキーワード＞

中国語、中国時事、中国文化、日本文化、訪日中国人

＜授業の進め方＞

後期のみの履修者がいる場合は、まずはピンインのない

簡体字の長文に慣れるため、こちらで準備した中国の報

道やコラムなどを丁寧に読む。4回目の授業を目安に授

業で扱うテーマを皆で話し合って決め、あらかじめひと

まとまりの文章をそれぞれに割り当て、担当者がその日

本語訳などを発表することで授業を進めていく。受講人

数によっては何度もあたる可能性がある。対話型の授業

にしたいと考えているので、担当者以外の受講生からの

積極的な発言も期待している。

＜履修するにあたって＞

２年次に中国語科目を履修した学生と同等レベルの基礎

力が必要。

この科目は前期のⅠを履修せず後期のⅡだけを履修する

ことも可能である。ただし、授業内容がⅠとⅡとで連続

するため、前期のⅠも併せて履修しておくことが望まし

い。

受講生の興味・要望に応じてスポットを当てる話題の変

更も可能である。中国について特に興味を持っているこ

とがあれば、積極的に提案してほしい。

受講人数や受講生のレベルによって、授業内容や進度が

変わることがある。

中日辞典を携帯して授業に臨むこと。紙の辞書が望まし

いが，電子辞書でも良い。またPCやスマートフォンなど

をインターネットに繋いで検索してもかまわない。"

＜授業時間外に必要な学修＞

発表者であるかどうかにかかわらず，授業には積極的に

参加しなければならない。そのためには全員が教材・資

料を予習し，授業の中で教員から不意に発せられる質問

に答えたり，自ら発言したりするための準備を十分にし

ておく必要がある。この授業では，一人の発表者だけが

教員と受け答えをし，他の学生はそれをただ黙って聞い

ていることに終始するような状況を作ることは，絶対に

ない。さらに，毎回の授業でその内容に関する課題が提

示され，その提出が求められる。また小テストも随時行

なわれる。これら全てに備えようとすれば，最低でも授

業時間と同じ1時間30分程度の学修時間は必要となるだ

ろう。"

＜成績評価方法・基準＞

定期試験は行なわない。次を以て成績を評価する：

・担当者・発表者として発表した内容対する評価　40%

・担当者・発表者としてでなく発言したことに対する評
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価　20%

・提出された課題に対する評価　20%

・小テストの結果に対する評価　20%

それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

単位を取得するためには10回以上の出席が必要である。

出席が10回に満たない者には単位を与えない。

※「評点Ｓ・Ａ取得者の割合は，おおむね単位取得者の

50%を超えないものとする」は削除してください。"

＜テキスト＞

教科書は使用しない。主題に応じて資料を事前に配付し、

それを教材とする。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと力だめし

授業の進め方の説明後、中国語の基本文法をチェック、

今年話題となっているニュースの概要を捉える。

各自、中国について興味のあるテーマを発表。

第2回　　今年の春夏における中国人の旅行事情

この春や夏に起こった旅行に関する現象や傾向を中国の

ニュースで確認する。

各自、興味のあるテーマを発表。

第3回　国慶節について(1)

中国の建国記念日である10月1日の国慶節では、1週間休

みとなる。その間の中国人の旅行事情を報道記事などで

確認する。

日本紹介記事について割り当て、長文読解の割り当てを

決める。

第４回　国慶節について(2)

中国の建国記念日である10月1日の国慶節では、1週間休

みとなる。その間の中国人の動向を報道記事などで確認

する。

第5回　国慶節について(3)

中国の建国記念日である10月1日の国慶節では、1週間休

みとなる。その間の中国人の動向について考察する。

第6回　　日本紹介記事を読む(1)

事前に提出された記事について、各担当者からの発表に

基づき授業を進める。

第7回　日本紹介記事を読む(2)

事前に提出された記事について、各担当者からの発表に

基づき授業を進める。

第8回　日本紹介記事を読む(3)

事前に提出された記事について、各担当者からの発表に

基づき授業を進める。

第９回　日本紹介記事を読む(4)

事前に提出された記事について、各担当者からの発表に

基づき授業を進める。意見交換。

第10回　東アジアの文化(1)

中国だけでなく、韓国、香港、台湾をも巻き込んだ文化

・芸能事情について。映画や書籍などの波及についての

資料を読む。

第11回　東アジアの文化(2)

中国だけでなく、韓国、香港、台湾をも巻き込んだ文化

・芸能事情について。映画や書籍などの波及についての

資料を読んでから、意見交換を行う。

第12回　長文読解(1)

少し改まった文章の概要をどのくらい正確にとらえられ

るかを見る。

資料を配布し、各担当者の発表によって授業を進める。

第13回　長文読解(2)

少し改まった文章の概要をどのくらい正確にとらえられ

るかを見る。

資料を配布し、各担当者の発表によって授業を進める。

第14回　長文読解(3)

少し改まった文章の概要をどのくらい正確にとらえられ

るかを見る。

資料を配布し、各担当者の発表によって授業を進める。

また意見交換を行う。

第15回　まとめ

これまで扱った文章から重要表現をピックアップ、定期

試験対策とする。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級中国語ⅠＡ タ（読解）

傍島　史奈

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この授業の履修を通じて、全学DP(ディプロマ・ポリシ

ー)に掲げられている「１共通教育等を通じて、広い教

養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している」

「３幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くことができる」を達成できる。

　台湾の絵本作家ジミー・リャオ（幾米）の作品を読む。

　1998年に絵本創作を開始すると、その翌年には『君の

いる場所（原題：向左走・向右走）』がベストセラーと

なり、台湾で「大人の絵本」ブームが巻き起こった。こ

れまでに50を超える作品を発表、日本はもちろん15か国

以上で翻訳出版されている。また、日本のカルチャー雑

誌『STUDIO VOICE  VOL.333』（INFASパブリケーション

ズ　2003年8月6日発売）の「次のアジアを創るA-VIP 55

人」に選ばれ、2006年にはディスカバリー・チャンネル

「台湾人物誌2（英語: Portraits Taiwan Ⅱ）」に取り

上げられた6名のうちの1人に選ばれ、世界各国の文学賞

も受賞している。さらに、台湾・香港・中国（大陸）で

映画化やテレビドラマ化、舞台化がなされ、中華圏では

知らない人がいないほどの人気絵本作家である。
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　この授業では、鮮やかな色彩で少し不思議な感覚にな

る幾米の絵を鑑賞するとともに、簡単ではあるが情感豊

かな彼の文章を読むことで、中国語の多様な表現を学び

身につけることを目的とする。また、台湾や香港では繁

体字を使用しており、将来的にその地域とかかわること

も考えられる。そのため、希望があれば簡体字と繁体字

の両方を扱い、簡体字だけではなく繁体字にも対応でき

るような訓練をしたいと考えている。

＜到達目標＞

1.辞書を使って発音を確認し、ピンインのない文章の音

読ができる。

2.まとまりのある文章全体を辞書を使って自力で翻訳す

ることができる。

3.直訳にとどまらず、登場人物の行動や心情などを踏ま

えた上での適切な訳を考える姿勢を身につけている。

4.簡体字のみならず繁体字も読める。

＜授業のキーワード＞

台湾、中国、絵本、中国語、繁体字、簡体字、読解、中

華圏文化

＜授業の進め方＞

受講学生の興味に応じてどの作品を読むかを決定する。

受講人数によっては授業内で何度もあたる可能性がある。

対話型の授業にしたいと考えているので、当たっている

学生以外の積極的な発言も期待している。

　簡体字（希望があれば繁体字併記）にピンインをつけ

て打ち直したものを配る。ただし、一度出てきた漢字に

関してはピンインは振らないので、読めない場合はあら

かじめ辞書で調べておくこと。

　絵本に描かれている絵を鑑賞しつつ、皆で音読、翻訳、

朗読をして登場人物の心の動きを丁寧に読み取りながら

授業を進める。絵と文章から主人公の行動や心情につい

て皆で想像・推測し、それを踏まえた日本語訳を一緒に

話し合って考える。

＜履修するにあたって＞

２年次に中国語科目を履修した学生と同等レベルの基礎

力が必要。

この科目は前期のⅠだけを履修することも可能である。

ただし、学力を向上させるため、後期のⅡも併せて履修

することが望ましい。

受講生の興味・要望に応じて余った時間などに扱う話題

を決めることも可能である。中華圏について特に興味を

持っていることがあれば、積極的に提案してほしい。

受講人数や受講生のレベルによって、授業内容や進度が

変わることがある。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習としてひととおり発音練習しておくこと（20分以上

）。

わからない発音の漢字にはあらかじめピンインを調べて

読めるようになっておくこと（20分以上）。

復習として、朗読練習をすること（20分以上）。

授業前に前回の内容を理解しておくこと（20分以上）、

前回の内容解説担当者はさらに皆の前で発表できるよう、

準備しておくこと（+20分、計40分以上）。

＜成績評価方法・基準＞

授業内発表・自発的な発言　 40%

小テスト(漢字に関するものを毎回出題する)　 20%

定期試験　40%

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

※単位取得には10回以上の出席が必要。

＜テキスト＞

教科書は使用しない。主題に応じて資料を配付し、それ

を教材とする。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと力だめし

授業の進め方の説明後、中国語の基本文法をチェックす

る。

各自、中国について興味のあるテーマを発表。

第2回　幾米という作家について①

第1回で行った基礎の再確認。

幾米の略歴を中国語で読む。

授業で扱う作品を決定。

第3回　幾米という作家について②

幾米の略歴を中国語で読む（前回の続き）。

第4回　翻訳・読解①

第2回の授業で決めた作品を読む。

絵を鑑賞しつつ、音読、登場人物の心の動きを丁寧に読

み取りながらの翻訳、朗読といった手順で進めていく。

第5回　翻訳・読解②

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第6回　翻訳・読解③

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第7回　翻訳・読解④

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、内容の解説は受講生にお願いする。

第8回　まとめ

作品に対する感想など発表。

重要表現をピックアップして覚える。

朗読チェック

２作品目決定。

第9回　C-popに挑戦①

まずは歌詞の内容把握、朗読。

中華圏の歌では、若者に人気のある歌手の歌であっても、

韻を意識した歌詞のものが多い。また、中国古典を典故

とした歌詞も多い。現代の歌から、中国の文学的伝統を

味わう。

第10回　C-popに挑戦②

歌詞の朗読。実際に歌ってみる。

第11回　翻訳・読解①
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絵を鑑賞しつつ、音読、登場人物の心の動きを丁寧に読

み取りながらの翻訳、朗読といった手順で進めていく。

第12回　翻訳・読解②

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第13回　翻訳・読解③

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第14回　翻訳・読解④

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第15回　まとめ

作品に対する感想など発表。

重要表現をピックアップして覚える。

朗読チェック

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級中国語ⅡＡ ア

山本　透江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

毎回提案する資料の内容を見たのち、各受講者の中国に

関する意見を交わす。

講義、演習、実習をもとに、対面授業と遠隔授業併用と

する。

＜授業の目的＞

長い歴史の中、日本と中国との間には人や文化の交流が

絶えることなくつづいている。ここ数年は両国の間に冷

たい空気が流れ、中国を観光で訪れる日本人は減少して

しまっている。しかし、反対に日本を観光で訪れる中国

人の数はいまなお増え続けており、日本政府観光局HPの

統計によると、２０１8年訪日外客数累計は前年比8.7パ

ーセント増の3119万1800人、内中国からは同13.9%増で8

38万100人と、実に37.2%を占めている。これに台湾から

の475万7300人（同＋4.2%）、香港からの220万７９００

人（同-1.1%）を合わせると、昨年日本を訪れた中華圏

の人は訪日客全体の約半数を占めたことになる。顕著な

のは、春節（旧正月）を含む１、２月の日本を訪れた中

国人は確かに多いものの、年間を通じて来訪者にそれほ

ど差がない点であるのと、台湾、香港からの来訪客数は

安定しているという点である。中国国内では、ECの整備

により最近日本でわざわざ日本製品を購入する必要もな

くなり、またSNS等で日本の芸能、文化等の情報を取り

入れる層も増加しており、よってリピーターの増加が考

えられる。そして買い物目的というよりはむしろ文化体

験を目的とする観光が増え、反日でも親日でもない「知

日」という言葉まで現れている。

この授業では、一般の中国人が読む書籍やインターネッ

トサイト、さらにはそれに対する中国人のネットへの書

き込みなどを通して、中国人がなぜ日本に興味を示すの

かを理解する。そして同時に、中国で話題となっている

ニュースを読むことで、日本と中国との観点の違いを知

ることを目的とする。また周辺の国、地域（韓国、台湾、

香港など）との関係性についても触れたい。

　この授業を履修することにより、全学DP(ディプロマ

・ポリシー)に掲げられている「獲得した知識や技能を

活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさまざ

まな人と議論し、学びを深め、協同して、社会に役立て

ることができる」ようになる。

＜到達目標＞

1.辞書を使って発音を確認し、ピンインのない文章の音

読ができる。

2.まとまりのある文章全体を辞書を使って自力で翻訳す

ることができる。

3.中国人の日本への関心事に興味を持つことで、中国人

への理解を増すことができている。

4.さらには、自国の文化を相手にアピールする手段とし

ての中国語を身につけることができている。

＜授業のキーワード＞

中国語、中国時事、中国文化、日本文化、訪日中国人

＜授業の進め方＞

後期のみの履修者がいる場合は、まずはピンインのない

簡体字の長文に慣れるため、こちらで準備した中国の報

道やコラムなどを丁寧に読む。4回目の授業を目安に授

業で扱うテーマを皆で話し合って決め、あらかじめひと

まとまりの文章をそれぞれに割り当て、担当者がその日

本語訳などを発表することで授業を進めていく。受講人

数によっては何度もあたる可能性がある。対話型の授業

にしたいと考えているので、担当者以外の受講生からの

積極的な発言も期待している。

＜履修するにあたって＞

２年次に中国語科目を履修した学生と同等レベルの基礎

力が必要。

この科目は前期のⅠを履修せず後期のⅡだけを履修する

ことも可能である。ただし、授業内容がⅠとⅡとで連続

するため、前期のⅠも併せて履修しておくことが望まし

い。

受講生の興味・要望に応じてスポットを当てる話題の変

更も可能である。中国について特に興味を持っているこ

とがあれば、積極的に提案してほしい。

受講人数や受講生のレベルによって、授業内容や進度が

変わることがある。

中日辞典持参。

＜授業時間外に必要な学修＞

「授業のすすめ方」の欄にも書いたとおり、日本語訳な

どの担当を決めて授業を進めますので、担当にあたった

場合は予習が必要となります（１時間以上）。

また、毎回の授業でその日の内容に関する小テスト（課

題も含む）を行うので、担当者以外の受講生も、資料に
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はあらかじめ目を通しておくようにしてください（２０

分以上）。

＜成績評価方法・基準＞

授業内担当発表　40%

小テスト（課題も含む） 20%

その他提出物 40%

※単位取得には１０回以上の出席が必要。

※評点Ｓ・Ａの取得者の割合は，おおむね単位取得者の

50％を超えないものとする。

＜テキスト＞

教科書は使用しない。主題に応じて資料を事前に配付し、

それを教材とする。

＜参考図書＞

辞書は必ず用意してください。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと力だめし

授業の進め方の説明後、中国語の基本文法をチェック、

今年話題となっているニュースの概要を捉える。

各自、中国について興味のあるテーマを発表。

第2回　　今年の春夏における中国人の旅行事情

この春や夏に起こった旅行に関する現象や傾向を中国の

ニュースで確認する。

各自、興味のあるテーマを発表。

第3回　国慶節について(1)

中国の建国記念日である10月1日の国慶節では、1週間休

みとなる。その間の中国人の旅行事情を報道記事などで

確認する。

日本紹介記事について割り当て、長文読解の割り当てを

決める。

第４回　国慶節について(2)

中国の建国記念日である10月1日の国慶節では、1週間休

みとなる。その間の中国人の動向を報道記事などで確認

する。

第5回　国慶節について(3)

中国の建国記念日である10月1日の国慶節では、1週間休

みとなる。その間の中国人の動向について考察する。

第6回　　日本紹介記事を読む(1)

事前に提出された記事について、各担当者からの発表に

基づき授業を進める。

第7回　日本紹介記事を読む(2)

事前に提出された記事について、各担当者からの発表に

基づき授業を進める。

第8回　日本紹介記事を読む(3)

事前に提出された記事について、各担当者からの発表に

基づき授業を進める。

第９回　日本紹介記事を読む(4)

事前に提出された記事について、各担当者からの発表に

基づき授業を進める。意見交換。

第10回　東アジアの文化(1)

中国だけでなく、韓国、香港、台湾をも巻き込んだ文化

・芸能事情について。映画や書籍などの波及についての

資料を読む。

第11回　東アジアの文化(2)

中国だけでなく、韓国、香港、台湾をも巻き込んだ文化

・芸能事情について。映画や書籍などの波及についての

資料を読んでから、意見交換を行う。

第12回　長文読解(1)

少し改まった文章の概要をどのくらい正確にとらえられ

るかを見る。

資料を配布し、各担当者の発表によって授業を進める。

第13回　長文読解(2)

少し改まった文章の概要をどのくらい正確にとらえられ

るかを見る。

資料を配布し、各担当者の発表によって授業を進める。

第14回　長文読解(3)

少し改まった文章の概要をどのくらい正確にとらえられ

るかを見る。

資料を配布し、各担当者の発表によって授業を進める。

また意見交換を行う。

第15回　まとめ

これまで扱った文章から重要表現をピックアップ、定期

試験対策とする。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級中国語ⅡＡ タ（読解）

傍島　史奈

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この授業の履修を通じて、全学DP(ディプロマ・ポリシ

ー)に掲げられている「１共通教育等を通じて、広い教

養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している」

「３幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くことができる」を達成できる。

　台湾の絵本作家ジミー・リャオ（幾米）の作品を読む。

　1998年に絵本創作を開始すると、その翌年には『君の

いる場所（原題：向左走・向右走）』がベストセラーと

なり、台湾で「大人の絵本」ブームが巻き起こった。こ

れまでに50を超える作品を発表、日本はもちろん15か国

以上で翻訳出版されている。また、日本のカルチャー雑

誌『STUDIO VOICE  VOL.333』（INFASパブリケーション

ズ　2003年8月6日発売）の「次のアジアを創るA-VIP 55

人」に選ばれ、2006年にはディスカバリー・チャンネル

「台湾人物誌2（英語: Portraits Taiwan Ⅱ）」に取り

上げられた6名のうちの1人に選ばれ、世界各国の文学賞

も受賞している。さらに、台湾・香港・中国（大陸）で

映画化やテレビドラマ化、舞台化がなされ、中華圏では
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知らない人がいないほどの人気絵本作家である。

　この授業では、鮮やかな色彩で少し不思議な感覚にな

る幾米の絵を鑑賞するとともに、簡単ではあるが情感豊

かな彼の文章を読むことで、中国語の多様な表現を学び

身につけることを目的とする。また、台湾や香港では繁

体字を使用しており、将来的にその地域とかかわること

も考えられる。そのため、希望があれば簡体字と繁体字

の両方を扱い、簡体字だけではなく繁体字にも対応でき

るような訓練をしたいと考えている。

＜到達目標＞

1.辞書を使って発音を確認し、ピンインのない文章の音

読ができる。

2.まとまりのある文章全体を辞書を使って自力で翻訳す

ることができる。

3.直訳にとどまらず、登場人物の行動や心情などを踏ま

えた上での適切な訳を考える姿勢を身につけている。

4.簡体字のみならず繁体字も読める。

＜授業のキーワード＞

台湾、中国、絵本、中国語、繁体字、簡体字、読解、中

華圏文化

＜授業の進め方＞

受講学生の興味に応じてどの作品を読むかを決定する。

前期から受講している学生がいる場合は、前期で読んだ

作品は除く。5回で一作品を目途に、合わせて二作品読

むつもりである。受講人数によっては授業内で何度もあ

たる可能性がある。対話型の授業にしたいと考えている

ので、当たっている学生以外の積極的な発言も期待して

いる。

　簡体字（希望があれば繁体字併記）にピンインをつけ

て打ち直したものを配る。ただし、一度出てきた漢字に

関してはピンインは振らないので、読めない場合はあら

かじめ辞書で調べておくこと。

　絵本に描かれている絵を鑑賞しつつ、皆で音読、翻訳、

朗読をして登場人物の心の動きを丁寧に読み取りながら

授業を進める。絵と文章から主人公の行動や心情につい

て皆で想像・推測し、それを踏まえた日本語訳を一緒に

話し合って考える。

＜履修するにあたって＞

２年次に中国語科目を履修した学生と同等レベルの基礎

力が必要。

この科目は後期のⅡだけを履修することも可能である。

ただし、学力を向上させるため、前期のⅠも併せて履修

しておくことが望ましい。

受講生の興味・要望に応じて余った時間などに扱う話題

を決めることも可能である。中国について特に興味を持

っていることがあれば、積極的に提案してほしい。

受講人数や受講生のレベルによって、授業内容や進度が

変わることがある。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習としてひととおり発音練習しておくこと（20分以上

）

わからない発音の漢字にはあらかじめピンインを調べて

読めるようになっておくこと（20分以上）

復習として、朗読練習をすること（20分以上）。

授業前に前回の内容を理解しておくこと（20分以上）、

前回の内容解説担当者はさらに皆の前で発表できるよう、

準備しておくこと（+20分、計40分以上）。

＜成績評価方法・基準＞

授業内発表・自発的な発言 40%

漢字の知識を問う問題（毎回出題する）20%

定期試験 40%

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

※単位取得には10回以上の出席が必要。

＜テキスト＞

教科書は使用しない。主題に応じて資料を配付し、それ

を教材とする。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと力だめし

後期の授業の進め方を説明する。

その後中国語の基本文法をチェックする。

各自、中国について興味のあるテーマを発表。

第2回　幾米作品の映画化①

第1回で行った基礎の再確認。

幾米作品を原作として映画化されたものに関する記事を

読む。

授業で扱う作品を決定。

第3回　幾米作品の映画化②

幾米作品を原作として映画化されたものに関する記事を

読む（前回の続き）。

第4回　翻訳・読解①

第2回の授業で決めた作品を読む。

絵を鑑賞しつつ、音読、登場人物の心の動きを丁寧に読

み取りながらの翻訳、朗読といった手順で進めていく。

第5回　翻訳・読解②

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第6回　翻訳・読解③

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第7回　翻訳・読解④

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、内容の解説は受講生にお願いする。

第8回　まとめ（一作品目）

作品に対する感想など発表。

重要表現をピックアップ、定期試験対策とする。

二作品目を決定。

第9回　C-popに挑戦①

まずは歌詞の内容把握、朗読。

中華圏の歌では、若者に人気のある歌手の歌であっても、

韻を意識した歌詞のものが多い。また、中国古典を典故
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とした歌詞も多い。現代の歌から、中国の文学的伝統を

味わう。

第10回　C-popに挑戦②

歌詞の朗読。実際に歌ってみる。

第11回　翻訳・読解①

第8回の授業で決めた作品を読む。

絵を鑑賞しつつ、音読、登場人物の心の動きを丁寧に読

み取りながらの翻訳、朗読といった手順で進めていく。

第12回　翻訳・読解②

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第13回　翻訳・読解③

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第14回　翻訳・読解④

前回内容の確認後、続きを読み進める。

なお、前回の内容の解説は受講生にお願いする。

第15回　まとめ（二作品目）

作品に対する感想など発表。

これまで扱った文章から重要表現をピックアップ、定期

試験対策とする。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級ドイツ語Ⅰ ア

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語圏事情を紹介する教科書を通して、ドイツ語圏

と日本との比較について読んだり、聴いたり、話したり、

作文したりできるようになることを第一の目的とします。

また、場面や状況に合わせて平易なドイツ語で自分の意

見が主張できるようになることを第二の目的とします。

これは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

1. ドイツ語圏事情に関する知識を得ることができる。

2. ドイツ語圏事情と日本事情について、自らの視点か

らドイツ語で表現することができる。

3. ドイツ語圏事情と日本事情を比較・考察し、両者の

相違を認識することができる。

4. ドイツ語を読み、聴き、話し、書く能力をバランス

良く習得することができる。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

4つの言語運用能力、すなわち「読む、書く、聴く、話

す」能力を有機的・効果的に身に付けるために、2年次

で使用した教科書の続編後半を使います。ドイツ語圏の

社会や文化についての理解も深めていきましょう。

教科書の他に、『ワークブック』も使います。受講者の

希望を訊きながら、ドイツ語圏 (ドイツ・オーストリア

・スイス)に関する教材も適宜補充して使用します。な

お、音声データは、出版社（三修社）音声サイトから、

ダウンロードならびにストリーミング再生可能です。文

字ばかりに頼らず、音声を聴き取る習慣をつけましょう。

聴解力の育成に役立ちます。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は，初級・中級段階で学んだ文法事項や表現を復習

しながら進めていきます。教科書を必ず購入してくださ

い。

この科目は、ドイツ語をすでに学習した経験のある人を

対象としたものです。1・2年次でドイツ語科目を履修し

たかどうかは問いませんが、中級ドイツ語ⅠとⅡを履修

したのと同程度の基礎力が必要です。また「上級ドイツ

語Ｉ」と「上級ドイツ語Ⅱ」はいずれか一つを履修する

ことが可能ですが、授業内容・授業方法は連続していま

す。前期・後期とも履修する方が、ドイツ語の力を伸ば

すためには、より効果的です。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。提出物については、添削や解

答例の提示など、宿題の内容にそってフィードバックし

ます。なお課題として出される宿題の提出状況も、成績

評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容20% + 小テス

ト20% ＋定期試験40%

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。
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※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著 『スタート! 2 ― コミュニケーション

活動で学ぶドイツ語』 (三修社 2019年） 2600円＋税

藤原三枝子他著 『スタート! 2 　ワークブック ―コミ

ュニケーション活動で学ぶドイツ語』 (三修社 2019年

） 800円＋税

＜参考図書＞

参考書�授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　復習

中級段階で学んだ学習事項を確認する。

第2回　復習

中級段階で学んだ学習事項を確認する。

第3回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第4回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第5回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第6回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第7回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第8回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

＜ドイツ事情＞ Schulsystem in Deutschland

第9回　復習

5課の学習内容が理解できているかどうか、復習する。

第10回　サービス業

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

第11回　サービス業

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

第12回　サービス業

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /
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anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

第13回　サービス業

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

第14回　サービス業

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞: als、丁寧な依頼表現: w?rde g

ern + Infinitv / h?tte gern + Nomen

第15回　サービス業／これまでのまとめ

これまで学んだ内容のまとめとして、総復習となる課題

を行う。

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

＜ドイツ事情＞ Beliebte Studentenjobs in Deutschla

nd

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級ドイツ語Ⅱ ア

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

授業の目的�ドイツ語圏事情を紹介する教科書を通して、

ドイツ語圏と日本との比較について読んだり、聴いたり、

話したり、作文したりできるようになることを第一の目

的とします。また、場面や状況に合わせて平易なドイツ

語で自分の意見が主張できるようになることを第二の目

的とします。

これは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

1. ドイツ語圏事情に関する知識を得ることができる。

2. ドイツ語圏事情と日本事情について、自らの視点か

らドイツ語で表現することができる。

3. ドイツ語圏事情と日本事情を比較・考察し、両者の

相違を認識することができる。

4. ドイツ語を読み、聴き、話し、書く能力をバランス

良く習得することができる。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

4つの言語運用能力、すなわち「読む、書く、聴く、話

す」能力を有機的・効果的に身に付けるために、2年次

で使用した教科書の続編後半を使います。ドイツ語圏の

社会や文化についての理解も深めていきましょう。

教科書の他に、『ワークブック』も使います。受講者の

希望を訊きながら、ドイツ語圏 (ドイツ・オーストリア

・スイス)に関する教材も適宜補充して使用します。な

お、音声データは、出版社（三修社）音声サイトから、

ダウンロードならびにストリーミング再生可能です。文

字ばかりに頼らず、音声を聴き取る習慣をつけましょう。

聴解力の育成に役立ちます。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は，初級・中級段階で学んだ文法事項や表現を復習

しながら進めていきます。教科書を必ず購入してくださ

い。

この科目は、ドイツ語をすでに学習した経験のある人を

対象としたものです。1・2年次でドイツ語科目を履修し

たかどうかは問いませんが、中級ドイツ語ⅠとⅡを履修

したのと同程度の基礎力が必要です。また「上級ドイツ

語Ｉ」と「上級ドイツ語Ⅱ」はいずれか一つを履修する

ことが可能ですが、授業内容・授業方法は連続していま

す。前期・後期とも履修する方が、ドイツ語の力を伸ば

すためには、より効果的です。

＜授業時間外に必要な学修＞
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原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。提出物については、添削や解

答例の提示など、宿題の内容にそってフィードバックし

ます。なお課題として出される宿題の提出状況も、成績

評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容20% + 小テス

ト20% ＋定期試験40%

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み，これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著 『スタート! 2 ― コミュニケーション

活動で学ぶドイツ語』 (三修社 2019年） 2600円＋税

藤原三枝子他著 『スタート! 2 　ワークブック ―コミ

ュニケーション活動で学ぶドイツ語』 (三修社 2019年

） 800円＋税

＜参考図書＞

参考書�授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　復習

中級段階で学んだ学習事項を確認する。

第2回　復習

中級段階で学んだ学習事項を確認する。

第3回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第4回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第5回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第6回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第7回　学校と専門教育

＜5課の言語行為＞　なりたかった職業について話す、

その理由を述べる (2)、職業の長所・短所を話す、将来

の職業について話す、ドイツの教育制度を理解する、大

学生活について話す、電話で訪問の約束をとりつける

＜5課の文法項目＞　話法の助動詞の過去形、従属接続

詞 : weil, da, dass, es - dass、 時間表現と前置詞

第8回　サービス業

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

第9回　サービス業

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

第10回　サービス業
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＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

第11回　サービス業

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

第12回　サービス業

＜6課の言語行為＞　Web 広告を読む、何に関心がある

かを述べる、スクールに問い合わせる、申し込みをする、

日常生活で困ったことについて話す、修理を依頼する、

購入品の苦情を言う・希望を伝える・メールに書く

＜6課の文法項目＞　再帰動詞 : sich interessiren /

anmelden、従属接続詞:

als、丁寧な依頼表現: w?rde gern + Infinitv / h?tte

 gern + Nomen

第13回　祝祭

＜7課の言語行為＞　お祝い事について読む・話す、服

装・色について好みを言う、モットー・パーティーを計

画する・発表する、SMSの招待状を読む・返事を書く、

正月の行動について話す

＜7課の文法項目＞　形容詞の変化：不定冠詞＋形容詞

＋名詞（目的格）/

 定冠詞＋形容詞＋名詞（目的格）/ 定冠詞＋形容詞＋

名詞（主格）

第14回　祝祭

＜7課の言語行為＞　お祝い事について読む・話す、服

装・色について好みを言う、モットー・パーティーを計

画する・発表する、SMSの招待状を読む・返事を書く、

正月の行動について話す

＜7課の文法項目＞　形容詞の変化：不定冠詞＋形容詞

＋名詞（目的格）/

定冠詞＋形容詞＋名詞（目的格）/ 定冠詞＋形容詞＋名

詞（主格）

第15回　祝祭

＜7課の言語行為＞　お祝い事について読む・話す、服

装・色について好みを言う、モットー・パーティーを計

画する・発表する、SMSの招待状を読む・返事を書く、

正月の行動について話す

＜7課の文法項目＞　形容詞の変化：不定冠詞＋形容詞

＋名詞（目的格）/

定冠詞＋形容詞＋名詞（目的格）/ 定冠詞＋形容詞＋名

詞（主格）

＜ドイツ事情＞Weihnachten in Deutschland

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級フランス語Ⅰ ア

安田　晋也

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

5月06日から5月30日（日）までの期間、Zoomによるリア

ルタイム授業に変更します。

なお、移行期となる4月後半の授業は、4月22日は対面授

業を続け、4月29日はオンデマンド方式の授業へ変更し

ます。具体的な授業方法については、シラバスの一番下

の「遠隔授業情報」で確認してください。

＜授業の目的＞

大学でのフランス語学習の総仕上げとして〈読む＞＜聞

く＞〈話す＞〈書く＞の総復習をおこなう。

多言語社会ＥUの中心にあるフランスの文化を様々な側

面から理解する。英語圏を中心とした時事情報を客観的

に評価できるフランス語の実力をつける。本学で3年間

フランス語を学んだ知識を生かして大学院進学、フラン

ス留学、旅行社就職、欧州観光に役立ててもらいたい。

このことは、全学ディプロマ・ポリシー「①様々の問題

を発見し、それを解決する方策を導くことができる」、

「②幅広い知識に基づいて他者および異文化を理解する

ことができる」、『③生涯にわたって学び続けることが

できる」、「④獲得した知識や技能を社会に役立つこと

ができる」などの実現であり、本学では仏検1級、2級の

合格者を輩出している。実際に通訳、実業家として活躍

している。とりあえずこの段階では2、3級合格をめざす。

＜到達目標＞

実用フランス語検定試験２級、準２級、３級に合格する。

日常生活で、レストランで注文したり、シャンソンを聞

いたり、映画を見て理解できるフランス語を涵養する。

授業での時事や会話に取り組む。自己紹介ができ、友達

とフランス語で会話ができる。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス文化の総合的理解。

＜授業の進め方＞

テキストに添付されたCDを聞き取りながら、読解とその

基礎になる文法を復習し、時折、作文や本文のレジュメ
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をする。

＜履修するにあたって＞

楽しく、総合的にフランス語を続けよう！Bon courage

!

継続は力なり。

＜授業時間外に必要な学修＞

インターネットでフランスの時事情報を収集する。予習

復習に一時間以上かけて下さい。

ＮＨＫのフランス語放送も利用して下さい。

＜成績評価方法・基準＞

単位取得には3分の2の出席が必要。の成績７０％　授業

記録の提出とその内容：３０％によって評価します。

＜テキスト＞

石井洋二郎、ミシェル・サガズ編著『時事フランス語

２０２１年度版』￥１９００（朝日出版社）

＜参考図書＞

授業中に紹介します。

＜授業計画＞

第1回　名前と姓（１）　�

授業に使うテキストの説明と学習の仕方の説明、参考書

などの紹介。

第2回　名前と姓（2）　�

複合過去と過去分詞

第3回　ジャック･シラク（１）　�

複合過去と半過去

第4回　ジャック･シラク（２）

受動態

第5回　黄色いヴェスト運動（１）　�

最上級

第6回　黄色いヴェスト運動（２）　�

Covid-19

第7回　気候変動（１）　�

環境問題

第8回　気候変動（２）　�

接続法

第9回　電動キックスケーター（１）　�

直接目的補語

第10回　電動キックスケーター（２）　�

permettreを用いる構文

第11回　アンヌ･イダルゴ（１）　�

数詞の読み方

第12回　アンヌ･イダルゴ（２）　�

受動態の複合過去

第13回　L214　�

条件法

第14回　本物のカマンベール　�

C'est~queの構文

第15回　睡眠不足　�

3人称複数の主語

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

上級フランス語Ⅰ タ

南　コニー

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド授業

＜授業の目的＞

大学でのフランス語学習の総仕上げとして〈読む＞＜聞

く＞〈話す＞〈書く＞の総復習をおこなう。

多言語社会ＥUの中心にあるフランスの文化を様々な側

面から理解する。英語圏を中心とした時事情報を客観的

に評価できるフランス語の実力をつける。本学で3年間

フランス語を学んだ知識を生かして大学院進学、フラン

ス留学、旅行社就職、欧州観光に役立ててもらいたい。

このことは、全学ディプロマ・ポリシー「①様々の問題

を発見し、それを解決する方策を導くことができる」、

「②幅広い知識に基づいて他者および異文化を理解する

ことができる」、『③生涯にわたって学び続けることが

できる」、「④獲得した知識や技能を社会に役立つこと

ができる」などの実現であり、本学では仏検1級、2級の

合格者を輩出している。実際に通訳、実業家として活躍

している。とりあえずこの段階では2、3級合格をめざす。

＜到達目標＞

実用フランス語検定試験２級、準２級、３級に合格する。

日常生活で、レストランで注文したり、シャンソンを聞

いたり、映画を見て理解できるフランス語を涵養する。

授業での時事や会話に取り組む。自己紹介ができ、友達

とフランス語で会話ができる。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス文化の総合的理解。

＜授業の進め方＞

テキストに添付されたCDを聞き取りながら、読解とその

基礎になる文法を復習し、時折、作文や本文のレジュメ

をする。

＜履修するにあたって＞

楽しく、総合的にフランス語を続けよう！Bon courage

!

継続は力なり。

＜授業時間外に必要な学修＞

インターネットでフランスの時事情報を収集する。予習

復習に一時間以上かけて下さい。

ＮＨＫのフランス語放送も利用して下さい。
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＜成績評価方法・基準＞

単位取得には3分の2の出席が必要。定期試験の成績７０

％　授業記録の提出とその内容：３０％によって評価し

ます。

＜テキスト＞

石井洋二郎、ミシェル・サガズ編著『時事フランス語

２０２１年度版』￥１９００（朝日出版社）

＜参考図書＞

授業中に紹介します。

＜授業計画＞

第1回　名前と姓（１）　�

授業に使うテキストの説明と学習の仕方の説明、参考書

などの紹介。

第2回　名前と姓（2）　�

複合過去と過去分詞

第3回　ジャック･シラク（１）　�

複合過去と半過去

第4回　ジャック･シラク（２）

受動態

第5回　黄色いヴェスト運動（１）　�

最上級

第6回　黄色いヴェスト運動（２）　�

Covid-19

第7回　気候変動（１）　�

環境問題

第8回　気候変動（２）　�

接続法

第9回　電動キックスケーター（１）　�

直接目的補語

第10回　電動キックスケーター（２）　�

permettreを用いる構文

第11回　アンヌ･イダルゴ（１）　�

数詞の読み方

第12回　アンヌ･イダルゴ（２）　�

受動態の複合過去

第13回　L214　�

条件法

第14回　本物のカマンベール　�

C'est~queの構文

第15回　睡眠不足　�

3人称複数の主語

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級フランス語Ⅱ ア

安田　晋也

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド授業

＜授業の目的＞

上級フランス語Ⅰの継続と進化、完成。本学で3年間フ

ランス語を学んだ知識を活かして大学院進学、フランス

留学、旅行社やマスコミ報道会社への就職、欧州観光に

役立ててもらいたい。

特に本学でのディプロマ・ポリシー「①幅広い知識に基

づいて、他者および異文化を理解することが出来る」「

②さまざまな問題を発見し、それを解決する方策をみち

びくことができる」「③生涯にわたって学び続けること

ができる」「④獲得した知識や技能を社会にやくだてる

ことができる」などの能力を授業のみならず旅行やホー

ムステイなどで幅広くフランス語を理解する。テキスト

と並行して仏検１、2級に合格する。

＜到達目標＞

テレビや映画の会話を楽しみ、新聞記事、小説などの文

章を読解し、日記、手紙を書いてみるなどの授業のレッ

スンを通じて、実用フランス語検定試験２級に合格する。

大学院の試験やアパレル産業、ファッシオン産業、マス

コミ産業に就職することも可能である。実際、本学では

仏検一級、二級に合格して通訳、実業家として活躍して

いる先輩がいる。フランスへ留学する学生もやがて輩出

するでしょう。フランス語と生涯付き合い日本とフラン

スのよき理解者になる。

＜授業のキーワード＞

フランス語フランス文化の総合的理解

＜授業の進め方＞

テキストに添付されたCDを聞き取りながら、読解とその

基礎になる文法を復習し、時折、作文や本文のレジュメ

をする。

＜授業時間外に必要な学修＞

インターネットのフランス語サイトを見る習慣をつける。

予習復習に一時間以上かけて下さい。

ＮＨＫのフランス語放送も利用してください。

＜提出課題など＞

毎回の提出課題を添削して返却する。

＜成績評価方法・基準＞

単位取得には3分の2の出席が必要。定期試験の成績７０

％　授業記録の提出とその内容：３０％によって評価し

ます。

＜テキスト＞

石井洋二郎、ミシェル・サガズ　『時事フランス語』20
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21年度版￥１９００（朝日出版社）

＜授業計画＞

第1回　ケンゾー（１）　�

授業方法の説明

第2回　ケンゾー（２）　�

分詞構文

第3回　コロナウイルス（１）　�

代名動詞

第4回　コロナウイルス（２）　　�

複合過去と半過去

第5回　学校での携帯電話禁止（１）　�

直接目的補語

第6回　学校での携帯電話禁止（２）　�

直接目的補語と間接目的補語

第7回　共和政と君主政（１）　�

ヨーロッパの政治体制

第8回　共和政と君主政（２）　�

フランスの政治体制

第9回　マルセル・プルースト　�

プルーストの生涯

第10回　レフェットリオ　�

受動態

第11回　理想宮殿

　�

半過去

第12回　カンカド

関係代名詞

第13回　パリ万国博覧会

中性代名詞 y

第14回　雲仙　�

最上級

第15回　モンレアル　�

指示代名詞

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

上級フランス語Ⅱ タ

南　コニー

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

上級フランス語Ⅰの継続と進化、完成。本学で3年間フ

ランス語を学んだ知識を活かして大学院進学、フランス

留学、旅行社やマスコミ報道会社への就職、欧州観光に

役立ててもらいたい。

特に本学でのディプロマ・ポリシー「①幅広い知識に基

づいて、他者および異文化を理解することが出来る」「

②さまざまな問題を発見し、それを解決する方策をみち

びくことができる」「③生涯にわたって学び続けること

ができる」「④獲得した知識や技能を社会にやくだてる

ことができる」などの能力を授業のみならず旅行やホー

ムステイなどで幅広くフランス語を理解する。テキスト

と並行して仏検１、2級に合格する。

＜到達目標＞

テレビや映画の会話を楽しみ、新聞記事、小説などの文

章を読解し、日記、手紙を書いてみるなどの授業のレッ

スンを通じて、実用フランス語検定試験２級に合格する。

大学院の試験やアパレル産業、ファッシオン産業、マス

コミ産業に就職することも可能である。実際、本学では

仏検一級、二級に合格して通訳、実業家として活躍して

いる先輩がいる。フランスへ留学する学生もやがて輩出

するでしょう。フランス語と生涯付き合い日本とフラン

スのよき理解者になる。

＜授業のキーワード＞

フランス語フランス文化の総合的理解

＜授業の進め方＞

テキストに添付されたCDを聞き取りながら、読解とその

基礎になる文法を復習し、時折、作文や本文のレジュメ

をする。

＜授業時間外に必要な学修＞

インターネットのフランス語サイトを見る習慣をつける。

予習復習に一時間以上かけて下さい。

ＮＨＫのフランス語放送も利用してください。

＜提出課題など＞
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毎回の提出課題を添削して返却する。

＜成績評価方法・基準＞

単位取得には3分の2の出席が必要。定期試験の成績７０

％　授業記録の提出とその内容：３０％によって評価し

ます。

＜テキスト＞

石井洋二郎、ミシェル・サガズ　『時事フランス語』20

21年度版￥１９００（朝日出版社）

＜授業計画＞

第1回　ケンゾー（１）　�

授業方法の説明

第2回　ケンゾー（２）　�

分詞構文

第3回　コロナウイルス（１）　�

代名動詞

第4回　コロナウイルス（２）　　�

複合過去と半過去

第5回　学校での携帯電話禁止（１）　�

直接目的補語

第6回　学校での携帯電話禁止（２）　�

直接目的補語と間接目的補語

第7回　共和政と君主政（１）　�

ヨーロッパの政治体制

第8回　共和政と君主政（２）　�

フランスの政治体制

第9回　マルセル・プルースト　�

プルーストの生涯

第10回　レフェットリオ　�

受動態

第11回　理想宮殿

　�

半過去

第12回　カンカド

関係代名詞

第13回　パリ万国博覧会

中性代名詞 y

第14回　雲仙　�

最上級

第15回　モンレアル　�

指示代名詞

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

情報処理応用Ⅵ （Ｗｅｂページ作成）

寺崎　幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、専門分野に高い関心を持

ち、解決するための知識や技能を身につけること、さら

に自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションをとるこ

とができる技術の習得を目指します。

情報処理応用Ⅵでは、情報発信能力の養成を目標として、

Webページ作成方法の基礎を学びます。具体的には、Web

ページの作成手順と、Webページを構成するHTMLのしく

みについて学び、HTMLエディタを用いてWebページを作

成します。また、Webページ作成を通じて、コンピュー

タネットワークに対する理解を深めます。おおむねウェ

ブデザイン技能検定３級（国家検定）程度の内容です。

＜到達目標＞

・Webサイトの基本的な構成を理解し、作成の流れを把

握できる。

・HTMLのタグを理解し、基本的なHTMLファイルを作成で

きる。

・CSSの基本文法を理解し、基本的なWebデザインをCSS

で行うことができる。

・複数のファイルからなるオリジナルのWebサイトを作

成することができる。

＜授業のキーワード＞

HTML、CSS、Webデザイン、Webサイト、Webページ

＜授業の進め方＞

Webサイトの基本から様々なツールまで最新の情報を交

えて学んでいきます。HTMLとCSSの基本をしっかりと習

得し、実際にWebサイトが作成できるように実習を重ね

ていきます。

授業の後半には、実際に自分でWebサイト作成を行いま

す。作成の際は適時個別にアドバイスを行い、オリジナ

リティを重視しながらも、技術の習得ができるように指

導します。

さらに、Webページの最新技術やトレンドを意識して、

便利なツールやアプリなどを紹介したり、使用していき

ます。

＜履修するにあたって＞
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１．授業開始時に実習内容の説明・デモンストレーショ

ンなどをします。遅刻をすると、授業の

理解に支障が生じますので遅刻しないよう注意してくだ

さい。

２．原則として前回の授業内容を踏まえて、実習を進行

します。そのため欠席をすると大きな不

利益を被ります。極力、欠席をしないようにしてくださ

い。やむを得ない事情で欠席をした場

合、次回の授業までに学習しておくようにしてください。

３．コンピュータは高度な精密機器です。取扱いには十

分注意してください。取り扱いについて

各自の責任を自覚していただくために、情報処理実習室

では座席指定をします。また、実習室内

は、禁煙、飲食禁止です。その他すべて、教員の指示に

従ってください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前にテキストの該当部分より、想定される操作確認を

してください。（60分程度）

授業後は、操作習得のため指示された課題や復習を行っ

てください。（80分程度）

＜提出課題など＞

授業内で作成したファイルをdotCampusもしくはOneDriv

e共有機能を利用して提出します。理解を深めるために

繰り返し学習を行います。課題作成時には適時質疑に対

応し、さらに個々のスキルアップを含めて完成を目指し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

授業における提出物 40%、最終課題と発表 60% の割合

で総合的に評価します。

＜テキスト＞

1冊ですべて身につくHTML＆CSSとWebデザイン入門講座

（SBクリエイティブ・2,260円+税）

　※第1回授業に必ず間に合うように早めに準備してく

ださい。

＜参考図書＞

よくわかるマスター ウェブデザイン技能検定3級 過去

問題集（FOM出版）

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

HTMLの基礎

・よいWebデザインとは

・Webサイトのしくみ（デバイス、ブラウザの種類）

・制作、公開の流れ

・HTML基本文法と記述の仕方

第2回　HTML（1）

・見出しと段落

・画像の挿入

・リンクの設定

・HTMLファイルの骨組み・ルール

・属性の指定

・ファイルパス（相対パス・絶対パス）

・様々なリンクの行い方

第3回　HTML（2）

・箇条書き

・その他紹介

・HTML復習

・リストの表示2種

・テーブルやフォームについて

・復習問題

第4回　CSS（1）

・CSSの基本

・文字や文章の装飾

・CSS基本ルール・記述の仕方

・文字の大きさ・フォント・Webフォント・配置など

第5回　CSS（2）

・色の設定

・背景画像の設置

・文字色や背景色の設定

・背景画像の設置や画像の繰り返し

・画像のサイズ指定

第6回　CSS（3）

・ブロック要素の設定

・ブロック要素を使用したレイアウト

・余白・幅、高さ・線

・Flexboxを使用したレイアウト

第7回　CSS（4）

・CSS復習

・HTML&CSSの復習問題（応用内容の補足含む）

第8回　Web作成実践練習（1）

・Webサイト構成の確認

・ページ共通部分の作成

・ファビコンの設定

・フルスクリーンページの作成

第9回　Web作成実践練習（2）

・マルチカラムレイアウトについて

・2カラムレイアウトページの作成

第10回　Web作成実践練習（3）

・タイル型レイアウトページの作成

第11回　Web作成実践練習（4）

・外部メディアを利用したページの作成

・GoogleマップやYoutube動画の表示

第12回　Webサイト作成（1）

・ユーザビリティについて

・Webページ作成課題詳細説明

・オリジナルWebページ作成作業開始

第13回　Webサイト作成（2）

・オリジナルWebページ作成作業

第14回　Webサイト作成（3）
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・オリジナルWebページ作成作業・提出

第15回　Webサイト公開と発表

相互評価

・完成したWebページの公開と発表

・他者作品の閲覧と評価

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

情報処理実習Ａ （文書作成）

寺崎　幸、田中　敦子、三木　雅子、崔　瑛理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、専門分野に高い関心を持

ち、専門領域の課題を考察し、解決するための知識や技

能を身につけること、さらにそれらを活用してさまざま

な問題を発見し、解決する方策を導くことができる技術

の習得を目指します。

最近では社会における高度情報化が進み、情報や情報技

術を正しく取り扱うことが、社会人の全てに基本技能と

して要求されるようになってきました。この授業では、

大学生活だけでなく、社会においても様々な分野でICT

を活用できるような知識と技術を身に付けることを目標

にしています。

具体的には、コンピュータやネットワークの基礎知識を

学び、Windowsの基本操作とMicrosoft Wordを使用した

文書作成技能の習得を目指します。

文書作成技能については、MOS（Microsoft Office Spec

ialist）資格試験のWord科目を視野に入れて解説します。

＜到達目標＞

１．クラウドコンピューティングを理解し、Office365

を活用できる。

２．ネットワーク上のモラルを理解し、ネットワークサ

ービスを正しく利用できる。

３．PCのハードウェアとしての構成、ファイル管理の概

念を理解し、活用できる。

４．段落、セクションの違いを理解し、書式設定に活用

ができる。

５．表や図など、文章をサポートするオブジェクトの挿

入・編集ができる。

６．索引・目次の作成、修正ができる。

７．ビジネス文書の様式を理解し、作成できる。

＜授業のキーワード＞

Office365、クラウド、PC基礎、ネットモラル、文章作

成、図表編集、書式設定、ビジネス文書

＜授業の進め方＞

本講義では、パソコンの基礎、インターネットの活用方

法から始め、Microsoft Wordを用いて様々な文書作成に

ついて学習します。Microsoft Wordの様々な機能を実習

し、文書をスムーズに作成できるよう指導します。作成

した文書は学内情報サービスに提出します。

課題やテストなどは解答を確認し、しっかりと理解でき

るまで実習を重ねていきます。

併せて、パソコンを使用できる環境では、タッチタイピ

ングの習得を積極的に実施し、文書作成の効率アップを

目指します。

＜履修するにあたって＞

１．授業開始時に実習内容の説明・デモンストレーショ

ンなどをします。遅刻をすると、授業の

理解に支障が生じますので遅刻しないよう注意してくだ

さい。

２．原則として前回の授業内容を踏まえて、実習を進行

します。そのため欠席をすると大きな不

利益を被ります。極力、欠席をしないようにしてくださ

い。やむを得ない事情で欠席をした場

合、次回の授業までに学習しておくようにしてください。

３．コンピュータは高度な精密機器です。取扱いには十

分注意してください。取り扱いについて

各自の責任を自覚していただくために、情報処理実習室

では座席指定をします。また、実習室内

は、禁煙、飲食禁止です。その他すべて、教員の指示に

従ってください。

４．教科書など、担当講師により異なることがあります。

掲示等に注意し、自分のクラスを確認

して間違いのないよう準備をしてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前にテキストの該当部分より、想定される操作確認を

してください。（50分程度）

授業後は、操作習得のため指示された練習問題や復習を

行ってください。（70分程度）

日常的にタッチタイピングを繰り返し練習してください。

（毎日30分程度）

＜提出課題など＞

授業で作成したファイル、確認テスト、課題はすべてdo

tCampusを使用して提出します。

確認テストは3回実施し、授業内で模範解答の提示と解

説を行います。

尚、定期試験は実施しません。

＜成績評価方法・基準＞

授業における提出物 70％、確認テスト 30% の割合で総

合的に評価します。

＜テキスト＞

FOM出版　よくわかる Microsoft Word 2016ドリル

＜参考図書＞

FOM出版　よくわかる Microsoft Word 2016 基礎・応用
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情報処理センター編　「情報活用の基礎」

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

インターネットの活用(1)

授業の進め方・評価方法などの授業案内・課題の提出方

法など

Office365の紹介と利用方法

Microsoft Wordの紹介

第2回　パソコンの基礎

インターネットの活用(2)

ディレクトリ、およびパスの概念

ネットワーク上で守るべきこと

電子メールの活用について

第3回　文書の作成

文書の書式設定

表示機能

ワード画面上における、各箇所の名称

新規作成の方法

ページ設定や表示モード

第4回　印刷と保存

文字、段落の書式設定

印刷設定の変更

プロパティの確認、および管理

行と段落の違い

第5回　復習(1)

段落、セクションの書式設定

確認テスト実施

ページ、セクション区切りの挿入

セクション単位での書式設定

第6回　表の作成

スタイルの適用

タイトルの設定

セルの設定

第7回　リストの作成

リストの作成

リストレベルの変更

リスト番号の初期化

第8回　リファレンスの作成管理

参考資料（文献、引用、図など）の管理

第9回　グラフィックの挿入・書式設定

図・スマートアートの挿入

文字列の折り返し

代替テキストの挿入

第10回　復習(2)

文書オプションの設定・管理

確認テスト実施

文書のバージョン管理

編集の制限

パスワードによる文章保護

第11回　索引、目次の作成

索引の登録・作成・更新

目次の作成・更新

第12回　差し込み印刷

宛先の作成

差し込みフィールドの作成

印刷結果の確認

第13回　便利機能

クイックパーツの作成

文書パーツの管理

第14回　ビジネス文書の基本

社内文書・社外文書の基本

第15回　総合復習

各種資格との関係について

確認テスト実施

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

情報処理実習Ｂ （表計算）

河野　幸、寺崎　幸、三木　雅子、崔　瑛理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(実習)

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、広い教養を身につけるこ

と、獲得した知識や技能をもって社会に貢献する力を身

につけることを目的とします。この科目は、「リテラシ

ー科目群」の「情報分野」に属します。

　最近では社会における高度情報化が進み、情報や情報

技術を正しく取り扱うことが、社会人の全てに基本技能

として要求されるようになってきました。この授業では、

その中において総合表計算ソフトであるMicrosoft Exce

lを用いたデータ処理能力に焦点を当て、社会に出てか

らも活用できるレベルで技能を身につけることを目的と

します。　また、MOS（Microsoft Office Specialist）

資格試験のExcel科目も視野に入れて解説します。

＜到達目標＞

１．数値の表示形式を使い分けることができる。

２．ページレイアウトを理解し、適切な書式設定ができ

る。

３．参照形式の違いを理解し、オートフィルを正しく利

用できる。

４．基本的な関数を使いこなすことができる。

５．ピボットテーブルを活用し、目的の表を作成できる。

６．データを、目的に応じたグラフへと変換できる。

７．基本的なマクロ操作を理解し、作成、編集、実行が

できる。

＜授業のキーワード＞

Excel、関数、データのグラフ、ピボットテーブル、マ

クロ

＜授業の進め方＞
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情報処理実習室のPCを利? して，実習を中? に講義を進

めます。授業成果物または総合課題のデータの提出があ

ります。

＜履修するにあたって＞

１．授業開始時に実習内容の説明などをします。遅刻を

すると、授業の理解に支障が生じます。遅刻しないよう

注意すること。

２．原則として前回の授業内容を踏まえて、実習を進行

します。したがって、欠席をすると、大きな不利益を被

ります。極力、欠席をしないようにして下さい。やむを

得ない事情で欠席をした場合、欠席時の実習内容のフォ

ローをすること。

３．教科書など、担当講師により異なることがあります。

掲示等に注意し、自分のクラスを確認して間違いのない

よう準備をして下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の予習で1時間。復習と課題で1時間を想定していま

す。

＜提出課題など＞

授業内で作成した成果物または総合課題のデータの提出

があります。

また、宿題を出すこともあります。

提出方法は、授業内で説明します。

＜成績評価方法・基準＞

授業における提出物70％、確認テスト30％。

＜テキスト＞

「よくわかる Microsoft Excel 2016 ドリル」　FOM出

版

＜参考図書＞

よくわかる Microsoft Excel 2016 基礎  FOM出版

よくわかる Microsoft Excel 2016 応用  FOM出版

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

情報処理実習室の利用について

授業の進め方

評価方法

課題の提出方法など

Microsoft Excelの紹介

第2回　Excelの基本

Microsoft Excelの起動と終了

データの種類と入力

ワークシートの保存と読み込み

整った表の作成（罫線の活用）

第3回　Excelの設定

数値の表示形式

シリアル値と日付

ページ設定

印刷範囲の設定

第4回　数式の入力と関数の利用１

数式の入力

絶対参照と相対参照

様々なオートフィル

第5回　数式の入力と関数の利用２

基本的な関数の利用（SUM, AVERAGE，RANK　ほか）

第6回　数式の入力と関数の利用３

関数の利用（IF, VLOOKUP　ほか）

複数シートの集計（串刺しテクニック）

第7回　グラフの作成1

グラフ作成の基礎

グラフの編集

第8回　グラフの作成２

グラフの作成の応用

様々なグラフ

第9回　データ操作１

データの並べ替え

データの検索と抽出

第10回　データ操作２

テーブルの利用と集計

第11回　ピボット操作

ピボットテーブルとピボットグラフ

第12回　様々な応用

名前の定義

保護機能

関数の組み合わせ（ネスト）

第13回　マクロ１

マクロの概要

マクロの作成

マクロの記録

マクロの実行

第14回　マクロ２（VBA・VBE）

マクロの編集

コンパイルの実行

動作確認

第15回　総合練習・まとめ

総合練習

実技テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

情報処理実習Ｃ （プレゼンテーション）

佐藤　毅、岡本　有加

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面（実習）

＜授業の目的＞

プレゼンテーション技術について、発表に対する姿勢、

資料の作成方法について学修する。

Microsoft PowerPoint2016 を主なツールとして利用し、

その能力を評価する試験「Microsoft Office Specialis
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t PowerPoint2016」の試験範囲を網羅した操作内容を学

習する。

全学DPに示されるように、獲得した知識や技能を活用し、

社会に役立つ情報活用力を深めることができる。また、

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手とのコミ

ュニケーションを円滑にすることができる。

＜到達目標＞

1．自らの考えを、他者へ正確に伝えるプレゼンテーシ

ョンができる。

2．Microsoft Office Specialist PowerPointの合格レ

ベルに達する。

＜授業のキーワード＞

PowerPoint、プレゼンテーション技法、MOS

＜授業の進め方＞

情報処理実習室において実習を中心に授業を行います。

＜履修するにあたって＞

授業は、実習室のPC（WindowsをOS）を利用します。

自宅で学習するためにも、PCを保有することを推奨しま

す。

また、Macでも学習は可能ですが、ソフトウェアの操作

方法がWindowsと異なることもあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の復習、および課題で90分を想定しています。

＜提出課題など＞

dotCampusで、各種資料の配付、回収、提出を実施。

詳細については、講義において説明します。

フィードバックは、授業時、およびdotCampusで行いま

す。

＜成績評価方法・基準＞

授業成果物で40％、課題で50％、確認テストで10％とし

て評価します。

＜テキスト＞

Microsoft Office Specialist

Microsoft PowerPoint 2016 対策テキスト& 問題集　FO

M出版

＜参考図書＞

ガー・レイノルズ シンプルプレゼン（ 日経ビジネスア

ソシエ )

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

本実習の目的、到達目標について説明する。

MOS試験概要の説明

プレゼンテーションの目的について

第2回　 プレゼンテーションの作成と管理１

プレゼンテーションの作成

スライドマスターによる書式設定

オプションと表示をカスタマイズ

第3回　 プレゼンテーションの作成と管理２

印刷、保存のための設定

スライドショーの設定、実行

第4回　 図形やスライドの挿入と書式設定

スライドの挿入、書式設定

図形の挿入、書式設定

図形またはスライドを並べ替え、グループ化

第5回　スライドコンテンツの作成１

テキストの挿入、書式設定

表の挿入、書式設定

グラフの挿入、書式設定

第6回　スライドコンテンツの作成２

SmartArtグラフィックの挿入、書式設定

図の挿入、書式設定

メディアの挿入、書式設定

第7回　第1回確認テスト

第1回確認テスト、および解答の解説

第8回　画面切り替えやアニメーションの適用

画面切り替えの適用

コンテンツへのアニメーション設定

画面切り替えとアニメーションのタイミング設定

第9回　複数のプレゼンテーションの管理

複数のプレゼンテーションからコンテンツを結合

変更履歴の校閲

プレゼンテーションの保護、共有

第10回　プレゼンテーション技法１

総合課題

プレゼンテーションはどうあるべきか？

総合課題テーマの設定

第11回　プレゼンテーション技法２

総合課題

プレゼンテーションの企画・構成について

総合課題ストーリーの設定

第12回　プレゼンテーション技法３

総合課題

シンプルなスライドの作成

総合課題スライドの作成①

第13回　模擬試験

試験前の注意＆アドバイス、模擬試験実施＆解説

第14回　総合課題

修得した知識・スキルの確認

総合課題スライドの作成②

第15回　総合課題発表

総合課題の発表、および相互評価

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

情報処理実習Ｄ （データベース）

寺崎　幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習
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＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、専門分野に高い関心を持

ち、専門領域の課題を考察し、解決するための知識や技

能を身につけること、さらにそれらを活用してさまざま

な問題を発見し、解決する方策を導くことができる技術

の習得を目指します。

現在ビジネスシーンにおいて、データベースは不可欠な

ものとなっています。データベースを活用したデータ分

析により多くの企業が効率的に現状把握や問題解決に役

立てています。

この授業では、実際に受注管理のデータベースを作成し、

リレーショナルデータベースの仕組みや活用法について

学び、基本的なデータベースの作成と操作方法を習得す

ることを目標にしています。具体的には、データの管理

や保存に優れ、多くのビジネスシーンで利用されている

データベース管理ソフトMicrosoft Accessの使い? を学

びます。

＜到達目標＞

１.リレーショナルデータベースの基礎的な仕組みと活

用法について説明できる。

２.Microsoft Accessを用いて、テーブル、クエリ、フ

ォーム、レポートの作成と操作ができる。

３.Microsoft Accessを用いて、適切なリレーションシ

ップを設定できる。

４.Microsoft Accessを用いて、簡単なマクロの作成、

メイン・サブフォームの作成、入力しやすいフォームの

作成、メインパネルの作成ができる。

＜授業のキーワード＞

データベース、Microsoft Access、リレーションシップ、

リレーショナルデータベース

＜授業の進め方＞

情報処理実習室のPCを利用して、実習を中心に講義を進

めます。

テキスト『誰でも使えるデータベース！Access? 』を毎

回の授業で使用します。

授業内で作成した成果物または課題のデータの提出があ

ります。

実技による確認テストを授業内で３回実施します。

＜履修するにあたって＞

1. データベース初心者でもわかるように基礎から解説

していきます。尚、Excelの基本的な操作（入力、簡単

な計算）はできることが望ましいです。

2. 授業開始時に実習内容の説明・デモンストレーショ

ンなどをします。遅刻をすると、授業の理解に支障が生

じますので遅刻しないよう注意してください。

3. 原則として前回の授業内容を踏まえて、実習を進行

します。そのため欠席をすると大きな不利益を被ります。

極力、欠席をしないようにしてください。やむを得ない

事情で欠席をした場合、次回の授業までに学習しておく

ようにしてください。

4. コンピュータは高度な精密機器です。取扱いには十

分注意してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前にテキストの該当部分より、想定される操作確認を

してください。（60分程度）

授業後は、操作習得のため指示された課題や復習を行っ

てください。（80分程度）

＜提出課題など＞

授業で作成したファイル、確認テスト、総合演習、課題

はすべてdotCampusを使用して提出します。

確認テストは3回実施し、授業内で模範解答の提示と解

説を行います。

尚、定期試験は実施しません。

＜成績評価方法・基準＞

授業における提出物40％、総合課題及び課題30％、確認

テスト30％の割合で総合的に評価します。

＜テキスト＞

誰でも使えるデータベース！ Access? （noa出版・1.905

円＋税）

　※第1回授業に必ず間に合うように早めに準備してく

ださい。

＜授業計画＞

第１回　Accessの概要

データベースの作成

テーブル機能①

授業ガイダンス

データベースとは

Aceessの基本操作

データベースの作成

テーブルの概要

テーブルの作成

第２回　テーブル機能②

フィールドの設定

データの入力

データのインポート

データの編集

検索と置換

第３回　フォーム機能①

フォームの概要

フォームの作成

レコードの追加

第４回　フォーム機能②
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フォームのデザインの変更

第５回　第1回 確認テスト

第1回 確認テスト実施

テスト解説とここまでの復習

第６回　クエリ機能①

クエリの概要

選択クエリの作成

単一条件による抽出条件の設定

第７回　クエリ機能②

様々な抽出条件を設定したクエリの作成

第８回　レポート機能①

レポートの概要

様々な形式のレポートの作成

第９回　レポート機能②

レポートのデザインの変更

コントロールの編集

レポートの印刷

第１０回　第2回 確認テスト

第2回 確認テスト実施

テスト解説とここまでの復習

第１１回　リレーションシップ①

リレーションシップとは

リレーションシップと参照整合性の設定

第１２回　リレーションシップ②

総合演習

リレーションシップ設定後のクエリ作成

総合演習

第１３回　高度な機能①

メイン・サブフレームの作成

入力しやすいフォームの作成

マクロの作成

第１４回　高度な機能②

メインパネルの作成

総合演習

第１５回　第3回 確認テスト

第3回 確認テスト実施

テスト解説と総括

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

情報と社会

高梨　薫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」

＜授業の目的＞

われわれの日々の生活（社会）を詳しくみていくのに、

経験や生活感覚だけに頼るのではなく、データ（という

情報）を活用することでよりよく理解できること、日常

の社会現象は科学的な方法によって詳細に分析でき、深

い考察を加えることが可能になることを紹介する。

この授業は政府刊行物である多くの白書（のデータ）や、

国勢調査等の社会調査によって得られるデータ（という

情報）により、われわれの社会をよりよく理解できるよ

うになることを学ぶ。それにより神戸学院大学DPである

「学びを深め、協働して社会に役立てる」ようになるこ

とを促す科目である。

＜到達目標＞

１教養としての幅広い知識を習得し、問題解決の基礎と

する。

現代社会において、情報（データ）を活用したいくつか

の分野における社会的な制度や施策を俯瞰し、データと

いう情報のもつ意味、応用（分析）の可能性について議

論することを目的とする。

２習得した知識や技術を役立てる。人（社会）を対象と

したデータには様々な情報が含まれるが、個人情報につ

いてはそれを保護するため倫理的な側面について理解し

ておくことが必須である。それにより倫理的な側面から

の情報リテラシーの向上をめざす。

＜授業の進め方＞

授業は情報処理実習室にてパソコンを操作し、実際に統

計ソフト（SPSS）を使った分析を体験していただきます。

資料を配布（OneDrive、dotCampusなどオンラインで配

布）して講義形式ですすめる。（より理解を深めたいひ

とは参考図書も活用してほしい。）

＜履修するにあたって＞

授業は講義が主となりますが、パソコンを操作し、実際

に統計ソフト（SPSS）を使い初歩的な分析を数回体験し

ていただきます。毎回ではありませんがパソコンを操作

していただきますので、教室は情報処理実習室で行うこ

とになります。情報処理実習室を使用するにあたり（定

員があるため）人数制限（抽選）があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

各授業において、講義ノートの作成に60分程度の時間を

想定しています。

＜成績評価方法・基準＞
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授業時間内不定期の小レポート（35％）と

複数の課題、提出物（65％）で評価する。

＜テキスト＞

概ね各回、資料を配布します。資料はファイルして授業

の際、いつでも振り返りができるようにしておいて下さ

い。

＜参考図書＞

厚生統計テキストブック　財団法人厚生統計協会

＜授業計画＞

第1回　社会科学と自然科学1

社会をみていくのに数学は必要ないか？社会的な事柄を

データ（数値）で提示する

第2回　社会科学と自然科学2

データという情報について　神戸市をデータでみる。人

口、産業、財政、面積、etc.

第3回　データ（数値）で捉えた社会1

データという情報（続き）　主要国の人口とその推移、

経済成長と成長率

第4回　データ（数値）で捉えた社会2

わが国の人口の推移、年少人口・老年人口・生産年齢人

口、従属人口指数

第5回　データ（数値）で捉えた社会3

平均寿命、死亡率、罹病率　感染症と慢性疾患（生活習

慣病）　変化する疾病構造

第6回　社会現象を統計的に提示する方法について1

ヒストグラム、正規分布、平均値から分散、標準偏差、

みなさん自身でパソコンを操作してもらい、統計ソフト

SPSSを使用して学習する予定です。

第7回　社会現象を統計的に提示する方法について2

変数（variable、value)と尺度水準（量的変数、質的変

数）

みなさん自身でパソコンを操作してもらい、統計ソフト

SPSSを使用して学習する予定です。

第8回　社会現象を分析する1

データの収集（社会調査）　サンプリングと標本の代表

性

第9回　社会現象を分析する2

データの収集（社会調査）　質問紙と調査の倫理

第10回　社会現象を分析する3

推測統計について　検定、危険率（有意差）

みなさん自身でパソコンを操作してもらい、統計ソフト

SPSSを使用して学習する予定です。

第11回　社会現象の分析例1

ソーシャルサポート（社会的支援）とメンタルヘルス（

精神保健）

みなさん自身でパソコンを操作してもらい、統計ソフト

SPSSを使用して学習する予定です。

第12回　社会現象の分析例2

ソーシャルサポート（社会的支援）とジェンダー

第13回　社会現象の分析例3

ソーシャル・キャピタル（社会資本）とメンタルヘルス

（精神保健）

第14回　社会科学における実証研究

社会を研究対象とする実証研究について紹介し、調査等

による情報（データ）がなくてはならないものであるこ

と、また情報を扱う際の倫理について説明する。

第15回　社会生活におけるデータの活用

われわれの日々の生活において、データに基づかない行

動は考えられなくなりつつある。われわれに生活（社会

）にとってのデータの意味とは。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

情報と社会

麻生　裕貴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面による講義

＜授業の目的＞

この講義では、情報と社会との関りについて、今後求め

られるデータサイエンス・AIの基本的事項と情報を活用

した社会の様々な活動について理解することを目的とす

る。また、エビデンスに基づく経済政策について学び、

データリテラシーを養うことを目的とする。

この科目は、神戸学院大学DPである「幅広い知識を活用

して問題を発見し、解決する方策を導くことができる」

ことを目指し、「学びを深め、協働して社会に役立てる

」ようになることを促す科目である。
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＜到達目標＞

１．データサイエンス・AIに関する基本的事項を理解す

る

２．情報を活用した社会の様々な活動について理解する

３．因果関係とは何か、そして、エビデンスに基づく経

済政策について理解する

＜授業のキーワード＞

データサイエンス・AI、情報化社会、エビデンスに基づ

く経済政策

＜授業の進め方＞

対面による講義

＜履修するにあたって＞

講義内容の進捗状況に応じて、一部内容が変更になる場

合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習と復習に１時間３０分の学習時間が必要である。

＜提出課題など＞

講義ごとに小レポートを課す。

小レポートの解説は次週の講義で行なう。

＜成績評価方法・基準＞

? レポート（30%）、定期試験（70%）で評価する。

講義中に小レポートを課す。

小レポートの提出が講義回数の２／３に満たない者につ

いては成績評価は行わない。

＜テキスト＞

講義資料を配布する。

＜参考図書＞

『データサイエンス講座１ データサイエンス基礎』,

 齋藤政彦・? 澤誠? ・? 森茂之・南知恵?  編, 培? 館

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

本科目の目的、講義の進め方、現代の情報社会などにつ

いて説明

第2回　社会におけるデータ・AI活用①

社会におけるデータやAIの活用事例について理解する

第3回　社会におけるデータ・AI活用②

社会におけるデータやAIの活用と私たちの関りについて

理解を深める

第4回　データリテラシー①

データリテラシーについて理解する

第5回　データリテラシー②

データリテラシーについて理解して、私たちの関りにつ

いて理解を深める

第6回　データ・AIを扱う上での留意事項

データやAIを扱う上での留意事項について理解する

第7回　統計学の基礎

データを読み取る上で最低限必要な統計学の基礎につい

て説明する

第8回　社会における数理・データサイエンス・AI①

社会における数理・データサイエンス・AIに関して説明

する

第9回　社会における数理・データサイエンス・AI②

社会における数理・データサイエンス・AIが生活にもた

らす影響について理解する

第10回　経済指標とデータ①

新聞やニュースで扱われる経済指標・データについて説

明する

第11回　経済指標とデータ②

近年の経済問題をデータを使って説明する

第12回　エビデンスに基づく経済政策①

エビデンスとは何か、そして、それに基づく政策につい

て説明する

第13回　エビデンスに基づく経済政策②

実証分析の手法とその実例について説明する

第14回　エビデンスに基づく経済政策③

操作変数法とそれを用いた経済政策分析について説明す

る

第15回　確認と整理

講義内容を整理して、学習成果の定着を図る

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級韓国語Ⅰａ 再・サ

董　淑　

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みと読み書きを学び、日常会話に必

要な基本語彙や表現を通して韓国語文法の基礎を理解し、

コミュニケーションに必要な最低限の語彙力と表現力を

身につけることを目的とする。なお、この科目では、全

学のＤＰに揚げられている「自分の意見を口頭や文書に

よって表現し、相手の意見を理解することで、良好なコ

ミュニケーションをとることができる」ようになること

を目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、文字の読み書

きができる。

２　韓国語の基礎文法を理解し、簡単な文章の読み書き

ができる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を覚え、自己紹介

と簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞

授業は読み書きを中心にテキストに沿って行われ、日常

会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回、文字と発音の変化など韓国語学習の要になる項目

を理解したうえで、基礎文法の学習へと進む。さらに、
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練習問題を通して短文読解力と作文力を養い、コミュニ

ケーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の冒頭に小テストを行うので、必ず新出

語彙と新出表現の復習を1時間以上してから授業に参加

すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　読んで書

こうⅠ』　白帝社　2013年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　韓国語とハングル

第1課：　〈文字と発音１〉 韓国語の特徴とハングルの

しくみ

第2回　基本的な母音字母とその発音

第2課：　〈文字と発音2〉 ハングルの「あいうえお」

；　・　・　・　・　・　・　・　

第3回　基本的な子音字母とその発音Ⅰ

第3課：〈文字と発音3〉 ハングルの「あかさたな」Ⅰ

；　・　・　・　・　

第4回　基本的な子音字母とその発音Ⅱ

第4課：〈文字と発音4〉 ハングルの「あかさたな」Ⅱ

；　・　・　・　・　

第5回　無声子音の有声音化

発展形の子音字母(激音と濃音)・

第5課：　〈文字と発音5〉 ハングルの濁り音；　・　

・　・　

第7課：　〈文字と発音7〉激しい 「か」と硬い「か」

；　・　・　・　  　・　・　・　・　

第6回　発展形の母音字母とその発音Ⅰ・Ⅱ

第6・８課：〈文字と発音6〉 ハングルの「や行」；　

・　・　・　・　・　

　　　〈文字と発音8〉 ハングルの「わ行」；　・　・

　・　・　・　・　

第7回　パッチムとその発音

第9課：〈文字と発音9〉ハングルの「ん」と「っ」；　

・　・　・　・　・　・　の終声

第8回　発音のルール

第10課：　〈文字と発音10〉 ；パッチムがスライド（

連音）、「　」と「　・　・　・　」の一体化（激音化

）、「　」の弱音化、「　」の［　］化（流音化）、消

えるパッチムの響くパッチム化（鼻音化）、［　］挿入

第9回　一人称代名詞、主題を表す助詞、指定詞

第11課：　国際学部の1年生です

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。

第10回　自己紹介表現Ⅰ（名前と所属）

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

第11回　漢字語数詞と固有語数詞、アルファベットと外

来語

第12課: 趣味は音楽を聴くことです

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。

第12回　自己紹介表現Ⅱ（年齢と趣味）

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

第13回　固有語数詞と単位名詞、有無を表す表現、主語

・添加・場所・時等を表す助詞

第13課:  我が家は４人家族です(家族紹介の表現)

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。

家族紹介の表現

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級韓国語Ⅰａ （読解）ア【経済】

鄭　惠遠

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習）

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みと読み書きを学び、日常会話に必

要な基本語彙や表現を通して韓国語文法の基礎を理解し、
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コミュニケーションに必要な最低限の語彙力と表現力を

身につけることを目的とする。なお、この科目では、全

学のＤＰに揚げられている「自分の意見を口頭や文書に

よって表現し、相手の意見を理解することで、良好なコ

ミュニケーションをとることができる」ようになること

を目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、その文字の読

み書きができる。

２　韓国語の基礎文法を理解し、簡単な文章の読み書き

ができる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を覚え、自己紹介

と簡単な挨拶ができる。

＜授業のキーワード＞

ハングル文字、発音の変化、基礎文法

＜授業の進め方＞

この授業は、「初級韓国語Ⅰb」と連動している。

授業は読み書きを中心にテキストに沿って行われ、日常

会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、文字と発音の変化など韓国語学習の要

になる項目を理解したうえで、基礎文法の学習へと進む。

さらに、活用練習と文型練習を通して、短文作文能力と

コミュニケーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

高校までに学んだ国語の文法を復習しておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の冒頭に小テストを行うので、必ず新出

語彙と新出表現の復習を1時間以上してから授業に参加

すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価20%・授業に参加す

る態度に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

李昌圭 『韓国語を学ぼう（初級）』　朝日出版社　２

００６年　２３００円+税

李昌圭 『韓国語を学ぼう（初級）－別冊練習帳－』

朝日出版社　２００６年　１０００円+税

＜参考図書＞

『韓日辞典』小学館

＜授業計画＞

第1回　韓国語とハングル

文字と発音１： 韓国語の特徴とハングル文字の構成

第2回　ハングル文字の組み合わせ

文字と発音2： 子音字＋母音字、子音字＋母音字

第3回　基本母音字

文字と発音3： 基本母音字の構成原理とその発音の違い

を理解し、日本語の母音との違いを認識し、正しい書き

方で文字を書く練習。

第4回　基本子音字（１）

文字と発音4： 基本子音字14個を確認し、うち5個の子

音字の成り立ちを理解し、正しい書き方で文字と新出語

彙を書く練習。

第5回　基本子音字（2）

文字と発音5： 既習の基本母音字と子音字を資料５・６

の調音図で確認し、さらに5個の子音字の成り立ちを理

解し、正しい書き方で文字と新出語彙を書く練習。

第6回　基本子音字（3）

文字と発音6： 既習の資料６の調音図を確認しつつ、さ

らに４個の子音字（激音）の成り立ちを理解し、正しい

書き方で文字と新出語彙を書く練習。

第7回　合成子音字と合成母音字

文字と発音7・8： さらに、5個の子音字（濃音）と11個

の母音字の合成原理を理解し、平音と激音と濃音の発音

の違いに注意を払いながら、正しい書き方で文字と新出

語彙を書く練習。

第8回　終声子音字（パッチム）と連音化

文字と発音9・10： 終声子音字27個の合成原理と代表音

7個の発音や連音化との関係を理解し、正しい書き方で

文字と新出語彙を書く練習。

第9回　文章の基本形式と自己紹介

第1課： 学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の読

解と朗読をする。資料16の基本文法用語解説を参考に韓

国語の基本形式を理解する。

第10回　肯定文・疑問文

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第11回　事物・場所の指示代名詞

第2課: 学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の読

解と朗読をする。

第12回　否定文

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第13回　指示語と人称代名詞

第3課: 学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の読
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解と朗読をする。

第14回　　所有格と指示文

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第15回　　まとめ

総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級韓国語Ⅰｂ 再・サ

任　哉玩

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシ

ャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常

会話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュ

ニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、「本文」対話文の和訳・発音練習とシ

ャドウィングの後、ディクテーションと和訳で習得の程

度を確認し、正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケ

ーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の最後にディクテーションを行うので、

必ずCDを使った予習と復習を1時間以上してから授業に

参加すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　聞いて話

そうⅠ』　白帝社　２０１２年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　母音と母音字母Ⅰ・半母音と母音字母Ⅱ

第1課：　〈文字と発音1〉出会いⅠ； ハングルの「あ

行」・「や行」

第2回　子音と子音字母Ⅰ

第2課：　〈文字と発音2〉出会いⅡ； ハングルの「あ

かさたな」

第3回　無声子音の有声音化

第3課：　〈文字と発音3〉別れⅠ；ハングルの濁り音

第4回　激音と子音字母Ⅱ

第4課：　〈文字と発音4〉 別れⅡ；激しい「か」

第5回　濃音と子音字母Ⅲ

第5課：　〈文字と発音5〉尋ねる・答える； 硬い「か

」

第6回　半母音と母音字母Ⅲ・終声とパッチム

第6・7課：〈文字と発音6〉 感謝Ⅰ；ハングルの「わ行

」

　               〈文字と発音7〉 感謝Ⅱ；ハングル

の「ん」と「っ」

第7回　疑問詞・感嘆詞

第8課：　何ですか

　　　　　〈語彙と表現〉プレゼントの表現、疑問詞　

　,　、感嘆表現

　　　　　〈文法〉名詞文~　　/　　　

　　　　　〈発音のルール〉連音Ⅰ・Ⅱ

第8回　謝罪の表現、

発音のルール

第9課：　申し訳ありません

　　　　　〈語彙と表現〉；謝罪の表現

　　　　　〈発音のルール〉「　」の弱音化、鼻音化Ⅰ

・Ⅱ

第9回　一人称代名詞、

主題を表す助詞

第10課：  私は山崎未来です
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　　　　　〈語彙と表現〉自己紹介の表現と 一人称代

名詞 　,　

　　　　　〈文法〉主題を表す助詞~　/~　、

　　　　　　　　　疑問文~　/　 疑問詞　　?

第10回　趣味を表す表現、

自己紹介

〈文法〉名前紹介表現~　　 　　/　　　 　　

             〈語彙と表現〉趣味の表現と自己紹介

第11回　日付を尋ねる疑問詞、

日時を表す表現

第11課：　誕生日はいつですか

              〈発音のルール〉激音化

              〈語彙と表現〉月日の言い表し方

第12回　種類を尋ねる疑問詞

第12課: 何学科ですか

　　　　〈語彙と表現〉学科専攻を尋ねる疑問詞　　~

　　　　〈文法〉追加を表す助詞~　

第13回　　　用言、

対象を表す助詞

第13課:  僕は音楽が大好きです

             〈語彙と表現〉　　用言

             〈文法〉対象を表す助詞~　/　

第14回　好みの表現、

サークル活動の紹介

〈文法〉好みの表現~　/　 　　　　とサークル活動の

紹介

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級韓国語Ⅰｂ 再・シ

文　春琴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシ

ャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常

会話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュ

ニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、「本文」対話文の和訳・発音練習とシ

ャドウィングの後、ディクテーションと和訳で習得の程

度を確認し、正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケ

ーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。

・これは後期に開講される科目であるが，「初級韓国語

Ⅰｂ」という名のとおり，内容は前期用のものである。

履修登録を間違わないよう気を付けること。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の最後にディクテーションを行うので、

必ずCDを使った予習と復習を1時間以上してから授業に

参加すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　聞いて話

そうⅠ』　白帝社　２０１２年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　母音と母音字母Ⅰ・半母音と母音字母Ⅱ

第1課：　〈文字と発音1〉出会いⅠ； ハングルの「あ

行」・「や行」

第2回　子音と子音字母Ⅰ

第2課：　〈文字と発音2〉出会いⅡ； ハングルの「あ

かさたな」

第3回　無声子音の有声音化

第3課：　〈文字と発音3〉別れⅠ；ハングルの濁り音

第4回　激音と子音字母Ⅱ
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第4課：　〈文字と発音4〉 別れⅡ；激しい「か」

第5回　濃音と子音字母Ⅲ

第5課：　〈文字と発音5〉尋ねる・答える； 硬い「か

」

第6回　半母音と母音字母Ⅲ・終声とパッチム

第6・7課：〈文字と発音6〉 感謝Ⅰ；ハングルの「わ行

」

　               〈文字と発音7〉 感謝Ⅱ；ハングル

の「ん」と「っ」

第7回　疑問詞・感嘆詞

第8課：　何ですか

　　　　　〈語彙と表現〉プレゼントの表現、疑問詞　

　,　、感嘆表現

　　　　　〈文法〉名詞文~　　/　　　

　　　　　〈発音のルール〉連音Ⅰ・Ⅱ

第8回　謝罪の表現、

発音のルール

第9課：　申し訳ありません

　　　　　〈語彙と表現〉；謝罪の表現

　　　　　〈発音のルール〉「　」の弱音化、鼻音化Ⅰ

・Ⅱ

第9回　一人称代名詞、

主題を表す助詞

第10課：  私は山崎未来です

　　　　　〈語彙と表現〉自己紹介の表現と 一人称代

名詞 　,　

　　　　　〈文法〉主題を表す助詞~　/~　、

　　　　　　　　　疑問文~　/　 疑問詞　　?

第10回　趣味を表す表現、

自己紹介

〈文法〉名前紹介表現~　　 　　/　　　 　　

             〈語彙と表現〉趣味の表現と自己紹介

第11回　日付を尋ねる疑問詞、

日時を表す表現

第11課：　誕生日はいつですか

              〈発音のルール〉激音化

              〈語彙と表現〉月日の言い表し方

第12回　種類を尋ねる疑問詞

第12課: 何学科ですか

　　　　〈語彙と表現〉学科専攻を尋ねる疑問詞　　~

　　　　〈文法〉追加を表す助詞~　

第13回　　　用言、

対象を表す助詞

第13課:  僕は音楽が大好きです

             〈語彙と表現〉　　用言

             〈文法〉対象を表す助詞~　/　

第14回　好みの表現、

サークル活動の紹介

〈文法〉好みの表現~　/　 　　　　とサークル活動の

紹介

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級韓国語Ⅰｂ 再・ラ

魯　恵英

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシ

ャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常

会話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュ

ニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、「本文」対話文の和訳・発音練習とシ

ャドウィングの後、ディクテーションと和訳で習得の程

度を確認し、正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケ

ーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の最後にディクテーションを行うので、

必ずCDを使った予習と復習を1時間以上してから授業に

参加すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。
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＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　聞いて話

そうⅠ』　白帝社　２０１２年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　母音と母音字母Ⅰ・半母音と母音字母Ⅱ

第1課：　〈文字と発音1〉出会いⅠ； ハングルの「あ

行」・「や行」

第2回　子音と子音字母Ⅰ

第2課：　〈文字と発音2〉出会いⅡ； ハングルの「あ

かさたな」

第3回　無声子音の有声音化

第3課：　〈文字と発音3〉別れⅠ；ハングルの濁り音

第4回　激音と子音字母Ⅱ

第4課：　〈文字と発音4〉 別れⅡ；激しい「か」

第5回　濃音と子音字母Ⅲ

第5課：　〈文字と発音5〉尋ねる・答える； 硬い「か

」

第6回　半母音と母音字母Ⅲ・終声とパッチム

第6・7課：〈文字と発音6〉 感謝Ⅰ；ハングルの「わ行

」

　               〈文字と発音7〉 感謝Ⅱ；ハングル

の「ん」と「っ」

第7回　疑問詞・感嘆詞

第8課：　何ですか

　　　　　〈語彙と表現〉プレゼントの表現、疑問詞　

　,　、感嘆表現

　　　　　〈文法〉名詞文~　　/　　　

　　　　　〈発音のルール〉連音Ⅰ・Ⅱ

第8回　謝罪の表現、

発音のルール

第9課：　申し訳ありません

　　　　　〈語彙と表現〉；謝罪の表現

　　　　　〈発音のルール〉「　」の弱音化、鼻音化Ⅰ

・Ⅱ

第9回　一人称代名詞、

主題を表す助詞

第10課：  私は山崎未来です

　　　　　〈語彙と表現〉自己紹介の表現と 一人称代

名詞 　,　

　　　　　〈文法〉主題を表す助詞~　/~　、

　　　　　　　　　疑問文~　/　 疑問詞　　?

第10回　趣味を表す表現、

自己紹介

〈文法〉名前紹介表現~　　 　　/　　　 　　

             〈語彙と表現〉趣味の表現と自己紹介

第11回　日付を尋ねる疑問詞、

日時を表す表現

第11課：　誕生日はいつですか

              〈発音のルール〉激音化

              〈語彙と表現〉月日の言い表し方

第12回　種類を尋ねる疑問詞

第12課: 何学科ですか

　　　　〈語彙と表現〉学科専攻を尋ねる疑問詞　　~

　　　　〈文法〉追加を表す助詞~　

第13回　　　用言、

対象を表す助詞

第13課:  僕は音楽が大好きです

             〈語彙と表現〉　　用言

             〈文法〉対象を表す助詞~　/　

第14回　好みの表現、

サークル活動の紹介

〈文法〉好みの表現~　/　 　　　　とサークル活動の

紹介

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級韓国語Ⅰｂ 再・リ

魯　恵英

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシ

ャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常

会話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュ

ニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞
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授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、「本文」対話文の和訳・発音練習とシ

ャドウィングの後、ディクテーションと和訳で習得の程

度を確認し、正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケ

ーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。

・これは後期に開講される科目であるが，「初級韓国語

Ⅰｂ」という名のとおり，内容は前期用のものである。

履修登録を間違わないよう気を付けること。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の最後にディクテーションを行うので、

必ずCDを使った予習と復習を1時間以上してから授業に

参加すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　聞いて話

そうⅠ』　白帝社　２０１２年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　母音と母音字母Ⅰ・半母音と母音字母Ⅱ

第1課：　〈文字と発音1〉出会いⅠ； ハングルの「あ

行」・「や行」

第2回　子音と子音字母Ⅰ

第2課：　〈文字と発音2〉出会いⅡ； ハングルの「あ

かさたな」

第3回　無声子音の有声音化

第3課：　〈文字と発音3〉別れⅠ；ハングルの濁り音

第4回　激音と子音字母Ⅱ

第4課：　〈文字と発音4〉 別れⅡ；激しい「か」

第5回　濃音と子音字母Ⅲ

第5課：　〈文字と発音5〉尋ねる・答える； 硬い「か

」

第6回　半母音と母音字母Ⅲ・終声とパッチム

第6・7課：〈文字と発音6〉 感謝Ⅰ；ハングルの「わ行

」

　               〈文字と発音7〉 感謝Ⅱ；ハングル

の「ん」と「っ」

第7回　疑問詞・感嘆詞

第8課：　何ですか

　　　　　〈語彙と表現〉プレゼントの表現、疑問詞　

　,　、感嘆表現

　　　　　〈文法〉名詞文~　　/　　　

　　　　　〈発音のルール〉連音Ⅰ・Ⅱ

第8回　謝罪の表現、

発音のルール

第9課：　申し訳ありません

　　　　　〈語彙と表現〉；謝罪の表現

　　　　　〈発音のルール〉「　」の弱音化、鼻音化Ⅰ

・Ⅱ

第9回　一人称代名詞、

主題を表す助詞

第10課：  私は山崎未来です

　　　　　〈語彙と表現〉自己紹介の表現と 一人称代

名詞 　,　

　　　　　〈文法〉主題を表す助詞~　/~　、

　　　　　　　　　疑問文~　/　 疑問詞　　?

第10回　趣味を表す表現、

自己紹介

〈文法〉名前紹介表現~　　 　　/　　　 　　

             〈語彙と表現〉趣味の表現と自己紹介

第11回　日付を尋ねる疑問詞、

日時を表す表現

第11課：　誕生日はいつですか

              〈発音のルール〉激音化

              〈語彙と表現〉月日の言い表し方

第12回　種類を尋ねる疑問詞

第12課: 何学科ですか

　　　　〈語彙と表現〉学科専攻を尋ねる疑問詞　　~

　　　　〈文法〉追加を表す助詞~　

第13回　　　用言、

対象を表す助詞

第13課:  僕は音楽が大好きです

             〈語彙と表現〉　　用言

             〈文法〉対象を表す助詞~　/　

第14回　好みの表現、

サークル活動の紹介

〈文法〉好みの表現~　/　 　　　　とサークル活動の

紹介

第15回　まとめ

総復習と確認テスト
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級韓国語Ⅰｂ （会話）ア【経済】

文　春琴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習）

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシ

ャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常

会話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュ

ニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業のキーワード＞

韓国語、初級、発音・会話

＜授業の進め方＞

この授業は、「初級韓国語Ⅰa」と連動している。

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、シャドウィングとディクテーションを

通して正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケーショ

ン能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

高校までに学んだ国語の文法を復習しておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業ではディクテーションを行うので、必ず

CDを使った予習と復習を1時間以上してから授業に参加

すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

授業に参加する態度に対する評価40%・筆記または口頭

の課題に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価4

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

李昌圭 『韓国語を学ぼう（初級）』　朝日出版社　２

００６年　２３００円+税

李昌圭 『韓国語を学ぼう（初級）－別冊練習帳－』

朝日出版社　２００６年　１０００円+税

＜参考図書＞

『韓日辞典』小学館

＜授業計画＞

第1回　韓国語とハングル、ハングル文字の組み合わせ

文字と発音1：  韓国語の特徴とハングル文字、資料１．

ハングル表の発音練習。

第2回　かなのハングル表記法

文字と発音2：  資料２．かなのハングル表記法を参考

に、ハングルの子音字＋母音字、子音字＋母音字+子音

字の組み合わせの練習。日本語をハングル文字で書いて

読む練習。

第3回　基本母音字

文字と発音3：  基本母音字の発音の違いを音声を通し

て確認し、シャドウィングとディクテーションで、日本

語の母音との違いを認識し、正しい読み方で文字を読む

練習。

第4回　基本子音字（１）

文字と発音4：  基本子音字14個の音声を確認し、うち5

個の子音字の新出語彙をシャドウィング正しい読み方で

読む練習とディクテーションで理解の程度を確認する。

第5回　基本子音字（2）

文字と発音5：  基本子音字14個の音声を確認し、新出

語彙のシャドウィング練習の後、ディクテーションで理

解の程度を確認する。

第6回　基本子音字（3）

文字と発音6：  ４個の子音字（激音）の音声を確認し、

新出語彙のシャドウィング練習の後、ディクテーション

で理解の程度を確認する。

第7回　合成子音字と合成母音字

文字と発音7・8：  5個の子音字（濃音）と11個の母音

字の音声を確認し、平音と激音と濃音の発音の違いに注

意を払いながら、新出語彙のシャドウィング練習の後、

ディクテーションで理解の程度を確認する。

第8回　終声子音字（パッチム）と連音化 等

文字と発音9・10：  終声子音字27個とそれらの代表音7

個の発音と連音化の音声を確認し、資料13~15.韓国の童

謡とあいさつのことばの音声も確認し、新出語彙のシャ
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ドウィングの後、ディクテーションで理解の程度を確認

する。

第9回　文章の基本形式と自己紹介

第1課：　本文の対話文の和訳と「発音練習」、「発音

規則」のシャドウィングの後、ディクテーション及び和

訳で習得の程度を確認する。

第10回　肯定文・疑問文

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第11回　事物・場所の指示代名詞

第2課：　本文の対話文の和訳と「発音練習」、「発音

規則」のシャドウィングの後、ディクテーション及び和

訳で習得の程度を確認する。

第12回　否定文

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第13回　指示語と人称代名詞

第3課：　本文の対話文の和訳と「発音練習」、「発音

規則」のシャドウィングの後、ディクテーション及び和

訳で習得の程度を確認する。

第14回　所有格と指示文

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級韓国語Ⅱａ 再・サ

董　淑　

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みと読み書きを学び、日常会話に必

要な基本語彙や表現を通して韓国語文法の基礎を理解し、

コミュニケーションに必要な最低限の語彙力と表現力を

身につけることを目的とする。なお、この科目では、全

学のＤＰに揚げられている「自分の意見を口頭や文書に

よって表現し、相手の意見を理解することで、良好なコ

ミュニケーションをとることができる」ようになること

を目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、文字の読み書

きができる。

２　韓国語の基礎文法を理解し、簡単な文章の読み書き

ができる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を覚え、自己紹介

と簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞

授業は読み書きを中心にテキストに沿って行われ、日常

会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回、文字と発音の変化など韓国語学習の要になる項目

を理解したうえで、基礎文法の学習へと進む。

さらに、練習問題を通して短文読解力と作文力を養い、

コミュニケーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ韓国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充てて欲し

い。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　読んで書

こうⅠ』　白帝社　２０１３年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　(1)後期授業方法の説明

(2)用言の語幹と語尾、

丁寧・並列・逆説の接続語尾

(1)Zoomを用い，後期の授業方法について説明する。

(2)第14課：　学校の近くはコンビニもあります

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。
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第2回　学校紹介の表現

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

第3回　対象、場所、手段、限定を表す助詞

第15課：　スーパーでアルバイトをしています

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。

第4回　日常生活を語る表現

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

第5回　羅列の助詞、好み表現、否定表現、比較の基準

の助詞

第16課：　冷麺はあまり好きではありません

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。

第6回　好き嫌いを語る表現

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

第7回　　　用言・陽語幹用言・陰語幹用言、過去形、

行き来の目的を表す接続語尾

第17課：　昨日、友人たちがうちに遊びに来ました

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。

第8回　身近なでき事を語る表現

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

第9回　期間・範囲を表す助詞、現在連体形、否定の副

詞、予想以下であることを表す助詞

第18課：　肌にいい化粧品を買いました

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。

第10回　旅行経験を語る表現

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

第11回　不可能の副詞、原因・先行動作を表す接続語尾、

　変則用言

第19課: キムチチゲなんかはあまり食べられません

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。

第12回　好き嫌いの理由を語る表現

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

第13回　希望・進行・転成表現、関連付けの助詞、条件

を表す接続語尾

第20課:  卒業したら中学の先生になりたいです

新しい「語句」と「学習のポイント」を確認し、「本文

」の読解と朗読をする。

第14回　将来の目標を語る表現

「学習のポイント」の用例文と練習問題を通して理解を

深め、「総合練習」で習得の程度を確認する。

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級韓国語Ⅱａ （読解）ア【経済】

鄭　惠遠

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習）

＜授業の目的＞

前期に引き続き、ハングル文字の仕組みと読み書きを学

び、日常会話に必要な基本語彙や表現を通して韓国語文

法の基礎を理解し、コミュニケーションに必要な最低限

の語彙力と表現力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、文字の読み書

きができる。

２　韓国語の基礎文法を理解し、簡単な文章の読み書き

ができる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を覚え、自己紹介

と簡単な挨拶ができる。

＜授業のキーワード＞

ハングル文字、発音の変化、基礎文法

＜授業の進め方＞

この授業は、「初級韓国語Ⅱｂ」と連動している。

授業は読み書きを中心にテキストに沿って行われ、日常

会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、文字と発音の変化など韓国語学習の要

になる項目を理解したうえで、基礎文法の学習へと進む。

さらに、活用練習と文型練習を通して、短文作文能力と

コミュニケーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

前期までに学んだハングル文字と韓国語の文法を復習し

ておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の冒頭に小テストを行うので、必ず新出

語彙と新出表現の復習を1時間以上してから授業に参加

すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。
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口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価20%・授業に参加す

る態度に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

李昌圭 『韓国語を学ぼう（初級）』 朝日出版社　２０

０６年　２３００円+税

李昌圭 『韓国語を学ぼう（初級）－別冊練習帳－』 朝

日出版社　２００６年　１０００円+税

＜参考図書＞

『韓日辞典』小学館

＜授業計画＞

第1回　前期の復習、存在詞

前期学習内容のおさらいと第４課の学習目標と新出語彙

・表現を確認し、本文の読解と朗読をする。

第2回　並列の助詞と位置・方位の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第3回　動詞・形容詞の丁寧形と文末表現

第５課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第4回　用言の否定形と目的語を含む文作り

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第5回　曜日や時間関係表現と尊敬語

第6課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第6回　尊敬形の作り方と動作の目的の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第7回　過去時制の表現と過去形の作り方

第7課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第8回　生活関連語彙と連結語尾

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第9回　漢数詞と電話番号の読み方

第8課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第10回　漢数字を用いた表現と比較の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第11回　固有語の数詞と時刻や年齢の表現

第9課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第12回　一日の日課の表現と手段・道具の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第13回　連用形の作り方と非格式体の活用表現

第10課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第14回　助数詞と値段の言い方、

買い物と否定形の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第15回　まとめ

総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級韓国語Ⅱｂ 再・サ

任　哉玩

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシ

ャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常

会話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュ

ニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、「本文」対話文の和訳・発音練習とシ

ャドウィングの後、ディクテーションと和訳で習得の程

度を確認し、正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケ

ーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。
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＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の最後にディクテーションを行うので、

必ずCDを使った予習と復習を１時間以上してから授業に

参加すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない、

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　聞いて話

そうⅠ』　白帝社　２０１２年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　指し示す言葉、

所有・所属表現

第14課：未来さんの携帯じゃありませんか

             〈語彙と表現〉指し示す言葉、所有・所

属表現

第2回　名詞文の否定

 〈文法〉名詞文の否定~(　/　) 　　　　

第3回　存在表現、二重パッチムⅠ

第15課：彼女はいますか？

             〈語彙と表現〉存在の表現　　　,　　

             〈発音のルール〉二重パッチムの読み方

のルール

第4回　丁寧形の語尾、

場所・時・方向を表す助詞

〈文法〉丁寧形(　　形) の語尾　-　　/　　

　　　　　　　　場所・時・方向を表す助詞　~　

第5回　年齢の言い表し方

第16課：満では1９です

             〈語彙と表現〉年齢の表現；固有語数詞、

年齢の尋ね方

第6回　発見・気づき表現、

手段・方法を表す助詞

            〈文法〉発見・気づき表現 　~　　/　　

　

　　　　　　　 手段・方法を表す助詞　~　/　　

第7回　流音化と二重パッチムⅡ、

主語を表す助詞

第17課：K-POPに大いに関心があります

　　　　〈発音のルール〉流音化と二重パッチムの読み

方

　　　　〈文法〉主語を表す助詞　~　/　 と つなぎの

助詞 ~　/　　

第8回　丁寧なニュアンスの助詞、

並列の接続語尾

〈文法〉丁寧なニュアンスの助詞　　~　/　　

　　　　　　　　 並列の接続語尾　-　

第9回　 否定表現と縮約形

第18課：大学で習っています

             〈語彙と表現〉これまで出た否定表現の

整理

             〈文法〉縮約を伴う　　形

第10回　逆接の接続語尾、

場所を表す助詞

〈文法〉逆接の接続語尾 -　　

                       場所を表す助詞 ~　　

第11回　過去の　　形

第19課：先週末、何しましたか  

             〈文法〉過去の　　形 　-　　　/　　　,

　　　

第12回　行き来の目的を表す接続語尾

           〈文法〉行き来の目的を表す接続語尾　-　

/　　

第13回　予定・つもりの表現

第20課：ソウルに旅行しようと思っています 

             〈語彙と表現〉 -　/　 　　　

第14回　希望表現

 　　　　〈語彙と表現〉希望表現　-　 　　　

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級韓国語Ⅱｂ 再・シ

文　春琴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシ

ャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常

会話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュ

ニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する
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ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、「本文」対話文の和訳・発音練習とシ

ャドウィングの後、ディクテーションと和訳で習得の程

度を確認し、正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケ

ーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の最後にディクテーションを行うので、

必ずCDを使った予習と復習を１時間以上してから授業に

参加すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない、

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　聞いて話

そうⅠ』　白帝社　２０１２年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　指し示す言葉、

所有・所属表現

第14課：未来さんの携帯じゃありませんか

             〈語彙と表現〉指し示す言葉、所有・所

属表現

第2回　名詞文の否定

 〈文法〉名詞文の否定~(　/　) 　　　　

第3回　存在表現、二重パッチムⅠ

第15課：彼女はいますか？

             〈語彙と表現〉存在の表現　　　,　　

             〈発音のルール〉二重パッチムの読み方

のルール

第4回　丁寧形の語尾、

場所・時・方向を表す助詞

〈文法〉丁寧形(　　形) の語尾　-　　/　　

　　　　　　　　場所・時・方向を表す助詞　~　

第5回　年齢の言い表し方

第16課：満では1９です

             〈語彙と表現〉年齢の表現；固有語数詞、

年齢の尋ね方

第6回　発見・気づき表現、

手段・方法を表す助詞

            〈文法〉発見・気づき表現 　~　　/　　

　

　　　　　　　 手段・方法を表す助詞　~　/　　

第7回　流音化と二重パッチムⅡ、

主語を表す助詞

第17課：K-POPに大いに関心があります

　　　　〈発音のルール〉流音化と二重パッチムの読み

方

　　　　〈文法〉主語を表す助詞　~　/　 と つなぎの

助詞 ~　/　　

第8回　丁寧なニュアンスの助詞、

並列の接続語尾

〈文法〉丁寧なニュアンスの助詞　　~　/　　

　　　　　　　　 並列の接続語尾　-　

第9回　 否定表現と縮約形

第18課：大学で習っています

             〈語彙と表現〉これまで出た否定表現の

整理

             〈文法〉縮約を伴う　　形

第10回　逆接の接続語尾、

場所を表す助詞

〈文法〉逆接の接続語尾 -　　

                       場所を表す助詞 ~　　

第11回　過去の　　形

第19課：先週末、何しましたか  

             〈文法〉過去の　　形 　-　　　/　　　,

　　　

第12回　行き来の目的を表す接続語尾

           〈文法〉行き来の目的を表す接続語尾　-　

/　　

第13回　予定・つもりの表現

第20課：ソウルに旅行しようと思っています 

             〈語彙と表現〉 -　/　 　　　
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第14回　希望表現

 　　　　〈語彙と表現〉希望表現　-　 　　　

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級韓国語Ⅱｂ 再・ラ

魯　恵英

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシ

ャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常

会話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュ

ニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、「本文」対話文の和訳・発音練習とシ

ャドウィングの後、ディクテーションと和訳で習得の程

度を確認し、正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケ

ーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の最後にディクテーションを行うので、

必ずCDを使った予習と復習を１時間以上してから授業に

参加すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない、

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　聞いて話

そうⅠ』　白帝社　２０１２年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　指し示す言葉、

所有・所属表現

第14課：未来さんの携帯じゃありませんか

             〈語彙と表現〉指し示す言葉、所有・所

属表現

第2回　名詞文の否定

 〈文法〉名詞文の否定~(　/　) 　　　　

第3回　存在表現、二重パッチムⅠ

第15課：彼女はいますか？

             〈語彙と表現〉存在の表現　　　,　　

             〈発音のルール〉二重パッチムの読み方

のルール

第4回　丁寧形の語尾、

場所・時・方向を表す助詞

〈文法〉丁寧形(　　形) の語尾　-　　/　　

　　　　　　　　場所・時・方向を表す助詞　~　

第5回　年齢の言い表し方

第16課：満では1９です

             〈語彙と表現〉年齢の表現；固有語数詞、

年齢の尋ね方

第6回　発見・気づき表現、

手段・方法を表す助詞

            〈文法〉発見・気づき表現 　~　　/　　

　

　　　　　　　 手段・方法を表す助詞　~　/　　

第7回　流音化と二重パッチムⅡ、

主語を表す助詞

第17課：K-POPに大いに関心があります

　　　　〈発音のルール〉流音化と二重パッチムの読み

方

　　　　〈文法〉主語を表す助詞　~　/　 と つなぎの

助詞 ~　/　　

第8回　丁寧なニュアンスの助詞、

並列の接続語尾

〈文法〉丁寧なニュアンスの助詞　　~　/　　

　　　　　　　　 並列の接続語尾　-　
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第9回　 否定表現と縮約形

第18課：大学で習っています

             〈語彙と表現〉これまで出た否定表現の

整理

             〈文法〉縮約を伴う　　形

第10回　逆接の接続語尾、

場所を表す助詞

〈文法〉逆接の接続語尾 -　　

                       場所を表す助詞 ~　　

第11回　過去の　　形

第19課：先週末、何しましたか  

             〈文法〉過去の　　形 　-　　　/　　　,

　　　

第12回　行き来の目的を表す接続語尾

           〈文法〉行き来の目的を表す接続語尾　-　

/　　

第13回　予定・つもりの表現

第20課：ソウルに旅行しようと思っています 

             〈語彙と表現〉 -　/　 　　　

第14回　希望表現

 　　　　〈語彙と表現〉希望表現　-　 　　　

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級韓国語Ⅱｂ 再・リ

魯　恵英

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシ

ャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常

会話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュ

ニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、

この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業の進め方＞

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、「本文」対話文の和訳・発音練習とシ

ャドウィングの後、ディクテーションと和訳で習得の程

度を確認し、正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケ

ーション能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

・初級韓国語は、再履修クラスに限りⅠａ・Ⅰｂ・Ⅱａ

・Ⅱｂそれぞれを単独で履修することが可能である。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の最後にディクテーションを行うので、

必ずCDを使った予習と復習を１時間以上してから授業に

参加すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない、

算出する。

＜テキスト＞

長谷川由起子 『コミュニケーション韓国語　聞いて話

そうⅠ』　白帝社　２０１２年　２３００円+税

＜授業計画＞

第1回　指し示す言葉、

所有・所属表現

第14課：未来さんの携帯じゃありませんか

             〈語彙と表現〉指し示す言葉、所有・所

属表現

第2回　名詞文の否定

 〈文法〉名詞文の否定~(　/　) 　　　　

第3回　存在表現、二重パッチムⅠ

第15課：彼女はいますか？

             〈語彙と表現〉存在の表現　　　,　　

             〈発音のルール〉二重パッチムの読み方

のルール

第4回　丁寧形の語尾、

場所・時・方向を表す助詞

〈文法〉丁寧形(　　形) の語尾　-　　/　　

　　　　　　　　場所・時・方向を表す助詞　~　

第5回　年齢の言い表し方
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第16課：満では1９です

             〈語彙と表現〉年齢の表現；固有語数詞、

年齢の尋ね方

第6回　発見・気づき表現、

手段・方法を表す助詞

            〈文法〉発見・気づき表現 　~　　/　　

　

　　　　　　　 手段・方法を表す助詞　~　/　　

第7回　流音化と二重パッチムⅡ、

主語を表す助詞

第17課：K-POPに大いに関心があります

　　　　〈発音のルール〉流音化と二重パッチムの読み

方

　　　　〈文法〉主語を表す助詞　~　/　 と つなぎの

助詞 ~　/　　

第8回　丁寧なニュアンスの助詞、

並列の接続語尾

〈文法〉丁寧なニュアンスの助詞　　~　/　　

　　　　　　　　 並列の接続語尾　-　

第9回　 否定表現と縮約形

第18課：大学で習っています

             〈語彙と表現〉これまで出た否定表現の

整理

             〈文法〉縮約を伴う　　形

第10回　逆接の接続語尾、

場所を表す助詞

〈文法〉逆接の接続語尾 -　　

                       場所を表す助詞 ~　　

第11回　過去の　　形

第19課：先週末、何しましたか  

             〈文法〉過去の　　形 　-　　　/　　　,

　　　

第12回　行き来の目的を表す接続語尾

           〈文法〉行き来の目的を表す接続語尾　-　

/　　

第13回　予定・つもりの表現

第20課：ソウルに旅行しようと思っています 

             〈語彙と表現〉 -　/　 　　　

第14回　希望表現

 　　　　〈語彙と表現〉希望表現　-　 　　　

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級韓国語Ⅱｂ （会話）ア【経済】

文　春琴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習）

＜授業の目的＞

前期に引き続き、ハングル文字の仕組みを理解したうえ

で、主に音声のシャドウィングとディクテーションを通

して韓国語の日常会話に必要な基本語彙と表現を習得し、

最低限のコミュニケーション能力を身につけることを目

的とする。なお、この科目では、全学のＤＰに揚げられ

ている「自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手

の意見を理解することで、良好なコミュニケーションを

とることができる」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

１　ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話の

ディクテーションができる。

２　シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得

し、正確に発音できる。

３　日常会話に必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と

簡単な挨拶ができる。

＜授業のキーワード＞

会話のシャドウィングとディクテーション、コミュニケ

ーション能力

＜授業の進め方＞

この授業は、「初級韓国語Ⅱa」と連動している。

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、シャドウィングとディクテーションを

通して正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケーショ

ン能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

前期までに学んだハングル文字と韓国語の文法を復習し

ておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業ではディクテーションを行うので、必ず

CDを使った予習と復習を１時間以上してから参加するこ

と。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価10%・授業に参加す

る態度に対する評価10%・授業中に行なわれる小テスト

の結果に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。
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※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

李昌圭 『韓国語を学ぼう（初級）』　朝日出版社　２

００６年　２３００円+税

李昌圭 『韓国語を学ぼう（初級）－別冊練習帳－』

朝日出版社　２００６年　１０００円+税

＜参考図書＞

『韓日辞典』小学館

＜授業計画＞

第1回　前期の復習、存在詞

前期学習内容のおさらいをし、第4課の本文の対話文の

和訳と「発音練習」、「発音規則」のシャドウィングの

後、ディクテーション及び和訳で理解の程度を確認する。

第2回　並列の助詞と位置・方位の表現

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第3回　動詞・形容詞の丁寧形と文末表現

第5課：　本文の対話文の和訳と「発音練習」、「発音

規則」のシャドウィングの後、ディクテーション及び和

訳で理解の程度を確認する。

第4回　用言の否定形と目的語を含む文作り

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第5回　曜日や時間関係表現と尊敬語

第6課：　本文の対話文の和訳と「発音練習」、「発音

規則」のシャドウィングの後、ディクテーション及び和

訳で理解の程度を確認する。

第6回　尊敬形の作り方と動作の目的の表現

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第7回　過去時制の表現と過去形の作り方

第7課：　本文の対話文の和訳と「発音練習」、「発音

規則」のシャドウィングの後、ディクテーション及び和

訳で理解の程度を確認する。

第8回　生活関連語彙と連結語尾

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第9回　漢数詞と電話番号の読み方

第8課：　本文の対話文の和訳と「発音練習」、「発音

規則」のシャドウィングの後、ディクテーション及び和

訳で理解の程度を確認する。

第10回　漢数詞を用いた表現と比較の表現

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第11回　固有語の数詞と時刻や年齢の表現

第9課：　本文の対話文の和訳と「発音練習」、「発音

規則」のシャドウィングの後、ディクテーション及び和

訳で理解の程度を確認する。

第12回　一日の日課の表現と手段・道具の表現

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第13回　連用形の作り方と非格式体の活用表現

第10課：　本文の対話文の和訳と「発音練習」、「発音

規則」のシャドウィングの後、ディクテーション及び和

訳で理解の程度を確認する。

第14回　助数詞と値段の言い方、買い物と否定形の表現

テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」のシャ

ドウィングの後、ディクテーション及び和訳で習得の程

度を確認する。

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級中国語Ⅰａ 再・ソ

西尾　和子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰａ」では，同じく

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰｂ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を身につけ，豊かな人間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し，それ

を解決する方策を導くことができる」ようになること・

「自分の意見を口頭や文書によって表現し，相手の意見

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活用し，国内外において，価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役立てることができる」ようになることを目的とする。

　中国や中国語の使われる地域の文化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，自分の立場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科目では文章体の中国語を材料に，主に中国語を読む

・聴く・書くための初歩的能力を身につけることを目指

す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読
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んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文法を把握し，自分の力で文章を読解し，

自分の力で文を書くことができる。(知識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級に合格するこ

とができる。また，中国教育部(日本の文部科学省に相

当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁公室(国家中

国語国際推進普及指導グループ事務室)の認定する漢語

水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuiping Kaoshi，

以下，HSKと略称)で最も初歩の級である１級または２級

に合格することができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・１級は「中国語の非常に簡単な単語とフレーズを理解，

使用することができる。大学の第二外国語における第一

年度前期履修程度」

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，読解，中検準4級，HSK1・2級

＜授業の進め方＞

1.教科書の文章を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.文章の解説を聴いて文章の内容を理解し，発音練習を

繰り返す。(授業・復習)

3.文法の説明を聴いて文法を理解する。(授業)

4.練習を行ない，理解を確認し知識を定着させる。(授

業・復習)

5.小テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語の再履修クラスは，Ⅰａ・Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱ

ｂそれぞれを個別に履修することができる。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ中国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充ててほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。形式は「指定された

? 節の音読」・「空所補充」・「単語整

序」・「中? ? 訳」・「? ? 中訳」などとする。

　また，学期末の授業時間内で漢字試験を実施する。こ

れは定期試験が全問マークシート? 式で? なわれること

に対応するためである。

　? 頭による? テストに対しては，授業の中で個別また

全体的に指導を? なう。筆記による? テストに対しては，

採点し次回の授業で返却する。ただし，学期末に? なわ

れる漢字試験に対しては，講評等の指導を? なわない。

答えは全て教科書にある。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，学期末の

授業時間内で? なう漢字試験の結果を

20%，定期試験の結果を60%の割合で成績を評価する。
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・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――読物編』

白帝社　2012年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

3.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　導入・発音篇［その１］

1.中国語の音節について

2.声調

3.中国の漢字について

4.7個の単母音

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語１

第2回　発音篇［その２］

1.子音(１)

2.子音(２)

3.子音(３)

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語２

第3回　発音篇［その３］

1.複母音

2.鼻音を伴う母音

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語３

第4回　発音篇［その４］

1.r化

2.声調変化

3.親族の呼称

4.99までの数

5.年月日・曜日の言い方

第5回　発音篇［その５］

1.100以上の数

◎漢詩を朗読してみましょう

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語　総集篇

第6回　第1課　わたしは神戸一郎と申します

1.人称代名詞・指示代名詞・疑問詞；　名前のたずね方

・こたえ方

2.断定を表わす文；　名詞を修飾する方法(１)

3.副詞“也”と“都”

[練習１]

第7回　第2課　わたしの家は6人家族です

1.量詞

2.形容詞述語文；　時点を表わす語句の位置；　主述述

語文

第8回　第3課　わたしの誕生日は5月5日です

1.生まれた年を干支で言う

2.名詞述語文；　曜日

3.比較を表わす文(１)

第9回　第１-3課　復習

第1-3課の復習；　肯定否定疑問文(１)

法定の休日となる主な祝祭日

第10回　第4課　わたしの家は大阪にあります

1.場所の言い方

2.所在を表わす文

3.所有・存在を表わす文

4.動詞述語文；　「乗る」の言い方

5.基点からの隔たりを表わす文　前置詞“　”

6.起点からの移動を表わす文；　時間の長さ・期間の言

い方；　前置詞“从”

第11回　第5課　わたしは中学と高校で6年間英語を勉強

しました

1.「…(をすること)が好きだ」を表わす文　動詞“喜　

”

2.動作が完成していることを表わす文　動態助詞“了”

；　動作の持続時間を表わす語句の位置

3.可能や能力を表わす文　助動詞“能”；　状況が変化

した(している・する)ことを表わす文　語気助詞“了”

第12回　第6課　わたしたちはいっしょにカラオケに行

きます

1.連動文

2.二重目的語文

3.指示詞と名詞とを組合わせる言い方

4.時刻の言い方

第13回　第4-6課　復習

第4-6課の復習；　肯定否定疑問文(２)

いろいろなスポーツ

第14回　漢字試験

第1課から第6課までの本? で使われている漢字を書くこ

とができるかどうかを試験する。? 本語の常? 漢字を中

国語の簡体字で書くことができるかどうかを問う問題が

10問，ピンインで書かれた? 節を簡体字で書くことがで

きるかどうかを問う問題が10問で，合計20点。

第15回　総合復習

発? 篇から第6課までで学習した内容をすべておさらい

し，理解の確認と記憶

の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級中国語Ⅰａ 再・ラ

山内　一恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞
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講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰａ」では，同じく

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰｂ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を身につけ，豊かな人間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し，それ

を解決する方策を導くことができる」ようになること・

「自分の意見を口頭や文書によって表現し，相手の意見

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活用し，国内外において，価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役立てることができる」ようになることを目的とする。

　中国や中国語の使われる地域の文化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，自分の立場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科目では文章体の中国語を材料に，主に中国語を読む

・聴く・書くための初歩的能力を身につけることを目指

す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文法を把握し，自分の力で文章を読解し，

自分の力で文を書くことができる。(知識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級に合格するこ

とができる。また，中国教育部(日本の文部科学省に相

当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁公室(国家中

国語国際推進普及指導グループ事務室)の認定する漢語

水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuiping Kaoshi，

以下，HSKと略称)で最も初歩の級である１級または２級

に合格することができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・１級は「中国語の非常に簡単な単語とフレーズを理解，

使用することができる。大学の第二外国語における第一

年度前期履修程度」

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，読解，中検準4級，HSK1・2級

＜授業の進め方＞

1.教科書の文章を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.文章の解説を聴いて文章の内容を理解し，発音練習を

繰り返す。(授業・復習)

3.文法の説明を聴いて文法を理解する。(授業)

4.練習を行ない，理解を確認し知識を定着させる。(授

業・復習)

5.小テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語の再履修クラスは，Ⅰａ・Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱ

ｂそれぞれを個別に履修することができる。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！
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読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ中国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充ててほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。形式は「指定された

? 節の音読」・「空所補充」・「単語整

序」・「中? ? 訳」・「? ? 中訳」などとする。

　また，学期末の授業時間内で漢字試験を実施する。こ

れは定期試験が全問マークシート? 式で? なわれること

に対応するためである。

　? 頭による? テストに対しては，授業の中で個別また

全体的に指導を? なう。筆記による? テストに対しては，

採点し次回の授業で返却する。ただし，学期末に? なわ

れる漢字試験に対しては，講評等の指導を? なわない。

答えは全て教科書にある。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，学期末の

授業時間内で? なう漢字試験の結果を

20%，定期試験の結果を60%の割合で成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――読物編』

白帝社　2012年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

3.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　導入・発音篇［その１］

1.中国語の音節について

2.声調

3.中国の漢字について

4.7個の単母音

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語１

第2回　発音篇［その２］

1.子音(１)

2.子音(２)

3.子音(３)

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語２

第3回　発音篇［その３］

1.複母音

2.鼻音を伴う母音

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語３

第4回　発音篇［その４］

1.r化

2.声調変化

3.親族の呼称

4.99までの数

5.年月日・曜日の言い方

第5回　発音篇［その５］

1.100以上の数

◎漢詩を朗読してみましょう

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語　総集篇

第6回　第1課　わたしは神戸一郎と申します

1.人称代名詞・指示代名詞・疑問詞；　名前のたずね方

・こたえ方

2.断定を表わす文；　名詞を修飾する方法(１)

3.副詞“也”と“都”

[練習１]

第7回　第2課　わたしの家は6人家族です

1.量詞

2.形容詞述語文；　時点を表わす語句の位置；　主述述

語文

第8回　第3課　わたしの誕生日は5月5日です

1.生まれた年を干支で言う

2.名詞述語文；　曜日

3.比較を表わす文(１)

第9回　第１-3課　復習

第1-3課の復習；　肯定否定疑問文(１)

法定の休日となる主な祝祭日

第10回　第4課　わたしの家は大阪にあります

1.場所の言い方

2.所在を表わす文

3.所有・存在を表わす文

4.動詞述語文；　「乗る」の言い方

5.基点からの隔たりを表わす文　前置詞“　”

6.起点からの移動を表わす文；　時間の長さ・期間の言

い方；　前置詞“从”

第11回　第5課　わたしは中学と高校で6年間英語を勉強

しました

1.「…(をすること)が好きだ」を表わす文　動詞“喜　

”

2.動作が完成していることを表わす文　動態助詞“了”

；　動作の持続時間を表わす語句の位置

3.可能や能力を表わす文　助動詞“能”；　状況が変化

した(している・する)ことを表わす文　語気助詞“了”

第12回　第6課　わたしたちはいっしょにカラオケに行
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きます

1.連動文

2.二重目的語文

3.指示詞と名詞とを組合わせる言い方

4.時刻の言い方

第13回　第4-6課　復習

第4-6課の復習；　肯定否定疑問文(２)

いろいろなスポーツ

第14回　漢字試験

第1課から第6課までの本? で使われている漢字を書くこ

とができるかどうかを試験する。? 本語の常? 漢字を中

国語の簡体字で書くことができるかどうかを問う問題が

10問，ピンインで書かれた? 節を簡体字で書くことがで

きるかどうかを問う問題が10問で，合計20点。

第15回　総合復習

発? 篇から第6課までで学習した内容をすべておさらい

し，理解の確認と記憶

の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級中国語Ⅰａ （読解）ク【法】

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰａ」では，同じく

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰｂ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を身につけ，豊かな人間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し，それ

を解決する方策を導くことができる」ようになること・

「自分の意見を口頭や文書によって表現し，相手の意見

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活用し，国内外において，価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役立てることができる」ようになることを目的とする。

　中国や中国語の使われる地域の文化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，自分の立場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科目では文章体の中国語を材料に，主に中国語を読む

・聴く・書くための初歩的能力を身につけることを目指

す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文法を把握し，自分の力で文章を読解し，

自分の力で文を書くことができる。(知識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級に合格するこ

とができる。また，中国教育部(日本の文部科学省に相

当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁公室(国家中

国語国際推進普及指導グループ事務室)の認定する漢語

水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuiping Kaoshi，

以下，HSKと略称)で最も初歩の級である１級または２級

に合格することができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・１級は「中国語の非常に簡単な単語とフレーズを理解，

使用することができる。大学の第二外国語における第一

年度前期履修程度」

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身
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近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，読解，中検準4級，HSK1・2級

＜授業の進め方＞

1.教科書の文章を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.文章の解説を聴いて文章の内容を理解し，発音練習を

繰り返す。(授業・復習)

3.文法の説明を聴いて文法を理解する。(授業)

4.練習を行ない，理解を確認し知識を定着させる。(授

業・復習)

5.小テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語は，一部学部と再履修クラスを除きⅠａ・

Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱｂの全てを一括して履修しなければなら

ない。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ中国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充ててほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。形式は「指定された

? 節の音読」・「空所補充」・「単語整

序」・「中? ? 訳」・「? ? 中訳」などとする。

　また，学期末の授業時間内で漢字試験を実施する。こ

れは定期試験が全問マークシート? 式で? なわれること

に対応するためである。

　? 頭による? テストに対しては，授業の中で個別また

全体的に指導を? なう。筆記による? テストに対しては，

採点し次回の授業で返却する。ただし，学期末に? なわ

れる漢字試験に対しては，講評等の指導を? なわない。

答えは全て教科書にある。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，学期末の

授業時間内で? なう漢字試験の結果を

20%，定期試験の結果を60%の割合で成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――読物編』

白帝社　2012年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

3.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　導入・発音篇［その１］

1.中国語の音節について

2.声調

3.中国の漢字について

4.7個の単母音

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語１

第2回　発音篇［その２］

1.子音(１)

2.子音(２)

3.子音(３)

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語２

第3回　発音篇［その３］

1.複母音

2.鼻音を伴う母音

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語３

第4回　発音篇［その４］

1.r化

2.声調変化

3.親族の呼称

4.99までの数

5.年月日・曜日の言い方

第5回　発音篇［その５］

1.100以上の数

◎漢詩を朗読してみましょう

●おぼえてつかおう　かんたんな中国語　総集篇

第6回　第1課　わたしは神戸一郎と申します

1.人称代名詞・指示代名詞・疑問詞；　名前のたずね方

・こたえ方

2.断定を表わす文；　名詞を修飾する方法(１)

3.副詞“也”と“都”

[練習１]

第7回　第2課　わたしの家は6人家族です

1.量詞
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2.形容詞述語文；　時点を表わす語句の位置；　主述述

語文

第8回　第3課　わたしの誕生日は5月5日です

1.生まれた年を干支で言う

2.名詞述語文；　曜日

3.比較を表わす文(１)

第9回　第１-3課　復習

第1-3課の復習；　肯定否定疑問文(１)

法定の休日となる主な祝祭日

第10回　第4課　わたしの家は大阪にあります

1.場所の言い方

2.所在を表わす文

3.所有・存在を表わす文

4.動詞述語文；　「乗る」の言い方

5.基点からの隔たりを表わす文　前置詞“　”

6.起点からの移動を表わす文；　時間の長さ・期間の言

い方；　前置詞“从”

第11回　第5課　わたしは中学と高校で6年間英語を勉強

しました

1.「…(をすること)が好きだ」を表わす文　動詞“喜　

”

2.動作が完成していることを表わす文　動態助詞“了”

；　動作の持続時間を表わす語句の位置

3.可能や能力を表わす文　助動詞“能”；　状況が変化

した(している・する)ことを表わす文　語気助詞“了”

第12回　第6課　わたしたちはいっしょにカラオケに行

きます

1.連動文

2.二重目的語文

3.指示詞と名詞とを組合わせる言い方

4.時刻の言い方

第13回　第4-6課　復習

第4-6課の復習；　肯定否定疑問文(２)

いろいろなスポーツ

第14回　漢字試験

第1課から第6課までの本? で使われている漢字を書くこ

とができるかどうかを試験する。? 本語の常? 漢字を中

国語の簡体字で書くことができるかどうかを問う問題が

10問，ピンインで書かれた? 節を簡体字で書くことがで

きるかどうかを問う問題が10問で，合計20点。

第15回　総合復習

発? 篇から第6課までで学習した内容をすべておさらい

し，理解の確認と記憶

の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級中国語Ⅰｂ 再・サ

藤井　宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰｂ」では，同じく

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰａ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や意? の異なる

さまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役? てることができる」ようになることを? 的とする。

　中国や中国語の使われる地域の? 化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，? 分の? 場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科? では会話体の中国語を材料に，主に中国語を聴く

・話すための初歩的能? を? につけることを? 指す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文型を把握し，自分の力で文を理解し，

自分の力で文を聴取り，話し，書くことができる。(知

識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級に合格するこ

とができる。また，中国教育部(日本の文部科学省に相

当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁公室(国家中

国語国際推進普及指導グループ事務室)の認定する漢語

水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuiping Kaoshi，

以下，HSKと略称)で最も初歩の級である１級または２級

に合格することができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・１級は「中国語の非常に簡単な単語とフレーズを理解，

使用することができる。大学の第二外国語における第一
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年度前期履修程度」

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，会話，中検準4級，HSK1・2級

＜授業の進め方＞

1.教科書の会話を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.解説を聴いて会話の内容を理解し，発音練習を繰り返

す。(授業・復習)

3.置替え練習を中心とした練習を行ない，文型を把握し

定着させる。(授業・復習)

4.小テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語の再履修クラスは，Ⅰａ・Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱ

ｂそれぞれを個別に履修することができる。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

・初学者向けの中国語科目には，初級中国語の他に中国

語入門会話も設けられている。すべて中国語を母語とす

る先生によって授業が担当され，理屈・説明を少なくし，

実践・会話に特化して授業が進められる。会話練習をさ

らに充実させたい人は，中国語入門会話も併せて履修す

ることを薦める。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろう

し，復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めるこ

とができる。役に立つ中国語を身につけたいと思うので

あれば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくと

も30分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充てて

ほしい。

・「参考図書」欄に挙げられている『みんなの中国語―

―会話編』電子教材は教科書の内容をスマートフォン・

タブレット端末やコンピューターなどでも学習すること

ができるように作られたものであり，インターネットに

接続できる環境であればいつでもどこでも無料で使うこ

とができる。個別の箇所ごとに音声のオン・オフ，日本

語訳を含む文字のオン・オフを切り替えることもできる。

これを大いに活用してほしい。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。形式は「聴き取り」

・「指定された? 節の音読」・「空所補充」・「単語整

序」・「? ? 中訳」などとする。? 頭による? テストに

対しては，授業の中で個別また全体的に指導を? なう。

筆記による? テストに対しては，採点し次回の授業で返

却する。

　また定期試験とは別に，リスニング問題と音読問題と

から成る授業内試験を2回行なう。これに対しては講評

等を行なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，授業時間

内で2回? なう試験の結果を40%，定期試験の結果を40%

の割合で成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート方式で，全クラス統一試

験として行なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――会話編』

白帝社　2013年　2500円＋税

＜参考図書＞
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1.{『みんなの中国語――会話編』電子教材,http://www

.ge.kobegakuin.ac.jp/~hanyuhuihua/index.html}への

リンク

2.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

3.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

4.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　導入

発音篇１　声調と単母音

1.中国語の音節

2.声調

3.単母音

4.ピンインのつづり方(１)

5.声調符号とそのつけ方

6.そり舌母音

◎中国語で挨拶してみましょう

第2回　発音篇２　複母音と子音(１)

1.複母音

2.ピンインのつづり方(２)

3.子音(１)

4.ピンインのつづり方(３)

◎中国語で挨拶してみましょう

第3回　発音篇(３)　子音(２)と鼻音を伴う母音

1.子音(２)

2.ピンインのつづり方(４)

3.鼻音を伴う母音

4.ピンインのつづり方(５)

◎中国語で挨拶してみましょう

第4回　発音篇(４)　“r化”と声調の変化など

1.“r化”

2.声調の変化

3.隔音符号“’”

4.数

◎中国語で挨拶してみましょう　総集編

◎漢詩を朗読してみましょう

第5回　第1回授業内試験

発? 篇についてリスニング試験と音読試験とを? なう。

配点はそれぞれ5点ずつで，合計10点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は10種類のピンインが正しく聴き取れ

るかどうかを問う。

・音読試験は10種類のピンインが正しく発? できるかど

うかを問う。

第6回　第1　 　　姓?

1.動詞述語? ?名前の尋ね? ・答え?

2.「動詞“是”＋名詞」⇒「…だ」

3.形容詞述語?

第7回　第2　 　家有? ? ? ?

1.動詞“有”?数詞と量詞

2.動詞述語? ?「はい」/「いいえ」を尋ねる疑問? ?

否定?

3.疑問? 「…は?」

第8回　　元　　(1) 第1　、第2

　

1.? 称代名詞

2.指? 代名詞

3.名詞を修飾する語句の作り? ( 1 )

4.動詞述語?

5.形容詞述語?

6.疑問? ( 1 )

[練習]

第9回　第3　 　今年多? ?

1.名詞述語? ? ? れ年・年齢の? い?

2.誕? ? の? い?

3.補充表現

(1)形容詞述語? での副詞“很”と，形容詞が名詞を修

飾するときの構造助詞“的”

(2)副詞“也”と“都”

第10回　第4　 　家在　? ?

1.動詞“在”

2.前置詞“　”?副詞“有点? ”

第11回　　元　　(2) 第3　、第4

　

1.名詞を修飾する語句の作り? ( 2 )

2.年? ? ・曜? ・時刻と時間

3.名詞述語?

4.? 位を表す名詞と場所を表わす代名詞

5.存在を表す“有”と“在”

6.隔たりの基点を表す前置詞“　”と動きの起点を表す

前置詞“从”

[練習]

第12回　第5　 　学了? 年英　

了?

1.助詞“了”

2.? 較を表す?

第13回　第6　 　的　好是什　?

1.動詞“喜　”

2.連動?

3.? 重? 的語?

第14回　　元　　(3) 第5　、第6

　

1.名詞を修飾する語句の作り? ( 3 )

2.動詞句などが主語や? 的語になる?

3.助詞“了”

4.? 較を表す?
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5.連動?(1)(2)

6.? 重? 的語?

[練習]

第15回　第2回授業内試験

第1課から第6課，および単元復習(1)(2)(3)について，

リスニング試験と音読試験とを? なう。配点はそれぞれ

15点ずつで，合計30点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は第1課から第6課の置替え練習の問答

が完成できるかどうかを問う。

・音読試験は漢字だけで書かれた単元復習(1)(2)(3)の

課? が正しく音読できるかどうかを問う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級中国語Ⅰｂ 再・ソ

姜　暁麗

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰｂ」では，同じく

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰａ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や意? の異なる

さまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役? てることができる」ようになることを? 的とする。

　中国や中国語の使われる地域の? 化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，? 分の? 場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科? では会話体の中国語を材料に，主に中国語を聴く

・話すための初歩的能? を? につけることを? 指す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文型を把握し，自分の力で文を理解し，

自分の力で文を聴取り，話し，書くことができる。(知

識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級に合格するこ

とができる。また，中国教育部(日本の文部科学省に相

当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁公室(国家中

国語国際推進普及指導グループ事務室)の認定する漢語

水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuiping Kaoshi，

以下，HSKと略称)で最も初歩の級である１級または２級

に合格することができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・１級は「中国語の非常に簡単な単語とフレーズを理解，

使用することができる。大学の第二外国語における第一

年度前期履修程度」

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，会話，中検準4級，HSK1・2級
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＜授業の進め方＞

1.教科書の会話を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.解説を聴いて会話の内容を理解し，発音練習を繰り返

す。(授業・復習)

3.置替え練習を中心とした練習を行ない，文型を把握し

定着させる。(授業・復習)

4.小テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語の再履修クラスは，Ⅰａ・Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱ

ｂそれぞれを個別に履修することができる。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

・初学者向けの中国語科目には，初級中国語の他に中国

語入門会話も設けられている。すべて中国語を母語とす

る先生によって授業が担当され，理屈・説明を少なくし，

実践・会話に特化して授業が進められる。会話練習をさ

らに充実させたい人は，中国語入門会話も併せて履修す

ることを薦める。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろう

し，復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めるこ

とができる。役に立つ中国語を身につけたいと思うので

あれば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくと

も30分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充てて

ほしい。

・「参考図書」欄に挙げられている『みんなの中国語―

―会話編』電子教材は教科書の内容をスマートフォン・

タブレット端末やコンピューターなどでも学習すること

ができるように作られたものであり，インターネットに

接続できる環境であればいつでもどこでも無料で使うこ

とができる。個別の箇所ごとに音声のオン・オフ，日本

語訳を含む文字のオン・オフを切り替えることもできる。

これを大いに活用してほしい。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。形式は「聴き取り」

・「指定された? 節の音読」・「空所補充」・「単語整

序」・「? ? 中訳」などとする。? 頭による? テストに

対しては，授業の中で個別また全体的に指導を? なう。

筆記による? テストに対しては，採点し次回の授業で返

却する。

　また定期試験とは別に，リスニング問題と音読問題と

から成る授業内試験を2回行なう。これに対しては講評

等を行なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，授業時間

内で2回? なう試験の結果を40%，定期試験の結果を40%

の割合で成績を評価する。

・定期試験は個別試験として行なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――会話編』

白帝社　2013年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.{『みんなの中国語――会話編』電子教材,http://www

.ge.kobegakuin.ac.jp/~hanyuhuihua/index.html}への

リンク

2.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

3.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

4.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　導入

発音篇１　声調と単母音

1.中国語の音節

2.声調

3.単母音

4.ピンインのつづり方(１)

5.声調符号とそのつけ方

6.そり舌母音

◎中国語で挨拶してみましょう

第2回　発音篇２　複母音と子音(１)

1.複母音

2.ピンインのつづり方(２)

3.子音(１)

4.ピンインのつづり方(３)

◎中国語で挨拶してみましょう

第3回　発音篇(３)　子音(２)と鼻音を伴う母音

1.子音(２)

2.ピンインのつづり方(４)

3.鼻音を伴う母音

4.ピンインのつづり方(５)

◎中国語で挨拶してみましょう

第4回　発音篇(４)　“r化”と声調の変化など

1.“r化”

2.声調の変化

3.隔音符号“’”

4.数

◎中国語で挨拶してみましょう　総集編
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◎漢詩を朗読してみましょう

第5回　第1回授業内試験

発? 篇についてリスニング試験と音読試験とを? なう。

配点はそれぞれ5点ずつで，合計10点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は10種類のピンインが正しく聴き取れ

るかどうかを問う。

・音読試験は10種類のピンインが正しく発? できるかど

うかを問う。

第6回　第1　 　　姓?

1.動詞述語? ?名前の尋ね? ・答え?

2.「動詞“是”＋名詞」⇒「…だ」

3.形容詞述語?

第7回　第2　 　家有? ? ? ?

1.動詞“有”?数詞と量詞

2.動詞述語? ?「はい」/「いいえ」を尋ねる疑問? ?

否定?

3.疑問? 「…は?」

第8回　　元　　(1) 第1　、第2

　

1.? 称代名詞

2.指? 代名詞

3.名詞を修飾する語句の作り? ( 1 )

4.動詞述語?

5.形容詞述語?

6.疑問? ( 1 )

[練習]

第9回　第3　 　今年多? ?

1.名詞述語? ? ? れ年・年齢の? い?

2.誕? ? の? い?

3.補充表現

(1)形容詞述語? での副詞“很”と，形容詞が名詞を修

飾するときの構造助詞“的”

(2)副詞“也”と“都”

第10回　第4　 　家在　? ?

1.動詞“在”

2.前置詞“　”?副詞“有点? ”

第11回　　元　　(2) 第3　、第4

　

1.名詞を修飾する語句の作り? ( 2 )

2.年? ? ・曜? ・時刻と時間

3.名詞述語?

4.? 位を表す名詞と場所を表わす代名詞

5.存在を表す“有”と“在”

6.隔たりの基点を表す前置詞“　”と動きの起点を表す

前置詞“从”

[練習]

第12回　第5　 　学了? 年英　

了?

1.助詞“了”

2.? 較を表す?

第13回　第6　 　的　好是什　?

1.動詞“喜　”

2.連動?

3.? 重? 的語?

第14回　　元　　(3) 第5　、第6

　

1.名詞を修飾する語句の作り? ( 3 )

2.動詞句などが主語や? 的語になる?

3.助詞“了”

4.? 較を表す?

5.連動?(1)(2)

6.? 重? 的語?

[練習]

第15回　第2回授業内試験

第1課から第6課，および単元復習(1)(2)(3)について，

リスニング試験と音読試験とを? なう。配点はそれぞれ

15点ずつで，合計30点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は第1課から第6課の置替え練習の問答

が完成できるかどうかを問う。

・音読試験は漢字だけで書かれた単元復習(1)(2)(3)の

課? が正しく音読できるかどうかを問う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級中国語Ⅰｂ （会話）ア【総リハ】

陳　鳳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰｂ」では，同じく

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅰａ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や意? の異なる

さまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役? てることができる」ようになることを? 的とする。

　中国や中国語の使われる地域の? 化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，? 分の? 場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科? では会話体の中国語を材料に，主に中国語を聴く

・話すための初歩的能? を? につけることを? 指す。

＜到達目標＞
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1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文型を把握し，自分の力で文を理解し，

自分の力で文を聴取り，話し，書くことができる。(知

識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級に合格するこ

とができる。また，中国教育部(日本の文部科学省に相

当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁公室(国家中

国語国際推進普及指導グループ事務室)の認定する漢語

水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuiping Kaoshi，

以下，HSKと略称)で最も初歩の級である１級または２級

に合格することができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・１級は「中国語の非常に簡単な単語とフレーズを理解，

使用することができる。大学の第二外国語における第一

年度前期履修程度」

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，会話，中検準4級，HSK1・2級

＜授業の進め方＞

1.教科書の会話を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.解説を聴いて会話の内容を理解し，発音練習を繰り返

す。(授業・復習)

3.置替え練習を中心とした練習を行ない，文型を把握し

定着させる。(授業・復習)

4.小テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語は，? 部学部と再履修クラスを除きⅠａ・

Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱｂの全てを? 括して履修し

なければならない。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

・初学者向けの中国語科目には，初級中国語の他に中国

語入門会話も設けられている。すべて中国語を母語とす

る先生によって授業が担当され，理屈・説明を少なくし，

実践・会話に特化して授業が進められる。会話練習をさ

らに充実させたい人は，中国語入門会話も併せて履修す

ることを薦める。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろう

し，復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めるこ

とができる。役に立つ中国語を身につけたいと思うので

あれば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくと

も30分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充てて

ほしい。

・「参考図書」欄に挙げられている『みんなの中国語―

―会話編』電子教材は教科書の内容をスマートフォン・

タブレット端末やコンピューターなどでも学習すること

ができるように作られたものであり，インターネットに

接続できる環境であればいつでもどこでも無料で使うこ

とができる。個別の箇所ごとに音声のオン・オフ，日本
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語訳を含む文字のオン・オフを切り替えることもできる。

これを大いに活用してほしい。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。形式は「聴き取り」

・「指定された? 節の音読」・「空所補充」・「単語整

序」・「? ? 中訳」などとする。? 頭による? テストに

対しては，授業の中で個別また全体的に指導を? なう。

筆記による? テストに対しては，採点し次回の授業で返

却する。

　また定期試験とは別に，リスニング問題と音読問題と

から成る授業内試験を2回行なう。これに対しては講評

等を行なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，授業時間

内で2回? なう試験の結果を40%，定期試験の結果を40%

の割合で成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート方式で，全クラス統一試

験として行なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――会話編』

白帝社　2013年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.{『みんなの中国語――会話編』電子教材,http://www

.ge.kobegakuin.ac.jp/~hanyuhuihua/index.html}への

リンク

2.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

3.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

4.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　導入

発音篇１　声調と単母音

1.中国語の音節

2.声調

3.単母音

4.ピンインのつづり方(１)

5.声調符号とそのつけ方

6.そり舌母音

◎中国語で挨拶してみましょう

第2回　発音篇２　複母音と子音(１)

1.複母音

2.ピンインのつづり方(２)

3.子音(１)

4.ピンインのつづり方(３)

◎中国語で挨拶してみましょう

第3回　発音篇(３)　子音(２)と鼻音を伴う母音

1.子音(２)

2.ピンインのつづり方(４)

3.鼻音を伴う母音

4.ピンインのつづり方(５)

◎中国語で挨拶してみましょう

第4回　発音篇(４)　“r化”と声調の変化など

1.“r化”

2.声調の変化

3.隔音符号“’”

4.数

◎中国語で挨拶してみましょう　総集編

◎漢詩を朗読してみましょう

第5回　第1回授業内試験

発? 篇についてリスニング試験と音読試験とを? なう。

配点はそれぞれ5点ずつで，合計10点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は10種類のピンインが正しく聴き取れ

るかどうかを問う。

・音読試験は10種類のピンインが正しく発? できるかど

うかを問う。

第6回　第1　 　　姓?

1.動詞述語? ?名前の尋ね? ・答え?

2.「動詞“是”＋名詞」⇒「…だ」

3.形容詞述語?

第7回　第2　 　家有? ? ? ?

1.動詞“有”?数詞と量詞

2.動詞述語? ?「はい」/「いいえ」を尋ねる疑問? ?

否定?

3.疑問? 「…は?」

第8回　　元　　(1) 第1　、第2

　

1.? 称代名詞

2.指? 代名詞

3.名詞を修飾する語句の作り? ( 1 )

4.動詞述語?

5.形容詞述語?

6.疑問? ( 1 )

[練習]

第9回　第3　 　今年多? ?

1.名詞述語? ? ? れ年・年齢の? い?

2.誕? ? の? い?

3.補充表現

(1)形容詞述語? での副詞“很”と，形容詞が名詞を修

飾するときの構造助詞“的”

(2)副詞“也”と“都”

第10回　第4　 　家在　? ?

1.動詞“在”

2.前置詞“　”?副詞“有点? ”
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第11回　　元　　(2) 第3　、第4

　

1.名詞を修飾する語句の作り? ( 2 )

2.年? ? ・曜? ・時刻と時間

3.名詞述語?

4.? 位を表す名詞と場所を表わす代名詞

5.存在を表す“有”と“在”

6.隔たりの基点を表す前置詞“　”と動きの起点を表す

前置詞“从”

[練習]

第12回　第5　 　学了? 年英　

了?

1.助詞“了”

2.? 較を表す?

第13回　第6　 　的　好是什　?

1.動詞“喜　”

2.連動?

3.? 重? 的語?

第14回　　元　　(3) 第5　、第6

　

1.名詞を修飾する語句の作り? ( 3 )

2.動詞句などが主語や? 的語になる?

3.助詞“了”

4.? 較を表す?

5.連動?(1)(2)

6.? 重? 的語?

[練習]

第15回　第2回授業内試験

第1課から第6課，および単元復習(1)(2)(3)について，

リスニング試験と音読試験とを? なう。配点はそれぞれ

15点ずつで，合計30点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は第1課から第6課の置替え練習の問答

が完成できるかどうかを問う。

・音読試験は漢字だけで書かれた単元復習(1)(2)(3)の

課? が正しく音読できるかどうかを問う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級中国語Ⅱａ 再・ソ

西尾　和子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「初級中国語Ⅱａ」では，同じく

共通教育科? に属する「初級中国語Ⅱｂ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する

? 策を導くことができる」ようになること・「? 分の意

? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意? を理解する

ことで，良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになること，そして「獲得した知識や技能を活?

し，国内外において，価値観や意? の異なるさまざまな

? と議論し，

学びを深め，協働して，社会に役? てることができる」

ようになることを? 的とする。

　中国や中国語の使われる地域の? 化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，? 分の? 場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科? では? 章体の中国語を材料に，主に中国語を読む

・聴く・書くための基礎的能? を? につけることを? 指

す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文法を把握し，自分の力で文章を読解し，

自分の力で文を書くことができる。(知識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級または４級に

合格することができる。また，中国教育部(日本の文部

科学省に相当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁

公室(国家中国語国際推進普及指導グループ事務室)の認

定する漢語水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuipin

g Kaoshi，以下，HSKと略称)で２級または３級に合格す

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

・３級は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミ

ュニケーションをとることができ，中国旅行の際にも大

部分のことに対応できる」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい
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て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，読解，中検準4級・4級，HSK2・3

級

＜授業の進め方＞

1.教科書の? 章を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.? 章の解説を聴いて? 章の内容を理解し，発? 練習を

繰り返す。(授業・復習)

3.? 法の説明を聴いて? 法を理解する。(授業)

4.練習を? ない，理解を確認し知識を定着させる。(授

業・復習)

5.? テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語の再履修クラスは，Ⅰａ・Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱ

ｂそれぞれを個別に履修することができる。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たといそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

図書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

　読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ中国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充ててほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。形式は「指定された

? 節の音読」・「空所補充」・「単語整

序」・「中? ? 訳」・「? ? 中訳」などとする。

　また，学期末の授業時間内で漢字試験を実施する。こ

れは定期試験が全問マークシート? 式で?

なわれることに対応するためである。

　? 頭による? テストに対しては，授業の中で個別また

全体的に指導を? なう。筆記による? テス

トに対しては，採点し次回の授業で返却する。ただし，

学期末に? なわれる漢字試験に対しては，

講評等の指導を? なわない。答えは全て教科書にある。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，学期末の

授業時間内で? なう漢字試験の結果を20%，定期試験の

結果を60%の割合で成績を評価する。

・定期試験は個別試験として? なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――読物編』

白帝社　2012年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』

　? 学館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

3.荒川清秀 『CDムック 発? マスター? 読めて書ける

中国語』

　NHK出版 2010年 952円＋税

＜授業計画＞

第1回　教科書前半内容の復習

発? 篇から第6課まで教科書前半の内容をすべておさら

いし，記憶を呼び覚ます。? 声を聴きながら? 章を読む

聴読や，? 章を? ずに? 声を聴きながら発? するシャド

ウイングなどの練習を? なう。

第2回　第7課　わたしは日本料理もイタリア料理も作る

ことができます

1.願望を表わす文　助動詞“想”；　一定の場所で動作

を行なうことを表わす文　前置詞“在”

2.訓練を経て初歩的技能を身につけていることを表わす

文　助動詞“会”

3.動作を行なった様子や動作を行なって到達した程度を

表わす文　程度補語

第3回　第8課　わたしはインターネットをしているとこ
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ろです

1.動作が進行していることを表わす文

2.事態が間もなく発生することを表わす文

3.「…する予定・計画だ」を表わす文　動詞“打算”

4.「…に…してほしい」を表わす文　兼語文(１)　動詞

“　”

第4回　第9課　わたしは母といっしょに韓国へ行ったこ

とがあります

1.名詞を修飾する方法(２)；　動作を経験したことを表

わす文　動態助詞“　”

2.動作の結果を表わす複合動詞　結果補語；　可能や許

可を表わす文　助動詞“可以”；　「…だけでなく，し

かも…」を表わす文

第5回　第7-9課　復習

第7-9課の復習；　肯定否定疑問文(３)

いろいろな国

第6回　第10課　“長城に到らざれば好漢に非ず”と書

いてあります

1.程度を強調する言い方

2.場所を表わす語句；　動作を行なって残った結果が持

続していることを表わす文　動態助詞“着”；　未知の

人や物が存在・出現・消失することを表わす文　存現文

第7回　第11課　わたしは少しも理解できませんでした

1.動作の結果が実現できるかどうかを表わす文　可能補

語；　「すこしも…ない」を表わす文

2.「…なので，だから…」を表わす文

3.特定の対象に対して処置を施すことを表わす文　処置

文　前置詞“把”；　禁止を表わす文　副詞“　”

第8回　第12課　もう少しで雨に濡れるところでした

1.動作の始まる時を表わす文　前置詞“从”；　事態の

発生が早いことを表わす文　副詞“就”；　「…しなが

ら…する」を表わす文　動態助詞“着”

2.危うく難を逃れたことを表わす文　副詞“差点儿”；

　受身を表わす文　前置詞“被”

第9回　第10-12課　復習

第10-12課の復習；　肯定否定疑問文(４)；　動作の行

なわれた時や場所などを強調する文

万里の長城

第10回　第13課　母と姉にシルクのスカーフを2枚買い

ました

1.「…することになっている」(単純未来・予定)・「…

するつもりだ」(意志未来)・「…しなければならない」

(義務・必要)を表わす文　助動詞“要”；　「…しなく

てもよい」を表わす文　副詞“不用”；　「…してはい

けない」を表わす文　副詞“不要”

2.物や利益の受手を表わす文　前置詞“　”

3.比較を表わす文(２)

4.数量の少ないことを表わす文　副詞“才”

中国のお金

第11回　第14課　日本に持って帰って家族に味わっても

らいたい

1.動作の方向を表わす文　方向補語　方向補語を伴う動

詞と目的語の位置

2.「…に…させる」を表わす文　兼語文(２)　動詞“　

”・“叫”

3.「ちょっと…してみる」を表わす文　動詞の重ね型

第12回　第15課　地下鉄を出て右に曲がります

1.「…に向かって…する」を表わす文　前置詞“向”・

“往”

2.「…しながら…する」を表わす文　副詞“　”

3.「…すればするほど…だ」を表わす文　副詞“越”

第13回　第13-15課　復習

第13-15課の復習

第14回　漢字試験

第7課から第15課までの本? で使われている漢字を書く

ことができるかどうかを試験する。? 本語の常? 漢字を

中国語の簡体字で書くことができるかどうかを問う問題

が10問，ピンインで書かれた? 節を簡体字で書くことが

できるかどうかを問う問題が10問で，合計20点。

第15回　総合復習

第7課から第15課までで学習した内容をすべておさらい

し，理解の確認と記憶の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級中国語Ⅱａ 再・ラ

山内　一恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「初級中国語Ⅱａ」では，同じく

共通教育科? に属する「初級中国語Ⅱｂ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する

? 策を導くことができる」ようになること・「? 分の意

? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意? を理解する

ことで，良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになること，そして「獲得した知識や技能を活?

し，国内外において，価値観や意? の異なるさまざまな

? と議論し，

学びを深め，協働して，社会に役? てることができる」

ようになることを? 的とする。

　中国や中国語の使われる地域の? 化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，? 分の? 場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科? では? 章体の中国語を材料に，主に中国語を読む

・聴く・書くための基礎的能? を? につけることを? 指
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す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文法を把握し，自分の力で文章を読解し，

自分の力で文を書くことができる。(知識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級または４級に

合格することができる。また，中国教育部(日本の文部

科学省に相当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁

公室(国家中国語国際推進普及指導グループ事務室)の認

定する漢語水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuipin

g Kaoshi，以下，HSKと略称)で２級または３級に合格す

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

・３級は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミ

ュニケーションをとることができ，中国旅行の際にも大

部分のことに対応できる」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，読解，中検準4級・4級，HSK2・3

級

＜授業の進め方＞

1.教科書の? 章を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.? 章の解説を聴いて? 章の内容を理解し，発? 練習を

繰り返す。(授業・復習)

3.? 法の説明を聴いて? 法を理解する。(授業)

4.練習を? ない，理解を確認し知識を定着させる。(授

業・復習)

5.? テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語の再履修クラスは，Ⅰａ・Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱ

ｂそれぞれを個別に履修することができる。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たといそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

図書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

　読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ中国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充ててほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。形式は「指定された

? 節の音読」・「空所補充」・「単語整

序」・「中? ? 訳」・「? ? 中訳」などとする。

　また，学期末の授業時間内で漢字試験を実施する。こ

れは定期試験が全問マークシート? 式で?

なわれることに対応するためである。

　? 頭による? テストに対しては，授業の中で個別また

全体的に指導を? なう。筆記による? テス

トに対しては，採点し次回の授業で返却する。ただし，
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学期末に? なわれる漢字試験に対しては，

講評等の指導を? なわない。答えは全て教科書にある。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，学期末の

授業時間内で? なう漢字試験の結果を20%，定期試験の

結果を60%の割合で成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――読物編』

白帝社　2012年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』

　? 学館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

3.荒川清秀 『CDムック 発? マスター? 読めて書ける

中国語』

　NHK出版 2010年 952円＋税

＜授業計画＞

第1回　前期学習内容の復習

発? 篇から第6課まで前期で学習した内容をすべておさ

らいし，記憶を呼び覚ます。? 声を聴きながら? 章を読

む聴読や，? 章を? ずに? 声を聴きながら発? するシャ

ドウイングなどの練習を? なう。

第2回　第7課　わたしは日本料理もイタリア料理も作る

ことができます

1.願望を表わす文　助動詞“想”；　一定の場所で動作

を行なうことを表わす文　前置詞“在”

2.訓練を経て初歩的技能を身につけていることを表わす

文　助動詞“会”

3.動作を行なった様子や動作を行なって到達した程度を

表わす文　程度補語

第3回　第8課　わたしはインターネットをしているとこ

ろです

1.動作が進行していることを表わす文

2.事態が間もなく発生することを表わす文

3.「…する予定・計画だ」を表わす文　動詞“打算”

4.「…に…してほしい」を表わす文　兼語文(１)　動詞

“　”

第4回　第9課　わたしは母といっしょに韓国へ行ったこ

とがあります

1.名詞を修飾する方法(２)；　動作を経験したことを表

わす文　動態助詞“　”

2.動作の結果を表わす複合動詞　結果補語；　可能や許

可を表わす文　助動詞“可以”；　「…だけでなく，し

かも…」を表わす文

第5回　第7-9課　復習

第7-9課の復習；　肯定否定疑問文(３)

いろいろな国

第6回　第10課　“長城に到らざれば好漢に非ず”と書

いてあります

1.程度を強調する言い方

2.場所を表わす語句；　動作を行なって残った結果が持

続していることを表わす文　動態助詞“着”；　未知の

人や物が存在・出現・消失することを表わす文　存現文

第7回　第11課　わたしは少しも理解できませんでした

1.動作の結果が実現できるかどうかを表わす文　可能補

語；　「すこしも…ない」を表わす文

2.「…なので，だから…」を表わす文

3.特定の対象に対して処置を施すことを表わす文　処置

文　前置詞“把”；　禁止を表わす文　副詞“　”

第8回　第12課　もう少しで雨に濡れるところでした

1.動作の始まる時を表わす文　前置詞“从”；　事態の

発生が早いことを表わす文　副詞“就”；　「…しなが

ら…する」を表わす文　動態助詞“着”

2.危うく難を逃れたことを表わす文　副詞“差点儿”；

　受身を表わす文　前置詞“被”

第9回　第10-12課　復習

第10-12課の復習；　肯定否定疑問文(４)；　動作の行

なわれた時や場所などを強調する文

万里の長城

第10回　第13課　母と姉にシルクのスカーフを2枚買い

ました

1.「…することになっている」(単純未来・予定)・「…

するつもりだ」(意志未来)・「…しなければならない」

(義務・必要)を表わす文　助動詞“要”；　「…しなく

てもよい」を表わす文　副詞“不用”；　「…してはい

けない」を表わす文　副詞“不要”

2.物や利益の受手を表わす文　前置詞“　”

3.比較を表わす文(２)

4.数量の少ないことを表わす文　副詞“才”

中国のお金

第11回　第14課　日本に持って帰って家族に味わっても

らいたい

1.動作の方向を表わす文　方向補語　方向補語を伴う動

詞と目的語の位置

2.「…に…させる」を表わす文　兼語文(２)　動詞“　

”・“叫”

3.「ちょっと…してみる」を表わす文　動詞の重ね型

第12回　第15課　地下鉄を出て右に曲がります

1.「…に向かって…する」を表わす文　前置詞“向”・

“往”

2.「…しながら…する」を表わす文　副詞“　”

3.「…すればするほど…だ」を表わす文　副詞“越”

第13回　第13-15課　復習

第13-15課の復習
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第14回　漢字試験

第7課から第15課までの本? で使われている漢字を書く

ことができるかどうかを試験する。? 本語の常? 漢字を

中国語の簡体字で書くことができるかどうかを問う問題

が10問，ピンインで書かれた? 節を簡体字で書くことが

できるかどうかを問う問題が10問で，合計20点。

第15回　総合復習

第7課から第15課までで学習した内容をすべておさらい

し，理解の確認と記憶の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級中国語Ⅱａ （読解）キ【法】

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「初級中国語Ⅱａ」では，同じく

共通教育科? に属する「初級中国語Ⅱｂ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する

? 策を導くことができる」ようになること・「? 分の意

? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意? を理解する

ことで，良好なコミュニケーションをとることができる

」ようになること，そして「獲得した知識や技能を活?

し，国内外において，価値観や意? の異なるさまざまな

? と議論し，

学びを深め，協働して，社会に役? てることができる」

ようになることを? 的とする。

　中国や中国語の使われる地域の? 化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，? 分の? 場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科? では? 章体の中国語を材料に，主に中国語を読む

・聴く・書くための基礎的能? を? につけることを? 指

す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文法を把握し，自分の力で文章を読解し，

自分の力で文を書くことができる。(知識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級または４級に

合格することができる。また，中国教育部(日本の文部

科学省に相当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁

公室(国家中国語国際推進普及指導グループ事務室)の認

定する漢語水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuipin

g Kaoshi，以下，HSKと略称)で２級または３級に合格す

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

・３級は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミ

ュニケーションをとることができ，中国旅行の際にも大

部分のことに対応できる」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，読解，中検準4級・4級，HSK2・3

級
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＜授業の進め方＞

1.教科書の? 章を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.? 章の解説を聴いて? 章の内容を理解し，発? 練習を

繰り返す。(授業・復習)

3.? 法の説明を聴いて? 法を理解する。(授業)

4.練習を? ない，理解を確認し知識を定着させる。(授

業・復習)

5.? テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語は，一部学部と再履修クラスを除きⅠａ・

Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱｂの全てを一括して履修しなければなら

ない。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たといそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

図書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

　読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ中国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充ててほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。形式は「指定された

? 節の音読」・「空所補充」・「単語整

序」・「中? ? 訳」・「? ? 中訳」などとする。

　また，学期末の授業時間内で漢字試験を実施する。こ

れは定期試験が全問マークシート? 式で?

なわれることに対応するためである。

　? 頭による? テストに対しては，授業の中で個別また

全体的に指導を? なう。筆記による? テス

トに対しては，採点し次回の授業で返却する。ただし，

学期末に? なわれる漢字試験に対しては，

講評等の指導を? なわない。答えは全て教科書にある。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，学期末の

授業時間内で? なう漢字試験の結果を20%，定期試験の

結果を60%の割合で成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――読物編』

白帝社　2012年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』

　? 学館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

3.荒川清秀 『CDムック 発? マスター? 読めて書ける

中国語』

　NHK出版 2010年 952円＋税

＜授業計画＞

第1回　前期学習内容の復習

発? 篇から第6課まで前期で学習した内容をすべておさ

らいし，記憶を呼び覚ます。? 声を聴きながら? 章を読

む聴読や，? 章を? ずに? 声を聴きながら発? するシャ

ドウイングなどの練習を? なう。

第2回　第7課　わたしは日本料理もイタリア料理も作る

ことができます

1.願望を表わす文　助動詞“想”；　一定の場所で動作

を行なうことを表わす文　前置詞“在”

2.訓練を経て初歩的技能を身につけていることを表わす

文　助動詞“会”

3.動作を行なった様子や動作を行なって到達した程度を

表わす文　程度補語

第3回　第8課　わたしはインターネットをしているとこ

ろです

1.動作が進行していることを表わす文

2.事態が間もなく発生することを表わす文

3.「…する予定・計画だ」を表わす文　動詞“打算”

4.「…に…してほしい」を表わす文　兼語文(１)　動詞

“　”

第4回　第9課　わたしは母といっしょに韓国へ行ったこ

とがあります

1.名詞を修飾する方法(２)；　動作を経験したことを表

わす文　動態助詞“　”

2.動作の結果を表わす複合動詞　結果補語；　可能や許

可を表わす文　助動詞“可以”；　「…だけでなく，し

かも…」を表わす文

第5回　第7-9課　復習

第7-9課の復習；　肯定否定疑問文(３)

いろいろな国

第6回　第10課　“長城に到らざれば好漢に非ず”と書

いてあります

1.程度を強調する言い方

2.場所を表わす語句；　動作を行なって残った結果が持

続していることを表わす文　動態助詞“着”；　未知の

人や物が存在・出現・消失することを表わす文　存現文

第7回　第11課　わたしは少しも理解できませんでした

1.動作の結果が実現できるかどうかを表わす文　可能補

語；　「すこしも…ない」を表わす文
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2.「…なので，だから…」を表わす文

3.特定の対象に対して処置を施すことを表わす文　処置

文　前置詞“把”；　禁止を表わす文　副詞“　”

第8回　第12課　もう少しで雨に濡れるところでした

1.動作の始まる時を表わす文　前置詞“从”；　事態の

発生が早いことを表わす文　副詞“就”；　「…しなが

ら…する」を表わす文　動態助詞“着”

2.危うく難を逃れたことを表わす文　副詞“差点儿”；

　受身を表わす文　前置詞“被”

第9回　第10-12課　復習

第10-12課の復習；　肯定否定疑問文(４)；　動作の行

なわれた時や場所などを強調する文

万里の長城

第10回　第13課　母と姉にシルクのスカーフを2枚買い

ました

1.「…することになっている」(単純未来・予定)・「…

するつもりだ」(意志未来)・「…しなければならない」

(義務・必要)を表わす文　助動詞“要”；　「…しなく

てもよい」を表わす文　副詞“不用”；　「…してはい

けない」を表わす文　副詞“不要”

2.物や利益の受手を表わす文　前置詞“　”

3.比較を表わす文(２)

4.数量の少ないことを表わす文　副詞“才”

中国のお金

第11回　第14課　日本に持って帰って家族に味わっても

らいたい

1.動作の方向を表わす文　方向補語　方向補語を伴う動

詞と目的語の位置

2.「…に…させる」を表わす文　兼語文(２)　動詞“　

”・“叫”

3.「ちょっと…してみる」を表わす文　動詞の重ね型

第12回　第15課　地下鉄を出て右に曲がります

1.「…に向かって…する」を表わす文　前置詞“向”・

“往”

2.「…しながら…する」を表わす文　副詞“　”

3.「…すればするほど…だ」を表わす文　副詞“越”

第13回　第13-15課　復習

第13-15課の復習

第14回　漢字試験

第7課から第15課までの本? で使われている漢字を書く

ことができるかどうかを試験する。? 本語の常? 漢字を

中国語の簡体字で書くことができるかどうかを問う問題

が10問，ピンインで書かれた? 節を簡体字で書くことが

できるかどうかを問う問題が10問で，合計20点。

第15回　総合復習

第7課から第15課までで学習した内容をすべておさらい

し，理解の確認と記憶の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級中国語Ⅱｂ 再・サ

藤井　宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅱｂ」では，同じく

共通教育科? に属する「初級中国語Ⅱａ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や意? の異なる

さまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役? てることができる」ようになることを? 的とする。

　中国や中国語の使われる地域の? 化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，? 分の? 場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科? では会話体の中国語を材料に，主に中国語を聴く

・話すための基礎的能? を? につけることを目指す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文型を把握し，自分の力で文を理解し，

自分の力で文を聴取り，話し，書くことができる。(知

識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級または４級に

合格することができる。また，中国教育部(日本の文部

科学省に相当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁

公室(国家中国語国際推進普及指導グループ事務室)の認

定する漢語水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuipin

g Kaoshi，以下，HSKと略称)で２級または３級に合格す

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第
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二外国語における第一年度履修程度」

・３級は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミ

ュニケーションをとることができ，中国旅行の際にも大

部分のことに対応できる」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，会話，中検準4級・4級，HSK2・3

級

＜授業の進め方＞

1.教科書の会話を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.解説を聴いて会話の内容を理解し，発? 練習を繰り返

す。(授業・復習)

3.置替え練習を中? とした練習を? ない，? 型を把握し

定着させる。(授業・復習)

4.? テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語の再履修クラスは，Ⅰａ・Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱ

ｂそれぞれを個別に履修することができる。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

図書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

　読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

・初学者向けの中国語科目には，初級中国語の他に中国

語入門会話も設けられている。すべて中国語を母語とす

る先生によって授業が担当され，理屈・説明を少なくし，

実践・会話に特化して授業が進められる。会話練習をさ

らに充実させたい人は，中国語入門会話も併せて履修す

ること薦める。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ中国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充ててほし

い。

　「参考図書」欄に挙げられている『みんなの中国語―

―会話編』電? 教材は教科書の内容をスマ

ートフォン・タブレット端末やコンピューターなどでも

学習することができるように作られたもの

であり，インターネットに接続できる環境であればいつ

でもどこでも無料で使うことができる。個

別の箇所ごとに? 声のオン・オフ，? 本語訳を含む? 字

のオン・オフを切り替えることもできる。

これを? いに活? してほしい。

＜提出課題など＞

　授業では? テストを随時実施する。形式は「聴き取り

」・「指定された? 節の? 読」・「空所補充」・「単語

整序」・「? ? 中訳」などとする。? 頭による? テスト

に対しては，授業の中で個別また全体的に指導を? なう。

筆記による? テストに対しては，採点し次回の授業で返

却する。

　また定期試験とは別に，リスニング問題と? 読問題と

から成る授業内試験を2回? なう。これに対しては講評

等を? なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，授業時間

内で2回? なう試験の結果を40%，定期試験の結果を40%

の割合で成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――会話編』



- 426 -

白帝社　2013年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.{『みんなの中国語――会話編』電子教材,http://www

.ge.kobegakuin.ac.jp/~hanyuhuihua/index.html}への

リンク

2.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

3.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

4.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　第7　 我想吃拉? 。

1.助動詞：“想”“会”“能”

2.程度補語

3.「“不但”＋Ａ，“而且”＋Ｂ」

第2回　第8　 　在干什　　？

1.動作の進行

2.前置詞“和”

3.助動詞“要”

第3回　　元　　(4) 第7　、第8　

1.助動詞の使い方

2.程度補語を伴う文

3.動作が進行中であることを表す文

[練習]

第4回　第9　 　去　其他国家　？

1.過去の経験を表す表現

2.動作の回数を表す表現

3.動作を行なう場所を表す表現

第5回　第10　 我　坐　　　是自己爬？

1.選択疑問文

2.方向補語

3.動作や状態の持続を表す表現

第6回　　元　　(5) 第9　、第10　

1.名詞を修飾する語句の作り方(4)

2.過去の経験を表す文「…したことがある」

3.動作の回数を表す語句の使い方

4.時[とき]や範囲を表わす語句と動作に関する量を表す

語句との位置

5.選択疑問文

6.方向補語を伴う複合動詞

7.動作や状態の持続を表す文「動詞＋“着”」

8.存現文

[練習]

第7回　第1回授業内試験

第7課から第10課，および単元復習(4)(5)について，リ

スニング試験と音読試験とを? なう。配点はそれぞれ10

点ずつで，合計20点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は第7課から第10課の置替え練習の問

答が完成できるかどうかを問う。

・音読試験は漢字だけで書かれた単元復習(4)(5)の課?

が正しく音読できるかどうかを問う。

第8回　第11　 　在日本看　京　　？

1.結果補語

2.可能補語

3.処置文

第9回　第12　 故　怎　　？

1.動作を行なった時・所・方式などを強調する表現

2.兼語文

3.近い未来を表す表現

第10回　　元　　(6) 第11　、第12　

1.結果補語を伴う複合動詞

2.可能補語を伴う複合動詞

3.物や情報の受け手や，利益を受ける対象を示す前置詞

“　”の使い方

4.動詞の重ね型⇒「ちょっと…してみる」

5.処置文

6.兼語文

7.強調文

8.近い未来を表す文

[練習]

第11回　第13　 　儿就是王府井大街。

1.受身文

2.副詞“就”と“才”

3.「…と比べると」の言い方

　お金の数え方

第12回　第14　 　　去　夜市　。

1.連動文

2.前置詞“在”

3.名詞を修飾する動詞句

第13回　第15　 阿姨，　包的　子真好吃。

1.“多＋動詞＋数量”「たくさん…しなさい」

2.範囲を強く限定する副詞“就”と動詞“　”

3.「前置詞“　”」⇒「…のために」

第14回　　元　　(7) 第13　、第14　、第15　

1.連動文(3)

2.受身文「…される」

3.動詞“　”の使い方

4.動詞“比”の使い方

5.助動詞“得d i”の使い方

6.前置詞の使い方：“往”・“　了”・“　”・“　”

7.副詞“就”と“才”の使い方

8.副詞“好”の使い方

[練習]

第15回　第2回試験

第11課から第15課，および単元復習(6)(7)について，リ

スニング試験と音読試験とを? なう。配点はそれぞれ10
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点ずつで，合計20点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は第11課から第15課の置替え練習の問

答が完成できるかどうかを問う。

・音読試験は漢字だけで書かれた単元復習(6)(7)の課?

が正しく音読できるかどうかを問う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級中国語Ⅱｂ 再・ソ

姜　暁麗

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅱｂ」では，同じく

共通教育科? に属する「初級中国語Ⅱａ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や意? の異なる

さまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役? てることができる」ようになることを? 的とする。

　中国や中国語の使われる地域の? 化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，? 分の? 場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科? では会話体の中国語を材料に，主に中国語を聴く

・話すための基礎的能? を? につけることを目指す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文型を把握し，自分の力で文を理解し，

自分の力で文を聴取り，話し，書くことができる。(知

識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，

中検と略称)で最も初歩の級である準４級または４級に

合格することができる。また，中国教育部(日本の文部

科学省に相当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁

公室(国家中国語国際推進普及指導グループ事務室)の認

定する漢語水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuipin

g Kaoshi，以下，HSKと略称)で２級または３級に合格す

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

・３級は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミ

ュニケーションをとることができ，中国旅行の際にも大

部分のことに対応できる」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，会話，中検準4級・4級，HSK2・3

級

＜授業の進め方＞

1.教科書の会話を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.解説を聴いて会話の内容を理解し，発? 練習を繰り返

す。(授業・復習)
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3.置替え練習を中? とした練習を? ない，? 型を把握し

定着させる。(授業・復習)

4.? テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語の再履修クラスは，Ⅰａ・Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱ

ｂそれぞれを個別に履修することができる。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

図書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

　読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

・初学者向けの中国語科目には，初級中国語の他に中国

語入門会話も設けられている。すべて中国語を母語とす

る先生によって授業が担当され，理屈・説明を少なくし，

実践・会話に特化して授業が進められる。会話練習をさ

らに充実させたい人は，中国語入門会話も併せて履修す

ること薦める。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ中国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充ててほし

い。

　「参考図書」欄に挙げられている『みんなの中国語―

―会話編』電? 教材は教科書の内容をスマ

ートフォン・タブレット端末やコンピューターなどでも

学習することができるように作られたもの

であり，インターネットに接続できる環境であればいつ

でもどこでも無料で使うことができる。個

別の箇所ごとに? 声のオン・オフ，? 本語訳を含む? 字

のオン・オフを切り替えることもできる。

これを? いに活? してほしい。

＜提出課題など＞

　授業では? テストを随時実施する。形式は「聴き取り

」・「指定された? 節の? 読」・「空所補充」・「単語

整序」・「? ? 中訳」などとする。? 頭による? テスト

に対しては，授業の中で個別また全体的に指導を? なう。

筆記による? テストに対しては，採点し次回の授業で返

却する。

　また定期試験とは別に，リスニング問題と? 読問題と

から成る授業内試験を2回? なう。これに対しては講評

等を? なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，授業時間

内で2回? なう試験の結果を40%，定期試験の結果を40%

の割合で成績を評価する。

・定期試験は個別試験として? なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――会話編』

白帝社　2013年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.{『みんなの中国語――会話編』電子教材,http://www

.ge.kobegakuin.ac.jp/~hanyuhuihua/index.html}への

リンク

2.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

3.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

4.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　第7　 我想吃拉? 。

1.助動詞：“想”“会”“能”

2.程度補語

3.「“不但”＋Ａ，“而且”＋Ｂ」

第2回　第8　 　在干什　　？

1.動作の進行

2.前置詞“和”

3.助動詞“要”

第3回　　元　　(4) 第7　、第8　

1.助動詞の使い方

2.程度補語を伴う文

3.動作が進行中であることを表す文

[練習]

第4回　第9　 　去　其他国家　？

1.過去の経験を表す表現

2.動作の回数を表す表現

3.動作を行なう場所を表す表現

第5回　第10　 我　坐　　　是自己爬？

1.選択疑問文

2.方向補語

3.動作や状態の持続を表す表現

第6回　　元　　(5) 第9　、第10　

1.名詞を修飾する語句の作り方(4)

2.過去の経験を表す文「…したことがある」

3.動作の回数を表す語句の使い方

4.時[とき]や範囲を表わす語句と動作に関する量を表す

語句との位置

5.選択疑問文

6.方向補語を伴う複合動詞

7.動作や状態の持続を表す文「動詞＋“着”」

8.存現文
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[練習]

第7回　第1回授業内試験

第7課から第10課，および単元復習(4)(5)について，リ

スニング試験と音読試験とを? なう。配点はそれぞれ10

点ずつで，合計20点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は第7課から第10課の置替え練習の問

答が完成できるかどうかを問う。

・音読試験は漢字だけで書かれた単元復習(4)(5)の課?

が正しく音読できるかどうかを問う。

第8回　第11　 　在日本看　京　　？

1.結果補語

2.可能補語

3.処置文

第9回　第12　 故　怎　　？

1.動作を行なった時・所・方式などを強調する表現

2.兼語文

3.近い未来を表す表現

第10回　　元　　(6) 第11　、第12　

1.結果補語を伴う複合動詞

2.可能補語を伴う複合動詞

3.物や情報の受け手や，利益を受ける対象を示す前置詞

“　”の使い方

4.動詞の重ね型⇒「ちょっと…してみる」

5.処置文

6.兼語文

7.強調文

8.近い未来を表す文

[練習]

第11回　第13　 　儿就是王府井大街。

1.受身文

2.副詞“就”と“才”

3.「…と比べると」の言い方

　お金の数え方

第12回　第14　 　　去　夜市　。

1.連動文

2.前置詞“在”

3.名詞を修飾する動詞句

第13回　第15　 阿姨，　包的　子真好吃。

1.“多＋動詞＋数量”「たくさん…しなさい」

2.範囲を強く限定する副詞“就”と動詞“　”

3.「前置詞“　”」⇒「…のために」

第14回　　元　　(7) 第13　、第14　、第15　

1.連動文(3)

2.受身文「…される」

3.動詞“　”の使い方

4.動詞“比”の使い方

5.助動詞“得d i”の使い方

6.前置詞の使い方：“往”・“　了”・“　”・“　”

7.副詞“就”と“才”の使い方

8.副詞“好”の使い方

[練習]

第15回　第2回授業内試験

第11課から第15課，および単元復習(6)(7)について，リ

スニング試験と音読試験とを? なう。配点はそれぞれ10

点ずつで，合計20点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は第11課から第15課の置替え練習の問

答が完成できるかどうかを問う。

・音読試験は漢字だけで書かれた単元復習(6)(7)の課?

が正しく音読できるかどうかを問う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級中国語Ⅱｂ （会話）ア【総リハ】

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科目に属する「初級中国語Ⅱｂ」では，同じく

共通教育科? に属する「初級中国語Ⅱａ」と共に，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や意? の異なる

さまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役? てることができる」ようになることを? 的とする。

　中国や中国語の使われる地域の? 化や社会に関するさ

まざまな情報を中国語で受信し，? 分の? 場から情報を

中国語で発信するすることができるようにするため，こ

の科? では会話体の中国語を材料に，主に中国語を聴く

・話すための基礎的能? を? につけることを目指す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての音節を聞分け，発音することができ

る。(技能)

2.簡単な日常挨拶ができる。(知識・技能)

3.中国語の発音記号であるピンイン(表音ローマ字)を読

んで中国語を発音することができる。(知識・技能)

4.中国語の常用漢字である簡体字で書かれた最も基礎的

な単語約500を正しく読み，自分でも書くことができる。

(知識・技能)

5.中国語の基本文型を把握し，自分の力で文を理解し，

自分の力で文を聴取り，話し，書くことができる。(知

識・技能)

6.日本中国語検定協会の実施する中国語検定試験(以下，
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中検と略称)で最も初歩の級である準４級または４級に

合格することができる。また，中国教育部(日本の文部

科学省に相当)に直属する国家漢語国際推広領導小組弁

公室(国家中国語国際推進普及指導グループ事務室)の認

定する漢語水平考試(中国語レベル試験，Hanyu Shuipin

g Kaoshi，以下，HSKと略称)で２級または３級に合格す

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSKの試験の程度は

・２級は「中国語を用いた簡単な日常会話を行うことが

でき，初級中国語優秀レベルに到達している。大学の第

二外国語における第一年度履修程度」

・３級は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミ

ュニケーションをとることができ，中国旅行の際にも大

部分のことに対応できる」

とされている。

中検の級とHSKの級とをCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠

)に当てはめれば，おおよそ次のようになる。

・中検「準４級」≒HSK「１～２級」≒CEFR「A1～A2」(

６等級あるうちの上から６～５番目)

・中検「４級」≒HSK「２～３級」≒CEFR「A2～B1」(６

等級あるうちの上から５～４番目)

CEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)とはヨーロッパにおい

て外国語学習者の能力評価時に共通の基準となるもので

あり，現在のHSKはこれに合致するように設計されてい

る。CEFRの内容は次のとおりである。

・A1：具体的な欲求を満足させるため，よく使われる日

常的表現と基本的な言い回しは理解し，用いることもで

きる。自分や他人を紹介することができ，どこに住んで

いるか，誰と知り合いか，持ち物などの個人的情報につ

いて，質問をしたり，答えたりできる。もし，相手がゆ

っくり，はっきりと話して，助け舟を出してくれるなら

簡単なやり取りをすることができる。

・A2：ごく基本的な個人的情報や家族情報，買い物，住

所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よく使

われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，

身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることがで

きる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性

のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

・B1：仕事，学校，娯楽で普段出会うような身近な話題

について，標準的な話し方であれば主要点を理解できる。

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こ

りそうな，たいていの事態に対処することができる。身

近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で

結びつけられた，脈略のあるテクストを作ることができ

る。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計

画の理由，説明を短く述べることができる。

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，文法，会話，中検準4級・4級，HSK2・3

級

＜授業の進め方＞

1.教科書の会話を漢字だけでノートに書き写す。(予習

・授業)

2.解説を聴いて会話の内容を理解し，発? 練習を繰り返

す。(授業・復習)

3.置替え練習を中? とした練習を? ない，? 型を把握し

定着させる。(授業・復習)

4.? テストを随時実施する。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・初級中国語は，一部学部と再履修クラスを除きⅠａ・

Ⅰｂ・Ⅱａ・Ⅱｂの全てを一括して履修しなければなら

ない。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

図書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

　読めて書ける中国語』などを使って自習すると良い。

・初学者向けの中国語科目には，初級中国語の他に中国

語入門会話も設けられている。すべて中国語を母語とす

る先生によって授業が担当され，理屈・説明を少なくし，

実践・会話に特化して授業が進められる。会話練習をさ

らに充実させたい人は，中国語入門会話も併せて履修す

ること薦める。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に立つ中国語を身につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を欠かすことはできない。少なくとも30

分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充ててほし

い。

　「参考図書」欄に挙げられている『みんなの中国語―

―会話編』電? 教材は教科書の内容をスマ

ートフォン・タブレット端末やコンピューターなどでも

学習することができるように作られたもの

であり，インターネットに接続できる環境であればいつ

でもどこでも無料で使うことができる。個

別の箇所ごとに? 声のオン・オフ，? 本語訳を含む? 字

のオン・オフを切り替えることもできる。

これを? いに活? してほしい。

＜提出課題など＞

　授業では? テストを随時実施する。形式は「聴き取り

」・「指定された? 節の? 読」・「空所補充」・「単語

整序」・「? ? 中訳」などとする。? 頭による? テスト

に対しては，授業の中で個別また全体的に指導を? なう。

筆記による? テストに対しては，採点し次回の授業で返

却する。

　また定期試験とは別に，リスニング問題と? 読問題と
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から成る授業内試験を2回? なう。これに対しては講評

等を? なわない。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・授業中に随時? なう? テストの結果を20%，授業時間

内で2回? なう試験の結果を40%，定期試験の結果を40%

の割合で成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。

＜テキスト＞

中山文・池田磨左文・于耀明・傍島史奈・山本透江　『

みんなの中国語――会話編』

白帝社　2013年　2500円＋税

＜参考図書＞

1.{『みんなの中国語――会話編』電子教材,http://www

.ge.kobegakuin.ac.jp/~hanyuhuihua/index.html}への

リンク

2.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

3.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

4.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　第7　 我想吃拉? 。

1.助動詞：“想”“会”“能”

2.程度補語

3.「“不但”＋Ａ，“而且”＋Ｂ」

第2回　第8　 　在干什　　？

1.動作の進行

2.前置詞“和”

3.助動詞“要”

第3回　　元　　(4) 第7　、第8　

1.助動詞の使い方

2.程度補語を伴う文

3.動作が進行中であることを表す文

[練習]

第4回　第9　 　去　其他国家　？

1.過去の経験を表す表現

2.動作の回数を表す表現

3.動作を行なう場所を表す表現

第5回　第10　 我　坐　　　是自己爬？

1.選択疑問文

2.方向補語

3.動作や状態の持続を表す表現

第6回　　元　　(5) 第9　、第10　

1.名詞を修飾する語句の作り方(4)

2.過去の経験を表す文「…したことがある」

3.動作の回数を表す語句の使い方

4.時[とき]や範囲を表わす語句と動作に関する量を表す

語句との位置

5.選択疑問文

6.方向補語を伴う複合動詞

7.動作や状態の持続を表す文「動詞＋“着”」

8.存現文

[練習]

第7回　第1回授業内試験

第7課から第10課，および単元復習(4)(5)について，リ

スニング試験と音読試験とを? なう。配点はそれぞれ10

点ずつで，合計20点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は第7課から第10課の置替え練習の問

答が完成できるかどうかを問う。

・音読試験は漢字だけで書かれた単元復習(4)(5)の課?

が正しく音読できるかどうかを問う。

第8回　第11　 　在日本看　京　　？

1.結果補語

2.可能補語

3.処置文

第9回　第12　 故　怎　　？

1.動作を行なった時・所・方式などを強調する表現

2.兼語文

3.近い未来を表す表現

第10回　　元　　(6) 第11　、第12　

1.結果補語を伴う複合動詞

2.可能補語を伴う複合動詞

3.物や情報の受け手や，利益を受ける対象を示す前置詞

“　”の使い方

4.動詞の重ね型⇒「ちょっと…してみる」

5.処置文

6.兼語文

7.強調文

8.近い未来を表す文

[練習]

第11回　第13　 　儿就是王府井大街。

1.受身文

2.副詞“就”と“才”

3.「…と比べると」の言い方

　お金の数え方

第12回　第14　 　　去　夜市　。

1.連動文

2.前置詞“在”

3.名詞を修飾する動詞句

第13回　第15　 阿姨，　包的　子真好吃。

1.“多＋動詞＋数量”「たくさん…しなさい」

2.範囲を強く限定する副詞“就”と動詞“　”

3.「前置詞“　”」⇒「…のために」

第14回　　元　　(7) 第13　、第14　、第15　
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1.連動文(3)

2.受身文「…される」

3.動詞“　”の使い方

4.動詞“比”の使い方

5.助動詞“得d i”の使い方

6.前置詞の使い方：“往”・“　了”・“　”・“　”

7.副詞“就”と“才”の使い方

8.副詞“好”の使い方

[練習]

第15回　第2回授業内試験

第11課から第15課，および単元復習(6)(7)について，リ

スニング試験と音読試験とを? なう。配点はそれぞれ10

点ずつで，合計20点。

試験内容は次の通りとする。

・リスニング試験は第11課から第15課の置替え練習の問

答が完成できるかどうかを問う。

・音読試験は漢字だけで書かれた単元復習(6)(7)の課?

が正しく音読できるかどうかを問う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅰａ 再・ラ

村上　嘉希

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(演習)

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は半期のドイツ語学習を通して、ごく簡単な表

現が聴き取れ、基本的な語句で自分の名前や気持ちが伝

えられるようになること、さらに日常生活での基本的な

表現を理解し、ごく簡単なやり取りができるようになる

ことを目的とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参

照枠』(略称CEFR)に照らせば、A1/1レベルに相当するド

イツ語運用能力です。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。
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＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語の再履修クラスではⅠa・Ⅰbとも共通の教

科書を使用しますが、リレー形式では授業を行ないませ

ん。ⅠaとⅠbとで扱う領域を分け，それぞれを独立させ

た形で授業を進めて行きます。初級ドイツ語 Ⅰaでは文

法学習の練習問題を入れながら、まとまったテキストを

読む力を養成します。

ドイツ語圏の社会や文化についての理解も深めていきま

しょう。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。ワークブッ

クが付いていない方の教科書を購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。宿題

の提出状況は、成績評価の対象になります。提出物につ

いては解答例の提示など、宿題の内容にそってフィード

バックします。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語Ⅰa 再」は、文法知識と

その運用能力、テキストを読む力を測ります。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600円＋

税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

ドイツ語を話す国々と主要都市、挨拶

第2回　あいさつする、自己紹介する

<1課の言語行為> あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第3回　自己と他者を紹介する

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第4回　プロフィールを聴く、書く

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第5回　体調をたずねる、答える

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞、動詞の現在人称変化、

　規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑問

文、　語順 (1)

第6回　余暇の過ごし方を話す

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第7回　申込書を書く

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第8回　復習

1課・2課の前半で学習した内容について、復習する。

第9回　数字を学ぶ
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＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第10回　Eメールを書く、ドイツ人の余暇の過ごし方に

ついて読み取る

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

＜ドイツ事情＞　Was machen die Deutschen gern?

第11回　時刻を学ぶ

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第12回　一日の過ごし方について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第13回　一週間の予定について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第14回　理想の1日について読む・書く、小学生の日常

生活について読み解く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

＜ドイツ事情＞ Mein Tag: Eine Sch?lerin erz?hlt.

第15回　総復習

1課から3課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅰａ 再・ル

志田　章

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は半期のドイツ語学習を通して、ごく簡単な表

現が聴き取れ、基本的な語句で自分の名前や気持ちが伝

えられるようになること、さらに日常生活での基本的な

表現を理解し、ごく簡単なやり取りができるようになる

ことを目的とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参

照枠』(略称CEFR)に照らせば、A1/1レベルに相当するド

イツ語運用能力です。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。
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A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語の再履修クラスではⅠa・Ⅰbとも共通の教

科書を使用しますが、リレー形式では授業を行ないませ

ん。ⅠaとⅠbとで扱う領域を分け，それぞれを独立させ

た形で授業を進めて行きます。再履修初級ドイツ語 Ⅰa

では文法学習の練習問題を入れながら、まとまったテキ

ストを読む力を養成します。ヴィデオやDVD等を通じて

ドイツ語圏の社会や文化についての理解も深めていきま

しょう。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。ワークブッ

クが付いていない方の教科書を購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。　授業へ

の欠席回数が三分の一を超えた場合、単位は認められま

せん。

第一回目の授業には必ず出席すること。授業内容・授業

方法、評価基準についての全体的な説明があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。宿題

の提出状況は、成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試際では、「初級ドイツ語Ⅰa 再」は、文法知識と

その運用能力、テキストを読む力を測ります。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600円＋

税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

ドイツ語を話す国々と主要都市、挨拶

第2回　あいさつする、自己紹介する

<1課の言語行為> あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑
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問文、　語順 (1)

第3回　自己と他者を紹介する

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第4回　プロフィールを聴く、書く

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第5回　体調をたずねる、答える

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞、動詞の現在人称変化、

　規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑問

文、　語順 (1)

第6回　余暇の過ごし方を話す

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第7回　申込書を書く

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第8回　復習と中間試験

1課・2課の前半で学習した内容について、おもに文法と

読解の面における定着度を測る。

第9回　中間試験の結果とフィードバック、数字を学ぶ

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第10回　Eメールを書く、ドイツ人の余暇の過ごし方に

ついて読み取る

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

＜ドイツ事情＞　Was machen die Deutschen gern?

第11回　時刻を学ぶ

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第12回　一日の過ごし方について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第13回　一週間の予定について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第14回　理想の1日について読む・書く、小学生の日常

生活について読み解く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

＜ドイツ事情＞ Mein Tag: Eine Sch?lerin erz?hlt.

第15回　総復習

1課から3課を総復習し、学習した内容の定着を図る。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅰａ (総合的コミュ二ケーション)エ【人

文】

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は、初級ドイツ語Ⅰbと緊密に連携した半期の

ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が聴き取れ、基

本的な語句で自分の名前や気持ちが伝えられるようにな

ること、さらに日常生活での基本的な表現を理解し、ご

く簡単なやり取りができるようになることを目的としま

す。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略称CEFR)

に照らせば、A1/1レベルに相当するドイツ語運用能力で

す。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語ではⅠa・Ⅰbとも共通の教科書を使用しま

す。ⅠaとⅠbで2名の担当教員が授業内容について緊密

に連絡を取り合いながら、リレー形式で授業を進めてい

きます。ドイツ語圏の社会や文化についての理解も深め

ていきましょう。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ
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クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。教科書とワ

ークブックを必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。なお、第

一回目の授業には必ず出席すること。授業内容・授業方

法、評価基準についての全体的な説明があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。提出

物については、添削や解答例の提示など、宿題の内容に

そってフィードバックします。なお宿題の提出状況は、

成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試際では、「初級ドイツ語Ⅰa」は、文法知識とそ

の運用能力、テキストを読む力を測ります。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

1. 藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーショ

ン活動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600

円＋税

2. 『スタート ! 1　ワークブック ― コミュニケーシ

ョン活動で学ぶドイツ語 ―』（三修社　2019年）定価1

000円＋税

なお、セット購入価格があります。購入時に確認してく

ださい。

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

ドイツ語を話す国々と主要都市、挨拶

第2回　あいさつする、自己紹介する

<1課の言語行為> あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第3回　自己と他者を紹介する

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第4回　プロフィールを聴く、書く

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第5回　体調をたずねる、答える

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞、動詞の現在人称変化、

　規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑問

文、　語順 (1)

第6回　余暇の過ごし方を話す

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第7回　申込書を書く

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第8回　復習

1課・2課の前半で学習した内容について復習する。

第9回　数字を学ぶ

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第10回　Eメールを書く、ドイツ人の余暇の過ごし方に

ついて読み取る

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計
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を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

＜ドイツ事情＞　Was machen die Deutschen gern?

第11回　時刻を学ぶ

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第12回　一日の過ごし方について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第13回　一週間の予定について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第14回　理想の1日について読む・書く、小学生の日常

生活について読み解く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

＜ドイツ事情＞ Mein Tag: Eine Sch?lerin erz?hlt.

第15回　総復習

1課から3課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅰｂ 再・シ

井口　真一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は半期のドイツ語学習を通して、ごく簡単な表

現が聴き取れ、基本的な語句で自分の名前や気持ちが伝

えられるようになること、さらに日常生活での基本的な

表現を理解し、ごく簡単なやり取りができるようになる

ことを目的とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参

照枠』(略称CEFR)に照らせば、A1/1レベルに相当するド

イツ語運用能力です。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠
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を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語Ⅰbの再履修クラスではⅠa・Ⅰbとも共通

の教科書を使用しますが、リレー形式では授業を行ない

ません。ⅠaとⅠbとで扱う領域を分け，それぞれを独立

させた形で授業を進めて行きます。初級ドイツ語 Ⅰbで

は、会話・コミュニケーション能力の育成に重点を置き

ます。会話と言っても、双方向のコミュニケーションと

考えてください。会話は話すことに留まりません。相手

の意図をくみ取るためには、聴く力を伸ばすこと、ポイ

ントをメモしたり、相手のメッセージに、返事のメール

を送ることも必要になってきます。広い視野から、会話

・コミュニケーション能力を捉えてください。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。ワークブッ

クが付いていない方の教科書を購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

第一回目の授業には必ず出席すること。授業内容・授業

方法、評価基準についての全体的な説明があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。宿題

の提出状況は、成績評価の対象になります。

提出された課題については、次回授業時に解答例の提示

と全体のフィードバックを行います。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語 Ⅰb 再」は、聴き取り

能力と書く力を測ります。音声を聴きながら、ポイント

をメモしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送

ることも必要になってきます。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600円＋

税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

ドイツ語を話す国々と主要都市、挨拶

第2回　あいさつする、自己紹介する

<1課の言語行為> あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第3回　自己と他者を紹介する

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第4回　プロフィールを聴く、書く
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<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第5回　体調をたずねる、答える

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞、動詞の現在人称変化、

　規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑問

文、　語順 (1)

第6回　余暇の過ごし方を話す

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第7回　申込書を書く

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第8回　復習と中間試験

1課・2課の前半で学習した内容について、おもに文法と

読解の面における定着度を測る。

第9回　中間試験の結果とフィードバック、数字を学ぶ

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第10回　Eメールを書く、ドイツ人の余暇の過ごし方に

ついて読み取る

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

＜ドイツ事情＞　Was machen die Deutschen gern?

第11回　時刻を学ぶ

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第12回　一日の過ごし方について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第13回　一週間の予定について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第14回　理想の1日について読む・書く、小学生の日常

生活について読み解く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

＜ドイツ事情＞ Mein Tag: Eine Sch?lerin erz?hlt.

第15回　総復習

1課から3課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅰｂ 再・リ

奥田　誠司

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動
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にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は、半期のドイツ語学習を通して、ごく簡単な

表現が聴き取れ、基本的な語句で自分の名前や気持ちが

伝えられるようになること、さらに日常生活での基本的

な表現を理解し、ごく簡単なやり取りができるようにな

ることを目的とします。これは、『ヨーロッパ言語共通

参照枠』(略称CEFR)に照らせば、A1/1レベルに相当する

ドイツ語運用能力です。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語の再履修クラスではⅠa・Ⅰbとも共通の教

科書を使用しますが、リレー形式では授業を行ないませ

ん。ⅠaとⅠbで扱う領域を分け、それぞれを独立させた

形で授業を進めて行きます。初級ドイツ語Ⅰbでは、会

話・コミュニケーション能力の育成に重点を置きます。

会話と言っても、双方向のコミュニケーションと考えて

ください。会話は話すことに留まりません。相手の意図

をくみ取るためには、聴く力を伸ばすこと、ポイントを

メモしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送る

ことも必要になってきます。広い視野から、会話・コミ

ュニケーション能力を捉えてください。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。ワークブッ

クが付いていない方の教科書を購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。
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＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。宿題

の提出状況は、成績評価の対象になります。提出物につ

いては、添削や解答例の提示など、宿題の内容にそって

フィードバックします。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語 Ⅰb 再」は、聴き取り

能力と書く力を測ります。音声を聴きながら、ポイント

をメモしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送

ることも必要になってきます。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600円＋

税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

ドイツ語を話す国々と主要都市、挨拶

第2回　あいさつする、自己紹介する

<1課の言語行為> あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第3回　自己と他者を紹介する

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第4回　プロフィールを聴く、書く

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第5回　体調をたずねる、答える

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞、動詞の現在人称変化、

　規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑問

文、　語順 (1)

第6回　余暇の過ごし方を話す

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第7回　申込書を書く

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第8回　復習

1課・2課の前半で学習した内容について復習する。

第9回　数字を学ぶ

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第10回　Eメールを書く、ドイツ人の余暇の過ごし方に

ついて読み取る

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

＜ドイツ事情＞　Was machen die Deutschen gern?

第11回　時刻を学ぶ

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第12回　一日の過ごし方について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で
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きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第13回　一週間の予定について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第14回　理想の1日について読む・書く、小学生の日常

生活について読み解く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

＜ドイツ事情＞ Mein Tag: Eine Sch?lerin erz?hlt.

第15回　総復習

1課から3課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅰｂ (総合的コミュ二ケーション)ア【経

済】

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習 ）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は、初級ドイツ語Ⅰaと緊密に連携した半期の

ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が聴き取れ、基

本的な語句で自分の名前や気持ちが伝えられるようにな

ること、さらに日常生活での基本的な表現を理解し、ご

く簡単なやり取りができるようになることを目的としま

す。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略称CEFR)

に照らせば、A1/1レベルに相当するドイツ語運用能力で

す。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ
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ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語ではⅠa・Ⅰbとも共通の教科書を使用しま

す。ⅠaとⅠbで2名の担当教員が授業内容について緊密

に連絡を取り合いながら、リレー形式で授業を進めてい

きます。ドイツ語圏の社会や文化についての理解も深め

ていきましょう。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。教科書とワ

ークブックを必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。提出

物については、添削や解答例の提示など、宿題の内容に

そってフィードバックします。なお宿題の提出状況は、

成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語 Ⅰb」は、聴き取り能力

と書く力を測ります。音声を聴きながら、ポイントをメ

モしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送るこ

とも必要になってきます。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

1. 藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーショ

ン活動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600

円＋税

2. 『スタート ! 1　ワークブック ― コミュニケーシ

ョン活動で学ぶドイツ語 ―』（三修社　2019年）定価1

000円＋税

なお、セット購入価格があります。購入時に確認してく

ださい。

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

ドイツ語を話す国々と主要都市、挨拶

第2回　あいさつする、自己紹介する

<1課の言語行為> あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第3回　自己と他者を紹介する

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第4回　プロフィールを聴く、書く

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第5回　体調をたずねる、答える

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞、動詞の現在人称変化、

　規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑問

文、　語順 (1)

第6回　余暇の過ごし方を話す

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）
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＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第7回　申込書を書く

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第8回　復習

1課・2課の前半で学習した内容について復習する。

第9回　数字を学ぶ

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第10回　Eメールを書く、ドイツ人の余暇の過ごし方に

ついて読み取る

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

＜ドイツ事情＞　Was machen die Deutschen gern?

第11回　時刻を学ぶ

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第12回　一日の過ごし方について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第13回　一週間の予定について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第14回　理想の1日について読む・書く、小学生の日常

生活について読み解く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

＜ドイツ事情＞ Mein Tag: Eine Sch?lerin erz?hlt.

第15回　総復習

1課から3課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅰｂ (総合的コミュニケーション)ア【薬

】

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習 ）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は、初級ドイツ語Ⅰaと緊密に連携した半期の

ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が聴き取れ、基

本的な語句で自分の名前や気持ちが伝えられるようにな

ること、さらに日常生活での基本的な表現を理解し、ご

く簡単なやり取りができるようになることを目的としま

す。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略称CEFR)

に照らせば、A1/1レベルに相当するドイツ語運用能力で

す。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。
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3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語ではⅠa・Ⅰbとも共通の教科書を使用しま

す。ⅠaとⅠbで2名の担当教員が授業内容について緊密

に連絡を取り合いながら、リレー形式で授業を進めてい

きます。ドイツ語圏の社会や文化についての理解も深め

ていきましょう。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。教科書とワ

ークブックを必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。提出

物については、添削や解答例の提示など、宿題の内容に

そってフィードバックします。なお宿題の提出状況は、

成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語 Ⅰb」は、聴き取り能力

と書く力を測ります。音声を聴きながら、ポイントをメ

モしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送るこ

とも必要になってきます。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

1. 藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーショ
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ン活動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600

円＋税

2. 『スタート ! 1　ワークブック ― コミュニケーシ

ョン活動で学ぶドイツ語 ―』（三修社　2019年）定価1

000円＋税

なお、セット購入価格があります。購入時に確認してく

ださい。

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

ドイツ語を話す国々と主要都市、挨拶

第2回　あいさつする、自己紹介する

<1課の言語行為> あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第3回　自己と他者を紹介する

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第4回　プロフィールを聴く、書く

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞（1）、動詞の現在人称変

化：規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑

問文、　語順 (1)

第5回　体調をたずねる、答える

<1課の言語行為>あいさつする、自分と他者を紹介する

（名前・出身・住まい・言語・専攻）

<1課の文法項目>　人称代名詞、動詞の現在人称変化、

　規則動詞、疑問詞付き疑問文、 Ja/Neinで答える疑問

文、　語順 (1)

第6回　余暇の過ごし方を話す

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第7回　申込書を書く

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第8回　復習

1課・2課の前半で学習した内容について復習する。

第9回　数字を学ぶ

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

第10回　Eメールを書く、ドイツ人の余暇の過ごし方に

ついて読み取る

＜2課の言語行為＞　自由時間の過ごし方について話す、

年齢・住所・電話番号を伝える　申込用紙を書く、つづ

りを言う、職業を言う、自己紹介のメールを書く、統計

を読む(1）

＜2課の文法項目＞人称代名詞（2）、動詞の現在人称変

化：不規則動詞、gernの使い方、nichtの使い方、男性

形と女性形

＜ドイツ事情＞　Was machen die Deutschen gern?

第11回　時刻を学ぶ

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第12回　一日の過ごし方について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第13回　一週間の予定について話す・書く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

第14回　理想の1日について読む・書く、小学生の日常

生活について読み解く

<3課の言語行為>時間表現を使う、日常の行動について

表現する、一週間の予定を述べる、会う約束をする、で



- 449 -

きること・しなければならないこと・したいことを表現

する

<3課の文法項目>分離動詞、語順 (2) 、話法の助動詞

k?nnen / m?ssen /

m?chten

＜ドイツ事情＞ Mein Tag: Eine Sch?lerin erz?hlt.

第15回　総復習

1課から3課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅱａ 再・ラ

村上　嘉希

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(演習)

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は半期のドイツ語学習を通して、ごく簡単な表

現が聴き取れ、基本的な語句で自分の名前や気持ちが伝

えられるようになること、さらに日常生活での基本的な

表現を理解し、ごく簡単なやり取りができるようになる

ことを目的とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参

照枠』(略称CEFR)に照らせば、A1/1レベルに相当するド

イツ語運用能力です。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語の再履修クラスではⅡa・Ⅱbとも共通の教

科書を使用しますが、リレー形式では授業を行ないませ

ん。ⅡaとⅡbで扱う領域を分け、それぞれを独立させた

形で授業を進めて行きます。初級ドイツ語 Ⅱ aでは文

法学習の練習問題を入れながら、まとまったテキストを

読む力を養成します。ドイツ語圏の社会や文化について
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の理解も深めていきましょう。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。ワークブッ

クが付いていない方の教科書を購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。宿題

の提出状況は、成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語Ⅱa 再」は、文法知識と

その運用能力、テキストを読む力を測ります。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600円＋

税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　部屋について表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第2回　家具・身の回りの物の名前を学ぶ

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第3回　住まいについて表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第4回　ドイツでの大学生の住まいについてのテキスト

を選択的に読む

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

＜ドイツ事情＞ Wie wohnen Studenten in Deutschland

?

第5回　食べ物・飲み物の名前を学ぶ

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第6回　レストランで注文する、味について表現する

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第7回　レストランで支払いする

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第8回　復習

4課・5課の前半で学習した内容について、おもに文法と

読解の面における定着度を測る。

第9回　ドイツ人の食習慣についてのテキストを読み解

く

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

＜ドイツ事情＞ Was essen die Deutschen?

第10回　店や品物の名前を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する
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＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第11回　場所を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第12回　商品の値段を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第13回　服装について学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第14回　ドイツの店舗の営業時間についてのテキストを

読み解く

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

＜ドイツ事情＞　Ladenoeffnungszeiten in Japan und

Deutschland

第15回　総復習

4課から6課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅱａ 再・ル

志田　章

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身に付けましょう。これは、

全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に基づい

て、他者および異文化を理解することができる」にそっ

ています。

＜到達目標＞

この授業は半期のドイツ語学習を通して、ごく簡単な表

現が聴き取れ、基本的な語句で自分の名前や気持ちが伝

えられるようになること、さらに日常生活での基本的な

表現を理解し、ごく簡単なやり取りができるようになる

ことを目的とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参

照枠』(略称CEFR)に照らせば、A1/1レベルに相当するド

イツ語運用能力です。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。
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C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

再履修初級ドイツ語ではⅡa・Ⅱbとも共通の教科書を使

用しますが、リレー形式では授業を行ないません。Ⅱa

とⅡbで扱う領域を分け、それぞれを独立させた形で授

業を進めて行きます。再履修初級ドイツ語 Ⅱaでは文法

学習の練習問題を入れながら、まとまったテキストを読

む力を養成します。ドイツ語圏の社会や文化についての

理解も深めていきましょう。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。ワークブッ

クが付いていない方の教科書を購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。宿題

の提出状況は、成績評価の対象になります。宿題などの

提出物はその内容に応じて、授業中に解答および解説を

行う、または添削したものを返却することによりフィー

ドバックします。

＜成績評価方法・基準＞

「授業記録」の提出と内容30％＋「課題」の提出と内容

30％＋5回の小テスト40％

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600円＋

税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　部屋について表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第2回　家具・身の回りの物の名前を学ぶ

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第3回　住まいについて表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第4回　ドイツでの大学生の住まいについてのテキスト

を選択的に読む

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

＜ドイツ事情＞ Wie wohnen Studenten in Deutschland

?

第5回　食べ物・飲み物の名前を学ぶ

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第6回　レストランで注文する、味について表現する
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＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第7回　レストランで支払いする

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第8回　復習

4課・5課の前半で学習した内容について復習する。

第9回　ドイツ人の食習慣についてのテキストを読み解

く

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

＜ドイツ事情＞ Was essen die Deutschen?

第10回　店や品物の名前を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第11回　場所を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第12回　商品の値段を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第13回　服装について学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第14回　ドイツの店舗の営業時間についてのテキストを

読み解く

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

＜ドイツ事情＞ Ladenoeffnungszeiten in Japan und D

eutschland

第15回　総復習

4課から6課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅱａ (総合的コミュ二ケーション)エ【人

文】

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は、初級ドイツ語Ⅱbと緊密に連携した半期の

ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が聴き取れ、基

本的な語句で自分の名前や気持ちが伝えられるようにな

ること、さらに日常生活での基本的な表現を理解し、ご

く簡単なやり取りができるようになることを目的としま

す。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略称CEFR)

に照らせば、A1/1レベルに相当するドイツ語運用能力で

す。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図
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れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語ではⅡa・Ⅱbとも共通の教科書を使用しま

す。ⅡaとⅡbで二名の担当教員が授業内容について緊密

に連絡を取り合いながら、リレー形式で授業を進めてい

きます。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。教科書とワ

ークブックを必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。なお、第

一回目の授業には必ず出席すること。授業内容・授業方

法、評価基準についての全体的な説明があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。提出されたも

のは、添削して返却し、注意事項を授業で伝えます。宿

題に取り組んでいることを前提として、授業は進められ

ます。宿題の提出状況は、成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試際では、「初級ドイツ語Ⅱa」では、文法知識と

その運用能力、テキストを読む力を評価します。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

1. 藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーショ

ン活動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600

円＋税

2. 『スタート ! 1　ワークブック ― コミュニケーシ

ョン活動で学ぶドイツ語 ―』（三修社　2019年）定価1

000円＋税

なお、セット購入価格があります。購入時に確認してく

ださい。

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　部屋について表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第2回　家具・身の回りの物の名前を学ぶ

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を
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述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第3回　住まいについて表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第4回　ドイツでの大学生の住まいについてのテキスト

を選択的に読む

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

＜ドイツ事情＞ Wie wohnen Studenten in Deutschland

?

第5回　食べ物・飲み物の名前を学ぶ

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第6回　レストランで注文する、味について表現する

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第7回　レストランで支払いする

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第8回　復習

4課・5課の前半で学習した内容について復習する。

第9回　ドイツ人の食習慣についてのテキストを読み解

く

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

＜ドイツ事情＞ Was essen die Deutschen?

第10回　店や品物の名前を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第11回　場所を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第12回　商品の値段を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第13回　服装について学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第14回　ドイツの店舗の営業時間についてのテキストを

読み解く

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

＜ドイツ事情＞ Laden?ffnungszeiten in Japan und De

utschaland

第15回　総復習

4課から6課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅱｂ 再・シ

井口　真一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身に付けましょう。これは、

全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に基づい

て、他者および異文化を理解することができる」にそっ

ています。

＜到達目標＞

この授業は半期のドイツ語学習を通して、ごく簡単な表

現が聴き取れ、基本的な語句で自分の名前や気持ちが伝

えられるようになること、さらに日常生活での基本的な
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表現を理解し、ごく簡単なやり取りができるようになる

ことを目的とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参

照枠』(略称CEFR)に照らせば、A1/1レベルに相当するド

イツ語運用能力です。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語の再履修クラスではⅡa・Ⅱbとも共通の教

科書を使用しますが、リレー形式では授業を行ないませ

ん。ⅡaとⅡbで扱う領域を分け、それぞれを独立させた

形で授業を進めて行きます。初級ドイツ語Ⅱbでは、会

話・コミュニケーション能力の育成に重点を置きます。

会話と言っても、双方向のコミュニケーションと考えて

ください。会話は話すことに留まりません。相手の意図

をくみ取るためには、聴く力を伸ばすこと、ポイントを

メモしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送る

ことも必要になってきます。広い視野から、会話・コミ

ュニケーション能力を捉えてください。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。ワークブッ

クが付いていない方の教科書を購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。宿題

の提出状況は、成績評価の対象になります。

提出された課題については、次回授業時に解答例の提示

と全体のフィードバックを行います。

＜成績評価方法・基準＞
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授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語 Ⅱb 再」は、聴き取り

能力と書く力を測ります。音声を聴きながら、ポイント

をメモしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送

ることも必要になってきます。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600円＋

税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　部屋について表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第2回　家具・身の回りの物の名前を学ぶ

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第3回　住まいについて表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第4回　ドイツでの大学生の住まいについてのテキスト

を選択的に読む

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

＜ドイツ事情＞ Wie wohnen Studenten in Deutschland

?

第5回　食べ物・飲み物の名前を学ぶ

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第6回　レストランで注文する、味について表現する

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第7回　レストランで支払いする

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第8回　復習

4課・5課の前半で学習した内容について復習する

第9回　ドイツ人の食習慣についてのテキストを読み解

く

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

＜ドイツ事情＞ Was essen die Deutschen?

第10回　店や品物の名前を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第11回　場所を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第12回　商品の値段を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第13回　服装について学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第14回　ドイツの店舗の営業時間についてのテキストを

読み解く

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを
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表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

＜ドイツ事情＞ Ladenoeffnungszeiten in Japan und D

eutschland

第15回　総復習

定期試験に備えて4課から6課を総復習する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅱｂ 再・リ

奥田　誠司

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は半期のドイツ語学習を通して、ごく簡単な表

現が聴き取れ、基本的な語句で自分の名前や気持ちが伝

えられるようになること、さらに日常生活での基本的な

表現を理解し、ごく簡単なやり取りができるようになる

ことを目的とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参

照枠』(略称CEFR)に照らせば、A1/1レベルに相当するド

イツ語運用能力です。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語の再履修クラスではIIa・IIbとも共通の教

科書を使用しますが、リレー形式では授業を行ないませ

ん。IIaとIIbで扱う領域を分け、それぞれを独立させた

形で授業を進めて行きます。再履修初級ドイツ語IIbで

は、会話・コミュニケーション能力の育成に重点を置き

ます。会話と言っても、双方向のコミュニケーションと

考えてください。会話は話すことに留まりません。相手
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の意図をくみ取るためには、聴く力を伸ばすこと、ポイ

ントをメモしたり、相手のメッセージに、返事のメール

を送ることも必要になってきます。広い視野から、会話

・コミュニケーション能力を捉えてください。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。ワークブッ

クが付いていない方の教科書を購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。なお、第

一回目の授業には必ず出席すること。授業内容・授業方

法、評価基準についての全体的な説明があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。宿題

の提出状況は、成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語 Ⅱb 再」は、聴き取り

能力と書く力を測ります。音声を聴きながら、ポイント

をメモしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送

ることも必要になってきます。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600円＋

税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　部屋について表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第2回　家具・身の回りの物の名前を学ぶ

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第3回　住まいについて表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第4回　ドイツでの大学生の住まいについてのテキスト

を選択的に読む

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

＜ドイツ事情＞ Wie wohnen Studenten in Deutschland

?

第5回　食べ物・飲み物の名前を学ぶ

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第6回　レストランで注文する、味について表現する

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第7回　レストランで支払いする

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第8回　復習

4課・5課の前半で学習した内容について復習する。

第9回　ドイツ人の食習慣についてのテキストを読み解

く

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞
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＜ドイツ事情＞ Was essen die Deutschen?

第10回　店や品物の名前を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第11回　場所を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第12回　商品の値段を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第13回　服装について学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第14回　ドイツの店舗の営業時間についてのテキストを

読み解く

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

＜ドイツ事情＞ Ladenoeffnungszeiten in Japan und D

eutschland

第15回　総復習

4課から6課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅱｂ (総合的コミュ二ケーション)ア【経

済】

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は、初級ドイツ語Ⅱaと緊密に連携した半期の

ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が聴き取れ、基

本的な語句で自分の名前や気持ちが伝えられるようにな

ること、さらに日常生活での基本的な表現を理解し、ご

く簡単なやり取りができるようになることを目的としま

す。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略称CEFR)

に照らせば、A1/1レベルに相当するドイツ語運用能力で

す。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨



- 461 -

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語ではⅡa・Ⅱbとも共通の教科書を使用しま

す。ⅡaとⅡbで二名の担当教員が授業内容について緊密

に連絡を取り合いながら、リレー形式で授業を進めてい

きます。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。教科書とワ

ークブックを必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。なお、第

一回目の授業には必ず出席すること。授業内容・授業方

法、評価基準についての全体的な説明があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。提出されたも

のは、添削して返却し、注意事項を授業で伝えます。宿

題に取り組んでいることを前提として、授業は進められ

ます。宿題の提出状況は、成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語 Ⅱb」は、聴き取り能力

と書く力を測ります。音声を聴きながら、ポイントをメ

モしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送るこ

とも必要になってきます。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

1. 藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーショ

ン活動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600

円＋税

2. 『スタート ! 1　ワークブック ― コミュニケーシ

ョン活動で学ぶドイツ語 ―』（三修社　2019年）定価1

000円＋税

なお、セット購入価格があります。購入時に確認してく

ださい。

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　部屋について表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第2回　家具・身の回りの物の名前を学ぶ

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第3回　住まいについて表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第4回　ドイツでの大学生の住まいについてのテキスト

を選択的に読む

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を
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述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

＜ドイツ事情＞ Wie wohnen Studenten in Deutschland

?

第5回　食べ物・飲み物の名前を学ぶ

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第6回　レストランで注文する、味について表現する

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第7回　レストランで支払いする

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第8回　復習

4課・5課の前半で学習した内容について、復習する

第9回　ドイツ人の食習慣についてのテキストを読み解

く

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

＜ドイツ事情＞ Was essen die Deutschen?

第10回　店や品物の名前を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第11回　場所を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第12回　商品の値段を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第13回　服装について学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第14回　ドイツの店舗の営業時間についてのテキストを

読み解く

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

＜ドイツ事情＞ Laden?ffnungszeiten in Japan und De

utschland

第15回　総復習

4課から6課を総復習し、学習した内容の定着を図る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級ドイツ語Ⅱｂ (総合的コミュニケーション)ア【薬

】

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシーの「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」

にそっています。

＜到達目標＞

この授業は、初級ドイツ語Ⅱaと緊密に連携した半期の

ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が聴き取れ、基

本的な語句で自分の名前や気持ちが伝えられるようにな

ること、さらに日常生活での基本的な表現を理解し、ご

く簡単なやり取りができるようになることを目的としま

す。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略称CEFR)

に照らせば、A1/1レベルに相当するドイツ語運用能力で

す。

1. よく使われる日常的表現と基本的な言い回しを理解

し、用いることができる。

2. 自分や他人を紹介することができる。

3. どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物など

の個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。
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4. もし相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を

出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」は、ゲーテ・インスティトゥートの公式HPに

よれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

初級ドイツ語ではⅡa・Ⅱbとも共通の教科書を使用しま

す。ⅡaとⅡbで二名の担当教員が授業内容について緊密

に連絡を取り合いながら、リレー形式で授業を進めてい

きます。

授業中に随時小テストを行ないます。小テストの成績は

成績評価の対象になります。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

新しい課に入る前には、教科書巻末にある「自己チェッ

クリスト」を使って、すでに学習した内容が理解できて

いるかどうかを自己診断しておきましょう。教科書とワ

ークブックを必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。なお、第

一回目の授業には必ず出席すること。授業内容・授業方

法、評価基準についての全体的な説明があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。提出されたも

のは、添削して返却し、注意事項を授業で伝えます。宿

題に取り組んでいることを前提として、授業は進められ

ます。宿題の提出状況は、成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験では、「初級ドイツ語 Ⅱb」は、聴き取り能力

と書く力を測ります。音声を聴きながら、ポイントをメ

モしたり、相手のメッセージに、返事のメールを送るこ

とも必要になってきます。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

1. 藤原三枝子他著『スタート! 1― コミュニケーショ

ン活動で学ぶドイツ語―』（三修社　2019年）定価2600

円＋税
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2. 『スタート ! 1　ワークブック ― コミュニケーシ

ョン活動で学ぶドイツ語 ―』（三修社　2019年）定価1

000円＋税

なお、セット購入価格があります。購入時に確認してく

ださい。

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　部屋について表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第2回　家具・身の回りの物の名前を学ぶ

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第3回　住まいについて表現する

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

第4回　ドイツでの大学生の住まいについてのテキスト

を選択的に読む

＜4課の言語行為＞ 家、部屋の様子を説明する・意見を

述べる、住居の広告を理解する

＜4課の文法項目＞名詞の性と格、定冠詞・不定冠詞・

否定冠詞の主格・目的格、所有冠詞の主格・目的格（1

）

＜ドイツ事情＞ Wie wohnen Studenten in Deutschland

?

第5回　食べ物・飲み物の名前を学ぶ

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第6回　レストランで注文する、味について表現する

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第7回　レストランで支払いする

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

第8回　復習

4課・5課の前半で学習した内容について、復習する

第9回　ドイツ人の食習慣についてのテキストを読み解

く

＜5課の言語行為＞　食習慣について話す、カフェで注

文する・支払う

＜5課の文法項目＞　m?gen、不定冠詞と定冠詞の目的格、

無冠詞、名詞と3人称の人称代名詞

＜ドイツ事情＞ Was essen die Deutschen?

第10回　店や品物の名前を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第11回　場所を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第12回　商品の値段を表す表現を学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第13回　服装について学ぶ

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

第14回　ドイツの店舗の営業時間についてのテキストを

読み解く

＜6課の言語行為＞　どこで何を買うことができるかを

話す、スーパーの広告を理解する、何がどこにあるかを

表現する、営業時間を理解する

＜6課の文法項目＞　場所を表す前置詞、不定冠詞　・

定冠詞：与格、指示代名詞：主格・目的格

＜ドイツ事情＞ Laden?ffnungszeiten in Japan und De

utschland

第15回　総復習

4課から6課を総復習し、学習した内容の定着を図る。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級フランス語Ⅰａ 再・シ

玉置　良行

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

全学のディプロマシー・ポリシーで示されるなかでも、

とりわけ「広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性

を涵養」することと、「自分の意見を口頭や文書によっ

て表現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュ

ニケーションをとることができる」フランス語の表現力

を得ることを目的とします。

また、修得した言語能力を使って、同ＤＰにある「国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して、社会に役立てる」態度を養

うことも重要です。

一連のフランス語科目の中では入門にあたり、フランス

語の概略を知ること。具体的には、フランス語の綴りと

音の関係、主要な構文、状況に応じた簡単な会話を理解

し使えるようになることが目的ですが、特に本講義にお

いては、フランス語の基本文法、すなわちフランス語と

いう言葉のしくみを理解することを目指します。

＜到達目標＞

実用フランス語技能検定試験（仏検）5級相当のフラン

ス語運用能力習得を目標とします。仏検5級の内容は、

フランス語のへの入り口として「初歩的な日常的フラン

ス語を理解し、読み、聞き、書くことができる。」とさ

れています。

より具体的な目標として；

　・フランス語の初歩的な単文を読んで理解する

　・文章や口頭で日常的な応答ができる

　・初歩的な文書のための文法知識を理解する

などがあげられます。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語文法、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

まず教科書付属の録音を聞き、音読を繰り返します。

さらに各回の主要な文法項目について解説を聞いた上で、

例文の読解や練習問題といった演習をおこないます。場

合によっては補足教材や応用問題を使用します。

課題の提出や小テストを適宜求めます。

また、授業中のやりとり、あるいはコメントペーパーや

dotCampusなどを使って、質問とそのフィードバックを

行い疑問点を解消しつつ理解を深めていきます。

＜履修するにあたって＞

2年次以上で初めてフランス語を学ぶ場合は、この授業

「初級フランス語I」再履修クラスから始めてください

（「初級フランス語II」再履修クラスは、フランス語を

半期程度学んだレベルの既習者が対象です）。

なお、再履修クラスはペアクラスではなく、aとbを単独

で受講することもできます。

＜授業時間外に必要な学修＞

録音を繰り返し聴く、繰り返し読む、例文を繰り返し書

く、といった復習が極めて重要です。

音源は出版社のホームページからダウンロードすること

ができます。また、受講生が自習に使うことを想定した

Web教材も用意されているので、積極的に理解度を試し

補完することもできます。これらの情報は教科書に詳細

が記載されています。約1時間の事前・事後学習が必要

です。

＜提出課題など＞

授業の進行と理解度にあわせて、和訳や練習問題・補足

問題を課題とします。

課題は授業での直接提出、またはメールやdotCampusで

の提出を基本として、それぞれに対するコメントを個別、

または授業中の解説に含める形でフィードバックします。

小テストを実施します。小テストは受講生の理解度や質

問内容を踏まえて学期中に数回実施し、次の授業で採点

・返却します。授業での講評もおこないます。

定期試験を実施します。解説と講評を提示します。

＜成績評価方法・基準＞

全15回のうち3分の2以上の授業に出席しなければ単位は

認められません。

点数配分は、定期試験：50％、課題提出＋小テスト：30

％、授業のアクティビティ：20%です。

＜テキスト＞

有富智世ほか『なびふらんせ1』朝日出版社、2016年

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

授業中に適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

フランス語の紹介とフランス語を学ぶにあたっての留意

事項

　・授業履修上の注意事項、授業の進め方や成績評価方

法の説明

　・教科書や辞書、参考書についての説明。

　・Lecon 0より「フランス（パリ）の紹介」

　・Lecon 1より「アルファべの紹介」

第2回　Lecon 1

フランス語のルール

　・アルファべ

　・綴り字と発音

　・リエゾン、アンシェヌマン、エリジィオン

　・フランス語の挨拶
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　・フランス語の数

第3回　Lecon 2（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 2の主要文法項目

　・名詞の性

　・不定冠詞、定冠詞

　・提示の表現

第4回　Lecon 2（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 2の主要文法項目

　・名詞の性

　・不定冠詞、定冠詞

　・提示の表現

第5回　Lecon 3（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 3の主要文法項目

　・主語人称代名詞

　・動詞 etre / avoir

第6回　Lecon 3（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 3の主要文法項目

　・主語人称代名詞

　・動詞 etre / avoir

第7回　これまでの復習・補足練習

例文の音読や和訳、補足の解説や練習問題、小テストな

どを通じて、ここまでの学習内容を振り返る。

各課の語彙と表現を確認する。

第8回　Lecon 4（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 4の主要文法項目

　・第1群規則動詞

　・疑問文と答え方

第9回　Lecon 4（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 4の主要文法項目

　・第1群規則動詞

　・疑問文と答え方

第10回　Lecon 5（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 5の主要文法項目

　・部分冠詞

　・複数形の作り方

　・否定文と否定疑問文

第11回　Lecon 5（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 5の主要文法項目

　・部分冠詞

　・複数形の作り方

　・否定文と否定疑問文

第12回　Lecon 6（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 6の主要文法項目

　・形容詞

　・指示形容詞

　・所有形容詞

第13回　Lecon 6（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 6の主要文法項目

　・形容詞

　・指示形容詞

　・所有形容詞

第14回　これまでの復習・補足問題

例文の音読や和訳、補足の解説や練習問題、小テストな

どを通じて、ここまでの学習内容を振り返る。

各課の語彙と表現を確認する。

第15回　総合練習

前期内容の総復習

　・フランス語のルール

　・各文法事項のチェック

　・定期試験に向けて表現と文法の整理

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級フランス語Ⅰａ 再・ラ

釣　馨

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

全学のディプロマシー・ポリシーで示されるなかでも、

とりわけ「広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性

を涵養」することと、「自分の意見を口頭や文書によっ

て表現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュ

ニケーションをとることができる」フランス語の表現力

を得ることを目的とします。

また、修得した言語能力を使って、同ＤＰにある「国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して、社会に役立てる」態度を養

うことも重要です。

一連のフランス語科目の中では入門にあたり、フランス

語の概略を知ること。具体的には、フランス語の綴りと

音の関係、主要な構文、状況に応じた簡単な会話を理解

し使えるようになることが目的ですが、特に本講義にお

いては、フランス語の基本文法、すなわちフランス語と

いう言葉のしくみを理解することを目指します。

＜到達目標＞

実用フランス語技能検定試験（仏検）5級相当のフラン

ス語運用能力習得を目標とします。仏検5級の内容は、

フランス語のへの入り口として「初歩的な日常的フラン

ス語を理解し、読み、聞き、書くことができる。」とさ
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れています。

より具体的な目標として；

　・フランス語の初歩的な単文を読んで理解する

　・文章や口頭で日常的な応答ができる

　・初歩的な文書のための文法知識を理解する

などがあげられます。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語文法、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

まず教科書付属の録音を聞き、音読を繰り返します。

さらに各回の主要な文法項目について解説を聞いた上で、

例文の読解や練習問題といった演習をおこないます。場

合によっては補足教材や応用問題を使用します。

課題の提出や小テストを適宜求めます。

また、授業中のやりとり、あるいはコメントペーパーや

dotCampusなどを使って、質問とそのフィードバックを

行い疑問点を解消しつつ理解を深めていきます。

＜履修するにあたって＞

2年次以上で初めてフランス語を学ぶ場合は、この授業

「初級フランス語I」再履修クラスから始めてください

（「初級フランス語II」再履修クラスは、フランス語を

半期程度学んだレベルの既習者が対象です）。

なお、再履修クラスはペアクラスではなく、aとbを単独

で受講することもできます。

＜授業時間外に必要な学修＞

録音を繰り返し聴く、繰り返し読む、例文を繰り返し書

く、といった復習が極めて重要です。

音源は出版社のホームページからダウンロードすること

ができます。また、受講生が自習に使うことを想定した

Web教材も用意されているので、積極的に理解度を試し

補完することもできます。これらの情報は教科書に詳細

が記載されています。約1時間の事前・事後学習が必要

です。

＜提出課題など＞

授業の進行と理解度にあわせて、和訳や練習問題・補足

問題を課題とします。

課題は授業での直接提出、またはメールやdotCampusで

の提出を基本として、それぞれに対するコメントを個別、

または授業中の解説に含める形でフィードバックします。

小テストを実施します。小テストは受講生の理解度や質

問内容を踏まえて学期中に数回実施し、次の授業で採点

・返却します。授業での講評もおこないます。

定期試験を実施します。解説と講評を提示します。

＜成績評価方法・基準＞

全15回のうち3分の2以上の授業に出席しなければ単位は

認められません。

点数配分は、定期試験：50％、課題提出＋小テスト：30

％、授業のアクティビティ：20%です。

＜テキスト＞

有富智世ほか『なびふらんせ1』朝日出版社、2016年

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

授業中に適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

フランス語の紹介とフランス語を学ぶにあたっての留意

事項

　・授業履修上の注意事項、授業の進め方や成績評価方

法の説明

　・教科書や辞書、参考書についての説明。

　・Lecon 0より「フランス（パリ）の紹介」

　・Lecon 1より「アルファべの紹介」

第2回　Lecon 1

フランス語のルール

　・アルファべ

　・綴り字と発音

　・リエゾン、アンシェヌマン、エリジィオン

　・フランス語の挨拶

　・フランス語の数

第3回　Lecon 2（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 2の主要文法項目

　・名詞の性

　・不定冠詞、定冠詞

　・提示の表現

第4回　Lecon 2（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 2の主要文法項目

　・名詞の性

　・不定冠詞、定冠詞

　・提示の表現

第5回　Lecon 3（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 3の主要文法項目

　・主語人称代名詞

　・動詞 etre / avoir

第6回　Lecon 3（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 3の主要文法項目

　・主語人称代名詞

　・動詞 etre / avoir

第7回　これまでの復習・補足練習

例文の音読や和訳、補足の解説や練習問題、小テストな

どを通じて、ここまでの学習内容を振り返る。

各課の語彙と表現を確認する。

第8回　Lecon 4（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 4の主要文法項目

　・第1群規則動詞
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　・疑問文と答え方

第9回　Lecon 4（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 4の主要文法項目

　・第1群規則動詞

　・疑問文と答え方

第10回　Lecon 5（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 5の主要文法項目

　・部分冠詞

　・複数形の作り方

　・否定文と否定疑問文

第11回　Lecon 5（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 5の主要文法項目

　・部分冠詞

　・複数形の作り方

　・否定文と否定疑問文

第12回　Lecon 6（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 6の主要文法項目

　・形容詞

　・指示形容詞

　・所有形容詞

第13回　Lecon 6（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 6の主要文法項目

　・形容詞

　・指示形容詞

　・所有形容詞

第14回　これまでの復習・補足問題

例文の音読や和訳、補足の解説や練習問題、小テストな

どを通じて、ここまでの学習内容を振り返る。

各課の語彙と表現を確認する。

第15回　総合練習

前期内容の総復習

　・フランス語のルール

　・各文法事項のチェック

　・定期試験に向けて表現と文法の整理

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級フランス語Ⅰａ (総合的コミュニケーション)イ【

法】

池端　妙子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目の受講生は、フランス語の正しい発音、文法の

基礎や表現を学び、フランス語の基本的なコミュニケー

ション能力（聞く、読む、話す、書く力）をバランスよ

く養うことを目的とします。

　　授業中に受講生は、各課で習う文法事項に関連した

ビデオを視聴し、クイズ形式の文法問題を解き、ペア・

グループで表現を練習することにより、フランス語の基

礎的な知識を主体的に獲得していきます。ビデオでは、

買い物や道案内等「使える」フランス語の表現に視聴覚

的に触れます。また、練習問題では、適宜インターネッ

トで調べ学習を行ってクラスで情報を共有することで、

フランスでの暮らしを仮想体験することができるでしょ

う。各課の最後では、メールや食文化等に関するテキス

トを読んだり、自分で文章を書いたりする練習にもチャ

レンジします。

　　授業を通して、実践的な言語能力に加え、フランス

語圏の文化や社会に関する知識も身につけることで、異

文化体験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習

得することを目的とします。これは、全学ディプロマ・

ポリシー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文

化を理解することができる」、「2. さまざまな問題を

発見し、それを解決する方策を導くことができる」に沿

ったものです。

＜到達目標＞

受講生は、「初級フランス語 I a, I b, II a, II b」

修了時点で、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）A1レベ

ルに到達することを目指します。ヨーロッパ言語共通参

照枠とは、言語の枠や国境を越えて、外国語の運用能力

を同一の基準で測ることが出来る国際標準のことです。

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の６つのレベルは、

日本フランス語試験管理センターによれば以下のように

なります。

A1 : 簡単なやりとりが可能で、自分や、身近な物事に

ついて話すことができます。

A2 : 日常生活に関わる簡単な課題を実行できます。丁

寧表現を用いたり、もっとも日常的なやり取りを交わし

たりすることができます。

B1 : やりとりを維持すること、議論を理解、継続し、

自分の見解や意見を述べることができます。日常生活の

予期せぬ状況にも対処できます。

B2 : 自分の意見を主張するために筋道の通った議論の

流れを作ることができ、自分の見解を展開し、交渉する

ことができます。このレベルの受験者は、社交的な談話

の中で流暢に会話を交わし、自分の間違いを自分で修正

することができるようになっています。

C1 : 流暢で自然なコミュニケーションを成立させるこ

とが可能です。豊富な語彙があり、自分の意見を伝える

際に適切な表現を選択できます。明瞭で構成の整った話

を滑らかに発し、様々な構文に習熟した使用者であるこ
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とが見て取れます。

C2 : 言語への熟練が、表現の正確さや適切さ、流暢さ

に現われます。受験者は学術的な、あるいは高度な課題

を実現することができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

語圏の社会・文化

＜授業の進め方＞

「初級フランス語Ia」「初級フランス語Ib」合わせて、

4回の授業で１課を終わらせるペースで教科書を進めて

いきます。

　　まず、各課で習う文法事項に関連したビデオを見て、

教師の質問や教科書の設問に答えて、ビデオの大まかな

内容を推測します。

　それから、文法ルールを受講生が自ら発見する形で学

び取り、ペア・グループワークを活用することで、学習

事項を定着させ、自分でも応用できるようにします。

適宜、文化的要素が取り入れられたある程度の文章を読

んだり、文を書いたりする練習もします。

　　授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テ

ストに挑戦します。

＜履修するにあたって＞

・「初級フランス語Ib」を並行して受講する必要があり

ます。

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま

す。課題は成績評価の対象になります。

実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

・授業への積極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容

20% + 小テストの成績 20% + 定期試験 40%

・定期試験を受けるには、全15回の授業のうち10回以上

の授業の出席日数が必要です。

＊なお、定期試験において、「初級フランス語Ia」の科

目では文法のルールの理解と文章の読解力を問う出題が

されます。

＊評価がSとAの人数の割合は、合格者（つまり評価C以

上）全体の30％程度と定められています。

＜テキスト＞

北村亜矢子、Durrenberger Vincent『マエストロ１』（

朝日出版社　2020年）定価2,700円＋税

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　Introduction

Premiers contacts

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明、フランス語を学ぶ上でのアドバイス。

テキスト１課：挨拶をする

アルファべ

第2回　Premiers contacts

テキスト1課：名前を言う、名前のスペルを言う

名詞の性、不定冠詞（１）un, une

第3回　se pr?senter

テキスト2課：国籍を言う、職業を言う、出身地を言う

主語人称代名詞、動詞?tre

第4回　se pr?senter

テキスト2課：国籍を言う、職業を言う、出身地を言う

女性形の作り方：国籍、職業

第5回　Parler de soi et des autres 1

テキスト3課：話せる言語を言う、専攻を言う、好きな

ことを言う

定冠詞le, la, les、名詞の複数形

第6回　Parler de soi et des autres 1

テキスト3課：話せる言語を言う、専攻を言う、好きな

ことを言う

動詞-er（1）

第7回　Parler de soi et des autres 2

テキスト4課：住んでいる国や都市を言う

国名／都市名の前の前置詞

第8回　Parler de soi et des autres 2

テキスト4課：否定する

否定形ne…pas

第9回　Parler de soi et des autres 3

テキスト5課：持ち物を言う

不定冠詞（2）un, une, des、動詞avoir

第10回　Parler de soi et des autres 3

テキスト5課：年齢を言う
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il y a、否定のde

第11回　Parler de son quotidien

テキスト6課：行き先を言う、家事について話す

動詞faire, aller、動詞-er（2）

第12回　Parler de son quotidien

テキスト6課：普段することを語る

前置詞?と定冠詞の縮約

第13回　D?crire une personne et un objet

テキスト7課：人や物を描写する

形容詞の性、数、位置、

第14回　D?crire une personne et un objet

テキスト7課：所有を言う、電話番号を言う

所有形容詞、疑問形容詞quel

第15回　総復習

前期に学習した内容の総復習をします。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級フランス語Ⅰａ (総合的コミュニケーション)ウ【

法】

南　コニー

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業携帯：対面もしくは感染状況によりオンデマンド

遠隔授業

＜授業の目的＞

この科目は全学のDPにあるように、「幅広い知識に基づ

いて、他者および異文化を理解することができる／獲得

した知識や技能を社会に役立てることができる」ことを

目指す。

フランス語文法の基礎を学ぶことにより、練習問題など

を通して、基本的なフランス語表現がわかるようにする。

日常でよく使われる単語を覚え、それを用いて例文を理

解したり、簡単な文を自分で作る、またフランス語特有

の発音を身につけることで、それらの文を自分で言える

ようにすることを目指す。

＜到達目標＞

初級フランス語1a,ｂ,IIa,b修了時点で仏検（実用フラ

ンス語技能検定試験）の5級に合格できる水準、欧州言

語共通参照枠ではA1レベルを目指す。

1.フランス語の簡単な表現を理解し、発音できる。

2. 規則動詞と重要な不規則動詞を現在時制で活用（そ

れぞれの人称に合わせて変化させること）させて文を作

れる。

3.名詞の数や性別に応じて変化する表現（冠詞・形容詞

など）の仕組みを理解する

4.簡単な文の意味を考えたり、作ったりできる。

＜授業の進め方＞

対面授業で行なう予定です。

語学の学習なので、発音練習や隣の人とグループになっ

て発音練習してもらうこともあります。

教科書の文法事項を説明し、それを理解したうえで、簡

単な練習問題を解く。場合によって、応用問題を出した

り、プリントなどの配布物で補足する。単語や動詞の活

用を覚えるにあたり、各自で発音練習する。必要に応じ

て小テストを行い、学習の理解度をチェックする。

＜履修するにあたって＞

1.初級フランス語Ibを並行して受講することが必要です。

2.遅刻や欠席がないようにする。

3.教科書、辞書、筆記用具を持参してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書に出てきた単語・表現を自分でも確認し、理解し

ておくようにする。

テキストにはwebの「なびふらんせ」があるので、積極

的に利用してもらいたい。

http://navifr.fj.tokoha-u.ac.jp/wnf/index.html

1時間程度の学習はすること。

＜提出課題など＞

教科書の内容にそったレポート等

授業の最初に添削したものを返却します。

＜成績評価方法・基準＞

定期テストと授業内の小テストや取り組み：定期テスト

の成績 60％、授業内小テストなどの評価40％

出席については、１５回あるなかで、３分の２以上の出

席が必要です。

＜テキスト＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

清岡智比古『フラ語入門、わかりやすいにもホドがある

!』白水社

＜授業計画＞

第1回　introduction

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明、フランス語を学ぶ上でのアドバイス。

テキスト0課：フランスってどんな国？

テキスト1課：アルファべ（pp. 2-17)

第2回　Je m'appelle…

テキスト1課：アルファベ復習、自分の名前を言ってみ

よう、綴り字記号、綴り字と発音、リエゾン、アンシェ

ヌマン、エリジィオン、フランス語の挨拶、フランス語

の数、Exercices (pp. 16-19)

第3回　Une baguette, s'il vous pla?t !

テキスト2課：「これは何ですか？／これは? です／?

をください」
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会話教材を用いた学習

＜2課の文法項目＞名詞の性、冠詞①（不定冠詞、定冠

詞）、提示の表現

Exercices (pp. 20-23)

第4回　Une baguette, s'il vous pla?t !

テキスト2課：「これは何ですか？／これは? です／?

をください」

会話教材を用いた学習

＜2課の文法項目＞名詞の性、冠詞①（不定冠詞、定冠

詞）、提示の表現

Exercices (pp. 20-23)

第5回　これまでのまとめ

1課、2課で学習した内容について、おもに文法面と読解

面における習熟度を測る。

第6回　Nous sommes maintenant ? Paris.

テキスト3課：職業と国籍／旅に関する語／数、「私は

? です／私は? を持っています」

会話教材を用いた学習

＜3課の文法項目＞主語人称代名詞、動詞 ?treとavoir

Exercices (pp. 24-27)

第7回　Nous sommes maintenant ? Paris.

テキスト3課：職業と国籍／旅に関する語／数、「私は

? です／私は? を持っています」

会話教材を用いた学習

＜3課の文法項目＞主語人称代名詞、動詞 ?treとavoir

Exercices (pp. 24-27)

第8回　J'aime la tour Eiffel.

テキスト4課：様々な動詞／都市／言語、「? （するこ

と）が好きです／? に住んでいます」

会話教材を用いた学習

＜4課の文法項目＞第1群規則動詞（-er動詞）、疑問文

と答え方、Exercices (pp. 28-31)

第9回　J'aime la tour Eiffel.

テキスト4課：様々な動詞／都市／言語、「? （するこ

と）が好きです／? に住んでいます」

会話教材を用いた学習

＜4課の文法項目＞第1群規則動詞（-er動詞）、疑問文

と答え方、Exercices (pp. 28-31)

第10回　これまでのまとめ

3課、4課で学習した内容について、おもに文法面と読解

面における定着度を測る。

第11回　J'ach?te du fromage.

テキスト5課：食べ物／飲み物（数えられる名詞、数え

られない名詞）、「? がある」

会話教材を用いた学習

＜5課の文法項目＞冠詞②（部分冠詞）、複数形の作り

方、否定文と否定疑問文、Exercices (pp. 32-35)

第12回　J'ach?te du fromage.

テキスト5課：食べ物／飲み物（数えられる名詞、数え

られない名詞）、「? がある」

会話教材を用いた学習

＜5課の文法項目＞冠詞②（部分冠詞）、複数形の作り

方、否定文と否定疑問文、Exercices (pp. 32-35)

第13回　C'est magnifique !

テキスト6課：基本的な形容詞／家族／色／人について

いう／状態を言う／所有を言う

会話教材を用いた学習

＜6課の文法項目＞形容詞、指示形容詞、所有形容詞、E

xercices (pp. 32-35)

第14回　C'est magnifique !

テキスト6課：基本的な形容詞／家族／色／人について

いう／状態を言う／所有を言う

会話教材を用いた学習

＜6課の文法項目＞形容詞、指示形容詞、所有形容詞、E

xercices (pp. 32-35)

第15回　総復習

5、６課を中心に総復習する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級フランス語Ⅰａ (総合的コミュニケーション)イ【

経営】

南　コニー

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業携帯：対面もしくは感染状況によりオンデマンド

遠隔授業

＜授業の目的＞

この科目は全学のDPにあるように、「幅広い知識に基づ

いて、他者および異文化を理解することができる／獲得

した知識や技能を社会に役立てることができる」ことを

目指す。

フランス語文法の基礎を学ぶことにより、練習問題など

を通して、基本的なフランス語表現がわかるようにする。

日常でよく使われる単語を覚え、それを用いて例文を理

解したり、簡単な文を自分で作る、またフランス語特有

の発音を身につけることで、それらの文を自分で言える

ようにすることを目指す。

＜到達目標＞

初級フランス語1a,ｂ,IIa,b修了時点で仏検（実用フラ

ンス語技能検定試験）の5級に合格できる水準、欧州言

語共通参照枠ではA1レベルを目指す。

1.フランス語の簡単な表現を理解し、発音できる。

2. 規則動詞と重要な不規則動詞を現在時制で活用（そ

れぞれの人称に合わせて変化させること）させて文を作

れる。

3.名詞の数や性別に応じて変化する表現（冠詞・形容詞

など）の仕組みを理解する

4.簡単な文の意味を考えたり、作ったりできる。

＜授業の進め方＞
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対面授業で行なう予定です。

語学の学習なので、発音練習や隣の人とグループになっ

て発音練習してもらうこともあります。

教科書の文法事項を説明し、それを理解したうえで、簡

単な練習問題を解く。場合によって、応用問題を出した

り、プリントなどの配布物で補足する。単語や動詞の活

用を覚えるにあたり、各自で発音練習する。必要に応じ

て小テストを行い、学習の理解度をチェックする。

＜履修するにあたって＞

1.初級フランス語Ibを並行して受講することが必要です。

2.遅刻や欠席がないようにする。

3.教科書、辞書、筆記用具を持参してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書に出てきた単語・表現を自分でも確認し、理解し

ておくようにする。

テキストにはwebの「なびふらんせ」があるので、積極

的に利用してもらいたい。

http://navifr.fj.tokoha-u.ac.jp/wnf/index.html

1時間程度の学習はすること。

＜提出課題など＞

教科書の内容にそったレポート等

授業の最初に添削したものを返却します。

＜成績評価方法・基準＞

定期テストと授業内の小テストや取り組み：定期テスト

の成績 60％、授業内小テストなどの評価40％

出席については、１５回あるなかで、３分の２以上の出

席が必要です。

＜テキスト＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

清岡智比古『フラ語入門、わかりやすいにもホドがある

!』白水社

＜授業計画＞

第1回　introduction

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明、フランス語を学ぶ上でのアドバイス。

テキスト0課：フランスってどんな国？

テキスト1課：アルファべ（pp. 2-17)

第2回　Je m'appelle…

テキスト1課：アルファベ復習、自分の名前を言ってみ

よう、綴り字記号、綴り字と発音、リエゾン、アンシェ

ヌマン、エリジィオン、フランス語の挨拶、フランス語

の数、Exercices (pp. 16-19)

第3回　Une baguette, s'il vous pla?t !

テキスト2課：「これは何ですか？／これは? です／?

をください」

会話教材を用いた学習

＜2課の文法項目＞名詞の性、冠詞①（不定冠詞、定冠

詞）、提示の表現

Exercices (pp. 20-23)

第4回　Une baguette, s'il vous pla?t !

テキスト2課：「これは何ですか？／これは? です／?

をください」

会話教材を用いた学習

＜2課の文法項目＞名詞の性、冠詞①（不定冠詞、定冠

詞）、提示の表現

Exercices (pp. 20-23)

第5回　これまでのまとめ

1課、2課で学習した内容について、おもに文法面と読解

面における習熟度を測る。

第6回　Nous sommes maintenant ? Paris.

テキスト3課：職業と国籍／旅に関する語／数、「私は

? です／私は? を持っています」

会話教材を用いた学習

＜3課の文法項目＞主語人称代名詞、動詞 ?treとavoir

Exercices (pp. 24-27)

第7回　Nous sommes maintenant ? Paris.

テキスト3課：職業と国籍／旅に関する語／数、「私は

? です／私は? を持っています」

会話教材を用いた学習

＜3課の文法項目＞主語人称代名詞、動詞 ?treとavoir

Exercices (pp. 24-27)

第8回　J'aime la tour Eiffel.

テキスト4課：様々な動詞／都市／言語、「? （するこ

と）が好きです／? に住んでいます」

会話教材を用いた学習

＜4課の文法項目＞第1群規則動詞（-er動詞）、疑問文

と答え方、Exercices (pp. 28-31)

第9回　J'aime la tour Eiffel.

テキスト4課：様々な動詞／都市／言語、「? （するこ

と）が好きです／? に住んでいます」

会話教材を用いた学習

＜4課の文法項目＞第1群規則動詞（-er動詞）、疑問文

と答え方、Exercices (pp. 28-31)

第10回　これまでのまとめ

3課、4課で学習した内容について、おもに文法面と読解

面における定着度を測る。

第11回　J'ach?te du fromage.

テキスト5課：食べ物／飲み物（数えられる名詞、数え

られない名詞）、「? がある」

会話教材を用いた学習

＜5課の文法項目＞冠詞②（部分冠詞）、複数形の作り

方、否定文と否定疑問文、Exercices (pp. 32-35)

第12回　J'ach?te du fromage.

テキスト5課：食べ物／飲み物（数えられる名詞、数え

られない名詞）、「? がある」

会話教材を用いた学習

＜5課の文法項目＞冠詞②（部分冠詞）、複数形の作り

方、否定文と否定疑問文、Exercices (pp. 32-35)



- 473 -

第13回　C'est magnifique !

テキスト6課：基本的な形容詞／家族／色／人について

いう／状態を言う／所有を言う

会話教材を用いた学習

＜6課の文法項目＞形容詞、指示形容詞、所有形容詞、E

xercices (pp. 32-35)

第14回　C'est magnifique !

テキスト6課：基本的な形容詞／家族／色／人について

いう／状態を言う／所有を言う

会話教材を用いた学習

＜6課の文法項目＞形容詞、指示形容詞、所有形容詞、E

xercices (pp. 32-35)

第15回　総復習

5、６課を中心に総復習する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級フランス語Ⅰａ (総合的コミュニケーション)ｱ【現

社･社防】

池端　妙子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目の受講生は、フランス語の正しい発音、文法の

基礎や表現を学び、フランス語の基本的なコミュニケー

ション能力（聞く、読む、話す、書く力）をバランスよ

く養うことを目的とします。

　　授業中に受講生は、各課で習う文法事項に関連した

ビデオを視聴し、クイズ形式の文法問題を解き、ペア・

グループで表現を練習することにより、フランス語の基

礎的な知識を主体的に獲得していきます。ビデオでは、

買い物や道案内等「使える」フランス語の表現に視聴覚

的に触れます。また、練習問題では、適宜インターネッ

トで調べ学習を行ってクラスで情報を共有することで、

フランスでの暮らしを仮想体験することができるでしょ

う。各課の最後では、メールや食文化等に関するテキス

トを読んだり、自分で文章を書いたりする練習にもチャ

レンジします。

　　授業を通して、実践的な言語能力に加え、フランス

語圏の文化や社会に関する知識も身につけることで、異

文化体験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習

得することを目的とします。これは、全学ディプロマ・

ポリシー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文

化を理解することができる」、「2. さまざまな問題を

発見し、それを解決する方策を導くことができる」に沿

ったものです。

＜到達目標＞

受講生は、「初級フランス語 I a, I b, II a, II b」

修了時点で、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）A1レベ

ルに到達することを目指します。ヨーロッパ言語共通参

照枠とは、言語の枠や国境を越えて、外国語の運用能力

を同一の基準で測ることが出来る国際標準のことです。

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の６つのレベルは、

日本フランス語試験管理センターによれば以下のように

なります。

A1 : 簡単なやりとりが可能で、自分や、身近な物事に

ついて話すことができます。

A2 : 日常生活に関わる簡単な課題を実行できます。丁

寧表現を用いたり、もっとも日常的なやり取りを交わし

たりすることができます。

B1 : やりとりを維持すること、議論を理解、継続し、

自分の見解や意見を述べることができます。日常生活の

予期せぬ状況にも対処できます。

B2 : 自分の意見を主張するために筋道の通った議論の

流れを作ることができ、自分の見解を展開し、交渉する

ことができます。このレベルの受験者は、社交的な談話

の中で流暢に会話を交わし、自分の間違いを自分で修正

することができるようになっています。

C1 : 流暢で自然なコミュニケーションを成立させるこ

とが可能です。豊富な語彙があり、自分の意見を伝える

際に適切な表現を選択できます。明瞭で構成の整った話

を滑らかに発し、様々な構文に習熟した使用者であるこ

とが見て取れます。

C2 : 言語への熟練が、表現の正確さや適切さ、流暢さ

に現われます。受験者は学術的な、あるいは高度な課題

を実現することができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

語圏の社会・文化

＜授業の進め方＞

「初級フランス語Ia」「初級フランス語Ib」合わせて、

4回の授業で１課を終わらせるペースで教科書を進めて

いきます。

　　まず、各課で習う文法事項に関連したビデオを見て、

教師の質問や教科書の設問に答えて、ビデオの大まかな

内容を推測します。

　それから、文法ルールを受講生が自ら発見する形で学

び取り、ペア・グループワークを活用することで、学習

事項を定着させ、自分でも応用できるようにします。

適宜、文化的要素が取り入れられたある程度の文章を読

んだり、文を書いたりする練習もします。

　　授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テ

ストに挑戦します。

＜履修するにあたって＞

・「初級フランス語Ib」を並行して受講する必要があり
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ます。

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま

す。課題は成績評価の対象になります。

実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

・授業への積極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容

20% + 小テストの成績 20% + 定期試験 40%

・定期試験を受けるには、全15回の授業のうち10回以上

の授業の出席日数が必要です。

＊なお、定期試験において、「初級フランス語Ia」の科

目では文法のルールの理解と文章の読解力を問う出題が

されます。

＊評価がSとAの人数の割合は、合格者（つまり評価C以

上）全体の30％程度と定められています。

＜テキスト＞

北村亜矢子、Durrenberger Vincent『マエストロ１』（

朝日出版社　2020年）定価2,700円＋税

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　Introduction

Premiers contacts

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明、フランス語を学ぶ上でのアドバイス。

テキスト１課：挨拶をする

アルファべ

第2回　Premiers contacts

テキスト1課：名前を言う、名前のスペルを言う

名詞の性、不定冠詞（１）un, une

第3回　se pr?senter

テキスト2課：国籍を言う、職業を言う、出身地を言う

主語人称代名詞、動詞?tre

第4回　se pr?senter

テキスト2課：国籍を言う、職業を言う、出身地を言う

女性形の作り方：国籍、職業

第5回　Parler de soi et des autres 1

テキスト3課：話せる言語を言う、専攻を言う、好きな

ことを言う

定冠詞le, la, les、名詞の複数形

第6回　Parler de soi et des autres 1

テキスト3課：話せる言語を言う、専攻を言う、好きな

ことを言う

動詞-er（1）

第7回　Parler de soi et des autres 2

テキスト4課：住んでいる国や都市を言う

国名／都市名の前の前置詞

第8回　Parler de soi et des autres 2

テキスト4課：否定する

否定形ne…pas

第9回　Parler de soi et des autres 3

テキスト5課：持ち物を言う

不定冠詞（2）un, une, des、動詞avoir

第10回　Parler de soi et des autres 3

テキスト5課：年齢を言う

il y a、否定のde

第11回　Parler de son quotidien

テキスト6課：行き先を言う、家事について話す

動詞faire, aller、動詞-er（2）

第12回　Parler de son quotidien

テキスト6課：普段することを語る

前置詞?と定冠詞の縮約

第13回　D?crire une personne et un objet

テキスト7課：人や物を描写する

形容詞の性、数、位置、

第14回　D?crire une personne et un objet

テキスト7課：所有を言う、電話番号を言う

所有形容詞、疑問形容詞quel

第15回　総復習

前期に学習した内容の総復習をします。



- 475 -

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級フランス語Ⅰｂ 再・ラ

藤本　智成

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は全学のDP（ディプロマ・ポリシー）にあるよ

うに、「幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理

解することができる／獲得した知識や技能を社会に役立

てることができる」ことを目指す。

フランス語文法の基礎を学ぶことにより、練習問題など

を通して、基本的なフランス語表現がわかるようにする。

日常でよく使われる単語を覚え、それを用いて例文を理

解したり、簡単な文を自分で作る、またフランス語特有

の発音を身につけることで、それらの文を自分で言える

ようにすることを目指す。

＜到達目標＞

「フランス語Ⅰa, Ⅰb, Ⅱa, Ⅱb」修了時点で仏検（実

用フランス語技能検定試験）の5級に合格できる水準を

目指す。仏検の受験要項によれば、5級の検定基準は「

初歩的なフランス語を理解し、聞き、話すことができる。

学習50時間以上」である。なお、欧州言語共通参照枠で

はA1レベル。

内容的にはフランス語の簡単な表現を理解し、発音でき

る。規則動詞と重要な不規則動詞を現在時制で活用（そ

れぞれの人称に合わせて変化させること）ができる。名

詞の数や性別に応じて変化する表現（冠詞・形容詞など

）の仕組みを理解できる。簡単な文の意味を考え、作成

できる。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語会話、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

教科書の文法事項を口頭や板書で説明し、それを理解し

たうえで、簡単な練習問題を解く。場合によって、応用

問題を出したり、プリントなどの配布物で補足する。単

語や動詞の活用を覚えるにあたり、口頭で発音練習する。

必要に応じて小テストを行い、学習の理解度をチェック

する。

＜履修するにあたって＞

教科書、仏和辞書、筆記用具を用意すること。辞書は特

に指定しない。電子辞書でも書籍の辞書でも、現在入手

可能な最新のものであれば、どのメーカーや出版社のも

のでも構わない。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書に出てくる新出単語や表現の説明については、受

講者の予習を前提に進めるので、各自で確認し、理解し

ておくようにする。

下記の使用教科書には、特典として、Web上で公開され

ている副教材がある。大いに活用して、1時間程度の予

習・復習をすること。

＜提出課題など＞

授業で消化できなかった練習問題や、独自の課題の提出

を求める場合がある。

＜成績評価方法・基準＞

単位取得には3分の2の出席が必要。定期試験の成績７０

％　小テストや課題の提出状況など：３０％によって評

価する。

＜テキスト＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わて、適宜紹介する。

＜授業計画＞

第1回　introduction

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明、フランス語を学ぶ上でのアドバイス。

テキスト0課：フランスってどんな国？

テキスト1課：アルファべ（pp. 2-17)

第2回　Je m'appelle…

テキスト1課：アルファベ復習、自分の名前を言ってみ

よう、綴り字記号、綴り字と発音、リエゾン、アンシェ

ヌマン、エリジィオン、フランス語の挨拶、フランス語

の数、Travaux Pratiques (pp. 16-19)

第3回　Une baguette, s'il vous plait !

テキスト2課：「これは何ですか？／これは? です／?

をください」

会話教材を用いた学習

＜2課の文法項目＞名詞の性、冠詞①（不定冠詞、定冠

詞）、提示の表現、Travaux Pratiques (pp. 20-23)

第4回　Une baguette, s'il vous plait !

テキスト2課：「これは何ですか？／これは? です／?

をください」

会話教材を用いた学習

＜2課の文法項目＞名詞の性、冠詞①（不定冠詞、定冠

詞）、提示の表現、Travaux Pratiques (pp. 20-23)

第5回　小テスト
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1課、2課で学習した内容について、ペアまたはグループ

の形式で口頭試験を実施する。

第6回　Nous sommes maintenant　a Paris.

テキスト3課：職業と国籍／旅に関する語／数、「私は

? です／私は? を持っています」

会話教材を用いた学習

＜3課の文法項目＞主語人称代名詞、動詞etreとavoir、

Travaux Pratiques (pp. 24-27)

第7回　Nous sommes maintenant a Paris.

テキスト3課：職業と国籍／旅に関する語／数、「私は

? です／私は? を持っています」

会話教材を用いた学習

＜3課の文法項目＞主語人称代名詞、動詞etreとavoir、

Travaux Pratiques (pp. 24-27)

第8回　J'aime la tour Eiffel.

テキスト4課：様々な動詞／都市／言語、「? （するこ

と）が好

です／? に住んでいます」

会話教材を用いた学習

＜4課の文法項目＞第1群規則動詞（-er動詞）、疑問文

と答え方、Travaux Pratiques (pp. 28-31)

第9回　J'aime la tour Eiffel.

テキスト4課：様々な動詞／都市／言語、「? （するこ

と）が好きです／? に住んでいます」

会話教材を用いた学習

＜4課の文法項目＞第1群規則動詞（-er動詞）、疑問文

と答え方、Travaux Pratiques (pp. 28-31)

第10回　小テスト

3課、4課で学習した内容について、ペアまたはグループ

の形式で口頭試験を実施する。

第11回　J'achete du fromage.

テキスト5課：食べ物／飲み物（数えられる名詞、数え

られない名詞）、「? がある」

会話教材を用いた学習

＜5課の文法項目＞冠詞②（部分冠詞）、複数形の作り

方、否定文と否定疑問文、Travaux Pratiques (pp. 32-

35)

第12回　J'achete du fromage.

テキスト5課：食べ物／飲み物（数えられる名詞、数え

られない名詞）、「? がある」

会話教材を用いた学習

＜5課の文法項目＞冠詞②（部分冠詞）、複数形の作り

方、否定文と否定疑問文、Travaux Pratiques (pp. 32-

35)

第13回　C'est magnifique !

テキスト6課：基本的な形容詞／家族／色／人について

いう／状態を言う／所有を言う

会話教材を用いた学習

＜6課の文法項目＞形容詞、指示形容詞、所有形容詞、T

ravaux Pratiques (pp. 32-35)

第14回　C'est magnifique !

テキスト6課：基本的な形容詞／家族／色／人について

いう／状態を言う／所有を言う

会話教材を用いた学習

＜6課の文法項目＞形容詞、指示形容詞、所有形容詞、T

ravaux Pratiques (pp. 32-35)

第15回　小テスト

5課、6課で学習した内容について、ペアまたはグループ

の形式で口頭試験を実施する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級フランス語Ⅰｂ 再・リ

釣　馨

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は全学のDPにあるように、「幅広い知識に基づ

いて、他者および異文化を理解することができる／獲得

した知識や技能を社会に役立てることができる」ことを

目指す。

フランス語文法の基礎を学ぶことにより、練習問題など

を通して、基本的なフランス語表現がわかるようにする。

日常でよく使われる単語を覚え、それを用いて例文を理

解したり、簡単な文を自分で作る、またフランス語特有

の発音を身につけることで、それらの文を自分で言える

ようにすることを目指す。

＜到達目標＞

初級フランス語1a,ｂ,IIa,b修了時点で仏検（実用フラ

ンス語技能検定試験）の5級に合格できる水準、欧州言

語共通参照枠ではA1レベル。

内容的にはフランス語の簡単な表現を理解し、発音でき

ること。規則動詞と重要な不規則動詞を現在時制で活用



- 477 -

（それぞれの人称に合わせて変化させること）ができる

こと、名詞の数や性別に応じて変化する表現（冠詞・形

容詞など）の仕組みを理解すること、簡単な文の意味を

考えたり、作ったりできるようになること。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語文法、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

語学の学習なので、発音練習や隣の人とグループになっ

て発音練習してもらうこともあります。

教科書の文法事項を説明し、それを理解したうえで、簡

単な練習問題を解く。場合によって、応用問題を出した

り、プリントなどの配布物で補足する。単語や動詞の活

用を覚えるにあたり、各自で発音練習する。必要に応じ

て小テストを行い、学習の理解度をチェックする。

＜履修するにあたって＞

1.再履修クラスはペアクラスではなく、aとbを単独で受

講することもできます。

2.遅刻や欠席がないようにする。

3.教科書、辞書、筆記用具を持参してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書に出てきた単語・表現を自分でも確認し、理解し

ておくようにする。

ポートフォリオなどを活用し、1時間程度の学習はする

こと。

＜提出課題など＞

教科書の内容にそった練習問題をプリント（ネット）で

配布し、提出させることがある。

回答は授業中に確認し、理解の補足となるようにする。

＜成績評価方法・基準＞

・定期試験（あるいは小テスト）を行なう。 成績評価

の方法・割合は、定期試験（小テストのみの場合もある

）で７０％、授業中の小テストや課題の評価で３０％と

する。

・出席確認：全15回の授業のうち10回以上の授業に出席

しなければ単位は認めません。

また評価がSとAの人数の割合は、合格者(つまり評価Ｃ

以上)全体の30%程度とする。

＜テキスト＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　introduction

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明、フランス語を学ぶ上でのアドバイス。

テキスト0課：フランスってどんな国？

テキスト1課：アルファべ（pp. 2-17)

第2回　Je m'appelle…

テキスト1課：アルファベ復習、自分の名前を言ってみ

よう、綴り字記号、綴り字と発音、リエゾン、アンシェ

ヌマン、エリジィオン、フランス語の挨拶、フランス語

の数、Exercices (pp. 16-19)

第3回　Une baguette, s'il vous pla?t !

テキスト2課：「これは何ですか？／これは? です／?

をください」

会話教材を用いた学習

＜2課の文法項目＞名詞の性、冠詞①（不定冠詞、定冠

詞）、提示の表現

Exercices (pp. 20-23)

第4回　Une baguette, s'il vous pla?t !

テキスト2課：「これは何ですか？／これは? です／?

をください」

会話教材を用いた学習

＜2課の文法項目＞名詞の性、冠詞①（不定冠詞、定冠

詞）、提示の表現

Exercices (pp. 20-23)

第5回　小テスト

1課、2課で学習した内容について、おもに文法面と読解

面における習熟度を測る。

第6回　Nous sommes maintenant ? Paris.

テキスト3課：職業と国籍／旅に関する語／数、「私は

? です／私は? を持っています」

会話教材を用いた学習

＜3課の文法項目＞主語人称代名詞、動詞 ?treとavoir

Exercices (pp. 24-27)

第7回　Nous sommes maintenant ? Paris.

テキスト3課：職業と国籍／旅に関する語／数、「私は

? です／私は? を持っています」

会話教材を用いた学習

＜3課の文法項目＞主語人称代名詞、動詞 ?treとavoir

Exercices (pp. 24-27)

第8回　J'aime la tour Eiffel.

テキスト4課：様々な動詞／都市／言語、「? （するこ

と）が好きです／? に住んでいます」

会話教材を用いた学習

＜4課の文法項目＞第1群規則動詞（-er動詞）、疑問文

と答え方、Exercices (pp. 28-31)

第9回　J'aime la tour Eiffel.

テキスト4課：様々な動詞／都市／言語、「? （するこ

と）が好きです／? に住んでいます」

会話教材を用いた学習

＜4課の文法項目＞第1群規則動詞（-er動詞）、疑問文

と答え方、Exercices (pp. 28-31)

第10回　復習と小テスト

3課、4課で学習した内容について、おもに文法面と読解
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面における定着度を測る。

第11回　J'ach?te du fromage.

テキスト5課：食べ物／飲み物（数えられる名詞、数え

られない名詞）、「? がある」

会話教材を用いた学習

＜5課の文法項目＞冠詞②（部分冠詞）、複数形の作り

方、否定文と否定疑問文、Exercices (pp. 32-35)

第12回　J'ach?te du fromage.

テキスト5課：食べ物／飲み物（数えられる名詞、数え

られない名詞）、「? がある」

会話教材を用いた学習

＜5課の文法項目＞冠詞②（部分冠詞）、複数形の作り

方、否定文と否定疑問文、Exercices (pp. 32-35)

第13回　C'est magnifique !

テキスト6課：基本的な形容詞／家族／色／人について

いう／状態を言う／所有を言う

会話教材を用いた学習

＜6課の文法項目＞形容詞、指示形容詞、所有形容詞、E

xercices (pp. 32-35)

第14回　C'est magnifique !

テキスト6課：基本的な形容詞／家族／色／人について

いう／状態を言う／所有を言う

会話教材を用いた学習

＜6課の文法項目＞形容詞、指示形容詞、所有形容詞、E

xercices (pp. 32-35)

第15回　総復習

5、６課を中心に総復習する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級フランス語Ⅰｂ (総合的コミュ二ケーション)ア【

経済】

寺尾　佳子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目の受講生は、フランス語の正しい発音、文法の

基礎や表現を学び、フランス語の基本的なコミュニケー

ション能力（聞く、読む、話す、書く力）をバランスよ

く養うことを目的とします。

　授業中に受講生は、各課で習う文法事項に関連したビ

デオを視聴し、クイズ形式の文法問題を解き、ペア・グ

ループで表現を練習することにより、フランス語の基礎

的な知識を主体的に獲得していきます。ビデオでは、買

い物や道案内等「使える」フランス語の表現に視聴覚的

に触れます。また、練習問題では、適宜インターネット

で調べ学習を行ってクラスで情報を共有することで、フ

ランスでの暮らしを仮想体験することができるでしょう。

各課の最後では、メールや食文化等に関するテキストを

読んだり、自分で文章を書いたりする練習にもチャレン

ジします。

　授業を通して、実践的な言語能力に加え、フランス語

圏の文化や社会に関する知識も身につけることで、異文

化体験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習得

することを目的とします。これは、全学ディプロマ・ポ

リシー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化

を理解することができる」、「2. さまざまな問題を発

見し、それを解決する方策を導くことができる」に沿っ

たものです。

＜到達目標＞

受講生は、「初級フランス語 I a, I b, II a, II b」

修了時点で、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）A1レベ

ルに到達することを目指します。ヨーロッパ言語共通参

照枠とは、言語の枠や国境を越えて、外国語の運用能力

を同一の基準で測ることが出来る国際標準のことです。

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の６つのレベルは、

日本フランス語試験管理センターによれば以下のように

なります。

A1 : 簡単なやりとりが可能で、自分や、身近な物事に

ついて話すことができます。

A2 : 日常生活に関わる簡単な課題を実行できます。丁

寧表現を用いたり、もっとも日常的なやり取りを交わし

たりすることができます。

B1 : やりとりを維持すること、議論を理解、継続し、

自分の見解や意見を述べることができます。日常生活の

予期せぬ状況にも対処できます。

B2 : 自分の意見を主張するために筋道の通った議論の

流れを作ることができ、自分の見解を展開し、交渉する

ことができます。このレベルの受験者は、社交的な談話

の中で流暢に会話を交わし、自分の間違いを自分で修正

することができるようになっています。

C1 : 流暢で自然なコミュニケーションを成立させるこ

とが可能です。豊富な語彙があり、自分の意見を伝える

際に適切な表現を選択できます。明瞭で構成の整った話

を滑らかに発し、様々な構文に習熟した使用者であるこ

とが見て取れます。

C2 : 言語への熟練が、表現の正確さや適切さ、流暢さ

に現われます。受験者は学術的な、あるいは高度な課題

を実現することができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

語圏の社会・文化

＜授業の進め方＞

「初級フランス語Ia」「初級フランス語Ib」合わせて、

4回の授業で１課を終わらせるペースで教科書を進めて

いきます。
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まず、各課で習う文法事項に関連したビデオを見て、教

師の質問や教科書の設問に答えて、ビデオの大まかな内

容を推測します。

　それから、文法ルールを受講生が自ら発見する形で学

び取り、ペア・グループワークを活用することで、学習

事項を定着させ、自分でも応用できるようにします。

適宜、文化的要素が取り入れられたある程度の文章を読

んだり、文を書いたりする練習もします。

　授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テス

トに挑戦します。

＜履修するにあたって＞

・「初級フランス語Ia」を並行して受講する必要があり

ます。

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま

す。課題は成績評価の対象になります。

実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

・授業への積極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容

20% + 小テストの成績 20% + 定期試験 40%

・定期試験を受けるには、全15回の授業のうち10回以上

の授業の出席日数が必要です。

＊なお、定期試験において、「初級フランス語1b」の科

目では聴解と（相手を想定して）書く能力を試します。

＊評価がSとAの人数の割合は、合格者（つまり評価C以

上）全体の30％程度と定められています。

＜テキスト＞

北村亜矢子、Durrenberger Vincent『マエストロ１』（

朝日出版社　2020年）定価2,700円＋税

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　Introduction

Premiers contacts

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明、フランス語を学ぶ上でのアドバイス。

テキスト１課：挨拶をする

アルファべ

第2回　Premiers contacts

テキスト1課：名前を言う、名前のスペルを言う

名詞の性、不定冠詞（１）un, une

第3回　se pr?senter

テキスト2課：国籍を言う、職業を言う、出身地を言う

主語人称代名詞、動詞?tre

第4回　se pr?senter

テキスト2課：国籍を言う、職業を言う、出身地を言う

女性形の作り方：国籍、職業

第5回　Parler de soi et des autres 1

テキスト3課：話せる言語を言う、専攻を言う、好きな

ことを言う

定冠詞le, la, les、名詞の複数形

第6回　Parler de soi et des autres 1

テキスト3課：話せる言語を言う、専攻を言う、好きな

ことを言う

動詞-er（1）

第7回　Parler de soi et des autres 2

テキスト4課：住んでいる国や都市を言う

国名／都市名の前の前置詞

第8回　Parler de soi et des autres 2

テキスト4課：否定する

否定形ne…pas

第9回　Parler de soi et des autres 3

テキスト5課：持ち物を言う

不定冠詞（2）un, une, des、動詞avoir

第10回　Parler de soi et des autres 3

テキスト5課：年齢を言う

il y a、否定のde

第11回　Parler de son quotidien

テキスト6課：行き先を言う、家事について話す

動詞faire, aller、動詞-er（2）

第12回　Parler de son quotidien

テキスト6課：普段することを語る

前置詞?と定冠詞の縮約

第13回　D?crire une personne et un objet

テキスト7課：人や物を描写する
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形容詞の性、数、位置

第14回　D?crire une personne et un objet

テキスト7課：所有を言う、電話番号を言う

所有形容詞、疑問形容詞quel

第15回　総復習

前期に学習した内容の総復習をします。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級フランス語Ⅱａ 再・シ

玉置　良行

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

全学のディプロマシー・ポリシーで示されるなかでも、

とりわけ「広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性

を涵養」することと、「自分の意見を口頭や文書によっ

て表現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュ

ニケーションをとることができる」フランス語の表現力

を得ることを目的とします。

また、修得した言語能力を使って、同ＤＰにある「国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して、社会に役立てる」態度を養

うことも重要です。

一連のフランス語科目の中では入門にあたり、フランス

語の概略を知ること。具体的には、フランス語の綴りと

音の関係、主要な構文、状況に応じた簡単な会話を理解

し使えるようになることが目的ですが、特に本講義にお

いては、フランス語の基本文法、すなわちフランス語と

いう言葉のしくみを理解することを目指します。

＜到達目標＞

実用フランス語技能検定試験（仏検）5級相当のフラン

ス語運用能力習得を目標とします。仏検5級の内容は、

フランス語のへの入り口として「初歩的な日常的フラン

ス語を理解し、読み、聞き、書くことができる。」とさ

れています。

より具体的な目標として；

　・フランス語の初歩的な単文を読んで理解する

　・文章や口頭で日常的な応答ができる

　・初歩的な文書のための文法知識を理解する

などがあげられます。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語文法、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

まず教科書付属の録音を聞き、音読を繰り返します。

さらに各回の主要な文法項目について解説を聞いた上で、

例文の読解や練習問題といった演習をおこないます。場

合によっては補足教材や応用問題を使用します。

課題の提出や小テストを適宜求めます。

また、授業中のやりとり、あるいはコメントペーパーや

dotCampusなどを使って、質問とそのフィードバックを

行い疑問点を解消しつつ理解を深めていきます。

＜履修するにあたって＞

2年次以上で初めてフランス語を学ぶ場合は、「初級フ

ランス語I」再履修クラスから始めてください。

このクラスは、フランス語を半期程度学んだレベルの既

習者が対象です。

なお、再履修クラスはペアクラスではなく、aとbを単独

で受講することもできます。

＜授業時間外に必要な学修＞

録音を繰り返し聴く、繰り返し読む、例文を繰り返し書

く、といった復習が極めて重要です。

音源は出版社のホームページからダウンロードすること

ができます。また、受講生が自習に使うことを想定した

Web教材も用意されているので、積極的に理解度を試し

補完することもできます。これらの情報は教科書に詳細

が記載されています。約1時間の事前・事後学習が必要

です。

＜提出課題など＞

授業の進行と理解度にあわせて、和訳や練習問題・補足

問題を課題とします。

課題は授業での直接提出、またはメールやdotCampusで

の提出を基本として、それぞれに対するコメントを個別、

または授業中の解説に含める形でフィードバックします。

小テストを実施します。小テストは受講生の理解度や質

問内容を踏まえて学期中に数回実施し、次の授業で採点

・返却します。授業での講評もおこないます。

定期試験を実施します。解説と講評を提示します。

＜成績評価方法・基準＞

全15回のうち3分の2以上の授業に出席しなければ単位は

認められません。

点数配分は、定期試験：50％、課題提出＋小テスト：30

％、授業のアクティビティ：20%です。

定期試験が実施できない場合は、小テストとして対応し

ます。

＜テキスト＞

有富智世ほか『なびふらんせ1』朝日出版社、2016年

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

授業中に適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

フランス語を学ぶにあたっての留意事項

　・授業履修上の注意事項、授業の進め方や成績評価方

法の説明
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　・教科書や辞書、参考書についての説明

初級フランス語Iaの内容を踏まえた復習

　・綴り字と発音の関係

　・名詞、動詞、基本構文の確認

第2回　Lecon 7（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 7の主要文法項目

　・不規則動詞 aller / venir

　・近接未来と近接過去

　・人称代名詞の強勢形

第3回　Lecon 7（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 7の主要文法項目

　・不規則動詞 aller / venir

　・近接未来と近接過去

　・人称代名詞の強勢形

第4回　Lecon 8（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 8の主要文法項目

　・疑問代名詞

　・疑問副詞

　・不規則動詞 prendre / faire

第5回　Lecon 8（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 8の主要文法項目

　・疑問代名詞

　・疑問副詞

　・不規則動詞 prendre / faire

第6回　Lecon 9（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 9の主要文法項目

　・第2群規則動詞

　・不規則動詞 partir

　・疑問形容詞

　・非人称構文

第7回　Lecon 9（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 9の主要文法項目

　・第2群規則動詞

　・不規則動詞 partir

　・疑問形容詞

　・非人称構文

第8回　これまでの復習・補足練習

例文の音読や和訳、補足の解説や練習問題、小テストな

どを通じて、ここまでの学習内容を振り返る。

各課の語彙と表現を確認する。

第9回　Lecon 10（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 10の主要文法項目

　・準助動詞 vouloir / pouvoir / savoir / devoir

　・形容詞の比較級

　・副詞の比較級

第10回　Lecon 10（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 10の主要文法項目

　・準助動詞 vouloir / pouvoir / savoir / devoir

　・形容詞の比較級

　・副詞の比較級

第11回　Lecon 11（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 11の主要文法項目

　・命令法

　・目的語人称代名詞

　・代名動詞

第12回　Lecon 11（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 11の主要文法項目

　・命令法

　・目的語人称代名詞

　・代名動詞

第13回　Lecon 12（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 12の主要文法項目

　・複合過去

　・指示代名詞

第14回　Lecon 12（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 12の主要文法項目

　・複合過去

　・指示代名詞

第15回　これまでの復習・補足問題

例文の音読や和訳、補足の解説や練習問題、小テストな

どを通じて、ここまでの学習内容を振り返る。

各課の語彙と表現を確認する。

後期内容の総復習と定期試験に向けて表現と文法を整理

する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級フランス語Ⅱａ 再・ラ

釣　馨

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

全学のディプロマシー・ポリシーで示されるなかでも、

とりわけ「広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性

を涵養」することと、「自分の意見を口頭や文書によっ

て表現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュ

ニケーションをとることができる」フランス語の表現力
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を得ることを目的とします。

また、修得した言語能力を使って、同ＤＰにある「国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協働して、社会に役立てる」態度を養

うことも重要です。

一連のフランス語科目の中では入門にあたり、フランス

語の概略を知ること。具体的には、フランス語の綴りと

音の関係、主要な構文、状況に応じた簡単な会話を理解

し使えるようになることが目的ですが、特に本講義にお

いては、フランス語の基本文法、すなわちフランス語と

いう言葉のしくみを理解することを目指します。

＜到達目標＞

実用フランス語技能検定試験（仏検）5級相当のフラン

ス語運用能力習得を目標とします。仏検5級の内容は、

フランス語のへの入り口として「初歩的な日常的フラン

ス語を理解し、読み、聞き、書くことができる。」とさ

れています。

より具体的な目標として；

　・フランス語の初歩的な単文を読んで理解する

　・文章や口頭で日常的な応答ができる

　・初歩的な文書のための文法知識を理解する

などがあげられます。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語文法、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

まず教科書付属の録音を聞き、音読を繰り返します。

さらに各回の主要な文法項目について解説を聞いた上で、

例文の読解や練習問題といった演習をおこないます。場

合によっては補足教材や応用問題を使用します。

課題の提出や小テストを適宜求めます。

また、授業中のやりとり、あるいはコメントペーパーや

dotCampusなどを使って、質問とそのフィードバックを

行い疑問点を解消しつつ理解を深めていきます。

＜履修するにあたって＞

2年次以上で初めてフランス語を学ぶ場合は、「初級フ

ランス語I」再履修クラスから始めてください。

このクラスは、フランス語を半期程度学んだレベルの既

習者が対象です。

なお、再履修クラスはペアクラスではなく、aとbを単独

で受講することもできます。

＜授業時間外に必要な学修＞

録音を繰り返し聴く、繰り返し読む、例文を繰り返し書

く、といった復習が極めて重要です。

音源は出版社のホームページからダウンロードすること

ができます。また、受講生が自習に使うことを想定した

Web教材も用意されているので、積極的に理解度を試し

補完することもできます。これらの情報は教科書に詳細

が記載されています。約1時間の事前・事後学習が必要

です。

＜提出課題など＞

授業の進行と理解度にあわせて、和訳や練習問題・補足

問題を課題とします。

課題は授業での直接提出、またはメールやdotCampusで

の提出を基本として、それぞれに対するコメントを個別、

または授業中の解説に含める形でフィードバックします。

小テストを実施します。小テストは受講生の理解度や質

問内容を踏まえて学期中に数回実施し、次の授業で採点

・返却します。授業での講評もおこないます。

定期試験を実施します。解説と講評を提示します。

＜成績評価方法・基準＞

全15回のうち3分の2以上の授業に出席しなければ単位は

認められません。

点数配分は、定期試験：50％、課題提出＋小テスト：30

％、授業のアクティビティ：20%です。

定期試験が実施できない場合は、小テストとして対応し

ます。

＜テキスト＞

有富智世ほか『なびふらんせ1』朝日出版社、2016年

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

授業中に適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

フランス語を学ぶにあたっての留意事項

　・授業履修上の注意事項、授業の進め方や成績評価方

法の説明

　・教科書や辞書、参考書についての説明

初級フランス語Iaの内容を踏まえた復習

　・綴り字と発音の関係

　・名詞、動詞、基本構文の確認

第2回　Lecon 7（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 7の主要文法項目

　・不規則動詞 aller / venir

　・近接未来と近接過去

　・人称代名詞の強勢形

第3回　Lecon 7（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 7の主要文法項目

　・不規則動詞 aller / venir

　・近接未来と近接過去

　・人称代名詞の強勢形

第4回　Lecon 8（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 8の主要文法項目

　・疑問代名詞

　・疑問副詞

　・不規則動詞 prendre / faire

第5回　Lecon 8（2）
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例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 8の主要文法項目

　・疑問代名詞

　・疑問副詞

　・不規則動詞 prendre / faire

第6回　Lecon 9（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 9の主要文法項目

　・第2群規則動詞

　・不規則動詞 partir

　・疑問形容詞

　・非人称構文

第7回　Lecon 9（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 9の主要文法項目

　・第2群規則動詞

　・不規則動詞 partir

　・疑問形容詞

　・非人称構文

第8回　これまでの復習・補足練習

例文の音読や和訳、補足の解説や練習問題、小テストな

どを通じて、ここまでの学習内容を振り返る。

各課の語彙と表現を確認する。

第9回　Lecon 10（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 10の主要文法項目

　・準助動詞 vouloir / pouvoir / savoir / devoir

　・形容詞の比較級

　・副詞の比較級

第10回　Lecon 10（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 10の主要文法項目

　・準助動詞 vouloir / pouvoir / savoir / devoir

　・形容詞の比較級

　・副詞の比較級

第11回　Lecon 11（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 11の主要文法項目

　・命令法

　・目的語人称代名詞

　・代名動詞

第12回　Lecon 11（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 11の主要文法項目

　・命令法

　・目的語人称代名詞

　・代名動詞

第13回　Lecon 12（1）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 12の主要文法項目

　・複合過去

　・指示代名詞

第14回　Lecon 12（2）

例文音読と読解・文法解説・練習問題

Lecon 12の主要文法項目

　・複合過去

　・指示代名詞

第15回　これまでの復習・補足問題

例文の音読や和訳、補足の解説や練習問題、小テストな

どを通じて、ここまでの学習内容を振り返る。

各課の語彙と表現を確認する。

後期内容の総復習と定期試験に向けて表現と文法を整理

する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級フランス語Ⅱａ (総合的コミュニケーション)イ【

法】

池端　妙子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目の受講生は、フランス語の正しい発音、文法の

基礎や表現を学び、フランス語の基本的なコミュニケー

ション能力（聞く、読む、話す、書く力）をバランスよ

く養うことを目的とします。

  授業中に受講生は、各課で習う文法事項に関連したビ

デオを視聴し、クイズ形式の文法問題を解き、ペア・グ

ループで表現を練習することにより、フランス語の基礎

的な知識を主体的に獲得していきます。ビデオでは、パ

ーティや等「使える」フランス語の表現に視聴覚的に触

れます。また、練習問題では、適宜インターネットで調

べ学習を行ってクラスで情報を共有することで、フラン

スでの暮らしを仮想体験することができるでしょう。各

課の最後では、観光案内や芸術等に関するテキストを読

んだり、自分で文章を書いたりする練習にもチャレンジ

します。

  授業を通して、実践的な言語能力に加え、フランス語

圏の文化や社会に関する知識も身につけることで、異文

化体験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習得

することを目的とします。これは、全学ディプロマ・ポ

リシー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化

を理解することができる」、「2. さまざまな問題を発

見し、それを解決する方策を導くことができる」に沿っ

たものです。

＜到達目標＞

受講生は、「初級フランス語 I a, I b, II a, II b」

修了時点で、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）A1レベ
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ルに到達することを目指します。ヨーロッパ言語共通参

照枠とは、言語の枠や国境を越えて、外国語の運用能力

を同一の基準で測ることが出来る国際標準のことです。

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の６つのレベルは、

日本フランス語試験管理センターによれば以下のように

なります。

A1 : 簡単なやりとりが可能で、自分や、身近な物事に

ついて話すことができます。

A2 : 日常生活に関わる簡単な課題を実行できます。丁

寧表現を用いたり、もっとも日常的なやり取りを交わし

たりすることができます。

B1 : やりとりを維持すること、議論を理解、継続し、

自分の見解や意見を述べることができます。日常生活の

予期せぬ状況にも対処できます。

B2 : 自分の意見を主張するために筋道の通った議論の

流れを作ることができ、自分の見解を展開し、交渉する

ことができます。このレベルの受験者は、社交的な談話

の中で流暢に会話を交わし、自分の間違いを自分で修正

することができるようになっています。

C1 : 流暢で自然なコミュニケーションを成立させるこ

とが可能です。豊富な語彙があり、自分の意見を伝える

際に適切な表現を選択できます。明瞭で構成の整った話

を滑らかに発し、様々な構文に習熟した使用者であるこ

とが見て取れます。

C2 : 言語への熟練が、表現の正確さや適切さ、流暢さ

に現われます。受験者は学術的な、あるいは高度な課題

を実現することができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

語圏の社会・文化

＜授業の進め方＞

「初級フランスIIa」「初級フランス語IIb」合わせて、

4回の授業で１課を終わらせるペースで教科書を進めて

いきます。

  まず、各課で習う文法事項に関連したビデオを見て、

教師の質問や教科書の設問に答えて、ビデオの大まかな

内容を推測します。

  それから、文法ルールを受講生が自ら発見する形で学

び取り、ペア・グループワークを活用することで、学習

事項を定着させ、自分でも応用できるようにします。

適宜、文化的要素が取り入れられたある程度の文章を読

んだり、文を書いたりする練習もします。

  授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テス

トに挑戦します。

＜履修するにあたって＞

・「初級フランス語IIb」を並行して受講する必要があ

ります。

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま

す。課題は成績評価の対象になります。

実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

授業への積極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20

% + 小テストの成績 20% + 定期試験 40%

・定期試験を受けるには、全15回の授業のうち10回以上

の授業の出席日数が必要です。

＊なお、定期試験において、「初級フランス語IIa」の

科目では文法のルールの理解と文章の読解力を問う出題

がされます。

＊評価がSとAの人数の割合は、合格者（つまり評価C以

上）全体の30％程度と定められています。

＜テキスト＞

北村亜矢子、Durrenberger Vincent『マエストロ１』（

朝日出版社　2020年）定価2,700円＋税

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　Acheter des v?tements dans un magasin

テキスト8課：欲しいものを言う

動詞vouloir, prendre

第2回　Acheter des v?tements dans un magasin

テキスト8課：色、サイズ、支払方法を言う、値段を尋

ねる

指示形容詞ce, cette, ces、直接目的補語人称代名詞le,

 la, les

第3回　Parler de ce qu’on mange, situation au mar

ch?

テキスト9課：食事でとるものを言う

部分冠詞du, de la

第4回　Parler de ce qu’on mange, situation au mar

ch?

テキスト9課：食料品を買う、値段を言う

中性代名詞en
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第5回　Situation dans l’espace

テキスト10課：位置関係を言う、家の図面を説明する

前置詞deと定冠詞の縮約

第6回　Situation dans l’espace

テキスト10課：位置関係を言う、家の図面を説明する

前置詞deと定冠詞の縮約

第7回　Demander son chemin

テキスト11課：道順を説明する、命令する

命令形

第8回　Demander son chemin

テキスト11課：道順を説明する、命令する

中性代名詞y

第9回　Poser des questions, faire des projets

テキスト12課：質問をする

疑問文の作り方

第10回　Poser des questions, faire des projets

テキスト12課：予定について語る

近接未来、動詞partir

第11回　R?visions, le temps, les heures

テキスト13課：12課までの復習

第12回　R?visions, le temps, les heures

テキスト13課：天候について話す、時刻を言う

非人称構文il fait~、il est... heures

第13回　Parler de sa journ?e

テキスト14課：自分の1日を語る、別の言語でどう言う

か、どう書くか、どう発音するか尋ねる

代名動詞（1）再帰的用法（2）受動的用法（3）相互的

用法

第14回　Parler de sa journ?e

テキスト14課：自分の1日を語る、別の言語でどう言う

か、どう書くか、どう発音するか尋ねる

代名動詞の否定形、否定ne~plus

第15回　総復習

後期に学習した内容の総復習をします。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級フランス語Ⅱａ (総合的コミュニケーション)ウ【

法】

南　コニー

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

教科書を使ったフランス語演習

＜授業の目的＞

この科目は全学のDPにあるように、「幅広い知識に基づ

いて、他者および異文化を理解することができる／獲得

した知識や技能を社会に役立てることができる」ことを

目指す。

フランス語文法の基礎を学ぶことにより、練習問題など

を通して、基本的なフランス語表現がわかるようにする。

日常でよく使われる単語を覚え、それを用いて例文を理

解したり、簡単な文を自分で作る、またフランス語特有

の発音を身につけることで、それらの文を自分で言える

ようにすることを目指す。

＜到達目標＞

初級フランス語1a,ｂ,IIa,b修了時点で仏検（実用フラ

ンス語技能検定試験）の5級に合格できる水準、欧州言

語共通参照枠ではA1レベル。

内容的にはフランス語の簡単な表現を理解し、発音でき

ること。規則動詞と重要な不規則動詞を現在時制で活用

（それぞれの人称に合わせて変化させること）ができる

こと、名詞の数や性別に応じて変化する表現（冠詞・形

容詞など）の仕組みを理解すること、簡単な文の意味を

考えたり、作ったりできるようになること。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語文法、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

①遠隔授業（オンデマンド授業）

第一回目授業はzoomで行います

（zoom情報は前期と同じです）

＜履修するにあたって＞

1.初級フランス語Ibを並行して受講することが必要です

２.教科書、辞書、筆記用具を持参してください

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書に出てきた単語・表現を自分でも確認し、理解し

ておくようにする。

ポートフォリオなどを活用し、1時間程度の学習はする

こと。

＜提出課題など＞

教科書の内容にそった練習問題をプリントで配布し、提

出させることがある。

回答は授業中に確認し、理解の補足となるようにする。

＜成績評価方法・基準＞
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宿題の提出とその内容  + 小テストの成績 ：70％、「

授業記録」の提出とその内容：30％

＜テキスト＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜授業計画＞

第1回　On va au jardin des Tuileries?

不規則動詞aller/venir(前置詞と定冠詞の縮約）

・近接未来と近接過去

・人称代名詞の強勢形

・語彙と表現：場所に関する語

「これから? します」/「? したところです」

第2回　On va au jardin des Tuileries?

不規則動詞aller/venir(前置詞と定冠詞の縮約）

・近接未来と近接過去

・人称代名詞の強勢形

・語彙と表現：場所に関する語

「これから? します」/「? したところです」

第3回　La carte, s'il vous pla?t!

・疑問代名詞

・疑問副詞

・不規則動詞prendre/faire

・語彙と表現：カフェやレストランで使う語

prendre/faireを使った表現

第4回　La carte, s'il vous pla?t!

・疑問代名詞

・疑問副詞

・不規則動詞prendre/faire

・語彙と表現：カフェやレストランで使う語

prendre/faireを使った表現

第5回　復習と小テスト

7課、８課の復習テスト

第6回　Quelle heure est-il?

・第二群規則動詞（-ir動詞）

・不規則動詞partir

・疑問形容詞

・非人称構文

・語彙と表現：天候を言う/時刻を言う/四季/曜日

第7回　Quelle heure est-il?

・第二群規則動詞（-ir動詞）

・不規則動詞partir

・疑問形容詞

・非人称構文

・語彙と表現：天候を言う/時刻を言う/四季/曜日

第8回　Je voudrais cette jolie jupe blanche.

・準助動詞　vouloir/pouvoir/savoir/devoir

・形容詞の比較級

・副詞の比較級

・語彙と表現：衣類/商品/階の言い方（序数）

買い物での表現/「? が欲しいのですが…」

第9回　Je voudrais cette jolie jupe blanche.

・準助動詞　vouloir/pouvoir/savoir/devoir

・形容詞の比較級

・副詞の比較級

・語彙と表現：衣類/商品/階の言い方（序数）

買い物での表現/「? が欲しいのですが…」

第10回　復習と小テスト

９課、１０課の復習テスト

第11回　Prenez la premi?re rue ? droite.

・命令法

・目的語人称代名詞

・代名動詞

・語彙と表現：位置表現/場所の尋ね方/道案内の表現

第12回　Prenez la premi?re rue ? droite.

・命令法

・目的語人称代名詞

・代名動詞

・語彙と表現：位置表現/場所の尋ね方/道案内の表現

第13回　Je suis all?(e) ? Paris

・複合過去

・指示代名詞

・語彙と表現：様々な動詞の過去分詞/時の表現

「? した」/「しなかった」

第14回　Je suis all?(e) ? Paris

・複合過去

・指示代名詞

・語彙と表現：様々な動詞の過去分詞/時の表現

「? した」/「しなかった」

第15回　総復習

11、12課を中心に総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級フランス語Ⅱａ (総合的コミュニケーション)イ【

経営】

南　コニー

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

①　遠隔授業（オンデマンド授業）

第１回目授業はzoomで行います

(zoom情報は前期と同じです）

＜授業の目的＞

この科目は全学のDPにあるように、「幅広い知識に基づ

いて、他者および異文化を理解することができる／獲得

した知識や技能を社会に役立てることができる」ことを
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目指す。

フランス語文法の基礎を学ぶことにより、練習問題など

を通して、基本的なフランス語表現がわかるようにする。

日常でよく使われる単語を覚え、それを用いて例文を理

解したり、簡単な文を自分で作る、またフランス語特有

の発音を身につけることで、それらの文を自分で言える

ようにすることを目指す。

＜到達目標＞

初級フランス語1a,ｂ,IIa,b修了時点で仏検（実用フラ

ンス語技能検定試験）の5級に合格できる水準、欧州言

語共通参照枠ではA1レベル。

内容的にはフランス語の簡単な表現を理解し、発音でき

ること。規則動詞と重要な不規則動詞を現在時制で活用

（それぞれの人称に合わせて変化させること）ができる

こと、名詞の数や性別に応じて変化する表現（冠詞・形

容詞など）の仕組みを理解すること、簡単な文の意味を

考えたり、作ったりできるようになること。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語文法、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

教科書の文法事項を口頭や板書で説明し、それを理解し

たうえで、簡単な練習問題を解く。場合によって、応用

問題を出したり、プリントなどの配布物や資料で補足す

る。単語や動詞の活用を覚えるにあたり、口頭で発音練

習する。必要に応じて小テストを行い、学習の理解度を

チェックする。

＜履修するにあたって＞

1.初級フランス語Ibを並行して受講することが必要です

２.教科書、辞書、筆記用具を持参してください

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書に出てきた単語・表現を自分でも確認し、理解し

ておくようにする。

ポートフォリオなどを活用し、1時間程度の学習はする

こと。

＜提出課題など＞

教科書の内容にそった練習問題をプリントで配布し、提

出させることがある。

回答は授業中に確認し、理解の補足となるようにする。

＜成績評価方法・基準＞

宿題の提出とその内容  + 小テストの成績 ：70％、「

授業記録」の提出とその内容：30％

＜テキスト＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜授業計画＞

第1回　On va au jardin des Tuileries?

不規則動詞aller/venir(前置詞と定冠詞の縮約）

・近接未来と近接過去

・人称代名詞の強勢形

・語彙と表現：場所に関する語

「これから? します」/「? したところです」

第2回　On va au jardin des Tuileries?

不規則動詞aller/venir(前置詞と定冠詞の縮約）

・近接未来と近接過去

・人称代名詞の強勢形

・語彙と表現：場所に関する語

「これから? します」/「? したところです」

第3回　La carte, s'il vous pla?t!

・疑問代名詞

・疑問副詞

・不規則動詞prendre/faire

・語彙と表現：カフェやレストランで使う語

prendre/faireを使った表現

第4回　La carte, s'il vous pla?t!

・疑問代名詞

・疑問副詞

・不規則動詞prendre/faire

・語彙と表現：カフェやレストランで使う語

prendre/faireを使った表現

第5回　復習と小テスト

7課、８課の復習テスト

第6回　Quelle heure est-il?

・第二群規則動詞（-ir動詞）

・不規則動詞partir

・疑問形容詞

・非人称構文

・語彙と表現：天候を言う/時刻を言う/四季/曜日

第7回　Quelle heure est-il?

・第二群規則動詞（-ir動詞）

・不規則動詞partir

・疑問形容詞

・非人称構文

・語彙と表現：天候を言う/時刻を言う/四季/曜日

第8回　Je voudrais cette jolie jupe blanche.

・準助動詞　vouloir/pouvoir/savoir/devoir

・形容詞の比較級

・副詞の比較級

・語彙と表現：衣類/商品/階の言い方（序数）

買い物での表現/「? が欲しいのですが…」

第9回　Je voudrais cette jolie jupe blanche.

・準助動詞　vouloir/pouvoir/savoir/devoir

・形容詞の比較級

・副詞の比較級

・語彙と表現：衣類/商品/階の言い方（序数）
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買い物での表現/「? が欲しいのですが…」

第10回　復習と小テスト

９課、１０課の復習テスト

第11回　Prenez la premi?re rue ? droite.

・命令法

・目的語人称代名詞

・代名動詞

・語彙と表現：位置表現/場所の尋ね方/道案内の表現

第12回　Prenez la premi?re rue ? droite.

・命令法

・目的語人称代名詞

・代名動詞

・語彙と表現：位置表現/場所の尋ね方/道案内の表現

第13回　Je suis all?(e) ? Paris

・複合過去

・指示代名詞

・語彙と表現：様々な動詞の過去分詞/時の表現

「? した」/「しなかった」

第14回　Je suis all?(e) ? Paris

・複合過去

・指示代名詞

・語彙と表現：様々な動詞の過去分詞/時の表現

「? した」/「しなかった」

第15回　総復習

11、12課を中心に総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級フランス語Ⅱａ (総合的コミュニケーション)ｱ【現

社･社防】

池端　妙子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目の受講生は、フランス語の正しい発音、文法の

基礎や表現を学び、フランス語の基本的なコミュニケー

ション能力（聞く、読む、話す、書く力）をバランスよ

く養うことを目的とします。

  授業中に受講生は、各課で習う文法事項に関連したビ

デオを視聴し、クイズ形式の文法問題を解き、ペア・グ

ループで表現を練習することにより、フランス語の基礎

的な知識を主体的に獲得していきます。ビデオでは、パ

ーティや等「使える」フランス語の表現に視聴覚的に触

れます。また、練習問題では、適宜インターネットで調

べ学習を行ってクラスで情報を共有することで、フラン

スでの暮らしを仮想体験することができるでしょう。各

課の最後では、観光案内や芸術等に関するテキストを読

んだり、自分で文章を書いたりする練習にもチャレンジ

します。

  授業を通して、実践的な言語能力に加え、フランス語

圏の文化や社会に関する知識も身につけることで、異文

化体験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習得

することを目的とします。これは、全学ディプロマ・ポ

リシー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化

を理解することができる」、「2. さまざまな問題を発

見し、それを解決する方策を導くことができる」に沿っ

たものです。

＜到達目標＞

受講生は、「初級フランス語 I a, I b, II a, II b」

修了時点で、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）A1レベ

ルに到達することを目指します。ヨーロッパ言語共通参

照枠とは、言語の枠や国境を越えて、外国語の運用能力

を同一の基準で測ることが出来る国際標準のことです。

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の６つのレベルは、

日本フランス語試験管理センターによれば以下のように

なります。

A1 : 簡単なやりとりが可能で、自分や、身近な物事に

ついて話すことができます。

A2 : 日常生活に関わる簡単な課題を実行できます。丁

寧表現を用いたり、もっとも日常的なやり取りを交わし

たりすることができます。

B1 : やりとりを維持すること、議論を理解、継続し、

自分の見解や意見を述べることができます。日常生活の

予期せぬ状況にも対処できます。

B2 : 自分の意見を主張するために筋道の通った議論の

流れを作ることができ、自分の見解を展開し、交渉する

ことができます。このレベルの受験者は、社交的な談話

の中で流暢に会話を交わし、自分の間違いを自分で修正

することができるようになっています。

C1 : 流暢で自然なコミュニケーションを成立させるこ

とが可能です。豊富な語彙があり、自分の意見を伝える

際に適切な表現を選択できます。明瞭で構成の整った話

を滑らかに発し、様々な構文に習熟した使用者であるこ

とが見て取れます。

C2 : 言語への熟練が、表現の正確さや適切さ、流暢さ

に現われます。受験者は学術的な、あるいは高度な課題

を実現することができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

語圏の社会・文化

＜授業の進め方＞

「初級フランスIIa」「初級フランス語IIb」合わせて、

4回の授業で１課を終わらせるペースで教科書を進めて

いきます。

  まず、各課で習う文法事項に関連したビデオを見て、

教師の質問や教科書の設問に答えて、ビデオの大まかな
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内容を推測します。

  それから、文法ルールを受講生が自ら発見する形で学

び取り、ペア・グループワークを活用することで、学習

事項を定着させ、自分でも応用できるようにします。

適宜、文化的要素が取り入れられたある程度の文章を読

んだり、文を書いたりする練習もします。

  授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テス

トに挑戦します。

＜履修するにあたって＞

・「初級フランス語IIb」を並行して受講する必要があ

ります。

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま

す。課題は成績評価の対象になります。

実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

授業への積極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20

% + 小テストの成績 20% + 定期試験 40%

・定期試験を受けるには、全15回の授業のうち10回以上

の授業の出席日数が必要です。

＊なお、定期試験において、「初級フランス語IIa」の

科目では文法のルールの理解と文章の読解力を問う出題

がされます。

＊評価がSとAの人数の割合は、合格者（つまり評価C以

上）全体の30％程度と定められています。

＜テキスト＞

北村亜矢子、Durrenberger Vincent『マエストロ１』（

朝日出版社　2020年）定価2,700円＋税

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　Acheter des v?tements dans un magasin

テキスト8課：欲しいものを言う

動詞vouloir, prendre

第2回　Acheter des v?tements dans un magasin

テキスト8課：色、サイズ、支払方法を言う、値段を尋

ねる

指示形容詞ce, cette, ces、直接目的補語人称代名詞le,

 la, les

第3回　Parler de ce qu’on mange, situation au mar

ch?

テキスト9課：食事でとるものを言う

部分冠詞du, de la

第4回　Parler de ce qu’on mange, situation au mar

ch?

テキスト9課：食料品を買う、値段を言う

中性代名詞en

第5回　Situation dans l’espace

テキスト10課：位置関係を言う、家の図面を説明する

前置詞deと定冠詞の縮約

第6回　Situation dans l’espace

テキスト10課：位置関係を言う、家の図面を説明する

前置詞deと定冠詞の縮約

第7回　Demander son chemin

テキスト11課：道順を説明する、命令する

命令形

第8回　Demander son chemin

テキスト11課：道順を説明する、命令する

中性代名詞y

第9回　Poser des questions, faire des projets

テキスト12課：質問をする

疑問文の作り方

第10回　Poser des questions, faire des projets

テキスト12課：予定について語る

近接未来、動詞partir

第11回　R?visions, le temps, les heures

テキスト13課：12課までの復習

第12回　R?visions, le temps, les heures

テキスト13課：天候について話す、時刻を言う

非人称構文il fait~、il est... heures

第13回　Parler de sa journ?e

テキスト14課：自分の1日を語る、別の言語でどう言う

か、どう書くか、どう発音するか尋ねる

代名動詞（1）再帰的用法（2）受動的用法（3）相互的

用法

第14回　Parler de sa journ?e

テキスト14課：自分の1日を語る、別の言語でどう言う
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か、どう書くか、どう発音するか尋ねる

代名動詞の否定形、否定ne~plus

第15回　総復習

後期に学習した内容の総復習をします。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級フランス語Ⅱｂ 再・ラ

藤本　智成

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は全学のDP（ディプロマ・ポリシー）にあるよ

うに、「幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理

解することができる／獲得した知識や技能を社会に役立

てることができる」ことを目指す。

フランス語文法の基礎を学ぶことにより、練習問題など

を通して、基本的なフランス語表現がわかるようにする。

日常でよく使われる単語を覚え、それを用いて例文を理

解したり、簡単な文を自分で作る、またフランス語特有

の発音を身につけることで、それらの文を自分で言える

ようにすることを目指す。

＜到達目標＞

「フランス語Ⅰa, Ⅰb, Ⅱa, Ⅱb」修了時点で仏検（実

用フランス語技能検定試験）の5級に合格できる水準を

目指す。仏検の受験要項によれば、5級の検定基準は「

初歩的なフランス語を理解し、聞き、話すことができる。

学習50時間以上」である。なお、欧州言語共通参照枠で

はA1レベル。

内容的にはフランス語の簡単な表現を理解し、発音でき

る。規則動詞と重要な不規則動詞を現在時制で活用（そ

れぞれの人称に合わせて変化させること）ができる。名

詞の数や性別に応じて変化する表現（冠詞・形容詞など

）の仕組みを理解できる。簡単な文の意味を考え、作成

できる。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語会話、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

教科書の文法事項を口頭や板書で説明し、それを理解し

たうえで、簡単な練習問題を解く。場合によっては、応

用問題を出したり、プリントなどの配布物で補足する。

単語や動詞の活用を覚えるにあたり、口頭で発音練習す

る。必要に応じて小テストを行い、学習の理解度をチェ

ックする。

＜履修するにあたって＞

教科書、仏和辞書、筆記用具を持参すること。辞書は特

に指定しない。電子辞書でも書籍の辞書でも、現在、入

手可能な辞書であれば、どのメーカーや出版社のもので

も構わない。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書に出てくる新出単語や表現の説明は、受講者の予

習を前提に進めるので、各自で確認し、理解しておくよ

うにする。

下記の使用教科書には、特典として、Web上で公開され

ている副教材がある。大いに活用して、1時間程度の予

習・復習をすること。

＜提出課題など＞

授業で未消化となった練習問題の提出や、独自の課題の

提出を求める場合がある。

＜成績評価方法・基準＞

単位取得には3分の2の出席が必要。定期試験の成績７０

％　小テストや課題の提出状況など：３０％によって評

価します。

＜テキスト＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて適宜、紹介する。

＜授業計画＞

第1回　On va au jardin des Tuileries ?

テキスト7課：成績評価方法・基準の説明、場所に関す

る語、「これから? します／? したところです」

会話教材を用いた学習

＜7課の文法項目＞不規則動詞 aller／venir（前置詞と

定冠詞の縮約）、近接未来と近接過去、人称代名詞の強

勢形、Travaux Pratiques (pp. 40-43)

第2回　On va au jardin des Tuileries ?

テキスト7課：成績評価方法・基準の説明、場所に関す

る語、「これから? します／? したところです」

会話教材を用いた学習

＜7課の文法項目＞不規則動詞 aller／venir（前置詞と

定冠詞の縮約）、近接未来と近接過去、人称代名詞の強

勢形、Travaux Pratiques (pp. 40-43)

第3回　La carte, s'il vous plait !

テキスト8課：カフェやレストランで使う語 prendre／f

aireを使った表現

会話教材を用いた学習

＜8課の文法項目＞疑問代名詞、疑問副詞、不規則動詞

prendre／faire、Travaux Pratiques (pp. 44-47)
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第4回　La carte, s'il vous plait !

テキスト8課：カフェやレストランで使う語 prendre／f

aireを使った表現

会話教材を用いた学習

＜8課の文法項目＞疑問代名詞、疑問副詞、不規則動詞

prendre／faire、Travaux Pratiques (pp. 44-47)

第5回　小テスト

7課、8課で学習した内容について、ペアまたはグループ

の形式で口頭試験を実施する。

第6回　Quelle heure est-il ?

テキスト9課：天候を言う／時刻を言う／四季／曜日

会話教材を用いた学習

＜9課の文法項目＞第2群規則動詞（-ir動詞）、不規則

動詞 partir、疑問形容詞、非人称構文、Travaux Prati

ques (pp. 48-51)

第7回　Quelle heure est-il ?

テキスト9課：天候を言う／時刻を言う／四季／曜日

会話教材を用いた学習

＜9課の文法項目＞第2群規則動詞（-ir動詞）、不規則

動詞 partir、疑問形容詞、非人称構文、Travaux Prati

ques (pp. 48-51)

第8回　Je voudrais cette jolie jupe blanche.

テキスト10課：衣料／商品／序数／買い物での表現、「

? が欲しいのですが」

会話教材を用いた学習

＜10課の文法項目＞準助動詞 vouloir／pouvoir／savoi

r／devoir、形容詞の比較級、副詞の比較級、Travaux P

ratiques (pp. 52-55)

第9回　Je voudrais cette jolie jupe blanche.

テキスト10課：衣料／商品／序数／買い物での表現、「

? が欲しいのですが」

会話教材を用いた学習

＜10課の文法項目＞準助動詞 vouloir／pouvoir／savoi

r／devoir、形容詞の比較級、副詞の比較級、Travaux P

ratiques (pp. 52-55)

第10回　小テスト

9課、10課で学習した内容について、ペアまたはグルー

プの形式で口頭試験を実施する。

第11回　Prenez la premiere rue a droite.

テキスト11課：位置表現／場所の尋ね方／道案内の表現

会話教材を用いた学習

＜11課の文法項目＞命令法、目的語人称代名詞、代名動

詞、Travaux Pratiques (pp. 56-59)

第12回　Prenez la premiere rue a droite.

テキスト11課：位置表現／場所の尋ね方／道案内の表現

会話教材を用いた学習

＜11課の文法項目＞命令法、目的語人称代名詞、代名動

詞、Travaux Pratiques (pp. 56-59)

第13回　je suis alle(e) a Paris.

テキスト12課：様々な動詞の過去分詞／時の表現、「?

した／? しなかった」

会話教材を用いた学習

＜12課の文法項目＞複合過去、指示代名詞、Travaux Pr

atiques (pp. 60-63)

第14回　je suis alle(e) a Paris.

テキスト12課：様々な動詞の過去分詞／時の表現、「?

した／? しなかった」

会話教材を用いた学習

＜12課の文法項目＞複合過去、指示代名詞、Travaux Pr

atiques (pp. 60-63)

第15回　小テスト

11課、12課で学習した内容について、ペアまたはグルー

プの形式で口頭試験を実施する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

初級フランス語Ⅱｂ 再・リ

釣　馨

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は全学のDPにあるように、「幅広い知識に基づ

いて、他者および異文化を理解することができる／獲得

した知識や技能を社会に役立てることができる」ことを

目指す。

フランス語文法の基礎を学ぶことにより、練習問題など

を通して、基本的なフランス語表現がわかるようにする。

日常でよく使われる単語を覚え、それを用いて例文を理

解したり、簡単な文を自分で作る、またフランス語特有

の発音を身につけることで、それらの文を自分で言える

ようにすることを目指す。

＜到達目標＞

初級フランス語Ⅰa, b,Ⅱa, b 修了時点で仏検（実用フ
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ランス語技能検定試験）の5級に合格できる水準、欧州

言語共通参照枠ではA1レベル。

内容的にはフランス語の簡単な表現を理解し、発音でき

ること。規則動詞と重要な不規則動詞を現在時制で活用

（それぞれの人称に合わせて変化させること）ができる

こと、名詞の数や性別に応じて変化する表現（冠詞・形

容詞など）の仕組みを理解すること、簡単な文の意味を

考えたり、作ったりできるようになること。

＜授業のキーワード＞

フランス語、フランス語文法、フランス文化、フランス

社会

＜授業の進め方＞

語学の学習なので、発音練習や隣の人とグループになっ

て発音練習してもらうこともあります。

教科書の文法事項を説明し、それを理解したうえで、簡

単な練習問題を解く。場合によって、応用問題を出した

り、プリントなどの配布物で補足する。単語や動詞の活

用を覚えるにあたり、各自で発音練習する。必要に応じ

て小テストを行い、学習の理解度をチェックする。

＜履修するにあたって＞

1.再履修クラスはペアクラスではなく、aとbを単独で受

講することもできます

2.遅刻や欠席がないようにする

3.授業中の私語、飲食、携帯電話の使用を禁止します

4.教科書、辞書、筆記用具を持参してください

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書に出てきた単語・表現を自分でも確認し、理解し

ておくようにする。

ポートフォリオなどを活用し、1時間程度の学習はする

こと。

＜提出課題など＞

教科書の内容にそった練習問題をプリント（ネット）で

配布し、提出させることがある。

回答は授業中に確認し、理解の補足となるようにする。

＜成績評価方法・基準＞

・定期試験（あるいは小テスト）を行なう。 成績評価

の方法・割合は、定期試験（小テストのみの場合もある

）で７０％、授業中の小テストの評価で３０％とする。

・出席確認：全15回の授業のうち10回以上の授業に出席

しなければ単位は認めません。

また評価がSとAの人数の割合は、合格者(つまり評価Ｃ

以上)全体の30%程度とする。

＜テキスト＞

有富智世他『なびふらんせ 1』（朝日出版　2016年）

定価2,500円＋税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　On va au jardin des Tuileries?

不規則動詞aller/venir(前置詞と定冠詞の縮約）

・近接未来と近接過去

・人称代名詞の強勢形

・語彙と表現：場所に関する語

「これから? します」/「? したところです」

第2回　On va au jardin des Tuileries?

不規則動詞aller/venir(前置詞と定冠詞の縮約）

・近接未来と近接過去

・人称代名詞の強勢形

・語彙と表現：場所に関する語

「これから? します」/「? したところです」

第3回　La carte, s'il vous pla?t!

・疑問代名詞

・疑問副詞

・不規則動詞prendre/faire

・語彙と表現：カフェやレストランで使う語

prendre/faireを使った表現

第4回　La carte, s'il vous pla?t!

・疑問代名詞

・疑問副詞

・不規則動詞prendre/faire

・語彙と表現：カフェやレストランで使う語

prendre/faireを使った表現

第5回　復習と小テスト

7課、８課の復習テスト

第6回　Quelle heure est-il?

・第二群規則動詞（-ir動詞）

・不規則動詞partir

・疑問形容詞

・非人称構文

・語彙と表現：天候を言う/時刻を言う/四季/曜日

第7回　Quelle heure est-il?

・第二群規則動詞（-ir動詞）

・不規則動詞partir

・疑問形容詞

・非人称構文

・語彙と表現：天候を言う/時刻を言う/四季/曜日

第8回　Je voudrais cette jolie jupe blanche.

・準助動詞　vouloir/pouvoir/savoir/devoir

・形容詞の比較級

・副詞の比較級

・語彙と表現：衣類/商品/階の言い方（序数）

買い物での表現/「? が欲しいのですが…」

第9回　Je voudrais cette jolie jupe blanche.

・準助動詞　vouloir/pouvoir/savoir/devoir

・形容詞の比較級

・副詞の比較級

・語彙と表現：衣類/商品/階の言い方（序数）

買い物での表現/「? が欲しいのですが…」
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第10回　復習と小テスト

９課、１０課の復習テスト

第11回　Prenez la premi?re rue ? droite.

・命令法

・目的語人称代名詞

・代名動詞

・語彙と表現：位置表現/場所の尋ね方/道案内の表現

第12回　Prenez la premi?re rue ? droite.

・命令法

・目的語人称代名詞

・代名動詞

・語彙と表現：位置表現/場所の尋ね方/道案内の表現

第13回　Je suis all?(e) ? Paris

・複合過去

・指示代名詞

・語彙と表現：様々な動詞の過去分詞/時の表現

「? した」/「しなかった」

第14回　Je suis all?(e) ? Paris

・複合過去

・指示代名詞

・語彙と表現：様々な動詞の過去分詞/時の表現

「? した」/「しなかった」

第15回　総復習

11、12課を中心に総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

初級フランス語Ⅱｂ (総合的コミュ二ケーション)ア【

経済】

寺尾　佳子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目の受講生は、フランス語の正しい発音、文法の

基礎や表現を学び、フランス語の基本的なコミュニケー

ション能力（聞く、読む、話す、書く力）をバランスよ

く養うことを目的とします。

　授業中に受講生は、各課で習う文法事項に関連したビ

デオを視聴し、クイズ形式の文法問題を解き、ペア・グ

ループで表現を練習することにより、フランス語の基礎

的な知識を主体的に獲得していきます。ビデオでは、パ

ーティや等「使える」フランス語の表現に視聴覚的に触

れます。また、練習問題では、適宜インターネットで調

べ学習を行ってクラスで情報を共有することで、フラン

スでの暮らしを仮想体験することができるでしょう。各

課の最後では、観光案内や芸術等に関するテキストを読

んだり、自分で文章を書いたりする練習にもチャレンジ

します。

　授業を通して、実践的な言語能力に加え、フランス語

圏の文化や社会に関する知識も身につけることで、異文

化体験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習得

することを目的とします。これは、全学ディプロマ・ポ

リシー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化

を理解することができる」、「2. さまざまな問題を発

見し、それを解決する方策を導くことができる」に沿っ

たものです。

＜到達目標＞

受講生は、「初級フランス語 I a, I b, II a, II b」

修了時点で、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）A1レベ

ルに到達することを目指します。ヨーロッパ言語共通参

照枠とは、言語の枠や国境を越えて、外国語の運用能力

を同一の基準で測ることが出来る国際標準のことです。

　ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の６つのレベルは、

日本フランス語試験管理センターによれば以下のように

なります。

A1 : 簡単なやりとりが可能で、自分や、身近な物事に

ついて話すことができます。

A2 : 日常生活に関わる簡単な課題を実行できます。丁

寧表現を用いたり、もっとも日常的なやり取りを交わし

たりすることができます。

B1 : やりとりを維持すること、議論を理解、継続し、

自分の見解や意見を述べることができます。日常生活の

予期せぬ状況にも対処できます。

B2 : 自分の意見を主張するために筋道の通った議論の

流れを作ることができ、自分の見解を展開し、交渉する

ことができます。このレベルの受験者は、社交的な談話

の中で流暢に会話を交わし、自分の間違いを自分で修正

することができるようになっています。

C1 : 流暢で自然なコミュニケーションを成立させるこ

とが可能です。豊富な語彙があり、自分の意見を伝える

際に適切な表現を選択できます。明瞭で構成の整った話

を滑らかに発し、様々な構文に習熟した使用者であるこ

とが見て取れます。

C2 : 言語への熟練が、表現の正確さや適切さ、流暢さ

に現われます。受験者は学術的な、あるいは高度な課題

を実現することができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

語圏の社会・文化

＜授業の進め方＞

「初級フランスIIa」「初級フランス語IIb」合わせて、

4回の授業で１課を終わらせるペースで教科書を進めて

いきます。

まず、各課で習う文法事項に関連したビデオを見て、教

師の質問や教科書の設問に答えて、ビデオの大まかな内

容を推測します。
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　それから、文法ルールを受講生が自ら発見する形で学

び取り、ペア・グループワークを活用することで、学習

事項を定着させ、自分でも応用できるようにします。

適宜、文化的要素が取り入れられたある程度の文章を読

んだり、文を書いたりする練習もします。

授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テスト

に挑戦します。

＜履修するにあたって＞

・「初級フランス語IIa」を並行して受講する必要があ

ります。

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま

す。課題は成績評価の対象になります。

実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

授業への積極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20

% + 小テストの成績 20% + 定期試験 40%

・定期試験を受けるには、全15回の授業のうち10回以上

の授業の出席日数が必要です。

＊なお、定期試験において、「初級フランス語1b」の科

目では聴解と（相手を想定して）書く能力を試します。

＊評価がSとAの人数の割合は、合格者（つまり評価C以

上）全体の30％程度と定められています。

＜テキスト＞

北村亜矢子、Durrenberger Vincent『マエストロ１』（

朝日出版社　2020年）定価2,700円＋税

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　Introduction

Acheter des v?tements dans un magasin

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明、フランス語を学ぶ上でのアドバイス。

テキスト8課：欲しいものを言う

動詞vouloir, prendre

第2回　Acheter des v?tements dans un magasin

テキスト8課：色、サイズ、支払方法を言う、値段を尋

ねる

指示形容詞ce, cette, ces、直接目的補語人称代名詞le,

 la, les

第3回　Parler de ce qu’on mange, situation au mar

ch?

テキスト9課：食事でとるものを言う

部分冠詞du, de la

第4回　Parler de ce qu’on mange, situation au mar

ch?

テキスト9課：食料品を買う、値段を言う

中性代名詞en

第5回　Situation dans l’espace

テキスト10課：位置関係を言う、家の図面を説明する

前置詞deと定冠詞の縮約

第6回　Situation dans l’espace

テキスト10課：位置関係を言う、家の図面を説明する

前置詞deと定冠詞の縮約

第7回　Demander son chemin

テキスト11課：道順を説明する、命令する

命令形

第8回　Demander son chemin

テキスト11課：道順を説明する、命令する

中性代名詞y

第9回　Poser des questions, faire des projets

テキスト12課：質問をする

疑問文の作り方

第10回　Poser des questions, faire des projets

テキスト12課：予定について語る

近接未来、動詞partir

第11回　R?visions, le temps, les heures

テキスト13課：12課までの復習

第12回　R?visions, le temps, les heures

テキスト13課：天候について話す、時刻を言う

非人称構文il fait~、il est... heures

第13回　Parler de sa journ?e

テキスト14課：自分の1日を語る、別の言語でどう言う

か、どう書くか、どう発音するか尋ねる

代名動詞（1）再帰的用法（2）受動的用法（3）相互的

用法
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第14回　Parler de sa journ?e

テキスト14課：自分の1日を語る、別の言語でどう言う

か、どう書くか、どう発音するか尋ねる

代名動詞の否定形、否定ne~plus

第15回　総復習

後期に学習した内容の総復習をします。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

食の科学Ⅰ

吉川　美子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業を行う

ただし、新型ウイルス感染拡大の対策に応じた場合、オ

ンデマンド授業形式で行う

履修者はOneDriveに接続し、講義名のファイルを開きア

ップされている講義動画を見る

＜授業の目的＞

食は、健康な体を保ち、生命の営みを発展させていくた

めのものである。授業を通して自らが健康であるために

安全な食を選ぶ力を高め、食への意識を深めていくこと

を学習の目的とする。

　講義で学んだ知識を社会へ貢献できるために、食生活

における功罪を示し、学生がそれを理解し、応用や工夫

する能力を開発する。なお、この講義は、臨床において

４年間の実務経験のある管理栄養士資格を有する教員が

担当することから、より実践的な観点から解説する。

＜到達目標＞

以下の諸項目について概略を理解し、説明することがで

きる。

①現代に至るまでの食文化の歴史を学び、食への関心を

高める。

②栄養の基礎を知り、自らの健康な体づくりに役立たせ

る知識を得る。

③安全な調理、衛生の大切さを感じ、食による社会貢献

のための一助とする。

＜授業のキーワード＞

食文化、食生活、生活習慣病、栄養、食の安全

＜授業の進め方＞

毎回、パワーポイントを用いる。

＜履修するにあたって＞

社会で食に関する話題に興味をもっておく。

＜授業時間外に必要な学修＞

食と健康にまつわるニュースに関心をもつ。

事柄に対しては、エビデンスのある情報で検討する。

各講義の目的を自分で理解できたか授業時間以外で各自

検証することが重要です。また、講義で取り上げる内容

は、全てを網羅するものではありません。講義で述べら

れたこと以外の内容や、関連する事項を各自で調べるこ

とが重要です。

＜提出課題など＞

授業ごとにレポートを実施する

＜成績評価方法・基準＞

講義中に提示する課題の提出および内容に対して的確に

応えられている７０％

小論文の記述内容で栄養に関しての知識向上がうかがえ

る３０％

＜テキスト＞

特になし。

＜授業計画＞

第1回　講義の概要説明

食生活の栄養的な考え

講義全般の流れ

食を通して健康や文化の小論文作成の説明

第2回　食文化１

食文化の成り立ち

食文化の多様性、調理の起源と役割、食の環境と食文化

の未来像

第3回　食文化２

日本の食文化について

時代と共に変化していく料理文化、伝統料理、郷土料理

第4回　食文化３

世界の料理の特色

フランス料理の地域別の特徴

第5回　栄養学の基礎１

栄養素の種類・はたらき（１）

糖質、脂質、タンパク質

第6回　栄養学の基礎２

栄養素の種類・はたらき（２）

ビタミン、ミネラル、その他の栄養素

第7回　栄養と疾患１

生活習慣病の説明（１）

肥満、糖尿病など

第8回　栄養と疾患２

生活習慣病の説明（２）

高血圧、脂質異常症、骨粗鬆症など

第9回　栄養と疾患３
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生活習慣病の説明（３）

メタボリックシンドロームなど

第10回　食品科学１

健康食品（特定保健用食品・栄養機能食品）

食事摂取基準、食品成分表、栄養表示など

第11回　食品科学２

調理の科学、美味しさの科学

第12回　食品科学３

食の安全、食物アレルギー

第13回　食品科学４

食中毒

細菌性・ウイルス性・化学性

第14回　補完講義・小論文作成

衛生管理、栄養とバランス、小論文の作成

第15回　総括

全体の振り返り、小論文の紹介

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

食の科学Ⅱ

石井　剛志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

【講義】【対面授業】

＜授業の目的＞

本科目は、全学DPに示す共通教育等を通じて、広い教養

を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養することを念

頭に、獲得した知識や技能を活用し、国内外において、

価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深

め、協働して、社会に役立てることができることを目指

している。

本科目では、我々が生きていくうえで重要な「食」につ

いて「科学」の視点をもって教授するが、特に食品の「

おいしさ」と「健康増進効果」をテーマに、食素材、食

事、食文化、食生活、調理・加工、開発、製造および販

売に至る幅広い分野で講義を展開し、文系・理系や将来

の職業等にとらわれず社会生活で実践的に活用できる食

に関する一般教養の習得を目指す。担当教員と外部講師

は、大学や食品企業にて食品科学分野における研究者、

食品製造・販売に関わる技術者や経営者としての実務経

験を有しており、実践的な情報や知識を基に「食」につ

いて解説する。

＜到達目標＞

・ 食の科学に関わる基礎的な用語・知識を身につける

・ 身に着けた用語・知識をいかして、食に関する情報

を収集・分析し正しく利用できる

・ 食事・食文化と美味しさや健康増進効果との関係に

ついて意見の提案や議論ができる

・ 調理・加工・製造・販売と美味しさや健康増進効果

との関係について意見の提案や議論ができる

＜授業のキーワード＞

食品、おいしさ、健康増進効果、食事、食文化、食生活、

食と健康、食品の開発・製造・販売

＜授業の進め方＞

担当教員：スライドやプリントを用いる「講義」を中心

に進める。

外部講師：スライドを用いる「講義」のほか「講演会」

や「演習」の形式をとる場合がある

＜履修するにあたって＞

本科目は幅広い分野の受講者に開講するため、食品科学

等の専門知識や化学、生物、物理などの理系科目の素養

は特に必要としない。「食」を対象とする様々なトピッ

クスを教授するが、興味をもった内容については情報を

収集・分析したうえで、実生活や自身の専門分野で活用

してほしい。全15回の講義のなかでは、大学や企業で食

品関係の実務に携わる外部講師による特別講義も予定し

ている。なお特別講義に実施日（回）や講義内容は先方

の都合や社会情勢の変化により変更・中止する場合があ

る（その際は事前に連絡）。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義の内容について適宜メモを取り、次回の講義まで（

忘れないうち）に復習し（30分程度）、食に関わる基礎

的な科学用語や知識を身につけること。日頃から「食」

に関する情報に関心を持ち、収集・分析するよう努める

こと（適宜）。特に、本科目のメインテーマとなる食品

の「おいしさ」に関しては、内容に科学的な根拠があっ

たとしても、受け止め方や感じ方は個々人で異なるため、

収集した情報を分析し、自身の考えとして整理すること

が望ましい（適宜）。

＜提出課題など＞

講義の最後に講義内容に関する簡単な小課題を課すこと

がある（適宜）。

＜成績評価方法・基準＞

講義中の小課題と定期試験の結果から到達目標の達成度

を総合的に評価する。配点は小課題（40％）定期試験（

60%）として100点満点に換算し、60点以上を合格とする。

出席点（加点）は設けていないが、出席３分の２未満の

場合は評価の対象とせず不合格とする。また正当性のな

い理由により20分以上遅刻あるいは途中退室した場合に

は欠席とする。定期試験が実施できない場合には、講義

中の小課題（50%）期末レポート（50%）として評価する。

＜テキスト＞

レジュメやプリントを講義当日に適宜配布する。

非対面での講義が予想される場合にはdotCampus等によ

り適宜配布する。

＜参考図書＞

適宜紹介する。
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＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

【オリエンテーション】

 ・シラバスをもとに講義の進め方や取り組み方につい

て説明する

第2回　食の科学の基礎１

【食文化と食生活】

 ・食文化や食生活の変遷と現在の食に関する課題につ

いて理解する

第3回　食の科学の基礎２

【食品の機能】

 ・食品の機能（栄養機能・嗜好機能・生体調節機能）

について理解する。

第4回　おいしさの科学１

【おいしさの構成因子と評価法】

 ・食品のおいしさの構成因子とおいしさの評価法に関

する基礎を理解する

第5回　おいしさの科学２

【色とおいしさ】

 ・食品の色とおいしさの関係について理解する

第6回　おいしさの科学３

【味とおいしさ】

 ・食品の味とおいしさの関係について理解する

第7回　おいしさの科学４

【香りとおいしさ】

 ・食品の香りとおいしさの関係について理解する

第8回　おいしさの科学５

【食感とおいしさ】

・食品の食感（テクスチャー）とおいしさの関係につい

て理解する

第9回　おいしさの科学６

【食肉のおいしさ】

  ・食肉のおいしさを色・味・香り・食感等の観点から

紹介する

第10回　嗜好飲料の科学１

【紅茶のおいしさ】

 ・紅茶のおいしさに関する様々な事象について科学的

な観点から紹介する

第11回　嗜好飲料の科学２

【紅茶の生理機能】

 ・紅茶の生理機能に関する様々な事象について科学的

な観点から紹介する

第12回　嗜好飲料の科学３

【食事と飲料の相性】

・食事と飲料の相性について研究成果を踏まえ科学的な

観点から紹介する

第13回　外部講師による特別講義

【食に関する実践的な話題１】

 ・食品企業の視点から「食」に関する取り組みについ

て紹介いただく

第14回　外部講師による特別講義

【食に関する実践的な話題2】

 ・食品研究者の視点から食品の生体調節機能について

紹介いただく

第15回　総合学習

【総合学習】

  ・収集した食に関する情報を総合的に分析し自身の知

識として整理する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

食の科学Ⅱ

吉川　美子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業形式で行う

ただし、新型ウイルス感染拡大の対策に応じた場合、オ

ンデマンド形式で行う

オンデマンド授業形式

履修者はOneDriveに接続し、講義名のファイルを開きア

ップされている講義動画を見る

＜授業の目的＞

食事は、体に取り入れると様々な栄養素となり吸収され

る。食品の特徴を知り、物質代謝の仕組みを学習するこ

とにより、健康維持に必要な「食に関する知識」が身に

つくと考える。

　講義では、食品の栄養素の基礎知識やその組合せによ

り、機能性を高め、美味しさを引き出す工夫を実践でき

る力を育成する。なお、この講義は、臨床において４年

間の実務経験のある管理栄養士資格を有する教員が担当

することから、より実践的な観点から解説する。

＜到達目標＞

以下の諸項目について概略を理解し、説明することがで

きる。

①食生活を科学的に捉え、バランスの良い理想的な食品

の組合せができる力を養う

②栄養学の基礎を活かし、心と体の健康づくりに取り組

む

③食を通して得た幅広い地域文化に対する知識を社会活

動の糧とする

＜授業のキーワード＞

食文化、食生活、臨床栄養、献立のバランス、マナー

＜授業の進め方＞

毎回、パワーポイントを用いる。

＜履修するにあたって＞

社会で食に関する話題に興味をもっておく。

＜授業時間外に必要な学修＞



- 498 -

食と健康にまつわる情報に関心をもつ。

事柄に関しては、エビデンスのある情報で検討する。

各講義の目的を理解するために、授業以外で各自検証す

る。また、講義で取り上げる内容は、全てを網羅するも

のではなく、関連する事項を各自で調べることを重要と

する。

＜提出課題など＞

毎回の授業で食に関する質問及びアンケート、レポート

を実施する

＜成績評価方法・基準＞

講義中に提示する課題の提出と内容に関して的確に応え

られている７０％

最終課題とする小論文の記述内容で栄養知識の向上がう

かがえる３０％

提出物に関しては、講義中に注意点をあげているので期

間内に提出することとする

＜テキスト＞

特になし。

＜授業計画＞

第1回　講義の概要説明

健康のための食生活と知識

講義内容の目的

提出物の説明

美味しさの表現

食事のマナー

第2回　食品に関する知識

栄養素の機能と健康

食品の分類と加工方法

遺伝子組み換え食品について

栄養バランス（PFC)

献立の立て方

第3回　栄養と調理の関係

調理による食品成分の変化

水と調理

ビタミンの性質と調理

第4回　食品の調理科学①

植物性食品の特徴と性質

第5回　食品の調理科学②

動物性食品の特徴と性質

第6回　食と文化①

日本の食文化（和食）

特徴、様式、食事作法、盛り付け、地域文化、献立例

第7回　食と文化②－１

江戸時代の食事情①

食品と調理法

歴史人物の食事内容、江戸野菜、海の幸

第8回　食と文化②－２

江戸時代の食事情②

食の楽しみ

江戸料理

第9回　食と文化③

西洋の食文化（洋食）

特徴、様式、食事作法、盛り付け、地域文化、献立例

第10回　食と文化④

中国の食文化（中華）

特徴、様式、食事作法、盛り付け、地域文化、献立例

第11回　高齢期の食事

健康を支える食生活

介護食の内容とポイント

第12回　薬膳の基本

陰陽五行論、食養生、食物の組合せ

第13回　臨床栄養①

コレステロールと中性脂肪について

血液の質の向上

第14回　臨床栄養②

肝機能低下、腎機能低下、高尿酸血症

第15回　まとめ（復習）

小論文（レポート）作成

講義全般の復習

小論文の説明

質疑応答

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

食薬文化論

森脇　優司

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

◎パワーポイントを使用した講義形式で授業を進めてい

きますが、途中で意見や質問などがあるようでしたら、

自由に発言してください。講義終了後でも結構です。

遠隔授業になった場合：Zoomを使用します。以下のURL

から参加してください。

講義資料は、Office365のOneDrive上にuploadします。

いずれも遠隔情報を参照してください。

＜授業の目的＞

◎ ディプロマポリシーとの関係：季節や体質に合わせ

たものを食べて、未然に病気を防ぐ。食事はいわば「薬

」のようなものと考えられ、これを中医学では「薬食同

源」といいます。健康的な生活を送るための「食」と「

薬」について、医学的見地からお話しします。　食事と

薬についての知識を修得し、正しいとされる食事、誤っ

た食生活によってもたらされる生活習慣病、食事の各成

分・栄養素の働き、正しい薬の使用法、食事と薬の相互

作用、薬と毒の関係、食中毒、さらには、食事の成分と
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しての、砂糖・塩・酢・油脂やビタミン、ミネラル、嗜

好品としてのお酒、健康食品などについての理解を深め

ることを目的としています。

◎ なお、本講義は臨床医学に関する業務を40年以上経

験している、実務経験を有する教員によって行われるの

で、より実践的観点から、食事と薬、嗜好品に関しての

役割やその害などを解説するものです。

＜到達目標＞

「食」と「薬」に関する知識を、1) 教養として修得し、

また2) 実生活で活用できることを、目標に学習します。

＜授業のキーワード＞

食品、栄養素、薬、毒性、生活習慣

＜授業の進め方＞

パワーポイントで講義のファイルを作成し、そのファイ

ルに沿って、講義を進めてゆきます。授業の展開によっ

て、話の内容に若干の変更があるかもしれません。

＜履修するにあたって＞

単位を取るために履修するのではなく、少しでも健康に

関する「食」や「薬」に関心を持って、みずから考えて

みましょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

特に必要ありませんが、自身で課題をみつけて、関連図

書を読んで食事や薬についての教養を深めるよう努めて

ください (60分～)。

＜提出課題など＞

ありません。

＜成績評価方法・基準＞

最終回に行う、学習到達度確認のためのMCQの結果で100

%評価します。

＜テキスト＞

指定しません。

＜参考図書＞

指定しませんが、何か興味のある本があれば・・・

＜授業計画＞

第1回　正しい食事とは何か？

「医食同源」と言われるが、病気を予防・治療するため

の食事はあるのか？誤った食生活を送っていないかなど、

改めて一緒に考えてみます。

第2回　生活習慣病とその対策

生活習慣病とは何か？ 生活習慣病を予防あるいは治療

するための食事療法などについて、学びます。

第3回　生活習慣病としての痛風・高尿酸血症

生活習慣病の1つとしての痛風・高尿酸血症についての

理解を深めます。

第4回　食事と薬の相互作用

薬の正しい服用方法、食事と薬、薬と薬、食事と食事な

どの相互作用について、考えてみます。

第5回　食中毒の話

食中毒の原因や予防法について、学習します。

第6回　自然の恵み？- 薬と毒

自然界に存在する様々な毒。薬は毒をどのように利用し

ているのか？ また毒をどのように避けるのか？ などに

ついて、紹介します。

第7回　甘くない砂糖の話

砂糖の種類と働き、砂糖の摂取は身体にどう影響するの

か？ 砂糖の適切摂取と、過剰摂取による健康への影響

などについて、言及します。

第8回　塩分は必要か？

塩の種類、塩の生成法、塩分の重要性や、過剰摂取によ

る高血圧以外の健康障害についても、考えてみます。

第9回　酢はすごい！ 酢の効用

酢とは何か？ 酢の種類、作り方やその働きと、健康効

果について、学習します。

第10回　酒は百薬の長か？

アルコール摂取の功罪について、考えてみます。

第11回　ビタミンの働き

ビタミンの種類とその作用、欠乏症・過剰症について、

学びます。

第12回　ミネラルと微量元素

生体の恒常性 (ホメオスターシス) の維持のために、必

要不可欠なミネラルと微量元素の作用について、学習し

ます。

第13回　油と脂について

日常の生活で摂る油と脂の違い、脂の種類やその作用な

どについて、学習します。

第14回　健康食品とは-健康食品で健康になるか？

健康食品とは何か？ 健康食品は本当に健康によいのだ

ろうか？ 健康食品の賢い利用の仕方、健康食品やサプ

リメントの健康被害についても、考えてみます。

第15回　食薬文化論の理解を深める- MCQ

第1回～第14回の講義を振り返り、MCQ形式の演習問題を

解くことによって、改めて講義内容の習得度などを確認

してみます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ａ （１年次のみ）

服部　亮祐

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞



- 500 -

講義

＜授業の目的＞

本授業は、共通教育科目に位置付けられる。全学DPが示

す「共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養している」こと、また「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ことを目指す。具体的には、言語とは何か、「言語を

研究する」とはどういうことか、について言語学の様々

な分野の基礎を概観しながら幅広く考えることで教養を

身につけ、また、言語学分野の様々な課題を通して、自

分の考えや意見をわかりやすく他者に伝える練習をする

ことを目指す。

＜到達目標＞

言語について理解し、科学的に考察することができる。

自分の考えや意見を文章として明確に表現できる。

＜授業の進め方＞

基本的に、パワーポイント及びハンドアウトを使った講

義形式で授業を進める。毎回の授業の終わりに、理解度

を把握するために小テストを課す。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回の授業後に内容を復習し、小テストや最終課題に備

える。（６０分程度）

＜提出課題など＞

毎回、授業の内容について小テストを行い、提出しても

らう。小テストの解答は授業中に解説する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内での取り組み：１０％、小テスト：６０％、最終

課題：3０％

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

授業内で適宜紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、講義の全体的な概要、進め方、成績の付け方

等の説明。

第2回　音声学

人がどうやって様々な音声を発し、どう知覚するのか。

また、その音声にどのような物理的特性があるのか、を

考える。

第3回　音韻論

特定の言語の体系の中で一つ一つの音の違いがどのよう

に意味を区別しているのかという視点から、言語の音に

ついて考える。

第4回　形態論１

語とは何か。意味を持つ最小の単位について、様々な言

語の例から考える。

第5回　形態論2

語がどのように形成されるのか、また、語の内部にどの

ような構造があるのか、について考える。

第6回　統語論1

どのように語がまとまって文を形成するのか、文の構造

について考える。

第7回　統語論2

文の中での振る舞いによって語がいくつかの種類に分か

れることを、様々な言語の例をみながら考える。

第8回　意味論

意味とは何か。語のレベルと文のレベル両方の視点から

考える。また、認知意味論における基本的な概念につい

て紹介する。

第9回　語用論

文字通りの意味ではなく、場面や文脈、常識によって変

化する実際の発話における意味について考察し、言葉の

使われ方について考える。

第10回　歴史言語学１

言語が地域によって少しずつ変化していくことで別の言

語ができていく過程について、音の変化を中心に考える。

第11回　歴史言語学2

言語が地域によって少しずつ変化していくことで別の言

語ができていく過程について、語彙や語順、意味の変化

を中心に考える。

第12回　比較言語学

いくつかの言語に共通の祖先である元の言語があるとい

う考えに基づいて、言語の同系関係を証明し、それらが

共通の祖先からどのように変化してきたのかを考える。

第13回　社会言語学

同じ言語を話している社会においても年齢や性別、地域

などによって言葉が変異する現象について考える。

第14回　言語獲得論

子供がどのように母語を獲得しているのか、子供の母語

の知識はどこから来るのか、について考える。

第15回　まとめ

これまで学んだことについて、まとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ａ （１年次のみ）

梅川　由紀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義形式で行います。

＜授業の目的＞

本科目は共通教育科目（リベラルアーツ領域）の一つで

す。ディプロマ・ポリシー（全学学部）の、「知識・技

能」「思考力・判断力・表現力等の能力」に関連する科

目です。

本授業は「つながり」「環境」「地域社会」という三つ

のキーワードから、現代社会をめぐる様々な問題（子ど
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もの貧困、ごみ屋敷、ごみ、自然保護、景観問題など）

について社会学的に検討します。社会学の基本的な考え

方を理解し、物事を多角的に考察できるようになること

を目的とします。なかでも受講者の関心のある内容に関

しては、自らの考えを社会学的に展開できるようになる

ことを目指します。

なお、本授業の担当者は経営コンサルタントとして働い

た経験を持つ、実務経験のある教員です。実務に関連し

たテーマや事例などを用い、より実践的な指導を行うこ

とが可能です。

＜到達目標＞

1．授業で扱う問題について、現状・論点・解決策など

を説明できるようになること。

2．授業で扱った問題のうち受講生の関心のある内容に

関しては、自らの考えを社会学的に論じることができる

ようになること。

＜授業のキーワード＞

つながり、環境、地域社会

＜授業の進め方＞

授業はパワーポイントを使用した講義形式で行います。

受講者の理解を深めるために、積極的に映像資料を活用

します。毎回授業の最後にコメントシートを記入しても

らいます。コメントシートには、授業を受けて考えたこ

となどを書いてもらいます。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の事前・事後に2時間程度とします。特に授業後は、

授業内容を振り返るとともに、関心を持った内容に関し

ては積極的に本・論文・ニュースなどに目を通し、理解

を深めるようにしてください。

＜提出課題など＞

1．毎回授業の最後にコメントシートを記入してもらい

ます。フィードバックは、次回授業開始時にクラス全体

に向けて行います。

2．学期末には期末レポートを課します。フィードバッ

クは、クラス全体に向けて行います。

＜成績評価方法・基準＞

コメントシート：30％、期末レポート：70％で評価しま

す。

＜テキスト＞

なし。

＜参考図書＞

授業時に適宜提示します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション ： 社会学の視点

授業の進め方について説明します。また社会学とはどの

ような学問かについて学びます。

第2回　子どもの貧困 （つながり）

子どもの貧困やその対策から、地域社会における「つな

がり」のあり方を検討します。

第3回　高齢者と無縁社会 （つながり）

社会的に孤立する高齢者の状況と、無縁社会について学

びます。

第4回　女性と子育て （つながり）

女性のライフスタイルの変化と、「つながり」の希薄化

による子育てをめぐる問題について検討します。

第5回　ごみ屋敷① （つながり）

いわゆる「ごみ屋敷」問題とはどのような問題なのか、

その基礎について学びます。

第6回　ごみ屋敷② （つながり）

「ごみ屋敷」の当事者の目線に寄り添って、ごみ屋敷問

題について考察します。

第7回　ごみ処理場 （環境）

「ごみ処理場が自宅近くに建設されること」をめぐる問

題について検討します。

第8回　不法投棄 （環境）

なぜ不法投棄は生じてしまうのか、その仕組みについて

考察します。

第9回　自然保護 （環境）

「自然を守る」とはどのようなことなのか、検討します。

第10回　野生動物の保護 （環境）

野生動物をめぐる問題点と、保護することの難しさにつ

いて検討します。

第11回　コモンズ （環境）

「コモンズ」という自然とのかかわりかたについて学び

ます。

第12回　歴史的環境 （地域社会）

歴史的遺産などを保存すること、取り壊すことの論点に

ついて検討します。

第13回　景観 （地域社会）

望ましい景観とは何か、景観問題の難しさについて考察

します。

第14回　観光 （地域社会）

まちづくりや観光と、自然の関係について学びます。

第15回　まとめ ： 現代社会が抱える問題

これまでの内容を振り返り、現代社会の抱える問題につ

いて考察します。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ａ （１年次のみ）

梅川　由紀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義形式で行います。

＜授業の目的＞

本科目は共通教育科目（リベラルアーツ領域）の一つで

す。ディプロマ・ポリシー（全学学部）の、「知識・技

能」「思考力・判断力・表現力等の能力」に関連する科

目です。

本授業は「つながり」「環境」「地域社会」という三つ

のキーワードから、現代社会をめぐる様々な問題（子ど

もの貧困、ごみ屋敷、ごみ、自然保護、景観問題など）

について社会学的に検討します。社会学の基本的な考え

方を理解し、物事を多角的に考察できるようになること

を目的とします。なかでも受講者の関心のある内容に関

しては、自らの考えを社会学的に展開できるようになる

ことを目指します。

なお、本授業の担当者は経営コンサルタントとして働い

た経験を持つ、実務経験のある教員です。実務に関連し

たテーマや事例などを用い、より実践的な指導を行うこ

とが可能です。

＜到達目標＞

1．授業で扱う問題について、現状・論点・解決策など

を説明できるようになること。

2．授業で扱った問題のうち受講生の関心のある内容に

関しては、自らの考えを社会学的に論じることができる

ようになること。

＜授業のキーワード＞

つながり、環境、地域社会

＜授業の進め方＞

授業はパワーポイントを使用した講義形式で行います。

受講者の理解を深めるために、積極的に映像資料を活用

します。毎回授業の最後にコメントシートを記入しても

らいます。コメントシートには、授業を受けて考えたこ

となどを書いてもらいます。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の事前・事後に2時間程度とします。特に授業後は、

授業内容を振り返るとともに、関心を持った内容に関し

ては積極的に本・論文・ニュースなどに目を通し、理解

を深めるようにしてください。

＜提出課題など＞

1．毎回授業の最後にコメントシートを記入してもらい

ます。フィードバックは、次回授業開始時にクラス全体

に向けて行います。

2．学期末には期末レポートを課します。フィードバッ

クは、クラス全体に向けて行います。

＜成績評価方法・基準＞

コメントシート：30％、期末レポート：70％で評価しま

す。

＜テキスト＞

なし。

＜参考図書＞

授業時に適宜提示します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション ： 社会学の視点

授業の進め方について説明します。また社会学とはどの

ような学問かについて学びます。

第2回　子どもの貧困 （つながり）

子どもの貧困やその対策から、地域社会における「つな

がり」のあり方を検討します。

第3回　高齢者と無縁社会 （つながり）

社会的に孤立する高齢者の状況と、無縁社会について学

びます。

第4回　女性と子育て （つながり）

女性のライフスタイルの変化と、「つながり」の希薄化

による子育てをめぐる問題について検討します。

第5回　ごみ屋敷① （つながり）

いわゆる「ごみ屋敷」問題とはどのような問題なのか、

その基礎について学びます。

第6回　ごみ屋敷② （つながり）

「ごみ屋敷」の当事者の目線に寄り添って、ごみ屋敷問

題について考察します。

第7回　ごみ処理場 （環境）

「ごみ処理場が自宅近くに建設されること」をめぐる問

題について検討します。

第8回　不法投棄 （環境）

なぜ不法投棄は生じてしまうのか、その仕組みについて

考察します。

第9回　自然保護 （環境）

「自然を守る」とはどのようなことなのか、検討します。

第10回　野生動物の保護 （環境）

野生動物をめぐる問題点と、保護することの難しさにつ

いて検討します。

第11回　コモンズ （環境）

「コモンズ」という自然とのかかわりかたについて学び

ます。
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第12回　歴史的環境 （地域社会）

歴史的遺産などを保存すること、取り壊すことの論点に

ついて検討します。

第13回　景観 （地域社会）

望ましい景観とは何か、景観問題の難しさについて考察

します。

第14回　観光 （地域社会）

まちづくりや観光と、自然の関係について学びます。

第15回　まとめ ： 現代社会が抱える問題

これまでの内容を振り返り、現代社会の抱える問題につ

いて考察します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ａ （１年次のみ）

岩本　茂樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面の講義形式の授業の予定です

（ただし、新型コロナの状況でオンデマンドとなる可能

性があります。その場合は、シラバス等に追加連絡をし

ます。）

担当教員のメールアドレス：iwamoto@css.kobegakuin.a

c.jp

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）の本科目の取扱いにつ

いて⇒授業を実施します。ただし、避難指示、避難勧告

が発令されている場合はご自身の安全を最優先にし、自

治体の指示に従って行動してください。

＜授業の目的＞

本講義は、現代社会学科における専門分野科目の「地域

と文化」に位置づけられている。文学、さらに絵画や音

楽、映像を素材として、人間が紡ぎだしてきた社会と文

化が社会的価値観や文化構造の枠組みのなかで創造され

てきたことを理解するとともに、現代社会学科ディプロ

マ・ポリシー１に準じて、文化の形成に係る諸事象を多

面的、総合的に理解し、その知識を活用することができ

ることを目的とする。

なお、この授業の担当者は、小学・中学・高校と約30年

間教育に携わってきた実務経験のある教員であるため、

より実践的な観点から社会と文化について解説するもの

である。

＜到達目標＞

１．自己を取り巻く日常生活に関心をもち、人と人の関

係、人と社会の関係における諸問題を、基礎的な専門用

語を用いて、解決を導くことができる。

2．文学や映画が取り上げるテーマについて関心を持ち、

時代ごとの主要な論点を踏まえ、自らの人文科学的な見

解を示すことができる。

3.文学や映像を通して、時代や地域によって異なる価値

観を知ることから、異文化理解の重要性を説明すること

ができる。

＜授業のキーワード＞

メタメッセージ　モデルライバル論　コミュ障

＜授業の進め方＞

講義形式ではあるが、映像を取り入れた授業を展開する。

また、受講生の意見や感想を書いてもらい、次回の授業

で披露することから双方向の授業を進める。

＜履修するにあたって＞

映像視聴をとり入れた講義を行う。なお、受講者の意見

や感想も授業にフィードバックさせながら共に学ぶ授業

を目指す。

＜授業時間外に必要な学修＞

ニュースに関して常に関心を持ち、授業でとりあげる文

学や映画などを視聴すること。予習１時間、復習１時間

程度を行うこと。

＜提出課題など＞

双方向の授業を展開するため、授業後のコメントを求め

ます。受講生のコメントを次回の授業でフィードバック

し、授業内容の充実と深化をはかる。

＜成績評価方法・基準＞

授授業内の小テスト(8０％）　レポート（・コメント（

2０％）

＊テストは教科書のみ持ち込み可

　レポートは教科書からの課題

＜テキスト＞

岩本茂樹『コミュ障のための社会学入門　－「生きづら

さ」の正体を探る』中央公論新社、2022年出版予定 （1

500円＋税）

＜参考図書＞

岩本茂樹『自分を知るための社会学入門』中央公論新社、

2015年

岩本茂樹『思考力を磨くための社会学』中央公論新社、

2018年

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方と授業概要の説明を受け、講義の全体像を

把握する。

第2回　異性からの告白：ホント／ウソ

メッセージの内容とその内容に隠れた意味を考える。

第3回　社会に囲まれている

ミクロな世界で生じた問題がマクロな世界とどのように

繋がっているのかについて考える。

第4回　ボディランゲージ

私たちの身体表現によるメッセージの裏に潜む文化を理

解する。

第5回　流行
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ファッションを主とした流行現象を社会学的なアプロー

チで考える。

第6回　予言による結果とは

希望を持つことで実現することの現象を学ぶ。

第7回　セクシーさとは

セクシーなしぐさや行為を通して、しぐさに刻まれた文

化を学ぶ。

第8回　映像を読み解く（１）

映像を視聴することを通して人間の行為とその意味解釈

を考える。

第9回　映像を読み解く（２）

映像を視聴することを通して人間の行為とその意味解釈

を考える。

第10回　シンボルに動かされる

シンボルによる欲望などの現象を、映像を視聴しながら

考える。

第11回　社会的人間になるために

文学を通して、人間の社会化について学ぶ。

第12回　私探しゲーム

文学を通して、現代社会のアイデンティティの揺らぎを

考える。

第13回　欲望のメカニズム

小説の世界から、人間の欲望について考える。

第14回　三角関係の世界

＜授業内テスト＞

文学の世界にえがかれた人間社会について学んだことを

振り返る。

第15回　まとめ

講義全体を振り返ると共に、要点を整理する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ｂ （１年次のみ）

金　瑛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

全学DPにある「幅広い知識を活用してさまざまな問題を

発見し、それを解決する方策を導くことができる」とい

う目標を達成するために、「記憶」というテーマを中心

に現代社会の問題についての基礎知識や、人文社会科学

の基礎知識を身につけてもらう。

＜到達目標＞

「記憶」というテーマを切り口にして、現代社会におけ

るさまざまな問題について人文社会科学的な視点から説

明できる（知識）。社会問題への関心を持つことができ

る（態度・習慣）。講義をつうじて現代社会の問題につ

いて自ら問いを立て、考える力を養う（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

記憶、集合的記憶

＜授業の進め方＞

パワーポイントや映像資料を用いた講義を中心に進める。

授業の最後にコメントカードを記入してもらい、質問や

よいコメントがある場合には、次回の授業冒頭で解説を

行うことがある。

＜履修するにあたって＞

授業妨害となる私語などがあった場合は注意のうえ、改

善されなければ失格扱いとする。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業後、復習として1時間程度、配布資料の見直しや

関連資料の参照をして理解を深めること。

＜提出課題など＞

毎回コメントカードを200字～400字程度記入してもらい、

授業の理解度や参加度を判断する。

＜成績評価方法・基準＞

毎回の授業で提出するコメントカードの記述内容による

評価４０％、最終レポート６０％。最終レポートでは講

義内容の理解を基に自身の考察をどの程度展開できてい

るかを総合的に評価する。最終レポートの詳細は授業期

間の中盤に改めてアナウンスする。

＜テキスト＞

なし。プリント資料を配布する。

＜参考図書＞

アン・ホワイトヘッド『記憶をめぐる人文学』彩流社、

2017年。

その他の参考資料は各授業回にて提示する。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

講義概要・採点方法などについて説明する。講義の前提

となる人文社会科学についても概要を知ってもらう。

第2回　過去の再構成

人文社会科学における記憶論の基本的な発想である「過

去の再構成」という考え方について知ってもらう。

第3回　アイデンティティと記憶

アイデンティティという観点から記憶についての理解を

深めてもらう。

第4回　メディアと記憶

メディアと記憶との関係について理解を深めてもらう。

第5回　小括：記憶と人文社会科学

第4回までの講義を振り返り、人文社会科学的な発想か

ら記憶をどう論じられるのかについて理解を深めてもら

う。

第6回　アルヴァックスの集合的記憶論

集合的記憶論の古典であるモーリス・アルヴァックスの

記憶論について知ってもらう。

第7回　記憶と多元的現実

「多元的現実」という概念を切り口に、記憶の対立をめ

ぐる問題について考えてもらう。

第8回　過去の伝わり方（１）：証言
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「証言」という過去の伝わり方の意義や問題点について

理解を深めてもらう。

第9回　過去の伝わり方（２）：モノと場所

「モノと場所」という過去の伝わり方の意義と問題点に

ついて理解を深めてもらう。

第10回　空間と集合的記憶

空間のあり方が集合的記憶にどのように影響するのかに

ついて考えを深めてもらう。

第11回　過去との向き合い方（１）：ノスタルジーをめ

ぐって

ノスタルジーという記憶現象について知識を深めてもら

う。

第12回　過去との向き合い方（２）：負の記憶をめぐっ

て

負の記憶をめぐる対立の問題に関する考察を通じて、負

の記憶とどう向き合うべきか考えを深めてもらう。

第13回　過去の伝わり方（３）：メディア

記録技術が発展した現代社会におけるメディアと記憶と

の関係について考えを深めてもらう。

第14回　忘却と社会

過去を忘却することの意義や問題点について考えを深め

てもらう。

第15回　全体の振り返り

これまでの講義の振り返りと、未回答の質問事項につい

ての解説などを行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ｂ （１年次のみ）

新堂　粧子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育センターのDPに掲げる「学修した

知識・技能を活かして社会と交わり、新しい価値を創造

する」力を身につけることを目指します。共通教育科目

のひとつで、１年次のみ履修可能な入門科目です。科学

３分野（自然、社会、人文）のなかの人文科学の基礎を

学修します。科学は「原因⇔結果」=因果律を解明しよ

うとしますが、人間は因果律に従って行動すると同時に、

因果律では説明できない次元をも生きています。なぜそ

のような振る舞いをしたのか、合理的な説明のできない

場合のあることを、私たちはしばしば経験します。その

ような非合理性をはらむ人間や、人間の生み出した思想

や文化を、いかにして学問的に探求することができるの

か。その試みのひとつとして作田啓一の人間学（『三次

元の人間』）を学び、従来の科学的思考を超える人文科

学の可能性や面白さに触れることが、この授業の目的で

す。

＜到達目標＞

①人間の合理性と非合理性、社会性と超社会性について

の思索が深まる。

②作田人間学の基本用語である「拡大体験」と「溶解体

験」の違いを把握し、それぞれに関して自らの体験を思

い起こすことができる。

③自我の３次元 ー 社会我・独立我・超個体我 ー の理

論を学び、自他の価値観と性格を論じることができる。

④生命の充溢感、真の自己を生きるとはどういうことか

を考察し、これからの生き方に活かすことができる。

＜授業のキーワード＞

自己と外界、生命感、生成の人間学、作田啓一

＜授業の進め方＞

講義中心の授業です。テーマの区切りごとにコメントカ

ードにて質問や感想を提出してもらい、理解度を確かめ

必要な補足を行います。

＜履修するにあたって＞

授業のさまたげになるような私語は慎むこと。

受講前および受講期間を通して、各自が最も生き生きと

した実感をもつのはどのような時か、その時の感覚はど

のようなものか、を問い続けてみること。

＜授業時間外に必要な学修＞

ノートを見直しながら、毎回指示するテキストの該当箇

所を読むことで、授業の復習・予習をすること。（1時

間程度）

＜提出課題など＞

テーマごとに数回、コメントカードに質問・感想・設定

した問いへの回答などを書いて提出してもらいます。

その他、期末にレポートを課します。

＜成績評価方法・基準＞

コメントカードの記載内容（40％）、期末レポート（60

％）で評価します。

＜テキスト＞

作田啓一『三次元の人間 － 生成の思想を語る』行路社、

1998年再版

＜参考図書＞

作田啓一『生成の社会学をめざして ー 価値観と性格』

有斐閣、1993年

＜授業計画＞

第1回

　はじめに

 ー 人間の非合理性

授業全体の方向性と基本的な考え方を説明する。

人間の二重性について考える。

第2回

　Ⅰ自己と外界

(1) 自己の拡大と溶解①
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拡大体験と溶解体験について解説する。

『三次元の人間』4-8頁

第3回

　Ⅰ自己と外界

(1) 自己の拡大と溶解②

拡大体験と溶解体験について解説する。

『三次元の人間』4-8頁

E.イヨネスコの溶解体験ほか

『生成の社会学をめざして』36-43頁

第4回

　Ⅰ自己と外界

(2) 主体-客体関係の３類型①

E.G.シャハテルの発達段階理論を解説する。

『三次元の人間』8-17頁

第5回

　Ⅰ自己と外界

(2) 主体-客体関係の３類型

②

E.G.シャハテルの発達段階理論を解説する。

『三次元の人間』8-17頁

第6回

　Ⅰ自己と外界

(3) 生命感について

対象中心性（シャハテル）と生命感について考える。

『三次元の人間』18-28頁

関心の２タイプ ー オクノフィリアとフィロバティズム

（M.バリント）ほか

第7回

　Ⅱ自己意識論

(1) 向自意識と対他意識①

根源的存在の次元から派生する自己意識と社会的関係性

の次元から派生する自己および他者意識とを区別する視

角を解説する。

『三次元の人間』71-92頁

深い自我と表層の自我（H.ベルクソン）ほか

第8回

　Ⅱ自己意識論

(1) 向自意識と対他意識②

根源的存在の次元から派生する自己意識と社会的関係性

の次元から派生する自己および他者意識とを区別する視

角を解説する。

『三次元の人間』71-92頁

動機語彙論（C.W.ミルズ）ほか

第9回

　Ⅱ自己意識論

(2) 真の自己

真の自己がわからないという悩みについて考える。

第10回

　Ⅱ自己意識論

(3) 人間関係論への展開

他者との関係の中で向自意識と対他意識がどのように関

係し合うかを、精神医学の見解を参照しながら検討する。

『三次元の人間』93-105頁

第11回　Ⅲ価値観と性格

(1) 自我の３次元

自我の３つの志向性に関する作田理論を解説する。

『三次元の人間』序文、152-184頁

第12回

　Ⅲ価値観と性格

(2) 行為の選択基準

自我の３次元が形成する価値観、行為選択の３基準につ

いて解説する。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』123-140頁

第13回

　Ⅲ価値観と性格

(3) 性格類型論①

自我の３次元の相対的強さによる作田の性格類型論を紹

介・解説したうえで、現実ないしはフィクションにおけ

る人間関係への理論適用を試みる。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』141-164頁

第14回

　Ⅲ価値観と性格

(3) 性格類型論②

自我の３次元の相対的強さによる作田の性格類型論を紹
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介・解説したうえで、現実ないしはフィクションにおけ

る人間関係への理論適用を試みる。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』141-164頁

第15回

　おわりに

 ー 社会化と超社会化

はじめに呈示した人間の二重性に由来する人間形成の２

つの方向性について論じ、その軸にそって本講義で扱っ

た議論の位置づけと整理を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ｂ （１年次のみ）

新堂　粧子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育センターのDPに掲げる「学修した

知識・技能を活かして社会と交わり、新しい価値を創造

する」力を身につけることを目指します。共通教育科目

のひとつで、１年次のみ履修可能な入門科目です。科学

３分野（自然、社会、人文）のなかの人文科学の基礎を

学修します。科学は「原因⇔結果」=因果律を解明しよ

うとしますが、人間は因果律に従って行動すると同時に、

因果律では説明できない次元をも生きています。なぜそ

のような振る舞いをしたのか、合理的な説明のできない

場合のあることを、私たちはしばしば経験します。その

ような非合理性をはらむ人間や、人間の生み出した思想

や文化を、いかにして学問的に探求することができるの

か。その試みのひとつとして作田啓一の人間学（『三次

元の人間』）を学び、従来の科学的思考を超える人文科

学の可能性や面白さに触れることが、この授業の目的で

す。

＜到達目標＞

①人間の合理性と非合理性、社会性と超社会性について

の思索が深まる。

②作田人間学の基本用語である「拡大体験」と「溶解体

験」の違いを把握し、それぞれに関して自らの体験を思

い起こすことができる。

③自我の３次元 ー 社会我・独立我・超個体我 ー の理

論を学び、自他の価値観と性格を論じることができる。

④生命の充溢感、真の自己を生きるとはどういうことか

を考察し、これからの生き方に活かすことができる。

＜授業のキーワード＞

自己と外界、生命感、生成の人間学、作田啓一

＜授業の進め方＞

講義中心の授業です。テーマの区切りごとにコメントカ

ードにて質問や感想を提出してもらい、理解度を確かめ

必要な補足を行います。

＜履修するにあたって＞

授業のさまたげになるような私語は慎むこと。

受講前および受講期間を通して、各自が最も生き生きと

した実感をもつのはどのような時か、その時の感覚はど

のようなものか、を問い続けてみること。

＜授業時間外に必要な学修＞

ノートを見直しながら、毎回指示するテキストの該当箇

所を読むことで、授業の復習・予習をすること。（1時

間程度）

＜提出課題など＞

テーマごとに数回、コメントカードに質問・感想・設定

した問いへの回答などを書いて提出してもらいます。

その他、期末にレポートを課します。

＜成績評価方法・基準＞

コメントカードの記載内容（40％）、期末レポート（60

％）で評価します。

＜テキスト＞

作田啓一『三次元の人間 － 生成の思想を語る』行路社、

1998年再版

＜参考図書＞

作田啓一『生成の社会学をめざして ー 価値観と性格』

有斐閣、1993年

＜授業計画＞

第1回

　はじめに

 ー 人間の非合理性

授業全体の方向性と基本的な考え方を説明する。

人間の二重性について考える。

第2回

　Ⅰ自己と外界

(1) 自己の拡大と溶解①

拡大体験と溶解体験について解説する。

『三次元の人間』4-8頁

第3回

　Ⅰ自己と外界

(1) 自己の拡大と溶解②

拡大体験と溶解体験について解説する。

『三次元の人間』4-8頁

E.イヨネスコの溶解体験ほか

『生成の社会学をめざして』36-43頁
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第4回

　Ⅰ自己と外界

(2) 主体-客体関係の３類型①

E.G.シャハテルの発達段階理論を解説する。

『三次元の人間』8-17頁

第5回

　Ⅰ自己と外界

(2) 主体-客体関係の３類型

②

E.G.シャハテルの発達段階理論を解説する。

『三次元の人間』8-17頁

第6回

　Ⅰ自己と外界

(3) 生命感について

対象中心性（シャハテル）と生命感について考える。

『三次元の人間』18-28頁

関心の２タイプ ー オクノフィリアとフィロバティズム

（M.バリント）ほか

第7回

　Ⅱ自己意識論

(1) 向自意識と対他意識①

根源的存在の次元から派生する自己意識と社会的関係性

の次元から派生する自己および他者意識とを区別する視

角を解説する。

『三次元の人間』71-92頁

深い自我と表層の自我（H.ベルクソン）ほか

第8回

　Ⅱ自己意識論

(1) 向自意識と対他意識②

根源的存在の次元から派生する自己意識と社会的関係性

の次元から派生する自己および他者意識とを区別する視

角を解説する。

『三次元の人間』71-92頁

動機語彙論（C.W.ミルズ）ほか

第9回

　Ⅱ自己意識論

(2) 真の自己

真の自己がわからないという悩みについて考える。

第10回

　Ⅱ自己意識論

(3) 人間関係論への展開

他者との関係の中で向自意識と対他意識がどのように関

係し合うかを、精神医学の見解を参照しながら検討する。

『三次元の人間』93-105頁

第11回　Ⅲ価値観と性格

(1) 自我の３次元

自我の３つの志向性に関する作田理論を解説する。

『三次元の人間』序文、152-184頁

第12回

　Ⅲ価値観と性格

(2) 行為の選択基準

自我の３次元が形成する価値観、行為選択の３基準につ

いて解説する。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』123-140頁

第13回

　Ⅲ価値観と性格

(3) 性格類型論①

自我の３次元の相対的強さによる作田の性格類型論を紹

介・解説したうえで、現実ないしはフィクションにおけ

る人間関係への理論適用を試みる。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』141-164頁

第14回

　Ⅲ価値観と性格

(3) 性格類型論②

自我の３次元の相対的強さによる作田の性格類型論を紹

介・解説したうえで、現実ないしはフィクションにおけ

る人間関係への理論適用を試みる。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』141-164頁

第15回

　おわりに

 ー 社会化と超社会化

はじめに呈示した人間の二重性に由来する人間形成の２

つの方向性について論じ、その軸にそって本講義で扱っ

た議論の位置づけと整理を行う。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ⅰ （１年次のみ）

服部　亮祐

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

本授業は、共通教育科目に位置付けられる。全学DPが示

す「共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養している」こと、また「自分の意

見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解する

ことで、良好なコミュニケーションをとることができる

」ことを目指す。具体的には、言語とは何か、「言語を

研究する」とはどういうことか、について言語学の様々

な分野の基礎を概観しながら幅広く考えることで教養を

身につけ、また、言語学分野の様々な課題を通して、自

分の考えや意見をわかりやすく他者に伝える練習をする

ことを目指す。

＜到達目標＞

言語について理解し、科学的に考察することができる。

自分の考えや意見を文章として明確に表現できる。

＜授業の進め方＞

基本的に、パワーポイント及びハンドアウトを使った講

義形式で授業を進める。毎回の授業の終わりに、理解度

を把握するために小テストを課す。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回の授業後に内容を復習し、小テストや最終課題に備

える。（６０分程度）

＜提出課題など＞

毎回、授業の内容について小テストを行い、提出しても

らう。小テストの解答は授業中に解説する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内での取り組み：１０％、小テスト：６０％、最終

課題：3０％

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

授業内で適宜紹介する。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、講義の全体的な概要、進め方、成績の付け方

等の説明。

第2回　音声学

人がどうやって様々な音声を発し、どう知覚するのか。

また、その音声にどのような物理的特性があるのか、を

考える。

第3回　音韻論

特定の言語の体系の中で一つ一つの音の違いがどのよう

に意味を区別しているのかという視点から、言語の音に

ついて考える。

第4回　形態論１

語とは何か。意味を持つ最小の単位について、様々な言

語の例から考える。

第5回　形態論2

語がどのように形成されるのか、また、語の内部にどの

ような構造があるのか、について考える。

第6回　統語論1

どのように語がまとまって文を形成するのか、文の構造

について考える。

第7回　統語論2

文の中での振る舞いによって語がいくつかの種類に分か

れることを、様々な言語の例をみながら考える。

第8回　意味論

意味とは何か。語のレベルと文のレベル両方の視点から

考える。また、認知意味論における基本的な概念につい

て紹介する。

第9回　語用論

文字通りの意味ではなく、場面や文脈、常識によって変

化する実際の発話における意味について考察し、言葉の

使われ方について考える。

第10回　歴史言語学１

言語が地域によって少しずつ変化していくことで別の言

語ができていく過程について、音の変化を中心に考える。

第11回　歴史言語学2

言語が地域によって少しずつ変化していくことで別の言

語ができていく過程について、語彙や語順、意味の変化

を中心に考える。

第12回　比較言語学

いくつかの言語に共通の祖先である元の言語があるとい

う考えに基づいて、言語の同系関係を証明し、それらが

共通の祖先からどのように変化してきたのかを考える。

第13回　社会言語学

同じ言語を話している社会においても年齢や性別、地域

などによって言葉が変異する現象について考える。

第14回　言語獲得論

子供がどのように母語を獲得しているのか、子供の母語

の知識はどこから来るのか、について考える。

第15回　まとめ

これまで学んだことについて、まとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ⅰ （１年次のみ）

横原　千史

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞
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本講義では、西洋音楽の歴史を概観することで、音楽芸

術と人間の歴史的変遷をたどる。時代はバロックから後

期ロマン派までとし、毎回代表的な作曲家をとりあげて、

その生涯と作品を論じる。場合によっては、作品の構造

に深く立ち入ることもあり、周辺の作曲家、時代様式、

美術、文芸、社会状況などに言及することもある。これ

らの学修によって、建学の精神「真理愛好・個性尊重」、

及びディプロマ・ポリシーにある「豊かな人間性や社会

性を涵養する」という目的に迫る。

＜到達目標＞

授業の目的で述べた西洋音楽の諸論点の総体的に学修す

ることによって、西洋芸術音楽を深く理解し、楽しめる

ようになる。

そして、西洋音楽芸術の享受を通して幅広い教養を身に

つけ、人間性の基礎を形作る。

＜授業の進め方＞

毎回視聴した音楽について考えたことや感想をミニ・レ

ポートに書いて提出する。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回視聴した音楽についてYouTubeなどで再度全曲を視

聴し吟味する。

1週間に2時間程度。

＜提出課題など＞

毎回出席し、ミニ・レポートを提出する。

＜成績評価方法・基準＞

最終試験（70％）ミニ・レポート（30％）

＜テキスト＞

毎回プリント配布

＜参考図書＞

横原千史『ベートーヴェン　ピアノ・ソナタ全作品解説

』（アルテス・パブリッシング）

高橋・中村・本岡・網干編著『西洋音楽の歴史』（東京

書籍）

＜授業計画＞

第1回　J.S.バッハ

バロック音楽

第2回　モーツァルト

ウィーン古典派1

第3回　ベートーヴェン

ウィーン古典派2

第4回　シューベルト

リートと器楽

第5回　ウェーバー、シューマン

文学とロマン主義

第6回　ベルリオーズ、リスト

標題音楽

第7回　パガニーニ、ショパン

ヴィルトゥオーソの始まり

第8回　ヴァーグナー

楽劇と総合芸術

第9回　ブルックナー、フランク

宗教と音楽

第10回　ブラームス

伝統と革新

第11回　ヴェルディ、プッチーニ

イタリア近代オペラ

第12回　チャイコフスキー

国民楽派1

第13回　ドヴォルジャーク

国民楽派2

第14回　マーラー

後期ロマン派1

第15回　R.シュトラウス

後期ロマン派2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ⅰ （１年次のみ）

梅川　由紀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義形式で行います。

＜授業の目的＞

本科目は共通教育科目（リベラルアーツ科目群）の一つ

です。ディプロマ・ポリシー（全学学部）の、「知識・

技能」「思考力・判断力・表現力等の能力」に関連する

科目です。

本授業は「つながり」「環境」「地域社会」という三つ

のキーワードから、現代社会をめぐる様々な問題（子ど

もの貧困、ごみ屋敷、ごみ、自然保護、景観問題など）

について社会学的に検討します。社会学の基本的な考え

方を理解し、物事を多角的に考察できるようになること

を目的とします。なかでも受講者の関心のある内容に関

しては、自らの考えを社会学的に展開できるようになる

ことを目指します。

なお、本授業の担当者は経営コンサルタントとして働い

た経験を持つ、実務経験のある教員です。実務に関連し

たテーマや事例などを用い、より実践的な指導を行うこ

とが可能です。

＜到達目標＞

1．授業で扱う問題について、現状・論点・解決策など

を説明できるようになること。

2．授業で扱った問題のうち受講生の関心のある内容に

関しては、自らの考えを社会学的に論じることができる

ようになること。

＜授業のキーワード＞

つながり、環境、地域社会
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＜授業の進め方＞

授業はパワーポイントを使用した講義形式で行います。

受講者の理解を深めるために、積極的に映像資料を活用

します。毎回授業の最後にコメントシートを記入しても

らいます。コメントシートには、授業を受けて考えたこ

となどを書いてもらいます。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の事前・事後に2時間程度とします。特に授業後は、

授業内容を振り返るとともに、関心を持った内容に関し

ては積極的に本・論文・ニュースなどに目を通し、理解

を深めるようにしてください。

＜提出課題など＞

1．毎回授業の最後にコメントシートを記入してもらい

ます。フィードバックは、次回授業開始時にクラス全体

に向けて行います。

2．学期末には期末レポートを課します。フィードバッ

クは、クラス全体に向けて行います。

＜成績評価方法・基準＞

コメントシート：30％、期末レポート：70％で評価しま

す。

＜テキスト＞

なし。

＜参考図書＞

授業時に適宜提示します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション ： 社会学の視点

授業の進め方について説明します。また社会学とはどの

ような学問かについて学びます。

第2回　子どもの貧困 （つながり）

子どもの貧困やその対策から、地域社会における「つな

がり」のあり方を検討します。

第3回　高齢者と無縁社会 （つながり）

社会的に孤立する高齢者の状況と、無縁社会について学

びます。

第4回　女性と子育て （つながり）

女性のライフスタイルの変化と、「つながり」の希薄化

による子育てをめぐる問題について検討します。

第5回　ごみ屋敷① （つながり）

いわゆる「ごみ屋敷」問題とはどのような問題なのか、

その基礎について学びます。

第6回　ごみ屋敷② （つながり）

「ごみ屋敷」の当事者の目線に寄り添って、ごみ屋敷問

題について考察します。

第7回　ごみ処理場 （環境）

「ごみ処理場が自宅近くに建設されること」をめぐる問

題について検討します。

第8回　不法投棄 （環境）

なぜ不法投棄は生じてしまうのか、その仕組みについて

考察します。

第9回　自然保護 （環境）

「自然を守る」とはどのようなことなのか、検討します。

第10回　野生動物の保護 （環境）

野生動物をめぐる問題点と、保護することの難しさにつ

いて検討します。

第11回　コモンズ （環境）

「コモンズ」という自然とのかかわりかたについて学び

ます。

第12回　歴史的環境 （地域社会）

歴史的遺産などを保存すること、取り壊すことの論点に

ついて検討します。

第13回　景観 （地域社会）

望ましい景観とは何か、景観問題の難しさについて考察

します。

第14回　観光 （地域社会）

まちづくりや観光と、自然の関係について学びます。

第15回　まとめ ： 現代社会が抱える問題

これまでの内容を振り返り、現代社会の抱える問題につ

いて考察します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ⅰ （１年次のみ）

梅川　由紀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義形式で行います。

＜授業の目的＞

本科目は共通教育科目（リベラルアーツ科目群）の一つ

です。ディプロマ・ポリシー（全学学部）の、「知識・

技能」「思考力・判断力・表現力等の能力」に関連する

科目です。

本授業は「つながり」「環境」「地域社会」という三つ

のキーワードから、現代社会をめぐる様々な問題（子ど

もの貧困、ごみ屋敷、ごみ、自然保護、景観問題など）

について社会学的に検討します。社会学の基本的な考え

方を理解し、物事を多角的に考察できるようになること

を目的とします。なかでも受講者の関心のある内容に関

しては、自らの考えを社会学的に展開できるようになる

ことを目指します。

なお、本授業の担当者は経営コンサルタントとして働い

た経験を持つ、実務経験のある教員です。実務に関連し

たテーマや事例などを用い、より実践的な指導を行うこ

とが可能です。
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＜到達目標＞

1．授業で扱う問題について、現状・論点・解決策など

を説明できるようになること。

2．授業で扱った問題のうち受講生の関心のある内容に

関しては、自らの考えを社会学的に論じることができる

ようになること。

＜授業のキーワード＞

つながり、環境、地域社会

＜授業の進め方＞

授業はパワーポイントを使用した講義形式で行います。

受講者の理解を深めるために、積極的に映像資料を活用

します。毎回授業の最後にコメントシートを記入しても

らいます。コメントシートには、授業を受けて考えたこ

となどを書いてもらいます。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の事前・事後に2時間程度とします。特に授業後は、

授業内容を振り返るとともに、関心を持った内容に関し

ては積極的に本・論文・ニュースなどに目を通し、理解

を深めるようにしてください。

＜提出課題など＞

1．毎回授業の最後にコメントシートを記入してもらい

ます。フィードバックは、次回授業開始時にクラス全体

に向けて行います。

2．学期末には期末レポートを課します。フィードバッ

クは、クラス全体に向けて行います。

＜成績評価方法・基準＞

コメントシート：30％、期末レポート：70％で評価しま

す。

＜テキスト＞

なし。

＜参考図書＞

授業時に適宜提示します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション ： 社会学の視点

授業の進め方について説明します。また社会学とはどの

ような学問かについて学びます。

第2回　子どもの貧困 （つながり）

子どもの貧困やその対策から、地域社会における「つな

がり」のあり方を検討します。

第3回　高齢者と無縁社会 （つながり）

社会的に孤立する高齢者の状況と、無縁社会について学

びます。

第4回　女性と子育て （つながり）

女性のライフスタイルの変化と、「つながり」の希薄化

による子育てをめぐる問題について検討します。

第5回　ごみ屋敷① （つながり）

いわゆる「ごみ屋敷」問題とはどのような問題なのか、

その基礎について学びます。

第6回　ごみ屋敷② （つながり）

「ごみ屋敷」の当事者の目線に寄り添って、ごみ屋敷問

題について考察します。

第7回　ごみ処理場 （環境）

「ごみ処理場が自宅近くに建設されること」をめぐる問

題について検討します。

第8回　不法投棄 （環境）

なぜ不法投棄は生じてしまうのか、その仕組みについて

考察します。

第9回　自然保護 （環境）

「自然を守る」とはどのようなことなのか、検討します。

第10回　野生動物の保護 （環境）

野生動物をめぐる問題点と、保護することの難しさにつ

いて検討します。

第11回　コモンズ （環境）

「コモンズ」という自然とのかかわりかたについて学び

ます。

第12回　歴史的環境 （地域社会）

歴史的遺産などを保存すること、取り壊すことの論点に

ついて検討します。

第13回　景観 （地域社会）

望ましい景観とは何か、景観問題の難しさについて考察

します。

第14回　観光 （地域社会）

まちづくりや観光と、自然の関係について学びます。

第15回　まとめ ： 現代社会が抱える問題

これまでの内容を振り返り、現代社会の抱える問題につ

いて考察します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ⅰ （１年次のみ）

岩本　茂樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面の講義形式の授業の予定です

（ただし、新型コロナの状況でオンデマンドとなる可能

性があります。その場合は、シラバス等に追加連絡をし

ます。）

担当教員のメールアドレス：iwamoto@css.kobegakuin.a

c.jp

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場
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合（大雨、洪水警報等は対象外）の本科目の取扱いにつ

いて⇒授業を実施します。ただし、避難指示、避難勧告

が発令されている場合はご自身の安全を最優先にし、自

治体の指示に従って行動してください。

＜授業の目的＞

本講義は、現代社会学科における専門分野科目の「地域

と文化」に位置づけられている。文学、さらに絵画や音

楽、映像を素材として、人間が紡ぎだしてきた社会と文

化が社会的価値観や文化構造の枠組みのなかで創造され

てきたことを理解するとともに、現代社会学科ディプロ

マ・ポリシー１に準じて、文化の形成に係る諸事象を多

面的、総合的に理解し、その知識を活用することができ

ることを目的とする。

なお、この授業の担当者は、小学・中学・高校と約30年

間教育に携わってきた実務経験のある教員であるため、

より実践的な観点から社会と文化について解説するもの

である。

＜到達目標＞

１．自己を取り巻く日常生活に関心をもち、人と人の関

係、人と社会の関係における諸問題を、基礎的な専門用

語を用いて、解決を導くことができる。

2．文学や映画が取り上げるテーマについて関心を持ち、

時代ごとの主要な論点を踏まえ、自らの人文科学的な見

解を示すことができる。

3.文学や映像を通して、時代や地域によって異なる価値

観を知ることから、異文化理解の重要性を説明すること

ができる。

＜授業のキーワード＞

メタメッセージ　モデルライバル論　コミュ障

＜授業の進め方＞

講義形式ではあるが、映像を取り入れた授業を展開する。

また、受講生の意見や感想を書いてもらい、次回の授業

で披露することから双方向の授業を進める。

＜履修するにあたって＞

映像視聴をとり入れた講義を行う。なお、受講者の意見

や感想も授業にフィードバックさせながら共に学ぶ授業

を目指す。

＜授業時間外に必要な学修＞

ニュースに関して常に関心を持ち、授業でとりあげる文

学や映画などを視聴すること。予習１時間、復習１時間

程度を行うこと。

＜提出課題など＞

双方向の授業を展開するため、授業後のコメントを求め

ます。受講生のコメントを次回の授業でフィードバック

し、授業内容の充実と深化をはかる。

＜成績評価方法・基準＞

授授業内の小テスト(8０％）　レポート（・コメント（

2０％）

＊テストは教科書のみ持ち込み可

　レポートは教科書からの課題

＜テキスト＞

岩本茂樹『コミュ障のための社会学入門　－「生きづら

さ」の正体を探る』中央公論新社、2022年出版予定 （1

500円＋税）

＜参考図書＞

岩本茂樹『自分を知るための社会学入門』中央公論新社、

2015年

岩本茂樹『思考力を磨くための社会学』中央公論新社、

2018年

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方と授業概要の説明を受け、講義の全体像を

把握する。

第2回　異性からの告白：ホント／ウソ

メッセージの内容とその内容に隠れた意味を考える。

第3回　社会に囲まれている

ミクロな世界で生じた問題がマクロな世界とどのように

繋がっているのかについて考える。

第4回　ボディランゲージ

私たちの身体表現によるメッセージの裏に潜む文化を理

解する。

第5回　流行

ファッションを主とした流行現象を社会学的なアプロー

チで考える。

第6回　予言による結果とは

希望を持つことで実現することの現象を学ぶ。

第７回　セクシーさとは

セクシーなしぐさや行為を通して、しぐさに刻まれた文

化を学ぶ。

第８回　映像を読み解く（１）

映像を視聴することを通して人間の行為とその意味解釈

を考える。

第９回　映像を読み解く（２）

映像を読み解くことから、意味解釈の理論について理解

する。

第1０回　シンボルに動かされる

シンボルによる欲望などの現象を、映像を視聴しながら

考える。

第1１回　社会的人間になるために

文学を通して、人間の社会化について学ぶ。

第12回　私探しゲーム

文学を通して、現代社会のアイデンティティの揺らぎを

考える。

第13回　欲望のメカニズム

小説の世界から、人間の欲望について考える。

第14回　三角関係の世界

＜授業内テスト＞

文学の世界にえがかれた人間社会について学んだことを

振り返る。

第15回　まとめ
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講義全体を振り返ると共に、要点を整理する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ⅰ （１年次のみ）

横原　千史

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

本講義では、西洋音楽の歴史を概観することで、音楽芸

術と人間の歴史的変遷をたどる。時代はバロックから後

期ロマン派までとし、毎回代表的な作曲家をとりあげて、

その生涯と作品を論じる。場合によっては、作品の構造

に深く立ち入ることもあり、周辺の作曲家、時代様式、

美術、文芸、社会状況などに言及することもある。これ

らの学修によって、建学の精神「真理愛好・個性尊重」、

及びディプロマ・ポリシーにある「豊かな人間性や社会

性を涵養する」という目的に迫る。

＜到達目標＞

授業の目的で述べた西洋音楽の諸論点の総体的に学修す

ることによって、西洋芸術音楽を深く理解し、楽しめる

ようになる。

そして、西洋音楽芸術の享受を通して幅広い教養を身に

つけ、人間性の基礎を形作る。

＜授業の進め方＞

毎回視聴した音楽について考えたことや感想をミニ・レ

ポートに書いて提出する。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回視聴した音楽についてYouTubeなどで再度全曲を視

聴し吟味する。

1週間に2時間程度。

＜提出課題など＞

毎回出席し、ミニ・レポートを提出する。

＜成績評価方法・基準＞

最終試験（70％）ミニ・レポート（30％）

＜テキスト＞

毎回プリント配布

＜参考図書＞

横原千史『ベートーヴェン　ピアノ・ソナタ全作品解説

』（アルテス・パブリッシング）

高橋・中村・本岡・網干編著『西洋音楽の歴史』（東京

書籍）

＜授業計画＞

第1回　J.S.バッハ

バロック音楽

第2回　モーツァルト

ウィーン古典派1

第3回　ベートーヴェン

ウィーン古典派2

第4回　シューベルト

リートと器楽

第5回　ウェーバー、シューマン

文学とロマン主義

第6回　ベルリオーズ、リスト

標題音楽

第7回　パガニーニ、ショパン

ヴィルトゥオーソの始まり

第8回　ヴァーグナー

楽劇と総合芸術

第9回　ブルックナー、フランク

宗教と音楽

第10回　ブラームス

伝統と革新

第11回　ヴェルディ、プッチーニ

イタリア近代オペラ

第12回　チャイコフスキー

国民楽派1

第13回　ドヴォルジャーク

国民楽派2

第14回　マーラー

後期ロマン派1

第15回　R.シュトラウス

後期ロマン派2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ⅱ （１年次のみ）

金　瑛

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

全学DPにある「幅広い知識を活用してさまざまな問題を

発見し、それを解決する方策を導くことができる」とい

う目標を達成するために、「記憶」というテーマを中心

に現代社会の問題についての基礎知識や、人文社会科学

の基礎知識を身につけてもらう。

＜到達目標＞

「記憶」というテーマを切り口にして、現代社会におけ

るさまざまな問題について人文社会科学的な視点から説

明できる（知識）。社会問題への関心を持つことができ

る（態度・習慣）。講義をつうじて現代社会の問題につ

いて自ら問いを立て、考える力を養う（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

記憶、集合的記憶

＜授業の進め方＞

パワーポイントや映像資料を用いた講義を中心に進める。

授業の最後にコメントカードを記入してもらい、質問や

よいコメントがある場合には、次回の授業冒頭で解説を
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行うことがある。

＜履修するにあたって＞

授業妨害となる私語などがあった場合は注意のうえ、改

善されなければ失格扱いとする。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業後、復習として1時間程度、配布資料の見直しや

関連資料の参照をして理解を深めること。

＜提出課題など＞

毎回コメントカードを200字～400字程度記入してもらい、

授業の理解度や参加度を判断する。

＜成績評価方法・基準＞

毎回の授業で提出するコメントカードの記述内容による

評価４０％、最終レポート６０％。最終レポートでは講

義内容の理解を基に自身の考察をどの程度展開できてい

るかを総合的に評価する。最終レポートの詳細は授業期

間の中盤に改めてアナウンスする。

＜テキスト＞

なし。プリント資料を配布する。

＜参考図書＞

アン・ホワイトヘッド『記憶をめぐる人文学』彩流社、

2017年。

その他の参考資料は各授業回にて提示する。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

講義概要・採点方法などについて説明する。講義の前提

となる人文社会科学についても概要を知ってもらう。

第2回　過去の再構成

人文社会科学における記憶論の基本的な発想である「過

去の再構成」という考え方について知ってもらう。

第3回　アイデンティティと記憶

アイデンティティという観点から記憶についての理解を

深めてもらう。

第4回　メディアと記憶

メディアと記憶との関係について理解を深めてもらう。

第5回　小括：記憶と人文社会科学

第4回までの講義を振り返り、人文社会科学的な発想か

ら記憶をどう論じられるのかについて理解を深めてもら

う。

第6回　アルヴァックスの集合的記憶論

集合的記憶論の古典であるモーリス・アルヴァックスの

記憶論について知ってもらう。

第7回　記憶と多元的現実

「多元的現実」という概念を切り口に、記憶の対立をめ

ぐる問題について考えてもらう。

第8回　過去の伝わり方（１）：証言

「証言」という過去の伝わり方の意義や問題点について

理解を深めてもらう。

第9回　過去の伝わり方（２）：モノと場所

「モノと場所」という過去の伝わり方の意義と問題点に

ついて理解を深めてもらう。

第10回　空間と集合的記憶

空間のあり方が集合的記憶にどのように影響するのかに

ついて考えを深めてもらう。

第11回　過去との向き合い方（１）：ノスタルジーをめ

ぐって

ノスタルジーという記憶現象について知識を深めてもら

う。

第12回　過去との向き合い方（２）：負の記憶をめぐっ

て

負の記憶をめぐる対立の問題に関する考察を通じて、負

の記憶とどう向き合うべきか考えを深めてもらう。

第13回　過去の伝わり方（３）：メディア

記録技術が発展した現代社会におけるメディアと記憶と

の関係について考えを深めてもらう。

第14回　忘却と社会

過去を忘却することの意義や問題点について考えを深め

てもらう。

第15回　全体の振り返り

これまでの講義の振り返りと、未回答の質問事項につい

ての解説などを行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ⅱ （１年次のみ）

新堂　粧子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育センターのDPに掲げる「学修した

知識・技能を活かして社会と交わり、新しい価値を創造

する」力を身につけることを目指します。共通教育科目

のひとつで、１年次のみ履修可能な入門科目です。科学

３分野（自然、社会、人文）のなかの人文科学の基礎を

学修します。科学は「原因⇔結果」=因果律を解明しよ

うとしますが、人間は因果律に従って行動すると同時に、

因果律では説明できない次元をも生きています。なぜそ

のような振る舞いをしたのか、合理的な説明のできない

場合のあることを、私たちはしばしば経験します。その

ような非合理性をはらむ人間や、人間の生み出した思想

や文化を、いかにして学問的に探求することができるの

か。その試みのひとつとして作田啓一の人間学（『三次

元の人間』）を学び、従来の科学的思考を超える人文科

学の可能性や面白さに触れることが、この授業の目的で

す。

＜到達目標＞

①人間の合理性と非合理性、社会性と超社会性について

の思索が深まる。

②作田人間学の基本用語である「拡大体験」と「溶解体

験」の違いを把握し、それぞれに関して自らの体験を思
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い起こすことができる。

③自我の３次元 ー 社会我・独立我・超個体我 ー の理

論を学び、自他の価値観と性格を論じることができる。

④生命の充溢感、真の自己を生きるとはどういうことか

を考察し、これからの生き方に活かすことができる。

＜授業のキーワード＞

自己と外界、生命感、生成の人間学、作田啓一

＜授業の進め方＞

講義中心の授業です。テーマの区切りごとにコメントカ

ードにて質問や感想を提出してもらい、理解度を確かめ

必要な補足を行います。

＜履修するにあたって＞

授業のさまたげになるような私語は慎むこと。

受講前および受講期間を通して、各自が最も生き生きと

した実感をもつのはどのような時か、その時の感覚はど

のようなものか、を問い続けてみること。

＜授業時間外に必要な学修＞

ノートを見直しながら、毎回指示するテキストの該当箇

所を読むことで、授業の復習・予習をすること。（1時

間程度）

＜提出課題など＞

テーマごとに数回、コメントカードに質問・感想・設定

した問いへの回答などを書いて提出してもらいます。

その他、期末にレポートを課します。

＜成績評価方法・基準＞

コメントカードの記載内容（40％）、期末レポート（60

％）で評価します。

＜テキスト＞

作田啓一『三次元の人間 － 生成の思想を語る』行路社、

1998年再版

＜参考図書＞

作田啓一『生成の社会学をめざして ー 価値観と性格』

有斐閣、1993年

＜授業計画＞

第1回

　はじめに

 ー 人間の非合理性

授業全体の方向性と基本的な考え方を説明する。

人間の二重性について考える。

第2回

　Ⅰ自己と外界

(1) 自己の拡大と溶解①

拡大体験と溶解体験について解説する。

『三次元の人間』4-8頁

第3回

　Ⅰ自己と外界

(1) 自己の拡大と溶解②

拡大体験と溶解体験について解説する。

『三次元の人間』4-8頁

E.イヨネスコの溶解体験ほか

『生成の社会学をめざして』36-43頁

第4回

　Ⅰ自己と外界

(2) 主体-客体関係の３類型①

E.G.シャハテルの発達段階理論を解説する。

『三次元の人間』8-17頁

第5回

　Ⅰ自己と外界

(2) 主体-客体関係の３類型

②

E.G.シャハテルの発達段階理論を解説する。

『三次元の人間』8-17頁

第6回

　Ⅰ自己と外界

(3) 生命感について

対象中心性（シャハテル）と生命感について考える。

『三次元の人間』18-28頁

関心の２タイプ ー オクノフィリアとフィロバティズム

（M.バリント）ほか

第7回

　Ⅱ自己意識論

(1) 向自意識と対他意識①

根源的存在の次元から派生する自己意識と社会的関係性

の次元から派生する自己および他者意識とを区別する視

角を解説する。

『三次元の人間』71-92頁

深い自我と表層の自我（H.ベルクソン）ほか

第8回

　Ⅱ自己意識論

(1) 向自意識と対他意識②

根源的存在の次元から派生する自己意識と社会的関係性

の次元から派生する自己および他者意識とを区別する視

角を解説する。

『三次元の人間』71-92頁

動機語彙論（C.W.ミルズ）ほか
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第9回

　Ⅱ自己意識論

(2) 真の自己

真の自己がわからないという悩みについて考える。

第10回

　Ⅱ自己意識論

(3) 人間関係論への展開

他者との関係の中で向自意識と対他意識がどのように関

係し合うかを、精神医学の見解を参照しながら検討する。

『三次元の人間』93-105頁

第11回　Ⅲ価値観と性格

(1) 自我の３次元

自我の３つの志向性に関する作田理論を解説する。

『三次元の人間』序文、152-184頁

第12回

　Ⅲ価値観と性格

(2) 行為の選択基準

自我の３次元が形成する価値観、行為選択の３基準につ

いて解説する。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』123-140頁

第13回

　Ⅲ価値観と性格

(3) 性格類型論①

自我の３次元の相対的強さによる作田の性格類型論を紹

介・解説したうえで、現実ないしはフィクションにおけ

る人間関係への理論適用を試みる。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』141-164頁

第14回

　Ⅲ価値観と性格

(3) 性格類型論②

自我の３次元の相対的強さによる作田の性格類型論を紹

介・解説したうえで、現実ないしはフィクションにおけ

る人間関係への理論適用を試みる。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』141-164頁

第15回

　おわりに

 ー 社会化と超社会化

はじめに呈示した人間の二重性に由来する人間形成の２

つの方向性について論じ、その軸にそって本講義で扱っ

た議論の位置づけと整理を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

人文科学入門Ⅱ （１年次のみ）

新堂　粧子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育センターのDPに掲げる「学修した

知識・技能を活かして社会と交わり、新しい価値を創造

する」力を身につけることを目指します。共通教育科目

のひとつで、１年次のみ履修可能な入門科目です。科学

３分野（自然、社会、人文）のなかの人文科学の基礎を

学修します。科学は「原因⇔結果」=因果律を解明しよ

うとしますが、人間は因果律に従って行動すると同時に、

因果律では説明できない次元をも生きています。なぜそ

のような振る舞いをしたのか、合理的な説明のできない

場合のあることを、私たちはしばしば経験します。その

ような非合理性をはらむ人間や、人間の生み出した思想

や文化を、いかにして学問的に探求することができるの

か。その試みのひとつとして作田啓一の人間学（『三次

元の人間』）を学び、従来の科学的思考を超える人文科

学の可能性や面白さに触れることが、この授業の目的で

す。

＜到達目標＞

①人間の合理性と非合理性、社会性と超社会性について

の思索が深まる。

②作田人間学の基本用語である「拡大体験」と「溶解体

験」の違いを把握し、それぞれに関して自らの体験を思

い起こすことができる。

③自我の３次元 ー 社会我・独立我・超個体我 ー の理

論を学び、自他の価値観と性格を論じることができる。

④生命の充溢感、真の自己を生きるとはどういうことか

を考察し、これからの生き方に活かすことができる。

＜授業のキーワード＞

自己と外界、生命感、生成の人間学、作田啓一

＜授業の進め方＞

講義中心の授業です。テーマの区切りごとにコメントカ

ードにて質問や感想を提出してもらい、理解度を確かめ

必要な補足を行います。

＜履修するにあたって＞

授業のさまたげになるような私語は慎むこと。
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受講前および受講期間を通して、各自が最も生き生きと

した実感をもつのはどのような時か、その時の感覚はど

のようなものか、を問い続けてみること。

＜授業時間外に必要な学修＞

ノートを見直しながら、毎回指示するテキストの該当箇

所を読むことで、授業の復習・予習をすること。（1時

間程度）

＜提出課題など＞

テーマごとに数回、コメントカードに質問・感想・設定

した問いへの回答などを書いて提出してもらいます。

その他、期末にレポートを課します。

＜成績評価方法・基準＞

コメントカードの記載内容（40％）、期末レポート（60

％）で評価します。

＜テキスト＞

作田啓一『三次元の人間 － 生成の思想を語る』行路社、

1998年再版

＜参考図書＞

作田啓一『生成の社会学をめざして ー 価値観と性格』

有斐閣、1993年

＜授業計画＞

第1回

　はじめに

 ー 人間の非合理性

授業全体の方向性と基本的な考え方を説明する。

人間の二重性について考える。

第2回

　Ⅰ自己と外界

(1) 自己の拡大と溶解①

拡大体験と溶解体験について解説する。

『三次元の人間』4-8頁

第3回

　Ⅰ自己と外界

(1) 自己の拡大と溶解②

拡大体験と溶解体験について解説する。

『三次元の人間』4-8頁

E.イヨネスコの溶解体験ほか

『生成の社会学をめざして』36-43頁

第4回

　Ⅰ自己と外界

(2) 主体-客体関係の３類型①

E.G.シャハテルの発達段階理論を解説する。

『三次元の人間』8-17頁

第5回

　Ⅰ自己と外界

(2) 主体-客体関係の３類型

②

E.G.シャハテルの発達段階理論を解説する。

『三次元の人間』8-17頁

第6回

　Ⅰ自己と外界

(3) 生命感について

対象中心性（シャハテル）と生命感について考える。

『三次元の人間』18-28頁

関心の２タイプ ー オクノフィリアとフィロバティズム

（M.バリント）ほか

第7回

　Ⅱ自己意識論

(1) 向自意識と対他意識①

根源的存在の次元から派生する自己意識と社会的関係性

の次元から派生する自己および他者意識とを区別する視

角を解説する。

『三次元の人間』71-92頁

深い自我と表層の自我（H.ベルクソン）ほか

第8回

　Ⅱ自己意識論

(1) 向自意識と対他意識②

根源的存在の次元から派生する自己意識と社会的関係性

の次元から派生する自己および他者意識とを区別する視

角を解説する。

『三次元の人間』71-92頁

動機語彙論（C.W.ミルズ）ほか

第9回

　Ⅱ自己意識論

(2) 真の自己

真の自己がわからないという悩みについて考える。

第10回

　Ⅱ自己意識論

(3) 人間関係論への展開

他者との関係の中で向自意識と対他意識がどのように関

係し合うかを、精神医学の見解を参照しながら検討する。

『三次元の人間』93-105頁
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第11回　Ⅲ価値観と性格

(1) 自我の３次元

自我の３つの志向性に関する作田理論を解説する。

『三次元の人間』序文、152-184頁

第12回

　Ⅲ価値観と性格

(2) 行為の選択基準

自我の３次元が形成する価値観、行為選択の３基準につ

いて解説する。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』123-140頁

第13回

　Ⅲ価値観と性格

(3) 性格類型論①

自我の３次元の相対的強さによる作田の性格類型論を紹

介・解説したうえで、現実ないしはフィクションにおけ

る人間関係への理論適用を試みる。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』141-164頁

第14回

　Ⅲ価値観と性格

(3) 性格類型論②

自我の３次元の相対的強さによる作田の性格類型論を紹

介・解説したうえで、現実ないしはフィクションにおけ

る人間関係への理論適用を試みる。

『三次元の人間』152-184頁

『生成の社会学をめざして』141-164頁

第15回

　おわりに

 ー 社会化と超社会化

はじめに呈示した人間の二重性に由来する人間形成の２

つの方向性について論じ、その軸にそって本講義で扱っ

た議論の位置づけと整理を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

数的思考Ⅰ （総論）

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、幅広い知識を活用して

さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこ

とができることを目指す。

数的思考の導入の位置づけで、数的思考Ⅱ以降で論理的

思考力を積み上げていくための基礎を作る。

また、この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務め

た、実務経験のある教員である。従って、公務員試験、

ＳＰＩ等適性試験で必要となる数的処理の考え方や処理

方法について、就職試験の対策も兼ねた講義を進めてい

く。

＜到達目標＞

数的処理の基本的な解法を身につける。（知識）

継続的な学習習慣を身に着ける（習慣）

図や表を使い、論理的に考えて解決することができる。

（技能）

＜授業のキーワード＞

数的処理　公務員　論理  キャリア教育

＜授業の進め方＞

演習中心の授業で、自ら考え積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

講義を受けるにあたって以下のことは学習効果が無くな

るため一切禁止する。

・私語や内職

・スマートフォンや携帯電話の操作

・授業時に筆記具、テキストを持ってこない

・うつ伏して寝る居眠り

授業に受けるにあたって、ノートを用意して積極的に授

業に参加し、復習に重点を置くように心がけること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業でやった内容の復習や板書ノートをまとめることに、

各回１時間以上の学習を必要とする。

＜提出課題など＞

授業時に小テストの解説及びポイントを説明する

＜成績評価方法・基準＞

授業中の確認テスト70％(10点×１回，15点×４回)、問

題演習レポート30％

＜テキスト＞

特に指定をせずに、授業のときに配布するレジュメを使

用する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方や論理の中での数字の役割を考える。

第2回　操作手順①

単純操作や規則性について考える。

第3回　操作手順②

移動問題や判別問題について考える。

第4回　図形を使った数的思考①

一筆書きや平面図形の分割や構成について考える。
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第5回　図形を使った数的思考②

簡単な数学の公式を使って図形の計量について考える。

第6回　試合の中の数的思考

試合の中に含まれる論理を表や図を使ってまとめる。

第7回　真偽の中での数的思考

真偽について考える。

第8回　場合の数①

場合の数の基本原則を習得する。

第9回　場合の数②

場合の数の基本原則を利用して、論理的思考を養う。

第10回　確率①

確率の基本定理を習得する。

第11回　確率②

確率の基本定理を利用して、論理的思考を養う。

第12回　覆面算

覆面算を使って整数の組合せを考える。

第13回　魔方陣

魔方陣の性質を理解し、使えるようにする。

第14回　規則性①（暗号）

暗号を使って論理的に推理する力をつける。

第15回　規則性②（数列）

数列を含めた数の規則性について考える。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

数的思考Ⅰ （総論）

有田　文男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習)

＜授業の目的＞

問題演習の中で論理的思考力を養うことにより、問題を

発見しそれを解決する方策を導く能力、生涯にわたって

考え続け学び続けていく能力を身につけることを目指す。

この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務めた、実

務経験のある教員である。公務員試験、SPI等で必要と

なる数的処理の考え方や処理方法について、就職試験の

対策も兼ねた講義を進めていく。

＜到達目標＞

・数的処理の基本的な解法を身につける。（知識）

・図や表を使って論理的に考え、解決できるようになる。

（技能）

・頭を使って考えることを楽しみながら、継続的な学習

習慣を身につける（習慣）

＜授業のキーワード＞

数的処理　公務員試験　論理 キャリア教育

＜授業の進め方＞

・主に公務員試験の過去問を素材として、問題演習・解

説を行う。

・解説の時間の私語は厳禁。ただし、演習中は互いに教

え合い、理解を深めることを認める。

・私語、SNS、ゲーム、マンガ、内職、居眠りといった

行為は、学問に取り組む教室の雰囲気にとって有害であ

るため、懲戒の上、退室を命じることがある。

＜履修するにあたって＞

理解スピードは人によってバラバラ。全員のペースに合

わせることは不可能。よって、わからない場合は必ず個

別に質問にきて解決すること。自分のペースに合わせて

もらうことを求めてはいけない。自分自身を講義のスピ

ードについていけるように高める努力をしよう。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義１コマにつき、当日又は翌日、１週間後、及び確認

テスト前の３回

計90分の復習時間をとること（時間はあくまで目安であ

る）。

＜提出課題など＞

テストの結果については、翌週の授業時に正解を提示し、

正答率の低い問題を中心に必要に応じて解説を行う。

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する4回の確認テスト（各回20％）,レポー

ト（20%）

＜テキスト＞

授業中に配布するレジュメを使用。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

自己紹介・授業方針の説明後、各回で扱う問題を例示す

る

第2回　試合

リーグ戦の問題演習・解説を行う

第３回　真偽

条件や発言の中に「うそ」が混じっているタイプの問題

の演習・解説を行う。真偽のグループ分け等を使用した

思考力を求めるもの、場合分けの基礎を中心に

第４回　操作手順①

川渡り問題、ハノイの塔、油分け算などの問題演習・解

説を行う

第５回　操作手順②

ニセコイン、必勝法などの問題演習・解説を行う

第６回　魔方陣

正方形の方陣に数字を配置し、縦・横・対角線のいずれ

についても、その和が等しくなる問題の演習・解説を行

う

第７回　数列

数列の問題演習・解説を行う

第１回確認テスト（範囲第2 ? 5回）

第８回　場合の数①

順列の問題演習・解説を行う
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第９回　場合の数②

組合せなどの問題演習・解説を行う

第2回確認テスト（範囲第6? ８回）

第10回　暗号

暗号の意味を解読する問題の演習・解説を行う

第11回　確率①

加法定理・乗法定理・余事象の問題演習・解説を行う

第12回　確率②

反復試行・条件付確率などの問題演習・解説を行う

第3回確認テスト（範囲第９? 1 1回）

第13回　平面計量

扇型等の面積の問題演習・解説を行う

第14回　平面分割

一筆書きの問題演習・解説を行う

第15回　覆面算

いくつかの数字が隠されている計算式を復元する問題の

演習・解説を行う。

第4回確認テスト（範囲第12?14回）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

数的思考Ⅰ （総論）

田名加　忠

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

１．この科目は、論理的思考、数学的思考を活用して、

筋道を立てて様々な問題を解決できるようになることを

目指す。

２．公務員に興味がある人、あるいは就職先の選択肢の

1つとして公務員を考えている人に公務員試験の必須科

目である数的処理の基礎中の基礎を確立することを目指

す。

＜到達目標＞

１．数的処理の基本的な解法が身に付く。（知識）

２．数学の知識、図や表を用い、論理的かつ数学的に考

えて解決することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

論理的思考、数学的思考、図形、公務員試験

＜授業の進め方＞

基礎的内容の講義を行い、例題を示し、その解法の解説

を中心に授業を進め、所々で演習を行う。

演習に際しては、自ら考え積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

１．中学で学習する数学および数列の基礎知識を必要と

する。

２．復習に重点を置くことを心がけること。

３．私語厳禁

４．原則としてスマートフォンの操作禁止

＜授業時間外に必要な学修＞

１．授業で行った内容の復習を1時間程度行うこと。

２．数的思考Ⅰで必要な数学の基礎知識を再学習するこ

と。

＜成績評価方法・基準＞

授業時間内に確認小テスト（概ね4問）を3回行う。

予定：

第7回授業の前半35分（30点）

第12回授業の前半35分（40点）

第15回授業の後半35分（30点）

3回の確認小テストを100点満点で評価いたします。ただ

し平均点が極端に低い場合は、平均点を加味して総合評

価いたします。

確認小テストはdotCampus経由でのwebテストで実施いた

します。

＜テキスト＞

特に使用せず、授業時に配布するレジュメを使用する。

＜参考図書＞

必要に応じて、その都度紹介する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

数的思考Ⅰのテーマの紹介、授業の進め方や公務員試験

における位置づけ等についての説明を行う。

第2回　操作手順①

移動問題について解法・解説および演習を行う。

第3回　操作手順②

選別問題、ゲーム必勝法について解法・解説および演習

を行う。

第4回　図形を使った数的思考①

一筆書きや平面図形の分割・構成について解法・解説お

よび演習を行う。

第5回　図形を使った数的思考②

図形の計量（長さや面積）について解法・解説および演

習を行う。

第6回　試合

リーグ戦、トーナメント戦について解法・解説および演

習を行う。

第7回　真偽

真偽（本当と嘘）問題について解法・解説および演習を

行う。

第8回　場合の数①

場合の数（何通り）の基本法則について解説および演習

を行う。

第9回　場合の数②

場合の数（何通り）の基本法則について解説および演習

を行う。

第10回　確率①

確率の基本法則について解説および演習を行う。
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第11回　確率②

確率の基本法則について解説および演習を行う。

第12回　覆面算・虫食い算

覆面算および虫食い算について解法・解説および演習を

行う。

第13回　魔方陣

魔方陣について解法・解説および演習を行う。

第14回　規則性①

暗号について解法・解説および演習を行う。

第15回　規則性②

数列について解法・解説および演習を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

数的思考ⅡＡ （数的推理①）

有田　文男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習)

＜授業の目的＞

問題演習の中で論理的思考力を養うことにより、問題を

発見しそれを解決する方策を導く能力、生涯にわたって

考え続け学び続けてく能力を身につけることを目指す。

この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務めた、実

務経験のある教員である。公務員試験、SPI等で必要と

なる数的処理の考え方や処理方法について就職試験の対

策も兼ねた講義を進めていく。

＜到達目標＞

・数的処理の基本的な解法（数的推理）を身につける。

（知識）

・図や表を使って論理的に考え、解決できるようになる。

（技能）

・頭を使って考えることを楽しみながら、継続的な学習

習慣を身につける（習慣）

＜授業のキーワード＞

数的処理　公務員試験　論理　キャリア教育

＜授業の進め方＞

・主に公務員試験の過去問を素材として、問題演習・解

説を行う。

・解説の時間の私語は厳禁。ただし、解説中及びテスト

中以外の時間については、理解を深めるための質問・教

え合いを認める。

・授業と無関係な私語、SNS、ゲーム、マンガ、内職、

居眠りといった行為は、学問に取り組む教室の雰囲気に

とって有害であるため、懲戒の上、退室を命じることが

ある。

＜履修するにあたって＞

方程式・因数分解など中学校で学習する数学に不安のあ

る方へ。事前に「畑中敦子の算数・数学キソキソ５５」

（エクシア出版）等で小中学校レベルの算数・数学を復

習してから受講すると、スムーズに理解できます。なお、

中学の内容を覚えていたとしても、たいていの学生は計

算スピードが落ちています。必ず講義までに勘を取り戻

しておいてください。講義では中学レベルの計算を丁寧

に説明することはしませんが、質問があれば個別に受け

付けます。積極的な質問を歓迎します。授業中は徹底的

に手を動かして授業に参加し、復習の際はノートを元に

繰り返し解き直しましょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業でやった内容の復習や板書ノートをまとめることに、

各回１時間以上の学習を必要とする。

＜提出課題など＞

確認テストを実施する。翌週の授業時に正解を提示し、

正答率の低い問題を中心に必要に応じて解説を行う。

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する４回の確認テスト（各回２0％）,レポ

ート（２０％）

＜テキスト＞

授業中に配布するレジュメを使用。

＜参考図書＞

「大卒程度公務員試験畑中敦子の数的推理の大革命令和

版」（東京リーガルマインド）

「畑中敦子の算数・数学キソキソ５５」（エクシア出版

）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介・授業方針の説明後、各回で扱う問題を例示し、

演習・解説を行う

第2回　整数解

不定方程式、連立不等式の平易な問題の演習・解説を行

う

第３回　方程式

方程式の作り方など、SPIや公務員試験初級レベルの平

易な問題の演習・解説を行う

第４回　比と割合

比と割合の平易な問題の演習・解説を行う

第５回　記数法

記数法の問題演習・解説を行う

第６回　数量推理①

数に関する条件を，表を使って整理する問題の演習・解

説を行う

第1回確認テスト（範囲2-5回)

第７回　数量推理②

カードを使った数量推理、選挙の投票等の問題演習・解

説を行う

第８回　集合①

ベン図を使用した集合問題演習・解説を行う

第9回　集合②
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表や線分図を使用した集合の問題演習・解説を行う。第

２回確認テスト（範囲6-8回）

第10回　平面図形の計量①

三角形の性質に関する問題の演習・解説を行う

第11回　平面図形の計量②

相似比と面積比の関係を利用した問題の演習・解説を行

う

第12回　平面図形の計量③

円の性質に関する問題などの演習・解説を行う。第３回

確認テスト（範囲9-11回）

第13回　立体図形の計量①

立体の基本公式を使った問題の演習・解説を行う

第14回　立体図形の計量②

相似比と体積比の関係を使った問題の演習・解説を行う

第15回　その他の推理

時計の推理など、数量的要素の強い問題の演習・解説を

行う

第４回確認テスト（範囲12-14回）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

数的思考ⅡＡ （数的推理①）

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、幅広い知識を活用して

さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこ

とができることを目指す。

数的推理の基礎を習得し、数的思考ⅢAへと繋げる。

また、この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務め

た、実務経験のある教員である。従って、公務員試験、

ＳＰＩ等適性試験で必要となる数的処理の考え方や処理

方法について、就職試験の対策も兼ねた講義を進めてい

く。

＜到達目標＞

数的処理の基本的な解法を身につける。（知識）

継続的な学習習慣を身に着ける（習慣）

図や表を使い、論理的に考えて解決することができる。

（技能）

＜授業のキーワード＞

数的処理　公務員　論理　キャリア教育

＜授業の進め方＞

演習中心の授業で、自ら考え積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

講義を受けるにあたって以下のことは学習効果が無くな

るため一切禁止する。

・私語や内職

・スマートフォンや携帯電話の操作

・授業時に筆記具、テキストを持ってこない

・うつ伏して寝る居眠り

授業に受けるにあたって、ノートを用意して積極的に授

業に参加し、復習に重点を置くように心がけること。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業でやった内容の復習や板書ノートをまとめることに、

各回１時間以上の学習を必要とする。

＜提出課題など＞

確認テストを実施し、次週に解説を行う。

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する確認テスト（70％）【15点×４回、10

点×1回】、レポート（30％）

＜テキスト＞

特に指定をせずに、授業のときに配布するレジュメを使

用する。

＜参考図書＞

『畑中敦子の算数・数学キソキソ55』　エクシア出版

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方や論理の中での数字の役割を考える。

第2回　数量推理①

表を使用した情報処理を考える。

第3回　数量推理②

図を使用した情報処理を考える。

第4回　数量推理③

合計数の使い方について考える。

第5回　集合算①

ベン図を使用した情報処理を考える。

第6回　集合算②

表や線分図を使用した情報処理を考える。

第7回　記数法

記数法の基本性質を理解し、使い方を考える。

第8回　方程式・不等式

方程式・不等式の作り方を習得する。

第9回　整数解

整数解の考え方を習得する。

第10回　比・割合

比・割合の使い方を習得する。

第11回　平面図形の計量①

図形を使用した、論理について考える。

第12回　平面図形の計算②

三平方の定理、相似を利用した図形問題について考える。

第13回　平面図形の計量③

円を利用した平面図形について考える。

第14回　立体図形の計量①

立体図形の基本公式について考える。

第15回　立体図形の計量②

立体図形の様々な長さや面積を求める。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

数的思考ⅡＡ （数的推理①）

田名加　忠

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

１．この科目は、数学的思考や図形を活用して、筋道を

立てて様々な問題を解決できるようになることを目指す。

２．公務員を目指す人、あるいは就職先の1つとして公

務員を考えている人に公務員試験の必須科目である数的

処理の基礎を確立することを目指す。

＜到達目標＞

１．数的処理の基本的な解法が身に付く。（知識）

２．数学の知識、図や表を用いて、論理的かつ数学的に

考えて解決することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

数学的思考、図形、公務員試験

＜授業の進め方＞

基礎的内容の講義を行い、例題を示し、その解法の解説

を中心に授業を進め、所々で演習を行う。

演習に際しては、自ら考え積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

１．中学で学習する数学および不等式の基礎知識を必要

とする。

２．復習に重点を置くことを心がけること。

３．私語厳禁

４．原則としてスマートフォンの操作禁止

＜授業時間外に必要な学修＞

１．授業で行った内容の復習を1時間30分程度行うこと。

２．数的思考ⅡAで必要な数学の基礎知識を再学習する

こと。

＜成績評価方法・基準＞

授業時間内に確認小テスト（概ね4問）を3回行う。

予定：

第7回授業の前半35分（30点）

第11回授業の前半35分（40点）

第15回授業の後半35分（30点）

3回の確認小テストを100点満点で評価いたします。ただ

し平均点が極端に低い場合は、平均点を加味して総合評

価いたします。

確認小テストはdotCampus経由でのwebテストで実施いた

します。

＜テキスト＞

特に使用せず、授業時に配布するレジュメを使用する。

＜参考図書＞

「大卒程度　公務員試験　畑中敦子の数的推理の大革命

！　令和版」　東京リーガルマインド

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

数的思考ⅡAのテーマの紹介、授業の進め方や公務員試

験における位置づけ等について説明を行う。

第2回　数量推理①

表や図を利用して、数量推理の問題の解法・解説および

演習を行う。

第3回　数量推理②

表や図を利用して、数量推理の問題の解法・解説および

演習を行う。

第4回　数量推理③

合計数を利用して、数量推理の問題の解法・解説および

演習を行う。

第5回　集合算①

ベン図を利用して、集合算の問題の解法・解説および演

習を行う。

第6回　集合算②

表、樹形図、線分図を利用して、集合算の問題の解法・

解説および演習を行う。

第7回　記数法

記数法の解説を行い、記数法を利用した問題の解法・解

説および演習を行う。

第8回　方程式・不等式・整数解

方程式・不等式の演習を行う。次に方程式や不等式を利

用して、整数解についての問題の解法・解説および演習

を行う。

第9回　比・割合①

比・割合を利用して、問題の解法・解説および演習を行

う。

第10回　比・割合②

比・割合を利用して、問題の解法・解説および演習を行

う。

第11回　平面図形の計量①

角度、三角形や四角形を利用した基礎問題の解法・解説

および演習を行う。

第12回　平面図形の計量②

多角形を利用した基礎問題の解法・解説および演習を行

う。

第13回　平面図形の計量③

円を利用した基礎問題の解法・解説および演習を行う。

第14回　立体図形の計量①

立体図形を利用した基礎問題の解法・解説および演習を

行う。

第15回　立体図形の計量②

立体図形を利用した基礎問題の解法・解説および演習を

行う。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

数的思考ⅡＢ （判断推理）

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、幅広い知識を活用して

さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこ

とができることを目指す。

また、この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務め

た、実務経験のある教員である。従って、公務員試験、

ＳＰＩ等適性試験で必要となる数的処理の考え方や処理

方法について、就職試験の対策も兼ねた講義を進めてい

く。

＜到達目標＞

数的処理の基本的な解法を身につける。（知識）

継続的な学習習慣を身に着ける（習慣）

図や表を使い、論理的に考えて解決することができる。

（技能）

＜授業のキーワード＞

数的処理、公務員試験、論理的思考 キャリア教育

＜授業の進め方＞

演習中心の授業で、受講生からの積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

演習講義の為以下のことは一切禁止する。

・私語や内職

・携帯電話の操作

・筆記具、テキストを持たないでの授業参加

・うつ伏して寝る居眠り

授業に受けるにあたって、ノートを用意して積極的に授

業に参加し、復習に重点を置くように心がける。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業でやった内容の復習や板書ノートをまとめることに、

各回１時間以上の学習を必要とする。

＜提出課題など＞

授業時に小テストの解説及びポイントを説明する

＜成績評価方法・基準＞

授業中の確認テスト70％(10点×１回，15点×４回)、問

題演習レポート30％

＜テキスト＞

特に指定をせずに、授業のときに配布するレジュメを使

用する。

＜参考図書＞

『大卒程度 公務員試験 畑中敦子の判断推理の新兵器!

令和版』　東京リーガルマインド

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、論理の基礎

授業の進め方、論理式の基礎

第2回　論理①

論理式の使い方を習得する。

第3回　論理②

ベン図を使用して論理をまとめる。

第4回　対応関係①

対応表を使用して2集合の対応を考える。

第5回　対応関係②

2集合以上の対応関係のまとめ方を考える。

第6回　順序関係①

数量を伴わない順序関係について考える。

第7回　順序関係②

数量を伴う順序関係について考える。

第8回　位置関係

配置や円卓の位置関係のまとめ方について考える。

第9回　真偽①

真偽表や真偽の場合分けについて。

第10 回　真偽②

順序関係や位置関係などの分野の中での真偽の使い方に

ついて考える。

第11回　試合①

リーグ戦のまとめ方について考える。

第12回　試合②

トーナメント戦を使用した論理について考える。

第13回　融合問題①

有向的対応について考える。

第14回　融合問題②

組合せる対応表を使用して論理を考える。

第15回　融合問題③

順序が絡む対応関係について考える。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

数的思考ⅡＢ （判断推理）

有田　文男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習)

＜授業の目的＞

問題演習の中で論理的思考力を養うことにより、問題を

発見しそれを解決する方策を導く能力、生涯にわたって

考え続け学び続けてく能力を身につけることを目指す。

この科目の担当者は、資格試験予備校で講師を務めた、

実務経験のある教員である。公務員試験、SPI等で必要

となる数的処理の考え方や処理方法について、就職試験

の対策も兼ねた講義を進めていく。

＜到達目標＞

・数的処理の基本的な解法（判断推理）を身につける。
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（知識）

・図や表を使って論理的に考え、解決できるようになる。

（技能）

・頭を使って考えることを楽しみながら、継続的な学習

習慣を身につける（習慣）

＜授業のキーワード＞

数的処理　公務員試験　論理的思考　キャリア教育

＜授業の進め方＞

・主に公務員試験の過去問を素材として、問題演習・解

説を行う。

・解説の時間の私語は厳禁。ただし、演習中は互いに教

え合い、理解を深めることを認める。

・私語、SNS、ゲーム、マンガ、内職、居眠りといった

行為は、学問に取り組む教室の雰囲気にとって有害であ

るため、懲戒の上、退室を命じることがある。

＜履修するにあたって＞

理解スピードは人によってバラバラ。全員のペースに合

わせることは不可能。よって、わからない場合は必ず個

別に質問にきて解決すること。自分のペースに合わせて

もらうことを求めてはいけない。自分自身を講義のスピ

ードについていけるように高める努力をしよう。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義１コマにつき、当日又は翌日、１週間後、及び確認

テスト前の３回

計90分の復習時間をとること（時間はあくまで目安であ

る）。

＜提出課題など＞

テストの結果については、授業時に正解を提示し、正答

率の低い問題を中心に必要に応じて解説を行う。

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する4回の確認テスト（各回20％）,レポー

ト（20%）

＜テキスト＞

授業中に配布するレジュメを使用。

＜参考図書＞

「大卒程度公務員試験畑中敦子の判断推理の新兵器令和

版」（東京リーガルマインド）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介・授業方針の説明後、各回で扱う問題を例示す

る。

第2回　対応関係①

１対１対応の問題演習・解説を行う。

第３回　対応関係②

１対２対応、多対応の問題演習・解説を行う。

第４回　順序関係①

数量を伴わない順序関係問題演習・解説を行う。

第５回　順序関係②

数量を伴う順序関係問題演習・解説を行う。

第６回　位置関係①

部屋や座席の配置の問題の演習・解説を行う。

第７回　位置関係②試合①

円卓の位置関係、方位に関する問題、リーグ戦の問題の

演習・解説を行う。第1回確認テスト（範囲2 ? 5回）

第８回　試合②

トーナメント戦、試合数の問題演習・解説を行う。

第９回　対応(応用)①

有向性対応の問題の演習・解説を行う。

第２回確認テスト（範囲第６ー8回）

第１０回　対応(応用)②

対応関係に順序や位置の考え方を組合わせた問題の演習

・解説を行う。

第１１回　真偽①

対応関係と真偽の融合問題の演習・解説を行う。

第１２回　真偽②・論理①

順序関係と真偽の融合問題、論理式の問題演習・解説を

行う。

第3回確認テスト（範囲第9ー11回）

第１３回　論理②

ベン図・真理表を使った問題の演習・解説を行う。

第14回　論理③

論理式・ベン図・真理表を使った問題の演習・解説を行

う。

第15回　その他の推理

判断推理のうち、上記の分野に当てはまらない論理的要

素の強い推理（前者の発言からの推理等）問題の演習・

解説を行う。

第4回確認テスト（範囲第12ー14回）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

数的思考ⅡＢ （判断推理）

田名加　忠

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

１．この科目は、論理的思考を活用して、筋道を立てて

様々な問題を解決できるようになることを目指す。

２．公務員を目指す人、あるいは就職先の1つとして公

務員を考えている人に公務員試験の必須科目である数的

処理の基礎を確立することを目指す。

＜到達目標＞

１．数的処理の基本的な解法が身に付く。（知識）

２．図や表を用いて、論理的に考えて解決することがで

きる。（技能）
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＜授業のキーワード＞

論理的思考、公務員試験

＜授業の進め方＞

基礎的内容の講義を行い、例題を示し、その解法の解説

を中心に授業を進め、所々で演習を行う。

演習に際しては、自ら考え積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

１．復習に重点を置くことを心がけること。

２．私語厳禁

３．原則としてスマートフォンの操作禁止。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で行った内容の復習を1時間30分程度行うこと。

＜成績評価方法・基準＞

授業時間内に確認小テスト（概ね4問）を3回行う。

予定：

第6回授業の前半35分（32点）

第10回授業の前半35分（32点）

第15回授業の後半35分（36点）

3回の確認小テストを100点満点で評価いたします。ただ

し平均点が極端に低い場合は、平均点を加味して総合評

価いたします。

確認小テストはdotCampus経由でのwebテストで実施いた

します。

＜テキスト＞

特に使用せず、授業時に配布するレジュメを使用する。

＜参考図書＞

「大卒程度　公務員試験　畑中敦子の判断推理の新兵器

！　令和版」　東京リーガルマインド

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

数的思考ⅡBのテーマの紹介、授業の進め方や公務員試

験における位置づけ等についての説明を行う。

第2回　論理①

論理式、ベン図の解説および、これらを利用して、問題

の解法・解説および演習を行う。

第3回　論理②

真理表の解説および、真理表を利用して、問題の解法・

解説および演習を行う。

第4回　対応関係①

対応表の解説および、対応表を利用して、基礎問題の解

法・解説および演習を行う。

第5回　対応関係②

対応表を利用して、応用問題の解法・解説および演習を

行う。

第6回　順序関係①

数量を伴わない場合についての問題の解法・解説および

演習を行う。

第7回　順序関係②

数量を伴う場合についての問題の解法・解説および演習

を行う。

第8回　位置関係

位置関係についての問題の解法・解説および演習を行う。

第9回　試合①

数的思考Ⅰ（総論）よりレベルアップした試合の問題の

解法・解説および演習を行う。

第10回　試合②

数的思考Ⅰ（総論）よりレベルアップした試合の問題の

解法・解説および演習を行う。

第11回　融合問題①

有向的（方向性がある）対応についての問題の解法・解

説および演習を行う。

第12回　融合問題②

組み合わせる対応についての問題の解法・解説および演

習を行う。

第13回　融合問題③

時の流れが絡む対応についての問題の解法・解説および

演習を行う。

第14回　真偽①

数的思考Ⅰ（総論）よりレベルアップした真偽（本当と

嘘）問題の解法・解説および演習を行う。

第15回　真偽②

数的思考Ⅰ（総論）よりレベルアップした真偽（本当と

嘘）問題の解法・解説および演習を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

数的思考ⅢA （数的推理②）

有田　文男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習)

＜授業の目的＞

問題演習の中で論理的思考力を養うことにより、問題を

発見しそれを解決する方策を導く能力、生涯にわたって

考え続け学び続けてく能力を身につけることを目指す。

この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務めた、実

務経験のある教員である。公務員試験、SPI等で必要と

なる数的処理の考え方や処理方法について就職試験の対

策も兼ねた講義を進めていく。

＜到達目標＞

・数的処理の基本的な解法を身につける。（知識）

・図や表を使って論理的に考え、解決できるようになる。

（技能）

・頭を使って考えることを楽しみながら、継続的な学習

習慣を身につける（習慣）

＜授業のキーワード＞

数的処理　公務員試験　SPI　キャリア教育
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＜授業の進め方＞

・主に公務員試験の過去問を素材として、問題演習・解

説を行う。

・解説の時間の私語は厳禁。ただし、解説中及びテスト

中以外の時間であれば、理解を深めるための質問・教え

合いを認める。

・授業と無関係な私語、SNS、ゲーム、マンガ、内職、

居眠りといった行為は、学問に取り組む教室の雰囲気に

とって有害であるため、懲戒の上、退室を命じることが

ある。

＜履修するにあたって＞

方程式・因数分解など中学校で学習する数学に不安のあ

る方へ。事前に「畑中敦子の算数・数学キソキソ５５」

（エクシア出版）等で小中学校レベルの算数・数学を復

習してから受講すると、スムーズに理解できます。なお、

中学の内容を覚えていたとしても、たいていの学生は計

算スピードが落ちています。必ず講義までに勘を取り戻

しておいてください。講義では中学レベルの計算を丁寧

に説明することはしませんが、質問があれば個別に受け

付けます。積極的な質問を歓迎します。　授業中は徹底

的に手を動かして授業に参加し、復習の際はノートを元

に繰り返し解き直しましょう（最低３回以上）。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業でやった内容の復習や板書ノートをまとめることに、

各回１時間以上の学習を必要とする。

＜提出課題など＞

確認テストを実施し、翌週に正解を提示し、正答率の低

い問題を中心に必要に応じて解説を行う。

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する4回の確認テスト（各回20％）,レポー

ト（20%）

＜テキスト＞

授業中に配布するレジュメを使用。

＜参考図書＞

「大卒程度公務員試験畑中敦子の数的推理の大革命令和

版」（東京リーガルマインド）

「畑中敦子の算数・数学キソキソ５５」（エクシア出版

）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介・授業方針の説明後、各回で扱う問題を例示し、

演習・解説を行う

第2回　数の性質①

約数・倍数、商と余りの問題演習・解説を行う

第３回　数の性質②

剰余系、曜日の推理の問題演習・解説を行う

第４回　方程式①

大卒公務員試験レベルの方程式の文章題のまとめ方につ

いて、問題演習・解説を行う

第５回　方程式②整数解①

先週の続きをやった後、不定方程式、連立不等式の融合

問題の問題演習・解説を行う

第６回　整数解②

不定方程式、連立不等式の融合問題の演習・解説を行う

第１回確認テスト（範囲２? ５回）

第７回　整数

近年の国家公務員試験で問われるような整数問題の演習

・解説を行う

第８回　比と割合①

利益算の問題演習・解説を行う

第９回　比と割合②

濃度の問題演習・解説を行う。第２回確認テスト（範囲

第６-8回）

第１０回　比と割合③

人口の増減・金利の問題演習・解説を行う

第１１回　速さ①

速さの基本公式と比の使い方に関する問題演習・解説を

行う

第１２回　速さ②

旅人算・時計算の問題演習・解説を行う。第３回確認テ

スト(　範囲第９-11回)

第１３回　速さ③

通貨算・流水算の問題演習・解説を行う

第１４回　定型問題①

仕事算・年齢算の問題演習・解説を行う・

第１５回　定型問題②

平均算・ニュートン算の問題演習・解説を行う。第4回

確認テスト（範囲12-14回）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

数的思考ⅢA （数的推理②）

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、幅広い知識を活用して

さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこ

とができることを目指す。

また、この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務め

た、実務経験のある教員である。従って、公務員試験、

ＳＰＩ等適性試験で必要となる数的処理の考え方や処理

方法について、就職試験の対策も兼ねた講義を進めてい

く。

＜到達目標＞

数的処理の基本的な解法を身につける。（知識）
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数字に対して苦手意識をなくす。（習慣）

図や表を使い、論理的に考えて解決することができる。

（技能）

＜授業のキーワード＞

数的処理　公務員　ＳＰＩ　キャリア教育

＜授業の進め方＞

演習中心の授業で、自ら考え積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

演習講義の為以下のことは一切禁止する。

・私語や内職

・携帯電話の操作

・筆記具、テキストを持たないでの授業参加

・うつ伏して寝る居眠り

授業に受けるにあたって、ノートを用意して積極的に授

業に参加し、復習に重点を置くように心がけること

＜授業時間外に必要な学修＞

授業でやった内容の復習や板書ノートをまとめることに、

各回１時間以上の学習を必要とする。

＜提出課題など＞

確認テストを実施し、次週に解説を行う。

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する確認テスト（70％）【15点×４回、10

点×1回】、レポート（30％）

＜テキスト＞

特に指定をせずに、授業のときに配布するレジュメを使

用する。

＜参考図書＞

『大卒程度 公務員試験 畑中敦子の数的推理の大革命!

令和版』　東京リーガルマインド

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方、数的推理の範囲と式の考え方やまとめ方

の総論

第2回　数の性質①

倍数と約数を使用して文章題を考える。

第3回　数の性質②

商と余り、剰余系、曜日の推理について考える。

第4回　整数問題

整数に関する応用問題について考える。

第5回　式の作り方

問題文のまとめ方、式の作り方について考える。

第6回　整数解

不定方程式と連立不等式の使い方を習得する。

第7回　比・割合①

比の使い方とまとめ方について考える。

第8回　比・割合②

割合の変換とまとめ方について考える。

第9回　濃度算

濃度算について考える。

第10回　利益算

割合の考え方を、利益算に応用させる。

第11回　速さ①

速さの基本公式と比の使い方について考える。

第12回　速さ②

旅人算・時計算について考える。

第13回　速さ③

通過算・流水算について考える。

第14回　定型問題①

速さの考え方を仕事算に応用させる。

第15回　定型問題②

ニュートン算や年齢算について考える。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

数的思考ⅢA （数的推理②）

田名加　忠

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

１．この科目は、数学的思考を活用して、筋道を立てて

様々な問題を解決できるようになることを目指す。

２．公務員を目指す人、あるいは就職先の1つとして公

務員を考えている人に公務員試験の必須科目である数的

処理の基礎を確立することを目指す。

＜到達目標＞

１．数的処理の基本的な解法が身に付く。（知識）

２．数学の知識を用いて、論理的かつ数学的に考えて解

決することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

数学的思考、公務員試験

＜授業の進め方＞

基礎的内容の講義を行い、例題を示し、その解法の解説

を中心に授業を進め、所々で演習を行う。

演習に際しては、自ら考え積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

１．中学で学習する数学および不等式の基礎知識を必要

とする。

２．復習に重点を置くことを心がけること。

３．私語厳禁

４．原則としてスマートフォンの操作禁止

＜授業時間外に必要な学修＞

１．授業で行った内容の復習を1時間30分程度行うこと。

２．数的思考ⅢAで必要な数学の基礎知識を再学習する

こと。

＜成績評価方法・基準＞

授業時間内に確認小テスト（概ね4問）を3回行う。

予定：

第7回授業の前半35分（30点）

第12回授業の前半35分（40点）
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第15回授業の後半35分（30点）

3回の確認小テストを100点満点で評価いたします。ただ

し平均点が極端に低い場合は、平均点を加味して総合評

価いたします。

確認小テストはdotCampus経由でのwebテストで実施いた

します。

＜テキスト＞

特に使用せず、授業時に配布するレジュメを使用する。

＜参考図書＞

「大卒程度　公務員試験　畑中敦子の数的推理の大革命

！　令和版」　東京リーガルマインド

「畑中敦子の算数・数学キソキソ」　エクシア出版

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

数的思考ⅢAのテーマの紹介、授業の進め方や公務員試

験における位置づけ等についての説明を行う。

第2回　数の性質①

倍数と約数について解説を行い、倍数と約数についての

問題の解法・解説および演習を行う。

第3回　数の性質②

商と余りについて解説を行い、商と余りについての問題

の解法・解説および演習を行う。

第4回　数の性質③

整数問題の解法・解説および演習を行う。

第5回　式の作り方・整数解①

不定方程式（答えが1つに決まらない方程式）や連立不

等式について解説を行い、これらを利用して解く整数解

の問題の解法・解説および演習を行う。

第6回　式の作り方・整数解②

数的思考ⅡAよりレベルアップした整数解についての問

題の解法・解説および演習を行う。

第7回　比・割合①

数的思考ⅡAよりレベルアップした比・割合の問題の解

法・解説および演習を行う。

第8回　比・割合②

数的思考ⅡAよりレベルアップした比・割合の問題の解

法・解説および演習を行う。

第9回　濃度

濃度に関する問題について解法・解説および演習を行う。

第10回　速さ①

速さに関する基本問題について解法・解説および演習を

行う。

第11回　速さ②

旅人算、通過算の問題について解法・解説および演習を

行う。

第12回　速さ③

流水算、時計算の問題について解法・解説および演習を

行う。

第13回　定型問題①

仕事算、ニュートン算の問題について解法・解説および

演習を行う。

第14回　定型問題②

ニュートン算、年齢算の問題について解法・解説および

演習を行う。

第15回　定型問題③

利益算の問題について解法・解説および演習を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

数的思考ⅢＢ （判断推理分野図形と資料解釈）

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、幅広い知識を活用して

さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこ

とができることを目指す。

また、この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務め

た、実務経験のある教員である。従って、公務員試験、

ＳＰＩ等適性試験で必要となる数的処理の考え方や処理

方法について、就職試験の対策も兼ねた講義を進めてい

く。

＜到達目標＞

数的処理の基本的な解法を身につける。（知識）

図形や資料に対して苦手意識をなくす。（習慣）

図や表を使い、論理的に考えて解決することができる。

（技能）

＜授業のキーワード＞

公務員試験　図形　資料解釈

＜授業の進め方＞

演習中心の授業で、自ら考え積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

演習講義の為以下のことは一切禁止する。

・私語や内職

・携帯電話の操作

・筆記具、テキストを持たないでの授業参加

・うつ伏して寝る居眠り

授業に受けるにあたって、ノートを用意して積極的に授

業に参加し、復習に重点を置くように心がけること

＜授業時間外に必要な学修＞

授業でやった内容の復習や板書ノートをまとめることに、

各回１時間以上の学習を必要とする。

＜提出課題など＞

授業時に小テストの解説及びポイントを説明する

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する確認テスト（100％）【15点×6回、10

点×1回】

＜テキスト＞
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特に指定をせずに、授業のときに配布するレジュメを使

用する。

＜参考図書＞

『大卒程度 公務員試験 畑中敦子の判断推理の新兵器!

令和版』　東京リーガルマインド

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

図形問題の全体構造と考え方。

第2回　平面図形の分割構成

図形の組合せ問題について考える。

第3回　軌跡①

直線上を動く軌跡と図形の周りを回る軌跡の考え方。

第4回　軌跡②

軌跡の長さの求め方や軌跡の応用問題について考える。

第5回　円の回転数・領域

円の内側と外側を回る円の回転数について考える。

第6回　立体図形の分割構成①

立体を平面に変換する方法を習得する。

第7回　立体図形の分割構成②

前回の授業の応用問題について考える。

第8回　投影図

投影図と影の問題について考える。

第9回　立体図形の切断

立体の切断面の形と立体図形の分割構成との関連につい

て考える。

第10回　正多面体の性質

正多面体の性質を理解し、辺と頂点と面の数の使い方に

ついて習得する。

第11回　展開図①

展開図の基礎と正六面体、正八面体の展開図の見方を習

得する。

第12回　展開図②

正十二面体、正二十面体の展開図と展開図の応用問題に

ついて考える。

第13回　資料解釈①

資料解釈の考え方について。

第14回　資料解釈②

計算の簡易化について。

第15回　資料解釈③

特殊な資料の読み方について。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

数的思考ⅢＢ

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、幅広い知識を活用して

さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこ

とができることを目指す。

また、この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務め

た、実務経験のある教員である。従って、公務員試験、

ＳＰＩ等適性試験で必要となる数的処理の考え方や処理

方法について、就職試験の対策も兼ねた講義を進めてい

く。

＜到達目標＞

数的処理の基本的な解法を身につける。（知識）

図形や資料に対して苦手意識をなくす。（習慣）

図や表を使い、論理的に考えて解決することができる。

（技能）

＜授業のキーワード＞

公務員試験　図形　資料解釈

＜授業の進め方＞

演習中心の授業で、自ら考え積極的な参加を求める。

＜履修するにあたって＞

演習講義の為以下のことは一切禁止する。

・私語や内職

・携帯電話の操作

・筆記具、テキストを持たないでの授業参加

・うつ伏して寝る居眠り

授業に受けるにあたって、ノートを用意して積極的に授

業に参加し、復習に重点を置くように心がけること

＜授業時間外に必要な学修＞

授業でやった内容の復習や板書ノートをまとめることに、

各回１時間以上の学習を必要とする。

＜提出課題など＞

授業時に小テストの解説及びポイントを説明する

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する確認テスト（100％）【15点×6回、10

点×1回】

＜テキスト＞

特に指定をせずに、授業のときに配布するレジュメを使

用する。

＜参考図書＞

『大卒程度 公務員試験 畑中敦子の判断推理の新兵器!

令和版』　東京リーガルマインド

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

図形問題の全体構造と考え方。

第2回　平面図形の分割構成

図形の組合せ問題について考える。

第3回　軌跡①

直線上を動く軌跡と図形の周りを回る軌跡の考え方。

第4回　軌跡②

軌跡の長さの求め方や軌跡の応用問題について考える。

第5回　円の回転数・領域

円の内側と外側を回る円の回転数について考える。

第6回　立体図形の分割構成①
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立体を平面に変換する方法を習得する。

第7回　立体図形の分割構成②

前回の授業の応用問題について考える。

第8回　投影図

投影図と影の問題について考える。

第9回　立体図形の切断

立体の切断面の形と立体図形の分割構成との関連につい

て考える。

第10回　正多面体の性質

正多面体の性質を理解し、辺と頂点と面の数の使い方に

ついて習得する。

第11回　展開図①

展開図の基礎と正六面体、正八面体の展開図の見方を習

得する。

第12回　展開図②

正十二面体、正二十面体の展開図と展開図の応用問題に

ついて考える。

第13回　資料解釈①

資料解釈の考え方について。

第14回　資料解釈②

計算の簡易化について。

第15回　資料解釈③

特殊な資料の読み方について。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

数的思考Ⅳ （総合演習）

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習・講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、幅広い知識を活用して

さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこ

とができることを目指す。

また、この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務め

た、実務経験のある教員である。従って、公務員試験、

ＳＰＩ等適性試験で必要となる数的処理の考え方や処理

方法について、就職試験の対策も兼ねた講義を進めてい

く。

＜到達目標＞

今年公務員試験で出題された数的処理の問題を解き、数

的思考Ⅰ? Ⅲで学んだ内容を応用させる。

＜授業のキーワード＞

数的処理、公務員試験、過去問演習

＜授業の進め方＞

演習形式で今年度の問題を解いていき、その後グループ

ワークを行い解答を作成する。

＜履修するにあたって＞

数的思考Ⅰ? Ⅳのうちいくつかは履修していることを前

提とする。

講義を受けるにあたって以下のことは学習効果が無くな

るため一切禁止する。

・私語や内職

・スマートフォンや携帯電話の操作

・授業時に筆記具、テキストを持ってこない

・うつ伏して寝る居眠り

授業に受けるにあたって、ノートを用意して積極的に授

業に参加し、復習に重点を置くように心がけること。

＜授業時間外に必要な学修＞

各授業でレポートの宿題が課され、その作成および授業

の復習に２時間程度の学習が必要。

＜提出課題など＞

各授業毎に解答作成のレポートを提出し、添削する。レ

ポートを使用して解答集を作成する。

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する解答作成・レポート（100％）

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、論理問題

授業での進め方を理解する。論理の基礎を習得する。

第2回? 3回　特別区の問題分析

特別区の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身につ

ける。

第4回? 5回　東京都の問題分析

東京都の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身につ

ける。

第6回? 8回　裁判所職員の問題分析

裁判所職員の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身

につける.。

第9回? 1 0回　国家専門職の問題分析

国家専門職の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身

につける.。

第11回? 1 2回　国家一般職の問題分析

国家一般職の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身

につける.。

第13回? 1 5回　国家総合職の問題分析

国家総合職の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身

につける.。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

数的思考Ⅳ

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習・講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、幅広い知識を活用して

さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこ

とができることを目指す。
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また、この科目の担当者は資格試験予備校で講師を務め

た、実務経験のある教員である。従って、公務員試験、

ＳＰＩ等適性試験で必要となる数的処理の考え方や処理

方法について、就職試験の対策も兼ねた講義を進めてい

く。

＜到達目標＞

今年公務員試験で出題された数的処理の問題を解き、数

的思考Ⅰ? Ⅲで学んだ内容を応用させる。

＜授業のキーワード＞

数的処理、公務員試験、過去問演習

＜授業の進め方＞

演習形式で今年度の問題を解いていき、その後グループ

ワークを行い解答を作成する。

＜履修するにあたって＞

数的思考Ⅰ? Ⅳのうちいくつかは履修していることを前

提とする。

講義を受けるにあたって以下のことは学習効果が無くな

るため一切禁止する。

・私語や内職

・スマートフォンや携帯電話の操作

・授業時に筆記具、テキストを持ってこない

・うつ伏して寝る居眠り

授業に受けるにあたって、ノートを用意して積極的に授

業に参加し、復習に重点を置くように心がけること。

＜授業時間外に必要な学修＞

各授業でレポートの宿題が課され、その作成および授業

の復習に２時間程度の学習が必要。

＜提出課題など＞

各授業毎に解答作成のレポートを提出し、添削する。レ

ポートを使用して解答集を作成する。

＜成績評価方法・基準＞

授業中に実施する解答作成・レポート（100％）

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、論理問題

授業での進め方を理解する。論理の基礎を習得する。

第2回? 3回　特別区の問題分析

特別区の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身につ

ける。

第4回? 5回　東京都の問題分析

東京都の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身につ

ける。

第6回? 8回　裁判所職員の問題分析

裁判所職員の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身

につける.。

第9回? 1 0回　国家専門職の問題分析

国家専門職の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身

につける.。

第11回? 1 2回　国家一般職の問題分析

国家一般職の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身

につける.。

第13回? 1 5回　国家総合職の問題分析

国家総合職の採用試験問題を利用し、論理的思考力を身

につける.。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

数理科学基礎Ⅰ

中空　大幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに掲げる、獲得した知識を専門分

野に活用する力を身につけることを目的とする。

この科目は、共通教育科目の高大接続分野のひとつで、

高校までに学習してきた数学を総復習して、基礎的な数

学の知識・能力の確立を目指す。そして、社会に使われ

ている数学、自然現象の解明に使われている数学につい

て学び、大学における専門分野に活用できる数学の知識

を得ることを目的とする。

＜到達目標＞

１．四則演算の基礎的な計算ができる。

２．方程式・不等式の解を求めることができる。

３．場合の数と確率の計算ができる。

４．高校で習った関数の説明ができて、グラフをかくこ

とができる。

５．実際に社会に使われている数学を知る。

＜授業のキーワード＞

方程式・不等式、黄金比、ベイズの定理、関数、符号理

論

＜授業の進め方＞

授業は、前回の復習を兼ねた小テストから始めて、講義

を中心に進めます。毎回演習課題があります。

＜履修するにあたって＞

高校数学の「数学Ⅰ・A・Ⅱ」を基に講義をします。こ

の中で高校の時に学習していない内容があっても、授業

で説明するのでノートを取ってしっかりと学習してくだ

さい。わからないことがあれば積極的に質問してくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の冒頭に前回の授業内容を確認する小テストを行い

ますので、目安として毎回1時間程度復習してください。

＜提出課題など＞

毎回の授業に出席票を配ります。出席票には授業内に出

した演習課題の答えを記入して提出してください。次回

の授業時に演習課題の総評、また必要に応じて補足説明

をします。

＜成績評価方法・基準＞

? テスト10％、授業中の演習30％、中間試験20%、定期

試験40％の割合で総合的に評価します。
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＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

高校までの数学の教科書、問題集、参考書

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

基本的な計算

授業内容を確認する。中学・高校数学の基礎的な計算の

確認をする。

第2回　平方根、連立方程式

平方根の計算、連立方程式の解法を確認する。

第3回　2次方程式

2次方程式の解法の確認をする。黄金比について学ぶ。

第4回　場合の数、順列、組合せ

順列、組合せの計算の方法の確認をする。

第5回　確率

確率の計算の基礎を確認する。

第6回　条件付き確率

条件付き確率の内容を確認して、ベイズの定理を学ぶ。

第7回　2次関数とグラフ

2次関数の基本事項とグラフのかき方を確認する。

第8回　中間試験と前半講義の復習

試験形式で前半講義の内容の確認と復習をします。

第9回　指数関数とグラフ

指数の計算を確認して、グラフの書き? を学習します。

第10回　対数

対数の概念と基本的な計算の? 法の確認をします。

第11回　対数関数とグラフ

対数関数の基本的事項とグラフの書き? を確認します。

第12回　三角比

三? ? の定義と基本的な計算の確認をします。

第13回　三角関数とグラフ

三? 関数の基本的事項とグラフの書き? を確認します。

第14回　2進法、2元体

2進法について確認して、2元体について学びます。

第15回　情報化、符号

情報の符号化、誤り訂正符号の原理について学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

数理科学基礎Ⅱ

中空　大幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに掲げる、獲得した知識を専門分

野に活用する力を身につけることを目的とする。

この科目は、共通教育科目の高大接続分野のひとつで、

高校までに学習してきた数学を総復習して、基礎的な数

学の知識・能力の確立を目指す。そして、社会に使われ

ている数学、自然現象の解明に使われている数学につい

て学び、大学における専門分野に活用できる数学の知識

を得ることを目的とする。

＜到達目標＞

１．数列の基礎的な計算ができる。

２．微分・積分の基礎的な計算ができる。

３．正規分布についての知識を得る。

４．事象に対して統計的に考えることができる。

５．実際に社会に使われている数学を知る。

＜授業のキーワード＞

複利計算、極限、微分・積分、正規分布、中心極限定理

＜授業の進め方＞

授業は、前回の復習を兼ねた小テストから始めて、講義

を中心に進めます。毎回演習課題があります。

＜履修するにあたって＞

高校数学の「数学Ⅱ・B」を基に講義をします。高校の

時に学習していない内容があっても、授業で説明するの

でノートを取ってしっかりと学習してください。わから

ないことがあれば積極的に質問してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の冒頭に前回の授業内容を確認する小テストを行い

ますので、目安として毎回1時間程度復習してください。

＜提出課題など＞

毎回の授業に出席票を配ります。出席票には授業内に出

した演習課題の答えを記入して提出してください。次回

の授業時に演習課題の総評、また必要に応じて補足説明

をします。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト10％、授業中の演習30％、中間試験20%、定期

試験40％の割合で総合的に評価します。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

高校までの数学の教科書、問題集、参考書

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、等差数列

授業内容を確認する。等差数列の内容を確認する。

第2回　等比数列と複利計算

等比数列の内容について確認する。複利計算について学

ぶ。

第3回　いろいろな数列

シグマの計算を学習する。フィボナッチ数列について学

ぶ。

第4回　極限
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極限の概念と簡単な計算を学習する。ネイピア数につい

て学ぶ。

第5回　微分1

微分の概念と計算を学習する。

第6回　微分2

3次関数の増減表とグラフのかき方を学習する。

第7回　積分

積分の概念と不定積分の計算を学習する。

第8回　中間試験と前半講義の復習

試験形式でで前半講義の内容の確認をする。前半講義の

復習をする。

第9回　定積分と面積

定積分の計算と図形の面積の求め方を学習する。

第10回　確率分布

確率分布についての基本事項を学ぶ。

第11回　2項分布と連続型確率分布

2項分布を利用した確率の計算を学習する。離散型と連

続型の確率分布の違いを理解する。

第12回　正規分布

正規分布の概念と定義を学習する。

第13回　標準正規分布

正規分布の標準化を学ぶ。標準正規分布を利用した確率

の計算を学習する。

第14回　中心極限定理

統計的な考え方を学ぶ。中心極限定理について学習する。

第15回　グラフ理論

一筆書きについて理解し、グラフ理論について学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

SpeakingⅠ Ｃ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Speaking1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、英語４技能の中でも特にスピーキングに特化した

技能を育てることを目標としている。本科目は中級者以

上を対象としたクラスである。この科目は、全学DPに示

す「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価

値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を活

用し、簡単な英会話をすることができる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ スピーキングに必要な語彙学習やその他の学習を授

業外でも行うことができる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

スピーキング・リスニング・英会話・語彙・文法

＜授業の進め方＞

クラスのアクティビティに積極的に参加し、? ら積極的

に質問に答えることが求められます。この

クラスでは英語で効果的にコミュニケーションを取るこ

とを? 指します。そのためにも、出来るだ

け多く英語を話すように? 掛けて下さい。

＜履修するにあたって＞

本科目は中級者以上を対象としたクラスです。課題が多

くあります。英語が不得意な学生は基礎英語3/4および

英語コミュニケーション1/2を履修することを勧めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should spend 20 minutes reviewing the mat

erial from the previous class.

Students should spend 20 minutes previewing the ma

terial for the following class.

Students should prepare for any course assessment

with additional review of the target language

studied.

Further instruction and feedback will be given in

class.

＜成績評価方法・基準＞

Daily Speaking = 35%, Unit Challenges = 15%,

Speaking Evaluations = 15%, Participation = 35%
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＜テキスト＞

Active Skills for Communication 2 出版社:Cengage 3,

410円(税抜) ISBN： 9781424009091�

＜授業計画＞

第1回　Introduction & Orientation, Expectations,

Introducing yourself and greet people

第2回　Class Facebook

Share personal information

第3回　Personal Motto

Express opinion

第4回　Personal Motto

Explain what something means

第5回　Tall Tales

Tell a story

第6回　Tall Tales

Describe the past in detail

第7回　Midterm Speaking Evaluation

Based on lessons 2 - 7

第8回　Keep Sakes

Describe something in detail

第9回　Keep Sakes

Talk about the past

第10回　Team Spirit

Make suggestions

第11回　Team Spirit

Express opinions

第12回　Hot Spots

Talk about likes and dislikes

第13回　Hot Spots

Recommending places

第14回　Final Speaking Evaluation

Based on lessons 9-14

第15回　Review and consolidation

Based on lessons 1 - 13

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （ゴルフ）

坂井　隆秀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実技　講義）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則及び戦

術などを理解する。

　Aでは多様なスポーツの経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

競技特性を理解する。

スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図るこ

とができる。

運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

ゴルフ手袋（右利きは左手用、左利きは右手用）を各自

持参すること。

授業内容は、状況に応じ変更する場合があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

ゴルフプレー中の移動方法は基本「歩行」である。その

ため、ウォーキングやジョギングを行い、基礎体力の維

持増進に努めること。（３０分程度）

＜提出課題など＞

ゴルフプレーを円滑に実施するためのルール・マナーに

ついて理解し、習得しているかレポートの提出を課しま

す。提出されたレポートに対してコメントをつけて返却

します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。（競技種目などによって評価基準が異なること

もある。）

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）ガイダンス

授業の目的、到達目標、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

その他受講についての諸注意について理解する。

天候により授業内容を変更することもある。

第2回　（講義）ゴルフの歴史、用具、マナーなど

ゴルフの歴史、用具、ルール、マナーなどについて学ぶ。

第3回　正しいゴルフスウィングの定義

１.スウィングの原理、２．グリップ、３．エイムとセ

ットアップなどについて学び実践する。

第4回　正しいゴルフスウィングの定義

１.スウィングの原理、２．グリップ、３．エイムとセ

ットアップなどについて学び実践する。

第5回　（講義）スウィングの理論

正しいスウィング理論について学ぶ。
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第6回　（実技）スウィングのマスター

１．クラブの機能、２．アイアンクラブ、３．ウッドク

ラブについて学び実践する。

第7回　（実技）スウィングのマスター

１．クラブの機能、２．アイアンクラブ、３．ウッドク

ラブについて学び実践する。

第8回　（実技）スウィングのマスター

１．クラブの機能、２．アイアンクラブ、３．ウッドク

ラブについて学び実践する。

第9回　（講義）イメージトレーニング

のプロゴルファーレッスンビデオを見て技術を習得する。

第10回　（実技）スウィングのマスター

１．フルスウィング　（１）ショートアイアン（２）ミ

ドルアイアン（３）ドライバー

２．コントロールスウィング　（１）アプローチショッ

ト（２）バンカーショット（３）パッティングを経験す

る。

第11回　（実技）スウィングのマスター

１．フルスウィング　（１）ショートアイアン（２）ミ

ドルアイアン（３）ドライバー

２．コントロールスウィング　（１）アプローチショッ

ト（２）バンカーショット（３）パッティングを経験す

る。

第12回　（実技）スウィングのマスター

１．フルスウィング　（１）ショートアイアン（２）ミ

ドルアイアン（３）ドライバー

２．コントロールスウィング　（１）アプローチショッ

ト（２）バンカーショット（３）パッティングを経験す

る。

第13回　（実技）スウィングのマスター

１．フルスウィング　（１）ショートアイアン（２）ミ

ドルアイアン（３）ドライバー

２．コントロールスウィング　（１）アプローチショッ

ト（２）バンカーショット（３）パッティングを経験す

る。

第14回　（実技）スウィングのマスター

１．フルスウィング　（１）ショートアイアン（２）ミ

ドルアイアン（３）ドライバー

２．コントロールスウィング　（１）アプローチショッ

ト（２）バンカーショット（３）パッティングを経験す

る。

第15回　（講義）ゴルフの特性など

この授業の総括を行う。特に、講義と実技を通して、ゴ

ルフの特性を理解することができたかを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （卓球）

林　直也

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

対面形式で行う。

＜履修するにあたって＞

第1回目の授業はガイダンスを行います。

質問等は、gn151232@ge.kobegakuin.ac.jp　まで

＜授業時間外に必要な学修＞

ＴＶ中継やインターネット上の動画などで卓球の試合、

基本技術を視聴する機会を設け、ゲーム展開や競技特性、

ルールなどについて予習・復習を行う。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・評価説明

注意事項の説明、原簿記入を行う。

第2回　卓球の基本技術

基本技術（フォアハンド、バックハンド）

第3回　卓球の基本技術

基本技術（スマッシュ・レシーブ）



- 538 -

第4回　シングルスゲーム

チャンピオンゲームを行う。

できるだけ多くの履修生とゲームをすることでコミュニ

ケーションを図る。

第5回　シングルスゲーム

技能レベル別のグループ分けのためのゲームを行う。

第6回　シングルスゲーム

競技レベルごとに分かれ、シングルスのゲームを行う。

第7回　シングルスゲーム

競技レベルごとに分け、シングルスのゲームを行う。こ

の結果を踏まえて、再度グループ分けを行う。

第8回　卓球のルール、審判法、現状説明

講義形式で卓球のルール、審判法を学ぶ。また、卓球の

競技人口、観戦者数等の現状について学ぶ。

第9回　講義、グループワーク

卓球の競技人口を増加させるためのアイディア、企画を

グループワークを通して考える。

第10回　講義、グループワーク

卓球の競技人口増加のためのアイディア、企画について

発表を行い、考えたアイディアを共有する。

第11回　ダブルスゲーム

グループ内でペアを組み、他グループのペアとダブルス

のゲームを行う。

第12回　ダブルスゲーム

グループ内でペアを組み、他グループのペアとダブルス

のゲームを行う。

第13回　ダブルスゲーム

グループ内でペアを組み、他グループのペアとダブルス

のゲームを行う。

第14回　ダブルスゲーム

グループ内でペアを組み、他グループのペアとダブルス

のゲームを行う。

第15回　実技試験

実技試験を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バレーボール）

渡邊　和香

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実技or演習）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。ス

ポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの楽

しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主性

・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

基本的に実技授業を中心におこないます。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③ボール、ゼッケンの準備・後片付け等を積極的に行う

こと。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

⑤実技ではスポーツウェア、室内用シューズを必ず着用

する。服装違反者は受講させない場合がある。

⑥貴金属類（アクセサリー，ピアス，時計等）は着用し

ないこと。

⑦授業計画は、履修者の状況によって変更する場合があ

る。

＜授業時間外に必要な学修＞

バレーの特性を理解するために、積極的にバレーボール

ゲームの観戦及び審判のジャッジに注目する。また、ル

ールブック(ルールとシグナル)を熟読すること。授業終

了後には、各自の反省点を見つけ技能を高めるための対

策を考えて次回の授業へ備えること。（60分）

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。

競技種目などによって評価基準が異なることもある。

☆非登学の学生は、レポート課題の提出１００％で評価

します。

＜テキスト＞

適宜プリント配布します。

＜参考図書＞

「わかりやすいバレーボールのルール」(成美堂出版)

「バレーボール6人制競技規則」(財団法人日本バレーボ

ール協会)

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・評価説明（講義）

資料配布を行い、授業の評価方法や内容、進め方につい

て説明をおこなう。

第2回　バレーボールの歴史と発展（講義）

歴史的側面からバレーボール競技の特徴を理解する。

第3回　様々なバレーボール（講義：第１体育館）
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様々なバレーボール（9人制、ビーチバレー、シッティ

ングバレーボール等）について学ぶ

第4回　基礎技術の習得①

コートづくりとボールハンドリング

第5回　基礎技術の習得②

パス技術・レシーブとトス技術の獲得①　簡易ゲーム

第6回　基礎技術の習得③

スパイク及びサーブ・サーブレシーブ技術の獲得　簡易

ゲーム

第7回　組織プレイの習得①

1対1、2対2、3対3のミニゲーム

第8回　組織プレイの習得②

3対3、6対6のミニゲーム

第9回　組織プレイの習得③

コンビネーション攻撃を使った6対6のゲーム

第10回　応用技術の習得

スパイクレシーブとブロック技術の獲得

第11回　運営計画と審判技術の獲得（講義）

大会運営についてと主審・副審・線審の役割について理

解する。

第12回　大会運営の実際（リーグ戦）①

グループによる試合及び試合運営

第13回　大会運営の実際（リーグ戦）②

グループによる試合及び試合運営

第14回　大会運営の実際（リーグ戦）③

グループによる試合及び試合運営

第15回　まとめ及び実技テスト

授業の総括、スキルテスト及びレポート課題

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （ヨガ）

雄谷　昌子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授(業実技、講義)

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

ライブレッスン形式で、講師の実技デモとイントロダク

ションで全員一斉に実技を行う。実技とドリルで気付き

をシェアリングしながらアクティブラーニングを行う。

理論は、実技理論の他に、フィットネス知識や筋解剖学、

整体、リハビリ、東洋医学、アーユルベーダなどの知識

を要約し、一回の授業で一項目を解説する。

＜履修するにあたって＞

トレーニングウェアを着用する。携帯電話は片付けて(

実技)授業に集中する。原則的には見学は無し、やむを

得ない理由がある場合は要相談。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業での内容を復習し、実技を自己のコンディションワ

ークとして活用する。

dotcampasより参考資料(実技解説動画、理論まとめコラ

ム)を確認する

＜提出課題など＞

気付き感想などをまとめレポート提出(授業中又はdotca

mpsより提出)

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

(ヨガ授業では、実技試験を実施せず、毎回の授業での

取り組みを重視する)

＜テキスト＞

実技、理論の要点をまとめた動画をdotcampsより確認す

る。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業受講における注意事項、評価ポイントなど、確認

第2回　?ヨガとは(概論)

理論

?ヨガの歴史

?現代にも繋がるヨガの知恵(アシュタンガ八支則)

?伝統的ヨガの種類

実技

?フィットネス的な観点で段階的な全身運動

第3回　トラディショナルなヨガを現代人に活かす為の

ポイント

理論
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?フィットネス、リハビリ、医療、企業など色々な分野

に活用されるヨガの要素

実技

?フィットネス的な観点、体の構造を踏まえたリズミカ

ルな全身運動

第4回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果01

理論

?背骨、骨盤、肩甲帯のニュートラルと動き

実技

?ニュートラルな姿勢 01

?3S(スタミナ、ストレングス、ストレッチ)バランス良

いリズミカルな全身運動 01

第5回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果02

理論

?呼吸と自律神経

実技

?ニュートラルな姿勢(背骨、骨盤、肩甲帯)02

?3Sバランス良いリズミカルな全身運動02

第6回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果03

理論

?ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果03

実技

?ニュートラルな姿勢(背骨、骨盤、肩甲帯)03

?3S バランス良いリズミカルな全身運動

第7回　整体、コンディションワークとしてのヨガ01

理論

?骨盤、股関節、腰椎のメカニズム

実技

?骨盤調整を踏まえた全身運動

第8回　整体、コンディションワークとしてのヨガ02

理論

?背骨のメカニズム

実技

?背骨コンディションを踏まえたリズミカルな全身運動

第9回　整体、コンディションワークとしてのヨガ03

理論

?肩甲帯のメカニズム

実技

?肩甲帯コンディションを踏まえたリズミカルな全身運

動

第10回　整体、コンディションワークとしてのヨガ 04

理論

?体質学

実技

?背骨、骨盤、肩甲帯のコンディションワークを踏まえ

たリズミカルな全身運動

第11回　1～10回目までのまとめ

理論

1～10回目までのリビユー

実技

1～10回目までのリビユー

第12回　グローバル時代におけるヨガの活用01

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力) 01

実技

?多様なアプローチ(運動スタイル)の動作。01

?身体の構造的アプローチと機能的動作 01

第13回　グローバル時代におけるヨガの活用02

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力、)02

実技

?色んなアプローチ(運動スタイル)で楽しく動きながら

気付き深める。02

?身体の構造的なことを踏まえ全身バランス良く機能的

に動く 02

第14回　グローバル時代におけるヨガの活用03

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力、) 03

実技

?色んなアプローチ(運動スタイル)で楽しく動きながら

気付き深める。03

?身体の構造的なことを踏まえ全身バランス良く機能的

に動く 03

15回目　まとめ

まとめ

(第1～14回目の内容は、受講反応により一部変更するこ

ともある)

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （ヨガ）

雄谷　昌子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(実技、講義)

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ
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プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

ライブレッスン形式で、講師の実技デモとイントロダク

ションで全員一斉に実技を行う。実技とドリルで気付き

をシェアリングしながらアクティブラーニングを行う。

理論は、実技理論の他に、フィットネス知識や筋解剖学、

整体、リハビリ、東洋医学、アーユルベーダなどの知識

を要約し、一回の授業で一項目を解説する。

＜履修するにあたって＞

トレーニングウェアを着用する。携帯電話は片付けて(

実技)授業に集中する。原則的には見学は無し、やむを

得ない理由がある場合は要相談。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業での内容を復習し、実技を自己のコンディションワ

ークとして活用する。

dotcampasより参考資料(実技解説動画、理論まとめコラ

ム)を確認する

＜提出課題など＞

気付き感想などをまとめレポート提出(授業中又はdotca

mpsより提出)

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

(ヨガ授業では、実技試験を実施せず、毎回の授業での

取り組みを重視する)

＜テキスト＞

実技、理論の要点をまとめた動画をdotcampsより確認す

る。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業受講における注意事項、評価ポイントなど、確認

第2回　?ヨガとは(概論)

理論

?ヨガの歴史

?現代にも繋がるヨガの知恵(アシュタンガ八支則)

?伝統的ヨガの種類

実技

?フィットネス的な観点で段階的な全身運動

第3回　トラディショナルなヨガを現代人に活かす為の

ポイント

理論

?フィットネス、リハビリ、医療、企業など色々な分野

に活用されるヨガの要素

実技

?フィットネス的な観点、体の構造を踏まえたリズミカ

ルな全身運動

第4回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果01

理論

?背骨、骨盤、肩甲帯のニュートラルと動き

実技

?ニュートラルな姿勢 01

?3S(スタミナ、ストレングス、ストレッチ)バランス良

いリズミカルな全身運動 01

第5回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果02

理論

?呼吸と自律神経

実技

?ニュートラルな姿勢(背骨、骨盤、肩甲帯)02

?3Sバランス良いリズミカルな全身運動02

第6回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果03

理論

?ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果03

実技

?ニュートラルな姿勢(背骨、骨盤、肩甲帯)03

?3S バランス良いリズミカルな全身運動

第7回　整体、コンディションワークとしてのヨガ01

理論

?骨盤、股関節、腰椎のメカニズム

実技

?骨盤調整を踏まえた全身運動

第8回　整体、コンディションワークとしてのヨガ02

理論

?背骨のメカニズム

実技

?背骨コンディションを踏まえたリズミカルな全身運動

第9回　整体、コンディションワークとしてのヨガ03

理論

?肩甲帯のメカニズム

実技
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?肩甲帯コンディションを踏まえたリズミカルな全身運

動

第10回　整体、コンディションワークとしてのヨガ 04

理論

?体質学

実技

?背骨、骨盤、肩甲帯のコンディションワークを踏まえ

たリズミカルな全身運動

第11回　1～10回目までのまとめ

理論

1～10回目までのリビユー

実技

1～10回目までのリビユー

第12回　グローバル時代におけるヨガの活用01

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力) 01

実技

?多様なアプローチ(運動スタイル)の動作。01

?身体の構造的アプローチと機能的動作 01

第13回　グローバル時代におけるヨガの活用02

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力、)02

実技

?色んなアプローチ(運動スタイル)で楽しく動きながら

気付き深める。02

?身体の構造的なことを踏まえ全身バランス良く機能的

に動く 02

第14回　グローバル時代におけるヨガの活用03

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力、) 03

実技

?色んなアプローチ(運動スタイル)で楽しく動きながら

気付き深める。03

?身体の構造的なことを踏まえ全身バランス良く機能的

に動く 03

15回目　まとめ

まとめ

(第1～14回目の内容は、受講反応により一部変更するこ

ともある)

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

坂井　隆秀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実技　講義）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則及び戦

術などを理解する。

　Aでは多様なスポーツの経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

競技特性を理解する。

スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図るこ

とができる。

運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

ビデオ等を使用する場合がある。

授業内容は、状況に応じて変更する場合があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

バドミントンを行うために必要な基礎体力の維持増進の

ため、ウォーキングやジョギングを行い、また柔軟性の

確保のためストレッチングを実施すること。（30分程度

）

＜提出課題など＞

ゲームを円滑に実施するためのルール・マナーについて

理解し、習得しているかレポートの提出を課します。提

出された課題・レポートに対してコメントをつけて返却

します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。（競技種目などによって評価基準が異なること

もある。）

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。
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＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の目的、到達目標、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

その他受講についての諸注意について理解する。

第2回　（講義）バドミントンの歴史、競技特性など

バドミントンの歴史、競技特性などについて学ぶ。

第3回　（実技）基礎技術

競技施設、用具、競技の概要について学び実践する。

第4回　（実技）基礎技術

バドミントンの基礎技術　フォアハンドストローク、バ

ックハンドストロークの技術を習得する。

第5回　（実技）基礎技術

バドミントンの基礎技術　サービスとフライト等の技術

を習得する。

第6回　（講義）

実践に役立つ練習法と主なルール及び試合の進め方など

について学ぶ。

第7回　（実技）応用技術

シングルス、ダブルスのゲーム展開（班分けの試合及び

リーグ戦方式）

第8回　（実技）応用技術

シングルス、ダブルスのゲーム展開（班分けの試合及び

リーグ戦方式）

第9回　（実技）応用技術

シングルス、ダブルスのゲーム展開（班分けの試合及び

リーグ戦方式）

第10回　（実技）応用技術

シングルス、ダブルスのゲーム展開（班分けの試合及び

リーグ戦方式）

第11回　（実技）応用技術

団体戦のゲーム展開（シングルス、ダブルス、混合ダブ

ルスを含む）

第12回　（実技）応用技術

団体戦のゲーム展開（シングルス、ダブルス、混合ダブ

ルスを含む）

第13回　（実技）応用技術

団体戦のゲーム展開（シングルス、ダブルス、混合ダブ

ルスを含む）

第14回　（実技）応用技術

団体戦のゲーム展開（シングルス、ダブルス、混合ダブ

ルスを含む）

第15回　（講義）まとめ

この授業の総括を行う。特に、講義と実技を通して、バ

ドミントンの特性を理解することができたかを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （ソフトボール）

西脇　満

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習、講義

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツの経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

⑤雨天の場合は授業計画の実技と講義を入れ替える場合

があるので、注意して対応すること。

★新型コロナウイルス感染予防のためマスク、軍手（滑

り止めのあるものが良い）は必ず持参。

できればフェイスシールド、携帯用アルコールジェルな

どの消毒液も準備できればなお良い。（アルコール消毒

液は準備されているが、非常用に）

＜授業時間外に必要な学修＞

ソフトボールのゲームについて実際の試合やテレビおよ

びWebサイト等で「みる」機会を多くすることが、ひい

ては試合の競技特性と技術および戦術・ルール等につい

て理解できるようになる。そのための予習・復習を各々
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30分程度すること（配布資料等も参考にすること）。

＜提出課題など＞

ソフトボールについてのレポート提出を行う（詳細は講

義中に説明する）。また、講義室でおこなう課題につい

ても出席して提出すること（評価に反映する）。

＜成績評価方法・基準＞

レポート・課題への取り組み方と提出物の学修内容で10

0％評価する。

【配点】課題提出（運動用）60点、課題提出（予習復習

用）30点、最終レポート10点。

＜テキスト＞

必要に応じて、適宜プリント（資料）を配布する。

＜授業計画＞

第1回　講義

（ガイダンス、基礎知識）

・授業の進め方について説明する。

・ソフトボールの歴史と発展、競技特性、攻防の原則、

戦術の原則、安全に対する留意点とマナーについて学ぶ。

第2回　講義（基礎知識）

ソフトボールの技術向上や攻防および戦術等について、

資料を配布して説明する。またその技術や戦術について

DVDを活用して学ぶ。

第3回　実技①（基礎技術）

ボールの握り方と送球および捕球

ピッチャーとキャッチャーの技術と練習

内野手の技術と練習

外野手の技術と練習

打撃の技術と走塁、盗塁の練習

第4回　実技②（基礎技術）

ボールの握り方と送球および捕球

ピッチャーとキャッチャーの技術と練習

内野手の技術と練習

外野手の技術と練習

打撃の技術と走塁、盗塁の練習

第5回　実技③（基礎技術）

ボールの握り方と送球および捕球

ピッチャーとキャッチャーの技術と練習

内野手の技術と練習

外野手の技術と練習

打撃の技術と走塁、盗塁の練習

第6回　実技④（基礎技術）

ボールの握り方と送球および捕球

ピッチャーとキャッチャーの技術と練習

内野手の技術と練習

外野手の技術と練習

打撃の技術と走塁、盗塁の練習

第7回　講義

ゲームの進め方とルールおよび審判法について学び、正

式なゲームに備える。

第8回　実技

チーム編成をして対抗戦の実施。

第9回　実技

チーム編成をして対抗戦の実施。

第10回　実技

チーム編成をして対抗戦の実施。

第11回　実技

チーム編成をして対抗戦の実施。

第12回　実技

チーム編成をして対抗戦の実施。

第13回　実技

実技テスト①（内容については授業中に、事前に説明す

る）

第14回　実技

実技テスト②（内容については授業中に、事前に説明す

る）

第15回　講義（ふりかえり）

まとめ（ふり返り）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （テニス）

坂手　比呂志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

主に実習形式の展開と講義で実施する。

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツの経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツの意義や楽しさを理解する。

・運動習慣を身につける。

・種目の基礎知識と基礎体力等を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。
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③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

⑤雨天の場合は授業計画の実技と講義を入れ替える場合

があるので、注意して対応すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

テニスのゲームについて実際の試合やテレビおよびWeb

サイト等で「みる」機会を多くすることが、ひいては試

合の競技特性と技術および戦術・ルール等について理解

できるようになる。そのための予習・復習を各々30分程

度すること（配布資料等も参考にすること）。

＜提出課題など＞

テニスについてのレポート提出を義務づける（詳細は講

義中に説明する）。また、講義室でおこなう課題につい

ても出席して提出すること（評価に反映する）。

　レポートおよび課題等については、適宜「解答例」を

示してコメントする。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する（競技種目などによって評価基準が異なることも

ある）。

＜テキスト＞

使用しない。適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義・ガイダンス）

・授業の進め方について説明する。

・テニスの歴史と発展、競技特性、プレーの原則的な考

え方、戦術の基本的な考え方、テニスのマナー、安全に

対する留意点等について学ぶ。

第2回　（講義）

テニスの技術向上や攻防および戦術等について、資料を

配布して説明する。またその技術や戦術についてDVDを

活用して学ぶ。

第3回　（実技）

講義で説明した技術の実際①（グループで活動）

・基礎技術：グリップの理解［ウエスタングリップ・イ

ースタングリップ・コンチネンタルグリップ］、グラン

ドストローク［フォアハンド・バックハンド］。

第4回　（実技）

講義で説明した技術の実際②（グループで活動）

・基礎技術：ボールのコントロール［トップスピン系・

スライス系］ボールの回転。

第5回　（実技）

技術の実際③（①と②の復習）。

第6回　（実技）

技術の実際④

・サービス［フラットサービス・スピンサービス、サー

ビスダッシュ］。

・アプローチ、スマッシュ、ボレー。

第7回　（講義）

ゲームの進め方とルールおよび審判法について学び、正

式なゲームに備える。

第8回　（実技）

ゲーム①シングルス1回目の実施。

第9回　（実技）

ゲーム②シングルス2回目の実施。

：次回からのダブルスに必要な攻防について、予習して

おくこと。

第10回　（実技）

ゲーム③ダブルス1回目の実施。

第11回　（実技）

ゲーム④ダブルス2回目の実施。

第12回　（実技）

ゲーム⑤ダブルス総当たり戦の実施。

第13回　（実技）

実技テスト（内容については授業中に、事前に説明する

）。

第14回　（実技）

ゲームシングルスおよびダブルスの実施。

第15回　（講義）

・まとめ（ふり返り）。

（授業計画について）

授業計画は履修者の到達度に応じて、授業計画を変更す

る場合がある。

　また、雨天の場合は実技と講義を入れ替えて、実施す

る場合がある。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バレーボール）

林　直也

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。
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＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

対面形式で行う。

＜履修するにあたって＞

第1回目の授業はガイダンスを行います。

質問等は、gn151232@ge.kobegakuin.ac.jp　まで

＜授業時間外に必要な学修＞

ＴＶ中継などでバレーボールの試合を観戦する機会を設

け、ゲーム展開や競技特性、ルールなどについて予習・

復習を30分程度行う。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・評価説明

注意事項の説明、原簿記入を行う。

第2回　バレーボールの基礎技術

ソフトバレーボールを使ったゲームを行うことにより、

つなぐ意識を養う。

第3回　バレーボールの基礎技術

トスとスパイクを習得する。

第4回　バレーボールの基礎技術

トスとスパイクを習得する。

第5回　バレーボールの基礎技術

サーブとスパイクを習得する。

第6回　ゲーム

グループに分かれ、リーグ戦を行う。

第7回　ゲーム

グループに分かれ、リーグ戦を行う。

第8回　講義

スポーツの歴史、体育との違い、バレーボールのルール

や競技人口について講義を行う。

第9回　講義・グループワーク

バレーボールの現状（実施者人口、観戦者人口）改善の

ためのアイディア検討

第10回　グループ発表

バレーボールの現状（実施者人口、観戦者人口）改善の

ためのアイディアの発表

第11回　ゲーム

1回目のリーグ戦を踏まえ、グループを再編成した上で

リーグ戦を行う。

第12回　ゲーム

グループに分かれ、リーグ戦を行う。

第13回　ゲーム

グループに分かれ、リーグ戦を行う。

第14回　実技試験に向けた練習

実技試験の課題について、各自練習を行う。

第15回　実技試験・まとめ

実技試験および授業全体のまとめ、総括を行う.

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バスケットボール）

伊藤　淳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業：実技・講義

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技

規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるよう

にする。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業内容について、図書館やインターネットから情報を

収集し、次回の授業へ備えてください（1時間程度）。

また、授業終了後は、実施内容と次回の課題をまとめて

ください（１時間程度）。

＜提出課題など＞

レポート課題については、コメントをつけて返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも



- 547 -

ある。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

ガイダンス

第2回　実技

ボールハンドリング１

・パス系のボールハンドリング

・ドリブルシュート

・アウトナンバープレイ

第３回　実技

ボールハンドリング２

・２ボールでのボールハンドリング

・ドリブルシュート

・アウトナンバープレイ（２対１）

第４回　実技

ドリブル１

・各種ドリブルチェンジ

・ランニングシュート

・アウトナンバープレイ

第５回　実技

ドリブル２

・ドリブルチェンジの連動

・ランニングシュート

・アウトナンバープレイ

第６回　実技

アウトナンバープレイ１

・２対１

・ランニングシュート

・ゲーム

第7回　実技

アウトナンバープレイ２

・３対２

・ランニングシュート

・ゲーム

第8回　講義

バスケットボールのルールと審判法、歴史

第9回　講義

映像から見る、技術、戦術

第10回　実技

イーブンナンバープレイ１

・１対１、２対２

・各種レイアップシュート

・セットシュート

・ゲーム

第11回　実技

イーブンナンバープレイ２

・２対２、３対３

・各種レイアップシュート

・セットシュート

・ゲーム

第12回　実技

イーブンナンバープレイ３

・３対３、４対４

・各種レイアップシュート

・ジャンプシュート

・ゲーム

第13回　実技

ゲーム１

・フリーランスオフェンス

・各種レイアップシュート

・シュート練習

第14回　実技

ゲーム１

・セットオフェンス

・各種レイアップシュート

・シュート練習

第15回　講義

授業全体のまとめ、総括。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

田路　秀樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野のひとつである。全学ディプ

ロマ―ポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体的運動の実践による技術の向上と競技規則および戦

術などを理解する。

Aでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。ス

ポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの楽

しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で、自主

性・自律性なども養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞
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基本的に実技を中心に授業を進めますが、理論について

講義も行います。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③実技の授業は、積極的に参加すること。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

バドミントンのゲームを見る機会を増やし、試合の戦術

について理解する。

また、前回学んだの技術を30分程度復習し授業に臨む。

＜提出課題など＞

・バドミントンに対する課題についてレポートを提出し

てもらう。

・提出されたレポートに対しては、教員よりコメントを

フィードバックする。

・与えられた実技課題を習得する。

・積極的に試合を行う。

＜成績評価方法・基準＞

成績基準：授業目的、到達目標に記載する能力の到達度

に応じて成績を与える。

成績評価の方法：レポート課題（25％）、実技テスト（

25％）、試合への取り組み（50％）で

　　　　　　　　評価する。

＜テキスト＞

資料を配布する。

＜参考図書＞

大束忠司　『見るだけでうまくなるバドミントンの基礎

』　ベースボールマガジン社　2019年

藤本ホセマリ　『バドミントンの戦い方』　ベースボー

ルマガジン社　2018年

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス（講義）

授業の進め方を説明する

第2回　個人技術習得1（講義＋実技）

バドミントンにおける基礎技術について解説する

第3回　個人技術の習得2（実技）

ドライブとハイクリア技術の習得

第4回　個人技術の習得3（実技）

スマッシュ技術の習得

第5回　個人技術の習得4（実技）

ドロップ技術の習得

第6回　個人技術の習得5（実技）

ヘアピン技術の習得

第7回　個人技術の応用1（実技）

ハイクリアとスマッシュの連続技術の習得

第8回　個人技術の応用2（実技）

ドロップとヘアピンの連続技術の習得

第9回　個人技術の応用3（実技）

サーブ技術の習得とシングルでのゲーム説明

第10回　個人技術の応用4（実技）

ハーフコートを使ったシングルでのゲーム

第11回　ダブルス技術の習得1（講義＋実技）

ダブルスのゲーム方法及び戦術を解説する

第12回　ダブルス技術の習得2（実技）

ダブルスの攻撃・守備の習得、ドロップ、ヘアピン連続

のテスト

第13回　ダブルス技術の習得3（実技）

ダブルスでのリーグ戦、ドロップ、ヘアピン連続のテス

ト

第14回　ダブルス技術の習得4（実技）

ダブルスでのリーグ戦

第15回　授業のまとめ（講義）

試合における個人成績等の発表及びまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （サッカー）

木谷　織信

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「実技」と「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィポロマポリシーに示す。広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。スポーツ科学

演習は、実技の理論を講義で学び、講義内容を実技で実

践する形式をとっている。科目構成は、個人的・集団的

活動に関する実践的理解が中心となる。身体運動による

技能の向上と競技規則および戦術などを理解する。

Aでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。ス

ポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツを楽

しさや喜びを味わう。個人的。集団的活動の中で自主的

・自律性を養う。

＜到達目標＞

１．競技特性を理解する。

２．スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図

ることができる。

３．運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

１．毎回、授業開始時に出席をとる。

2．遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるの

で慎むこと。

3．実技ではスポーツウェアーを着用する。服装違反者

は受講させない場合がある。

4．準備・後片付けやボールの回収を行なうこと。

5．出席状況によっては、単位を認定できない場合があ
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る。

6．教場では、積極的な態度で受講すること。授業中は

通信機器および電子機器（スマートホォン・カメラ）等

の使用を禁止とする。

7．天候により教場や授業内容を変更することもあるの

で、注意して対応すること。

＊雨天の場合は、教室で基礎知識（歴史、ルール、審判

法）について理解する。

8．動画およびDVD等で基本技術や戦術を理解する。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に各自の反省点を見つけ技能を高めるための

対策を考えて次回の授業へ備えること。図書館やインタ

ーネットから情報を収集するための予習・復習を30分程

度すること。

＜提出課題など＞

適宜に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。左記は必須である。

競技種目によって評価基準が異なる場合がある。

＜テキスト＞

適宜プリントを配布する。

＜参考図書＞

（財）日本サッカー協会（2002）、サッカー指導教本、

サンメッセ印刷

＜授業計画＞

開講科目概要

「チームで働く」共通の目標のもと一人一人が、それぞ

れの役割（攻撃・守備の戦術）と責任を果たすことで、

一丸となって取り組めば（協働体制）ひとりが行うより、

はるかな大きな業績を残すことができる。

第1回　講義

授業の目的、到達目標、授業の進め方、成績評価方法・

基準などについて理解する。

第2回　実技

身体ほぐしと基本技術および施設用具等について理解す

る。

第3回　実技

（ボールに慣れる）

ボール慣れに慣れることを主題にし、ゲームを実施する。

第4回　実技

（基礎技術）

キック・ドリブル、パスコントロール等の技術を習得す

ることを目指す。ゲームを実施する。

第5回　実技

（ゲーム①）

習得した技能を生かし、ハーフコートでゲームを実施す

る。

第6回　実技

（ゲーム②）

習得した技能を生かし、ハーフコートでゲームを実施す

る。

第7回　講義（教室）

動画を鑑賞し、基礎技術を理解する。

第8回　講義（教室）

動画を鑑賞し、戦術を理解する。

第9回　実技

（ゲーム①）

４つのチームに分かれて、リーグ戦を実施する。

＊攻撃における個人戦術を理解する。

第10回　実技

（ゲーム②）

4つのチームに分かれて、リーグ戦を実施する。

＊守備における個人戦術を理解する。

第11回　実技

（ゲーム①）

新しくチームを作り、トーナメント戦を実施する。

第12回　実技

（ゲーム②）

トーナメント戦を実施する。

第13回　実技

（ゲーム①）

リーグ戦およびトーナメント戦を実施する。

第14回　実技

（ゲーム②）

リーグ戦およびトーナメント戦を実施する。

第15回　講義

まとめ

備考

雨天の場合は、教場や授業内容の変更がある。

＊13回目～15回目の授業において、個人の技能が向上し

たかを判断します。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

上谷　聡子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実技・講義

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。
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スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わい、個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができることを目的とする。

＜到達目標＞

1．競技特性を理解する。

2．スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図

ることができる。

3．運動習慣を身につける。

＜授業のキーワード＞

バドミントン、ルール、シングルス、ダブルス

＜授業の進め方＞

講義と実技とで進めます。

なお、授業の進行状況によって、授業計画を変更する場

合があります。

＜履修するにあたって＞

室内用シューズを必ず準備すること。室外で履いたシュ

ーズの底を拭いて使用するのは禁止する。また、運動で

きる服装に更衣してから実技を受けるように。なお、電

車遅延等のやむを得ない遅刻以外はしないこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

バドミントンの試合やニュースなどに興味を持ち、授業

時間外に30分程度は見たり聞いたりすること。また、運

動習慣を身に付けるためにも、授業時間外に週2回・1回

につき30分以上は身体を動かすことを心がける。

＜提出課題など＞

講義実施時にレポートを課し、コメントを付けて返却す

る。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30%、レポート30％

＜参考図書＞

岸 一弘『バドミントンの理論と実技‐初歩から基本技

術の指導まで』大学教育出版、2019年

中口直人『知ってる? バドミントン (クイズでスポーツ

がうまくなる』ベースボール・マガジン社 、2017年

＜授業計画＞

第1回　（講義）

ガイダンス

バトミントンの歴史

授業の目的、注意事項、成績評価方法などについて説明

する。

自身の運動習慣について振り返る。

バドミントンの歴史について概説する。

第2回　（実技）

バドミントンの基礎技術①

（シャトル打ち、オーバーヘッドストローク、アンダー

ハンド）

実技テストの項目である、バドミントンの技術を習得す

る。

第3回　（実技）

バドミントンの基礎技術②

（サイドハンド、サービス、スマッシュ）

基本的な技術に加えて、ゲーム時に必要となる技術を習

得する。

第4回　（講義と実技）

シングルス①

（総当たり戦）

シングルスのルールを理解する。

シングルスの総当たり戦を実施する。

第5回　（実技）

シングルス②

（2つのグループに分かれての総当たり戦）

2つのグループに分かれて、総当たり戦を実施する。

第6回　（実技）

シングルス③

2～4つのリーグに分かれて、リーグ戦を実施する。

第7回　（講義）

バドミントンのルール

体力について

バドミントンのルールについて説明する。

様々な要素から構成される「体力」について学び、自身

の運動習慣についても振り返る。

第8回　（講義と実技）

ダブルス①

（総当たり戦）

ダブルスのルールを理解する。

ダブルスの総当たり戦を実施する。

第9回　（実技）

ダブルス②

（2つのグループに分かれての総当たり戦）

2つのグループに分かれて、総当たり戦を実施する。

第10回　（実技）

ダブルス③

（リーグ戦）

2つのリーグに分かれて、リーグ戦を実施する。

第11回　（実技）

ダブルス④

（リーグ戦・入れ替え）

入れ替え戦を行い、新しいリーグでのゲームを実施する。

第12回　（実技）

団体戦①（前半）

8つのグループを自由に作り、メンバーの中でシングル

ス・ダブルス選手を選出し、団体戦を実施する。

第13回　（実技）

団体戦②（後半）

8つのグループを自由に作り、メンバーの中でシングル

ス・ダブルス選手を選出し、団体戦を実施する。

第14回　（実技）

ダブルス⑤



- 551 -

（総当たり戦）

くじ引きによってペアを決定し、総当たり戦を行う。

第15回　（講義と実技）

ふりかえり

ゲーム及び授業全体のまとめや総括を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （テニス）

坂手　比呂志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

主に実習形式の展開と講義で実施する。

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツの経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツの意義や楽しさを理解する。

・運動習慣を身につける。

・種目の基礎知識と基礎体力等を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

⑤雨天の場合は授業計画の実技と講義を入れ替える場合

があるので、注意して対応すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

テニスのゲームについて実際の試合やテレビおよびWeb

サイト等で「みる」機会を多くすることが、ひいては試

合の競技特性と技術および戦術・ルール等について理解

できるようになる。そのための予習・復習を各々30分程

度すること（配布資料等も参考にすること）。

＜提出課題など＞

テニスについてのレポート提出を義務づける（詳細は講

義中に説明する）。また、講義室でおこなう課題につい

ても出席して提出すること（評価に反映する）。

　レポートおよび課題等については、適宜「解答例」を

示してコメントする。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する（競技種目などによって評価基準が異なることも

ある）。

＜テキスト＞

使用しない。適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義・ガイダンス）

・授業の進め方について説明する。

・テニスの歴史と発展、競技特性、プレーの原則的な考

え方、戦術の基本的な考え方、テニスのマナー、安全に

対する留意点等について学ぶ。

第2回　（講義）

テニスの技術向上や攻防および戦術等について、資料を

配布して説明する。またその技術や戦術についてDVDを

活用して学ぶ。

第3回　（実技）

講義で説明した技術の実際①（グループで活動）

・基礎技術：グリップの理解［ウエスタングリップ・イ

ースタングリップ・コンチネンタルグリップ］、グラン

ドストローク［フォアハンド・バックハンド］。

第4回　（実技）

講義で説明した技術の実際②（グループで活動）

・基礎技術：ボールのコントロール［トップスピン系・

スライス系］ボールの回転。

第5回　（実技）

技術の実際③（①と②の復習）。

第6回　（実技）

技術の実際④

・サービス［フラットサービス・スピンサービス、サー

ビスダッシュ］。

・アプローチ、スマッシュ、ボレー。

第7回　（講義）

ゲームの進め方とルールおよび審判法について学び、正

式なゲームに備える。

第8回　（実技）

ゲーム①シングルス1回目の実施。

第9回　（実技）

ゲーム②シングルス2回目の実施。

：次回からのダブルスに必要な攻防について、予習して

おくこと。

第10回　（実技）

ゲーム③ダブルス1回目の実施。
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第11回　（実技）

ゲーム④ダブルス2回目の実施。

第12回　（実技）

ゲーム⑤ダブルス総当たり戦の実施。

第13回　（実技）

実技テスト（内容については授業中に、事前に説明する

）。

第14回　（実技）

ゲームシングルスおよびダブルスの実施。

第15回　（講義）

・まとめ（ふり返り）。

（授業計画について）

授業計画は履修者の到達度に応じて、授業計画を変更す

る場合がある。

　また、雨天の場合は実技と講義を入れ替えて、実施す

る場合がある。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バスケットボール）

伊藤　淳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業：実技・講義

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業内容について、図書館やインターネットから情報を

収集し、次回の授業へ備えてください（1時間程度）。

また、授業終了後は、実施内容と次回の課題をまとめて

ください（１時間程度）。

＜提出課題など＞

レポート課題については、コメントをつけて返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜授業計画＞

第1回　講義

ガイダンス

第2回　実技

ボールハンドリング１

ボールハンドリング１

・１ボールでのボールハンドリング

・ドリブルシュート

・アウトナンバープレイ（２対１）

第３回　実技

ボールハンドリング２

・２ボールでのボールハンドリング

・ドリブルシュート

・アウトナンバープレイ（２対１）

第４回　実技

ボールハンドリング３

・パス系のボールハンドリング

・ドリブルシュート

・アウトナンバープレイ（２対１）

第５回　実技

ドリブル１

・ドリブルチェンジ（クロスオーバー、レッグスルー）

・ランニングシュート

・アウトナンバープレイ（３対２）

第６回　実技

ドリブル２

・ドリブルチェンジ（ビハインドバック、ロール）

・ランニングシュート

・アウトナンバープレイ（３対２）

第7回　実技

ドリブル３

・ドリブルチェンジの連動

・ランニングシュート

・アウトナンバープレイ（３対２）

第8回　講義

バスケットボールのルールと審判法、歴史

第9回　講義

映像から見る、技術、戦術

第10回　実技

パス１



- 553 -

・静止状態でのパス

・レイアップシュート（２ステップ、１ステップ、タッ

プ）

・１対１

・ゲーム

第11回　実技

パス２

・動きながらのパス

・レイアップシュート（２ステップ、１ステップ、タッ

プ）

・１対１

・ゲーム

第12回　実技

シュート１

・近距離からのセットシュート、ジャンプシュート

・レイアップシュート（２ステップ、１ステップ、タッ

プ）

・１対１

・ゲーム

第13回　実技

シュート２

・中距離からのセットシュート、ジャンプシュート

・レイアップシュート（２ステップ、ギャロップ、バッ

ク）

・１対１

・ゲーム

第14回　実技

シュート３

・３ポイントシュート

・レイアップシュート（２ステップ、ギャロップ、バッ

ク）

・１対１

第15回　講義

授業全体のまとめ、総括。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

木谷　織信

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「実技」と「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィポロマポリシーに示す。広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。スポーツ科学

演習は、実技の理論を講義で学び、講義内容を実技で実

践する形式をとっている。科目構成は、個人的・集団的

活動に関する実践的理解が中心となる。身体運動による

技能の向上と競技規則および戦術などを理解する。

 Aでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。ス

ポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツを楽

しさや喜びを味わう。個人的。集団的活動の中で自主的

・自律性を養う。

＜到達目標＞

１．競技特性を理解する。

２．スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図

ることができる。

３．運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

1．毎回、授業開始時に出席をとる。

2．遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるの

で慎むこと。

3．準備や後片付け（ポール、ネット、シャトルの回収

）等を積極的に行うこと。

4．出席状況によっては、単位を認定できない場合があ

る。

5．実技ではスポーツウェアー、体育館シューズを必ず

着用する。

6．教場では、積極的な態度で受講すること。授業中は

通信機器および電子機器（スマートホォン・カメラ）等

の使用を禁止とする。

7．バドミントンの基礎知識および戦術を動画およびDVD

等で理解する。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に各自の反省点を見つけ技能を高めるための

対策を考えて次回の授業へ備えること。図書館やインタ

ーネットから情報を収集するための予習・復習を30分程

度すること。

＜提出課題など＞

適宜に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。左記は必須である。

競技種目によって評価基準が異なる場合がある。

＜テキスト＞

適時プリントを配布する。

＜参考図書＞

松野修二著（2008）、バドミントンパーフェクトマスタ

ー、新星出版社、公和印刷

＜授業計画＞

開講科目概要

シャトルコックの特性によってさまざまな軌道を理解す

る。

・仲間とのコミュニケーションを図り、互いに協力しな

がらダブルスで成果を上げること。

第1回　講義
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授業の目的、到達目標、授業の進め方、成績評価・基準

などについて理解する。

第2回　講義・実技

バドミントンの基礎知識（歴史）について理解する。

その後、教場で施設や用具確認後グリップやラケット操

作について学ぶ。

＊更衣し教室に集まってください。

第3回　実技

（基礎技術）

確実に返球する（ラリーを組み立てるゲームを主とし、

半面のゲームを行う）

・基礎技術であるオーバーヘッド（クリア・ドライブ）

の技術を習得する。

・アンダーハンド（サービス）を理解する。

・フライトの違いを理解する。

第4回　実技

（基礎技術）

確実に返球する（ラリーを組み立てるゲームを主とし、

半面のゲームを行う）

・オーバーヘッド（スマッシュ・ドロップ）ストローク

の技術を習得する。

・フライトの違いを理解する。

第5回　実技

（基礎技術）

確実に返球する（ラリーを組み立てるゲームを主とし、

半面のゲームを行う）

・フロンコートからのアンダーハンド（ヘアピン・ロブ

）ストロークの技術を習得する。

・フライトの違いを理解する。

第6回　講義・実技（シングルス①）

シングルスのルールを理解する。

全面のシングルスゲームを実施する。

第7回　実技（シングルス②）

全面のシングルスゲームを実施する。

第8回　講義・実技（ダブルスゲーム①）

ダブルスのゲームを理解する

ダブルスのゲームを実施する。

第9回　実技（ダブルスゲーム②）

ダブルスのゲームを実施する。

第10回　実技（ダブルスゲーム①）

・団体戦、男子・女子・混合ダブルス戦を行う。

・ペアで協力して成果をあげることを目指す。

第11回　実技（ダブルスゲーム②）

・団体戦、男子・女子・混合ダブルス戦を行う。

・ペアで協力して成果をあげることを目指す。

第12回　実技（ダブルスゲーム③）

・団体戦、男子・女子・混合ダブルス戦を行う。

・ペアで協力して成果をあげることを目指す。

第13回　実技（ダブルスゲーム④）

・団体戦、男子・女子・混合ダブルス戦を行う。

・ペアで協力して成果をあげることを目指す。

第14回　実技（ダブルスゲーム⑤）

・団体戦、男子・女子・混合ダブルス戦を行う。

・ペアで協力して成果をあげることを目指す。

第15回　実技（ダブルスゲーム⑥）

・団体戦、男子・女子・混合ダブルス戦を行う。

・ペアで協力して成果をあげることを目指す。

備考

13回目～15回目の授業において実技テスト（サーブ、ド

ライブ、クリア）を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

山下　新樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実技　講義

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則及び戦

術などを理解する。

　Aでは多様なスポーツの経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

競技特性を理解する。

スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図るこ

とができる。

運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

ビデオ等を使用する場合がある。

授業内容は、状況に応じて変更する場合があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

バドミントンを行うために必要な基礎体力の維持増進の

ため、ウォーキングやジョギングを行い、また柔軟性の

確保のためストレッチングを実施すること。（30分程度

）

＜提出課題など＞

ゲームを円滑に実施するためのルール・マナーについて

理解し、習得しているかレポートの提出を課します。提
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出された課題・レポートに対してコメントをつけて返却

します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。（競技種目などによって評価基準が異なること

もある。）

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の目的、到達目標、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

その他受講についての諸注意について理解する。

第2回　（講義）バドミントンの歴史、競技特性など

バドミントンの歴史、競技特性などについて学ぶ。

第3回　（実技）基礎技術

競技施設、用具、競技の概要について学び実践する。

第4回　（実技）基礎技術

バドミントンの基礎技術　フォアハンドストローク、バ

ックハンドストロークの技術を習得する。

第5回　（実技）基礎技術

バドミントンの基礎技術　サービスとフライト等の技術

を習得する。

第6回　（講義）

実践に役立つ練習法と主なルール及び試合の進め方など

について学ぶ。

第7回　（実技）応用技術

シングルス、ダブルスのゲーム展開（班分けの試合及び

リーグ戦方式）

第8回　（実技）応用技術

シングルス、ダブルスのゲーム展開（班分けの試合及び

リーグ戦方式）

第9回　（実技）応用技術

シングルス、ダブルスのゲーム展開（班分けの試合及び

リーグ戦方式）

第10回　（実技）応用技術

シングルス、ダブルスのゲーム展開（班分けの試合及び

リーグ戦方式）

第11回　（実技）応用技術

団体戦のゲーム展開（シングルス、ダブルス、混合ダブ

ルスを含む）

第12回　（実技）応用技術

団体戦のゲーム展開（シングルス、ダブルス、混合ダブ

ルスを含む）

第13回　（実技）応用技術

団体戦のゲーム展開（シングルス、ダブルス、混合ダブ

ルスを含む）

第14回　（実技）応用技術

団体戦のゲーム展開（シングルス、ダブルス、混合ダブ

ルスを含む）

第15回　（講義）まとめ

この授業の総括を行う。特に、講義と実技を通して、バ

ドミントンの特性を理解することができたかを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バスケットボール）

山下　新樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業および遠隔授業併用）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィプロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Aでは多様なスポーツの経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

ビデオ等を使用する。

＜授業時間外に必要な学修＞

バスケットボールのゲームについて「みる」機会を増や

し、試合の進行状況や特性について理解する参考にして

ほしい。そのことが演習AからBへの足掛かりとして役に

立つことになる。各単元の予習・復習に各30分程度

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づけ、

コメントを付けて返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技テスト30％、レポート30％で

評価する。（種目によって評価基準が異なることもある。

）

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜授業計画＞
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第1回　（講義）

イントロダクション（講義概要説明）

第2回　（実技）

バスケットボールに関する体力トレーニング

第3回　（実技）

ボールハンドリングドリル

第4回　（実技）

ドリブリングドリル、シューティングドリル

第5回　（実技）

パッシングドリル，シューティングドリル

第6回　（実技）

ハンデイキャップゲーム　３オン２

第7回　（実技）

ハンデイキャップゲーム　４オン３

第8回　（実技）

スクリメージ　５オン５①

第9回　（実技）

スクリメージ　５オン５②

第10回　（講義）

バスケットボールの歴史や起源

第11回　（講義）

ビデオ鑑賞による技術・戦術解説。バスケットボールの

疑問。

第12回　（実技）

スクリメージ　５オン５（リーグ戦）①

第13回　（実技）

スクリメージ　５オン５（リーグ戦）②

第14回　（実技）

スクリメージ　５オン５（リーグ戦）③

第15回　（講義）

これまでの授業を振り返り、講義と実技を通してバスケ

ットボールの特性を理解できたかを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

坂手　比呂志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

主に実習形式の展開と講義で実施する。

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。　全学デ

ィプロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツの経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツの意義や楽しさを理解する。

・運動習慣を身につける。

・種目の基礎知識と基礎体力等を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

バドミントンのゲームについて実際の試合やテレビおよ

びWebサイト等で「みる」機会を多くすることが、ひい

ては試合の競技特性と技術および戦術・ルール等につい

て理解できるようになる。そのための予習・復習を各々

30分程度すること（配布資料等も参考にすること）。

＜提出課題など＞

バドミントンについてのレポート提出を義務づける（詳

細は講義中に説明する）。また、講義室でおこなう課題

についても出席して提出すること（評価に反映する）。

　レポートおよび課題等については、適宜「解答例」を

示してコメントする。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する（競技種目などによって評価基準が異なることも

ある）。

＜テキスト＞

使用しない。適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義・ガイダンス）

・授業の進め方について説明する。

・バドミントンの歴史と発展、競技特性と競技に必要な

施設用具等について学ぶ。

第2回　（講義）

バドミントンの基礎技術と用語について学ぶ。基礎技術

についてはDVDを活用する。

第3回　（実技）

講義で説明した基礎技術の実際（ラケットの使い方、サ

ービスの打ち方、フライトの種類等）。

第4回　（実技）
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基礎技術の復習①（ラケットの使い方、サービスの打ち

方、フライトの種類等）。

第5回　（実技）

基礎技術の復習②（ラケットの使い方、サービスの打ち

方、フライトの種類等）。

第6回　（実技）

基礎技術から簡易ゲームへ①。

第7回　（実技）

簡易ゲーム②。

第8回　（講義）

ゲームの進め方と主なルールについて学び、理解する。

第9回　（実技）

・簡易ゲームから正式なルールの試合にチャレンジする。

・ゲーム①（シングルスへ）。

第10回　（実技）

ゲーム②（シングルス）。

第11回　（実技）

ゲーム③（ダブルスへ）。

第12回　（実技）

ゲーム④（ダブルス）。

第13回　（実技）

実技テスト（内容については授業中に、事前に説明する

）。

第14回　（実技）

ゲームシングルスおよびダブルス。

第15回　（講義）

・まとめ（ふり返り）。

(授業計画について）

授業計画は履修者の到達度に応じて、授業計画を変更す

る場合がある。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

坂手　比呂志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

主に実習形式の展開と講義で実施する。

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。　全学デ

ィプロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツの経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツの意義や楽しさを理解する。

・運動習慣を身につける。

・種目の基礎知識と基礎体力等を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

バドミントンのゲームについて実際の試合やテレビおよ

びWebサイト等で「みる」機会を多くすることが、ひい

ては試合の競技特性と技術および戦術・ルール等につい

て理解できるようになる。そのための予習・復習を各々

30分程度すること（配布資料等も参考にすること）。

＜提出課題など＞

バドミントンについてのレポート提出を義務づける（詳

細は講義中に説明する）。また、講義室でおこなう課題

についても出席して提出すること（評価に反映する）。

　レポートおよび課題等については、適宜「解答例」を

示してコメントする。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する（競技種目などによって評価基準が異なることも

ある）。

＜テキスト＞

使用しない。適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義・ガイダンス）

・授業の進め方について説明する。

・バドミントンの歴史と発展、競技特性と競技に必要な

施設用具等について学ぶ。

第2回　（講義）

バドミントンの基礎技術と用語について学ぶ。基礎技術

についてはDVDを活用する。

第3回　（実技）

講義で説明した基礎技術の実際（ラケットの使い方、サ

ービスの打ち方、フライトの種類等）。

第4回　（実技）

基礎技術の復習①（ラケットの使い方、サービスの打ち

方、フライトの種類等）。
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第5回　（実技）

基礎技術の復習②（ラケットの使い方、サービスの打ち

方、フライトの種類等）。

第6回　（実技）

基礎技術から簡易ゲームへ①。

第7回　（実技）

簡易ゲーム②。

第8回　（講義）

ゲームの進め方と主なルールについて学び、理解する。

第9回　（実技）

・簡易ゲームから正式なルールの試合にチャレンジする。

・ゲーム①（シングルスへ）。

第10回　（実技）

ゲーム②（シングルス）。

第11回　（実技）

ゲーム③（ダブルスへ）。

第12回　（実技）

ゲーム④（ダブルス）。

第13回　（実技）

実技テスト（内容については授業中に、事前に説明する

）。

第14回　（実技）

ゲームシングルスおよびダブルス。

第15回　（講義）

・まとめ（ふり返り）。

（授業計画について）

授業計画は履修者の到達度に応じて、授業計画を変更す

る場合がある。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （卓球）

吉田　美智子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

基本は実技で行う

必要に応じて講義を設ける場合もある

＜授業時間外に必要な学修＞

普段の生活の中でも積極的にTV中継や地域の会場などで

行なわれる卓球のゲームを鑑賞し、その選手の動きやゲ

ームの進め方、ルールなどを自己学習しておくこと(60

分程度)

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づける。

学生へのフィードバックとしてレポート内容が課題にそ

っているものであるか否かをまず採点し、レポート内容

の全体評価する。学生はその後の授業で自己の課題を見

つけ、より積極的に授業に取り組む意欲を養いたい

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

第一回目はガイダンスです

指定の教室に集合して下さい

授業の進め方について

受講時の諸注意　など

第2回　基礎練習

第２回目授業　実技授業です

運動着に着替え室内スポーツシューズを履いてアリーナ

集合です

基本説明（グリップ、構え方、他）卓球道具に慣れる

第3回　基礎練習

フォアハンド

着替えてアリーナに集合です

「体温　風邪症状チェック表」を忘れずに！

証明写真も持参して下さい

第4回　基礎練習

フォアハンド　バックハンド

第5回　基礎練習
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フォアハンド　バックハンド　サーブ　レシーブ

第6回　応用練習

サーブ、レシーブ、切り替え、スマッシュ

第7回　応用練習

サーブ、レシーブ、切り替え、スマッシュ

第8回　ゲーム

ルール説明　シングルスゲーム

第9回　ゲーム

シングルスゲーム

第10回　ゲーム

ダブルスゲーム

第11回　ゲーム

ダブルスゲーム

第12回　ゲーム

ダブルスゲーム

第13回　ゲーム

ダブルスゲーム

第14回　ゲーム

ダブルスゲーム

第15回　ゲーム

総論

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （卓球）

吉田　美智子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

基本は実技で行う

必要に応じて講義を設ける場合もある

＜授業時間外に必要な学修＞

普段の生活の中でも積極的にTV中継や地域の会場などで

行なわれる卓球のゲームを鑑賞し、その選手の動きやゲ

ームの進め方、ルールなどを自己学習しておくこと(60

分程度)

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づける。

学生へのフィードバックとしてレポート内容が課題にそ

っているものであるか否かをまず採点し、レポート内容

の全体評価する。学生はその後の授業で自己の課題を見

つけ、より積極的に授業に取り組む意欲を養いたい

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

第一回目はガイダンスです

指定の教室に集合して下さい

授業の進め方について

受講時の諸注意　など

第2回　基礎練習

第２回目授業　実技授業です

運動着に着替え室内スポーツシューズを履いてアリーナ

集合です

基本説明（グリップ、構え方、他）卓球道具に慣れる

第3回　基礎練習

フォアハンド

着替えてアリーナに集合です

「体温　風邪症状チェック表」を忘れずに！

証明写真も持参して下さい

第4回　基礎練習

フォアハンド　バックハンド

第5回　基礎練習

フォアハンド　バックハンド　サーブ　レシーブ

第6回　応用練習

サーブ、レシーブ、切り替え、スマッシュ

第7回　応用練習
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サーブ、レシーブ、切り替え、スマッシュ

第8回　ゲーム

ルール説明　シングルスゲーム

第9回　ゲーム

シングルスゲーム

第10回　ゲーム

ダブルスゲーム

第11回　ゲーム

ダブルスゲーム

第12回　ゲーム

ダブルスゲーム

第13回　ゲーム

ダブルスゲーム

第14回　ゲーム

ダブルスゲーム

第15回　ゲーム

総論

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

実技、授業内容、方法を変更することもある。自分のラ

ケットを使用してもよい。

＜授業時間外に必要な学修＞

TV等で放映されているバドミントンの試合を見て、バド

ミントンというスポーツに興味をもってもらいたい（３

０分程度）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　講義

バドミントンの歴史、施設、用具や競技特性について理

解する。

第3回　実技

バドミントンの基礎技術を習得する。

第4回　実技

基礎技術の復習とシングルスの特性を学ぶ。

第5回　実技

基礎技術の復習とダブルスの特性を学ぶ。

第6回　実技

簡易ゲーム

第7回　実技

簡易ゲーム

第8回　講義

バドミントンのルールや審判方法について理解する。

第9回　講義

バドミントンの技術や戦術を理解する。

第10回　実技

ゲーム（シングルス）

第11回　実技

ゲーム（シングルス）

第12回　実技

ゲーム（ダブルス）

第13回　実技

ゲーム（ダブルス）

第14回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第15回　実技

ゲーム及び授業全体のまとめ、総括を行なう。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

実技、授業内容、方法を変更することもある。自分のラ

ケットを使用してもよい。

＜授業時間外に必要な学修＞

TV等で放映されているバドミントンの試合を見て、バド

ミントンというスポーツに興味をもってもらいたい（３

０分程度）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　講義

バドミントンの歴史、施設、用具や競技特性について理

解する。

第3回　実技

バドミントンの基礎技術を習得する。

第4回　実技

基礎技術の復習とシングルスの特性を学ぶ。

第5回　実技

基礎技術の復習とダブルスの特性を学ぶ。

第6回　実技

簡易ゲーム

第7回　実技

簡易ゲーム

第8回　講義

バドミントンのルールや審判方法について理解する。

第9回　講義

バドミントンの技術や戦術を理解する。

第10回　実技

ゲーム（シングルス）

第11回　実技

ゲーム（シングルス）

第12回　実技

ゲーム（ダブルス）

第13回　実技

ゲーム（ダブルス）

第14回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第15回　実技

ゲーム及び授業全体のまとめ、総括を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バスケットボール）

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。
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＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

実技、授業内容、方法を変更することもある。

＜授業時間外に必要な学修＞

TV等で放映されているバスケットボールの試合を見て、

バスケットボールというスポーツに興味をもってもらい

たい（３０分程度）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　講義

バスケットボールの技術や戦術を視聴して学ぶ。

第3回　実技

バスケットボールの技術や戦術を視聴して学ぶ。

第4回　実技

ドリブル、シュート、パス

第5回　実技

ディフェンス

第6回　実技

ミニゲーム

第7回　実技

ミニゲーム

第8回　実技

ミニゲーム

第9回　講義

バスケットボールの歴史、施設、用具や競技特性につい

て理解する。

第10回　実技

ハーフコートゲーム

第11回　実技

ハーフコートゲーム

第12回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第13回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第14回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第15回　実技

ゲーム及び授業全体のまとめ、総括を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バスケットボール）

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

実技、授業内容、方法を変更することもある。

＜授業時間外に必要な学修＞

TV等で放映されているバスケットボールの試合を見て、

バスケットボールというスポーツに興味をもってもらい

たい（３０分程度）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義
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授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　講義

バスケットボールの技術や戦術を視聴して学ぶ。

第3回　実技

バスケットボールの技術や戦術を視聴して学ぶ。

第4回　実技

ドリブル、シュート、パス

第5回　実技

ディフェンス

第6回　実技

ミニゲーム

第7回　実技

ミニゲーム

第8回　実技

ミニゲーム

第9回　講義

バスケットボールの歴史、施設、用具や競技特性につい

て理解する。

第10回　実技

ハーフコートゲーム

第11回　実技

ハーフコートゲーム

第12回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第13回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第14回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第15回　実技

ゲーム及び授業全体のまとめ、総括を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （サッカー）

中川　昌幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。ス

ポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの楽

しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主性

・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③ボール、ゼッケンの準備・後片付け等を積極的に行う

こと。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

⑤実技ではスポーツウェア、グラウンド用シューズを必

ず着用する。服装違反者は受講させない場合がある。

⑥授業計画は、履修者の状況によって変更する場合があ

る。

＜授業時間外に必要な学修＞

ＴＶで放送されているサッカーの試合などを見て、サッ

カーというスポーツに興味を持ってほしい。

＜成績評価方法・基準＞

出席40％、態度、意欲30％、レポート30％で評価する

＜授業計画＞

第1回　講義

教室で講義形式で行う。

更衣場所やグラウンド使用の際の注意点の説明。

今後の授業の説明。

第2回　実技

サッカーについての理解を深める

第3回　実技

技術練習

正確なキックを習得する。

第4回　実技

技術練習

正確なパスとシュートを習得する。

第5回　実技

技術練習およびミニゲーム①

習得した技術を生かし、ミニゲームを行う。

第6回　実技

技術練習およびミニゲーム②

習得した技術を生かし、ミニゲームを行う。

第7回　講義

実際の試合をＤＶＤで鑑賞し、さまざまな戦術とルール
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を理解する。

第8回　実技

戦術練習およびゲーム①

攻撃戦術の習得およびその戦術を使ってのゲームを行う。

第9回　実技

戦術練習およびゲーム②

攻撃戦術の習得およびその戦術を使ってのゲームを行う。

第10回　実技

ゲーム③

習熟度を考慮してチーム分けを行い、ゲームを運営する。

第11回　実技

ゲーム④

習熟度を考慮してチーム分けを行い、ゲームを運営する。

第12回　実技

ゲーム⑤

習熟度を考慮してチーム分けを行い、ゲームを運営する。

第13回　実技

実技テスト①

第14回　実技

実技テスト②

第15回　講義

まとめ

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バレーボール）

秋田　和彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

　　演　習

     対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

ビデオ等を使用する。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業内容および配布資料等を用いて、事前事後の学習を

行うこと。（30分程度）

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある

＜テキスト＞

適宜資料を配布する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、バレーボールの基礎知識

・授業の進め方について

・バレーボールの歴史

・バレーボール施設、用具について

・競技特性と技術の仕組みについて

第2～７回　バレーボールの基本技術

・バレーボール技術の仕組みと技術向上のからだ作り運

動、ボール扱い

・基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス，

、スパイク、サーブ）の技術向上

・基本技術を用いたミニゲーム

第8回　バレーボールのルールと審判法

・基本的ルールの説明とルールの変移について

・ゲーム運営の為の審判法

第9回　様々なバレーボール

・様々なバレーボール（9人制、ビーチバレー等）につ

いて学ぶ

第１０～１４回　ゲーム

・チームを固定し、リーグ戦、トーナメント等での試合

第15回　まとめ

・授業全体の復習、総括を行う

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （ヨガ）

雄谷　昌子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(実技、講義)

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ
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プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

ライブレッスン形式で、講師の実技デモとイントロダク

ションで全員一斉に実技を行う。実技とドリルで気付き

をシェアリングしながらアクティブラーニングを行う。

理論は、実技理論の他に、フィットネス知識や筋解剖学、

整体、リハビリ、東洋医学、アーユルベーダなどの知識

を要約し、一回の授業で一項目を解説する。

＜履修するにあたって＞

トレーニングウェアを着用する。携帯電話は片付けて(

実技)授業に集中する。原則的には見学は無し、やむを

得ない理由がある場合は要相談。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業での内容を復習し、実技を自己のコンディションワ

ークとして活用する。

dotcampasより参考資料(実技解説動画、理論まとめコラ

ム)を確認する

＜提出課題など＞

気付き感想などをまとめレポート提出(授業中又はdotca

mpsより提出)

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

(ヨガ授業では、実技試験を実施せず、毎回の授業での

取り組みを重視する)

＜テキスト＞

実技、理論の要点をまとめた動画をdotcampsより確認す

る。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業受講における注意事項、評価ポイントなど、確認

第2回　?ヨガとは(概論)

理論

?ヨガの歴史

?現代にも繋がるヨガの知恵(アシュタンガ八支則)

?伝統的ヨガの種類

実技

?フィットネス的な観点で段階的な全身運動

第3回　トラディショナルなヨガを現代人に活かす為の

ポイント

理論

?フィットネス、リハビリ、医療、企業など色々な分野

に活用されるヨガの要素

実技

?フィットネス的な観点、体の構造を踏まえたリズミカ

ルな全身運動

第4回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果01

理論

?背骨、骨盤、肩甲帯のニュートラルと動き

実技

?ニュートラルな姿勢 01

?3S(スタミナ、ストレングス、ストレッチ)バランス良

いリズミカルな全身運動 01

第5回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果02

理論

?呼吸と自律神経

実技

?ニュートラルな姿勢(背骨、骨盤、肩甲帯)02

?3Sバランス良いリズミカルな全身運動02

第6回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果03

理論

?ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果03

実技

?ニュートラルな姿勢(背骨、骨盤、肩甲帯)03

?3S バランス良いリズミカルな全身運動

第7回　整体、コンディションワークとしてのヨガ01

理論

?骨盤、股関節、腰椎のメカニズム

実技

?骨盤調整を踏まえた全身運動

第8回　整体、コンディションワークとしてのヨガ02

理論

?背骨のメカニズム

実技

?背骨コンディションを踏まえたリズミカルな全身運動

第9回　整体、コンディションワークとしてのヨガ03

理論

?肩甲帯のメカニズム

実技
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?肩甲帯コンディションを踏まえたリズミカルな全身運

動

第10回　整体、コンディションワークとしてのヨガ 04

理論

?体質学

実技

?背骨、骨盤、肩甲帯のコンディションワークを踏まえ

たリズミカルな全身運動

第11回　1～10回目までのまとめ

理論

1～10回目までのリビユー

実技

1～10回目までのリビユー

第12回　グローバル時代におけるヨガの活用01

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力) 01

実技

?多様なアプローチ(運動スタイル)の動作。01

?身体の構造的アプローチと機能的動作 01

第13回　グローバル時代におけるヨガの活用02

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力、)02

実技

?色んなアプローチ(運動スタイル)で楽しく動きながら

気付き深める。02

?身体の構造的なことを踏まえ全身バランス良く機能的

に動く 02

第14回　グローバル時代におけるヨガの活用03

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力、) 03

実技

?色んなアプローチ(運動スタイル)で楽しく動きながら

気付き深める。03

?身体の構造的なことを踏まえ全身バランス良く機能的

に動く 03

15回目　まとめ

まとめ

(第1～14回目の内容は、受講反応により一部変更するこ

ともある)

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （テニス）

木谷　織信

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「実技」と「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィポロマポリシーに示す。広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

内容を実技で実践する形式をとっている。科目構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動による技能の向上と競技規則および戦術などを

理解する。Aでは多様なスポーツ経験を養う機会となっ

ている。スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、ス

ポーツを楽しさや喜びを味わう。個人的。集団的活動の

中で自主的・自律性を養う。

＜到達目標＞

１．競技特性を理解する。

２．スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図

ることができる。

３．運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

講義と実技で進めます。

＜履修するにあたって＞

１．毎回、授業開始時に出席をとる。

2．遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるの

で慎むこと。

3．スポーツウェアーを着用する。服装違反者は受講さ

せない場合がある。

4 ．ボールの回収やコート整備等を積極的行なう。

5．出席状況によっては、単位を認定できない場合があ

る。

6．教場では、積極的な態度で受講すること。授業中は

通信機器および電子機器（スマートホォン・カメラ）等

の使用を禁止とする。

7．天候により教場や授業内容を変更することもあるの

で、注意して対応すること。

＊雨天の場合は、教室で基礎知識（歴史、審判法、技能

）について理解する。

8．動画およびDVD等で基礎技術や戦術を理解する。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に各自の反省点を見つけ技能を高めるための

対策を考えて次回の授業へ備えること。図書館やインタ

ーネットから情報を収集するための予習・復習を30分程

度すること。

＜提出課題など＞
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適宜に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。左記は必須である。

競技種目によって評価基準が異なる場合がある。

＜テキスト＞

適宜プリントを配布する。

＜参考図書＞

（財）日本テニス協会（2006）、新版テニス指導教本、

大修館書店

＜授業計画＞

開講科目概要

各種のストロークを打つためには、ボールの回転、スピ

ード、コース、深さをコントロールできるラケット操作

や待機ポジションと打球位置に移動するフットワークを

理解する。

・仲間とのコミュニケ－ションを図り、協力しながらダ

ブルスで成果をあげる。

第1回　講義

授業の目的、到達目標、授業の進め方、成績評価・基準

などについて理解する。

第2回　講義（教室）・実技（コート）

テニスの基礎知識について理解する。その後、教場に移

動し施設や用具確認後にラケット操作について実技を行

う。

＊更衣し教室に集まってください。

第3回　実技

（基礎技術）

確実に返球するためのグリップを理解する。

・実技テストの項目である、グランドストローク（フォ

ア・バックハンド）の技術を習得する。

・グループ活動で協力して上達することを目指すこと。

第4回　実技

（基礎技術）

確実に返球するグリップを理解する。

・サービスとリターンの技術を向上させる。

・グループ活動で協力して上達することを目指すこと。

第5回　実技

（基礎技術）

確実に返球するグリップを理解する。

・グラウンドストロークとボレーの技術を向上させる。

・グループ活動で協力して上達することを目指すこと。

第6回　実技

（基礎技術）

確実に返球するグリップを理解する。

・グラウンドストロークとロブ・スマッシュの技術を向

上させる。

・グループ活動で協力して上達することを目指すこと。

第7回　講義（教室）・実技（コート）

シングルスのルールを理解する。

・シングルスのゲームを実施する。

第8回　実技

シングルス①

シングルスの総当たり戦を実施する。

第9回　実技

シングルス②

シングルスの総当たり戦を実施する。

第10回　講義（教室）・実技（コート）

ダブルスのルールを理解する。

ダブルスの総当たり戦を実施する。

第11回　実技

ダブルス①

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

第12回　実技

ダブルス②

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

第13回　実技

ダブルス③

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

第14回　実技

実技テスト・ダブルス④

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

・実技テスト：ゲーム中のグラウンドストロークの習得

度を評価する。

第15回　実技

実技テスト・ダブルス⑤

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

・実技テスト：ゲーム中におけるグラウンドストローク

の習得度を評価する。

備考

履修者の到達度や履修者状況（男女の比率）によって授

業計画を変更する場合がある。

＊14回目と15回目の授業で実技テスト（グラウンドスト

ローク）を実施する。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （サッカー）

中川　昌幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。ス

ポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの楽

しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主性

・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③ボール、ゼッケンの準備・後片付け等を積極的に行う

こと。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

⑤実技ではスポーツウェア、グラウンド用シューズを必

ず着用する。服装違反者は受講させない場合がある。

⑥授業計画は、履修者の状況によって変更する場合があ

る。

＜授業時間外に必要な学修＞

ＴＶで放送されているサッカーの試合などを見て、サッ

カーというスポーツに興味を持ってほしい。

＜成績評価方法・基準＞

出席40％、態度、意欲30％、レポート30％で評価する

＜授業計画＞

第1回　講義

教室で講義形式で行う。

更衣場所やグラウンド使用の際の注意点の説明。

今後の授業の説明。

第2回　実技

サッカーについての理解を深める

第3回　実技

技術練習

正確なキックを習得する。

第4回　実技

技術練習

正確なパスとシュートを習得する。

第5回　実技

技術練習およびミニゲーム①

習得した技術を生かし、ミニゲームを行う。

第6回　実技

技術練習およびミニゲーム②

習得した技術を生かし、ミニゲームを行う。

第7回　講義

実際の試合をＤＶＤで鑑賞し、さまざまな戦術とルール

を理解する。

第8回　実技

戦術練習およびゲーム①

攻撃戦術の習得およびその戦術を使ってのゲームを行う。

第9回　実技

戦術練習およびゲーム②

攻撃戦術の習得およびその戦術を使ってのゲームを行う。

第10回　実技

ゲーム③

習熟度を考慮してチーム分けを行い、ゲームを運営する。

第11回　実技

ゲーム④

習熟度を考慮してチーム分けを行い、ゲームを運営する。

第12回　実技

ゲーム⑤

習熟度を考慮してチーム分けを行い、ゲームを運営する。

第13回　実技

実技テスト①

第14回　実技

実技テスト②

第15回　講義

まとめ

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （ヨガ）

雄谷　昌子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(実技、講義)
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＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

ライブレッスン形式で、講師の実技デモとイントロダク

ションで全員一斉に実技を行う。実技とドリルで気付き

をシェアリングしながらアクティブラーニングを行う。

理論は、実技理論の他に、フィットネス知識や筋解剖学、

整体、リハビリ、東洋医学、アーユルベーダなどの知識

を要約し、一回の授業で一項目を解説する。

＜履修するにあたって＞

トレーニングウェアを着用する。携帯電話は片付けて(

実技)授業に集中する。原則的には見学は無し、やむを

得ない理由がある場合は要相談。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業での内容を復習し、実技を自己のコンディションワ

ークとして活用する。

dotcampasより参考資料(実技解説動画、理論まとめコラ

ム)を確認する

＜提出課題など＞

気付き感想などをまとめレポート提出(授業中又はdotca

mpsより提出)

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

(ヨガ授業では、実技試験を実施せず、毎回の授業での

取り組みを重視する)

＜テキスト＞

実技、理論の要点をまとめた動画をdotcampsより確認す

る。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業受講における注意事項、評価ポイントなど、確認

第2回　?ヨガとは(概論)

理論

?ヨガの歴史

?現代にも繋がるヨガの知恵(アシュタンガ八支則)

?伝統的ヨガの種類

実技

?フィットネス的な観点で段階的な全身運動

第3回　トラディショナルなヨガを現代人に活かす為の

ポイント

理論

?フィットネス、リハビリ、医療、企業など色々な分野

に活用されるヨガの要素

実技

?フィットネス的な観点、体の構造を踏まえたリズミカ

ルな全身運動

第4回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果01

理論

?背骨、骨盤、肩甲帯のニュートラルと動き

実技

?ニュートラルな姿勢 01

?3S(スタミナ、ストレングス、ストレッチ)バランス良

いリズミカルな全身運動 01

第5回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果02

理論

?呼吸と自律神経

実技

?ニュートラルな姿勢(背骨、骨盤、肩甲帯)02

?3Sバランス良いリズミカルな全身運動02

第6回　ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果03

理論

?ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果03

実技

?ニュートラルな姿勢(背骨、骨盤、肩甲帯)03

?3S バランス良いリズミカルな全身運動

第7回　整体、コンディションワークとしてのヨガ01

理論

?骨盤、股関節、腰椎のメカニズム

実技

?骨盤調整を踏まえた全身運動

第8回　整体、コンディションワークとしてのヨガ02

理論

?背骨のメカニズム

実技

?背骨コンディションを踏まえたリズミカルな全身運動

第9回　整体、コンディションワークとしてのヨガ03

理論
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?肩甲帯のメカニズム

実技

?肩甲帯コンディションを踏まえたリズミカルな全身運

動

第10回　整体、コンディションワークとしてのヨガ 04

理論

?体質学

実技

?背骨、骨盤、肩甲帯のコンディションワークを踏まえ

たリズミカルな全身運動

第11回　1～10回目までのまとめ

理論

1～10回目までのリビユー

実技

1～10回目までのリビユー

第12回　グローバル時代におけるヨガの活用01

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力) 01

実技

?多様なアプローチ(運動スタイル)の動作。01

?身体の構造的アプローチと機能的動作 01

第13回　グローバル時代におけるヨガの活用02

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力、)02

実技

?色んなアプローチ(運動スタイル)で楽しく動きながら

気付き深める。02

?身体の構造的なことを踏まえ全身バランス良く機能的

に動く 02

第14回　グローバル時代におけるヨガの活用03

理論

フィットネス、セルフケア、コンディション、アーティ

スティック、コミュニケーションなどと融合するヨガの

活用方法。(五感、クリエイティブな発想力、フレキシ

ブルな編集力、適応力、) 03

実技

?色んなアプローチ(運動スタイル)で楽しく動きながら

気付き深める。03

?身体の構造的なことを踏まえ全身バランス良く機能的

に動く 03

15回目　まとめ

まとめ

(第1～14回目の内容は、受講反応により一部変更するこ

ともある)

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （テニス）

木谷　織信

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「実技」と「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィポロマポリシーに示す。広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。スポーツ科学

演習は、実技の理論を講義で学び、講義内容を実技で実

践する形式をとっている。科目構成は、個人的・集団的

活動に関する実践的理解が中心となる。身体運動による

技能の向上と競技規則および戦術などを理解する。Aで

は多様なスポーツ経験を養う機会となっている。スポー

ツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツを楽しさ

や喜びを味わう。個人的。集団的活動の中で自主的・自

律性を養う。

＜到達目標＞

１．競技特性を理解する。

２．スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図

ることができる。

３．運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

講義と実技で進めます。

＜履修するにあたって＞

１．毎回、授業開始時に出席をとる。

2．遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるの

で慎むこと。

3．スポーツウェアーを着用する。服装違反者は受講さ

せない場合がある。

4 ．ボールの回収やコート整備等を積極的行なう。

5．出席状況によっては、単位を認定できない場合があ

る。

6．教場では、積極的な態度で受講すること。授業中は

通信機器および電子機器（スマートホォン・カメラ）等

の使用を禁止とする。

7．天候により教場や授業内容を変更することもあるの

で、注意して対応すること。

＊雨天の場合は、教室で基礎知識（歴史、審判法、技能

）について理解する。

8．動画およびDVD等で基礎技術や戦術を理解する。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に各自の反省点を見つけ技能を高めるための

対策を考えて次回の授業へ備えること。図書館やインタ

ーネットから情報を収集するための予習・復習を30分程
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度すること。

＜提出課題など＞

適宜に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。左記は必須である。

競技種目によって評価基準が異なる場合がある。

＜テキスト＞

適宜プリントを配布する。

＜参考図書＞

（財）日本テニス協会（2006）、新版テニス指導教本、

大修館書店

＜授業計画＞

開講科目概要

各種のストロークを打つためには、ボールの回転、スピ

ード、コース、深さをコントロールできるラケット操作

や待機ポジションと打球位置に移動するフットワークを

理解する。

・仲間とのコミュニケ－ションを図り、協力しながらダ

ブルスで成果をあげる。

第1回　講義

授業の目的、到達目標、授業の進め方、成績評価・基準

などについて理解する。

第2回　講義（教室）・実技（コート）

テニスの基礎知識について理解する。その後、教場に移

動し施設や用具確認後にラケット操作について実技を行

う。

＊更衣し教室に集まってください。

第3回　実技

（基礎技術）

確実に返球するためのグリップを理解する。

・実技テストの項目である、グランドストローク（フォ

ア・バックハンド）の技術を習得する。

・グループ活動で協力して上達することを目指すこと。

第4回　実技

（基礎技術）

確実に返球するグリップを理解する。

・サービスとリターンの技術を向上させる。

・グループ活動で協力して上達することを目指すこと。

第5回　実技

（基礎技術）

確実に返球するグリップを理解する。

・グラウンドストロークとボレーの技術を向上させる。

・グループ活動で協力して上達することを目指すこと。

第6回　実技

（基礎技術）

確実に返球するグリップを理解する。

・グラウンドストロークとロブ・スマッシュの技術を向

上させる。

・グループ活動で協力して上達することを目指すこと。

第7回　講義（教室）・実技（コート）

シングルスのルールを理解する。

・シングルスのゲームを実施する。

第8回　実技

シングルス①

シングルスの総当たり戦を実施する。

第9回　実技

シングルス②

シングルスの総当たり戦を実施する。

第10回　講義（教室）・実技（コート）

ダブルスのルールを理解する。

ダブルスの総当たり戦を実施する。

第11回　実技

ダブルス①

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

第12回　実技

ダブルス②

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

第13回　実技

ダブルス③

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

第14回　実技

実技テスト・ダブルス④

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

・実技テスト：ゲーム中のグラウンドストロークの習得

度を評価する。

第15回　実技

実技テスト・ダブルス⑤

・団体戦、男子、女子、混合ダブルス戦を実施する。

・チーム活動で仲間とコミュニケーションを図り、協働

できるように努めること。

・実技テスト：ゲーム中のグラウンドストロークの習得

度を評価する。

備考

履修者の到達度や履修者状況（男女の比率）によって授

業計画を変更する場合がある。

＊14回目と15回目の授業で実技テスト（グラウンドスト

ローク）を実施する。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

吉田　美智子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

到達目標

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

基本的には実技で行う

必要に応じて講義を設ける場合もある

＜履修するにあたって＞

①授業開始時に出席をとる

②運動に適した服装・シューズでの参加に限る

③準備・ゲーム参加・片づけ等積極的に行うこと

④私服での見学は認めない（見学には理由が必要）

⑤自分のラケット持参可能

＜授業時間外に必要な学修＞

ＴＶ中継や実際の試合会場等でバドミントンの試合観戦

をする機会を積極的に設け、ゲームの進行状況や特性、

選手の動き、審判のジャッジについて興味をもって観察

する(60分程度)

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づける。

学生へのフィードバックとしてレポート内容が課題にそ

っているものであるか否かをまず採点し、レポート内容

の全体評価する。学生はその後の授業で自己の課題を見

つけより積極的に授業に取り組む意欲を養いたい

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

指定図書

＜授業計画＞

第1回　（講義）

第１回目授業はガイダンスです

指定教室に集合して下さい

・受講についての注意事項など説明

第2回　（実技）

第２回目授業以降は対面授業です

スポーツウエアでアリーナ集合です

・バドミントンの基礎技術と用語について説明後、実際

に基礎技術の実技練習を行う

第3回　（実技）

・前授業で説明した基礎技術、ラケットの使い方、サー

ビスの打ち方、フライトの種類等をペアで練習する

着替えてアリーナに集合です

「体温　風邪症状チェック表」を忘れずに！

証明写真も持参して下さい

第4回　（実技）

・基礎技術の練習①

第5回　（実技）

・基礎技術の練習②

第6回　（実技）

・簡易ゲーム①

第7回　（実技）

・簡易ゲーム②

第8回　（講義）

・ゲームの進め方と主なルールについて説明する

第9回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス①

第10回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス②

第11回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス①

第12回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス②

第13回　（実技）
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・実践ゲーム　ミックスダブルス①

第14回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス③

第15回　（講義）

・総論

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バレーボール）

番平　守

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実技or演習）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

このスポーツ科学演習では、元バレーボール全日本代表

コーチ経験のある教員から、実技の理論を講義で学び、

講義の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の

構成は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心

となる。身体運動の実践による技能の向上と競技規則お

よび戦術などを理解する。

　Aでは、多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや、喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で、

自主性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

対面授業（実技）を基本に行う。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③ボール、ゼッケンの準備・後片付け等を積極的に行う

こと。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

⑤実技ではスポーツウェア、室内用シューズを必ず着用

する。服装違反者は受講させない場合がある。

⑥授業計画は、履修者の状況によって変更する場合があ

る。

＜授業時間外に必要な学修＞

バレーの特性を理解するために、積極的にバレーボール

ゲームの観戦及び審判のジャッジに注目する。また、ル

ールブック(ルールとシグナル)を熟読すること。授業終

了後には、各自の反省点を見つけ技能を高めるための対

策を考えて次回の授業へ備えること。（60分）

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。

競技種目などによって評価基準が異なることもある。

＜テキスト＞

適宜プリントを配布する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・評価説明（講義）

資料配布を行い、授業の評価方法や内容、進め方につい

て説明をおこなう。

第2回　バレーボールの歴史と特性（講義）

歴史的側面からバレーボール競技の特徴を理解する。

第3回　様々なバレーボール

様々なバレーボール（9人制、ビーチバレー等）につい

て学ぶ

第4回　基礎技能の理解と習得①

コートづくりとボールハンドリング

第5回　基礎技能の理解と習得②

パス技術の獲得①

第6回　基礎技能の理解と習得③

パス技術の獲得② 簡単なパスゲーム

第7回　基礎技能の理解と習得④

サーブ・サーブレシーブ技術の獲得 簡易ゲーム

第8回　基礎技能の理解と習得⑤

スパイク技術の獲得①

第9回　基礎技能の理解と習得⑥

スパイク技術の獲得② 簡易ゲーム

第10回　基礎技能の理解と習得⑦

レシーブとトス技術の獲得

第11回　基礎技能の理解と習得⑧

スパイクレシーブとブロック技術の獲得

第12回　運営計画と審判技術の獲得（講義）

大会運営についてと主審・副審・線審の役割について理

解する。

第13回　大会運営の実際（戦術と戦略）①

グループによる試合及び試合運営

第14回　大会運営の実際（戦術と戦略）②

グループによる試合及び試合運営

第15回　実技テスト

スキルテスト及びレポート課題

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バレーボール）

吉田　美智子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）
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＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

基本は実技となる

必要に応じて講義を設ける場合もある。

＜履修するにあたって＞

ビデオ等を使用する。

＜授業時間外に必要な学修＞

普段の生活の中で行われているバレーボールの大会など

を積極的に鑑賞し、ゲーム上でのレシーブ、アタックな

どの技術を学び取るようにしておくこと(60分程度)

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づける。

学生へのフィードバックとしてレポート内容が課題にそ

っているものであるか否かをまず採点し、レポート内容

の全体評価する。学生はその後の授業で自己の課題を見

つけ、より積極的に授業に取り組む意欲を養いたい

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、バレーボールの基礎知識

第１回目授業はガイダンスです

指定教室に集合してください

・授業の進め方について

・バレーボール施設、用具について

・受講時の注意事項など

第2回　バレーボールの基本技術

第2回目から実技授業になりますのでスポーツウエアに

着替えてアリーナ集合です

・バレーボール基本技術練習とからだ作り運動

・基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス，

）の基本動作

「体温　風邪症状チェック表」を忘れずに！

証明写真も持参して下さい

第3回　バレーボールの基本技術

パス練習　オーバーハンド／アンダーハンド

第4回　バレーボールの基本技術

・多様なパス練習の導入とサービス練習①

第5回　バレーボールの基本技術

・多様なパス練習の導入とサービス練習②

第6回　バレーボールの基本技術

・多様なパス練習の導入とサービス練習③

第7回　バレーボールの基本技術

基本技術パスとレシーブの復習　サービスとレシーブの

復習

ミニゲーム導入

第8回　ゲーム

今までの練習の成果がだせる様に簡易ゲームの実施

第9回

バレーボールのルールと審判法

・基本的ルールの説明とルールの変移について

・ゲーム運営の為の審判法

第10回　ゲームの実施

チーム編成を工夫しながらゲームを実施する①

第11回　ゲームの実施

チーム編成を工夫しながらゲームを実施する②

第12回　ゲームの実施

チーム編成を工夫しながらゲームを実施する③

第13回　ゲームの実施

チーム編成を工夫しながらゲームを実施する④

第14回　ゲームの実施

チーム編成を工夫しながらゲームを実施する⑤

第15回　総括

総括

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ａ （バドミントン）

吉田　美智子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。
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スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ａでは多様なスポーツ経験を養う機会となっている。

スポーツ種目の競技特性を主体的に理解し、スポーツの

楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で自主

性・自律性を養うことができる。

到達目標

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

基本的には実技で行う

必要に応じて講義を設ける場合もある

＜履修するにあたって＞

①授業開始時に出席をとる

②運動に適した服装・シューズでの参加に限る

③準備・ゲーム参加・片づけ等積極的に行うこと

④私服での見学は認めない（見学には理由が必要）

⑤自分のラケット持参可能

＜授業時間外に必要な学修＞

ＴＶ中継や実際の試合会場等でバドミントンの試合観戦

をする機会を積極的に設け、ゲームの進行状況や特性、

選手の動き、審判のジャッジについて興味をもって観察

する(60分程度)

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づける。

学生へのフィードバックとしてレポート内容が課題にそ

っているものであるか否かをまず採点し、レポート内容

の全体評価する。学生はその後の授業で自己の課題を見

つけより積極的に授業に取り組む意欲を養いたい

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

指定図書

＜授業計画＞

第1回　（講義）

第１回目授業はガイダンスです

指定教室に集合して下さい

・受講についての注意事項など説明

第2回　（実技）

第２回目授業以降は対面授業です

スポーツウエアでアリーナ集合です

・バドミントンの基礎技術と用語について説明後、実際

に基礎技術の実技練習を行う

第3回　（実技）

・前授業で説明した基礎技術、ラケットの使い方、サー

ビスの打ち方、フライトの種類等をペアで練習する

着替えてアリーナに集合です

「体温　風邪症状チェック表」を忘れずに！

証明写真も持参して下さい

第4回　（実技）

・基礎技術の練習①

第5回　（実技）

・基礎技術の練習②

第6回　（実技）

・簡易ゲーム①

第7回　（実技）

・簡易ゲーム②

第8回　（講義）

・ゲームの進め方と主なルールについて説明する

第9回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス①

第10回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス②

第11回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス①

第12回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス②

第13回　（実技）

・実践ゲーム　ミックスダブルス①

第14回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス③

第15回　（講義）

・総論

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （サッカー）

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業
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＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野の一つである。全学ディプロ

マポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人間性

や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技

規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるよう

にする。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

天候により教場、授業内容を変更することもあるためよ

く確認するように。

＜授業時間外に必要な学修＞

TV等で放映されているサッカーの試合を見て、サッカー

というスポーツに興味をもってもらいたい（３０分程度

）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　講義

サッカーの歴史、施設、用具や競技特性について理解す

る。

第3回　実技

ボールに慣れることから始めミニゲームを行なう。

第4回　実技

正確なキック、パスを習得し、ミニゲームを行なう。

第5回　実技

ドリブル、シュートを習得し、ミニゲームを行なう。

第6回　実技

習得した技術を活かしてハーフコートでミニゲームを行

なう。

第7回　実技

習得した技術を活かしてハーフコートでミニゲームを行

なう。

第8回　講義

実際の試合をDVDで鑑賞し、ルールや審判方法について

理解する。

第9回　講義

フットサル、ビーチサッカーについて理解する。

第10回　実技

習熟度を考慮してチーム分けを行ないゲームを行なう。

第11回　実技

習熟度を考慮してチーム分けを行ないゲームを行なう。

第12回　実技

習熟度を考慮してチーム分けを行ないゲームを行なう。

第13回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第14回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第15回　実技

ゲーム及び授業全体のまとめ、総括を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （ヨガ）

雄谷　昌子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(実技、講義)

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技規

則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるように

する。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養う

ことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。
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・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

ライブレッスン形式で、講師の実技デモとイントロダク

ションで全員一斉に実技体験する。

実技とドリルを行い気付きをシェアリングしながらアク

ティブラーニングを行う。

理論は、実技理論の他に、フィットネス知識や筋解剖学、

整体、リハビリ、東洋医学、アーユルベーダなどの知識

を要約し日頃に役立てられるように、一回の授業で一項

目を目安に解説する。

＜履修するにあたって＞

トレーニングウェアを着用する。授業(実技)に集中する。

見学は、原則として無し。やむを得ない理由がある場合

は、要相談。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業での内容を復習し、自己のコンディションワークと

して活用する。

dotcampasより参考資料(実技解説動画、理論まとめコラ

ム)を確認する。

＜提出課題など＞

気付き感想をまとめる(授業中、又はdotcampsより提出)

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。(ヨガ授業では、実技試験は実施せず毎回の授業

での取り組みを重視する)

＜テキスト＞

dotcampsより理論まとめコラム、実技解説動画を確認す

る

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

受講における注意事項、評価ポイント等の確認

第2回　ヨガとは(概論)

理論

ヨガの哲学、歴史、種類

現代にも活かされるヨガの知恵01

実技

身体の構造的な観点を踏まえフレキシブルなヨガ実技01

第3回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 01

理論

時代の流れと共に変化したヨガ

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果01

実技

身体の構造的な観点を踏まえフレキシブルなヨガ実技02

第4回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 02

理論

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果　02

背骨調整

実技

グローバルにフィットさせたフレキシブルなヨガ　01

チューブ、ボールを活用

第5回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 03

理論

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果　03

骨盤調整

実技

グローバルにフィットさせたフレキシブルなヨガ　02

チューブ、ボール活用

第6回　希少性、情報編集力が求められる時代において

のフレキシブルなヨガ　01

理論

足裏反射区

実技

フィットネス、整体、アーティスティックな要素を踏ま

えたフレキシブルなヨガ　01

チューブ、ボール活用

第7回　希少性、情報編集力が求められる時代において

のフレキシブルなヨガ 02

理論

手の反射区

実技

レクリエーション、フィットネスな要素のフレキシブル

なヨガ

チューブ、ボール活用

第8回　1～7回目までのリビュー

理論

1～7回目までのリビュー

筋関節、解剖学的な面

実技

トラディショナルでポピュラーなヨガルーティン(サン

サルテーション　太陽礼拝メドレー)

第9回　体の気付きを深める

理論

筋関節の動き、ニュートラルな姿勢

実技

ボーンリズムを理解し効果的な動き方を考察

第10回　体の気付きと意識化

理解

コアの相関関係とキネティックチェーン
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実技

ベーシックな動作をプログレッションさせる

第11回　体の気付きとコントロール

理解

均整術からみた整体法

実技

背骨、骨盤、股関節、肩関節などのニュートラルでクリ

アな動き

第12回　体の気付きと集中

理論

呼吸の解剖学と豪華

実技

呼吸の意識とヨガ動作の調和

第13回　リハビリや整体としてのヨガとコンディション

アップのヨガ

理論

アーユルベーダ体質学

実技

腰痛、肩凝りなどのリセット

解剖学的な観点で効果的に動く

チューブ、ボール活用

第14回　リハビリや整体としてのヨガとコンディション

アップのヨガ

理論

東洋医学陰陽五行の要点

実技

セルフマッサージ、

筋肉連鎖(キネティックチェーン)を踏まえたフレキシブ

ルなヨガ

第15回　まとめ

まとめ

1～14回目までの内容は、受講反応により多少前後する

こともある

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （ヨガ）

雄谷　昌子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(実技、講義)

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技規

則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるように

する。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養う

ことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

ライブレッスン形式で、講師の実技デモとイントロダク

ションで全員一斉に実技体験する。

実技とドリルを行い気付きをシェアリングしながらアク

ティブラーニングを行う。

理論は、実技理論の他に、フィットネス知識や筋解剖学、

整体、リハビリ、東洋医学、アーユルベーダなどの知識

を要約し日頃に役立てられるように、一回の授業で一項

目を目安に解説する。

＜履修するにあたって＞

トレーニングウェアを着用する。授業(実技)に集中する。

見学は、原則として無し。やむを得ない理由がある場合

は、要相談。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業での内容を復習し、自己のコンディションワークと

して活用する。

dotcampasより参考資料(実技解説動画、理論まとめコラ

ム)を確認する。

＜提出課題など＞

気付き感想をまとめる(授業中、又はdotcampsより提出)

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。(ヨガ授業では、実技試験を実施せず毎回の授業

での取り組みを重視する)

＜テキスト＞

dotcampsより理論まとめコラム、実技解説動画を確認す

る

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス
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受講における注意事項、評価ポイント等の確認

第2回　ヨガとは(概論)

理論

ヨガの哲学、歴史、種類

現代にも活かされるヨガの知恵01

実技

身体の構造的な観点を踏まえフレキシブルなヨガ実技01

第3回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 01

理論

時代の流れと共に変化したヨガ

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果01

実技

身体の構造的な観点を踏まえフレキシブルなヨガ実技02

第4回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 02

理論

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果　02

背骨調整

実技

グローバルにフィットさせたフレキシブルなヨガ　01

チューブ、ボールを活用

第5回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 03

理論

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果　03

骨盤調整

実技

グローバルにフィットさせたフレキシブルなヨガ　02

チューブ、ボール活用

第6回　希少性、情報編集力が求められる時代において

のフレキシブルなヨガ　01

理論

足裏反射区

実技

フィットネス、整体、アーティスティックな要素を踏ま

えたフレキシブルなヨガ　01

チューブ、ボール活用

第7回　希少性、情報編集力が求められる時代において

のフレキシブルなヨガ 02

理論

手の反射区

実技

レクリエーション、フィットネスな要素のフレキシブル

なヨガ

チューブ、ボール活用

第8回　1～7回目までのリビュー

理論

1～7回目までのリビュー

筋関節、解剖学的な面

実技

トラディショナルでポピュラーなヨガルーティン(サン

サルテーション　太陽礼拝メドレー)

第9回　体の気付きを深める

理論

筋関節の動き、ニュートラルな姿勢

実技

ボーンリズムを理解し効果的な動き方を考察

第10回　体の気付きと意識化

理解

コアの相関関係とキネティックチェーン

実技

ベーシックな動作をプログレッションさせる

第11回　体の気付きとコントロール

理解

均整術からみた整体法

実技

背骨、骨盤、股関節、肩関節などのニュートラルでクリ

アな動き

第12回　体の気付きと集中

理論

呼吸の解剖学と豪華

実技

呼吸の意識とヨガ動作の調和

第13回　リハビリや整体としてのヨガとコンディション

アップのヨガ

理論

アーユルベーダ体質学

実技

腰痛、肩凝りなどのリセット

解剖学的な観点で効果的に動く

チューブ、ボール活用

第14回　リハビリや整体としてのヨガとコンディション

アップのヨガ

理論

東洋医学陰陽五行の要点

実技

セルフマッサージ、

筋肉連鎖(キネティックチェーン)を踏まえたフレキシブ

ルなヨガ

第15回　まとめ

まとめ

1～14回目までの内容は、受講反応により多少前後する

こともある
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バスケットボール）

伊藤　淳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業：実技・講義

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技

規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるよう

にする。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業内容について、図書館やインターネットから情報を

収集し、次回の授業へ備えてください（1時間程度）。

また、授業終了後は、実施内容と次回の課題をまとめて

ください（１時間程度）。

＜提出課題など＞

レポート課題については、コメントをつけて返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

ガイダンス

第2回　実技

ボールハンドリング１

・パス系のボールハンドリング

・ドリブルシュート

・アウトナンバープレイ

第３回　実技

ボールハンドリング２

・２ボールでのボールハンドリング

・ドリブルシュート

・アウトナンバープレイ（２対１）

第４回　実技

ドリブル１

・各種ドリブルチェンジ

・ランニングシュート

・アウトナンバープレイ

第５回　実技

ドリブル２

・ドリブルチェンジの連動

・ランニングシュート

・アウトナンバープレイ

第６回　実技

アウトナンバープレイ１

・２対１

・ランニングシュート

・ゲーム

第7回　実技

アウトナンバープレイ２

・３対２

・ランニングシュート

・ゲーム

第8回　講義

バスケットボールのルールと審判法、歴史

第9回　講義

映像から見る、技術、戦術

第10回　実技

イーブンナンバープレイ１

・１対１、２対２

・各種レイアップシュート

・セットシュート

・ゲーム

第11回　実技

イーブンナンバープレイ２

・２対２、３対３

・各種レイアップシュート

・セットシュート

・ゲーム

第12回　実技

イーブンナンバープレイ３

・３対３、４対４
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・各種レイアップシュート

・ジャンプシュート

・ゲーム

第13回　実技

ゲーム１

・フリーランスオフェンス

・各種レイアップシュート

・シュート練習

第14回　実技

ゲーム１

・セットオフェンス

・各種レイアップシュート

・シュート練習

第15回　講義

授業全体のまとめ、総括。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （卓球）

坂手　比呂志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

主に実習形式の展開と講義で実施する。

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Bでは主体的により高い技能の習得を目指し、競技規

則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるように

する。個人的・集団的活動の中で、協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身に着ける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

卓球のゲームについて実際の試合やテレビ等で「みる」

機会を多くし、試合の競技特性と技術および戦術やルー

ル等について理解できるように、予習・復習を各々30分

程度すること（配布資料等も参考にすること）。

＜提出課題など＞

卓球についてのレポート提出を義務づける（詳細は講義

中に説明する）。また、講義室でおこなう課題について

も出席して提出すること（評価に反映する）。

　レポートおよび課題等については、適宜「解答例」を

示してコメントする。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する（競技種目などによって評価基準が異なることも

ある）。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

・授業の進め方について説明する。

・卓球の歴史と発展、競技特性と競技に必要な施設用具

等について、学ぶ。

第2回　（講義）

卓球の技術向上ができるように、またゲーム中に相手が

駆使してくる技能に対して「卓越性」応じることができ

るように、その技術や戦術についてDVDを活用して学ぶ。

第3回　（実技）

講義で説明した技術の実際（ラケットの使い方、サービ

スの打ち方、独特なボールの回転等）について、色々な

コースにボールが打てるように精度を高めていく。

第4回　（実技）

基礎技術の復習①（ラケットの使い方、サービスの打ち

方、独特なボールの回転等）

第5回　（実技）

基礎技術の復習②（ラケットの使い方、サービスの打ち

方、独特なボールの回転等）

第6回　（実技）

基礎技術から簡易ゲーム①

第7回　（実技）

簡易ゲーム②

第8回　（講義）

正式なゲームの進め方と主なルールおよび審判法につい

て学び、正式なゲームに備え、戦術等についても理解で

きるようにすること。

第9回　（実技）

・簡易ゲームから正式なルールの試合にチャレンジする。

・ゲーム①（シングルス、ゲームによるレベル分け１回

目）



- 582 -

第10回　（実技）

ゲーム②（シングルス、ゲームによるレベル分け２回目

）

第11回　（実技）

ゲーム③（ダブルス）

第12回　（実技）

ゲーム④（ダブルス）

第13回　（実技）

実技テスト（内容については授業中に、事前に説明する

）

第14回　（実技）

ゲームシングルスおよびダブルス

第15回　（講義）

・まとめ（ふり返り）

【授業計画について】

授業計画は履修者の到達度によって、授業計画に変更が

出る場合がある。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バドミントン）

吉田　美智子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業の実技とする

必要により講義の授業もある

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技

規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるよう

にする。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

対面授業で行う

＜履修するにあたって＞

①授業開始時に出席をとる

②運動に適した服装・シューズでの参加に限る

③準備・ゲーム参加・片づけ等積極的に行うこと

④私服での見学は認めない（見学には理由が必要）

＜授業時間外に必要な学修＞

ＴＶ中継や実際の試合会場等でバドミントンの試合観戦

をする機会を積極的に設け、ゲームの進行状況や特性、

選手の動き、審判のジャッジについて興味をもって観察

する(60分程度)

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づける。

学生へのフィードバックとしてレポート内容が課題にそ

っているものであるか否かをまず採点し、レポート内容

の全体評価後、教員からのコメントを添えて返却する。

学生はその後の授業で自己の課題を見つけより積極的に

授業に取り組む意欲を養いたい

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）ガイダンス

指定の教室で対面ガイダンスです

・授業の進め方について説明

・競技に必要な施設、用具等

第2回　（実技）

・バドミントンの基礎技術と用語について説明後、実際

に基礎技術の実技練習を行う

第3回　（実技）

対面授業/　第１体育館

・前授業で説明した基礎技術、ラケットの使い方、サー

ビスの打ち方、フライトの種類等をペアで練習する

第4回　（実技）

・基礎技術の練習①

第5回　（実技）

・基礎技術の練習②

第6回　（実技）

・簡易ゲーム①

第7回　（実技）



- 583 -

・簡易ゲーム②

第8回　（実技）

・ゲームの進め方と主なルールについて説明する

第9回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス①

第10回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス②

第11回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス①

第12回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス②

第13回　（実技）

・実践ゲーム　ミックスダブルス①

第14回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス③

第15回　（講義）

�・総論

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バドミントン）

田路　秀樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業方法：演習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィプロマ―ポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊か

な人間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体的運動の実践による技術の向上と競技規則およ

び戦術などを理解する。

　Bでは主体的により高い技能の習得を目指し、スポー

ツの楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で、

自主性・自律性なども養うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

基本的に実技を中心に授業を進めますが、理論について

講義も行います。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③実技の授業は、積極的に参加すること。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

バドミントンのゲームを見る機会を増やし、試合の戦術

について理解する。

また、前回学んだの技術を30分程度復習し授業に臨む。

＜提出課題など＞

・バドミントンに対する課題についてレポートを提出し

てもらう。

・提出されたレポートに対しては、教員よりコメントを

フィードバックする。

・積極的に試合を行う。

＜成績評価方法・基準＞

成績基準：授業目的、到達目標に記載する能力の到達度

に応じて成績を与える。

成績評価の方法：レポート課題（25％）、実技テスト（

25％）、試合への取り組み（50％）で

　　　　　　　　評価する。

＜テキスト＞

資料を配布する。

＜参考図書＞

大束忠司　『見るだけでうまくなるバドミントンの基礎

』　ベースボールマガジン社　2019年

藤本ホセマリ　『バドミントンの戦い方』　ベースボー

ルマガジン社　2018年

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス（講義）

授業の進め方を説明する

第2回　個人技術習得1（講義＋実技）

バドミントンにおける基礎技術について解説する

第3回　個人技術の習得2（実技）

ドライブとハイクリア技術の習得

第4回　個人技術の習得3（実技）

スマッシュ技術の習得

第5回　個人技術の習得4（実技）

ドロップとヘアピン技術の習得

第6回　個人技術の応用1（実技）

ハイクリアとスマッシュの連続技術の習得

第7回　個人技術の応用2（実技）

ドロップとヘアピンの連続技術の習得

第8回　シングル技術の習得1（実技）

サーブ技術の習得とシングルでのゲーム説明

第9回　シングル技術の習得2（実技）

ハーフコートを使ったシングルでのゲーム

第10回　シングル技術の習得3（実技）

ハーフコートを使ったシングルでのゲーム

第11回　ダブルス技術の習得1（講義＋実技）
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ダブルスのゲーム方法及び戦術を解説する

第12回　ダブルス技術の習得2（実技）

ダブルスの攻撃・守備の習得、ドロップ、ヘアピン連続

のテスト

第13回　ダブルス技術の習得3（実技）

ダブルスでのリーグ戦、ドロップ、ヘアピン連続のテス

ト

第14回　ダブルス技術の習得4（実技）

ダブルスでのリーグ戦

第15回　授業のまとめ（講義）

試合における個人成績等の発表及びまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （テニス）

坂手　比呂志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

主に実習形式の展開と講義で実施する。

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Bでは主体的により高い技能の習得を目指し、競技規

則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるように

する。個人的・集団的活動の中で、協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身に着ける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

⑤雨天の場合は授業計画の実技と講義を入れ替える場合

があるので、注意して対応すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

テニスのゲームについて実際の試合やテレビおよびWeb

サイト等で「みる」機会を多くすることが、ひいては試

合の競技特性や技術および戦術・ルール等について理解

できるようになる。そのための予習・復習を各々30分程

度すること（配布資料等も参考にすること）。

＜提出課題など＞

テニスについてのレポート提出を義務づける（詳細は講

義中に説明する）。また、講義室でおこなう課題につい

ても出席して提出すること（評価に反映する）。

　レポートおよび課題等については、適宜「解答例」を

示してコメントする。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する（競技種目などによって評価基準が異なることも

ある）。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

・授業の進め方について説明する。

・テニスの歴史と発展、競技特性、プレーの原則的な考

え方、戦術の基本的な考え方、テニスのマナー、安全に

対する留意点等について、学ぶ。

第2回　（講義）

テニスの技術向上や攻防および戦術等について、資料を

配布して説明する。またその技術や戦術についてDVDを

活用して学ぶ。

第3回　（実技）

講義で説明した技術の実際①（グループで活動）

・基礎技術：確実に返球する（グリップの理解［ウエス

タングリップ・イースタングリップ・コンチネンタルグ

リップ］、グランドストローク［フォアハンド・バック

ハンド］）。

・基礎技術：ボールのコントロール、ラリーにおけるエ

ラーを少なくする（［トップスピン系・スライス系］ボ

ールの回転）。

第4回　（実技）

講義で説明した技術の実際②（グループで活動・技術の

実際①の復習）

・基礎技術の復習：確実にできるようにする（グリップ

の理解［ウエスタングリップ・イースタングリップ・コ

ンチネンタルグリップ］、グランドストローク［フォア

ハンド・バックハンド］）。

・基礎技術の復習：ボールのコントロール、ラリーにお

けるエラーを少なくする（［トップスピン系・スライス

系］ボールの回転）。

第5回　（実技）
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技術の実際③（グループで活動）

・相手を崩すチャンスをつくる（サービス［フラットサ

ービス・スピンサービス］、［サービスダッシュ］）。

・ 相手を追い込む（アプローチ、スマッシュ、ボレー、

パッシングとロブ）。

第6回　（実技）

技術の実際④（グループで活動・技術の実際③の復習）

・復習：相手を崩すチャンスをつくる（サービス［フラ

ットサービス・スピンサービス］、［サービスダッシュ

］）。

・復習：相手を追い込む（アプローチ、スマッシュ、ボ

レー、パッシングとロブ）。

第7回　（講義）

ゲームの進め方とルールおよび審判法について学び、正

式なゲームに備え作戦についても考える。

・相手を崩すとは等。

第8回　（実技）

ゲーム①シングルス1回目の実施。

第9回　（実技）

ゲーム②シングルス2回目の実施。

：次回のダブルスに必要な攻防について、予習して調べ

ておくこと（ダブルスの陣形にはどのような陣形がある

のか）。

第10回　（実技）

ゲーム③ダブルス1回目の実施。

第11回　（実技）

ゲーム④ダブルス2回目の実施。

第12回　（実技）

ゲーム⑤ダブルス総当たり戦の実施。

第13回　（実技）

実技テスト（内容については授業中に、事前に説明する

）。

第14回　（実技）

ゲームシングルスおよびダブルスの実施。

第15回　（講義）

・まとめ（ふり返り）

【授業計画について】

授業計画は履修者の到達度に応じて、授業計画を変更す

る場合がある。

また雨天の場合は実技と講義を入れ替えて、実施する場

合がある。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バレーボール）

吉田　美智子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面式実技で行う

必要に応じて講義の時間も設ける

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技

規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるよう

にする。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

対面授業で行う

＜履修するにあたって＞

ビデオ等を使用する。

＜授業時間外に必要な学修＞

普段の生活の中で行われているバレーボールの大会など

を積極的に鑑賞し、ゲーム上での攻撃作戦やサーブ、レ

シーブ、アタックなどの技術を学び取るようにしておく

こと(60分程度)

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づける。

学生へのフィードバックとしてレポート内容が課題にそ

っているものであるか否かをまず採点し、レポート内容

の全体評価後、必要に応じて教員からのコメントを添え

て返却する。学生はその後の授業で自己の課題を見つけ

より積極的に授業に取り組む意欲を養いたい

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

・この授業の次回からの進め方と注意事項についてガイ

ダンスを行う

指定の教室で対面ガイダンスです
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・授業の進め方について説明

・競技に必要な施設、用具等

第2回　バレーボールの基本技術①

・バレーボール技術の仕組みと技術向上のからだ作り運

動、ボール扱い

・基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス，

）の基本技術習得

第３回

バレーボールの基本技術②

・バレーボール技術の仕組みと技術向上のからだ作り運

動、ボール扱い

・基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス

）の技術向上

第４回

バレーボールの基本技術③

・バレーボール技術の仕組みと技術向上のからだ作り運

動、ボール扱い

・ネット設営法の説明と実施

・基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス，

サーブ）の技術向上

第５回

バレーボールの基本技術④

・バレーボール技術の仕組みと技術向上のからだ作り運

動、ボール扱い

・基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス，

サーブ。スパイク）の技術向上

第６回　バレーボールの基本技術⑤

・基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス，

サーブ。スパイク）の技術向上

。基本技術を使ったミニゲームの実施

第7回　バレーボールの基本技術⑥

基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス，

サーブ。スパイク）の技術向上

。基本技術を使ったミニゲームの実施　②

第8回　バレーボールの基本技術⑦

ルールと審判法　について

・基本的ルールの説明とルールの変移について

・ゲーム運営の為の審判法

・ゲームの導入

第9回　ゲーム①

・チーム編成を工夫し、リーグ戦、トーナメント等での

試合

第10回　ゲーム②

・チーム編成を工夫し、リーグ戦、トーナメント等での

試合

第11回　ゲーム③

・チーム編成を工夫し、リーグ戦、トーナメント等での

試合

第12回　ゲーム④

・チーム編成を工夫し、リーグ戦、トーナメント等での

試合

第13回　ゲーム⑤

・チーム編成を工夫し、リーグ戦、トーナメント等での

試合

第14回　ゲーム⑥

・チーム編成を工夫し、リーグ戦、トーナメント等での

試合

第15回　総括

・授業全体の復習、総括を行う

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （卓球）

渡邊　和香

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実技or演習）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技

規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるよう

にする。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

基本的に実技授業を中心におこないます。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③用具・器具等の準備・後片付け等は積極的に行うこと。
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④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

⑤実技ではスポーツウェア、室内用シューズを必ず着用

する。服装違反者は受講させない場合がある。

⑥貴金属類（アクセサリー，ピアス，時計等）は着用し

ないこと。

⑦授業計画は、履修者の状況によって変更する場合があ

る。

＜授業時間外に必要な学修＞

卓球の特性を理解するために、積極的に卓球の試合を視

聴しておくこと。また、ルールを調べておくこと。授業

終了後には、各自の反省点を見つけ技能を高めるための

対策を考えて次回の授業へ備えること。（60分）

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験（実技内に実施）30％、

レポート30％で評価する。

競技種目などによって評価基準が異なることもある。

＜テキスト＞

適宜プリント配布します。

＜参考図書＞

適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・評価説明（講義）

資料配布を行い、授業の評価方法や内容、進め方につい

て説明をおこなう。

第2回　卓球の歴史と発展（講義）

歴史的側面から卓球の特徴を理解する。

第3回　卓球の基礎知識（講義）

卓球の競技特性とルール・審判法を理解する。

第4回　卓球の基本技術

卓球道具に慣れる。基本動作の説明。卓球に必要とさせ

るトレーニングの紹介。

第5回　卓球の技術練習とゲーム①

ラリー練習　＋試しのゲーム（シングルス）

第6回　卓球の技術練習とゲーム②

サービス練習　＋ゲーム（シングルス）

第7回　卓球の技術練習とゲーム③

フォアハンド打法の習得　＋フォアハンドラリーテスト

第8回　卓球の技術練習とゲーム④

バックハンド打法の習得　＋フォアハンドラリーテスト

第9回　卓球の技術練習とゲーム⑤

スマッシュ練習　＋ゲーム（シングルス）

第10回　卓球の技術と戦術（講義）

卓球の技術・戦術について理解する。

第11回　シングルスゲーム①

競技レベルごとに分かれシングルスのゲームをおこなう。

第12回　シングルスゲーム②

競技レベルごとに分かれシングルスのゲームをおこなう。

第13回　ダブルスゲーム①

グループ内でペアを組み、他のグループのペアとダブル

スのゲームをおこなう。

第14回　ダブルスゲーム②

グループ内でペアを組み、他のグループのペアとダブル

スのゲームをおこなう。

第15回　まとめ（講義）

授業全体のまとめ、総括をおこなう。レポート課題

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バスケットボール）

山下　新樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業および遠隔授業併用）

＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野のひとつである。全学ディプ

ロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Bでは主体的により高い技能の習得を目指し、スポー

ツの楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で、

自主性・自律性なども養うことができる。

＜到達目標＞

身体運動の実践を通して技能を向上させる。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

ビデオ等を使用する。

＜授業時間外に必要な学修＞

バスケットボールのゲームについて「みる」機会を増や

し、試合の進行状況や特性について理解する参考にして

ほしい。そのことが演習BからCへの足掛かりとして役に

立つことになる。各単元の予習・復習に各30分程度

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づけ、

コメントを付けて返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度（授業出席と、映像視聴、レポート提出

等の課題に対する回答）100％で評価する。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

イントロダクション（講義概要説明）

第2回

バスケットボールに関する体力トレーニング
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第3回

ボールハンドリングドリル

第4回

ドリブリングドリル、シューティングドリル

第5回

パッシングドリル，シューティングドリル

第6回

ハンデイキャップゲーム　３オン２

第7回

ハンデイキャップゲーム　５オン３

第8回

スクリメージ　５オン５①

第9回

スクリメージ　５オン５②

第10回

バスケットボールの歴史や起源

第11回

ビデオ鑑賞による技術・戦術解説。バスケットボールの

疑問。

第12回

スクリメージ　５オン５（リーグ戦）①

第13回

スクリメージ　５オン５（リーグ戦）②

第14回

スクリメージ　５オン５（リーグ戦）③

第15回

これまでの授業を振り返り、講義と実技を通してバスケ

ットボールの特性を理解できたかを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バスケットボール）

山下　新樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業および遠隔授業併用）

＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野のひとつである。全学ディプ

ロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Bでは主体的により高い技能の習得を目指し、スポー

ツの楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で、

自主性・自律性なども養うことができる。

＜到達目標＞

身体運動の実践を通して技能を向上させる。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

ビデオ等を使用する。

＜授業時間外に必要な学修＞

バスケットボールのゲームについて「みる」機会を増や

し、試合の進行状況や特性について理解する参考にして

ほしい。そのことが演習BからCへの足掛かりとして役に

立つことになる。各単元の予習・復習に各30分程度

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づけ、

コメントを付けて返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度（授業出席と、映像視聴、レポート提出

等の課題に対する回答）100％で評価する。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

イントロダクション（講義概要説明）

第2回

バスケットボールに関する体力トレーニング

第3回

ボールハンドリングドリル

第4回

ドリブリングドリル、シューティングドリル

第5回

パッシングドリル，シューティングドリル

第6回

ハンデイキャップゲーム　３オン２

第7回

ハンデイキャップゲーム　５オン３

第8回

スクリメージ　５オン５①

第9回

スクリメージ　５オン５②

第10回

バスケットボールの歴史や起源

第11回

ビデオ鑑賞による技術・戦術解説。バスケットボールの

疑問。

第12回

スクリメージ　５オン５（リーグ戦）①

第13回

スクリメージ　５オン５（リーグ戦）②

第14回

スクリメージ　５オン５（リーグ戦）③

第15回

これまでの授業を振り返り、講義と実技を通してバスケ
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ットボールの特性を理解できたかを確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （テニス）

坂手　比呂志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

主に実習形式の展開と講義で実施する。

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Bでは主体的により高い技能の習得を目指し、競技規

則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるように

する。個人的・集団的活動の中で、協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身に着ける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

⑤雨天の場合は授業計画の実技と講義を入れ替える場合

があるので、注意して対応すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

テニスのゲームについて実際の試合やテレビおよびWeb

サイト等で「みる」機会を多くすることが、ひいては試

合の競技特性や技術および戦術・ルール等について理解

できるようになる。そのための予習・復習を各々30分程

度すること（配布資料等も参考にすること）。

＜提出課題など＞

テニスについてのレポート提出を義務づける（詳細は講

義中に説明する）。また、講義室でおこなう課題につい

ても出席して提出すること（評価に反映する）。

　レポートおよび課題等については、適宜「解答例」を

示してコメントする。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する（競技種目などによって評価基準が異なることも

ある）。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

・授業の進め方について説明する。

・テニスの歴史と発展、競技特性、プレーの原則的な考

え方、戦術の基本的な考え方、テニスのマナー、安全に

対する留意点等について、学ぶ。

第2回　（講義）

テニスの技術向上や攻防および戦術等について、資料を

配布して説明する。またその技術や戦術についてDVDを

活用して学ぶ。

第3回　（実技）

講義で説明した技術の実際①（グループで活動）

・基礎技術：確実に返球する（グリップの理解［ウエス

タングリップ・イースタングリップ・コンチネンタルグ

リップ］、グランドストローク［フォアハンド・バック

ハンド］）。

・基礎技術：ボールのコントロール、ラリーにおけるエ

ラーを少なくする（［トップスピン系・スライス系］ボ

ールの回転）。

第4回　（実技）

講義で説明した技術の実際②（グループで活動・技術の

実際①の復習）

・基礎技術の復習：確実にできるようにする（グリップ

の理解［ウエスタングリップ・イースタングリップ・コ

ンチネンタルグリップ］、グランドストローク［フォア

ハンド・バックハンド］）。

・基礎技術の復習：ボールのコントロール、ラリーにお

けるエラーを少なくする（［トップスピン系・スライス

系］ボールの回転）。

第5回　（実技）

技術の実際③（グループで活動）

・相手を崩すチャンスをつくる（サービス［フラットサ

ービス・スピンサービス］、［サービスダッシュ］）。

・ 相手を追い込む（アプローチ、スマッシュ、ボレー、

パッシングとロブ）。

第6回　（実技）

技術の実際④（グループで活動・技術の実際③の復習）

・復習：相手を崩すチャンスをつくる（サービス［フラ

ットサービス・スピンサービス］、［サービスダッシュ

］）。
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・復習：相手を追い込む（アプローチ、スマッシュ、ボ

レー、パッシングとロブ）。

第7回　（講義）

ゲームの進め方とルールおよび審判法について学び、正

式なゲームに備え作戦についても考える。

・相手を崩すとは等。

第8回　（実技）

ゲーム①シングルス1回目の実施。

第9回　（実技）

ゲーム②シングルス2回目の実施。

：次回のダブルスに必要な攻防について、予習して調べ

ておくこと（ダブルスの陣形にはどのような陣形がある

のか）。

第10回　（実技）

ゲーム③ダブルス1回目の実施。

第11回　（実技）

ゲーム④ダブルス2回目の実施。

第12回　（実技）

ゲーム⑤ダブルス総当たり戦の実施。

第13回　（実技）

実技テスト（内容については授業中に、事前に説明する

）。

第14回　（実技）

ゲームシングルスおよびダブルスの実施。

第15回　（講義）

・まとめ（ふり返り）

【授業計画について】

授業計画は履修者の到達度に応じて、授業計画を変更す

る場合がある。

　また雨天の場合は実技と講義を入れ替えて、実施する

場合がある。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バドミントン）

田路　秀樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業方法：演習（対面授業）

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィプロマ―ポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊か

な人間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体的運動の実践による技術の向上と競技規則および戦

術などを理解する。

Bでは主体的により高い技能の習得を目指し、競技規則

を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるようにす

る。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養うこ

とができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

基本的に実技を中心に授業を進めますが、理論について

講義も行います。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③実技の授業は、積極的に参加すること。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

バドミントンのゲームを見る機会を増やし、試合の戦術

について理解する。

また、前回学んだの技術を30分程度復習し授業に臨む。

＜提出課題など＞

・バドミントンに対する課題についてレポートを提出し

てもらう。

・提出されたレポートに対しては、教員よりコメントを

フィードバックする。

・積極的に試合を行う。

＜成績評価方法・基準＞

成績基準：授業目的、到達目標に記載する能力の到達度

に応じて成績を与える。

成績評価の方法：レポート課題（25％）、実技テスト（

25％）、試合への取り組み（50％）で

　　　　　　　　評価する。

＜テキスト＞

資料を配布する。

＜参考図書＞

大束忠司　『見るだけでうまくなるバドミントンの基礎

』　ベースボールマガジン社　2019年

藤本ホセマリ　『バドミントンの戦い方』　ベースボー

ルマガジン社　2018年

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス（講義）

授業の進め方を説明する

第2回　個人技術習得1（講義+実技）

バドミントンにおける基礎技術について解説する

第3回　個人技術の習得2（実技）

ドライブとハイクリア技術の習得
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第4回　個人技術の習得3（実技）

スマッシュ技術の習得

第5回　個人技術の習得4（実技）

ドロップとヘアピン技術の習得

第6回　個人技術の応用1（実技）

ハイクリアとスマッシュの連続技術の習得

第7回　個人技術の応用2（実技）

ドロップとヘアピンの連続技術の習得

第8回　シングル技術の習得1（実技）

サーブ技術の習得とシングルでのゲーム説明

第9回　シングル技術の習得2（実技）

ハーフコートを使ったシングルでのゲーム

第10回　シングル技術の習得3（実技）

ハーフコートを使ったシングルでのゲーム

第11回　ダブルス技術の習得1（講義＋実技）

ダブルスのゲーム方法及び戦術を解説する

第12回　ダブルス技術の習得2（実技）

ダブルスの攻撃・守備の習得、ドロップ、ヘアピン連続

のテスト

第13回　ダブルス技術の習得3（実技）

ダブルスでのリーグ戦、ドロップ、ヘアピン連続のテス

ト

第14回　ダブルス技術の習得4（実技）

ダブルスでのリーグ戦

第15回　授業のまとめ（講義）

試合における個人成績等の発表及びまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バドミントン）

山下　新樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業および遠隔授業併用）

＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野のひとつである。全学ディプ

ロマポリシーに示す。広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Bでは主体的により高い技術の習得を目指し、スポー

ツの楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で、

自主性・自律性なども養うことができる

＜到達目標＞

身体運動の実践を通して技術を向上させる

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①授業開始時に出席をとる

②運動に適した服装・シューズでの参加に限る

③準備・ゲーム参加・片づけ等積極的に行うこと

④私服での見学は認めない（見学には理由が必要）

＜授業時間外に必要な学修＞

ＴＶ中継や実際の試合会場等でバドミントンの試合観戦

をする機会を積極的に設け、ゲームの進行状況や特性、

選手の動き、審判のジャッジについて興味をもって観察

する(60分程度)

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づける。

学生へのフィードバックとしてレポート内容が課題にそ

っているものであるか否かをまず採点し、レポート内容

の全体評価後、教員からのコメントを添えて返却する。

学生はその後の授業で自己の課題を見つけより積極的に

授業に取り組む意欲を養いたい

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度（授業出席と、映像視聴、レポート提出

等の課題に対する回答）100％で評価する。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

・授業の進め方について説明

・競技に必要な施設、用具等

第2回　（講義・実技）

・バドミントンの基礎技術と用語について説明後、実際

に基礎技術の実技練習を行う

第3回　（実技）

・前授業で説明した基礎技術、ラケットの使い方、サー

ビスの打ち方、フライトの種類等をペアで練習する

第4回　（実技）

・基礎技術の練習①

第5回　（実技）

・基礎技術の練習②

第6回　（実技）

・簡易ゲーム①

第7回　（実技）

・簡易ゲーム②

第8回　（講義）

・ゲームの進め方と主なルールについて説明する

第9回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス①

第10回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス②

第11回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス①
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第12回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス②

第13回　（実技）

・実践ゲーム　ミックスダブルス①

第14回　（実技）

・実技テスト

第15回　（講義）

・総論

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バドミントン）

山下　新樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業および遠隔授業併用）

＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野のひとつである。全学ディプ

ロマポリシーに示す。広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Bでは主体的により高い技術の習得を目指し、スポー

ツの楽しさや喜びを味わう。個人的・集団的活動の中で、

自主性・自律性なども養うことができる

＜到達目標＞

身体運動の実践を通して技術を向上させる

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①授業開始時に出席をとる

②運動に適した服装・シューズでの参加に限る

③準備・ゲーム参加・片づけ等積極的に行うこと

④私服での見学は認めない（見学には理由が必要）

＜授業時間外に必要な学修＞

ＴＶ中継や実際の試合会場等でバドミントンの試合観戦

をする機会を積極的に設け、ゲームの進行状況や特性、

選手の動き、審判のジャッジについて興味をもって観察

する(60分程度)

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づける。

学生へのフィードバックとしてレポート内容が課題にそ

っているものであるか否かをまず採点し、レポート内容

の全体評価後、教員からのコメントを添えて返却する。

学生はその後の授業で自己の課題を見つけより積極的に

授業に取り組む意欲を養いたい

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度（授業出席と、映像視聴、レポート提出

等の課題に対する回答）100％で評価する。

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

・授業の進め方について説明

・競技に必要な施設、用具等

第2回　（講義・実技）

・バドミントンの基礎技術と用語について説明後、実際

に基礎技術の実技練習を行う

第3回　（実技）

・前授業で説明した基礎技術、ラケットの使い方、サー

ビスの打ち方、フライトの種類等をペアで練習する

第4回　（実技）

・基礎技術の練習①

第5回　（実技）

・基礎技術の練習②

第6回　（実技）

・簡易ゲーム①

第7回　（実技）

・簡易ゲーム②

第8回　（講義）

・ゲームの進め方と主なルールについて説明する

第9回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス①

第10回　（実技）

・実践ゲーム　シングルス②

第11回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス①

第12回　（実技）

・実践ゲーム　ダブルス②

第13回　（実技）

・実践ゲーム　ミックスダブルス①

第14回　（実技）

・実技テスト

第15回　（講義）

・総論

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （ヨガ）

雄谷　昌子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(実技、講義)

＜授業の目的＞
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この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技

規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるよう

にする。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

ライブレッスン形式で、講師の実技デモとイントロダク

ションで全員一斉に実技体験する。

実技とドリルを行い気付きをシェアリングしながらアク

ティブラーニングを行う。

理論は、実技理論の他に、フィットネス知識や筋解剖学、

整体、リハビリ、東洋医学、アーユルベーダなどの知識

を要約し日頃に役立てられるように、一回の授業で一項

目を目安に解説する。

＜履修するにあたって＞

トレーニングウェアを着用する。授業(実技)に集中する。

見学は、原則として無し。やむを得ない理由がある場合

は、要相談。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業での内容を復習し、自己のコンディションワークと

して活用する。

dotcampasより参考資料(実技解説動画、理論まとめコラ

ム)を確認する。

＜提出課題など＞

気付き感想をまとめる(授業中、又はdotcampsより提出)

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。(ヨガ授業では、実技試験は実施せず毎回の授業

での取り組みを重視する)

＜テキスト＞

dotcampsより理論まとめコラム、実技解説動画を確認す

る

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

受講における注意事項、評価ポイント等の確認

第2回　ヨガとは(概論)

理論

ヨガの哲学、歴史、種類

現代にも活かされるヨガの知恵01

実技

身体の構造的な観点を踏まえフレキシブルなヨガ実技01

第3回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 01

理論

時代の流れと共に変化したヨガ

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果01

実技

身体の構造的な観点を踏まえフレキシブルなヨガ実技02

第4回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 02

理論

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果　02

背骨調整

実技

グローバルにフィットさせたフレキシブルなヨガ　01

チューブ、ボールを活用

第5回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 03

理論

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果　03

骨盤調整

実技

グローバルにフィットさせたフレキシブルなヨガ　02

チューブ、ボール活用

第6回　希少性、情報編集力が求められる時代において

のフレキシブルなヨガ　01

理論

足裏反射区

実技

フィットネス、整体、アーティスティックな要素を踏ま

えたフレキシブルなヨガ　01

チューブ、ボール活用

第7回　希少性、情報編集力が求められる時代において

のフレキシブルなヨガ 02

理論

手の反射区

実技
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レクリエーション、フィットネスな要素のフレキシブル

なヨガ

チューブ、ボール活用

第8回　1～7回目までのリビュー

理論

1～7回目までのリビュー

筋関節、解剖学的な面

実技

トラディショナルでポピュラーなヨガルーティン(サン

サルテーション　太陽礼拝メドレー)

第9回　体の気付きを深める

理論

筋関節の動き、ニュートラルな姿勢

実技

ボーンリズムを理解し効果的な動き方を考察

第10回　体の気付きと意識化

理解

コアの相関関係とキネティックチェーン

実技

ベーシックな動作をプログレッションさせる

第11回　体の気付きとコントロール

理解

均整術からみた整体法

実技

背骨、骨盤、股関節、肩関節などのニュートラルでクリ

アな動き

第12回　体の気付きと集中

理論

呼吸の解剖学と豪華

実技

呼吸の意識とヨガ動作の調和

第13回　リハビリや整体としてのヨガとコンディション

アップのヨガ

理論

アーユルベーダ体質学

実技

腰痛、肩凝りなどのリセット

解剖学的な観点で効果的に動く

チューブ、ボール活用

第14回　リハビリや整体としてのヨガとコンディション

アップのヨガ

理論

東洋医学陰陽五行の要点

実技

セルフマッサージ、

筋肉連鎖(キネティックチェーン)を踏まえたフレキシブ

ルなヨガ

第15回　まとめ

まとめ

1～14回目までの内容は、受講反応により多少前後する

こともある

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バレーボール）

木谷　織信

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「実技」と「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィポロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。スポーツ科学

演習は、実技の理論を講義で学び、講義内容を実技で実

践する形式をとっている。科目構成は、個人的・集団的

活動に関する実践的理解が中心となる。身体運動による

技能の向上と競技規則および戦術などを理解する。

Bでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技規

則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるように

する。個人的・集団的活動の中で自主的・自律性を養う

ことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

・身体運動の実践を通して技能を向上させる。

＜授業の進め方＞

講義と実技で進めます。

＜履修するにあたって＞

１．毎回、授業開始時に出席をとる。

2．遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるの

で慎むこと。

3．スポーツウェアーで、体育館シューズを必ず着用す

る。

4．準備・後片付けやボールの回収を行なうこと。

5．出席状況によっては、単位を認定できない場合があ

る。

6．教場では、積極的な態度で受講すること。授業中は、

通信機器および電子機器（スマートホォン・カメラ）等

の使用を禁止とする。

７．身体運動の実践を通して技能を向上させる。

＜授業時間外に必要な学修＞

TV中継などでバレーボールの試合を観戦する機会を設け、

ゲーム展開や競技特性、ルールなどについて予習・復習

を30分程度行う。
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＜提出課題など＞

適宜に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。左記は必須である。

競技種目によって評価基準が異なる場合がある。

非登校学生についてはレポート課題等100％で評価する。

＜テキスト＞

適宜プリントを配布する。

＜参考図書＞

（財）日本バレーボール協会（2017）、コーチングバレ

ーボール基礎編、大修館書店

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、到達目標、授業の進め方や成績評価方法・

基準などについて理解する。

第2回　講義（教室）・実技（体育館）

バレーボールの基礎知識について理解する。その後、体

育館に移動し施設や用具確認などについて理解する。＊

更衣し教室に集まってください。

・ソフトバレーボールを使ったゲームを行うことにより、

つなぐ意識を養う。

第3回　実技

（基礎技術）

オーバーパス・アンダーパスを習得する。

第4回　実技

（基礎技術）

トスとスパイクを習得する。

（スパイクは実技テストの項目である）

第5回　実技

（基礎技術）

トスとスパイクを習得する。

第6回　実技

（基礎技術）

サーブとレシーブを習得する。

（サーブは実技テストの項目である）

第7回　講義（教室）・実技（アリーナ）

バレーボールのルールについて理解する。

・チームに分かれてゲームを行う。

第8回　講義（教室）・実技（アリーナ）

バレーボールの審判法について理解する。

・チームに分かれてゲームを行う。

第9回　実技

（リーグ戦①）

チームを作り、ゲームを行う。

・ゲーム運営と審判を行う。

・グループでコミュニケーションを図りチームで成果を

あげるようにする。

第10回　実技

（リーグ戦②）

前回のチームでゲームを行う。

・ゲーム運営と審判を行う。

・グループでコミュニケーションを図りチームで成果を

あげるようにする。

第11回　実技

（リーグ戦③）

チームを作り、ゲームを行う。

・ゲーム運営と審判を行う。

・グループでコミュニケーションを図りチームで成果を

あげるようにする。

第12回　実技

（トーナメント戦①）

チームを作り、ゲームを行う。

・ゲーム運営と審判を行う。

・グループでコミュニケーションを図りチームで成果を

あげるようにする。

第13回　実技

（トーナメント戦②）

前回のチームでゲームを行う。

・ゲーム運営と審判を行う。

・グループでコミュニケーションを図りチームで成果を

あげるようにする。

第14回　実技

（実技試験・ゲーム）

前回のチームでゲームを行う。

・ゲーム運営と審判を行う。

・グループでコミュニケーションを図りチームで成果を

あげるようにする。

・ゲーム中のパフォーマンスを評価する。

第15回　実技

（実技試験・ゲーム）

前回のチームでゲームを行う。

・ゲーム運営と審判を行う。

・グループでコミュニケーションを図りチームで成果を

あげるようにする。

・ゲーム中のパフォーマンスを評価する。

開講授業概要

競技特性上、身体接触によってプレーが妨害されること

のない分、協調性やチームワークが重要になるスポーツ

である。「相手からボールを受ける～中継ぎをする～相

手にボールを返す」という流れを理解し成果をあげる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （ヨガ）

雄谷　昌子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(実技、講義)
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＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義の

内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成は、

個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心となる。

身体運動の実践による技能の向上と競技規則および戦術

などを理解する。

　Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技

規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるよう

にする。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

ライブレッスン形式で、講師の実技デモとイントロダク

ションで全員一斉に実技体験する。

実技とドリルを行い気付きをシェアリングしながらアク

ティブラーニングを行う。

理論は、実技理論の他に、フィットネス知識や筋解剖学、

整体、リハビリ、東洋医学、アーユルベーダなどの知識

を要約し日頃に役立てられるように、一回の授業で一項

目を目安に解説する。

＜履修するにあたって＞

トレーニングウェアを着用する。授業(実技)に集中する。

見学は、原則として無し。やむを得ない理由がある場合

は、要相談。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業での内容を復習し、自己のコンディションワークと

して活用する。

dotcampasより参考資料(実技解説動画、理論まとめコラ

ム)を確認する。

＜提出課題など＞

気付き感想をまとめる(授業中、又はdotcampsより提出)

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。競技種目などによって評価基準が異なることも

ある。(ヨガ授業では、実技試験は実施せず毎回の授業

での取り組みを重視する)

＜テキスト＞

dotcampsより理論まとめコラム、実技解説動画を確認す

る

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

受講における注意事項、評価ポイント等の確認

第2回　ヨガとは(概論)

理論

ヨガの哲学、歴史、種類

現代にも活かされるヨガの知恵01

実技

身体の構造的な観点を踏まえフレキシブルなヨガ実技01

第3回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 01

理論

時代の流れと共に変化したヨガ

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果01

実技

身体の構造的な観点を踏まえフレキシブルなヨガ実技02

第4回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 02

理論

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果　02

背骨調整

実技

グローバルにフィットさせたフレキシブルなヨガ　01

チューブ、ボールを活用

第5回　トラディショナルなヨガをグローバルな時代に

フィットさせる 03

理論

ヨガの運動による体、メンタル、脳への効果　03

骨盤調整

実技

グローバルにフィットさせたフレキシブルなヨガ　02

チューブ、ボール活用

第6回　希少性、情報編集力が求められる時代において

のフレキシブルなヨガ　01

理論

足裏反射区

実技

フィットネス、整体、アーティスティックな要素を踏ま

えたフレキシブルなヨガ　01

チューブ、ボール活用

第7回　希少性、情報編集力が求められる時代において

のフレキシブルなヨガ 02

理論

手の反射区
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実技

レクリエーション、フィットネスな要素のフレキシブル

なヨガ

チューブ、ボール活用

第8回　1～7回目までのリビュー

理論

1～7回目までのリビュー

筋関節、解剖学的な面

実技

トラディショナルでポピュラーなヨガルーティン(サン

サルテーション　太陽礼拝メドレー)

第9回　体の気付きを深める

理論

筋関節の動き、ニュートラルな姿勢

実技

ボーンリズムを理解し効果的な動き方を考察

第10回　体の気付きと意識化

理解

コアの相関関係とキネティックチェーン

実技

ベーシックな動作をプログレッションさせる

第11回　体の気付きとコントロール

理解

均整術からみた整体法

実技

背骨、骨盤、股関節、肩関節などのニュートラルでクリ

アな動き

第12回　体の気付きと集中

理論

呼吸の解剖学と豪華

実技

呼吸の意識とヨガ動作の調和

第13回　リハビリや整体としてのヨガとコンディション

アップのヨガ

理論

アーユルベーダ体質学

実技

腰痛、肩凝りなどのリセット

解剖学的な観点で効果的に動く

チューブ、ボール活用

第14回　リハビリや整体としてのヨガとコンディション

アップのヨガ

理論

東洋医学陰陽五行の要点

実技

セルフマッサージ、

筋肉連鎖(キネティックチェーン)を踏まえたフレキシブ

ルなヨガ

第15回　まとめ

まとめ

1～14回目までの内容は、受講反応により多少前後する

こともある

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （テニス）

木谷　織信

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「実技」と「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィポロマポリシーに示す。広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。スポーツ科学

演習は、実技の理論を講義で学び、講義内容を実技で実

践する形式をとっている。科目構成は、個人的・集団的

活動に関する実践的理解が中心となる。身体運動による

技能の向上と競技規則および戦術などを理解する。Bで

は、主体的により高い技能の習得を目指し、競技規則を

理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるようにする。

個人的・集団的活動の中で自主的・自律性を養うことが

できる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術tを理

解する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

・身体運動の実践を通して技能を向上させる。

＜授業の進め方＞

講義と実技で進めます。

＜履修するにあたって＞

1．毎回、授業開始時に出席をとる。

2．遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるの

で慎むこと。

3．スポーツウエアを着用すること。服装違反者は受講

させない場合がある。

4．準備・後片付け、ボールの回収やコート整備等を行

なうこと。

5．出席状況によっては、単位を認定できない場合があ

る。

6．教場では、積極的な態度で受講すること。授業中は

通信機器および電子機器（スマートホォン・カメラ）等

の使用を禁止とする。

7．天候により教場や授業内容を変更することもあるの

で、注意して対応すること。

雨天の場合は、教室でテニスの基礎知識（歴史・審判法



- 598 -

・技能）について理解する。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に各自の反省点を見つけ技能を高めるための

対策を考えて次回の授業へ備えること。図書館やインタ

ーネットから情報を収集するための予習・復習を30分程

度すること。

＜提出課題など＞

適宜に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。左記は必須である。

競技種目によって評価基準が異なる場合がある。

非登校学生についてはレポート課題等100％で評価する

＜テキスト＞

適宜プリントを配布する。

＜参考図書＞

鈴木一行（2006）、（財）日本テニス協会、新版テニス

指導教本、大修館書店

＜授業計画＞

開講科目概要

テニスの特性上、ボールコントロールにはラケットワー

ク、ボディワーク、フットワークなどについて理解する。

・種目の基礎知識と基礎体力等および身体運動の実践を

通して技能を向上させる。

第1回　講義

授業の目的、到達目標、授業の進め方、成績評価・基準

などについて理解する。

第2回　実技

・ラケット操作について理解する。

グラウンドストローク（フォア・バック）の技術と特徴

を理解する。

・グループ活動で協力して上達することを目指す。

グリップとラケットワーク、フットワーク、ボディワー

クの関係について理解する。

第3回　実技

（基礎技術）

グラウンドストローク（フォア・バック）の技術と特徴

を理解する。

・グリップとラケットワーク、フットワーク、ボディワ

ークの関係について理解する。

・グループ活動で協力して上達することを目指す。

第4回　実技

（基礎技術）

サービスストロークの技術と特徴を理解する。

・グリップとラケットワーク、ボディワークの関係につ

いて理解する。

・グループ活動で協力して上達することを目指す。

第5回　実技

（基礎技術）

ボレーストロークの技術と特徴を理解する。

・グリップとラケットワーク・ボディワーク・フットワ

ークの関係について理解する。

・グループ活動で協力して上達することを目指す。

第6回　講義（教室）・実技（コート）

シングルスのルールを理解する。

グループに分かれてシングルス戦を実施する。

第7回　実技

シングルス①

シングルス戦を実施する。

第8回　講義（教室）・実技（コート）

ダブルスのルールを理解する。

グループに分かれてダブルス戦を実施する。

第9回　実技

（団体戦①）

団体戦、男子・女子・混合ダブルスとシングルス戦を実

施する。

・チームの活動で仲間とコミュニケーションを図り、協

働できるよう努める。

第10回　実技

（団体戦②）

団体戦、男子・女子・混合ダブルスとシングルス戦を実

施する。

・チームの活動で仲間とコミュニケーションを図り、協

働できるよう努める。

第11回　実技

（団体戦③）

団体戦、男子・女子・混合ダブルスとシングルス戦を実

施する。

・チームの活動で仲間とコミュニケーションを図り、協

働できるよう努める。

第12回　実技

（団体戦①）

チームを作り、ゲームを行う。

・団体戦でダブルスゲームゲームを実施する。

・ゲームの運営と審判を行う。

・チームの活動で仲間とコミュニケーションを図り、協

働できるよう努める。

第13回　実技

（団体戦②）

前回のチームでゲームを行う。

・団体戦でダブルスゲームを実施する。

・チーム運営と審判を行う。

・チームの活動で仲間とコミュニケーションを図り、協

働できるよう努める。

第14回　実技

（団体戦①）

チームを作り、ゲームを行う。

・団体戦でダブルスゲームを実施する。
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・ゲーム運営と審判を行う。

・チームの活動で仲間とコミュニケーションを図り、協

働できるよう努める。

第15回　実技

（団体戦②）

前回のチームでゲームを行う。

・団体戦でダブルスゲームを実施する。

・ゲーム運営と審判を行う。

・チームの活動で仲間とコミュニケーションを図り、協

働できるよう努める。

備考

履修者の到達度や履修者状況によって授業計画を変更す

る場合がある。

＊14回目と15回目の授業で実技テスト（グラウンドスト

ローク）を実施する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （サッカー）

木谷　織信

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「実技」と「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィポロマポリシーに示す。広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。スポーツ科学

演習は、実技の理論を講義で学び、講義内容を実技で実

践する形式をとっている。科目構成は、個人的・集団的

活動に関する実践的理解が中心となる。身体運動による

技能の向上と競技規則および戦術などを理解する。Bで

は、主体的により高い技能の習得を目指し、競技規則を

理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるようにする。

個人的・集団的活動の中で自主的・自律性を養うことが

できる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

・身体運動の実践を通して技能を向上させる。

＜授業の進め方＞

講義と実技で進めます。

＜履修するにあたって＞

1．毎回、授業開始時に出席をとる。

2．遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるの

で慎むこと。

3．スポーツウェアーを必ず着用する。服装違反者は受

講させない場合がある。

4．準備から後片付けやボールの回収を行なうこと。

5．出席状況によっては、単位を認定できない場合があ

る。

6．天候により教場や授業内容を変更することもあるの

で、注意して対応すること。

＊雨天の場合は、教室で基礎知識（歴史やルール・審判

法）について理解する。

7．動画で基本技術および戦術を理解する。

＜授業時間外に必要な学修＞

TV中継などでサッカーの試合を観戦する機会を設け、ゲ

ーム展開や競技特性、ルールなどについて予習・復習を

30分程度行う。

＜提出課題など＞

適宜連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。左記は必修である。

競技種目によって評価基準が異なる場合がある。

非登校学生についてはレポート課題等100％で評価する。

＜テキスト＞

適宜プリントを配布する。

＜参考図書＞

（財）日本サッカー協会（2002）、サッカー指導教本、

サンメッセ印刷

＜授業計画＞

開講科目概要

サッカーはゴール型ゲームであり、ピッチ内で相手と味

方のプレーヤーが入り混じっての攻防が展開されるため、

「ボール操作の技能」と「ボールを持っていない動き方

」を理解する。

　「チームで働く」共通の目標のもと一人ひとりが、そ

れぞれの役割（攻撃・守備の個人戦術）と責任を果たす

ことで、一丸となって取り組めば（協働体制）ひとりが

行うより、はるかに大きな業績を残すことができる。

第1回　講義

授業の目的、到達目標、授業の進め方、成績評価方法・

基準などについて理解する。

第2回　実技（グラウンド）

ボールに慣れることを主題にし、ゲームを実施する。

第3回　実技

（基礎技術①）

キック・トラップの技術を習得する。

・ゲームを実施する

第4回　実技

（基礎技術②）

ドリブルの技術を習得する。

・ゲームを実施する。

第5回　実技

（ゲーム①）

チームを編成し、習得した技術を用いてゲームを実施す
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る。

第6回　実技

（ゲーム②）

チームを編成し、取得した技術を用いてゲームを実施す

る。

第7回　講義（教室）

動画を鑑賞し、基礎技術を理解する。

第8回　講義（教室）

動画を鑑賞し、戦術を理解する。

第9回　実技

（ゲーム①）

チーム編成し、戦術練習およびゲーム

攻撃における戦術の理解およびその戦術を使ってのゲー

ムを行う。

第10回　実技

（ゲーム②）

チーム編成し、戦術練習およびゲーム

守備における戦術の理解およびその戦術を使ってのゲー

ムを行う。

第11回　実技

（ゲーム①）

4つのチームに分かれて、リーグ戦およびトーナメント

戦を実施する。

・習得した攻撃・守備戦術を生かし、ゲームを行う。

第12回　実技

（ゲーム②）

4つのチームに分かれて、リーグ戦およびトーナメント

戦を実施する。

・習得した攻撃・守備戦術を生かし、ゲームを行う。

第13回　実技

（ゲーム①）

新しいチームでゲームを行う。

・チームで対話を図り協働できるようなゲームを目指す。

①実技テスト。

第14回　実技

（ゲーム②）

前回のチームでリーグ戦を実施する。

・チームで対話を図り協働できるようなゲームを目指す。

②実技テスト

第15回　講義

まとめ

備考

・雨天の場合は、教場や授業内容の変更もある。

・受講者の習熟度によって授業計画を変更する場合があ

る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｂ （バレーボール）

番平　守

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実技）を基本に行います

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

このスポーツ科学演習では、元バレーボール全日本代表

コーチ経験のある教員から、実技の理論を講義で学び、

講義の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の

構成は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心

となる。身体運動の実践による技能の向上と競技規則お

よび戦術などを理解する。

　Ｂでは、主体的により高い技能の習得を目指し、競技

規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲームを行えるよう

にする。個人的・集団的活動の中で協調性・責任感を養

うことができる。

＜到達目標＞

・技能を向上させるとともに競技規則および戦術を理解

する。

・スポーツを通じて仲間とのコミュニケーションを図る

ことができる。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

・対面授業（実習or演習）

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③ボール、ゼッケンの準備・後片付け等を積極的に行う

こと。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

⑤実技ではスポーツウェア、室内用シューズを必ず着用

する。服装違反者は受講させない場合がある。

⑥授業計画は、履修者の状況によって変更する場合があ

る。

＜授業時間外に必要な学修＞

バレーの特性を理解するために、積極的にバレーボール

ゲームの観戦及び審判のジャッジに注目する。また、ル

ールブック(ルールとシグナル)を熟読すること。授業終

了後には、各自の反省点を見つけ技能を高めるための対

策を考えて次回の授業へ備えること。（60分）

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。
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競技種目などによって評価基準が異なることもある。

＜テキスト＞

適宜プリントを配布する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・評価説明（講義）

資料配布を行い、授業の評価方法や内容、進め方につい

て説明をおこなう。

第2回　バレーボールの歴史と特性（講義）

歴史的側面からバレーボール競技の特徴を理解する。

第3回　バレーボール競技の発展(講義)

バレーボール発展のための一貫指導について学ぶ

第4回　様々なバレーボール

様々なバレーボール（9人制、ビーチバレー等）につい

て学ぶ

第5回　基礎技能の理解と習得①

ボールハンドリングとバレーボールに必要とされるトレ

ーニング

第6回　基礎技能の理解と習得②

パス技術、サーブ・サーブレシーブ技術の獲得

第7回　基礎技能の理解と習得③

スパイク技術、レシーブとトス技術の獲得

第8回　応用技能の理解と習得①

簡易ゲーム

第9回　応用技能の理解と習得②

簡易ゲーム

第10回　戦術の理解とゲーム①

習熟度を考慮してチーム分けを行ないケ　ームを行う

第11回　戦術の理解とゲーム②

習熟度を考慮してチーム分けを行ないケ　ームを行う

第12回　運営計画と審判技術の獲得（講義）

大会運営についてと主審・副審・線審の役割について理

解する。

第13回　大会運営の実際（戦術と戦略）①

グループによる試合及び試合運営

第14回　大会運営の実際（戦術と戦略）②

グループによる試合及び試合運営

第15回　大会運営の実際（戦術と戦略）③

ケ　ーム及ひ　授業全体のまとめ、総括

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｃ （バスケットボール）

山下　新樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業および遠隔授業併用）

＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野のひとつである。全学ディプ

ロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Cでは主に競技規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲ

ームを行えるようにする。個人的・集団的活動の中で、

協調性・責任感なども養うことができる。

＜到達目標＞

競技規則および戦術などを理解する。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

ビデオ等を使用する。

＜授業時間外に必要な学修＞

バスケットボールのゲームについて「みる」機会を増や

し、試合の進行状況や特性について理解する参考にして

ほしい。

＜提出課題など＞

講義で説明したことの中からレポート提出を義務づけ、

コメントを付けて返却する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技テスト30％、レポート30％で

評価する。（種目によって評価基準が異なることもある。

）

＜テキスト＞

適宜プリント（資料）を配布する。

＜授業計画＞

第1回　（講義）

イントロダクション（講義概要説明）大学生活で学ぶべ

きものをチームスポーツ・バスケットボールで考える

第2回　（講義）

チーム競技・バスケットボールの特性

第3回　（実技）

チーム競技・バスケットボールの練習ドリル実施

第4回　（実技）

準備運動・ハンドリング

第5回　（実技）

ハンドリング・パッシング・ドリブル・シューティング

ドリル

第6回　（実技）

アウトナンバーを考える・ハンデイキャップドリル　２

on１

第7回　（実技）

ハンデイキャップゲーム　３on２

第8回　（実技）

スクリメージ　５on５①

第9回　（実技）

スクリメージ　５on５②

第10回　（講義）
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ビデオ鑑賞によるチーム意識の理解

第11回　（実技）

スクリメージ　５on５（リーグ戦）①

第12回　（実技）

スクリメージ　５on５（リーグ戦）②

第13回　（実技）

スクリメージ　５on５（リーグ戦）③

第14回　（講義）

チーム意識と個人技能の結果からの検証

第15回　（講義）

総括：チームスポーツ・バスケットボールの実践から学

ぶもの

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｃ （テニス）

坂手　比呂志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

主に実習形式の展開と講義で実施する。

＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野のひとつである。全学ディプ

ロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Cでは主に競技規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲ

ームを行えるようにする。個人的・集団的活動の中で、

協調性・責任感なども養うことができる。

＜到達目標＞

・競技特性を理解する。

・スポーツの意義や楽しさを理解する。

・運動習慣を身につける。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進める。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者の迷惑になるので厳

につつしむこと。

③教場では積極的な態度で受講すること。授業中は通信

機器および電子機器（スマートフォン、カメラ等）の使

用を禁止とする。

④出席状況が悪く単位認定できない場合がある。

⑤雨天の場合は授業計画の実技と講義を入れ替える場合

があるので、注意して対応すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

テニスのゲームについて実際の試合やテレビおよびWeb

サイト等で「みる」機会を多くすることが、ひいては試

合の競技特性や技術および戦術・ルール等について理解

できるようになる。そのための予習・復習を各々30分程

度すること（配布資料等も参考にすること）。

＜提出課題など＞

テニスについてのレポート提出を義務づける（詳細は講

義中に説明する）。また、講義室でおこなう課題につい

ても出席して提出すること（評価に反映する）。

　レポートおよび課題等については、適宜「解答例」を

示してコメントする。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する（競技種目などによって評価基準が異なることも

ある）。

＜テキスト＞

使用しない。適宜プリント（資料）を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　（講義・ガイダンス）

・授業の進め方について説明する。

・テニスの歴史と発展、競技特性、プレーの原則的な考

え方、戦術の基本的な考え方、テニスのマナー、安全に

対する留意点等について、学ぶ。

第2回　（講義）

テニスの技術向上や攻防および戦術等について、資料を

配布して説明する。またその技術や戦術についてDVDを

活用して学ぶ。

第3回　（実技）

講義で説明した技術の実際①（グループで活動）

・基礎技術：確実に返球する（グリップの理解［ウエス

タングリップ・イースタングリップ・コンチネンタルグ

リップ］、グランドストローク［フォアハンド・バック

ハンド］）。

・基礎技術：ボールのコントロール、ラリーにおけるエ

ラーを少なくする（［トップスピン系・スライス系］ボ

ールの回転）。

第4回　（実技）

講義で説明した技術の実際②（グループで活動・技術の

実際①の復習）

・基礎技術の復習：精度を高める（グリップの理解［ウ

エスタングリップ・イースタングリップ・コンチネンタ

ルグリップ］、グランドストローク［フォアハンド・バ

ックハンド］）。

・基礎技術の復習：精度を高める（ボールのコントロー

ル、ラリーにおけるエラーを少なくする［トップスピン

系・スライス系］ボールの回転）。

第5回　（実技）

講義で説明した戦術学習①（グループで活動）

・戦術：相手を崩すチャンスをつくる（サービス［フラ
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ットサービス・スピンサービス］、［サービスダッシュ

］）。

・戦術：相手を追い込む（アプローチ、スマッシュ、ボ

レー、パッシングとロブ）。

第6回　（実技）

講義で説明した戦術学習②（グループで活動・戦術学習

①の復習）

・戦術の復習：精度を高め、相手を崩すチャンスをつく

る（サービス［フラットサービス・スピンサービス］、

［サービスダッシュ］）。

・戦術の復習：精度を高め、相手を追い込む（アプロー

チ、スマッシュ、ボレー、パッシングとロブ）。

第7回　（講義）

ゲームの進め方とルールおよび審判法について学び、正

式なゲームに備え作戦についても考える。

・相手を崩すとは。

・ラリーにおける戦術的局面（1.つなぎの局面［攻防の

均衡］、2.崩しの局面［均衡の崩れ］、3.決めの局面/

守りの局面［攻防の両極化］）。

第8回　（実技）

ゲーム①シングルス1回目の実施。

第9回　（実技）

ゲーム②シングルス2回目の実施。

：次回のダブルスに必要な攻防について、予習して調べ

ておくこと（ダブルスの陣形にはどのような陣形がある

のか）。

第10回　（実技）

ゲーム③ダブルス1回目の実施。

第11回　（実技）

ゲーム④ダブルス2回目の実施。

第12回　（実技）

ゲーム⑤ダブルス総当たり戦の実施。

第13回　（実技）

実技テスト（内容については授業中に、事前に説明する

）。

第14回　（実技）

ゲームシングルスおよびダブルスの実施。

第15回　（講義）

・まとめ（ふり返り）。

（授業計画について）

授業計画は履修者の到達度に応じて、授業計画を変更す

る場合がある。

　また雨天の場合は実技と講義を入れ替えて、実施する

場合がある。

第17回

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｃ （バドミントン）

今井　啓介

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業とオンデマンド授業で行ないます。

　※非登学申請者はオンデマンド授業

＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野のひとつである。全学ディプ

ロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学演習は、実技の理論を講義で学び、講義

の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の構成

は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心とな

る。身体運動の実践による技能の向上と競技規則および

戦術などを理解する。

　Cでは主に競技規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲ

ームを行えるようにする。個人的・集団的活動の中で、

協調性・責任感なども養うことができる。

＜到達目標＞

競技規則および戦術などを理解する。

＜授業の進め方＞

実技と講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

実技、授業内容、方法を変更することもある。自分のラ

ケットを使用してもよい。

＜授業時間外に必要な学修＞

TV等で放映されているバドミントンの試合を見て、バド

ミントンというスポーツに興味をもってもらいたい（３

０分程度）。

＜提出課題など＞

適宜指示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート課題30％

で100％で評価する。

非登学の学生についてはレポート課題等100％で評価す

る。

＜授業計画＞

第1回　講義

授業の目的、注意事項、成績評価方法・基準などについ

て理解する。

第2回　講義

バドミントンの基礎技術を習得する。

第3回　実技

バドミントンの基礎技術を習得する。

第4回　実技

基礎技術の復習とシングルスの特性を学ぶ。
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第5回　実技

基礎技術の復習とダブルスの特性を学ぶ。

第6回　実技

簡易ゲーム

第7回　実技

簡易ゲーム

第8回　講義

バドミントンのルールや審判方法について理解する。

第9回　講義

バドミントンの技術や戦術を理解する。

第10回　実技

ゲーム（シングルス）

第11回　実技

ゲーム（シングルス）

第12回　実技

ゲーム（ダブルス）

第13回　実技

ゲーム（ダブルス）

第14回　実技

リーグ戦等で試合を行なう。

第15回　実技

ゲーム及び授業全体のまとめ、総括を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツ科学演習Ｃ （バレーボール）

番平　守

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実技or演習）

＜授業の目的＞

この科目は、健康科学分野のひとつである。全学ディプ

ロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人間

性や社会性を涵養することを目指す。

このスポーツ科学演習では、元バレーボール全日本代表

コーチ経験のある教員から、実技の理論を講義で学び、

講義の内容を実技で実践する形式をとっている。科目の

構成は、個人的・集団的活動に関する実践的理解が中心

となる。身体運動の実践による技能の向上と競技規則お

よび戦術などを理解する。

　Ｃでは主に競技規則を理解し、攻防の仕方を考えてゲ

ームを行えるようにする。個人的・集団的活動の中で、

協調性・責任感なども養うことができる。

＜到達目標＞

・競技規則および戦術などを理解する。

＜授業の進め方＞

対面授業（実技）および講義で進めます。

＜履修するにあたって＞

①毎回、授業開始時に出席をとる。

②遅刻は授業の特性上、他の出席者に迷惑がかかるので

慎むこと。

③ボール、ゼッケンの準備・後片付け等を積極的に行う

こと。

④出席状況によっては、単位を認定できない場合がある。

⑤実技ではスポーツウェア、室内用シューズを必ず着用

する。服装違反者は受講させない場合がある。

⑥授業計画は、履修者の状況によって変更する場合があ

る。

＜授業時間外に必要な学修＞

バレーの特性を理解するために、積極的にバレーボール

ゲームの観戦及び審判のジャッジに注目する。また、ル

ールブック(ルールとシグナル)を熟読すること。授業終

了後には、各自の反省点を見つけ技能を高めるための対

策を考えて次回の授業へ備えること。（60分）

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加度40％、実技試験30％、レポート30％で評

価する。

競技種目などによって評価基準が異なることもある。

＜テキスト＞

適宜プリントを配布する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス・評価説明（講義）

資料配布を行い、授業の評価方法や内容、進め方につい

て説明をおこなう。

第2回　バレーボールの歴史と特性（講義）

歴史的側面からバレーボール競技の特徴を理解する。

第3回　バレーボール競技の発展(講義)

バレーボール発展のための一貫指導について学ぶ

第4回　様々なバレーボール

様々なバレーボール（9人制、ビーチバレー等）につい

て学ぶ

第5回　基礎技能の理解と習得①

ボールハンドリングとバレーボールに必要とされるトレ

ーニング

第6回　基礎技能の理解と習得②

パス技術、サーブ・サーブレシーブ技術の獲得

第7回　基礎技能の理解と習得③

スパイク技術、レシーブとトス技術の獲得

第8回　応用技能の理解と習得①

簡易ゲーム

第9回　応用技能の理解と習得②

簡易ゲーム

第10回　戦術の理解とゲーム①

習熟度を考慮してチーム分けを行ないケ　ームを行う

第11回　戦術の理解とゲーム②

習熟度を考慮してチーム分けを行ないケ　ームを行う

第12回　運営計画と審判技術の獲得（講義　KPC2 体育

館）

大会運営についてと主審・副審・線審の役割について理

解する。
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第13回　大会運営の実際（戦術と戦略）①

グループによる試合及び試合運営

第14回　大会運営の実際（戦術と戦略）②

グループによる試合及び試合運営

第15回　大会運営の実際（戦術と戦略）③

ケ　ーム及ひ　授業全体のまとめ、総括

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学入門 ①

西脇　満、秋田　和彦、上谷　聡子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義やビデオ視聴など

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィプロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学入門は、スポーツ科学演習Ａ・Ｂ（1年

次後期より履修が可能。実技と講義で構成されている）

の入門講義である。本講義では、スポーツ科学演習への

導入として、スポーツの歴史や心理などのスポーツ科学

の基礎を紹介するとともに、競技種目の競技規則などに

ついても説明を行う。スポーツ経験の有無を問わず、ス

ポーツの楽しさや喜び、すばらしさを共有し、スポーツ

の意義やスポーツを「する」、「みる」、「ささえる」

際の魅力を紹介する。

＜到達目標＞

スポーツを「する」、「みる」、「ささえる」際に有用

な知識を習得する。

＜授業の進め方＞

講義やビデオ視聴など

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容および配布資料等を用いて、事前事後の学習を

行うこと。（60分程度）

＜提出課題など＞

出席カードに講義の課題をレポートし提出。（レポート

内容については、次回の講義で開設する。）

＜成績評価方法・基準＞

定期テスト70％、小テスト30％

＜テキスト＞

適宜資料を配布する。

＜授業計画＞

第1回　バレーボールの歴史Ⅰ

バレーボールの起源などについて理解する。

担当：秋田

第2回　バレーボールの歴史Ⅱ

世界および日本での普及からオリンピック種目になるま

での歴史を理解する。

担当：秋田

第3回　バレーボール競技Ⅰ

６人制および９人制の競技について、比較しながら理解

する。

担当：秋田

第4回　バレーボール競技Ⅱ

サイドアウト制とラリーポイント制について理解する。

担当：秋田

第5回　バレーボールのルールおよび審判法

バレーボールの競技規則および審判法について理解する。

担当：秋田

第6回　体型評価の基礎知識

自身の体型を正しく評価することができる。

体重、BMI、体脂肪率について理解する。

担当：上谷

第7回　レジスタンストレーニングの方法と効果

筋パワーや筋持久力の向上などを目的としたレジスタン

ストレーニングの処方や効果について理解する。

担当：上谷

第8回　有酸素性持久力トレーニングの基礎

ウォーキングやジョギング・ランニングのトレーニング

処方について理解する。

担当：上谷

第9回　陸上競技の歴史とルール

陸上競技の歴史とルールについて概説し、その魅力につ

いて理解する。

担当：上谷

第10回　マラソンと駅伝の歴史とルール

神戸ゆかりのスポーツであるマラソンと、日本で人気の

スポーツである駅伝の歴史とルールについて概説し、そ

の魅力について理解する。

担当：上谷

第11回　近代オリンピックの歴史１

1896年のアテネ五輪から1960年のローマ五輪までの開催

の経緯、特筆すべき歴史に残る選手について理解する。

担当：西脇

第12回　近代オリンピックの歴史２

1964年の東京五輪と1968年のメキシコ五輪について開催

の経緯、特筆すべき歴史に残る選手について紹介する。

担当：西脇

第13回　サッカーワールドカップの歴史１

1930年の第1回ウルグアイ大会から、1970年の第9回メキ

シコ大会までの歴史とスター選手について理解する。前

半部分では1936年ベルリン五輪での日本代表の活躍、後

半部では、ブラジルのペレ選手を中心に紹介する。

担当：西脇

第14回　サッカーワールドカップの歴史２

1960年に日本がドイツからデットマール・クラマー氏を

迎え黄金時代を築いた経緯と、東京・メキシコ五輪での

日本代表の活躍。1974年の第10回西ドイツ大会でのクラ

イフやベッケンバウアーから82年の第12回大会のスター
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選手などについて理解する。86年のアジア最終予選での

日本対韓国の因縁の試合についても理解する。

担当：西脇

第15回　サッカーワールドカップの歴史３

1986年の第13回大会から94年のアメリカ大会まで。マラ

ドーナの活躍やドーピング問題、Ｊリーグの発足、96年

アトランタ五輪でのマイアミの奇跡などについて理解す

る。

担当：西脇

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学入門 ②

赤坂　美月、坂手　比呂志、田路　秀樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目スポーツ科学分野の一つであ

る。全学ディプロマポリシーに示す、広い教養を身につ

け、豊かな人間性や社会性を涵養することを目指す。

　スポーツ科学入門は、スポーツ科学演習Ａ・Ｂ（1年

次後期より履修が可能。実技と講義で構成されている）

の入門講義である。本講義では、スポーツ科学演習への

導入として、スポーツの歴史やスポーツ科学の基礎を紹

介するとともに、競技種目の競技規則などについても説

明を行う。スポーツ経験の有無を問わず、スポーツの楽

しさや喜び、すばらしさを共有し、スポーツの意義やス

ポーツを「する」、「みる」、「ささえる」際に有用な

知識とその魅力について学ぶ。

＜到達目標＞

スポーツを「する」、「みる」、「ささえる」際に有用

な知識を習得する。

＜授業の進め方＞

講義を中心に進める。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後は、内容を整理しておくこと。（30分程度）

理解が不十分な点があれば、質問すること。

＜提出課題など＞

提出されたレポートについて、コメントを返す。

＜成績評価方法・基準＞

毎回のミニレポート30％、試験70％評価する。

＜テキスト＞

適宜資料を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

テニスのはじまり

授業の方法、授業の目的、到達目標、授業の進め方、授

業計画、成績評価方法・基準などについて理解する。

テニスの起源、近代テニスの誕生、日本への伝来につい

て理解する。

担当：赤坂

第2回　テニスのマナー

テニスの魅力ともいえるテニスのマナーについて理解す

る。

担当：赤坂

第3回　テニスの４大大会

テニスの４大大会（全豪オープン、全仏オープン、ウィ

ンブルドン、全米オープン）の特徴と魅力について理解

する。

担当：赤坂

第4回　癒しとスポーツ

こころとからだの癒しとスポーツについて理解する。

担当：赤坂

第5回　神戸とゴルフ

神戸とゴルフのはじまりについて知る。

ゴルフの競技規則と競技特性について理解する。

担当：赤坂

第6回　体力の変化を知る

大学生の体格・体力の推移、身体組成の現状を理解する。

担当：田路

第7回　加齢に伴う体力を知る

加齢に伴う体力の変化を理解し、健康づくりの課題を考

える。

担当：田路

第8回　健康づくりのための筋力・パワーを知る

健康づくりのための筋力・パワーを高める方法を理解す

る。

担当：田路

第9回　健康づくりのためのスタミナを知る

健康づくりのためのスタミナを高める方法を理解する。

担当：田路

第10回　オリンピックを知る

記録の変遷からヒトの限界を理解するとともに、日本の

記録を知る。

担当：田路

第11回　スポーツをする身体について考えるⅠ

運動やスポーツへのかかわり方が、健康に生活していく

ためにどのような意味をもつのか、その意義について学

び、スポーツ活動時の身体の変化についても理解する。

担当：坂手

第12回　スポーツをする身体について考えるⅡ

スポーツ活動による身体の変化について学び、理解する。

担当：坂手

第13回　卓球の歴史と競技特性

卓球の歴史と競技特性やルール等について学び、理解す

る。
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担当：坂手

第14回　テニスの歴史と競技特性

テニスの歴史と競技特性やルール等について学び、理解

する。

担当：坂手

第15回　野外活動（アウトドア・スポーツ）

ストレス社会におけるアウトドア・スポーツの有効性に

ついて学び、理解する。

担当：坂手

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学入門 ①

津田　真一郎、中川　昌幸、西脇　満

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリベラルアーツ科目群、ス

ポーツ科学分野の一つである。全学ディプロマポリシー

に示す、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を

涵養することを目指す。

スポーツ科学入門は、スポーツ科学演習Ａ・Ｂ（1年次

後期より履修が可能。実技と講義で構成されている）の

入門講義である。本講義では、スポーツ科学演習への導

入として、スポーツの歴史やスポーツ科学の基礎を紹介

するとともに、競技種目の規則などについても説明を行

う。スポーツ経験の有無を問わず、スポーツの楽しさや

喜び、すばらしさを共有し、スポーツの意義やスポーツ

を「する」、「みる」、「ささえる」際に有用な知識と

その魅力について学ぶ。

＜到達目標＞

スポーツを「する」、「みる」、「ささえる」際に有用

な知識を習得する。

＜授業の進め方＞

講義を中心に進めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

各授業において配布資料等を用いて事前・事後学習を行

うこと（各約３０分）

＜提出課題など＞

出席カードにて授業中にミニレポートを提出する。レポ

ートについては、授業中に講評及び解説を加えてフィー

ドバックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

ミニレポート３０％、定期試験７０％で評価する。

＜テキスト＞

適宜資料を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。 ＤＶＤ等を使用する。

＜授業計画＞

第1回　近代オリンピックの歴史

1986年のアテネ五輪から1960年のローマ五輪までの開催

の経緯、特筆すべき歴史に残る選手について理解する。

第１回～５回　担当　西脇　満

第2回　近代オリンピックの歴史２

1964年の東京五輪と1968年のメキシコ五輪について開催

の経緯、特筆すべき歴史に残る選手について紹介する。

第3回　サッカーワールドカップの歴史１

1930年の第１回ウルグアイ大会から、1970年の第９回メ

キシコ大会までの歴史とスター選手について理解する。

前半部分では1936年ベルリン五輪での日本代表の活躍、

後半部では、ブラジルのペレ選手を中心に紹介する。

第4回　サッカーワールカップの歴史２

1960年に日本がドイツからデットマール・クラマー氏を

迎え黄金時代を迎えた経緯と、東京・メキシコ五輪での

日本代表の活躍。1974年の第１０回西ドイツ大会でのク

ライフやベッケンバウアーから82年の第１２回大会のス

ター選手などについて理解する。86年のアジア最終予選

での日本対韓国の因縁の試合についても理解する。

第5回　サッカーワールドカップの歴史３

1986年の第１３回大会から94年のアメリカ大会まで。マ

ラドーナの活躍やドーピング問題、Jリーグの発足、96

年アトランタ五輪でのマイアミの奇跡などについて理解

する。

第6回　わが国でのスポーツの成り立ちと嘉納治五郎

わが国でスポーツがどのように普及したのかを紐解くと

ともに、スポーツの普及に多大なる貢献を行った嘉納治

五郎について学ぶ。

第6回? 1 0回担当　中川昌幸

第7回　女性とスポーツについて

わが国で女性スポーツがどのように普及したのかを紐解

くとともに、女性スポーツの普及に多大なる貢献をした

人見絹江について学ぶ。

第8回　わが国でのサッカーの普及について

わが国でサッカーがどのように普及していったのかを紐

解くとともに現在のサッカー人気の礎はどこにあるのか

について学ぶ。

第9回　Ｊリーグの成り立ちとその背景について

現在人気を博しているサッカーＪリーグがどのような歴

史を持ち、どのように設立されたのかについて学ぶ。

第10回　わが国のスポーツを取り巻く環境と生涯スポー

ツの意義について

現在のわが国でのスポーツを取り巻く環境を紹介すると

ともに生涯スポーツの意義について学ぶ。

第11回　スポーツ科学について

スポーツ科学の定義や科学的アプローチの重要性につい

て理解する。

第11回～15回　担当　津田真一郎

第12回　スポーツとメンタルヘルスⅠ

運動・スポーツ活動とメンタルヘルスの関連について理
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解する。

第13回　スポーツとメンタルヘルスⅡ

運動処方とメンタルヘルスの関連について理解する。

第14回　運動神経について

筋肉のしくみと運動神経について理解する。

第15回　ストレッチングの科学

ストレッチングの方法や理論について理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学入門 ②

上谷　聡子、秋田　和彦、中川　昌幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリベラルアーツ科目群・ス

ポーツ科学分野の一つである。

全学ディプロマポリシーに示す、広い教養を身に付け、

豊かな人間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学入門は、スポーツ科学演習A・B（1年次後

期より履修が可能。実技と講義とで構成されている）の

入門講義である。

本講義では、スポーツ科学演習への導入として、スポー

ツの歴史やスポーツ科学の基礎を紹介するとともに、競

技種目の競技規則などについても説明を行う。スポーツ

経験の有無を問わず、スポーツの楽しさや喜び、素晴ら

しさを共有し、スポーツの意義やスポーツを「する」「

みる」「ささえる」際に有用な知識とその魅力について

学ぶ。

＜到達目標＞

スポーツを「する」「みる」「ささえる」際に有用な知

識を習得する。

＜授業の進め方＞

講義を中心に進める

＜履修するにあたって＞

授業形態については、シラバスを確認すること。

今後の状況によって、変更になる可能性がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回において、配布資料等を用いて事前・事後学習を行

うこと（各30分程度）

＜提出課題など＞

毎回、レポートの提出を求める。

また、レポートについては授業中に講評および解説を加

えて、フィードバックを行う。

＜成績評価方法・基準＞

毎回のミニレポート30％、試験70％で評価する。

＜テキスト＞

適宜、資料を配布する。

＜参考図書＞

必要に応じて紹介する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

バレーボールの歴史Ⅰ

バレーボールの起源などについて理解する。

担当：秋田

第2回　バレーボールの歴史Ⅱ

世界および日本での普及からオリンピック種目になるま

での歴史を理解する。

担当：秋田

第3回　バレーボール競技Ⅰ

６人制および９人制の競技について、比較しながら理解

する。

担当：秋田

第4回　バレーボール競技Ⅱ

サイドアウト制とラリーポイント制について理解する。

担当：秋田

第5回　バレーボールのルールおよび審判法

バレーボールの競技規則および審判法について理解する。

担当：秋田

第6回　わが国でのスポーツの成り立ちと嘉納治五郎

わが国でスポーツがどのように普及したのかを紐解くと

ともに、スポーツの普及に多大なる貢献を行った嘉納治

五郎について学ぶ。

担当：中川

第7回　女性とスポーツについて

わが国で女性スポーツがどのように普及したのかを紐解

くとともに、女性スポーツの普及に多大なる貢献をした

人見絹枝について学ぶ。

担当：中川

第8回　わが国でのサッカーの普及について

わが国でサッカーがどのように普及していったのかを紐

解くとともに現在のサッカー人気の礎はどこにあるのか

について学ぶ。

担当：中川

第9回　Ｊリーグの成り立ちとその背景について

現在人気を博しているサッカーＪリーグがどのような歴

史を持ち、どのように設立されたのかについて学ぶ。

担当：中川

第10回　わが国のスポーツを取り巻く環境と生涯スポー

ツの意義について

現在のわが国でのスポーツを取り巻く環境を紹介すると

ともに生涯スポーツの意義について学ぶ

担当：中川

第11回　体型評価の基礎知識

自身の体型を正しく評価することができる。

体重、BMI、体脂肪率について理解する。

担当：上谷

第12回　レジスタンストレーニングの方法と効果

筋パワーや筋持久力の向上などを目的としたレジスタン
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ストレーニングの処方や効果について理解する。

担当：上谷

第13回　有酸素性持久力トレーニングの基礎

ウォーキングやジョギングのトレーニング処方について

理解する。

担当：上谷

第14回　陸上競技の歴史とルール

陸上競技の歴史とルールについて概説し、その魅力につ

いて理解する。

担当：上谷

第15回　マラソンと駅伝の歴史とルール

神戸ゆかりのスポーツであるマラソンと、日本で人気の

スポーツである駅伝の歴史とルールについて概説し、そ

の魅力について理解する。

担当：上谷

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツ科学入門 ③

秋田　和彦、上谷　聡子、中川　昌幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

　講　義

  対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野の一つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

スポーツ科学入門は、スポーツ科学演習Ａ・Ｂ（1年次

後期より履修が可能。実技と講義で構成されている）の

入門講義である。本講義では、スポーツ科学演習への導

入として、スポーツの歴史やスポーツ科学の基礎を紹介

するとともに、競技種目の規則などについても説明を行

う。スポーツ経験の有無を問わず、スポーツの楽しさや

喜び、すばらしさを共有し、スポーツの意義やスポーツ

を「する」、「みる」、「ささえる」際に有用な知識と

その魅力について学ぶ。

＜到達目標＞

スポーツを「する」、「みる」、「ささえる」際に有用

な知識を習得する。

＜授業の進め方＞

オンデマンド授業となるため、基本的にはdotCampusを

用いて授業を進めます。

ただし、第1回（4/8）と第2回（4/15）はdotCampusへの

登録が終わっていない可能性があるため、OneDriveを用

いて授業を行います。

遠隔授業欄に記載しているOneDrive内の資料を見て、授

業に取り組んで下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容および配布資料等を用いて、事前事後の学習を

行うこと。（60分程度）

＜成績評価方法・基準＞

毎回のミニレポート（30％）試験（70％）で評価する。

＜テキスト＞

適宜資料を配布する。

＜授業計画＞

第1回　主題：わが国でのスポーツの成り立ちと嘉納治

五郎

わが国でスポーツがどのように普及したのかを紐解くと

ともに、スポーツの普及に多大なる貢献を行った嘉納治

五郎について学ぶ。

担当：中川

第2回　女性とスポーツについて

わが国で女性スポーツがどのように普及したのかを紐解

くとともに、女性スポーツの普及に多大なる貢献をした

人見絹枝について学ぶ。

担当：中川

第3回　わが国でのサッカーの普及について

わが国でサッカーがどのように普及していったのかを紐

解くとともに現在のサッカー人気の礎はどこにあるのか

について学ぶ。

担当：中川

第4回　Ｊリーグの成り立ちとその背景について

現在人気を博しているサッカーＪリーグがどのような歴

史を持ち、どのように設立されたのかについて学ぶ。

担当：中川

第5回　わが国のスポーツを取り巻く環境と生涯スポー

ツの意義について

現在のわが国でのスポーツを取り巻く環境を紹介すると

ともに生涯スポーツの意義について学ぶ

担当：中川

第6回　体型評価の基礎知識

自身の体型を正しく評価することができる。

体重、BMI、体脂肪率について理解する。

担当：上谷

第7回　レジスタンストレーニングの方法と効果

筋パワーや筋持久力の向上などを目的としたレジスタン

ストレーニングの処方や効果について理解する。

担当：上谷
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第8回　有酸素性持久力トレーニングの基礎

ウォーキングやジョギングのトレーニング処方について

理解する。

担当：上谷

第9回　陸上競技の歴史とルール

陸上競技の歴史とルールについて概説し、その魅力につ

いて理解する。

担当：上谷

第10回　マラソンと駅伝の歴史とルール

神戸ゆかりのスポーツであるマラソンと、日本で人気の

スポーツである駅伝の歴史とルールについて概説し、そ

の魅力について理解する。

担当：上谷

第11回　バレーボールの歴史Ⅰ

バレーボールの起源などについて理解する。

担当：秋田

第12回　バレーボールの歴史Ⅱ

世界および日本での普及からオリンピック種目になるま

での歴史を理解する。

担当：秋田

第13回　バレーボール競技Ⅰ

６人制および９人制の競技について、比較しながら理解

する。

担当：秋田

第14回　バレーボール競技Ⅱ

サイドアウト制とラリーポイント制について理解する。

担当：秋田

第15回　バレーボールのルールおよび審判法

バレーボールの競技規則および審判法について理解する。

担当：秋田

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツと健康Ａ

西脇　満

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義やビデオ視聴など

＜授業の目的＞

本講はスポーツ科学分野のひとつであり、目的は全学デ

ィプロマポリシー

1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理解す

ることができる。

2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くことができる。

3. 生涯にわたって学び続けることができる。

4. 獲得した知識や技能を社会に役立てることができる。

に基づき、次の通りとする。

１．健康についての考え方、身体運動の歴史的変遷を理

解できる（全学ディプロマポリシー１，２より）

２．身体構造の仕組みや運動による身体の変化について

理解できる（全学ディプロマポリシー１，２より）

３．身体に必要な栄養、健康を維持するためのに効果的

な運動やその効果などについて理解できる（全学ディプ

ロマポリシー３，４より）

＜到達目標＞

目標：現代生活において健康を維持増進するには運動と

バランスのとれた栄養を摂取することが必要であると言

われるが、なぜそうなのかが理解できる。さらに自ら健

康を効果的に維持・増進できるようになる。

＜授業の進め方＞

オンデマンド授業（講義ビデオの視聴）

＜授業時間外に必要な学修＞

授業は教科書を中心に進めるので、事前の予習、講義後

の復習に該当部分をそれぞれ1時間以上かけて熟読して

おくことが望ましい。

＜提出課題など＞

講義後などに理解度を確認する小テスト、あるいは簡単

な問いを行うことがある。

また教科書の第１部が終わった時点でdotCampusを使っ

た小テストを行う予定。

＜成績評価方法・基準＞

テスト80％、講義中に行う小テスト20％

＜テキスト＞

スポーツサイエンスフォーラム編「健康・スポーツ科学

の基礎知識（第三版）」道和書院

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

本講の目的、目標、講義の進め方について説明

第2回　スポーツ・健康の概念

スポーツの定義、スポーツの文化として側面、現代社会

におけるスポーツの必要性などについて理解する。

第3回　現代人の生活と健康

現代社会の生活と運動不足の問題、高齢化問題とスポー

ツの関係などについて理 解する。

第4回　スポーツの文化とその歴史１

古代社会における身体運動についての記録や遺跡、壁画

などについて紹介し、古代オリンピックなどについて理

解する。

第5回　スポーツの文化とその歴史２

中世から近世にかけての身体運動、とりわけ欧米、特に

英国における近代競技スポーツ発祥の経緯について理解

する。

第6回　スポーツの文化とその歴史３

近代スポーツの起源や近代オリンピックの始まりの経緯

について理解する。ビデオを視聴し具体的なイメージを

持つ。

第7回　余暇とスポーツ
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日本人の余暇の過ごし方や実態、問題点について理解し、

自分の生活を振り返って改善できる。

第8回　人体の構造と運動１

人体の構造と運動による骨や筋肉の変化などについて理

解する。

第9回　人体の構造と運動２

筋肉の仕組みとエネルギー１

運動による呼吸器系、循環器系の変化などについて理解

する。

第10回　筋肉の仕組みとエネルギー２

筋肉の構造や運動に必要なエネルギーが生成される仕組

みについて、ビデオ視聴により具体的なイメージを持ち

ながら理解する。

第11回　運動と栄養１

運動と三大栄養素との関係について理解する。同時にス

ポーツ選手の栄養摂取の基本的な考え方について理解す

る。

第12回　運動と栄養２

運動とビタミン、ミネラル、水の関係や作用について理

解する。

第13回　生活習慣病と運動１

運動と高血圧、糖尿病の関係について理解する。

第14回　生活習慣病と運動２

運動と高脂血症、糖尿病や栄養の代謝などについてビデ

オを視聴しながら理解する。

第15回　トレーニングの効果

トレーニングの種類や方法、効果などについて理解する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツと健康Ａ

秋田　和彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

      講　義

　 対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィプロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。

　近年わが国においては、高齢者社会を迎え「健康づく

り」「体力づくり」に対して非常に高い関心がある。

そこで、生涯を通して健康で豊かな生活を送るために、

身体構造の仕組みや運動による身体の変化など、健康を

維持していくための効果的な内容を解説する。

＜到達目標＞

運動することの重要性を理解し、自らの健康を効果的に

維持増進できるようになる。

＜授業の進め方＞

講義中心に進める。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業内容および配布資料等を用いて、事前事後の学習を

行うこと。（６０分程度）

＜提出課題など＞

毎回、出席カードに授業の課題をレポートし提出。（レ

ポート内容については、次回の授業で解説する。）

＜成績評価方法・基準＞

講義前半小テスト（５０％）講義後半小テスト（５０％

）で評価する。

＜テキスト＞

適宜資料を配布する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

スポーツと健康Aの講義内容および、評価基準などにつ

いて理解する。

第2・３回　オリンピックの歴史

近代オリンピックの歴史について理解する。

第４・５回　救急処置法

観察から気道確保についての理解をする。

第６・７回　心肺蘇生法

人工呼吸および心臓マッサージについて理解する。(講

義前半理解度の小テスト）

第８・９回　健康と運動

血液の循環と健康との関係および運動からおこる疲労に

ついて理解する。

第１０回　エネルギーが生じるしくみ

エネルギーのもととなる物質およびATPが生まれるしく

みなどについて理解する。

第１１回　眠りと健康

血液の循環と健康との関係および運動からおこる疲労に

ついて理解する。(講義前半理解度の小テスト）

第１２回　老化

老化のしくみについて理解する。

第１３回　肥満とやせ

肥満とやせとの関係について理解する。

第14・15回　健康と水

健康と水との関係について理解する.。（講義後半理解

度の小テスト）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツと健康Ａ

赤坂　美月

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のスポーツ科学分野の一つで
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ある。スポーツに関心をもち、自らスポーツに親しみ、

全学ディプロマポリシーに示すように、広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養することを目指す。

　近年わが国では、高齢社会を迎えているなかで、「健

康」や「体力」に対する関心は非常に高いものがある。

また、すべてのライフステージにおいて心豊かな生活、

余暇活動が強く求められているなかで、多くの人々がス

ポーツに取り組んでいる。

　そこで、生涯にわたってスポーツと「する・みる・さ

さえる・知る」などとかかわり、「健康で豊かで活力あ

る日々を過ごす」ために必要な知識を深める。本講義で

は、主にスポーツや健康の概念とともに、スポーツと心

身の健康とのかかわりについて学ぶ。

＜到達目標＞

スポーツと心身の健康について説明できる。

＜授業のキーワード＞

生涯、スポーツ、楽しむ、健康、生きがい

＜授業の進め方＞

授業計画にそって講義を行う。ＤＶＤも使用する。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容について、事前事後の学習を行うこと。（30分

程度）

理解が不十分な点があれば、質問すること。

＜提出課題など＞

提出されたレポートなどについて、コメントを返す。

＜成績評価方法・基準＞

授業総数の3分の2以上の出席を必要とする。

毎回のミニレポート30％、レポート課題70％で評価する。

＜テキスト＞

適宜資料を紹介する。

＜参考図書＞

森川貞夫・依田充代編著『今日からはじめるスポーツ社

会学』共栄出版

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

スポーツの概念

授業の方法、授業の目的、到達目標、授業の進め方、授

業計画、成績評価方法・基準などについて理解する。

スポーツとは何かついて理解する。

第2回　健康の概念

健康とは何かについて理解する。

第3回　生涯スポーツのすすめ

生涯スポーツについて理解する。

第4回　スポーツの歴史１

スポーツの歴史（神戸とスポーツ）を通して、スポーツ

の意義について理解する。

第5回　スポーツの歴史2

オリンピックの歴史を通して、オリンピックの意義につ

いて理解する。

第6回　スポーツの歴史3

ドーピングの歴史を通して、アンチ・ドーピングについ

て理解する。

第7回　現代社会とスポーツ・健康1

現代社会において、人はスポーツに何を求めているかに

ついて理解する。

スポーツの政策からスポーツと健康について理解する。

第8回　現代社会とスポーツ・健康2

健康の政策からスポーツと健康について理解する。

第9回　癒しとスポーツ

こころとからだの癒しと身体活動・運動について理解す

る。

第10回　健康と体力

筋肉、体力、健康に関連する体力について理解する。

第11回　人間とスポーツ

人はなぜスポーツをするのかについて理解する。

第12回　健康と身体活動・運動1

体力づくり・生活習慣病予防など、目的に応じた身体活

動・運動について理解する。

ストレッチングの目的・効果・種類・方法などについて

理解する。

第13回　健康と身体活動・運動2

トレーニングの原理・原則について理解する。

エアロビクスについて理解する。

健康日本２１（第二次）「身体活動・運動に関する目標

」について理解する。

第14回　健康と身体活動・運動3

レジスタンス運動の目的・効果・種類・方法などについ

て理解する。

第15回　スポーツを楽しむ

スポーツと心身の健康について、あらためて学ぶことに

より、今後、どのようにスポーツを楽しみ取り組んでい

くかを考える。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

スポーツと健康Ａ

上谷　聡子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞
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この科目は、スポーツ科学分野の1つである。全学ディ

プロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人

間性や社会性を涵養することを目指す。

　2021年に東京オリンピックが開催され、日本全体とし

てスポーツや健康に対する意識が高まっている。その一

方で、スポーツや健康に関する様々な問題や課題が数多

く存在しているのが現状である。これらの問題や課題を

理解するために、本講義では2つのテーマに分けて講義

を進める。

　前半ではスポーツの歴史について学び、文化としての

スポーツに対する理解を深める。また、スポーツの歴史

を学ぶことを通じて、現在のスポーツが抱える問題や課

題についてもアプローチする。後半は、スポーツと健康

との関係性や日本における生涯スポーツの現状や課題に

ついて学ぶ。健康に過ごすために身に付けるべき基礎的

な知識として、肥満や若年女性のやせ問題、生涯スポー

ツの現状や施策、実践方法について取り上げる。

　本講義を通じて、スポーツや健康に対する自分なりの

視点や価値観を構築することを目的とする。

＜到達目標＞

1．スポーツ文化を歴史的背景から学び、スポーツが現

在に至るまでに過程をそれぞれの時代について説明でき

る。

2．スポーツが持つ文化的価値には負の側面もあること

を知り、その具体例を2つ以上説明することができる。

3．現在の日本における健康問題とスポーツに関する施

策について、説明することができる。

4．文化としてのスポーツを多面的に捉えられる態度を

養う。

5．自分の健康を維持増進しようとする態度を養う。

＜授業のキーワード＞

スポーツの歴史、スポーツとメディアとの関係性、日本

における健康問題、生涯スポーツ

＜授業の進め方＞

配布資料を用いて、講義を中心に進める。

なお、授業の進行状況によって、授業計画を変更する場

合がある。

＜履修するにあたって＞

他の受講生の迷惑行為となる私語や途中退出・遅刻等は

しないこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

各授業の事前・事後学習をテキストやノートや配布プリ

ント・参考図書などを用いて行うこと（約30分）。

毎回、講義前に参考図書の内容に関係したミニテストを

実施する予定である。ミニテスト該当箇所については、

前週の講義で指示する。予習を必ず行ってから、授業に

臨むこと（約30分）。

＜提出課題など＞

毎回、講義内容に関した小レポートを課す。小レポート

は翌週の講義開始時に紹介し、全体へのフィードバック

を行う。

＜成績評価方法・基準＞

小レポート（講義内容に関するテーマで毎回レポートを

課します）：50%

定期テスト：50%

＜参考図書＞

菊本智之編著、前林清和・上谷聡子著『スポーツの思想

』晃洋書房、2018年

スポーツサイエンスフォーラム編『健康・スポーツ科学

の基礎知識（改訂版）』道和書院、2019年

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

スポーツとは

授業の進め方、受講に関する注意事項、評価基準などの

説明。

スポーツの語源、定義について。

第2回　スポーツと体育

それぞれの言葉について、歴史と現状から違いを考える。

第3回　学校体育の歴史

日本における学校体育の歴史と現状および課題について。

日米における大学スポーツの現状について学ぶ。

第4回　スポーツと政治

スポーツの歴史を知るとともに、スポーツが政治とも深

く関わってきた背景について学ぶ。

第5回　スポーツとメディア

スポーツとルール

スポーツとメディアとの間における歴史や現状・問題点

について学ぶ。

メディアとルール変更に関する問題について。

第6回　スポーツとビジネス

大規模スポーツイベントの現状を、都市型マラソンを中

心に理解する。

第7回　スポーツとボランティア

スポーツボランティアの理念について知り、スポーツイ

ベントとの関わりについて学ぶ。

第8回　スポーツと差別

スポーツ界にある差別の歴史や現状などについて学ぶ。

第9回　スポーツと女性

スポーツと女性における歴史や現状・問題点について学

ぶ。

第10回　女性の身体とスポーツ

月経のメカニズムについて理解する。

女性の身体とスポーツに関する諸問題（FAT）について

説明する。

第11回　日本が抱えるやせ問題

若い女性の痩身傾向について知り、やせが引き起こす健

康問題について理解する。

第12回　日本が抱える肥満問題

生涯スポーツの現状と課題

肥満の判定方法や日本における状況を学び、肥満が引き
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起こす健康問題（生活習慣病）について理解する。

日本における生涯スポーツの現状をデータから読み取る。

健康寿命と平均寿命との違いについて学ぶ。

健康とスポーツとの関係性について知る。

第13回　生涯スポーツとしてのランニング

生涯スポーツとして人気が高いランニングのトレーニン

グ効果や処方について学ぶ。

第14回　「見る」スポーツとしてのマラソン・駅伝

「見る」スポーツとしてのマラソン・駅伝のルールや技

術を知り、その魅力を理解する。

第15回　スポーツや健康に関するニュース

授業内容に関連したスポーツや健康に関する新聞記事を

取り上げ、解説を行う。

講義全体のまとめとふりかえり

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツと健康Ｂ

坂井　隆秀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業　講義

＜授業の目的＞

この科目は、スポーツ科学分野のひとつである。全学デ

ィプロマポリシーに示す、広い教養を身につけ、豊かな

人間性や社会性を涵養することを目指す。

　日本での平均寿命は女性８６歳、男性７９歳であるの

に対し、介護などの世話にならず元気に暮らせる期間「

健康寿命」は女性７３歳、男性７０歳と、それぞれの間

の差には女性で１３年、男性で１０年ある。この差を縮

めていくのが健康寿命の延伸となり、国全体で目指す健

康づくりの大切な柱となるところである。そのためには

健康づくりに関する知識を高めることはもとより、健康

づくりに関する意識を高め、実際に行動することが最も

大切である。

　また、この授業の担当者は、健康運動指導士・NSCA－

CSCSとしてアスリートから一般の方まで３０年のトレー

ニング指導歴のある、実務経験のある教員です。

＜到達目標＞

本講義では、自分自身の現状を把握し、自らの健康づく

りのために何が必要であるのかを学ぶ。そして、その知

識を日常生活で実践していけるようになることを目的と

する。

＜授業の進め方＞

講義を中心に進めます。その中に、実践及び体験学習を

含めます。また、DVDやBDを使用する場合があります。

＜履修するにあたって＞

授業内容は、状況に応じ変更する場合があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

自身の日頃の活動量を理解し、日々その量を高める努力

を試みる。

活動量を増加させるために、１日１０分以上、余分にウ

ォーキングやジョギングを実施すること。

＜提出課題など＞

授業期間内の活動量記録表及びレポートの提出を課しま

す。

毎月月初めに前月の活動量の内容を確認するため、計測

忘れや記入漏れの無いようにすること。

提出された課題・レポートに対してコメントをつけて返

却します。

＜成績評価方法・基準＞

課題40％、レポート６０％で総合的に評価する。

＜参考図書＞

「健康・スポーツ科学の基礎知識」スポーツサイエンス

フォーラム編、道和書院

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

本講の目的、進め方、課題、評価等について説明する。

第2回　スポーツ・健康の概念

スポーツ及び健康の定義について学ぶ。

第3回　現代人の生活と健康

現代人の生活と健康の動向を把握し、国の指針と対策を

学ぶ。

第4回　余暇とスポーツ

余暇の過ごし方としてのスポーツの関わり方を学ぶ。

第5回　ストレスと運動

ストレス解消法と運動の関わりについて学ぶ。

第6回　人体の構造と運動

人体の構造の基礎と運動の関わりについて学ぶ。

第7回　筋肉の仕組みとエネルギー

筋肉の概要について学ぶ。

第8回　運動と栄養

栄養に関する基礎と運動の関わりについて学ぶ。

第9回　生活習慣病と運動

生活習慣病の基礎と運動の関わりについて学ぶ。

第10回　自分に合った運動

現在の自分を知り、適切な運動を見つける方法を学ぶ。

第11回　トレーニングの効果

トレーニングの原理について学ぶ。

第12回　ストレッチング

効果的にトレッチングを行うための基礎知識を学ぶ。

第13回　有酸素運動

有酸素運動の効果について学ぶ。

第14回　無酸素運動

効果的なレジスタンストレーニング方法について学ぶ。

第15回　まとめ

これまでの講義を振り返り、自らの健康づくりの為に必

要な知識を学び、実践するための意識が高められたかを

確認する。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツと健康Ｂ

渡邊　和香

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業でおこなう。

＜授業の目的＞

この科目は、共通教育科目のリベラルアーツ科目群、ス

ポーツ科学分野のひとつである。全学ディプロマポリシ

ーに示す、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性

を涵養することを目指す。

現代の健康に関する諸問題を取り上げるとともに、自ら

の健康・体力の維持増進を図る生涯スポーツと、自らの

能力と技術の限界に挑む競技スポーツを中心に紹介し、

スポーツと健康の関係性についての理解を深めていく。

また、協同学習を通して、生活習慣病の予防方法を理解

し、正しい健康管理方法の実践を促すことを目的とする。

＜到達目標＞

・健康を阻害する要因・運度生理学の基礎を理解し、自

己の健康観の確立を図ることができる。

・トレーニングの基礎知識・応急処置の基本的原理・原

則、スポーツ障害についての知識を習得し、自身のコン

ディショニングを評価することができる。

・健康とスポーツに関するグループワークを通じて、生

活に運動を取り入れ自身のスポーツライフを豊かにする

ことができる。

＜授業の進め方＞

講義を中心に進めます。

＜履修するにあたって＞

授業中の私語、携帯電話の使用は禁止します。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業内容に記載されているキーワードについて事前に調

べ、疑問点をまとめておくこと。また、授業内容を復習

し、ノートなどにまとめておくこと。（60分程度）

＜成績評価方法・基準＞

各授業での小テスト　　70％

テストレポート（期末）　 30％

＜テキスト＞

適宜資料を配布します。

＜参考図書＞

適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

スポーツと健康についての基礎知識確認と授業の進め方

の説明

第2回　大学生活における健康と運動

自分たちの身体について。（運動不足と運動障害・飲酒

・喫煙・薬物・性感染症）

第3回　身体活動と健康①

健康と体力について。体力テストの測定結果からみる身

体機能の加齢変化と発育発達。

第4回　身体活動と健康②

現代社会の健康問題と我が国の健康づくり施策。

第5回　身体活動と健康③

生活習慣の現状と対策（生活習慣病、食生活、睡眠、ス

トレス、喫煙・飲酒行動）

第6回　身体活動と健康④

(１)身体活動の意味と意義　(2)日本人の身体活動状況

　(3)健康づくりのための身体運動の指針

第7回　身体活動と健康⑤

運動処方の内容と運動の効果

第8回　季節ごとの健康管理

「食べる・休む・身体を動かす」ことに着目し健康管理

について考える

第9回　スポーツ科学の歴史

(１)体育とスポーツの関係　(2)競技スポーツと生涯ス

ポーツ

第10回　スポーツの生理学的理解

(１)スポーツと骨,筋系　(2)スポーツと呼吸循環器系

(3)スポーツにおけるエネルギー供給機構

第11回　トレーニングの種類と進め方

トレーニングの原理・原則、トレーニングの進め方と効

果について

第12回　スポーツ活動中に多い怪我と病気

運動障害の予防と応急処置、熱中症、貧血、突然死。ス

ポーツ外傷やスポーツ障害について

第13回　スポーツと栄養

減量問題、食事バランスガイド、サプリメント摂取につ

いて

第14回　心の健康とスポーツ

スポーツとメンタルヘルスの関係について

第15回　まとめ

これまでの講義を振り返り、生活習慣向上に向けての運

動プランを作成する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

スポーツと健康Ｂ

西脇　満

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義やビデオ視聴など

＜授業の目的＞

本講はスポーツ科学分野のひとつであり、目的は全学デ

ィプロマポリシー

1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理解す

ることができる。
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2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くことができる。

3. 生涯にわたって学び続けることができる。

4. 獲得した知識や技能を社会に役立てることができる。

に基づき、次の通りとする。

１．健康についての考え方、身体運動の歴史的変遷を理

解できる（全学ディプロマポリシー１，２より）

２．身体構造の仕組みや運動による身体の変化について

理解できる（全学ディプロマポリシー１，２より）

３．身体に必要な栄養、健康を維持するためのに効果的

な運動やその効果などについて理解できる（全学ディプ

ロマポリシー３，４より）

＜到達目標＞

目標：現代生活において健康を維持増進するには運動と

バランスのとれた栄養を摂取することが必要であると言

われるが、なぜそうなのかが理解できる。さらに自ら健

康を効果的に維持・増進できるようになる。

＜授業の進め方＞

テキストに基づいて講義を行うが、適宜ビデオなどを視

聴する。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業は教科書を中心に進めるので、事前の予習、講義後

の復習に該当部分をそれぞれ1時間以上かけて熟読して

おくことが望ましい。

＜提出課題など＞

講義後などに理解度を確認する小テスト、あるいは簡単

な問いを行うことがある。

＜成績評価方法・基準＞

定期テスト80%、小テストなど20％

＜テキスト＞

スポーツサイエンスフォーラム編「健康・スポーツ科学

の基礎知識（第三版）」道和書院

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

本講の目的、目標、講義の進め方について説明

第2回　スポーツ・健康の概念

スポーツの定義、スポーツの文化として側面、現代社会

におけるスポーツの必要性などについて理解する。

第3回　現代人の生活と健康

現代社会の生活と運動不足の問題、高齢化問題とスポー

ツの関係などについて理 解する。

第4回　スポーツの文化とその歴史１

古代社会における身体運動についての記録や遺跡、壁画

などについて紹介し、古代オリンピックなどについて理

解する。

第5回　スポーツの文化とその歴史２

中世から近世にかけての身体運動、とりわけ欧米、特に

英国における近代競技スポーツ発祥の経緯について理解

する。

第6回　スポーツの文化とその歴史３

近代スポーツの起源や近代オリンピックの始まりの経緯

について理解する。ビデオを視聴し具体的なイメージを

持つ。

第7回　ストレスと運動

ストレスと運動、スポーツとの関係やその効果について

概観する。

第8回　人体の構造と運動１

人体の構造と運動による骨や筋肉の変化などについて理

解する。

第9回　人体の構造と運動２

筋肉の仕組みとエネルギー１

運動による呼吸器系、循環器系の変化などについて理解

する。

第10回　筋肉の仕組みとエネルギー２

筋肉の構造や運動に必要なエネルギーが生成される仕組

みについて、ビデオ視聴により具体的なイメージを持ち

ながら理解する。

第11回　運動と栄養１

運動と三大栄養素との関係について理解する。同時にス

ポーツ選手の栄養摂取の基本的な考え方について理解す

る。

第12回　運動と栄養２

運動とビタミン、ミネラル、水の関係や作用について理

解する。

第13回　生活習慣病と運動

糖尿病について教科書とビデオを参考に理解する。

第14回　トレーニングの効果

トレーニングの種類や方法、効果などについて理解する。

第15回　テスト

これまで学習してきた内容を教科書や資料を参照しなが

らのテストを行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

生物学概論Ⅰ

橘　淳治

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業の方法：「対面授業」

＜授業の目的＞

共通教育科目は，共通教育センターカリキュラムポリシ

ーに示す，学生がその資質や才能を活かし将来を現実の

ものにしていくため，従来の生産性や効率だけの評価で

はなく，新しい価値の創造，社会変革の原動力となるた

めの基盤づくりを目指すものである．

　生物学概論Ⅰ（有瀬キャンパス開講）は，リテラシー

領域高大接続分野に属し，高校で学んできた生物から各



- 617 -

自の学部教育への円滑な接続と学部専門科目を学ぶ糸口

をつかむと共に，基礎的な教養を涵養し学部を越えた幅

広い分野の学びで，多角的に見る力と考える力を養うこ

とが目的である．

　本授業では，理系の学生が，資格取得や国家試験に向

けた生物学の基本概念の理解ができることを目標とした

い．

　生物学とはどのようなものであろうか．科学には理論

的基盤づくりとなる基礎科学と，産業，社会，医療など

直接人々の生活に役立てることを目的とする応用科学が

ある．

　本授業では，基礎科学としての生物学について，その

基礎となる生命，細胞の構造と機能，生体関連物質，遺

伝子についての学びを求めたい．

　この授業を通して，受講者自身がどのような分野に対

して興味を持つのかを考え，その分野への橋渡しとなる

ことを期待している．

　大学での学習は，受身的に講義を聞くことではなく，

講義による基礎知識を基盤に自らの考えをまとめ，他者

と討論や協働を行い，自身の考えや結論を発信すること

が重要であることを自覚して受講することを望む．

  なお，この授業の担当者は，公立高等学校の教員の後

に教育委員会（大阪府教育センター）で教員研修を行っ

ていた実務経験のある教員である．

　高大接続教育の観点から，大学の専門課程の基礎とな

る基礎教育，並びに実践教育を意図した授業科目である．

＜到達目標＞

(1)生物学について科学的側面からの知識・理解を行い，

自身の属する学部の専門科目との関連性を見いだし，今

後の研究の素地とする．

(2)生物学の基礎となる，生命，細胞の構造と機能，生

体関連物質，遺伝子を学習し，生物学的なヒトについて

理解する．

(3)ヒトをはじめとする生物の生体機能の多くは化学反

応によって説明することができる．本授業では生物学概

論Ⅱへの系統性、連続性を考え、生物体内の化学反応か

らのアプローチで学習し，理解する．

(4)生物学・基礎生物学の既習事項を基に，それら問題

の解決方法を考え，実践する態度や力を身につけ，他者

に対して発信することができる．

＜授業のキーワード＞

生物学，細胞の機能と構造，生体関連物質，遺伝

＜授業の進め方＞

基礎的知識理解のためにテキストや資料を用いた講義を

行い，さらに，自身の意見をまとめて発表するためにグ

ループ討議，レポート作成，授業時の小テストなどを課

す．

　なお，レポートや理解度確認のための小テストの結果

を踏まえて，次時の授業でのまとめや新たな学習課題と

して学生に学習結果を返す．

　普段の授業においても，課題や意見を求めるので，ノ

ートはきっちりと取ること．

　授業内容を覚えるのではなく，自身の考えを築き上げ

ることを意識して授業を受けること．

＜履修するにあたって＞

本生物学概論Ⅰを理解する上で，幅広い考え方を養う必

要があるため，生物学のみの知識・理解では不十分であ

る．

  物理，化学，生物，地学などの基礎的知識は必須であ

るため，授業テキストの予習のほか，高校の教科書など

もよく復習しておくこと．

＜授業時間外に必要な学修＞

授業テキストの予習をしておくこと．

　講義内容の復習，整理のために授業終了後にノートを

読み直すほか，不足事項については自身で調べて加筆す

ること．

　講義において，興味を持った学習項目については，シ

ラバスに示してある指定図書・参考書を見て深く調べ学

習をすると共に，一般書などで幅広く学習することも重

要である．

 授業に際して，上記内容を参照して30分の予習，およ

び授業終了後60分の復習することが必須である．

＜提出課題など＞

授業回毎に簡単な課題やレポートを提出してもらいます．

また，最終課題としてとしレポートを課します．�

＜成績評価方法・基準＞

授業中のレポート課題（２０％），最終レポート課題（

３０％），最終試験（５０％）の割合で総合評価する．

＜テキスト＞

・南雲 保 編著(2014)：やさしい基礎生物学第2版，羊

土社，ISBN978-4-7581-2051-7，2,900円（税別）

＜参考図書＞

・太田安隆(2017)：ビギナーズ生物学，化学同人，ISBN

978-4-7598-1937-3，2,600円（税別）�

・和田勝(2014)：基礎から学ぶ生物学・細胞生物学 第2

版，羊土社，ISBN978-4-7581-2018-0，3000円(税別）

・南雲 保 編著(2014)：やさしい基礎生物学第2版，羊

土社，ISBN978-4-7581-2051-7，2,900円（税別）

・南雲 保 編著(2016)：Ya-Sa-Shi-I Biological Scien

ce，羊土社，ISBN978-4-7581-2070-8，3,600円（税別）

・東京大学教養学部基礎生命科学実験編集委員会(2009)

：基礎生命科学実験 第2版，東京大学出版会，ISBN978-

4-13-062218-9，2800円(税別)

・野島博(2008)：生命科学の基礎，東京化学同人，ISBN

978-4-8079-0651-2，2400円(税別）

・武村政春ほか(2010)：Primary大学テキスト これだけ
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はおさえたい生命科学，実教出版，ISBN978-4-407-3216

6-1，2,100円(税別)

・田之倉優ほか訳(2002)：生化学キーノート，シュプリ

ンガージャパン，ISBN978-4-431-70919-0，4,600円（税

別）

・紺野邦夫(1986)：教養のための図説生化学，実教出版，

ISBN978-4-407-02266-7，2,400円（税別）

・坂本順司(2008)：微生物学－地球と健康を守る－，裳

華房，ISBN978-4-7853-5216-5，2,500円（税別）

・有坂文雄(2015)：よくわかるスタンダード生化学，裳

華房，ISBN978-4-7853-5232-5，2,600円（税別）

・高月紘(2006)：環境安全学－これからの研究教育の必

須学－，丸善，ISBN4-621-07780-5，1700円(税別)

・堂本光子(2015)：大学生のための考えて学ぶ基礎生物

学，共立出版，ISBN978-4-320-05775-3，2500円(税別)

・坂本順司(2009)：理工系のための生物学．裳華房，IS

BN978-4-7853-5220-2，2700円(税別）

・石川統(2008)：生物学 第2版，東京化学同人，ISBN97

8-4-8079-0674-1，2400円(税別）

・三輪一智(2009)：生化学－人体の構造と機能［２］，

医学書院，ISBN978-4-260-00672-9，2,200円（税別）

・桑澤清明(2004)：生物学，医学書院，ISBN978-4-260-

35334-2，2,100円（税別）

・當瀬規嗣(2008)：図解入門よくわかる薬理学の基本と

しくみ，秀和システム，ISBN978-4-7980-2029-7，1,800

円（税別）

・中谷豊(2009)：図解入門よくわかる栄養学の基本とし

くみ，秀和システム，ISBN978-4-7980-2287-1，2,200円

（税別）

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

細胞の構造と生命誕生(1)

授業進め方と成績評価について．

生命の最小単位である細胞

第2回　細胞の構造と生命誕生(2)

生物の誕生と多様化

細胞間結合

第3回　生命体を構成する物質(1)

生体高分子

アミノ酸とタンパク質

糖質（炭水化物）

第4回　生体を構成する物質（２）

脂質

核酸

ビタミンとミネラル

第5回　遺伝子の構造と機能（１）

DNAの構造とセントラルドグマ

DNAの複製

第6回　遺伝子の構造と機能（２）

遺伝子の転写

RNAの翻訳

原核生物の遺伝

第7回　生体とエネルギー（１）

酵素と代謝

ATPとエネルギー

解糖系

第8回　生体とエネルギー（２）

トリカルボン酸回路

電子伝達系

ATPと血糖調節

第9回　光合成と窒素同化（１）

光合成とは

光合成の機構

第10回　光合成と窒素同化（２）

光合成と植物の進化

窒素同化の機構

第11回　細胞の分裂・情報伝達・がん化

細胞分裂

細胞の分化

細胞社会の崩壊

第12回　生命体の受精と成長

生殖の仕組み

初期発生

アポトーシス

老化

第13回　生物と環境がつくる生態系

生物と環境は相互作用する

個体群の成長

生態系の物質循環とエネルギーの流れ

環境問題

第14回　生物の進化と多様性

生物の誕生と進化の歴史

進化の仕組みと証拠

系統分類

第15回　生命科学技術と社会

まとめ

臨床研究と生命倫理

動物実験の倫理

遺伝子組換え生物

クローン技術

再生医療

まとめ
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

生物学概論Ⅱ

橘　淳治

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業形態「対面授業」

＜授業の目的＞

共通教育科目は，共通教育センターカリキュラムポリシ

ーに示す，学生がその資質や才能を活かし将来を現実の

ものにしていくため，従来の生産性や効率だけの評価で

はなく，新しい価値の創造，社会変革の原動力となるた

めの基盤づくりを目指すものである．

　生物学概論Ⅱ（ポーアイキャンパス2開講）は，リテ

ラシー領域高大接続分野に属し，高校で学んできた生物

から各自の学部教育への円滑な接続と学部専門科目を学

ぶ糸口をつかむと共に，基礎的な教養を涵養し学部を越

えた幅広い分野の学びで，多角的に見る力と考える力を

養うことが目的である．

　本授業では，文系・理系を問わず，テレビ，新聞，イ

ンターネットに登場する生物学の話題について，その概

要がつかめることを目標に、生物系の水圏微生物学・水

圏生化学・生物地球化学の基本概念の理解と基礎実験・

観察手法の習得を目指したい．

　生物系の水圏微生物学・水圏生化学・生物地球化学と

はどのようなものであろうか．科学には理論的基盤づく

りとなる基礎科学と，産業，社会，医療など直接人々の

生活に役立てることを目的とする応用科学がある．

　本授業では，基礎科学としての生物系の水圏微生物学

・水圏生化学・生物地球化学について，その基盤となる，

水と生物，生命としての微生物，ヒトと微生物との関わ

り，環境と微生物との関わりなどについての学びを求め

たい．

　さらに，公衆衛生，環境保全の応用的側面についても

生物学的な観点から考察できることを望む。

　この授業を通して，受講者自身がどのような分野に対

して興味を持つのかを考え，その分野への橋渡しとなる

ことや受講者自身の専攻科目の視野が広がることを期待

している．

　大学での学習は，受身的に講義を聞くことではなく，

講義による基礎知識を基盤に自らの考えをまとめ，他者

と討論や協働を行い，自身の考えや結論を発信すること

が重要であることを自覚して受講することを望む．

 なお，この授業の担当者は，公立高等学校の教員の後

に教育委員会（大阪府教育センター）で教員研修を行っ

ていた実務経験のある教員である．

　高大接続教育の観点から，大学の専門課程の基礎とな

る基礎教育，並びに実践教育を意図した授業科目である．

＜到達目標＞

(1)生物系水圏微生物学・水圏生化学・生物地球化学に

ついて，科学的側面からの知識・理解を行い，自身の属

する学部の専門科目との関連性を見いだし，視野を広げ

ると共に今後の研究の素地とする．

(2)生物系水圏微生物学・水圏生化学・生物地球化学の

基礎となる，水と生物，生命としての微生物，ヒトと微

生物との関わり，環境と微生物との関わりを学習し，他

者への発信ができる．

(3)ヒトをはじめとする生物にとって水は重要である．

水という媒質の中での微生物の生活と生理を化学反応に

よって説明することができる．本授業では微生物を生物

としての扱う一方で、微生物を酵素系の化学反応として

扱うなど、幅広いアプローチで学習し，考察できる．

(4)生物学・微生物学の既習事項を基に，公衆衛生，環

境保全などの問題の解決方法を考え，実践する態度や力

を身につけ，他者に対して発信することができる．

(5)基本的な生物実験の手法を身につけることができる．

(6)実験・観察の結果をまとめ，考察し，他者へ発信す

ることができる．

＜授業のキーワード＞

生命，水圏微生物，水圏生化学，生物地球化学，公衆衛

生，環境保全，実験観察

＜授業の進め方＞

基礎的知識理解のためにテキストや資料を用いた講義を

行い，さらに，実験・観察等の実習を行うことができる

ようにするため，実験計画や実験実施について自身の意

見をまとめて文書化する手法を身につける．

　実験・観察を行った際の実験レポートの作成演習を課

す．

　講義に関しては基本事項の理解や授業のポイントを押

さえるために，ノートはきっちりと取ること．

  講義については，学習の理解度を学生自身が知る意味

で授業中に小テストや小課題の実施を行い，その結果を

踏まえて次時の授業でのポイント説明などで，学習の深

化を深める．

　実験・観察については，知識的なもの以外に「技能」

が重要視される．そのため，実験の「コツ」などについ

ての説明等を行う．

　実験・観察を行った際の正当性を示すための実験ノー

トを作成実習をも行う．そのため，ノートは講義用のノ

ートと別に実験ノート（ルーズリーフ式は不可）の2冊

を用意すること．

　実験・観察を行う際には安全確保が重要である．安全

教育を行う．

　授業内容を覚えるのではなく，自身の考えを築き上げ

ることを意識して授業を受け，また最終的には自身で決

めた実験について実験計画を立てることを課す．

＜履修するにあたって＞

本生物学概論Ⅱを理解する上で，幅広い考え方を養う必
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要があるため，生物学のみの知識・理解では不十分であ

る．

 　物理，化学，生物，地学などの基礎的知識は必須で

あるため，授業テキストの予習のほか，高校の教科書な

どもよく復習しておくこと．

＜授業時間外に必要な学修＞

授業テキスト（新編湖沼調査法 第２版，講談社）の予

習をしておくこと．

　講義内容の復習，整理のために授業終了後にノートを

読み直すほか，不足事項については自身で調べて加筆す

ること．

　講義において，興味を持った学習項目については，シ

ラバスに示してある指定図書・参考書を見て深く調べ学

習をすると共に，一般書などで幅広く学習することも重

要である．

 授業に際して，上記内容を参照して30分の予習，およ

び授業終了後60分の復習をすることが必須である．授業

において実験レポート形式などは説明するので，実験に

関しても内容の予習をしておくことが望ましい．

＜提出課題など＞

授業回毎に簡単な課題を出しますので，それに対する受

講者自身の考えなどを書いて提出してもらいます．

　また，最終課題としてのレポートを課します．

　最終課題は，ポートアイランドキャンパスA号館1階の

教務センターに置いてあるレポート提出箱に提出するこ

と．

＜成績評価方法・基準＞

授業回ごとの課題20%，最終課題30%（内訳は形式20％，

内容の量40％，内容の正確さ20％，自身の考えや意見20

％），定期試験50％の割合で総合的に評価する．

　特にレポートは思考力と表現力を重視する．そのため，

自身の意見を取り入れた内容や自身の考えを他者にうま

く伝えることができるかなどを観点別に評価基準を定め

て評価する．

　定期試験についてはマークカードによる択一式試験問

題であるが，思考力を重視したものを出題する予定であ

る。

＜テキスト＞

西條八束・三田村 緒佐武(2016)：新編 湖沼調査法 第

２版，講談社サイエンティフィック，ISBN978-4-06-155

241-8，定価3,800円（税別）

＜参考図書＞

・半谷高久・小倉紀雄（1995)：第３版 水質調査法，丸

善株式会社，ISBN4-621-04022-7，定価4,500円（税別）

・半谷高久・高井雄・小倉紀雄（1999)：水質調査ガイ

ドブック，丸善株式会社，ISBN4-621-04588-1，定価1,9

00円（税別）

・宗宮功・津野洋（1999）：環境水質学，コロナ社，IS

BN4-339-05209-4，定価3,000円（税別）

・東海大学海洋学部(1990)：一般海洋実習ハンドブック，

東海大学出版会，ISBN9784486004233，定価1980円（税

込み）

・神戸大学水圏光合成生物研究グループ(2009)：水環境

の今と未来ー藻類と植物のできることー，生物研究社，

ISBN978-4-915342-53-0，定価1,800円（税別）

・日本微生物生態学会教育研究部会(2004)：微生物生態

学入門，日科技連，ISBN4-8171-9067-1，定価3,500円（

税別）

・岡崎勲・豊嶋英明・小林康毅(2009)：標準公衆衛生・

社会医学，医学書院，ISBN978-4-260-00773-3，定価5,7

00円

・東京大学教養学部基礎生命科学実験編集委員会(2009)

：基礎生命科学実験 第2版，東京大学出版会，ISBN978-

4-13-062218-9，2800円(税別)

・田之倉優ほか訳(2002)：生化学キーノート，シュプリ

ンガージャパン，ISBN978-4-431-70919-0，4,600円（税

別）

・紺野邦夫(1986)：教養のための図説生化学，実教出版，

ISBN978-4-407-02266-7，2,400円（税別）

・有坂文雄(2015)：よくわかるスタンダード生化学，裳

華房，ISBN978-4-7853-5232-5，2,600円（税別）

・高月紘(2006)：環境安全学－これからの研究教育の必

須学－，丸善，ISBN4-621-07780-5，1700円(税別)

・村澤聡(2005)：バイオ実験英語でトライ！，羊土社，

ISBN4-89706-368-X，定価2,900円（税別）

・堂本光子(2015)：大学生のための考えて学ぶ基礎生物

学，共立出版，ISBN978-4-320-05775-3，2500円(税別)

・坂本順司(2009)：理工系のための生物学．裳華房，IS

BN978-4-7853-5220-2，2700円(税別）

・石川統(2008)：生物学 第2版，東京化学同人，ISBN97

8-4-8079-0674-1，2400円(税別）

・三輪一智(2009)：生化学－人体の構造と機能［２］，

医学書院，ISBN978-4-260-00672-9，2,200円（税別）

・桑澤清明(2004)：生物学，医学書院，ISBN978-4-260-

35334-2，2,100円（税別）

・當瀬規嗣(2008)：図解入門よくわかる薬理学の基本と

しくみ，秀和システム，ISBN978-4-7980-2029-7，1,800

円（税別）

・中谷豊(2009)：図解入門よくわかる栄養学の基本とし

くみ，秀和システム，ISBN978-4-7980-2287-1，2,200円

（税別）

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方と成績評価

生物系実験の基本的な考え方
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実験手法と実験ノート

安全な実験について

第2回　水の生物科学(1)

総合湖沼学からの湖沼調査の必要性

調査・実験計画

観測の回数，場所

水の特性を理解することの重要性

異常値が出たときの考え方や処理

観測の際の諸注意（特に安全確保）

第3回　水の生物科学(2)

水界生態系

生態系を構成する生物

生態系の物質循環

生態系における炭素の循環

物質循環系の実験的解析

湖沼におけるエネルギーの流れ

第4回　水の生物科学(3)

湖沼の成因と湖盆形態

湖水の水理

水収支・滞留と交換

湖水面の変化と流れ

第5回　水の生物科学(4)

湖水中の光条件

太陽からの放射エネルギーと光の測定

透明度と水の色

水温とその分布

第6回　水の生物化学(1)

湖水の主要化学成分

化学物質の存在形態

BOD,COD

炭酸，pH，アルカリ度

第7回　水の生物化学(2)

溶存酸素

測定法とその鉛直分布

光合成生産

植物プランクトンの現存量と光合成

光合成と呼吸の測定

第8回　水の生物化学(3)

窒素とリン

藻類の窒素とリンの季節変化

窒素の循環の諸過程

リンの循環の諸過程

第9回　水の生物化学(4)

湖底堆積物の生物・化学

生産層から湖底への物質の沈降

湖底堆積物の分布

湖底堆積物からの窒素とリンの溶出

第10回　水の生物化学(5)

湖沼の形態調査

位置・深度・湖盆の計測

湖沼の物理調査

水温，光学

第11回　水の生物化学(6)

採水と資料の保存

水分析の基本

一般項目

栄養塩類と有機物

第12回　水の生物化学(7)

植物プランクトン

大型水生植物

動物プランクトン

底生動物

第13回　水の生物化学(8)

湖底堆積物の生物化学

堆積物と間隙水

生産と分解

一次生産量，呼吸量と分解量

第14回　水の生物化学(9)

粒子の沈降

沈降物の生物と化学成分

湖底堆積物からの回帰

擬似現場法，ふりだし法

第15回　まとめ

生物地球化学的観点からのまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

西洋音楽

横原　千史

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

本講義では、西洋音楽の歴史を概観することで、音楽芸

術と人間の歴史的変遷をたどる。時代はバロックから後

期ロマン派までとし、毎回代表的な作曲家をとりあげて、

その生涯と作品を論じる。場合によっては、作品の構造

に深く立ち入ることもあり、周辺の作曲家、時代様式、

美術、文芸、社会状況などに言及することもある。これ

らの学修によって、建学の精神「真理愛好・個性尊重」、

及びディプロマ・ポリシーにある「豊かな人間性や社会

性を涵養する」という目的に迫る。

＜到達目標＞

授業の目的で述べた西洋音楽の諸論点の総体的に学修す

ることによって、西洋芸術音楽を深く理解し、楽しめる

ようになる。

そして、西洋音楽芸術の享受を通して幅広い教養を身に



- 622 -

つけ、人間性の基礎を形作る。

＜授業の進め方＞

毎回視聴した音楽について考えたことや感想をミニ・レ

ポートに書いて提出する。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回視聴した音楽についてYouTubeなどで再度全曲を視

聴し吟味する。

1週間に2時間程度。

＜提出課題など＞

毎回出席し、ミニ・レポートを提出する。

＜成績評価方法・基準＞

最終試験（70％）ミニ・レポート（30％）

＜テキスト＞

毎回プリント配布

＜参考図書＞

横原千史『ベートーヴェン　ピアノ・ソナタ全作品解説

』（アルテス・パブリッシング）

高橋・中村・本岡・網干編著『西洋音楽の歴史』（東京

書籍）

＜授業計画＞

第1回　J.S.バッハ

バロック音楽

第2回　モーツァルト

ウィーン古典派1

第3回　ベートーヴェン

ウィーン古典派2

第4回　シューベルト

リートと器楽

第5回　ウェーバー、シューマン

文学とロマン主義

第6回　ベルリオーズ、リスト

標題音楽

第7回　パガニーニ、ショパン

ヴィルトゥオーソの始まり

第8回　ヴァーグナー

楽劇と総合芸術

第9回　ブルックナー、フランク

宗教と音楽

第10回　ブラームス

伝統と革新

第11回　ヴェルディ、プッチーニ

イタリア近代オペラ

第12回　チャイコフスキー

国民楽派1

第13回　ドヴォルジャーク

国民楽派2

第14回　マーラー

後期ロマン派1

第15回　R.シュトラウス

後期ロマン派2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

西洋美術

西影　めぐみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、本学のディプロマ・ポリシーに掲げられる

「広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養す

る」ことを目的とするものです。古代から現代まで、西

洋において美術はどのように展開してきたのでしょうか。

本授業では西洋美術の歩みを、同時代の思想や社会とい

った多様な観点から概観します。

＜到達目標＞

1. 西洋の美術史の基本的な流れを把握する（知識）

2. 芸術作品を、同時代の社会や思想との関わりのなか

で捉えられるようになる（知識・技能・習慣）

3. 個々の芸術作品について自らの考えをもち、かつそ

れを自らの言葉で表現できるようになる（習慣・技能）

＜授業のキーワード＞

西洋美術史、芸術史、ヨーロッパ文化

＜授業の進め方＞

プロジェクターを用いた講義を中心として進めます。講

義の始めに前回の復習を兼ねた小テストを行います。

＜履修するにあたって＞

先史から現代まで、大まかな世界史の流れを把握してお

くようにしてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

西洋美術で扱う絵画や彫刻、建築物はもちろん、音楽や

映画、文学等、日頃からさまざまな領野の作品に触れる

ことをおすすめします。時代や地域にかかわらず広く芸

術に関する著作や作品図録を手に取る、あるいは美術館

やギャラリー、演奏会等に足を運ぶなどして、積極的に

芸術に触れるようにしてください。

時間：平均して1週間につき1～2時間程度。

＜提出課題など＞

・毎授業内の小テスト・小感想文　・学期末レポート

＜成績評価方法・基準＞

・毎授業内の小テスト（60パーセント）　・学期末レポ

ート（40パーセント）

＜テキスト＞

特に指定しません

＜参考図書＞

授業内で指示します

＜授業計画＞

1　イントロダクション

「西洋美術」授業の導入、知識の確認
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2　古代

古代ギリシア・ローマ美術

3　中世

中世キリスト教世界の美術

4　14世紀頃～16世紀

イタリア・ルネサンス

5　14世紀頃～16世紀

イタリア・ルネサンス

6　17世紀

バロック（イタリア、スペイン、フランス、フランドル

）

7　17世紀

オランダ絵画

8　17～18世紀

アカデミー（イギリス・フランス）

9　18～19世紀

ロココ／ロマン主義

10　19～20世紀

レアリスム／印象派

11　19～20世紀

後期印象主義

12　20世紀

20世紀美術

13　20世紀

抽象表現主義／ポップアート

14　20世紀～

現代アート

15　まとめ

これまでの授業の総括

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

西洋美術

西影　めぐみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、本学のディプロマ・ポリシーに掲げられる

「広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養す

る」ことを目的とするものです。古代から現代まで、西

洋において美術はどのように展開してきたのでしょうか。

本授業では西洋美術の歩みを、同時代の思想や社会とい

った多様な観点から概観します。

＜到達目標＞

1. 西洋の美術史の基本的な流れを把握する（知識）

2. 芸術作品を、同時代の社会や思想との関わりのなか

で捉えられるようになる（知識・技能・習慣）

3. 個々の芸術作品について自らの考えをもち、かつそ

れを自らの言葉で表現できるようになる（習慣・技能）

＜授業のキーワード＞

西洋美術史、芸術史、ヨーロッパ文化

＜授業の進め方＞

プロジェクターを用いた講義を中心として進めます。講

義の始めに前回の復習を兼ねた小テストを行います。

＜履修するにあたって＞

先史から現代まで、大まかな世界史の流れを把握してお

くようにしてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

西洋美術で扱う絵画や彫刻、建築物はもちろん、音楽や

映画、文学等、日頃からさまざまな領野の作品に触れる

ことをおすすめします。時代や地域にかかわらず広く芸

術に関する著作や作品図録を手に取る、あるいは美術館

やギャラリー、演奏会等に足を運ぶなどして、積極的に

芸術に触れるようにしてください。

時間：平均して1週間につき1～2時間程度。

＜提出課題など＞

・毎授業内の小テスト・小感想文　・学期末レポート

＜成績評価方法・基準＞

・毎授業内の小テスト（60パーセント）　・学期末レポ

ート（40パーセント）

＜テキスト＞

特に指定しません

＜参考図書＞

授業内で指示します

＜授業計画＞

1　イントロダクション

「西洋美術」授業の導入、知識の確認

2　古代

古代ギリシア・ローマ美術

3　中世

中世キリスト教世界の美術

4　14世紀頃～16世紀

イタリア・ルネサンス

5　14世紀頃～16世紀

イタリア・ルネサンス

6　17世紀

バロック（イタリア、スペイン、フランス、フランドル

）

7　17世紀

オランダ絵画

8　17～18世紀

アカデミー（イギリス・フランス）

9　18～19世紀

ロココ／ロマン主義

10　19～20世紀

レアリスム／印象派
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11　19～20世紀

後期印象主義

12　20世紀

20世紀美術

13　20世紀

抽象表現主義／ポップアート

14　20世紀～

現代アート

15　まとめ

これまでの授業の総括

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

造形論・色彩論

新田　恭子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習、実技

＜授業の目的＞

この科目は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」、及び

広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養する

というDPに則り、共通教育科目として専門的な学びの基

礎となる造形と色彩に関する知識を習得することを目指

しています。

かたちや色が人間の知覚と心理に及ぼす作用を、講義と

演習を通じて理解し、状況に応じて使いこなせるように

なることを目的とします。

指示にしたがって作業を丁寧におこない、観察力、判断

力と集中力を養います。

この授業の担当者は、繊維造形作家として国内外の美術

館やギャラリーでの作品発表する経験を20年以上続けて

います。作品制作と展示をおこなう実務経験をもとに、

形や色が効果的に用いられている作品例を提示しながら、

造形や色彩が人間の視覚に及ぼす作用などについて具体

的に解説するものとします。

＜到達目標＞

1. 色について学び、色の組み合わせによる視覚効果を

意識して使えるようになる。（知識、技能）

2. デザインされた物の形と色から、制作者がそれをど

んな人にどのように見せたいと考えているのかを読み取

ることができる。（技能）

3. ユニットを組み合わせて平面の画面や、立体の多面

体をつくりながら、形と色の組み合わせによる表現をお

こなう。（技能）

4. 丁寧な作業を積み重ね、材料となる紙や色々な道具

を使いこなせるようになる。（態度・習慣）

5. 制作物を魅力的に見せる仕上げ、展示、撮影方法を

考え、実践できる。（技能、態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

色、心理、形、言葉、手作業

＜授業の進め方＞

講義形式で説明をおこなった後に、演習形式でトーナル

カラーや糸などの素材を使って制作をしながら、学びを

深めます。

演習には、トーナルカラーなどを素材として用い、筆記

用具、定規、カッターナイフ、カッターマット、はさみ、

糊、マスキングテープなどの道具を使います。毎回、次

回授業に必要な素材と道具を知らせますので、各自忘れ

ることなく、準備して持参してください。

＜履修するにあたって＞

素材や道具は他の受講生と共有することはできません。

持参物を忘れた者は演習できないことから、演習にあて

た時間のパーセント（例えば演習が45分だとすると50パ

ーセント）を欠席扱いとして累計し、100パーセントで

欠席1回とします。

素材となるトーナルカラーB6判93色（約700円）はテキ

ストと共に、大学内の書店売店にて購入してください。

演習で取り組む課題の鑑賞時には、積極的に発言をして

ください。演習課題の表現と作者の意図について、視覚

を言語化しながら、受講生同士で共有します。

授業で取り組んだ課題とレポートは、必ず全てを提出し

てください。

美術に関して、中学校程度の知識と学習経験を有するこ

とを前提とします。

身の回りにある色彩や造形を、普段から観察、分析する

習慣をつけることを勧めます。

また、美術館の作品展示を鑑賞することからも多くを学

べるので、機会があればぜひ足を運んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前にテキストの該当部分を読んでから、授業に臨んで

ください。（30分程度）

授業後は授業の内容を整理し、演習（課題とレポート）

を完成させます。（90分程度）

理解が不十分であると感じた点は、出席カードに記載す

るか、教員に質問するなどして、あいまいなままにして

おかないようにしてください。

＜提出課題など＞

毎回の授業時に、出席カードを提出してもらいます。

演習で取り組んだ課題とレポートは、必ず全て提出して

もらいます。

提出課題が適切に制作されていない場合は、再制作した

うえで再提出してもらいます。

個人の制作意図が大きく反映される演習課題については、

相互に鑑賞する機会を設ける予定です。

色彩について、教科書で学んだ内容についてのレポート
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を提出してもらいます。（授業中にレポートのテーマと

提出日を発表します。）

＜成績評価方法・基準＞

出席カードの記載内容 (10パーセント)、

到達目標1.についての演習課題とレポート(30パーセン

ト)、

到達目標2.についての演習課題とレポート(20パーセン

ト)、

到達目標3.についての演習課題とレポート(20パーセン

ト)、

全ての演習課題から、到達目標4.と5.について総合的に

評価します。(20パーセント)

＜テキスト＞

『色彩ルールブック　色を上手に使うために知っておき

たい基礎知識』

武川カオリ著　パイ・インターナショナル　2016年 200

0円＋税

＜参考図書＞

『カラーユニバーサルデザインガイドブック』 株式会

社文化総合研究所(現:株式会社トータルメディア開発研

究所) 企画・編集NPO法人Color Universal Design Orga

nization(CUDO) (現:特定非営利活動法人カラーユニバ

ーサルデザイン機構) 協力埼玉県県民生活部文化振興課

 発行　平成18年

『プロとして恥ずかしくない　新・配色の大原則』ヤマ

ダジュンヤ 他 著　MdN BOOKS出版2016年

『みんなで楽しむ おりがみつき　多面体おりがみ』

布施知子著 日本ヴォーグ社 2018年

＜授業計画＞

第1回　あなたと色、私の造形

あなた自身と色の関わりを探る。

造形表現の可能性に注目する。

本授業についての説明をおこなう。

第2回　多様な色の世界

色の多様さ、そして色と色の名前の関係に注目する。

トーナルカラーの93色と向き合い、それぞれの色から受

けるイメージについて言葉で描写する。

第3回　色と光、色のしくみ

光と色の関係、色の3要素について学ぶ。

トーナルカラーを用いて、12色相環を制作する。工夫し

ながら、丁寧に作業する。

第4回　色の本質

様々な混色、色の名前、色を知覚するしくみなどについ

て学ぶ。

混色に関する演習をおこなう。工夫しながら、丁寧に作

業する。

第5回　身の回りにある色

自然の中にある色、天然の顔料や染料から得られる色、

それぞれの色が持つ文化的、心理的な意味について学ぶ。

3種の色の対比画面を制作し、隣接する色同士が干渉し

合う様子を観察する演習をおこなう。

工夫しながら、丁寧に作業する。

第6回　色の連想とイメージ、色の感じ方

それぞれの色がもつ特性を知り、特定の色に対して万人

が共通して持っているイメージや感じ方を意識する。

トーナルカラーを用いて、暖かい色と寒い色の組み合わ

せを対比させながら制作する演習をおこなう。工夫しな

がら、丁寧に作業する。

第7回　色の力とメッセージ

意識しているかどうかに関わらず、人間の心理に働きか

ける色の力とメッセージの内容に注目する。

トーナルカラーを用いて、味や香りを感じる色を組み合

わせた画面を制作する演習をおこなう。工夫しながら、

丁寧に作業する。

第8回　配色の基本①

様々な配色の技法について学ぶ。

トーナルカラーを用いて、2種類の３色配色とそのバリ

エーションを複数制作する演習をおこなう。工夫しなが

ら、丁寧に作業する。

第9回　配色の基本②

様々な配色の技法について学ぶ。

トーナルカラーを用いて、対照的な2種類の配色とその

バリエーションを複数制作する演習をおこなう。工夫し

ながら、丁寧に作業する。

第9回目までの授業で学習した色彩の知識を用いて、ポ

スターまたはフライヤーのデザインを分析した結果をレ

ポートに書く課題について発表する。

第10回　タングラム

タングラムのフォーマットを用いて、形と色彩を組み合

わせた表現に挑戦する。

これまで学んだ色彩の知識を役立てながら、ユニットを

並べ替えていろいろな形を作れる、長い歴史のあるパズ

ル、タングラムで画面を構成する演習をおこなう。工夫

しながら、丁寧に作業を進める。

第11回　葉っぱの世界

落ち葉とトーナルカラーを用い、これまで学んだ色彩の
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知識を役立てながら、落ち葉を主役にして、画面を構成

する演習をおこなう。工夫しながら、丁寧に作業する。

第12回　多面体おりがみ①

トーナルカラーを用いて、折り紙でつくった複数のパー

ツを組み上げる、多面体おりがみの手法で立体作品を制

作する演習をおこなう。

これまで学んだ色彩の知識を役立てる。指示書を読み解

きながら、丁寧に作業を進める。

完成後、色彩、背景、構図などを工夫して画像を撮影す

る。

第13回　多面体おりがみ②

トーナルカラーを用いて、折り紙でつくった複数のパー

ツを組み上げる、多面体おりがみの手法で立体作品を制

作する演習をおこなう。多面体おりがみ①で制作したも

のよりもパーツの数が多く高度な技術を要する造形をお

こなう。

これまで学んだ色彩の知識を役立てる。指示書を読み解

きながら、丁寧に作業を進める。

完成後、色彩、背景、構図などを工夫して画像を撮影す

る。

第14回　作品の鑑賞

鑑賞をおこなう。視覚を言語化しながら、表現されてい

ること、表現しようとしたことを受講生同士で共有し、

学びを深める。

第15回　羊毛で糸をつくる。まとめ

スピンドルを用いて、羊毛から毛糸を紡ぐ演習をおこな

う。工夫しながら、丁寧に作業する。

全15 回の授業を通してのまとめをおこなう。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

総合情報スキル実習Ⅰ

佐藤　毅

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（実習）

＜授業の目的＞

全学DPに示されるように、幅広い知識を活用してさまざ

まな問題を発見し、それを解決する方策を導くことがで

きる。　また、自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手とのコミュニケーションを円滑にすることができる。

＜到達目標＞

データ収集、およびデータ分析の基礎知識を持ち、基本

的な分析作業ができる。

ワードプロセッシングソフトを活用し、分析結果を適切

にまとめることができる。

分析結果を、プレゼンテーションにより、わかりやすく

発表することができる。

＜授業のキーワード＞

データ分析、文章作成、プレゼンテーション、論理的思

考

＜授業の進め方＞

情報処理実習室において、Word, Excel, PowerPointな

どのソフトウェアを用いた実習をおこなう。

毎回課題に取り組み、小テストを適宜実施することで、

PCスキルの向上をはかる。

＜履修するにあたって＞

授業は、実習室のPC（WindowsをOS）を利用します。

自宅で学習するためにも、PCを保有することを推奨しま

す。

また、Macでも学習は可能ですが、ソフトウェアの操作

方法がWindowsと異なることもあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の復習、および課題で90分を想定しています。

＜提出課題など＞

dotCampusで、各種資料の配付、回収、提出を実施。

詳細については、講義において説明します。

フィードバックは、授業時、およびdotCampusで行いま

す。

＜成績評価方法・基準＞

授業成果物： 40％、課題：50％、確認テスト：10％

＜テキスト＞

2022年度版情報活用の基礎

＜参考図書＞

特になし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

実習の概要

実習の進め方

成績評価について

課題の提出方法

導入授業

第2回　データ分析基礎

データの種類

データ収集（インターネット上からの収集方法）

第3回　データの可視化

ヒストグラム

箱ひげ図

各種グラフの意味と作成

第4回　データの見方

ダイス分析

スライス分析

ピボットグラフ

第5回　データを用いた予測手法基礎

単回帰分析
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重回帰分析１

第6回　データを用いた予測手法

重回帰分析２

第7回　分散分析

一元配置分散分析

二元配置分散分析

第8回　前半授業の総復習

第７回授業までの理解度の確認テスト

理解不足である箇所の洗い出し

第9回　レポート・報告書の作成１

構成と書式

ひな型の作成

セクションの理解

第10回　レポート・報告書の作成２

表・図形の挿入

目次の作成

索引の作成

第11回　プレゼンテーション１

プレゼンテーションの意味

資料作成のポイント

第12回　レポート・報告書作成の復習

第11回授業までの理解度の確認

理解不足である箇所の洗い出し

第13回　総合課題１

与えられた課題について、データ収集から分析を実施。

第14回　総合課題２

第13回授業時に分析した結果をもとに、報告書の作成、

およびプレゼンテーション資料の作成を実施。

第15回　本実習の総まとめ

総合課題の結果報告

本実習における理解不足の点を洗い出し

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

総合情報スキル実習Ⅱ

佐藤　毅

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

・対面授業（実習）

＜授業の目的＞

全学DPに示されるように、幅広い知識を活用してさまざ

まな問題を発見し、それを解決する方策を導くことがで

きる。　また、自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手とのコミュニケーションを円滑にすることができる。

＜到達目標＞

データ収集、およびデータ分析の知識と技術をもち、適

切な意思決定できる。

ワードプロセッシングソフトを活用し、自分の考えを適

切にまとめることができる。

プレゼンテーションにより、論理的に自分の考えを発表

することができる。

＜授業のキーワード＞

データ分析、文章作成、プレゼンテーション、論理的思

考

＜授業の進め方＞

Word, Excel, PowerPointなどのソフトウェアを用いた

実習をおこなう。

毎授業ごとの授業成果物の提出、複数回の課題問題に取

り組むことで、

問題解決を目的としたPCスキルの向上をはかります。

＜履修するにあたって＞

授業は、実習室のPC（WindowsをOS）を利用します。

自宅で学習するためにも、PCを保有することを推奨しま

す。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の予習、および復習と課題で1時間から2時間を想定

しています

＜提出課題など＞

dotCampusで、各種資料の配付、回収、提出を実施。

フィードバックは、授業時、およびdotCampusで実施。

＜成績評価方法・基準＞

授業成果物：40％、課題：60％、

＜テキスト＞

指定テキストはありません。各講義ごとに資料を提示し

ます。

＜参考図書＞

2022年度版情報活用の基礎

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

情報処理実習室の利用について

授業の進め方

評価方法

課題の提出方法

導入授業

第2回　PPM分析１

PPM分析とは

Excelによるデータの可視化

結果の解釈

第3回　PPM分析２

データ収集

分析結果の報告書作成

第4回　損益分岐点１

損益分岐点とは

Excelによるデータのグラフ化

第5回　損益分岐点２

データ収集

分析結果の報告書作成

第6回　回帰分析１

単回帰分析
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重回帰分析１

第7回　回帰分析２

重回帰分析２

データ収集

第8回　回帰分析３

報告書の作成

第9回　スポーツを分析しよう１

セイバーメトリクスとは

データ収集

第10回　スポーツを分析しよう２

打者と投手のサイバーメトリクス

第11回　スポーツを分析しよう３

報告書の作成

第12回　総合課題１

検討課題のテーマ設定

データ収集

第13回　総合課題２

データ収集

データ分析

報告書作成

第14回　総合課題３

報告書の作成

プレゼンテーション資料の作成

第15回　本実習の総まとめ

総合課題の結果報告

本実習における理解不足の点を洗い出し

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

男女共同参画推進論

山口　真紀

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（予定）

＜授業の目的＞

男女共同参画は、性別にかかわらず全ての人が生きやす

い社会を志向するものであり、キャリア選択、労働環境、

家庭内責任、政策判断等、個人が社会で出会うさまざま

な場面において実践されるものである。本講義では、日

本の「男女共同参画社会基本法」の理念を理解し、その

うえでジェンダーギャップ指数において未だ低い順位で

ある日本の課題について様々なトピックを通して検討す

る。本科目は、全学ＤＰにおける、広い教養を身につけ、

豊かな人間性や社会性の涵養を促す科目に位置付けられ

るものである。

＜到達目標＞

・法や制度だけでなく、職業や社会生活の諸領域に偏在

する性差にまつわる課題を分析し、男女平等の理念に基

づく社会の在り方を構想することができる

・講義を通して、現代社会における性差の構造について

理解し、課題解決に向けて思考・実践する力を身につけ

ることができる。

＜授業のキーワード＞

ジェンダー平等、ジェンダーギャップ指数、男女雇用機

会均等法、男女共同参画社会基本法

＜授業の進め方＞

・講義を中心に進め、毎回ミニレポートの提出を求めま

す。

・外部講師を招聘した講演会を設けることがあります。

・時事的な問題や受講生の関心を参考に、シラバスの予

定は変更することがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

・講義の予習・復習として、ジェンダー平等と社会のか

かわりについて、日頃から知ろうとしてください。

・自身の身の周りの出来事と社会とのかかわりについて

考え、ニュースや新聞、誰かの書き物に対してジェンダ

ー平等の視点から批評を試みてください。

（事前・事後学習各1時間程度）

＜提出課題など＞

毎回の授業後に、内容にかかわる問いへの課題をミニレ

ポートとして提出する

＜成績評価方法・基準＞

毎回のミニレポート：70％

最終課題：30%

*ミニレポートについては、コメントおよび次回授業内

でフィードバックを行います

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス／男女共同参画社会とは

男女共同参画（ジェンダー平等）の概要について理解す

る。授業の進め方を確認する。

第2回　ジェンダー平等の歴史①

日本におけるジェンダー平等の歴史を学ぶ。戦後の参政

権獲得から雇用機会均等法に至るまで、社会を変えるた

めに女性が社会にどのように働きかけてきたのかについ

てのドキュメンタリーを視聴する。

第3回　ジェンダー平等の歴史②

日本におけるジェンダー平等の歴史を学ぶ。男女共同参

画推進法から女性活躍推進法に至るまで、社会を変える

ために女性が社会にどのように働きかけてきたのかにつ

いてのドキュメンタリーを視聴する。

第4回　男女共同参画社会基本法

1995年に施行された男女共同参画社会基本法について、

条文を参照しながらその意義について理解する。

第5回　働き方改革

外部講師を招聘し、WLBと働き方改革について講演して

いただく。

第6回　ジェンダー平等と政治①

議員や管理職における女性の比率についてデータを参照
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し、日本の現状と課題を検討する。

第7回　ジェンダー平等と政治②

アファーマティブ・アクションや、政治において多様性

を確保することの意味について理解する。

第8回　ジェンダー平等と経済①

労働、雇用について、ジェンダーの視点から日本の状況

と課題を理解する。

第9回　ジェンダー平等と教育　②

職業や文理選択、高等教育への進学率における女性比率

について、日本の現状と課題を検討する。

第10回　ジェンダー平等とスポーツ

収入差や、コーチ等上位職における女性比率、アスリー

トへの女性役割のおしつけなど、スポーツにおけるジェ

ンダー平等を考える。

第11回　映像視聴

ジェンダー平等を目指した女性を題材とした映画を視聴

する。

第12回　ジェンダー平等と保健①

女性の健康、とりわけセクシュアル・ライツ／ヘルスに

ついて確認し、日本の性教育の課題について検討する。

第13回　ジェンダー平等と保健②

女性の健康と生存について、海外の事例を知り、経済・

文化的背景から考える。

第14回　ダイバーシティ

社会的公正としてのダイバーシティの概念を理解し、互

いの違いを尊重しあうことのできる、「多様性のある社

会」について、性別二元論を越えて考える。

第15回　最終課題

男女共同参画社会の実現のための課題について、受講生

各自で問題を設定し、検討した成果を発表する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

地域学演習A （実業界人物伝を読む）

谷口　義子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習（対面授業）

＜授業の目的＞

○この科目は全学DPに示す、「豊かな人間性や社会性を

涵養するための教養を身につけ、幅広い知識を活用して

さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこ

とができるようになることとともに、相手の意見を理解

することで、良好なコミュニケーションをとることがで

きる」ようになることを目指しており、共通教育科目の

「リベラルアーツ科目群・地域学分野」に属している。

○授業のテーマは、大学が立地する神戸の産業経済につ

いて学ぶことである。基本となるテキストを読んで理解

し、その内容についてディスカッションし、時にはグル

ープワークで共同作業をしながら、テキストから課題を

発見・研究して知の探求手法を習得していく。

○身近な地域の産業経済を題材とし、地域形成の歴史や

その特性について学び、見識を深めていく。

＜到達目標＞

○地域の地理や歴史について学び、都市形成について理

解する（知識）

○図書資料を読んで理解し、要約し、要点を他者に伝え

ることができる（技能）

○グループワークを行うことでコミュニケーション能力

の向上を図り、役割分担した上で全体の取りまとめがで

きるようになる（態度・習慣）

○自発的・主体的に課題に取り組み、プレゼンテーショ

ンができる（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

人物伝　小林一三　阪急電鉄　宝塚歌劇　阪急百貨店

郊外住宅　阪神間

＜授業の進め方＞

○小林一三『逸翁自叙伝』を課題図書とし、毎回、読書

範囲を指定する。事前に図書を読んで、各自が概略をま

とめて発表し、内容について議論し、時にはグループデ

ィスカッションして意見を取りまとめる。

○グループワークによる研究発表を行い、パワーポイン

トを使って発表内容をまとめる。グループでの役割分担

や共同研究、成果発表の流れを体験して習得する（遠隔

授業の場合は、グループワークは行わない）。

＜履修するにあたって＞

○原則として毎回の出席を求める。必要な出席日数が確

保できなかった場合は、単位が得られない。

＜授業時間外に必要な学修＞

○予習として課題図書を読み、要約を作成する。（目安

として各回９０? １２０分）

○グループでの調査・研究、プレゼンテーション用のパ

ワーポイントを作成。（目安として１２０? ２７０分）

○レポートの作成。（目安として１２０? ２７０分）

＜提出課題など＞

○講読授業の予習として１０? ２０ページ程度の範囲を

読み、要約を作成。授業中に発表する。

○プレゼンテーションの提出（スライド10枚以上）。

○期末レポート（２０００字以上）を提出する。

＜成績評価方法・基準＞

○授業前の予習による要約発表４０％、レポート３０％、

プレゼンテーション３０％で評価する。

○プレゼンテーションについては、グループワークへの

主体的な参加および貢献、調査の量・質、レポートの完

成度などを総合的に評価する。

＜テキスト＞
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小林一三『逸翁自叙伝―阪急創業者・小林一三の回想』

講談社学術文庫　2016年

＜参考図書＞

○授業中に適宜紹介する

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

本講義の狙いと目的、講義の進め方について解説。課題

図書を紹介し、人物伝の概略を説明する。

第2回　神戸・大阪の近代史

阪急電鉄の創業期（明治末から大正・昭和初期）の神戸

・大阪の状況、時代背景、鉄道史の概略を説明する。

第3回　人物伝を読む①

発表、ディスカッション、まとめ

第4回　人物伝を読む②

発表、ディスカッション、まとめ

第5回　人物伝を読む③

発表、ディスカッション、まとめ

第6回　グループワーク

（テーマ設定と準備）

プレゼンテーションのテーマ設定、役割分担、準備の進

め方、スケジュールなどをグループ単位で話し合う。

第7回　人物伝を読む④

発表、ディスカッション、まとめ

第８回　人物伝を読む⑤

発表、ディスカッション、まとめ

第9回　人物伝を読む⑥

発表、ディスカッション、まとめ

第10回　グループワーク

（発表に向けた準備）

プレゼンテーションに向けて、骨太のまとめを行う。パ

ワーポイントの作業手順を学び、使用方法を確認する。

第11回　人物伝を読む⑦

発表、ディスカッション、まとめ

第12回　人物伝を読む⑧

発表、ディスカッション、まとめ

第1３回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションに向けてパワーポイント作成を行う。

第１４回　プレゼンテーション

グループ単位でパワーポイントまたはパネル等を使用し

たプレゼンテーションを実施。質疑応答などを行う。

第15回　総括

プレゼンテーションについての意見・評価を述べ合う。

また、研究対象についてのまとめを行い、その人物が現

在社会に与えた影響や経営哲学などを総括する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

地域学講義ⅠＡ （兵庫学）

上羽　慶市

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業の予定です

＜授業の目的＞

この科目は、全学　ｐに示す他者や異文化に対する理解

を目的とし、また生涯にわたり学び続けられるような地

域に対する幅広い知識が身につくことを目的としている。

「地域学」とは、その地域の特性を歴史、風土、文化、

産業などから多面的に掘り下げ、地域の課題を見つけ、

その解決策と可能性を考える学問である。154年を迎え

た兵庫県は奈良時代に確定された旧五国（摂津、播磨、

但馬、丹波、淡路）からなり、北は日本海から南は瀬戸

内海、太平洋に続く。大都市から農山漁村、離島まで広

大で多様な地域から成り立っている。それは一方で、歴

史性や地理的環境、住民気質などを考慮せずに、明治政

府がつくった”恣意的複合県”ともいわれるゆえんだ。

「日本の縮図」といわれる複雑多様な文化は、ここから

生まれたのだが、この講義ではまず、なぜ異なる顔を持

つ五国が一つになったのか。その誕生の意味を考える。

そのうえで各地に育まれた多様な文化、産業、県民意識

などを考察し五国が連携しながら発展してきた兵庫の魅

力と将来像について理解し、適切なコメントができるよ

うになることを目的とする。

なおこの科目の担当者は、新聞記者、論説委員として長

年兵庫県を取材、様々な提言を行ってきた実務経験豊富

な教員である。

＜到達目標＞

１。気候、風土、気質の異なる旧五国が、なぜ一つの兵

庫県になったのか、その背景を具体的に説明できる。（

知識）

２。なぜ、兵庫県は日本の縮図と呼ばれるのか。歴史、

文化、風土、産業から各地の特色と圏域像を語り、兵庫

の将来像を描くことができる。（知識、態度、習慣）

３。兵庫の多様性から生まれる新しいモノづくり、コト

おこしの可能性について考え、提案できるようになる。

（知識、態度、習慣）

＜授業のキーワード＞

日本の縮図、恣意的複合県、多様性、産業軸と文化軸、

神戸港

＜授業の進め方＞

講義中心で進めます。

＜履修するにあたって＞

新聞朝刊の「兵庫県域」のページをはじめ、兵庫に関す
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るニュースを読む。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業の最後に次週の講義概要について話します。参考書

を紹介することもあるので、事前学習してください。事

後学習として、授業の内容を整理し、確認してください。

＜提出課題など＞

講義中にショートレポートを２回書いて提出してもらい

ます。

期末レポートは「到達目標」の１，２，３の中から課題

を出します。つまり、気候、風土、文化、気質が異なる

旧5国が、なぜ一つの兵庫県になったのか。なぜ、兵庫

県は日本の縮図と呼ばれるのか。兵庫県の多様性から生

まれる可能性について、の三つです。

＜成績評価方法・基準＞

期末レポート70点、ショートレポート（2回）30点。

自分の意見をレポートに入れてください。

＜テキスト＞

特にありません。

＜参考図書＞

「兵庫探検・総集編」（神戸新聞学芸部著・神戸新聞出

版センター発行）1981年、5400円＋税

大きな図書館にあります。

・崎山昌広監修「神戸学」（神戸新聞総合出版センター

発行）2010年、800円＋税

・河内厚郎編著「阪神学事始」（同）1994年、1300円＋

税

・兵庫の地域力研究会編著「ひょうごの力」（兵庫ジャ

ーナル社）2009年、1200円＋税

＜授業計画＞

第1回　兵庫県とは

”五つの国”を一つにした複合県の成り立ちと、明治政

府の狙い、日本の中での位置づけを考える。

第2回　ハイカラ神戸①

1867（明治元）年の開港以来、西欧文化の窓口となった

神戸は、単なるものまねに終わらず、西欧文化をもとに

独自の文化や産業を生み出してきた。パン、コーヒー、

洋菓子、スキ焼き、ソース、映画、ファッション、ゴル

フ、早朝登山、マッチ、SLなど次々と生み出した”神戸

はじめ物語”から、神戸の進取の精神、新しもの好きの

神戸人気質を読み解き、そのルーツを考える。

第3回　ハイカラ神戸②

外国人居留地は、西欧からのモノ、ヒト、情報の窓口で

あり、文明開化の展示場であった。その周りに、居留地

に入れなかった外国人たちが日本人と隣り合って住む雑

居地が広がった。そこで育まれ、今に受け継がれる多文

化共生の精神を理解する。

第4回　ハイカラ神戸③

教育、産業、都市計画、食文化、スポーツなど神戸の発

展に尽くし、大きな影響を与えた外国人をとり上げ、彼

らの足跡と活躍をたどる。

第5回　阪神モダニズム①

「宝塚」と、阪急グループの創始者小林一三が目指した

大衆主義について考える。

第6回　阪神モダニズム②

聖なるカリスマ空間としての「甲子園球場」とプロディ

ース意識について考察する。

第7回　阪神モダニズム③

阪神間の地域イメージの形成と、建築や教育などアメリ

カ文化の影響について考察する。

第8回　播磨の実力

播磨は大国である。広大な播磨の風土と自然が生み出し

た文化、産業、そして多彩な人材をとり上げ、播磨の歴

史と未来について考える。

第9回　加古川流域

播磨を流れる兵庫一の大河・加古川。その流域が生み出

した播州織、そろばん、金物、釣り針、こいのぼりなど

優れた産品が多い。蓄積してきた産業基盤、技術を生か

した質の高い製品づくりに取り組む動きと、播磨の地場

産業の将来について考える。

第10回　丹波の魅力

黒大豆、栗、マツタケなどブランド産品を生み出してき

た丹波。京都の影響を受けながらも独自の文化をはぐく

んできた丹波の魅力を食、祭り、丹波焼などを通してか

んがえる。

第11回　但馬の人・ものづくり①

雪国が輩出した人材、市場をリードした鞄、針などの特

産品。但馬牛に代表されるブランドが生まれた人と風土

を掘り下げてみる。

第12回　但馬の人・ものづくり②

特別天然記念物コウノトリ、ジオパークなど豊かな自然

と文化資源の将来を考える。

第13回　国生みの島ー淡路

全国有数の生産高の線香や瓦。国生みの島は明石海峡大

橋の開通によって変貌しつつある。淡路の農業、漁業、

観光の将来についも考える。

第14回　兵庫の方言

兵庫県ほど方言の豊かな県はない。それは東西、南北の

方言の接触点にあるからだ。大阪弁と、神戸弁の境界は

どこになるのか。但馬の方言はどのエリアに属するのか。

日本語を豊かにしてきた兵庫の方言を考える。

第15回　県民意識

南北で住民意識の隔たりが大きい兵庫県だが、県平均で

は、ほぼ全国平均になる。「日本の縮図」に立ち返って、

県民意識を通して、兵庫の多様性を考える。



- 632 -

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

地域学講義ⅠＡ （兵庫学）

山崎　整、石田　裕之、谷口　義子、中本　忠

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

原則として「対面授業」を実施する予定ですが、コロナ

ウイルスの感染状況により、「オンデマンド方式」（on

edriveで視聴）による遠隔式に変更する可能性もありま

すが、ZOOMによる「リアルタイムのオンライン授業」は

行いません。オンデマンド式になった場合も原則「対面

による期末試験」を2023年1月25日に実施し、「レポー

トの提出」は求めません。試験は「マークシートによる

5択式50問」とし、1週間前の1月18日の最終第15回講義

で試験の概要を説明します

＜授業の目的＞

兵庫県が持つ、他の府県とは異なる特殊な性格を一つ一

つ明らかにしていきます。時に授業当日または前日の新

聞記事から重要な時事問題を切り抜き、「今」兵庫県、

日本、世界で起きていることを知り、社会性を身に付け

ます。「兵庫学入門」に絡む「幅広い知識」を学ぶ過程

で全学ＤＰに示すように、発見した諸問題を解決に導き、

習得した知識を社会で活用、生涯にわたり他者や異文化

理解にもつなげます

当科目の担当4教員とも実務経験あり

山崎整（元新聞記者・編集委員、現ニュースコメンテー

ター）石田裕之（現シンガーソングライター・防災士）

谷口義子（元自治体広報誌編集・執筆者、現地域研究者

）中本忠（元兵庫県警警視正）

＜到達目標＞

兵庫県は本州では、両端の青森と山口を除けば、唯一「

太平洋から日本海にまたがる」◇源氏・平氏とも強いゆ

かりがある◇県庁の町・神戸にも表と裏の顔がある◇な

ぜ神戸はスイーツとパンの町になったのか◇災害に強い

町―などに関する疑問が解決できます。高校までの教育

では、ほとんど教えられてこなかった兵庫県内の事象に

ついての知識が得られます。日頃何気なく見ている町の

光景にも興味がわきます

＜授業のキーワード＞

祭りの華・太鼓台文化◇そもそも関西とは◇スイーツと

パンが育まれた街◇江戸時代の藩◇姫路城が立派過ぎる

訳◇シーボルトが見た兵庫県◇淡路の人形浄瑠璃◇警察

の歴史と組織◇災害と防災

＜授業の進め方＞

可能な限り「対面授業」を実施し、時に学生への質問を

交えて理解度を測りながら、教える側と教えられる側の

双方向性を持たせる方針です。もしコロナの感染拡大に

伴い、オンデマンド式となっても「dotCampus のフォー

ラム」を活用し、学生からの質問には、その質問と回答

をフォーラムに貼って、受講学生全てに伝えます。dotC

ampusに載せて記録に残し、全履修生にアナウンスする

ことによって双方向性を持たせます。元記者で現在ラジ

オのニュースコメンテーターを務める山崎担当の回では、

最新（原則、講義当日付朝刊）の新聞記事を使い、「今、

神戸で、国内で、世界で、何が起きているのか」も確認

し、時に歴史的事実とも対比させながら授業を進めます

＜履修するにあたって＞

「対面」「オンデマンド」いずれの方式でも、毎回の授

業で使うレジュメは、あらかじめ「dotCampus e-learni

ng」に上げておきますが、対面の場合は当日配布もしま

す。「オンデマンド」になれば、必ず授業前にレジュメ

を印刷（プリンターがなければコンビニでも可能）して

おいてください。細かい年代の暗記は必要ないが、日本

歴史の大まかな流れや時代区分をあらかじめ知っていて

ほしい。時に、神戸などの地域史から日本全体の歴史も

眺めます。講義用のレジュメのほか、各人が書き留める

ノートがテキストであり、参考書となります。期末試験

のためにも有用なノートを作成してください。試験には

レジュメ、ノートとも「持ち込み可」です

＜授業時間外に必要な学修＞

レジュメに掲載した「読み物」は、講義で触れられなく

とも、必ず読んでおくこと。また、地域の歴史や文化に

日頃から興味を持ち、知的好奇心のアンテナを張り巡ら

してください。関連する書籍や新聞・雑誌の記事を読む

時間を含め１時間程度は必要でしょう

＜提出課題など＞

2023年1月25日に「対面による期末試験」を実施し、も

し授業がオンデマンド式となっても原則「レポートの提

出」は求めません。試験は「マークシートによる5択式5

0問」とし、試験の1週間前の1月18日の最終第15回講義

で試験の概要を説明します

＜成績評価方法・基準＞

「対面によるマークシート式の期末試験」の結果により

ます

＜テキスト＞

テキストは使用しませんが、毎回、レジュメをdotCampu

sにアップします。オンデマンドによる遠隔授業の場合

は各自が事前に印刷した上、講義を視聴してください。

対面授業ではプリントを配布します

＜参考図書＞

山崎整著『幕末維新の兵庫・神戸』（2018年、1750円）、

神戸新聞社編『ひょうご全史㊤㊦』（2005年、2006年、

各2000円）、田辺眞人・谷口義子著『神戸の歴史ノート

』（2018年、1300円）＝いずれも神戸新聞総合出版セン

ター刊＝など多数ありますが、各自の関心に応じて地域

史関連の読書を勧めます

＜授業計画＞

第1回（9月21日）　ガイダンス―太鼓台の祭り

まず講義全体を概観。姫路の「灘・けんか祭り」や高砂
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・曽根天満宮の秋祭りなどに担がれる山車を標準名「太

鼓台」と呼ぶ。地元播磨では「屋台」と称するが、この

太鼓台は、地域ごとに少しずつ形を変えながら瀬戸内海

沿岸地域を中心に西日本各地に分布する。長崎の「コッ

コデショ」、淡路の「かきだんじり」、大阪・堺の「布

団太鼓」など地域の呼び名は異なっても、全て同類にま

とめられる。その太鼓台が、なぜか兵庫県内で最も分布

域を広げ、しかもバラエティーの豊かさでも他地域を圧

倒する。いまだ謎が多い太鼓台型山車のルーツと現在ま

での発展過程を、仮説を交えながら探っていく。コロナ

の感染拡大により、2020、21年の祭礼中止が各地で相次

いだのは残念。22年の開催に期待したい。（山崎）

第2回（9月28日）　兵庫は源氏か平氏か

一般に「西日本は平氏」との印象が強く、神戸も平清盛

が一時、都を置いたことから、色は完全に平氏色に染ま

っている。その連想から、兵庫県全体をも「平氏ゆかり

の地」と捉えがち。しかし、川西市の多田神社は「源氏

の中の源氏」とも言える「清和源氏発祥の地」だ。その

事実を広める「川西市源氏まつり」も毎年4月に開かれ

る。2020年はコロナの感染拡大で中止された。地元を離

れると「川西＝源氏」の知名度は限りなくゼロに近いた

め、同市では21年から「清和源氏まつり」に改称して飛

躍を期したが、やはりコロナのため中止に追い込まれた。

太鼓台の祭り同様、22年の開催を切望する。「源平」と

もに深いゆかりを持つ兵庫県の奥深さを探る。（山崎）

第3回（10月5日）　近世藩の成立

兵庫県内には、江戸中期以降、「大藩」は存在しなかっ

た。最大でも姫路藩の15万石。その石高にしては、世界

遺産にもなった姫路城は立派過ぎる。なぜなのか。池田

輝政が城主だった江戸初期、一族で播磨・淡路・備前・

因幡の4国、合わせて100万石近くを領していた名残と言

える。「大坂の陣」の後、幕府が政策を転換させ、姫路

藩を分割する形で龍野・明石・赤穂・山崎・林田藩など

を新たに立藩、「細分化支配」を構築していった。こう

して誕生した「藩」の存在が、現在の住民気質にも受け

継がれている実態に触れながら、近世藩の成立過程を追

う。（山崎）

第4回（10月12日）　官兵衛―播磨からの飛躍

2014年のNHK大河ドラマ「軍師官兵衛」の主人公となっ

た黒田官兵衛を取り上げ、福岡藩主家として幕末まで続

いた名家の基礎を築いた人物の生涯をたどる。なぜ、官

兵衛は「軍師」たり得たのか。正史「黒田家譜」の記述

が全て正しいのか。幾つかの謎を解剖し、随時、異説に

も触れながら、有能な軍師でありながら天下を取れなか

った官兵衛という人物を通して、戦国期から江戸初期に

かけての時代を考える。（山崎）

第5回（10月19日）　シーボルトの『江戸参府紀行』

今日、シーボルトと言えば、日本地図などの禁制品を海

外に持ち出そうとして軟禁後、国外追放された「シーボ

ルト事件」の“首謀者”として教科書に書かれるように、

マイナスのイメージが強い。ところが、オランダ商館長

に伴って長崎から江戸までを往復した際、博物・民族学

者として道中を鋭く観察し、克明に日記に記した事実は

意外に知られていない。兵庫県内でも各地に足跡を残し、

中でも楠木正成の墓にまつわる記述などは、今日では湊

川神社にも記録がない貴重なもの。現風景と比較しなが

ら「シーボルトが見た兵庫」を再現する。（山崎）

第6回（10月26日）　レコード王国だった関西

現在、日本レコード協会に加盟するレコード会社は正会

員18社とも「東京」に一極集中する。ところが、明治44

年、神戸に日本で2番目のレコード会社「時枝商店」が

誕生して以来、大正から昭和戦前期まで、関西に数多く

のレコード会社がひしめいていた。この事実は今日、完

全に忘れられているが、兵庫県内にも、先の時枝商店の

ほか日英楽社（三木市）、内外―太平―大日本―日本マ

ーキュリー（西宮市）、東亜（尼崎市）などの会社が存

在し、それぞれ特徴ある演目を録音・製品化していた。

残された「当時の音」を実際に聴きながら、今日的意義

を探る。（山崎）

第7回（11月2日）　「土木の聖地」としての但馬

但馬には「古代＝天日槍（あめのひぼこ）伝説」「中世

＝天空の竹田城」「近世＝城下町や鉱山採掘」「近代＝

鉄道の難工事」など、各時代の代表的な土木構築物が残

っている。また、土木学会の創立や治水の神様と呼ばれ

た土木学者も輩出した。「土木文化」という視点から検

証することで、新たな但馬像をとらえる。（谷口）

第8回（11月9日）　「阪神間モダニズム」とその土壌

阪神地域は京都・大阪・神戸に近接しており、中央の文

化や経済力の影響を受けてきた。近代以降、阪神間は別

荘地および郊外住宅地として開発が進み、独特の「モダ

ニズム文化」が開花した。近年着目されている阪神間モ

ダニズムについて理解し、この地域の特性を考えよう。

（谷口）

第9回（11月16日）　神戸・阪神間のスイーツとパン

神戸・阪神間の洋菓子メーカー＆ベーカリーは、今や首

都圏をはじめ全国のデパ地下に進出している。しかし、

神戸の洋菓子文化を語る常套句の「開港場だから」とい

う説明は、同じ開港場の横浜や長崎には該当しない。で

は、なぜ神戸がスイーツとパンの街として躍進できたの

か。さまざまな資料を見ながら発展史をたどる。（谷口

）

第10回（11月30日）　丹波の風土に育まれた逸品

兵庫県の内陸部に位置する丹波は、日本六古窯（瀬戸、

常滑、信楽、備前、越前、丹波）の一つに数えられる丹

波（立杭）焼のほか、黒豆・小豆・栗・山の芋・茶など

の「逸品」特産品を産出している。丹波で豊富な逸品が

生まれた背景は何か。丹波の歴史と風土に着目してみよ

う。（谷口）
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第11回（12月7日）　芸能の島―淡路の人形浄瑠璃

淡路人形浄瑠璃は、鎌倉時代に西宮から伝わった「えび

すかき」が起源とされる。江戸時代には淡路島だけで40

以上の座元があり、全国各地へ巡業したという。国の重

要無形民俗文化財に指定された淡路人形浄瑠璃に触れる

とともに、県内他地域の民俗芸能へも視野を広げたい。

（谷口）

第12回（12月14日）　摂津―神戸市の二面性

神戸は、特に外部から「港町」「ハイカラ都市」と見ら

れるが、それはいわば“表の顔”。実は、もう一つ“裏

の顔”とも呼ぶべき、別の姿も持っている。港もなく、

ハイカラでもないが、伝統的な「癒やし」系観光資源が

豊かな北区や西区もまた同じ市域に含まれる。「二面性

」を持つ神戸市の実態を解剖する。（石田）

第13回（12月21日）　兵庫の災害史と防災

旧五国からなる兵庫県は地域により地勢や気候が大きく

異なり、その災害リスクも幅広く想定される。阪神・淡

路大震災に代表される地震災害のみならず、これまで経

験してきた様々な災害の事例を振り返り、日本の防災分

野をリードする兵庫県の取り組みと今後の備えについて

防災士の立場から考察する。（石田）

第14回（1月11日）　兵庫の警察とその歴史

兵庫県警の歴史と組織、警察が重点的に活動をしている

業務の力点などについて話を進め、その中で今後、警察

としていかに県民のために働き、日本一住みよい「兵庫

県」を確立するため地道に活動しているか。ありのまま

の姿について話を展開する。（中本）

第15回（1月18日）　関西とは何か

兵庫県は関西圏に属している。何気なく使われている「

関西」とは本来、何を意味し、どこからどこまでが関西

なのか。似かよった「近畿」とはどのように住み分けら

れているのか。そして関東とは何が違うのか―など、兵

庫が属する関西の文化について考える。（山崎）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

地域学講義ⅠＢ （環境学）

先山　徹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義形式

＜授業の目的＞

この科目は全学ＤＰのうち「共通教育等を通じて、広い

教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している

」と「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、

それを解決する方策を導くことができる」に関係し、地

域の歴史や文化が大地の成立ちに関係して作られてきた

ことを知ることで、その活用に向けての方策を生みだす

能力を身につけることを目的としています。

　地域が成り立つ背景には、その地域の地形・地質・気

象など自然の成立ちが関わっています。それは、ある時

は大きな災害である一方、豊かな恵みを与えてくれたこ

とも多くあります。地域の成立った意味を知るためには、

その地域が地球や日本列島の成立ちの中でどのように成

立してきたかというグローバルな見方と、私たちの暮ら

しとどうかかわってきたかというローカルな見方の両面

が必要です。この授業では、兵庫県を中心とした各地の

事例を示しながら、地球環境や大地の成立ちをもとに、

それらが地域の暮らしにどうかかわってきたかを解説し

ます。

　授業担当者は第28次南極観測隊員としての調査ののち、

兵庫県立人と自然の博物館に長年勤務し、また近年は山

陰海岸ジオパークをはじめとするユネスコ世界ジオパー

ク活動に関わるなど、地質資源を活用した地域づくりに

関わってきた、地球環境から地域の問題まで幅広くかか

わった「実務経験のある教員」です。この授業ではそれ

らを活かして地域の成り立ちについて多面的に捉え、地

域と人の暮らしに関する総合的な理解をはかります。

＜到達目標＞

・各地域の大地の成り立ちと人の暮らしとのかかわりが

説明できること。「知識」

・身の回りの風景やその成り立ちに意識を向けるととも

に、その活用を通じた地域づくりに目を向けるようにな

ること「態度・習慣」

・地形図や地質図から、その地域の成り立ちを説明でき

るようになること。「技術」

＜授業のキーワード＞

自然環境と暮らし、地球環境、地質、地形、災害、地域

資源、観光

＜授業の進め方＞

講義を主体に進めます。

各回授業中に講師から与えられた簡単な質問に対して回

答してもらいます。質問がある場合はそこに書いてくだ

さい。質問については整理して次週以降の授業で回答し

ます。

＜履修するにあたって＞

日ごろからブラタモリなどのような自然や地理に関係し

たテレビ番組や災害に関係したニュースなどに触れ、興

味を持つことは大切です。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回のテーマと地域に関して、多かれ少なかれインター

ネットで検索することができる。予習としてネットで調

べたものをノートにまとめておくと良い（30分程度）。

ただしインターネットの情報が必ずしも正しいわけでは

ない。授業後にはそれに授業での内容を加味して修正す

る（30分程度）
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＜提出課題など＞

授業中に随時出題します。

レポートの課題をdotCampus上にあげておきますので、

そちらに提出してください

＜成績評価方法・基準＞

レポート課題を数回だし、その内容で成績評価します。

＜テキスト＞

テキストは使用しません。各回の配布資料を参照してく

ださい。

＜参考図書＞

特に指定しません

＜授業計画＞

第1回　地球環境と地域（1）地球と生命の共進化

イントロダクション、地域学の背景としての地球のなり

たち、大気と生命の歴史

第2回　地球環境と地域（２）大地の動き

地球内部、プレートテクトニクスと地殻変動、日本列島

の概観

第3回　地球環境と地域（３）気候変動と海面変動

氷期と間氷期のサイクルとそれによる海水準変動。それ

によって生じる地形とそこでの暮らし。

第4回　地質資源と地域（１）鉱物と鉱床

鉱物とは何か？　特徴的な鉱物と鉱床・鉱山。生野鉱山

・銀の馬車道など、鉱山のある地域を紹介。

第5回　地質資源と地域（２）特徴的な岩石－花崗岩

硬くて石材などに多く使われる反面、風化して崩れやす

い花崗岩。それによって生じる独特の地形やたたら製鉄

など。

第6回　地質資源と地域（３）特徴的な岩石－石灰岩

石灰岩を作ったサンゴ礁はどこから来たのか？　炭酸カ

ルシウムからなる石灰岩特有の地形であるカルスト台地

や鍾乳洞。石灰岩台地特有の土地利用。

第7回　地質資源と地域（４）石造物と石材の歴史

古墳時代の石棺、中世の石塔、城の石垣、北前船による

流通、近代建築物への利用など、日本の石材利用と流通

の歴史。石材として使用される岩石。

第8回　地形と地域（１）火山のある地域

マグマの種類によって異なる火山の形と噴火様式。噴火

が周辺の地域に及ぼす影響。火山活動による災害と恵み。

第9回　地形と地域（２）河川の地形と暮らし

河川による浸食・運搬・堆積作用。段丘，扇状地、自然

堤防と氾濫原など河川と土地利用。河川争奪や穿行河川

などの地殻変動とかかわった地形。

第10回　地形と地域（３）海岸の地形と暮らし

リアス海岸と岩石海岸の地形。砂丘・砂浜・砂漠の違い。

砂洲・砂嘴・陸繋島と潟湖。砂丘の農業。

第11回　災害と地域（１）地震災害

阪神淡路大震災と東日本大震災。活断層、液状化、津波

などの災害。地域の防災と復興。

第12回　災害と地域（２）土砂災害

崖崩れ・土石流・地すべりなど土砂災害の種類と原因。

地すべり地の地形と棚田。ハザードマップ。

第13回　六甲山地の成り立ちと暮らし

断層運動と花崗岩による六甲山地の特徴。阪神間の街を

支えた六甲山地の成立ち。港・街の発展の歴史。土石流

が作った六甲山麓の街。

第14回　地域資源の保護と活用（１）ジオパーク・日本

遺産

世界遺産、ジオパーク、エコパーク、日本遺産における

保護と活用の事例。

第15回　地域資源の保護と活用（２）ツーリズムと観光

まとめとして、地質資源を活用した地域づくりを考える。

発地型観光と着地型観光など，これからの観光のあり方。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

地域学講義ⅠＣ （地域創生と観光）

竹内　利江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPに示す、他者や異文化に対する理解

と、獲得した知識や技能を社会に役立てることを目指す。

人口減少社会が到来した日本では、観光は交流人口の増

加や地域経済の活性化に貢献し、インバウンドの増大は、

全国各地でグローバルな観光地域づくりを進展させてき

た。質の高い文化体験や新たな交流は、地域にとって豊

かな観光を創造する一方、急激な観光客の増加は、オー

バーツーリズムの問題を生じさせ、またウイルスの感染

拡大による移動の制限は、観光産業にとっては大きなダ

メージともなった。あらゆる面で、安全・安心であるこ

とが観光の基本である。この授業では、国や地方自治体

の観光政策、観光の現状と課題を理解し、地域の観光資

源を活かした、持続可能な地域観光のありかたについて

考えることを目的とする。

なお、この科目の担当者は観光産業に従事した実務経験

のある教員である。従って、実務的な視点を踏まえて、

深い学びへつないでいきたい。

＜到達目標＞

・観光庁の観光地域づくり政策の主な事業について説明

できる。

・持続可能な地域観光のありかたについて自らの見解を

示すことができる。
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・兵庫県内の地方自治体の観光振興について調査し、課

題に対して自らの意見を述べることができ

　る。

・グループワークを通して、コミュニケーション力とプ

レゼンテーション力を向上させる。

＜授業のキーワード＞

観光地域づくり、温泉、文化遺産、MICE

＜授業の進め方＞

・講義を中心に進めます。

・授業の後半に、少人数によるグループワークを行いま

す。

　履修人数や授業方法の変更によって修正する場合があ

ります。

・毎回、講義内容に関するコメントを提出してもらいま

す。

　アンケートを行う場合もあり、それらの内容は必要に

応じて共有します。

＜履修するにあたって＞

・地域学入門Ｃ（現代観光論）を履修していることが望

ましい。

・テキストは用いません。レジュメと参考資料は配布し

ます。

・グループワークへの積極的な参加を求めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業内容の予習・復習で毎回1時間程度。

・小レポートの作成で5時間程度。

・国際観光、国内観光、観光地や地方公共団体などの観

光振興に関わるニュースに関心を持ってく

　ださい。

＜提出課題など＞

・兵庫県内の地方自治体の観光振興に関するレポートを

提出してもらいます。

　初回の授業で、調査内容について説明します。

・グループワークにおけるワークシートを提出してもら

います。

＜成績評価方法・基準＞

・小テスト　　50％　授業を通して学修してきた知識の

理解を問います。授業内で実施します。

・小レポート　50％　調査内容の妥当性と論理的構成に

ついて評価します。

　　　　　　　　　　グループで作成したワークシート

等を含めて総合評価します。

＜参考図書＞

・竹内正人・竹内利江・山田浩之編著『入門観光学』ミ

ネルヴァ書房、2018年。

・高橋一夫著『DMO　観光地経営のリノベーション』学

芸出版社、2017年。

・西村幸夫『観光まちづくり　まち自慢からはじまる地

域マネジメント』学芸出版社、2009年。

その他参考文献・ウェブサイトは授業中に指示します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

地域創生と観光

講義のねらい、進め方や注意事項、課題レポートの内容

について確認し、国の地方創生の政策課題や観光の基本

について学び、授業のテーマを理解する。

第2・3回　地域観光の動向

最新版の『観光白書』から日本の旅行・観光市場の概要、

都道府県別の観光の状況を掴み、訪日外国人旅行者の増

減が地域経済に与えている影響について確認する。

第4回　観光地域づくりと観光地経営

観光庁の観光地域づくりの施策と兵庫県の観光振興の概

要を理解する。科学的手法を用いた観光地経営の必要性

と観光地経営を担う日本のDMOについて学ぶ。

第5・6回　温泉地とリゾート再生

訪日外国人旅行者も、日本の温泉への関心が高まってい

る。温泉や温泉地の歴史、温泉の定義や機能等について、

また近年の温泉旅館やリゾートホテルが抱える課題を理

解し、事例として「星野リゾート」の取組みを学ぶ。

第7回　宿泊施設の多様化と民泊

近年、ゲストハウスやカプセルホテルが進化し、古民家

や空き家・空き室を活用した民泊サービスも増加してい

る。旅館業法の改正、住宅宿泊事業法の施行等、宿泊サ

ービスに関わる環境変化と動向について学ぶ。

第8回　世界の「和食」とフードツーリズム

世界無形文化遺産に登録された「和食」は、訪日外国人

旅行者にとって主要な観光目的である。和食の特徴と郷

土色豊かな日本の食文化や日本の外食産業に関する理解

を深め、フードツーリズムの展開について学ぶ。

第9・10回　文化遺産と歴史まちづくり

ユネスコの「世界遺産」及び日本における有形・無形の

文化財の保護と活用の流れと、近年導入された「日本遺

産」制度について学び、観光振興の視点から、地域の伝

統文化の継承、歴史的な町並みや景観保護の重要性につ

いて理解する。

第11・12回　MICEと博覧会とIR

MICEとはビジネスイベントの総称であり、多くの人が集

まるために経済効果が大きく、国際会議をターゲットに

したMICE誘致は国際観光の重要な施策である。MICEの一

種である「博覧会」の歴史を紐解きながら「大阪・関西

万博2025」に至る展開を学ぶ。また国が推進する日本の

IRについて、大阪府・市他の地方公共団体の動向も踏ま

えて理解を深め、IRの課題について考える。

第13・14回　兵庫の観光振興

調査した課題レポートをもとに少人数でのグループワー

クを行う。兵庫県内の各市町の観光振興の現状と課題を

報告し、課題の解決に向けて意見交換する。その内容を

ワークシートに整理してグループ発表を行い、兵庫観光

のこれからについて考える。

第15回　オーバーツーリズムとサステイナブルツーリズ
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ム

グループワークと授業について振り返るとともに、観光

による負の側面にも目を向けて、環境を守り地域資源を

活かした持続可能な観光について考える。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域学講義ⅡA （社会貢献とボランティア）

相川　康子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面の講義形式で行います。ただし、新型コロナウィル

ス感染防止の対応でオンライン（ZOOM)になる可能性も

あります。資料配布やテスト、レポート回収などは基本

的にdot-campusで行います。

＜授業の目的＞

本講義は、共通教育科目「リベラルアーツ科目群・地域

学分野」の１つで、受講生が阪神・淡路大震災の経験か

らボランタリーな活動が盛んな神戸のまちへの理解を深

めるとともに、「地域課題を解決する市民活動（社会貢

献やボランティア）の可能性」について自ら考察し、将

来的に実践できるようになるのが目的です。全学ディプ

ロマ・ポリシーの「共通教育等を通じて、広い教養を身

につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している」に該当

しています。

　戦後50年の節目（1995年）に起きた阪神・淡路大震災

は、従来の考え方や経済社会システムを大きく揺らがせ、

被災した神戸の人たちは、現在全国各地で起きている社

会問題を先取りするかたちで、様々な課題に直面しまし

た。行政も被災して公助の機能が低下する中、期待を集

めたのが市民による救援活動や企業の社会貢献活動です。

それらが評価されて、特定非営利活動促進法（通称NPO

法）制定や公益法人改革といった制度改革につながり、

企業の社会貢献活動（CSR）も盛んになりました。

　市民活動の領域は、少子化・高齢化が進み、行財政が

厳しくなる中で今後も拡大していきます。コロナ禍によ

って、困窮者が増え、同調圧力が高まるといった傾向も

気がかりですが、それでも、本講義を通じて、社会貢献

やボランタリーな活動が「一部の篤志家が行う自己犠牲

」ではなく「誰もができる自己実現」だと気づくことが

できれば、共通教育センターが到達目標として掲げる「

生涯にわたって自発的に学び続けていくことができる」

や「高い倫理観・責任感を以て社会に貢献することがで

きる」が達成されるでしょう。

　講師は、地元紙の神戸新聞社や東日本大震災の復興庁

での勤務経験があり、現在はシンクタンク系NPOの役員

を務める「実務経験のある教員」です。現在も神戸市で

地域活動推進委員会や行財政改革懇談会の委員、兵庫県

まちづくり審議会委員、大阪市市民活動推進事業運営会

議委員、滋賀県や大阪市の地方防災会議委員を務め、民

間助成基金の選定委員も務めていることから、実際の施

策や現場に基づく講義ができます。

＜到達目標＞

○阪神・淡路大震災のあった1995年が、なぜ「ボランテ

ィア元年」を呼ばれているのかを理解し、それを知らな

い人に説明することができる

○ボランタリーな活動に対するイメージを広げ、行政・

企業・市民それぞれのセクターの役割と、それが今度、

どのように変化していくかについて自ら考えられるよう

になる

○震災復興のさまざまな側面と、それを担った先人たち

の意志や努力を学び、失敗例も含めて、自らの糧にする

ことができる

○日常的にボランティアや社会貢献活動に関心を持ち、

今後、どこかで災害が起きた際に効果的な直接支援や間

接支援ができる

＜授業のキーワード＞

社会貢献　ボランタリー活動、阪神・淡路大震災、新し

い公共領域、参画と協働

＜授業の進め方＞

初回オリエンテーションの後は、基礎編、ボランティア

・市民活動の歴史編、展開編、総括編と、段階的に学び

を深めます。講義が中心ですが、ワークシートやミニレ

ポートで、学生が主体的に学べるよう工夫します。また、

関連する行政資料や新聞記事、統計資料などにアクセス

し、読み説いていきます。

＜履修するにあたって＞

〇ボランティアや社会貢献活動について、歴史から学ぶ

と当時に、現在の状況（例えばコロナ対応でどのような

活動が展開されているか／各地の自然災害でどのような

ボランティア活動が展開されているか等）にも思いを馳

せてください。

〇神戸のまちや市民活動に関心を持ち、新聞やテレビで、

神戸関連のニュースをチェックする習慣をつけてくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

〇基本編とボランティア・市民活動の歴史編では、公民

や近現代史の基礎知識、地域コミュニティにかんする理

解が必要なので、受講前に小中高で学んだ公民や現代社

会の知識を思い出しておくこと。歴史編では年表に基づ

く予習・復習に各回30分程度、これまで近現代史を学ん

でこなかった人はその倍程度の時間の予習が必要。

〇展開編以降では、阪神・淡路大震災にかんするドキュ

メンタリーを視聴したり、手記や記録集などをできるだ

けたくさん読んだりしておくこと。人と防災未来センタ

ーや神戸まちづくり会館のまちラボ、ボランタリープラ

ザなどの拠点を訪れ、本や資料を検索すること（２～３

日）.

＜提出課題など＞

○対面講義では毎回、コメントペーパーを提出してもら



- 638 -

います。そこに書かれた意見や質問については次回にフ

ィードバックします。

○歴史編終了時のミニテストは、終了後に模範解答を配

布するので各自、復習してください。

○展開編の間に、震災関連資料がある施設を訪れ、興味

のある課題について調べた中間レポートを提出してもら

います。（新型コロナ感染防止による外出自粛要請や施

設の開設状況によって別の課題に振り替える可能性があ

ります）。個別のフィードバックは行いませんが、講義

の中で傾向を解説し、補足します。

○展開編と総括編を受けた期末レポートを提出してもら

います。

＜成績評価方法・基準＞

到達目標と成績評価を連動させます

○基礎編修了時に「行政・企業・市民それぞれのセクタ

ーの役割と、それが今度、どのように変化していくかに

ついて自ら考えられるようになる」ことを確認するミニ

レポートを課します（20％）

○歴史編修了時に、市民活動の歴史や「なぜ1995年がボ

ランティア元年と呼ばれるか」の理解度を問うテストを

行います（20％）

○期末に「震災復興のさまざまな側面と、それを担った

先人たちの意志や努力を学び、失敗例も含めて、自らの

糧にすることができる」ようにするため施設を見学し課

題を自ら設定したレポートを課します（40％）

○「日常的にボランティアや社会貢献活動に関心を持つ

」ために毎回のコメントペーパーの内容や受講態度を評

価します（20％）

　かっこ内の割合を目途として総合的に評価します。

＜テキスト＞

指定しません。

＜参考図書＞

〇兵庫県／阪神・淡路大震災復興フォローアップ委員会

監修『伝える 阪神・淡路大震災の教訓』ぎょうせい（2

009）

〇塩崎賢明・西川栄一・出口俊一編、兵庫県震災復興研

究センター『大震災100の教訓』かもがわ出版（2002）

〇土岐憲三、河田恵昭、林春男監修　メモリアル・コン

ファレンス・イン神戸編『12歳からの被災者学　阪神・

淡路大震災に学ぶ78の知恵』NHK[出版（2005）

〇コミュニティ・サポートセンター神戸編『希望につな

がるコミュニティ　CS神戸の20年』神戸新聞総合出版セ

ンター（2016）

〇宮垣元 著『その後のボランティア元年 NPO・25年の

検証』晃洋書房（2020）

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

講義の狙いやスケジュールを説明した後、地域学の対象

地域である「神戸」の特性について概要を解説する。

第2回　基礎編①多様な主体と役割分担

社会の構成要素である行政セクター、企業セクター、市

民セクターについて、それぞれの特徴を理解し、役割分

担の変化を考察する。

第3回　基礎編②マクロな課題に気づく

人口減少や少子化・高齢化や家族・地域社会の変貌、格

差の拡大など、今の日本社会が直面している諸課題につ

いて、統計データを見ながら理解する。その中で、自助

・互助・共助・公助について考える。

第4回　基礎編③ミクロな課題に気づく

前回学んだ社会全体の（マクロな）課題を、自身や身近

な地域社会というミクロな単位で考えてみる。また従来、

地域の互助活動を支えてきた地縁団体などが、現在どう

いう状況にあるかを考察する。

第5回　ボランティア・市民活動の歴史編①近代ボラン

ティアの誕生と発展

互助と博愛の違いを理解し、明治以降から太平洋戦争あ

たりまでの市民活動の歴史を概観する。

第6回　ボランティア・市民活動の歴史編②経済・社会

情勢の変化とともに

終戦から高度経済成長期を経て1990年代半ばまでのボラ

ンティア・市民活動の歴史を、経済・社会情勢の変化と

からめながら概観する。どのような時代に、どんな社会

課題や救援ニーズが生じ、それにどのような人たちが、

どんな活動で応えようとしてきたかに注目する。

第7回　ボランティア・市民活動の歴史編③阪神・淡路

大震災のインパクト

阪神・淡路大震災の概要をあらわになった課題を整理し、

1995年が「ボランティア元年」と呼ばれた理由を確認す

る。

第8回　ボランティア・市民活動の歴史編④市民社会の

模索

震災を契機にできた特定非営利活動促進法（NPO法）な

どの様々な仕組みや法制度に触れつつ、現在に至るまで

のボランティア・市民活動の歩みを概観する。

第9回　中間まとめとミニテスト

前半は基礎編と歴史編で学んだことを復習と補足を行い、

後半で理解度を問うミニテストを実施する。

第10回　展開編①神戸のまちと被災の歴史

神戸は阪神・淡路大震災だけでなく、阪神大水害や太平

洋戦争時の空襲とその後のGHQによる占領など、自然災

害や戦災に見舞われてきた。当時の状況や復旧・復興の

まちづくりについて学ぶ。

第11回　展開編②阪神・淡路大震災で芽生えた多様な市

民活動

コミュニティFMやコミュニティサポート、外国人支援、

専門家や組織によるボランティア活動など、阪神・淡路

大震災を契機に生まれ定着したボランタリー活動を概観
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する。

第12回　展開編③

阪神・淡路大震災で生まれた市民社会の仕組み

生活再建支援法制定運動を紹介するとともに、被災者復

興支援会議のような第三者機関、復興基金、参画と協働

施策など震災を契機にすすんだ官民連携の仕組みを概観

する。

第13回　展開編④KOBEから各地の被災地へ

阪神・淡路では救援ボランティアの在り方についても、

様々な気づきや模索があり、災害救援を専門とする団体

のネットワーク化も進んだ。中越大震災や東日本大震災、

西日本豪雨など全国さらに世界各地の被災地で、どのよ

うな支援が行われているかを解説する。

第14回　総括編①復興を支えた人たちと神戸の将来像

災害からの復興を支えたキーパーソン数人を取り上げ、

彼らの姿勢から復興の在り方や新しい市民社会の理念を

探る。また、現在の神戸が、どのような課題を抱え、ど

のように持続可能なまちを目指しているかを考察する。

第15回　総括編②自分たちにできることを考える

阪神・淡路大震災を直接知らない世代が、経験を継承し、

教訓をいかすために、どんな工夫が要るか、一人ひとり

は何ができるかを考える。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域学講義ⅡＢ （都市比較論）

吉田　創

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

原則として対面授業ですが、新型コロナなど場合によっ

てはオンライン授業となります。

＜授業の目的＞

「都市とは何か」。都市はさまざまな要素で構成されて

います、本講義では都市を理論の枠組みの中で俯瞰しな

がら皆さんのさまざまな気づきをもとに都市について学

んでいきます。

＜到達目標＞

本講義の到達目標は「都市を構成する理論及び要素を理

解する」ことです。

＜授業のキーワード＞

都市、コミュニティ、産業

＜授業の進め方＞

レジュメをもとに板書で授業を進めていきます。

＜履修するにあたって＞

あらかじめ参考文献を読み、雑誌などで都市や地元地域

について考えておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

紙媒体で地域の情報をチェックしておくこと。

＜提出課題など＞

第7回の講義が終わった時点で小レポート課題を提出す

ること。

＜成績評価方法・基準＞

第7回目の講義後の小レポート課題（40点）及び最終テ

スト（60点）により評価する。オンライン講義の場合は

最終テストに代えてレポート課題（60点）とする。

＜テキスト＞

吉原直樹，2018年，『都市社会学ー歴史・思想・コミュ

ニティー』，東京大学出版会。

＜参考図書＞

玉野和志〔編〕，2020年，『都市社会学を学ぶ人のため

に』，世界思想社。

＜授業計画＞

第1回　都市とは何か（はじめに）

都市の理論について学ぶ

第2回　都市についての視点

都市の歴史と概念について学ぶ。

第3回　都市とコミュニティ

都市のコミュニティ形成について学ぶ。

第4回　都市と市民

都市と市民の概念について学ぶ。

第5回　都市と産業①

都市と生産地・製造業について学ぶ。

第6回　都市と産業②

都市と小売業について学ぶ。

第7回　都市と産業③

都市とその他のサービス産業について学ぶ。

第8回　都市とブランド

都市が持つブランド効果について学ぶ。

第9回　都市と観光①

観光の定義と観光開発によってもたらされる弊害につい

て学ぶ。

第10回　都市と観光②

「おもてなし」及び「ホスピタリティ」について学ぶ。

第11回　都市と経済

都市内の経済の還流について学ぶ。

第12回　都市と環境

都市と都市を取り巻く環境について学ぶ。

第13回　都市と観光④

都市の観光災害について学ぶ。

第14回　都市と私たち

都市の発展とともに私たちもどのように変化するのかに

ついて学ぶ。

第15回　都市とは何か（まとめ）

講義のまとめとして、私たちが今後、都市とどのように

向き合うべきかについて学ぶ。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域学講義ⅡＣ （地方自治体の都市政策）

大森　光則

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学生が豊かな知識を備え、新しい価値を創

造でき、将来にわたって自発的に学び続けることができ

る。そして、高い倫理観、責任感をもって社会に貢献す

るという本学が掲げるディプロマポリシーを踏まえ、さ

らに共通教育カリキュラムの地域学分野に示された履修

系統における「地方自治体の政策」に属している。

具体的には、「地方自治体の都市政策」について、本学

のキャンパスがある神戸市に焦点をあて、自治体から市

民に提供されるサービス（政策）は、どのような目的を

もち、どのような手続を経て実行されるのかについて明

らかにしたい。また、自然災害やコロナ感染症などの災

害を経て、今後、どのような都市をめざしていくのかを

学生のみなさんと共に考えていきたい。

また、行政事例を学ぶだけではなく、神戸市という自治

体を通じて実学を学ぶ機会も設ける。実際に神戸市にお

いて、政策を担当している幹部職員をゲストスピーカー

として招き、政策となる過程を学ぶことができる。また、

第一線で働く職員の貴重な体験談を聞く機会も設けた。

さらに2020年度、2021年度の授業においては、神戸市長、

副市長、局長級の幹部職員から講義を行って頂いた。

以上のことを学ぶことにより、学生自らが、自治体の現

状を分析し、問題点を見つけ、改善に向けた政策を考え

る力を養うことを目的としている。

なお、担当教員は、（公財）神戸都市問題研究所の研究

員として勤務し、地方自治体が発行する地方債や戦前の

外貨地方債について研究テーマとしていた実務経験のあ

る教員である。

＜到達目標＞

学生が授業に参加するなかで以下の3点について修得で

きるようになる。

　神戸市という自治体が戦前戦後を通じて災害に直面し

ながらも、市民と行政が協力して復興してきたことが理

解できる。

　自治体の幹部職員から政策の企画立案、実行への経緯

を直接聞くことによって、自治体の役割について大まか

に理解することができる。

　どうすれば市民の暮らしが向上するのかといったこと

が意識できるようになる。学生個人やグループが改善に

向けた政策が考えられるようになる。また、自治体が行

う住民アンケートなどを通じて積極的に意見を述べるな

ど、身近な問題で地方自治体に具体案を提案することが

できるようになる。

＜授業のキーワード＞

地方自治、自治体、神戸市、神戸市長、福祉行政、国と

地方、財政赤字、財政の仕組み、地方債、外貨地方債、

マルク債と為替差益、自治体の運営手法、都市経営、神

戸と災害、阪神淡路大震災、災害と職員

＜授業の進め方＞

　講義を中心に行う。ＤＶＤなどの視聴覚教材も利用す

る。教科書は使用せず、レジメを配布する。

　ゲストスピーカー（自治体の幹部職員）の講義テーマ

については、授業中に配布する日程表に記す。

　一方通行の授業とならないように、適時質疑の時間を

持つ。講義の内容や講義に関連する新聞記事などをテー

マにディスカッションも行う。

＜履修するにあたって＞

　授業でわからないことは遠慮せずに聞いてほしい。ま

た、レポートの書き方や期末テストへの取り組み方など、

合格に向けた丁寧なサポートも行う。

　授業での質問（Webメールによるものも含む）や意見

発表は評価の対象とする。

　公務員を志望する学生や地方自治体に関心を持つ学生

をはじめ、多くのみなさんの受講を期待している。

＜授業時間外に必要な学修＞

　授業ごとのテーマについてインターネットでの検索や

参考文献に目を通し、気の付いたことはノートに残す。

　図書館を利用し、新聞（週刊誌を含む）や居住する自

治体の広報紙に眼を通すことも学修になる。

　テレビやラジオのニュース番組を見聞きすることを習

慣に。特にニュース解説の番組は就活するうえでの知識

にもなる。

　身近で生じていることから政策について考えてみる。

例えば「高齢者の立場になって歩道の安全性を考えてみ

る」「利用者（市民）の立場から行政サービスについて

考えてみる」ことも学修になる。

　講義の内容をまとめる。参考文献を読む。そして、必

要なところをノートにまとめてみる。これらの学修や作

業はレポートの作成や期末試験対策にも有効だ。

※これら授業の予習や復習は概ね各60分を目安にする。

＜提出課題など＞

講義の内容や身近な問題から中間レポート（800字程度

）を課すことを予定している。提出されたレポートにお

いて、各学生に共通する内容については、授業のなかで

説明したい。

＜成績評価方法・基準＞

評価の構成は、授業での質問や意見発表（大いに評価す

る）30％、中間レポート20％、期末試験50％を予定して
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いる。コロナの感染状況によっては、期末試験に代えて

期末レポートを行うこともある。

また、各学生からのWebメールによる質問も受け付ける

（評価の対象とする）。メールによる質問で各学生に共

通する内容については、授業のなかで説明したい。

＜テキスト＞

テキストは使用しない。その都度レジメを配布する。ま

た、OneDriveを活用したい。授業前にはOneDriveの内容

を確認すること。

＜参考図書＞

以下の文献を薦める。専門書は学生にとって高額なもの

も多い。コロナ禍にあって日々の生活費の工面も大変だ

と思う。無料で利用できる大学や自治体の図書館を活用

することを薦める。

　 伊多波良雄他『基礎から学ぶ財政学』（晃洋書房201

8年）

　 久元喜造、増田寛也『神戸市の挑戦』（ぎょうせい2

017年）

　 辻清明『日本の地方自治』（岩波書店1976年）絶版

　 宮崎辰雄『神戸を創る』（河出書房1993年）

　 神木哲夫『神戸検定神戸学公式テキスト』（神戸新

聞総合出版センター2012年）

　 神野直彦『財政のしくみがわかる本』（岩波ジュニ

ア新書2007年）

　 神野直彦『地方自治体壊滅』（NTT出版1999年）

　 増田寛也『地方消滅』（中央公論新書2014年）

　 高寄昇三『近代日本都市経営史上巻』（公人の友社2

019年）

　 大森光則、伊多波良雄「外貨地方債の政府保証のメ

リットとデメリットに関する研究」（『同志社政策科学

』第11巻2009年）

　 大森光則「水道建設と外資導入」『都市政策（135号

）』（神戸都市問題研究所2009年4月）

　 大森光則「ドイツマルク債と為替差益」『都市政策

（148号）』（神戸都市問題研所2012年7月）

　 岩田隆義「神戸とユダヤ難民」辻雄史「勝田銀次郎

と陽明丸」（神戸市史紀要『神戸の歴史』第26号2017年

）

　 手嶋龍一『スギハラ・サバイバル』（小学館文庫202

1）2012年7月）』

　 北室南苑『陽明丸と800人の子供たち』（並木書房20

17年）

　 白井勝彦他『神戸の戦災孤児たち』（みるめ書房201

9年）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方、評価の方法と基準（点数の配分など具体

的に）について説明します。学修の仕方（レポートの書

き方や書式など）、図書館や情報支援センター（PC関係

）の利用について、経験も踏まえて説明する。

第2回　港ともに発展したまち

兵庫開港を取り上げる。神戸港の歴史は古く「大和田の

泊」と呼ばれ、奈良時代からの歴史がある。DVDも利用

し、今の神戸市域が港ともに発展してきたまちであるこ

とを理解する。

第3回　開港は開国だった

ペリー来航と鎖国の終わり、東アジアで残された最後の

市場、不平等条約、居留地の誕生（神戸開港だった）、

貿易が始まる、金本位制（交換比率の不平等）、商事会

社の設立と委託、貿易と産業の発展など。

第4回　財政の仕組み　

『日本の財政関係資料（財務省）』から国家財政は赤字

なのか黒字なのか、財政悪化の原因、財政健全化の道筋

などについて考える。

第5回　財政の仕組み　

神戸市の予算説明資料『こうべの家計簿』から、地方自

治体の財政状況を考えてみる。

第6回　自治体運営の手法　

戦後の代表的な市長であった宮崎辰雄神戸市長の『都市

経営』を取り上げる。都市経営論の特徴である①公共デ

ベロッパー方式、②起債の最大限の活用、③財政調整基

金の活用、④外郭団体の活用を観てみる。ドイツマルク

債と為替差益（財源の確保）、最小の経費で最大の効果

（コスト意識）について考える。

第7回　自治体運営の手法　

自治体が行う政策がどのようにして検討され成案化され

ていくのか、そして、どのような手続きを経て実現され

るのかについて考える。市長が市民要求を把握する手法、

市長と議会のバランス関係など。

第8回　（仮題）神戸市の課題

神戸市が進めようとしている今後のまちづくりの方向や

課題について、久元神戸市長が講義を行います。

第9回　神戸と災害　

阪神淡路大震災から27年、ワークショップから被災者が

求めているものを考える。

第10回　神戸と災害　

自然災害と戦災（戦争による被害）をとりあげる。阪神

大水害（1938年7月）や神戸大空襲（1945年2月～）につ

いて、当時の記録映像から被害状況をみてみる。

第11回　災害と自治体職員

阪神淡路大震災直後、市役所の機能が果たせない状況下

で、現場の職員は市民からの要望に対して、本庁からの

指示待ちではなく、その都度、判断を求められるという

困難があった。

第12回　命をつないだまち

『命のビザ』をもった4千人を超えるユダヤ難民が神戸

に滞在し、神戸を経由地としてアメリカへ。

第13回　（仮題）今後の神戸のまちづくり

神戸市の今後のまちづくりについて、鈴木神戸市都市局

長が講義を行います。
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第14回　人口減少問題

2008年をピークに日本の人口は減少に転じた。シャッタ

ー街、消滅可能性都市、高齢化、福祉水準の低下、自治

体財政の悪化などについて考える。

第15回　まとめ

学んだことを次のステップへ生かす。

期末試験の範囲や準備などについて説明をします。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域学入門Ａ （神戸学入門）

鵜飼　昌男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義による対面授業形式で行います。

特別警報(すべての特別警報)の本科目の取扱いについて

⇒休講とします。

※自治体より避難指示、避難勧告が発令されている場合

は、その都度授業を中断し、自身の安全を最優先に考え

て対応してください。（暴風警報発令の場合は授業を実

施します。）

※ 先輩からのコメント

・高校までの日本史では講義を聞いて理解し、単に暗記

するだけだったが、この授業では先生が問題提起をして

くれて、本当にそうだったのか、なぜそうなったのかを

深く掘り下げて考えることで、今までになかった発見や

考え方を得ることができ、視野が広がった。また、人か

ら与えられる答えを待つのではなく、まず自分で考える

ようになったという変化があった。（社リハ）

・神戸のことだけかと思いきや、神戸の歴史そこからだ

んだんと調べるうちに、日本、世界への歴史の事柄を自

分で調べている自分がいました。（現社）

※出張や会議がしばしばありますので、その際にはZoom

で録画したものを視聴してもらうことになります。日時

が決まり次第、 dot campus のコースフィールドお知ら

せします。　詳細はシラバス下段の「遠隔授業情報」を

併せて参照して下さい。

＜授業の目的＞

学生時代を過ごす神戸の地を理解するために、神戸の成

り立ちとゆかりの人物を取り上げ、彼らの各方面での業

績から多面的に神戸を理解します。また、歴史上の人物

の決断や思考に対して、正解のない問題に彼らはどのよ

うに自らの解を見いだして行ったのか、学生諸君と考え

ていきたいと思います。学部での専門的な学習に進む前

に、多角的な視点や知的好奇心の刺激によって、大学で

の学びに対するモチベーションを上げることができれば

幸いです。

※ 先輩からのコメント

・この授業では神戸の街を歴史的な観点や地理、産業や

人物など多角的に捉え、地域が抱える問題に対して自分

なりの答えを出すことを行っている。正解が無い問いに

答えるためには一つの視点ではなくさまざまな視点から

考えることが求められるため、自然と広い視野で物事を

考える力を身に着けることができる。（人文）

　この授業の担当者は、高校での２０年以上にわたる歴

史科教員及び管理職の実務経験を生かし、高大接続の観

点から、大学入学直後の学生に大学で求められる主体的

な学びの作法と意識も指導します。

＜到達目標＞

・神戸に関する歴史、文化、産業など地域の特徴を学び、

地域の抱える問題とその対策について、自分なりに意見

形成ができるまでの理解に至る。

・大学で学び始めるにあたって、講義を自分なりにノー

トにとる技術、文献や資料をまとめてプレゼンテーショ

ンする技術を向上させる。

※ 先輩からのコメント

・正解のない問題があるため自分の考えや意見が必要と

なり、主体性が身に付きます。大学らしい学びに最も近

い科目だと思います。（経営）

・歴史を学ぶことが出来るだけでなく、文章を書くこと

によりそのまま公務員試験に活きてくる講義である。（

法）

・神戸市民としてこの授業で学んだ神戸の知識を知った

うえで、社会活動をしていきたいと思った。（人文）

＜授業のキーワード＞

日本史、神戸

＜授業の進め方＞

講義を中心とした授業です。

毎回の授業では dot campus にアップする事前配布資料

を参照し、授業後に「振り返り」を word 入力してdot

campus から提出してもらいます。5回以上の提出がない

場合は、単位を認めません。

授業後の「振り返り」は、授業内容をまとめるのではな

く、授業によって得た新しい発見や興味を抱いた事柄、

もう少し深掘りしたい部分など、授業を受けて生じた自

分の頭の中の変化（質問や感想）を文章で説明してくだ

さい。授業のポイントをついた各自の意見、ユニークな

気づきなどが、制限字数内で他人に分かりやすく書かれ

ているかどうかが、採点の重要なポイントです。

また、事前配布資料や講義中に設問を出した場合、正解

を調べて提出することによって、「振り返り」の基礎評

価点に加点をします。

※ 先輩からのコメント
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・歴史に興味がある人はテーマの深掘り講義に、知的好

奇心が刺激されます。「歴史は暗記ものではない」と実

感したい人にも履修することを勧めます。（法）

＜履修するにあたって＞

・部活動での公欠や病欠など、欠席の事情は相談してく

ださい。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習としては、事前配信の資料を参考に、概説書など

で各テーマや時代の概略をつかんでおいて下さい。講義

がより分かりやすくなります。

・自己流のノートテイク術を身につけることを意識し、

授業中のメモを板書ノートと合わせて再整理する時間が

必要です。また、講義の中で各自の興味関心あるテーマ

や頭に浮かんだ質問事項に対しては、パワーポイント課

題の作成に備えて、その場でノートに追記し、授業後に

図書館やネットでの自主的な調べによって理解の幅を広

げる作業が大切になります。

・予習１時間、ノート整理を中心とした復習１時間が目

安となります。

※ 先輩からのコメント

・配布された資料の設問に答えるという形式は、自分で

調べる力がついたので良かった。難しい問題も何とか答

えを出そうと考えるので、大変だけどやりがいを感じた。

（現社）

＜提出課題など＞

毎年、神戸に関する興味関心のあるテーマを選んで、パ

ワーポイント資料を作成し提出してもらいます。

パワーポイントによるプレゼンテーション能力を上げる

ために、大学４年間の間にできるだけ経験を積んで欲し

いと考えた課題です。（先輩たちには好評でした）

※ 先輩からのコメント

・将来のために向上心を持って取り組むことのできる人

であれば、この課題から学ぶことは沢山ある。日本を客

観的にみる、海外目線で見る、プレゼン作成で表現力を

養うなど。（人文）

・調べていく楽しさや今まで知らなかった情報に対する

関心などを感じることができ、さらに調べる効率性も上

げることができた。（経済）

＜成績評価方法・基準＞

毎回の授業後に授業の振り返りを記す（７５％）、プレ

ゼン課題（２５％）の総合で評価を行います。何回か登

場する授業での設問に対する解答は加点材料とします。

振り返りの記述には、授業内容のまとめを記すのではな

く、授業を受けて自分の中でどのような発見があったの

か、何が知的興味を刺激したのか、もう少し深掘りした

い部分や疑問点などを記してください。内容とともに筋

道だった文章で簡潔に記されているかという、文章表現

力も評価項目となります。毎回５点で採点しますが、減

点があるものと思って基礎点を積み上げていって下さい。

※「振り返り」をどのように書いたらよいのか？授業を

受けてそう思った人は、共通教育の「ライティング何で

も相談室」に一度相談してみて下さい。先輩たちが何人

も訪れてました。

事前配信資料の中に時々設問を設けてありますので、そ

れに解答することが加点材料となります。

プレゼン課題は３０点満点で（A、B、C、D、Eの５段階

）としますが、特に優れた作品はS評価し加点します。

また、E評価は参加賞１点です。

※ 先輩からのコメント

・僕は大学生になったばかりの５月の時点では、根拠の

ある自分の意見を書くということを中学、高校とあまり

やってこなかったので、この地域学入門Aではその練習

ができると思います。（現社）

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

講義の進め方、受講にあたってのルール、ノートの取り

方、成績評価、課題についての説明。ミニ講義「歴史学

は暗記することではない！」

第2回　古代の神戸

神戸を含む兵庫南部の弥生から古墳時代の歴史地理を概

説。

「古代、大阪平野は海だった！」（古墳が伝える神戸の

様子）

第3回　中世の神戸

大輪田泊の重要性（清盛と義満）

中世の史料に見える荘園と兵庫津の姿。

第4回　江戸時代の神戸

北前船による近世の商品流通

「大阪の伝統的なお土産が…なんで塩昆布？！」

第5回　幕末の神戸開港

神戸居留地の特殊事情が生んだ北野異人館街

第6回　神戸華僑の歴史

明治大正期の日中関係に苦悩する神戸華僑

第7回　都市化の光と影

賀川豊彦の生き方と神戸の市街地の拡大

第8回　総合商社鈴木商店

金子直吉の経営手腕と神戸高商の人脈

第9回　「火垂るの墓」の舞台

神戸空襲は東京大空襲よりも凄まじかった！

第10回　人工島プロジェクト

「山、海へ行く」…戦後復興における神戸市長の見識
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第11回　笠戸丸の出港地

日系人の歴史をたどって、外国人労働者問題を考えてみ

よう。

国籍とは何か？　ラグビーW杯の日本代表をどう思いま

したか？

第12回　神戸の地場産業

高度経済成長と長田のケミカルシューズ

第13回　阪神淡路大震災

震災当日の市長・県知事の判断

第14回　プレゼン課題の講評

提出されたパワーポイントによる課題の優秀作品を発表

し、講評を通じてプレゼン資料作成における注意点を伝

えます。

第15回　神戸の美術館の歴史

国立西洋美術館設立の核になった神戸の造船王「松方幸

次郎」の西洋絵画コレクションの数奇な歴史や、神戸市

立博物館設立の核となった南蛮美術コレクションを辿り

ます。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域学入門Ａ （神戸学入門）

竹内　利江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「演習」

＜授業の目的＞

この科目は全学DPに示す、他者や異文化に対する理解と、

獲得した知識や技能を社会に役立てることを目指す。

地域とは、その風土と歴史に根差し、文化的、社会的、

経済的、また政治的な立場から多面的にアプローチでき

るとともに、それぞれが関係し合う包括的な概念として

捉えることができる。まずは、地域を学ぶ意義や地域学

の考え方を理解し、自らの根っこにある地域や暮らしの

場を見つめ直してみよう。日本が直面する人口減少社会

において、神戸市の現状はどうか。9つの行政区で構成

される、現在の神戸の全体像を掴んでいく。

「モダン、ハイカラ、エキゾチック」と称される神戸の

イメージは、神戸開港と外国人居留地の成り立ちの歴史

が深く関わっている。本授業では、神戸を象徴するいく

つかのキーワードをテーマとして取り上げ、「港都・神

戸」の歴史を軸に、神戸の歴史と文化に関する幅広い知

識を身につけることを目的とする。

＜到達目標＞

・地域学を学ぶ意義を理解し、何らかの関係を持つ地域

に対して関心を持つようになる。

・港を中心とした神戸の歴史と、近代以降の神戸の文化

的特徴について説明することができる。

・神戸市の9つの行政区の地域特性を理解し、地域の課

題を発見することができる。

・情報を収集する力、収集した情報を整理する力、その

内容を要約して説明する力を向上させる。

・グループワークを通してコミュニケーション力とプレ

ゼンテーション力を養う。

＜授業のキーワード＞

ハイカラ、スポーツ、映画、ファッション、デザイン

＜授業の進め方＞

・講義を中心に進めます。

・少人数のグループワークを行います。

　履修人数や授業方法の変更によって修正する場合があ

ります。

・毎回、授業内容に関するコメントを提出してもらいま

す。

　アンケートを行う場合があり、それらは必要に応じて

共有します。

＜履修するにあたって＞

・テキストは用いません。レジュメと資料は配布します。

・グループワークに積極的に参加することを求めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業の予習・復習で１時間程度。レポートの作成に５

時間程度。

・日頃から新聞の地域版（神戸版）や神戸新聞に目を通

し、地域情報サイト等を検索するなどし

　て、神戸のまちで何が起こっているのか、どのような

活動が行われているのか、関心を持って

　ください。

＜提出課題など＞

・神戸の地域特性（行政区別）に関する調査レポートを

提出してもらいます。

　初回の授業で調査内容について説明します。

・グループで作成したワークシートを提出してもらいま

す。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト　50％　授業を通して学修してきた知識の理解

を問います。授業内で実施します。

レポート　50％　内容の妥当性について評価します。

　　　　　　　　グループワークのワークシートも含め

て総合評価します。

＜参考図書＞

・神木哲男監修『神戸学検定公式テキスト神戸学［改訂

版］』神戸新聞総合出版センター、2012

　年。

・神戸外国人慮留置研究会編『神戸と居留地　多文化共

生都市の原像』神戸新聞総合出版センタ

　ー、2005年。

・高木應光著『神戸　スポーツはじめ物語』神戸新聞総

合出版センター、2006年。

・板倉史明編著『神戸と映画』神戸新聞総合出版センタ

ー、2019年。

その他、参考文献・ウェブサイトは授業中に随時指示し



- 645 -

ます。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

神戸のイメージ

授業の目的、進め方や注意事項、課題レポートについて

確認する。導入として、都市のイメージ形成や地域ブラ

ンドの考え方について学び、神戸のイメージや魅力につ

いて考える。

第2回　地域の多様性と神戸

地域の概念、地域を学ぶ意義、地域の多様性や地域文化

を継承また創造することの重要性について理解し、神戸

の自然と９つの行政区を有する神戸市の成り立ちについ

て学ぶ。

第3～4回　人口減少と神戸

都市の概念や日本の都市化の大きな流れを掴み、戦後の

急速な都市化また過疎化の現状について、また日本の人

口の推移と将来推計から人口減少社会の現状と課題を確

認し、神戸市の地区別状況を把握する。

第5回　震災と神戸

阪神・淡路大震災が神戸に与えた被害を確認し、震災時

の映像や定点観測の画像を通して、復興のプロセスと地

域コミュニティの重要性について理解を深める。

第6回　港都・神戸の歴史Ⅰ

古代から近世まで

港都・神戸のはじまりは、平清盛によって改修された「

大和田泊」。海上交通の要となった「大和田泊」は中世

には「兵庫津」と称されて国際港としても栄え、近世に

港湾都市として繁栄する流れを掴む。

第7回　港都・神戸の歴史Ⅱ

神戸開港と外国人居留地

港都・神戸の新たな展開が1868年の神戸開港である。開

港とともに開設された外国人居留地と雑居地の特徴を理

解し、明治・大正を通して急速に発展した神戸港の歴史

を学ぶ。

第8回　ハイカラ神戸の起源

居留地と雑居地が創り出した「ハイカラ神戸」の起源を

探り、スイーツやパン、ラムネなど、外国人がもたらし

た新たな食文化、旧居留地や北野地区に現存する洋風の

近代建築について学ぶ。

第9回　神戸のスポーツと六甲山

六甲山は日本のゴルフ発祥の地、新開地は初のマラソン

競技の出発点として知られている。近代スポーツの発信

基地となった神戸のスポーツの歴史を紐解き、その後の

六甲山開発についても学ぶ。

第10回　新開地と神戸の映画文化

湊川の付け替えによって生まれた新開地は、キネトスコ

ープによる映画がはじめて上映された地とされる。神戸

の映画文化について学び、新開地、元町通、三宮といっ

た神戸の中心的な繁華街の発展についても理解を深める。

第11回　ファッションと神戸

戦後の神戸の主要産業を概観した上で、「ファッション

都市・神戸」について、ポートアイランドと六甲アイラ

ンドを舞台とした、その後の展開について学ぶ。

第12回　デザインと神戸

ユネスコの創造都市ネットワークにおいて、神戸はアジ

アで、日本ではじめてデザイン都市に認定されている。

その拠点である「デザイン・クリエイティブセンター神

戸」（愛称：KIITO）の活動や市の取組みについて学ぶ。

第13・14回　神戸の地域特性

課題の調査レポートをもとに、少人数でのグループワー

クを行う。神戸市の各行政区の歴史、産業、文化等に関

する調査内容を共有し、地域課題について意見交換する。

その内容をワークシートに整理し、グループ発表を行い、

神戸の地域特性について理解を深める。

第15回　神戸のこれから

都心・三宮、東遊園地の再整備、ウォーターフロントの

活性化や各地区のリノベーション等、神戸市が進めてい

る事業について学び、新たな神戸文化の創造について考

える。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域学入門Ａ （神戸学入門）

谷口　義子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面授業）

＜授業の目的＞

○この科目は、全学DPに示す「豊かな人間性や社会性を

涵養するための広い教養を身につけ、幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くことができるようになることとともに、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

ができるようになる」ことを目指す。共通教育科目の「

リベラルアーツ科目群・地域学分野」に属しており、授

業のテーマは、大学が立地する神戸の街の歴史、文化、

市民生活等を学ぶことである。

○地域で社会・経済活動を行うにあたっては、その地域

に関する知識や情報が必要不可欠である。加えて、地域

に関する知識や情報の獲得には、そのバックボーンであ

る歴史や地域の成り立ちについての理解が重要である。

この授業では、主として神戸の都市変遷に関わる歴史的

背景を学び、神戸の現在を理解し、未来のまちづくりを

考える土台とする。

○この科目の担当者は、15年以上にわって神戸市広報お

よび兵庫県広報の企画・制作に携わっており、実務経験

の豊富な教員である。加えて、神戸および兵庫県の地域

学に関する書籍の執筆実績が豊富である。時には過去の

具体例を挙げて、神戸の近代史や都市の成り立ちをわか

りやすく解説する。
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＜到達目標＞

○地域学とは何かについて理解し、自らと関わりのある

地域に対して理解・関心を持つことができる。（知識）

○神戸の現在とその発展過程についての知識をもとに、

広い視野から神戸のまちづくりや都市のあり方について

考えることができる。（知識）

○新聞などのメディアから地域の情報を収集し、得た情

報を整理・分析して総合的に地域の課題を発見・理解す

ることができる。（態度・習慣）

○授業で学んだ内容を基本情報として、200?800字程度

の要約文を作成することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

神戸　港　摂津と播磨　西洋・東洋の文化　観光

＜授業の進め方＞

○パワーポイントとレジュメによる講義を中心に進める。

理解度を測るために授業中に質疑応答を行う。不明な点

があれば、積極的に質問をしてください。

○決まったテキストは用いない。必要に応じてレジュメ

や資料を配布する。

○授業への理解度を確認するために、授業時間内に小テ

ストを５回行う。

＜履修するにあたって＞

○中学・高校で学んだ日本史の知識が授業理解に役立つ。

予習として、中学・高校の日本史の教科書（特に近代以

降）を再読していただきたい。また、神戸新聞や全国紙

の地方版（神戸版など）を読む習慣をつけること。

○授業を聞いて要点をメモし、ノートを作成すること。

ノートは小テスト、期末テストのいずれも持ち込みでき

る。

○履修人数および授業形態（オンデマンド授業の場合）

によって授業計画を変更する場合がある。

＜授業時間外に必要な学修＞

○授業ノートの整理と復習。毎回の授業でメモしたこと

を確認し、ノートを作成する。ノートは小テスト、期末

テストのいずれも持ち込み可能。（目安として各回１?

２時間）

○授業の中で、神戸の文化や歴史の理解に役立つ参考図

書を紹介する。事後学習として読んで理解を深めてほし

い。（目安として各回１? ２時間）

＜提出課題など＞

○遠隔授業の場合は、期末試験の代わりに期末レポート

（２０００字以上）の提出を求める。

○小テスト、期末試験、期末レポートのいずれも、解答

例と総合評価を示してフィードバックする。

＜成績評価方法・基準＞

○小テスト50％（要約文としての完成度、授業が理解で

きているかを評価）、期末試験50％（授業内容について

設問する。解答は記述式）

○遠隔授業の場合は、期末試験の代わりに期末レポート

50％（テーマの選定、資料の利用、テーマへの理解度、

論述などを評価。2000字以上）

＜テキスト＞

○テキストの代わりに毎回、レジュメを配布する。

＜参考図書＞

○授業中に適宜紹介する

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

本講義のねらい、地域学とは何かを説明するとともに、

神戸市の現状について解説する。また、導入として、神

戸の都市イメージについて考えたい。

第2回　神戸の地形と地理

地形や地理が地域の形成にどのような影響を及ぼすのか。

神戸市の自然環境や風土について学ぶ。

第3回　摂津と播磨

神戸の成り立ちを歴史的な観点からとらえる。律令国の

摂津と播磨からなる神戸の地域性を理解しよう。

第4回　須磨の文学風景

なぜ須磨が「源氏物語」や「平家物語」の文学作品の舞

台となったのか。須磨の文学風景について考えてみよう。

第５回　秀吉を癒した

有馬温泉

日本三古泉の一つに数えられる有馬温泉。その歴史をた

どり、有馬温泉が愛された理由を考え、江戸時代の温泉

観光の姿を学ぶ。

第６回　幕末・維新期の神戸

幕末の開国・開港によって神戸は大きな変化を遂げる。

神戸開港の経緯と開港場の形成、近代都市への発展過程

を理解する。

第７回　西洋・東洋の文化

神戸には旧居留地があり、南京町（チャイナタウン）と

隣接している。神戸における西洋・東洋の文化移入とそ

の発展について見ていく。

第８回　みなと神戸

神戸港の自然条件、特徴、機能、規模などについて学ぶ。

また、現在進んでいる国際コンテナ戦略港湾の取り組み

について理解する。

第９回　神戸の農漁業

北区・西区では、どのような農産物を生産しているのだ

ろうか。神戸の一次産業について学び、農漁業の未来展

望を考える。

第１０回　災害と復興の歴史

阪神大水害・神戸大空襲・阪神淡路大震災など、神戸市

を襲った自然災害・戦災の歴史を振り返り、災害復興の

歩みを学ぶ。

第１１回　訪れたくなる

都市の魅力

メリケンパークや異人館街、旧居留地、六甲山などの観

光資源のなりたちを学び、観光都市としての魅力づくり

を考える。
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第12回　「都市山」としての

六甲山

神戸の大きな特徴に「山と海が近い」ことが挙げられる。

神戸の都市発展と六甲山の関わりについて考えてみよう。

第13回　神戸とスポーツ

居留地を窓口として近代スポーツが移入した神戸。日本

初の公式ゴルフ場やマラソン大会の開催など、近代スポ

ーツの足跡をたどる。

第14回　ハーバーランドと

ＨＡＴ神戸

神戸市の大規模再開発地区であるハーバーランドとＨＡ

Ｔ神戸を事例に、再開発の意義やその成果、課題などに

目を向けたい。

第15回　本講義のまとめ

これまでの授業を振り返りながら、神戸の街の変遷やイ

メージについて再考したい。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域学入門Ｂ (兵庫の自然地理)

澤田 佳宏、先山　徹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

■ 講義

■ 原則として対面形式で行う

■　講師連絡先

　　澤田　佳宏　y_sawada@ge.kobegakuin.ac.jp

　　先山　徹　　 geosaki01@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業の目的＞

この科目は全学DPのうち「①共通教育等を通じて、広い

教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している

」および「③幅広い知識を活用してさまざまな問題を発

見し、それを解決する方策を導くことができる」の2項

目に関連するものである。

　地域を理解するためには、人文科学・社会科学・自然

科学の各領域からの多様なアプローチが必要であり、こ

の科目では、主に、植生学・生態学・地球科学などの自

然科学の視点から地域の自然環境を理解することを目指

す。授業では、兵庫県内各地の自然環境の成り立ち、文

化との関連、自然環境保全上の課題などを学ぶ。これら

を通して、地域の自然環境・生物・地形や地質に関心を

持って学ぶ習慣を身につけることと、自然環境を保全し

活用することの意義を理解することを目的とする。

＜到達目標＞

1. 地域の自然とそれに根ざした人の営みについて、関

心をもつ姿勢を見につける。

2. 生態学・地球科学の視点から、地域の景観を読み解

くことができる。

3. 現代の地域社会が抱える自然環境に関わる問題につ

いて広い視野で考えることができる。

＜授業のキーワード＞

地域資源、自然、地球科学、生態学、植生学

＜授業の進め方＞

講義を中心に授業を進めます。

授業の終わりにコメントカード・質問カードを記入し、

次の回の冒頭でコメントカードの共有や質問への回答を

行います。

第1回から第5回までを澤田が担当し、第6回から第15回

までを先山が担当します。

＜履修するにあたって＞

質問等がある場合は遠慮なくメールをしてください

講師連絡先

　　澤田　佳宏　y_sawada@ge.kobegakuin.ac.jp

　　先山　徹　　 geosaki01@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業時間外に必要な学修＞

予習復習課題が出された場合はこれに取り組む（60分程

度）

特に課題が出されていない回は、復習として授業内容を

振り返り、講義で示された生態系・地形・地質のうち興

味のある項目を掘り下げて調べる（60分程度）

このほか、授業中に紹介した文献を読む、各地の自然史

系の博物館を訪ねる、自然史系の博物館が主催するセミ

ナーや行事に参加する、身近な野生生物や岩石鉱物を観

察するなど、教養を育むことに日常的に取り組む。。

＜提出課題など＞

レポート課題は授業の中で発表する。

＜成績評価方法・基準＞

レポート（80％）とその他の課題点（20％）で総合的に

評価する。レポート以外の課題点には、授業終了時のコ

メントシートの記述内容、授業中に伝達する予復習課題、

簡単なフィールドワーク課題などを評価対象とする。

レポートの評価基準は、①地域の自然環境やそれに根ざ

した文化について理解できているかどうか、②それらを

論理的に記述できているかどうか、③地域の自然につい

て信頼できる情報源にアクセスして調べるスキルが身に

ついているか、を基準に採点する。

＜テキスト＞

テキストは用いない。授業は配布されるレジュメや資料

を用いて進める。

＜参考図書＞

各回の内容に関する参考文献は授業中に紹介する。

＜授業計画＞
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第1回　イントロダクション（澤田）

地域の自然環境を調べる方法を紹介する。

地形図、植生図、地質図、空中写真などの種類と活用法、

文献検索の方法、絵図、古写真、市町村史などの活用法、

自然史系博物館の紹介など。

第2回　北摂・淡路の炭焼きと里山林の景観（澤田）

川西市黒川地区の「菊炭」生産とクヌギ・コナラが主体

となる里山林の関係について紹介する。また、淡路島上

灘地区で、昭和中期の炭焼きが盛んだった当時の植生景

観を検討する。

第3回　但馬のスキー場がまもる草原植生（澤田）

多雪地帯である但馬地方には多くのスキー場がある。こ

のうち神鍋山のスキー場は草原生生物の重要な生息地と

なっている。神鍋山のスキー場に草原の生き物が残った

理由を述べる。

第4回　淡路島のため池の自然と文化（澤田）

淡路島は日本でもっともため池の多い地域である。この

地域にため池が密集する理由について述べ、ため池の自

然環境とその現状、およびため池の自然に根ざした生活

文化について紹介する。

第5回　瀬戸内海のめぐみ：スーパーマーケットででき

る自然観察（澤田）

瀬戸内海の環境と、その恵みとしての海産物の現状を整

理し、生物多様性の供給サービスと持続的な利用につい

て考える。

第6回　兵庫の地形と瀬戸内海（先山）

日本列島や瀬戸内海がどのようにしてでき、その中で兵

庫の大地はどのようにして作り出されてきたか、その概

観を示す。

第7回　六甲山地が阪神間にもたらしためぐみ（先山）

神戸を中心に阪神間に見られる文化の要因には、六甲山

地の存在が大きい。水車産業や御影石、レジャー産業な

ど、六甲山地に見られる文化や人の暮らしの背景となっ

た六甲山地の地形と地質について述べる。

第8回　丹波と淡路の恐竜（先山）

淡路と丹波で見つかった恐竜や白亜紀の動物について、

その学術的意義と、それを活用する地域づくりについて

紹介する

第9回　石の宝殿と竜山石（先山）

古墳時代から現代まで続けられている高砂市の採石場と

その石材利用について述べる

第10回　千種たたらと赤穂の塩田（先山）

千種川・揖保川・市川の上流の中国山地で行われた「た

たら製鉄」と「鉄穴（かんな）流し」について紹介し、

それによって生じた地形や下流への影響について述べる。

第11回　ミズバショウと蛇紋岩の大屋高原（先山）

日本列島のミズバショウ自生地南西端に位置する大屋高

原。なぜそこにミズバショウが残ったのかを蛇紋岩の成

り立ちとともに解説する。

第12回　なぜ山陰海岸のカニは美味いのか（先山）

関西のカニ文化を創り出した日本海のズワイガニ。おい

しいカニが得られる理由となった、日本海の成り立ちと

地形を説明し、日本海沿岸の風土と恵について述べる。

第13回　但馬牛・神戸牛を育てた但馬の地形（先山）

神戸牛の素牛となる但馬牛がなぜ但馬で誕生したのか？

　かつての火山活動が作り出した但馬の地形と暮らしに

ついて説明する。

第14回　豊岡盆地とコウノトリ（先山）

豊岡盆地　玄武洞とコウノトリ、カバン産業、地震災害

と水害が作り出した街並みに触れ、それぞれの関わりを

示す

第15回　地形・地質の保護と活用（先山）

ジオパークや日本遺産など、地質・地形を保護し活用す

る活動を紹介しながら授業をふりかえり、まとめとする。

第30回

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域学入門Ｂ （兵庫の自然地理）

廣田　晴行

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（75分は「講義」、15分はレポート作成の「演

習」）

＜授業の目的＞

共通教育科目は，共通教育センターカリキュラムポリシ

ーに示す，学生がその資質や才能を活かし将来を現実の

ものにしていくため，従来の生産性や効率だけの評価で

はなく，新しい価値の創造，社会変革の原動力となる

ための基盤づくりを目指すものである．

　地域学入門B（KPCキャンパス開講）は，リベラルアー

ツ領域地域学分野に属し，大学での専門的な学びを地域

社会の活性化に結びつける科目の一つである．

　兵庫県に関して自然環境を切口に系統的な地域理解を

推し進める．さらに，地域環境から学部専門科目を学ぶ

糸口をつかむと共に，基礎的な教養を涵養し学部を越え

た幅広い分野の学びで，多角的に見る力と考える力を養

うことが目的である．

　本授業では，自然科学的な側面から自然地理学および

環境科学の基礎理解の上に，世界の中の日本，日本の中

の兵庫県の自然地理と環境についての学びを求めたい．

　この授業を通して，受講者自身がどのような分野に対

して興味を持つのかを考え，その分野への橋渡しとなる

ことを期待している．

　大学での学習は，受身的に講義を聞くことではなく，

講義による基礎知識を基盤に自らの考えをまとめ，他者

と討論や協働を行い，自身の考えや結論を発信すること

が重要であることを自覚して受講することを望む．

　なお，この授業の担当者は，国・公立中学校の理科の
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教員を経て管理職を長年務めた後，大学で教員研修を

行っていた実務経験のある教員である．

　自然教育の系統性を重視し，大学の専門課程の基礎と

なる基礎教育，並びに実践教育を意図した授業科目であ

る．

＜到達目標＞

(1)地域自然環境について科学的側面からの知識・理解

を行い，自身の属する学部の専門科目との関連性を見い

だし，今後の研究の素地とする．

(2)地域自然環境の基礎となる自然地理学，環境科学に

ついて理解する．

(3)グローバルな視点から，世界の中の日本，日本の中

の兵庫県の自然地理と環境というアプローチで理解する．

(4)既習事項を基に，地域の発展と自然環境の保全の調

和を考え，実践する態度や力を身につけ，他者に対して

発信することができる．

＜授業のキーワード＞

兵庫県，自然科学，自然地理学，地域環境科学,防災

＜授業の進め方＞

毎回、75分で基礎的知識理解のために資料を用いた講義

を行い，残り15分で自分の考えをまとめるレポート（30

0字）を課す．

　普段の授業においても，意見を求めるので，ノートは

きっちりと取ること．

　授業内容を覚えるのではなく，自身の考えを築き上げ

ることを意識して授業を受けること．

＜履修するにあたって＞

本地域学入門Bを理解する上で，幅広い考え方を養う必

要があるため地域環境科学のみの知識・理解では不十分

である．

　地理，物理，化学，生物，地学などの基礎的知識は必

須であるため，中学校・高校の教科書などもよく復習し

ておくこと．

　演習を授業に取り入れて行うため，課題提出とレポー

ト作成は必須であることを十分に理解した上で受講する

こと．

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容の復習，整理のために授業終了後にノートを読

み直すほか，不足事項については自身で調べて加筆する

こと．

　講義において，興味を持った学習項目については，図

書館等で専門書を見て深く調べ学習をすると共に，一般

書などで幅広く学習することも重要である．

＜提出課題など＞

授業回毎に課題やレポートを提出してもらいます．

＜成績評価方法・基準＞

毎時の課題プリントとテストで評価する．

　なお，課題プリントは１０点満点で評価し、回数分の

合計を１００点満点に換算する。テストも１００点満点

で、合計２００点を１００点に換算する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

プロローグ（授業の受け方、成績のつけ方）＆お互いを

知ろう！（自己紹介と自己PRの違い）

第2回　地域学と自然地理学１

地域学とまとめ方（作文と小論文の違い）

第3回　地域学と自然地理学2

自然地理学とは

第4回　地域学と自然地理学3

兵庫県の概要

第5回　地域学と自然地理学4

兵庫県の地形

第6回　地域学と自然地理学5

兵庫県の土壌

第7回　地域学と自然地理学６

兵庫県の植生

第8回　地域学と自然地理学７

兵庫県の気候

第9回　地域学と自然地理学８

兵庫県の水文学

第10回　地域学と自然地理学９

兵庫県の温泉

第11回　地域学と自然地理学１０

西宮市の宮水

第12回　地域学と自然災害１

地域学から見た阪神淡路大震災

第13回　地域学と自然災害２

地域学から見た水害・土砂災害

第14回　地域学と人間活動１

地域学から見た防災

第15回　地域学と人間活動２

地域学から見た地球温暖化

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域学入門Ｃ （現代観光論）

竹内　利江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」

＜授業の目的＞

この科目は、全学DPに示す、他者や異文化に対する理解

と、獲得した知識や技能を社会に役立てることを目指す。

観光は、「平和へのパスポート」と言われ、国際的、文

化的な交流を促進するとともに、人々の健康で豊かな生

活に貢献している。また国内観光が横ばい状態の中、訪

日外国人旅行者の増大は地域経済活性化の切り札ともな

ってきた。授業を通して、観光の歴史や人々の観光行動、

観光産業や観光庁の政策といった観光学の基礎を学び、

現代社会における観光の役割と現代観光の特徴を理解す
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ることを目的とする。観光に関する幅広い知識を身につ

けるとともに、アフターコロナ時代を見据え、近年の旅

行市場の動向についても理解を深めていく。

なお、この科目の担当者は観光産業に従事した実務経験

のある教員である。従って、実務的な視点を踏まえて、

深い学びへつないでいきたい。

＜到達目標＞

・観光の歴史、観光産業、観光政策といった観光学の基

礎知識を修得する。

・現代社会における観光の役割と現代観光の特徴を説明

することができる。

・観光資源の現状と課題について調査し、課題の解決に

向けて自ら意見を述べることができる。

＜授業のキーワード＞

観光史　観光行動　観光統計　観光産業　観光政策

＜授業の進め方＞

・講義を中心に進めます。

・毎回、講義内容に関するコメントを提出してもらいま

す。

　アンケートを求める場合もあり、それらの内容は必要

に応じて共有します。

＜履修するにあたって＞

・テキストの購入費用がかかります。

・レジュメと参考資料は、必要に応じて配布します。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業の予習・復習で毎回2時間程度。提示したテキス

トの章は授業前に必ず読んでおくこと。

・レポートの作成に10時間程度。可能なかぎり現地視察

を行うこと。

・日頃から興味を持った観光地や観光スポットに関する

情報を収集し、その魅力や課題について考

　えてみてください。

＜提出課題など＞

・関心のある観光資源に関する調査レポートを提出して

もらいます。

　初回の授業で調査内容について説明します。

＜成績評価方法・基準＞

・小テスト　60％　授業を通して学修してきた知識の理

解を問います。授業内で実施。

・レポート　40％　内容の妥当性について評価します。

＜テキスト＞

竹内正人・竹内利江・山田浩之編著『入門観光学』ミネ

ルヴァ書房、2018年（2800円税別）。

＜参考図書＞

・大橋昭一・橋本和也・遠藤英樹・神田孝治編『観光学

ガイドブック』ナカニシヤ出版、2016年。

・溝尾義隆編著『観光学の基礎』原書房、2009年。

・林清編著『観光産業論』原書房、2015年。

その他、参考文献・ウェブサイトは授業中に指示します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

現代社会と観光

ガイダンスのあと、観光とは何か、観光の定義、現代社

会における観光の役割について考える。

第2回　観光の歴史Ⅰ

古代、中世、近世のそれぞれの時代の旅の特徴を掴み、

世界一周旅行が登場する、欧米における近代までの観光

の歴史を学ぶ。

第3回　観光の歴史Ⅱ

日本の観光史について、平安時代の貴族の熊野詣、江戸

時代の伊勢参詣、そして日本においても鉄道の敷設とと

もに観光が大衆化するまでの歴史を学ぶ。（テキスト第

1章）

第4回　観光対象と観光行動

人々を観光へと駆り立てるものは何か。観光対象にはど

のようなものがあるのか。人気観光地、観光スポットを

取り上げ、身近な体験も踏まえて観光者の心理や行動に

ついて考える。（テキスト第2章）

第5回　観光産業と観光統計

観光は非常に幅広い産業と関わっている。国際基準によ

る観光産業の定義や観光特有商品を学び、観光庁や日本

政府観光局が実施する観光統計について理解する。（テ

キスト第3章）

第6回　旅行産業

旅行産業の特質、旅行会社の業務、分類、市場規模とい

った旅行産業の基礎を学び、情報化の進展やインバウン

ドの拡大に伴う旅行業界の動向について理解を深める。

（テキスト第4章）

第7回　宿泊産業

旅館業法による営業形態の分類、市場規模や経営方式な

ど、宿泊産業の基礎を学び、近年におけるホテル・旅館

業界の動向について学ぶ。（テキスト第5章）

第8・9回　運輸産業

交通サービスの特性や市場構造など、観光に関わる運輸

産業の基礎を学び、特に観光GDPの高い航空会社の経営

戦略やLCCについて、また、観光列車など、鉄道会社の

観光への取組みについても理解する。（テキスト第6章

）

第9・10回　レジャー・文化産業

遊園地、テーマパーク、博物館や美術館、水族館や動物

園、スポーツ施設などのサービスは観光特有商品に含ま

れている。レジャー施設・文化施設全体の動向を掴み、

特にテーマパークと博物館・美術館の、それぞれの事業

特性、市場規模や事業展開について学ぶ。（テキスト第

7章、第8章）

第11～13回　日本の観光政策と旅行市場の動向

戦後日本の観光の動きを学び、2003年の観光立国宣言に

はじまる、近年日本の観光政策の流れを掴む。また『観

光白書』等で、世界の観光、訪日旅行、国内旅行等の観

光市場の動向について理解を深める。（テキスト第10章
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）

第14・15回　地域発・新たな観光の創造

観光まちづくりと観光ボランティアガイドが活躍する地

域観光の動向について学ぶとともに、エコツーリズム、

グリーンツーリズム、コンテンツツーリズム、スポーツ

ツーリズムなど、新たな観光の動きを確認し、多様な観

光資源の課題や活用について考える。（テキスト第12章

他）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

地域コミュニティ入門 （ポ）

飛田　敦子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

■授業の方法について

2022年度は現時点（2022年1月現在）では対面方式の授

業を予定していますが、コロナ禍の感染状況によっては

オンデマンド方式に変更になる可能性があります。その

場合はこちらのシラバスでも内容の変更を行います。

＜授業の目的＞

少子高齢化、人口減少、税収減、非正規雇用の増加、格

差の拡大など、現代社会は様々な課題を抱えています。

行政や企業だけでは、それらの課題すべてを解決するの

は難しい時代となってきました。そこで注目されている

のが、ＮＰＯや地域コミュニティといった新たな機能で

す。高齢者、子ども、まちづくりなど、その分野は多岐

にわたり、様々な事例が構築されています。また、それ

らの主体（地域コミュニティ、行政、企業など）がとも

に手を取り合って行動する「協働（きょうどう）」も、

なくてはならない手法となってきました。

2020年春以降、新型コロナウイルスの影響で、対面して

多様な人間関係を構築するのが難しい状況が続いていま

す。リアルな交流の機会が激減する中で、高齢者の認知

および身体機能の低下、産後うつを抱える親の増加など、

自粛や孤立による新たな社会課題も浮かび上がってきて

います。しかし一方で、「感染症による命のリスク」と

「孤立による命のリスク」のバランスに苦慮しながらも、

少しでも現状を打破しようとする挑戦も各地で生まれて

います。地域コミュニティの役割を再考するためにも、

これらコロナ禍における取組事例も授業内で多数紹介し

ます。

本授業は、双方向性を大切にしています。皆さんの授業

における感想や質問を取り入れ、学生同士が学び合える

ような手法を取り入れます。（これは、全学PDにある「

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

ができる」という到達目標に合致するものです）。

また、様々な分野で活躍する実践者の方にもゲストスピ

ーカーとしてご登壇いただき、現場での様々なチャレン

ジに触れながら、地域コミュニティの実態や役割、また

その可能性について共に考えたいと思います。

※担当教員はNPOや地域コミュニティをフィールドにし

た仕事に従事しており、「実務経験のある教員」です。

＜到達目標＞

①地域コミュニティの抱える現代的課題の理解、②考え

る力の構築、③コミュニケーション力（話す力・聴く力

・調整する力）の向上

＜授業のキーワード＞

地域コミュニティ、NPO、無縁社会、ソーシャル・キャ

ピタル、協働、コロナ禍でのつながりづくり

＜授業の進め方＞

学生、講師、ゲストスピーカーが皆で一緒に創る授業で

す。90分授業の前半を講義、後半をグループディスカッ

ションやゲストスピーカーとの質疑応答等の参加型形式

で行います。講義を聞いたり、板書したりするだけでな

く、他人と議論することに重点を置き、「人と学び、人

から学ぶ」授業を目指します。そのため、受身ではなく

積極的な参加態度を求めます。

＜履修するにあたって＞

※ゲストスピーカーのご都合等で授業内容が前後・変更

する場合があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業時間外にも積極的に調べ、考え、学ぶ姿勢を奨励し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

毎回のコミュニケーションシート45％、中間レポート15

％、期末試験40％ ※対面授業の場合

＜授業計画＞

第1回 4/8　ガイダンス

講義全体説明、オリエンテーション

第2回 4/15　なぜ今、地域コミュニティなのか？①

地域コミュニティが注目される理由? 社会の変化?

第3回 4/22　なぜ今、地域コミュニティなのか？②

地域コミュニティが注目される理由? 家族の変化?

第4回 4/29　事例紹介① 障がい者と地域コミュニティ

障がい者をとりまく環境と地域コミュニティ ★ゲスト

スピーカー

第5回 5/6　事例紹介②外国人と地域コミュニティ

外国人をとりまく環境と地域コミュニティ　★ゲストス

ピーカー

第6回 5/13　事例紹介③ 若者と地域コミュニティ

若者をとりまく環境と地域コミュニティ　★ゲストスピ

ーカー

第7回 5/20　事例紹介④ まちあそびと地域コミュニテ
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ィ

”まちを楽しむ”アプローチと地域コミュニティ   ★

ゲストスピーカー

第8回 5/27　事例紹介⑤ 地域組織と地域コミュニティ

地域組織による地域づくり ★ゲストスピーカー

第9回 6/3　事例紹介⑥ 中間支援と地域コミュニティ

中間支援（NPOをサポートするNPO）と地域コミュニティ

第10回 6/10　企業と地域コミュニティ

企業の持続可能性と地域コミュニティ   ★ゲストスピ

ーカー

第11回 6/17　行政と地域コミュニティ

行政によるアプローチと地域コミュニティ 　★ゲスト

スピーカー

第12回 6/24　多様な主体による”協働”の可能性

地域団体、NPO、行政、企業などがともに取り組む協働

の事例とその可能性

第13回 7/1　グループワーク①

私たち大学生が地域コミュニティでできること 企画書

作成①

第14回 7/8　グループワーク②

私たち大学生が地域コミュニティでできること 企画書

作成②

第15回 7/15　発表、まとめ

グループで作成した企画書の発表と授業のまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

地域連携インターンシップⅠ （ポ）

前田　光子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実技

＜授業の目的＞

本科目は、共通教育センターのDPに示すとおり、知識・

技能を活用して社会と積極的に交わり、新しい価値を創

造することを目指す。

[  一般目標（GIO）]

将来、安全で楽しい社会を築いてゆける人材となるため

に、地域や社会の多大な情報の中から自分の個性に合っ

た事項を選択し、参加し、その活動を客観的に捉え、次

へのステップのためにフィードバックをする、といった

一連のPDCAサイクルを習得する。 (P:Plan, D:Do, C:Ch

eck, A:Act)

本学共通教育センターが標榜する以下の到達目標4点全

てを網羅するものである。（１）文化・社会・自然に関

する広く豊かな知識を備え、それを社会に役立てること

ができる。（２）学修した知識・技能を活用して、人と

の円滑な交流を行ない、自立した生活を送ることができ

る。（３）高い倫理観・責任感を備えた社会人として行

動することができる。（４）自立的な学習基盤を備え、

生涯学び続けていくことができる。

【主題】

大学生として知的な生活を送るためには、座学以外に、

自発的な行動として、どの程度他者への関与ができるか

という点も、大きく関わってくる。本講ではこの点で何

かのアクションを起こしたいがどうしたらよいかと考え

ている学生を対象に、情報提供や相談などのサポートを

行っている。インターンシップという名のとおり、実際

に参加・行動することが評価の対象となる。主に大学連

携事業、DMAT研修、神戸市民夏季防災大学、市民救命士

講習、消防団活動、各種講演会などへの参画である。単

位認定となる参加回数（チップ）の基本は10チップとす

る。

この科目は、学外でのインターンシップを主とし、実践

的教育から構成される授業科目である。

＜到達目標＞

[  到達目標（SBOｓ）]

①参加した連携プログラムの趣旨やどのような人が参加

しているかに興味を持ち、日頃から地域の行事や体験学

習・公開講座に関心を持つことができる。（知識・態度

）

②地域連携に参画して、地域や大学の問題点を挙げるこ

とができる。（知識）

③自分がどのように活動したか、どのように貢献できた

かを、客観的に評価し、表現できる。（技能・態度）

④活動の位置づけや意味するところを、第三者に説明で

きる。（知識・技能）

⑤連携事業の多様なプログラムや各種講演会への参画を

通して、新たに企画をたてる際の手順を説明できる。（

知識・技能）

＜授業のキーワード＞

情報収集、活動、報告、チップ数

＜授業の進め方＞

・本講座は毎週定時に教室に集合して行う座学ではない。

自分で企画し、スタッフと相談、実行、最後にまとめて

皆に報告の形式をとる。

・初回講義時（KPCにて4月9日、KACにて4月16日）にガ

イダンスをおこなう。その後は事前に提出した事業参加

申告書に基づき、個々に活動する。期末に開催される活

動報告会(7月9日予定)に参加し、その内容を報告し討議

する。

・提示のプログラムは、期間中に追加されることがある。

・学生からのプログラム持込みは、事前に相談し、認定

の可否とチップ数を確認すること。

＜履修するにあたって＞

詳細は初回講義時のガイダンスにて説明するが、概ね次

のとおり。
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　１．ポーアイ4大学連携事業　ポーアイ大学連携事業

として取り組む事業活動に参加。

　２．神戸市民夏季防災大学　7 ? 1 0月開催への事業参

加で、実行委員参加は２チップ。

　３．市民救命士講習　高校生や一般市民対象の救命士

講習は1回2チップ。

　４．消防団活動　　学生消防団活動は前後期とも事業

参加10回で認定する。

　５．DMAT事業　年間10ヵ月の事業展開で1回8時間の事

業活動で1回2チップ。

　６．各大学の関連事業として認定する事業。

　７．新聞・自治体や各方面の機関から得られた情報に

基づいて、学生から積極的にプログラムが持込まれるこ

とを奨励する。

オフィスアワーなど

窓 口：ポーアイ４大学連携推進センター　4u-renkei@j

.kobegakuin.ac.jp

担当教員： maeda@pharm.kobegakuin.ac.jp

質問などがある場合は、メール本文に、大学名・学部学

科・氏名・授業名を記載し、質問事項を記入すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

常日頃から周囲に目を向けること。何か不都合な点はな

いか、どうしたらもっと良くなるか、自分にできること

は何かなど、観察し考える習慣をつけるよう努力するこ

と。学生からのプログラム持ち込みを奨励する。また、

活動ごとに、日時や内容等の記録を残すことを習慣づけ

ること。

＜提出課題など＞

事業参加申告書、参加報告書

＜成績評価方法・基準＞

【評価方法】単位認定となる参加回数（チップ）の基本

は10チップとする。

【評価基準】参加態度50％、事業貢献度30％、プレゼン

テーション20％

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第１　ガイダンス（KPC）

(ポートアイランドキャンパスにて）

参加・活動可能なイベントの探し方・計画書の作成方法

・相談や報告の方法を学ぶ

第２　ガイダンス（KAC)

（有瀬キャンパスにて）

参加・活動可能なイベントの探し方・計画書の作成方法

・相談や報告の方法を学ぶ

第３　ポーアイ４大学連携事業

ポーアイ大学連携事業として取り組む事業活動に参加

第４　市民救命士講習

救急インストラクターとして指導

高校生や一般市民対象の救命士講習は1回2チップ

第５　市民救命士講習会

市民救命士講習の受講

第６　ポーアイ・セーフティタウン・コミュニティ

安全安心なまちづくりを目指して、地域社会と積極的に

関わる

第7回　減災スコップ活動

防災減災を目指して、「備えた」まちにするために、地

域社会と積極的に関わる

第8回　DMAT

DMAT研修への運営補助ボランティアとして参加

1回2チップ

第9回　禁煙キャンパス支援

キャンパス内のみならず、ポートアイランド島内の美化

とマナーのレベルアップをはかる

第10回　講演会参加

公開講座(大学や各地域で開催される講演会)の聴講

第11回　大学関連事業

大学関連事業への参加

第12回　地域イベント

「リレー・フォー・ライフ･ジャパン神戸」などのイベ

ントへの参加

第13回　地域イベント

神戸エイズフェスタへの参加

第14回　活動報告会

最終週に活動内容について発表し、質疑応答する

第15回　まとめ

新聞や各方面の機関から得られた情報に基づいて、学生

から積極的にプログラムが持込まれることを奨励する

第16回

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

地域連携インターンシップⅡ （ポ）

前田　光子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実技

＜授業の目的＞

本科目は、共通教育センターのDPに示すとおり、知識・

技能を活用して社会と積極的に交わり、新しい価値を創

造することを目指す。

[  一般目標（GIO）]

将来、安全で楽しい社会を築いてゆける人材となるため

に、地域や社会の多大な情報の中から自分の個性に合っ

た事項を選択し、参加し、その活動を客観的に捉え、次
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へのステップのためにフィードバックをする、といった

一連のPDCAサイクルを習得する。 (P:Plan, D:Do, C:Ch

eck, A:Act)

本学共通教育センターが標榜する以下の到達目標4点全

てを網羅するものである。（１）文化・社会・自然に関

する広く豊かな知識を備え、それを社会に役立てること

ができる。（２）学修した知識・技能を活用して、人と

の円滑な交流を行ない、自立した生活を送ることができ

る。（３）高い倫理観・責任感を備えた社会人として行

動することができる。（４）自立的な学習基盤を備え、

生涯学び続けていくことができる。

【主題】

大学生として知的な生活を送るためには、座学以外に、

自発的な行動として、どの程度他者への関与ができるか

という点も、大きく関わってくる。本講ではこの点で何

かのアクションを起こしたいがどうしたらよいかと考え

ている学生を対象に、情報提供や相談などのサポートを

行っている。インターンシップという名のとおり、実際

に参加・行動することが評価の対象となる。主に大学連

携事業、DMAT研修、神戸市民夏季防災大学、市民救命士

講習、消防団活動、各種講演会などへの参画である。単

位認定となる参加回数（チップ）の基本は10チップとす

る。

この科目は、学外でのインターンシップを主とし、実践

的教育から構成される授業科目である。

＜到達目標＞

[  到達目標（SBOｓ）]

①参加した連携プログラムの趣旨やどのような人が参加

しているかに興味を持ち、日頃から地域の行事や体験学

習・公開講座に関心を持つことができる。（知識・態度

）

②地域連携に参画して、地域や大学の問題点を挙げるこ

とができる。（知識）

③自分がどのように活動したか、どのように貢献できた

かを、客観的に評価し、表現できる。（技能・態度）

④活動の位置づけや意味するところを、第三者に説明で

きる。（知識・技能）

⑤連携事業の多様なプログラムや各種講演会への参画を

通して、新たに企画をたてる際の手順を説明できる。（

知識・技能）

＜授業のキーワード＞

情報収集、活動、報告、チップ数

＜授業の進め方＞

・本講座は毎週定時に教室に集合して行う座学ではない。

自分で企画し、スタッフと相談、実行、最後にまとめて

皆に報告の形式をとる。

・初回講義時（KPCにて9月24日、KACにて10月1日）にガ

イダンスをおこなう。その後は事前に提出した事業参加

申告書に基づき、個々に活動する。期末に開催される活

動報告会(１月7日予定)に参加し、その内容を報告し討

議する。

・提示のプログラムは、期間中に追加されることがある。

・学生からのプログラム持込みは、事前に相談し、認定

の可否とチップ数を確認すること。

＜履修するにあたって＞

詳細は初回講義時のガイダンスにて説明するが、概ね次

のとおり。

　１．ポーアイ4大学連携事業　ポーアイ大学連携事業

として取り組む事業活動に参加。

　２．神戸市民夏季防災大学　7 ? 1 0月開催への事業参

加で、実行委員参加は２チップ。

　３．市民救命士講習　高校生や一般市民対象の救命士

講習は1回2チップ。

　４．消防団活動　　学生消防団活動は前後期とも事業

参加10回で認定する。

　５．DMAT事業　年間10ヵ月の事業展開で1回8時間の事

業活動で1回2チップ。

　６．各大学の関連事業として認定する事業。

　７．新聞・自治体や各方面の機関から得られた情報に

基づいて、学生から積極的にプログラムが持込まれるこ

とを奨励する。

オフィスアワーなど

窓 口：ポーアイ４大学連携推進センター　4u-renkei@j

.kobegakuin.ac.jp

担当教員： maeda@pharm.kobegakuin.ac.jp

質問などがある場合は、メール本文に、大学名・学部学

科・氏名・授業名を記載し、質問事項を記入すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

常日頃から周囲に目を向けること。何か不都合な点はな

いか、どうしたらもっと良くなるか、自分にできること

は何かなど、観察し考える習慣をつけるよう努力するこ

と。学生からのプログラム持ち込みを奨励する。また、

活動ごとに、日時や内容等の記録を残すことを習慣づけ

ること。

＜提出課題など＞

事業参加申告書、参加報告書

＜成績評価方法・基準＞

【評価方法】単位認定となる参加回数（チップ）の基本

は10チップとする。

【評価基準】参加態度50％、事業貢献度30％、プレゼン

テーション20％

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第１　ガイダンス（KPC）
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(ポートアイランドキャンパスにて）

参加・活動可能なイベントの探し方・計画書の作成方法

・相談や報告の方法を学ぶ

第２　ガイダンス（KAC)

(有瀬キャンパスにて）

参加・活動可能なイベントの探し方・計画書の作成方法

・相談や報告の方法を学ぶ

第３　ポーアイ４大学連携事業

ポーアイ大学連携事業として取り組む事業活動に参加

第４　市民救命士講習

救急インストラクターとして指導

高校生や一般市民対象の救命士講習は1回2チップ

第５　市民救命士講習会

市民救命士講習の受講

第６　ポーアイ・セーフティタウン・コミュニティ

安全安心なまちづくりを目指して、地域社会と積極的に

関わる

第7回　減災スコップ活動

防災減災を目指して、「備えた」まちにするために、地

域社会と積極的に関わる

第8回　DMAT

DMAT研修への運営補助ボランティアとして参加

1回2チップ

第9回　禁煙キャンパス支援

キャンパス内のみならず、ポートアイランド島内の美化

とマナーのレベルアップをはかる

第10回　講演会参加

公開講座(大学や各地域で開催される講演会)の聴講

第11回　大学関連事業

大学関連事業への参加

第12回　地域イベント

神戸マラソンや、地域のお祭りなどのイベントに、ボラ

ンティアとして参加

第13回　ひょうごメモリアルウォーク

1.17ひょうごメモリアルウォークへの参加

第14回　活動報告会

最終週に活動内容について発表し、質疑応答する

第15回　まとめ

新聞や各方面の機関から得られた情報に基づいて、学生

から積極的にプログラムが持込まれることを奨励する

第16回

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級韓国語ⅠＡ 二

小西　敏夫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習）

＜授業の目的＞

初級課程で学んだ基礎文法と語彙力をさらに深化させ、

中級レベルで必要な文法事項と表現を学び、文章の正確

な読解力と表現力を養うことを目的とする。なお、この

科目では、全学のＤＰに揚げられている「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」よ

うになることを目指す。

＜到達目標＞

1.相談や根拠・推測・判断の表現、願望や依頼・やりも

らいの表現、禁止や婉曲表現など多様な文表表現を身に

つけ、使うことができる。

2.様々な接続形や連体形、特殊な活用をする用言などを

身につけ、使うことができる。

3.各文法事項と表現に対する理解を深めると共に定着さ

せ、文章の読解・表現やコミュニケーションに活かすこ

とができる。

＜授業のキーワード＞

読解力、表現力、コミュニケーション能力

＜授業の進め方＞

授業は読み書きを中心にテキストに沿って行われ、日常

会話に必要な語彙と表現を学ぶ。

毎回の授業では、各課の新しい文法事項や表現、関連語

彙の習得と定着を促す。

さらに、活用練習と文型練習を通して、身近な事柄を表

現できる作文能力とコミュニケーション能力の向上を図

る。

＜履修するにあたって＞

予めテキストの「韓国語の発音規則（付録３）」を読ん

で、韓国語の発音の変化を理解しておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の冒頭に小テストを行うので、必ず新出

語彙と新出表現の復習を1時間以上してから授業に参加

すること。

＜提出課題など＞

毎回の授業で、その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については、次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し、必要に応じて講評を加えて、課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については、次回の授業までにこれを練習し、

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場
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でこれに採点を施し、必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

筆記または口頭の課題に対する評価20%・授業に参加す

る態度に対する評価20%、定期試験の結果に対する評価6

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

李昌圭　『韓国語を学ぼう(中級)』　朝日出版社　　２

００７年　２３００円＋税

＜参考図書＞

『韓日辞典』小学館

＜授業計画＞

第1回　注文に関する表現

第1課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第2回　提案と勧誘、理由の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で習得の程度を確認する。

第3回　意志と推量・予告、命令の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で理解の程度を確認する。

第4回　電話に関する表現

第2課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第5回　　母音脱落活用と理由の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で理解の程度を確認する。

第6回　電話番号の読み方と　否定文

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で理解の程度を確認する。

第7回　趣味に関する表現

第3課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第8回　連体形の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で理解の程度を確認する。

第9回　仮定形と補助動詞の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で理解の程度を確認する。

第10回　道を尋ねる表現

第4課：　学習目標を確認し、新出語彙の発音練習と本

文の読解・朗読をする。

第11回　話し手の予定や意図、助言や勧誘の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で理解の程度を確認する。

第12回　理由や説明、意志や約束の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で理解の程度を確認する。

第13回　病気や天気に関する表現

第5課：　学習目標を確認し、新出語彙の発音練習と本

文の読解・朗読をする。

第14回　　､　不規則活用、前置きと禁止や可能の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習で理解の程度を確認する。

第15回　まとめ

総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級韓国語ⅠＢ カ（検定）

任　哉玩

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習)

＜授業の目的＞

この科目では、全学のＤＰで掲げられてる「学びと知の

探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触れる喜びを

実感し、その過程で自己と他者の個性に気づき、互いの

存在をこよなく尊重すること」を実践し、教育目標であ

る自主的で個性豊かな良識ある社会人の育成を目指す。

それを目標にし「共通教育等を通じて、広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養していて、専門分野

に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決する

ための知識や技能を身につけている」・「幅広い知識を

活用してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策

を導くことができ、自分の意見を口頭や文書によって表

現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケ

ーションをとることができる」・「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立

てることができる」ようになることを目指す。

ハングル能力検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い、ハングル能力検定試験４級に

合格できるだけの韓国語能力を養成することを目的とす

る。　また、日常的な場面で使われる基本的な韓国・朝

鮮語を理解し、それらを用いて表現できることを目的と

する。

＜到達目標＞

ハングル能力検定協会の４級レベルの目安に掲げられて

いる次の４項目を主な到達目標とする。

１．比較的使用頻度の高い約1,070語の単語や文型から

なる文を理解することができる。

２．決まり文句を用いて様々な場面であいさつやあいづ

ち・質問ができ、事実を伝え合うことができる。また、
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レストランでの注文や簡単な買い物をする際の依頼や簡

単な誘いなどを行うことができる。

３．簡単な日記や手紙、メールなどの短い文を読み、何

について述べられたものなのかをつかむことができる。

４．自分で辞書を引き、頻繁に用いられる単語の組み合

わせ(連語)についても一定の知識を持ちあわせている。

＜授業のキーワード＞

ハングル能力検定試験、ハン検、４級

＜授業の進め方＞

ハングル検定試験の過去問を元に作成された教材を使い、

筆記問題対策と聞き取り問題対策を次のように授業を進

める。

１． 聞取り問題、筆記問題それぞれの出題類型の内容

を分析したポイントと問題例（類題）について学習。

２． 4級出題の文法（助詞・語尾・慣用表現）を学習。

３． 毎回学習した内容の確認のために模擬試験問題を

解く。そうすることによって実際の試験に慣れていく。

４． 聞取り模擬試験台本をもって教材付属のCDを聞き

ながら聞取り模擬試験問題を解く。

５． 毎回授業初めに4級範囲の単語小テストを行う。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の韓国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の韓国語? を有してい

ることが必要である。

・この科目の履修者は6月5日(日)に行なわれる第57回「

ハングル」能力検定試験を受けなければならない。授業

への出席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合

格した級により規定の評点が与えられる。検定試験で級

を取得できなかったり何らかの事情で検定試験を受ける

ことができなかった場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「韓国語検定対策」はⅠａとⅠｂを一括して履修しな

ければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

・筆記問題対策・リスニング問題対策ともに、１時間程

度の予習・復習が必須。

・筆記問題対策では、教材の「合格ポイント資料」を手

書きして熟知し、模擬試験問題の語彙や文の意味を調べ

た上で授業に臨むこと。

・聞き取り問題対策では、教材付属のCDを使い、４級検

定試験に出題される連語リスト・あいさつのことば、聞

取り模擬試験台本の語彙の意味調べなど事前に予習した

上で授業に臨むこと。

授業後に１時間程度の復習をすることが重要。音声を聞

きながら音読する練習を何度も繰り返して正しく発音で

きるように練習すること。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた人に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

※単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は、ａ・ｂの単位を共に与えない。

※6月の検定試験で4級以上に合格すれば評点Sを与える。

※6月の検定試験で級を取得できなかった人は、定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30％を

Ａ、30％をＢ、20～40％をＣ、20～0％をＤとする。定

期試験の難易度は「ハングル」能力検定試験4級相当と

する。

＜テキスト＞

李昌圭著『ハングル能力検定試験４級直前模試』　白帝

社　２０１８年　２２００円＋税

李昌圭著『ハングル能力検定試験３級直前模試』　白帝

社　２０１８年　２６００円＋税

＜参考図書＞

白峰子『韓国語文法辞典』三修社　2006年

油谷　幸利他　『小学館　韓日辞典』　小学館　2018年

＜授業計画＞

第1回　４級 筆記問題対策（１）

／聞き取り問題対策（１）

１．第３章　筆記問題の出題類型（１）

２．第１章　４．文の内容一致選択問題

第2回　４級 筆記問題対策（２）

／聞き取り問題対策（２）

１．第３章　筆記問題の出題類型（２）

２．第１章　５．対話の内容把握問題

第3回　４級筆記問題対策（３）

／聞き取り問題対策（３）

１．第３章　筆記問題の出題類型（３）

２．第２章　第３回聞き取り模擬試験（１）

第4回　４級筆記問題対策（４）

／聞き取り問題対策（４）

１．第３章　４級出題文法リスト（１）

２．第２章　第３回聞き取り模擬試験（２）

第5回　４級筆記問題対策（５）

／聞き取り問題対策（５）

１．第３章　４級出題文法リスト（２）

２．第２章　第４回聞き取り模擬試験（１）

第6回　４級筆記問題対策（６）

／聞き取り問題対策（６）

１．第３章　４級出題文法リスト（３）

２．第２章　第４回聞き取り模擬試験（２）

第7回　４級筆記問題対策（７）

／聞き取り問題対策（７）

１．第４章　第４回筆記模擬試験

２．第２章　第５回聞き取り模擬試験（１）
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第8回　４級筆記問題対策（８）

／聞き取り問題対策（８）

１．第４章　第５回筆記模擬試験

２．第２章　第５回聞き取り模擬試験（２）

第9回　第５４回４級試験の振り返り

第10回　３級筆記問題対策（１）／聞き取り問題対策（

１）

１．第３章　１．正しい発音選択問題（１）

２．第１章　１．イラスト問題（１）

第11回　３級筆記問題対策（２）／聞き取り問題対策（

２）

１．第３章　１．正しい発音選択問題（２）

２．第１章　１．イラスト問題（２）

第12回　３級筆記問題対策（３）／聞き取り問題対策（

３）

１．第３章　２．文の空所補充問題

２．第１章　２．単語説明問題（１）

第13回　３級筆記問題対策（４）／聞き取り問題対策（

４）

１．第３章　３．文の空所補充問題（１）

２．第１章　２．単語説明問題（２）

第14回　３級筆記問題対策（５）／聞き取り問題対策（

５）

１．第３章　３．文の空所補充問題（２）

２．第１章　３．対話の応答文選択問題（１）

第15回　３級筆記問題対策（６）／聞き取り問題対策（

６）

１．第３章　４．置き換え表現選択問題

２．第１章　３．対話の応答文選択問題（２）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級韓国語ⅠＢ キ

文　春琴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習)

＜授業の目的＞

初級課程で学んだ発音の変化と語彙力をさらに深化させ、

中級レベルでの文法事項と表現を学び、正確な発音と豊

かなコミュニケーション運用力を養うことを目的とする。

なお、この科目では、全学のＤＰに揚げられている「自

分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理

解することで、良好なコミュニケーションをとることが

できる」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

1.相談や根拠・推測・判断の表現、願望や依頼・やりも

らいの表現、禁止や婉曲表現など多様な表現のディクテ

ーションができる。

2.シャドウィングを通して様々な接続形や連体形、特殊

な活用をする用言を正確に発音できる。

3.日常における身の回りの一通りのことを、関連表現を

使い述べることができる。

＜授業のキーワード＞

韓国語、中級、発音・会話

＜授業の進め方＞

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行なわれ、

日常会話に必要な基本語彙と表現は書いて学ぶ。毎回の

授業は、シャドウィングとディクテーションを通して正

確な発音と聴解の力を高め、コミュニケーション能力の

向上を図る。

＜履修するにあたって＞

予めテキストの「主要発音規則（付録4）」を読んで、

韓国語の発音の変化を理解しておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業ではディクテーションを行うので、必ず

CDを使った予習と復習を１時間以上してから参加するこ

と。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験は行わない。筆記または口頭の課題に対する評

価40%・授業に参加する態度に対する評価60％の割合で

成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D，出席10回

未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

李昌圭　『韓国語をはじめよう(中級)』　朝日出版社

　２０１５年　２４００円＋税

＜参考図書＞

『韓日辞典』小学館

＜授業計画＞

第1回　数詞の復習

第１課：漢字語の数詞、固有語の数詞、単位名詞、年月

日と時間の表現を復習し、シャドウィングの後、ディク

テーション及び和訳で習得の程度を確認する。

第2回　語尾の復習

第２課：丁寧形の作り方、過去形の作り方、その他主な

文末表現を復習し、シャドウィングの後、ディクテーシ
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ョン及び和訳で習得の程度を確認する。

第3回　助詞の復習

第３課：初級で学習している助詞とこれから出てくる助

詞のシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第4回　時間の前後、理由、原因、否定、意図や予定の

意を表す

第４課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和訳

とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で理

解と習得の程度を確認する。

第5回　話し手や第三者の希望、判断の根拠、意志や計

画を表す

第５課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和訳

とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で理

解と習得の程度を確認する。

第6回　　 脱落、　不規則活用、話し手の意志表明の意

を表す

第６課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和訳

とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で理

解と習得の程度を確認する。

第7回　４課・５課・６課の復習

第７課：「文型練習」の和訳とシャドウィングの後、デ

ィクテーション及び和訳で習得の程度を確認し、「復習

問題」を完成させる。

第8回　動詞の連体形語尾、形容詞の連体形語尾、対比

の意を表す

第８課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和訳

とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で理

解と習得の程度を確認する。

第9回　試す、与える、経験、途中、原因、理由、根拠

の意を表す

第９課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和訳

とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で理

解と習得の程度を確認する。

第10回　時間の経過、計画の説明、意図や意向を表す

第１０課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第11回　8課・9課・10課の復習

第１１課：「文型練習」の和訳とシャドウィングの後、

ディクテーション及び和訳で習得の程度を確認し、「復

習問題」を完成させる。

第12回　　不規則活用、仮定などの条件を表す

第１２課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第13回　動作・状態の平行、禁止や中止の依頼・指示を

表す

第１３課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第14回　１２課・１３課の復讐

第１４課：：「文型練習」の和訳とシャドウィングの後、

ディクテーション及び和訳で習得の程度を確認し、「復

習問題」を完成させる。

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級韓国語ⅡＡ 二

小西　敏夫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習）

＜授業の目的＞

前期に引き続き、初級課程で学んだ基礎文法と語彙力を

さらに深化させ、中級レベルで必要な文法事項と表現を

学び、文章の正確な読解力と表現力を養うことを目的と

する。なお、この科目では、全学のＤＰに揚げられてい

る「自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意

見を理解することで、良好なコミュニケーションをとる

ことができる」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

1.相談や根拠・推測・判断の表現、願望や依頼・やりも

らいの表現、禁止や婉曲表現など多様な文表表現を身に

つけ、使うことができる。

2.様々な接続形や連体形、特殊な活用をする用言などを

身につけ、使うことができる。

3.各文法事項と表現に対する理解を深めると共に定着さ

せ、文章の読解・表現やコミュニケーションに活かすこ

とができる。

＜授業のキーワード＞

読解力、表現力、コミュニケーション能力

＜授業の進め方＞

授業は読み書きを中心にテキストに沿って行われ、日常

会話に必要な語彙と表現を学ぶ。毎回の授業では、各課

の新しい文法事項や表現、関連語彙の習得と定着を促す。

さらに、活用練習と文型練習を通して、身近な事柄を表

現できる作文能力とコミュニケーション能力の向上を図

る。

＜履修するにあたって＞

予めテキストの「韓国語の発音規則（付録３）」を読ん

で、韓国語の発音の変化を理解しておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業の冒頭に小テストを行うので、必ず新出

語彙と新出表現の復習を1時間以上してから授業に参加

すること。

＜提出課題など＞
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毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。

＜成績評価方法・基準＞

授業に参加する態度に対する評価40%・筆記または口頭

の課題に対する評価20%・定期試験の結果に対する評価4

0%の割合で成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・ A・ B・ C・ D，出席1

0回未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

李昌圭　『韓国語を学ぼう(中級)』　朝日出版社　　２

００７年　２３００円＋税

＜参考図書＞

『韓日辞典』小学館

＜授業計画＞

第1回　前期の復習、休日の過ごし方に関する表現

前期学習内容のおさらいと第6課の学習目標と新出語彙

・表現を確認し、本文の読解と朗読をする。

第2回　譲歩、同時進行、未了の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第3回　　不規則活用

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第4回　天気、季節に関する表現

第7課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第5回　推測や判断、感想の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第6回　引用・伝聞の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第7回　意志・意向の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第8回　韓国料理に関する表現

第8課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第9回　方法・可能、経験の有無の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第10回　　不規則活用

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第11回　話し手の願望や希望、意志の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第12回　買い物に関する表現

第9課：　学習目標と新出語彙・表現を確認し、本文の

読解と朗読をする。

第13回　当然・義務の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第14回　禁止の理由や原因の表現、状態や結果の持続、

許容の表現

文法と表現を理解し、用例文と文型練習を通して理解を

深め、活用練習と練習帳で習得の程度を確認する。

第15回　まとめ

総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級韓国語ⅡＢ カ（検定）

任　哉玩

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科目では、全学のＤＰで掲げられてる「学びと知の

探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触れる喜びを

実感し、その過程で自己と他者の個性に気づき、互いの

存在をこよなく尊重すること」を実践し、教育目標であ

る自主的で個性豊かな良識ある社会人の育成を目指す。

それを目標にし「共通教育等を通じて、広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養していて、専門分野

に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決する

ための知識や技能を身につけている」・「幅広い知識を

活用してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策

を導くことができ、自分の意見を口頭や文書によって表

現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケ

ーションをとることができる」・「獲得した知識や技能

を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立

てることができる」ようになることを目指す。

ハングル能力検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い、ハングル能力検定試験3級に

合格できるだけの韓国語能力を養成することを目的とす

る。また、日常的な場面で使われる基本的な韓国・朝鮮
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語を理解し、それらを用いて表現できることを目的とす

る。

＜到達目標＞

ハングル能力検定試験の３級レベルの目安に掲げられて

いる次の４項目を主な到達目標とする。

１．決まり文句以外の表現を用いてあいさつなどができ、

丁寧な依頼や誘いはもちろん、指示・命令、依頼や誘い

の受諾や拒否、許可の授受など様々な意図を大まかに表

現することができる。

２．私的で身近な話題ばかりではなく、親しみのある社

会的出来事についても話題にできる。

３．日記や手紙など比較的長い文やまとまりを持った文

章を読んだり聞いたりして、その大意をつかむことがで

きる。

４．単語の範囲にとどまらず、連語など組合せとして用

いられる表現や、使用頻度の高い慣用句なども理解し、

使用することができる。

＜授業のキーワード＞

ハングル能力検定試験、ハン検、３級、TOPIKⅡ、韓国

語能力試験中級

＜授業の進め方＞

ハングル検定試験の過去問を元に作成された教材を使い、

筆記問題対策と聞き取り問題対策を次のように授業を進

める。

１. 聞取り問題、筆記問題それぞれの出題類型の内容を

分析したポイントと問題例（類題）について学習。

２.３級出題の文法（連結語尾・終結語尾・漢字語・助

詞・慣用表現）を学習。

３.毎回学習した内容の確認のために模擬試験問題を解

く。そうすることによって実際の試験に慣れていく。

４.聞取り模擬試験台本をもって教材付属のCDを聞きな

がら聞取り模擬試験問題を解く。

５. 毎回授業初めに３級範囲の単語小テストを行う。

※なお、１１月の検定試験終了後は、韓国政府が公認す

る世界共通基準の資格試験であるＴＯＰＩＫ（Test of

Proficiency in Korean：韓国語能力試験）Ⅱ（中・上

級）の過去問（のうち、中級レベルの問題）を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の韓国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の韓国語? を有してい

ることが必要である。

・この科目の履修者は11月13日(日)に行なわれる第58回

「ハングル」能力検定試験を受けなければならない。授

業への出席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，

合格した級により規定の評点が与えられる。検定試験で

級を取得できなかったり何らかの事情で検定試験を受け

ることができなかった場合は，定期試験を受けることに

より規定の評点が与えられる。

・「韓国語検定対策」はⅡａとⅡｂを一括して履修しな

ければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

・筆記問題対策・リスニング問題対策ともに、１時間程

度の予習・復習が必須。

・筆記問題対策では、教材の「合格ポイント資料」を手

書きして熟知し、模擬試験問題の語彙や文の意味を調べ

た上で授業に臨むこと。

・聞き取り問題対策では、教材付属のCDを使い、３級検

定試験に出題される連語リスト・あいさつのことば、聞

取り模擬試験台本の語彙の意味調べなど事前に予習した

上で授業に臨むこと。

授業後に１時間程度の復習をすることが重要。音声を聞

きながら音読する練習を何度も繰り返して正しく発音で

きるように練習すること。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた人に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

※単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は、ａ・ｂの単位を共に与えない。

※11月の検定試験で3級以上に合格すれば評点Sを与える。

※11月の検定試験で級を取得できなかった人は、定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30％を

Ａ、30％をＢ、20～40％をＣ、20～0％をＤとする。定

期試験の難易度は「ハングル」能力検定試験3級相当と

する。またTOPIKⅡの内容も含む。

＜テキスト＞

李昌圭著　『ハングル能力検定試験３級直前模試』　白

帝社　２０１８年　２６００円＋税

＜参考図書＞

白峰子『韓国語文法辞典』三修社　2006年

油谷　幸利他　『小学館　韓日辞典』　小学館　2018年

＜授業計画＞

第1回　３級筆記問題対策（７）

／聞き取り問題対策（７）

１．第３章　８．文の内容把握問題

２．第２章　第３回聞き取り模擬試験（１）



- 662 -

第2回　３級筆記問題対策（８）

／聞き取り問題対策（８）

１．第３章　５．多義語選択問題（２）

２．第１章　２．単語説明問題、資料３（２）

第3回　３級筆記問題対策（９）

／聞き取り問題対策（９）

１．第３章　６．対話文の空所補充問題

２．第１章　３．対話の応答文選択問題、資料３（３）

第4回　３級筆記問題対策（１０）

／聞き取り問題対策（１０）

１．第３章　７．同音の漢字語選択問題

２．第２章　第１回聞き取り模擬試験（１）

第5回　３級筆記問題対策（１１）

／聞き取り問題対策（１１）

１．第４章　第１回筆記模擬試験

２．第２章　第１回聞き取り模擬試験（２）

第6回　３級筆記問題対策（１２）

／聞き取り問題対策（１２）

１．第４章　第２回筆記模擬試験

２．第２章　第２回聞き取り模擬試験（１）

第7回　３級筆記問題対策（１３）

／聞き取り問題対策（１３）

１．第４章　第３回筆記模擬試験

２．第２章　第２回聞き取り模擬試験（２）

第8回　第５５回３級問題振り返り

第9回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（１）

第５２回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（１）

第10回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（２）

第５２回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（２）

第11回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（３）

第５２回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（３）

第12回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（４）

第５２回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（４）

第13回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（５）

第４１回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（１）

第14回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（６）

第４１回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（２）

第15回　ＴＯＰＩＫⅡ対策（７）

第４１回　ＴＯＰＩＫⅡ　過去問の模擬テストおよび解

説（３）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級韓国語ⅡＢ キ

文　春琴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業(講義・演習）

＜授業の目的＞

前期に引き続き、初級課程で学んだ発音の変化と語彙力

をさらに深化させ、中級レベルでの文法事項と表現を学

び、正確な発音と豊かなコミュニケーション運用力を養

うことを目的とする。なお、この科目では、全学のＤＰ

に揚げられている「自分の意見を口頭や文書によって表

現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになることを目指す。

＜到達目標＞

1.相談や根拠・推測・判断の表現、願望や依頼・やりも

らいの表現、禁止や婉曲表現など多様な表現のディクテ

ーションができる。

2.シャドウィングを通して様々な接続形や連体形、特殊

な活用をする用言を正確に発音できる。

3.日常における身の回りの一通りのことを、関連表現を

使い述べることができる。

＜授業のキーワード＞

会話のシャドウィングとディクテーション、コミュニケ

ーション能力

＜授業の進め方＞

授業は聞く・話すを中心にテキストに沿って行われ、日

常会話に必要な基本語彙と表現は書いて学ぶ。

毎回の授業では、シャドウィングとディクテーションを

通して正確な発音と聴解の力を高め、コミュニケーショ

ン能力の向上を図る。

＜履修するにあたって＞

予めテキストの「主要発音規則（付録４）」を読んで、

韓国語の発音の変化を理解しておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則毎回の授業ではディクテーションを行うので、必ず

CDを使った予習と復習を１時間以上してから参加するこ

と。

＜提出課題など＞

毎回の授業で，その回の授業内容に関連した課題を課す。

筆記の課題については，次回の授業で提出しなければな

らない。提出された筆記の課題に対しては教員が採点を

施し，必要に応じて講評を加えて，課題の提出された次

の回の授業で返却する。

口頭の課題については，次回の授業までにこれを練習し，

次回の授業でそれに対する検査を受ける。教員はその場

でこれに採点を施し，必要に応じて講評を加える。
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＜成績評価方法・基準＞

定期試験は行わない。筆記または口頭の課題に対する評

価40%・授業に参加する態度に対する評価60％の割合で

成績を評価する。

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D，出席10回

未満の者は「/」。

※最終的な成績は中央値補正法を応用して補正を行ない，

算出する。

＜テキスト＞

李昌圭　『韓国語をはじめよう(中級)』　朝日出版社

　２０１５年　２４００円＋税

＜参考図書＞

『韓日辞典』小学館

＜授業計画＞

第1回　前期の復習、動詞語幹+状況や事実に対する話し

手の推測や判断を表す

前期学習内容のおさらいと第１５課の学習項目を確認し、

「用例」と「表現」の和訳とシャドウィングの後、ディ

クテーション及び和訳で理解と習得の程度を確認する。

第2回　形容詞語幹+状況や事実に対する話し手の推測や

判断を表す

第１５課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第3回　前置きや状況説明、理由、逆接などの意を表す

第１６課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第4回　　不規則活用、意図や意志の表明を表す

第１６課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第5回　仮定や譲歩、許容や許可、禁止や制限の意を表

す

第１７課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第6回　15課・16課・17課の復習

第１８課：「文型練習」の和訳とシャドウィングの後、

ディクテーション及び和訳で習得の程度を確認し、「復

習問題」を完成させる。

第7回　条件を満たす、確認や同意を求める、ある事実

に対する説明や根拠を述べる

第１９課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第8回　当然に必要な行為や条件の表現、状態の変化の

表現

第２０課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第9回　　不規則活用、決定や決心、約束の意を表す

第２１課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第10回　19課・20課・21課の復習

第２２課：「文型練習」の和訳とシャドウィングの後、

ディクテーション及び和訳で習得の程度を確認し、「復

習問題」を完成させる。

第11回　可能や不可能、能力の有無を表す

第２３課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第12回　過去の経験の有無、ある行為や状態の途中変化

を表す

第２４課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第13回　伝聞、願望や希望、能力や可能、方法の理解を

表す

第２５課：学習項目を確認し、「用例」と「表現」の和

訳とシャドウィングの後、ディクテーション及び和訳で

理解と習得の程度を確認する。

第14回　23課・24課・25課の復習

「文型練習」の和訳とシャドウィングの後、ディクテー

ション及び和訳で習得の程度を確認し、「復習問題」を

完成させる。

第15回　まとめ

総復習と確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＡ カ（検定）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中級中国語ⅠＡ（検定）」では，

同じく共通教育科? に属する「中級中国語ⅠＢ（検定）

」と共に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通

じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵

養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題

を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」よ

うになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現

し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケー

ションをとることができる」ようになること，そして「

獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値観
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や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協

働して，社会に役? てることができる」ようになること

を? 的とする。

　? 本中国語検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い，中国語検定試験４級に合格で

きるだけの中国語? を養成することを? 指す。

＜到達目標＞

1.常? 語500?1000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.平易な中国語を聴き取り，話すことができる。(技能)

4.常? 語による中国語単? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の実施する中国語検定試験4級に

合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験，準４級，４級，3級，シンクロ・リー

ディング，シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は6 ? 2 6 ? ( ? )に? なわれる第106回

中国語検定試験を受けなければならない。授業への出席

条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した級

により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得で

きなかったり何らかの事情で検定試験を受けることがで

きなかったりした場合は，定期試験を受けることにより

規定の評点が与えられる。

・「中級中国語Ⅰ（検定）」はＡとＢを? 括して履修し

なければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはＡ・Ｂ共に10回以上の出席が

必要である。Ａ・Ｂのどちらかでも出席が10回に満たな

い場合は，Ａ・Ｂの単位を共に与えない。

・６? の検定試験で準４級に合格すれば評点Ｂを，４級

以上に合格すれば評点Ｓを与える。

・６? の検定試験で級を取得できなかった? は，定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・６? の検定試験で準４級にだけ合格した? も定期試験

を受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さ

らに定期試験の結果が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験４級相当とする。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ
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めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検4級

筆記問題対策1

1.第96回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第96回4級筆記問題について理解し，練習する。

第2回　中検4級

筆記問題対策2

1.第95回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第95回4級筆記問題について理解し，練習する。

第3回　中検4級

筆記問題対策3

1.第94回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第94回4級筆記問題について理解し，練習する。

第4回　中検4級

筆記問題対策4

1.第93回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第93回4級筆記問題について理解し，練習する。

第5回　中検4級

筆記問題対策5

1.第92回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第92回4級筆記問題について理解し，練習する。

第6回　中検4級

筆記問題対策6

1.第91回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第91回4級筆記問題について理解し，練習する。

第7回　中検4級

リスニング問題対策8

1.『精選中国語基本? 例集』第13・14項? について? テ

ストを? なう。

2.第89回4級リスニング問題を解き，練習する。

第8回　中検4級

リスニング問題対策9

1.『精選中国語基本? 例集』第15・16項? について? テ

ストを? なう。

2.第88回4級リスニング問題を解き，練習する。

第9回　中検4級

リスニング問題対策10

1.『精選中国語基本? 例集』第17・18項? について? テ

ストを? なう。

2.第87回4級リスニング問題を解き，練習する。

第10回　中検4級

リスニング問題対策11

1.『精選中国語基本? 例集』第19・20項? について? テ

ストを? なう。

2.第86回4級リスニング問題を解き，練習する。

第11回　中検3級

筆記問題対策1

1.第96回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第96回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

第12回　中検3級

筆記問題対策2

1.第96回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第96回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す

る。

第13回　中検3級

筆記問題対策3

1.第95回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第95回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

第14回　中検3級

リスニング問題対策4

1.『精選中国語基本? 例集』第27項目について? テスト

を? なう。

2.第95回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第15回　中検3級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』付について? テストを? な

う。

2.第94回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＡ タ（検定）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中級中国語ⅠＡ（検定）」では，

同じく共通教育科? に属する「中級中国語ⅠＢ（検定）

」と共に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通

じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵

養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題

を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」よ

うになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現

し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケー

ションをとることができる」ようになること，そして「

獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値観
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や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協

働して，社会に役? てることができる」ようになること

を? 的とする。

　? 本中国語検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い，中国語検定試験４級に合格で

きるだけの中国語? を養成することを? 指す。

＜到達目標＞

1.常? 語500?1000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.平易な中国語を聴き取り，話すことができる。(技能)

4.常? 語による中国語単? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の実施する中国語検定試験4級に

合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験，準４級，４級，3級，シンクロ・リー

ディング，シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は6 ? 2 6 ? ( ? )に? なわれる第106回

中国語検定試験を受けなければならない。授業への出席

条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した級

により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得で

きなかったり何らかの事情で検定試験を受けることがで

きなかったりした場合は，定期試験を受けることにより

規定の評点が与えられる。

・「中級中国語Ⅰ（検定）」はＡとＢを? 括して履修し

なければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはＡ・Ｂ共に10回以上の出席が

必要である。Ａ・Ｂのどちらかでも出席が10回に満たな

い場合は，Ａ・Ｂの単位を共に与えない。

・６? の検定試験で準４級に合格すれば評点Ｂを，４級

以上に合格すれば評点Ｓを与える。

・６? の検定試験で級を取得できなかった? は，定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・６? の検定試験で準４級にだけ合格した? も定期試験

を受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さ

らに定期試験の結果が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験４級相当とする。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ
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めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検4級

筆記問題対策1

1.第96回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第96回4級筆記問題について理解し，練習する。

第2回　中検4級

筆記問題対策2

1.第95回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第95回4級筆記問題について理解し，練習する。

第3回　中検4級

筆記問題対策3

1.第94回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第94回4級筆記問題について理解し，練習する。

第4回　中検4級

筆記問題対策4

1.第93回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第93回4級筆記問題について理解し，練習する。

第5回　中検4級

筆記問題対策5

1.第92回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第92回4級筆記問題について理解し，練習する。

第6回　中検4級

筆記問題対策6

1.第91回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第91回4級筆記問題について理解し，練習する。

第7回　中検4級

リスニング問題対策8

1.『精選中国語基本? 例集』第15・16項? について? テ

ストを? なう。

2.第89回4級リスニング問題を解き，練習する。

第8回　中検4級

リスニング問題対策9

1.『精選中国語基本? 例集』第17・18項? について? テ

ストを? なう。

2.第88回4級リスニング問題を解き，練習する。

第9回　中検4級

リスニング問題対策10

1.『精選中国語基本? 例集』第19・20項? について? テ

ストを? なう。

2.第87回4級リスニング問題を解き，練習する。

第10回　中検4級

リスニング問題対策11

1.『精選中国語基本? 例集』第21・22項? について? テ

ストを? なう。

2.第86回4級リスニング問題を解き，練習する。

第11回　中検4級

リスニング問題対策12

1.『精選中国語基本? 例集』第23・24項? について? テ

ストを? なう。

2.第85回4級リスニング問題を解き，練習する。

第12回　中検3級

筆記問題対策1

1.第96回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第96回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

第13回　中検3級

筆記問題対策2

1.第96回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第96回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す

る。

第14回　中検3級

リスニング問題対策3

1.『精選中国語基本? 例集』第27項? について? テスト

を? なう。

2.第95回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第15回　中検3級

リスニング問題対策4

1.『精選中国語基本? 例集』付について? テストを? な

う。

2.第95回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＡ ナ（読解）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。
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具体的には次ができるようになることを? 指す。

1.? 活の中で接する頻度の? い常? 語500?600の範囲で

平易に書き換えられた読物を教材とする。常? 語が何度

も現われるように設計された? 章を読むことにより，常

? 語・常? ? 型に対して発? ・意味・漢字など総合的な

? から理解と記憶とを強化することができる。

2.教材には? 章全ての朗読が収められた? 声ファイルが

附属している。これを聴きながら読むことにより，リス

ニング能? を向上させることができると共に，発話能?

も向上させることができる。

3.教材に取られた元の作品は? 々の? 近な? 活を描いた

掌編? 説(ショートショート)である。これを読むことに

よって，1980年代から現在に? るまでの中国に暮らす?

々の? 活や中国社会に起こったさまざまな変化を読み取

ることができる。

＜到達目標＞

1.最も基礎的な常用語や常用文型に対する理解と記憶と

を強化することができる。(知識)

2.1980年代から現在に至るまでの中国に暮らす人々の生

活や中国社会に起こったさまざまな変化を知ることがで

きる。(知識)

3.中国社会の中で暮らす人々の生活や中国社会に起こっ

ているさまざま変化に関心を向けることができる。(態

度・習慣)

4.ピンインに頼らず，漢字だけの文章を音読することが

できる。(知識・技能)

5.HSK(漢語水平考試)3級に相当する中国語力を身につけ

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSK3級の試験の程

度は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミュニ

ケーションをとることができ、中国旅行の際にも大部分

のことに対応できる」，語彙量の目安は「600語程度の

基礎常用中国語及びそれに相応する文法知識」とされて

いる。これを中国語検定試験に当てはめれば「準４級～

４級」に相当する。

＜授業のキーワード＞

音読，HSK3級

＜授業の進め方＞

復習?? 読練習と? 読テスト

1.前回の授業で学習した? 章を，? 声を聴きながら数回

? 読する。(シンクロ・リーディング)

2.漢字だけで打ち直された? 章を材料に，指定された箇

所を? 読する。(? 読テスト)

新しい内容の学習

1.教員による説明を聴きながら? 章の内容を理解する。

2.教員または録? のあとについて? 章を? 読する。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や? 読の指導は全て教員が? なう。すでに? につ

けている中国語? をさらに確かなものにしたいと思う?

の履修を歓迎する。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろう

し，復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めるこ

とができる。役に? つ中国語を? につけたいと思うので

あれば，予習・復習を? かすことはできない。少なくと

も30分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充てて

ほしい。

・教科書にはMP3で収録された? 源が附されている。毎

回の授業で「漢字だけで打ち直された? 章を材料に，指

定された箇所を? 読する」? テストが? なわれるので，

授業までに? 読の練習を? 分にしておく必要がある。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「漢字だけで打ち直された? 章を材料に，

指定された箇所を? 読する」? テストを実施する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? 読テストの結果を20%，定期

試験の結果を80%として成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。出題形式は「空所補充」とする。

＜テキスト＞

史迹 『　　分集　　・500　』 　　教学出版社 2013年

 2500円(輸? 書)

※このテキストは中国から直接輸? したものであるため，

他と販売? 法が異なり，書店では取り次がれません。第

１回の授業時に教員が教室で直接販売しますので，代?

2500円を? 意しておいて下さい。なお，テキストの注釈

等は全て英語です。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　? 、献　? 束花：前半1

「? 、献　? 束花」前半の理解と音読。

第2回　? 、献　? 束花：前半2

? 、献　? 束花：後半1

「? 、献　? 束花」前半の音読練習と音読テスト。

「? 、献　? 束花」後半の理解と音読。

第3回　? 、献　? 束花：後半2

? 、等待天　：前半1

「? 、献　? 束花」後半の音読練習と音読テスト。

「? 、等待天　」前半の理解と音読。

第4回　? 、等待天　：前半2
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? 、等待天　：後半1

「? 、等待天　」前半の音読練習と音読テスト。

「? 、等待天　」後半の理解と音読。

第5回　? 、等待天　：後半2

三、? 中：前半1

「? 、等待天　」後半の音読練習と音読テスト。

「三、? 中」前半の理解と音読。

第6回　三、? 中：前半2

三、? 中：後半1

「三、? 中」前半の音読練習と音読テスト。

「三、? 中」後半の理解と音読。

第7回　三、? 中：後半2

四、三枚硬　：前半1

「三、? 中」後半の音読練習と音読テスト。

「四、三枚硬　」前半の理解と音読。

第8回　四、三枚硬　：前半2

四、三枚硬　：後半1

「四、三枚硬　」前半の音読練習と音読テスト。

「四、三枚硬　」後半の理解と音読。

第9回　四、三枚硬　：後半2

五、　很漂亮：前半1

「四、三枚硬　」後半の音読練習と音読テスト。

「五、　很漂亮」前半の理解と音読。

第10回　五、　很漂亮：前半2

五、　很漂亮：後半1

「五、　很漂亮」前半の音読練習と音読テスト。

「五、　很漂亮」後半の理解と音読。

第11回　五、　很漂亮：後半2

六、照? ：前半1

「五、　很漂亮」後半の音読練習と音読テスト。

「六、照? 」前半の理解と音読。

第12回　六、照? ：前半2

六、照? ：後半1

「六、照? 」前半の音読練習と音読テスト。

「六、照? 」後半の理解と音読。

第13回　六、照? ：後半2

七、洞房悄悄　：前半1

「六、照? 」後半の音読練習と音読テスト。

「七、洞房悄悄　」前半の理解と音読。

第14回　七、洞房悄悄　：前半2

七、洞房悄悄　：後半1

「七、洞房悄悄　」前半の音読練習と音読テスト。

「七、洞房悄悄　」後半の理解と音読。

第15回　七、洞房悄悄　：後半2

「七、洞房悄悄　」後半の音読練習と音読テスト。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＡ ニ（読解）【ＧＣ優先・学籍番号奇数

】

上田　なおみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

具体的には次ができるようになることを? 指す。

1.? 活の中で接する頻度の? い常? 語500?600の範囲で

平易に書き換えられた読物を教材とする。常? 語が何度

も現われるように設計された? 章を読むことにより，常

? 語・常? ? 型に対して発? ・意味・漢字など総合的な

? から理解と記憶とを強化することができる。

2.教材には? 章全ての朗読が収められた? 声ファイルが

附属している。これを聴きながら読むことにより，リス

ニング能? を向上させることができると共に，発話能?

も向上させることができる。

3.教材に取られた元の作品は? 々の? 近な? 活を描いた

掌編? 説(ショートショート)である。これを読むことに

よって，1980年代から現在に? るまでの中国に暮らす?

々の? 活や中国社会に起こったさまざまな変化を読み取

ることができる。

＜到達目標＞

1.最も基礎的な常用語や常用文型に対する理解と記憶と

を強化することができる。(知識)

2.1980年代から現在に至るまでの中国に暮らす人々の生

活や中国社会に起こったさまざまな変化を知ることがで

きる。(知識)

3.中国社会の中で暮らす人々の生活や中国社会に起こっ

ているさまざま変化に関心を向けることができる。(態

度・習慣)

4.ピンインに頼らず，漢字だけの文章を音読することが

できる。(知識・技能)

5.HSK(漢語水平考試)3級に相当する中国語力を身につけ

ることができる。(技能)
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ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSK3級の試験の程

度は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミュニ

ケーションをとることができ、中国旅行の際にも大部分

のことに対応できる」，語彙量の目安は「600語程度の

基礎常用中国語及びそれに相応する文法知識」とされて

いる。これを中国語検定試験に当てはめれば「準４級～

４級」に相当する。

＜授業のキーワード＞

音読，HSK3級

＜授業の進め方＞

復習?? 読練習と? 読テスト

1.前回の授業で学習した? 章を，? 声を聴きながら数回

? 読する。(シンクロ・リーディング)

2.漢字だけで打ち直された? 章を材料に，指定された箇

所を? 読する。(? 読テスト)

新しい内容の学習

1.教員による説明を聴きながら? 章の内容を理解する。

2.教員または録? のあとについて? 章を? 読する。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や? 読の指導は全て教員が? なう。すでに? につ

けている中国語? をさらに確かなものにしたいと思う?

の履修を歓迎する。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろう

し，復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めるこ

とができる。役に? つ中国語を? につけたいと思うので

あれば，予習・復習を? かすことはできない。少なくと

も30分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充てて

ほしい。

・教科書にはMP3で収録された? 源が附されている。毎

回の授業で「漢字だけで打ち直された? 章を材料に，指

定された箇所を? 読する」? テストが? なわれるので，

授業までに? 読の練習を? 分にしておく必要がある。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「漢字だけで打ち直された? 章を材料に，

指定された箇所を? 読する」? テストを実施する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? 読テストの結果を20%，定期

試験の結果を80%として成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。出題形式は「空所補充」とする。

＜テキスト＞

史迹 『　　分集　　・500　』 　　教学出版社 2013年

 2500円(輸? 書)

※このテキストは中国から直接輸? したものであるため，

他と販売? 法が異なり，書店では取り次がれません。第

１回の授業時に教員が教室で直接販売しますので，代?

2500円を? 意しておいて下さい。なお，テキストの注釈

等は全て英語です。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　? 、献　? 束花：前半1

「? 、献　? 束花」前半の理解と音読。

第2回　? 、献　? 束花：前半2

? 、献　? 束花：後半1

「? 、献　? 束花」前半の音読練習と音読テスト。

「? 、献　? 束花」後半の理解と音読。

第3回　? 、献　? 束花：後半2

? 、等待天　：前半1

「? 、献　? 束花」後半の音読練習と音読テスト。

「? 、等待天　」前半の理解と音読。

第4回　? 、等待天　：前半2

? 、等待天　：後半1

「? 、等待天　」前半の音読練習と音読テスト。

「? 、等待天　」後半の理解と音読。

第5回　? 、等待天　：後半2

三、? 中：前半1

「? 、等待天　」後半の音読練習と音読テスト。

「三、? 中」前半の理解と音読。

第6回　三、? 中：前半2

三、? 中：後半1

「三、? 中」前半の音読練習と音読テスト。

「三、? 中」後半の理解と音読。

第7回　三、? 中：後半2

四、三枚硬　：前半1

「三、? 中」後半の音読練習と音読テスト。

「四、三枚硬　」前半の理解と音読。

第8回　四、三枚硬　：前半2

四、三枚硬　：後半1

「四、三枚硬　」前半の音読練習と音読テスト。

「四、三枚硬　」後半の理解と音読。

第9回　四、三枚硬　：後半2

五、　很漂亮：前半1

「四、三枚硬　」後半の音読練習と音読テスト。

「五、　很漂亮」前半の理解と音読。

第10回　五、　很漂亮：前半2

五、　很漂亮：後半1

「五、　很漂亮」前半の音読練習と音読テスト。

「五、　很漂亮」後半の理解と音読。

第11回　五、　很漂亮：後半2
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六、照? ：前半1

「五、　很漂亮」後半の音読練習と音読テスト。

「六、照? 」前半の理解と音読。

第12回　六、照? ：前半2

六、照? ：後半1

「六、照? 」前半の音読練習と音読テスト。

「六、照? 」後半の理解と音読。

第13回　六、照? ：後半2

七、洞房悄悄　：前半1

「六、照? 」後半の音読練習と音読テスト。

「七、洞房悄悄　」前半の理解と音読。

第14回　七、洞房悄悄　：前半2

七、洞房悄悄　：後半1

「七、洞房悄悄　」前半の音読練習と音読テスト。

「七、洞房悄悄　」後半の理解と音読。

第15回　七、洞房悄悄　：後半2

「七、洞房悄悄　」後半の音読練習と音読テスト。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＡ ヌ（読解）【ＧＣ優先・学籍番号偶数

】

傍島　史奈

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

具体的には次ができるようになることを? 指す。

1.? 活の中で接する頻度の? い常? 語500?600の範囲で

平易に書き換えられた読物を教材とする。常? 語が何度

も現われるように設計された? 章を読むことにより，常

? 語・常? ? 型に対して発? ・意味・漢字など総合的な

? から理解と記憶とを強化することができる。

2.教材には? 章全ての朗読が収められた? 声ファイルが

附属している。これを聴きながら読むことにより，リス

ニング能? を向上させることができると共に，発話能?

も向上させることができる。

3.教材に取られた元の作品は? 々の? 近な? 活を描いた

掌編? 説(ショートショート)である。これを読むことに

よって，1980年代から現在に? るまでの中国に暮らす?

々の? 活や中国社会に起こったさまざまな変化を読み取

ることができる。

＜到達目標＞

1.最も基礎的な常用語や常用文型に対する理解と記憶と

を強化することができる。(知識)

2.1980年代から現在に至るまでの中国に暮らす人々の生

活や中国社会に起こったさまざまな変化を知ることがで

きる。(知識)

3.中国社会の中で暮らす人々の生活や中国社会に起こっ

ているさまざま変化に関心を向けることができる。(態

度・習慣)

4.ピンインに頼らず，漢字だけの文章を音読することが

できる。(知識・技能)

5.HSK(漢語水平考試)3級に相当する中国語力を身につけ

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSK3級の試験の程

度は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミュニ

ケーションをとることができ、中国旅行の際にも大部分

のことに対応できる」，語彙量の目安は「600語程度の

基礎常用中国語及びそれに相応する文法知識」とされて

いる。これを中国語検定試験に当てはめれば「準４級～

４級」に相当する。

＜授業のキーワード＞

音読，HSK3級

＜授業の進め方＞

復習?? 読練習と? 読テスト

1.前回の授業で学習した? 章を，? 声を聴きながら数回

? 読する。(シンクロ・リーディング)

2.漢字だけで打ち直された? 章を材料に，指定された箇

所を? 読する。(? 読テスト)

新しい内容の学習

1.教員による説明を聴きながら? 章の内容を理解する。

2.教員または録? のあとについて? 章を? 読する。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や? 読の指導は全て教員が? なう。すでに? につ

けている中国語? をさらに確かなものにしたいと思う?

の履修を歓迎する。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろう

し，復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めるこ

とができる。役に? つ中国語を? につけたいと思うので

あれば，予習・復習を? かすことはできない。少なくと

も30分程度の時間を毎回の予習・復習それぞれに充てて

ほしい。
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・教科書にはMP3で収録された? 源が附されている。毎

回の授業で「漢字だけで打ち直された? 章を材料に，指

定された箇所を? 読する」? テストが? なわれるので，

授業までに? 読の練習を? 分にしておく必要がある。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「漢字だけで打ち直された? 章を材料に，

指定された箇所を? 読する」? テストを実施する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? 読テストの結果を20%，定期

試験の結果を80%として成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。出題形式は「空所補充」とする。

＜テキスト＞

史迹 『　　分集　　・500　』 　　教学出版社 2013年

 2500円(輸? 書)

※このテキストは中国から直接輸? したものであるため，

他と販売? 法が異なり，書店では取り次がれません。第

１回の授業時に教員が教室で直接販売しますので，代?

2500円を? 意しておいて下さい。なお，テキストの注釈

等は全て英語です。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　? 、献　? 束花：前半1

「? 、献　? 束花」前半の理解と音読。

第2回　? 、献　? 束花：前半2

? 、献　? 束花：後半1

「? 、献　? 束花」前半の音読練習と音読テスト。

「? 、献　? 束花」後半の理解と音読。

第3回　? 、献　? 束花：後半2

? 、等待天　：前半1

「? 、献　? 束花」後半の音読練習と音読テスト。

「? 、等待天　」前半の理解と音読。

第4回　? 、等待天　：前半2

? 、等待天　：後半1

「? 、等待天　」前半の音読練習と音読テスト。

「? 、等待天　」後半の理解と音読。

第5回　? 、等待天　：後半2

三、? 中：前半1

「? 、等待天　」後半の音読練習と音読テスト。

「三、? 中」前半の理解と音読。

第6回　三、? 中：前半2

三、? 中：後半1

「三、? 中」前半の音読練習と音読テスト。

「三、? 中」後半の理解と音読。

第7回　三、? 中：後半2

四、三枚硬　：前半1

「三、? 中」後半の音読練習と音読テスト。

「四、三枚硬　」前半の理解と音読。

第8回　四、三枚硬　：前半2

四、三枚硬　：後半1

「四、三枚硬　」前半の音読練習と音読テスト。

「四、三枚硬　」後半の理解と音読。

第9回　四、三枚硬　：後半2

五、　很漂亮：前半1

「四、三枚硬　」後半の音読練習と音読テスト。

「五、　很漂亮」前半の理解と音読。

第10回　五、　很漂亮：前半2

五、　很漂亮：後半1

「五、　很漂亮」前半の音読練習と音読テスト。

「五、　很漂亮」後半の理解と音読。

第11回　五、　很漂亮：後半2

六、照? ：前半1

「五、　很漂亮」後半の音読練習と音読テスト。

「六、照? 」前半の理解と音読。

第12回　六、照? ：前半2

六、照? ：後半1

「六、照? 」前半の音読練習と音読テスト。

「六、照? 」後半の理解と音読。

第13回　六、照? ：後半2

七、洞房悄悄　：前半1

「六、照? 」後半の音読練習と音読テスト。

「七、洞房悄悄　」前半の理解と音読。

第14回　七、洞房悄悄　：前半2

七、洞房悄悄　：後半1

「七、洞房悄悄　」前半の音読練習と音読テスト。

「七、洞房悄悄　」後半の理解と音読。

第15回　七、洞房悄悄　：後半2

「七、洞房悄悄　」後半の音読練習と音読テスト。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＢ カ（検定）

于　耀明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中級中国語ⅠＢ（検定）」では，

同じく共通教育科? に属する「中級中国語ⅠＡ（検定）

」と共に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通

じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵

養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題

を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」よ

うになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現
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し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケー

ションをとることができる」ようになること，そして「

獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値観

や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協

働して，社会に役? てることができる」ようになること

を? 的とする。

　? 本中国語検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い，中国語検定試験４級に合格で

きるだけの中国語? を養成することを? 指す。

＜到達目標＞

1.常? 語500?1000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.平易な中国語を聴き取り，話すことができる。(技能)

4.常? 語による中国語単? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の実施する中国語検定試験4級に

合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験，準４級，４級，3級，シンクロ・リー

ディング，シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は6 ? 2 6 ? ( ? )に? なわれる第106回

中国語検定試験を受けなければならない。授業への出席

条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した級

により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得で

きなかったり何らかの事情で検定試験を受けることがで

きなかったりした場合は，定期試験を受けることにより

規定の評点が与えられる。

・「中級中国語Ⅰ（検定）」はＡとＢを? 括して履修し

なければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはＡ・Ｂ共に10回以上の出席が

必要である。Ａ・Ｂのどちらかでも出席が10回に満たな

い場合は，Ａ・Ｂの単位を共に与えない。

・６? の検定試験で準４級に合格すれば評点Ｂを，４級

以上に合格すれば評点Ｓを与える。

・６? の検定試験で級を取得できなかった? は，定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・６? の検定試験で準４級にだけ合格した? も定期試験

を受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さ

らに定期試験の結果が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験４級相当とする。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞
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1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検4級

リスニング問題対策1

1.『精選中国語基本? 例集』第1・2項? について? テス

トを? なう。

2.第96回4級リスニング問題を解き，練習する。

第2回　中検4級

リスニング問題対策2

1.『精選中国語基本? 例集』第3・4項? について? テス

トを? なう。

2.第95回4級リスニング問題を解き，練習する。

第3回　中検4級

リスニング問題対策3

1.『精選中国語基本? 例集』第5・6項? について? テス

トを? なう。

2.第94回4級リスニング問題を解き，練習する。

第4回　中検4級

リスニング問題対策4

1.『精選中国語基本? 例集』第7・8項? について? テス

トを? なう。

2.第93回4級リスニング問題を解き，練習する。

第5回　中検4級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』第9・10項? について? テ

ストを? なう。

2.第92回4級リスニング問題を解き，練習する。

第6回　中検4級

リスニング問題対策6

1.『精選中国語基本? 例集』第11・12項? について? テ

ストを? なう。

2.第91回4級リスニング問題を解き，練習する。

第7回　中検4級

筆記問題対策7

1.第90回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第90回4級筆記問題について理解し，練習する。

第8回　中検4級

筆記問題対策8

1.第89回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第89回4級筆記問題について理解し，練習する。

第9回　中検4級

筆記問題対策9

1.第88回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第88回4級筆記問題について理解し，練習する。

第10回　中検4級

筆記問題対策10

1.第87回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第87回4級筆記問題について理解し，練習する。

第11回　中検3級

リスニング問題対策1

1.『精選中国語基本? 例集』第21・22項? について? テ

ストを? なう。

2.第96回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第12回　中検3級

リスニング問題対策2

1.『精選中国語基本? 例集』第23・24項? について? テ

ストを? なう。

2.第96回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第13回　中検3級

リスニング問題対策3

1.『精選中国語基本? 例集』第25・26項? について? テ

ストを? なう。

2.第95回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第14回　中検3級

筆記問題対策4

1.第95回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第95回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す

る。

第15回　中検3級

筆記問題対策5

1.第94回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第94回4級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＢ サ（会話）

馬　麗娟

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値
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観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　初級中国語の学習を終えた人が中国語の会話力をさら

に向上させ，中国語でコミュニケーションを図ることが

できるようになることを目指す。中国語を母語とする先

生の指導の下，リスニング訓練を中心として編まれた教

材を使いながら，主に聴く・話す訓練を通じて中国語の

会話力を養成する。

＜到達目標＞

1.生活に密着した単語や語句を身に付け，口頭で言うこ

とができる。(知識・技能)

2.長くない文章の内容を聴き取ることができる。(知識

・技能)

3.短文での問答ができる。また，文章の内容について問

答ができる。(知識・技能)

4.中国語検定試験4級リスニング問題に対応できる。(知

識・技能)

＜授業のキーワード＞

リスニング，会話

＜授業の進め方＞

この教科書に採られた中国語の難易度自体は高くない。

これを「聴いて話す」作業を繰り返すことによってリス

ニング能力を養成し，同時に総合力を充実させることを

意図してこの教科書は編まれている。授業は基本的に教

科書の構成に沿いながら進めていく。授業ではできるだ

け教員と学生，あるいは学生同士の会話を多く行ないな

がら進めていく。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や発音の指導などは全て教員が? なう。すでに?

につけている中国語? をさらに確かなものにしたいと思

う? の履修を歓迎する。

　2年生向けの会話科目には，これの他に「中国語基礎

会話Ⅰ・Ⅱ」(ⅠとⅡを合わせての通年登録科目)もあり，

これと同じく中国語を母語とする教員がその授業を担当

する。会話練習をさらに充実させたい人は，そちらも併

せて履修すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

外国語の学習に当たっては，繰り返し訓練することが何

よりも重要である。音声材料を活用しながら，1時間程

度の時間をかけて予習・復習をしっかりと行なってほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? 頭または筆記による? テストを随時実施する。

? 頭による? テストを? なった場合は，原則として? ?

? ? に対して発? を指導する。筆記による? テストを?

なった場合は，採点を施し次回の授業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に教員と学? との間で，

または学? 同? で? なわれる応? 会話や，その他適宜?

なわれる? テストによって，総合的に成績を評価する。

・最終的な成績は補正を行ない，科目名が同一である複

数クラスの間で各評点の割合に大きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

胡金定　陳敏　吐山名月　『聴力UP!　中国語リスニン

グトレーニング』

朝日出版社　2016年　2300円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　1、　有外国朋友　？1/3

ステップⅠ　基本的な人名，国名，地名，専攻科目名な

どに関する語句

第2回　1、　有外国朋友　？2/3

ステップⅡ　人名，国籍，出身地，専攻科目の尋ね方

　　　　　　人物を紹介する簡単な文章

第3回　1、　有外国朋友　？3/3

ステップⅢ　実践問題

第4回　2、快　的家庭 1/3

ステップⅠ　親族の呼び方，職業名などに関する語句

第5回　2、快　的家庭 2/3

ステップⅡ　家族構成，職業，年齢などの尋ね方

　　　　　　家族を紹介する簡単な文章

第6回　2、快　的家庭 3/3

ステップⅢ　実践問題

第7回　3、我的一个星期 1/3

ステップⅠ　曜日，日常の主な行動などに関する語句

第8回　3、我的一个星期 2/3

ステップⅡ　曜日，予定の尋ね方　一週間の予定に関す

る簡単な文章

第9回　3、我的一个星期 3/3

ステップⅢ　実践問題

第10回　4、我的一天 1/3

ステップⅠ　時刻，一日の行動などに関する語句

第11回　4、我的一天 2/3

ステップⅡ　時刻，日常の行動，動作の持続時間などの

尋ね方

　　　　　　一日の生活に関する簡単な文章

第12回　4、我的一天 3/3

ステップⅢ　実践問題

第13回　5、生日快　 1/3
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ステップⅠ　年? ? ，季節などに関する語句

第14回　5、生日快　 2/3

ステップⅡ　誕? ? ，? ? の尋ね?  年齢，誕? ? を紹

介する簡単な? 章

第15回　5、生日快　 3/3

ステップⅢ　実践問題

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＢ タ（検定）

李　玲

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中級中国語ⅠＢ（検定）」では，

同じく共通教育科? に属する「中級中国語ⅠＡ（検定）

」と共に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通

じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵

養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題

を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」よ

うになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現

し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケー

ションをとることができる」ようになること，そして「

獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値観

や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協

働して，社会に役? てることができる」ようになること

を? 的とする。

　? 本中国語検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い，中国語検定試験４級に合格で

きるだけの中国語? を養成することを? 指す。

＜到達目標＞

1.常? 語500?1000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.平易な中国語を聴き取り，話すことができる。(技能)

4.常? 語による中国語単? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の実施する中国語検定試験4級に

合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験，準４級，４級，3級，シンクロ・リー

ディング，シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は6 ? 2 6 ? ( ? )に? なわれる第106回

中国語検定試験を受けなければならない。授業への出席

条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した級

により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得で

きなかったり何らかの事情で検定試験を受けることがで

きなかったりした場合は，定期試験を受けることにより

規定の評点が与えられる。

・「中級中国語Ⅰ（検定）」はＡとＢを? 括して履修し

なければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ
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れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはＡ・Ｂ共に10回以上の出席が

必要である。Ａ・Ｂのどちらかでも出席が10回に満たな

い場合は，Ａ・Ｂの単位を共に与えない。

・６? の検定試験で準４級に合格すれば評点Ｂを，４級

以上に合格すれば評点Ｓを与える。

・６? の検定試験で級を取得できなかった? は，定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・６? の検定試験で準４級にだけ合格した? も定期試験

を受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さ

らに定期試験の結果が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験４級相当とする。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検4級

リスニング問題対策1

1.『精選中国語基本? 例集』第1・2項? について? テス

トを? なう。

2.第96回4級リスニング問題を解き，練習する。

第2回　中検4級

リスニング問題対策2

1.『精選中国語基本? 例集』第3・4項? について? テス

トを? なう。

2.第95回4級リスニング問題を解き，練習する。

第3回　中検4級

リスニング問題対策3

1.『精選中国語基本? 例集』第5・6項? について? テス

トを? なう。

2.第94回4級リスニング問題を解き，練習する。

第4回　中検4級

リスニング問題対策4

1.『精選中国語基本? 例集』第7・8項? について? テス

トを? なう。

2.第93回4級リスニング問題を解き，練習する。

第5回　中検4級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』第9・10項? について? テ

ストを? なう。

2.第92回4級リスニング問題を解き，練習する。

第6回　中検4級

リスニング問題対策6

1.『精選中国語基本? 例集』第11・12項? について? テ

ストを? なう。

2.第91回4級リスニング問題を解き，練習する。

第7回　中検4級

リスニング問題対策7

1.『精選中国語基本? 例集』第13・14項? について? テ

ストを? なう。

2.第90回4級リスニング問題を解き，練習する。

第8回　中検4級

筆記問題対策7

1.第90回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第90回4級筆記問題について理解し，練習する。

第9回　中検4級

筆記問題対策8

1.第89回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第89回4級筆記問題について理解し，練習する。

第10回　中検4級

筆記問題対策9

1.第88回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第88回4級筆記問題について理解し，練習する。

第11回　中検4級

筆記問題対策10

1.第87回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第87回4級筆記問題について理解し，練習する。

第12回　中検4級

筆記問題対策11

1.第86回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第86回4級筆記問題について理解し，練習する。

第13回　中検3級

リスニング問題対策1

1.『精選中国語基本? 例集』第25項? について? テスト

を? なう。

2.第96回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第14回　中検3級

リスニング問題対策2

1.『精選中国語基本? 例集』第26項? について? テスト

を? なう。

2.第96回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第15回　中検3級

筆記問題対策3
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1.第95回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第95回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＢ ニ（会話）【ＧＣ優先・学籍番号奇数

】

王　彩麗

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　初級中国語の学習を終えた人が中国語の会話力をさら

に向上させ，中国語でコミュニケーションを図ることが

できるようになることを目指す。中国語を母語とする先

生の指導の下，リスニング訓練を中心として編まれた教

材を使いながら，主に聴く・話す訓練を通じて中国語の

会話力を養成する。

＜到達目標＞

1.生活に密着した単語や語句を身に付け，口頭で言うこ

とができる。(知識・技能)

2.長くない文章の内容を聴き取ることができる。(知識

・技能)

3.短文での問答ができる。また，文章の内容について問

答ができる。(知識・技能)

4.中国語検定試験4級リスニング問題に対応できる。(知

識・技能)

＜授業のキーワード＞

リスニング，会話

＜授業の進め方＞

この教科書に採られた中国語の難易度自体は高くない。

これを「聴いて話す」作業を繰り返すことによってリス

ニング能力を養成し，同時に総合力を充実させることを

意図してこの教科書は編まれている。授業は基本的に教

科書の構成に沿いながら進めていく。授業ではできるだ

け教員と学生，あるいは学生同士の会話を多く行ないな

がら進めていく。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や発音の指導などは全て教員が? なう。すでに?

につけている中国語? をさらに確かなものにしたいと思

う? の履修を歓迎する。

　2年生向けの会話科目には，これの他に「中国語基礎

会話Ⅰ・Ⅱ」(ⅠとⅡを合わせての通年登録科目)もあり，

これと同じく中国語を母語とする教員がその授業を担当

する。会話練習をさらに充実させたい人は，そちらも併

せて履修すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

外国語の学習に当たっては，繰り返し訓練することが何

よりも重要である。音声材料を活用しながら，1時間程

度の時間をかけて予習・復習をしっかりと行なってほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? 頭または筆記による? テストを随時実施する。

? 頭による? テストを? なった場合は，原則として? ?

? ? に対して発? を指導する。筆記による? テストを?

なった場合は，採点を施し次回の授業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に教員と学? との間で，

または学? 同? で? なわれる応? 会話や，その他適宜?

なわれる? テストによって，総合的に成績を評価する。

・最終的な成績は補正を行ない，科目名が同一である複

数クラスの間で各評点の割合に大きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

胡金定　陳敏　吐山名月　『聴力UP!　中国語リスニン

グトレーニング』

朝日出版社　2016年　2300円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　1、　有外国朋友　？1/3

ステップⅠ　基本的な人名，国名，地名，専攻科目名な

どに関する語句

第2回　1、　有外国朋友　？2/3

ステップⅡ　人名，国籍，出身地，専攻科目の尋ね方

　　　　　　人物を紹介する簡単な文章

第3回　1、　有外国朋友　？3/3

ステップⅢ　実践問題

第4回　2、快　的家庭 1/3
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ステップⅠ　親族の呼び方，職業名などに関する語句

第5回　2、快　的家庭 2/3

ステップⅡ　家族構成，職業，年齢などの尋ね方

　　　　　　家族を紹介する簡単な文章

第6回　2、快　的家庭 3/3

ステップⅢ　実践問題

第7回　3、我的一个星期 1/3

ステップⅠ　曜日，日常の主な行動などに関する語句

第8回　3、我的一个星期 2/3

ステップⅡ　曜日，予定の尋ね方　一週間の予定に関す

る簡単な文章

第9回　3、我的一个星期 3/3

ステップⅢ　実践問題

第10回　4、我的一天 1/3

ステップⅠ　時刻，一日の行動などに関する語句

第11回　4、我的一天 2/3

ステップⅡ　時刻，日常の行動，動作の持続時間などの

尋ね方

　　　　　　一日の生活に関する簡単な文章

第12回　4、我的一天 3/3

ステップⅢ　実践問題

第13回　5、生日快　 1/3

ステップⅠ　年? ? ，季節などに関する語句

第14回　5、生日快　 2/3

ステップⅡ　誕? ? ，? ? の尋ね?  年齢，誕? ? を紹

介する簡単な? 章

第15回　5、生日快　 3/3

ステップⅢ　実践問題

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級中国語ⅠＢ ヌ（会話）【ＧＣ優先・学籍番号偶数

】

孫　輝

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　初級中国語の学習を終えた人が中国語の会話力をさら

に向上させ，中国語でコミュニケーションを図ることが

できるようになることを目指す。中国語を母語とする先

生の指導の下，リスニング訓練を中心として編まれた教

材を使いながら，主に聴く・話す訓練を通じて中国語の

会話力を養成する。

＜到達目標＞

1.生活に密着した単語や語句を身に付け，口頭で言うこ

とができる。(知識・技能)

2.長くない文章の内容を聴き取ることができる。(知識

・技能)

3.短文での問答ができる。また，文章の内容について問

答ができる。(知識・技能)

4.中国語検定試験4級リスニング問題に対応できる。(知

識・技能)

＜授業のキーワード＞

リスニング，会話

＜授業の進め方＞

この教科書に採られた中国語の難易度自体は高くない。

これを「聴いて話す」作業を繰り返すことによってリス

ニング能力を養成し，同時に総合力を充実させることを

意図してこの教科書は編まれている。授業は基本的に教

科書の構成に沿いながら進めていく。授業ではできるだ

け教員と学生，あるいは学生同士の会話を多く行ないな

がら進めていく。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や発音の指導などは全て教員が? なう。すでに?

につけている中国語? をさらに確かなものにしたいと思

う? の履修を歓迎する。

　2年生向けの会話科目には，これの他に「中国語基礎

会話Ⅰ・Ⅱ」(ⅠとⅡを合わせての通年登録科目)もあり，

これと同じく中国語を母語とする教員がその授業を担当

する。会話練習をさらに充実させたい人は，そちらも併

せて履修すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

外国語の学習に当たっては，繰り返し訓練することが何

よりも重要である。音声材料を活用しながら，1時間程

度の時間をかけて予習・復習をしっかりと行なってほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? 頭または筆記による? テストを随時実施する。

? 頭による? テストを? なった場合は，原則として? ?

? ? に対して発? を指導する。筆記による? テストを?

なった場合は，採点を施し次回の授業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に教員と学? との間で，

または学? 同? で? なわれる応? 会話や，その他適宜?
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なわれる? テストによって，総合的に成績を評価する。

・最終的な成績は補正を行ない，科目名が同一である複

数クラスの間で各評点の割合に大きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

胡金定　陳敏　吐山名月　『聴力UP!　中国語リスニン

グトレーニング』

朝日出版社　2016年　2300円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　1、　有外国朋友　？1/3

ステップⅠ　基本的な人名，国名，地名，専攻科目名な

どに関する語句

第2回　1、　有外国朋友　？2/3

ステップⅡ　人名，国籍，出身地，専攻科目の尋ね方

　　　　　　人物を紹介する簡単な文章

第3回　1、　有外国朋友　？3/3

ステップⅢ　実践問題

第4回　2、快　的家庭 1/3

ステップⅠ　親族の呼び方，職業名などに関する語句

第5回　2、快　的家庭 2/3

ステップⅡ　家族構成，職業，年齢などの尋ね方

　　　　　　家族を紹介する簡単な文章

第6回　2、快　的家庭 3/3

ステップⅢ　実践問題

第7回　3、我的一个星期 1/3

ステップⅠ　曜日，日常の主な行動などに関する語句

第8回　3、我的一个星期 2/3

ステップⅡ　曜日，予定の尋ね方　一週間の予定に関す

る簡単な文章

第9回　3、我的一个星期 3/3

ステップⅢ　実践問題

第10回　4、我的一天 1/3

ステップⅠ　時刻，一日の行動などに関する語句

第11回　4、我的一天 2/3

ステップⅡ　時刻，日常の行動，動作の持続時間などの

尋ね方

　　　　　　一日の生活に関する簡単な文章

第12回　4、我的一天 3/3

ステップⅢ　実践問題

第13回　5、生日快　 1/3

ステップⅠ　年? ? ，季節などに関する語句

第14回　5、生日快　 2/3

ステップⅡ　誕? ? ，? ? の尋ね?  年齢，誕? ? を紹

介する簡単な? 章

第15回　5、生日快　 3/3

ステップⅢ　実践問題

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＡ カ（検定）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中級中国語ⅡＡ（検定）」では，

同じく共通教育科? に属する「中級中国語ⅡＢ（検定）

」と共に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通

じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵

養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題

を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」よ

うになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現

し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケー

ションをとることができる」ようになること，そして「

獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値観

や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協

働して，社会に役? てることができる」ようになること

を? 的とする。

　? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級お

よび中華? ? 共和国政府教育部に直属する機関である孔

? 学院総部/国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室

)が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平

考試)4級に合格できるだけの中国語? を養成することを

? 指す。

　HSK4級は受験? の? 常中国語の応? 能? を判定するテ

ストであり，「幅広い範囲にわたる話題について，中国

語でコミュニケーションをすることができ，中国語を?

語とする者と流ちょうに話すことができる」ことができ

るかどうかを測るものである。1200語程度の常? 単語と

? 法知識を習得している者を対象としており，? 学の第

? 外国語における第? 年度後期履修程度の学習が? 安と

されている。設定されている対象者や難易度は中国語検

定試験3級にほぼ相当する。

＜到達目標＞

1.常? 語1000?2000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.基本的な? 章を読み，書くことができる。また，簡単

な? 常会話ができる。(技能)

4.常? 語による中国語複? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級に

合格することができる。(技能)

6.中華? ? 共和国政府教育部に直属する孔? 学院総部/
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国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室)

が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平考

試)4級に合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験３級，HSK4級，シンクロ・リーディング，

シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

なお，11? の中国語検定試験終了後は，HSK4級の過去問

を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は1 1 ? 2 7 ? ( ? )に? なわれる第107

回中国語検定試験を受けなければならない。授業への出

席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した

級により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得

できなかったり何らかの事情で検定試験を受けることが

できなかったりした場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「中級中国語Ⅱ（検定）」はＡとＢを? 括して履修し

なければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはＡ・Ｂ共に10回以上の出席が

必要。Ａ・Ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は，Ａ・Ｂの単位を共に与えない。

・11? の検定試験で４級に合格すれば評点Ｂを，３級以

上に合格すれば評点Ｓを与える。

・11? の検定試験で４級以上の級を取得できなかった?

は，定期試験を受けなければならない。定期試験を受け

た場合の評点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・11? の検定試験で４級にだけ合格した? も定期試験を

受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さら

に定期試験の成績が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験３級相当とする。

HSK4級の内容も含む。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検3級

筆記問題対策6

1.第94回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第94回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す
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る。

第2回　中検3級

筆記問題対策7

1.第93回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第93回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

第3回　中検3級

筆記問題対策8

1.第93回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第93回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第4回　中検3級

筆記問題対策9

1.第92回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第5回　中検3級

筆記問題対策10

1.第92回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第6回　中検3級

リスニング問題対策11

1.『精選中国語基本? 例集』第16・17・18項? について

? テストを? なう。

2.第91回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第7回　中検3級

リスニング問題対策12

1.『精選中国語基本? 例集』第19・20・21項? について

? テストを? なう。

2.第91回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第8回　中検3級

リスニング問題対策13

1.『精選中国語基本? 例集』第22・23・24項? について

? テストを? なう。

2.第90回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第9回　中検3級

リスニング問題対策14

1.『精選中国語基本? 例集』第25・26・27項? について

? テストを? なう。

2.第90回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第10回　中検3級

リスニング問題対策15

1.『精選中国語基本? 例集』付について? テストを? な

う。

2.第89回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第11回　HSK4　

　　、　写考　1

HSK4　　　、　写考　1を解き，練習する。

第12回　HSK4　

　　、　写考　2

HSK4　　　、　写考　2を解き，練習する。

第13回　HSK4　

　　、　写考　3

HSK4　　　、　写考　3を解き，練習する。

第14回　HSK4　

听? 考　4

HSK4　听? 考　4を解き，練習する。

第15回　HSK4　

听? 考　5

HSK4　听? 考　5を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＡ タ（検定）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中級中国語ⅡＡ（検定）」では，

同じく共通教育科? に属する「中級中国語ⅡＢ（検定）

」と共に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通

じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵

養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題

を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」よ

うになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現

し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケー

ションをとることができる」ようになること，そして「

獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値観

や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協

働して，社会に役? てることができる」ようになること

を? 的とする。

　? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級お

よび中華? ? 共和国政府教育部に直属する機関である孔

? 学院総部/国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室

)が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平

考試)4級に合格できるだけの中国語? を養成することを

? 指す。

　HSK4級は受験? の? 常中国語の応? 能? を判定するテ

ストであり，「幅広い範囲にわたる話題について，中国

語でコミュニケーションをすることができ，中国語を?

語とする者と流ちょうに話すことができる」ことができ

るかどうかを測るものである。1200語程度の常? 単語と

? 法知識を習得している者を対象としており，? 学の第

? 外国語における第? 年度後期履修程度の学習が? 安と

されている。設定されている対象者や難易度は中国語検

定試験3級にほぼ相当する。

＜到達目標＞
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1.常? 語1000?2000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.基本的な? 章を読み，書くことができる。また，簡単

な? 常会話ができる。(技能)

4.常? 語による中国語複? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級に

合格することができる。(技能)

6.中華? ? 共和国政府教育部に直属する孔? 学院総部/

国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室)

が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平考

試)4級に合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験３級，HSK4級，シンクロ・リーディング，

シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

なお，11? の中国語検定試験終了後は，HSK4級の過去問

を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は1 1 ? 2 7 ? ( ? )に? なわれる第107

回中国語検定試験を受けなければならない。授業への出

席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した

級により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得

できなかったり何らかの事情で検定試験を受けることが

できなかったりした場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「中級中国語Ⅱ（検定）」はＡとＢを? 括して履修し

なければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはＡ・Ｂ共に10回以上の出席が

必要。Ａ・Ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は，Ａ・Ｂの単位を共に与えない。

・11? の検定試験で４級に合格すれば評点Ｂを，３級以

上に合格すれば評点Ｓを与える。

・11? の検定試験で４級以上の級を取得できなかった?

は，定期試験を受けなければならない。定期試験を受け

た場合の評点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・11? の検定試験で４級にだけ合格した? も定期試験を

受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さら

に定期試験の成績が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験３級相当とする。

HSK4級の内容も含む。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学
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館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検3級

筆記問題対策4

1.第95回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第95回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す

る。

第2回　中検3級

筆記問題対策5

1.第94回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第94回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

第3回　中検3級

筆記問題対策6

1.第94回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第94回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第4回　中検3級

筆記問題対策7

1.第93回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第93回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第5回　中検3級

筆記問題対策8

1.第93回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第93回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第6回　中検3級

リスニング問題対策9

1.『精選中国語基本? 例集』第13・14・15項? について

? テストを? なう。

2.第91回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第7回　中検3級

リスニング問題対策10

1.『精選中国語基本? 例集』第16・17・18項? について

? テストを? なう。

2.第91回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第8回　中検3級

リスニング問題対策11

1.『精選中国語基本? 例集』第19・20・21項? について

? テストを? なう。

2.第90回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第9回　中検3級

リスニング問題対策12

1.『精選中国語基本? 例集』第22・23・24項? について

? テストを? なう。

2.第90回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第10回　中検3級

リスニング問題対策13

1.『精選中国語基本? 例集』第25・26・27項目と付につ

いて? テストを? なう。

2.第89回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第11回　HSK4　

　　、　写考　1

HSK4　　　、　写考　1を解き，練習する。

第12回　HSK4　

　　、　写考　2

HSK4　　　、　写考　2を解き，練習する。

第13回　HSK4　

　　、　写考　3

HSK4　　　、　写考　3を解き，練習する。

第14回　HSK4　

听? 考　4

HSK4　听? 考　4を解き，練習する。

第15回　HSK4　

听? 考　5

HSK4　听? 考　5を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＡ ナ（読解）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

具体的には次ができるようになることを? 指す。

1.? 活の中で接する頻度の? い常? 語500?600の範囲で

平易に書き換えられた読物を教材とする。常? 語が何度

も現われるように設計された? 章を読むことにより，常

? 語・常? ? 型に対して発? ・意味・漢字など総合的な

? から理解と記憶とを強化することができる。

2.教材には? 章全ての朗読が収められた? 声ファイルが
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附属している。これを聴きながら読むことにより，リス

ニング能? を向上させることができると共に，発話能?

も向上させることができる。

3.教材に取られた元の作品は? 々の? 近な? 活を描いた

掌編? 説(ショートショート)である。これを読むことに

よって，1980年代から現在に? るまでの中国に暮らす?

々の? 活や中国社会に起こったさまざまな変化を読み取

ることができる。

＜到達目標＞

1.最も基礎的な常用語や常用文型に対する理解と記憶と

を強化することができる。(知識)

2.1980年代から現在に至るまでの中国に暮らす人々の生

活や中国社会に起こったさまざまな変化を知ることがで

きる。(知識)

3.中国社会の中で暮らす人々の生活や中国社会に起こっ

ているさまざま変化に関心を向けることができる。(態

度・習慣)

4.ピンインに頼らず，漢字だけの文章を音読することが

できる。(知識・技能)

5.HSK(漢語水平考試)3級に相当する中国語力を身につけ

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSK3級の試験の程

度は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミュニ

ケーションをとることができ、中国旅行の際にも大部分

のことに対応できる」，語彙量の目安は「600語程度の

基礎常用中国語及びそれに相応する文法知識」とされて

いる。これを中国語検定試験に当てはめれば「準４級～

４級」に相当する。

＜授業のキーワード＞

音読，HSK3級

＜授業の進め方＞

復習?? 読練習と? 読テスト

1.前回の授業で学習した? 章を，? 声を聴きながら数回

? 読する。(シンクロ・リーディング)

2.漢字だけで打ち直された? 章を材料に，指定された箇

所を? 読する。(? 読テスト)

新しい内容の学習

1.教員による説明を聴きながら? 章の内容を理解する。

2.教員または録? のあとについて? 章を? 読する。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や? 読の指導は全て教員が? なう。すでに? につ

けている中国語? をさらに確かなものにしたいと思う?

の履修を歓迎する。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろう

し，復習をすれば獲得した知識や技能をさ

らに固めることができる。役に? つ中国語を? につけた

いと思うのであれば，予習・復習を? かす

ことはできない。少なくとも30分程度の時間を毎回の予

習・復習それぞれに充ててほしい。

・教科書にはMP3で収録された? 源が附されている。毎

回の授業で「漢字だけで打ち直された?

章を材料に，指定された箇所を? 読する」? テストが?

なわれるので，授業までに? 読の練習を?

分にしておく必要がある。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「漢字だけで打ち直された? 章を材料に，

指定された箇所を? 読する」? テストを実施する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? 読テストの結果を20%，定期

試験の結果を80%として成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。出題形式は「空所補充」とする。

＜テキスト＞

史迹 『　　分集　　・500　』 　　教学出版社 2013年

 2500円(輸? 書)

(このテキストの注釈等は全て英語です。)

※使? するテキストは前期の「中級中国語ⅠＡ」と同じ

ですので，前期にこの科? を履修した? はテキストを新

たに購? する必要がありません。

※このテキストは中国から直接輸? したものであるため，

他と販売? 法が異なり，書店では取り次がれません。前

期の「中級中国語ⅠＡ」を履修していない? に対しては，

第1回の授業時に教員が教室でテキストを直接販売しま

す。販売の必要なおおよその冊数を事前に把握するため，

新たにテキストの購? が必要な? は，第1回授業の前?

までに下記「遠隔授業情報」に記されている分野主任メ

ールアドレスに宛ててメールを送り，その旨を知らせて

おいて下さい。第1回の授業時に，代? と引き換えにテ

キストを渡します。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　八、老人和　：前半1

「八、老人和　」前半の理解と音読。

第2回　八、老人和　：前半2

八、老人和　：後半1

「八、老人和　」前半の音読練習と音読テスト。

「八、老人和　」後半の理解と音読。

第3回　八、老人和　：後半2

九、租个儿子　年：前半1
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「八、老人和　」後半の音読練習と音読テスト。

「九、租个儿子　年」前半の理解と音読。

第4回　九、租个儿子　年：前半2

九、租个儿子　年：後半1

「九、租个儿子　年」前半の音読練習と音読テスト。

「九、租个儿子　年」後半の理解と音読。

第5回　九、租个儿子　年：後半2

十、　是我的兄弟：前半1

「九、租个儿子　年」後半の音読練習と音読テスト。

「十、　是我的兄弟」前半の理解と音読。

第6回　十、　是我的兄弟：前半2

十、　是我的兄弟：後半1

「十、　是我的兄弟」前半の音読練習と音読テスト。

「十、　是我的兄弟」後半の理解と音読。

第7回　十、　是我的兄弟：後半2

十一、流泪的月亮：前半1

「十、　是我的兄弟」後半の音読練習と音読テスト。

「十一、流泪的月亮」前半の理解と音読。

第8回　十一、流泪的月亮：前半2

十一、流泪的月亮：後半1

「十一、流泪的月亮」前半の音読練習と音読テスト。

「十一、流泪的月亮：後半の理解と音読。

第9回　十一、流泪的月亮：後半2

十二、糖醋　情：前半1

「十一、流泪的月亮」後半の音読練習と音読テスト。

「十二、糖醋　情」前半の理解と音読。

第10回　十二、糖醋　情：前半2

十二、糖醋　情：後半1

「十二、糖醋　情」前半の音読練習と音読テスト。

「十二、糖醋　情」後半の理解と音読。

第11回　十二、糖醋　情：後半2

十三、女人：全1

「十二、糖醋　情」後半の音読練習と音読テスト。

「十三、女人」全の理解と音読。

第12回　十三、女人：全2

十四、童心：全1

「十三、女人」全の音読練習と音読テスト。

「十四、童心」全の理解と音読。

第13回　十四、童心：全2

十五、　光路17号：前半1

「十四、童心」全の音読練習と音読テスト。

「十五、　光路17号」前半の理解と音読。

第14回　十五、　光路17号：前半2

十五、　光路17号：後半1

「十五、　光路17号」前半の音読練習と音読テスト。

「十五、　光路17号」後半の理解と音読。

第15回　十五、　光路17号：後半2

「十五、　光路17号」後半の音読練習と音読テスト。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＡ ニ（読解）【ＧＣ優先・学籍番号奇数

】

傍島　史奈

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

具体的には次ができるようになることを? 指す。

1.? 活の中で接する頻度の? い常? 語500?600の範囲で

平易に書き換えられた読物を教材とする。常? 語が何度

も現われるように設計された? 章を読むことにより，常

? 語・常? ? 型に対して発? ・意味・漢字など総合的な

? から理解と記憶とを強化することができる。

2.教材には? 章全ての朗読が収められた? 声ファイルが

附属している。これを聴きながら読むことにより，リス

ニング能? を向上させることができると共に，発話能?

も向上させることができる。

3.教材に取られた元の作品は? 々の? 近な? 活を描いた

掌編? 説(ショートショート)である。これを読むことに

よって，1980年代から現在に? るまでの中国に暮らす?

々の? 活や中国社会に起こったさまざまな変化を読み取

ることができる。

＜到達目標＞

1.最も基礎的な常用語や常用文型に対する理解と記憶と

を強化することができる。(知識)

2.1980年代から現在に至るまでの中国に暮らす人々の生

活や中国社会に起こったさまざまな変化を知ることがで

きる。(知識)

3.中国社会の中で暮らす人々の生活や中国社会に起こっ

ているさまざま変化に関心を向けることができる。(態

度・習慣)

4.ピンインに頼らず，漢字だけの文章を音読することが

できる。(知識・技能)

5.HSK(漢語水平考試)3級に相当する中国語力を身につけ

ることができる。(技能)
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ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSK3級の試験の程

度は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミュニ

ケーションをとることができ、中国旅行の際にも大部分

のことに対応できる」，語彙量の目安は「600語程度の

基礎常用中国語及びそれに相応する文法知識」とされて

いる。これを中国語検定試験に当てはめれば「準４級～

４級」に相当する。

＜授業のキーワード＞

音読，HSK3級

＜授業の進め方＞

復習?? 読練習と? 読テスト

1.前回の授業で学習した? 章を，? 声を聴きながら数回

? 読する。(シンクロ・リーディング)

2.漢字だけで打ち直された? 章を材料に，指定された箇

所を? 読する。(? 読テスト)

新しい内容の学習

1.教員による説明を聴きながら? 章の内容を理解する。

2.教員または録? のあとについて? 章を? 読する。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や? 読の指導は全て教員が? なう。すでに? につ

けている中国語? をさらに確かなものにしたいと思う?

の履修を歓迎する。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろう

し，復習をすれば獲得した知識や技能をさ

らに固めることができる。役に? つ中国語を? につけた

いと思うのであれば，予習・復習を? かす

ことはできない。少なくとも30分程度の時間を毎回の予

習・復習それぞれに充ててほしい。

・教科書にはMP3で収録された? 源が附されている。毎

回の授業で「漢字だけで打ち直された?

章を材料に，指定された箇所を? 読する」? テストが?

なわれるので，授業までに? 読の練習を?

分にしておく必要がある。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「漢字だけで打ち直された? 章を材料に，

指定された箇所を? 読する」? テストを実施する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? 読テストの結果を20%，定期

試験の結果を80%として成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。出題形式は「空所補充」とする。

＜テキスト＞

史迹 『　　分集　　・500　』 　　教学出版社 2013年

 2500円(輸? 書)

(このテキストの注釈等は全て英語です。)

※使? するテキストは前期の「中級中国語ⅠＡ」と同じ

ですので，前期にこの科? を履修した? はテキストを新

たに購? する必要がありません。

※このテキストは中国から直接輸? したものであるため，

他と販売? 法が異なり，書店では取り次がれません。前

期の「中級中国語ⅠＡ」を履修していない? に対しては，

第1回の授業時に教員が教室でテキストを直接販売しま

す。販売の必要なおおよその冊数を事前に把握するため，

新たにテキストの購? が必要な? は，第1回授業の前?

までに下記「遠隔授業情報」に記されている分野主任メ

ールアドレスに宛ててメールを送り，その旨を知らせて

おいて下さい。第1回の授業時に，代? と引き換えにテ

キストを渡します。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　八、老人和　：前半1

「八、老人和　」前半の理解と音読。

第2回　八、老人和　：前半2

八、老人和　：後半1

「八、老人和　」前半の音読練習と音読テスト。

「八、老人和　」後半の理解と音読。

第3回　八、老人和　：後半2

九、租个儿子　年：前半1

「八、老人和　」後半の音読練習と音読テスト。

「九、租个儿子　年」前半の理解と音読。

第4回　九、租个儿子　年：前半2

九、租个儿子　年：後半1

「九、租个儿子　年」前半の音読練習と音読テスト。

「九、租个儿子　年」後半の理解と音読。

第5回　九、租个儿子　年：後半2

十、　是我的兄弟：前半1

「九、租个儿子　年」後半の音読練習と音読テスト。

「十、　是我的兄弟」前半の理解と音読。

第6回　十、　是我的兄弟：前半2

十、　是我的兄弟：後半1

「十、　是我的兄弟」前半の音読練習と音読テスト。

「十、　是我的兄弟」後半の理解と音読。

第7回　十、　是我的兄弟：後半2

十一、流泪的月亮：前半1

「十、　是我的兄弟」後半の音読練習と音読テスト。

「十一、流泪的月亮」前半の理解と音読。

第8回　十一、流泪的月亮：前半2

十一、流泪的月亮：後半1

「十一、流泪的月亮」前半の音読練習と音読テスト。
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「十一、流泪的月亮：後半の理解と音読。

第9回　十一、流泪的月亮：後半2

十二、糖醋　情：前半1

「十一、流泪的月亮」後半の音読練習と音読テスト。

「十二、糖醋　情」前半の理解と音読。

第10回　十二、糖醋　情：前半2

十二、糖醋　情：後半1

「十二、糖醋　情」前半の音読練習と音読テスト。

「十二、糖醋　情」後半の理解と音読。

第11回　十二、糖醋　情：後半2

十三、女人：全1

「十二、糖醋　情」後半の音読練習と音読テスト。

「十三、女人」全の理解と音読。

第12回　十三、女人：全2

十四、童心：全1

「十三、女人」全の音読練習と音読テスト。

「十四、童心」全の理解と音読。

第13回　十四、童心：全2

十五、　光路17号：前半1

「十四、童心」全の音読練習と音読テスト。

「十五、　光路17号」前半の理解と音読。

第14回　十五、　光路17号：前半2

十五、　光路17号：後半1

「十五、　光路17号」前半の音読練習と音読テスト。

「十五、　光路17号」後半の理解と音読。

第15回　十五、　光路17号：後半2

「十五、　光路17号」後半の音読練習と音読テスト。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＡ ヌ（読解）【ＧＣ優先・学籍番号偶数

】

上田　なおみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

具体的には次ができるようになることを? 指す。

1.? 活の中で接する頻度の? い常? 語500?600の範囲で

平易に書き換えられた読物を教材とする。常? 語が何度

も現われるように設計された? 章を読むことにより，常

? 語・常? ? 型に対して発? ・意味・漢字など総合的な

? から理解と記憶とを強化することができる。

2.教材には? 章全ての朗読が収められた? 声ファイルが

附属している。これを聴きながら読むことにより，リス

ニング能? を向上させることができると共に，発話能?

も向上させることができる。

3.教材に取られた元の作品は? 々の? 近な? 活を描いた

掌編? 説(ショートショート)である。これを読むことに

よって，1980年代から現在に? るまでの中国に暮らす?

々の? 活や中国社会に起こったさまざまな変化を読み取

ることができる。

＜到達目標＞

1.最も基礎的な常用語や常用文型に対する理解と記憶と

を強化することができる。(知識)

2.1980年代から現在に至るまでの中国に暮らす人々の生

活や中国社会に起こったさまざまな変化を知ることがで

きる。(知識)

3.中国社会の中で暮らす人々の生活や中国社会に起こっ

ているさまざま変化に関心を向けることができる。(態

度・習慣)

4.ピンインに頼らず，漢字だけの文章を音読することが

できる。(知識・技能)

5.HSK(漢語水平考試)3級に相当する中国語力を身につけ

ることができる。(技能)

ちなみにHSKの公式サイトに拠れば，HSK3級の試験の程

度は「生活・学習・仕事などの場面で基本的なコミュニ

ケーションをとることができ、中国旅行の際にも大部分

のことに対応できる」，語彙量の目安は「600語程度の

基礎常用中国語及びそれに相応する文法知識」とされて

いる。これを中国語検定試験に当てはめれば「準４級～

４級」に相当する。

＜授業のキーワード＞

音読，HSK3級

＜授業の進め方＞

復習?? 読練習と? 読テスト

1.前回の授業で学習した? 章を，? 声を聴きながら数回

? 読する。(シンクロ・リーディング)

2.漢字だけで打ち直された? 章を材料に，指定された箇

所を? 読する。(? 読テスト)

新しい内容の学習

1.教員による説明を聴きながら? 章の内容を理解する。

2.教員または録? のあとについて? 章を? 読する。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味
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の解説や? 読の指導は全て教員が? なう。すでに? につ

けている中国語? をさらに確かなものにしたいと思う?

の履修を歓迎する。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろう

し，復習をすれば獲得した知識や技能をさ

らに固めることができる。役に? つ中国語を? につけた

いと思うのであれば，予習・復習を? かす

ことはできない。少なくとも30分程度の時間を毎回の予

習・復習それぞれに充ててほしい。

・教科書にはMP3で収録された? 源が附されている。毎

回の授業で「漢字だけで打ち直された?

章を材料に，指定された箇所を? 読する」? テストが?

なわれるので，授業までに? 読の練習を?

分にしておく必要がある。

＜提出課題など＞

毎回の授業で「漢字だけで打ち直された? 章を材料に，

指定された箇所を? 読する」? テストを実施する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・毎回の授業で実施する? 読テストの結果を20%，定期

試験の結果を80%として成績を評価する。

・定期試験は全問マークシート? 式で，全クラス統? 試

験として? なう。出題形式は「空所補充」とする。

＜テキスト＞

史迹 『　　分集　　・500　』 　　教学出版社 2013年

 2500円(輸? 書)

(このテキストの注釈等は全て英語です。)

※使? するテキストは前期の「中級中国語ⅠＡ」と同じ

ですので，前期にこの科? を履修した? はテキストを新

たに購? する必要がありません。

※このテキストは中国から直接輸? したものであるため，

他と販売? 法が異なり，書店では取り次がれません。前

期の「中級中国語ⅠＡ」を履修していない? に対しては，

第1回の授業時に教員が教室でテキストを直接販売しま

す。販売の必要なおおよその冊数を事前に把握するため，

新たにテキストの購? が必要な? は，第1回授業の前?

までに下記「遠隔授業情報」に記されている分野主任メ

ールアドレスに宛ててメールを送り，その旨を知らせて

おいて下さい。第1回の授業時に，代? と引き換えにテ

キストを渡します。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　八、老人和　：前半1

「八、老人和　」前半の理解と音読。

第2回　八、老人和　：前半2

八、老人和　：後半1

「八、老人和　」前半の音読練習と音読テスト。

「八、老人和　」後半の理解と音読。

第3回　八、老人和　：後半2

九、租个儿子　年：前半1

「八、老人和　」後半の音読練習と音読テスト。

「九、租个儿子　年」前半の理解と音読。

第4回　九、租个儿子　年：前半2

九、租个儿子　年：後半1

「九、租个儿子　年」前半の音読練習と音読テスト。

「九、租个儿子　年」後半の理解と音読。

第5回　九、租个儿子　年：後半2

十、　是我的兄弟：前半1

「九、租个儿子　年」後半の音読練習と音読テスト。

「十、　是我的兄弟」前半の理解と音読。

第6回　十、　是我的兄弟：前半2

十、　是我的兄弟：後半1

「十、　是我的兄弟」前半の音読練習と音読テスト。

「十、　是我的兄弟」後半の理解と音読。

第7回　十、　是我的兄弟：後半2

十一、流泪的月亮：前半1

「十、　是我的兄弟」後半の音読練習と音読テスト。

「十一、流泪的月亮」前半の理解と音読。

第8回　十一、流泪的月亮：前半2

十一、流泪的月亮：後半1

「十一、流泪的月亮」前半の音読練習と音読テスト。

「十一、流泪的月亮：後半の理解と音読。

第9回　十一、流泪的月亮：後半2

十二、糖醋　情：前半1

「十一、流泪的月亮」後半の音読練習と音読テスト。

「十二、糖醋　情」前半の理解と音読。

第10回　十二、糖醋　情：前半2

十二、糖醋　情：後半1

「十二、糖醋　情」前半の音読練習と音読テスト。

「十二、糖醋　情」後半の理解と音読。

第11回　十二、糖醋　情：後半2

十三、女人：全1

「十二、糖醋　情」後半の音読練習と音読テスト。

「十三、女人」全の理解と音読。

第12回　十三、女人：全2

十四、童心：全1

「十三、女人」全の音読練習と音読テスト。

「十四、童心」全の理解と音読。

第13回　十四、童心：全2

十五、　光路17号：前半1

「十四、童心」全の音読練習と音読テスト。

「十五、　光路17号」前半の理解と音読。

第14回　十五、　光路17号：前半2

十五、　光路17号：後半1



- 690 -

「十五、　光路17号」前半の音読練習と音読テスト。

「十五、　光路17号」後半の理解と音読。

第15回　十五、　光路17号：後半2

「十五、　光路17号」後半の音読練習と音読テスト。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＢ カ（検定）

于　耀明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中級中国語ⅡＢ（検定）」では，

同じく共通教育科? に属する「中級中国語ⅡＡ（検定）

」と共に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通

じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵

養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題

を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」よ

うになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現

し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケー

ションをとることができる」ようになること，そして「

獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値観

や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協

働して，社会に役? てることができる」ようになること

を? 的とする。

　? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級お

よび中華? ? 共和国政府教育部に直属する機関である孔

? 学院総部/国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室

)が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平

考試)4級に合格できるだけの中国語? を養成することを

? 指す。

　HSK4級は受験? の? 常中国語の応? 能? を判定するテ

ストであり，「幅広い範囲にわたる話題について，中国

語でコミュニケーションをすることができ，中国語を?

語とする者と流ちょうに話すことができる」ことができ

るかどうかを測るものである。1200語程度の常? 単語と

? 法知識を習得している者を対象としており，? 学の第

? 外国語における第? 年度後期履修程度の学習が? 安と

されている。設定されている対象者や難易度は中国語検

定試験3級にほぼ相当する。

＜到達目標＞

1.常? 語1000?2000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.基本的な? 章を読み，書くことができる。また，簡単

な? 常会話ができる。(技能)

4.常? 語による中国語複? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級に

合格することができる。(技能)

6.中華? ? 共和国政府教育部に直属する孔? 学院総部/

国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室)

が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平考

試)4級に合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験３級，HSK4級，シンクロ・リーディング，

シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

なお，11? の中国語検定試験終了後は，HSK4級の過去問

を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は1 1 ? 2 7 ? ( ? )に? なわれる第107

回中国語検定試験を受けなければならない。授業への出

席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した

級により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得

できなかったり何らかの事情で検定試験を受けることが

できなかったりした場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「中級中国語Ⅱ（検定）」はＡとＢを? 括して履修し

なければならない。
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＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはＡ・Ｂ共に10回以上の出席が

必要。Ａ・Ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は，Ａ・Ｂの単位を共に与えない。

・11? の検定試験で４級に合格すれば評点Ｂを，３級以

上に合格すれば評点Ｓを与える。

・11? の検定試験で４級以上の級を取得できなかった?

は，定期試験を受けなければならない。定期試験を受け

た場合の評点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・11? の検定試験で４級にだけ合格した? も定期試験を

受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さら

に定期試験の成績が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験３級相当とする。

HSK4級の内容も含む。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検3級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』第1・2・3項? について?

テストを? なう。

2.第94回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第2回　中検3級

リスニング問題対策6

1.『精選中国語基本? 例集』第4・5・6項? について?

テストを? なう。

2.第94回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第3回　中検3級

リスニング問題対策7

1.『精選中国語基本? 例集』第7・8・9項? について?

テストを? なう。

2.第93回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第4回　中検3級

リスニング問題対策8

1.『精選中国語基本? 例集』第10・11・12項? について

? テストを? なう。

2.第93回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第5回　中検3級

筆記問題対策9

1.第92回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第6回　中検3級

筆記問題対策10

1.第92回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第7回　中検3級

筆記問題対策11

1.第91回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第91回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第8回　中検3級

筆記問題対策12

1.第91回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第91回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第9回　HSK4　

听? 考　1

HSK4　听? 考　1を解き，練習する。

第10回　HSK4　

听? 考　2

HSK4　听? 考　2を解き，練習する。

第11回　HSK4　

听? 考　3

HSK4　听? 考　3を解き，練習する。

第12回　HSK4　

　　、　写考　4

HSK4　　　、　写考　4を解き，練習する。

第13回　HSK4　
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　　、　写考　5

HSK4　　　、　写考　5を解き，練習する。

第14回　HSK4　

　　、　写考　6

HSK4　　　、　写考　6を解き，練習する。

第15回　HSK4　

　　、　写考　7

HSK4　　　、　写考　7を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＢ サ（会話）

馬　麗娟

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　初級中国語の学習を終えた? が中国語の会話? をさら

に向上させ，中国語でコミュニケーションを図ることが

できるようになることを? 指す。中国語を? 語とする先

? の指導の下，リスニング訓練を中? として編まれた教

材を使いながら，主に聴く・話す訓練を通じて中国語の

会話? を養成する。

＜到達目標＞

1.生活に密着した単語や語句を身に付け，口頭で言うこ

とができる。(知識・技能)

2.長くない文章の内容を聴き取ることができる。(知識

・技能)

3.短文での問答ができる。また，文章の内容について問

答ができる。(知識・技能)

4.中国語検定試験4級リスニング問題に対応できる。(知

識・技能)

＜授業のキーワード＞

リスニング，会話

＜授業の進め方＞

この教科書に採られた中国語の難易度? 体は? くない。

これを「聴いて話す」作業を繰り返すことによってリス

ニング能? を養成し，同時に総合? を充実させることを

意図してこの教科書は編まれている。授業は基本的に教

科書の構成に沿いながら進めていく。授業ではできるだ

け教員と学? ，あるいは学? 同? の会話を多く? ないな

がら進めていく。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や発? の指導などは全て教員が? なう。すでに?

につけている中国語? をさらに確かなものにしたいと思

う? の履修を歓迎する。

　2年? 向けの会話科? には，これの他に「中国語基礎

会話Ⅰ・Ⅱ」(ⅠとⅡを合わせての通年登録科? )もあり，

これと同じく中国語を? 語とする教員がその授業を担当

する。会話練習をさらに充実させたい? は，そちらも併

せて履修すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

外国語の学習に当たっては，繰り返し訓練することが何

よりも重要である。? 声材料を活? しながら，1時間程

度の時間をかけて予習・復習をしっかりと? なってほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? 頭または筆記による? テストを随時実施する。

? 頭による? テストを? なった場合は，原則として? ?

? ? に対して発? を指導する。筆記による? テストを?

なった場合は，採点を施し次回の授業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に教員と学? との間で，

または学? 同? で? なわれる応? 会話や，その他適宜?

なわれる? テストによって，総合的に成績を評価する。

・最終的な成績は補正を? ない，科? 名が同? である複

数クラスの間で各評点の割合に? きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

胡金定　陳敏　吐山名月　『聴力UP!　中国語リスニン

グトレーニング』

朝日出版社　2016年　2300円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館『中日辞典　第3版』小学

館　2016 7500＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子『Why？にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500＋税

＜授業計画＞

第1回　6.　老家在　儿？ 1/3

ステップⅠ　場所，方角などに関する語句

第2回　6.　老家在　儿？ 2/3

ステップⅡ　場所，方角などの尋ね方　所在地を紹介す

る簡単な文章

第3回　6.　老家在　儿？ 3/3
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ステップⅢ　実践問題

第4回　7.　怎　去　站？ 1/3

ステップⅠ　交通手段などに関する語句

第5回　7.　怎　去　站？ 2/3

ステップⅡ　行き方，所要時間などの尋ね方　旅行に関

する簡単な文章

第6回　7.　怎　去　站？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第7回　8.一共多少　？ 1/3

ステップⅠ　勉強道具，日用品，衣服，お土産，色など

に関する語句

第8回　8.一共多少　？ 2/3

ステップⅡ　値段，色などに関する語句　買物に関する

簡単な文章

第9回　8.一共多少　？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第10回　9.今天　想吃什　？ 1/3

ステップⅠ　飲食などに関する語句

第11回　9.今天　想吃什　？ 2/3

ステップⅡ　食べ物，飲み物の嗜好の尋ね方やレストラ

ンでの注文の仕方

　　　　　　食事に関する簡単な文章

第12回　9.今天　想吃什　？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第13回　10.我喜　学　　 1/3

ステップⅠ　勉強，趣味，スポーツなどに関する語句

第14回　10.我喜　学　　 2/3

ステップⅡ　好きなこと，できること，出来具合に関す

る尋ね方や言い方

　　　　　　趣味や勉強に関する簡単な文章

第15回　10.我喜　学　　 3/3

ステップⅢ　実践問題

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＢ タ（検定）

李　玲

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中級中国語ⅡＢ（検定）」では，

同じく共通教育科? に属する「中級中国語ⅡＡ（検定）

」と共に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通

じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵

養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題

を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」よ

うになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現

し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケー

ションをとることができる」ようになること，そして「

獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値観

や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協

働して，社会に役? てることができる」ようになること

を? 的とする。

　? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級お

よび中華? ? 共和国政府教育部に直属する機関である孔

? 学院総部/国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室

)が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平

考試)4級に合格できるだけの中国語? を養成することを

? 指す。

　HSK4級は受験? の? 常中国語の応? 能? を判定するテ

ストであり，「幅広い範囲にわたる話題について，中国

語でコミュニケーションをすることができ，中国語を?

語とする者と流ちょうに話すことができる」ことができ

るかどうかを測るものである。1200語程度の常? 単語と

? 法知識を習得している者を対象としており，? 学の第

? 外国語における第? 年度後期履修程度の学習が? 安と

されている。設定されている対象者や難易度は中国語検

定試験3級にほぼ相当する。

＜到達目標＞

1.常? 語1000?2000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.基本的な? 章を読み，書くことができる。また，簡単

な? 常会話ができる。(技能)

4.常? 語による中国語複? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級に

合格することができる。(技能)

6.中華? ? 共和国政府教育部に直属する孔? 学院総部/

国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室)

が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平考

試)4級に合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験３級，HSK4級，シンクロ・リーディング，

シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)
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2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

なお，11? の中国語検定試験終了後は，HSK4級の過去問

を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は1 1 ? 2 7 ? ( ? )に? なわれる第107

回中国語検定試験を受けなければならない。授業への出

席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した

級により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得

できなかったり何らかの事情で検定試験を受けることが

できなかったりした場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「中級中国語Ⅱ（検定）」はＡとＢを? 括して履修し

なければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはＡ・Ｂ共に10回以上の出席が

必要。Ａ・Ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は，Ａ・Ｂの単位を共に与えない。

・11? の検定試験で４級に合格すれば評点Ｂを，３級以

上に合格すれば評点Ｓを与える。

・11? の検定試験で４級以上の級を取得できなかった?

は，定期試験を受けなければならない。定期試験を受け

た場合の評点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・11? の検定試験で４級にだけ合格した? も定期試験を

受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さら

に定期試験の成績が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験３級相当とする。

HSK4級の内容も含む。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検3級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』第1・2・3項? について?

テストを? なう。

2.第94回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第2回　中検3級

リスニング問題対策6

1.『精選中国語基本? 例集』第4・5・6項? について?

テストを? なう。

2.第94回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第3回　中検3級

リスニング問題対策7

1.『精選中国語基本? 例集』第7・8・9項? について?

テストを? なう。

2.第93回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第4回　中検3級

リスニング問題対策8

1.『精選中国語基本? 例集』第10・11・12項? について

? テストを? なう。

2.第93回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第5回　中検3級

筆記問題対策9

1.第92回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。
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第6回　中検3級

筆記問題対策10

1.第92回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第7回　中検3級

筆記問題対策11

1.第91回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第91回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第8回　中検3級

筆記問題対策12

1.第91回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第91回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第9回　HSK4　

听? 考　1

HSK4　听? 考　1を解き，練習する。

第10回　HSK4　

听? 考　2

HSK4　听? 考　2を解き，練習する。

第11回　HSK4　

听? 考　3

HSK4　听? 考　3を解き，練習する。

第12回　HSK4　

　　、　写考　4

HSK4　　　、　写考　4を解き，練習する。

第13回　HSK4　

　　、　写考　5

HSK4　　　、　写考　5を解き，練習する。

第14回　HSK4　

　　、　写考　6

HSK4　　　、　写考　6を解き，練習する。

第15回　HSK4　

　　、　写考　7

HSK4　　　、　写考　7を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＢ ニ（会話）【ＧＣ優先・学籍番号奇数

】

孫　輝

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　初級中国語の学習を終えた? が中国語の会話? をさら

に向上させ，中国語でコミュニケーションを図ることが

できるようになることを? 指す。中国語を? 語とする先

? の指導の下，リスニング訓練を中? として編まれた教

材を使いながら，主に聴く・話す訓練を通じて中国語の

会話? を養成する。

＜到達目標＞

1.生活に密着した単語や語句を身に付け，口頭で言うこ

とができる。(知識・技能)

2.長くない文章の内容を聴き取ることができる。(知識

・技能)

3.短文での問答ができる。また，文章の内容について問

答ができる。(知識・技能)

4.中国語検定試験4級リスニング問題に対応できる。(知

識・技能)

＜授業のキーワード＞

リスニング，会話

＜授業の進め方＞

この教科書に採られた中国語の難易度? 体は? くない。

これを「聴いて話す」作業を繰り返すことによってリス

ニング能? を養成し，同時に総合? を充実させることを

意図してこの教科書は編まれている。授業は基本的に教

科書の構成に沿いながら進めていく。授業ではできるだ

け教員と学? ，あるいは学? 同? の会話を多く? ないな

がら進めていく。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や発? の指導などは全て教員が? なう。すでに?

につけている中国語? をさらに確かなものにしたいと思

う? の履修を歓迎する。

　2年? 向けの会話科? には，これの他に「中国語基礎

会話Ⅰ・Ⅱ」(ⅠとⅡを合わせての通年登録科? )もあり，

これと同じく中国語を? 語とする教員がその授業を担当

する。会話練習をさらに充実させたい? は，そちらも併

せて履修すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

外国語の学習に当たっては，繰り返し訓練することが何

よりも重要である。? 声材料を活? しながら，1時間程

度の時間をかけて予習・復習をしっかりと? なってほし

い。

＜提出課題など＞
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授業では? 頭または筆記による? テストを随時実施する。

? 頭による? テストを? なった場合は，原則として? ?

? ? に対して発? を指導する。筆記による? テストを?

なった場合は，採点を施し次回の授業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に教員と学? との間で，

または学? 同? で? なわれる応? 会話や，その他適宜?

なわれる? テストによって，総合的に成績を評価する。

・最終的な成績は補正を? ない，科? 名が同? である複

数クラスの間で各評点の割合に? きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

胡金定　陳敏　吐山名月　『聴力UP!　中国語リスニン

グトレーニング』

朝日出版社　2016年　2300円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館『中日辞典　第3版』小学

館　2016 7500＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子『Why？にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500＋税

＜授業計画＞

第1回　6.　老家在　儿？ 1/3

ステップⅠ　場所，方角などに関する語句

第2回　6.　老家在　儿？ 2/3

ステップⅡ　場所，方角などの尋ね方　所在地を紹介す

る簡単な文章

第3回　6.　老家在　儿？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第4回　7.　怎　去　站？ 1/3

ステップⅠ　交通手段などに関する語句

第5回　7.　怎　去　站？ 2/3

ステップⅡ　行き方，所要時間などの尋ね方　旅行に関

する簡単な文章

第6回　7.　怎　去　站？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第7回　8.一共多少　？ 1/3

ステップⅠ　勉強道具，日用品，衣服，お土産，色など

に関する語句

第8回　8.一共多少　？ 2/3

ステップⅡ　値段，色などに関する語句　買物に関する

簡単な文章

第9回　8.一共多少　？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第10回　9.今天　想吃什　？ 1/3

ステップⅠ　飲食などに関する語句

第11回　9.今天　想吃什　？ 2/3

ステップⅡ　食べ物，飲み物の嗜好の尋ね方やレストラ

ンでの注文の仕方

　　　　　　食事に関する簡単な文章

第12回　9.今天　想吃什　？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第13回　10.我喜　学　　 1/3

ステップⅠ　勉強，趣味，スポーツなどに関する語句

第14回　10.我喜　学　　 2/3

ステップⅡ　好きなこと，できること，出来具合に関す

る尋ね方や言い方

　　　　　　趣味や勉強に関する簡単な文章

第15回　10.我喜　学　　 3/3

ステップⅢ　実践問題

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級中国語ⅡＢ ヌ（会話）【ＧＣ優先・学籍番号偶数

】

王　彩麗

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科? は，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を

通じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を

涵養」すること・「幅広い知識を活? してさまざまな問

題を発? し，それを解決する? 策を導くことができる」

ようになること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表

現し，相? の意? を理解することで，良好なコミュニケ

ーションをとることができる」ようになること，そして

「獲得した知識や技能を活? し，国内外において，価値

観や意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，

協働して，社会に役? てることができる」ようになるこ

とを? 的とする。

　初級中国語の学習を終えた? が中国語の会話? をさら

に向上させ，中国語でコミュニケーションを図ることが

できるようになることを? 指す。中国語を? 語とする先

? の指導の下，リスニング訓練を中? として編まれた教

材を使いながら，主に聴く・話す訓練を通じて中国語の

会話? を養成する。

＜到達目標＞

1.生活に密着した単語や語句を身に付け，口頭で言うこ

とができる。(知識・技能)

2.長くない文章の内容を聴き取ることができる。(知識

・技能)

3.短文での問答ができる。また，文章の内容について問

答ができる。(知識・技能)

4.中国語検定試験4級リスニング問題に対応できる。(知

識・技能)

＜授業のキーワード＞

リスニング，会話

＜授業の進め方＞
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この教科書に採られた中国語の難易度? 体は? くない。

これを「聴いて話す」作業を繰り返すことによってリス

ニング能? を養成し，同時に総合? を充実させることを

意図してこの教科書は編まれている。授業は基本的に教

科書の構成に沿いながら進めていく。授業ではできるだ

け教員と学? ，あるいは学? 同? の会話を多く? ないな

がら進めていく。

＜履修するにあたって＞

履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修し

て単位を取得したのと同等程度の中国語? を有している

ことが必要。ただし，? 度な中国語? は求めない。意味

の解説や発? の指導などは全て教員が? なう。すでに?

につけている中国語? をさらに確かなものにしたいと思

う? の履修を歓迎する。

　2年? 向けの会話科? には，これの他に「中国語基礎

会話Ⅰ・Ⅱ」(ⅠとⅡを合わせての通年登録科? )もあり，

これと同じく中国語を? 語とする教員がその授業を担当

する。会話練習をさらに充実させたい? は，そちらも併

せて履修すると良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

外国語の学習に当たっては，繰り返し訓練することが何

よりも重要である。? 声材料を活? しながら，1時間程

度の時間をかけて予習・復習をしっかりと? なってほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? 頭または筆記による? テストを随時実施する。

? 頭による? テストを? なった場合は，原則として? ?

? ? に対して発? を指導する。筆記による? テストを?

なった場合は，採点を施し次回の授業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に教員と学? との間で，

または学? 同? で? なわれる応? 会話や，その他適宜?

なわれる? テストによって，総合的に成績を評価する。

・最終的な成績は補正を? ない，科? 名が同? である複

数クラスの間で各評点の割合に? きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

胡金定　陳敏　吐山名月　『聴力UP!　中国語リスニン

グトレーニング』

朝日出版社　2016年　2300円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館『中日辞典　第3版』小学

館　2016 7500＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子『Why？にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500＋税

＜授業計画＞

第1回　6.　老家在　儿？ 1/3

ステップⅠ　場所，方角などに関する語句

第2回　6.　老家在　儿？ 2/3

ステップⅡ　場所，方角などの尋ね方　所在地を紹介す

る簡単な文章

第3回　6.　老家在　儿？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第4回　7.　怎　去　站？ 1/3

ステップⅠ　交通手段などに関する語句

第5回　7.　怎　去　站？ 2/3

ステップⅡ　行き方，所要時間などの尋ね方　旅行に関

する簡単な文章

第6回　7.　怎　去　站？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第7回　8.一共多少　？ 1/3

ステップⅠ　勉強道具，日用品，衣服，お土産，色など

に関する語句

第8回　8.一共多少　？ 2/3

ステップⅡ　値段，色などに関する語句　買物に関する

簡単な文章

第9回　8.一共多少　？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第10回　9.今天　想吃什　？ 1/3

ステップⅠ　飲食などに関する語句

第11回　9.今天　想吃什　？ 2/3

ステップⅡ　食べ物，飲み物の嗜好の尋ね方やレストラ

ンでの注文の仕方

　　　　　　食事に関する簡単な文章

第12回　9.今天　想吃什　？ 3/3

ステップⅢ　実践問題

第13回　10.我喜　学　　 1/3

ステップⅠ　勉強，趣味，スポーツなどに関する語句

第14回　10.我喜　学　　 2/3

ステップⅡ　好きなこと，できること，出来具合に関す

る尋ね方や言い方

　　　　　　趣味や勉強に関する簡単な文章

第15回　10.我喜　学　　 3/3

ステップⅢ　実践問題

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級ドイツ語ⅠＡ カ（総合的コミュニケーション）

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと



- 698 -

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に基

づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

この授業は、ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が

聴き取れ、基本的な語句で自分の気持ちが伝えられるよ

うになること、さらに日常生活での基本的な表現を理解

し、ごく簡単なやり取りができるようになることを目的

とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略

称CEFR)に照らせば、A1レべルのさらなる定着、すなわ

ち A1+ （プラス）レベルに相当するドイツ語運用能力

です。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」の6つのレベルは、ゲーテ・インスティトゥ

ートの公式HPによれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

中級ドイツ語では、ⅠAとⅠBは別々に履修できます。Ⅰ

Aでは4つの言語運用能力、すなわち「読む、書く、聴く、

話す」能力を有機的・効果的に身に付けるために、1年

次で使用した教科書の続編前半を使います。必ず教科書

を購入してください。また1年次に使用した『スタート1

！コミュニケーション活動を学ぶドイツ語』も用意して

ください。ドイツ語圏の社会や文化についての理解も深

めていきましょう。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は、初級ドイツ語で学んだ文法事項や表現を復習し

ながら進めていきます。教科書を必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

この科目は、ドイツ語をすでに学習した経験のある人を

対象としたものです。1年次で初級ドイツ語科目を履修

したかどうかは問いませんが、初級ドイツ語を履修した

のと同程度の基礎力が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。提出

物については、添削や解答例の提示など、宿題の内容に

そってフィードバックします。なお宿題の提出状況は、

成績評価の対象になります。
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＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著 『スタート! 2―コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語』 (三修社 2019年） 2600円＋税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　総復習

1年次の学習内容を振り返り、復習する

第2回　総復習

1年次の学習内容を振り返り、復習する

第3回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動

詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

第4回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動

詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

第5回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動

詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

第6回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動

詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

第7回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動

詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

＜ドイツ事情＞ Wohin reisen die Deutschen am liebs

ten?

第8回　復習

１課全体について復習する。

第9回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第10回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第11回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第12回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第13回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第14回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ



- 700 -

＜ドイツ事情＞ Mit Bus und Bahn unterwegs in Berli

n

第15回　総復習

1課と２課の学習事項を復習する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級ドイツ語ⅠＢ カ

湯浅　博章

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に基

づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

この授業は、ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が

聴き取れ、基本的な語句で自分の気持ちが伝えられるよ

うになること、さらに日常生活での基本的な表現を理解

し、ごく簡単なやり取りができるようになることを目的

とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略

称CEFR)に照らせば、A1レべルのさらなる定着、すなわ

ち A1+ （プラス）レベルに相当するドイツ語運用能力

です。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」の6つのレベルは、ゲーテ・インスティトゥ

ートの公式HPによれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

中級ドイツ語ではⅠA・ⅠBは別々の教科書を使用し、別

々に履修できます。ただし、ⅠBはPCやスマートフォン

を使ったドイツ語学習に重点を置きますので、そのスキ

ルを身に付けていることが前提となります。教科書を必

ず購入してください。また1年次の『スタート1！コミュ

ニケーション活動を学ぶドイツ語』も適宜使用します。

ドイツ語圏の社会や文化についての理解も深めていきま

しょう。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は、初級ドイツ語で学んだ文法事項や表現を復習し

ながら進めていきます。教科書を必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や内容は、成績評価
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の対象になります。

この科目は、ドイツ語をすでに学習した経験のある人を

対象としたものです。1年次で初級ドイツ語科目を履修

したかどうかは問いませんが、初級ドイツ語を履修した

のと同程度の基礎力が必要です。また、Wordはもちろん

のこと、Power Pointを用いたプレゼンテーションの練

習や、Excelを使ったグラフや表を作成する練習も行う

予定です。高度なICTの技術は不要ですが、普段から、

コンピューター・リテラシーに親しんでいることが前提

となります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は、必ず期限までに提出してください。（基本的に

は、翌週の授業までを期限とします。）提出されたもの

は、添削等の何らかの方法でフィードバックを行います。

なお、宿題に取り組んでいることを前提として、授業は

進められます。また、宿題の提出状況は、成績評価の対

象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

新倉真矢子他著 『シュピツェ 2』 (朝日出版社　2020

年） 2700円＋税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　総復習

1年次の学習内容を振り返り、復習する

第2回　総復習

1年次の学習内容を振り返り、復習する

第3回　健康と病気

過去のことを話す

<1課の言語行為> 健康と病気、過去のことを話す

<１課の文法項目> 過去形① （sein ・haben ・werden

・話法の助動詞）

　　　　　　　　名詞の2格と2格支配の前置詞

＜発音＞ウムラウト

第4回　健康と病気

過去のことを話す

<1課の言語行為> 健康と病気、過去のことを話す

<１課の文法項目> 過去形① （sein ・haben ・werden

・話法の助動詞）

　　　　　　　　名詞の2格と2格支配の前置詞

＜発音＞ウムラウト

第5回　健康と病気

過去のことを話す

<1課の言語行為> 健康と病気、過去のことを話す

<１課の文法項目> 過去形① （sein ・haben ・werden

・話法の助動詞）

　　　　　　　　名詞の2格と2格支配の前置詞

＜発音＞ウムラウト

第6回　健康と病気

過去のことを話す

<1課の言語行為> 健康と病気、過去のことを話す

<１課の文法項目> 過去形① （sein ・haben ・werden

・話法の助動詞）

　　　　　　　　名詞の2格と2格支配の前置詞

＜発音＞ウムラウト

第7回　買い物

交通

<2課の言語行為> 買い物、交通について話す、読む

<2課の文法項目> 定冠詞類、副詞的４格、使役動詞、知

覚動詞

＜発音＞ 子音 (b-v-f / chの発音

第8回　買い物

交通

<2課の言語行為> 買い物、交通について話す、読む

<2課の文法項目> 定冠詞類、副詞的４格、使役動詞、知

覚動詞

＜発音＞ 子音 (b-v-f / chの発音

第9回　買い物

交通

<2課の言語行為> 買い物、交通について話す、読む

<2課の文法項目> 定冠詞類、副詞的４格、使役動詞、知

覚動詞

＜発音＞ 子音 (b-v-f / chの発音

第10回　買い物

交通

<2課の言語行為> 買い物、交通について話す、読む，書

く、聴く

<2課の文法項目> 定冠詞類、副詞的４格、使役動詞、知

覚動詞

＜発音＞ 子音 (b-v-f / chの発音

第11回　街並みや暮らしの変化

<3課の言語行為> 街並みや暮らしの変化について語る、

読む、書く

<3課の文法項目> 過去形②（分離・非分離動詞含む）
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　　　　　　　　zu 不定詞（句）

　　　　　　　　um zu / statt zu / ohne zu 不定詞

（句）

<３課の発音＞　二重母音

第12回　街並みや暮らしの変化

<3課の言語行為> 街並みや暮らしの変化について語る、

読む、書く

<3課の文法項目> 過去形②（分離・非分離動詞含む）

　　　　　　　　zu 不定詞（句）

　　　　　　　　um zu / statt zu / ohne zu 不定詞

（句）

<３課の発音＞　二重母音

第13回　街並みや暮らしの変化

<3課の言語行為> 街並みや暮らしの変化について語る、

読む、書く

<3課の文法項目> 過去形②（分離・非分離動詞含む）

　　　　　　　　zu 不定詞（句）

　　　　　　　　um zu / statt zu / ohne zu 不定詞

（句）

<３課の発音＞　二重母音

第14回　街並みや暮らしの変化

<3課の言語行為> 街並みや暮らしの変化について語る、

読む、書く

<3課の文法項目> 過去形②（分離・非分離動詞含む）

　　　　　　　　zu 不定詞（句）

　　　　　　　　um zu / statt zu / ohne zu 不定詞

（句）

<３課の発音＞　二重母音

第15回　総復習

1課から3課の学習事項を復習する

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級ドイツ語ⅡＡ カ（総合的コミュニケーション）

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に基

づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

この授業は、ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が

聴き取れ、基本的な語句で自分の気持ちが伝えられるよ

うになること、さらに日常生活での基本的な表現を理解

し、ごく簡単なやり取りができるようになることを目的

とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略

称CEFR)に照らせば、A1レべルのさらなる定着、すなわ

ち A1+ （プラス）レベルに相当するドイツ語運用能力

です。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」の6つのレベルは、ゲーテ・インスティトゥ

ートの公式HPによれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること
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ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

中級ドイツ語では、ⅡAとⅡBは別々に履修できます。4

つの言語運用能力、すなわち「読む、書く、聴く、話す

」能力を有機的・効果的に身に付けるために、1年次で

使用した教科書の続編を使います。必ず教科書を購入し

てください。また1年次に使用した『スタート1！コミュ

ニケーション活動を学ぶドイツ語』も持って来てくださ

い。ドイツ語圏の社会や文化についての理解も深めてい

きましょう。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は、初級ドイツ語で学んだ文法事項や表現を復習し

ながら進めていきます。教科書を必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

この科目は、ドイツ語をすでに学習した経験のある人を

対象としたものです。1年次で初級ドイツ語科目を履修

し、加えて中級科目を前期に受講したかどうかは問いま

せんが、3学期を履修したのと同程度の基礎力が必要で

す。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。提出されたも

のは、添削して返却し、注意事項を授業で伝えます。宿

題に取り組んでいることを前提として、授業は進められ

ます。宿題の提出状況は、成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著 『スタート! 2―コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語』 (三修社 2019年） 2600円＋税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第2回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第3回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第4回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第5回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第6回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第7回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、
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過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第8回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

＜ドイツ事情＞ Hochschule in Deutschland

第9回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

第10回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

第11回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

第12回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

第13回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

第14回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

＜ドイツ事情＞ Sind Deutsche sportlich?

第15回　総復習

3課と4課の学習事項を復習する

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級ドイツ語ⅡＢ カ

湯浅　博章

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に基

づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

この授業は、ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が

聴き取れ、基本的な語句で自分の気持ちが伝えられるよ

うになること、さらに日常生活での基本的な表現を理解

し、ごく簡単なやり取りができるようになることを目的

とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略

称CEFR)に照らせば、A1レべルのさらなる定着、すなわ

ち A1+ （プラス）レベルに相当するドイツ語運用能力

です。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」の6つのレベルは、ゲーテ・インスティトゥ

ートの公式HPによれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が
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理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

中級ドイツ語ではⅡA・ⅡBは別々の教科書を使用します。

ⅡAとⅡBは別々に履修できます。ⅡBはPCやスマートフ

ォンを使ったドイツ語学習に重点を置きます。4つの言

語運用能力、すなわち「読む、書く、聴く、話す」能力

を有機的・効果的に身に付けましょう。必ず教科書を購

入してください。また1年次に使用した『スタート1！コ

ミュニケーション活動を学ぶドイツ語』も持って来てく

ださい。ドイツ語圏の社会や文化についての理解も深め

ていきましょう。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は、初級ドイツ語で学んだ文法事項や表現を復習し

ながら進めていきます。教科書を必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

この科目は、ドイツ語をすでに学習した経験のある人を

対象としたものです。1年次で初級ドイツ語科目を履修

したかどうかは問いませんが、初級ドイツ語を履修した

のと同程度の基礎力が必要です。また、Wordはもちろん

のこと、Power Pointを用いてプレゼンテーションをし

たり、Excelを使ってグラフや表も作成します。高度なI

CTの技術は不要ですが、普段から、コンピューター・リ

テラシーに親しんでいることが前提となります。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。（基本的には、

翌週の授業までを期限とします。）提出された課題につ

いては、添削等の何らかの方法でフィードバックを行い

ます。なお、宿題に取り組んでいることを前提として、

授業は進められます。また、宿題の提出状況は、成績評

価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

新倉真矢子他著 『シュピッツェ 2』 (朝日出版社 2020

年） 2700円＋税

＜参考図書＞
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授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　総復習

前期の学習内容を振り返り、復習する

第2回　家事、１日の行動、過去のことを話す

<4課の言語行為> 家事、１日の行動、過去のことを話す

<４課の文法項目> 方向・場所を表す前置詞

　　　　　　　　 現在完了形（分離動詞・非分離前綴

つづりのある動詞・

　　　　　　　　 -ieren で終わる動詞）

< 4課の発音＞長母音と短母音

第3回　家事、１日の行動、過去のことを話す

<4課の言語行為> 家事、１日の行動、過去のことを話す

<４課の文法項目> 方向・場所を表す前置詞

　　　　　　　　 現在完了形（分離動詞・非分離前綴

つづりのある動詞・

　　　　　　　　 -ieren で終わる動詞）

< 4課の発音＞長母音と短母音

第4回　家事、１日の行動、過去のことを話す

<4課の言語行為> 家事、１日の行動、過去のことを話す

<４課の文法項目> 方向・場所を表す前置詞

　　　　　　　　 現在完了形（分離動詞・非分離前綴

つづりのある動詞・

　　　　　　　　 -ieren で終わる動詞）

< 4課の発音＞長母音と短母音

第5回　家事、１日の行動、過去のことを話す

<4課の言語行為> 家事、１日の行動、過去のことを話す

<４課の文法項目> 方向・場所を表す前置詞

　　　　　　　　 現在完了形（分離動詞・非分離前綴

つづりのある動詞・

　　　　　　　　 -ieren で終わる動詞）

< 4課の発音＞長母音と短母音

第6回　家事、１日の行動、過去のことを話す

<4課の言語行為> 家事、１日の行動、過去のことを話す

<４課の文法項目> 方向・場所を表す前置詞

　　　　　　　　 現在完了形（分離動詞・非分離前綴

つづりのある動詞・

　　　　　　　　 -ieren で終わる動詞）

< 4課の発音＞長母音と短母音

第7回　身だしなみ

<5課の言語行為> 身だしなみについて話す、読む

<5課の文法項目> 再帰代名詞、再帰動詞

<5課の発音> lとr

第8回　身だしなみ

<5課の言語行為> 身だしなみについて話す、読む

<5課の文法項目> 再帰代名詞、再帰動詞

<5課の発音> lとr

第9回　身だしなみ

<5課の言語行為> 身だしなみについて話す、読む

<5課の文法項目> 再帰代名詞、再帰動詞

<5課の発音> lとr

第10回　身だしなみ

<5課の言語行為> 身だしなみについて話す、読む

<5課の文法項目> 再帰代名詞、再帰動詞

<5課の発音> lとr

第11回　料理、食文化

<6課の言語行為>  料理。食文化について話す、読む

<6課の文法項目>  命令形

　　　　　　　　接続法Ⅱ式（丁寧な表現）

　　　　　　　　複合名詞

< 6課の発音>  文末イントネーション

第12回　料理、食文化

<6課の言語行為>  料理。食文化について話す、読む

<6課の文法項目>  命令形

　　　　　　　　接続法Ⅱ式（丁寧な表現）

　　　　　　　　複合名詞

< 6課の発音>  文末イントネーション

第13回　料理、食文化

<6課の言語行為>  料理。食文化について話す、読む

<6課の文法項目>  命令形

　　　　　　　　接続法Ⅱ式（丁寧な表現）

　　　　　　　　複合名詞

< 6課の発音>  文末イントネーション

第14回　料理、食文化

<6課の言語行為>  料理。食文化について話す、読む

<6課の文法項目>  命令形

　　　　　　　　接続法Ⅱ式（丁寧な表現）

　　　　　　　　複合名詞

< 6課の発音>  文末イントネーション

第15回　料理、食文化

<6課の言語行為>  料理。食文化について話す、読む

<6課の文法項目>  命令形

　　　　　　　　接続法Ⅱ式（丁寧な表現）

　　　　　　　　複合名詞

< 6課の発音>  文末イントネーション

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級フランス語ⅠＡ ア（検定クラス）

本多　雄一郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ



- 707 -

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社

会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。

生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の5・4・3級に合格するのに必要なフラ

ンス語の運用能力が身につけられる。

５級レベルでは、初歩的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる（仏検ＨＰから）。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む（ 初歩的な単文の構成と文意の理解、短い初歩

的な対話の理解）。

・聞く （初歩的な文の聞き分け、挨拶等日常的な応答

表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （初歩的な日常表現の単文を構成するのに

必要な文法的知識。動詞としては、直説法現在、近　接

未来、近接過去、命令法の範囲内）。

＜授業のキーワード＞

フランス語検定　フランス語の日常会話表現

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。aクラスでは基本的

にテキストの文法項目についての説明と練習問題を行う。

授業の後半では、各教員により、実際の検定試験による

模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き取りなど、

それぞれの教員独自の教材により、フランス語能力を養

成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

検定問題に関する課題については授業中に解答・解説を

する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・６月の検定試験で5級に合格すれば定期試験を免除し

て評点Ｂを与える。さらに定期試験を受ければ成績次第

で評点AあるいはSを与える。

・４級以上に合格すれば定期試験を免除して評点Ａを与

える。さらに定期試験を受ければ成績次第で評点Sを与

える。

・６月の検定試験で級を取得できなかった、あるいは受

験しなかった場合、定期試験を受けなければなりません。

評点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30%

をSとＡ、30%をＢ、20～40%をＣ、20～0%をＤとする。

・定期試験、課題レポートの難易度は仏検4級相当とす

る。

＜テキスト＞

『ニヴォー・サンク』、富田正二著、駿河台出版社

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、　仏検問題の形式の説明

授業の進め方を説明する。仏検問題の形式の説明と模擬

練習。

第2回　名詞の前につくことば（１）

冠詞（不定冠詞、定冠詞、部分冠詞）１２ページ

第3回　名詞の前につくことば（２）

指示形容詞、所有形容詞（１４ページ）

第4回　動詞の活用（１）

-er型動詞、不規則動詞avoir, etre, aller, ouvrirの

現在形（２０ページ）

第5回　動詞の活用（２）

-ir型動詞、不規則動詞、venir, partir, voir, devoir,

など（２２ページ）

第6回　動詞の活用（３）

dire, faire, prendre, pouvoir, vouloirなど（２４ペ

ージ）

第7回　単語配列（１）

平叙文、否定文、命令文（３４ページ）

第8回　単語配列（２）

疑問文（３８ページ）

第9回　単語配列（３）

非人称構文、比較構文（４０ページ）

第10回　単語配列（４）

形容詞と副詞の位置、前置詞の用法（４４ページ）

第11回　単語配列（５）

よく使われる表現（４５ページ）

第12回　応答問題（１）

疑問詞を用いない疑問文〔４８ページ）

第13回　応答問題（２）

疑問形容詞、疑問副詞を用いる疑問文（５２ページ）

第14回　応答問題（３）

疑問代名詞を用いる疑問文（５６ページ）

第15回　応答問題（４）

会話表現（６０ページ）
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級フランス語ⅠＡ カ（総合的コミュニケーション）

寺尾　佳子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目の受講生は、「初級フランス語I」で習得した

知識をもとに、中級レベルのフランス語の総合的なコミ

ュニケーション能力（聞く、読む、話す、書く力）をバ

ランスよく身につけることを目的とします。

　授業中に受講生は、各課で習う文法事項に関連したビ

デオを視聴し、クイズ形式の文法問題を解き、ペア・グ

ループで表現を練習することにより、日常の様々な場面

で幅広く使えるようなフランス語の知識を主体的に獲得

していきます。ビデオでは、フランス留学中の主人公が

ホストファミリーや友人と様々な経験をする様子を見ま

す。また、練習問題では、適宜インターネットで調べ学

習を行ってクラスで情報を共有することで、フランスで

の暮らしを仮想体験することができるでしょう。各課の

最後では、パリ観光、フランスの地方、芸術等に関する

テキストを読んだり、自分で文章を書いたりする練習に

もチャレンジします。

　授業を通して、実践的な言語能力に加え、フランス語

圏の文化や社会に関する知識も身につけることで、異文

化体験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習得

することを目的とします。これは、全学ディプロマ・ポ

リシー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化

を理解することができる」、「2. さまざまな問題を発

見し、それを解決する方策を導くことができる」に沿っ

たものです。

＜到達目標＞

受講生は、「中級フランス語 IA、IIA」修了時点で、ヨ

ーロッパ言語共通参照枠（CEFR）A1+レベルに到達する

ことを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠とは、言

語の枠や国境を越えて、外国語の運用能力を同一の基準

で測ることが出来る国際標準のことです。

　ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の６つのレベルは、

日本フランス語試験管理センターによれば以下のように

なります。

A1 : 簡単なやりとりが可能で、自分や、身近な物事に

ついて話すことができます。

A2 : 日常生活に関わる簡単な課題を実行できます。丁

寧表現を用いたり、もっとも日常的なやり取りを交わし

たりすることができます。

B1 : やりとりを維持すること、議論を理解、継続し、

自分の見解や意見を述べることができます。日常生活の

予期せぬ状況にも対処できます。

B2 : 自分の意見を主張するために筋道の通った議論の

流れを作ることができ、自分の見解を展開し、交渉する

ことができます。このレベルの受験者は、社交的な談話

の中で流暢に会話を交わし、自分の間違いを自分で修正

することができるようになっています。

C1 : 流暢で自然なコミュニケーションを成立させるこ

とが可能です。豊富な語彙があり、自分の意見を伝える

際に適切な表現を選択できます。明瞭で構成の整った話

を滑らかに発し、様々な構文に習熟した使用者であるこ

とが見て取れます。

C2 : 言語への熟練が、表現の正確さや適切さ、流暢さ

に現われます。受験者は学術的な、あるいは高度な課題

を実現することができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

語圏の社会・文化

＜授業の進め方＞

3回の授業で1課を終わらせるペースで教科書を進めてい

きます。「初級フランス語I, II」の授業で使用した教

科書『マエストロ１』の後半部を扱います。

まず、各課で習う文法事項に関連したビデオを見て、教

師の質問や教科書の設問に答えて、ビデオの大まかな内

容を推測します。

　それから、文法ルールを受講生が自ら発見する形で学

び取り、ペア・グループワークを活用することで、学習

事項を定着させ、自分でも応用できるようにします。

適宜、文化的要素が取り入れられたある程度の文章を読

んだり、文を書いたりする練習もします。

　授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テス

トに挑戦します。

＜履修するにあたって＞

すでに学習した「初級フランス語I、II」の知識をさら

に深めるため、積極的に履修してください。

　この科目は、フランス語をすでに学習した経験のある

人を対象としたものです。1年次で初級フランス語科目

を履修したかどうかは問いませんが、初級フランス語を

履修したのと同程度の基礎力が必要です。

　単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま
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す。課題は成績評価の対象になります。

実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

授業への積極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20

% + 小テストの成績 20% + 定期試験 40%

定期試験を受けるには、全15回の授業のうち10回以上の

授業の出席日数が必要です。

＊評点Ｓ・Ａの取得者の割合は，概ね単位取得者の30％

を超えないものとします。

＜テキスト＞

北村亜矢子、Durrenberger Vincent『マエストロ１』（

朝日出版社　2020年）定価2,700円＋税

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　Introduction

Exprimer le pass? r?cent

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明。

テテキスト15課：今していることを言う

進行形

第2回　Exprimer le pass? r?cent

テキスト15課：したばかりのことを言う

近接過去

第3回　Exprimer le pass? r?cent

テキスト15課：贈り物について相談する

間接目的補語人称代名詞lui, leur、主語人称代名詞on

第4回　Parler au pass?

テキスト16課：過去の行為や出来事を語る（1）

複合過去（1）（avoir + p.p.）

第5回　Parler au pass?

テキスト16課：過去の行為や出来事を語る（1）

過去分詞の作り方

第6回　Parler au pass?

テキスト16課：過去の行為や出来事を語る（1）

複合過去の否定形

第7回　Parler au pass?2

テキスト17課：過去の行為や出来事を語る（2）

複合過去（1）（?tre + p.p.）

第8回　Parler au pass?2

テキスト17課：過去の行為や出来事を語る（2）

過去分詞の性数一致

第9回　Parler au pass?2

テキスト17課：過去の行為や出来事を語る（2）

過去分詞の性数一致

第10回　Parler au pass?3

テキスト18課：過去の行為や出来事を語る（3）

代名動詞の複合過去

第11回　Parler au pass?3

テキスト18課：過去の行為や出来事を語る（3）

複合過去のまとめ

第12回　Parler au pass?3

テキスト18課：過去の行為や出来事を語る（3）

複合過去のまとめ

第13回　Comparer

テキスト19課：比較する

不定詞構文vouloir / pouvoir / devoir + 不定詞

第14回　Comparer

テキスト19課：比較する

比較級

第15回　Comparer

テキスト19課：比較する

最上級

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級フランス語ⅠＡ タ(検定クラス)

門脇　伸二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社
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会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。

生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の5・4・3級に合格するのに必要なフラ

ンス語の運用能力が身につけられる。

５級レベルでは、初歩的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる（仏検ＨＰから）。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む（ 初歩的な単文の構成と文意の理解、短い初歩

的な対話の理解）。

・聞く （初歩的な文の聞き分け、挨拶等日常的な応答

表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （初歩的な日常表現の単文を構成するのに

必要な文法的知識。動詞としては、直説法現在、近　接

未来、近接過去、命令法の範囲内）。

＜授業のキーワード＞

フランス語検定　フランス語の日常会話表現

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。aクラスでは基本的

にテキストの文法項目についての説明と練習問題を行う。

授業の後半では、各教員により、実際の検定試験による

模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き取りなど、

それぞれの教員独自の教材により、フランス語能力を養

成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

検定問題に関する課題については授業中に解答・解説を

する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・６月の検定試験で5級に合格すれば定期試験を免除し

て評点Ｂを与える。さらに定期試験を受ければ成績次第

で評点AあるいはSを与える。

・４級以上に合格すれば定期試験を免除して評点Ａを与

える。さらに定期試験を受ければ成績次第で評点Sを与

える。

・６月の検定試験で級を取得できなかった、あるいは受

験しなかった場合、定期試験を受けなければなりません。

評点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30%

をSとＡ、30%をＢ、20～40%をＣ、20～0%をＤとする。

・定期試験、課題レポートの難易度は仏検4級相当とす

る。

＜テキスト＞

『ニヴォー・サンク』、富田正二著、駿河台出版社

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、　仏検問題の形式の説明

授業の進め方を説明する。仏検問題の形式の説明と模擬

練習。

第2回　名詞の前につくことば（１）

冠詞（不定冠詞、定冠詞、部分冠詞）１２ページ

第3回　名詞の前につくことば（２）

指示形容詞、所有形容詞（１４ページ）

第4回　動詞の活用（１）

-er型動詞、不規則動詞avoir, etre, aller, ouvrirの

現在形（２０ページ）

第5回　動詞の活用（２）

-ir型動詞、不規則動詞、venir, partir, voir, devoir,

など（２２ページ）

第6回　動詞の活用（３）

dire, faire, prendre, pouvoir, vouloirなど（２４ペ

ージ）

第7回　単語配列（１）

平叙文、否定文、命令文（３４ページ）

第8回　単語配列（２）

疑問文（３８ページ）

第9回　単語配列（３）

非人称構文、比較構文（４０ページ）

第10回　単語配列（４）

形容詞と副詞の位置、前置詞の用法（４４ページ）

第11回　単語配列（５）

よく使われる表現（４５ページ）

第12回　応答問題（１）

疑問詞を用いない疑問文〔４８ページ）

第13回　応答問題（２）

疑問形容詞、疑問副詞を用いる疑問文（５２ページ）

第14回　応答問題（３）

疑問代名詞を用いる疑問文（５６ページ）

第15回　応答問題（４）

会話表現（６０ページ）
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級フランス語ⅠＡ ナ(総合的コミュニケーション)

南　コニー

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

「初級フランス語I」と「中級フランス語I」で習得した

知識をもとに、実用フランス語技能検定（3級）に必要

なレベルに到達することを目的とします。

　前期に引き続き、フランス語文法の基礎を身につけつ

つ、日常の様々な場面で幅広く使えるようなフランス語

の知識を獲得します。

　授業中には、ペア・ワークやグループ・ワークを活用

することで、フランス語のコミュニケーション能力を着

実に高めてゆくとともに、教科書『なびふらんせ2』で

扱われている世界遺産や地方都市等のテーマや、適宜、

補助教材でフランスの音楽、映画、ニュース等にも触れ

ます。実践的な言語の能力に加え、フランスの社会や文

化、歴史等の幅広い知識も身につけることで、異文化体

験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習得する

ことを目的とします。これは、全学ディプロマ・ポリシ

ー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理

解することができる」、「2. さまざまな問題を発見し、

それを解決する方策を導くことができる」にそったもの

です。

＜到達目標＞

「初級フランス語II」において、受講生は、フランス語

検定3級のレベルに達することを目指します。ちなみに、

3級のレベルでみなさんは、以下のように、日常的表現

について「読む」、「書く」、「聞く」、「文法知識」

といった総合的な語学運用能力の獲得を目指します。

　読む：日常的に使われる表現を理解し、簡単な文によ

る長文の内容を理解できる

　書く：日常生活で使われる簡単な表現や、基本的語句

を正しく書くことができる

　聞く：簡単な会話を聞いて内容を理解できる

　文法知識：基本的文法知識全般

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

の社会・歴史・文化

＜授業の進め方＞

まず、フランス語圏への旅行や日常生活で実際に使える

ような会話文を聞き、自分でも話せるように練習します。

　それから、新しく出てきた文法事項をしっかりおさえ

て、会話の文章の構造を理解します。

　さらに、練習問題を解き、新しい知識を定着させるこ

とで、自分でも応用できるようにします。

　授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テス

トを実施します。

　なお、積極的に自主学習をすることをおすすめします。

教科書『なびふらんせ2』には「フランス語学習サポー

ト教材：Web〈なびふらんせ２〉」がついています。こ

のWeb版では、フランスの様々な都市の動画やフランス

語の音声などを視聴し、予習復習をすることができます。

また、各課の最後には、ポートフォリオ付きの「テスト

」があります。これを活用することで、自分の理解度や

強化していくべき点などを把握することが可能です。

＜履修するにあたって＞

すでに学習した「初級フランス語I」の知識をさらに深

めるため、積極的に履修してください。

　この科目は、フランス語をすでに学習した経験のある

人を対象としたものです。1年次で初級フランス語科目

を履修したかどうかは問いませんが、初級フランス語を

履修したのと同程度の基礎力が必要です。

　単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書『なびふらんせ2』や付属の「フランス語学習サ

ポート教材：Web〈なびふらんせ２〉」を活用しつつ、

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま

す。課題は成績評価の対象になります。

実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

「授業記録」の提出と内容30％＋「課題」の提出と内容

30％＋

　　5回の小テスト40％

＜テキスト＞

『なびふらんせ2』、有富智世他著、朝日出版社、2019

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション、前期の復習

授業の進め方や評価方法の説明、前期の内容のおさらい

第2回　第5課

カルカッソンヌ
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会話練習と現在分詞を使った表現(p.30,31)

第3回　第5課

カルカッソンヌ

ジェロンディフを使った文章読解、現在分詞の文法解説

(p.31,32)

第4回　第5課

カルカッソンヌ

使役動詞と知覚動詞の文法解説、文法とリスニングの練

習問題(p.32,33)

第5回　第6課

コート・ダジュール

会話練習、形容詞・乗り物(p.34,35)

第6回　第6課

コート・ダジュール

比較級、最上級を使った文章読解、比較級の文法解説(p

.36,37)

第7回　第6課

コート・ダジュール

最上級と特殊な比較級と最上級。文法とリスニングの練

習問題(p.36,37)

第8回　復習

第5課と第6課のまとめとして、復習を行う。

第9回　第7課

プロヴァンス

会話練習、公共の建物や店(p.38,39)

第10回　第7課

プロヴァンス

中性代名詞使った文章読解、中性代名詞の文法解説(p.3

9,40)

第11回　第7課

プロヴァンス

代名詞の語順の文法解説、文法とリスニングの練習問題

(p.40,41)

第12回　第8課

リヨン

会話練習、toutを使った表現(p.42,43)

第13回　第8課

リヨン

関係代名詞を使った文章読解、関係代名詞を文法解説(p

.43,44)

第14回　第8課

リヨン

過去分詞の性数一致、toutの用法の文法解説、文法とリ

スニングの練習問題(p.44,45)

第15回　後期の総まとめ

第5課から第8課までの総復習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中級フランス語ⅠＢ カ（ICTによる学習）

山本　健二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

初級フランス語で学習したことをベースに、より詳しく

フランス語と文化を学んでいく。

日常生活における様々な場面で適切なフランス語を運用

する実用的な能力を身につけることを目的とする。

　「読む・話す・書く・聞く」の４技能をバランスよく

学習することで、自分のことを話したり、買い物をした

り、必要な情報を尋ねたりといった、フランス語での日

常的なコミュニケーションを行えるようにる。またペア

ワークやグループワークを通して、幅広い意味でのコミ

ュニケーション能力、さらに自発的に言語運用能力の可

能性を広げていく姿勢を身につけていく。

　また、テキストの視聴覚教材を用いて、フランス社会

や歴史、文化について豊かな知識を習得するとともに、

言語習得を通して異文化を体験し、理解することも目的

とする。本授業は全学ディプロマ・ポリシー「１幅広い

知識に基づいて、他者および異文化を理解することがで

きる」に基づいている。

＜到達目標＞

中級フランス語Ⅱでは学生が仏検3級の合格圏内に入る

ことを目標にしており、仏検3級の到達目標は次の通り

です。

１　【読む】　学生は日常的に使われる表現を理解し、

簡単な文による領分の内容を理解できるようになる。

２　【書く】　学生は　日常生活で使われる簡単な表現

や、基本的語句を正しく書くことができるようになる。

３　【聞く】　学生は簡単な会話を聞いて内容を理解す

ることができるようになる。

４　【文法知識】　学生は基本的文法知識全般を修得す

る。

＜授業のキーワード＞

フランスの社会・歴史・文化、ICTによる学習、異文化

体験

＜授業の進め方＞

前期は第1課から第4課までを行います。各課ではフラン

スの一都市が取り上げられ、会話、文法、語彙、読解、

練習問題で構成されています。2～3回の授業で１課進む

予定です。Webで公開されている学習教材や視聴覚教材

も使用し、フランス語のみならず文化や音楽、ゲームな

ども紹介します。

　授業参加度や小テスト、定期試験で評価します。間違
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いをおそれず積極的に授業に参加してください。

＜履修するにあたって＞

中級フランス語ⅡAとⅡBはともに同じ教科書『なびふら

んせ２』（朝日出版社、2019年）を使います。授業は演

習、講義形式で、初級フランス語と中級フランス語Ⅰで

学習したことをベースに、中級フランス語ⅡAでは「話

す、聞く、(読み手を想定して)書く、読む」という総合

的コミュニケーションをさらに図りますが、ⅡBでは、

それらの能力を獲得するために、PCやスマートフォンな

どICTを活用します。

具体的な方法として、教科書の解説や練習問題を進めて

いくだけでなく、インタラクティブな方法として、教科

書を題材としたペア・ワークやグループ・ワークを随時

取り入れます。また『なびふらんせ２』はフランスの世

界遺産をテーマにして、各課ごとにひとつの地方都市が

紹介されており、テキストの解説やそれに付属する視聴

覚教材を用いて、フランスの豊かな地方文化を学びます。

すでに学習した初級フランス語の知識をさらに深めるた

め積極的に履修してください。

２年次以降で新しい外国語を学びたい人は「再履修初級

」科目を履修してください。

自主学習に関して言えば、『なびふらんせ2』に付随す

る「フランス語学習サポート教材：Web〈なびふらんせ

２〉」にアクセスすることで、ネット上でフランスの各

都市の動画を見ることができるだけでなく、予習・復習

の教材が公開されており、学生は自主的にフランス語を

学習することができます。また各課の最後には「テスト

」があり、「テスト」の点数は自動的にポートフォリオ

に記録され、学生自身が自分の学習過程を振り返り、理

解度をその都度確認することができる。また、学習者自

身が学習成果をポートフォリオに記入することで、自分

の学習方法の改善点や克服すべき事柄を知ることができ

ます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前にテキストに目を通し、発音や文法の予習をして

おく。

「ウェブ・ナビフランセ」を利用して、予習・復習合わ

せて約1時間の学修を欠かさないようにする。

＜提出課題など＞

課題は期日までに提出し、添削後コメントをつけて返却

します。課題は成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言、取り組みなどの授業への積極的

な参加や小テストな60%

　　+

定期試験40%。

出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回未

満の者は「/」。

A評価以上の者の割合は，D評価以上の者を母数として合

わせて概ね40%以内とする。

S評価は，A評価相当の中でも特に優れた者に対してのみ，

これを与える。

＜テキスト＞

『なびふらんせ2』、有富智世他著、朝日出版社、2019

＜参考図書＞

授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、初級フランス語の復習、「教室で

使う表現」

授業の進め方、評価方法の説明。初級フランス語文法の

復習。「教室で使うフランス語」

第2回　第1課　ル・アーヴル

複合過去を使った会話練習と動詞の過去分詞（p.14.15

）

第3回　第1課　ル・アーヴル

複合過去を使った文章読解、直接法複合過去の文法解説

（p.15.16）

第4回　第1課　ル・アーヴル

代名動詞の複合過去の文法解説、練習問題と答え合わせ

第5回　第2課　モン・サン・ミッシェル

半過去を使った会話練習、職業に関する表現、熟語表現

（p.18.19）

第6回　第2課　モン・サン・ミッシェル

半過去を使った文章読解、直説法半過去の文法解説（ｐ

.20）

第7回　第2課　モン・サン・ミッシェル

直説法大過去の文法解説、練習問題と答え合わせ

第8回　復習と小テスト

第1課、第2課の定着度をはかる。口頭試験を行う。

第9回　第3課　トゥール

会話練習、時の表現（ｐ.22.23）

第10回　第3課　トゥール

単純未来を使った文章読解、直説法単純未来の文法解説

第11回　第3課　トゥール

直説法前未来の文法解説、練習問題と答え合わせ

第12回　第4課　ボルドー

会話練習、季節・月・週に関する表現（ｐ26.27）

第13回　第4課　ボルドー

受動態と強調構文を使った文章読解、受動態の文法解説

第14回　第4課　ボルドー

強調構文の文法解説、練習問題と答え合わせ（ｐ28.29

）

第15回　前期の復習、期末試験対策

前期の復習。後期期末試験のための対策、内容説明。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級フランス語ⅡＡ ア（検定クラス）

本多　雄一郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社

会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。

生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の４級に合格するのに必要なフランス語

の運用能力が身につけられる。

４級レベルでは、基礎的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む （基礎的な単文の構成と文意の理解。基礎的な

対話の理解）。

・聞く （基礎的な文の聞き分け、日常使われる基礎的

応答表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （基礎的な日常表現の単文を構成するのに

必要な文法的知識。動詞としては、直説法（現在、近接

未来、近接過去、複合過去、半過去、単純未来、代名動

詞）、命令法等）。

＜授業のキーワード＞

フランス語検定　フランス語の日常会話表現

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。aクラスでは基本的

にテキストの文法項目についての説明と練習問題を行う。

授業の後半では、各教員により、実際の検定試験による

模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き取りなど、

それぞれの教員独自の教材により、フランス語能力を養

成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

課題の出題・提出はdot-Campusで行う。

＜成績評価方法・基準＞

・定期試験を行なう。 成績評価の方法・割合は、定期

試験で７０％、授業中の小テストや課題の評価で３０％

とする。

・１１月の検定試験で5級に合格すれば評点Ｂを与える。

さらに授業の成績次第で評点AあるいはSを与える。

・４級以上に合格すれば評点Ａを与える。さらに成績次

第で評点Sを与える。

・１１月の検定試験で級を取得できなかった、あるいは

受験しなかった場合、授業の成績で評価するが、その場

合の評点は相対評価によるものとし、おおむね上位から

30%をＡ、30%をＢ、20～40%をＣ、20～0%をＤとする。

＜テキスト＞

『ニヴォー・カトル 　 教室で学ぶ仏検４級 　』（富

田正二著・駿河台出版社）

＜授業計画＞

第1回　冠詞

不定冠詞、部分冠詞、定冠詞（６～９ページ）

第2回　動詞の活用（１）

動詞の活用（現在形と命令形）（１０～１４ページ）

第3回　動詞の活用（２）

動詞の活用（複合過去形）（１５ページ）

第4回　動詞の活用（３）

動詞の活用（単純未来形）（１６ページ）

第5回　動詞の活用（４）

動詞の活用（半過去形）ジェロンディフ（１６ページ、

１７ページ）

第6回　代名詞（１）

目的語人称代名詞（２８ページ）

第7回　代名詞（２）

強勢形、再帰代名詞、指示代名詞（３０～３１ページ）

第8回　代名詞（３）

中性代名詞〔３２ページ）

第9回　単語配列（１）

否定文など（３６ページ）

第10回　単語配列（２）

受動態など（３７ページ）
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第11回　単語配列（３）

非人称構文、関係代名詞など（３８ページ）

第12回　単語配列（４）

形容詞、副詞の位置（３９ページ）

第13回　単語配列（５）

比較構文など（４０～４１ページ）

第14回　前置詞

前置詞１（４６～４７ページ）

第15回　前置詞

前置詞２（４８～４９ページ）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級フランス語ⅡＡ カ（総合的コミュニケーション）

寺尾　佳子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目の受講生は、「初級フランス語I」、「中級フ

ランス語IA」で習得した知識をもとに、中級レベルのフ

ランス語の総合的なコミュニケーション能力（聞く、読

む、話す、書く力）をさらに高めていくことを目的とし

ます。

　授業中に受講生は、各課で習う文法事項に関連したビ

デオを視聴し、クイズ形式の文法問題を解き、ペア・グ

ループで表現を練習することにより、日常の様々な場面

で幅広く使えるようなフランス語の知識を主体的に獲得

していきます。ビデオでは、フランス留学中の主人公が

ホストファミリーや友人と様々な経験をする様子を見ま

す。また、練習問題では、適宜インターネットで調べ学

習を行ってクラスで情報を共有することで、フランスで

の暮らしを仮想体験することができるでしょう。各課の

最後では、フランスのお菓子の歴史、フランス語圏の文

化等に関するテキストを読んだり、自分で文章を書いた

りする練習にもチャレンジします。

　授業を通して、実践的な言語能力に加え、フランス語

圏の文化や社会に関する知識も身につけることで、異文

化体験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習得

することを目的とします。これは、全学ディプロマ・ポ

リシー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化

を理解することができる」、「2. さまざまな問題を発

見し、それを解決する方策を導くことができる」に沿っ

たものです。

＜到達目標＞

受講生は、「中級フランス語 IA、IIA」修了時点で、ヨ

ーロッパ言語共通参照枠（CEFR）A1+レベルに到達する

ことを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠とは、言

語の枠や国境を越えて、外国語の運用能力を同一の基準

で測ることが出来る国際標準のことです。

　ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の６つのレベルは、

日本フランス語試験管理センターによれば以下のように

なります。

A1 : 簡単なやりとりが可能で、自分や、身近な物事に

ついて話すことができます。

A2 : 日常生活に関わる簡単な課題を実行できます。丁

寧表現を用いたり、もっとも日常的なやり取りを交わし

たりすることができます。

B1 : やりとりを維持すること、議論を理解、継続し、

自分の見解や意見を述べることができます。日常生活の

予期せぬ状況にも対処できます。

B2 : 自分の意見を主張するために筋道の通った議論の

流れを作ることができ、自分の見解を展開し、交渉する

ことができます。このレベルの受験者は、社交的な談話

の中で流暢に会話を交わし、自分の間違いを自分で修正

することができるようになっています。

C1 : 流暢で自然なコミュニケーションを成立させるこ

とが可能です。豊富な語彙があり、自分の意見を伝える

際に適切な表現を選択できます。明瞭で構成の整った話

を滑らかに発し、様々な構文に習熟した使用者であるこ

とが見て取れます。

C2 : 言語への熟練が、表現の正確さや適切さ、流暢さ

に現われます。受験者は学術的な、あるいは高度な課題

を実現することができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

語圏の社会・文化

＜授業の進め方＞

3回の授業で1課を終わらせるペースで教科書を進めてい

きます。「初級フランス語I, II」、「中級フランス語I

A」の授業で使用した教科書『マエストロ1』の後半部を

扱います。

　まず、各課で習う文法事項に関連したビデオを見て、

教師の質問や教科書の設問に答えて、ビデオの大まかな

内容を推測します。

　それから、文法ルールを受講生が自ら発見する形で学

び取り、ペア・グループワークを活用することで、学習

事項を定着させ、自分でも応用できるようにします。

適宜、文化的要素が取り入れられたある程度の文章を読

んだり、文を書いたりする練習もします。

　授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テス

トに挑戦します。

＜履修するにあたって＞

履修するにあたって�すでに学習した「初級フランス語I

」「中級フランス語IA」の知識をさらに深めるため、積
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極的に履修してください。

　この科目は、フランス語をすでに学習した経験のある

人を対象としたものです。1年次で初級フランス語科目

を履修したかどうかは問いませんが、初級フランス語を

履修したのと同程度の基礎力が必要です。

　単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま

す。課題は成績評価の対象になります。

実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

・授業への積極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容

20% + 小テストの成績 20% + 定期試験 40%

・定期試験を受けるには、全15回の授業のうち10回以上

の授業の出席日数が必要です。

＊評点Ｓ・Ａの取得者の割合は，概ね単位取得者の30％

を超えないものとします。

＜テキスト＞

北村亜矢子、Durrenberger Vincent『マエストロ1』（

朝日出版社　2020年）定価2,700円＋税

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　Introduction

Parler au pass? 4

オリエンテーション：授業履修の注意事項、成績評価方

法・基準の説明。

テキスト20課：過去の状態、習慣、感想を言う

半過去

第2回　Parler au pass? 4

テキスト20課：過去の状態、習慣、感想を言う

複合過去と半過去

第3回　Parler au pass? 4

テキスト20課：過去の状態、習慣、感想を言う

複合過去と半過去

第4回　Parler de ses loisirs

テキスト21課：実践するスポーツを言う、弾く楽器を言

う、休暇中の活動について語る

faire du / de la + スポーツ

第5回　Parler de ses loisirs

テキスト21課：実践するスポーツを言う、弾く楽器を言

う、休暇中の活動について語る

jouer du / de la + 楽器

第6回　Parler de ses loisirs

テキスト21課：実践するスポーツを言う、弾く楽器を言

う、休暇中の活動について語る

jouer du / de la + 楽器

第7回　Parler de la sant?

テキスト22課：身体の状態を伝える、アドバイスを与え

る

avoir mal ? + 身体語彙

第8回　Parler de la sant?

テキスト22課：身体の状態を伝える、アドバイスを与え

る

条件法（1）tu devrais / vous devriez

第9回　Parler de la sant?

テキスト22課：身体の状態を伝える、アドバイスを与え

る

動詞 + plus / moins、plus de / moins de + 名詞

第10回　Inviter

テキスト23課：誘う、約束をする、頼みごとをする

条件法（2）tu pourrais / vous pourriez①

第11回　Inviter

テキスト23課：誘う、約束をする、頼みごとをする

条件法（2）tu pourrais / vous pourriez②

第12回　Inviter

テキスト23課：誘う、約束をする、頼みごとをする

条件法（2）tu pourrais / vous pourriez③

第13回　R?server

テキスト24課：婉曲に願望を伝える、予約する、交通手

段を言う、所要時間を言う

条件法（3）je voudrais / j’aimerais

第14回　R?server

テキスト24課：婉曲に願望を伝える、予約する、交通手

段を言う、所要時間を言う

en / ? + 乗り物
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第15回　R?server

テキスト24課：婉曲に願望を伝える、予約する、交通手

段を言う、所要時間を言う

期間の言い方、?a prend + 所要時間

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級フランス語ⅡＡ タ(検定クラス)

門脇　伸二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社

会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。

生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の４級に合格するのに必要なフランス語

の運用能力が身につけられる。

４級レベルでは、基礎的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む （基礎的な単文の構成と文意の理解。基礎的な

対話の理解）。

・聞く （基礎的な文の聞き分け、日常使われる基礎的

応答表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （基礎的な日常表現の単文を構成するのに

必要な文法的知識。動詞としては、直説法（現在、近接

未来、近接過去、複合過去、半過去、単純未来、代名動

詞）、命令法等）。

＜授業のキーワード＞

フランス語検定　フランス語の日常会話表現

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。aクラスでは基本的

にテキストの文法項目についての説明と練習問題を行う。

授業の後半では、各教員により、実際の検定試験による

模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き取りなど、

それぞれの教員独自の教材により、フランス語能力を養

成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

課題の出題・提出はdot-Campusで行う。

＜成績評価方法・基準＞

・定期試験を行なう。 成績評価の方法・割合は、定期

試験で７０％、授業中の小テストや課題の評価で３０％

とする。

・１１月の検定試験で5級に合格すれば評点Ｂを与える。

さらに授業の成績次第で評点AあるいはSを与える。

・４級以上に合格すれば評点Ａを与える。さらに成績次

第で評点Sを与える。

・１１月の検定試験で級を取得できなかった、あるいは

受験しなかった場合、授業の成績で評価するが、その場

合の評点は相対評価によるものとし、おおむね上位から

30%をＡ、30%をＢ、20～40%をＣ、20～0%をＤとする。

＜テキスト＞

『ニヴォー・カトル 　 教室で学ぶ仏検４級 　』（富

田正二著・駿河台出版社）

＜授業計画＞

第1回　冠詞

不定冠詞、部分冠詞、定冠詞（６～９ページ）

第2回　動詞の活用（１）

動詞の活用（現在形と命令形）（１０～１４ページ）

第3回　動詞の活用（２）

動詞の活用（複合過去形）（１５ページ）

第4回　動詞の活用（３）

動詞の活用（単純未来形）（１６ページ）

第5回　動詞の活用（４）

動詞の活用（半過去形）ジェロンディフ（１６ページ、

１７ページ）

第6回　代名詞（１）

目的語人称代名詞（２８ページ）

第7回　代名詞（２）

強勢形、再帰代名詞、指示代名詞（３０～３１ページ）

第8回　代名詞（３）
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中性代名詞〔３２ページ）

第9回　単語配列（１）

否定文など（３６ページ）

第10回　単語配列（２）

受動態など（３７ページ）

第11回　単語配列（３）

非人称構文、関係代名詞など（３８ページ）

第12回　単語配列（４）

形容詞、副詞の位置（３９ページ）

第13回　単語配列（５）

比較構文など（４０～４１ページ）

第14回　前置詞

前置詞１（４６～４７ページ）

第15回　前置詞

前置詞２（４８～４９ページ）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級フランス語ⅡＡ ナ(総合的コミュニケーション)

南　コニー

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

「初級フランス語I」と「中級フランス語I」で習得した

知識をもとに、実用フランス語技能検定（3級）に必要

なレベルに到達することを目的とします。

　前期に引き続き、フランス語文法の基礎を身につけつ

つ、日常の様々な場面で幅広く使えるようなフランス語

の知識を獲得します。

　授業中には、ペア・ワークやグループ・ワークを活用

することで、フランス語のコミュニケーション能力を着

実に高めてゆくとともに、教科書『なびふらんせ2』で

扱われている世界遺産や地方都市等のテーマや、適宜、

補助教材でフランスの音楽、映画、ニュース等にも触れ

ます。実践的な言語の能力に加え、フランスの社会や文

化、歴史等の幅広い知識も身につけることで、異文化体

験をしながら、汎用性の高いフランス語の力を習得する

ことを目的とします。これは、全学ディプロマ・ポリシ

ー「1. 幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理

解することができる」、「2. さまざまな問題を発見し、

それを解決する方策を導くことができる」にそったもの

です。

＜到達目標＞

「初級フランス語II」において、受講生は、フランス語

検定3級のレベルに達することを目指します。ちなみに、

3級のレベルでみなさんは、以下のように、日常的表現

について「読む」、「書く」、「聞く」、「文法知識」

といった総合的な語学運用能力の獲得を目指します。

　読む：日常的に使われる表現を理解し、簡単な文によ

る長文の内容を理解できる

　書く：日常生活で使われる簡単な表現や、基本的語句

を正しく書くことができる

　聞く：簡単な会話を聞いて内容を理解できる

　文法知識：基本的文法知識全般

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の獲得、異文化体験、フランス

の社会・歴史・文化

＜授業の進め方＞

まず、フランス語圏への旅行や日常生活で実際に使える

ような会話文を聞き、自分でも話せるように練習します。

　それから、新しく出てきた文法事項をしっかりおさえ

て、会話の文章の構造を理解します。

　さらに、練習問題を解き、新しい知識を定着させるこ

とで、自分でも応用できるようにします。

　授業の理解度を把握するために、必要に応じて小テス

トを実施します。

　なお、積極的に自主学習をすることをおすすめします。

教科書『なびふらんせ2』には「フランス語学習サポー

ト教材：Web〈なびふらんせ２〉」がついています。こ

のWeb版では、フランスの様々な都市の動画やフランス

語の音声などを視聴し、予習復習をすることができます。

また、各課の最後には、ポートフォリオ付きの「テスト

」があります。これを活用することで、自分の理解度や

強化していくべき点などを把握することが可能です。

＜履修するにあたって＞

すでに学習した「初級フランス語I」の知識をさらに深

めるため、積極的に履修してください。

　この科目は、フランス語をすでに学習した経験のある

人を対象としたものです。1年次で初級フランス語科目

を履修したかどうかは問いませんが、初級フランス語を

履修したのと同程度の基礎力が必要です。

　単位を取得するためには10回以上の出席が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書『なびふらんせ2』や付属の「フランス語学習サ

ポート教材：Web〈なびふらんせ２〉」を活用しつつ、

授業後には新しく習ったことを中心に、1時間ほど復習

を行いましょう。少しずつ学修を継続することで、確実

に力がついていくのを実感できるでしょう。

＜提出課題など＞

授業で課された課題は添削後コメントをつけて返却しま

す。課題は成績評価の対象になります。
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実施したテストについては、授業のなかで解説したり、

dotCampusを通してフィードバックしたりします。

＜成績評価方法・基準＞

「授業記録」の提出と内容30％＋「課題」の提出と内容

30％＋

　　5回の小テスト40％

＜テキスト＞

『なびふらんせ2』、有富智世他著、朝日出版社、2019

＜参考図書＞

授業の内容に応じて、授業中に適宜指示します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション、前期の復習

授業の進め方や評価方法の説明、前期の内容のおさらい

第2回　第5課

カルカッソンヌ

会話練習と現在分詞を使った表現(p.30,31)

第3回　第5課

カルカッソンヌ

ジェロンディフを使った文章読解、現在分詞の文法解説

(p.31,32)

第4回　第5課

カルカッソンヌ

使役動詞と知覚動詞の文法解説、文法とリスニングの練

習問題(p.32,33)

第5回　第6課

コート・ダジュール

会話練習、形容詞・乗り物(p.34,35)

第6回　第6課

コート・ダジュール

比較級、最上級を使った文章読解、比較級の文法解説(p

.36,37)

第7回　第6課

コート・ダジュール

最上級と特殊な比較級と最上級。文法とリスニングの練

習問題(p.36,37)

第8回　復習

第5課と第6課のまとめとして、復習を行う。

第9回　第7課

プロヴァンス

会話練習、公共の建物や店(p.38,39)

第10回　第7課

プロヴァンス

中性代名詞使った文章読解、中性代名詞の文法解説(p.3

9,40)

第11回　第7課

プロヴァンス

代名詞の語順の文法解説、文法とリスニングの練習問題

(p.40,41)

第12回　第8課

リヨン

会話練習、toutを使った表現(p.42,43)

第13回　第8課

リヨン

関係代名詞を使った文章読解、関係代名詞を文法解説(p

.43,44)

第14回　第8課

リヨン

過去分詞の性数一致、toutの用法の文法解説、文法とリ

スニングの練習問題(p.44,45)

第15回　後期の総まとめ

第5課から第8課までの総復習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中級フランス語ⅡＢ カ（ICTによる学習）

山本　健二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）です。

＜授業の目的＞

初級フランス語と中級フランス語Ⅰで学習したことを踏

まえ、実用フランス語技能検定3級合格に必要なレベル

に到達することを目的とします。

　またペアワークやグループワークを通して、日常生活

における様々な場面で適切なフランス語を運用する実用

的な能力を身につけるだけでなく、どんな状況にも対応

できる柔軟な、幅広い意味でのコミュニケーション能力、

さらに自発的に言語運用能力の可能性を広げていく姿勢

を涵養しすることを目的とします。

　さらにフランスの世界遺産や地方都市をテーマにした

『なびふらんせ２』の解説や、それに付属する視聴覚教

材、あるいは他の教材（映画や音楽やニュース）を用い

て、フランスの社会や歴史、文化について豊かな知識を

身につけるとともに、言語習得を通して異文化を体験し、

理解することも目的とし、これは、全学ディプロマシー

「１幅広い知識に基づいて、他者および異文化を理解す

ることができる」に基づくものでもあります。

＜到達目標＞

中級フランス語Ⅱでは学生が仏検3級の合格圏内に入る

ことを目標にしており、仏検3級の到達目標は次の通り

です。

１　【読む】　学生は日常的に使われる表現を理解し、

簡単な文による領分の内容を理解できるようになる。

２　【書く】　学生は日常生活で使われる簡単な表現や、

基本的語句を正しく書くことができるようになる。

３　【聞く】　学生は簡単な会話を聞いて内容を理解で

きるようになる。

４　【文法知識】　学生は基本的文法知識全般を修得す

る。
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＜授業のキーワード＞

フランスの社会・歴史・文化、ICTによる学習、異文化

体験

＜授業の進め方＞

後期は第5課から第8課まで進みます。第9課以降は2020

年度「上級フランス語」で取り扱う予定です。各課では

フランスの一都市が取り上げられ、会話、文法、語彙、

読解、練習問題で構成されています。2～3回の授業で１

課進む予定です。Webで公開されている学習教材や視聴

覚教材も使用し、随時ペアワークやグループワークを導

入します。またフランス語のみならず文化や音楽、ゲー

ムなども紹介します。

　小テストや定期試験だけでなく、授業参加度も評価し

ますので、積極的に授業に参加してください。

＜履修するにあたって＞

前期に引き続き、中級フランス語ⅡAとⅡBはともに同じ

教科書『なびふらんせ２』（朝日出版社、2019年）を使

います。授業は演習、講義形式で、初級フランス語と中

級フランス語Ⅰで学習したことをベースに、中級フラン

ス語ⅡAでは「話す、聞く、(読み手を想定して)書く、

読む」という総合的コミュニケーションをさらに図りま

すが、ⅡBでは、それらの能力を獲得するために、PCや

スマートフォンなどICTを活用します。

具体的な方法として、教科書の解説や練習問題を進めて

いくだけでなく、インタラクティブな方法として、教科

書を題材としたペア・ワークやグループ・ワークを随時

取り入れます。また『なびふらんせ２』はフランスの世

界遺産をテーマにして、各課ごとにひとつの地方都市が

紹介されており、テキストの解説やそれに付属する視聴

覚教材を用いて、フランスの豊かな地方文化を学びます。

すでに学習した初級フランス語の知識をさらに深めるた

め積極的に履修してください。

２年次以降で新しい外国語を学びたい人は「再履修初級

」科目を履修してください。

自主学習に関して言えば、『なびふらんせ2』に付随す

る「フランス語学習サポート教材：Web〈なびふらんせ

２〉」にアクセスすることで、ネット上でフランスの各

都市の動画を見ることができるだけでなく、予習・復習

の教材が公開されており、学生は自主的にフランス語を

学習することができます。また各課の最後には「テスト

」があり、「テスト」の点数は自動的にポートフォリオ

に記録され、学生自身が自分の学習過程を振り返り、理

解度をその都度確認することができる。また、学習者自

身が学習成果をポートフォリオに記入することで、自分

の学習方法の改善点や克服すべき事柄を知ることができ

ます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前にテキストに目を通し、発音や文法の予習をして

おく。

「ウェブ・ナビフランセ」を利用して、予習・復習合わ

せて約1時間の学修を欠かさないようにする。

＜提出課題など＞

課題は期日までに提出し、添削後コメントをつけて返却

します。課題は成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言、取り組みなどの授業への積極的

な参加や小テストな60%

　　+

定期試験40%。

出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回未

満の者は「/」。

A評価以上の者の割合は，D評価以上の者を母数として合

わせて概ね40%以内とする。

S評価は，A評価相当の中でも特に優れた者に対してのみ，

これを与える。

＜テキスト＞

『なびふらんせ2』、有富智世他著、朝日出版社、2019

＜参考図書＞

授業中に適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　前期の復習　第5課　カルカッソンヌ

前期で学んだ表現、文法を復習　会話練習と現在分詞を

使った表現(p.30.31)

第2回　第5課　カルカソンヌ

ジェロンディフを使った文章読解、現在分詞の文法解説

(p.31,32)

第3回　第5課　カルカソンヌ

使役動詞と知覚動詞の文法解説、練習問題と答え合わせ

(p.32,33)

第4回　第6課　コート・ダジュール

会話練習、形容詞・乗り物(p.34,35)

第5回　第6課　コート・ダジュール

比較級、最上級を使った文章読解、比較級の文法解説(p

.36,37)

第6回　第6課　コート・ダジュール

最上級と特殊な比較級と最上級。練習問題と答え合わせ

(p.36,37)

第7回　復習と小テスト

第5課、第6課の定着度をはかる。口頭試験を行う。

第8回　第7課　プロヴァンス

会話練習、公共の建物や店(p.38,39)

第9回　第7課　プロヴァンス

中性代名詞使った文章読解、中性代名詞の文法解説(p.3

9,40)

第10回　第7課　プロヴァンス

代名詞の語順の文法解説、練習問題と答え合わせ(p.40,

41)

第11回　第8課　リヨン

会話練習、toutを使った表現(p.42,43)
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第12回　第8課　リヨン

関係代名詞を使った文章読解、関係代名詞を文法解説(p

.43,44)

第13回　第8課　リヨン

過去分詞の性数一致、toutの用法の文法解説(p.44,45)

第14回　Webナビフランセを使った復習

練習問題と答え合わせ(p.45)、Web「なびふらんせ２」

を使った復習、動画視聴。

第15回　後期の総復習、試験対策

後期の復習。後期期末試験のための対策、内容説明。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中国語基礎会話Ⅰ ア

馬　麗娟

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語? ? 会話Ⅰ」では，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通

じて，広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵

養」すること・「幅広い知識を活? してさ

まざまな問題を発? し，それを解決する? 策を導くこと

ができる」ようになること・「? 分の意?

を? 頭や? 書によって表現し，相? の意? を理解するこ

とで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や

意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働

して，社会に役? てることができる」よう

になることを? 的とする。

　すでに初歩的な中国語力を持つ人が中国語の会話力を

さらに向上させ，中国語でコミュニケーションを図るこ

とができるようになることを目指す。中国語を母語とす

る教員の指導の下，説明に偏ることなく，主に口頭での

訓練を通じて中国語の会話力を養成する。

＜到達目標＞

1.生活に密着した単語や語句を身につけ，口頭で言うこ

とができる。(知識・技能)

2.短文での問答ができる。(知識・技能)

3.身近な話題について簡単な議論や主張をすることがで

きる。(知識・技能)

＜授業のキーワード＞

口頭　会話　コミュニケーション

＜授業の進め方＞

「? 分の紹介」や「? 分の? 活」など? 分の? 近なこと

を話すさまざまな場? を想定し，教員と学? との間で，

あるいは学? と学? との間で会話を? ないながら授業を

進めていく。

＜履修するにあたって＞

中国語基礎会話は入門～初級段階を終えた学習者の基礎

的会話力を養成するために開設された科目である。初級

中国語や中国語入門会話など1年次配当中国語科目の履

修を前提としないが，この科目の履修に当たってはそれ

らの科目を履修して単位を取得したのと同等程度の基礎

力を有していることが必要である。全くの初心者を対象

とした科目でないことに留意してほしい。ただし，高度

な中国語力は必要ない。すでに初歩的な中国語を身につ

けた上で会話力をさらに伸ばしたいという意欲のある人

の履修を歓迎する。

　発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』を使って自習すると良い。中級課

程の中国語科目として中国語基礎会話だけを履修する人

はもちろん，中級中国語を平行して履修している人にも

助けになるはずである。

　中国語基礎会話Ⅰは，後期に開講される中国語基礎会

話Ⅱと一括して履修しなければならない。どちらか一方

だけを単独で履修することはできない。

＜授業時間外に必要な学修＞

外国語の学習に当たっては，繰り返し訓練することが何

よりも重要である。音声材料を活用しながら，1時間程

度の時間をかけて予習・復習をしっかりと行なってほし

い。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。? 頭による? テスト

を? なった場合は，適宜個別また全体的に指導を? なう。

筆記による? テストを? なった場合は，採点し次回の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に教員と学? との間で，

または学? 同? で? なわれる応? 会話や，その他随時?

なわれる? テストによって，総合的に成績を評価する。

・最終的な成績は補正を? ない，科? 名が同? である複

数クラスの間で各評点の割合に? きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

相原茂・蘇紅　『話してみたい　中国語スピーキング沙

龍』　朝日出版社　2014年　2200円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

3.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け
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る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　第0　

発? おさらい編

初級で学んだ発? のポイントを復習する。

第2回　第1　

能和　　交个朋友　?1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第3回　第1　

能和　　交个朋友　?2/2

本? のまとめ　応? 練習 1・2・3

Column「中国語は? ? い」：“好吃”

第4回　第2　

? 好吃? 便宜?1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第5回　第2　

? 好吃? 便宜?2/2

本? のまとめ　応? 練習 1・2・3

Column「中国語は? ? い」：“? Ａ? Ｂ”

第6回　第3　

　　去　儿玩儿玩儿　 1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第7回　第3　

　　去　儿玩儿玩儿　 2/2

本? のまとめ　応? 練習 1・2・3

Column「中国語は? ? い」：“喜　”と“　”

第8回　第4　

　最喜　什　　日？1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第9回　第4　

　最喜　什　　日？2/2

本? のまとめ　応? 練習 1・2・3

Column「中国語は? ? い」：趣味の表現

第10回　第5　

陪　　　　

到日本各地　　。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第11回　第5　

陪　　　　

到日本各地　　。2/2

本? のまとめ　応? 練習 1・2・3

Column「中国語は? ? い」：熱中症の話

第12回　第6　

我好像

来到了一个梦幻世界。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第13回　第6　

我好像

来到了一个梦幻世界。2/2

本? のまとめ　応? 練習 1・2・3

Column「中国語は? ? い」：“　　　聊了”

第14回　第7　

我真舍不得　　　? 。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第15回　第7　

我真舍不得　　　? 。2/2

本? のまとめ　応? 練習 1・2・3

Column「中国語は? ? い」：“? 死不可”

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中国語基礎会話Ⅱ ア

馬　麗娟

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語? ? 会話Ⅱ」では，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や

意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働

して，社会に役? てることができる」ようになることを

? 的とする。

　すでに初歩的な中国語? を持つ? が中国語の会話? を

さらに向上させ，中国語でコミュニケーションを図るこ

とができるようになることを? 指す。中国語を? 語とす

る教員の指導の下，説明に偏ることなく，主に? 頭での

訓練を通じて中国語の会話? を養成する。

＜到達目標＞

1.生活に密着した単語や語句を身につけ，口頭で言うこ

とができる。(知識・技能)

2.短文での問答ができる。(知識・技能)

3.身近な話題について簡単な議論や主張をすることがで

きる。(知識・技能)

＜授業のキーワード＞

口頭　会話　コミュニケーション
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＜授業の進め方＞

「? 分の紹介」や「? 分の? 活」など? 分の? 近なこと

を話すさまざまな場? を想定し，教員と学? との間で，

あるいは学? と学? との間で会話を? ないながら授業を

進めていく。

＜履修するにあたって＞

・中国語基礎会話は入門～初級段階を終えた学習者の基

礎的会話力を養成するために開設された科目である。初

級中国語や中国語入門会話など1年次配当中国語科目の

履修を前提としないが，この科目の履修に当たってはそ

れらの科目を履修して単位を取得したのと同等程度の基

礎力を有していることが必要である。全くの初心者を対

象とした科目でないことに留意して欲しい。ただし，高

度な中国語力は必要ない。すでに基礎的な中国語を身に

つけた上で会話力をさらに伸ばしたいという意欲のある

人の履修を歓迎する。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』を使って自習すると良い。中級課

程の中国語科目として中国語基礎会話だけを履修する人

はもちろん，中級中国語を平行して履修している人にも

助けになるはずである。

・中国語基礎会話Ⅱは，前期に開講される中国語基礎会

話Ⅰと一括して履修しなければならない。どちらか一方

だけを単独で履修することはできない。

＜授業時間外に必要な学修＞

外国語の学習に当たっては，繰り返し訓練することが何

よりも重要である。? 声材料を活? しなが

ら，1時間程度の時間をかけて予習・復習をしっかりと

? なってほしい。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。? 頭による? テスト

を? なった場合は，適宜個別また全体的に指導を? なう。

筆記による? テストを? なった場合は，採点し次回の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に教員と学? との間で，

または学? 同? で? なわれる応? 会話や，その他随時?

なわれる? テストによって，総合的に成績を評価する。

・最終的な成績は補正を? ない，科? 名が同? である複

数クラスの間で各評点の割合に? きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

相原茂・蘇紅　『話してみたい　中国語スピーキング沙

龍』　朝日出版社　2014年　2200円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

3.荒川清秀 『CDムック 発? マスター? 読めて書ける

中国語』

　NHK出版 2010年 952円＋税

＜授業計画＞

第1回　第8　

　不定　想我　了。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第2回　第8　

　不定　想我　了。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“我有一个朋友在旅行社工

作”

第3回　第9　

我　又　面了。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第4回　第9　

我　又　面了。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“不好意思”

第5回　第10　

今天我当　游。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第6回　第10　

今天我当　游。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“今天玩儿得太　心了”

第7回　第11　

　　家房子好大呀！1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第8回　第11　

　　家房子好大呀！2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“房子，家；屋子，房　”

第9回　第12　

　　　　的理想　。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第10回　第12　

　　　　的理想　。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“　我　了那　多菜，　死

我了”
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第11回　第13　

　　儿不舒服？1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第12回　第13　

　　儿不舒服？2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“不会　”

第13回　第14　

祝　　一路　　。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第14回　第14　

祝　　一路　　。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“后会有期”

第15回　第15　

有　千里来相会。1/1

本文新出語句　補充語句

本文1・2・3とそれぞれの看一看・練一練

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“祝”と“祝　”

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中国語検定対策Ⅰａ カ（中国語検定試験対策）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅰａ」では，同

じく共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅰｂ」と共

に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，

広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」す

ること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発?

し，それを解決する? 策を導くことができる」ようにな

ること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相

? の意? を理解することで，良好なコミュニケーション

をとることができる」ようになること，そして「獲得し

た知識や技能を活? し，国内外において，価値観や意?

の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，

社会に役? てることができる」ようになることを? 的と

する。

　? 本中国語検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い，中国語検定試験４級に合格で

きるだけの中国語? を養成することを? 指す。

＜到達目標＞

1.常? 語500?1000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.平易な中国語を聴き取り，話すことができる。(技能)

4.常? 語による中国語単? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の実施する中国語検定試験4級に

合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験，準４級，４級，3級，シンクロ・リー

ディング，シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は6 ? 2 6 ? ( ? )に? なわれる第106回

中国語検定試験を受けなければならない。授業への出席

条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した級

により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得で

きなかったり何らかの事情で検定試験を受けることがで

きなかったりした場合は，定期試験を受けることにより

規定の評点が与えられる。

・「中国語検定対策Ⅰ」はａとｂを? 括して履修しなけ

ればならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習
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をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要である。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たな

い場合は，ａ・ｂの単位を共に与えない。

・６? の検定試験で準４級に合格すれば評点Ｂを，４級

以上に合格すれば評点Ｓを与える。

・６? の検定試験で級を取得できなかった? は，定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・６? の検定試験で準４級にだけ合格した? も定期試験

を受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さ

らに定期試験の結果が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験４級相当とする。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検4級

筆記問題対策1

1.第96回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第96回4級筆記問題について理解し，練習する。

第2回　中検4級

筆記問題対策2

1.第95回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第95回4級筆記問題について理解し，練習する。

第3回　中検4級

筆記問題対策3

1.第94回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第94回4級筆記問題について理解し，練習する。

第4回　中検4級

筆記問題対策4

1.第93回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第93回4級筆記問題について理解し，練習する。

第5回　中検4級

筆記問題対策5

1.第92回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第92回4級筆記問題について理解し，練習する。

第6回　中検4級

筆記問題対策6

1.第91回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第91回4級筆記問題について理解し，練習する。

第7回　中検4級

リスニング問題対策8

1.『精選中国語基本? 例集』第13・14項? について? テ

ストを? なう。

2.第89回4級リスニング問題を解き，練習する。

第8回　中検4級

リスニング問題対策9

1.『精選中国語基本? 例集』第15・16項? について? テ

ストを? なう。

2.第88回4級リスニング問題を解き，練習する。

第9回　中検4級

リスニング問題対策10

1.『精選中国語基本? 例集』第17・18項? について? テ

ストを? なう。

2.第87回4級リスニング問題を解き，練習する。

第10回　中検4級

リスニング問題対策11

1.『精選中国語基本? 例集』第19・20項? について? テ

ストを? なう。

2.第86回4級リスニング問題を解き，練習する。

第11回　中検3級

筆記問題対策1

1.第96回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第96回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。
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第12回　中検3級

筆記問題対策2

1.第96回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第96回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す

る。

第13回　中検3級

筆記問題対策3

1.第95回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第95回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

第14回　中検3級

リスニング問題対策4

1.『精選中国語基本? 例集』第27項目について? テスト

を? なう。

2.第95回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第15回　中検3級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』付について? テストを? な

う。

2.第94回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中国語検定対策Ⅰａ タ（中国語検定試験対策）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅰａ」では，同

じく共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅰｂ」と共

に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，

広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」す

ること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発?

し，それを解決する? 策を導くことができる」ようにな

ること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相

? の意? を理解することで，良好なコミュニケーション

をとることができる」ようになること，そして「獲得し

た知識や技能を活? し，国内外において，価値観や意?

の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，

社会に役? てることができる」ようになることを? 的と

する。

　? 本中国語検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い，中国語検定試験４級に合格で

きるだけの中国語? を養成することを? 指す。

＜到達目標＞

1.常? 語500?1000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.平易な中国語を聴き取り，話すことができる。(技能)

4.常? 語による中国語単? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の実施する中国語検定試験4級に

合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験，準４級，４級，3級，シンクロ・リー

ディング，シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は6 ? 2 6 ? ( ? )に? なわれる第106回

中国語検定試験を受けなければならない。授業への出席

条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した級

により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得で

きなかったり何らかの事情で検定試験を受けることがで

きなかったりした場合は，定期試験を受けることにより

規定の評点が与えられる。

・「中国語検定対策Ⅰ」はａとｂを? 括して履修しなけ

ればならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習
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をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要である。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たな

い場合は，ａ・ｂの単位を共に与えない。

・６? の検定試験で準４級に合格すれば評点Ｂを，４級

以上に合格すれば評点Ｓを与える。

・６? の検定試験で級を取得できなかった? は，定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・６? の検定試験で準４級にだけ合格した? も定期試験

を受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さ

らに定期試験の結果が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験４級相当とする。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検4級

筆記問題対策1

1.第96回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第96回4級筆記問題について理解し，練習する。

第2回　中検4級

筆記問題対策2

1.第95回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第95回4級筆記問題について理解し，練習する。

第3回　中検4級

筆記問題対策3

1.第94回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第94回4級筆記問題について理解し，練習する。

第4回　中検4級

筆記問題対策4

1.第93回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第93回4級筆記問題について理解し，練習する。

第5回　中検4級

筆記問題対策5

1.第92回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第92回4級筆記問題について理解し，練習する。

第6回　中検4級

筆記問題対策6

1.第91回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第91回4級筆記問題について理解し，練習する。

第7回　中検4級

リスニング問題対策8

1.『精選中国語基本? 例集』第15・16項? について? テ

ストを? なう。

2.第89回4級リスニング問題を解き，練習する。

第8回　中検4級

リスニング問題対策9

1.『精選中国語基本? 例集』第17・18項? について? テ

ストを? なう。

2.第88回4級リスニング問題を解き，練習する。

第9回　中検4級

リスニング問題対策10

1.『精選中国語基本? 例集』第19・20項? について? テ

ストを? なう。

2.第87回4級リスニング問題を解き，練習する。

第10回　中検4級

リスニング問題対策11

1.『精選中国語基本? 例集』第21・22項? について? テ

ストを? なう。

2.第86回4級リスニング問題を解き，練習する。

第11回　中検4級

リスニング問題対策12

1.『精選中国語基本? 例集』第23・24項? について? テ

ストを? なう。

2.第85回4級リスニング問題を解き，練習する。

第12回　中検3級
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筆記問題対策1

1.第96回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第96回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

第13回　中検3級

筆記問題対策2

1.第96回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第96回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す

る。

第14回　中検3級

リスニング問題対策3

1.『精選中国語基本? 例集』第27項? について? テスト

を? なう。

2.第95回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第15回　中検3級

リスニング問題対策4

1.『精選中国語基本? 例集』付について? テストを? な

う。

2.第95回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中国語検定対策Ⅰｂ カ（中国語検定試験対策）

于　耀明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅰｂ」では，同

じく共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅰａ」と共

に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，

広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」す

ること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発?

し，それを解決する? 策を導くことができる」ようにな

ること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相

? の意? を理解することで，良好なコミュニケーション

をとることができる」ようになること，そして「獲得し

た知識や技能を活? し，国内外において，価値観や意?

の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，

社会に役? てることができる」ようになることを? 的と

する。

　? 本中国語検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い，中国語検定試験４級に合格で

きるだけの中国語? を養成することを? 指す。

＜到達目標＞

1.常? 語500?1000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.平易な中国語を聴き取り，話すことができる。(技能)

4.常? 語による中国語単? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の実施する中国語検定試験4級に

合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験，準４級，４級，3級，シンクロ・リー

ディング，シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は6 ? 2 6 ? ( ? )に? なわれる第106回

中国語検定試験を受けなければならない。授業への出席

条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した級

により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得で

きなかったり何らかの事情で検定試験を受けることがで

きなかったりした場合は，定期試験を受けることにより

規定の評点が与えられる。

・「中国語検定対策Ⅰ」はａとｂを? 括して履修しなけ

ればならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時
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間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要である。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たな

い場合は，ａ・ｂの単位を共に与えない。

・６? の検定試験で準４級に合格すれば評点Ｂを，４級

以上に合格すれば評点Ｓを与える。

・６? の検定試験で級を取得できなかった? は，定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・６? の検定試験で準４級にだけ合格した? も定期試験

を受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さ

らに定期試験の結果が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験４級相当とする。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検4級

リスニング問題対策1

1.『精選中国語基本? 例集』第1・2項? について? テス

トを? なう。

2.第96回4級リスニング問題を解き，練習する。

第2回　中検4級

リスニング問題対策2

1.『精選中国語基本? 例集』第3・4項? について? テス

トを? なう。

2.第95回4級リスニング問題を解き，練習する。

第3回　中検4級

リスニング問題対策3

1.『精選中国語基本? 例集』第5・6項? について? テス

トを? なう。

2.第94回4級リスニング問題を解き，練習する。

第4回　中検4級

リスニング問題対策4

1.『精選中国語基本? 例集』第7・8項? について? テス

トを? なう。

2.第93回4級リスニング問題を解き，練習する。

第5回　中検4級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』第9・10項? について? テ

ストを? なう。

2.第92回4級リスニング問題を解き，練習する。

第6回　中検4級

リスニング問題対策6

1.『精選中国語基本? 例集』第11・12項? について? テ

ストを? なう。

2.第91回4級リスニング問題を解き，練習する。

第7回　中検4級

筆記問題対策7

1.第90回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第90回4級筆記問題について理解し，練習する。

第8回　中検4級

筆記問題対策8

1.第89回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第89回4級筆記問題について理解し，練習する。

第9回　中検4級

筆記問題対策9

1.第88回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第88回4級筆記問題について理解し，練習する。

第10回　中検4級

筆記問題対策10

1.第87回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第87回4級筆記問題について理解し，練習する。

第11回　中検3級

リスニング問題対策1

1.『精選中国語基本? 例集』第21・22項? について? テ

ストを? なう。

2.第96回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第12回　中検3級

リスニング問題対策2
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1.『精選中国語基本? 例集』第23・24項? について? テ

ストを? なう。

2.第96回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第13回　中検3級

リスニング問題対策3

1.『精選中国語基本? 例集』第25・26項? について? テ

ストを? なう。

2.第95回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第14回　中検3級

筆記問題対策4

1.第95回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第95回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す

る。

第15回　中検3級

筆記問題対策5

1.第94回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第94回4級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中国語検定対策Ⅰｂ タ（中国語検定試験対策）

李　玲

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅰｂ」では，同

じく共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅰａ」と共

に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，

広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」す

ること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発?

し，それを解決する? 策を導くことができる」ようにな

ること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相

? の意? を理解することで，良好なコミュニケーション

をとることができる」ようになること，そして「獲得し

た知識や技能を活? し，国内外において，価値観や意?

の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，

社会に役? てることができる」ようになることを? 的と

する。

　? 本中国語検定協会の主催する検定試験の過去問を元

に作成された教材を使い，中国語検定試験４級に合格で

きるだけの中国語? を養成することを? 指す。

＜到達目標＞

1.常? 語500?1000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.平易な中国語を聴き取り，話すことができる。(技能)

4.常? 語による中国語単? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の実施する中国語検定試験4級に

合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験，準４級，４級，3級，シンクロ・リー

ディング，シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては1年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は6 ? 2 6 ? ( ? )に? なわれる第106回

中国語検定試験を受けなければならない。授業への出席

条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した級

により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得で

きなかったり何らかの事情で検定試験を受けることがで

きなかったりした場合は，定期試験を受けることにより

規定の評点が与えられる。

・「中国語検定対策Ⅰ」はａとｂを? 括して履修しなけ

ればならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。
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　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要である。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たな

い場合は，ａ・ｂの単位を共に与えない。

・６? の検定試験で準４級に合格すれば評点Ｂを，４級

以上に合格すれば評点Ｓを与える。

・６? の検定試験で級を取得できなかった? は，定期試

験を受けなければならない。定期試験を受けた場合の評

点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・６? の検定試験で準４級にだけ合格した? も定期試験

を受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さ

らに定期試験の結果が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験４級相当とする。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検4級

リスニング問題対策1

1.『精選中国語基本? 例集』第1・2項? について? テス

トを? なう。

2.第96回4級リスニング問題を解き，練習する。

第2回　中検4級

リスニング問題対策2

1.『精選中国語基本? 例集』第3・4項? について? テス

トを? なう。

2.第95回4級リスニング問題を解き，練習する。

第3回　中検4級

リスニング問題対策3

1.『精選中国語基本? 例集』第5・6項? について? テス

トを? なう。

2.第94回4級リスニング問題を解き，練習する。

第4回　中検4級

リスニング問題対策4

1.『精選中国語基本? 例集』第7・8項? について? テス

トを? なう。

2.第93回4級リスニング問題を解き，練習する。

第5回　中検4級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』第9・10項? について? テ

ストを? なう。

2.第92回4級リスニング問題を解き，練習する。

第6回　中検4級

リスニング問題対策6

1.『精選中国語基本? 例集』第11・12項? について? テ

ストを? なう。

2.第91回4級リスニング問題を解き，練習する。

第7回　中検4級

リスニング問題対策7

1.『精選中国語基本? 例集』第13・14項? について? テ

ストを? なう。

2.第90回4級リスニング問題を解き，練習する。

第8回　中検4級

筆記問題対策7

1.第90回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第90回4級筆記問題について理解し，練習する。

第9回　中検4級

筆記問題対策8

1.第89回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第89回4級筆記問題について理解し，練習する。

第10回　中検4級

筆記問題対策9

1.第88回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第88回4級筆記問題について理解し，練習する。

第11回　中検4級

筆記問題対策10

1.第87回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行

なう。

2.第87回4級筆記問題について理解し，練習する。

第12回　中検4級

筆記問題対策11

1.第86回4級筆記問題(予習課題)について小テストを行
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なう。

2.第86回4級筆記問題について理解し，練習する。

第13回　中検3級

リスニング問題対策1

1.『精選中国語基本? 例集』第25項? について? テスト

を? なう。

2.第96回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第14回　中検3級

リスニング問題対策2

1.『精選中国語基本? 例集』第26項? について? テスト

を? なう。

2.第96回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第15回　中検3級

筆記問題対策3

1.第95回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第95回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中国語検定対策Ⅱａ カ（中国語検定試験・ＨＳＫ対策

）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅱａ」では，同

じく共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅱｂ」と共

に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，

広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」す

ること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発?

し，それを解決する? 策を導くことができる」ようにな

ること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相

? の意? を理解することで，良好なコミュニケーション

をとることができる」ようになること，そして「獲得し

た知識や技能を活? し，国内外において，価値観や意?

の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，

社会に役? てることができる」ようになることを? 的と

する。

　? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級お

よび中華? ? 共和国政府教育部に直属する機関である孔

? 学院総部/国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室

)が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平

考試)4級に合格できるだけの中国語? を養成することを

? 指す。

　HSK4級は受験? の? 常中国語の応? 能? を判定するテ

ストであり，「幅広い範囲にわたる話題について，中国

語でコミュニケーションをすることができ，中国語を?

語とする者と流ちょうに話すことができる」ことができ

るかどうかを測るものである。1200語程度の常? 単語と

? 法知識を習得している者を対象としており，? 学の第

? 外国語における第? 年度後期履修程度の学習が? 安と

されている。設定されている対象者や難易度は中国語検

定試験3級にほぼ相当する。

＜到達目標＞

1.常? 語1000?2000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.基本的な? 章を読み，書くことができる。また，簡単

な? 常会話ができる。(技能)

4.常? 語による中国語複? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級に

合格することができる。(技能)

6.中華? ? 共和国政府教育部に直属する孔? 学院総部/

国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室)

が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平考

試)4級に合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験３級，HSK4級，シンクロ・リーディング，

シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)
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なお，11? の中国語検定試験終了後は，HSK4級の過去問

を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は1 1 ? 2 7 ? ( ? )に? なわれる第107

回中国語検定試験を受けなければならない。授業への出

席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した

級により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得

できなかったり何らかの事情で検定試験を受けることが

できなかったりした場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「中国語検定対策Ⅱ」はａとｂを? 括して履修しなけ

ればならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は，ａ・ｂの単位を共に与えない。

・11? の検定試験で４級に合格すれば評点Ｂを，３級以

上に合格すれば評点Ｓを与える。

・11? の検定試験で４級以上の級を取得できなかった?

は，定期試験を受けなければならない。定期試験を受け

た場合の評点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・11? の検定試験で４級にだけ合格した? も定期試験を

受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さら

に定期試験の成績が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験３級相当とする。

HSK4級の内容も含む。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検3級

筆記問題対策6

1.第94回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第94回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す

る。

第2回　中検3級

筆記問題対策7

1.第93回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第93回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

第3回　中検3級

筆記問題対策8

1.第93回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第93回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第4回　中検3級

筆記問題対策9

1.第92回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第5回　中検3級

筆記問題対策10

1.第92回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第6回　中検3級

リスニング問題対策11

1.『精選中国語基本? 例集』第16・17・18項? について

? テストを? なう。

2.第91回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第7回　中検3級

リスニング問題対策12

1.『精選中国語基本? 例集』第19・20・21項? について

? テストを? なう。

2.第91回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第8回　中検3級
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リスニング問題対策13

1.『精選中国語基本? 例集』第22・23・24項? について

? テストを? なう。

2.第90回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第9回　中検3級

リスニング問題対策14

1.『精選中国語基本? 例集』第25・26・27項? について

? テストを? なう。

2.第90回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第10回　中検3級

リスニング問題対策15

1.『精選中国語基本? 例集』付について? テストを? な

う。

2.第89回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第11回　HSK4　

　　、　写考　1

HSK4　　　、　写考　1を解き，練習する。

第12回　HSK4　

　　、　写考　2

HSK4　　　、　写考　2を解き，練習する。

第13回　HSK4　

　　、　写考　3

HSK4　　　、　写考　3を解き，練習する。

第14回　HSK4　

听? 考　4

HSK4　听? 考　4を解き，練習する。

第15回　HSK4　

听? 考　5

HSK4　听? 考　5を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中国語検定対策Ⅱａ タ（中国語検定試験・ＨＳＫ対策

）

池田　磨左文

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅱａ」では，同

じく共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅱｂ」と共

に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，

広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」す

ること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発?

し，それを解決する? 策を導くことができる」ようにな

ること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相

? の意? を理解することで，良好なコミュニケーション

をとることができる」ようになること，そして「獲得し

た知識や技能を活? し，国内外において，価値観や意?

の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，

社会に役? てることができる」ようになることを? 的と

する。

　? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級お

よび中華? ? 共和国政府教育部に直属する機関である孔

? 学院総部/国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室

)が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平

考試)4級に合格できるだけの中国語? を養成することを

? 指す。

　HSK4級は受験? の? 常中国語の応? 能? を判定するテ

ストであり，「幅広い範囲にわたる話題について，中国

語でコミュニケーションをすることができ，中国語を?

語とする者と流ちょうに話すことができる」ことができ

るかどうかを測るものである。1200語程度の常? 単語と

? 法知識を習得している者を対象としており，? 学の第

? 外国語における第? 年度後期履修程度の学習が? 安と

されている。設定されている対象者や難易度は中国語検

定試験3級にほぼ相当する。

＜到達目標＞

1.常? 語1000?2000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.基本的な? 章を読み，書くことができる。また，簡単

な? 常会話ができる。(技能)

4.常? 語による中国語複? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級に

合格することができる。(技能)

6.中華? ? 共和国政府教育部に直属する孔? 学院総部/

国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室)

が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平考

試)4級に合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験３級，HSK4級，シンクロ・リーディング，

シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)
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(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

なお，11? の中国語検定試験終了後は，HSK4級の過去問

を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は1 1 ? 2 7 ? ( ? )に? なわれる第107

回中国語検定試験を受けなければならない。授業への出

席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した

級により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得

できなかったり何らかの事情で検定試験を受けることが

できなかったりした場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「中国語検定対策Ⅱ」はａとｂを? 括して履修しなけ

ればならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は，ａ・ｂの単位を共に与えない。

・11? の検定試験で４級に合格すれば評点Ｂを，３級以

上に合格すれば評点Ｓを与える。

・11? の検定試験で４級以上の級を取得できなかった?

は，定期試験を受けなければならない。定期試験を受け

た場合の評点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・11? の検定試験で４級にだけ合格した? も定期試験を

受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さら

に定期試験の成績が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験３級相当とする。

HSK4級の内容も含む。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検3級

筆記問題対策4

1.第95回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第95回3級筆記問題第4・5問について理解し，練習す

る。

第2回　中検3級

筆記問題対策5

1.第94回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第94回3級筆記問題第1・2・3問について理解し，練習

する。

第3回　中検3級

筆記問題対策6

1.第94回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第94回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第4回　中検3級

筆記問題対策7

1.第93回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第93回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第5回　中検3級

筆記問題対策8

1.第93回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第93回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。
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第6回　中検3級

リスニング問題対策9

1.『精選中国語基本? 例集』第13・14・15項? について

? テストを? なう。

2.第91回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第7回　中検3級

リスニング問題対策10

1.『精選中国語基本? 例集』第16・17・18項? について

? テストを? なう。

2.第91回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第8回　中検3級

リスニング問題対策11

1.『精選中国語基本? 例集』第19・20・21項? について

? テストを? なう。

2.第90回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第9回　中検3級

リスニング問題対策12

1.『精選中国語基本? 例集』第22・23・24項? について

? テストを? なう。

2.第90回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第10回　中検3級

リスニング問題対策13

1.『精選中国語基本? 例集』第25・26・27項目と付につ

いて? テストを? なう。

2.第89回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第11回　HSK4　

　　、　写考　1

HSK4　　　、　写考　1を解き，練習する。

第12回　HSK4　

　　、　写考　2

HSK4　　　、　写考　2を解き，練習する。

第13回　HSK4　

　　、　写考　3

HSK4　　　、　写考　3を解き，練習する。

第14回　HSK4　

听? 考　4

HSK4　听? 考　4を解き，練習する。

第15回　HSK4　

听? 考　5

HSK4　听? 考　5を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中国語検定対策Ⅱｂ カ（中国語検定試験・ＨＳＫ対策

）

于　耀明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅱｂ」では，同

じく共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅱａ」と共

に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，

広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」す

ること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発?

し，それを解決する? 策を導くことができる」ようにな

ること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相

? の意? を理解することで，良好なコミュニケーション

をとることができる」ようになること，そして「獲得し

た知識や技能を活? し，国内外において，価値観や意?

の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，

社会に役? てることができる」ようになることを? 的と

する。

　? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級お

よび中華? ? 共和国政府教育部に直属する機関である孔

? 学院総部/国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室

)が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平

考試)4級に合格できるだけの中国語? を養成することを

? 指す。

　HSK4級は受験? の? 常中国語の応? 能? を判定するテ

ストであり，「幅広い範囲にわたる話題について，中国

語でコミュニケーションをすることができ，中国語を?

語とする者と流ちょうに話すことができる」ことができ

るかどうかを測るものである。1200語程度の常? 単語と

? 法知識を習得している者を対象としており，? 学の第

? 外国語における第? 年度後期履修程度の学習が? 安と

されている。設定されている対象者や難易度は中国語検

定試験3級にほぼ相当する。

＜到達目標＞

1.常? 語1000?2000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.基本的な? 章を読み，書くことができる。また，簡単

な? 常会話ができる。(技能)

4.常? 語による中国語複? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級に

合格することができる。(技能)

6.中華? ? 共和国政府教育部に直属する孔? 学院総部/

国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室)

が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平考

試)4級に合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験３級，HSK4級，シンクロ・リーディング，

シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。
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(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

なお，11? の中国語検定試験終了後は，HSK4級の過去問

を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は1 1 ? 2 7 ? ( ? )に? なわれる第107

回中国語検定試験を受けなければならない。授業への出

席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した

級により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得

できなかったり何らかの事情で検定試験を受けることが

できなかったりした場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「中国語検定対策」はⅡａとⅡｂを? 括して履修しな

ければならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は，ａ・ｂの単位を共に与えない。

・11? の検定試験で４級に合格すれば評点Ｂを，３級以

上に合格すれば評点Ｓを与える。

・11? の検定試験で４級以上の級を取得できなかった?

は，定期試験を受けなければならない。定期試験を受け

た場合の評点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・11? の検定試験で４級にだけ合格した? も定期試験を

受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さら

に定期試験の成績が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験３級相当とする。

HSK4級の内容も含む。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検3級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』第1・2・3項? について?

テストを? なう。

2.第94回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第2回　中検3級

リスニング問題対策6

1.『精選中国語基本? 例集』第4・5・6項? について?

テストを? なう。

2.第94回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第3回　中検3級

リスニング問題対策7

1.『精選中国語基本? 例集』第7・8・9項? について?

テストを? なう。

2.第93回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第4回　中検3級
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リスニング問題対策8

1.『精選中国語基本? 例集』第10・11・12項? について

? テストを? なう。

2.第93回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第5回　中検3級

筆記問題対策9

1.第92回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第6回　中検3級

筆記問題対策10

1.第92回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第7回　中検3級

筆記問題対策11

1.第91回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第91回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第8回　中検3級

筆記問題対策12

1.第91回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第91回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第9回　HSK4　

听? 考　1

HSK4　听? 考　1を解き，練習する。

第10回　HSK4　

听? 考　2

HSK4　听? 考　2を解き，練習する。

第11回　HSK4　

听? 考　3

HSK4　听? 考　3を解き，練習する。

第12回　HSK4　

　　、　写考　4

HSK4　　　、　写考　4を解き，練習する。

第13回　HSK4　

　　、　写考　5

HSK4　　　、　写考　5を解き，練習する。

第14回　HSK4　

　　、　写考　6

HSK4　　　、　写考　6を解き，練習する。

第15回　HSK4　

　　、　写考　7

HSK4　　　、　写考　7を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中国語検定対策Ⅱｂ タ（中国語検定試験・ＨＳＫ対策

）

李　玲

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅱｂ」では，同

じく共通教育科? に属する「中国語検定対策Ⅱａ」と共

に，全学のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，

広い教養を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」す

ること・「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発?

し，それを解決する? 策を導くことができる」ようにな

ること・「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相

? の意? を理解することで，良好なコミュニケーション

をとることができる」ようになること，そして「獲得し

た知識や技能を活? し，国内外において，価値観や意?

の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，

社会に役? てることができる」ようになることを? 的と

する。

　? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級お

よび中華? ? 共和国政府教育部に直属する機関である孔

? 学院総部/国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室

)が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平

考試)4級に合格できるだけの中国語? を養成することを

? 指す。

　HSK4級は受験? の? 常中国語の応? 能? を判定するテ

ストであり，「幅広い範囲にわたる話題について，中国

語でコミュニケーションをすることができ，中国語を?

語とする者と流ちょうに話すことができる」ことができ

るかどうかを測るものである。1200語程度の常? 単語と

? 法知識を習得している者を対象としており，? 学の第

? 外国語における第? 年度後期履修程度の学習が? 安と

されている。設定されている対象者や難易度は中国語検

定試験3級にほぼ相当する。

＜到達目標＞

1.常? 語1000?2000を? につけている。(知識)

2.? 分の? で中国語を発? し，読み取り，表現すること

ができる。(態度・習慣)

3.基本的な? 章を読み，書くことができる。また，簡単

な? 常会話ができる。(技能)

4.常? 語による中国語複? の? 本語訳と? 本語の中国語

訳ができる。(技能)

5.? 本中国語検定協会の主催する中国語検定試験3級に

合格することができる。(技能)

6.中華? ? 共和国政府教育部に直属する孔? 学院総部/

国家漢弁(国家漢語国際推広領導? 組弁公室)
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が主催し中華? ? 共和国政府が認定するHSK(漢語? 平考

試)4級に合格することができる。(技能)

＜授業のキーワード＞

中国語検定試験３級，HSK4級，シンクロ・リーディング，

シャドウイング

＜授業の進め方＞

中国語検定試験の過去問を元に作成された教材を使い，

筆記問題対策とリスニング問題対策とを? なう。

1.筆記問題対策では，次のように授業を進める。

(1)漢字で書かれた教材の単語・? や? 章をすべて発?

ができ，意味も分かるようにしておく。(予習)

(2)? テストを? ない，予習の状況を確認する。(授業)

(3)ピンインで書かれた単語・? や? 章を，解説を聴き

ながら? 分で漢字に書き直し，知識の理解・定着を図る。

(授業)

(4)漢字で書かれた単語・? や? 章を発? し，漢字・発

? ・意味の三者を結びつける。(授業・復習)

2.リスニング問題対策では，次のように授業を進める。

(1)『精選中国語基本? 例集』を熟読しておく。(予習)

(2)『精選中国語基本? 例集』の例? を語順整序または

? ? 中訳の形で再現する? テストを? なう。(授業)

(3)リスニング問題を演習する。(授業)

(4)漢字で書かれた? や? 章を解説を聴きながら発? し，

漢字・発? ・意味の三者を結びつける。(授業)

(5)漢字で書かれた? や? 章をシンクロ・リーディング(

? 声を聴きながら? や? 章を? 読する)したり，シャド

ウイング(? 字を? ずに? 声を聴きながら，できるだけ

正確に原? を再現する)し，? 声を通して中国語の定着

を図る。(授業・復習)

なお，11? の中国語検定試験終了後は，HSK4級の過去問

を演習する。

＜履修するにあたって＞

・履修するに当たっては１年次配当の中国語科? を履修

して単位を取得したのと同等程度の中国語? を有してい

ることが必要である。

・この科? の履修者は1 1 ? 2 7 ? ( ? )に? なわれる第107

回中国語検定試験を受けなければならない。授業への出

席条件を満たした上で検定試験に合格すれば，合格した

級により規定の評点が与えられる。検定試験で級を取得

できなかったり何らかの事情で検定試験を受けることが

できなかったりした場合は，定期試験を受けることによ

り規定の評点が与えられる。

・「中国語検定対策Ⅱ」はａとｂを? 括して履修しなけ

ればならない。

＜授業時間外に必要な学修＞

筆記問題対策・リスニング問題対策ともに，予習・復習

をきちんと? なうにはそれぞれ合わせて1時間程度の時

間が必要である。

　筆記問題対策では，問題の答えを選ぶだけでなく，全

? を? 書きし，意味を調べ，発? できるようにした上で

授業に臨まなければならない。予習が重要である。

　リスニング問題対策では，復習が重要である。授業で

扱われた? や? 章を先ず? 字を? ながら? 声に合わせて

? 読し，次に? 字を? ずに? 声に合わせて発? する練習

を何度も繰り返して，? や? 章を? 声と共に? 分のもの

にするよう努めること。

　問題を解くのは? 分の実? を測り，弱点を? 出すため

であり，学習がこれに? まってはならない。単に問題を

解くだけではなく，? 字・意味・? 声を? 体のものとし

て捉えるよう? 分で訓練をしていってほしい。

＜提出課題など＞

予習・復習の状況や授業で課題に取り組む姿勢は記録さ

れ，定期試験を受けた? に対して評点Ｃ・Ｄを判断する

際の資料となる。提出された課題は採点を施し，次の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためにはａ・ｂ共に10回以上の出席が

必要。ａ・ｂのどちらかでも出席が10回に満たない場合

は，ａ・ｂの単位を共に与えない。

・11? の検定試験で４級に合格すれば評点Ｂを，３級以

上に合格すれば評点Ｓを与える。

・11? の検定試験で４級以上の級を取得できなかった?

は，定期試験を受けなければならない。定期試験を受け

た場合の評点はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの何れかとする。

・11? の検定試験で４級にだけ合格した? も定期試験を

受けることができる。この場合，評点Ｂを保証し，さら

に定期試験の成績が良好であればＡを与える。

・定期試験の難易度は中国語検定試験３級相当とする。

HSK4級の内容も含む。

＜テキスト＞

上野恵司 『精選中国語基本? 例集』 ? 帝社 2006年 20

00円＋税

※他に中国語検定試験過去問を元に作成した教材を使う。

OneDriveを通じて配布する。

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

＜授業計画＞

第1回　中検3級

リスニング問題対策5

1.『精選中国語基本? 例集』第1・2・3項? について?

テストを? なう。

2.第94回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第2回　中検3級
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リスニング問題対策6

1.『精選中国語基本? 例集』第4・5・6項? について?

テストを? なう。

2.第94回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第3回　中検3級

リスニング問題対策7

1.『精選中国語基本? 例集』第7・8・9項? について?

テストを? なう。

2.第93回3級リスニング問題第1問を解き，練習する。

第4回　中検3級

リスニング問題対策8

1.『精選中国語基本? 例集』第10・11・12項? について

? テストを? なう。

2.第93回3級リスニング問題第2問を解き，練習する。

第5回　中検3級

筆記問題対策9

1.第92回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第6回　中検3級

筆記問題対策10

1.第92回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第92回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第7回　中検3級

筆記問題対策11

1.第91回3級筆記問題第1・2・3問(予習課題)について小

テストを行なう。

2.第91回3級筆記問題第1・2・3問を理解し，練習する。

第8回　中検3級

筆記問題対策12

1.第91回3級筆記問題第4・5問(予習課題)について小テ

ストを行なう。

2.第91回3級筆記問題第4・5問を理解し，練習する。

第9回　HSK4　

听? 考　1

HSK4　听? 考　1を解き，練習する。

第10回　HSK4　

听? 考　2

HSK4　听? 考　2を解き，練習する。

第11回　HSK4　

听? 考　3

HSK4　听? 考　3を解き，練習する。

第12回　HSK4　

　　、　写考　4

HSK4　　　、　写考　4を解き，練習する。

第13回　HSK4　

　　、　写考　5

HSK4　　　、　写考　5を解き，練習する。

第14回　HSK4　

　　、　写考　6

HSK4　　　、　写考　6を解き，練習する。

第15回　HSK4　

　　、　写考　7

HSK4　　　、　写考　7を解き，練習する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

中国語入門会話Ⅰ ア

馬　麗娟

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語入門会話Ⅰ」では，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や意? の異なる

さまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役? てることができる」ようになることを? 的とする。

　簡潔な会話を材料に練習することを通して，中国語の

基本を習得し，中国語による初歩的なコミュニケーショ

ン能? を? につけることを? 指す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての? 節を聴き分け，発? することがで

きる。(技能)

2.中国語で簡単な? 常会話ができる。(知識・技能)

3.中国語の基礎的な単語約500を習得している。(知識・

技能)

4.中国語の基本? 型を把握し，? を理解し，聴き取り，

話し，書くことができる。(知識・技能)

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，会話・コミュニケーション

＜授業の進め方＞

1.前回授業で学習した課の「Drill」を使って練習する。

2.新しい課の「本? 」・「POINT」を学習する。

※「本? 」・「POINT」・「Drill」を学習・練習するに

当たっては適宜? テストを? ない，その結果を以て成績

を評価するための主な材料とする。

＜履修するにあたって＞

・中国語入門会話Ⅰは，後期に開講される中国語入門会

話Ⅱと一括して履修しなければならない。どちらかを単

独で履修することはできない。

・中国語入門会話は中国語を発音の基礎から初歩的な会

話までしっかりと身につけたい人や，中国語を学んだこ
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とがあるが会話を中心に改めて学び直したい人のために

開設された科目である。初級中国語と同時に履修すれば

効果は倍増するが，その履修は必須としない。初級外国

語科目としてドイツ語・フランス語・韓国語などを学び

ながら，基本的な中国語だけを別に身につけたい人の履

修も歓迎する。

・中国語(漢族語・漢語)は，日本語とは異なる語族に属

する，日本語とは異なる言語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』を使って自習すると良い。中国語

を初めて学ぶが初級中国語を履修せず中国語入門会話だ

けを履修する人はもちろん，初級中国語を平行して履修

している人にも助けになるはずである。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に? つ中国語を? につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を? かすことはできない。? 声材料を活

? しながら，少なくとも30分程度の時間を毎回の予習・

復習それぞれに充ててほしい。

＜提出課題など＞

授業では? 頭または筆記による? テストを随時実施する。

? テストを? なった場合は，適宜個別または全体的に指

導を? なう。筆記による? テストを? なった場合は，採

点の上，次回の授業でこれを返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に適宜? なわれる? テ

ストや授業に取り組む姿勢によって，総合的に成績を評

価する。

・最終的な成績は補正を行ない，科目名が同一である複

数クラスの間で各評点の割合に大きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

楊凱栄・張麗群 『中国語で伝えよう? CD付 コミュニ

ケーション・チャイニーズ』

朝? 出版社 2019年 2400円+税

{http://text.asahipress.com/free/ch/tsutaeyou}

{http://text.asahipress.com/free/ch/tsutaeyou-dril

l}

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館　小学館　『中日辞典　第3版』

小学館　2016年　7500円＋税

2.相原茂・石田知子・戸沼市子　『Why?にこたえるはじ

めての中国語の文法書　新訂版』

　同学社　2016年　2500円＋税

3.荒川清秀　『CDムック　発音マスター！　読めて書け

る中国語』

　NHK出版　2010年　952円＋税

＜授業計画＞

第1回　発音編1

発音編2

声調と単母音　1.声調　2.単母音　3.そり舌母音

複合母音

第2回　発音編1・2

発音編3

練習

子音

第3回　発音編3

発音編4

練習

鼻母音

第4回　発音編4

発音編5

練習

発音の規則

第5回　発音編5

第1　

声調の組み合わせ・あいさつ言葉・教室用語　「発音編

」発音小テスト

本文・POINT

第6回　第1　

第2　

Drill

本文・POINT：(1)動詞“是”述語? 　(2)“　”疑問?

　(3)名前

第7回　第2　

第3　

Drill

本? ・POINT：(1)“　、那、　”　(2)形容詞述語? 　(

3)動詞述語?

第8回　第3　

第4　

Drill

本? ・POINT：(1)“的”の省略　(2)数字を使う表現　(

3)名詞述語?

第9回　第4　

第5　

Drill

本? ・POINT：(1)動詞“有”　(2)量詞　(3)疑問詞疑問

?

第10回　第5　

第6　

Drill

本? ・POINT：(1)前置詞“　”　(2)動詞“在”　(3)?

末助詞“　”
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第11回　第6　

第7　

Drill

本? ・POINT：(1)動詞+“? 下”　(2)反復疑問? 　(3)

“　”+動詞

第12回　第7　

第8　

Drill

本? ・POINT：(1)動詞由来連体修飾語　(2)前置詞“在

”　(3)連動文

第13回　第8　

第9　

Drill

本? ・POINT：(1)助動詞“想”　(2)動詞の重ね型　(3)

疑問詞“怎　”

第14回　第9　

第10　

Drill

本? ・POINT：(1)動詞+“了”　(2)“是……的”　(3)

前置詞“? ”

第15回　第10　

第1　? 第10　の復習

Drill

第1　? 第10　「本? 」の音読? テスト(音読原稿は漢字

のみ)

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中国語入門会話Ⅱ ア

馬　麗娟

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語? ? 会話Ⅰ」では，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や意? の異なる

さまざまな? と議論し，学びを深め，協働して，社会に

役? てることができる」ようになることを? 的とする。

　簡潔な会話を材料に練習することを通して，中国語の

基本を習得し，中国語による初歩的なコミュニケーショ

ン能? を? につけることを? 指す。

＜到達目標＞

1.中国語のすべての? 節を聴き分け，発? することがで

きる。(技能)

2.中国語で簡単な? 常会話ができる。(知識・技能)

3.中国語の基礎的な単語約500を習得している。(知識・

技能)

4.中国語の基本? 型を把握し，? を理解し，聴き取り，

話し，書くことができる。(知識・技能)

＜授業のキーワード＞

中国語，初級，会話・コミュニケーション

＜授業の進め方＞

1.前回授業で学習した課の「Drill」を使って練習する。

2.新しい課の「本? 」・「POINT」を学習する。

※「本? 」・「POINT」・「Drill」を学習・練習するに

当たっては適宜? テストを? ない，その結果を以て成績

を評価するための主な材料とする。

＜履修するにあたって＞

・中国語? ? 会話Ⅱは，前期に開講される中国語? ? 会

話Ⅰと? 括して履修しなければならない。どちらかを単

独で履修することはできない。

・中国語? ? 会話は中国語を発? の基礎から初歩的な会

話までしっかりと? につけたい? や，中国語を学んだこ

とがあるが会話を中? に改めて学び直したい? のために

開設された科? である。初級中国語と同時に履修すれば

効果は倍増するが，その履修は必須としない。初級外国

語科? としてドイツ語・フランス語・韓国語などを学び

ながら，基本的な中国語だけを別に? につけたい? の履

修も歓迎する。

・中国語(漢族語・漢語)は，? 本語とは異なる語族に属

する，? 本語とは異なる? 語である。このことを常に意

識しながら学習していってほしい。

・発? はひとたび? についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは?

常に困難である。中国語の発? に不安のある? は，参考

書の3に挙げられている『CDムック 発? マスター? 読

めて書ける中国語』を使って? 習すると良い。中国語を

初めて学ぶが初級中国語を履修せず中国語? ? 会話だけ

を履修する? はもちろん，初級中国語を平? して履修し

ている? にも助けになるはずである。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習をしておけば授業での理解がさらに深まるだろうし，

復習をすれば獲得した知識や技能をさらに固めることが

できる。役に? つ中国語を? につけたいと思うのであれ

ば，予習・復習を? かすことはできない。? 声材料を活

? しながら，少なくとも30分程度の時間を毎回の予習・

復習それぞれに充ててほしい。

＜提出課題など＞

授業では? 頭または筆記による? テストを随時実施する。

? テストを? なった場合は，適宜個別または全体的に指

導を? なう。筆記による? テストを? なった場合は，採

点の上，次回の授業でこれを返却する。

＜成績評価方法・基準＞
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・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に適宜? なわれる? テ

ストや授業に取り組む姿勢によって，総合的に成績を評

価する。

・最終的な成績は補正を? ない，科? 名が同? である複

数クラスの間で各評点の割合に? きな偏りのないように

する。

＜テキスト＞

楊凱栄・張麗群 『中国語で伝えよう? CD付 コミュニ

ケーション・チャイニーズ』

朝? 出版社 2019年 2400円+税

{http://text.asahipress.com/free/ch/tsutaeyou}

{http://text.asahipress.com/free/ch/tsutaeyou-dril

l}

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

3.荒川清秀 『CDムック 発? マスター? 読めて書ける

中国語』

　NHK出版 2010年 952円＋税

＜授業計画＞

第1回　中国語検定試験問題演習

第11　

中国語検定試験準4級問題を演習し，実? を確認する。

本? ・POINT：(1)助動詞“要”　(2)選択疑問? 　(3)時

点と時間

第2回　第11　

第12　

Drill

本? ・POINT：(1)前置詞“从”　(2)“　”疑問? 　(3)

動詞+“? 点? ”

第3回　第12　

第13　

Drill

本? ・POINT：(1)? 末助詞“了”　(2)? 末助詞“　”

　(3)助動詞“得”

第4回　第13　

第14　

Drill

本? ・POINT：(1)助動詞“可以”　(2)副詞“有点? ”

　(3)お?

第5回　第14　

第15　

Drill

本? ・POINT：(1)主述述語? 　(2)? 位詞　(3)副詞“就

”

第6回　第15　

第16　

Drill

本? ・POINT：(1)副詞“在”　(2)“多”+形容詞　(3)

動詞“　得”

第7回　第16　

第17　

Drill

本? ・POINT：(1)助動詞“能”　(2)? 重? 的語動詞　(

3)助動詞“会”

第8回　第17　

第18　

Drill

本? ・POINT：(1)? 向補語　(2)? 末助詞“　”　(3)前

置詞“　”

第9回　第18　

第19　

Drill

本? ・POINT：(1)様態補語　(2)結果補語　(3)副詞“再

”

第10回　第19　

第20　

Drill

本? ・POINT：(1)疑問詞+“都”　(2)“太……了”　(3

)形容詞+“　了”

第11回　第20　

第21　

Drill

本? ・POINT：(1)可能補語　(2)前置詞“把”　(3)副詞

“　”

第12回　第21　

第22　

Drill

本? ・POINT：(1)助動詞“会”　(2)存現? 　(3)動詞+

“　”

第13回　第22　

第23　

Drill

本? ・POINT：(1)疑問詞“怎　”　(2)前置詞“被”　(

3)動詞“　/叫”

第14回　第23　

第24　

Drill

本? ・POINT：(1)“要……了”　(2)動詞+“着”　(3)

“有”+名詞+動詞

第15回　第24　

第11　? 第24　の復習

Drill

第11　? 第24　「本? 」の音読小テスト(音読原稿は漢

字のみ)
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

中国語入門会話Ⅱ タ

張　凌志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

<9月20日(月) ? 1 0月2日(土)までの授業形態>

遠隔授業(Zoomによるリアルタイム授業)

※10月4日(月)以降は授業形態を対面形式に戻すことを

予定していますが、新型コロナウイルス感染症の蔓延情

況によっては遠隔授業を継続せざるを得ないかもしれま

せん。これについては大学の方針が決まり次第改めてお

知らせします。

※何らかの事情によりZoomによるリアルタイム授業を受

けることのできない学生に対しては、授業の録画データ

または音声データを授業後にOneDriveなどを通じて提供

します。具体的な方法は授業科目担当教員がdotCampus

などを通じて指示します。これについて不明の点があれ

ば、授業科目担当教員にメールで尋ねて下さい。

※Zoomに関する情報・OneDriveへのリングや授業科目担

当教員のメールアドレスなどは<遠隔授業情報>欄に記し

てあります。

<10月4日(月)以降の授業形態>

対面授業(講義・演習)

※今後の感染状況によっては変更の可能性があります。

＜授業の目的＞

共通教育科? に属する「中国語? ? 会話Ⅱ」では，全学

のＤＰに掲げるように「共通教育等を通じて，広い教養

を? につけ，豊かな? 間性や社会性を涵養」すること・

「幅広い知識を活? してさまざまな問題を発? し，それ

を解決する? 策を導くことができる」ようになること・

「? 分の意? を? 頭や? 書によって表現し，相? の意?

を理解することで，良好なコミュニケーションをとるこ

とができる」ようになること，そして「獲得した知識や

技能を活? し，国内外において，価値観や

意? の異なるさまざまな? と議論し，学びを深め，協働

して，社会に役? てることができる」ようになることを

? 的とする。

　すでに初歩的な中国語? を持つ? が中国語の会話? を

さらに向上させ，中国語でコミュニケーションを図るこ

とができるようになることを? 指す。中国語を? 語とす

る教員の指導の下，説明に偏ることなく，主に? 頭での

訓練を通じて中国語の会話? を養成する。

＜到達目標＞

1.生活に密着した単語や語句を身につけ，口頭で言うこ

とができる。(知識・技能)

2.短文での問答ができる。(知識・技能)

3.身近な話題について簡単な議論や主張をすることがで

きる。(知識・技能)

＜授業のキーワード＞

口頭　会話　コミュニケーション

＜授業の進め方＞

「? 分の紹介」や「? 分の? 活」など? 分の? 近なこと

を話すさまざまな場? を想定し，教員と学? との間で，

あるいは学? と学? との間で会話を? ないながら授業を

進めていく。

＜履修するにあたって＞

・中国語基礎会話は入門～初級段階を終えた学習者の基

礎的会話力を養成するために開設された科目である。初

級中国語や中国語入門会話など1年次配当中国語科目の

履修を前提としないが，この科目の履修に当たってはそ

れらの科目を履修して単位を取得したのと同等程度の基

礎力を有していることが必要である。全くの初心者を対

象とした科目でないことに留意して欲しい。ただし，高

度な中国語力は必要ない。すでに基礎的な中国語を身に

つけた上で会話力をさらに伸ばしたいという意欲のある

人の履修を歓迎する。

・発音はひとたび身についてしまうと，たとえそれが間

違ったものであったとしてもあとから矯正することは非

常に困難である。中国語の発音に不安のある人は，参考

書の3に挙げられている『CDムック　発音マスター！

読めて書ける中国語』を使って自習すると良い。中級課

程の中国語科目として中国語基礎会話だけを履修する人

はもちろん，中級中国語を平行して履修している人にも

助けになるはずである。

・中国語基礎会話Ⅱは，前期に開講される中国語基礎会

話Ⅰと一括して履修しなければならない。どちらか一方

だけを単独で履修することはできない。

＜授業時間外に必要な学修＞

外国語の学習に当たっては，繰り返し訓練することが何

よりも重要である。? 声材料を活? しなが

ら，1時間程度の時間をかけて予習・復習をしっかりと

? なってほしい。

＜提出課題など＞

授業では? テストを随時実施する。? 頭による? テスト

を? なった場合は，適宜個別また全体的に指導を? なう。

筆記による? テストを? なった場合は，採点し次回の授

業で返却する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・定期試験は? なわない。授業中に教員と学? との間で，

または学? 同? で? なわれる応? 会話や，その他随時?

なわれる? テストによって，総合的に成績を評価する。

・最終的な成績は補正を? ない，科? 名が同? である複

数クラスの間で各評点の割合に? きな偏りのないように

する。
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＜テキスト＞

相原茂・蘇紅　『話してみたい　中国語スピーキング沙

龍』　朝日出版社　2014年　2200円＋税

＜参考図書＞

1.北京・商務印書館 ? 学館 『中? 辞典 第3版』 ? 学

館 2016年 7500円＋税

2.相原茂・? ? 知? ・? 沼市?  『Why?にこたえるはじ

めての中国語の? 法書 新訂版』

　同学社 2016年 2500円＋税

3.荒川清秀 『CDムック 発? マスター? 読めて書ける

中国語』

　NHK出版 2010年 952円＋税

＜授業計画＞

第1回　第8　

　不定　想我　了。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第2回　第8　

　不定　想我　了。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“我有一个朋友在旅行社工

作”

第3回　第9　

我　又　面了。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第4回　第9　

我　又　面了。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“不好意思”

第5回　第10　

今天我当　游。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第6回　第10　

今天我当　游。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“今天玩儿得太　心了”

第7回　第11　

　　家房子好大呀！1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第8回　第11　

　　家房子好大呀！2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“房子，家；屋子，房　”

第9回　第12　

　　　　的理想　。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第10回　第12　

　　　　的理想　。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“　我　了那　多菜，　死

我了”

第11回　第13　

　　儿不舒服？1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第12回　第13　

　　儿不舒服？2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“不会　”

第13回　第14　

祝　　一路　　。1/2

本? 新出語句　補充語句

本? 1・2・3とそれぞれの看? 看・練? 練

第14回　第14　

祝　　一路　　。2/2

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“后会有期”

第15回　第15　

有　千里来相会。1/1

本文新出語句　補充語句

本文1・2・3とそれぞれの看一看・練一練

本文のまとめ　応用練習 1・2・3

Column「中国語は面白い」：“祝”と“祝　”

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

データサイエンス基礎 （遠隔オンデマンド）

佐藤　毅、生田　卓也、小川　賢、毛利　進太郎、林坂

　弘一郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（遠隔：オンデマンド型）

この授業はオンデマンド型の遠隔講義で行います。

講義ビデオを視聴し、各回に割り当てられた課題を、

担当講師の指定する方法で提出してください。

＜授業の目的＞

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。具体的には、実社会におけるAIの利

活用、データの取り扱いに関する注意事項、グラフの見

方、ソーシャルネットワークやビッグデータの分析事例

などをとおし、データの潜在的価値について学びます。

この学びから、各学部の専門科目を履修する上で、デー

タに関わる基礎教養の習得を目的とします。

この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分
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野に属しています。

＜到達目標＞

・データを守る上での留意事項を説明できる。

・基礎統計量（平均、分散）の説明ができる。

・実社会で実現されているデータの利活用について説明

できる。

＜授業のキーワード＞

データサイエンス、AI 、情報、統計、データリテラシ

ー

＜授業の進め方＞

動画を配信（オンデマンド型遠隔講義）し、

データサイエンスに必要な基礎知識を講義します。

講義レジュメとともに、課題、演習問題を課し、

知識の習得を促します。

＜履修するにあたって＞

学習オンラインシステムMoodle上に、講義動画のリンク、

教材及び課題をアップロードします。

Moodleの利用方法について、早く慣れてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

配布教材を事前学習として読んでおく。（目安1時間）

課題・演習問題を事後学習として解く。（目安30分）

＜提出課題など＞

学内情報サービスにある、e-Learningシステム

Moodle

の利用を基本とします。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題による評価（100点）

＜参考図書＞

データサイエンス基礎 (データサイエンス講座 1)　

 齋藤 政彦 (編さん)

培風館

＜授業計画＞

第2回　データを読む１

データとは（データの種類、代表値、性質）

質的データと量的データについて

代表値（平均、中央値、最頻値）について

母集団と標本の関係

第3回　データを読む２

データのばらつき（分散と標準偏差、誤差）と標本抽出

分散と標準偏差とは何か

誤差とは何か

標本の抽出法について

第4回　データを読む３

相関と因果、クロス集計とは

相関係数とは

相関と因果について

交絡因子と疑似相関

第5回　データを説明する

可視化（グラフ化）によるデータの説明、メリットとデ

メリットについて理解

グラフを用いたデータの比較

不適切なグラフの作成

グラフによる発見

第6回　企業におけるデータの活用

企業におけるデータの活用事例を紹介する

  Amazonレコメンデーションシステム

  ニュースのキュレーションの原理

  Googleの検索順位の決定（ページランク）

  A/Bテストの活用

　

第9回　社会におけるデータ・AI活用１

社会におけるデータやAIの活用事例について理解する

第10回　社会におけるデータ・AI活用２

社会におけるデータやAIの活用と私たちのかかわりにつ

いて理解を深める

第11回　データ・AIを扱う上での留意事項１

データやAIを扱う上での留意事項について理解する

第12回　データ・AIを扱う上での留意事項２

データやAIを扱う上での留意事項と私たちのかかわりに

ついて理解を深める

第13回　サイバーセキュリティ１

サイバーセキュリティの特徴について理解する

第14回　サイバーセキュリティ２

サイバーセキュリティが私たちの生活に与える影響につ

いて理解を深める

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

データサイエンス （遠隔オンデマンド）

佐藤　毅、生田　卓也、小川　賢、毛利　進太郎、林坂

　弘一郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（遠隔：オンデマンド型）

この授業はオンデマンド型の遠隔講義で行います。

講義ビデオを視聴し、各回に割り当てられた課題を、

担当講師の指定する方法で提出してください。

＜授業の目的＞

全学 DP に掲げる、広い教養を身につけること、獲得し

た知識や技能をもって社会に貢献する力を身につけるこ

とを目的とします。

具体的には、数理的思考へのいざない、基本統計量の理

解、データの可視化、機械学習やニューラルネットワー

クの基礎原理を事例をとおして学びます。この学びから、

データから情報を引き出し、新たな価値を生み出すため

の教養を育みます。
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この科目は、共通教育科目のリテラシー科目群、情報分

野に属しています。

＜到達目標＞

・データの可視化（グラフとして表現）することができ

る

・PCのソフトウェアを利用し、基本統計量の算出ができ

る

・回帰分析を理解し、活用することができる

・ニューラルネットワークの利活用について説明できる

＜授業のキーワード＞

データサイエンス、数理、AI 、情報、統計、データリ

テラシー

＜授業の進め方＞

動画を配信（オンデマンド型遠隔講義）し、

データサイエンスに必要な基礎知識を講義します。

講義レジュメとともに、課題、演習問題を課し、

知識の習得を促します。

＜履修するにあたって＞

学習オンラインシステムMoodle上に、講義動画のリンク、

教材及び課題をアップロードします。

Moodleの利用方法について、早く慣れてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

配布教材を事前学習として読んでおく。（目安1時間）

課題・演習問題を事後学習として解く。（目安30分）

＜提出課題など＞

学内情報サービスにある、e-Learningシステム

Moodle

の利用を基本とします。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題による評価（100点）

＜授業計画＞

第3回　データを読む１

（最も起こりやすい事象とは、その事象は、稀な事象で

すか）

平均、中央値、最頻値、分散、標準偏差を求める

第4回　データを読む２

（興味の対象間の関係を考える）

相関係数を求める、クロス集計を実施する

第5回　データを説明する

（データを視覚的に表現しよう）

基本グラフの作成(棒グラフ、円グラフ、折れ線グラフ)

散布図と相関係数

クロス集計と積み上げグラフ

第6回　データを扱う

（乱数について、データ分析ツールの活用）

乱数表の作成。

乱数表を用いたデータ抽出

第7回　確率を再考

ルーレットから期待値と大数の法則を考える．

病気の検査から偽陽性・偽陰性について考える．

第8回　確率変数との確率分布

サイコロの目とその確率を考えよう．

2つのサイコロの目の和から確率変数と確率分布につい

て考える．

コイン投げの試行から2項分布を考え，正規分布に拡張

する．

正規分布から偏差値の意味，考え方を学ぶ。

第9回　統計的仮説検定

世論調査の例から母集団の性質を標本から推定する方法

について考える．

コイン投げの例から仮説検定・推定のイメージ．

帰無仮説、対立仮説の考え方。簡単な仮説検定の演習

統計的仮設検定とは

　

第10回　回帰分析

単純な時系列データの回帰分析

単回帰分析

重回帰分析

疑似相関，因果関係

第11回　回帰分析の応用

中古車、不動産の価格決定（質的変数の利用）

ヒット曲を予測しよう（ダミー変数、アンケート分析）

第12回　データを分類する手法

データを分類する

線形判別、ロジスティック回帰

回帰式の応用の線形判別、ロジスティック回帰

3つ以上のクラスターに分けるクラスタリング

教師付き学習と教師なし学習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

データ分析実習Ⅰ

佐藤　毅

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(実習）

＜授業の目的＞

統計の考え方を理解することを目的とする。

Excelを活用し、データ集計、分析ができることを目的

とする。

アンケートに関する基本的知識を習得し、活用すること

を目的とする。

これらの目的を達成することで，全学DPに示されるよう

に、幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くことができる。

＜到達目標＞

基本統計量を理解し、計算することができる。

Excelを活用し、基礎的なデータ集計、グラフ化ができ

る。

アンケートに関する基本的知識を習得し、活用すること
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ができる。

＜授業のキーワード＞

基本統計量、標本平均の分布、定量的データ、質的デー

タ、Excel

＜授業の進め方＞

授業前半では、講義中心の理論や手法の解説を実施。

後半で、Excel等のPCを用いた実習をおこなう。

実習は情報処理実習室で実施する。

＜履修するにあたって＞

授業は、実習室のPC（WindowsをOS）を利用します。

自宅で学習するためにも、PCを保有することを推奨しま

す。

また、Macでも学習は可能ですが、ソフトウェアの操作

方法がWindowsと異なることもあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の予習、復習、課題で90分程度を想定しています。

＜提出課題など＞

dotCampusで、各種資料の配付、回収、提出を実施。

フィードバックは、授業時、およびdotCampusで行いま

す。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加状況、毎授業時間における実習成果(40%)、

課題(40%)、確認テスト（20％）として総合して評価し

ます。

＜テキスト＞

テキストはありません。授業ごとに講義ファイルを準備

し、公開します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

資料検索基礎１

授業の進め方、評価方法

課題の提出方法

情報の種類と評価

第2回　ヒストグラムと基本統計量

データと情報の違い

度数分布とヒストグラム

基本統計量

第3回　資料検索基礎２

データ収集基礎１

統計情報の種類

資料の入手

データの種類

データ分析の種類

第4回　平均、分散・標準偏差

平均の概念、種類、およびそれらの求め方

分散・標準偏差の概念と求め方

第5回　データ収集基礎２

回帰と相関1

プレイマリーとセカンダリーデータ

データの6W1H

散布図と回帰直線

第6回　回帰と相関2

相関係数

第7回　統計と確率

統計と確率の関係性

確率の定義

ベン図

加法定理

第8回　前半の総復習

第1回から第7回までの理解度の確認テスト

理解不足である内容の復習

第9回　標本調査と標本平均の分布

母集団と標本

母平均と標本平均

第10回　アンケート調査基礎1

アンケート調査の種類

アンケート票の作成

サンプリング1

第11回　アンケート調査基礎2

サンプリング2

データ集計

第12回　定量的データ分析基礎1

平均値の差の検定：母分散既知の場合

第13回　定量的データ分析基礎2

平均値の差の検定：母分散未知の場合

第14回　定量的データ分析基礎3

統計的仮説の検定の考え方

分散分析

第15回　総復習

第9回から第14回までの理解度の確認テスト

本授業全体の総括

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

データ分析実習Ⅱ

佐藤　毅

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

・対面授業（実習）

＜授業の目的＞

データ収集に関する知識を持ち、適切に収集作業ができ

る。

Excelを活用し、分散分析や、データのクレンジングが

できる。

Rの基本操作について理解し、Excelとは異なるデータ分

析手法を身につける。

これらの目的を達成することで、全学DPに示されるよう

に、幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くことができる。
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＜到達目標＞

Web上データを収集し、ExcelやCSV形式で保存できる。

Excelを活用し、データ集計、分析ができる。

Rの基本操作について理解し、分析ができる。

＜授業のキーワード＞

データ収集、時系列分析、基本統計量

＜授業の進め方＞

授業前半では、講義中心の理論や手法の解説を実施。

後半で、PCを用いた実習をおこなう。

＜履修するにあたって＞

授業は、実習室のPC（WindowsをOS）を利用します。

自宅で学習するためにも、PCを保有することを推奨しま

す。

また、Macでも学習は可能ですが、ソフトウェアの操作

方法がWindowsと異なることもあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の予習で30分、復習、課題で60分程度を想定してい

ます。

＜提出課題など＞

dotCampusで、各種資料の配付、回収、提出を実施。

フィードバックもdotCampusにて実施。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加状況、毎授業時間における実習成果(40%)、

課題(40%)、確認テスト(20％）として評価します。

＜テキスト＞

テキストはありません。授業ごとに講義ファイルを準備

し、公開します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

資料検索発展

情報処理実習室の利用について

授業の進め方

評価方法

課題の提出方法など

第2回　データ収集１

データの種類

データ収集の方法

収集データの取り扱いと著作権

第3回　データ収集２

Webからのデータ収集

Excelの活用

第4回　データ収集３

Webからのデータ収集

スクレイピングサービスの活用

第5回　データのクレンジング

異常値の処理

第6回　分散分析１

統計的仮説の検定について

一元配置分散分析

第7回　分散分析２

二元配置分散分析

第8回　前半の総復習

確認テスト１

第1回から第7回までの理解度の確認

理解不足である学習内容の復習

第9回　Rとは

Rって何？

データ分析におけるRの役割

Rのインストール

基本統計量

第10回　Rー基礎１

ベクトル

行列

データフレーム

第11回　Rー基礎２

データのファイル出力

ファイルからのデータ読込

第12回　Rによる作図

データプロット

ヒストグラム

第13回　Rによる統計的仮説の検定

平均値の差の検定

第14回　Rによる分散分析

一元配置分散分析

二元配置分散分析

第15回　確認テスト2

本実習をふりかえって

第14回までの理解度の確認

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ドイツ語検定対策ⅠＡ （独検対策）

奥田　誠司

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

急激な感染拡大に伴う授業形態の一時的変更について：

5月6日（木）から5月30日（日）までの期間、Zoomによ

るリアルタイム授業に変更します。

なお、移行期となる4月22日（木）は対面授業を続け、4

月29日（木）はオンデマンド方式の授業へ変更します。

具体的な授業方法については、シラバス一番下の「遠隔

授業情報」で確認してください。

＜授業の目的＞

ドイツ語の文法学習・語彙学習を通じて、異なる文化背

景を持つ人たちとのコミュニケーションのあり方を考え、

みずからの行動にフィードバックする能力を身につけ付

けましょう。具体的には、『ドイツ語技能検定試験』(

以下、『独検』と略称) 4級に合格できるレベルに達す
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ることを目的とします。

これは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

皆さんが受験すると思われる『独検』各級の認定基準を

次に示します(『独検』HPより)。これがこの授業におけ

る到達目標になります。

5級：初歩的なドイツ語を理解し，日常生活でよく使わ

れる簡単な表現や文が運用できる。

 （ドイツ語授業を約30時間以上受講しているか，これ

と同じ程度の学習経験のある人）

4級：基礎的なドイツ語を理解し，初歩的な文法規則を

使って日常生活に必要な表現や文が運用できる。

 （ドイツ語授業を約60時間以上受講しているか，これ

と同じ程度の学習経験のある人）

3級：ドイツ語の初級文法全般にわたる知識を前提に，

簡単な会話や文章が理解できる。

 （ドイツ語授業を約120時間以上受講しているか，これ

と同じ程度の学習経験のある人）

＜授業のキーワード＞

日本で広く知られた検定試験、文法学習の重要性

＜授業の進め方＞

5級・4級・3級対策用の文法学習中心の教科書（0章から

17章で構成）を使用します。シラバスでは4級対策用の4

章からスタートしていますが、必要ならば、5級対策用

の0章から3章、<対策学習編1>を使って復習してくださ

い。練習問題にはCD（MP3形式)が付いていますから、答

えを確認する場合、文字に頼らず、聴き取る習慣を付け

ましょう。『独検』の聴き取りテストに役立ちます。随

時、『独検』の過去問題集のプリントを用意し、文法問

題への取り組みばかりでなく、読解、聴解の練習も行い

ます。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は、初級ドイツ語で学んだ文法事項や表現を復習し

ながら進めていきます。教科書を必ず購入してください。

『独検』4級、あるいはそれ以上のレベルの合格者も、

授業には出席してください。単位が認定されるためには、

授業に出席することが必要です。

課題として出される宿題の提出状況も，成績評価の対象

になります。

この科目は、ドイツ語をすでに学習した経験のある人を

対象としたものです。1年次でドイツ語科目を履修した

かどうかは問いませんが、初級ドイツ語ⅠとⅡを履修し

たのと同程度の基礎力が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。提出されたも

のは、添削して返却し、注意事項を授業で伝えます。宿

題に取り組んでいることを前提として、授業は進められ

ます。宿題の提出状況は、成績評価の対象になります。

提出物については、添削や解答例の提示など、宿題の内

容にそってフィードバックします。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・６月の検定試験で5級に合格すれば評点Ｂを、４級以

上に合格すれば評点ＡまたはＳを与える。

・６月の検定試験で級を取得できなかった、あるいは受

験しなかった場合、定期試験を受けなければならない。

定期試験を受けた場合の評点は相対評価によるものとし、

おおむね上位から30%をＡ、30%をＢ、20～40%をＣ、20

～0%をＤとする。

・６月の検定試験で5級にだけ合格した場合、定期試験

を受けることができる。この場合、評点Ｂを保証し、さ

らに定期試験の成績が最上位30%の中にあればＡを与え

る。

・定期試験の難易度は独検4級相当とする。

＜テキスト＞

存間進他著『CD (MP3) 付き　独検5級・4級・3級対応

ドイツ語文法』（三修社　2014年）　定価 2400円＋税

＜参考図書＞

ドイツ語学文学振興会編『独検過去問題集<5級・4級・3

級＞　2017年版』（郁文堂　2014年）、ドイツ語学文学

振興会編『独検過去問題集　<5級・4級・3級＞2018年版

』（郁文堂　2015年）

＜授業計画＞

第1回　4級受験の準備 (1)

4章：複数形の作り方・覚え方・使い方、不規則に格変

化する名詞＋対策練習

第2回　4級受験の準備 (2)

5章：定冠詞類、不定冠詞類、名詞2格と所有冠詞＋対策

練習

第3回　4級受験の準備 (3)

<4級対策学習編 2> 不規則変化動詞、複合的な疑問詞＋

過去問題からの聴き取り練習

第4回　4級受験の準備 (4)

6章：前置詞の格支配、3・4格支配の前置詞、不定句＋

過去問題からの聴き取り練習
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第5回　4級受験の準備 (5)

7章：人称代名詞、再帰代名詞、再帰動詞＋過去問題か

らの聴き取り練習

第6回　4級受験の準備 (6)

8章：話法の助動詞、未来形＋過去問題からの聴き取り

練習

第7回　4級受験の準備 (7)

<4級対策学習編 3>分離動詞、主な非分離動詞つづり、

疑問文の作り方、nichtの位置＋過去問題からの聴き取

り練習

第8回　受験直前の模擬練習 (1)

過去問題から出題された課題に取り組む

第9回　受験直前の模擬練習 (2)

過去問題から出題された課題に取り組む

第10回　受験直前の模擬練習 (3)

過去問題から出題された課題に取り組む

第11回　答え合わせ

過去問題から出題された課題の答え合わせ、直前の試験

対策

第12回　3級受験の準備 (1)

<準備編>三基本形、特殊な基本形を復習する

第13回　3級受験の準備 (2)

9章：過去形、動詞の特殊な使い方を学ぶ

第14回　3級受験の準備 (3)

10章：現在完了形、完了の助動詞 sein の例外的用法を

学ぶ

第15回　3級受験の準備 (4)

11章：I. 受動文の不定詞と人称変化と受動文の作り方、

II. 受動の過去形と現在完了形を学ぶ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ドイツ語検定対策ⅠＢ （ヨーロッパの検定試験対策）

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に基

づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

この授業は、ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が

聴き取れ、基本的な語句で自分の気持ちが伝えられるよ

うになること、さらに日常生活での基本的な表現を理解

し、ごく簡単なやり取りができるようになることを目的

とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略

称CEFR)に照らせば、A1レべルのさらなる定着、すなわ

ち A1+ （プラス）レベルに相当するドイツ語運用能力

です。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」の6つのレベルは、ゲーテ・インスティトゥ

ートの公式HPによれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること
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ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

「ドイツ語検定対策」ⅠAとⅠBでは、異なる教科書を使

用し、ⅠAとⅠBは別々に履修できます。4つの言語運用

能力、すなわち「読む、書く、聴く、話す」能力を有機

的・効果的に身に付けるために、1年次で使用した教科

書の続編前半を使います。必ず教科書を購入してくださ

い。また1年次に使用した『スタート1！コミュニケーシ

ョン活動を学ぶドイツ語』も持って来てください。ドイ

ツ語圏の社会や文化についての理解も深めていきましょ

う。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は、初級ドイツ語で学んだ文法事項や表現を復習し

ながら進めていきます。教科書を必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

ドイツ文化センター（Goethe-Institut ）の Start Deu

tsch 1 、あるいはそれ以上のレベルの合格者も、授業

には出席してください。単位が認定されるためには、授

業に出席することが必要です。

課題として出される宿題の提出状況も、成績評価の対象

になります。なお、この科目は、ドイツ語をすでに学習

した経験のある人を対象としたものです。1年次でドイ

ツ語科目を履修したかどうかは問いませんが、初級ドイ

ツ語を履修したのと同程度の基礎力が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。宿題に取り組

んでいることを前提として、授業は進められます。提出

物については、添削や解答例の提示など、宿題の内容に

そってフィードバックします。なお宿題の提出状況は、

成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・6月の検定試験でA1レベルに合格すれば、評点Ｓを与

える。

・6月の検定試験でレベルに達しなかった、あるいは検

定試験を受験しなかった場合、定期試験を受けなければ

ならない。評価基準は以下の通りである。

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容

20% + 小テストの成績＋20％＋定期試験 40%

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著 『スタート! 2―コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語』 (三修社 2019年） 2600円＋税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　総復習

1年次の学習内容を振り返り、復習する

第2回　総復習

1年次の学習内容を振り返り、復習する

第3回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動

詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

第4回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動

詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

第5回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動
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詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

第6回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動

詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

第7回　旅行

<1課の言語行為> 休暇とそこでの活動について計画する、

ホテルの宿泊リストに記入する、受付で部屋をとる、利

用案内を理解する、依頼する・応える、観光局に問い合

わせのメールを書く

<１課の文法項目> 場所を表す前置詞と格、話法の助動

詞 d?rfen, k?nnen,

wollen, m?ssen, m?chten のまとめ

＜ドイツ事情＞ Wohin reisen die Deutschen am liebs

ten?

第8回　復習

１課全体について復習する

第9回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第10回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第11回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第12回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第13回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第14回　模擬練習

ドイツ語能力検定試験(?sterreichsches Sprachdiplom

Deutsch Grundstufe A1, Goethe-Institut Start Deuts

ch 1) の模擬練習問題に取り組む

第15回　模擬練習

ドイツ語能力検定試験(?sterreichsches Sprachdiplom

Deutsch Grundstufe A1, Goethe-Institut Start Deuts

ch 1) の模擬練習問題に取り組む

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ドイツ語検定対策ⅡＡ （独検対策）

奥田　誠司

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の文法学習・語彙学習を通じて、異なる文化背

景を持つ人たちとのコミュニケーションのあり方を考え、

みずからの行動にフィードバックする能力を身につけ付

けましょう。具体的には、『ドイツ語技能検定試験』(

以下、『独検』と略称) 3級に合格できるレベルに達す

ることを目的とします。

これは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に

基づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

皆さんが受験すると思われる『独検』各級の認定基準を

次に示します(『独検』HPより)。これがこの授業におけ

る到達目標になります。

4級：基礎的なドイツ語を理解し，初歩的な文法規則を

使って日常生活に必要な表現や文が運用できる。

 （ドイツ語授業を約60時間以上受講しているか，これ

と同じ程度の学習経験のある人）

3級：ドイツ語の初級文法全般にわたる知識を前提に，

簡単な会話や文章が理解できる。

 （ドイツ語授業を約120時間以上受講しているか，これ

と同じ程度の学習経験のある人）

＜授業のキーワード＞

日本で広く知られた検定試験、文法学習の重要性

＜授業の進め方＞

5級・4級・3級対策用の文法学習中心の教科書（0章から

17章で構成）を使用します。後期は3級対策用の12章か

らスタートしますが、必要ならば、4章から11章を使っ



- 754 -

て復習してください。練習問題にはCD（MP3形式)が付い

ていますから、答えを確認する場合、文字に頼らず、聴

き取る習慣を付けましょう。『独検』の聴き取りテスト

に役立ちます。随時、『独検』の過去問題集のプリント

を用意し、文法問題への取り組みばかりでなく、読解、

聴解の練習も行います。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は、初級ドイツ語で学んだ文法事項や表現を復習し

ながら進めていきます。教科書を必ず購入してください。

授業への欠席回数が三分の一を超えた場合、単位は認め

られません。

『独検』3級、あるいはそれ以上のレベルの合格者は定

期試験の受験が免除されますが、授業には出席してくだ

さい。単位が認定されるためには、三分の二以上の授業

に出席することが必要です。

課題として出される宿題の提出状況も、成績評価の対象

になります。

この科目は、ドイツ語をすでに学習した経験のある人を

対象としたものです。1年次でドイツ語科目を履修した

かどうかは問いませんが、中級ドイツ語Ⅰを履修したの

と同程度の基礎力は必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。提出されたも

のは、添削して返却し、注意事項を授業で伝えます。宿

題に取り組んでいることを前提として、授業は進められ

ます。宿題の提出状況は、成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・12月の検定試験で4級に合格すれば評点Ｂを、3級以上

に合格すれば評点ＡまたはＳを与える。

・12月の検定試験で級を取得できなかった、あるいは受

験しなかった場合、定期試験を受けなければならない。

定期試験を受けた場合の評点は相対評価によるものとし、

 おおむね上位から30%をＡ、30%をＢ、20～40%をＣ、20

～0%をＤとする。

・12月の検定試験で4級にだけ合格した場合、定期試験

を受けることができる。この場合、評点Ｂを保証し、さ

らに定期試験の成績が最上位30%の中にあればＡを与え

る。

・定期試験の難易度は独検3級相当とする。

＜テキスト＞

存間進他著『CD (MP3) 付き　独検5級・4級・3級対応

ドイツ語文法』（三修社　2014年）　定価 2400円＋税

＜参考図書＞

ドイツ語学文学振興会編『独検過去問題集<5級・4級・3

級＞　2017年版』（郁文堂　2017年）、ドイツ語学文学

振興会編『独検過去問題集　<5級・4級・3級＞2018年版

』（郁文堂　2018年）

＜授業計画＞

第1回　復習

前期の学習内容を確認する。

第2回　3級受験の準備 (5)

12章：並列接続詞、従属接続詞と副文の作り方、間接疑

問文＋過去問題からの聴き取り練習

第3回　3級受験の準備 (6)

13章：I. 接続法、接続法第1式、II. 接続法第2式＋過

去問題からの聴き取り練習

第4回　3級受験の準備 (7)

14章：比較変化、同等の比較＋過去問題からの聴き取り

練習

第5回　3級受験の準備 (8)

15章：関係文＋過去問題からの聴き取り練習

第6回　3級受験の準備 (9)

16章：zu 不定詞句＋過去問題からの聴き取り練習

第7回　3級受験の準備 (10)

17章：形容詞変化（比較変化形を含む）、冠詞の名詞的

用法＋過去問題からの聴き取り練習

第8回　受験直前の模擬練習 （１）

過去問題から出題された課題に取り組む

第9回　受験直前の模擬練習 （２）

過去問題から出題された課題に取り組む。

第10回　受験直前の模擬練習 (3)

過去問題から出題された課題に取り組む。

第11回　答え合わせ

出題された課題の答え合わせ

第12回　受験後の対策＋総復習（１）

受験者のレベルと希望、受験結果に合わせて、教材を選

び、授業内容を決定します。

第13回　受験後の対策＋総復習（２）

受験者のレベルと希望、受験結果に合わせて、教材を選

び、授業内容を決定します。

第14回　受験後の対策＋総復習（3）

受験者のレベルと希望、受験結果に合わせて、教材を選

び、授業内容を決定します。

第15回　受験後の対策＋総復習（４）

受験者のレベルと希望、受験結果に合わせて、教材を選

び、授業内容を決定します。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ドイツ語検定対策ⅡＢ （ヨーロッパの検定試験対策）

森田　昌美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

ドイツ語の言語運用能力を育成しながら、日常生活を中

心にドイツ語圏の文化に触れていきましょう。その学習

過程で、受講者自身の文化を客観的、相対的にとらえる

態度や観点を育てます。異なる文化背景を持つ人たちと

のコミュニケーションのあり方を考え、みずからの行動

にフィードバックする能力を身につけ付けましょう。こ

れは、全学ディプロマ・ポリシー「1. 幅広い知識に基

づいて、他者および異文化を理解することができる」、

「2. さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を

導くことができる」にそったものです。

＜到達目標＞

この授業は、ドイツ語学習を通して、ごく簡単な表現が

聴き取れ、基本的な語句で自分の気持ちが伝えられるよ

うになること、さらに日常生活での基本的な表現を理解

し、ごく簡単なやり取りができるようになることを目的

とします。これは、『ヨーロッパ言語共通参照枠』(略

称CEFR)に照らせば、A1レべルのさらなる定着、すなわ

ち A1+ （プラス）レベルに相当するドイツ語運用能力

です。

CEFR「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共

通参照枠」の6つのレベルは、ゲーテ・インスティトゥ

ートの公式HPによれば以下のようになります。

A1: まず、日常生活の場面で短く簡単なドイツ語表現が

理解でき、自分でも言えるようになります。例えば自己

紹介ができ、相手に簡単な質問をしたり、それに答えた

りできます。食事や買い物や旅行の場面で、相手がゆっ

くり明瞭に話してくれるなら、コミュニケーションが図

れます。

A2: 毎日の生活で頻繁に使われる言葉や表現に慣れ、仕

事や家族や故郷など、自分に関する事や日常的で具体的

な生活に関する事なら、ドイツ語でコミュニケーション

が図れます。また日常的に必要な事柄が、簡単な文章の

形で表現できるようになります。

B1: 明瞭な通常のドイツ語であれば、仕事や趣味や生活

など日常的な事柄についてのドイツ語の発言や文章が理

解できます。例えば、旅行中に出会うさまざまな出来事

に対して、必要な対応ができ、また、自分の経験や夢・

希望・目標などについて話すことができます。さらに、

自分に身近なテーマあれば、意見を述べたり、その論拠

を説明したりできます。

B2: 抽象的で複雑なドイツ語で表現されても、その趣旨

が理解できます。自分の仕事や専門分野に関する事柄な

ら、ドイツ語で行われる議論の内容が理解できるだけで

なく、自分の立場や意見を述べたり、あるいはひとつの

意見に対する利点と不利点を論述したりできます。日常

的ないくつかのテーマでは、広い範囲にわたって明確に

意見と情報が交換でき、ドイツ語を母国語とする人との

間で、相互に困難を感じずに自然な会話が成立します。

C1: ほとんどのテーマで、高度なドイツ語表現や長い文

章が理解でき、また、その言外のニュアンスも感じ取れ

ます。ドイツ人社会で、社会人として職業についたり大

学で学んだりするのに必要十分な語彙と表現を使いこな

し、複雑で微妙な内容を正確なドイツ語で表現すること

ができます。

C2: 社会生活上、不自由なくすべてのことに対応できる

ドイツ語力があります。さまざまな分野の多様なテーマ

に関して、読む、書く、話す、聞くことが困難なくでき、

また、ニュアンスにとんだ自然なドイツ語を正確に使う

ことができます。

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション能力の育成、複数の言語・文化の多

様性を理解する国際性の習得

＜授業の進め方＞

「ドイツ語検定対策ⅡAとⅡBでは、異なる教科書を使用

し、ⅡAとⅡBは別々に履修できます。4つの言語運用能

力、すなわち「読む、書く、聴く、話す」能力を有機的

・効果的に身に付けるために、1年次で使用した教科書

の続編を使います。必ず教科書を購入してください。ま

た1年次に使用した『スタート1！コミュニケーション活

動を学ぶドイツ語』も持って来てください。ドイツ語圏

の社会や文化についての理解も深めていきましょう。

＜履修するにあたって＞

この科目を履修するにあたって、宿題にきちんと取り組

むことはもちろんですが、前回の授業内容をしっかり復

習した上で授業に臨む習慣をつけるようにしてください。

授業は、初級ドイツ語で学んだ文法事項や表現を復習し

ながら進めていきます。教科書を必ず購入してください。

課題として出される宿題の提出状況や随時行なわれる小

テストの成績は、成績評価の対象になります。

ドイツ語能力検定試験A1、たとえばドイツ文化センター
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( Goethe-Institut )のStart Deutsch 1 、あるいはそ

れ以上のレベルの合格者も、授業には参加してください。

課題として出される宿題の提出状況も、成績評価の対象

になります。なお、この科目は、ドイツ語をすでに学習

した経験のある人を対象としたものです。1年次でドイ

ツ語科目を履修したかどうかは問いませんが、初級ドイ

ツ語を履修したのと同程度の基礎力が必要です。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則として、毎回宿題があります。次回の授業までに取

り組んでおいてください。また授業で学んだ学習事項を

復習する習慣を身に付けましょう。宿題と復習で1時間

くらいを目安に、授業時間外の学習時間を取ってくださ

い。

＜提出課題など＞

宿題は必ず期限までに提出してください。提出されたも

のは、添削して返却し、注意事項を授業で伝えます。宿

題に取り組んでいることを前提として、授業は進められ

ます。宿題の提出状況は、成績評価の対象になります。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の自発的な発言回数とその内容など、授業への積

極的な参加 20% + 宿題の提出とその内容 20% + 小テス

トの成績 20% + 定期試験 40%

※出席10回以上の者の成績はS・A・B・C・D、出席10回

未満の者は「/」。

※A評価以上の者の割合は、D評価以上の者を母数として

合わせて概ね30%以内とする。

※S評価は、A評価相当の中でも特に優れた者に対しての

み、これを与える。

＜テキスト＞

藤原三枝子他著 『スタート! 2―コミュニケーション活

動で学ぶドイツ語』 (三修社 2019年） 2600円＋税

＜参考図書＞

授業の内容・進度に合わせて、適宜紹介します

＜授業計画＞

第1回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第2回　街角で

<2課の言語行為> 過去の行動について話す（1）、道を

尋ねる、交通手段について話す、家に招待するメールを

書く、インターネットで行き方を検索する

<2課の文法項目> 現在完了 (1) 、過去分詞、交通手段

mit + Dativ

第3回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第4回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第5回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第6回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第7回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

第8回　街の暮らし、田舎の暮らし

<3課の言語行為> どのような所に住みたいかを述べる、

その理由を述べる (1)、街と田舎の暮らしを比較する、

過去の行動について話す (2)、ブログにコメントを書く

<3課の文法項目> 理由を述べるための接続詞 denn、複

合語、形容詞・副詞の比較級、現在完了形 (2)

＜ドイツ事情＞ Hochschule in Deutschland

第9回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

第10回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む
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<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

第11回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

第12回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

第13回　スポーツ、健康、余暇

<4課の言語行為>  活動に友人を誘う、スポーツの経験

について語る、体調について述べる、アドバイスする、

提案をする、健康のためにしていることを話す、天気に

ついて話す、統計を読む

<4課の文法項目>  アドバイスと提案の表現：sollte, k

?nnte, wie w?re es mit ...?

従属接続詞 wenn と語順

ドイツ事情：Sind Deutsche sportlich?

第14回　模擬練習

ドイツ語能力検定試験(?sterreichsches Sprachdiplom

Deutsch Grundstufe A1, Goethe-Institut Start Deuts

ch 1) の模擬練習問題に取り組む

第15回　模擬練習

ドイツ語能力検定試験(?sterreichsches Sprachdiplom

Deutsch Grundstufe A1, Goethe-Institut Start Deuts

ch 1) の模擬練習問題に取り組む

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

トップランナー特別講義 （トップランナー特別講義）

中村　光宏

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す、主体性を持って多様な

人々と共同して学ぶ態度を修得することを目指していま

す。

地元企業の経営者の方の貴重な話を聞き、地域と企業と

の結びつきを考えてもらうことを目的とし、実践的教育

から構成される授業科目である。

＜到達目標＞

阪神淡路大震災から20年以上が経ち、この間地元の企業

がどのようにして神戸の良さを生かし、地域貢献をして、

また企業を発展させてきたかを地元神戸の企業経営者の

話を聞いて考えることができる。

＜授業のキーワード＞

神戸の企業、経営者、社長、キャリア教育

＜授業の進め方＞

14回様々な経営者（講師）が登壇致します。社会人とし

ての成功体験・失敗談等を聞き、転機をどのようにして

チャンスに変えていったのかを考えます。

講義終了間際には質問時間を設け、講演の中では聞けな

かった話も聞くことができます。

＜履修するにあたって＞

授業中の私語、途中からの出席及び退出等は禁止させて

頂きます。

授業開始後は開始１５分後まで交通機関による遅延証明

書発行時のみ入室を許可します。

※講師の日程は変更になる可能性もあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前に登壇予定者の会社・業種等を調べ、講義後に感想

や得たことを書いて提出する為各回２時間以上の学習を

要する。

＜提出課題など＞

授業授業終了後に感想及び得たことを書いて提出。その

内容は各登壇者に渡して、必要に応じて後日回答をいた

だく。

＜成績評価方法・基準＞

各授業での感想や得たことをまとめる（７点×14回、2

点×1回）

＜参考図書＞

『ビジョナリー・マーケティング』栗木契等編集　中央

経済社

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

登壇者の紹介。授業の受け方。

第2回　講演

永田宏和【特定非営利活動法人 プラス・アーツ】

第3回　講演

塚本浩康【六甲バター 株式会社】

第4回　講演

横山剛【SRCグループ・Kiss FM KOBE】

第5回　講演

曹英生【南京町商店街振興組合、株式会社老詳記】

第6回　講演

安本卓史【ＩＮＡＣ神戸レオネッサ】

第7回　講演

清家久樹【神戸市中央区長】
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第8回　講演

松下麻里【神戸フイルムオフィス】

第9回　講演

村上豪英【神戸モトマチ大学・（株）村上工務店】

第10回　講演

竹中ナミ【社会福祉法人プロップステーション】

第11回　講演

星加ルリコ【（株）RURIKO PLANNING ルリコプランニン

グ】

第12回　講演

藤尾益雄【株式会社 神明ホールディングス】

第13回　講演

鵜殿麻里絵【株式会社 エムズブランディング】

第14回　講演

小泉寛明【（有）Lusie】

第15回　講演

永吉一郎【（株）神戸デジタル・ラボ】

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ａ （エンバイスガ大学交換留学）

瀨古　悦世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、既にエンバイスガ大学で学習した日本語初

級文法を定着させた上で、日本語中級文法の修得を目指

します。確実に学習が進められるように、理解度を確認

しながら授業を進めていきます。また、神戸学院大学の

交換留学生として、必要な知識や情報も身に付けられる

ようにし、日本語能力試験N3/N2レベルに到達できるこ

とも目指します。

そして、この授業を履修することで、全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられている次のことができるようにな

ります。

1.幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

2.自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションをとるこ

と

3.獲得した知識や技術を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協同

し、社会に役立てること

＜到達目標＞

1.日本語初級文法を復習し定着させた上で、中級文法を

修得することができています。

2.日本語を表現する場合、複数のバリエーションが扱え

るようになります。

3.相手や場面、状況に応じて、適切な表現を使い分けら

れるようになります。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験N3/N2

＜授業の進め方＞

初回授業でレベルチェックを行います。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法では、修得しておくべき文法を

整理します。

また、日本語能力試験対策は練習問題などを利用します。

＜履修するにあたって＞

エンバイスガ大学の交換留学生のためのクラスです。

授業の前に、必ず、予習（言葉の意味調べ等）をしてお

いてください。そして、授業後には学習したところを復

習しておきましょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の予習（新出語彙の読み・意味の確認、文法項目

の確認等）に１時間、授業後の復習（学習項目の整理、

練習等）に最低でも１時間は必要です。

＜提出課題など＞

授業中に適宜、指示します。提出を受けた課題について

は、速やかに確認し、返却します。

＜成績評価方法・基準＞

評価は、以下のポイントから総合的に判断します。

授業参加度　30%

課題（提出物）　20%

中間理解度確認テスト　25%

最終理解度確認テスト　25%

*定期試験は行いません。

＜テキスト＞

石川恵子他（2004）『日本語2ndステップ 改訂版』白帝

社　1600円＋税　ISBN-9784891747114

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行ったり、レベルチェックを行ったりします。

第2回　復習①

初級文法で修得しておくべき文法をチェックします。

第3回　復習②

練習問題を行いながら、初級文法を復習していきます。

第4回　練習問題①

第2課　工場見学

時間的前後関係・依頼表現などを整理します。

段落でのキーワードについて考えます。

第5回　練習問題②

第4課　思い出の人形

知覚動詞や様子・状態の表現を整理します。

連体修飾を使って物の描写を練習します。

第6回　練習問題③
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第6課　青と緑

知覚動詞や様子・状態の表現を整理します。

連体修飾を使って物の描写を練習します。

第7回　練習問題④

第8課　志のままに

「です・ます」体と「だ・である」体を整理します。

話し言葉・書き言葉を整理します。

希望・願望表現や自分の意思を説明する表現についても

理解を深めます。

第8回　練習問題⑤

第10課　河童

様態の表現を整理します。

第9回　中間理解度確認テスト

前半部分で学習した内容の理解度確認テストを行います。

第10回　練習問題⑥

第12課　睡眠

許可・義務の表現を整理します。

書き言葉に関する表現を学習します。

第11回　練習問題⑦

第14課　自身

間接引用表現を整理します。

不確かなことを説明する表現についても整理します。

第12回　練習問題⑧

第16課

使役形・使役受身形を整理します。

より丁寧な意思表明の表現についても学習します。

第13回　練習問題⑨

第18課　温泉

条件表現を整理します。

第14回　練習問題⑩

第20課　お礼状

待遇表現を整理します。

丁寧な手紙やお礼状が書けるように練習します。

第15回　最終理解度確認テスト

学期内で学習した内容の理解度確認テストを行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ａ （リーズ大学交換留学）

山本　さゆみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

既にリーズ大学で学習した日本語初級文法を整理し、中

級日本語文法を習得するクラスです。

スモールステップで、無理のないように、日本語文法を

整理します。

また、神戸学院大学で、交換留学生として生活するため

に必要な知識も、身に付けられるようにし、日本語能力

試験N3/N2レベルに到達できるようになることを目的と

します。

そして、この授業を履修することで、全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられているように「幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと」・「自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーショ

ンを取ること」や「獲得した知識や技能を活用し，国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協同し、社会に役立てること」ができ

るようになります。

＜到達目標＞

・初級日本語文法を整理することができます。

・いくつものバリエーションで日本語を扱うことができ

ます。

・相手や対象に応じて、日本語を使い分けることができ

ます。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験 N3/N2

＜授業の進め方＞

まずはレベルチェックを行います。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法を整

理します。

また、日本語能力試験への対策は、練習問題などを利用

します。

＜履修するにあたって＞

リーズ大学・交換留学生のためのクラスです。

リーズ大学の交換留学生は、必ず受講しなければなりま

せん。

授業の前に、必ず、言葉を調べて、確認して来てくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の語彙の読み方や意味の確認に１時間、授業後に

は学習事項と語彙の整理に最低でも1時間は必要です。

＜提出課題など＞

提出を受けた課題については、速やかに、確認し、返却

します。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の参加度　30％

提出物　20％

復習テスト　25％　（2、３課終了ごとに行う復習テス

ト）

まとめテスト　25％（最終的にテキストのまとめとして

行うテスト）
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＊定期試験は行いません

＊それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

石川恵子他（２００４）　『日本語２ｎｄ　ステップ

改訂版』　白帝社　１６００円+税金

ISBN-9784891747114（4891747110）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行ったり、レベルチェックを行います。

第2回　復習①

初級文法で、習得しておくべき文法をチェックします。

第3回　復習②

練習問題を行いながら、初級文法を確認します。

第4回　練習問題①

第１課　新宿

第5回　練習問題②

第３課　日本の方言

第6回　練習問題③

第５課　日本間

第7回　練習問題④

第７課　マンガ文化

第8回　練習問題⑤

第９課　すし

第9回　確認テスト

復習テストをします。

第10回　練習問題⑥

第１１課　寄席

第11回　練習問題⑦

第１３課　経済発展

第12回　練習問題⑧

第１５課　線路わきのやぎ

第13回　練習問題⑨

第１７課　オランウータン

第14回　練習問題⑩

第１９課　酒

第15回　まとめ

学期内で学習した内容を総復習し、整理します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ａ （資格試験対策）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業：講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、日本語能力試験N1レベルの語彙・漢字を総

復習し、文法項目の復習を行ないながら、それらの力を

さらに伸ばすことを目的とします。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報をも身に付けることも目的の一つです。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本語教育

を専門として修学・研究しており、卒業・修了後も外国

人日本語学習者への教育を行なってきました。特に、交

換留学生への教育には、30年の教授経験を有しています。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のことが出来るようになります。

①態度・習慣として、日本語中級文法の復習と上級文法

を勉強するために、学習スタイルを身に付けること。

②また、留学が終了し、帰国後も、引き続いて、本国で

の日本語学習が継続出来ること。

③知識・技能として、日本語を表現する場合、複数のバ

リエーションが幅広く扱えること。

④知識・技能として、相手や対象に応じて、適切に、日

本語が使い分けられること。

⑤知識・技能として、日本語の漢字語彙を広く身に付け

られ、適切に使うことが出来ること。

また、総合的に、幅広い場面で使われる日本語を理解す

るのに充分な量の漢字・語彙を覚え、日本語能力試験N1

を受験し、認定を得るための力を付けることです。
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＜授業のキーワード＞

日本語能力試験N1合格・認定

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

日本語文法の整理だけでなく、実践的な運用も視野に入

れます。

また、日本語能力試験対策に関しては、数多くの練習問

題などを利用します。

日々の授業では…。

①語彙の確認と適切な運用の提示

②文法項目の確認

③長文読解を実施後、内容把握

④事後整理としての確認作業…を行ないます。

また、毎回、小テストも実施します。

小テストは、授業内で確認し、即座にフィードバックし

ます。

授業内では、充分な質疑応答の時間を取り、対応します。

また、より深く対応するに当たり、授業の中で、改めて、

対応を指示します。

＜履修するにあたって＞

一度、誤った部分に関しては、確実に得点出来るよう、

充分な復習をすること。

＜授業時間外に必要な学修＞

・予習・復習合わせて１時間程度の学習が必要です。

　特に、復習には、充分な対応を心掛けて下さい。

・毎回の授業の冒頭で前回の授業で学習した内容につい

て小テストを行ないます。

　復習をしっかりとしておいて下さい。

・次回の授業で答えられるよう、配当された問題を予習

しておいて下さい。

　また、可能であれば、割り当てられていない問題も、

目を通しておいて下さい。

＜提出課題など＞

初回の授業で、レベルチェックした後に、対応を指示し

ます。

提出された課題は、次の授業時間内にフィードバックし

ます。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、以下のポイントから、総合的に判断します。

課題遂行：練習問題の実施と提出50％

確認作業：小テスト・練習問題実施後、誤答に対する修

正50％

各評価基準は、到達目標に従います。

また、この授業は、対面で行ないます。

＜テキスト＞

プリントを配布する予定です。

レベルチェックをした後に、対応を指示します。

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラスで紹介・指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

・受講者自己紹介

・今後の授業の進め方の説明・練習

第2回　語彙・文法の学習Ⅰ

日本語能力試験N1レベルの語彙の読み方、文法表現の学

習

　わざと、わざわざ、せっかく、あいにく等

第3回　語彙・文法の学習Ⅰ

日本語能力試験N1レベルの語彙の書き方、文法表現の学

習

ぐるぐる、おろおろ、うろうろ等

第4回　語彙・文法の学習Ⅱ

日本語能力試験N1レベルの語彙の読み方、文法表現の学

習

いかにも、さも、今にも等

第5回　語彙・文法の学習Ⅱ

日本語能力試験N1レベルの語彙の書き方、文法表現の学

習

なるほど、もちろん、無理はない等

第6回　語彙・文法の学習Ⅲ

日本語能力試験N1レベルの語彙の読み方、文法表現の学

習

きっと、おそらく、必ず等

第7回　語彙・文法の学習Ⅲ

日本語能力試験N1レベルの語彙の書き方、文法表現の学

習

ころ、盛り、模様等

第8回　語彙・文法の学習Ⅳ

日本語能力試験N1レベルの語彙の読み方、文法表現の学
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習

そろそろ、いそいそ、いよいよ等

第9回　語彙・文法の学習Ⅳ

日本語能力試験N1レベルの語彙の書き方、文法表現の学

習

めきめき、そこそこ、ぼつぼつ等

第10回　語彙・文法の学習Ⅴ

日本語能力試験N1レベルの語彙の読み方、文法表現の学

習

ついに・とうとう・やっと・ようやく等

第11回　語彙・文法の学習Ⅴ

日本語能力試験N1レベルの語彙の書き方、文法表現の学

習

見損なう・見下げる・見失う等

第12回　語彙総復習

2-11回で学習した語彙の総復習を行う

第13回　文法総復習

2-11回で学習した文法事項の総復習を行う

第14回　総復習①

実際の試験に沿った問題の実施と解答解説

第15回　総復習②

実際の試験に沿った問題の実施と解答解説

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｂ （エンバイスガ大学交換留学）

瀨古　悦世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、既にエンバイスガ大学で学習した日本語初

級文法を定着させた上で、日本語中級文法の修得を目指

します。確実に学習が進められるように、理解度を確認

しながら授業を進めていきます。また、神戸学院大学の

交換留学生として、必要な知識や情報も身に付けられる

ようにし、日本語能力試験N3/N2レベルに到達できるこ

とも目指します。

そして、この授業を履修することで、全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられている次のことができるようにな

ります。

1.幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

2.自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションをとるこ

と

3.獲得した知識や技術を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協同

し、社会に役立てること

＜到達目標＞

1.日本語初級文法を復習し定着させた上で、中級文法を

修得することができています。

2.日本語を表現する場合、複数のバリエーションが扱え

るようになります。

3.相手や場面、状況に応じて、適切な表現を使い分けら

れるようになります。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験N3/N2

＜授業の進め方＞

初回授業でレベルチェックを行います。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法では、修得しておくべき文法を

整理します。

また、日本語能力試験対策は練習問題などを利用します。

＜履修するにあたって＞

エンバイスガ大学の交換留学生のためのクラスです。

授業の前に、必ず、予習（言葉の意味調べ等）をしてお

いてください。そして、授業後には学習したところを復

習しておきましょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の予習（新出語彙の読み・意味の確認、文法項目

の確認等）に１時間、授業後の復習（学習項目の整理、

練習等）に最低でも１時間は必要です。

＜提出課題など＞

授業中に適宜、指示します。提出を受けた課題について

は、速やかに確認し、返却します。

＜成績評価方法・基準＞

評価は、以下のポイントから総合的に判断します。

授業参加度　30%

課題（提出物）　20%

中間理解度確認テスト　25%

最終理解度確認テスト　25%

*定期試験は行いません。

＜テキスト＞

石川恵子他（2004）『日本語2ndステップ 改訂版』白帝

社　1600円＋税　ISBN-9784891747114

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行ったり、レベルチェックを行ったりします。

第2回　復習①

初級文法で修得しておくべき文法をチェックします。

第3回　復習②

練習問題を行いながら、初級文法を復習していきます。

第4回　練習問題①

第2課　工場見学
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時間的前後関係・依頼表現などを整理します。

段落でのキーワードについて考えます。

第5回　練習問題②

第4課　思い出の人形

知覚動詞や様子・状態の表現を整理します。

連体修飾を使って物の描写を練習します。

第6回　練習問題③

第6課　青と緑

知覚動詞や様子・状態の表現を整理します。

連体修飾を使って物の描写を練習します。

第7回　練習問題④

第8課　志のままに

「です・ます」体と「だ・である」体を整理します。

話し言葉・書き言葉を整理します。

希望・願望表現や自分の意思を説明する表現についても

理解を深めます。

第8回　練習問題⑤

第10課　河童

様態の表現を整理します。

第9回　中間理解度確認テスト

前半部分で学習した内容の理解度確認テストを行います。

第10回　練習問題⑥

第12課　睡眠

許可・義務の表現を整理します。

書き言葉に関する表現を学習します。

第11回　練習問題⑦

第14課　自身

間接引用表現を整理します。

不確かなことを説明する表現についても整理します。

第12回　練習問題⑧

第16課

使役形・使役受身形を整理します。

より丁寧な意思表明の表現についても学習します。

第13回　練習問題⑨

第18課　温泉

条件表現を整理します。

第14回　練習問題⑩

第20課　お礼状

待遇表現を整理します。

丁寧な手紙やお礼状が書けるように練習します。

第15回　最終理解度確認テスト

学期内で学習した内容の理解度確認テストを行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｂ （リーズ大学交換留学）

山本　さゆみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

既にリーズ大学で学習した日本語初級文法を整理し、中

級日本語文法を習得するクラスです。

スモールステップで、無理のないように、日本語文法を

整理します。

また、神戸学院大学で、交換留学生として生活するため

に必要な知識も、身に付けられるようにし、日本語能力

試験N3/N2レベルに到達できるようになることを目的と

します。

そして、この授業を履修することで、全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられているように「幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと」・「自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーショ

ンを取ること」や「獲得した知識や技能を活用し，国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協同し、社会に役立てること」ができ

るようになります。

＜到達目標＞

・初級日本語文法を整理した上で中級文法を習得するこ

とができます。

・いくつものバリエーションで日本語を扱うことができ

ます。

・相手や対象に応じて、日本語を使い分けることができ

ます。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験 N3/N2

＜授業の進め方＞

先生が行なう講義を聴き，先生の指示の下で練習を行な

います。

まずはレベルチェックを行います。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法を整

理します。

また、日本語能力試験への対策は、練習問題などを利用

します。

＜履修するにあたって＞

リーズ大学・交換留学生のためのクラスです。

リーズ大学の交換留学生は、必ず受講しなければなりま

せん。

授業の前に、必ず、言葉を調べて、確認して来てくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の語彙の読み方や意味の確認に１時間、授業後に

は学習事項と語彙の整理に最低でも1時間は必要です。

＜成績評価方法・基準＞
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授業中の参加度　30％

提出課題　20％

復習テスト　25％　（2、３課終了ごとに行う復習テス

ト）

まとめテスト　25％（最終的にテキストのまとめとして

行うテスト）

＊定期試験は行いません

＊それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

石川恵子他（２００４）　『日本語２ｎｄ　ステップ

改訂版』　白帝社　１６００円+税金

ISBN-9784891747114（4891747110）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行ったり、レベルチェックを行います。

第2回　復習①

初級文法で、習得しておくべき文法をチェックします。

第3回　復習②

練習問題を行いながら、初級文法を確認します。

第4回　練習問題①

第１課　新宿

第5回　練習問題②

第３課　日本の方言

第6回　練習問題③

第５課　日本間

第7回　練習問題④

第７課　マンガ文化

第8回　練習問題⑤

第９課　すし

第9回　確認テスト

復習テストをします。

第10回　練習問題⑥

第１１課　寄席

第11回　練習問題⑦

第１３課　経済発展

第12回　練習問題⑧

第１５課　線路わきのやぎ

第13回　練習問題⑨

第１７課　オランウータン

第14回　練習問題⑩

第１９課　酒

第15回　まとめ

まとめテストを行って、学期内で学習した内容を総復習

し、整理します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｂ （文章作成の基礎）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業：講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、論理的な文章を書くための表現方法、留学

生が間違いやすい文法表現などを学び、より明確な文章

が書けるようになることを目的とします。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報をも身に付けることも目的の一つです。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本語教育

を専門として修学・研究しており、卒業・修了後も外国

人日本語学習者への教育を行なってきました。特に、交

換留学生への教育には、30年の教授経験を有しています。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のことが出来るようになります。

①態度・習慣として、会話・話し言葉で使われる表現で

はなく、レポート、論文作成のための論理的な文章が書

けるようになり、普段の学習生活に活かせるようにする

ために、学習スタイルを身に付けること。

②また、留学が終了し、帰国後も、引き続いて、本国で
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の日本語学習が継続出来ること。

③知識・技能として、日本語を表現する場合、複数のバ

リエーションが幅広く扱えること。

④知識・技能として、相手や対象に応じて、適切に、日

本語が使い分けられること。

⑤知識・技能として、日本語の漢字語彙を広く身に付け

られ、適切に使うことが出来ること。

＜授業のキーワード＞

日本語らしさ

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

そして、提示した教材で、主語述語の関係、名詞修飾な

ど、留学生が間違いやすい文法や表現を練習します。

また、関連語彙の読み方や意味を知り、漢字語彙を幅広

く身に付けます。

それから、大学生活で必要となるまとまった文章を書け

るよう練習を進めます。

日々の授業では…。

①語彙の確認と適切な運用の提示

②文法項目の確認

③長文読解を実施後、内容把握

④事後整理としての確認作業…を行ないます。

また、毎回、小テストも実施します。

小テストは、実施後、解答解説を行ない、すぐに、フィ

ードバックします。

授業内で、質疑応答の時間を取り、対応します。

また、より深く対応するに当たり、授業の中で、改めて、

対応を指示します。

＜履修するにあたって＞

充分な準備時間を確保して下さい。

授業中、時間を割くべき項目について指示します。

＜授業時間外に必要な学修＞

課題の遂行や復習には、最低でも1時間は必要になるは

ずです。

＜提出課題など＞

初回授業で、レベルを判断してから、授業中に、指示を

します。

提出を受けた課題・小テスト等については、速やかに確

認し、返却・フィードバックします。

クラス授業以上に、質疑応答などの時間を充分に取り、

丁寧に対応します。

課題の提出の期限や方法に関しては、また、改めて、授

業の中で知らせます。

授業で理解が充分でなかった学習項目について、与えら

れた課題を提出して下さい。

提出された課題については、次回の授業でフィードバッ

クします。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、以下のポイントから、総合的に判断します。

課題遂行：文書作成等40％

まとめ復習作業：課題とした文書作成等の修正60％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

また、この授業は、対面で行ないます。

＜テキスト＞

プリントなど、生教材を中心に配布します。

レベルチェックを行なった後、改めて、指示します。

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラスで紹介・指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

・受講者自己紹介

・dot.campusなどの使い方のチェック

・今後の授業の進め方の説明・練習

第2回　日本の地理Ⅰ

日本の都道府県の名前等の資料を配布

第3回　日本の地理Ⅱ

日本の都道府県、県庁所在地などの資料を配布する

第4回　表記のしかた

句読点、記号の使い方

原稿用紙の書き方

第5回　文体

普通体で書く練習

連用中止形の使い方

第6回　話し言葉から書き言葉への切り替え

くだけた会話文と、小論文などに使う硬いことばの使い

分け
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直接話法から間接話法

第7回　正しい構造の文Ⅰ

主語と述語の関係を正しく書く練習

第8回　正しい構造の文Ⅱ

修飾することばとされる言葉の関係を正しく書く

第9回　正しい構造の文Ⅲ

簡潔な文を書く練習

第10回　文の繋がりⅠ

指示語の使い方

第11回　文の繋がりⅡ

接続詞の使い方

第12回　小論文に使われる表現Ⅰ

小論文で使われない表現

小論文でよく使われる文末表現

第13回　小論文に使われる表現Ⅱ

助詞の働きをすることばⅠ

第14回　小論文に使われる表現Ⅱ

助詞の働きをすることばⅡ

第15回　論理的な文

これまで学習してきたことを踏まえて、論理的な文章を

書く練習をする

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｃ （エンバイスガ大学交換留学）

瀨古　悦世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、既にエンバイスガ大学で学習した日本語初

級文法を定着させた上で、日本語中級文法の修得を目指

します。確実に学習が進められるように、理解度を確認

しながら授業を進めていきます。また、神戸学院大学の

交換留学生として、必要な知識や情報も身に付けられる

ようにし、日本語能力試験N3/N2レベルに到達できるこ

とも目指します。

そして、この授業を履修することで、全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられている次のことができるようにな

ります。

1.幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

2.自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションをとるこ

と

3.獲得した知識や技術を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協同

し、社会に役立てること

＜到達目標＞

1.日本語初級文法を復習し定着させた上で、中級文法を

修得することができています。

2.日本語を表現する場合、複数のバリエーションが扱え

るようになります。

3.相手や場面、状況に応じて、適切な表現を使い分けら

れるようになります。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験N3/N2

＜授業の進め方＞

初回授業でレベルチェックを行います。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法では、修得しておくべき文法を

整理します。

また、日本語能力試験対策は練習問題などを利用します。

＜履修するにあたって＞

エンバイスガ大学の交換留学生のためのクラスです。

授業の前に、必ず、予習（言葉の意味調べ等）をしてお

いてください。そして、授業後には学習したところを復

習しておきましょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の予習（新出語彙の読み・意味の確認、文法項目

の確認等）に１時間、授業後の復習（学習項目の整理、

練習等）に最低でも１時間は必要です。

＜提出課題など＞

授業中に適宜、指示します。提出を受けた課題について

は、速やかに確認し、返却します。

＜成績評価方法・基準＞

評価は、以下のポイントから総合的に判断します。

授業参加度　30%

課題（提出物）　20%

中間理解度確認テスト　25%

最終理解度確認テスト　25%

*定期試験は行いません。

＜テキスト＞

石川恵子他（2004）『日本語2ndステップ 改訂版』白帝

社　1600円＋税　ISBN-9784891747114

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行ったり、レベルチェックを行ったりします。

第2回　復習①

初級文法で修得しておくべき文法をチェックします。

第3回　復習②

練習問題を行いながら、初級文法を復習していきます。

第4回　練習問題①

第2課　工場見学

時間的前後関係・依頼表現などを整理します。

段落でのキーワードについて考えます。

第5回　練習問題②
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第4課　思い出の人形

知覚動詞や様子・状態の表現を整理します。

連体修飾を使って物の描写を練習します。

第6回　練習問題③

第6課　青と緑

知覚動詞や様子・状態の表現を整理します。

連体修飾を使って物の描写を練習します。

第7回　練習問題④

第8課　志のままに

「です・ます」体と「だ・である」体を整理します。

話し言葉・書き言葉を整理します。

希望・願望表現や自分の意思を説明する表現についても

理解を深めます。

第8回　練習問題⑤

第10課　河童

様態の表現を整理します。

第9回　中間理解度確認テスト

前半部分で学習した内容の理解度確認テストを行います。

第10回　練習問題⑥

第12課　睡眠

許可・義務の表現を整理します。

書き言葉に関する表現を学習します。

第11回　練習問題⑦

第14課　自身

間接引用表現を整理します。

不確かなことを説明する表現についても整理します。

第12回　練習問題⑧

第16課

使役形・使役受身形を整理します。

より丁寧な意思表明の表現についても学習します。

第13回　練習問題⑨

第18課　温泉

条件表現を整理します。

第14回　練習問題⑩

第20課　お礼状

待遇表現を整理します。

丁寧な手紙やお礼状が書けるように練習します。

第15回　最終理解度確認テスト

学期内で学習した内容の理解度確認テストを行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｃ （リーズ大学交換留学）

山本　さゆみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

本授業では、さまざまな形式の練習問題を通して、言語

知識、聴解力を伸ばし、最終的には日本語能力試験N3、

できればN2に合格できるようになることを目的とします。

そして、この授業を履修することで，全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられているように「幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと」・「自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーショ

ンを取ること」や「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協同し、社会に役立てること」ができ

るようになります。

＜到達目標＞

日本語の言語知識を拡充し、聴解能力を伸ばし、最終的

には各自のレベルに合った日本語能力試験に合格できま

す。

＜授業のキーワード＞

日本語能力試験 N3/ N2

＜授業の進め方＞

日本語能力試験合格に向けて様々な練習問題を解き、日

本語力を磨きます。

また、日本の文化、風習に触れることができる活動を通

して、日本語の応用力を磨きます。

＜履修するにあたって＞

交換留学生のためのクラスです。

リーズ大学交換留学生は必ず、受講しなければなりませ

ん。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の語彙の読み方や意味の確認に１時間、授業後に

は学習事項と語彙の整理に最低でも1時間は必要です。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の参加度　30％

提出課題　　　20％　（作文等）

授業中の課題　50％　（テキスト、配付プリントに記載

されている練習問題等の課題）

＊定期試験は行いません。

＊それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

特にありません。

プリントを配付します。

＜授業計画＞

第1回　文字・語彙①

漢字読み：漢字で書かれたことばの読み方を答える練習。

第2回　文字・語彙②

表記：ひらがなで書かれたことばを、漢字でどう書くか

答える練習。

第3回　文字・語彙③
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文脈規定：空欄に入れるのに意味的に最もふさわしいこ

とばを答える練習。

第4回　文字・語彙④

言い換え類義：問題となっていることばや表現と意味の

近いことばや表現を答える練習。

第5回　文字・語彙⑤

用法：出題語が文の中でどのように使われているのが正

しいか答える練習。

第6回　文法①

文法形式の判断：文の内容に合った文法形式かどうか判

断して答える練習。

第7回　文法②

文の組み立て：正しく意味が通る文を組み立て答える練

習。

第8回　文法③

文章の文法：文章の流れにあったことばや表現を答える

練習。

第9回　模試と対策①

実際の日本語能力試験と同じ問題形式で作られた模擬試

験を実際の時間内で行い、解答解説する。

第10回　模試と対策②

実際の日本語能力試験と同じ問題形式で作られた模擬試

験を実際の時間内で行い、解答解説する。

第11回　模試と対策③

実際の日本語能力試験と同じ問題形式で作られた模擬試

験を実際の時間内で行い、解答解説する。

第12回　日本の昔話

日本の昔話

第13回　応用練習②

４コマ漫画

第14回　応用練習③

川柳

第15回　応用練習④

日本の行事

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｃ （ニュースの言葉）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業：講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、新聞や専門書を読みこなすた めの準備と

して、 新聞等で話題となるキーワードを詳しく知り、

新聞が読めるようになることを目的とします。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報をも身に付けることも目的の一つです。

また、履修生が少ない場合には、 各自が不得意な分野

を解消させることを助けるため、それぞれの学生に対し

て、不得意分野を個別に指導することもあります。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本語教育

を専門として修学・研究しており、卒業・修了後も外国

人日本語学習者への教育を行なってきました。特に、交

換留学生への教育には、30年の教授経験を有しています。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のことが出来るようになります。

①態度・習慣として、ニュースで話題になる語彙につい

て、意味を理解するために、学習スタイルを身に付ける

こと。

②また、留学が終了し、帰国後も、引き続いて、本国で

の日本語学習が継続出来ること。

③知識・技能として、日本語を表現する場合、複数のバ

リエーションが扱えること。

④知識・技能として、要約を書いたり、概要をつかんだ

り出来るようになり、適切に、日本語が使い分けられる

こと。

⑤知識・技能として、日本語の漢字語彙を広く身に付け

られ、使うことが出来ること。

＜授業のキーワード＞

現代社会用語の知識
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＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

そして、ニュースに出てくるキーワードについての文章

を読み、関連語彙の読み方や意味を知り、漢字語彙を幅

広く身に付けます。

また、キーワード周辺の日本事情・日本文化などについ

て、講師と学生との間、又は学生同士で質疑応答や議論

を行ない、理解を深めます。

最後に、段落ごとに文章をまとめて書き、日本での留学

生活を充実させるようにします。

日々の授業では…。

①語彙の確認と適切な運用の提示

②文法項目の確認

③長文読解を実施後、内容把握

④事後整理としての確認作業…を行ないます。

また、毎回、小テストも実施します。

小テストは、実施後、即座に解答解説を行ない、フィー

ドバックします。

授業内で、質疑応答の時間を取り、対応します。

また、より深く対応するに当たり、授業の中で、改めて、

対応を指示します。

＜履修するにあたって＞

充分な復習時間を取って下さい。

ニュースで出てくる漢字語彙は、日々の生活に必要な情

報です。

日本での留学生活が、充実したものになるかは、受講者

の皆さんの対応に掛かっています。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の授業で読んだ文章の中の読めなかった漢字語彙の

復習が必要になります。

また、意味のとれなかった文章の確認などの復習に、最

低でも、1時間程度が必要です。

＜提出課題など＞

初回授業で、レベルを判断してから、授業中に、指示を

します。

提出を受けた課題。小テスト等については、速やかに確

認し、返却・フィードバックします。

クラス授業以上に、質疑応答などの時間を充分に取り、

丁寧に対応します。

課題の提出の期限や方法に関しては、また、改めて、授

業の中で知らせます。

段落毎にまとめ文を書き、提出して下さい。

提出された課題については、次回の授業でフィードバッ

クします。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、以下のポイントから、総合的に判断します。

課題遂行：適切な運用と内容把握40％

まとめ復習作業：誤理解からの修正等60％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

また、この授業は、対面で行ないます。

＜テキスト＞

プリントなど、生教材を中心に配布します。

レベルチェックを行なった後、指示します。

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラスで紹介・指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

・履修生自己紹介

・dot.campusなどの使い方のチェック

・今後の授業の進め方の説明・練習

第2回　クローンⅠ

クローンについての文章を読み、語彙の意味・読み方を

確認し、文の読解を行う

第3回　クローンⅡ

前回学んだ語彙の読み方テスト

段落ごとのまとめ文を作成する

第4回　ボランティア休暇Ⅰ

「ボランティア休暇」についての文章を読み、語彙の意

味・読み方を確認し、文の読解を行う

第5回　ボランティア休暇Ⅱ

前回学んだ語彙の読み方テスト

段落ごとのまとめ文を作成する

第6回　２００海里経済水域Ⅰ

「200海里経済水域」についての文章を読み、語彙の意

味・読み方を確認し、文の読解を行う

第7回　２００海里経済水域Ⅱ

前回学んだ語彙の読み方テスト

段落ごとのまとめ文を作成する

第8回　脳死Ⅰ
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「脳死」についての文章を読み、語彙の意味・読み方を

確認し、文の読解を行う

第9回　脳死Ⅱ

前回学んだ語彙の読み方テスト

段落ごとのまとめ文を作成する

第10回　少年法Ⅰ

「少年法」についての文章を読み、語彙の意味・読み方

を確認し、文の読解を行う

第11回　少年法Ⅱ

前回学んだ語彙の読み方テスト

段落ごとのまとめ文を作成する

第12回　日本人妻Ⅰ

「日本人妻」についての資料を配布する

第13回　日本人妻Ⅱ

「日本人妻」についての資料を配布する

第14回　北方領土Ⅰ

「北方領土」についての文章を読み、語彙の意味・読み

方を確認し、文の読解を行う

第15回　北方領土Ⅱ

ニュースのキーワードについてのまとめ：語彙・読解に

対するまとめテストを行う

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｄ （現代用語）

鈴木　庸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「演習」

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す「共通教育等を通じて、広

い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養してい

る」ことを目指す。

日々新しく生まれ変わる現代用語の意味や内容を正しく

知ると共に、学習したこれらの用語を適切に使うことが

できるようになることを目的とする。現代日本ではカタ

カナ語が広く使われているが、これらは留学生にとって

修得することが特に難しいとされている。専門教育の中

でもカタカナ語が使われることが多く、これらカタカナ

語を学び、使うことができるようにすることも、この授

業の目的である。日本語能力試験N1,N2に頻出する語彙

や表現も併せて学び、日本語能力試験の受験に向けた準

備ともしたい。

＜到達目標＞

1.現代社会で使われている文字・語彙や及び表現を身に

つけ、適切に使うことができる。(知識)

2.現代社会や専門教育で使われているカタカナ語を身に

つけ、適切に使うことができる。(知識)

3.学んだ文字やカタカナ語を含む語彙の使われる場面や

それらを含む表現に目を向け、それらの用語が使われる

背景を考えることができる。(態度・習慣)

＜授業の進め方＞

講義でテキスト、資料を学んだ後、練習問題を行い学習

を確認する。

3課～5課毎に現代用語をテーマにした文章を作成し提出

する。

教員がコメントを付けて返却した後、クラスでテーマに

ついて話し合う。

テーマについて話し合った後、同じテーマで文章を作成

して、提出する。

＜授業時間外に必要な学修＞

新聞やインターネットなどでどのような語彙が使われて

ているか調べておくこと。（予習：30分）

新聞やインターネット、専門書などに、学んだ語彙がど

のように使われているかを確認すること。（復習：30分

）

＜提出課題など＞

授業内容をテーマにした文章作成の課題が3回課される。

提出された課題は、教員の指摘を受けた箇所の問題点や

テーマについてクラスで話し合う。クラスで話し合った

後、同じテーマで文章を作成し、提出する。

漢字・語彙、カタカナ語復習テスト

復習テストの間違った箇所等を確認し、復習テストの類

題の練習を行い、総復習する。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題に対する評価（30％）、課題の修正に対する評

価(10%)、復習テストに対する評価(50％)授業中の態度、

意欲、発言(10％）を成績評価とする。

それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

＜テキスト＞

『分野別カタカナ語彙トレーニング』スリーエーネット

ワーク島野節子他著　1,300円

この授業のテキストは、第１回の授業を受ける前に購入

しないこと。第１回の授業でテキストについて詳しく説

明するので、その説明を受け内容を理解してから、改め

て購入するようにしてほしい。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、漢字・語彙①カタカナの習得①食

授業の進め方の説明

漢字・語彙①動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉などの問題を解きながら、

語彙を学ぶ

カタカナ語①食に関する語を学び、練習で学習を確認す

る

第2回　漢字・語彙語彙②カタカナの習得②住

漢字・語彙②動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉などの問題を解きながら、

語彙を学ぶ

カタカナ語②住に関するカタカナ語を学び、練習で学習
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を確認する

第3回　漢字・語彙③カタカナ語の習得③買い物

漢字・語彙②動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉などの問題を解きながら、

語彙を学ぶ

カタカナ語②買い物に関するカタカナ語を学び練習で学

習を確認する

第4回　漢字・語彙④カタカナ語の習得④交通

漢字・語彙④動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉などの問題を解きながら、

語彙を学ぶ

カタカナ語④交通に関するカタカナ語を学び、練習で学

習を確認する

第5回　漢字・語彙⑤カタカナ語の習得⑤旅行

漢字・語彙⑤動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉の問題を解きながら、語

彙を学ぶ

カタカナ語⑤旅行に関するカタカナ語を学び、練習で学

習を確認する

漢字・語彙、カタカナ語①～⑤の用語をもとに文章作成

し、提出する

第6回　漢字・語彙⑥カタカナ語の習得⑥スポーツ

①～⑤の提出課題のFBと問題点の共有

漢字・語彙⑥動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉などの問題を解きながら、

語彙を学ぶ

カタカナ語⑥スポーツに関するカタカナ語を学び、練習

で学習を確認する

第7回　漢字・語彙⑦カタカナ語の習得⑦趣味・娯楽

漢字・語彙⑦動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉などの問題を解きながら、

語彙を学ぶ

カタカナ語⑦趣味・娯楽に関するカタカナ語を学び、練

習で学習を確認する

第8回　漢字・語彙⑧カタカナ語の習得⑧医療・健康１

漢字・語彙⑧動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉）などの問題を解きなが

ら、語彙を学ぶ

カタカナ語⑧医療・健康１に関するカタカナ語を学び、

練習で学習を確認する

第9回　漢字・語彙⑨カタカナ語の習得⑨医療・健康２

漢字・語彙⑨動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉）などの問題を解きなが

ら、語彙を学ぶ

カタカナ語⑨医療・健康２に関するカタカナ語を学び、

練習で学習を確認する

漢字・語彙、カタカナ語⑥～⑨の用語をもとに文章作成

し、提出する

第10回　漢字・語彙⑩カタカナ語の習得⑩情報

⑥～⑨の提出課題のFBと問題点の共有

漢字・語彙⑩動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉）などの問題を解きなが

ら、語彙を学ぶ

カタカナ語⑩情報に関するカタカナ語を学び、練習で学

習を確認する

第11回　漢字・語彙⑪カタカナ語の習得⑪技術・機械

漢字・語彙⑪動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉などの問題を解きながら、

語彙を学ぶ

カタカナ語⑪技術・機械に関するカタカナ語を学び、練

習で学習を確認する

第12回　漢字・語彙⑫カタカナ語の習得⑫性格・感情

漢字・語彙⑫動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉などの問題を解きながら、

語彙を学ぶ

カタカナ語⑫性格・感情に関するカタカナ語を学び、練

習で学習を確認する

漢字・語彙、カタカナ語⑩～⑫の用語をもとに文章を作

成し、提出する

第13回　漢字・語彙⑬カタカナ語の習得⑬対人関係

⑩～⑫の提出課題のFBと問題点の共有

漢字・語彙⑬動詞、副詞、接続詞などを中心に、意味が

似た言葉、使い方、意味と言葉などの問題を解きながら、

語彙を学ぶ

カタカナ語⑬対人関係に関するカタカナ語を学び、練習

で学習を確認する

第14回　漢字・語彙、カタカナ語の復習テスト

漢字・語彙、カタカナ語の復習テストを行う

第15回　まとめの練習、総復習

漢字・語彙、カタカナ語の復習テストの間違った箇所等

を中心に、練習課題を行う

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｄ （エンバイスガ大学交換留学）

山本　さゆみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

既にエンバイスガ大学で学習した日本語初級文法を整理

し、中級日本語文法を習得するクラスです。

スモールステップで、無理のないように、日本語文法を

整理します。

また、神戸学院大学で、交換留学生として生活するため

に必要な知識も、身に付けられるようにし、日本語能力

試験N3/N2レベルに到達できるようになることを目的と
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します。

そして、この授業を履修することで、全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられているように「幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと」・「自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーショ

ンを取ること」や「獲得した知識や技能を活用し，国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協同し、社会に役立てること」ができ

るようになります。

＜到達目標＞

・初級日本語文法を整理した上で中級文法を習得するこ

とができます。

・いくつものバリエーションで日本語を扱うことができ

ます。

・相手や対象に応じて、日本語を使い分けることができ

ます。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験 N3/N2

＜授業の進め方＞

まずはレベルチェックを行います。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法を整

理します。

また、日本語能力試験への対策は、練習問題などを利用

します。

＜履修するにあたって＞

エンバイスガ大学・交換留学生のためのクラスです。

エンバイスガ大学の交換留学生は、必ず受講しなければ

なりません。

授業の前に、必ず、言葉を調べて、確認して来てくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の語彙の読み方や意味の確認に１時間、授業後に

は学習事項と語彙の整理に最低でも1時間は必要です。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の参加度　30％

提出課題　20％

復習テスト　25％　（2、３課終了ごとに行う復習テス

ト）

まとめテスト　25％（最終的にテキストのまとめとして

行うテスト）

＊定期試験は行いません。

＊それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

石川恵子他（２００４）　『日本語２ｎｄ　ステップ

改訂版』　白帝社　１６００円+税金

ISBN-9784891747114（4891747110）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行ったり、レベルチェックを行います。

第2回　復習①

初級文法で、習得しておくべき文法をチェックします。

第3回　復習②

練習問題を行いながら、初級文法を確認します。

第4回　練習問題①

第１課　新宿

第5回　練習問題②

第３課　日本の方言

第6回　練習問題③

第５課　日本間

第7回　練習問題④

第７課　マンガ文化

第8回　練習問題⑤

第９課　すし

第9回　確認テスト

復習テストをします。

第10回　練習問題⑥

第１１課　寄席

第11回　練習問題⑦

第１３課　経済発展

第12回　練習問題⑧

第１５課　線路わきのやぎ

第13回　練習問題⑨

第１７課　オランウータン

第14回　練習問題⑩

第１９課　酒

第15回　まとめ

まとめテストを行って、学期内で学習した内容を総復習

し、整理します。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｄ （リーズ大学交換留学）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

来日後は、対面授業：講義・演習

来日前は、リアルタイムon-line遠隔授業：講義・演習

＜授業の目的＞
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この科目は、母国での日本語初級文法を学習したことを

受け、引き続き、日本語中級文法の学習を行ない、それ

を身に付けるのが目的です。

難度が高くなるので、初級での勉強方法とは、少し、異

なった方法で進めます。

また、日本留学からの帰国後、無理なく、日本語学習が

続けられるように準備することも、目的としています。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報をも身に付けることも目的の一つです。

そして、日本語能力試験N3/N2レベルを受験する準備に

も役立ちます。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本語教育

を専門として修学・研究しており、卒業・修了後も外国

人日本語学習者への教育を行なってきました。特に、交

換留学生への教育には、30年の教授経験を有しています。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のことが出来るようになります。

①態度・習慣として、日本語中級文法を勉強するために、

学習スタイルを身に付けること。

②また、留学が終了し、帰国後も、引き続いて、本国で

の日本語学習が継続出来ること。

③知識・技能として、日本語を表現する場合、複数のバ

リエーションが扱えること。

④知識・技能として、相手や対象に応じて、適切に、日

本語が使い分けられること。

⑤知識・技能として、日本語の漢字語彙を広く身に付け

られ、使うことが出来ること。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験N3/N2

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法も整

理します。

それから、中級日本語文法で扱う教科書を使用して、授

業を進めます。

また、日本語能力試験対策に関しては、練習問題などを

利用します。

日々の授業では…。

①語彙の確認と適切な運用の提示

②文法項目の確認

③長文読解を実施後、内容把握

④事後整理としての確認作業…を行ないます。

また、毎回、小テストも実施します。

小テストは、提出後、即座に、解答解説を行ない、返却

後フィードバックします。

授業内で、質疑応答の時間を取り、対応します。

また、より深く対応するに当たり、授業の中で、改めて、

対応を指示します。

＜履修するにあたって＞

このクラスは、英国：リーズ大学からの交換留学生のた

めのクラスです。

授業挑む前に、必ず、学習課の新出語彙を確認して来て

下さい。

また、文法項目なども、事前に把握しておくと、より余

裕を持って、挑めます。

授業後は、語彙の把握に引き続き、関連語彙の整理も必

要となるでしょう。

授業には、必ず、辞書・筆記用具(黒・赤・青など)・ノ

ートを持参して下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で学習する課の新出語彙は、事前に、読み方や意味

などを確認しておいて下さい。
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新出語彙の確認には、課にもよりますが、1時間程度は、

必要になると思います。

また、学習した文型を確認したり、語彙の整理などをし

ながら、新しい知識を確実に身に付けて下さい。

文型・表現を確認するチェックシートを利用して、定着

を確認して下さい。

この作業にも、確実に、１時間程度は必要になると思い

ます。

＜提出課題など＞

初回授業で、レベルを判断してから、授業中に、指示を

します。

提出を受けた課題については、速やかに確認し、返却し

ます。

クラス授業以上に、質疑応答などの時間を充分に取り、

丁寧に対応します。

課題の提出の期限や方法に関しては、また、改めて、授

業の中で知らせます。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、以下のポイントから、総合的に判断します。

中間・修了テスト40％

課題遂行・復習小テスト等60％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

・毎回、学習した語彙・文型を確認する復習小テストを

実施します。

・定期試験期間ではなく、授業内で、中間・修了テスト

を実施します。

・授業期間内に、出題形式を提示し、日本での受験形式

にも慣れるようにします。

＜テキスト＞

使用テキストは、授業中にも、アナウンスします。

石川恵子他(2004)『日本語 2nd ステップ 改訂版』白帝

社

1600円+税金

ISBN-9784891747114(4891747110)

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラスで紹介・指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行なったり、レベルチェックを行なったりし

ます。

神戸学院大学で学習するのに必要な情報を提供します。

また、日本語学習に必要な情報を提供します。

第2回　復習①

初級文法で、習得しておきべき文法に関して、チェック

します。

特に、動詞・形容詞などの活用や、助詞について整理し

ます。

第3回　復習②

実践的な練習問題を行なてながら、初級文法を確認しま

す。

第4回　練習問題①

第2課　工場見学

時間的前後関係・依頼表現などの整理をします。

段落でのキーワードについても、考えます。

第5回　練習問題②

第4課　思い出の人形

知覚動詞・様子状態の表現について整理します。

連体修飾を使って、物の描写を練習します。

第6回　練習問題③

第6課　青と緑

試行・限定の表現について整理します。

言葉の歴史についても、知識を深めます。

第7回　練習問題④

第8課　志のままに

「です・ます」体と「だ・である」体の使い分けについ

て整理します。

話し言葉・書き言葉についても、整理します。

希望願望の表現・自分の意思を説明する表現についても、

知識を広げます。

第8回　練習問題⑩

第10課　河童

様態の表現を整理します。

また、様子・状態を表現する方法を深めます。

第9回　中間・確認テスト

前半部分の文法に関する復習、また、言葉についての復

習のために、中間テストを実施します。

第10回　練習問題⑥

第12課　睡眠

許可・義務の表現の整理を行ないます。

書き言葉に関する表現を深めます。

第11回　練習問題⑦

第14課　地震

関節引用表現について、整理します。

そのために、普通形の整理も行ないます。

また、不確かなことを説明する表現に関しても、整理し

ます。
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第12回　練習問題⑧

第16課　宮沢賢治

使役形・使役受身形を使用する表現を整理します。

より丁寧な意思表明についても、知識を深めます。

第13回　練習問題⑨

第18課　温泉

条件表現の全体的な整理を行ないます。

第14回　練習問題⑩

第20課　お礼状

尊敬・謙譲を含めた待遇表見について、整理を行ないま

す。

また、授受表現についても、整理します。

丁寧な手紙や、お礼状が書けるような練習を行ないます。

第15回　まとめ確認テスト

半期分の文法に関する復習を行ないます。

また、言葉についての復習も行ないます。

初級文法の整理と、中級文法の整理のために、まとめ確

認テストを実施します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｅ （文章読解の技術）

鈴木　庸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「演習」

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す「幅広い知識を活用してさ

まざまな問題を発見し，それを解決する方策を導くこと

ができる」ようになることを目指す。

専門分野の文章を読むために必要とされる読み方の方略

を学ぶと共に、分野毎に文章を要約し、文章の読み方を

実践的に訓練できる。

＜到達目標＞

1.さまざまな分野の文章についてその読み方を学ぶこと

により、文章の内容をより深く理解することができる。

(知識・技能)

2.読んだ文章を要約する作業を通して、文章の内容やポ

イントをより的確に把握することができる。(技能)

3.読み方に関する知識を活用し、さまざまな文章を自分

の力で読むことができる。(態度・習慣)

＜授業のキーワード＞

読解のストラテジー（方略）、背景知識、他の読み手と

の差異

＜授業の進め方＞

テキストで読解の方法を学び、練習問題で確認する。

学んだ読解の技術を用い、要約文を作成し、提出する。

教員がコメントを付けて返却した要約文をもとに、読解

の技術の共有や他の読み手との差異を確認する。

＜授業時間外に必要な学修＞

読む文章の語彙の意味等を調べ、背景となる知識を得て

おく。（予習：60分）

返却された要約文に対する教員のコメントを確認し、文

章を読むポイントをまとめる（復習：30分）

＜提出課題など＞

課題読解文(1課毎)の要約文を作成し、提出する。

教員がコメントを付けて返却した課題について、読解の

技術の理解と他の読み手との差異を確認した後、再提出

する。

読解復習テスト

復習テストのポイントを確認しながら、読み方の方略を

総復習する

＜成績評価方法・基準＞

要約文提出(30％)、要約文の修正(10％)、復習テスト(5

0％) 授業中の態度、意欲、発言(10％)を成績評価とす

る。

それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

＜テキスト＞

『ストラテジーを使って学ぶ文章の読み方』

スリーエーネットワーク　一橋大学国際教育交流センタ

ー　1,320円

この授業のテキストは、第１回の授業を受ける前に購入

しないこと。第１回の授業でテキストについて詳しく説

明するので、その説明を受け内容を理解してから、改め

て購入するようにしてほしい。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

読解の方法

内容理解のためのストラテジー

・何の話かをつかむ①キーワードの見つけ方

授業の進め方

「何の話か」が分かりにくい文章について、キーワード

の発見の仕方を学ぶ

第2回　内容理解のためのストラテジー

・何の話かをつかむ②キーワードを見つけながらの読解

文章を読んで、キーワードの発見の仕方を実践練習する

関連文の要約を行い、要約文を提出する

第3回　内容理解のためのストラテジー

・何が問題になっているかをつかむ①「問い」の表れ方

返却した要約文をもとに、読みの方略の理解度を確認し、

他の読み手との差異を考える

文章の「問い」がどのような形で文章に表れるのかを学

ぶ

第4回　内容理解のためのストラテジー

・何が問題になっているかをつかむ②問いを探しながら

の読解

文章の中にある「問い」をつかむ実践練習をする

関連文の要約を行い、要約文を提出する

第5回　内容理解のためのストラテジー
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・言いたいことは何かをつかむ①結論の見つけ方

返却した要約文をもとに、読みの方略の理解度を確認し、

他の読み手との差異を考える

文章の「問い」からその「答え」としての結論の見つけ

方を学ぶ

第6回　内容理解のためのストラテジー

・言いたいことは何かをつかむ②結論を見つける

文章を読んで、結論を見つける練習をする

関連文を読んで、要約を行い、要約文を提出する

第7回　内容理解のためのストラテジー

・歴史を扱った文章を読む①時間の経緯や因果関係の見

つけ方

返却した要約文をもとに、読みの方略の理解度を確認し、

他の読み手との差異を考える

時間経過と因果関係に注目しつつ、歴史を扱った文章の

構成を学ぶ

第8回　内容理解のためのストラテジー

・歴史を扱った文章を読む②時間的経緯や因果関係を見

つける読解

歴史を扱った文章を読んで、構成を考えながら、時間的

経緯や因果関係を見つける練習をする

関連文の要約を行い、要約文を提出する

第9回　内容理解のためのストラテジー

・二項対立を見抜く①２つの立場の見分け方

返却した要約文をもとに、読みの方略の理解度を確認し、

他の読み手との差異を考える

二項対立の文章の二つの立場の区別を学ぶ

第10回　内容理解のためのストラテジー

・二項対立を見抜く②２つの立場を見分ける読解

二項対立の文章を読んで、二つの立場を見分ける練習を

する

関連文の要約を行い、要約文を提出する

第11回　内容理解のためのストラテジー

・筆者の立場を見抜く①筆者の立場を見抜く方法

返却した要約文をもとに、読みの方略の理解度を確認し、

他の読み手との差異を考える

筆者の立場を明確にする表現上の手がかりの見つけ方を

学ぶ

第12回　内容理解のためのストラテジー

・筆者の立場を見抜く②表現上の手がかりから筆者に立

場を見抜く読解

表現上の手がかりから、筆者の立場を見抜く練習をする

関連文の要約を行い、要約文を提出する

第13回　内容理解のためのストラテジー

・文章を整理して理解する①長い文章の構造を理解する

方法

返却した要約文をもとに、読みの方略の理解度を確認し、

他の読み手との差異を考える

順序を表す言葉を手がかりにして、長い文章の構造を理

解する方法を学ぶ

第14回　読解復習テスト

読解の方略を測る復習テストを行う

第15回　文章読解の方略の総復習

復習テストの間違いが多い箇所を中心に、学んだ読み方

の方略を復習する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｅ （エンバイスガ大学交換留学）

山本　さゆみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

既にエンバイスガ大学で学習した日本語初級文法を整理

し、中級日本語文法を習得するクラスです。

スモールステップで、無理のないように、日本語文法を

整理します。

また、神戸学院大学で、交換留学生として生活するため

に必要な知識も、身に付けられるようにし、日本語能力

試験N3/N2レベルに到達できるようになることを目的と

します。

そして、この授業を履修することで、全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられているように「幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと」・「自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーショ

ンを取ること」や「獲得した知識や技能を活用し，国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協同し、社会に役立てること」ができ

るようになります。

＜到達目標＞

・初級日本語文法を整理した上で中級文法を習得するこ

とができます。

・いくつものバリエーションで日本語を扱うことができ

ます。

・相手や対象に応じて、日本語を使い分けることができ

ます。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験 N3/N2

＜授業の進め方＞

まずはレベルチェックを行います。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法を整

理します。
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また、日本語能力試験への対策は、練習問題などを利用

します。

＜履修するにあたって＞

エンバイスガ大学・交換留学生のためのクラスです。

エンバイスガ大学の交換留学生は、必ず受講しなければ

なりません。

授業の前に、必ず、言葉を調べて、確認して来てくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の語彙の読み方や意味の確認に１時間、授業後に

は学習事項と語彙の整理に最低でも1時間は必要です。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の参加度　30％

提出課題　20％

復習テスト　25％　（2、３課終了ごとに行う復習テス

ト）

まとめテスト　25％（最終的にテキストのまとめとして

行うテスト）

＊定期試験は行いません。

＊それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

石川恵子他（２００４）　『日本語２ｎｄ　ステップ

改訂版』　白帝社　１６００円+税金

ISBN-9784891747114（4891747110）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行ったり、レベルチェックを行います。

第2回　復習①

初級文法で、習得しておくべき文法をチェックします。

第3回　復習②

練習問題を行いながら、初級文法を確認します。

第4回　練習問題①

第１課　新宿

第5回　練習問題②

第３課　日本の方言

第6回　練習問題③

第５課　日本間

第7回　練習問題④

第７課　マンガ文化

第8回　練習問題⑤

第９課　すし

第9回　確認テスト

復習テストをします。

第10回　練習問題⑥

第１１課　寄席

第11回　練習問題⑦

第１３課　経済発展

第12回　練習問題⑧

第１５課　線路わきのやぎ

第13回　練習問題⑨

第１７課　オランウータン

第14回　練習問題⑩

第１９課　酒

第15回　まとめ

まとめテストを行って、学期内で学習した内容を総復習

し、整理します。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｅ （リーズ大学交換留学）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

来日後は、対面授業：講義・演習

来日前は、リアルタイムon-line遠隔授業：講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、母国での日本語初級文法を学習したことを

受け、引き続き、日本語中級文法の学習を行ない、それ

を身に付けるのが目的です。

難度が高くなるので、初級での勉強方法とは、少し、異

なった方法で進めます。

また、日本留学からの帰国後、無理なく、日本語学習が

続けられるように準備することも、目的としています。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報をも身に付けることも目的の一つです。

そして、日本語能力試験N3/N2レベルを受験する準備に

も役立ちます。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本語教育

を専門として修学・研究しており、卒業・修了後も外国

人日本語学習者への教育を行なってきました。特に、交
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換留学生への教育には、30年の教授経験を有しています。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のことが出来るようになります。

①態度・習慣として、日本語中級文法を勉強するために、

学習スタイルを身に付けること。

②また、留学が終了し、帰国後も、引き続いて、本国で

の日本語学習が継続出来ること。

③知識・技能として、日本語を表現する場合、複数のバ

リエーションが扱えること。

④知識・技能として、相手や対象に応じて、適切に、日

本語が使い分けられること。

⑤知識・技能として、日本語の漢字語彙を広く身に付け

られ、使うことが出来ること。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験N3/N2

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法も整

理します。

それから、中級日本語文法で扱う教科書を使用して、授

業を進めます。

また、日本語能力試験対策に関しては、練習問題などを

利用します。

日々の授業では…。

①語彙の確認と適切な運用の提示

②文法項目の確認

③長文読解を実施後、内容把握

④事後整理としての確認作業…を行ないます。

また、毎回、小テストも実施します。

小テストは、提出後、即座に、解答解説を行ない、返却

後フィードバックします。

授業内で、質疑応答の時間を取り、対応します。

また、より深く対応するに当たり、授業の中で、改めて、

対応を指示します。

＜履修するにあたって＞

このクラスは、英国：リーズ大学からの交換留学生のた

めのクラスです。

授業挑む前に、必ず、学習課の新出語彙を確認して来て

下さい。

また、文法項目なども、事前に把握しておくと、より余

裕を持って、挑めます。

授業後は、語彙の把握に引き続き、関連語彙の整理も必

要となるでしょう。

授業には、必ず、辞書・筆記用具(黒・赤・青など)・ノ

ートを持参して下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で学習する課の新出語彙は、事前に、読み方や意味

などを確認しておいて下さい。

新出語彙の確認には、課にもよりますが、1時間程度は、

必要になると思います。

また、学習した文型を確認したり、語彙の整理などをし

ながら、新しい知識を確実に身に付けて下さい。

文型・表現を確認するチェックシートを利用して、定着

を確認して下さい。

この作業にも、確実に、１時間程度は必要になると思い

ます。

＜提出課題など＞

初回授業で、レベルを判断してから、授業中に、指示を

します。

提出を受けた課題については、速やかに確認し、返却し

ます。

クラス授業以上に、質疑応答などの時間を充分に取り、

丁寧に対応します。

課題の提出の期限や方法に関しては、また、改めて、授

業の中で知らせます。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、以下のポイントから、総合的に判断します。

中間・修了テスト40％

課題遂行・復習小テスト等60％
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それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

・毎回、学習した語彙・文型を確認する復習小テストを

実施します。

・定期試験期間ではなく、授業内で、中間・修了テスト

を実施します。

・授業期間内に、出題形式を提示し、日本での受験形式

にも慣れるようにします。

＜テキスト＞

使用テキストは、授業中にも、アナウンスします。

石川恵子他(2004)『日本語 2nd ステップ 改訂版』白帝

社

1600円+税金

ISBN-9784891747114(4891747110)

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラスで紹介・指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行なったり、レベルチェックを行なったりし

ます。

神戸学院大学で学習するのに必要な情報を提供します。

また、日本語学習に必要な情報を提供します。

第2回　復習①

初級文法で、習得しておきべき文法に関して、チェック

します。

特に、動詞・形容詞などの活用や、助詞について整理し

ます。

第3回　復習②

実践的な練習問題を行なてながら、初級文法を確認しま

す。

第4回　練習問題①

第2課　工場見学

時間的前後関係・依頼表現などの整理をします。

段落でのキーワードについても、考えます。

第5回　練習問題②

第4課　思い出の人形

知覚動詞・様子状態の表現について整理します。

連体修飾を使って、物の描写を練習します。

第6回　練習問題③

第6課　青と緑

試行・限定の表現について整理します。

言葉の歴史についても、知識を深めます。

第7回　練習問題④

第8課　志のままに

「です・ます」体と「だ・である」体の使い分けについ

て整理します。

話し言葉・書き言葉についても、整理します。

希望願望の表現・自分の意思を説明する表現についても、

知識を広げます。

第8回　練習問題⑩

第10課　河童

様態の表現を整理します。

また、様子・状態を表現する方法を深めます。

第9回　中間・確認テスト

前半部分の文法に関する復習、また、言葉についての復

習のために、中間テストを実施します。

第10回　練習問題⑥

第12課　睡眠

許可・義務の表現の整理を行ないます。

書き言葉に関する表現を深めます。

第11回　練習問題⑦

第14課　地震

関節引用表現について、整理します。

そのために、普通形の整理も行ないます。

また、不確かなことを説明する表現に関しても、整理し

ます。

第12回　練習問題⑧

第16課　宮沢賢治

使役形・使役受身形を使用する表現を整理します。

より丁寧な意思表明についても、知識を深めます。

第13回　練習問題⑨

第18課　温泉

条件表現の全体的な整理を行ないます。

第14回　練習問題⑩

第20課　お礼状

尊敬・謙譲を含めた待遇表見について、整理を行ないま

す。

また、授受表現についても、整理します。

丁寧な手紙や、お礼状が書けるような練習を行ないます。

第15回　まとめ確認テスト

半期分の文法に関する復習を行ないます。

また、言葉についての復習も行ないます。

初級文法の整理と、中級文法の整理のために、まとめ確

認テストを実施します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｆ （レポートの作成）

鈴木　庸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「演習」

＜授業の目的＞
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この科目は、全学のDPに示す「専門分野に高い関心を持

ち、専門領域の課題を考察し、解決するための知識や技

能を身につけている」ことを目指す。

文章表現の基礎と論理的思考による文章表現力を養い、

専門科目でのレポート作成など論理的な文章表現ができ

るようになることを目的とする。

＜到達目標＞

1.レポートを作成するために必要な文法知識・表現や文

章構成を学び、自分の意図が確実に相手に伝わる文章を

書くことができる。(知識・技能)

2.レポートの中で用語に対する定義を的確に行い、他の

著作物からの引用等を正しく行うことができる。(技能)

3.指定された話題について論理的に文章を構成し、レポ

ートを作成することができる。(技能)

＜授業の進め方＞

テキスト、資料の文法知識・表現、文章交際を説明して

から、レポート作成練習を行う。

課毎に課題レポートを作成し、提出する。

提出された課題レポートは、教員が問題点を指摘し、コ

メントを付けて返却する。

次回の授業で、問題点を確認し、共有した後、修正文を

作成する。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で扱われる課題に関する文を事前に読み、その文章

の構成がどのようになっているか、その文章の中にどの

ような表現が使われているかを知っておく。（予習：30

分）

教師が確認した課題文を、教師や他の学生からの批評や

議論を踏まえて書き直す。（復習：60分）

＜提出課題など＞

授業内容に即したテーマで、課題としてレポートを作成

し、提出する。

提出された課題レポートは、教員が問題点を指摘し、コ

メントを付けて返却する。返却された問題点を共有した

後、修正文を作成し、提出する。

レポートを書くために必要な文法知識・表現、文章作成

の復習テスト。

復習テストの問題点を確認した後、課題レポートの修正

文を作成する。

＜成績評価方法・基準＞

課ごとに提出された課題レポート(30％)、修正文の作成

(10％)、復習テスト(40％)授業中の態度、意欲、発言(1

0％)を成績評価とする。

それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

＜テキスト＞

『大学・大学院留学生のための日本語２作文編』アルク

　アカデミック・ジャパニーズ研究会著

　1,760円

この授業のテキストは、第１回の授業を受ける前に購入

しないこと。第１回の授業でテキストについて詳しく説

明するので、その説明を受け内容を理解してから、改め

て購入するようにしてほしい。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

文体と書き言葉

授業の進め方

レポート作成などの論理的な文章の文体を学ぶ

課題レポートを作成し、提出する

第2回　段落

段落を作って、文章を作成することを学ぶ

課題レポート「これからの生活」を3段落、中心文を→

支持文→支持文の形式で作成し、提出する

第3回　段落

「は」と「が」

判断文と事実文

判断文と事実文の違い

2回目で作成した課題レポートを修正し、修正文を作成

する

「は」と「が」に使い方と判断文と事実文の違いを学ぶ

第4回　「は」と「が」

判断文と事実文の違い

「は」と「が」に使い方と判断文と事実文の違いを学び、

文体を意識して、課題レポート「自国の有名人」を作成

し、提出する

第5回　「は」と「が」

判断文と事実文

課題文の修正

4回目で作成した課題レポートの問題点、修正点を話し

合い、修正文を作成する

作成した修正文を提出する

第6回　「テーマを述べる」

テーマの述べ方

助詞相当句の使い方を学ぶ

テーマを示し、その重要性を述べることを考えて、課題

レポート「国の特別なもの」を作成し、提出する

第7回　「テーマを述べる」

課題文の修正

6回目で作成した課題レポートの問題点、修正点を話し

合い、修正文を作成する

作成した修正文を提出する

第8回　「理由・経過を述べる」

理由、経過の述べ方

理由・経過の述べ方を学ぶ

理由、経緯を考えて、課題レポート「私が日本へ来るま

で」を作成し、提出する
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第9回　「理由・経過を述べる」

課題文の修正

8回目で作成した課題レポートの問題点、修正点を話し

合い、修正文を作成する

作成した修正文を提出する

第10回　「定義する」

定義の仕方

定義の仕方を学ぶ

定義の仕方の練習をする

第11回　「定義する」

課題文の作成

定義の仕方の練習文の修正

中心文、支持文を考えて課題レポート「ゴミのリサイク

ルについて」を作成し、提出する

第12回　「定義する」

課題文の修正

11回目で作成した課題レポートの修正点、疑問点を話し

合い、修正文を作成する

作成した修正文を提出する

第13回　「判明していることを述べる」

助詞相当句の使い方を学び、グラフを基に、わかってい

ること、予想される問題を考え、課題レポート「高齢化

」を作成し、提出する

第14回　レポートの書き方復習テスト

レポートを書くために学んだ文法知識、表現、文章作成

を問う復習テストを行う

第15回　レポート作成の総復習と課題レポートの完成

復習テストの文法知識、表現、文章作成の問題点を確認

し、課題レポート「高齢化」の修正文を作成し、提出す

る

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｆ （エンバイスガ大学交換留学）

山本　さゆみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

本授業では、さまざまな形式の練習問題を通して、言語

知識、聴解力を伸ばし、最終的には日本語能力試験N3、

できればN2に合格できるようになることを目的とします。

そして、この授業を履修することで，全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられているように「幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと」・「自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーショ

ンを取ること」や「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協同し、社会に役立てること」ができ

るようになります。

＜到達目標＞

日本語の言語知識を拡充し、聴解能力を伸ばし、最終的

には各自のレベルに合った日本語能力試験に合格できま

す。

＜授業のキーワード＞

日本語能力試験 N3/ N2

＜授業の進め方＞

日本語能力試験がある7月までは、試験合格に向けて様

々な練習問題を解き、日本語力を磨きます。

能力試験後は日本の文化、風習に触れることができる活

動を通して、日本語の応用力を磨きます。

＜履修するにあたって＞

交換留学生のためのクラスです。

エンバイスガ大学交換留学生は必ず、受講しなければな

りません。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の語彙の読み方や意味の確認に１時間、授業後に

は学習事項と語彙の整理に最低でも1時間は必要です。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の参加度　30％

提出課題　　　20％（作文等）

授業中の課題　50％（テキスト、配付プリントに記載さ

れている練習問題等の課題）

＊定期試験は行いません。

＊それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

特にありません。

プリントを配付します。

＜授業計画＞

第1回　文字・語彙①

漢字読み：漢字で書かれたことばの読み方を答える練習。

第2回　文字・語彙②

表記：ひらがなで書かれたことばを、漢字でどう書くか

答える練習。

第3回　文字・語彙③

文脈規定：空欄に入れるのに意味的に最もふさわしいこ

とばを答える練習。

第4回　文字・語彙④

言い換え類義：問題となっていることばや表現と意味の

近いことばや表現を答える練習。

第5回　文字・語彙⑤
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用法：出題語が文の中でどのように使われているのが正

しいか答える練習。

第6回　文法①

文法形式の判断：文の内容に合った文法形式かどうか判

断して答える練習。

第7回　文法②

文の組み立て：正しく意味が通る文を組み立て答える練

習。

第8回　文法③

文章の文法：文章の流れにあったことばや表現を答える

練習。

第9回　模試と対策①

実際の日本語能力試験と同じ問題形式で作られた模擬試

験を実際の時間内で行い、解答解説する。

第10回　模試と対策②

実際の日本語能力試験と同じ問題形式で作られた模擬試

験を実際の時間内で行い、解答解説する。

第11回　模試と対策③

実際の日本語能力試験と同じ問題形式で作られた模擬試

験を実際の時間内で行い、解答解説する。

第12回　応用練習①

日本の昔話

第13回　応用練習②

４コマ漫画

第14回　応用練習③

川柳

第15回　応用練習④

日本の行事

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｆ （リーズ大学交換留学）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

来日後は、対面授業：講義・演習

来日前は、リアルタイムon-line遠隔授業：講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、母国での日本語初級文法を学習したことを

受け、引き続き、日本語中級文法の学習を行ない、それ

を身に付けるのが目的です。

難度が高くなるので、初級での勉強方法とは、少し、異

なった方法で進めます。

また、日本留学からの帰国後、無理なく、日本語学習が

続けられるように準備することも、目的としています。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報をも身に付けることも目的の一つです。

そして、日本語能力試験N3/N2レベルを受験する準備に

も役立ちます。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本語教育

を専門として修学・研究しており、卒業・修了後も外国

人日本語学習者への教育を行なってきました。特に、交

換留学生への教育には、30年の教授経験を有しています。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のことが出来るようになります。

①態度・習慣として、日本語中級文法を勉強するために、

学習スタイルを身に付けること。

②また、留学が終了し、帰国後も、引き続いて、本国で

の日本語学習が継続出来ること。

③知識・技能として、日本語を表現する場合、複数のバ

リエーションが扱えること。

④知識・技能として、相手や対象に応じて、適切に、日

本語が使い分けられること。

⑤知識・技能として、日本語の漢字語彙を広く身に付け

られ、使うことが出来ること。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験N3/N2

＜授業の進め方＞
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まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法も整

理します。

それから、中級日本語文法で扱う教科書を使用して、授

業を進めます。

また、日本語能力試験対策に関しては、練習問題などを

利用します。

日々の授業では…。

①語彙の確認と適切な運用の提示

②文法項目の確認

③長文読解を実施後、内容把握

④事後整理としての確認作業…を行ないます。

また、毎回、小テストも実施します。

小テストは、提出後、即座に、解答解説を行ない、返却

後フィードバックします。

授業内で、質疑応答の時間を取り、対応します。

また、より深く対応するに当たり、授業の中で、改めて、

対応を指示します。

＜履修するにあたって＞

このクラスは、英国：リーズ大学からの交換留学生のた

めのクラスです。

授業挑む前に、必ず、学習課の新出語彙を確認して来て

下さい。

また、文法項目なども、事前に把握しておくと、より余

裕を持って、挑めます。

授業後は、語彙の把握に引き続き、関連語彙の整理も必

要となるでしょう。

授業には、必ず、辞書・筆記用具(黒・赤・青など)・ノ

ートを持参して下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で学習する課の新出語彙は、事前に、読み方や意味

などを確認しておいて下さい。

新出語彙の確認には、課にもよりますが、1時間程度は、

必要になると思います。

また、学習した文型を確認したり、語彙の整理などをし

ながら、新しい知識を確実に身に付けて下さい。

文型・表現を確認するチェックシートを利用して、定着

を確認して下さい。

この作業にも、確実に、１時間程度は必要になると思い

ます。

＜提出課題など＞

初回授業で、レベルを判断してから、授業中に、指示を

します。

提出を受けた課題については、速やかに確認し、返却し

ます。

クラス授業以上に、質疑応答などの時間を充分に取り、

丁寧に対応します。

課題の提出の期限や方法に関しては、また、改めて、授

業の中で知らせます。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、以下のポイントから、総合的に判断します。

中間・修了テスト40％

課題遂行・復習小テスト等60％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

・毎回、学習した語彙・文型を確認する復習小テストを

実施します。

・定期試験期間ではなく、授業内で、中間・修了テスト

を実施します。

・授業期間内に、出題形式を提示し、日本での受験形式

にも慣れるようにします。

＜テキスト＞

使用テキストは、授業中にも、アナウンスします。

石川恵子他(2004)『日本語 2nd ステップ 改訂版』白帝

社

1600円+税金

ISBN-9784891747114(4891747110)

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラスで紹介・指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介を行なったり、レベルチェックを行なったりし

ます。

神戸学院大学で学習するのに必要な情報を提供します。

また、日本語学習に必要な情報を提供します。

第2回　復習①

初級文法で、習得しておきべき文法に関して、チェック
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します。

特に、動詞・形容詞などの活用や、助詞について整理し

ます。

第3回　復習②

実践的な練習問題を行なてながら、初級文法を確認しま

す。

第4回　練習問題①

第2課　工場見学

時間的前後関係・依頼表現などの整理をします。

段落でのキーワードについても、考えます。

第5回　練習問題②

第4課　思い出の人形

知覚動詞・様子状態の表現について整理します。

連体修飾を使って、物の描写を練習します。

第6回　練習問題③

第6課　青と緑

試行・限定の表現について整理します。

言葉の歴史についても、知識を深めます。

第7回　練習問題④

第8課　志のままに

「です・ます」体と「だ・である」体の使い分けについ

て整理します。

話し言葉・書き言葉についても、整理します。

希望願望の表現・自分の意思を説明する表現についても、

知識を広げます。

第8回　練習問題⑩

第10課　河童

様態の表現を整理します。

また、様子・状態を表現する方法を深めます。

第9回　中間・確認テスト

前半部分の文法に関する復習、また、言葉についての復

習のために、中間テストを実施します。

第10回　練習問題⑥

第12課　睡眠

許可・義務の表現の整理を行ないます。

書き言葉に関する表現を深めます。

第11回　練習問題⑦

第14課　地震

関節引用表現について、整理します。

そのために、普通形の整理も行ないます。

また、不確かなことを説明する表現に関しても、整理し

ます。

第12回　練習問題⑧

第16課　宮沢賢治

使役形・使役受身形を使用する表現を整理します。

より丁寧な意思表明についても、知識を深めます。

第13回　練習問題⑨

第18課　温泉

条件表現の全体的な整理を行ないます。

第14回　練習問題⑩

第20課　お礼状

尊敬・謙譲を含めた待遇表見について、整理を行ないま

す。

また、授受表現についても、整理します。

丁寧な手紙や、お礼状が書けるような練習を行ないます。

第15回　まとめ確認テスト

半期分の文法に関する復習を行ないます。

また、言葉についての復習も行ないます。

初級文法の整理と、中級文法の整理のために、まとめ確

認テストを実施します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｇ （リーズ大学交換留学）

山本　さゆみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

後期に勉強した日本語初級文法を基にして、日本語中級

文法を勉強します。

初級での勉強方法とは、少し異なった方法での学習スタ

イルで進めます。

帰国後、大学で無理なく日本語学習が続けられるように

準備をします。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報も習得できるようになることを目的とします。

また、日本語能力試験N3/ N2レベルに到達できようにな

ることを目的とします。

そして、この授業を履修することで、全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられているように「幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと」・「自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーショ

ンを取ること」や「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協同し、社会に役立てること」ができ

るようになります。

＜到達目標＞

・日本語中級文法を勉強するための学習スタイルを身に

付けることができます。

・日本語を表現する時、複数のバリエーションを扱うこ

とができます。

・相手や対象に応じて、日本語を使い分けることができ

ます。

・漢字語彙も、身に付け、それを理解し、使うことがで

きるようになります。

＜授業のキーワード＞

中級日本語文法
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日本語能力試験 N3/ N2

＜授業の進め方＞

先生が行なう講義を聴き，先生の指示の下で練習を行な

います。

中級日本語文法を扱うテキストを利用して、勉強を進め

ます。

また、日本語能力試験対策としては、練習問題などを利

用します。

＜履修するにあたって＞

交換留学生のためのクラスです。

リーズ大学交換留学生は必ず、受講しなければなりませ

ん。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の語彙の読み方や意味の確認に１時間、授業後に

は学習事項と語彙の整理に最低でも1時間は必要です。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の参加度　30％

提出課題　20％

復習テスト　25％　（2、３課終了ごとに行う復習テス

ト）

まとめテスト　25％（最終的にテキストのまとめとして

行うテスト）

＊定期試験は行いません。

＊それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

小柳昇　(２００４）『ニューアプローチ中級日本語「

基礎編」改訂版』日本語研究社

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

レベルチェック等を行います。

第2回　練習問題①

第２課　様子・類似①　世界のじゃんけん

第3回　練習問題②

第４課　対比・逆説①　アナウンスと親切

第4回　練習問題③

第６課　時①　夢の自転車

第5回　練習問題④

長文読解練習①

第6回　練習問題⑤

第8課　予想・期待①　100％の占い師

第7回　練習問題⑥

第１０課　原因・理由②　しようがない

第8回　練習問題⑦

第１２課　様子・類似②　格言・名言

第9回　練習問題⑧

長文読解練習②

第10回　練習問題⑨

第１４課　対比・逆説②　笑いの効果

第11回　練習問題⑩

第１６課　時②　梅雨

第12回　練習問題⑪

第１８課　予想・期待②　行列のできる店

第13回　練習問題⑫

第２０課　説明・結論　車のコミュニケーション

第14回　練習問題⑬

長文読解練習③

第15回　まとめ

まとめのテストをして、学期内で学習した内容を総復習

し、整理します。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｇ （新聞記事読解）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業：講義・演習

＜授業の目的＞

新聞記事を読むことで、語彙の拡充を図り、社会事情な

どを知ること目的としています。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

また、履修生が少ない場合には、 各自が不得意な分野

を解消させることを助けるため、それぞれの学生に対し

て不得意分野を個別に指導することもあります。

なお、この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本

語教育を専門として修学・研究しており、卒業・修了後

も外国人日本語学習者への教育を行なってきました。特

に、交換留学生への教育には、30年の教授経験を有して
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います。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のようなことが、出来るように

なります。

①新聞に出てくるレベルの語彙を増やすことができる。

②新聞記事の省略的な書き方を補って意味をとることが

できる。

③新聞記事を読んで、段落ごとの大意をまとめて書くこ

とができる。

＜授業のキーワード＞

語彙の拡充・社会事情の把握

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

また、毎週の授業では、生の新聞記事を読んで内容につ

いて正確に理解し、大意をまとめる練習をします。

受講者との話し合いで、授業内容を決めることがありま

す。

そして、受講者の人数によっては、個別対応もあり得ま

す。

＜履修するにあたって＞

授業には、必ず、辞書・筆記用具(黒・赤・青などのペ

ン)・ノートを準備して挑んで下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各授業で読んだ新聞記事の中で、読めなかった漢字や、

理解出来なかった文章については、約1時間の復習を必

要とするはずです。

＜提出課題など＞

①まとめ文：段落毎の大意を50字程度で要約の提出

②毎回、新出語彙を覚えて、次回の授業での確認作業

＜成績評価方法・基準＞

成績は、総合的に、判断します。

授業参加度・読解確認を含めた態度意欲：50％

まとめ文・まとめ作文等の要約文提出等：50％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

＜テキスト＞

テキストは、使用しません。

生教材である新聞記事を使用します。

受講者が選んだ新聞記事、または、こちらから提供した

新聞記事です。

最初の授業で、レベルチェック確認後、指示します。

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラス内で、紹介・指示し

ます。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

・履修生　自己紹介

・日本語レベルチェック

・ガイダンス

第2回　新聞記事読解①

学習者が選んだ記事、または提供する新聞記事の読解を

行なう

・少子化歯止めに結果を

第３回　新聞記事作文①

新聞記事について、読解確認とまとめ作文を行なう

・少子化歯止めに結果を

第4回　新聞記事読解②

新聞記事について、読解を行なう

・もろかったレンガ造り

第5回　新聞記事作文②

新聞記事について、読解確認とまとめ作文を行なう

・もろかったレンガ造り

第6回　新聞記事読解③

新聞記事について読解を行なう

・台湾ハトレース

第7回　新聞記事作文③

新聞記事について、読解確認とまとめ作文を行なう

・台湾ハトレース

第8回　新聞記事読解④

新聞記事について読解を行なう

・パート収入

第9回　新聞記事作文④
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新聞記事について、読解確認とまとめ作文を行なう

・パート収入

第10回　新聞記事読解⑤

新聞記事について読解を行なう

・モンスターペアレント

第11回　新聞記事作文⑤

新聞記事について、読解確認とまとめ作文を行なう

・モンスターペアレント

第12回　新聞記事読解⑥

新聞記事についての読解を行なう

・生前贈与

第13回　新聞記事作文⑥

新聞記事について、読解確認とまとめ作文を行なう

・生前贈与

第14回　新聞記事読解⑦

新聞記事について読解を行なう

・生命倫理

第15回　総まとめ

新聞記事読解や大意のまとめ等について、要約文につい

ての確認を行なう

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｈ （リーズ大学交換留学）

山本　さゆみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

後期に勉強した日本語初級文法を基にして、日本語中級

文法を勉強します。

初級での勉強方法とは、少し異なった方法での学習スタ

イルで進めます。

帰国後、大学で無理なく日本語学習が続けられるように

準備をします。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報も習得できるようになることを目的とします。

また、日本語能力試験N3/ N2レベルに到達できようにな

ることを目的とします。

そして、この授業を履修することで、全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられているように「幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと」・「自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーショ

ンを取ること」や「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協同し、社会に役立てること」ができ

るようになります。

＜到達目標＞

・日本語中級文法を勉強するための学習スタイルを身に

付けることができます。

・日本語を表現する時、複数のバリエーションを扱うこ

とができます。

・相手や対象に応じて、日本語を使い分けることができ

ます。

・漢字語彙も、身に付け、それを理解し、使うことがで

きるようになります。

＜授業のキーワード＞

中級日本語文法

日本語能力試験 N3/ N2

＜授業の進め方＞

先生が行なう講義を聴き，先生の指示の下で練習を行な

います。

中級日本語文法を扱うテキストを利用して、勉強を進め

ます。

また、日本語能力試験対策としては、練習問題などを利

用します。

＜履修するにあたって＞

交換留学生のためのクラスです。

リーズ大学交換留学生は必ず、受講しなければなりませ

ん。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の語彙の読み方や意味の確認に１時間、授業後に

は学習事項と語彙の整理に最低でも1時間は必要です。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の参加度　30％

提出課題　20％

復習テスト　25％　（2、３課終了ごとに行う復習テス

ト）

まとめテスト　25％（最終的にテキストのまとめとして

行うテスト）

＊定期試験は行いません。

＊それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

小柳昇　(２００４）『ニューアプローチ中級日本語「

基礎編」改訂版』日本語研究社

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

レベルチェック等を行います。

第2回　練習問題①

第２課　様子・類似①　世界のじゃんけん

第3回　練習問題②

第４課　対比・逆説①　アナウンスと親切

第4回　練習問題③
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第６課　時①　夢の自転車

第5回　練習問題④

長文読解練習①

第6回　練習問題⑤

第8課　予想・期待①　100％の占い師

第7回　練習問題⑥

第１０課　原因・理由②　しようがない

第8回　練習問題⑦

第１２課　様子・類似②　格言・名言

第9回　練習問題⑧

長文読解練習②

第10回　練習問題⑨

第１４課　対比・逆説②　笑いの効果

第11回　練習問題⑩

第１６課　時②　梅雨

第12回　練習問題⑪

第１８課　予想・期待②　行列のできる店

第13回　練習問題⑫

第２０課　説明・結論　車のコミュニケーション

第14回　練習問題⑬

長文読解練習③

第15回　まとめ

まとめのテストをして、学期内で学習した内容を総復習

し、整理します。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｈ （待遇表現）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業：講義・演習

＜授業の目的＞

日本で生活するには、避けて通れない待遇表現（敬語・

謙譲語など）の文法を理解し、的確な使い方をするため

の練習を行なうことを通して、敬語を中心としたコミュ

ニケーションができるようになることを目的とします。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

また、履修生が少ない場合には、 各自が不得意な分野

を解消させることを助けるため、それぞれの学生に対し

て不得意分野を個別に指導することもあります。

なお、この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本

語教育を専門として修学・研究しており、卒業・修了後

も外国人日本語学習者への教育を行なってきました。特

に、交換留学生への教育には、30年の教授経験を有して

います。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のようなことが、出来るように

なります。

①実際の生活において、待遇表現が適切に使えるように

なる。

②丁寧さのレベルを学び、使い分けが出来るようになる。

＜授業のキーワード＞

待遇表現・敬語・対人関係

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

また、テキストに沿って、待遇表現の種類、それぞれの

形の作り方を学びます。

そして、テキストの問題を解き、テキストを元に、実際

に敬語を使って話す練習します。

＜履修するにあたって＞

授業には、必ず、辞書・筆記用具(黒・赤・青などのペ

ン)・ノートを準備して挑んで下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞
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各授業時間中に練習した敬語表現について、自宅で復習

し、できるだけ日常生活の中で使ってみることで、確実

な実力に繋がるはずです。

＜提出課題など＞

毎回、学んだ待遇表現を課外で練習し、実際に使えるか

どうか次回の授業中に口頭で確認を行なうことで、課題

遂行とします。

また、授業中に、課題遂行の成果を確認します。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、総合的に、判断します。

授業参加度・態度意欲（各課題についての確認を含む）

：50％

待遇表現が使用された文章の全体的なまとめ作業 ：50

％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

＜テキスト＞

小川誉子美・前田直子著（2003）

『日本語文法演習　敬語を中心とした対人関係の表現-

待遇表現-』　スリーエーネットワーク

ISBNコード：978-4-88319-272-4

税込み金額：1,430円

＜参考図書＞

レベルチェックした後に、クラス内で、指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

・履修生　自己紹介

・日本語レベルチェック

・ガイダンス

第2回　日本の歴史Ⅰ

日本の歴史について、整理をする。

第3回　日本の歴史Ⅱ

日本の歴史について、整理をする。

第4回　待遇表現の意味

・待遇表現とは.敬語の機能・種類・原則について学ぶ

第５回　待遇表現が用いられる場面Ⅰ

敬語表現①動詞：られる、お~になる、お~する、特別な

形　について学ぶ

第6回　待遇表現が用いられる場面Ⅱ

敬語表現②あらたまった表現　丁重語、させていただく、

ございます　について学ぶ

第7回　待遇表現が用いられる場面Ⅲ

・敬語表現③あらたまった形　について学ぶ

第8回　～てもらう、～てくれる

・授受表現　　形と使い方、用法について学ぶ

第9回　日本語の文体

・丁寧体と普通体の使い分け　　書き言葉、話し言葉に

ついて学ぶ

第10回　様々な待遇表現Ⅰ

１．依頼・誘いと承諾の仕方について学ぶ

第11回　様々な待遇表現Ⅱ

２．助言・忠告の仕方について学ぶ

第12回　様々な待遇表現Ⅲ

３．主張・意見の述べ方について学ぶ

第13回　様々な待遇表現Ⅳ

４．許可申し出の仕方について学ぶ

第14回　様々な待遇表現Ⅴ

５．感謝・おわびの仕方について学ぶ

第15回　総まとめ

授業の総復習として、待遇表現が用いられた文章を読み、

学習成果を確認する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｉ （リーズ大学交換留学）

山本　さゆみ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

本授業では、さまざまな形式の練習問題を通して、言語

知識、聴解力を伸ばし、最終的には日本語能力試験N3、

できればN2に合格できるようになることを目的とします。

そして、この授業を履修することで，全学のディプロマ

・ポリシーに掲げられているように「幅広い知識を活用

してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導

くこと」・「自分の意見を口頭や文書によって表現し、

相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーショ

ンを取ること」や「獲得した知識や技能を活用し、国内

外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論

し、学びを深め、協同し、社会に役立てること」ができ

るようになります。

＜到達目標＞

日本語の言語知識を拡充し、聴解能力を伸ばし、最終的

には各自のレベルに合った日本語能力試験に合格できま

す。

＜授業のキーワード＞

日本語能力試験 N3/ N2
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＜授業の進め方＞

先生が行なう講義を聴き，先生の指示の下で練習を行な

います。日本語能力試験がある7月までは、試験合格に

向けて様々な練習問題を解き、日本語力を磨きます。

能力試験後は日本の文化、風習に触れることができる活

動を通して、日本語の応用力を磨きます。

＜履修するにあたって＞

交換留学生のためのクラスです。

リーズ大学交換留学生は必ず、受講しなければなりませ

ん。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前の語彙の読み方や意味の確認に１時間、授業後に

は学習事項と語彙の整理に最低でも1時間は必要です。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の参加度　30％

提出課題　　　20％　（エッセイ、レポート等）

授業中の課題　50％　（テキスト、配付プリントに記載

されている練習問題等の課題）

＊定期試験は行いません。

＊それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

特にありません。

プリントを配付します。

＜授業計画＞

第1回　文字・語彙①

漢字読み：漢字で書かれたことばの読み方を答える練習。

第2回　文字・語彙②

表記：ひらがなで書かれたことばを、漢字でどう書くか

答える練習。

第3回　文字・語彙③

文脈規定：空欄に入れるのに意味的に最もふさわしいこ

とばを答える練習。

第4回　文字・語彙④

言い換え類義：問題となっていることばや表現と意味の

近いことばや表現を答える練習。

第5回　文字・語彙⑤

用法：出題語が文の中でどのように使われているのが正

しいか答える練習。

第6回　文法①

文法形式の判断：文の内容に合った文法形式かどうか判

断して答える練習。

第7回　文法②

文の組み立て：正しく意味が通る文を組み立て答える練

習。

第8回　文法③

文章の文法：文章の流れにあったことばや表現を答える

練習。

第9回　模試と対策①

実際の日本語能力試験と同じ問題形式で作られた模擬試

験を実際の時間内で行い、解答解説する。

第10回　模試と対策②

実際の日本語能力試験と同じ問題形式で作られた模擬試

験を実際の時間内で行い、解答解説する。

第11回　模試と対策③

実際の日本語能力試験と同じ問題形式で作られた模擬試

験を実際の時間内で行い、解答解説する。

第12回　応用練習①

日本の昔話

第13回　応用練習②

４コマ漫画

第14回　応用練習③

新聞記事読解①

第15回　応用練習④

新聞記事読解②

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｉ （小冊子読解）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業：講義・演習

＜授業の目的＞

 専門に関するブックレットを読んでいく過程で、多く

の専門用語や表現を身に付けることにより、 各自の今

後の専門教育につなげていくことを目的とします。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

また、履修生が少ない場合には、 各自が不得意な分野

を解消させることを助けるため、それぞれの学生に対し

て不得意分野を個別に指導することもあります。
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なお、この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本

語教育を専門として修学・研究しており、卒業・修了後

も外国人日本語学習者への教育を行なってきました。特

に、交換留学生への教育には、30年の教授経験を有して

います。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のようなことが、出来るように

なります。

①個別の問題点・弱点の克服

②言語的に支障がない状態での専門分野に関する授業受

講

＜授業のキーワード＞

専門用語・専門教育への橋渡し

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力をレベルチェック

します。

また、授業で実際に、各自の専門分野の本 「ブックレ

ット」などを読み進めます。

そして、個別に徹底的に文章を要約する練習を行ないま

す。

その際に出てくる未習語彙を抜き出し、確認作業等を行

ないます。

＜履修するにあたって＞

授業には、必ず、辞書・筆記用具(黒・赤・青などのペ

ン)・ノートを準備して挑んで下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

読めない漢字のチェックなど、1時間程度の自宅での予

習が必要であるはずです。

＜提出課題など＞

読めなかった漢字・語彙等のリスト

・リストに書き出して提出し、教員の添削を受ける。

・添削後、即座に、フィードバックを行なう。

各段落ごとのまとめ

・100字程度のまとめ文を作成し、提出をする。

・提出されたまとめ文は、即座に添削し、返却・フィー

ドバックを行なう。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、総合的に、判断します。

授業参加度、態度意欲：30％

各段落ごとのまとめ提出：50％

漢字の読み方を中心とした確認作業：20％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

＜テキスト＞

岩波・角川ブックレットなど　各自、興味のあるブック

レットを選ぶ予定です。

最初の授業で、レベルチェックをした後に、指示します。

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラス内で、紹介・指示し

ます。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

・履修生　自己紹介

・日本語レベルチェック

・ガイダンス

第2回　読解・まとめ計画の作成

各自が選んだブックレットを分割し、ページを割り振っ

て、計画をたてる

これからの授業の進め方の説明

第3回　段落の読解とまとめ文の作成①

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する①

第4回　段落の読解とまとめ文の作成②

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する②

第5回　段落の読解とまとめ文の作成③

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する③
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第6回　段落の読解とまとめ文の作成④

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する④

第7回　段落の読解とまとめ文の作成⑤

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する⑤

第8回　段落の読解とまとめ文の作成⑥

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する⑥

第9回　段落の読解とまとめ文の作成⑦

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する⑦

第10回　段落の読解とまとめ文の作成⑧

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する⑧

第11回　段落の読解とまとめ文の作成⑨

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する⑨

第12回　段落の読解とまとめ文の作成⑩

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する⑩

第13回　段落の読解とまとめ文の作成⑪

毎回、計画に沿って、段落ごとの語彙の読み方・意味の

確認と、明確なまとめ文の作成を行なう。提出された文

を添削指導する⑪

第14回　冊子全体のまとめと発表準備

これまで読み進めてきた冊子の内容をまとめ、次週の発

表の準備をする。発表の際の言葉などについても練習す

る。

第15回　総まとめ

なこれまでに読めなかった漢字・語彙などのまとめを行

なう。あるいは、各自が読んだブックレットについての

発表を行なう。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｊ （文法や言語知識の運用）

鈴木　庸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「演習」

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す「共通教育等を通じて、広

い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養してい

る」ことを目指す。

日本語を理解・表現するうえでの基盤となる文法や日本

語そのものに対する理解を深める共に、学んだ知識を適

切に運用できるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

1.「助詞」や「自動詞・他動詞」、「使役」、「受身」

などヴォイスにかかわる表現を中心に、呼応や文末表現

の調整など文、文章単位で適切に運用することができる。

(知識・技能)

2.学んだ言語知識を使って、文章を読み・書くことがで

きる。(知識・技能)

3.Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読むことができる。

(知識・技能)

＜授業の進め方＞

言語知識の確認とテキストの説明の後、練習問題を通じ

て、理解を深める。

学んだ言語知識を使って、短文作成の課題を行い、習得

状況を確認する。

項目ごとに誤用修正を中心とした言語運用を測るための

テストを行う。

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

いていく。

＜授業時間外に必要な学修＞

教師が配布するハンドアウトなどの資料を読み込んでお

くこと。（予習：30分）

授業で行った問題を再度解き、問題点を確認すること。

（復習：30分）

＜提出課題など＞

授業内容をテーマにした文章作成の課題が4回課される。

提出された課題は、翌週返却され、教員の指摘を受けた

箇所の問題点等をクラスで話し合う。

クラスで話し合った後、同じテーマで文章を作成し、再

提出する。

「自動詞・他動詞、使役、受身」復習テスト

間違いが多い箇所を中心に確認し、まとめの練習(総復

習)を行う。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題に対する評価(30％)、課題の修正に対する評価

(10％)、まとめの復習テスト(50％)授業中の態度、意欲、

発言(10％)を成績評価とする。

それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

＜テキスト＞

『日本語文法演習上級　自動詞・他動詞、使役、受身』

（2001）小川誉子他

スリーエーネットワーク 1,300円

この授業のテキストは、第１回の授業を受ける前に購入

しないこと。第１回の授業でテキストについて詳しく説

明するので、その説明を受け内容を理解してから、改め

て購入するようにしてほしい。
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＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、日本語の助詞

後期の授業? 法について説明する

助詞の使い方 誤用訂正などから、日本語の助詞の使い

方の復習と確認をする

第2回　言葉の形の使い分け、自動詞、他動詞、受身

誤用から、正しい活用や時間表現を学ぶ

自動詞・他動詞、受身の基本的な使い方を確認する

第3回　上級レベルで必要な自動詞・他動詞の知識と使

い方①自動詞・他動詞の意味・機能

問いに答えながら、自動詞・他動詞の基本的な形と意味

・機能を確認する

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第4回　上級レベルで必要な自動詞・他動詞の知識と使

い方②自動詞・他動詞の意味・機能

問いに答えながら、自動詞・他動詞の基本的な使い方を

学ぶ

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第5回　上級レベルで必要な自動詞・他動詞の知識と使

い方③自動詞・他動詞の発展的用法

問いに答えながら、自動詞・他動詞の発展的用法を学ぶ

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第6回　上級レベルで必要な自動詞・他動詞の知識と使

い方④自動詞・他動詞のまとめの練習

自動詞・他動詞の総合練習

自動詞・他動詞を含む文章の正誤判断練習、文章読解練

習をする

自動詞・他動詞を含む文章の作成課題→提出

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第7回　上級レベルで必要な「（さ）せる（使役）」の

知識と使い方①「（さ）せる」の意味・機能

問いに答えながら、「（さ）せる（使役）」の形と意味

・機能を学ぶ

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第8回　上級レベルで必要な「（さ）せる（使役）」の

知識と使い方②「（さ）せる（使役）」の使い方

問いに答えながら、「（さ）せる（使役）」の基本的な

使い方を学ぶ

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第9回　上級レベルで必要な「（さ）せる（使役）」の

知識と使い方③「（さ）せる（使役）」の発展的用法

問いに答えながら、「（さ）せる（使役）」の発展的用

法を学ぶ

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第10回　上級レベルで必要な「（さ）せる（使役）」の

知識と使い方④「（さ）せる（使役）」のまとめの練習

「（さ）せる（使役）」の総合練習

「（さ）せる（使役）」を含む文章の正誤判断練習、文

章読解練習をする

「（さ）せる（使役）」を含む文章の作成課題→提出

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第11回　上級レベルで必要な「（ら）れる（受身）」の

知識と基本的な使い方①「（ら）れる（受身）」の意味

・機能

問いに答えながら、「（ら）れる（受身）」の形と意味

・機能を学ぶ

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第12回　上級レベルで必要な「（ら）れる（受身）」の

知識と使い方②「（ら）れる（受身）」の基本的な使い

方

問いに答えながら、「（ら）れる（受身）」の基本的な

使い方を学ぶ

「（ら）れる（受身）」の運用を測る誤用修正の課題→

提出

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第13回　上級レベルで必要な「（ら）れる（受身）」の

知識と使い方③「（ら）れる（受身）」の発展的用法

問いに答えながら、「（ら）れる（受身）」の発展的用

法を学ぶ

Ｎ1レベルの言語知識を含む文章を読み、練習問題を解

く

第14回　「自動詞・他動詞、使役、受身」のまとめの復

習テスト

「自動詞・他動詞、使役、受身」の復習テストを行う

第15回　「自動詞・他動詞、使役、受身」のまとめの練

習

「自動詞・他動詞、使役、受身」の復習テストの間違い

の多い箇所を確認し、まとめの練習を行う

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｊ （リーズ大学交換留学）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

来日後は、対面授業：講義・演習

来日前は、リアルタイムon-line遠隔授業：講義・演習
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＜授業の目的＞

この科目は、母国での日本語初級文法を学習したことを

受け、引き続き、日本語中級文法の学習を行ない、それ

を身に付けるのが目的です。

難度が高くなるので、初級での勉強方法とは、少し、異

なった方法で進めます。

また、日本留学からの帰国後、無理なく、日本語学習が

続けられるように準備することも、目的としています。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報をも身に付けることも目的の一つです。

そして、日本語能力試験N3/N2レベルを受験する準備に

も役立ちます。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本語教育

を専門として修学・研究しており、卒業・修了後も外国

人日本語学習者への教育を行なってきました。特に、交

換留学生への教育には、30年の教授経験を有しています。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のことが出来るようになります。

①態度・習慣として、日本語中級文法を勉強するために、

学習スタイルを身に付けること。

②また、留学が終了し、帰国後も、引き続いて、本国で

の日本語学習が継続出来ること。

③知識・技能として、日本語を表現する場合、複数のバ

リエーションが扱えること。

④知識・技能として、相手や対象に応じて、適切に、日

本語が使い分けられること。

⑤知識・技能として、日本語の漢字語彙を広く身に付け

られ、使うことが出来ること。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験N3/N2

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法も整

理します。

それから、中級日本語文法で扱う教科書を使用して、授

業を進めます。

また、日本語能力試験対策に関しては、練習問題などを

利用します。

日々の授業では…。

①語彙の確認と適切な運用の提示

②文法項目の確認

③長文読解を実施後、内容把握

④事後整理としての確認作業…を行ないます。

また、毎回、小テストも実施します。

授業内で、質疑応答の時間を取り、対応します。

また、より深く対応するに当たり、授業の中で、改めて、

対応を指示します。

＜履修するにあたって＞

このクラスは、英国：リーズ大学からの交換留学生のた

めのクラスです。

授業に挑む前に、必ず、学習課の新出語彙を確認して来

て下さい。

また、文法項目なども、事前に把握しておくと、より余

裕を持って、授業に挑めます。

授業後は、語彙の把握に引き続き、関連語彙の整理も必

要となるでしょう。

授業には、必ず、辞書・筆記用具(黒・赤・青など)・ノ

ートを持参して下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で学習する課の新出語彙は、事前に、読み方や意味

などを確認しておいて下さい。
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新出語彙の確認には、課にもよりますが、1時間程度は、

必要になると思います。

また、学習した文型を確認したり、語彙の整理などをし

ながら、新しい知識を確実に身に付けて下さい。

文型・表現を確認するチェックシートを利用して、定着

を確認して下さい。

この作業にも、確実に、１時間程度は必要になると思い

ます。

＜提出課題など＞

初回授業で、レベルを判断してから、授業中に、指示を

します。

提出を受けた課題については、速やかに確認し、返却し

ます。

クラス授業以上に、質疑応答などの時間を充分に取り、

丁寧に対応します。

課題の提出の期限や方法に関しては、また、改めて、授

業の中で知らせます。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、以下のポイントから、総合的に判断します。

中間・修了テスト40％

課題遂行30％

復習小テスト30％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

・毎回、学習した語彙・文型を確認する復習小テストを

実施します。

・定期試験期間ではなく、授業内で、中間・修了テスト

を実施します。

・授業期間内に、日本語能力試験等の出題形式を提示し、

日本での受験形式にも慣れるようにします。

また、この授業は、対面で行ないます。

非登学の学生に対しては、個別に確認後、定期試験に代

わる方法を実施する場合もあります。

＜テキスト＞

使用テキストは、授業中にも、アナウンスします。

小柳昇他(2002)『ニューアプローチ中級日本語(基礎編)

改訂版』

2700円＋税金

ISBN-9784931615150

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラスで紹介・指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

レベルチェックを行ないます。

第2回　練習問題①

第1課　色のイメージ

比較に関する表現の整理を行ないます。

各国・各文化による色のイメージの違いについて、ディ

スカッションします。

第3回　練習問題②

第3課　不便な駐車場

程度や変化に関する表現を整理します。

便利さと対価について、話し合います。

第4回　練習問題③

第5課　タイムカプセル

伝聞に関する表現を整理します。

未来への提言について考えます。

第5回　練習問題④

会話文型・表現①

書き言葉だけではなく、話し言葉についても、知識を深

めます。

第6回　練習問題⑤

第7課　ギネスブックに挑戦

様子や推測に関する表現を整理します。

実際に、ギネスブックに挑戦してみます。

第7回　練習問題⑥

第9課　やる気

原因・理由に関する表現を整理します。

やる気を起こすために、何が必要かについてディスカッ

ションします。

第8回　練習問題⑦

第11課　いろいろな選択

中間テスト

様態の表現を整理します。

また、様子・状態を表現する方法を深めます。

前半部分の文型・表現整理のために、中間テストを行な

います。

漢字語彙の拡充のためにも、中間テストを利用して、学

習の機会として欲しいです。

第9回　練習問題⑧

第13課　子供の時の夢

程度・変化に関する表現について、より知識を深めます。

過去回想に関する表現も整理します。
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第10回　練習問題⑨

第15課　絵はがき

～富士登山～

伝聞に関する表現について、より、知識を深めます。

お土産に関する内容に相応しいハガキの書き方について、

話し合います。

第11回　練習問題⑩

第17課　トリックアート

様子や推量に関する表現について、知識を深めます。

トリックアートの実際についても、体験します。

第12回　練習問題⑪

第19課　素朴な疑問

原因・理由に関する表現について、知識を深めます。

考え方の違いについて、話し合います。

第13回　練習問題⑫

長文読解

学習した文型・表現を使って、長文読解を行ない、知識

の裏打ちを行ないます。

実力を確認する良い機会として欲しいです。

第14回　練習問題⑬

実践練習

学習した文型・表現が、身に付いているか、知識の裏打

ちがなされているか、実際の問題を使って、実力を確認

する機会です。

第15回　まとめ

後半部分を中心に、文型・表現整理のために、修了テス

トを行ないます。

漢字語彙の拡充のためにも、テストを利用して、学習の

機会として欲しいです。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｋ （評論文読解）

鈴木　庸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「演習」

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す「幅広い知識を活用してさ

まざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くこと

ができる」ようになることを目指す。

生教材を集めたテキストの読解を通じて、語彙、文法、

背景知識を増やし、専門科目の授業を受ける際に支障の

ない程度まで日本語の理解力を向上させることを目的と

する。

＜到達目標＞

1.評論文に特徴的に使われる語彙や文法に関する知識を

増やすことにより、評論文をより容易に読解することが

できる。(知識)

2.個別の評論文の書かれた時代背景・社会背景や筆者の

立場などを理解することにより、評論文をより正確に読

解することができる。(知識)

3.日本語で書かれた評論文に特有の構成を知ることによ

り、日本人の発想や日本語の論理をより的確に把握する

ことができる。(知識)

4.個別の評論文の内容について話し合い、それに対する

自分の見解をまとめて発表することができる。(技能)

＜授業の進め方＞

評論文を読み、個別の評論文の内容について話し合う。

評論文のテーマによって、内容の要約をしたり、自分の

意見をまとめたりして、提出する。

＜履修するにあたって＞

日常生活でも様々な文章を読む習慣をつけること。

＜授業時間外に必要な学修＞

評論文に関連する語彙の意味を調べて、背景となる知識

を得ておく。(予習：30分）

前回の授業内に書いて提出し、返却された要約文、意見

文などの教師や他の学生からのコメントを確認し、場合

によっては再修正する。（復習：30分）

＜提出課題など＞

授業内容をテーマにした文章作成の課題が6回課される。

課題は、翌週返却され、問題点等を確認し、テーマにつ

いてクラスで話し合った後、同じテーマで文章を作成し、

再提出する。

読解まとめのテスト

読解のテストの間違いが多い箇所、ポイントを確認し、

読解の総復習を行う。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題に対する評価(30％)、課題の修正に対する評価

(10％)、復習テスト(50％)授業中の態度、意欲、発言(1

0％)を成績評価とする。

それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

＜テキスト＞

『中上級者のための日本語読解ワークブック』(2011)

目黒真美 ア ルク 2,400円

『上級者のための日本語読解ワークブック』(2010) 目

黒真美 アルク 2,400円

この授業のテキストは、第１回の授業を受ける前に購入

しないこと。第１回の授業でテキストについて詳しく説

明するので、その説明を受け内容を理解してから、改め

て購入するようにしてほしい。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

日本語の読解①現代の日本人の行動

後期の授業? 法について説明する。

日本人の行動様式「ウチとソトとヨソ」『敬語で説く日

本の平等・不平等』を読み、敬語と現代日本人の行動様

式について考える

現代社会で良好な人間関係を築くには、何が重要かを考

える
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第2回　日本語の読解②異文化理解

「文化の多様性」」『生きる意味』を読み、多様な文化

と「生きる意味」について考える

グローバリゼーションと異文化理解の関係について話し

合う

「文化の多様性」について考えたことを200字程度にま

とめ、提出する

第3回　日本語の読解③環境意識

「森林を守った縄文人」『都市と日本人』を読み、日本

で本格的な農耕が行われなかった理由と縄文時代の環境

意識がどのようなものだったかを考える

第4回　日本語の読解④リサイクル社会

「リサイクル社会」『リサイクル社会への道』を読み、

リサイクル社会を築くにはどのような課題があるのかを

考える

リサイクル社会を築くために、一人一人ができることは

どのようなことかを200字でまとめ、提出する

第5回　日本語の読解⑤生命と倫理

「手塚治虫の『火の鳥』」『街場の現代思想』を読み、

手塚治虫の考えた逆説的な「生きる意味」とは何かを考

える

この文章を読んで感じたこと、考えたことを200字程度

にまとめ、提出する

第6回　日本語の読解⑥日本人の行動様式

「赤信号、みんなで渡れば怖くない」『「みんな」のバ

カ！無責任になる構造』を読み、日本人の行動様式と「

みんな」の二つの意味について考える

第7回　日本語の読解⑦異文化理解

「異文化の狭間で生きる」『異文化理解』を読み、「文

化」の捉え方、「自文化」と「異文化」の関係について

考える

第8回　日本語の読解⑧文化と行動パターン

「日本人の行動パターン」朝日新聞を読み、文化と人の

行動パターンの関係について考える

行動パターンについて、200字程度にまとめ、提出する

第9回　日本語の読解⑨環境と人間

「環境問題の発端」『いちばん大事なこと』を読み、環

境問題の歴史について考える

都市化と森林伐採について、自国と他の国を比較し話し

合う

第10回　日本語の読解⑩自然のシステム

「日本最後のトキ」『いちばん大事なこと』を読み、自

然というシステムについて考える

「生物多様性の意義」について、100字程度でまとめ、

提出する

第11回　日本語の読解⑪ITと情報社会

「○×式の弊害」『父の失恋娘の結婚　べそっかきの幸

福そうな顔』を読んで、この文章で筆者が言いたいこと

を考える。

第12回　日本語の読解⑫教育と学び

「固定観念」『ジョークとトリック』を読み、人の物事

のとらえ方や認識について考える

固定観念をテーマに自分の体験を話し合う

第13回　日本語の読解⑬現代の社会

「貧困の定義」『現代社会の理論』を読み、所得だけで

は測れない貧困の概念と現代社会の幸福について話し合

う

「現代社会の幸福」について、200字程度にまとめ、提

出する

第14回　まとめの復習テスト

読解のまとめの復習テストを行う

第15回　読解のまとめの練習

まとめの復習テストの間違いが多い箇所を確認し、読解

のまとめの練習を行う

「現代社会と幸福」の修正文を作成し、提出する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｋ （リーズ大学交換留学）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

来日後は、対面授業：講義・演習

来日前は、リアルタイムon-line遠隔授業：講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、母国での日本語初級文法を学習したことを

受け、引き続き、日本語中級文法の学習を行ない、それ

を身に付けるのが目的です。

難度が高くなるので、初級での勉強方法とは、少し、異

なった方法で進めます。

また、日本留学からの帰国後、無理なく、日本語学習が

続けられるように準備することも、目的としています。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報をも身に付けることも目的の一つです。

そして、日本語能力試験N3/N2レベルを受験する準備に

も役立ちます。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ
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れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本語教育

を専門として修学・研究しており、卒業・修了後も外国

人日本語学習者への教育を行なってきました。特に、交

換留学生への教育には、30年の教授経験を有しています。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のことが出来るようになります。

①態度・習慣として、日本語中級文法を勉強するために、

学習スタイルを身に付けること。

②また、留学が終了し、帰国後も、引き続いて、本国で

の日本語学習が継続出来ること。

③知識・技能として、日本語を表現する場合、複数のバ

リエーションが扱えること。

④知識・技能として、相手や対象に応じて、適切に、日

本語が使い分けられること。

⑤知識・技能として、日本語の漢字語彙を広く身に付け

られ、使うことが出来ること。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験N3/N2

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法も整

理します。

それから、中級日本語文法で扱う教科書を使用して、授

業を進めます。

また、日本語能力試験対策に関しては、練習問題などを

利用します。

日々の授業では…。

①語彙の確認と適切な運用の提示

②文法項目の確認

③長文読解を実施後、内容把握

④事後整理としての確認作業…を行ないます。

また、毎回、小テストも実施します。

授業内で、質疑応答の時間を取り、対応します。

また、より深く対応するに当たり、授業の中で、改めて、

対応を指示します。

＜履修するにあたって＞

このクラスは、英国：リーズ大学からの交換留学生のた

めのクラスです。

授業に挑む前に、必ず、学習課の新出語彙を確認して来

て下さい。

また、文法項目なども、事前に把握しておくと、より余

裕を持って、授業に挑めます。

授業後は、語彙の把握に引き続き、関連語彙の整理も必

要となるでしょう。

授業には、必ず、辞書・筆記用具(黒・赤・青など)・ノ

ートを持参して下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で学習する課の新出語彙は、事前に、読み方や意味

などを確認しておいて下さい。

新出語彙の確認には、課にもよりますが、1時間程度は、

必要になると思います。

また、学習した文型を確認したり、語彙の整理などをし

ながら、新しい知識を確実に身に付けて下さい。

文型・表現を確認するチェックシートを利用して、定着

を確認して下さい。

この作業にも、確実に、１時間程度は必要になると思い

ます。

＜提出課題など＞

初回授業で、レベルを判断してから、授業中に、指示を

します。

提出を受けた課題については、速やかに確認し、返却し

ます。

クラス授業以上に、質疑応答などの時間を充分に取り、
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丁寧に対応します。

課題の提出の期限や方法に関しては、また、改めて、授

業の中で知らせます。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、以下のポイントから、総合的に判断します。

中間・修了テスト40％

課題遂行30％

復習小テスト30％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

・毎回、学習した語彙・文型を確認する復習小テストを

実施します。

・定期試験期間ではなく、授業内で、中間・修了テスト

を実施します。

・授業期間内に、日本語能力試験等の出題形式を提示し、

日本での受験形式にも慣れるようにします。

また、この授業は、対面で行ないます。

非登学の学生に対しては、個別に確認後、定期試験に代

わる方法を実施する場合もあります。

＜テキスト＞

使用テキストは、授業中にも、アナウンスします。

小柳昇他(2002)『ニューアプローチ中級日本語(基礎編)

改訂版』

2700円＋税金

ISBN-9784931615150

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラスで紹介・指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

レベルチェックを行ないます。

第2回　練習問題①

第1課　色のイメージ

比較に関する表現の整理を行ないます。

各国・各文化による色のイメージの違いについて、ディ

スカッションします。

第3回　練習問題②

第3課　不便な駐車場

程度や変化に関する表現を整理します。

便利さと対価について、話し合います。

第4回　練習問題③

第5課　タイムカプセル

伝聞に関する表現を整理します。

未来への提言について考えます。

第5回　練習問題④

会話文型・表現①

書き言葉だけではなく、話し言葉についても、知識を深

めます。

第6回　練習問題⑤

第7課　ギネスブックに挑戦

様子や推測に関する表現を整理します。

実際に、ギネスブックに挑戦してみます。

第7回　練習問題⑥

第9課　やる気

原因・理由に関する表現を整理します。

やる気を起こすために、何が必要かについてディスカッ

ションします。

第8回　練習問題⑦

第11課　いろいろな選択

中間テスト

様態の表現を整理します。

また、様子・状態を表現する方法を深めます。

前半部分の文型・表現整理のために、中間テストを行な

います。

漢字語彙の拡充のためにも、中間テストを利用して、学

習の機会として欲しいです。

第9回　練習問題⑧

第13課　子供の時の夢

程度・変化に関する表現について、より知識を深めます。

過去回想に関する表現も整理します。

第10回　練習問題⑨

第15課　絵はがき

～富士登山～

伝聞に関する表現について、より、知識を深めます。

お土産に関する内容に相応しいハガキの書き方について、

話し合います。

第11回　練習問題⑩

第17課　トリックアート

様子や推量に関する表現について、知識を深めます。

トリックアートの実際についても、体験します。

第12回　練習問題⑪

第19課　素朴な疑問

原因・理由に関する表現について、知識を深めます。

考え方の違いについて、話し合います。

第13回　練習問題⑫

長文読解

学習した文型・表現を使って、長文読解を行ない、知識

の裏打ちを行ないます。
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実力を確認する良い機会として欲しいです。

第14回　練習問題⑬

実践練習

学習した文型・表現が、身に付いているか、知識の裏打

ちがなされているか、実際の問題を使って、実力を確認

する機会です。

第15回　まとめ

後半部分を中心に、文型・表現整理のために、修了テス

トを行ないます。

漢字語彙の拡充のためにも、テストを利用して、学習の

機会として欲しいです。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

日本語Ｌ （長文作文）

鈴木　庸子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「演習」

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す「専門分野に高い関心を持

ち、専門領域の課題を考察し、解決するための知識や技

能を身につけている」ことを目指す。

長文作成の準備として、引用の仕方や要約の技術などに

対する基礎知識を深めた後、自らテーマを決めて、長文

作成を行うことを目的とする。

＜到達目標＞

1.長文を作成するための基礎的な技能を身につけること

により、長文を作成することができる。（知識・技能）

2.長文を作成のために情報を収集する仕方を身につける

と共に、得た情報を文章の中で適切に提示することがで

きる。（知識・技能）

3.新聞やインターネットなどの媒体から長文を作成する

ために必要な情報を選んで収集することができる。（知

識・技能）

＜授業の進め方＞

前半は、要約、引用など文章を書く練習をし、長文作成

のために、アウトライン、序論、本論、結論の構成で書

く練習をする。

後半は決められたテーマをもとに、各自が長文を作成す

る。

＜授業時間外に必要な学修＞

与えられたテーマに関連する新聞の記事・インターネッ

ト上の情報や書籍に当たり、長文を作成するために必要

な情報や資料を得ておく。(予習：60分)

授業で指摘を受けた自分の文章を修正する。(復習：60

分)修正した文章は、次回の授業で再度提出する。

＜提出課題など＞

長文のアウトラインや長文の序論・本論・結論を提出す

ることを課題とする。

一つの長文を作成する各段階で提出した課題は、教員が

問題点を指摘し、コメントを付けて返却するので、問題

点を共有した後、修正文を作成し、提出する。

各段階で提出した課題や課題修正、完成させて提出した

長文の最終稿は、成績評価の基準に則して評価する。

＜成績評価方法・基準＞

最終提出の課題長文(50％)、各回での提出課題(30％)、

課題修正(10％)、授業中の態度、意欲、発言(10％）で

評価する。

それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従う。

＜テキスト＞

『留学生のための論理的な文章の書き方』(2003) 二通

信子 スリーエーネットワーク 1,400円

『大学で学ぶための日本語ライティング』(2006) 藤尾

喜代子他 旺文社 1,800円

この授業のテキストは、第１回の授業を受ける前に購入

しないこと。第１回の授業でテキストについて詳しく説

明するので、その説明を受け内容を理解してから、改め

て購入するようにしてほしい。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

後期の授業? 法について説明する。

第2回　長文作成の準備①引用

引用の種類、引用に使われる表現・文型、出典の出し方

を学ぶ

第3回　長文作成の準備②要約

要約の方法を学び、課題文を100字程度で要約する

第4回　長文作成の準備③事実文と意見文

事実文と意見文の違いを学び、課題文の事実と意見を分

ける練習をする

第5回　長文作成の準備④図表の説明

提示した図表を説明する文型表現を学び、課題の図表を

分析し、説明する文を書く

第6回　長文作成の準備⑤変化、比較の形容

変化、比較を説明する文型、表現を学び、課題資料（図

表）の変化、比較を分析し、説明する文を書く

第7回　長文作成①テーマの決定と資料検索

長文のテーマを決定する

資料検索のにはどのような方法があるかを学ぶ

第8回　長文作成②序論の作成

序論はどのような構成と展開になっているのかを学ぶ

序論を作成する

第9回　長文作成③本論の構成要素

本論の構成は、長文作成の準備で学んだ要素がどのよう

に使われているかを学ぶ

本論を作成する

第10回　長文

作成④本論の作成

本論を作成する

第11回　論文作成⑤序論、本論の提出
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本論を作成する

序論、本論を見直し、修正後提出する

第12回　長文作成⑥中間発表

作成した長文の中間発表発表を行い、修正点を確認する

第13回　長文作成⑦

序論の修正

序論、本論の修正を行う

第14回　長文作成⑧本論の修正

序論本論の修正を基に、まとめ(結論部）を作成する

第15回　長文作成⑨長文作成の完成

帰結、まとめ、添付資料等を確認し、長文(2000字～400

0字）を完成させる

作成した長文を提出する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

日本語Ｌ （リーズ大学交換留学）

金澤　協子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

来日後は、対面授業：講義・演習

来日前は、リアルタイムon-line遠隔授業：講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、母国での日本語初級文法を学習したことを

受け、引き続き、日本語中級文法の学習を行ない、それ

を身に付けるのが目的です。

難度が高くなるので、初級での勉強方法とは、少し、異

なった方法で進めます。

また、日本留学からの帰国後、無理なく、日本語学習が

続けられるように準備することも、目的としています。

もちろん、神戸学院大学の交換留学生として、必要な知

識や情報をも身に付けることも目的の一つです。

そして、日本語能力試験N3/N2レベルを受験する準備に

も役立ちます。

この授業を履修することで、神戸学院大学の全学ディプ

ロマ・ポリシーに掲げられている以下のことが出来るよ

うになります。

①幅広い知識を活用して、さまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くこと

②自分の意見を口頭や文章によって表現し、相手の意見

を理解することで、良好なコミュニケーションを取るこ

と

③獲得した知識や技術を活用して、国内外において、価

値観や意見の異なる多様な人と議論し、学びを深め、協

同し、社会に役立てること

この科目の担当者は、学部・大学院ともに、日本語教育

を専門として修学・研究しており、卒業・修了後も外国

人日本語学習者への教育を行なってきました。特に、交

換留学生への教育には、30年の教授経験を有しています。

そして、日本語教育関係の研究会の役員として、会を運

営する実務にも対応しています。

また、日本語教師養成講座の開講・運営にも携わってお

り、実務経験のある教員として、日本語学習に不具合が

生じた場合、多角的で具体的なアドバイスを行なうこと

が出来ます。

＜到達目標＞

この授業を受けると、次のことが出来るようになります。

①態度・習慣として、日本語中級文法を勉強するために、

学習スタイルを身に付けること。

②また、留学が終了し、帰国後も、引き続いて、本国で

の日本語学習が継続出来ること。

③知識・技能として、日本語を表現する場合、複数のバ

リエーションが扱えること。

④知識・技能として、相手や対象に応じて、適切に、日

本語が使い分けられること。

⑤知識・技能として、日本語の漢字語彙を広く身に付け

られ、使うことが出来ること。

＜授業のキーワード＞

初級日本語文法整理

中級日本語

日本語能力試験N3/N2

＜授業の進め方＞

まず、第一回目の授業で、日本語能力のレベルチェック

を行ないます。

初級日本語文法の整理は、教科書を利用します。

そして、初級日本語文法で、習得しておくべき文法も整

理します。

それから、中級日本語文法で扱う教科書を使用して、授

業を進めます。

また、日本語能力試験対策に関しては、練習問題などを

利用します。

日々の授業では…。

①語彙の確認と適切な運用の提示

②文法項目の確認

③長文読解を実施後、内容把握

④事後整理としての確認作業…を行ないます。

また、毎回、小テストも実施します。
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授業内で、質疑応答の時間を取り、対応します。

また、より深く対応するに当たり、授業の中で、改めて、

対応を指示します。

＜履修するにあたって＞

このクラスは、英国：リーズ大学からの交換留学生のた

めのクラスです。

授業に挑む前に、必ず、学習課の新出語彙を確認して来

て下さい。

また、文法項目なども、事前に把握しておくと、より余

裕を持って、授業に挑めます。

授業後は、語彙の把握に引き続き、関連語彙の整理も必

要となるでしょう。

授業には、必ず、辞書・筆記用具(黒・赤・青など)・ノ

ートを持参して下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で学習する課の新出語彙は、事前に、読み方や意味

などを確認しておいて下さい。

新出語彙の確認には、課にもよりますが、1時間程度は、

必要になると思います。

また、学習した文型を確認したり、語彙の整理などをし

ながら、新しい知識を確実に身に付けて下さい。

文型・表現を確認するチェックシートを利用して、定着

を確認して下さい。

この作業にも、確実に、１時間程度は必要になると思い

ます。

＜提出課題など＞

初回授業で、レベルを判断してから、授業中に、指示を

します。

提出を受けた課題については、速やかに確認し、返却し

ます。

クラス授業以上に、質疑応答などの時間を充分に取り、

丁寧に対応します。

課題の提出の期限や方法に関しては、また、改めて、授

業の中で知らせます。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、以下のポイントから、総合的に判断します。

中間・修了テスト40％

課題遂行30％

復習小テスト30％

それぞれに対する評価基準は、到達目標に従います。

・毎回、学習した語彙・文型を確認する復習小テストを

実施します。

・定期試験期間ではなく、授業内で、中間・修了テスト

を実施します。

・授業期間内に、日本語能力試験等の出題形式を提示し、

日本での受験形式にも慣れるようにします。

また、この授業は、対面で行ないます。

非登学の学生に対しては、個別に確認後、定期試験に代

わる方法を実施する場合もあります。

＜テキスト＞

使用テキストは、授業中にも、アナウンスします。

小柳昇他(2002)『ニューアプローチ中級日本語(基礎編)

改訂版』

2700円＋税金

ISBN-9784931615150

＜参考図書＞

レベルチェックをした後に、クラスで紹介・指示します。

受講者の要望に応じた参考図書を紹介します。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

レベルチェックを行ないます。

第2回　練習問題①

第1課　色のイメージ

比較に関する表現の整理を行ないます。

各国・各文化による色のイメージの違いについて、ディ

スカッションします。

第3回　練習問題②

第3課　不便な駐車場

程度や変化に関する表現を整理します。

便利さと対価について、話し合います。

第4回　練習問題③

第5課　タイムカプセル

伝聞に関する表現を整理します。

未来への提言について考えます。

第5回　練習問題④

会話文型・表現①

書き言葉だけではなく、話し言葉についても、知識を深

めます。

第6回　練習問題⑤
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第7課　ギネスブックに挑戦

様子や推測に関する表現を整理します。

実際に、ギネスブックに挑戦してみます。

第7回　練習問題⑥

第9課　やる気

原因・理由に関する表現を整理します。

やる気を起こすために、何が必要かについてディスカッ

ションします。

第8回　練習問題⑦

第11課　いろいろな選択

中間テスト

様態の表現を整理します。

また、様子・状態を表現する方法を深めます。

前半部分の文型・表現整理のために、中間テストを行な

います。

漢字語彙の拡充のためにも、中間テストを利用して、学

習の機会として欲しいです。

第9回　練習問題⑧

第13課　子供の時の夢

程度・変化に関する表現について、より知識を深めます。

過去回想に関する表現も整理します。

第10回　練習問題⑨

第15課　絵はがき

～富士登山～

伝聞に関する表現について、より、知識を深めます。

お土産に関する内容に相応しいハガキの書き方について、

話し合います。

第11回　練習問題⑩

第17課　トリックアート

様子や推量に関する表現について、知識を深めます。

トリックアートの実際についても、体験します。

第12回　練習問題⑪

第19課　素朴な疑問

原因・理由に関する表現について、知識を深めます。

考え方の違いについて、話し合います。

第13回　練習問題⑫

長文読解

学習した文型・表現を使って、長文読解を行ない、知識

の裏打ちを行ないます。

実力を確認する良い機会として欲しいです。

第14回　練習問題⑬

実践練習

学習した文型・表現が、身に付いているか、知識の裏打

ちがなされているか、実際の問題を使って、実力を確認

する機会です。

第15回　まとめ

後半部分を中心に、文型・表現整理のために、修了テス

トを行ないます。

漢字語彙の拡充のためにも、テストを利用して、学習の

機会として欲しいです。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

日本と世界の民族音楽

上畑　史

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業は、日本を含めた世界の諸民族の音楽と、音楽

研究についての基礎的な知識を習得し、それにより社会

的・文化的な多様性を尊重する態度や、自己と他者との

相互理解を促す意識を養うことを目的としています。ま

た、履修者の積極的な参加により、読解力、思考力、コ

ミュニケーション力を習得することも目指しています。

　この授業では、一定の社会・集団に根ざす音楽を広く

民族音楽として捉えます。その意味では、民族音楽学と

は、扱う音楽そのものよりも、それをどう考えるかとい

う考え方に関わる学問といえます。たとえば西欧の国民

的なクラシック音楽作品、日本の演歌、韓国のK-popな

ども民族音楽の範疇に入れて扱うことができます。こう

した民族音楽の聴取は、個人的な体験でありながら、世

界や社会や他者を理解する行為でもあります。なぜなら

民族音楽は、世界・社会を取り巻く諸問題や人々のアイ

デンティティと結びついて成立・展開しているからです。

　以上を踏まえて、本科目は3つの段階に沿って進めま

す。①まず、民族音楽学の意義や民族音楽の在り方を学

びます。②そして、民族音楽を考察・分析する視点と、

「フィールドワーク」と呼ばれる調査方法とを習得しま

す。③さらに、そうした視点・方法が音楽調査・研究の

実践に、どう活かされているかを学習します。最終的に、

以上の３段階を通じて得られた知識を活かしながら、履

修者は、自らが関心のある音楽についての「調査研究計

画」をレポートとして作成します。

＜到達目標＞

・講義を通じて、音楽そのものに加え、世界や社会や他

者への関心をもち、それらへの理解を深める教養・視点

・思考を身につけることができる。

・講義でのコミュニケーションや対話を通じて、他者の

考えを理解した上で、自分の考えを表現することができ

る。

・自分の関心に従ってフィールドワークの計画を適切に

立てることができるようになる。

＜授業のキーワード＞

民族音楽、民俗音楽、ポピュラー音楽、フィールドワー

ク、セルビア、旧ユーゴスラヴィア、バルカン、東欧

＜授業の進め方＞

教員による講義を基本としますが、中盤の授業は、履修
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者（3 ? 5名程度のグループ）によるテキスト読解・発表

に基づいて進めます。

＜履修するにあたって＞

特になし　※音楽の専門知識は必要ありません。

＜授業時間外に必要な学修＞

1週間に1時間程度

＜提出課題など＞

全授業後、履修者全員にレポートとして「音楽の調査研

究計画」を作成・提出してもらいます。自分の関心のあ

る音楽について、授業で学んだ研究の視点・フィールド

ワークの手法を用いた調査の計画を立ててください。（

※新型ウィルス感染の懸念があるため、実際に調査活動

をしてもらうわけではありません。）「音楽の調査研究

計画」の詳しい作成方法や締切等については、授業のな

かで説明・指示します。

＜成績評価方法・基準＞

・授業の理解度50%（※毎回の授業後に履修者に書いて

もらうコメントで理解度を測ります。）

・レポート 50％

＜テキスト＞

次のテキストを使用します。※購入不要。教員が準備し

ます。

・岸政彦・石岡丈昇・丸山里美。『質的社会調査の方法

　　他者の合理性の理解社会学』。有斐閣、2016年。

＜参考図書＞

・櫻井哲男・水野信男編。『諸民族の音楽を学ぶ人のた

めに』。世界思想社、2005年。

・根岸一美・三浦信一郎編。『音楽学を学ぶ人のために

』。世界思想社、2003年。

※いずれも購入は不要ですが、予め読んでおくことを推

奨します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の趣旨・全体の流れについて（教員による講義）

第2回　民族音楽／民族音楽学とはなにか

民族音楽／民族音楽学の概念・射程について学ぶ（教員

による講義）

第3回　民族音楽の調査・研究方法

民族音楽を調査・研究する方法について包括的に学ぶ（

教員による講義）

第4回

フィールドワークについて①

フィールドワークとは何か、その方法論を学ぶ（履修者

によるテキスト読解・発表と、教員による講義）

第5回　フィールドワークについて②

フィールドワークのための事前準備について学ぶ（履修

者によるテキスト読解・発表と、教員による講義）

第6回　フィールドワークについて③

フィールドワークの実践方法について学ぶ（履修者によ

るテキスト読解・発表と、教員による講義）

第7回　フィールドワークについて④

フィールドワークで得られた調査結果のまとめ方を学ぶ

（教員による講義）

第8回　参与観察について①

フィールドワークにおける参与観察の意義について学ぶ

（履修者によるテキスト読解・発表と、教員による講義

）

第9回　参与観察について②

参与観察を通じて、研究における「問い」をどのように

設定するかを学ぶ（教員による講義）

第10回　インタヴュー（生活史調査）について①

フィールドワークにおけるインタヴュー（生活史調査）

の意義について学ぶ（履修者によるテキスト読解・発表

と、教員による講義）

第11回　インタヴュー（生活史調査）について②

フィールドワークにおけるインタヴュー（生活史調査）

の実践方法について学ぶ（履修者によるテキスト読解・

発表と、教員による講義）

第12回　「音楽の調査研究計画」について

11回までの授業で学んだ知識を、履修者が全授業後に提

出する「音楽の調査研究計画」にどのように活かすのか

を学ぶ（教員による講義）

第13回　民族音楽研究のケース・スタディ①

第11回までの授業で学んだ調査・研究方法が、日本や世

界の民族音楽調査・研究において、実際にどう採用され

ているのかを学ぶ（教員による講義）

第14回　民族音楽研究のケース・スタディ②

第11回までの授業で学んだ調査・研究方法が、日本や世

界の民族音楽調査・研究において、実際にどう採用され

ているのかを学ぶ（教員による講義）

第15回　まとめ

これまでの講義を総括する（教員による講義）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

日本と東洋の美術

木村　朱晶、知念　理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

スライドプロジェクターを用いた対面での講義

＜授業の目的＞

本科目では、日本、および東洋の古美術作品について、

その造形を読み解くための基礎的なアプローチを学びま

す。作品の様式的な特徴、及び主題の成立や作家の動向

を時代的な思潮の変化と関係づけ、その史的価値を見定

める視点の獲得を目指します。それとともに、これら学

修を通じて豊かな人間性や社会性を涵養してゆきます。
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また、本科目担当者は、博物館・美術館施設で学芸員と

して豊富な実務を経験している教員であることから、文

化財の保存と公開、継承と移動という観点から、古美術

作品と現代に生きる我々との接点に実践的な気づきを与

えます。

＜到達目標＞

１．日本、および東洋の美術史をはじめ、文化史全般に

関する基礎知識を習得する。（知識）

２．美術作品の造形的な特徴の観察力、及び近代（明治

時代）以前の日本人が共有していた伝統的な視覚イメー

ジへの理解力を高める。（技能）

３．自国の美術作品（造形的アイデンティティ）が有す

る普遍的な価値を、グローバルな視点から再発見できる

感覚を養う。（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

絵巻　　近世絵画　　在外日本美術

＜授業の進め方＞

授業各回ごとに、日本・東洋の古美術作品からメインと

なる作品・作家をとりあげ、スライド（作品画像）を用

いた解説を中心とする講義を全15回行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業についての復習。授業内で紹介する美術館や博物館、

展覧会などに積極的に足を運ぶことを推奨します。強制

ではありませんが、実際に作品を見ることによって、よ

り理解が深まります。

＜成績評価方法・基準＞

対面授業の場合、毎回実施するミニレポート（30%・授

業への参加態度・授業内容の理解度・問題意識の有無）、

小テスト（授業内で２回・70%・授業内容の理解度）か

ら成績評価します。小テストは前半（８回）および後半

（７回）の授業内で各１回ずつ、合計２回実施します。

オンライン授業の場合は、毎回のミニレポートと課題（

２回）から総合的に判断し評価します。

＜授業計画＞

第1回（木村）　絵巻とは　鳥獣人物戯画

絵巻の基礎知識（形状・鑑賞方法など）　絵にみる文化

について知る

第2回（木村）　信貴山縁起絵巻

朝護孫子寺ゆかりの僧・命蓮についての説話絵巻をみる

第3回（木村）　伴大納言絵巻

応天門炎上事件を元にした説話絵巻をみる

第4回（木村）　源氏物語絵巻

文学を元にした絵巻をみる：紫式部「源氏物語」

第5回（木村）　伊勢物語絵巻

文学を元にした絵巻をみる：「伊勢物語」

第6回（木村）　吉備大臣入唐絵巻

遣唐使・吉備真備の説話を元にした絵巻をみる

第7回（木村）　地獄草紙・餓鬼草紙

六道思想をテーマとする絵巻をみる

第8回（木村）　蒙古襲来絵詞

元寇についての史実を元にした絵巻をみる

第9回（知念）　禅宗と美術

雪舟ら禅僧画家の活躍と、中国・朝鮮から流入した唐物

飾りの美をみる

第10回（知念）　神々の美術

一般に広く知られた天神と住吉神を中心に、その信仰を

めぐる美術をみる

第11回（知念）　豊臣の美術

狩野派、長谷川派の大画面障壁画など、豊臣氏ゆかりの

桃山美術をみる

第12回（知念）　近世やまと絵

近世やまと絵の二大流派である土佐派と住吉派の絵師、

制作主題をみる

第13回（知念）　琳派-伝統と創造

光悦・宗達から光琳・乾山、抱一・其一へと展開した装

飾美の系譜をみる

第14回（知念）　写生・奇想・清雅

応挙、若冲ら百花繚乱を呈した近世京都画壇における個

性の開花をみる

第15回（知念）　在外日本・東洋の美術

ボストン美術館ほかアメリカに渡った日本・東洋美術の

国宝級名品をみる

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

日本と東洋の美術

海原　靖子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義）

＜授業の目的＞

古美術作品を考察することは、今の私たち自身の文化を

再認識し、また豊かなものにする力を持っています。こ

の授業では現在「伝統」・「古典」とみえる主に東洋古

美術品を軸にして、美術品とそれを生み出してきた時代

と思想などを認識します。（DP1-①）作品から垣間見え

てくる文化そのものを探ってみましょう。（ＤＰ２-④

）

学修を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社

会性を涵養していきます。

＜到達目標＞

東洋美術・工芸品の素材・技術を軸に美術とその時代の

人びとの思想・文化との関係を捉えます。また、東洋美

術作品を考察し、イメージとその意味を捉えます。

＜授業のキーワード＞

東洋美術・工芸史、文化史

＜授業の進め方＞

この授業では、画像による解説や観察・考察を中心とし

ます。またその主な対象となるのは、近代以前の東洋古

美術です。授業内容の理解度を確認するためにも、「授
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業後レポート」や「確認プリント」の提出を求めます。

(DP3-①）履修人数によっては提出回数と提出日の調整

を行います。また必要があると判断する場合は、次回以

降、補習に時間を割くこともあります。

＜履修するにあたって＞

この授業では、東洋古美術を中心に授業を行います。出

来るだけ授業で紹介する美術展示をみたり、授業で取り

上げる作品の類例などを調べてみるようにして下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

該当する作品などを所蔵する美術館・博物館、あるいは

展覧会を紹介します。実物により感得したことが授業の

理解に繋がります(DP1-②）ので、できるだけ自発的に

見学するようにしてください。また東洋古美術の素材や

技術を表わす用語や作品名称などは復習（１時間ほど）

しておきましょう。

＜提出課題など＞

「授業後レポート」や「確認プリント」（１、もしくは

2回）を行い、その都度提出となります。レポートなど

によって、疑問点や理解度をはかりながら授業を進めま

す。また「授業後レポート」とその内容（5段階評価）

・「確認プリント」・「課題レポート」提出物などによ

って総合的に成績の判断とします。

＜成績評価方法・基準＞

「授業後レポート」・「確認プリント」・「課題レポー

ト」など(都度授業後提出）の内容（5段階評価）によっ

て総合的に判断します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス　はじめに

ガイダンス

第2回　素材・技法からみる文化１

まずは美術作品の素材、技術について考察し、その文化

を確認していきましょう。あわせて、その形や装飾文様

の特徴なども捉えていきます。

第3回　素材・技法からみる文化2

＜講義テーマ（素材と技法）＞:金属器（金・銀・銅）1

第4回　素材・技法からみる文化3

＜講義テーマ（素材と技法）＞:金属器（金・銀・銅）2

第5回　素材・技法からみる文化4

＜講義テーマ（素材・技法・文化）＞:陶磁器(中国陶磁

史)1　　漢時代までの陶磁器と文化

第6回　素材・技法からみる文化5

＜講義テーマ（素材・技法・文化）＞:陶磁器(中国陶磁

史)2　唐時代の陶磁器と文化

第7回　素材・技法からみる文化6

＜講義テーマ（素材・技法・文化）＞:陶磁器(中国陶磁

史)3　宋時代の陶磁器と文化

第8回　素材・技法からみる文化7

＜講義テーマ（素材・技法・文化）＞:木製・漆工芸

第9回　素材・技法からみる文化8

＜講義テーマ（素材・技法・文化）＞:紙・絹

第10回　素材・技法からみる文化9

＜講義テーマ（素材・技法・文化）＞:墨・顔料・染料

第11回　復習/描かれた時代１

＜復習と応用＞

・前半最後に進度によってはここまでの内容を問う「確

認プリント」を行う場合があります。

東洋絵画作品を課題に、これまで学んだ素材・技術と時

代背景に基づき、時代性や価値観、製作の意図など、人

びとの意識を考察してみます。これまでみてきた学んで

きた美術工芸作品やその装飾・文様についても振り返っ

てみましょう。

第12回　描かれた時代２

＜講義テーマ：時代を語るもの１（絵画のなかの「美術

品」古代）

第13回　描かれた時代3

＜講義テーマ：時代を語るもの２（絵画のなかの「美術

品」中世）

第14回　描かれた時代4

＜講義テーマ：時代をかたるもの３（絵画のなかの「美

術品」近世）

第15回　終わりに：＜復習＞現在の文化と古典・古美術

終わりに：現在の私たちの生活に遺る古典や文化を例に

学習内容を確認してみます。

（復習として、13～15回の間に「確認プリント」を行う

場合があります。）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

日本の歴史と文化Ⅱ

用田　政晴

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

本科目は、講義を中心に、原則として対面授業で進めま

す。講義での意見や質問については、授業の場で可能な

限り対応します。

【注意】コロナ禍の状況、あるいは受講者数等によって

は、授業の方法・内容ともに今後変更の可能性がありま

す。その場合は、掲示・dotCampas・メール等でお知ら

せします。

＜授業の目的＞

本科目は、本学の共通教育センターがめざす、学生の「

到達目標」に掲げられているように、受講生個々人が、

①文化・社会・自然に関して広く豊かな知識を備えてい

る　②学修した知識・技能を活用して社会と交わり、新

しい価値を創造する　③生涯にわたって自発的に学び続
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けていく、および④高い倫理観・責任感を持って社会に

貢献することができることをめざしています。

　なお、「共通教育科目」とは、学部教育の基礎となる

技能、専門を超えて将来社会人として必要とされる基礎

的な思考力や基礎的な実践能力を育くむための科目群で

す。

　本科目は、主題を『考古学入門』とする共通教育科目

群の一つです。

　この授業では、考古学の歴史や方法論、遺跡保存と歴

史教育、各時代ごとの主要な課題を通じて日本の歴史と

文化の一端を学ぼうとするものであり、広くアジアから

の視点でも日本列島の歴史と文化を評価していく必要性

も説く予定です。

　なお、講義者は博物館に26年間勤務した実務経験のあ

る教員であり、県史編纂事業や文化財保護行政などに関

わった期間を加えると40年以上の考古学研究やその関連

調査に従事してきました。講義ではそうした博物館や研

究活動で得られた知識・体験等も交えて話をする予定で

す。

＜到達目標＞

(1)考古学とは何か、その方法論はどのようなものかを

説明できる（知識）

(2)日本考古学の現状と課題を理解し、関連諸科学とア

ジアの歴史についての基礎を知る（知識）

(3)歴史と文化をテーマにした文章（レポート）を論理

的に、かつ正しく書くことができる（知識・技能）

(4)歴史を学び、自分の将来像を描いてそれに向かって

行動できる（企画・計画力）

(5) これからの社会を支える人としての基本的な歴史の

知識や社会生活での態度を育てる（習慣）

＜授業のキーワード＞

考古学　埋蔵文化財　遺跡　遺物　保護

＜授業の進め方＞

本科目は、講義を中心に進めます。受講者が講義の中で

わからなかった点については、その場の授業で講師が必

要に応じて解説します。

　初回授業では、考古学をテーマとする本講義の全体像

を把握するためのオリエンテーション等を行います。

　第2回から第6回の講義では、日本考古学の現状、方法

論、学史と時代区分、歴史教育など、第7回以降は各時

代ごとの主要なテーマを取り上げ、第13回から第15回は

日本考古学との比較のためのアジア考古学の現状を取り

上げます。

＜履修するにあたって＞

(1） 講義期間中に、下記参考図書に掲げた日本の考古

学・古代史に関する岩波新書か岩波文庫・岩波現代文庫、

あるいは講談社現代新書・講談社学術文庫等を最低1冊

以上は読むように努めてください（掲げるものの一部を

小テストあるいは課題レポートのテーマに出題予定です

）。

(2)講義の中で興味を持った点などは、自分自身でも図

書館等で積極的に調べるようにしてください。

(3)講義日程は事情により変更されることがあります。

原則として事前の講義時にお知らせします。また、掲示

・dotCampus・メール等でも連絡します。

＜授業時間外に必要な学修＞

(1)毎回、講義資料を配布する予定で、次回のテーマも

伝えますので下記参考図書等により予習をしておいてく

ださい。（目安として20～30分）。また、事後学習とし

て講義内容の重要な点をノートなどに整理しておいてく

ださい（目安として30～40分）。

(2)受講生は、できるかぎり身近にある古墳・城跡・集

落跡などの遺跡を訪問し、説明資料等を熟読するなどし

て実践的に講義の補強を行うようにしてください。

＜提出課題など＞

下記の2件の課題を出す予定です。

(1)小テスト3回

(2)課題レポート1回

　作成にあたっては、可能な範囲において下記の指定図

書等を参照してください。

　レポート未提出あるいは出席回数が規定に満たない方

は評価対象外とします。なお、提出期限を過ぎたレポー

トは受け付けません

＜成績評価方法・基準＞

以下の3点を勘案して総合的に評価します。

（1）適宜実施の小テスト（3回） 60％　（2）課題レポ

ート（1回）30％　（3） 受講態度（出席カード記載事

項等による積極性など）10％

　レポート未提出、小テスト未受験２回以上、講義への

出席が規定回数に満たない者は評価対象外とします。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

以下の文献は安価なお薦め例です。その他、大学の図書

館や県立・市立図書館等で自ら適切な本を探してくださ

い。

・ 田中　琢・佐原　真1993『考古学の散歩道』岩波新

書

・ 田中　琢2015『考古学で現代を見る』岩波現代文庫

・ 佐原　真2003『魏志倭人伝の考古学』岩波現代文庫

・ 都出比呂志2011『古代国家はいつ成立したか』岩波

新書

・ 近藤義郎2020『前方後円墳の時代』岩波文庫

・ 森　浩一2002『地域学のすすめ－考古学からの提言

』岩波新書

・ 広瀬和雄2010『前方後円墳の世界』岩波新書

・ 石川日出志2010『農耕社会の成立』岩波新書

・ 瀬川拓郎2017『縄文の思想』講談社現代新書

・ 藤尾慎一郎2015『弥生時代の歴史』講談社現代新書

＜授業計画＞
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第1回　ガイダンス

講義の進め方、内容を聴く。また、レポートの書き方や

まとめ方、および評価基準・方法等について説明をきく。

第2回　日本考古学の現状

考古学というイメージと実態が重なる部分と異なる部分

を明らかにしながら、現代日本の中での考古学の現状を

知る。

第3回　考古学の方法論

考古学研究はどのような方法論・資料操作で科学的に行

われるものなのか、型式学を基本に考古資料分析法を学

ぶ。

第4回　理化学的年代測定法

相対年代しか明らかにできない考古資料の絶対年代を知

る方法として放射性炭素14年代測定法をはじめとする理

化学的方法論の概略を知る。

第5回　考古学史と時代区分

考古学の歴史を近代以前のヨーロッパから学び、時代区

分の原理とその変遷から日本列島や人類の歴史区分につ

いて理解する。

第6回　歴史教育と遺跡の保護

小学校・中学校の歴史教科書の記述を評価しながら考古

学の現状を学び、また現代日本の開発と遺跡の保護・保

存の関係を知る。

第7回　縄文時代農耕論

かつては狩猟採集の時代であったとされる縄文時代は、

すでに農耕が始まっていたという最近の成果とその評価

について学ぶ。

第8回　揺らぐ弥生時代年代論

放射性炭素14年代や年輪年代測定法の開発等によって、

日本考古学における縄文・弥生・古墳時代の従来の年代

観が大きく変わろうとしている実態を知る。

第9回　前方後円墳の創出

古墳時代の始まりは前方後円墳の出現によって規定され

ることを知り、弥生時代墳墓との違いから社会構成体の

変化を読み取る。

第10回　爆発的に築かれた群集墳

6世紀を境にした古墳時代後期は、古墳造営の様相とそ

の背景が大きく異なることを知り、その歴史的な意味を

学ぶ。

第11回　古代の鉄生産と塩生産

弥生・古墳時代から古代律令制期にかけて行われた鉄の

生産と製塩について、その方法を学び、古代国家の関与

を理解する。

第12回　山岳信仰の考古学

自然崇拝にはじまる日本の信仰の歴史を考古学から学び、

山岳寺院の歴史的変遷モデルを理解しながら神仏習合、

修験道なども知る。

第13回　東南アジア考古学紀行

東南アジアを代表する大河川メコン川流域のベトナム・

ラオス・カンボジアにおける遺跡の保存と活用のありか

たについて知る。

第14回　西アジアの発掘

アジアの西端イスラエルにおける文化財保護の現状と発

掘調査の方法等について知り、人類史と考古学の在り方

について理解を深める。

第15回　中国の遺跡と博物館

中国の遺跡と博物館から文化財の保護と活用を学び、講

義の全体を振り返り、受講者それぞれが歴史に学ぶ意味

とそれを今後にどのように活かせるかを考える。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

日本の歴史と文化Ⅱ

白方　佳果

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業は、大学のDPに示されている「広い教養を身に

つけ、豊かな人間性や社会性を涵養」するること、「幅

広い知識を活用してさまざまな問題を発見」する力、「

自分の意見を口頭や文書によって表現」する力をつける

ことを目指します。

この授業は「日本の歴史と文化」の中でも特に、「日本

近代文学」をおもな対象とします。明治時代に広く流通

した作品、いわゆる「ベストセラー」のなかで、文学史

上重要な作品、あるいは時代状況をよく反映した作品を

おもに取り上げ、その内容や表現を鑑賞します。さらに

背景、同時代の評価などを検討することを通して、日本

の文学史、また作品が登場した日本の「近代」という時

代について理解を深めることを目指します。

＜到達目標＞

（1）日本の歴史や文学に対する関心を高める。

（2）日本の近代文学に関する基礎的な知識を身に付け、

的確に説明できる。

（3）文学作品を理解し、そこから得た自分なりの問題

意識や考え、感想などを的確に表現することができる。

＜授業のキーワード＞

文学　近代　日本文学　近代文学

＜授業の進め方＞

講義を基本とします。
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＜履修するにあたって＞

・講義形式で授業を進めますが、コメント等の授業参加

を受講者に求める場合があります。

・文学作品を中心に扱います。文学作品を読むことや、

感想を述べることに抵抗がある人の受講はおすすめしま

せん。

・予習状況・理解度などを確認するミニッツペーパー・

ワークシートの提出を課します。きちんと予習したうえ

で受講して下さい。

・授業の性質上、受講者数や受講者の理解度等により、

授業の進め方や授業計画（進度、内容等）は予定から変

更される場合があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回120分程度の事前・事後学習が必要です。事前学習

として、事前に配付した資料や授業で取り上げる作品を

読み込み、自分なりの考えを用意したうえで授業に臨ん

でください。事後学習として、授業内容を再確認してく

ださい。また課題にきちんと取り組み、期限までに提出

して下さい。

＜提出課題など＞

毎回ミニッツペーパーを提出してもらいます。また授業

の予習状況や理解度を問うワークシートを数回課します。

ほか、小テストやレポートを実施します。

＜成績評価方法・基準＞

ミニッツペーパー・ワークシート等40％、小テスト30％、

レポート30％として、総合的に評価します。

（1）ミニッツペーパー・ワークシート等。授業の中で

フィードバックを行う。評価基準は①「到達目標」を達

成できているかどうか、②適切に予習を行うなど、授業

に対して真摯に取り組む姿勢を見せているか、の2点で

す。

（2）小テスト。評価基準は「到達目標」。

（3）レポート。評価基準は「到達目標」。

＜テキスト＞

プリントを配布、もしくはweb上にファイルをアップロ

ードします。図書館での閲覧、またはインターネット上

のテキストの閲覧を指示する場合もあります。

＜参考図書＞

澤村修治『ベストセラー全史　【近代篇】』（岩波書店、

2019）。高校生向けの国語便覧や日本文学史の参考書を

用意しておくことが望ましい。ほか、授業中に紹介しま

す。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業のねらいや、受講上の注意について説明します。

第2回　明治初期のベストセラー1

福沢諭吉『西洋事情』をはじめとする啓蒙書のベストセ

ラーを紹介し、その内容や時代背景について解説します。

第3回　明治初期のベストセラー2

ジュール・ヴェルヌ『八十日世界一周』の翻訳作品を紹

介し、近代日本の翻訳文学のベストセラーについて解説

します。

第4回　明治初期のベストセラー3

仮名垣魯文『高橋阿伝夜刃譚』を取り上げ、「毒婦もの

」の流行について解説します。

第5回　「小説」の「改良」

坪内逍遙『当世書生気質』の内容や表現、背景、文学史

的意義などについて解説します。

第6回　言文一致体小説の成功

二葉亭四迷『浮雲』の内容や表現、背景などについて解

説します。

第7回　児童文学の登場とベストセラー

巖谷小波『こがね丸』、バーネット夫人著・若松賤子訳

『小公子』などを紹介し、その内容や表現、近代日本の

児童文学の始まりについて解説します。

第8回　樋口一葉のベストセラー

明治中期のベストセラーについて概説を行います。とく

に樋口一葉の実用書『通俗書簡文』を取り上げ、その内

容や表現、背景について解説します。

第9回　通俗小説のベストセラー1

尾崎紅葉と、その代表作『金色夜叉』の内容や表現、背

景、影響などについて解説します。

第10回　通俗小説のベストセラー2

徳冨蘆花『不如帰』を取り上げ、その内容や背景、影響

などについて解説します。

第11回　通俗小説のベストセラー3

小杉天外『魔風恋風』、島崎藤村『破戒』等を紹介し、

「自然主義文学」の隆盛について解説します。

第12回　通俗小説のベストセラー4

泉鏡花『婦系図』を紹介し、映像資料を鑑賞します。

第13回　通俗小説のベストセラー5

前回に引き続き、『婦系図』を取り上げます。

第14回　夏目漱石のベストセラー1

夏目漱石の初期ベストセラーについて概説します。

第15回　夏目漱石のベストセラー2

夏目漱石『虞美人草』について解説します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

日本の歴史と文化Ⅱ

赤坂　義浩

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

今のところ対面による開講を予定している。しかし、新

型コロナウィルス感染症の感染状況により、遠隔（オン

ディマンド）開講する場合がある。その場合、Onedrive

に動画、講義資料等をアップロードする。URL等はドッ

トキャンパスで通知する。

　また対面講義の場合でも、感染防止のため、講義レジ

ュメ、参考プリントは印刷したものを手渡しで配付しな
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い。講義資料はすべてonedriveにアップするすので、事

前にダウンロードすること。講義資料ファイルのURLも、

DotCumpusで通知する。

＜授業の目的＞

【主題】本講義は、共通教育センターのDPが示す「文化

・社会・自然に関する広く豊かな知識を備え、それを社

会に役立てることができる」ことを目指すものである。

日本における交通インフラの整備、特に鉄道の整備と発

展が、日本の経済発展にどのような役割を果たしたのか、

あるいは、日本の社会変容にどのような役割を果たした

のかについて学んでいく。それによって、受講者が、現

代の社会を歴史的な経緯を知ることでより深く理解する

ことが出来るようになることが目標である。

＜到達目標＞

受講者が、歴史的な視点を通して、現在の社会や経済の

問題をより深く理解し、考えることができるようになる

ことが目標である。本科目を学ぶことにより、近年大き

な問題となっている、地域の公共交通網の維持問題につ

いて、正確な理解と考察が出来るようになることが目標

である。

＜授業のキーワード＞

日本　交通　鉄道　経済発展　社会の変容　企業家　企

業者活動

＜授業の進め方＞

講義は毎回資料を配付し、出来るだけビジュアルに進め

て行く予定である。

＜履修するにあたって＞

日本では、少子・高齢化や、地域経済の不振等により、

公共交通ネットワークの維持が困難になりつつある。そ

こで、鉄道を中心に、公共交通が経済や社会の発展に対

してどのような役割を果たして来たか、について学ぶこ

とにより、その知見に基づいて、現在の問題の解決策を

受講者自らが考えられるようになって欲しい。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講に際しては、必ず講義ノートを作成し、毎回講義内

容について必ず復習をしておくこと。予習に1時間半、

復習に1時間程度の学修時間を必要とする。定期試験実

施時には、試験対策として総復習をすること。

＜提出課題など＞

特になし。

＜成績評価方法・基準＞

対面講義で開講する場合は、定期試験で評価する。また、

遠隔開講の場合は、定期試験に替えてレポート課題によ

って評価する（中間レポート30点満点、期末レポート70

点満点で評価）。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

本講義の概要、進め方等についてガイダンスを行う。

第2回　鉄道の役割

鉄道は経済活動のインフラストラクチャーであることか

ら、鉄道が経済発展にどのような役割を果たすのか、そ

の必要性について学ぶ。

第3回　鉄道創業までの推移

日本人がどこでどのように鉄道の存在を認識し、その必

要性を理解したのか、鉄道創業までの前史について学ぶ。

第4回　殖産興業政策と鉄道事業の創業

明治政府が進めた一連の経済近代化政策、いわゆる殖産

興業政策の一環として実現した官設鉄道の創業とその意

義について学ぶ。

第5回　私鉄企業の創設

株式会社制度と近代産業の適合性と、それによる私鉄企

業の創設、その意義について学ぶ。

第6回　鉄道技術の自立

鉄道技術は、欧米からの技術移転により日本に移植され

た。それがどのようにして進められ、実現したか、につ

いて学ぶ。

第7回　鉄道ブームと企業家

1880年代半ばから私鉄企業の設立が相次ぐ、いわゆる「

鉄道ブーム」が発生した。これらのうち、いくつかの代

表的な事例を取り上げ、そこでの企業家による企業者活

動、経営の推移について学ぶ。

第8回　日本の工業化と鉄道

明治期日本における工業の発展に鉄道が果たした役割に

ついて学ぶ。

第9回　鉄道の開通と社会の変容

鉄道の開通が、地域社会をどのように変えたのかについ

て、いくつかの事例を通じて学ぶ。

第10回　鉄道国有化

明治末に実施された幹線私鉄企業の国有化をめぐる政策

論争、およびその意義について学ぶ。

第11回　鉄道国有化後の鉄道政策

鉄道国有化後の鉄道整備に関する政策の変化と、整備主

体の変化について学ぶ。

第12回　都市化の進展と電鉄の発展

第1次大戦ブームに伴う都市化の進展と電気鉄道の整備

について学ぶ。

第13回　日本型私鉄経営の形成

鉄道企業が経営多角化を進めて鉄道事業以外の様々な事

業を手がけるというビジネスモデルは、阪急電鉄の創業

者小林一三によって確立された。そこで、都市化の進展

と電鉄業の発展、およびそこでの小林一三の企業者活動

について学ぶ。

第14回　戦後高度成長期における鉄道と、国鉄改革

戦後の高度成長期における経済の変化と鉄道の対応、お

よび国鉄の経営悪化と分割民営化、その意義について学

ぶ。

第15回　人口減少時代における鉄道経営

近年の日本における少子高齢化の進展と人口の東京一極

集中は、鉄道を中心とする公共交通事業の経営に大きな

変化をもたらしている。この回では、近年における地方
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公共交通維持の問題について学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

日本の歴史と文化Ⅱ (日本の将棋)

西川　和宏、井上　慶太

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

プロ棋士の指導を受ける講義「日本の歴史と文化Ⅱ「―

将棋―」特別クラスの開講について

　日本の伝統的な文化の一つである「将棋」について、

まずは講義形式で、日本将棋連盟の棋士から、日本の将

棋の歴史、将棋にまつわるマナー、駒の種類と働き（価

値）手筋、戦術などを学ぶ。一通りの知識が身についた

のち、受講者どうしで対局を楽しむところまでの参加型

スタイルの講義とする。対局後は、プロ棋士の指導を受

けながら振り返りを行う。毎時間、自分の頭で考えるこ

とで、思考力、洞察力、集中力などが身につく予定であ

る。将棋をある程度知っている人が対象。

将棋をほとんど知らない人は後期に開講される「将棋の

歴史と文化Ⅰ」を履修されることを勧めます。

なお、講義を担当するプロ棋士は以下の３名である。

①日本将棋連盟　常務理事　井上慶太(九段)、②西川和

宏(六段）、③長谷川優貴（女流二段）

＜授業の目的＞

この講義は、将棋を学習することにより日本の伝統文化

に触れるだけではなく、対戦相手の考えを読み、どうし

たらよいか考え、自分で結論を出して指すことを学びま

す。これを繰り返すことにより、洞察力、思考力、集中

力、忍耐力を身につけるのと同時に相手を思いやる気持

ち、マナー、礼儀を習得することなどの教育的効果が期

待できます。

　　　　　　　　　　　　　　さらに、将棋というわが

国が誇るべき伝統文化にふれることにより、 日本文化

の理解を深める機会を設け、礼儀作法の習得、相手を思

いやる気持ちなど、豊かな心や生きる力をはぐくむ機会

が得られます。

＜到達目標＞

90分間、自分の頭を使って考えることを意識してくださ

い。さらに将棋を観て楽しむ、指して楽しむことができ

るようになっていることを目標とする

＜授業のキーワード＞

将棋、プロ棋士、思考力・集中力・忍耐力、決断力・洞

察力の養成

＜授業の進め方＞

　少人数（24人の履修制限）で、プロ棋士の指導のもと、

講義と実践（対局と振り返り）を繰り返す、参加型の講

義室での対面型授業です。　講義をスムーズに進めるた

め、将棋に関する基礎知識のない人にとっては毎回の講

義内容の復習が必須となります。前向きな姿勢での講義

への参加が期待される。

＜履修するにあたって＞

大学の講義室で授業を受ける形式の講義です。（非通学

者向けの講義はありません）抽選科目なので、履修を取

り消しすることは原則できません。２人一組で授業を進

める（対局する）ことが多いので、相手に迷惑がかから

ないように、毎日遅刻することなく出席することを求め

ます。

＜授業時間外に必要な学修＞

特に義務化することは考えていませんが、興味がること

を調べたり（日本将棋連盟のホームページ）、講義で習

ったことを忘れないように、振り返ることを勧めます。

将棋アプリ（ぴよ将棋等）で対局することもお勧めであ

る。

＜提出課題など＞

講義を進めながら、必要に応じて、簡単な課題を出すか

もしれません。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験は実施しない。１５回の講義の出席状況、授業

中の態度、積極的な質問などで評価します。

＜テキスト＞

特に指定しない。講義中にプリントを配布することがあ

る。

＜参考図書＞

盤上の向日葵（上、下）柚月裕子　中公文庫。この本を

読むと将棋の理解が深まります。

＜授業計画＞

第1回　本講義の概要、講義の進め方　、将棋の歴史、

駒、将棋盤

講義の前にアンケートを取ります。本講義の概要を説明

し、講義の進め方を説明する。また、授業を受ける態度、

注意事項、評価方法などを説明する。

将棋の歴史（海外、日本）、駒、将棋盤、並べ方、持ち

方、駒の価値、など

第2回　将棋の歴史②将棋に関するマナーと将棋のルー

ル

将棋の歴史（日本）駒を成る、駒の価値、将棋に関する
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マナー、　将棋のルール（勝ち負け、反則）を覚える

第3回　将棋の指し方、駒を取る、玉の囲い方など

駒を取る、駒を逃げる、駒得くの仕方、将棋の指し方、

　対局

第4回　王手と詰み（１手詰み）

将棋の指し方、王の囲い方、　対局と振り返り（解説）

第5回　王手と詰み（１手、３手詰）、必至、　対局

王手と詰み（１手、３手詰）、必至、　対局と振り返り

（解説）

第6回　形勢判断。対局

形勢判断、　対局と振り返り（解説）

第7回　将棋にまつわる格言、　対局

将棋にまつわる格言、　対局と振り返り（解説）

第8回　定跡、　対局

定跡、　対局と振り返り（解説）

第9回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り（解説）

第10回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第11回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第12回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第13回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第14回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第15回　来年に向けて、講義の締めくくりのアンケート

を取ります。記念対局

要望、反省、課題、良かった点、改善すべき点などのア

ンケートをお願いします。

対局と振り返り

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

日本の歴史と文化Ⅰ

鵜飼　昌男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面での講義形式授業を行います。

＜授業の目的＞

日本史と世界史の接点を取り上げ、世界史（外国史料）

から見た日本について、古代から現代まで通史的に概説

します。日本史・世界史の学び直しばかりでなく、グロ

ーバル化の中で生きる学生に、多角的な視点の重要性を

理解してもらい、幅広い知識に基づいて日本と関わりの

あった諸外国およびその文化を理解することができる素

養を身につけます。

暗記物で終わってしまった高校までの歴史学習を、根拠

のある新しい知識や論理的な考え方で刷新し学びを深め、

価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、協働共生

することができる教養に基づいた社会性を養いたいと考

えています。

また、1回生には共通教育科目として、大学で学び始め

るにあたって学部での専門的な学習に進む前に、ベース

となる基礎教養（自国の歴史）を厚くしながら、知的好

奇心の刺激によって大学での学びに対するモチベーショ

ンアップを図り、学部での学びに目的意識を持たせたい

と思います。

　この授業の担当者は、高校での２０年以上にわたる歴

史科教員及び管理職としての実務経験を生かし、高大接

続の観点から、大学入学初年次の学生に大学で求められ

る主体的な学びの作法とその考え方も指導します。

＜到達目標＞

・高校の科目枠にとらわれない社会人としての歴史の基

礎教養を身につける。

・アジア諸国と日本との関係を題材に、異なる視点を持

つことの大切さを理解する。

・日本史に対する各自の興味関心が広がり、自ら深めて

いきたい時代やテーマを持つことができる。

・講義を自分なりに的確にノートできる技術を身につけ

る。

・文献や資料をまとめてプレゼンテーションする技術を

身につける。

＜授業のキーワード＞

日中関係史、貿易、外交、戦争、文化史

＜授業の進め方＞

教室のスクリーンにPCのスライド画面を投影しながら講

義します。

毎回、事前資料を　dot campus にアップしますので、

それを参照して受講してください。事前資料には、講義

概要や史料、スライド画面、課題となる設問を掲載しま

す。講義を聴きながらメモをとるスペースも設けていま

すので、ノートテイクスキルの向上にも役立てて下さい。

毎回の授業終了後に、授業の振り返りと設問に対する解

答を　dot campus にWordで入力し、3日以内に提出して

もらいます。授業への参加はこのWordシートの提出によ

ってカウントします。要点をついた記述、ユニークな気

づき等に対して、次回の授業時にフィードバックしてい

きます。

　　注）授業の振り返りでは、400字? 8 0 0字の予定で、

授業によって得た新しい発見や興味を抱いた事柄、もう

少し深掘りしたい部分など、授業によって生じた自分の

頭の中の変化（質問や感想）を文章で説明してください。

くれぐれも、授業内容をまとめるような記述では、大幅

減点となりますので各自の意見を書くようにして下さい。

また、授業においてテーマを指示し各自の意見を書いて
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もらう場合もあります。

※毎年好評のプレゼン課題に関する優秀作品講評の時間

を後期後半に１コマ設けます。（予定）

スライドを用いながら講義を中心に進めますので、板書

事項ばかりでなく口頭による講義内容を適宜ノートして

ください。

＜履修するにあたって＞

・サークル活動での公欠や病欠、就活などは相談してく

ださい。

・毎回のテーマに関する高校の日本史教科書部分を、事

前に読んでおくとより分かりやすくなります。

・地歴科教員志望の学生には、高校での新科目「歴史総

合」に対応するための一つの経験になると思います。

※先輩からのコメント

・この授業では、いままでに学習したことのある歴史を

様々な角度から考察でき、面白い発見や新しい発見を多

く経験することが出来る。

・歴史は当然暗記するものと考えている人は、それをこ

の講義で改める喜びを感じてもらうと良いと思う。

・大学の勉強は、基本的に暗記ではなく、深く考えるこ

となので、本講義が大学の学習の仕方も教えてくれるか

ら、ひじょうに有意義だと思う。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前配布資料を読んで、毎回のテーマに関する高校教科

書程度の予習があれば、講義内容の理解と面白さが実感

できます。（先輩からのアドバイス）

授業中は各自のノートまたは事前配布資料にメモを取り、

授業後にメモを整理する作業が理解のために有効です。

したがって、授業中のメモをいかに増やすか（耳からの

情報をポイントをおさえてメモにする）が鍵です。授業

中に浮かんだ疑問や興味を覚えた出来事などは、タイミ

ングを逃さずにメモし、図書館やネット検索で授業後に

「後追い調べ」する習慣を身につけてほしいと思います。

大学での自主的な学びとは、このような習慣が基本的態

度となります。

予習１時間、事後のノート整理と「後追い調べ」１時間

半が目安です。

＜提出課題など＞

① 授業のための事前配信資料または授業中に指示した

設問課題は、授業後に提出する　dot campus のWordシ

ートに入力して出して下さい。

② 日本と外国との関係の歴史から各自の興味関心に基

づいたテーマを選び、各自が持ったそのテーマの面白さ

について、８分間のプレゼン発表用資料をパワーポイン

トで作成する「プレゼン課題（A４用紙１枚に６画面を

一括掲載）」を予定しています。

　注）プレゼン資料作成においては、起承転結の筋道だ

った説明の展開、聴衆に対して発表に興味を持たせ聴い

てもらうための工夫、画面レイアウトなどの経験を在学

中に少しでも積むことを目的とした課題です。

毎年、履修者には難しかったけれど良い経験になったと

好評でした。優秀作品の紹介とフィードバックは授業で

行います。課題を出さなければ、原則単位は認めません。

＜成績評価方法・基準＞

毎回の授業後に提出するWordシート（７０％）、プレゼ

ン課題（３０％）、毎回の授業中の設問に対する解答（

加点）の総合評価とします。

文章による論理的な表現力、意見形成のための基礎知識、

パワーポイントによる説明スキルのアップ、この３点を

少しでもつけてもらうために講義しますので、自分の力

をつけるために授業と課題に取り組んでください。

Wordシートには、次の２点を書いて下さい。

①設問に対する解答

②「授業の振り返り」　＝授業によって得た新しい発見

や興味を抱いた事柄、もう少し深掘りしたい部分など、

授業によって生じた自分の頭の中の変化（質問や感想）

を説明してください。評価のポイントは、筋道だった文

の展開と簡潔に自らの考えをまとめているかどうかです。

単に授業内容をまとめるだけのものでは点がつきません。

毎回の講義の振り返りには５点を配点しますが、毎回満

点とは考えずに、減点があるものと思って自分の基礎点

を積み上げていって下さい。

プレゼン課題の評価は、A/B/C/D/Eの５段階で採点しま

す。優秀作品は３０点＋アルファの加点をします。

※毎回の授業への参加を重視しますが、全出席であって

もWordシートが十分かけていないと減点が多くなり、結

果的に単位を落とす学生が毎年数人はいますので注意し

てください。

（単位を取りやすい科目ではない、と先輩たちは言って

いました）。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

適宜講義において指示します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと序論

講義の進め方、受講にあたってのルール、ノートの取り

方、評価と課題についての説明

序論① 「歴史は暗記科目ではない」

　　　　　　②「日本を外から見るとどう見えているの

か？」

第2回　古代の日本１

３世紀　卑弥呼の遣使と三国志…偶然か必然か？の問題

第3回　古代の日本２

渡来人と朝鮮半島情勢…渡来人はいつ頃から何人ぐらい

でやって来たと思いますか？



- 814 -

第4回　古代の日本３

７世紀の遣唐使と天智天皇の苦しい外交判断…外交官と

しての遣唐使

第5回　古代の日本４

８世紀の遣唐使が、奈良時代にもたらした「インパクト

の強さと文化の質」を考えてみます。

第6回　中世の日本１

国風文化なんて？…平安貴族はこんなにも唐物が好きで

したよ！

第7回　中世の日本２

朝鮮半島から見た元寇…大国に挟まれる小国の苦しみと

元寇の怖さ

第8回　中世の日本３

日明貿易には両国の国内事情が露骨に表れました。

足利義政の時に応仁の乱、日明貿易もトラブル続出だっ

たのです。

第9回　近世の日本１

西洋との接触と禅宗僧侶の果たした役割

ポルトガル商人が乗って来た船は、中国船だった？！

第10回　近世の日本２

鎖国の中でなぜオランダだけが貿易を認められたのか？

蘭東インド会社の狡猾な対日貿易独占戦略があったので

す。

第11回　近世の日本３

長崎貿易の実態と清朝の政治情勢（康熙帝・雍正帝がみ

ていた長崎貿易）

　…そして、徳川吉宗は名君だと思いますよ。

第12回　幕末の日本

欧米列強に対する幕府の首脳部は、実に有能で勤勉でし

た。

（文化史とは作者と作品名の暗記ではなく、こういうも

のなのです。）

第13回　近現代の日本１

日本はかつて植民地を持っていました。

（対日感情の基礎にあるものを知って下さい）

第14回　近現代の日本２

戦後賠償と日本の東南アジア外交との関係

（外国人労働者との共生と理解のために、必須の教養で

す。）

第15回　プレゼンのスキルアップ講座

プレゼン課題の優秀作品発表と講評

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

日本の歴史と文化Ⅰ

金　益見

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

講義では、日本の食の文化について理解を深めることを

目的とします。食文化は、私たちの生活や文化を知る上

で重要なテーマです。

したがって、本講義は人文学部のディプロマポリシーに

掲げられた「広い教養を身につけ」ること，「幅広い知

識を活用してさまざまな問題を発見する」ことが可能に

なります。

＜到達目標＞

日本の食文化について理解を深め、日本文化の基礎知識

を教養として身につける。食文化を通して日本の伝統と

文化の特色についての認識を深める。

＜授業の進め方＞

講義形式を中心にして進めます。15回のうち複数回「確

認プリント」という形式の小テストを行います。それが

いつあるかはあらかじめ知らせませんので、基本的に毎

回出席していないと対応できません。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業資料は特に配布しませんので、ノート等を作り、毎

回授業前後に数時間程度の復習を行った上で、小テスト

に臨んでください（小テストは手書きノートのみ持ち込

み可です）。授業時間外に必要な学修時間は１? ２時間

です。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト（確認プリント）を第2 ? 1 5回までの間で3～4

回実施します。

小テストの回数は、講義の理解度をみて決定します。

・3回行った場合は、1回目と2回目は25点、3回目を50点

問題にします。

　25（点）×2（回）＝50（点）

　50（点）×1（回）＝50（点）合計100点

・4回行った場合は、25（点）×4（回）＝100（点）

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の進め方や約束事、評価方法について説明します。

第2回　いのちの食べ方①

まずは、現在の日本と世界の食について考えていきます。

「いのちの食べ方」というドキュメンタリーを参考にし

ながら、大量生産、大量消費・廃棄社会を取り上げ、改

めて食べるということはどういうことかを考えていきま

す。

第3回　いのちの食べ方②

前回に引き続き、食べるとはどういうことかを考えてい

きます。

第4回　日本の食文化? 食肉と牧畜を中心に? ①

古代から15世紀末頃までの長い期間を「日本的食文化の

形成期」として捉えて、第4～８回にかけて説明します。

中国文明の受容から、日本独自性の文化につながるまで

背景、貴族や武士の文化の影響、肉食のタブー、仏教の

普及などを元に考えていきます。

第5回　日本の食文化? 食肉と牧畜を中心に? ②
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古代から15世紀末頃までの長い期間を「日本的食文化の

形成期」として捉えて、第4～８回にかけて説明します。

中国文明の受容から、日本独自性の文化につながるまで

背景、貴族や武士の文化の影響、肉食のタブー、仏教の

普及などを元に考えていきます。

第6回　日本の食文化? 食肉と牧畜を中心に? ③

古代から15世紀末頃までの長い期間を「日本的食文化の

形成期」として捉えて、第4～８回にかけて説明します。

中国文明の受容から、日本独自性の文化につながるまで

背景、貴族や武士の文化の影響、肉食のタブー、仏教の

普及などを元に考えていきます。

第7回　日本の食文化? 食肉と牧畜を中心に? ④

古代から15世紀末頃までの長い期間を「日本的食文化の

形成期」として捉えて、第4～８回にかけて説明します。

中国文明の受容から、日本独自性の文化につながるまで

背景、貴族や武士の文化の影響、肉食のタブー、仏教の

普及などを元に考えていきます。

第8回　日本の食文化? 食肉と牧畜を中心に? ⑤

古代から15世紀末頃までの長い期間を「日本的食文化の

形成期」として捉えて、第4～８回にかけて説明します。

中国文明の受容から、日本独自性の文化につながるまで

背景、貴族や武士の文化の影響、肉食のタブー、仏教の

普及などを元に考えていきます。

第9回　日本の発酵文化①

「肉食の習慣がない日本人が 生きながらえた理由は“

発酵”にあり」（小泉,1999）という言葉が示すように、

日本の食文化において発酵食は欠かせないものでした。

第９? １１回にかけて、日本の発酵文化について考えて

いきます。

第10回　日本の発酵文化②

「肉食の習慣がない日本人が 生きながらえた理由は“

発酵”にあり」（小泉,1999）という言葉が示すように、

日本の食文化において発酵食は欠かせないものでした。

第９? １１回にかけて、日本の発酵文化について考えて

いきます。

第11回　日本の発酵文化③

「肉食の習慣がない日本人が 生きながらえた理由は“

発酵”にあり」（小泉,1999）という言葉が示すように、

日本の食文化において発酵食は欠かせないものでした。

第９? １１回にかけて、日本の発酵文化について考えて

いきます。

第12回　近代における変化①

欧米の文明を規範とした日本社会の近代化が進行し、そ

れととともに大きく変化した食文化に着目します。

第13回　近代における変化②

欧米の文明を規範とした日本社会の近代化が進行し、そ

れととともに大きく変化した食文化に着目します。

第14回　まとめ①

今までに講義内容を振り返りl、受講生のみなさんと議

論します。

第15回　まとめ②

今までの講義と、受講生のみなさんと議論した内容をま

とめます。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

日本の歴史と文化Ⅰ

鵜飼　昌男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面での講義形式授業を行います。

＜授業の目的＞

日本史と世界史の接点を取り上げ、世界史（外国史料）

から見た日本について、古代から現代まで通史的に概説

します。日本史・世界史の学び直しばかりでなく、グロ

ーバル化の中で生きる学生に、多角的な視点の重要性を

理解してもらい、幅広い知識に基づいて日本と関わりの

あった諸外国およびその文化を理解することができる素

養を身につけます。

暗記物で終わってしまった高校までの歴史学習を、根拠

のある新しい知識や論理的な考え方で刷新し学びを深め、

価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、協働共生

することができる教養に基づいた社会性を養いたいと考

えています。

また、1回生には共通教育科目として、大学で学び始め

るにあたって学部での専門的な学習に進む前に、ベース

となる基礎教養（自国の歴史）を厚くしながら、知的好

奇心の刺激によって大学での学びに対するモチベーショ

ンアップを図り、学部での学びに目的意識を持たせたい

と思います。

　この授業の担当者は、高校での２０年以上にわたる歴

史科教員及び管理職としての実務経験を生かし、高大接

続の観点から、大学入学初年次の学生に大学で求められ

る主体的な学びの作法とその考え方も指導します。

＜到達目標＞

・高校の科目枠にとらわれない社会人としての歴史の基

礎教養を身につける。

・アジア諸国と日本との関係を題材に、異なる視点を持

つことの大切さを理解する。

・日本史に対する各自の興味関心が広がり、自ら深めて

いきたい時代やテーマを持つことができる。

・講義を自分なりに的確にノートできる技術を身につけ

る。

・文献や資料をまとめてプレゼンテーションする技術を

身につける。

＜授業のキーワード＞

日中関係史、貿易、外交、戦争、文化史

＜授業の進め方＞

教室のスクリーンにPCのスライド画面を投影しながら講

義します。
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毎回、事前資料を　dot campus にアップしますので、

それを参照して受講してください。事前資料には、講義

概要や史料、スライド画面、課題となる設問を掲載しま

す。講義を聴きながらメモをとるスペースも設けていま

すので、ノートテイクスキルの向上にも役立てて下さい。

毎回の授業終了後に、授業の振り返りと設問に対する解

答を　dot campus にWordで入力し、3日以内に提出して

もらいます。授業への参加はこのWordシートの提出によ

ってカウントします。要点をついた記述、ユニークな気

づき等に対して、次回の授業時にフィードバックしてい

きます。

　　注）授業の振り返りでは、400字? 8 0 0字の予定で、

授業によって得た新しい発見や興味を抱いた事柄、もう

少し深掘りしたい部分など、授業によって生じた自分の

頭の中の変化（質問や感想）を文章で説明してください。

くれぐれも、授業内容をまとめるような記述では、大幅

減点となりますので各自の意見を書くようにして下さい。

また、授業においてテーマを指示し各自の意見を書いて

もらう場合もあります。

※毎年好評のプレゼン課題に関する優秀作品講評の時間

を後期後半に１コマ設けます。（予定）

スライドを用いながら講義を中心に進めますので、板書

事項ばかりでなく口頭による講義内容を適宜ノートして

ください。

＜履修するにあたって＞

・サークル活動での公欠や病欠、就活などは相談してく

ださい。

・毎回のテーマに関する高校の日本史教科書部分を、事

前に読んでおくとより分かりやすくなります。

・地歴科教員志望の学生には、高校での新科目「歴史総

合」に対応するための一つの経験になると思います。

※先輩からのコメント

・この授業では、いままでに学習したことのある歴史を

様々な角度から考察でき、面白い発見や新しい発見を多

く経験することが出来る。

・歴史は当然暗記するものと考えている人は、それをこ

の講義で改める喜びを感じてもらうと良いと思う。

・大学の勉強は、基本的に暗記ではなく、深く考えるこ

となので、本講義が大学の学習の仕方も教えてくれるか

ら、ひじょうに有意義だと思う。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前配布資料を読んで、毎回のテーマに関する高校教科

書程度の予習があれば、講義内容の理解と面白さが実感

できます。（先輩からのアドバイス）

授業中は各自のノートまたは事前配布資料にメモを取り、

授業後にメモを整理する作業が理解のために有効です。

したがって、授業中のメモをいかに増やすか（耳からの

情報をポイントをおさえてメモにする）が鍵です。授業

中に浮かんだ疑問や興味を覚えた出来事などは、タイミ

ングを逃さずにメモし、図書館やネット検索で授業後に

「後追い調べ」する習慣を身につけてほしいと思います。

大学での自主的な学びとは、このような習慣が基本的態

度となります。

予習１時間、事後のノート整理と「後追い調べ」１時間

半が目安です。

＜提出課題など＞

① 授業のための事前配信資料または授業中に指示した

設問課題は、授業後に提出する　dot campus のWordシ

ートに入力して出して下さい。

② 日本と外国との関係の歴史から各自の興味関心に基

づいたテーマを選び、各自が持ったそのテーマの面白さ

について、８分間のプレゼン発表用資料をパワーポイン

トで作成する「プレゼン課題（A４用紙１枚に６画面を

一括掲載）」を予定しています。

　注）プレゼン資料作成においては、起承転結の筋道だ

った説明の展開、聴衆に対して発表に興味を持たせ聴い

てもらうための工夫、画面レイアウトなどの経験を在学

中に少しでも積むことを目的とした課題です。

毎年、履修者には難しかったけれど良い経験になったと

好評でした。優秀作品の紹介とフィードバックは授業で

行います。課題を出さなければ、原則単位は認めません。

＜成績評価方法・基準＞

毎回の授業後に提出するWordシート（７０％）、プレゼ

ン課題（３０％）、毎回の授業中の設問に対する解答（

加点）の総合評価とします。

文章による論理的な表現力、意見形成のための基礎知識、

パワーポイントによる説明スキルのアップ、この３点を

少しでもつけてもらうために講義しますので、自分の力

をつけるために授業と課題に取り組んでください。

Wordシートには、次の２点を書いて下さい。

①設問に対する解答

②「授業の振り返り」　＝授業によって得た新しい発見

や興味を抱いた事柄、もう少し深掘りしたい部分など、

授業によって生じた自分の頭の中の変化（質問や感想）

を説明してください。評価のポイントは、筋道だった文

の展開と簡潔に自らの考えをまとめているかどうかです。

単に授業内容をまとめるだけのものでは点がつきません。

毎回の講義の振り返りには５点を配点しますが、毎回満

点とは考えずに、減点があるものと思って自分の基礎点

を積み上げていって下さい。

プレゼン課題の評価は、A/B/C/D/Eの５段階で採点しま

す。優秀作品は３０点＋アルファの加点をします。

※毎回の授業への参加を重視しますが、全出席であって

もWordシートが十分かけていないと減点が多くなり、結

果的に単位を落とす学生が毎年数人はいますので注意し
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てください。

（単位を取りやすい科目ではない、と先輩たちは言って

いました）。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

適宜講義において指示します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンスと序論

講義の進め方、受講にあたってのルール、ノートの取り

方、評価と課題についての説明

序論① 「歴史は暗記科目ではない」

　　　　　　②「日本を外から見るとどう見えているの

か？」

第2回　古代の日本１

３世紀　卑弥呼の遣使と三国志…偶然か必然か？の問題

第3回　古代の日本２

渡来人と朝鮮半島情勢…渡来人はいつ頃から何人ぐらい

でやって来たと思いますか？

第4回　古代の日本３

７世紀の遣唐使と天智天皇の苦しい外交判断…外交官と

しての遣唐使

第5回　古代の日本４

８世紀の遣唐使が、奈良時代にもたらした「インパクト

の強さと文化の質」を考えてみます。

第6回　中世の日本１

国風文化なんて？…平安貴族はこんなにも唐物が好きで

したよ！

第7回　中世の日本２

朝鮮半島から見た元寇…大国に挟まれる小国の苦しみと

元寇の怖さ

第8回　中世の日本３

日明貿易には両国の国内事情が露骨に表れました。

足利義政の時に応仁の乱、日明貿易もトラブル続出だっ

たのです。

第9回　近世の日本１

西洋との接触と禅宗僧侶の果たした役割

ポルトガル商人が乗って来た船は、中国船だった？！

第10回　近世の日本２

鎖国の中でなぜオランダだけが貿易を認められたのか？

蘭東インド会社の狡猾な対日貿易独占戦略があったので

す。

第11回　近世の日本３

長崎貿易の実態と清朝の政治情勢（康熙帝・雍正帝がみ

ていた長崎貿易）

　…そして、徳川吉宗は名君だと思いますよ。

第12回　幕末の日本

欧米列強に対する幕府の首脳部は、実に有能で勤勉でし

た。

（文化史とは作者と作品名の暗記ではなく、こういうも

のなのです。）

第13回　近現代の日本１

日本はかつて植民地を持っていました。

（対日感情の基礎にあるものを知って下さい）

第14回　近現代の日本２

戦後賠償と日本の東南アジア外交との関係

（外国人労働者との共生と理解のために、必須の教養で

す。）

第15回　プレゼンのスキルアップ講座

プレゼン課題の優秀作品発表と講評

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

日本の歴史と文化Ⅰ

新田町　義尚

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

本講義は、共通教育科目ＤＰが示す「文化・社会・自然

に関する広く豊かな知識を備え、それを社会に役立てる

ことができる」ことを目的とする。

日本古代史の概観を学び、氏族制度から律令制度への転

換に伴う文化的な変容と統合のはたらき、展開過程を史

料の記述から読み取る。政治・法制史と文化史・思想史

・美術史の関連を学ぶ。

＜到達目標＞

１．日本古代国家の成立、奈良時代史の概観を理解でき

るようになる。

２．氏族制から官僚制への流れ、律令の特色と歴史的意

義を理解できる。

３．歴史資料や美術・建築の表現的特質から白鳳・天平

期の文化的特色を理解できる。

＜授業のキーワード＞

氏族制から律令制へ　飛鳥・白鳳・天平の美と精神　日

本文化のかたち

＜授業の進め方＞

講義形式で行います。毎時間、出席を取り、短い授業シ

ート記入をしてもらいます。授業スライドに従ってプリ

ントに記入をしていきながら、自分の意見やまとめを加

えて完成させます。対面授業では大人数の教室ですが、

できるだけ学生の意見や質問を反映させる双方向形式を

取り入れたいと計画しています。学生同士で授業シート

を使っての4～5人程度のグループでの意見交換の時間を

設定し、授業のまとめの記入をして仕上げて最後に提出

という流れを予定しています。ただし、今後の社会状況

の変化を見ながら安全を最優先させて対面授業を実施し

なければなりませんので、グループでの意見交換などの
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実施可否は状況を見て判断し、講義のみを行うという場

合もあり得ます。

＜履修するにあたって＞

日本史についての知識は前提として必要ありません。高

校時代に日本史を履修していなかった人に対してもわか

りやすいように、基礎から専門用語を説明します。この

授業は、毎回キーになる専門用語を取り上げ、それを中

心に解説をするかたちで進めます。日本法制史（古代）

を軸にしながら、日本古代の歴史と古代宗教・美術・日

本語などの複数の分野がまたがる学際的な領域を扱いま

す。どの学部・学科の人にとっても、これからグローバ

ルな異文化交流の時代に、自分たちがいま生きているこ

の「日本の原点」を知るため、とても有益です。ぜひこ

の機会に日本古代史について積極的に学んでみてくださ

い。すでに高校時代に日本史Ｂなどを履修していた人は、

シラバスの授業予定に従って、高校時代に使った日本史

の教科書や、山川出版社「日本史用語集」などで、基本

的な用語などをあらかじめ調べてから受講すると、さら

に授業の理解が深まります。授業ではノートをしっかり

作るようにしましょう。毎回の授業シート、プリントま

たはレポートなどの課題にきちんと取り組むように。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、毎回の授業内容に対応する項目につい

て専門用語の意味を調べておく。高校時代に使った日本

史の教科書、『日本史用語集』などを持っている人は再

度利用する。（目安として60分）それらを持っていない

人や日本史を履修していなかった人は電子辞書や事典類

をフルに活用する。ノートに用語の意味や説明、人名や

歴史的事件の解説を書いておく。インターネット検索で

歴史の専門用語を調べることもよいが、その際にはどの

サイト、ホームページから調べた知識なのか、必ず引用

元（出典）のURL、最終更新日時と調べた日時（閲覧日

・時刻）を記録しておく。復習として、授業内容を振り

返り各自でノート作成する。学習事項をまとめておく。

関連する文献、概説書等を読んでおくようにし、最後の

期末レポートに備える。（目安として60分）

＜提出課題など＞

原則、毎回の授業で最後に確認の小レポート課題を出す。

分量は毎回異なり、短い場合は一語で答えるものにひと

こと感想やコメントを自由に添える程度のものもありま

す。オンライン授業が導入される場合は１週間以内にdo

tCampusにword打ち出しの添付のレポート形式で提出す

る。対面授業では教室で、この小レポートを授業シート

形式のプリントとして配布・回収する。毎回出すものは、

ごく短いもので出席・受講確認のためのものですが、３

回に１回程度は「確認問題」とし、２００字～４００字

程度の論述型、自分の意見などを交えたものにします。

＜成績評価方法・基準＞

後期の最終期末レポート60％。毎回の授業で課す課題＝

授業シートの提出と小レポート（授業時間内と授業時間

外の取り組みへの評価を含む）40％。

＜テキスト＞

テキストは使用しない。

＜参考図書＞

吉田 孝  （1997）『日本の誕生』（岩波新書）岩波書

店。

斎川 眞  （1999）『天皇がわかれば日本がわかる』（

ちくま新書）筑摩書房

松岡正剛（2006）『日本という方法』ＮＨＫブックス、

日本放送協会出版。角川ソフィア文庫版。

＜授業計画＞

第1回　授業ガイダンス

序論　「律令」と古代日本

授業の進め方・成績評価方法など説明　歴史用語の基礎

知識

律令制とは　古代日本の国家体制について　その成立と

特色

第2回　神仏習合

古代日本の宗教・信仰

神仏習合について　古代日本の神祇信仰と仏教

氏族制共同体の信仰　仏教の伝来・受容・融合の歴史

第3回　「冊封」体制

東アジア世界とヤマト王権

冊封とは何か　７世紀以前の東アジア古代世界

中華帝国秩序　「天皇」号と「日本」の呼称の由来

第4回　推古朝の転換

遣隋使と厩戸皇子の時代

日本古代国家の成立　古代氏族共同体から中央集権国家

へ

厩戸皇子（聖徳太子）の時代　600年と607年2つの遣隋

使の謎

第5回　「天皇」号と「日本」国号の成立

「天皇」「日本」とは何か　律令国家成立の思想的基盤

氏族制から律令制＝官僚制への転換　儒教・道教・神祇

信仰

第6回　弥勒信仰とは

仏教伝来　弥勒信仰の受容と展開　メシア救済思想

弥勒上生信仰と弥勒下生信仰　仏像彫刻

第7回　飛鳥・白鳳期の仏教美術

初期仏教・飛鳥文化の展開　渡来人と秦氏　広隆寺

白鳳美術の特色　法隆寺を支えた木について

第8回　神祇信仰と仏教

神祇信仰の特質　折口信夫「まれびと」論　柳田国男「

海上他界観」

仏教伝来をめぐる政治的・文化的問題　古代的神仏習合

の展開
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第9回　『古事記』について

『古事記』より　日本神話の世界　伝承と古代歌謡・儀

礼

古代日本語　漢文と和文　日本語の表記・文体について

第10回　弥勒信仰の伝来と

飛鳥・白鳳期仏像美術

古代日本における弥勒信仰について

初期仏教の展開　白鳳美術の特色

第11回　白鳳文化から天平文化へ

観音信仰の受容と日本的展開　救いのかたち

初期山岳仏教の特色　玄昉・行基・泰澄などの活動

第12回　天武・持統朝の政治と文化

天武系皇統の時代　八色の姓　藤原京遷都　律令制確立

期

飛鳥浄御原令と庚午年籍　皇統意識と歴史　神話の形成

第13回　聖武天皇と国家仏教

聖武天皇と光明皇后の信仰と思想　仏教政策の特徴

天平文化の特質　玄昉・吉備真備・行基・泰澄

第14回　『古今和歌集』と平安国風文化の成立

「国風暗黒時代」から「和風」の平安王朝文化へ

仮名文字の誕生　『古今和歌集』と和漢並立の文化様式

第15回　『日本という方法』（松岡正剛）の文化史観

まとめ　紀貫之の日本語改良と『古今和歌集』仮名序の

意義

古代日本律令国家の変質・解体　和風と手わざの方法の

文化

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

日本の歴史と文化Ⅰ (日本の将棋)

西川　和宏、井上　慶太

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

プロ棋士の指導を受ける講義「日本の歴史と文化Ⅱ, I

―将棋―」特別クラスの開講について

この講義は将棋をある程度知っているが、もう一度基礎

から勉強したい人、今よりもっと上達したい人を対象と

した科目です。将棋の歴史（日本、海外）将棋に関する

礼儀、マナー、定跡、戦術等を

日本将棋連盟所属のプロ棋士が講義する。

なお、講義を担当するプロ棋士は以下の３名である。

①日本将棋連盟　常務理事　井上慶太(九段)、②西川和

宏(六段）、③長谷川優貴（女流二段）

＜授業の目的＞

この講義は、将棋を学習することにより日本の伝統文化

に触れるだけではなく、対戦相手の考えを読み、どうし

たらよいか考え、自分で結論を出して指すことを学びま

す。これを繰り返すことにより、洞察力、思考力、集中

力、忍耐力を身につけるのと同時に相手を思いやる気持

ち、マナー、礼儀を習得することなどの教育的効果が期

待できます。

　　　　　　　　　　　　さらに、将棋というわが国が

誇るべき伝統文化にふれることにより、 日本文化の理

解を深める機会を設け、礼儀作法の習得、相手を思いや

る気持ちなど、豊かな心や生きる力をはぐくむ機会が得

られます。

＜到達目標＞

90分間、自分の頭を使って考えることを意識してくださ

い。さらに将棋を観て楽しむ、指して楽しむことができ

るようになっていることを目標とする

＜授業のキーワード＞

将棋、プロ棋士、思考力・集中力・忍耐力、決断力・洞

察力の養成

＜授業の進め方＞

少人数（24人の履修制限）で、プロ棋士の指導のもと、

講義と実践（対局と振り返り）を繰り返す、参加型の講

義室での対面型授業です。　講義をスムーズに進めるた

め、将棋に関する基礎知識のない人にとっては毎回の講

義内容の復習が必須となります。前向きな姿勢での講義

への参加が期待される。

＜履修するにあたって＞

大学の講義室で授業を受ける形式の講義です。（非通学

者向けの講義はありません）抽選科目なので、履修を取

り消しすることは原則できません。２人一組で授業を進

める（対局する）ことが多いので、相手に迷惑がかから

ないように、毎日遅刻することなく出席することを求め

ます。

＜授業時間外に必要な学修＞

特に義務化することは考えていませんが、興味があるこ

とを調べたり（日本将棋連盟のホームページ）、講義で

習ったことを忘れないように、振り返ることを勧めます。

将棋アプリ（ぴよ将棋等）で対局することもお勧め。

＜提出課題など＞

講義を進めながら、必要に応じて、簡単な課題を出すか

もしれません。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験は実施しない。１５回の講義の出席状況、授業

中の態度、積極的な質問などで評価します。

＜テキスト＞

特に指定しない。講義中にプリントを配布することがあ
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る。

＜参考図書＞

盤上の向日葵（上、下）柚月裕子　中公文庫。この本を

読むと将棋の理解が深まります。

＜授業計画＞

第1回　本講義の概要、講義の進め方　、将棋の歴史、

駒、将棋盤

講義の前にアンケートを取ります。本講義の概要を説明

し、講義の進め方を説明する。また、授業を受ける態度、

注意事項、評価方法などを説明する。

将棋の歴史（海外、日本）、駒、将棋盤、駒の種類、持

ち方、駒の価値、など

第2回　将棋の歴史、将棋に関するマナーと将棋のルー

ル

駒の種類、読み方、並べ方、持ち方、動かし方、駒を成

る、駒の価値、将棋に関するマナー、　将棋のルール（

勝ち負け、反則）を覚える

第3回　将棋の指し方、駒を取る、玉の囲い方など

駒を取る、駒を逃げる、駒を成る、駒得くの仕方、将棋

の指し方、駒の並べ方、　対局

第4回　王手と詰み（１手詰み）

将棋の指し方、王の囲い方、　対局と振り返り（解説）

第5回　王手と詰み（１手、３手詰）、必至、　対局

王手と詰み（１手、３手詰）、必至、　対局と振り返り

（解説）

第6回　形勢判断。対局

形勢判断、　対局と振り返り（解説）

第7回　将棋にまつわる格言、　対局

将棋にまつわる格言、　対局と振り返り（解説）

第8回　定跡、　対局

定跡、　対局と振り返り（解説）

第9回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り（解説）

第10回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第11回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第12回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第13回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第14回　対局と振り返り（解説）

対局と振り返り

第15回　来年に向けて、講義の締めくくりのアンケート

を取ります。記念対局

要望、反省、課題、良かった点、改善すべき点などのア

ンケートをお願いします。

対局と振り返り

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

人間関係づくりワークショップ （ポ）（9/12、13、14、

15）

浜中　惠美子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

・講義 ・演習  ・実習

＜授業の目的＞

【授業概要】

    この授業は、一方的に話を聞いたり、ただテキスト

や教材を読むだけではなく,４大学という異なった文化

的背景を持つ受講生が、小グループで様々なアクティビ

ティに取り組み、受講生同士が感じた事をリアルに交流

し合うという双方向型の「体験」を通じた学びを重視し

ます。

【授業の目的・ねらい】

   「産声(うぶごえ)からデジタルデバイスへと変容す

る身体コミュニケーション」

   人間のコミュニケーションは、生理的な欲求を泣き

声で訴えるという原初的な方法から始まりました。現在

は、友人からのSNSを常にチェックし、スマートフォン

が片時も手放せない”SNS症候群”も存在します。そこ

には、加速度的に進化するデジタルデバイスを前に、生

身の人間関係を忘れ、戸惑う身体があります。この社会

にあって、過不足なく他者とコミュニケーションを交わ

し、健康な人間関係を維持していくことは決して容易で

はありません。

　ワークショップ形式の授業を通じ、グループ内の刻々

と変化する人間関係の中で他者の気持ちを「受容」「共

感」し、自己理解や他者理解への気づきを深め、自己の

コミュニケーションスタイルを見直し、新しい行動様式

を身につけることができます。

  この科目は神戸学院大学ディプロマ・ポリシーのうち、

２「思考力・判断力・表現力等の能力」と３「主体性を

持って多様な人々と共同して学ぶ態度」と関係し、それ

を育成します。

    授業の担当者は、NTLA（National Traning Laborat

ory Associatin)の考えを主にワークショップのファシ

リテーターやカウンセラーとして、大学、企業、外資系

企業、病院、官公庁など、20年以上の実務を持つ教員で

す。グループのファシリテート、ヒューマンリレーショ

ンについてより実務的な視点から解説します。

＜到達目標＞

・コミュニケーションの理論やスキルを習得することが

できます。

・他者の気持ちを「受容」「共感」することを味わい、

自分自身や他者への気づきを深めること
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     ができます。

・感情のコントロールについて理解し、他者からのフィ

ードバックを受け入れ、冷静に対話をす

　 ることを学び,自己成長することができます。

・プレゼンテーションが求められる場面や初めて出会う

人の前で、不安や緊張をコントロール

　 し、 自信を持ってパブリック・スピーキングができ

るよう習得します。

・これまで一過性の個人的体験であった自己のコミュニ

ケーションスタイルを見直し、新しい行

　 動様式を身につけることができます。

・これからの人間関係づくりを肯定的にとらえ、可能性

に満ちた学生生活のきっかけになること

　 を目標とします。

＜授業のキーワード＞

・コミュニケーション　・自己理解　・他者理解　・体

験　・気づき　・受容、共感　・変容

＜授業の進め方＞

・体験学習を中心に進めます。

＜履修するにあたって＞

【受講生への要望、その他】

・プログラム上、全日程参加可能な方。

・状況により授業内容、時間を変更することがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

・日常においても、授業内容やソーシャルスキルを意識

して行動し身につけよう。

＜提出課題など＞

・授業内で指示をします

＜成績評価方法・基準＞

1.授業に取り組む姿勢７０％

　（・授業参画態度４０％　・課題、発表他３０％）

２．課題レポート３０％

＜テキスト＞

・ワークシート配布。

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

・ワークショップとは

・体験学習の理論  ・授業の考え方、ねらい、進め方、

評価について

第2回　「対話」とコミュニケーション

・コミュニケーション能力とは何か

・『他者』と関わる、『経験』するということの意味に

ついて

第3回　自分に見えない自分の姿に気づく

・対人関係における気づきについて

・自分を理解し、相手を理解するための試み

第4回　出会いの試み

・出会いの試みを体験する　・自己理解や他者理解を深

める

第5回　より良い人間関係を築くために

・分かり合うとはどういうことか　・他者とかかわり、

思いを伝えるとは

第6回　コミュニケーションの弊害

・コミュニケーションの弊害について

・「聴く力」「話す力（伝える）」「観る力」について

第7回　心の枠組みを点検する

・「厄介な人間関係のからくり」・心の歪みとは何か

第8回　コミュニケーションと

『感情』

・感情のコントロールとは　・感情の考え方、扱い方

第9回　オールタナティブな問題解決法

・オールタナティブな考え方とは　・「問題」とは何か

・問題解決のルールとステップ

第10回　相手を理解し自分の考えを伝える

・コミュニケーションの学びを生かし、自分の考えや思

いを表現する

・他者への 理解を深める

第11回　『Who am I 』「私」を表現する

・『私』をどのように認識しているか、自分の気持や思

いを表現する

・フィードバックを通して、自己・他者への気づきの手

がかりにする

第12回　協力ゲーム

・ゲームの体験から集団意思決定の方法を理解し、ファ

シリテーター型リーダーシップやチームワーク、自己の

コミュニケーション特性に気づく

第13回　①「考える」ということ

②私をデザインする

・「考える」ことを通して、自分の思考・思索のプロセ

スの方法を学ぶ

・自分と向き合う(自己作業）

第14回　『自分を語る』

①「考える」ということ

②私をデザインする

・自分について語る ・メンバーからのフィードバック

・グループの分かち合い

第１５回　作成した作品のフィードバック

・全体の分かち合い

・これまでの振り返りと明日に向かって

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

美術演習

岸本　吉弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習・実技（対面式授業を前提とします）
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＜授業の目的＞

「絵を描く」ということについて、どのような経験やイ

メージを持っているでしょうか？小学校の図画工作の時

間や、中学校の美術授業を思い出す人も多いのではない

でしょうか。上手く描けずに「自分には向いていない」

と思っている人もなかにはいるかもしれません。古来、

絵画は愛おしい人や大切な物などを描きとめ、記録とし

て残す重要な役割を担ってきました。また近代以降はそ

の表現に拡がりが加わり、種々様々な絵画表現が登場し

てきます。つまり「絵」は上手いや下手という価値判断

だけでは決してなく、「何を表現しようとしているか？

」という主体的ななモチベーションや情熱的な姿勢こそ

が重要視されるとも言えます。本授業では絵画制作を通

じ、豊かな感性と表現力を養い、また必要な技術・知識

を得ることを目的としています。　それらは全学DPにあ

る（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等の能力）

（主体性を持って多様な人々と共同して学ぶ態度）と深

く連動するであろうものなのです。

　　　　　尚、この授業の担当者は30年近くにわたり、

画家として抽象絵画の創作に専念し、個展やグループ展

など国内外での発表活動も多く、国内での主要美術館に

も作品収蔵もあり、かつ美術批評的な活動も併せて展開

している実務経験のある教員であるので、より実際的な

観点から授業展開及び制作指導をすることが可能であり、

その上でアクティヴ・ラーニング（能動的・積極的な学

び）の場の提供も可能となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、

シラバスについては、折々の制作の進捗状況によって、

順序や内容を変更する場合があります。

＜到達目標＞

絵画の実制作を主軸に、題材やテーマをどう解釈し、そ

の絵画的（造形性・構図・色彩など）特性をどう判断・

理解するか、そしてそれらを実践制作に結びつけ、自分

らしい「ものの見方」や「感じ方」などの価値基準をも

って作品を具体的に制作する力、すなわち「高度な創造

力・表現力」を得ることが本授業の目標であり、これは

「自立した自己の育成」にも深くつながります。またそ

うした「力量」は芸術表現分野での活用に留まらず、他

の学術分野への主体的な理解や態度、また日常生活にお

いても役立つものなのです。

＜授業のキーワード＞

絵画、デッサン、写実絵画、抽象絵画、現代美術、自己

表現、色彩表現、イメージ,

鑑賞

＜授業の進め方＞

本授業は演習（実技）の授業として行います。演習内容

の紹介や導入、その後の創作時間、最終的には完成作品

を一堂に並べての合評会を開催します。各授業回の質問

や感想等は必要に応じ出席カードに記入して下さい。

＜履修するにあたって＞

汚れて良い服装で受講するか、もしくは作業着を持参し

着替えた上で受講して下さい。また受講するに当たり鉛

筆や絵具類の購入など、最低でも3000円程度以上の材料

費が必要となります。購買店にてそれら全ては購入可能

です。（授業内において次回授業の必要材料等は指示し

ます。）美術や表現することに関して、積極性のある学

生を求めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

自らが制作するだけでなく、なるべく多くの美術館に脚

を運び、絵画作品の実物を見るようにしてください。実

際の作品には多くの多義的な情報量があり、創作の参考

になると同時に、自身の感性を磨くことにも繋がります、

お薦めの展覧会等の情報は授業中に伝えます。この美術

館見学は授業時間外に各自で必要な時期に行ってくださ

い。（1時間以上かけてじっくりと展示全体を鑑賞し、

その中から興味・関心がある作品を選び、その作品の特

徴や意義、創作理念や技法などをじっくりと観察してみ

るのがポイントです。展示会場にある作品説明キャプシ

ョンや音声ガイド、展示カタログもその手助けとなるこ

とでしょう。）

＜提出課題など＞

・本授業内で大きくは2つの課題（表現演習Ⅰ、Ⅱ）を

課します。その作品（指定の画用紙サイズによる）提出

が必須となります。　また完成作品のみならず、その制

作プロセスも重要視します。　尚、適宜フィードバック

なども行います。

＜成績評価方法・基準＞

平常点（参加度、態度等：30％）、作品提出2課題（70

％）

＜テキスト＞

資料などを配布します。

＜参考図書＞

岸本吉弘著「絵画　新たなる物語のために」晃洋書房、

2018年

他に美術基礎やデッサン基礎のような実技入門書（美術

出版社刊など）も必要に応じ参照ください。色々な技術

的なヒントを得ることも可能です。

＜授業計画＞

1　美術表現とは（導入１）

絵画史（具象絵画や写実絵画を中心）の概要のスライド

講義を実施し、絵画の根源、発祥から多様性まで紹介し

ます。

2　美術表現とは（導入２）

実技や創作する観点から、その方法や次週以降の準備物

まで紹介する。
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3　表現演習Ⅰ　　　リアルさの探求１

鉛筆の削り方から、グラデーション作成を実践します。

4　表現演習Ⅰ　　　リアルさの探求２

陰影のつけ方（明暗グラデーション）を作成し、立体ら

しさを表現することを学びます。

5　表現演習Ⅰ　　　リアルさの探求３

自画像デッサン1：頭部の構造（骨格や筋肉）を量感と

して明暗対比の中で鉛筆デッサンし（四切サイズ画用紙

）、対象を観察することを学ぶ。

6　表現演習Ⅰ　　　リアルさの探求４

自画像デッサン2：描写密度を高め、完成を目指す。

7　表現演習Ⅰ　　　リアルさの探求（合評会）

皆さんの完成作品（自画像デッサン）を一堂に並べて、

比較相対化するなかで個別作品の評価を行う。教員から

の一方通行的な指導だけでは無く、学生からの作品プレ

ゼンテーション的な意味合いも併せ持ち。本授業前半（

リアルさの探求）としての振り返りもし、総括とする。

8　表現演習Ⅱ　　　　導入

20世紀以降の絵画史（抽象絵画や現代美術作品を中心）

のスライド講義に加え、美術実技の特性や魅力などを講

義し、次回からの授業紹介（導入）・準備物の指示する。

9　表現演習Ⅱ　       表現性の探求1

モダンテクニック演習：色彩（アクリル系絵具などの水

性絵具など）を使用して、絵具表現（色彩表現）の可能

性を探る、ドリッピング（跳ね飛ばし）やステイニング

（にじみぼかし）などの様々な抽象的表現効果を実践し、

自身の感覚を画面上で解放させる。

10　表現演習Ⅱ　　　表現性の探求2

イメージトレーニング１：「四季のイメージ」（四切サ

イズ画用紙）に自己表現（上記のモダンテクニックなど

も表現効果として活用しながら）を実践する。色や形や

構成などを具体的に発想しながらも、自身の無意識下に

ある感覚値も表面化できるように工夫する。

11　表現演習Ⅱ　　　表現性の探求3

イメージトレーニング2：「四季のイメージ」（四切サ

イズ画用紙）の密度を高め、完成へと向かう。

12　表現演習Ⅱ　　　表現性の探求4

抽象的自画像1：四切サイズ画用紙に自己表現（上記の

モダンテクニックなども表現効果として活用しながら）

を実践する。色や形や構成などを具体的に発想しながら

も、自身の無意識下にある感覚値も表面化できるように

工夫する。

13　表現演習Ⅱ　　　表現性の探求5

抽象的自画像2：密度を高め、完成へと向かう。

14　表現演習Ⅱ　　　表現性の探求（合評会）

完成作品（四季のイメージと抽象的自画像の2作品）を

一堂に並べて、比較相対化するなかで個別作品の評価を

行う。教員からの一方通行的な指導だけでは無く、学生

からの作品プレゼンテーション的な意味合いも併せ持ち。

本授業後半（表現性の探求）としての振り返りもし、総

括とする。

15　美術鑑賞について（まとめ）

これまでの本授業での実践的な経験値をベースにし、鑑

賞授業を実施する。絵画の感じ方や考え方、見方なども

踏まえ、グループディスカッション形式で意見交換をす

る場も提供し、美術作品を鑑賞することの意味や意義を

認識する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

フランス語検定対策ⅠＡ ア（仏検対策）

本多　雄一郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社

会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。

生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の5・4・3級に合格するのに必要なフラ

ンス語の運用能力が身につけられる。

５級レベルでは、初歩的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる（仏検ＨＰから）。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む（ 初歩的な単文の構成と文意の理解、短い初歩

的な対話の理解）。

・聞く （初歩的な文の聞き分け、挨拶等日常的な応答

表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （初歩的な日常表現の単文を構成するのに
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必要な文法的知識。動詞としては、直説法現在、近　接

未来、近接過去、命令法の範囲内）。

＜授業のキーワード＞

フランス語検定　フランス語の日常会話表現

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。aクラスでは基本的

にテキストの文法項目についての説明と練習問題を行う。

授業の後半では、各教員により、実際の検定試験による

模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き取りなど、

それぞれの教員独自の教材により、フランス語能力を養

成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

検定問題に関する課題については授業中に解答・解説を

する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・６月の検定試験で5級に合格すれば定期試験を免除し

て評点Ｂを与える。さらに定期試験を受ければ成績次第

で評点AあるいはSを与える。

・４級以上に合格すれば定期試験を免除して評点Ａを与

える。さらに定期試験を受ければ成績次第で評点Sを与

える。

・６月の検定試験で級を取得できなかった、あるいは受

験しなかった場合、定期試験を受けなければなりません。

評点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30%

をSとＡ、30%をＢ、20～40%をＣ、20～0%をＤとする。

・定期試験、課題レポートの難易度は仏検4級相当とす

る。

＜テキスト＞

『ニヴォー・サンク』、富田正二著、駿河台出版社

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、　仏検問題の形式の説明

授業の進め方を説明する。仏検問題の形式の説明と模擬

練習。

第2回　名詞の前につくことば（１）

冠詞（不定冠詞、定冠詞、部分冠詞）１２ページ

第3回　名詞の前につくことば（２）

指示形容詞、所有形容詞（１４ページ）

第4回　動詞の活用（１）

-er型動詞、不規則動詞avoir, etre, aller, ouvrirの

現在形（２０ページ）

第5回　動詞の活用（２）

-ir型動詞、不規則動詞、venir, partir, voir, devoir,

など（２２ページ）

第6回　動詞の活用（３）

dire, faire, prendre, pouvoir, vouloirなど（２４ペ

ージ）

第7回　単語配列（１）

平叙文、否定文、命令文（３４ページ）

第8回　単語配列（２）

疑問文（３８ページ）

第9回　単語配列（３）

非人称構文、比較構文（４０ページ）

第10回　単語配列（４）

形容詞と副詞の位置、前置詞の用法（４４ページ）

第11回　単語配列（５）

よく使われる表現（４５ページ）

第12回　応答問題（１）

疑問詞を用いない疑問文〔４８ページ）

第13回　応答問題（２）

疑問形容詞、疑問副詞を用いる疑問文（５２ページ）

第14回　応答問題（３）

疑問代名詞を用いる疑問文（５６ページ）

第15回　応答問題（４）

会話表現（６０ページ）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

フランス語検定対策ⅠＡ (仏検対策)

門脇　伸二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社

会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。
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生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の5・4・3級に合格するのに必要なフラ

ンス語の運用能力が身につけられる。

５級レベルでは、初歩的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる（仏検ＨＰから）。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む（ 初歩的な単文の構成と文意の理解、短い初歩

的な対話の理解）。

・聞く （初歩的な文の聞き分け、挨拶等日常的な応答

表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （初歩的な日常表現の単文を構成するのに

必要な文法的知識。動詞としては、直説法現在、近　接

未来、近接過去、命令法の範囲内）。

＜授業のキーワード＞

フランス語検定　フランス語の日常会話表現

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。aクラスでは基本的

にテキストの文法項目についての説明と練習問題を行う。

授業の後半では、各教員により、実際の検定試験による

模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き取りなど、

それぞれの教員独自の教材により、フランス語能力を養

成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

検定問題に関する課題については授業中に解答・解説を

する。

＜成績評価方法・基準＞

・単位を取得するためには10回以上の出席が必要。

・６月の検定試験で5級に合格すれば定期試験を免除し

て評点Ｂを与える。さらに定期試験を受ければ成績次第

で評点AあるいはSを与える。

・４級以上に合格すれば定期試験を免除して評点Ａを与

える。さらに定期試験を受ければ成績次第で評点Sを与

える。

・６月の検定試験で級を取得できなかった、あるいは受

験しなかった場合、定期試験を受けなければなりません。

評点は相対評価によるものとし、おおむね上位から30%

をSとＡ、30%をＢ、20～40%をＣ、20～0%をＤとする。

・定期試験、課題レポートの難易度は仏検4級相当とす

る。

＜テキスト＞

『ニヴォー・サンク』、富田正二著、駿河台出版社

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、　仏検問題の形式の説明

授業の進め方を説明する。仏検問題の形式の説明と模擬

練習。

第2回　名詞の前につくことば（１）

冠詞（不定冠詞、定冠詞、部分冠詞）１２ページ

第3回　名詞の前につくことば（２）

指示形容詞、所有形容詞（１４ページ）

第4回　動詞の活用（１）

-er型動詞、不規則動詞avoir, etre, aller, ouvrirの

現在形（２０ページ）

第5回　動詞の活用（２）

-ir型動詞、不規則動詞、venir, partir, voir, devoir,

など（２２ページ）

第6回　動詞の活用（３）

dire, faire, prendre, pouvoir, vouloirなど（２４ペ

ージ）

第7回　単語配列（１）

平叙文、否定文、命令文（３４ページ）

第8回　単語配列（２）

疑問文（３８ページ）

第9回　単語配列（３）

非人称構文、比較構文（４０ページ）

第10回　単語配列（４）

形容詞と副詞の位置、前置詞の用法（４４ページ）

第11回　単語配列（５）

よく使われる表現（４５ページ）

第12回　応答問題（１）

疑問詞を用いない疑問文〔４８ページ）

第13回　応答問題（２）

疑問形容詞、疑問副詞を用いる疑問文（５２ページ）

第14回　応答問題（３）

疑問代名詞を用いる疑問文（５６ページ）

第15回　応答問題（４）

会話表現（６０ページ）
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

フランス語検定対策ⅠＢ (仏検対策)

釣　馨

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社

会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。

生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の5・4・3級に合格するのに必要なフラ

ンス語の運用能力が身につけられる。

５級レベルでは、初歩的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる（仏検ＨＰから）。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む（ 初歩的な単文の構成と文意の理解、短い初歩

的な対話の理解）。

・聞く （初歩的な文の聞き分け、挨拶等日常的な応答

表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （初歩的な日常表現の単文を構成するのに

必要な文法的知識。動詞としては、直説法現在、近　接

未来、近接過去、命令法の範囲内）。

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。ｂクラスでは基本的

に語彙の習得と表現の理解、音声の聞き取りの練習問題

を行う。授業の後半では、各教員により、実際の検定試

験による模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き

取りなど、それぞれの教員独自の教材により、フランス

語能力を養成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

検定問題に関する宿題については授業中に解答・解説を

する。

＜成績評価方法・基準＞

「授業記録」の提出と内容30％＋「課題」の提出と内容

30％＋

　　5回の小テスト40％

＜テキスト＞

『ニヴォー・サンク』、富田正二著、駿河台出版社

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス、　仏検問題の形式の説明

授業の進め方を説明する。仏検問題の形式の説明と模擬

練習。

第2回　語彙（１）

名詞（１）（６ページ）

第3回　語彙（１）

名詞（１）（６ページ）

第4回　語彙（２）

名詞（２）（８ページ）

第5回　語彙（２）

名詞（２）（８ページ）

第6回　数字の聞き取り（１）

数字の聞き取り１～１０、聞き取り問題１（１６～１７

ページ）

第7回　語彙（３）

動詞（１８ページ）

第8回　語彙（３）

動詞（１８ページ）

第9回　語彙（４）

形容詞、前置詞（２８ページ）聞き取り問題２〔２７ペ

ージ）

第10回　語彙（４）

形容詞、前置詞（２８ページ）

第11回　数字の聞き取り（２）

数字の聞き取り１～２０、〔３３ページ）、聞き取り問

題３、４、（３１～３２ページ）

第12回　聞き取り問題

聞き取り問題５、６、７（３７、４３、５０ページ）

第13回　会話文

会話文１、２（５１、５５ページ）、聞き取り問題８〔

５４ページ）

第14回　会話文
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会話文３（５９ページ）聞き取り問題９（５８ページ）

第15回　会話文

会話文４、５（６２～６２ページ）、聞き取り問題１０

（６１ページ）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

フランス語検定対策ⅡＡ ア（仏検対策）

本多　雄一郎

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社

会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。

生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の４級に合格するのに必要なフランス語

の運用能力が身につけられる。

４級レベルでは、基礎的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む （基礎的な単文の構成と文意の理解。基礎的な

対話の理解）。

・聞く （基礎的な文の聞き分け、日常使われる基礎的

応答表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （基礎的な日常表現の単文を構成するのに

必要な文法的知識。動詞としては、直説法（現在、近接

未来、近接過去、複合過去、半過去、単純未来、代名動

詞）、命令法等）。

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。aクラスでは基本的

にテキストの文法項目についての説明と練習問題を行う。

授業の後半では、各教員により、実際の検定試験による

模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き取りなど、

それぞれの教員独自の教材により、フランス語能力を養

成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

検定問題に関する宿題については授業中に解答・解説を

する。

＜成績評価方法・基準＞

宿題の提出とその内容＋小テストの成績：７０%、「授

業記録」の提出とその内容：３０%。4級・３級　の合格

者も授業に参加すること。

＜テキスト＞

『ニヴォー・カトル 　 教室で学ぶ仏検４級 　』（富

田正二著・駿河台出版社）

＜授業計画＞

第1回　冠詞

不定冠詞、部分冠詞、定冠詞（６～９ページ）

第2回　動詞の活用（１）

動詞の活用（現在形と命令形）（１０～１４ページ）

第3回　動詞の活用（２）

動詞の活用（複合過去形）（１５ページ）

第4回　動詞の活用（３）

動詞の活用（単純未来形）（１６ページ）

第5回　動詞の活用（４）

動詞の活用（半過去形）ジェロンディフ（１６ページ、

１７ページ）

第6回　代名詞（１）

目的語人称代名詞（２８ページ）

第7回　代名詞（２）

強勢形、再帰代名詞、指示代名詞（３０～３１ページ）

第8回　代名詞（３）

中性代名詞〔３２ページ）

第9回　単語配列（１）

否定文など（３６ページ）

第10回　単語配列（２）

受動態など（３７ページ）

第11回　単語配列（３）

非人称構文、関係代名詞など（３８ページ）

第12回　単語配列（４）

形容詞、副詞の位置（３９ページ）

第13回　単語配列（５）
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比較構文など（４０～４１ページ）

第14回　前置詞

前置詞１（４６～４７ページ）

第15回　前置詞

前置詞２（４８～４９ページ）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

フランス語検定対策ⅡＡ (仏検対策)

門脇　伸二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社

会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。

生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の４級に合格するのに必要なフランス語

の運用能力が身につけられる。

４級レベルでは、基礎的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む （基礎的な単文の構成と文意の理解。基礎的な

対話の理解）。

・聞く （基礎的な文の聞き分け、日常使われる基礎的

応答表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （基礎的な日常表現の単文を構成するのに

必要な文法的知識。動詞としては、直説法（現在、近接

未来、近接過去、複合過去、半過去、単純未来、代名動

詞）、命令法等）。

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。aクラスでは基本的

にテキストの文法項目についての説明と練習問題を行う。

授業の後半では、各教員により、実際の検定試験による

模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き取りなど、

それぞれの教員独自の教材により、フランス語能力を養

成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

検定問題に関する宿題については授業中に解答・解説を

する。

＜成績評価方法・基準＞

宿題の提出とその内容＋小テストの成績：７０%、「授

業記録」の提出とその内容：３０%。4級・３級　の合格

者も授業に参加すること。

＜テキスト＞

『ニヴォー・カトル 　 教室で学ぶ仏検４級』（富田正

二著・駿河台出版社）

＜授業計画＞

第1回　冠詞

不定冠詞、部分冠詞、定冠詞（６～９ページ）

第2回　動詞の活用（１）

動詞の活用（現在形と命令形）（１０～１４ページ）

第3回　動詞の活用（２）

動詞の活用（複合過去形）（１５ページ）

第4回　動詞の活用（３）

動詞の活用（単純未来形）（１６ページ）

第5回　動詞の活用（４）

動詞の活用（半過去形）ジェロンディフ（１６ページ、

１７ページ）

第6回　代名詞（１）

目的語人称代名詞（２８ページ）

第7回　代名詞（２）

強勢形、再帰代名詞、指示代名詞（３０～３１ページ）

第8回　代名詞（３）

中性代名詞〔３２ページ）

第9回　単語配列（１）

否定文など（３６ページ）

第10回　単語配列（２）

受動態など（３７ページ）

第11回　単語配列（３）

非人称構文、関係代名詞など（３８ページ）

第12回　単語配列（４）

形容詞、副詞の位置（３９ページ）
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第13回　単語配列（５）

比較構文など（４０～４１ページ）

第14回　前置詞

前置詞１（４６～４７ページ）

第15回　前置詞

前置詞２（４８～４９ページ）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

フランス語検定対策ⅡＢ (仏検対策)

釣　馨

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

1.検定合格に十分な能力，すなわち言葉を運用する上で

基本となる「聞く」・「話す」・「読む」能力を身につ

けることができる。

2.検定の問題を通して初級フランス語の授業で学んだフ

ランス語の基礎知識をより深め，日常生活で使用されて

いる幅広い会話表現を実践できる。

3.全学ディプロマポリシーに関連して、検定の授業を通

して得たフランス・フランス語の知識に基づいて西洋の

異文化に対する理解を深めるとともに、日本と異なる社

会に属する人々との円滑な交流を実践することができる。

生涯的にはフランス語の確かな運用能力をもとにさらな

る上級のクラスを目指せる。

＜到達目標＞

フランス語検定の４級に合格するのに必要なフランス語

の運用能力が身につけられる。

４級レベルでは、基礎的な日常的フランス語を理解し、

読み、聞き、書くことができる。

仏検ＨＰから引用すると次の通り。

・読む （基礎的な単文の構成と文意の理解。基礎的な

対話の理解）。

・聞く （基礎的な文の聞き分け、日常使われる基礎的

応答表現の理解、数の聞き取り）。

・文法知識 （基礎的な日常表現の単文を構成するのに

必要な文法的知識。動詞としては、直説法（現在、近接

未来、近接過去、複合過去、半過去、単純未来、代名動

詞）、命令法等）。

＜授業の進め方＞

授業の前半では、テキストの毎回の所定の項目について、

講義および演習により、習得する。ｂクラスでは基本的

に語彙の習得と表現の理解、音声の聞き取りの練習問題

を行う。授業の後半では、各教員により、実際の検定試

験による模試や、会話教材による聞き取り、映画の聞き

取りなど、それぞれの教員独自の教材により、フランス

語能力を養成していく。

＜履修するにあたって＞

入学時に選択した言語にかかわらず，原則として自由に

どの言語でも選択できる。語学力をさらに伸ばすために

積極的に履修してほしい。ただし，1年次にその外国語

科目を履修した学生と同等程度の基礎力は必要。2年次

配当の外国語科目においては，再履修初級科目を除いて

全くの初学者を対象とする授業は行なわない。2年次以

降で新しい外国語を学びたい人や卒業要件を満たすため

に新しい外国語を履修することを迫られている人は，「

再履修初級」科目を履修すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

使用するテキストや配布する仏検資料に含まれる練習問

題で授業中に解答できなかった箇所を自分で解くことを

含めて、少なくとも次の授業までに復習を二時間以上す

ること。

＜提出課題など＞

検定問題に関する宿題については授業中に解答・解説を

する。

＜成績評価方法・基準＞

「授業記録」の提出と内容30％＋「課題」の提出と内容

30％＋

　　5回の小テスト40％

＜テキスト＞

『ニヴォー・サンク』、富田正二著、駿河台出版社

＜授業計画＞

第1回　絵を使った問題

絵を使った問題１（２６、３０ページ）

第2回　絵を使った問題

絵を使った問題２（３６、４２ページ）

第3回　数字の聞き取り（１）

数字の聞き取り０～２０

第4回　数字の聞き取り（２）

数字の聞き取り２０～６０

第5回　応答問題（１）

応答問題（１）（４８～４９ページ）

第6回　応答問題（２）

応答問題（２）（５２～５３ページ）

第7回　数字の聞き取り（３）

数字の聞き取り６０～１００

第8回　短文聞き取り（１）

短文聞き取り

第9回　短文聞き取り（２）

短文聞き取り

第10回　応答問題（３）

応答問題（３）（５２～５３ページ）

第11回　会話文（１）

会話文（１）

第12回　会話文（２）

会話文（２）

第13回　会話文聞き取り（１）
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会話文聞き取り

第14回　会話文聞き取り（２）

会話文聞き取り

第15回　数字の聞き取り

数字の聞き取り１～１００

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

プログラミング実習Ⅰ

佐藤　毅

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面(実習）

＜授業の目的＞

Scratchと呼ばれるビジュアルプログラミング言語を利

用し、プログラミングのエッセンスを修得する。

Scratch以外のプログラミング言語への応用も意識し、

論理的思考力を身につける。

幅広い知識を活用して、全学DPに示されるように目的達

成にいたるまでのさまざまな問題を発見し、それを解決

する方策を導くことができる。

情報社会を生きる上で必要な知識・スキルを、より実践

的な観点から解説します。

＜到達目標＞

プログラミング言語の種類について説明できる。

アルゴリズムとは何かを説明できる。

Scratchの基本操作ができる。

条件分岐に代表される基本的制御文を活用できる。

流れ図の記号を用い、アルゴリズムを表現することがで

きる。

＜授業のキーワード＞

プログラミング、Scratch、流れ図、論理的思考、ゲー

ム作成

＜授業の進め方＞

授業冒頭で、実習内容の概要説明。提示される課題をど

のように実現（解く）すべきか思考し、その後に文法・

理論で補完する。

＜履修するにあたって＞

授業は、実習室のPC（WindowsをOS）を利用します。

自宅で学習するためにも、PCを保有することを推奨しま

す。

また、Macでも学習は可能です。

プログラミング初心者を対象とした授業です。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の復習、および課題で90分程度を想定しています。

＜提出課題など＞

課題提出、資料配布は、dotCampusで実施する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加状況、毎授業時間における実習成果(40%)、

課題(60%)として総合して評価します。

＜テキスト＞

各授業ごとに資料を公開。指定テキストはありません。

＜参考図書＞

プログラミングとアルゴリズムの基本

親子で学ぶプログラミング超入門

プログラミング入門講座

スクラッチで始めようプログラミング入門

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

情報処理実習室の利用について

授業の進め方

評価方法

課題の提出方法など

プログラミングとは

第2回　プログラミング言語とScratch

言語の種類

アルゴリズム

Scratchについて

第3回　Scratchの基礎１

Scratchの構成

スプライト（オブジェクト）

コスチューム

スクリプト（メソッド）

第4回　Scratchの基礎2

エントリーポイント

逐次処理

初期化

第5回　メッセージ

スプライト間の情報伝達

ブロードキャスト

第6回　制御文１

変数

繰り返し制御

変数の取り扱い

宣言、代入、参照

第7回　制御文２

配列１

条件分岐１

配列２

第8回　制御文３

配列２

条件分岐２

配列２

第9回　フローチャート

流れ図の書き方と活用

第10回　マルチスレッド

ポリモルフィズム

複数スプライトの同時実行
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第11回　ゲーム作成１

ゲームの；

・設計

・コーディング１

第12回　ゲーム作成

ゲームの；

・コーディング２

・デバッグ

第13回　ゲームの評価、および説明書の作成

作成ゲームの発表・評価

説明書の作成

第14回　総復習１

実習の理解度確認

第15回　総復習２

プログラミングの基礎から応用に向けて

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

プログラミング実習Ⅰ

岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）

講師のアドレス：okamoto@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業の目的＞

Scratchと呼ばれるビジュアルプログラミング言語を利

用し、プログラミングのエッセンスを修得する。Scratc

h 以外のプログラミング言語への応用も意識し、論理的

思考力を身に着ける。

幅広い知識を活用して、目的達成にいたるまでのさまざ

まな問題を発見し、それを解決する方策を導くことがで

きる。

なお、この授業の担当者は、IT企業での業務を11年、学

外（公的機関）での教育業務を13年経験しています。

情報社会を生きる上で必要な知識・スキルを、より実践

的な観点から解説します。

＜到達目標＞

プログラミング言語の種類について説明できる。

アルゴリズムとは何かを説明できる。

Scratchの基本操作ができる。

条件分岐に代表される基本的制御文を活用できる。

流れ図の記号を用い、アルゴリズムを表現することがで

きる。

＜授業のキーワード＞

プログラミング、Scratch、流れ図、論理的思考、ゲー

ム作成

＜授業の進め方＞

授業冒頭で、実習内容の概要説明。提示される課題をど

のように実現（解く）すべきか思考し、その後に文法・

理論で補完する。

＜履修するにあたって＞

本実習は、プログラミングに興味のある学生が対象です。

各種プログラミング言語特有の文法を学習することが目

的ではなく、社会人の一般教養としてのプログラミング

スキルを身につけることを意識してください。

さらに高度なプログラミングスキルを身につけたい場合

は、プログラミング実習Ⅱを継続して履修してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の予習で1時間。復習と課題で1時間を想定していま

す。

＜提出課題など＞

課題提出、資料配布は、Teamsで実施する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への参加状況、毎授業時間における実習成果(40%)、

課題(60%)として総合して評価します。

＜テキスト＞

各授業ごとに資料を公開。指定テキストはありません。

＜参考図書＞

スクラッチプログラミングの図鑑

松下 孝太郎、山本 光　共著

技術評論社

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

情報処理実習室の利用について

授業の進め方

評価方法

課題の提出方法など

プログラミングとは

第2回　プログラミング言語とScratch

言語の種類

アルゴリズム

Scratchについて

第3回　Scratchの基礎１

Scratchの構成

スプライト（オブジェクト）

コスチューム

スクリプト（メソッド）

第4回　Scratchの基礎2

エントリーポイント

逐次処理

初期化

第5回　メッセージ

スプライト間の情報伝達

ブロードキャスト

第6回　制御文１

変数
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繰り返し制御

変数の取り扱い

宣言、代入、参照

第7回　制御文２

配列

条件分岐１

配列の作り方と使い方１

第8回　制御文３

配列２

条件分岐２

配列の作り方と使い方２

第9回　フローチャート

流れ図の書き方と活用

第10回　マルチスレッド

ポリモルフィズム

複数スプライトの同時実行

第11回　ゲーム作成１

ゲームの；

・コーディング１

・デバッグ

第12回　ゲーム作成２

ゲームの；

・コーディング２

・デバッグ

第13回　ゲームの評価、および説明書の作成

作成ゲームの発表・評価

説明書の作成

第14回　総復習１

実習の理解度確認

第15回　総復習２

プログラミングの基礎から応用に向けて

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

プログラミング実習Ⅱ

佐藤　毅

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

・対面授業（実習）

＜授業の目的＞

Scratchと呼ばれるビジュアルプログラミング言語を利

用し、プログラミングエッセンスの修得とともに、応用

技法について学ぶ。

Scratch以外のプログラミング言語への応用も意識し、

論理的思考力を身につける。

本実習を履修することにより、全学DPに示されるように、

幅広い知識を活用し、目的達成にいたるまでのさまざま

な問題を発見し、それを解決する方策を導くことができ

る。

＜到達目標＞

アルゴリズムとは何かを説明できる。

Scratchを用いた、基本的なアルゴリズムの実現ができ

る。

構造化プログラミングについて説明でき、プログラムを

作成することができる。

VBAによる、初等レベルのマクロ作成（プログラミング

）ができる。

＜授業のキーワード＞

プログラミング、Scratch、構造化プログラミング、ア

ルゴリズム

＜授業の進め方＞

授業冒頭で、実習内容の概要説明。

基本問題を解いた（スクリプト化）後、提示される課題

を解く。

＜履修するにあたって＞

本実習は、プログラミングに興味のある学生が対象です。

各種プログラミング言語特有の文法を学習することが目

的ではなく、社会人の一般教養としてのプログラミング

スキルを身につけることを意識してください。（Scratc

hの習得を目的とした実習ではありません）

プログラミングに関する知識、経験が全くない場合、前

期開講のプログラミング実習Ⅰを履修後、本実習を履修

することを推奨します。

また、前期開講のプログラミング実習Ⅰを履修せず、本

科目の受講を希望する人は、高等学校や独学で、プログ

ラミングに触れた経験を有することが望ましいです。

授業は、実習室のPC（WindowsをOS）を利用します。

自宅で学習するためにも、PCを保有することを推奨しま

す。

また、Macでも学習は可能ですが、ソフトウェアの操作

方法がWindowsと異なることもあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の予習、復習、および課題で90分を想定しています。

＜提出課題など＞

課題提出、資料配布は、dotCampusで実施。

フィードバックは、授業時、およびdotCampusにて実施。

＜成績評価方法・基準＞

毎授業時間における実習成果(40%)、および、1週間程度

の提出期限を設ける課題(60%)の提出により評価します。

＜テキスト＞

各授業ごとに資料を公開。指定テキストはありません。

＜参考図書＞

スクラッチプログラミングの図鑑

松下 孝太郎、山本 光　共著

技術評論社

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

Scratchの基礎１
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授業の進め方

評価方法

課題の提出方法

Scratchの利用方法

Scratchの構成

第2回　Scratchの基礎２

構造化プログラミング１

スプライト（オブジェクト）

スクリプト（メソッド）

エントリーポイント

初期化

順次構造

選択構造１

反復構造１

第3回　構造化プログラミング２

関数１

選択構造２

反復構造２

関数とは

第4回　関数２

変数

ローカル変数

グローバル変数

第5回　アルゴリズム１

フローチャート

メインルーチンとサブルーチン

第6回　アルゴリズム２

リストと配列

第7回　アルゴリズム３

探索（線形探索）

第8回　前半の復習

確認問題による理解度の確認

第9回　アルゴリズム４

条件分岐

第10回　アルゴリズム５

データの並び替え（バブルソート）

第11回　VBAプログラミング１

VBA基礎

モジュールとプロシージャ

第12回　VBAプログラミング2

VBAコーディング基礎１

第13回　VBAプログラミング３

VBAコーディング基礎２

第14回　VBAプログラミング４

VBAコーディング応用１

第15回　VBAプログラミング５

VBAコーディング応用２

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

プログラミング実習Ⅱ

岡元　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習（対面授業）

講師のアドレス：okamoto@ge.kobegakuin.ac.jp

＜授業の目的＞

Scratchと呼ばれるビジュアルプログラミング言語を利

用し、プログラミングエッセンスの修得とともに、応用

技法について学ぶ。

Scratch以外のプログラミング言語への応用も意識し、

論理的思考力を身につける。

本実習を履修することにより、幅広い知識を活用し、目

的達成にいたるまでのさまざまな問題を発見し、それを

解決する方策を導くことができる。

なお、この授業の担当者は、IT企業での業務を11年、学

外（公的機関）での教育業務を13年経験しています。

情報社会を生きる上で必要な知識・スキルを、より実践

的な観点から解説します。

＜到達目標＞

アルゴリズムとは何かを説明できる。

Scratchを用いた、基本的なアルゴリズムの実現ができ

る。

構造化プログラミングについて説明でき、プログラムを

作成することができる。

＜授業のキーワード＞

プログラミング、Scratch、構造化プログラミング、ア

ルゴリズム

＜授業の進め方＞

授業冒頭で、実習内容の概要説明。

基本問題を解いた（スクリプト化）後、提示される課題

を解く。

＜履修するにあたって＞

本実習は、プログラミングに興味のある学生が対象です。

各種プログラミング言語特有の文法を学習することが目

的ではなく、社会人の一般教養としてのプログラミング

スキルを身につけることを意識してください。（Scratc

hの習得を目的とした実習ではありません）�����

プログラミングに関する知識、経験が全くない場合、前

期開講のプログラミング実習Ⅰを履修後、本実習を履修

することを推奨します。�����

また、前期開講のプログラミング実習Ⅰを履修せず、本

科目の受講を希望する人は、高等学校や独学で、プログ

ラミングに触れた経験を有することが望ましいです。受

講の際は、Scratchをすぐに使用できるよう、ダウンロ
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ードを行い、Scratchについて予習しておくことを推奨

します。（後期からの履修であっても、意欲があれば、

皆さんの受講を待っています）�����

授業は、実習室のPC（WindowsをOS）を利用します。

自宅で学習するためにも、PCを保有することを推奨しま

す。

また、Macでも学習は可能ですが、ソフトウェアの操作

方法がWindowsと異なることもあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

各回の予習で1時間。復習と課題で1時間を想定していま

す。

＜提出課題など＞

課題提出、資料配布は、Ofiice365（主にTeams）で実施。

フィードバックは、授業時、およびTeams等にて実施。

＜成績評価方法・基準＞

毎授業時間における実習成果(40%)、および、1週間程度

の提出期限を設ける課題(60%)の提出により評価します。

＜テキスト＞

各授業ごとに資料を公開。指定テキストはありません。

＜参考図書＞

スクラッチプログラミングの図鑑

松下 孝太郎、山本 光　共著

技術評論社

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

Scratchの基礎１

授業の進め方

評価方法

課題の提出方法

Scratchの利用方法

Scratchの構成

第2回　Scratchの基礎２

構造化プログラミング１

スプライト（オブジェクト）

スクリプト（メソッド）

エントリーポイント

初期化

順次構造

選択構造１

反復構造１

第3回　構造化プログラミング２

関数１

選択構造２

反復構造２

関数とは

第4回　関数２

変数

ローカル変数

グローバル変数

第5回　アルゴリズム１

フローチャート

メインルーチンとサブルーチン

第6回　アルゴリズム２

リストと配列

第7回　アルゴリズム３

探索（線形探索）

第8回　前半の復習

確認問題による理解度の確認

第9回　アルゴリズム４

条件分岐

第10回　アルゴリズム５

データの並び替え（バブルソート）

第11回　VBAプログラミング１

VBA基礎

モジュールとプロシージャ

第12回　VBAプログラミング2

VBAコーディング基礎１

第13回　VBAプログラミング３

VBAコーディング基礎２

第14回　VBAプログラミング４

VBAコーディング応用１

第15回　VBAプログラミング５

VBAコーディング応用２

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

プロジェクト学習基礎

棚橋　浩樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す主体性をもって多様な人々

と共同して学ぶ態度を習得することを目指します。大学

生活で身につけるべき「チームで課題を解決する力」を

身につけます。グループワークの中で小さな成功体験を

積み、その結果として多様なメンバーのなかでの自分の

リーダーシップスタイルを知っていくことが出来ます。

この科目の担当者は、10年間大学生のキャリア教育・就

職活動支援の実務経験がある教員です。社会人として必

要なスキルや能力を実例を交えて、解説します。

＜到達目標＞

プロジェクトの学びを通して、自ら情報収集を行い、議

論をして結果を導く。自らが考えた結果をプレゼンテー

ションし、仲間と協働する能力と能動的な学習スタイル

を身につける。

＜授業のキーワード＞

リーダーシップ、プロジェクト学習、課題解決、プレゼ

ンテーション、キャリア
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＜授業の進め方＞

15回の授業の中で、実際の企業課題を解決します。学部

混成チームを組み（1チーム５名）、グループワークを

行います。課題に関する情報収集・ディスカッション・

資料作成・プレゼンテーション・報告書作成を行います。

【履修時の注意】

①授業の中で、PowerPoint,　Wordを多く使用しますの

で、PCを使っての受講を推奨します。

　PCを持参出来る人は持参してください。

　また、資料作成で使うソフトの使用の仕方の質問には

お答えしますが、

　細かく授業の中では触れることが出来ませんので、自

己習得する努力をお願いします。

②開講クラスによっては日本人と留学生の合同チームを

組んでいただく場合もあります。

（語学力を求める科目ではありませんので日本語で応対

いただいて問題ありません。）

＜履修するにあたって＞

授業のお知らせ・資料配布・レポート課題提出方法につ

いての詳細は初回授業で説明いたします。

この授業は、座学だけではなく、グループワークが主な

活動になります。自らがグループに能動的に関わる主体

性が求められます。毎回、授業時間外での活動も評価の

対象となりますので各自がグループワークに参加するよ

うにお願いしたいです。

＜授業時間外に必要な学修＞

時間外に、グループで連絡を取り合い、情報収集などの

活動が必要です。各回1時間以上の時間をかけて、グル

ープで授業の振り返りと、課題解決のための行動をして

おいてください。

＜提出課題など＞

出席課題（毎回）：授業内容・感想・行動計画・意見な

ど

提出課題：レポート・最終プレゼンテーションパワーポ

イント

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み姿勢10％　毎回の出席レポート45％

レポート・プレゼンテーションによる評価45％（これは、

1年生が履修するのが望ましい講座です）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の目的と進め方を理解する。シラバスを確認し、15

回の進め方・グループワークの進行の仕方を知ります。

第2回　チームビルディング

これから一緒にワークをしていく、チーム分けを行いま

す。

第3回　グループ活動の進め方

グループ活動の進め方や課題解決をするマインドセット

についてチームごとに設定します。

第4回　課題発表と質疑

企業の方に来ていただき、課題を発表してもらいます。

また、課題についての質疑を行います。

第5回　グループ活動１

「計画の立て方と実行について」をテーマにチーム活動

を行います

第6回　グループ活動２

「課題を解決するとはどういうことか」をテーマにチー

ム活動を行います

第7回　グループ活動３

「情報収集の仕方と活用方法」をテーマにチーム活動を

行います。

第8回　中間発表

グループ活動の中間報告をし、他のグループや教員から

フィードバックをもらいます。

第9回　グループ活動の振り返り

グループ活動でのチームの在り方や個々人の参加姿勢な

どを振り返り、次回以降に備えます

第10回　課題解決にむけてのグループ活動１

グループで集めた情報をもとに、課題を設定します。

第11回　課題解決に向けてのグループワーク2

グループで行動計画にそって、行動し、発表に向けて準

備をします。

第12回　課題解決に向けてのグループワーク活動３

グループで行動計画にそって、行動し、発表に向けて準

備をします。

第13回　課題解決に向けてのグループ活動4（発表準備

）

発表会に向けて、パワーポイントなどの発表ツールの準

備をし、練習をします。

第14回　発表（講評と振り返り）

グループごとに発表を行い、課題を提出してくださった

企業から、講評をもらいます。

第15回　全体の振り返り（最終レポート作成など）

15回の振り返り、これからの自分の目標を設定します。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

プロジェクト学習基礎

吉澤　飛鳥

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す主体性をもって多様な人々
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と共同して学ぶ態度を習得することを目指します。大学

生活で身につけるべき「チームで課題を解決する力」を

身につけます。グループワークの中で小さな成功体験を

積み、その結果として多様なメンバーのなかでの自分の

リーダーシップスタイルを知っていくことが出来ます。

この科目の担当者は、外資系の企業でマーケティングを

担当し、新卒採用にも携わってきた実務経験のある教員

です。キャリアコンサルタント・産業カウンセラーの資

格保有もしており、社会人として必要なスキルや能力を、

実例を交えて、解説します。

＜到達目標＞

プロジェクトの学びを通して、自ら情報収集を行い、議

論をして結果を導く。自らが考えた結果をプレゼンテー

ションし、仲間と協働する能力と能動的な学習スタイル

を身につける。

＜授業のキーワード＞

リーダーシップ、プロジェクト学習、課題解決、プレゼ

ンテーション、キャリア

＜授業の進め方＞

15回の授業の中で、実際の企業課題を解決します。学部

混成チームを組み（1チーム５名）、グループワークを

行います。課題に関する情報収集・ディスカッション・

資料作成・プレゼンテーション・報告書作成を行います。

【履修時の注意】

①授業の中で、PowerPoint,　Wordを多く使用しますの

で、PCを使っての受講を推奨します。

　PCを持参出来る人は持参してください。

　また、資料作成で使うソフトの使用の仕方の質問には

お答えしますが、

　細かく授業の中では触れることが出来ませんので、自

己習得する努力をお願いします。

②開講クラスによっては日本人と留学生の合同チームを

組んでいただく場合もあります。

（語学力を求める科目ではありませんので日本語で応対

いただいて問題ありません。）

＜履修するにあたって＞

授業のお知らせ・資料配布・レポート課題提出方法につ

いての詳細は初回授業で説明いたします。

この授業は、座学だけではなく、グループワークが主な

活動になります。自らがグループに能動的に関わる主体

性が求められます。毎回、授業時間外での活動も評価の

対象となりますので各自がグループワークに参加するよ

うにお願いしたいです。

＜授業時間外に必要な学修＞

時間外に、グループで連絡を取り合い、情報収集などの

活動が必要です。各回1時間以上の時間をかけて、グル

ープで授業の振り返りと、課題解決のための行動をして

おいてください。

＜提出課題など＞

出席課題（毎回）：授業内容・感想・行動計画・意見な

ど

提出課題：レポート・最終プレゼンテーションパワーポ

イント

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み姿勢10％　毎回の出席レポート45％

レポート・プレゼンテーションによる評価45％（これは、

1年生が履修するのが望ましい講座です）

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の目的と進め方を理解する。シラバスを確認し、15

回の進め方・グループワークの進行の仕方を知ります。

第2回　チームビルディング

これから一緒にワークをしていく、チーム分けを行いま

す。

第3回　グループ活動の進め方

グループ活動の進め方や課題解決をするマインドセット

についてチームごとに設定します。

第4回　課題発表と質疑

企業の方に来ていただき、課題を発表してもらいます。

また、課題についての質疑を行います。

第5回　グループ活動１

「計画の立て方と実行について」をテーマにチーム活動

を行います

第6回　グループ活動２

「課題を解決するとはどういうことか」をテーマにチー

ム活動を行います

第7回　グループ活動３

「情報収集の仕方と活用方法」をテーマにチーム活動を

行います。

第8回　中間発表

グループ活動の中間報告をし、他のグループや教員から

フィードバックをもらいます。

第9回　グループ活動の振り返り

グループ活動でのチームの在り方や個々人の参加姿勢な

どを振り返り、次回以降に備えます

第10回　課題解決にむけてのグループ活動１

グループで集めた情報をもとに、課題を設定します。

第11回　課題解決に向けてのグループワーク2

グループで行動計画にそって、行動し、発表に向けて準

備をします。

第12回　課題解決に向けてのグループワーク活動３

グループで行動計画にそって、行動し、発表に向けて準

備をします。

第13回　課題解決に向けてのグループ活動4（発表準備
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）

発表会に向けて、パワーポイントなどの発表ツールの準

備をし、練習をします。

第14回　発表（講評と振り返り）

グループごとに発表を行い、課題を提出してくださった

企業から、講評をもらいます。

第15回　全体の振り返り（最終レポート作成など）

15回の振り返り、これからの自分の目標を設定します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章読解Ⅰ

新谷　遥

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」を

達成するものであり、共通教育科目リテラシー科目群基

礎思考分野に属しています。

　読解を文章を通じたコミュニケーションととらえ、文

章で述べられていることを正確に読み取る能力の向上を

目的とします。基本的文法、段落の役割を確認し、文章

を読んで学ぶ能力の基礎作りを目指します。

＜到達目標＞

・日本語文章の基礎的な文法を説明できる。（知識）

・段落を中心とした構造的な読解ができる。（技能）

・文章中の事実と意見を読み分け、文章を正確に読み取

ることができる。（技能）

・文章を必要に応じて要約することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

事実・意見　段落　文章構造・構成   ディスカッショ

ン

＜授業の進め方＞

ポイント解説を聞く（あるいは読む）、問題に取り組む、

解答を確認する、というサイクルを基本とする。毎回、

授業内容を確認するミニッツペーパーを提出する。可能

な範囲で受講生同士の意見交換の場を設け、自分の読み

方の正確さを確認する。

＜授業時間外に必要な学修＞

・事後学習として、授業中に扱った読解問題の確認（目

安として１時間）、構造的な文章の読解を習慣化するた

めに関連する書籍を読む（目安として１時間以上）。

＜提出課題など＞

基本的に毎回授業内に提出課題を課す。

＜成績評価方法・基準＞

授業内課題（ミニッツペーパー、場合により小テスト）

45％、中間テスト15％、期末テスト40％。中間テスト、

期末テストは受験を必須とする。

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

毎回プリントを配布する。

＜参考図書＞

授業中に紹介する。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

授業に関する全般的な説明と読解力の確認を行う（出席

必須）

第2回　読解演習①

文章を読む際の基礎知識を知る（語彙、コロケーション、

文体など）

第3回　読解演習②

文脈を捉える（接続詞、指示詞、読点など）

第4回　読解演習③

事実と意見を読み分ける

第5回　読解演習④

文章の構成と段落の役割を考える

第6回　読解演習⑤

文章全体の要旨を捉え、要約する

第7回　前半のまとめ

前半の内容を振り返り、達成度を確認する「中間テスト

」を実施する

第8回　課題の確認

テストの解説、確認を行う

第9回　読解演習⑥

コミュニケーションにかんする文章の読解練習（ディス

カッション）

第10回　読解演習⑦

異文化にかんする文章の読解練習（ディスカッション）

第11回　読解演習⑧

社会問題にかんする文章の読解練習（ディスカッション

）

第12回　読解問題の作成

読解問題の作成を通して、正確な読み取りを確認する

第13回　作成問題の解答

作成した問題を読み手がどのように解答するかを確認す

る

第14回　読解演習⑨

就職試験等で使われる文章の読解練習

第15回　全体のまとめ

全体のまとめを行い、達成度を確認する「期末テスト」

を実施する
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章読解Ⅰ

木村　雅則

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習（対面授業）

＜授業の目的＞

・この授業は、共通教育科目リテラシー科目群基礎思考

分野に属しており、全学ＤＰに示すように、以下の３点

をめざして、基礎的な思考力・文章読解力を身につける

ことを目的としています。

　１．広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵

養する。

　２．幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見する。

　３．相手の意見を理解することで良好なコミュニケー

ションをとる。

　具体的には、大学で学ぶにあたって必要な文章読解力

を身につけられるように段階的に学び、さらに様々なジ

ャンルの文章の特徴を学びながら、その読解のための力

を身につけることを目指します。

・この授業は「文章読解」の最初の段階ですので、文章

読解の基礎となる日本語の力や読解の基本的な方法につ

いても学ぶとともに、あまり長すぎない文章を速く正し

く読み取る力を身に付けることを目的とします。

・なお、担当者は、公立高等学校国語科教諭として32年

間勤務し、高等学校と国語科の現状を熟知している、実

務経験のある教員です。したがって高等学校との接続の

観点を生かし、大学の学びに必要な内容を展開すること

ができます。

＜到達目標＞

１．文章を読解する基本となる日本語の力を身に付けて

いる。

２．文章を読む時に、どこに注目してどのように読み進

めたら良いかがわかる。

３．様々なジャンルの文章を読解することを通して、文

章の構造やその主張を読み取ることができる。

＜授業のキーワード＞

国語常識・キーワード・構成・事実と意見

＜授業の進め方＞

１．基本的には、毎回、授業の冒頭に「小テスト」を実

施します。これは授業とは別の一連の流れに従って行い

ます。詳しくは第１回ガイダンスで説明します。

２．第６回までは、授業前半にその日のテーマの講義と

解説、後半は演習と解答チェックの形が中心です。

３．第８回以降は、授業前半にその日の文章を問題形式

で読み、後半に解答チェックとその回の文章やジャンル

について読解のポイントを講義します。

４．「小テスト」以外でも、必要があれば、提出課題を

指示します。

５．必要に応じて、教室でのプリント配布以外に、「授

業フォルダ」（シラバス最下欄にあり）に資料をアップ

することがあります。

＜履修するにあたって＞

・この授業は、対面授業です。

・課題などは、基本的には辞書なしで取り組むことを前

提とします。

・上にも書きましたが、「小テスト」で出欠点検をする

ことが多いので、遅刻にはご注意ください。

・文章読解の基本は「日本語力」であることを自覚し、

日常的に身の回りの言語表現に注目することを心がけて

ください。

・履修上必要なことは、第１回ガイダンスで説明します

ので、受講者は必ず出席してください。ガイダンス欠席

による不利益は、自己責任としますので、ご注意くださ

い。

・Zoomの操作、dotCampasの操作については、各自の責

任で扱えるようにしておいてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

・この授業は、予習より復習が大切です。毎回の授業の

内容をしっかりと復習し、読解のポイントを身につけて

ください。（人によってかける時間は違うでしょうが、

毎回少なくとも１時間以上は必要だと考えます）

＜提出課題など＞

必要に応じて、成績算出に必要なレポートなどの提出課

題を指示することがあります。その場合は、指定期日ま

でに提出してください。

＜成績評価方法・基準＞

・前提として、単位認定のためには３分の２以上の出席

が必要です。出席は、基本的には授業冒頭の「小テスト

」の提出で確認します。ただし、「３分の２以上出席し

たから自動的に単位が取れる」というわけではありませ

んので、誤解のないようにしてください。

・欠席や遅刻で「小テスト」を受けていない場合、その

日の「小テスト」は０点となります。

・成績は、以下のＡ＋Ｂを基本として算出します。

Ａ：第６回課題＋第15回課題。比率50％。

Ｂ：「小テスト」の合計30％＋授業中の取組姿勢や授業

課題の成績20％。

★ただし、遅刻や欠席が連続する場合、睡眠・私語・集

中力欠如など授業に積極的に参加している姿勢が見られ

ない場合は、Ａ＋Ｂにかかわらず単位を認定しない場合

があります。逆に、Ａが悪くてもＢが非常に良い場合は、

Ａ＋Ｂにかかわらず単位を認定する場合もあります。日

常の積み重ねを軽く考えないでください。なお「出席」

は非常に重視します。

　詳しくは第１回の授業で説明しますので、欠席のない

ようにしてください。

＜テキスト＞
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使用しません。毎回プリントで対応します。詳細は、第

１回のガイダンスで説明します。ガイダンス欠席の場合、

その不利益は本人の責任としますので、ご注意ください。

＜参考図書＞

特になし

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の基本的な進め方や、この授業の約束事、評価のし

かたなど、この授業の全てについて説明します。

第2回　いわゆる国語常識１

慣用句・慣用的表現と、日本語のコロケーション（共起

）について学びます。

第3回　いわゆる国語常識２

日本語の語種とその語感について学びます。

第4回

　読解のための基礎知識１

難意語・難読語とその言い換えなどについて学びます。

第5回　読解のための基礎知識２

略語・新語とその言い換えなどについて学びます。

第６回　ここまでのまとめ

第５回までの内容についてまとめ、課題に取り組みます。

これは「中間考査」にあたるものです。

第７回　文章の読み方の基本１

キーワードに注目する読み方など、文章読解の基本につ

いて学びます。

第８回　文章の読み方の基本２

全体の構成に注目する読み方など、文章読解の基本につ

いて学びます。

第９回　人文系の文章の読解１

芸術・人生・文学などをテーマとした文章の読解につい

て学びます。

第10回　人文系の文章の読解２

言語・思想・芸術などをテーマとした文章の読解につい

て学びます。

第11回　社会系の文章の読解１

政治・経済・国際・文化などをテーマとした文章の読解

について学びます。

第12回　社会系の文章の読解２

政治・環境・教育・福祉などをテーマとした文章の読解

について学びます。

第13回　自然系の文章の読解１

医療・科学技術・情報等をテーマとした文章の読解につ

いて学びます。

第14回　自然系の文章の読解２

医療・生命・健康等をテーマとした文章の読解について

学びます。

第15回　まとめ

これまでの学習のまとめとして、課題に取り組みます。

これは「期末試験」にあたるものです。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章読解Ⅰ

岡村　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」を

達成するものであり、共通教育科目リテラシー科目群基

礎思考分野に属しています。

　読解を文章を通じたコミュニケーションととらえ、文

章で述べられていることを正確に読み取る能力の向上を

目的とします。基本的文法、段落の役割を確認し、文章

を読んで学ぶ能力の基礎作り目指します。

＜到達目標＞

・日本語文章の基礎的な文法を説明できる。（知識）

・段落を中心とした構造的な読解ができる。（技能）

・文章中の事実と意見を読み分け、文章を正確に読み取

ることができる。（技能）

・文章を必要に応じて要約することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

事実・意見　段落　文章構造・構成   ディスカッショ

ン

＜授業の進め方＞

ポイント解説を聞く（あるいは読む）、問題に取り組む、

解答を確認する、というサイクルを基本とする。毎回、

授業内容を確認するミニッツペーパーを提出する。可能

な範囲で受講生同士の意見交換の場を設け、自分の読み

方の正確さを確認する。

＜授業時間外に必要な学修＞

・事後学習として、授業中に扱った読解問題の確認（目

安として１時間）、構造的な文章の読解を習慣化するた

めの関連する書籍を読む（目安として１時間以上）。

＜提出課題など＞

基本的に毎回授業内に提出課題を課す。

＜成績評価方法・基準＞

授業内課題（ミニッツペーパー、場合により小テスト）

45％、中間テスト15％、期末定期試験40％。中間テスト、

期末テストは受験を必須とする。※それぞれに対する評

価の基準は「到達目標」に従います。

＜テキスト＞

毎回プリントを配布する。
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＜参考図書＞

授業中に紹介する。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

授業の目的と読解力の確認を行う。

第2回　読解演習①

文章を読む際の注意事項、基礎的な文法の確認。

第3回　読解演習②

文章構成と語彙、正確に読むことの確認。

第4回　読解演習③

事実と意見の確認。

第5回　読解演習④

基本的な文章構成要素の確認。

第6回　読解演習⑤

段落の役割の確認。

第7回　前半のまとめ

前半の内容を振り返り、達成度を確認する「中間テスト

」を実施する

第8回　課題の確認

テストの解説、確認を行う

第9回　読解演習⑥

コミュニケーションにかんする文章の読解練習（ディス

カッション）。

第10回　読解演習⑦

異文化にかんする文章の読解練習（ディスカッション）。

第11回　読解演習⑧

人間関係にかんする文章の読解練習（ディスカッション

）。

第12回　問題作成

読解問題の作成を通して、正確な読み取りを確認する

第13回　作成問題の解答

作成した問題を読み手がどのように解答するかを確認す

る

第14回　読解演習⑨

就職試験等で使われる文章の読解練習。

第15回　全体の振り返り

全体のまとめ、定期試験のポイント解説。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章読解Ⅰ

坂口　佳代

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は全学DPに示されている「共通教育等を通じて、

広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養する

」「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、そ

れを解決する方策を導くことができる」能力を養うこと

を目的とします。

本授業は文章読解の基礎を学ぶ授業です。そのため、文

章を読解するうえで必要となる日本語の基礎知識（文法

・漢字・慣用句・時事用語等）を確実に身につけ、その

うえで文章の構成等を把握する力を段階的に育成してい

きます。

最終的には要旨を正確に捉えるとともに、批判的に読む

力を身に付けることができます。

担当教員は中学校・高等学校で17年間国語教師を勤めて

いる実務経験のある教員です。そのため、高等学校まで

の学びや課題を生かしたうえで、大学において新たな学

習成果を積み上げることができます。

＜到達目標＞

1. 漢字、語彙、文法など読解するうえで必要な力を確

実に身につける。（知識）

2. 文章の構成と、構成要素の関係性をおおまかに把握

することができる。（知識、技能）

3. 文章等に書かれていることを正確に理解したうえで、

自分の意見を論理的に示すことができる。（技能）

4. 仲間と協働で読むことを通じ、自分自身の考えを深

め、自身の読みを深めることができる。（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

慣用句　時事用語　接続表現　文章構成　要約　クリテ

ィカルリーディング

＜授業の進め方＞

毎授業始めに日本語の基礎知識についての小テストを行

います。テスト内容については初回の授業で説明をしま

す。

授業ではプリントを配布し、まずは各自がプリント課題

に取り組みます。その後、グループにおいて協働で読み、

最後に全体で授業のまとめを行います。グループ活動に

は積極的に参加をしてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業始めに小テストを行います。範囲は事前に指定し、

周知しますので各自学習を進めてください。

また、授業は前授業の学習内容を踏まえ、進めていきま

す。そのため、授業の復習を少なくとも１時間は行い、

知識の定着を図ってください。

＜提出課題など＞

毎授業後、ミニッツペーパーを配布し、提出してもらい

ます。ミニッツペーパーは次の授業で返却します。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト20％、授業内課題（ミニッツペーパー等）20％、

中間テスト、期末テスト60％で総合的に評価します。

＜テキスト＞

プリントを配布します。

＜参考図書＞

授業内で紹介します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス



- 841 -

授業の進め方、評価の仕方、読解とは何かについて説明

します。また、現在のリーディングスキルを測定します。

第2回　指示表現

指示語を中心にその用法を確認し、文脈を把握する練習

を行います。

第3回　接続表現（１）

接続語を中心にその用法を確認し、文脈を把握する練習

を行います。

第4回　接続表現（２）

接続語を中心にその用法を確認し、文脈を把握する練習

を行います。

第5回　事実と意見について

事実と意見の違いを知り、その表現方法の特徴を学ぶ練

習を行います。

第6回　文章構成について（１）

論理的な文章の基本的な構成（演繹法・帰納法）につい

て学び、各段落の役割を学ぶ練習を行います。

第7回　文章構成について（２）

キーワードやトピックセンテンスに注目し、それぞれの

段落の関係性を学ぶ練習を行います。

第8回　中間テスト

第１回から第７回までの授業内容についてテストを行い

ます。

第9回　中間テストの振り返り＆新聞を読む（1）

前授業で行った中間テストの振り返りを行います。

５W１Hを意識して新聞を読む練習を行います。

第10回　新聞を読む（2）

新聞のコラムを要約し、そのコラムについて自分の意見

を述べる練習を行います。

第11回　資料を読む

複数の資料を読み、類似点と相違点を比較し、論点をま

とめる練習を行います。

第12回　図表を読む

図表が示す事実を読み取り、その事実から自分の意見を

主張する練習を行います。

第13回　長文読解（1）

長文読解を通じ、文章の要旨を把握し、要約文を作成す

る練習を行います。

第14回　長文読解（2）

長文読解を通じ、文章の要旨を把握し、筆者の主張に対

し自身の立場を論理的に主張する練習を行います。

第15回　期末テスト＆授業の総括

後半の内容についての期末テストを行います。また、こ

れまでの授業内容についての総括を行い、文章読解能力

の高まりを確認します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章読解Ⅱ

木村　雅則

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習（対面授業）

＜授業の目的＞

・この授業は、共通教育科目リテラシー科目群基礎思考

分野に属しており、全学ＤＰに示すように、以下の３点

をめざして、基礎的な思考力・文章読解力を身につける

ことを目的としています。

１．広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養

する。

２．幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見する。

３．相手の意見を理解することで良好なコミュニケーシ

ョンをとる。

具体的には、大学で学ぶにあたって必要な文章読解力を

身につけられるように段階的に学び、さらに様々なジャ

ンルの文章の特徴を学びながら、その読解のための力を

身につけることを目指します。

・この授業は「文章読解」の２段階目ですので、比較的

広いジャンルの文章を速く正しく読み取る力を身に付け

るとともに、それぞれのジャンルについてのキーワード

を学びます。また、文章読解の基礎となる語彙力を伸ば

すための手立ても提供する予定です。

・なお、担当者は、公立高等学校国語科教諭として32年

間勤務し、高等学校と国語科の現状を熟知している、実

務経験のある教員です。したがって高等学校との接続の

観点を生かし、大学の学びに必要な内容を展開すること

ができます。

＜到達目標＞

１．論理的な文章を読解するポイントを理解し、速く正

確に文章を適切に読解することができるようになる。

２．様々なジャンルにおける「思考のキーワード」を理

解し、読解する時の手がかりにすることができる。

３．漢字能力検定２級程度の漢字や語彙などの知識を習

得し、読解に適切に使うことができる。

＜授業のキーワード＞

対比・主張・キーワード

＜授業の進め方＞

１．この授業は、対面授業です。

２．原則として毎回、授業冒頭に「小テスト」を課しま

す。これは、授業とは別の流れで行います。第１回ガイ

ダンスをよく聞いてください。

３．授業前半に、その日の文章を問題形式で読みます。

読解問題を解答してもらう形が多いと思います。

４．授業の後半に、その回の文章やジャンルについて、

読解のポイントを講義します。
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５．必要に応じて、成績算出のための提出課題やレポー

トを指示することがあります。

＜履修するにあたって＞

・この授業は、対面授業です。

・履修上必要なことは、すべて第１回ガイダンスで説明

しますので、受講者は必ず出席してください。ガイダン

ス欠席による不利益は、自己責任とします。

・欠席や遅刻で「小テスト」が受けられなかった場合、

その回の「小テスト」は０点になります。また、「小テ

スト」で出欠を確認しますので、ご注意ください。

・Zoomの操作、dotCampasの操作については、各自の責

任で扱えるようにしておいてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

・本授業は復習が大切ですし、復習が必須となります。

授業の内容をしっかり復習し、読解のポイントを身に付

けてください（人によってかける時間は違うでしょうが、

毎回少なくとも１時間以上は必要です）。

＜提出課題など＞

・必要があれば提出課題を指示することがあります。指

示された課題は、指定期日までに提出してください。

＜成績評価方法・基準＞

・前提として、単位認定のためには３分の２以上の出席

が必要です。出席は、基本的には授業冒頭の「小テスト

」の提出で確認します。ただし、「出席が３分の２以上

だから自動的に単位が取れる」というわけではありませ

んので、誤解のないようにしてください。

・欠席や遅刻で「小テスト」を受けていない場合、その

日の「小テスト」は０点となります。

・成績は、以下のＡ＋Ｂを基本として算出します。

Ａ：第８回課題＋第15回課題。比率60％。

Ｂ：「小テスト」の合計30％＋授業中の取組姿勢や授業

課題の成績10％。

★ただし、遅刻や欠席が連続する場合、睡眠・私語・集

中力欠如など授業に参加している姿勢が見られない場合、

「小テスト」があまりに低すぎる回が何度もある場合な

どは、Ａ＋Ｂにかかわらず単位を認定しないことがあり

ます。逆に、Ａが悪くてもＢが非常に良い場合は、Ａ＋

Ｂにかかわらず単位を認定することもあります。日常の

積み重ねを軽く考えないでください。なお「出席」は非

常に重視します。

　詳しくは第１回の授業で説明しますので、欠席のない

ようにしてください。

＜テキスト＞

使用しません。毎回プリントで対応します。

＜参考図書＞

特にありません。必要に応じて、授業で参考図書等を紹

介することがあります。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の基本的な進め方や、この授業の約束事、評価のし

かたなど、この授業の全てについて説明します。

第2回　読解の基本的な着眼点

読解問題の基本的な着眼点や解法を、問題演習を通じて

確認・講義します。

第3回　テーマ１　環境

地球汚染・自然破壊・温暖化などについての文章を扱い、

読解練習を行います。

第4回　テーマ２　人文

文学・哲学・宗教・芸術・歴史などについての文章を扱

い、読解練習を行います。

第5回　テーマ３　生活

現代社会・生活・介護・福祉・ジェンダーなどについて

の文章を扱い、読解練習を行います。

第6回　テーマ４　社会

政治・経済・国家・人口問題などについての文章を扱い、

読解練習を行います。

第7回　テーマ５　医療・生命

現代医学・医療現場・健康などについての文章を扱い、

読解練習を行います。

第8回　ここまでのまとめ

ここまでの範囲についてまとめをし、レポート課題を指

示します。

第9回　テーマ６　言語

日本語・コミュニケーション・言語などについての文章

を扱い、読解練習を行います。

第10回　テーマ７　国際

国際問題・貿易・比較文化などについての文章を扱い、

読解練習を行います。

第11回　テーマ８　情報

情報社会・インターネットなどについての文章を扱い、

読解練習を行います。

第12回　テーマ９　人間

個人の生き方・仕事・人生などについての文章を扱い、

読解練習を行います。

第13回　テーマ10　文化・文明

日本文化・異文化理解・文明などについての文章を扱い、

読解練習を行います。

第14回　テーマ11　科学・ＩＴ

科学技術・科学思想・ＡＩなどについての文章を扱い、

読解練習を行います。

第15回　まとめ

全体のまとめを行うとともに、レポート課題を指示しま

す。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章読解Ⅱ

岡村　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」を

達成するものであり、共通教育科目リテラシー科目群基

礎思考分野に属しています。

　読解を文章を通じたコミュニケーションととらえ、文

章で述べられていることを正確に読み取る能力の向上を

目的とする。事実と意見を読み分け、文章を構造的に捉

える能力の獲得を目指す。

＜到達目標＞

・日本語文章の基礎的な文法を説明できる。（知識）

・段落を中心とした構造的な読解ができる。（技能）

・文章中の事実と意見を読み分け、文章を正確に読み取

ることができる。（技能）

・文章を必要に応じて要約することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

事実・意見　段落　文章構造・構成

＜授業の進め方＞

ポイント解説を聞く（あるいは読む）、問題に取り組む、

解答を確認する、というサイクルを基本とする。毎回、

授業内容を確認するミニッツペーパーを提出する。

＜授業時間外に必要な学修＞

・事後学習として、授業中に扱った読解問題の確認（目

安として１時間）、構造的な文章の読解を習慣化するた

めの関連する書籍を読む（目安として１時間以上）。

＜提出課題など＞

基本的に毎回授業内に提出課題を課す。

＜成績評価方法・基準＞

授業内課題（ミニッツペーパー、場合により小テスト）

45％、中間テスト15％、期末定期試験40％。中間テスト、

期末テストは必須とする。※それぞれに対する評価の基

準は「到達目標」に従います。

＜テキスト＞

毎回プリントを配布する。

＜参考図書＞

授業中に紹介する。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

授業の目的と読解力の確認を行う（出席必須）

第2回　読解演習①

接続詞や段落等の確認。

第3回　読解演習②

一文一文を丁寧に読むことの必要性の確認。

第4回　読解演習③

事実と意見の確認。

第5回　読解演習④

基本的な文章構成要素の確認。

第6回　読解演習⑤

段落の役割の確認。

第7回　前半のまとめ

前半の内容を振り返り、達成度を確認する「中間テスト

」を実施する

第8回　課題の確認

テストの解説、確認を行う

第9回　読解演習⑥

人文系の専門分野（入門レベル）の文章の読解練習。

第10回　読解演習⑦

人文系の専門分野（入門レベル）の文章の読解練習。

第11回　読解演習⑧

人文系の専門分野（入門レベル）の文章の読解練習。

第12回　問題作成

読解問題の作成を通して、正確な読み取りを確認する

第13回　作成問題の解答

作成した問題を読み手がどのように解答するかを確認す

る

第14回　読解演習⑨

やや専門的な内容の文章の読解練習を行う

第15回　全体の振り返り

定期試験のポイントを解説する

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章読解Ⅱ

新谷　知佳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この授業は、全学DPに示される「共通教育等を通じて、

広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を滋養して

いる」「専門分野に高い関心を持ち、専門領域の課題を

考察し、解決するための知識や技能を身につけている」

ことと深く関連する科目で、共通教育科目リテラシー科

目群基礎思考分野に属しています。大学での学びおよび

社会生活で必要となる読解力の基礎を見つけることを目

的に、様々な分野の概論書や専門書から、特に社会生活

において重要だと思われる部分を抜き出して読み深めて

いきます。この授業では、文章をどれだけ正確に読むこ

とができるかという点について、実践的な形で能力の向

上を目指します。

＜到達目標＞



- 844 -

・文章読解を通じて、書き手の主張を正確に理解できる

ようになる。

・書き手が用いている論拠の構造を明確に理解できるよ

うになる。

・基本的な語彙、論理展開、文章の構成について理解で

きるようになる。

・読んで理解した内容について、自分の言葉で説明する

ことができる。

・意見と事実を識別して、客観的に文章を捉えられるよ

うになる。

・文章そのものを正確に読むことができる。

＜授業のキーワード＞

文章読解　読解力　実践練習　グループワーク

＜授業の進め方＞

・指定された課題に取り組み、必要に応じて提出しても

らいます。課題は解説・フィードバックを行い、理解を

深めます。必要に応じて、グループワーク・発表をして

もらう場合があります。

＜履修するにあたって＞

・課題に積極的に取り組むこと。

・わからない語句等を調べる際は、適宜辞書（電子辞書

）を使用すること（インターネットでの安易な検索は控

えてください）。

・環境・進度によって授業計画が前後・変更される場合

があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

語彙などの基礎的な知識を定着させ、読解能力を向上さ

せるために、目安として授業の前後に約1時間の学修・

読書が必要です。

＜提出課題など＞

文章の要約を含め、10回程度提出課題を課します。

＜成績評価方法・基準＞

・授業内で実施する小課題（持ち帰り含む）60%

・達成度確認テスト40%

＜テキスト＞

テキストは使用せず、プリントを配布します。

＜参考図書＞

授業中に適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

授業内容や進め方について説明する。また、現時点での

文章読解力・表現力を測るための簡単な課題を課す。

第2回　文章読解1

文章を読解するうえで必要となる表現を学ぶ。特に漢字

・慣用句・四字熟語を中心に扱う。

第3回　文章読解2

ニュース記事の読み比べを通して、読解の際に注意すべ

きことを学ぶ

第4回　文章読解3

要約の基礎と技法を学ぶ。文章を読解するうえで必要と

なる表現を学ぶ。

第5回　文章読解4

要約の基礎と技法を学ぶ。与えられた文章を読み、その

内容のアウトラインおよび要約について検討する。

第6回　文章読解5

ニュース記事の読み比べを通して、読解の際に注意すべ

きことを学ぶ

第7回　文章読解6

要約の基礎と技法を学ぶ。与えられた文章を読み、その

内容のアウトラインおよび要約について検討する。

第8回　文章読解7

文章の要旨の捉え方について学ぶ。与えられた文章を読

み、その構成や要旨を把握する。

第9回　文章読解8

文章の要旨の捉え方について学ぶ。与えられた文章を読

み、その構成や要旨を把握する。

第10回　文章読解9

文章の要旨の捉え方について学ぶ。与えられた文章を読

み、その構成や要旨を把握する。

第11回　文章読解10

第5～10回の内容を踏まえた上で与えられた文章を読み、

各課題に実践的に取り組む。

第12回　文章読解11

第5～10回の内容を踏まえた上で与えられた文章を読み、

各課題に実践的に取り組む。

第13回　資料読解1

資料を読み、その内容を要約する。

第14回　資料読解2

資料を読み、その内容を要約する。

第15回　授業の振り返り

これまでに学んだ内容を振り返り、自身の文章読解力を

改めて確認する。達成度確認テストを行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章読解Ⅲ

米澤　優

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

本科目は、レポートを書く際や今後の生活で必要となっ

てくる論理的思考力を鍛え、分析的・批判的に文章が読

めるようになることを目的とします。

全学DPに示される5つの能力・態度を身につけることを

目指す科目で、特に「自分の意見を口頭や文書によって

表現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニ

ケーションをとることができる」「獲得した知識や技能
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を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立

てることができる」という能力・態度を身につけること

を目指します。

＜到達目標＞

・接続表現・指示表現を理解し、文脈を把握できるよう

になる（知識・技能）

・論証を理解し、論証の構造を把握できるようになる（

知識・技能）

・分析的・批判的に文章を読めるようになる（知識・技

能）

・グループワークを円滑に進め、他者と協力して成果を

上げることができる（態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

文章読解、接続表現、論証、クリティカル・リーディン

グ、グループワーク

＜授業の進め方＞

テーマについての解説の後、グループで話し合って問題

を解き、その解答を発表してもらいます。その後、解説

を行い、理解を深めます。

また、グループは固定せず、毎回変更します。

＜履修するにあたって＞

・単位の認定には、2回の確認テストの受験と2/3以上の

出席が必要です。

・出席しているかどうかは、クループで協調して課題に

積極的に取り組んでいるか、積極的に発表しているかな

どで判断します（つまり、ただ教室にいるだけでは出席

と見なしません）。

・遅刻・授業中の無断退席・私語・携帯電話の操作など

は大きく減点します。

・毎回グループワークを行うので、積極性だけでなく、

協調性も必要となります。

・分からない語句を調べるために、辞書（電子辞書）を

持参してください（携帯電話の使用は認めません）。

・進度によって、授業計画が前後・変更されることがあ

ります。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎回必ず復習し、授業内容の理解・定着に努めてくださ

い。そのうえで、しっかり時間をかけて考えて課題に取

り組んでください。最低1時間以上は必要だと思います。

授業内容についてさらに詳しく知りたい場合などには、

授業中に示された参考書を読んでください。

また、授業で示された問題を解くだけでは、読解力や論

理的思考力は身につきません。学習したことを念頭に置

いて、日頃から積極的にさまざまな文章を読み、分析的

・批判的に考え、理解を深めてください。読解力（さら

には表現力）の基礎となる語彙力をつける必要もあるの

で、分からない語彙は調べるようにしてください。

目安として示す時間は、それぞれの不足している知識・

能力によるので難しいですが、1時間以上は必要ではな

いかと思います。

＜提出課題など＞

ほぼ毎回課題を課します。

確認テストを2回行います。

いずれも授業でフィードバックします。

＜成績評価方法・基準＞

参加度（グループワーク・課題の提出・発表）40％、2

回の確認テスト60％で評価します。

単位の認定には、2回の確認テストの受験・2/3以上の参

加が必要です。

授業に参加しているかどうかは、クループで協調して課

題に積極的に取り組んでいるか、積極的に発表している

かなどで判断します。

＜テキスト＞

プリントを配布します。

＜参考図書＞

野矢茂樹（2001）『論理トレーニング　101題』産業図

書

野矢茂樹（2006）『新版　論理トレーニング』産業図書

福澤一吉（2012）『文章を論理で読み解くためのクリテ

ィカル・リーディング』NHK出版

その他、必要に応じて、授業中に紹介します。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業の概要を説明し、アイスブレイクを行います。

第2回　接続表現

接続表現について練習問題を解き、その用法を確認しま

す。

第3回　指示表現と接続の構造

指示表現について練習問題を解き、その用法を確認しま

す。指示表現・接続表現を踏まえ、接続の構造について

考えます。

第4回　論証

論証とは何かを学習します。接続詞や述語に注目し、根

拠となる部分・主張となる部分を見つける練習をします。

第5回　演繹的論証と帰納的論証

演繹的論証・帰納的論証について学習し、論証について

理解を深めます。

第6回　論証の構造Ⅰ

論証の構造を分析し、論証について理解を深めます。

第7回　論証の構造Ⅱ

さらに論証の構造を分析し、論証について理解を深めま

す。

第8回　これまでのまとめと確認

前半のまとめをし、これまでの内容が身についているか

確認するためにテストを行います。

第9回　価値評価

価値評価の論証構造について考え、論証について理解を

深めます。
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第10回　根拠

主張を支える根拠として、どのようなものが使われてい

るか考えます。また、因果関係についても考えます。

第11回　隠れた前提

演繹的論証の前提となっている根拠について考え、論証

について理解を深めます。

第12回　曖昧な表現

主観的な表現や曖昧な表現などに注目し、主張を支える

根拠についてさらに考えます。

第13回　クリティカル・リーディングⅠ

これまでの学習内容を踏まえ、分析的・批判的に読む練

習をします。

第14回　クリティカル・リーディングⅡ

さらに分析的・批判的に読む練習をします。

第15回　全体のまとめと確認

全体のまとめをし、確認テストを行います。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章読解Ⅲ

新谷　知佳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は全学DPに示される「共通教育等を通じて、広

い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養してい

る」「幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、

それを解決する方策を導くことができる」能力を養うこ

とを目的としています。

この授業では、文章を読み理解する能力を高め、文章を

読解するうえで必要となる基礎知識（漢字・四字熟語・

慣用句・敬語など）について学びます。また、文章読解

に必要な、構成を把握する力や、文脈把握の力を育成し

ます。

それらの能力を身につけることにより、社会に出てから

も、他者との円滑な交流が可能になります。

※この科目は事情によりシラバス内容が変更される可能

性があります。

＜到達目標＞

1．文章を読解するうえで必要となる、漢字・熟語・慣

用句などの基礎能力が身につく。2．敬語について理解

し、正確に使えるようになる。3．指示語・接続語を理

解し、文脈を把握できるようになる。4．各段落の役割

を捉え、文章全体の構成を把握することができるように

なる。5．文章全体の要旨を適切に把握できるようにな

る。

＜授業のキーワード＞

文章　漢字　慣用句　敬語　主語と述語

＜授業の進め方＞

毎回プリントを配布し、それに沿って授業を行います。

＜履修するにあたって＞

事前に漢検３級程度のテキストに目を通しておくと良い

でしょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

原則的に毎回の授業で習熟度をはかる課題を課しますが、

それが宿題になることもあります。

毎回の授業の積み重ねがないと課題をこなすことができ

ませんので、帰宅後は、その日の授業で学んだ内容を復

習して下さい。

ほぼ毎回語彙テストや復習テストを実施するため、毎週、

授業後に少なくとも１時間の復習が必要です。

＜提出課題など＞

習熟度チェックのための課題や小テストを提出してもら

います。

＜成績評価方法・基準＞

課題提出60%、確認テスト(2回)40%

＜テキスト＞

プリントを配布します。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第１回　授業の概要説明

授業概要の説明。また、読解力の重要性について考えま

す。

第２回　実力テスト

現時点での読解力を測るテストを行います。

第３回　語彙

概念などに関わる頻出キーワードについて学びます。

第４回　語彙

概念などに関わる頻出キーワードについて学びます。

第５回　文脈把握Ⅰ（指示語）

文脈を捉えるために必要となる指示語について、その用

法を確認し、文脈を把握する練習をします。

第６回　文脈把握Ⅱ（接続語）

文脈の流れを捉えるために必要となる接続語について、

その用法を確認し、文脈を把握する練習をします。

第７回　文章整序

指示詞、接続詞に注意しながら過去の公務員員試験に取

り組みます。

第８回　前半（１～７）のまとめ

確認テスト

前半の内容について復習し、文章読解能力の高まりを確

認します。

まとめの小テストを実施します。

第９回　文章構成把握Ⅰ（構成の確認）

論理的な文章の構成を確認し、各段落の役割を指摘でき

るように練習します。

第１０回　文章構成把握Ⅱ（構成の把握）
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段落を適切に分け、その内容を示すトピックセンテンス

について考えます。文章の構成を捉えると同時に、文脈

に沿って要旨を捉える練習となります。

第１１回　要旨把握

過去の公務員試験を元に実践的読解練習を行います。

第１２回　内容把握Ⅰ

文章の主張を捉え、内容を適切に把握する練習をします。

第１３回　内容把握Ⅱ

文章の主張を捉え、内容を適切に把握できるように問題

に取り組みます。

第１４回　文学的文章

文学的文章を読解します。また、比較を通して、論理的

文章の特徴を再確認します。

第１５回　後半（9～14）のまとめ

確認テスト

後半の内容について復習し、文章読解能力の高まりを確

認します。

まとめの小テストを実施します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章読解Ⅳ

大谷　通高

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面での講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」を

達成するものであり、共通教育科目リテラシー科目群基

礎思考分野に属しています。

　「文章表現Ⅰ・Ⅱ」「文章読解Ⅰ? Ⅲ」で培った基本

的な文章能力を具体的な評価の獲得につなげ、SPI３の

言語領域（および一部公務員試験の国語・文章理解）の

問題に対応できることを目的とします。また日常の場面

を意識した文章読解に関するグループワークを行い、SP

Iの文章問題に正解することだけでなく、素材となる語

彙や文章について理解を深め、豊かな言語生活を送るた

めの基礎的な教養を身につけることを目指します。

＜到達目標＞

・就職試験で課されるレベルの語彙、慣用句、文法問題

に一定の割合で正解できる。（知識）

・就職試験で課されるレベルの文章読解問題について、

限られた時間で内容を正確に把握できる。（知識、技能

）

・日常の活動における文章読解能力が向上する。

＜授業のキーワード＞

SPI３（言語）、日常の活動、文章読解、グループワー

ク

＜授業の進め方＞

ポイント解説を聞く（あるいは読む）、問題に取り組む、

解答を確認する、というサイクルを基本とします。毎回

のテーマに関係する何らかの課題を毎回提出してもらい

ます。なお、本授業計画は、一部変更になる場合もあり

ます。

＜履修するにあたって＞

・課題に積極的に取り組むこと。

・環境・進度によって授業内容が前後・変更する場合が

あります。

＜授業時間外に必要な学修＞

就職試験で課される問題は範囲が非常に広いため、毎日

の積み重ねが必須です。頻出とされる問題は復習が必要

ですし、反復練習が結果に結びつきやすいので、授業で

与えられる課題以外にも自分で問題集などに取り組むこ

とが必要です。時事的な話題についての文章はもちろん、

長文読解問題は、思想や文化がテーマになった文章が使

用されることも多いので、幅広い分野の文章（とくに書

籍）を毎日少しずつでも読むことを強く推奨します（目

安として合計１～２時間程度）。

＜提出課題など＞

必要に応じてコメントして返却し、または翌週解説しま

す。

＜成績評価方法・基準＞

100％授業時間内・あるいは時間外に提出を課した課題

で評価します。

＜テキスト＞

使用しません。

＜参考図書＞

授業中に適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

SPIや公務員試験の例題を解いて必要な知識や読解力は

何かを把握する。

文章読解にかかるグループワークを行うことで、文章読

解の多義性を実感する。

第2回　同意語・反意語

「作品系読解」のワーク

同意語・反意語の特徴を学び、練習問題を解く。

流行歌の歌詞の読解に関するグループワークを行う。

第3回　二語関係

「相談系読解」のワーク

語と語との関係の特徴を学び、練習問題を解く。

相談文を読んで、自身の立場を踏まえた文章読解に関す

るグループワークを行う。

第4回　語句の意味

「学術系読解」のワーク

日本語の語彙の特徴を学び、練習問題を解く。

学術エッセイや文学作品などの読み解きに関するワーク

を行う。
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第5回　複数の意味

「作品系読解」のワーク

日本語の文法の特徴を概観し理解を深めた上で練習問題

を解く。

流行歌の歌詞の読解に関するグループワークを行う。

第6回　空所補充・文章整序

「相談系読解」のワーク

短文の文章構成を概観し理解を深めた上で練習問題を解

く

相談文を読んで、自身の立場を踏まえた文章読解に関す

るグループワークを行う。

第7回　中間試験

これまでの内容を振り返り、確認のための試験を行う。

第8回　日本語の文法

「学術系読解」のワーク

日本語文法の特徴を概観し理解を深めた上で練習問題を

解く。

学術エッセイや文学作品などの読み解きに関するワーク

を行う。

第9回　語彙・敬語

文章読解に関するワーク

語彙にかんする基本的な概念および敬語の原則を理解し

たうえで練習問題を解く。

「作品系」「相談系」「学術系」を混ぜた読解のワーク

を行う。

第10回　漢字・言葉の用法

文章読解に関するワーク

間違いやすい漢字や表現について確認し、練習問題を解

く。

「作品系」「相談系」「学術系」を混ぜた読解のワーク

を行う。

第11回　慣用表現

文章読解に関するワーク

間違いやすい慣用表現や四字熟語について確認し、練習

問題を解く。

「作品系」「相談系」「学術系」を混ぜた読解のワーク

を行う。

第12回　ことわざ・故事成語

文章読解に関するワーク

一般的なことわざや故事成語について確認し、練習問題

を解く。

「作品系」「相談系」「学術系」を混ぜた読解のワーク

を行う。

第13回　文章理解

文章読解に関するワーク

限られた時間で文章の内容を把握するための練習をする。

「作品系」「相談系」「学術系」を混ぜた読解のワーク

を行う。

第14回　達成度の確認

全体を復習し、達成度を確認する試験を行う。

第15回　全体のまとめ

全体を振り返り、それぞれの課題を明らかにする。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章読解Ⅳ

酒井　雅史

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　6月20日（日）に緊急事態宣言が解除された場合

　対面授業（講義）

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」を

達成するものであり、共通教育科目リテラシー科目群基

礎思考分野に属しています。

　「文章表現Ⅰ・Ⅱ」「文章読解Ⅰ? Ⅲ」で培った基本

的な文章能力を具体的な評価の獲得につなげ、SPI３の

言語領域（および一部公務員試験の国語・文章理解）の

問題に対応できることを目的とします。正解することだ

けでなく、素材となる語彙や文章について理解を深め、

豊かな言語生活を送るための基礎的な教養を身につける

ことを目指します。

＜到達目標＞

・就職試験で課されるレベルの語彙、慣用句、文法問題

に一定の割合で正解できる。（知識）

・就職試験で課されるレベルの文章読解問題について、

限られた時間で内容を正確に把握できる。（知識、技能

）

＜授業のキーワード＞

SPI３（言語）

＜授業の進め方＞

ポイント解説を聞く（あるいは読む）、問題に取り組む、

解答を確認する、というサイクルを基本とします。毎回

のテーマに関係する何らかの課題を毎回提出してもらい

ます。

＜履修するにあたって＞

・課題に積極的に取り組むこと。

・環境・進度によって授業内容が前後・変更する場合が

あります。

＜授業時間外に必要な学修＞

就職試験で課される問題は範囲が非常に広いため、毎日

の積み重ねが必須です。頻出とされる問題は復習が必要

ですし、反復練習が結果に結びつきやすいので、授業で

与えられる課題以外にも自分で問題集などに取り組むこ

とが必要です。時事的な話題についての文章はもちろん、

長文読解問題は、思想や文化がテーマになった文章が使

用されることも多いので、幅広い分野の文章（とくに書

籍）を毎日少しずつでも読むことを強く推奨します（目
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安として合計１～２時間程度）。

＜提出課題など＞

必要に応じてコメントして返却し、または翌週解説しま

す。

＜成績評価方法・基準＞

100％授業時間内・あるいは時間外に提出を課した課題

で評価します。

＜テキスト＞

使用しません。

＜参考図書＞

授業中に適宜紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

SPIや公務員試験の例題を解き、必要な知識や読解力は

何かを把握する。

第2回　同意語・反意語

同意語・反意語の特徴を学び、練習問題を解く。

第3回　二語関係

語と語との関係の特徴を学び、練習問題を解く。

第4回　語句の意味

日本語の語彙の特徴を学び、練習問題を解く。

第5回　複数の意味

日本語の文法の特徴を概観し理解を深めた上で練習問題

を解く。

第6回　空所補充・文章整序

短文の文章構成を概観し理解を深めた上で練習問題を解

く。

第7回　中間試験

これまでの内容を振り返り、確認のための試験を行う。

第8回　日本語の文法

日本語文法の特徴を概観し理解を深めた上で練習問題を

解く。

第9回　語彙・敬語

語彙にかんする基本的な概念および敬語の原則を理解し

たうえで練習問題を解く。

第10回　漢字・言葉の用法

間違いやすい漢字や表現について確認し、練習問題を解

く。

第11回　慣用表現

間違いやすい慣用表現や四字熟語について確認し、練習

問題を解く。

第12回　ことわざ・故事成語

一般的なことわざや故事成語について確認し、練習問題

を解く。

第13回　文章理解

限られた時間で文章の内容を把握するための練習をする。

第14回　達成度の確認

全体を復習し、達成度を確認する試験を行う。

第15回　全体のまとめ

全体を振り返り、それぞれの課題を明らかにする。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章読解Ⅴ

木村　雅則

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（講義・演習）

＜授業の目的＞

1．この授業は、全学（学部）ＤＰで示される「共通教

育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社

会性を涵養している」「専門分野に高い関心を持ち、専

門領域の課題を考察し、解決するための知識や技能を身

につけている」ことと深く関連するとともに、共通教育

センターが目指す学生の到達目標のうち、「生涯にわた

って自発的に学び続けていくことができる」に関する科

目で、基礎思考分野に属しています。その上で、将来、

中学校及び高等学校の国語科教員を目指す学生を対象と

したものです（国語科の教員免許を取得しない人、国語

教育にかかわる職業に関心がない人は受講を控えてくだ

さい）。

2．教員採用試験の過去問題を実際に解き、その読解・

分析を通して、国語に関する基礎学力を向上させるとと

もに、国語科教員としての自覚をより高めることを目指

します。

3．本授業の担当者は、京都府立高等学校で32年間国語

科教諭として勤務し、高等学校および国語科の実情を熟

知した、実務経験を持つ教員です。その経験を生かし、

より実践的な観点から教員採用試験問題を読解・分析し

ていきます。

＜到達目標＞

・教員採用試験問題の演習・分析を通して、要求されて

いる学力を知り、自分にとっての対策を考えることがで

きる。

・どのような国語力が国語科教員に求められているのか

を理解することができる。

・国語科教員として備えておくべき知識や態度を身に付

けることができる。

＜授業のキーワード＞

教員採用試験　現古漢　学習指導要領　読解力

＜授業の進め方＞

・この授業は、対面授業です。

・基本的には、毎回、教員採用試験の過去問をその場で

解き、解説と分析を講義します。

・必要があれば、文章を読解するための方策や、基本的

知識の拡充についての講義も行います。

・受講人数によりますが、授業と並行して個々の受講生

が取り組む問題を指示し、その成果の提出を求める予定

です。また、これも受講人数によりますが、できる限り
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個々の受講生のニーズに合わせて授業を進めたいと考え

ています。

・詳しくは、第１回ガイダンス時に説明しますので、欠

席しないようにしてください。

＜履修するにあたって＞

★★この授業は、中学校及び高等学校の国語科教員を目

指す人を対象とした授業ですので、国語科の教員免許を

取得しない人や国語教育にかかわる職業や内容に興味・

関心がない人は受講を控えてください★★

・第１回ガイダンスは必ず出席してください。欠席によ

る不利益は自己責任とします。

・授業には皆出席が基本です。また、受講態度について

は、国語科教員（塾・予備校講師を目指す人も含む）と

して相応しい態度を求めます。

・授業の進め方もありますので、受講者は各自の課題を

明らかにして受講してください。

・個別に指定する図書（過去問集や教員試験対策用問題

集など）を１冊購入してもらう予定をしています。詳細

は授業中に説明しますが、そのつもりをしておいてくだ

さい。

・教員採用試験は自治体ごとにかなり異なるので、受講

時までに自分の志望を固めておく（または絞っておく）

ことが望ましい状態です。これから決めるという場合も

考えられますが、早く決めれば早く対策を取れることを

知っておいてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業と並行して、受講者個々に対して個別の課題を指

示する予定です。授業の復習と併せて、その課題に取り

組んでください。１日１時間程度が目途になると考えま

す。

・自分の志望する自治体の教員採用試験の過去問を調査

してください。詳細は授業で説明します。

・国語という教科では、世の中のすべての事象が教材と

なりえます。どんな教材を作成できるか常に考え、国語

科教員らしい思考法を身に付けてください。

・上記以外にも、多くの本を読み、教員採用試験に向け

て勉強し、教員としての自覚を養ってください。

＜提出課題など＞

個々に指示した課題のほか、全体にレポート課題を課す

予定です。

＜成績評価方法・基準＞

・授業には皆出席が基本ですが、大前提として、授業回

数の３分の２以上の出席がある人だけを評価対象としま

す。

・基本算出式＝２回の授業時課題（中間・到達度）50％

＋それ以外の課題（レポートや個別のもの）25％＋授業

への参加態度（出欠遅刻などを含む）25％とします。た

だし、上記３項目のうち１つでも著しく低い場合は、単

位を認定しないことがあります。

＜テキスト＞

授業での問題演習はプリントで対応します。ただし、前

述したように、個別に指導する図書を購入する予定です

ので、その図書をテキストとして使用することがありま

す。

＜参考図書＞

受講人数によりますが、個別に指定する図書（過去問集

や教員試験対策用問題集など）を１冊購入してもらう予

定をしています。詳細は第１回ガイダンス時に説明しま

す。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

本授業についてガイダンスします。欠席しないでくださ

い。

第2回　教員試験過去問演習１

教員採用試験のうち、基本的な現代文の問題を演習・解

説します。

第3回　教員試験過去問演習２

教員採用試験のうち、基本的な古文の問題を演習・解説

します。

第4回　教員試験過去問演習３

教員採用試験のうち、基本的な漢文の問題を演習・解説

します。

第5回　教員試験過去問演習４

教員採用試験のうち、頻出する現代文の問題を演習・解

説します。

第6回　教員試験過去問演習５

教員採用試験のうち、頻出する古文の問題を演習・解説

します。

第7回　教員試験過去問演習６

教員採用試験のうち、頻出する漢文の問題を演習・解説

します。

第8回　中間試験に代わる課題

これまで学習した内容を中心に、中間試験に代わる課題

（現・古・漢）を出し、提出を求めます。

第9回　教員試験過去問演習７

教員採用試験のうち、やや難度の高い現代文の問題を演

習・解説します。

第10回　教員試験過去問演習８

教員採用試験のうち、やや難度の高い古文の問題を演習

・解説します。

第11回　教員試験過去問演習９

教員採用試験のうち、やや難度の高い漢文の問題を演習

・解説します。

第12回　教員試験過去問演習10
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教員採用試験のうち、特徴的な設問を持つ現代文の問題

を演習・解説します。

第13回　教員試験過去問演習11

教員採用試験のうち、特徴的な設問を持つ古文の問題を

演習・解説します。

第14回　教員試験過去問演習12

教員採用試験のうち、特徴的な設問を持つ漢文の問題を

演習・解説します。

第15回　到達度確認課題

本授業の内容がどの程度定着しているか、課題（現・古

・漢）によって確認します。なお、この答案は返却しま

せん。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章読解Ⅴ

清田　朗裕

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

本授業は、神戸学院大学の全学DPのもと、共通教育セン

ターが目指す学生の到達目標のうち、特に以下の2点に

関する科目で、基礎思考分野に属しています。

1、学修した知識・技能を活用して、人との円滑な交流

を行ない、自立した生活を送ることができる。

2、自立的な学修基盤を備え、生涯学び続けていくこと

ができる。

　この到達目標を達成するための一環として、本授業で

は、主に公務員試験の過去問題を教材として取り上げ、

大学生として、また社会人として自立するための基礎と

なる日本語の文章読解能力の向上を目指します。

担当教員は私立高校で11年間国語の非常勤講師を勤めた

実務経験のある教員であるので、より実践的な観点から

教授する。

＜到達目標＞

1．公務員試験（文章理解）の問題を解けるようになる

2．課題文を適切に要約できるようになる

3．要約した内容を検討し、修正できるようになる

4．修正した内容を発表できるようになる

＜授業のキーワード＞

文章理解　公務員試験　読解方略　要約　ペア活動

＜授業の進め方＞

基本的には、以下の1～5の内容を、2回構成で実施し、

それを繰り返します（1回目に1～3を、2回目に4～6を実

施する予定）。

1．課題文を読み、問題を解く（＋解答提示）

2．課題文の内容把握を行う

3．課題文の要約文を作成する

4．ペア活動・グループ活動により、互いの要約文を検

討・修正する

5．検討し、修正した要約文を全体に発表し、質疑応答

6．教員によるまとめ

＜履修するにあたって＞

受講登録者にのみ、資料の接続先を連絡する予定ですの

で、受講予定の人は、早めに受講登録をすましておいて

ください。不明な点がある人は、下部【連絡先】まで。

・ペア活動・グループ活動を行います。

・授業資料はdotCampus上にあげることがあります。

・課題文に書き込むための色付きのペン（複数）を用意

してください。

【連絡先】

kiyotakihiro@outlook.com

＜授業時間外に必要な学修＞

課題文に出てくる語彙を調べたり、よりよい要約文作成

や発表に向けて準備する時間として、授業前後1時間程

度の学修が必要です。

また、授業で取り上げなかった公務員試験の過去問題に

も取り組み、理解を深めてください。

＜提出課題など＞

授業中に取り組む要約課題や発表時に使用する資料を提

出してもらいます。

dotcampus上に提出場所を用意する予定です。

＜成績評価方法・基準＞

【成績評価方法】以下の1，2を評価する。ただし、最終

レポートが未提出の場合は、即不可とする。

1．毎回の課題（発表・討議含む）（60％）

2．最終レポート（40％）

【基準】

1については、授業時に課す課題への記述内容・表現形

式や，数回実施する予定の発表内容・態度と、討議にお

ける積極性（例：質問し理解を深めようとしている、よ

りよい表現を提案する等）を評価する。

2については、文章要約の課題を課し、その記述内容・

表現形式を評価する。

＜テキスト＞

資料を配付します。

＜参考図書＞

購入する必要はありませんが、以下の図書は読解力の理

論を知るのに有益です。

秋田喜代美（2002）『読む心・書く心　文章の心理学入

門』北大路書房

大村彰道監修、秋田喜代美・久野雅樹編（2001）『文章

理解の心理学　認知、発達、教育の広がりの中で』北大

路書房

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

授業概要や受講に当たってのルール説明等を行います。

第2回　読解方略

文章読解時に必要とされる能力について解説します。
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その後、課題（文）を通じて理解を深めます。

第3回　実習1-1

公務員試験（文章理解）の過去問題を解きます。

その後、文章内容を検討し、要約文を作成します。

第4回　実習1-2

公務員試験（文章理解）の過去問題を解きます。

その後、文章内容を検討し、要約文を作成します。

第5回　実習2-1

ペア活動・グループ活動を通じ、第3回に作成した要約

内容を検討します。

その後、発表・討議を行います。

第6回　実習2-2

ペア活動・グループ活動を通じ、第4回に作成した要約

内容を検討します。

その後、発表・討議を行います。

第7回　実習3-1

公務員試験（文章理解）の過去問題を解きます。

その後、文章内容を検討し、要約文を作成します。

第8回　実習3-2

公務員試験（文章理解）の過去問題を解きます。

その後、文章内容を検討し、要約文を作成します。

第9回　実習4-1

ペア活動・グループ活動を通じ、第7回に作成した要約

内容を検討します。

その後、発表・討議を行います。

第10回　実習4-2

ペア活動・グループ活動を通じ、第8回に作成した要約

内容を検討します。

その後、発表・討議を行います。

第11回　実習5-1

公務員試験（文章理解）の過去問題を解きます。

その後、文章内容を検討し、要約文を作成します。

第12回　実習5-2

公務員試験（文章理解）の過去問題を解きます。

その後、文章内容を検討し、要約文を作成します。

第13回　実習6-1

ペア活動・グループ活動を通じ、第11回に作成した要約

内容を検討します。

その後、発表・討議を行います。

第14回　実習6-2

ペア活動・グループ活動を通じ、第12回に作成した要約

内容を検討します。

その後、発表・討議を行います。

第15回　総括

授業の総括を行い、本授業を通して学修した内容を振り

返ります。

また、最終課題についての連絡を行います。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ （エ）【経済】

木村　雅則、米澤　優

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習（対面授業）

＜授業の目的＞

・この授業は、共通教育科目リテラシー科目群基礎思考

分野に属しており、全学ＤＰに示すように、広い教養を

身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養するとともに、

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

をめざし、基礎的な思考力・表現力を身につけることを

目的としています。具体的には、大学で学ぶにあたって

必要な、課された課題に適切に応えることができる表現

力を身につけられるように段階的に学び、社会人として

必要な基本的な考え方や技術を身につけることを目指し

ます。

・この授業は「文章表現」の最初の段階ですので、さし

あたって表現のための基本的な事項や言語表現の周辺的

な知識・事項を、実際に演習しながら理解し体得するこ

とを目的とします。

・なお、担当者は、公立高等学校国語科教諭として32年

間勤務し、高等学校と国語科の現状を熟知している、実

務経験のある教員です。したがって高等学校との接続の

観点を生かし、大学の学びに必要な内容を展開すること

ができます。

＜到達目標＞

・文章の表現を通じて日本語の性質や特徴を学び、それ

らを身に付けることができる。

・スマホのフリック入力や携帯電話のトルグ入力ではな

く、手にした筆記具を使って正しく文を書

くことができる。

・敬語・手紙・電子メールなどについての約束事を学び、

相手に失礼のないコミュニケーションをとることができ

る。

＜授業のキーワード＞

表記法・敬語・定型文・通信文・伝達ツール

＜授業の進め方＞

・対面授業とします。第１回の授業も、対面授業です。

・基本的には、授業の冒頭に「小テスト」を課します（

「小テスト」の無い回もあります）。この時は、その「

小テスト」の提出で出欠を確認しますので、遅刻にご注

意ください。

・授業は、下に示した「テキスト」を読み進めながら、

付属の「ワークブック」を使って課題に取り組むことが

中心になります。また「ワークブック」の代わりに、回

によっては独自の課題を提示することがありますが、そ
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の場合の課題は授業で配布します。

・出席は、授業冒頭の「小テスト」の提出、または課題

の提出で確認します。また、その場で点呼を取ることも

あります。

・授業での課題以外に、宿題や予習の課題を課すことが

あります。

・詳細については、第１回ガイダンスで説明する予定で

す。

＜履修するにあたって＞

・第１回の授業（ガイダンス）をよく聞いて、それに従

ってください。特に第１回の授業は欠席しないでくださ

い。聞かなかったことによる不利益は本人の自己責任で

すので、ご注意ください。

・身の回りにある間違った日本語表現にも敏感に反応で

きる言語感覚を磨いてください。

・テキストの未購入やワークブックの紛失の場合、単位

を認定しません。ご注意ください。

・Zoomの操作、dotCampasの操作については、各自の責

任で扱えるようにしておいてください。

・Microsoft Wordの利用方法、またメールソフトの取り

扱い方法について、不明なところは、インターネット等

を用いて自ら情報収集して身につけておいてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

・この授業は、予習よりも復習が大切になります。毎時

間の内容を、テキストの該当範囲や配布プリントを使っ

て復習し、ポイントを確実に身に付けてください。また、

返却された課題についても復習とポイントを再確認し、

重要事項を身に付ける努力を続けてください。

・これらをこなすと、授業の時だけではなく、１日平均

１時間前後の学修は必要だろうと考えます。詳細につい

ては、第１回のガイダンスで説明する予定ですので、第

１回の授業は必ず出席してください。

＜提出課題など＞

・なるべく授業内でこなせる課題にするように心がけま

すが、回によっては宿題の形で提出課題を課すこともあ

り得ます。そのような場合は、期限内に確実にこなして

提出してください。また、後日まとめて、課題やレポー

トを担当者宛に郵送で送る形を取ることがあります（送

料は自己負担になります）。その時は授業で別途指示し

ます。

・本授業は試験を行いませんので、授業にかわわる全て

の課題・小テスト・レポートなどが評価の対象となりま

す。ご注意ください。

＜成績評価方法・基準＞

・前提として、単位認定のためには３分の２以上の出席

が必要です。ただし、「出席が３分の２以上あるから自

動的に単位が取れる」というわけではありませんので、

誤解しないでください。

・欠席の場合は、その日の課題は０点となります。再提

出の必要はありません。

・テキスト未購入または「ワークブック」無しの場合、

単位は認定できません。

・本授業は試験を行いませんので、授業にかわわる全て

の課題・小テスト・レポートなどの総合計を、以下の「

基本算出式」に代入します。

・基本算出式＝課題（レポートを含む。内容と提出の有

無）80％＋授業に取り組む姿勢（遅刻・早退を含む）20

％とします。ただし、欠席・遅刻・早退が多い場合や連

続する場合、私語・睡眠など取り組む意欲が見られない

場合、課題作成時に授業での指示を守らない場合などは、

基本算出式にかかわらず単位を認定しないことがありま

す。

・各回の課題の配点はまちまちです。したがって、配点

の大きな回の課題が不提出だったり成績不良だったりす

る場合は、欠席回数が３分の１未満であっても単位が認

定されない場合があります。

＜テキスト＞

・三省堂『日本語表現法　改訂版』（沖森卓也  半沢幹

一編）　ISBN978-4-385-34589-5。必ず購入して、毎時

間授業に持参すること（添付のワークブックを授業で使

います）。未購入、またはワークプックが無い場合は、

単位認定ができません。

・また、回によっては、授業で使うプリントをdotCampu

sや以下の「授業フォルダ」にpdfファイルで提示するこ

とがあります。

＜参考図書＞

特にありません。必要に6応じて、授業時に参考図書等

を紹介することがあります。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

この授業についてガイダンスをします。受講の仕方、授

業の具体的な進め方、評価の仕方などについても解説し

ますので、必ず出席してください。出席しなかった場合

の不利益は、本人の自己責任とします。

第2回　ありがちな間違い

書かれた文章にはいろいろとありがちな間違いがありま

すが、特に「論理性」に注目し、そのような間違った文

を書かないように学びます。

第3回　文章表現の周辺１ 文字表記と仮名づかい

日本語の文字表記の約束や、間違いやすいポイントにつ

いて学び、身に付けられるようにします。

第4回　文章表現の周辺２ 記号類と表記法

日本語の文で使われる記号類について学習し、日本語の

書き方について学びます。

第5回　文章表現の周辺３ 話しことばと書きことば

話しことばと書きことばについて、違いやそれぞれの特

性について学びます。

第6回　辞書について

特に国語辞典について、単に意味を調べるツールとして

だけではなく、「文章表現力を高めるツール」としての



- 854 -

使い方を学びます。

第7回　用紙と表記

大学では縦書き原稿用紙を使う機会が少なくなりますの

で、それ以外の用紙の使い方やそれに伴う表記のしかた

について学びます。

第8回　敬語法１

日本語の敬語について、様々な場面を想定して学び、実

際に使いこなせるようになることを目指します。

第9回　敬語法２

前回の授業よりもやや高度な内容を扱い、日本語の敬語

について、話しことばと書きことばの両面について学び

ます。

第10回　定型文１　案内文を書こう

書式がある程度決まっている文章を書くことで、まとま

った文を書くとともに、書式が持つ意味を学びます。

第11回　定型文２　手紙文を書こう

いわゆる「手紙文」の書式を学ぶとともに、その活用の

仕方について学びます。

第12回　はがきを書こう

通信手段としてのはがきについて、その長所や短所を含

めて学び、あわせて郵便物の形式などについて学びます。

第13回　電子メールを知ろう

スマホではなくパソコン上の「電子メール」について学

び、その活用の仕方について考えます。

第14回　この授業のまとめ

これまでの学習を振り返り、今後ある程度の分量の文章

を書くための基礎的知識をまとめます。

第15回　最終課題

これまでの学習が定着しているか、またこれまでの授業

の振り返りができているか等の観点から、課題レポート

を課します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ 【総リハ】

大谷　通高

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面での講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成に特に欠かせないものであり、共通教育科目リテラ

シー科目群基礎思考分野に属しています。大学で学ぶに

あたって必要な、課された課題に適切に応えることがで

きる文章力を身につけることを目的とし、ひいては、社

会人として必要な、文章によって人に何かを伝えるため

の、基本的な考え方や技術を身につけることを目指しま

す。

　身近な文章を題材にして、わかりにくい文章はなぜわ

かりにくいのか、わかりやすい文章を書くためにはどの

ようなことに気をつけたらよいのかを実践的に学びます。

＜到達目標＞

・客観的な情報を伝えるために、事実と意見を区別し、

書き分けることができる。（技能）

・メールなどで、立場をわきまえた表現で、情報を過不

足なく効果的に伝えることができる。（知識、技能）

・基本的なアカデミック・ライティングのルールに従っ

て文章を書くことができる。（知識、技能）

・グループワークを円滑に進め、他者と協力して成果を

上げることができる（技能、態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

文章表現　メール・敬語　アカデミック・ライティング

　グループワーク

＜授業の進め方＞

毎回のテーマについて教員が解説し、個人あるいはグル

ープで練習問題に取り組む形を基本とする。

＜履修するにあたって＞

・課された課題に積極的に取り組むこと。

・環境・進度によって、授業計画が前後・変更する場合

があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、教科書の練習問題の見直し、持ち帰り

課題に取り組む（目安として60分）。また、様々な文章

表現や構造化された文章に慣れるために習慣的に書籍を

読む（目安として60分以上）。

＜提出課題など＞

・５～８回の課題を課します。

・課題は内容をチェックしたうえで必要に応じて返却し、

あるいは再提出を求めます。

・グループワーク等、授業内での活動への協調性、積極

的な参加を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

・提出課題（授業内・授業外含む、授業期間中の達成度

確認課題含む）60％

・授業中のグループワーク等の活動40％

＜テキスト＞

野田春美・岡村裕美・米田真理子・辻野あらと・藤本真

理子・稲葉小由紀（2016）『グループワークで日本語表

現力アップ』ひつじ書房（1400円＋税）

＜参考図書＞

野田尚史『なぜ伝わらない、その日本語』岩波書店（20

05）￥1,600+税

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

文章表現に関する自分の現在の実力を把握し、目標を明

確にする。

第2回　表現の基礎（1）
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表記と言葉づかいの基本を知り、印象のよい文章を書く

姿勢を身につける。

第3回　情報を整理して示す

メモや飲食店のメニューを例に、複数の情報を整理し、

見やすく示す方法を学ぶ。

第4回　情報を確実に伝える

注意書きなどを例に、重要な情報を確実に伝えるための

効果的な方法を身につける。

第5回　情報を正確に伝える

メール作成などを通して、情報を正確に伝えるために必

要な力を身につける。

第6回　表現の基礎（2）

読みにくい文の原因を把握し、読みやすくするために必

要なことを学ぶ。

第7回　相手に合わせて表現する

敬語の基本的な仕組みを知り、使い方を学ぶ。

第8回　配慮して伝える

依頼のメールなどを通して、行動を促す文章の適切な書

き方を身につける。

第9回　丁寧に伝える

手紙の基本的なルールや書式、マナーなどを身につける。

第10回　表現の基礎（3）

わかりやすい文章の書き方を身につけ、伝えたいことが

アピールできるようになる。

第11回　アカデミックな文章を書く

アカデミックな文章を書く際のルールを学び、客観的な

文章を書く力を身につける。

第12回　企画をアピールする（1）

企画書を書く際に必要なことを学ぶ。

第13回　企画をアピールする（2）

実際に作成した企画書を見直し、改善を加える。

第14回　達成度の確認

これまで学んだことが身についているかどうかを確認す

る。

第15回　自分を表現する

自己PRの基礎を学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ （ア）【人文】

岡村　裕美、米澤　優、稲葉　小由紀、中原　香苗、新

谷　遥、山田　伸武、真田　聡美、岡村　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成に特に欠かせないものであり、共通教育科目リテラ

シー科目群基礎思考分野に属しています。大学で学ぶに

あたって必要な、課された課題に適切に応えることがで

きる文章力を身につけることを目的とし、ひいては、社

会人として必要な、文章によって人に何かを伝えるため

の、基本的な考え方や技術を身につけることを目指しま

す。

　身近な文章を題材にして、わかりにくい文章はなぜわ

かりにくいのか、わかりやすい文章を書くためにはどの

ようなことに気をつけたらよいのかを実践的に学びます。

＜到達目標＞

・客観的な情報を伝えるために、事実と意見を区別し、

書き分けることができる。（技能）

・メールなどで、立場をわきまえた表現で、情報を過不

足なく効果的に伝えることができる。（知識、技能）

・基本的なアカデミック・ライティングのルールに従っ

て文章を書くことができる。（知識、技能）

・グループワークを円滑に進め、他者と協力して成果を

上げることができる（技能、態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

文章表現　メール・敬語　アカデミック・ライティング

　グループワーク

＜授業の進め方＞

毎回のテーマについて教員が解説し、個人あるいはグル

ープで練習問題に取り組む形を基本とする。

＜履修するにあたって＞

・グループワーク等、授業内での活動への協調性、積極

的な参加を求めます。

・授業担当者、環境、進度によって、授業計画が前後・

変更することがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、教科書の練習問題の見直し、持ち帰り

課題に取り組む（目安として60分）。また、様々な文章

表現や構造化された文章に慣れるために習慣的に書籍を

読む（目安として60分以上）。

＜提出課題など＞

・５～８回の提出課題（宿題・授業内）を課します。

・課題は内容をチェックしたうえで必要に応じて返却し、

あるいは再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題（授業内・授業外含む、授業期間中の達成度確

認課題含む）60％

授業中のグループワーク等の活動40％

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房

＜参考図書＞

野田尚史『なぜ伝わらない、その日本語』岩波書店（20

05）￥1,600+税
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その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

現在の文章力を知り、目標を明確にする。

第2回　表現の基礎(1)

表記と言葉づかいの基礎を学ぶ。

第3回　情報を整理して示す

メモやメニューを利用し、情報を整理して示すために必

要なことを学ぶ。

第4回　情報を確実に伝える

注意書きを利用し、情報を確実に伝える方法を学ぶ。

第5回　情報を正確に伝える

連絡・案内のメールを送る際に情報を正確に伝えるため

に必要なことを学ぶ。

第6回　表現の基礎(2)

読みやすい文を書くために必要なことを学ぶ。

第7回　相手に合わせて表現する

敬語の基本的な仕組みを知り、使い方を学ぶ。

第8回　配慮して伝える

依頼など、行動を促す文章について学ぶ。

第9回　丁寧に伝える

手紙の書き方を学ぶ。

第10回　表現の基礎(3)

わかりやすい文章を書くために必要なことを学ぶ。

第11回　アカデミックな文章を書く

アカデミック・ライティングの基礎を学ぶ。

第12回　企画をアピールする(1)

企画書を書く際に必要な基礎的なことを学ぶ。

第13回　企画をアピールする(2)

作成した企画書を改善する。

第14回　達成度の確認

これまで学んだことが身についているかどうかを確認す

る。

第15回　自分を表現する

自己PRの基礎を学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ （ア）【心理】

稲葉　小由紀、二條　絵実子、新谷　遥

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成に特に欠かせないものであり、共通教育科目リテラ

シー科目群基礎思考分野に属しています。大学で学ぶに

あたって必要な、課された課題に適切に応えることがで

きる文章力を身につけることを目的とし、ひいては、社

会人として必要な、文章によって人に何かを伝えるため

の、基本的な考え方や技術を身につけることを目指しま

す。

　身近な文章を題材にして、わかりにくい文章はなぜわ

かりにくいのか、わかりやすい文章を書くためにはどの

ようなことに気をつけたらよいのかを実践的に学びます。

＜到達目標＞

・客観的な情報を伝えるために、事実と意見を区別し、

書き分けることができる。（技能）

・メールなどで、立場をわきまえた表現で、情報を過不

足なく効果的に伝えることができる。（知識、技能）

・基本的なアカデミック・ライティングのルールに従っ

て文章を書くことができる。（知識、技能）

・グループワークを円滑に進め、他者と協力して成果を

上げることができる（技能、態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

文章表現　メール・敬語　アカデミック・ライティング

　グループワーク

＜授業の進め方＞

毎回のテーマについて教員が解説し、個人あるいはグル

ープで練習問題に取り組む形を基本とする。

＜履修するにあたって＞

・グループワーク等、授業内での活動への協調性、積極

的な参加を求めます。

・授業担当者、環境、進度によって、授業計画が前後・

変更することがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、教科書の練習問題の見直し、持ち帰り

課題に取り組む（目安として60分）。また、様々な文章

表現や構造化された文章に慣れるために習慣的に書籍を

読む（目安として60分以上）。

＜提出課題など＞

・５～８回の提出課題（宿題・授業内）を課します。

・課題は内容をチェックしたうえで必要に応じて返却し、

あるいは再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題（授業内・授業外含む、授業期間中の達成度確

認課題含む）60％

授業中のグループワーク等の活動40％

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房

＜参考図書＞

野田尚史『なぜ伝わらない、その日本語』岩波書店（20

05）￥1,600+税

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞
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第1回　イントロダクション

現在の文章力を知り、目標を明確にする。

第2回　表現の基礎(1)

表記と言葉づかいの基礎を学ぶ。

第3回　情報を整理して示す

メモやメニューを利用し、情報を整理して示すために必

要なことを学ぶ。

第4回　情報を確実に伝える

注意書きを利用し、情報を確実に伝える方法を学ぶ。

第5回　情報を正確に伝える

連絡・案内のメールを送る際に情報を正確に伝えるため

に必要なことを学ぶ。

第6回　表現の基礎(2)

読みやすい文を書くために必要なことを学ぶ。

第7回　相手に合わせて表現する

敬語の基本的な仕組みを知り、使い方を学ぶ。

第8回　配慮して伝える

依頼など、行動を促す文章について学ぶ。

第9回　丁寧に伝える

手紙の書き方を学ぶ。

第10回　表現の基礎(3)

わかりやすい文章を書くために必要なことを学ぶ。

第11回　アカデミックな文章を書く

アカデミック・ライティングの基礎を学ぶ。

第12回　企画をアピールする(1)

企画書を書く際に必要な基礎的なことを学ぶ。

第13回　企画をアピールする(2)

作成した企画書を改善する。

第14回　達成度の確認

これまで学んだことが身についているかどうかを確認す

る。

第15回　自分を表現する

自己PRの基礎を学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ ①

木村　雅則

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習（対面授業）

＜授業の目的＞

・この授業は、共通教育科目リテラシー科目群基礎思考

分野に属しており、全学ＤＰに示すように、広い教養を

身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養するとともに、

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

をめざし、基礎的な思考力・表現力を身につけることを

目的としています。具体的には、大学で学ぶにあたって

必要な、課された課題に適切に応えることができる表現

力を身につけられるように段階的に学び、社会人として

必要な基本的な考え方や技術を身につけることを目指し

ます。

・この授業は「文章表現」の最初の段階ですので、さし

あたって表現のための基本的な事項や言語表現の周辺的

な知識・事項を、実際に演習しながら理解し体得するこ

とを目的とします。

・なお、担当者は、公立高等学校国語科教諭として32年

間勤務し、高等学校と国語科の現状を熟知している、実

務経験のある教員です。したがって高等学校との接続の

観点を生かし、大学の学びに必要な内容を展開すること

ができます。

＜到達目標＞

・文章の表現を通じて日本語の性質や特徴を学び、それ

らを身に付けることができる。

・スマホのフリック入力や携帯電話のトルグ入力ではな

く、手にした筆記具を使って正しく文を書

くことができる。

・敬語・手紙・電子メールなどについての約束事を学び、

相手に失礼のないコミュニケーションをとることができ

る。

＜授業のキーワード＞

表記法・敬語・定型文・通信文・伝達ツール

＜授業の進め方＞

・対面授業とします。第１回の授業も、対面授業です。

・基本的には、授業の冒頭に「小テスト」を課します（

「小テスト」の無い回もあります）。この時は、その「

小テスト」の提出で出欠を確認しますので、遅刻にご注

意ください。

・授業は、下に示した「テキスト」を読み進めながら、

付属の「ワークブック」を使って課題に取り組むことが

中心になります。また「ワークブック」の代わりに、回

によっては独自の課題を提示することがありますが、そ

の場合の課題は授業で配布します。

・出席は、授業冒頭の「小テスト」の提出、または課題

の提出で確認します。また、その場で点呼を取ることも

あります。

・授業での課題以外に、宿題や予習の課題を課すことが

あります。

・詳細については、第１回ガイダンスで説明する予定で

す。

＜履修するにあたって＞

・第１回の授業（ガイダンス）をよく聞いて、それに従

ってください。特に第１回の授業は欠席しないでくださ

い。聞かなかったことによる不利益は本人の自己責任で

すので、ご注意ください。

・身の回りにある間違った日本語表現にも敏感に反応で

きる言語感覚を磨いてください。

・テキストの未購入やワークブックの紛失の場合、単位

を認定しません。ご注意ください。
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・Zoomの操作、dotCampasの操作については、各自の責

任で扱えるようにしておいてください。

・Microsoft Wordの利用方法、またメールソフトの取り

扱い方法について、不明なところは、インターネット等

を用いて自ら情報収集して身につけておいてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

・この授業は、予習よりも復習が大切になります。毎時

間の内容を、テキストの該当範囲や配布プリントを使っ

て復習し、ポイントを確実に身に付けてください。また、

返却された課題についても復習とポイントを再確認し、

重要事項を身に付ける努力を続けてください。

・これらをこなすと、授業の時だけではなく、１日平均

１時間前後の学修は必要だろうと考えます。詳細につい

ては、第１回のガイダンスで説明する予定ですので、第

１回の授業は必ず出席してください。

＜提出課題など＞

・なるべく授業内でこなせる課題にするように心がけま

すが、回によっては宿題の形で提出課題を課すこともあ

り得ます。そのような場合は、期限内に確実にこなして

提出してください。また、後日まとめて、課題やレポー

トを担当者宛に郵送で送る形を取ることがあります（送

料は自己負担になります）。その時は授業で別途指示し

ます。

・本授業は試験を行いませんので、授業にかわわる全て

の課題・小テスト・レポートなどが評価の対象となりま

す。ご注意ください。

＜成績評価方法・基準＞

・前提として、単位認定のためには３分の２以上の出席

が必要です。ただし、「出席が３分の２以上あるから自

動的に単位が取れる｝というわけではありませんので、

誤解しないでください。

・欠席の場合は、その日の課題は０点となります。再提

出の必要はありません。

・テキスト未購入または「ワークブック」無しの場合、

単位は認定できません。

・本授業は試験を行いませんので、授業にかわわる全て

の課題・小テスト・レポートなどの総合計を、以下の「

基本算出式」に代入します。

・基本算出式＝課題（レポートを含む。内容と提出の有

無）80％＋授業に取り組む姿勢（遅刻・早退を含む）20

％とします。ただし、欠席・遅刻・早退が多い場合や連

続する場合、私語・睡眠など取り組む意欲が見られない

場合、課題作成時に授業での指示を守らない場合などは、

基本算出式にかかわらず単位を認定しないことがありま

す。

・各回の課題の配点はまちまちです。したがって、配点

の大きな回の課題が不提出だったり成績不良だったりす

る場合は、欠席回数が３分の１未満であっても単位が認

定されない場合があります。

＜テキスト＞

・三省堂『日本語表現法　改訂版』（沖森卓也  半沢幹

一編）　ISBN978-4-385-34589-5。必ず購入して、毎時

間授業に持参すること（添付のワークブックを授業で使

います）。未購入、またはワークプックが無い場合は、

単位認定ができません。

・また、回によっては、授業で使うプリントをdotCampu

sや以下の「授業フォルダ」にpdfファイルで提示するこ

とがあります。

＜参考図書＞

特にありません。必要に応じて、授業時に参考図書等を

紹介することがあります。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

この授業についてガイダンスをします。受講の仕方、授

業の具体的な進め方、評価の仕方などについても解説し

ますので、必ず出席してください。出席しなかった場合

の不利益は、本人の自己責任とします。

第2回　ありがちな間違い

書かれた文章にはいろいろとありがちな間違いがありま

すが、特に「論理性」に注目し、そのような間違った文

を書かないように学びます。

第3回　文章表現の周辺１ 文字表記と仮名づかい

日本語の文字表記の約束や、間違いやすいポイントにつ

いて学び、身に付けられるようにします。

第4回　文章表現の周辺２ 記号類と表記法

日本語の文で使われる記号類について学習し、日本語の

書き方について学びます。

第5回　文章表現の周辺３ 話しことばと書きことば

話しことばと書きことばについて、違いやそれぞれの特

性について学びます。

第6回　辞書について

特に国語辞典について、単に意味を調べるツールとして

だけではなく、「文章表現力を高めるツール」としての

使い方を学びます。

第7回　用紙と表記

大学では縦書き原稿用紙を使う機会が少なくなりますの

で、それ以外の用紙の使い方やそれに伴う表記のしかた

について学びます。

第8回　敬語法１

日本語の敬語について、様々な場面を想定して学び、実

際に使いこなせるようになることを目指します。

第9回　敬語法２

前回の授業よりもやや高度な内容を扱い、日本語の敬語

について、話しことばと書きことばの両面について学び

ます。

第10回　定型文１　案内文を書こう

書式がある程度決まっている文章を書くことで、まとま

った文を書くとともに、書式が持つ意味を学びます。

第11回　定型文２　手紙文を書こう

いわゆる「手紙文」の書式を学ぶとともに、その活用の
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仕方について学びます。

第12回　はがきを書こう

通信手段としてのはがきについて、その長所や短所を含

めて学び、あわせて郵便物の形式などについて学びます。

第13回　電子メールを知ろう

スマホではなくパソコン上の「電子メール」について学

び、その活用の仕方について考えます。

第14回　この授業のまとめ

これまでの学習を振り返り、今後ある程度の分量の文章

を書くための基礎的知識をまとめます。

第15回　最終課題

これまでの学習が定着しているか、またこれまでの授業

の振り返りができているか等の観点から、課題レポート

を課します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ （ア）【法】

新田町　義尚、酒井　雅史、百瀬　みのり

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成に特に欠かせないものであり、共通教育科目リテラ

シー科目群基礎思考分野に属しています。大学で学ぶに

あたって必要な、課された課題に適切に応えることがで

きる文章力を身につけることを目的とし、ひいては、社

会人として必要な、文章によって人に何かを伝えるため

の、基本的な考え方や技術を身につけることを目指しま

す。

　身近な文章を題材にして、わかりにくい文章はなぜわ

かりにくいのか、わかりやすい文章を書くためにはどの

ようなことに気をつけたらよいのかを実践的に学びます。

＜到達目標＞

・客観的な情報を伝えるために、事実と意見を区別し、

書き分けることができる。（技能）

・メールなどで、立場をわきまえた表現で、情報を過不

足なく効果的に伝えることができる。（知識、技能）

・基本的なアカデミック・ライティングのルールに従っ

て文章を書くことができる。（知識、技能）

・グループワークを円滑に進め、他者と協力して成果を

上げることができる（技能、態度・習慣）

＜授業のキーワード＞

文章表現　メール・敬語　アカデミック・ライティング

　グループワーク

＜授業の進め方＞

毎回のテーマについて教員が解説し、個人あるいはグル

ープで練習問題に取り組む形を基本とする。アクティブ

ラーニング形式を実施。学生同士で教科書の課題の解答

例を協働で作成し、班ごとに発表、各自で最終的に仕上

げたものを提出するという形式の授業を予定。

＜履修するにあたって＞

・グループワーク等、授業内での活動への協調性、積極

的な参加を求めます。

・授業担当者、環境、進度によって、授業計画が前後・

変更することがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、教科書の練習問題の見直し持ち帰り、

次回の課題に取り組む（目安として60分）。また、様々

な文章表現や構造化された文章に慣れるために習慣的に

書籍を読む（目安として60分以上）。【事前学習必須】

指定された教科書課題を必ず予習し、解答例をあらかじ

め作成しておいてから、教室での協働学習に参加する（

目安として先の時間に含み30分確保すること）

＜提出課題など＞

・教科書課題を1章ずつ毎週1回dotCampusレポート欄へ

オンライン提出。

・そのほかにも５回～８回程度の新聞記事要約などの提

出課題（宿題・授業内）を課します。

・課題は内容をチェックしたうえで必要に応じて返却し、

あるいは再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題（最終の前期期末レポート課題、授業内・授業

外含む、授業期間中の達成度確認課題含む）60％　授業

中のグループワーク等の活動40％（授業出席と協働学習

への参加が評価点の前提）

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房

＜参考図書＞

野田尚史『なぜ伝わらない、その日本語』岩波書店（20

05）￥1,600+税

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

現在の文章力を知り、目標を明確にする。

第2回　表現の基礎(1)

表記と言葉づかいの基礎を学ぶ。

第3回　情報を整理して示す

メモやメニューを利用し、情報を整理して示すために必

要なことを学ぶ。

第4回　情報を確実に伝える

注意書きを利用し、情報を確実に伝える方法を学ぶ。

第5回　情報を正確に伝える

連絡・案内のメールを送る際に情報を正確に伝えるため
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に必要なことを学ぶ。

第6回　表現の基礎(2)

読みやすい文を書くために必要なことを学ぶ。

第7回　相手に合わせて表現する

敬語の基本的な仕組みを知り、使い方を学ぶ。

第8回　配慮して伝える

依頼など、行動を促す文章について学ぶ。

第9回　丁寧に伝える

手紙の書き方を学ぶ。

第10回　表現の基礎(3)

わかりやすい文章を書くために必要なことを学ぶ。

第11回　アカデミックな文章を書く

アカデミック・ライティングの基礎を学ぶ。

第12回　企画をアピールする(1)

企画書を書く際に必要な基礎的なことを学ぶ。

第13回　企画をアピールする(2)

作成した企画書を改善する。

第14回　達成度の確認

これまで学んだことが身についているかどうかを確認す

る。

第15回　自分を表現する

自己PRの基礎を学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ （ア）【薬】

山上　登志美、高寺　直子、岡村　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は共通教育科目に属し、全学DP「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成を目指すとともに、薬学部のDP、および「薬学教育

モデル・コアカリキュラムのSBOｓ」の中のA-(3)－①コ

ミュニケーションの1)~8)の項目の達成を目的とする。

薬学部６年制教育が実施されて以来、目指す薬剤師像は

「かかりつけ薬剤師」と言われるように、患者さんにと

って身近な医療者として日常的に気軽に健康上の相談が

できる薬剤師である。そのためには、相手の話をよく聞

き理解できるとともに、自分の持つ知識をわかりやすく

正確に相手に説明できることが必要とされる。また、病

院では患者さんだけでなく他の医療スタッフとの相互理

解を適切に行なうためにも日本語表現力は重要である。

俗に理系学生はことばに対する関心は希薄だと言われる

が、これからの薬剤師には日本語表現力・理解力も重要

な位置にあることを理解し、日本語知識の修得と、自ら

の言葉で表現できることを目指す。

＜到達目標＞

文章表現の基礎・人と上手にコミュニケーションができ

るための待遇表現（敬語）の修得と、患者さんと薬剤師

とのロールプレイを体験して実践的な表現力を身につけ

る。

① 言語的および非言語的コミュニケーションの方法を

概説できる。（知識）

② 相手の立場、文化、習慣などによって、コミュニケ

ーションのあり方が異なることを例示できる。（知識）

③ 日本語表現の基礎を踏まえ、わかりやすい文章を書

くことができる。（知識・技能）

④ 敬語の種類とその働きの違いが説明できる。(知識)

⑤ 尊敬語と謙譲語、丁寧語のそれぞれの具体的表現を

述べることができる。(知識)

⑥ 敬語表現のレベルの違いを説明できる。（知識）

⑦ 敬語表現の誤りを指摘できる。(知識)

⑧ 手紙の書き方の基本を説明できる。（知識）

⑨ 目的に応じた手紙文を書くことができる。（知識・

技能）

⑩目上の方に対して失礼のない文章表現ができる。（知

識・技能）

⑪ 便箋に書く手紙と葉書に書く手紙の違いを列挙でき

る。（知識）

⑫ 相手に配慮してわかりやすく説明を行なうことがで

きる。（知識・態度・技能）

⑬ 相手の心理状態とその変化に配慮し、適切に対応で

きる。（知識・態度・技能）

⑭ 薬剤師にとって、如何に表現力が大切かを説明でき

る。（知識）

＜授業のキーワード＞

日本語の基礎知識、コミュニケーション力、手紙の書き

方、敬語、ロールプレイ

＜授業の進め方＞

各授業時間の前半は講義形式で説明を行ない、後半でそ

の説明をもとに文章を書いたり、ロールプレイ形式で実

践的な日本語表現を体験する。

＜履修するにあたって＞

聞くだけではなく、作業の多い授業でなので、積極的な

授業参加を望みます。

常日頃からたくさんの文章を読むことを心掛けてもらい

たい。特に新聞を読む癖をつけ、健康や医療に関する記

事に関心を持つようにしてほしい。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、教科書の練習問題等を目安1時間。第

３? ６回までは、毎回提出物が課される。

＜提出課題など＞

第3 ? 6回の講義内容にあるとおり、課題を書き、ドット

キャンパスから提出します。

＜成績評価方法・基準＞

授業内に課される提出課題、演習課題など40％、期末定

期試験60％。
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＜テキスト＞

米田明美・藏中さやか・山上登志美著『大学生のための

日本語表現実践ノート』風間書房

＜授業計画＞

第1回　ことばの働き

初めに、薬学教育モデル・コアカリキュラムを紹介し、

その上で、ことばによる共通理解とは？　ことばの意味

とは？　ことばを選択するとは？　語彙を多く持つ必要

性、などについて説明する。A-(1)-①-1,A-(3)-①-1

第2回　ことばによる意思の伝達

言語的コミュニケーション・非言語的コミュニケーショ

ン、「話す」と「書く」との違い、話しことばと書きこ

とばとの違いについて説明し、後半は文章表現の基礎知

識を説明してから、「自己紹介」の文章を書く。A-(3)-

①-2,A-(3)-①-3

第3回　敬語と手紙（お礼状）

相手との距離感、相手に対する心遣いを表現するために

重要な敬語・敬意表現の基礎を学び、「敬語の種類」に

ついて説明する。後半は、手紙（お礼状）を書く。A-(3

)-①-8

第4回　敬語と手紙（お祝い状）

敬語の基礎としての、「尊敬語と謙譲語」の違いを確認

する。また、目下から目上の方に対して用いるのは不適

当だとされることば遣いを考える。後半には、手紙（お

祝い状）を書く。A-(3)-①-8

第5回　敬語と手紙（案内状）

敬語の間違いやすいポイントを押さえ、正しい敬語表現

を理解する。後半は、手紙（案内文）を書く。A-(3)-①

-8

第6回　敬語と手紙（葉書）

文法的な知識としての敬語表現には入らない「接遇」と

してのことば遣い・敬意表現について理解する。後半は、

葉書の書き方を学び、実際に暑中見舞い状を書いてみる。

A-(3)-①-8

第7回　手紙（まとめ）敬語用法

手紙文についてこれまで実践的に書いてきたものを総括、

整理して理解する。また、正しい敬語表現を、練習問題

を解くことによって具体的に習得する。A-(3)-①-8

第8回　敬語用法のまとめ

テキストの練習問題を中心に、いろいろな表現の適否を

考える。A-(3)-①-8

第9回　説明してみよう１

初めにこの作業の目標である「薬剤師に必要な表現能力

」について説明し、その後、「ことば当て」・「道案内

」の課題を実際にことばで説明する。A-(3)-①-8

第10回　説明してみよう２

前回に続いて、「薬剤師に必要な表現能力」を考える。

今回は、目で見たものをことばだけで説明する。たとえ

ば、写真や絵画などを題材に、ことばだけで写真の映像

や絵画を聞き手が正確にイメージして描けるように、説

明する。A-(3)-①-8

第11回　説明してみよう３

前回に続いて、「薬剤師に必要な表現能力」を考える。

今回は、目で見たものをことばだけで説明します。写真

や絵画などを題材に、ことばだけで写真の映像や絵画を

聞き手が正確にイメージして描けるように、説明する。

A-(3)-①-8

第12回　ロールプレイ1

薬局における様々な場面を想定し、患者さんに失礼のな

いように敬語を使って話す練習をする。A-(3)-①-6,7,8

第13回　ロールプレイ2

前回に引き続いて、患者さんに失礼のないように敬語を

使って話す練習をする。A-(3)-①-6,7,8

第14回　ロールプレイ３

前回に引き続いて、患者さんに失礼のないように敬語を

使って話す練習をする。A-(3)-①-6,7,8

第15回　前期授業のまとめ

前期授業で学んだことを振り返って、問題の残るところ

を復習する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ （ア）【現社・社防】

岡田　裕子、岡村　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す「自分の意見を口頭や文

書によって表現し、相手の意見を理解することで、良好

なコミュニケーションをとることができる」能力や「獲

得した知識や技能を活用し、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して」いく方策を

獲得するための基盤となるような基本的な文章表現能力、

コミュニケーション能力を身につけることを目指してお

り、共通教育科目リテラシー科目群基礎思考分野に属し

ています。大学で学ぶにあたって必要な、課された課題

に適切に応えることができる文章力を身につけることを

目的とし、ひいては、社会人として必要な、文章によっ

て人に何かを伝えるための、基本的な考え方や技術を身

につけることを目指します。

　身近な文章を題材にして、わかりにくい文章はなぜわ

かりにくいのか、わかりやすい文章を書くためにはどの

ようなことに気をつけたらよいのかを実践的に学びます。

＜到達目標＞

・客観的な情報を伝えるために、事実と意見を区別し、

書き分けることができる。（技能）

・メールなどで、立場をわきまえた表現で、情報を過不

足なく効果的に伝えることができる。（知識、技能）

・基本的なアカデミック・ライティングのルールに従っ
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て文章を書くことができる。（知識、技能）

・指示にそって、状況に応じた文章を書くことができる。

（知識、技能）

・グループワークを円滑に進め、他者と協力して成果を

上げることができる（技能、態度・習慣

＜授業のキーワード＞

文文章表現　メール・敬語　アカデミック・ライティン

グ　グループワーク

＜授業の進め方＞

毎回のテーマについて教員が解説し、個人あるいはグル

ープで練習問題に取り組む形を基本とする。自分で考え

るだけでなく、他の人の意見も参照しながら課題に取り

組むことで、より深く考え、文章表現に関連した知識や

技術を身につける。

＜履修するにあたって＞

授業担当者、環境、進度によって、授業計画が前後・変

更することがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、教科書の練習問題の見直し、持ち帰り

課題に取り組む（目安として60分）。

　また、様々な文章表現や構造化された文章に慣れるた

めに習慣的に書籍を読む（目安として60分以上）。文章

力の向上のためには、実際に文章を読み、批判的にとら

えることも必要。文章の読み書きの際は、わかりやすい

文章・そうではない文章は、何が原因でそうなっている

のか、常に意識しながら読んだり書いたりすると、より

効果的である。

＜提出課題など＞

・必要に応じてさまざまな課題を課します。

・課題は内容をチェックしたうえで必要に応じて返却し、

あるいは再提出を求めます。

・グループワーク等、授業内での活動への協調性、積極

的な参加を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

課題60％（授業内で課される提出課題・持ち帰りの課題

30％、到達度確認テスト30％）

授業でのグループワーク・プレゼンテーションなど40％

※定期試験は実施しませんが、授業期間内に理解度・到

達度を確認するためのテストを1回行います。

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房

＜参考図書＞

野田尚史『なぜ伝わらない、その日本語』岩波書店（20

05）￥1,600+税

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

現在の文章力を知り、目標を明確にする。

第2回　表現の基礎（１）

表記と言葉づかいの基礎を学ぶ。

第3回　表現の基礎（２）

読みやすい文を書くために必要なことを学ぶ。

第4回　表現の基礎（３）

わかりやすい文章を書くために必要なことを学ぶ。

第5回　情報を整理して示す

メモやメニューを利用し、情報を整理して示すために必

要なことを学ぶ。

第6回　情報を確実に伝える

注意書きを利用し、情報を確実に伝える方法を学ぶ。

第7回　情報を正確に伝える

連絡・案内のメールを送る際に情報を正確に伝えるため

に必要なことを学ぶ。

第8回　相手に合わせて表現する

敬語の基本的な仕組みを知り、使い方を学ぶ。

第9回　配慮して伝える

依頼など、行動を促す文章について学ぶ。

第10回　丁寧に伝える

手紙の書き方を学ぶ。

第11回　アカデミックな文章を書く

アカデミック・ライティングの基礎を学ぶ。

第12回　企画をアピールする(1)

企画書を書く際に必要な基礎的なことを学ぶ。

第13回　企画をアピールする(2)

作成した企画書をプレゼンテーションするうえで必要な

ことを学ぶ。

第14回　達成度の確認

これまで学んだことが身についているかどうかを確認す

る。

第15回　自分を表現する

自己PRの基礎を学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ 【ＧＣ】

清田　朗裕

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のディプロマ・ポリシーに示

す「自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意

見を理解することで、良好なコミュニケーションをとる

ことができる」の達成に特に欠かせないものであり、共

通教育科目リテラシー科目群基礎思考分野に属していま

す。大学で学ぶにあたって必要な、課された課題に適切

に応えることができる文章力を身に付けることを目的と

し、ひいては、社会人として必要な、文章によって人に

何かを伝えるための、基本的な考え方や技術を身に付け

ることを目的とします。
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身近な文章を題材にして、わかりにくい文章はなぜわか

りにくいのか、わかりやすい文章を書くためにはどのよ

うなことに気をつけたらよいのかを実践的に学びます。

なお、担当教員は私立高校で11年間国語の非常勤講師を

勤めた実務経験のある教員ですので、より実践的な観点

から教授します。

＜到達目標＞

・客観的な情報を伝えるために、あいまいな表現を避け

ることができる。（態度・習慣、技能）

・メールなどで、立場をわきまえた表現で、情報を過不

足なく効果的に伝えることができる。（態度・習慣、技

能）

・基本的なアカデミック・ライティングのルールに従っ

て文章を書くことができる。（知識、技能）

・グループワークで他の人と協調し、ひとつの課題を作

り上げることができる。（態度・習慣、技能）

・自分たちが考えたものについて、簡単なプレゼンテー

ションができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

文章表現　実戦練習　グループワーク　プレゼンテーシ

ョン

＜授業の進め方＞

数人のグループでの作業を交えながら授業を進めます。

自分で考えるだけでなく、他人の意見も聞きながら課題

に取り組むことで、文章表現についてより深く考え、知

識や技術を身に付けることができます。また、グループ

ワークの成果をプレゼンテーションで示してもらいます。

＜履修するにあたって＞

・グループワークやプレゼンテーションに積極的に参加

すること。

・遅刻・早退は３回で欠席１回とみなします。

・科目担当者によって、授業の進度が前後することがあ

ります。

＜授業時間外に必要な学修＞

文章力の向上のためには、実際に文章を読み、批判的に

とらえることが必要です。わかりやすい文章・そうでは

ない文章は、何が原因でそうなっているのか、常に意識

しながら文章を読み書きするようにしてください。

　提出課題以外にも、事前学習として教科書の該当箇所

を読み、事後学習として授業で直接扱わなかった練習問

題を自分で取り組んでみることが効果的です（目安とし

て合計１時間程度）。

＜提出課題など＞

・授業内で実施するワークのほか、持ち帰りの課題の提

出を５回～８回求めます。

・提出物はチェックして、必要に応じ再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

授業内でのグループワークへの参加・発表30%、文章作

成の課題30%、定期試験（作文）40%

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房￥1,400+税

＜参考図書＞

野田尚史『なぜ伝わらない、その日本語』（2005）岩波

書店￥1,600+税

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

現在の文章力を知り、目標を明確にする。

第2回　表現の基礎（１）

表記と言葉づかいの基礎を学ぶ。

第3回　情報を整理して示す

メモやメニューを利用し、情報を整理して示すために必

要なことを学ぶ。

第4回　情報を確実に伝える

注意書きを利用し、情報を確実に伝える方法を学ぶ。

第5回　情報を正確に伝える

連絡・案内のメールを送る際に情報を正確に伝えるため

に必要なことを学ぶ。

第6回　表現の基礎（２）

読みやすい文を書くために必要なことを学ぶ。

第7回　相手に合わせて表現する

敬語の基本的な仕組みを知り、使い方を学ぶ。

第8回　配慮して伝える

依頼など、行動を促す文章について学ぶ。

第9回　丁寧に伝える

手紙の書き方を学ぶ。

第10回　表現の基礎（３）

わかりやすい文章を書くために必要なことを学ぶ。

第11回　アカデミックな文章を書く

アカデミック・ライティングの基礎を学ぶ。

第12回　企画をアピールする（１）

企画書を書く際に必要な基礎的なことを学ぶ。

第13回　企画をアピールする（２）

作成した企画書をプレゼンテーションする。

第14回　達成度の確認

これまで学んだことが身についているかどうかを確認す

る。

第15回　自分を表現する

自己PRの基礎を学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

文章表現Ⅰ ①

中原　香苗、清田　朗裕

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を
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口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成に特に欠かせないものであり、共通教育科目リテラ

シー科目群基礎思考分野に属しています。大学で学ぶに

あたって必要な、課された課題に適切に応えることがで

きる文章力を身につけることを目的とします。

　具体的には、社会人として必要な、文章によって人に

何かを伝えるための基本的な考え方や技術を身につける

ことを目指します。

　あわせて、社会に出たときに適切なコミュニケーショ

ンをとるために必要な基本的な技術を身につけることを

目指します。

＜到達目標＞

・文章を書くうえでの基本的な約束事を理解する。

・公的なメールを正しく書くことができるようになる。

・手紙のルールを理解し、失礼のない手紙を書くことが

できるようになる。

・敬語のシステムを理解し、正しく使うことができるよ

うになる。

＜授業のキーワード＞

文章表現　メール　敬語　アカデミック・ライティング

　グループワーク

＜授業の進め方＞

基本的な知識の解説をする講義と、個人または数人のグ

ループで課題に取り組みます。グループワークの成果を

プレゼンテーションしてもらうこともあります。

＜履修するにあたって＞

・単位認定には、３分の２以上の出席が必須です。

・グループワークなどの活動に積極的に参加してくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業で学んだ知識を定着させ、それを活用して文章を書

くために、目安として授業後に１時間の学修が必要です。

　授業で学んだことを意識して、インターネットや日常

で目にする文章を読み、わかりやすい文章とそうでない

文章の違いを考えたうえで、その文章はどこがよいのか、

またどうすればよりわかりやすくなるのか、を考えるよ

うにしてください。

＜提出課題など＞

授業中の提出課題、持ち帰りの課題を合わせて、複数回

の課題を出します。

 課題は内容をチェックしたうえで必要に応じて返却し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

グループワークなどの授業内活動40％、敬語小テスト、

授業内で課される提出課題、持ち帰りの課題、達成度の

確認60％。

＜テキスト＞

使用しません。

＜参考図書＞

野田春美他、『グループワークで日本語表現力アップ』

（2016）1,600＋税

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

授業で学ぶことを確認し、現在の自分の文章表現能力を

知り、目標を確認する。

第2回　自分のことを相手に伝える

相手に自分のことを伝える自己紹介のポイントを学ぶ。

第3回　文章表現の基礎(1)

話すときに使う話し言葉と、文章を書くときに使う書き

言葉の違いを学ぶ。

第4回　文章表現の基礎(2)

話し言葉と書き言葉の違いを理解したうえで実践練習を

する。

第5回　文章表現の基礎(3)

わかりやすい文章を書くために気をつけるべきことを学

ぶ。

第6回　他者とのコミュニケーション(1)

敬語の基本的な仕組みを学ぶ。

第7回　他者とのコミュニケーション(2)

敬語の使いかたを学ぶ。

第8回　他者とのコミュニケーション(3)

誤解のない敬語を使えるようにトレーニングする。

第9回　情報を伝える

メールの基本的なルールを理解し、情報を正確に伝える

方法を学ぶ。

第10回　情報を正確に伝える

伝えるべき情報を正確に過不足なく伝えるメールを書く。

第11回　丁寧に伝える

依頼やお願いのメールなどで、相手に配慮して伝える方

法を学ぶ。

第12回　気持ちを相手に伝える(1)

自分の気持ちを相手に伝えるツールとしての手紙の特色

を学ぶ。

第13回　気持ちを相手に伝える(2)

手紙の基本的なルールを学び、手紙を書く練習をする。

第14回　アカデミックな文章を書く

アカデミックライティングの基礎を学ぶ。

第15回　達成度の確認

これまで学んだことが身についているかどうかを確認す

る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ （エ）【経済】

木村　雅則、米澤　優

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習・講義）
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＜授業の目的＞

・この授業は、共通教育科目リテラシー科目群基礎思考

分野に属しており、全学ＤＰに示すように、広い教養を

身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養するとともに、

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

をめざし、基礎的な思考力・表現力を身につけることを

目的としています。具体的には、大学で学ぶにあたって

必要な、課された課題に適切に応えることができる表現

力を身につけられるように段階的に学び、社会人として

必要な基本的な考え方や技術を身につけることを目指し

ます。

・この授業は「文章表現」の２段階目ですので、実際に

文章を書くことが中心になります。取り上げる文章は基

本的に意見文とし、相手に正しく伝わり説得力のある意

見文を書くにはどうすれば良いかを、演習を通じて体得

することを目的とします。また、音声言語や非文字情報

についても取り上げる予定です。

・なお、担当者は、公立高等学校国語科教諭として32年

間勤務し、高等学校と国語科の現状を熟知している、実

務経験のある教員です。したがって高等学校との接続の

観点を生かし、大学の学びに必要な内容を展開すること

ができます。

＜到達目標＞

・自分の手で、ある程度まとまった量の意見文を組み立

て、それを正しい日本語の表現で書くことができる。

・自分の意見と相手の意見の違いを理解し、説得力を持

って自分の意見を正しく相手に伝えることができる。

・文章の表現や理解を通じて日本語の性質や特徴を学び、

それらを身に付けている。

＜授業のキーワード＞

意見文・要約・説得力・論理性・非文字情報

＜授業の進め方＞

・毎時間、課題演習が中心になります。最初にその回の

テーマと課題について講義・説明し、その後で課題に取

り組み、それを提出する流れが基本です。

・出席は、対面授業ではその場での確認または提出物に

よる確認、遠隔授業ではZoomのチャットか課題の提出で

確認する予定です。

・授業中の課題以外に、宿題や予習の課題を課すことが

あります。

・課題の内容によっては、２回の連続した授業が続き物

の内容になっていることがあります。欠席すると次の授

業で不便なことがありますので、ご注意ください。詳し

くは、第１回ガイダンスで説明します。

＜履修するにあたって＞

・この授業は、対面授業です。

・この授業は「文章表現Ⅰ」を履修していることを前提

としていますので、前期で「文章表現Ⅰ」を履修してお

くことを強く勧めます。

・スマホやキーボードではなく、手にした筆記具での文

章作成に慣れるようにしてください。

・身の回りにある間違った日本語表現にも敏感に反応で

きる言語感覚を磨いてください。

・２回の連続した授業が続き物の内容になっていること

がありますので、欠席のないように心がけてください。

欠席すると、次の授業で不便をすることがあります。ま

た、出席はかなり重視します。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業中の課題は授業内で完結させることが基本ですが、

宿題として次の時間までに仕上げるとか、授業に関連し

た別の課題などを課すこともありますので、必要に応じ

て期日を守って提出してください。

・この授業は、予習よりも復習が中心になります。学習

した内容が他でも使えるように、毎時間の内容をしっか

り復習して積み上げてください。また、返却された課題

についても復習とポイントを再確認し、重要事項を身に

付ける努力を続けてください。授業の時だけではなく、

１日平均１時間前後の学修は必要だろうと考えます。

＜提出課題など＞

・提出を課したすべての課題（授業での課題や授業外の

課題も）は評価の対象とします。

・授業時間時に提出された課題は、次回講義または「授

業フォルダ（シラバス最下欄）」に「解答例」のような

形で解答を示し、自己採点が可能なようにします。

＜成績評価方法・基準＞

・前提として、単位認定のためには３分の２以上の出席

が必要です。出席は、提出物やその場での点呼などで確

認します。なお、本授業では出席を非常に重視しますが、

「３分の２以上出席したら自動的に単位がもらえる」と

いう意味ではありません。ご注意ください。

・本授業は、考査を実施しません。以下の「基本算出式

」を基本として成績をつけます。

・基本算出式＝すべての課題（提出の有無と内容）80％

＋取組姿勢（遅刻・早退を含む）20％とします。ただし、

欠席・遅刻・早退が多い場合、参加する意欲が見られな

い場合、課題で授業の指示を守らない場合などは、基本

算出式にかかわらず単位を認定しない場合があります。

・各回の課題は配点は、回ごとに大きく異なります。し

たがって、配点の大きな回の課題の不提出や成績不良が

続く場合は、欠席回数が３分の１未満でも単位が認定さ

れない場合があります。

＜テキスト＞

使用しません。毎回プリントで対応します。

＜参考図書＞

特にありません。

【注意】「文章表現Ⅰ」で使ったテキスト（三省堂『日

本語表現法　改訂版』）は、この授業では使用しません。

したがって「文章表現Ⅰ」を履修しなかった人は新規購

入する必要はありません。その本は、本授業の参考図書
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として活用してください。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

この授業に関する全てのことについて説明します。受講

者は特に欠席のないようにしてください。

第２回

　文を整える１　文を切る

文章を書くにあたって、一文が長すぎたり短すぎたりし

ないように、自分で自在に調整するためのトレーニング

（文を切ること）を行います。

第３回　文を整える２　文をつなぐ

文章を書くにあたって、一文が長すぎたり短すぎたりし

ないように、自分で自在に調整するためのトレーニング

（文をつなぐこと）を行います。

第４回　要約する１

文章を読み取り、その内容を早く正しく短い文章に書き

表すトレーニングを行います。

第５回　要約する２

文章を読み取り、その内容を決められた字数内で文章に

書き表すトレーニングを行います。

第６回　まとまった文を書く１ 書く材料を「集める」

意見文を書く時に、書く材料を「集める」方法と、それ

らから「自分の意見」を見つける方法について学びます。

第７回　まとまった文を書く２ 説得力を上げる

自分の意見をまとめていく中で、説得力を上げるための

方法とその効果について学びます。

第８回　まとまった文を書く３ 構成を考える

自分の書く意見文の内容が正しく相手に伝わるには、文

章全体の構成はどうすれば良いかについて学びます。

第９回　型に従って書く１ 具体化する

自分の書く意見文が論理的に展開するように、型に従っ

て書く方法について学び、その中でテーマを具体化する

ことを学びます。

第１０回　型に従って書く２ 他人が読むことを意識し

て書く

自分以外の人が読むことを前提として文章を書き、他人

に通じる論理構成や表現ができているかを学びます。

第１１回　自分の文章を客体化させる

自分の文章は本当に相手に通じているのかを検証するこ

とにより、自分の文章を客体化することを学びます。な

お、この時間はグループワークを行う予定です。

第１２回　非文字情報を読み取る１

文字情報ではなく、図・表・グラフなどの非文字情報を

正しく読み取るにはどうすれば良いかについて学びます。

第１３回　非文字情報を読み取る２

図・表・グラフなどの非文字情報を含んだ文章から、正

しく内容を読み取るにはどうすればよいかについて学び

ます。

第１４回　聞き取って書く

文字情報ではなく音声情報を聞き取り、その内容を正し

く理解したりまとめたりするトレーニングを行います。

第１５回　まとめと課題

授業の内容を再確認する中で、文章表現上のポイントや

課題を再度確認し、それがどの程度定着しているかを課

題で確認します。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ 【総リハ】

大谷　通高

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成に特に欠かせないものであり、共通教育科目リテラ

シー科目群基礎思考分野に属しています。大学における

レポートや卒業論文の文章表現（アカデミック・ライテ

ィング）、および就職活動に直結する文章表現の知識を

身につけ、その技術を習得することを目標とします。

　実践的なトレーニングによって、論理的で効果的な文

章構成の方法などを学び、実用的な文章表現能力を身に

つけます。実践の成果として、一定の水準を満たしたレ

ポートを１本書き上げることを必須とします。その過程

で、自分の文章を読み返し、推敲する力も養います。併

せて「文章表現Ⅰ」で学んだことをさらに広く応用でき

るようになることも目指します。

＜到達目標＞

・アカデミック･ライティングを身につけ、形式の整っ

たレポートが書ける。（知識、技能）

・文章を見直すときのポイントがわかり、推敲すること

ができる。（技能）

・授業内容を振り返り、自身の課題や文章表現力向上に

活かすことができる。（態度・習慣、技能）

・考えていることを、的確な表現で読み手に伝えること

ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

アカデミック・ライティング　レポート

＜授業の進め方＞

・「文章表現Ⅰ」と同様、必要に応じてグループワーク

を取り入れます。グループで作業することにより、文章

を書くときの読み手に配慮する意識を高めます。

・わからない語句等を調べる際は、辞書（電子辞書可）

を参照して作業に取り組みます（インターネットによる

安易な検索は控えること）。

＜履修するにあたって＞
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・授業中の課題に積極的に参加すること。

・一定水準のレポートが未提出の場合、単位は認定しま

せん。

・環境・進度によって授業計画の内容を前後・変更する

場合があります。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポートを執筆するためには、題材となっていることに

ついて文献や資料を探し、知識を増やすことが必要不可

欠です。また事実を解釈するためには幅広い知識が必要

です。インターネットで情報を検索するだけでなく、図

書館で関連する文献を探して読むことを強く推奨します。

一定の水準のレポートを書くために、情報収集、要約、

解釈などをまとめる作業が必要です（目安として授業前

後に１時間）。

＜提出課題など＞

・5回から8回程度課題を出します（レポート提出２回を

含む）。

・最終提出レポートを除き、提出物は内容をチェックし

て返却し、場合によっては再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み方・提出課題60％、レポート（２回）

40％。レポート提出（２回）は必須とします。定期試験

は実施しません。

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房

＜参考図書＞

浜田麻里他著『大学生と留学生のための論文ワークブッ

ク』くろしお出版2,700円

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

「文章表現Ⅰ」を振り返る。

第2回　レポートとは何かを知る(1)

事実と意見の区別を学ぶ。

第3回　レポートとは何かを知る(2)

レポートの基本的な構成を学ぶ。

第4回　レポートのテーマ

レポートのテーマを決める際の注意事項を学ぶ。

第5回　レポートを書くための資料

資料を探すときの注意事項を学ぶ。

第6回　論拠を示す(1)

説得力のある論拠とは何かを学ぶ。

第7回　論拠を示す(2)

データを解釈する練習をする。

第8回　文献から引用する(1)

基本的な引用のルールを学ぶ。

第9回　文献から引用する(2)

文章を解釈する練習をする。

第10回　アンケート調査をする

アンケート調査を行う際の基本的な注意事項を学ぶ。

第11回　図表を利用する

レポートで図表を使用する際のルールを学ぶ。

第12回　プレゼンテーションで内容を見直す

レポートの内容をプレゼンテーションする。

第13回　レポートを仕上げる

推敲などでレポートを仕上げる。

第14回　レポート執筆のまとめ

レポート執筆作業を振り返る。

第15回　自分を表現する

就職活動に役立つ自己PRを学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ （ア）【人文】

岡村　裕美、米澤　優、稲葉　小由紀、中原　香苗、新

谷　遥、山田　伸武、真田　聡美、岡村　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成に特に欠かせないものであり、共通教育科目リテラ

シー科目群基礎思考分野に属しています。大学における

レポートや卒業論文の文章表現（アカデミック・ライテ

ィング）、および就職活動に直結する文章表現の知識を

身につけ、その技術を習得することを目標とします。

　実践的なトレーニングによって、論理的で効果的な文

章構成の方法などを学び、実用的な文章表現能力を身に

つけます。実践の成果として、一定の水準を満たしたレ

ポートを１本書き上げることを必須とします。その過程

で、自分の文章を読み返し、推敲する力も養います。併

せて「文章表現Ⅰ」で学んだことをさらに広く応用でき

るようになることも目指します。

＜到達目標＞

・アカデミック･ライティングを身につけ、形式の整っ

たレポートが書ける。（知識、技能）

・文章を見直すときのポイントがわかり、推敲すること

ができる。（技能）

・グループワークや相互評価を通じ、他者の意見を聞く

ことで自分の考えや文章を改善することができる。（技

能）

＜授業のキーワード＞

アカデミック・ライティング　レポート　グループワー

ク

＜授業の進め方＞

可能な範囲で、グループでの作業を取り入れます。グル

ープで作業することにより、文章を書くときの読み手に
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配慮する意識を高めます。

＜履修するにあたって＞

・グループワークをはじめ授業中の課題に積極的に参加

すること。

・一定水準のレポート提出が単位認定の必須条件です。

・授業担当者、進度等によって、授業計画の内容が前後

することがあります。

・遅刻、早退は３回で欠席１回とみなします。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポートを執筆するためには、題材となっていることに

ついて文献や資料を探し、知識を増やすことが必要不可

欠です。また事実を解釈するためには幅広い知識が必要

です。インターネットで情報を検索するだけでなく、図

書館で関連する文献を探して読むことを強く推奨します。

一定の水準のレポートを書くために、情報収集、要約、

解釈などをまとめる作業が必要です（目安として授業前

後に１時間）。

＜提出課題など＞

・5回から8回程度課題を出します（レポート提出２回を

含む）。

・最終提出レポートを除き、提出物は内容をチェックし

て返却し、場合によっては再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

授業での作業の取り組みや課題60％、レポート（２回）

40％。レポート提出（２回）は必須とします。定期試験

は実施しません。

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房

＜参考図書＞

浜田麻里他著『大学生と留学生のための論文ワークブッ

ク』くろしお出版2,700円

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

「文章表現Ⅰ」を振り返る。

第2回　レポートとは何かを知る(1)

事実と意見の区別を学ぶ。

第3回　レポートとは何かを知る(2)

レポートの基本的な構成を学ぶ。

第4回　レポートのテーマ

レポートのテーマを決める際の注意事項を学ぶ。

第5回　レポートを書くための資料

資料を探すときの注意事項を学ぶ。

第6回　論拠を示す(1)

説得力のある論拠とは何かを学ぶ。

第7回　論拠を示す(2)

データを解釈する練習をする。

第8回　文献から引用する(1)

基本的な引用のルールを学ぶ。

第9回　文献から引用する(2)

文章を解釈する練習をする。

第10回　アンケート調査をする

アンケート調査を行う際の基本的な注意事項を学ぶ。

第11回　図表を利用する

レポートで図表を使用する際のルールを学ぶ。

第12回　プレゼンテーションで内容を見直す

レポートの内容をプレゼンテーションする。

第13回　レポートを仕上げる

推敲などでレポートを仕上げる。

第14回　レポート執筆のまとめ

レポート執筆作業を振り返る。

第15回　自分を表現する

就職活動に役立つ自己PRを学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ （ア）【心理】

稲葉　小由紀、二條　絵実子、新谷　遥

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成に特に欠かせないものであり、共通教育科目リテラ

シー科目群基礎思考分野に属しています。大学における

レポートや卒業論文の文章表現（アカデミック・ライテ

ィング）、および就職活動に直結する文章表現の知識を

身につけ、その技術を習得することを目標とします。

　実践的なトレーニングによって、論理的で効果的な文

章構成の方法などを学び、実用的な文章表現能力を身に

つけます。実践の成果として、一定の水準を満たしたレ

ポートを１本書き上げることを必須とします。その過程

で、自分の文章を読み返し、推敲する力も養います。併

せて「文章表現Ⅰ」で学んだことをさらに広く応用でき

るようになることも目指します。

＜到達目標＞

・アカデミック･ライティングを身につけ、形式の整っ

たレポートが書ける。（知識、技能）

・文章を見直すときのポイントがわかり、推敲すること

ができる。（技能）

・グループワークや相互評価を通じ、他者の意見を聞く

ことで自分の考えや文章を改善することができる。（技

能）

＜授業のキーワード＞

アカデミック・ライティング　レポート　グループワー
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ク

＜授業の進め方＞

可能な範囲で、グループでの作業を取り入れます。グル

ープで作業することにより、文章を書くときの読み手に

配慮する意識を高めます。

＜履修するにあたって＞

・グループワークをはじめ授業中の課題に積極的に参加

すること。

・一定水準のレポート提出が単位認定の必須条件です。

・授業担当者、進度等によって、授業計画の内容が前後

することがあります。

・遅刻、早退は３回で欠席１回とみなします。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポートを執筆するためには、題材となっていることに

ついて文献や資料を探し、知識を増やすことが必要不可

欠です。また事実を解釈するためには幅広い知識が必要

です。インターネットで情報を検索するだけでなく、図

書館で関連する文献を探して読むことを強く推奨します。

一定の水準のレポートを書くために、情報収集、要約、

解釈などをまとめる作業が必要です（目安として授業前

後に１時間）。

＜提出課題など＞

・5回から8回程度課題を出します（レポート提出２回を

含む）。

・最終提出レポートを除き、提出物は内容をチェックし

て返却し、場合によっては再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

授業での作業の取り組みや課題60％、レポート（２回）

40％。レポート提出（２回）は必須とします。定期試験

は実施しません。

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房

＜参考図書＞

浜田麻里他著『大学生と留学生のための論文ワークブッ

ク』くろしお出版2,700円

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

「文章表現Ⅰ」を振り返る。

第2回　レポートとは何かを知る(1)

事実と意見の区別を学ぶ。

第3回　レポートとは何かを知る(2)

レポートの基本的な構成を学ぶ。

第4回　レポートのテーマ

レポートのテーマを決める際の注意事項を学ぶ。

第5回　レポートを書くための資料

資料を探すときの注意事項を学ぶ。

第6回　論拠を示す(1)

説得力のある論拠とは何かを学ぶ。

第7回　論拠を示す(2)

データを解釈する練習をする。

第8回　文献から引用する(1)

基本的な引用のルールを学ぶ。

第9回　文献から引用する(2)

文章を解釈する練習をする。

第10回　アンケート調査をする

アンケート調査を行う際の基本的な注意事項を学ぶ。

第11回　図表を利用する

レポートで図表を使用する際のルールを学ぶ。

第12回　プレゼンテーションで内容を見直す

レポートの内容をプレゼンテーションする。

第13回　レポートを仕上げる

推敲などでレポートを仕上げる。

第14回　レポート執筆のまとめ

レポート執筆作業を振り返る。

第15回　自分を表現する

就職活動に役立つ自己PRを学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ ①

木村　雅則

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習・講義）

＜授業の目的＞

・この授業は、共通教育科目リテラシー科目群基礎思考

分野に属しており、全学ＤＰに示すように、広い教養を

身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養するとともに、

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

をめざし、基礎的な思考力・表現力を身につけることを

目的としています。具体的には、大学で学ぶにあたって

必要な、課された課題に適切に応えることができる表現

力を身につけられるように段階的に学び、社会人として

必要な基本的な考え方や技術を身につけることを目指し

ます。

・この授業は「文章表現」の２段階目ですので、実際に

文章を書くことが中心になります。取り上げる文章は基

本的に意見文とし、相手に正しく伝わり説得力のある意

見文を書くにはどうすれば良いかを、演習を通じて体得

することを目的とします。また、音声言語や非文字情報

についても取り上げる予定です。

・なお、担当者は、公立高等学校国語科教諭として32年

間勤務し、高等学校と国語科の現状を熟知している、実

務経験のある教員です。したがって高等学校との接続の

観点を生かし、大学の学びに必要な内容を展開すること
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ができます。

＜到達目標＞

・自分の手で、ある程度まとまった量の意見文を組み立

て、それを正しい日本語の表現で書くことができる。

・自分の意見と相手の意見の違いを理解し、説得力を持

って自分の意見を正しく相手に伝えることができる。

・文章の表現や理解を通じて日本語の性質や特徴を学び、

それらを身に付けている。

＜授業のキーワード＞

意見文・要約・説得力・論理性・非文字情報

＜授業の進め方＞

・毎時間、課題演習が中心になります。最初にその回の

テーマと課題について講義・説明し、その後で課題に取

り組み、それを提出する流れが基本です。

・出席は、対面授業ではその場での確認または提出物に

よる確認、遠隔授業ではZoomのチャットか課題の提出で

確認する予定です。

・授業中の課題以外に、宿題や予習の課題を課すことが

あります。

・課題の内容によっては、２回の連続した授業が続き物

の内容になっていることがあります。欠席すると次の授

業で不便なことがありますので、ご注意ください。詳し

くは、第１回ガイダンスで説明します。

＜履修するにあたって＞

・この授業は、対面授業です。

・この授業は「文章表現Ⅰ」を履修していることを前提

としていますので、前期で「文章表現Ⅰ」を履修してお

くことを強く勧めます。

・スマホやキーボードではなく、手にした筆記具での文

章作成に慣れるようにしてください。

・身の回りにある間違った日本語表現にも敏感に反応で

きる言語感覚を磨いてください。

・２回の連続した授業が続き物の内容になっていること

がありますので、欠席のないように心がけてください。

欠席すると、次の授業で不便をすることがあります。ま

た、出席はかなり重視します。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業中の課題は授業内で完結させることが基本ですが、

宿題として次の時間までに仕上げるとか、授業に関連し

た別の課題などを課すこともありますので、必要に応じ

て期日を守って提出してください。

・この授業は、予習よりも復習が中心になります。学習

した内容が他でも使えるように、毎時間の内容をしっか

り復習して積み上げてください。また、返却された課題

についても復習とポイントを再確認し、重要事項を身に

付ける努力を続けてください。授業の時だけではなく、

１日平均１時間前後の学修は必要だろうと考えます。

＜提出課題など＞

・提出を課したすべての課題（授業での課題や授業外の

課題も）は評価の対象とします。

・授業時間時に提出された課題は、次回講義または「授

業フォルダ（シラバス最下欄）」に「解答例」のような

形で解答を示し、自己採点が可能なようにします。

＜成績評価方法・基準＞

・前提として、単位認定のためには３分の２以上の出席

が必要です。出席は、提出物やその場での点呼などで確

認します。なお、本授業では出席を非常に重視しますが、

「３分の２以上出席したら自動的に単位がもらえる」と

いう意味ではありません。ご注意ください。

・本授業は、考査を実施しません。以下の「基本算出式

」を基本として成績をつけます。

・基本算出式＝すべての課題（提出の有無と内容）80％

＋取組姿勢（遅刻・早退を含む）20％とします。ただし、

欠席・遅刻・早退が多い場合、参加する意欲が見られな

い場合、課題で授業の指示を守らない場合などは、基本

算出式にかかわらず単位を認定しない場合があります。

・各回の課題は配点は、回ごとに大きく異なります。し

たがって、配点の大きな回の課題の不提出や成績不良が

続く場合は、欠席回数が３分の１未満でも単位が認定さ

れない場合があります。

＜テキスト＞

使用しません。毎回プリントで対応します。

＜参考図書＞

特にありません。

【注意】「文章表現Ⅰ」で使ったテキスト（三省堂『日

本語表現法　改訂版』）は、この授業では使用しません。

したがって「文章表現Ⅰ」を履修しなかった人は新規購

入する必要はありません。その本は、本授業の参考図書

として活用してください。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

この授業に関する全てのことについて説明します。受講

者は特に欠席のないようにしてください。

第２回

　文を整える１　文を切る

文章を書くにあたって、一文が長すぎたり短すぎたりし

ないように、自分で自在に調整するためのトレーニング

（文を切ること）を行います。

第３回　文を整える２　文をつなぐ

文章を書くにあたって、一文が長すぎたり短すぎたりし

ないように、自分で自在に調整するためのトレーニング

（文をつなぐこと）を行います。

第４回　要約する１

文章を読み取り、その内容を早く正しく短い文章に書き

表すトレーニングを行います。

第５回　要約する２

文章を読み取り、その内容を決められた字数内で文章に

書き表すトレーニングを行います。
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第６回　まとまった文を書く１ 書く材料を「集める」

意見文を書く時に、書く材料を「集める」方法と、それ

らから「自分の意見」を見つける方法について学びます。

第７回　まとまった文を書く２ 説得力を上げる

自分の意見をまとめていく中で、説得力を上げるための

方法とその効果について学びます。

第８回　まとまった文を書く３ 構成を考える

自分の書く意見文の内容が正しく相手に伝わるには、文

章全体の構成はどうすれば良いかについて学びます。

第９回　型に従って書く１ 具体化する

自分の書く意見文が論理的に展開するように、型に従っ

て書く方法について学び、その中でテーマを具体化する

ことを学びます。

第１０回　型に従って書く２ 他人が読むことを意識し

て書く

自分以外の人が読むことを前提として文章を書き、他人

に通じる論理構成や表現ができているかを学びます。

第１１回　自分の文章を客体化させる

自分の文章は本当に相手に通じているのかを検証するこ

とにより、自分の文章を客体化することを学びます。な

お、この時間はグループワークを行う予定です。

第１２回　非文字情報を読み取る１

文字情報ではなく、図・表・グラフなどの非文字情報を

正しく読み取るにはどうすれば良いかについて学びます。

第１３回　非文字情報を読み取る２

図・表・グラフなどの非文字情報を含んだ文章から、正

しく内容を読み取るにはどうすればよいかについて学び

ます。

第１４回　聞き取って書く

文字情報ではなく音声情報を聞き取り、その内容を正し

く理解したりまとめたりするトレーニングを行います。

第１５回　まとめと課題

授業の内容を再確認する中で、文章表現上のポイントや

課題を再度確認し、それがどの程度定着しているかを課

題で確認します。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ ②

木村　雅則

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習・講義）

＜授業の目的＞

・この授業は、共通教育科目リテラシー科目群基礎思考

分野に属しており、全学ＤＰに示すように、広い教養を

身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養するとともに、

自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を

理解することで、良好なコミュニケーションをとること

をめざし、基礎的な思考力・表現力を身につけることを

目的としています。具体的には、大学で学ぶにあたって

必要な、課された課題に適切に応えることができる表現

力を身につけられるように段階的に学び、社会人として

必要な基本的な考え方や技術を身につけることを目指し

ます。

・この授業は「文章表現」の２段階目ですので、実際に

文章を書くことが中心になります。取り上げる文章は基

本的に意見文とし、相手に正しく伝わり説得力のある意

見文を書くにはどうすれば良いかを、演習を通じて体得

することを目的とします。また、音声言語や非文字情報

についても取り上げる予定です。

・なお、担当者は、公立高等学校国語科教諭として32年

間勤務し、高等学校と国語科の現状を熟知している、実

務経験のある教員です。したがって高等学校との接続の

観点を生かし、大学の学びに必要な内容を展開すること

ができます。

＜到達目標＞

・自分の手で、ある程度まとまった量の意見文を組み立

て、それを正しい日本語の表現で書くことができる。

・自分の意見と相手の意見の違いを理解し、説得力を持

って自分の意見を正しく相手に伝えることができる。

・文章の表現や理解を通じて日本語の性質や特徴を学び、

それらを身に付けている。

＜授業のキーワード＞

意見文・要約・説得力・論理性・非文字情報

＜授業の進め方＞

・毎時間、課題演習が中心になります。最初にその回の

テーマと課題について講義・説明し、その後で課題に取

り組み、それを提出する流れが基本です。

・出席は、対面授業ではその場での確認または提出物に

よる確認、遠隔授業ではZoomのチャットか課題の提出で

確認する予定です。

・授業中の課題以外に、宿題や予習の課題を課すことが

あります。

・課題の内容によっては、２回の連続した授業が続き物

の内容になっていることがあります。欠席すると次の授

業で不便なことがありますので、ご注意ください。詳し

くは、第１回ガイダンスで説明します。

＜履修するにあたって＞

・この授業は、対面授業です。

・この授業は「文章表現Ⅰ」を履修していることを前提

としていますので、前期で「文章表現Ⅰ」を履修してお

くことを強く勧めます。

・スマホやキーボードではなく、手にした筆記具での文

章作成に慣れるようにしてください。

・身の回りにある間違った日本語表現にも敏感に反応で

きる言語感覚を磨いてください。

・２回の連続した授業が続き物の内容になっていること

がありますので、欠席のないように心がけてください。

欠席すると、次の授業で不便をすることがあります。ま
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た、出席はかなり重視します。

＜授業時間外に必要な学修＞

・授業中の課題は授業内で完結させることが基本ですが、

宿題として次の時間までに仕上げるとか、授業に関連し

た別の課題などを課すこともありますので、必要に応じ

て期日を守って提出してください。

・この授業は、予習よりも復習が中心になります。学習

した内容が他でも使えるように、毎時間の内容をしっか

り復習して積み上げてください。また、返却された課題

についても復習とポイントを再確認し、重要事項を身に

付ける努力を続けてください。授業の時だけではなく、

１日平均１時間前後の学修は必要だろうと考えます。

＜提出課題など＞

・提出を課したすべての課題（授業での課題や授業外の

課題も）は評価の対象とします。

・授業時間時に提出された課題は、次回講義または「授

業フォルダ（シラバス最下欄）」に「解答例」のような

形で解答を示し、自己採点が可能なようにします。

＜成績評価方法・基準＞

・前提として、単位認定のためには３分の２以上の出席

が必要です。出席は、提出物やその場での点呼などで確

認します。なお、本授業では出席を非常に重視しますが、

「３分の２以上出席したら自動的に単位がもらえる」と

いう意味ではありません。ご注意ください。

・本授業は、考査を実施しません。以下の「基本算出式

」を基本として成績をつけます。

・基本算出式＝すべての課題（提出の有無と内容）80％

＋取組姿勢（遅刻・早退を含む）20％とします。ただし、

欠席・遅刻・早退が多い場合、参加する意欲が見られな

い場合、課題で授業の指示を守らない場合などは、基本

算出式にかかわらず単位を認定しない場合があります。

・各回の課題は配点は、回ごとに大きく異なります。し

たがって、配点の大きな回の課題の不提出や成績不良が

続く場合は、欠席回数が３分の１未満でも単位が認定さ

れない場合があります。

＜テキスト＞

使用しません。毎回プリントで対応します。

＜参考図書＞

特にありません。

【注意】「文章表現Ⅰ」で使ったテキスト（三省堂『日

本語表現法　改訂版』）は、この授業では使用しません。

したがって「文章表現Ⅰ」を履修しなかった人は新規購

入する必要はありません。その本は、本授業の参考図書

として活用してください。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

この授業に関する全てのことについて説明します。受講

者は特に欠席のないようにしてください。

第２回

　文を整える１　文を切る

文章を書くにあたって、一文が長すぎたり短すぎたりし

ないように、自分で自在に調整するためのトレーニング

（文を切ること）を行います。

第３回　文を整える２　文をつなぐ

文章を書くにあたって、一文が長すぎたり短すぎたりし

ないように、自分で自在に調整するためのトレーニング

（文をつなぐこと）を行います。

第４回　要約する１

文章を読み取り、その内容を早く正しく短い文章に書き

表すトレーニングを行います。

第５回　要約する２

文章を読み取り、その内容を決められた字数内で文章に

書き表すトレーニングを行います。

第６回　まとまった文を書く１ 書く材料を「集める」

意見文を書く時に、書く材料を「集める」方法と、それ

らから「自分の意見」を見つける方法について学びます。

第７回　まとまった文を書く２ 説得力を上げる

自分の意見をまとめていく中で、説得力を上げるための

方法とその効果について学びます。

第８回　まとまった文を書く３ 構成を考える

自分の書く意見文の内容が正しく相手に伝わるには、文

章全体の構成はどうすれば良いかについて学びます。

第９回　型に従って書く１ 具体化する

自分の書く意見文が論理的に展開するように、型に従っ

て書く方法について学び、その中でテーマを具体化する

ことを学びます。

第１０回　型に従って書く２ 他人が読むことを意識し

て書く

自分以外の人が読むことを前提として文章を書き、他人

に通じる論理構成や表現ができているかを学びます。

第１１回　自分の文章を客体化させる

自分の文章は本当に相手に通じているのかを検証するこ

とにより、自分の文章を客体化することを学びます。な

お、この時間はグループワークを行う予定です。

第１２回　非文字情報を読み取る１

文字情報ではなく、図・表・グラフなどの非文字情報を

正しく読み取るにはどうすれば良いかについて学びます。

第１３回　非文字情報を読み取る２

図・表・グラフなどの非文字情報を含んだ文章から、正

しく内容を読み取るにはどうすればよいかについて学び

ます。

第１４回　聞き取って書く

文字情報ではなく音声情報を聞き取り、その内容を正し

く理解したりまとめたりするトレーニングを行います。

第１５回　まとめと課題

授業の内容を再確認する中で、文章表現上のポイントや

課題を再度確認し、それがどの程度定着しているかを課

題で確認します。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ （ア）【法】

新田町　義尚、酒井　雅史、百瀬　みのり

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のＤＰに示す「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成に特に欠かせないものであり、共通教育科目リテラ

シー科目群基礎思考分野に属しています。大学における

レポートや卒業論文の文章表現（アカデミック・ライテ

ィング）、および就職活動に直結する文章表現の知識を

身につけ、その技術を習得することを目標とします。

　実践的なトレーニングによって、論理的で効果的な文

章構成の方法などを学び、実用的な文章表現能力を身に

つけます。実践の成果として、一定の水準を満たしたレ

ポートを１本書き上げることを必須とします。その過程

で、自分の文章を読み返し、推敲する力も養います。併

せて「文章表現Ⅰ」で学んだことをさらに広く応用でき

るようになることも目指します。

＜到達目標＞

・アカデミック･ライティングを身につけ、形式の整っ

たレポートが書ける。（知識、技能）

・文章を見直すときのポイントがわかり、推敲すること

ができる。（技能）

・グループワークや相互評価を通じ、他者の意見を聞く

ことで自分の考えや文章を改善することができる。（技

能）

＜授業のキーワード＞

アカデミック・ライティング　レポート　グループワー

ク

＜授業の進め方＞

可能な範囲で、グループでの作業を取り入れます。グル

ープで作業することにより、文章を書くときの読み手に

配慮する意識を高めます。アクティブラーニング形式を

実施。学生同士で教科書の課題の解答例を協働で作成し、

班ごとに発表、各自で最終的に仕上げたものを提出する

という形式の授業を予定。

＜履修するにあたって＞

・グループワークをはじめ授業中の課題に積極的に参加

すること。

・一定水準のレポート提出が単位認定の必須条件です。

・授業担当者、進度等によって、授業計画の内容が前後

することがあります。

・遅刻、早退は３回で欠席１回とみなします。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポートを執筆するためには、題材となっていることに

ついて文献や資料を探し、知識を増やすことが必要不可

欠です。また事実を解釈するためには幅広い知識が必要

です。インターネットで情報を検索するだけでなく、図

書館で関連する文献を探して読むことを強く推奨します。

一定の水準のレポートを書くために、情報収集、要約、

解釈などをまとめる作業が必要です（目安として授業前

後に１時間）。【事前学習】指定された教科書課題を必

ず予習し、解答例をあらかじめ作成しておいてから、教

室での協働学習に参加する（目安として30分以上確保す

ること）

＜提出課題など＞

・教科書課題を1章ずつ毎週1回dotCampusレポート欄へ

オンライン提出。

・そのほか新聞記事要約など5回から8回程度課題を出し

ます（レポート提出２回を含む）。

・最終提出レポートを除き、提出物は内容をチェックし

て返却し場合によっては再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

授業での作業の取り組みや課題60％、中間＋期末のレポ

ート（２回）40％。レポート提出（２回）は必須としま

す。定期試験は実施しません。

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房

＜参考図書＞

浜田麻里他著『大学生と留学生のための論文ワークブッ

ク』くろしお出版2,700円

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

「文章表現Ⅰ」を振り返る。

第2回　レポートとは何かを知る(1)

事実と意見の区別を学ぶ。

第3回　レポートとは何かを知る(2)

レポートの基本的な構成を学ぶ。

第4回　レポートのテーマ

レポートのテーマを決める際の注意事項を学ぶ。

第5回　レポートを書くための資料

資料を探すときの注意事項を学ぶ。

第6回　論拠を示す(1)

説得力のある論拠とは何かを学ぶ。

第7回　論拠を示す(2)

データを解釈する練習をする。

第8回　文献から引用する(1)

基本的な引用のルールを学ぶ。

第9回　文献から引用する(2)

文章を解釈する練習をする。
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第10回　アンケート調査をする

アンケート調査を行う際の基本的な注意事項を学ぶ。

第11回　図表を利用する

レポートで図表を使用する際のルールを学ぶ。

第12回　プレゼンテーションで内容を見直す

レポートの内容をプレゼンテーションする。

第13回　レポートを仕上げる

推敲などでレポートを仕上げる。

第14回　レポート執筆のまとめ

レポート執筆作業を振り返る。

第15回　自分を表現する

就職活動に役立つ自己PRを学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ （ア）【薬】

山上　登志美、高寺　直子、岡村　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は共通教育科目に属し、全学DP「自分の意見を

口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解すること

で、良好なコミュニケーションをとることができる」の

達成を目指すとともに、薬学部のDP、および「薬学教育

モデル・コアカリキュラムのSBOｓ」の中のA-(3)－①コ

ミュニケーションの1)~8)の項目の達成を目的とする。

薬学部６年制教育が実施されて以来、目指す薬剤師像は

「かかりつけ薬剤師」と言われるように、患者さんにと

って身近な医療者として日常的に気軽に健康上の相談が

できる薬剤師である。そのためには、相手の話をよく聞

き理解できるとともに、自分の持つ知識をわかりやすく

正確に相手に説明できることが必要とされる。また、病

院では患者さんだけでなく他の医療スタッフとの相互理

解を適切に行なうためにも日本語表現力は重要である。

理系学生はことばに対する関心は希薄だと言われるが、

これからの薬剤師には日本語表現力・理解力も重要な位

置にあることを理解し、日本語知識の修得と、自らの言

葉で表現できることを目的とする。

＜到達目標＞

「文章表現Ⅱ」では、日本語の文章の書き方や文法的な

基礎知識を身につけることを目標とする。その実践とし

て「プレゼンテーション」のプリント作成を課題とする。

また、具体的な文章表現力、論理的かつ客観的な文章の

書き方を理解し、その作成も行う。

具体的な到達目標は以下のとおり。

① 日本語の文の基礎として,主語・述語をきちんと呼応

させて書くことができる。（知識・技能）

② 修飾語・読点・接続詞・副詞・助詞を正確に使うこ

とができる。（知識・技能)

③ 相手を配慮して、わかりやすく説明することができ

る。（知識・態度）

④ 他人の書いた文章の内容を正確に理解できる。（知

識・技能）

⑤ 他人の意見を鵜呑みにせず、自ら調べて意見の根拠

を見つけることができる。（知識・態度）

⑥わかりやすいプリントを作成できる。（知識・技能

⑦ 効果的なプレゼンテーションを行う工夫をする。（

技能・態度)

⑧根拠を明確にした論理的な説明ができる。（知識・態

度）

⑨ レポートの書き方と科学論文（実験や調査にもとづ

いて考察を述べる）の書き方を理解する。（知識）

⑩ 科学論文の構成を列挙できる。（知識）

⑪定められた書式、正しい文法に則って科学論文を書く

ことができる。（知識・技能）

⑫ 薬剤師にとって、如何に表現力が大切かを説明でき

る。(知識・技能・態度)

＜授業のキーワード＞

日本語の基礎、主語・述語、科学論文の書き方、プレゼ

ンテーションのプリント作成

＜授業の進め方＞

各授業の前半は講義形式で説明を行ない、後半では実際

に文章作成を行なう。「プレゼンテーション」のプリン

ト作成では、随時個人指導も行う。自ら作成したプリン

トにもとづいて、第9 ? 1 1回めの授業中に各自5分の発表

を行い、質問を受ける。

＜履修するにあたって＞

聞くだけではなく、作業の多い授業なので、積極的な授

業参加を望みます。日頃から新聞を読む習慣をつけ、健

康・医療に関する記事に関心を持つようにしてください。

夏休みの間に、後期に行うプレゼンテーションのテーマ

を見つけるように頑張りましょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

プレゼンテーションのプリント作成は授業時間外に各自

でテーマを見つけ、下案を作成すること。ただし、授業

中に必要に応じて個別にプリント作成の指導を行います。

事前学習は目安として1～2時間。

＜提出課題など＞

第12回・13回の授業で、科学論文の書き方の簡単な練習

問題を課題として提出します。提出物は次の授業で添削

したものを返却します。

＜成績評価方法・基準＞

プレゼンテーション40％、提出課題20％、期末定期試験

40％で総合的に評価します。

＜テキスト＞

米田明美・藏中さやか・山上登志美著『大学生のための

日本語表現実践ノート』風間書房￥1,000

＜授業計画＞
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第1回　授業の予定とプレゼンテーションについての説

明

第9 ? 1 1回目の授業で行うプレゼンテーションについて、

テーマの決め方、内容のまとめ方・プリントの作成方法

を説明する。

第2回　プレゼンテーションのテーマを決定する

図書館にて、新聞やPCのデータベースなどから、各自興

味のあるテーマを探し出す。

第3回　プリント作成の方法

プリント作成の方法を具体的な例を示しながら詳しく説

明する。発表の順番決めを行なう。

第4回　文の構造１（主語と述語）

わかりやすい文章を書くために、日本語の文の基本とな

る主語と述語の呼応を理解する。

第5回　文の構造２（修飾語と被修飾語）

わかりやすい文章を書くために、修飾語と被修飾につい

て確認する。後半は、この時間以後、プレゼンの発表順

の早い学生から、プリント作成の指導を、適宜個人指導

も交えながら行っていく。

第6回　文の構造３（接続詞・読点・助詞1）

わかりやすい文章を書くために、接続詞の使い方、助詞

の意味・用法、読点の打ち方を確認する。プレゼンの発

表順に従って、プリント作成の指導を、適宜個人指導も

交えながら行っていく。。

第7回　文の構造４（助詞２）

わかりやすい文章を書くために、助詞の意味・用法を確

認する。プレゼンの発表順に従って、プリント作成の指

導を、適宜個人指導も交えながら行っていく。

第8回　わかりやすい文章を書くために

わかりやすい文章を書くために、これまで説明した基礎

的な文法的知識を、練習問題を用いて具体的に理解する。

プレゼンの発表順に従って、プリント作成の指導を、適

宜、個人指導も交えながら行っていく。

第9回　・プレゼンテーション１

・わかりやすい文章を書くために

・自分が調べたこと考えたことを、作成したプリントを

用いて、決められた時間内に効果的に人に伝えるにはど

のようにすればよいのか。一人ひとりが人前で話す体験

を通して自分の考えを述べる体験をする。また、聞いて

いる人は、発表者の優れた点や改良点をチェックシート

に記入し、積極的に質問する。

・わかりやすい文章を書くために、これまで説明した基

礎的な文法的知識を、練習問題を用いて具体的に理解す

る。

第10回　・プレゼンテーション2

・わかりやすい文章を書くために

・自分が調べたこと考えたことを、作成したプリントを

用いて、決められた時間内に効果的に人に伝えるにはど

のようにすればよいのか。一人ひとりが人前で話す体験

を通して自分の考えを述べる体験をする。また、聞いて

いる人は、発表者の優れた点や改良点をチェックシート

に記入し、積極的に質問する。

・わかりやすい文章を書くために、これまで説明した基

礎的な文法的知識を、練習問題を用いて具体的に理解す

る。

第11回　・プレゼンテーション2

・わかりやすい文章を書くために

・自分が調べたこと考えたことを、作成したプリントを

用いて、決められた時間内に効果的に人に伝えるにはど

のようにすればよいのか。一人ひとりが人前で話す体験

を通して自分の考えを述べる体験をする。また、聞いて

いる人は、発表者の優れた点や改良点をチェックシート

に記入し、積極的に質問する。

・わかりやすい文章を書くために、これまで説明した基

礎的な文法的知識を、練習問題を用いて具体的に理解す

る。

第12回　科学論文の書き方１

科学論文の書き方、特に構成について理解する。

第13回　科学論文の書き方２

科学論文の構成（序論・方法・結果・考察）のそれぞれ

について、練習問題を用いて書き方を理解する。

第14回　履歴書・エントリーシート

就職活動で役立つ履歴書、エントリーシートの書き方理

解する。また、エントリーシートに書ける内容を持って

おくために、これからの学生生活でやっておくべき事柄

について理解する。

第15回　後期授業のまとめ

後期授業で学んだことを振り返って、問題の残るところ

を復習する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ （ア）【現社・社防】

岡田　裕子、岡村　裕美

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のＤＰに示す「自分の意見を口頭や文

書によって表現し、相手の意見を理解することで、良好

なコミュニケーションをとることができる」能力や「獲

得した知識や技能を活用し、価値観や意見の異なるさま

ざまな人と議論し、学びを深め、協働して」いく方策を

獲得するための基盤となるような基本的な文章表現能力、

コミュニケーション能力を身につけることを目指してお

り、共通教育科目リテラシー科目群基礎思考分野に属し

ています。大学におけるレポートや卒業論文の文章表現

（アカデミック・ライティング）、および就職活動に直

結する文章表現の知識を身につけ、その技術を習得する

ことを目標とします。
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　実践的なトレーニングによって、論理的で効果的な文

章構成の方法などを学び、実用的な文章表現能力を身に

つけます。実践の成果として、一定の水準を満たしたレ

ポートを１本書き上げることを必須とします。その過程

で、自分の文章を読み返し、推敲する力も養います。併

せて「文章表現Ⅰ」で学んだことをさらに広く応用でき

るようになることも目指します。

＜到達目標＞

・アカデミック･ライティングを身につけ、形式の整っ

たレポートが書ける。（知識、技能）

・文章を見直すときのポイントがわかり、推敲すること

ができる。（技能）

・グループワークや相互評価を通じ、他者の意見を聞く

ことで自分の考えや文章を改善することができる。（技

能）

＜授業のキーワード＞

アカデミック・ライティング　レポート　グループワー

ク

＜授業の進め方＞

「文章表現Ⅰ」と同様、必要に応じてペアワークやグル

ープでの作業、プレゼンテーションを取り入れます。複

数で作業することにより、文章を書くときの読み手に配

慮する意識を高めます。

＜履修するにあたって＞

・「文章表現Ⅰ」を前期で履修することを薦めます。

・遅刻・早退は３回で欠席１回とみなします。

・一定水準のレポートが未提出の場合、単位は認定しま

せん。

・必要に応じて、授業計画の内容を前後することがあり

ます。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポートを執筆するためには、題材となっていることに

ついて文献や資料を探し、知識を増やすことが必要不可

欠です。インターネットで情報を検索するだけでなく、

図書館で関連する文献を探して読むことを強く推奨しま

す。また、アカデミックな文章に必須のルールを定着さ

せるために、目安として授業前後に１時間の学修が必要

です。

＜提出課題など＞

・2回のレポートを含み、5回から8回程度課題を出しま

す。

・最終提出レポートを除き、提出物は必要に応じて内容

をチェックし返却します。場合によっては再提出を求め

ます。

＜成績評価方法・基準＞

・授業での取り組み（プレゼンテーション２回を含む）

40

・課題（授業内のタスク、宿題、レポート２回を含む）

60

レポート提出（２回）は必須とします。定期試験は実施

しません。

※それぞれに対する評価の基準は「到達目標」に従いま

す。

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房

＜参考図書＞

浜田麻里他著『大学生と留学生のための論文ワークブッ

ク』くろしお出版2,700円

その他、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

「文章表現Ⅰ」を振り返る。

第2回　レポートとは何かを知る(1)

事実と意見の区別を学ぶ。

第3回　レポートとは何かを知る(2)

レポートの基本的な構成を学ぶ。

第4回　レポートのテーマ

レポートのテーマを決める際の注意事項を学ぶ。

第5回　レポートを書くための資料

資料を探すときの注意事項を学ぶ。

第6回　構成(1)

レポートの構成を考える。

第7回　プレゼンテーション(1)

レポートの内容とアウトラインを発表する。

第8回　文献から引用する(1)

基本的な引用のルールを学ぶ。

第9回　文献から引用する(2)

文章を解釈する練習をする。

第10回　アンケート調査をする

アンケート調査を行う際の基本的な注意事項を学ぶ。

第11回　図表を利用する

レポートで図表を使用する際のルールを学ぶ。

第12回　構成(2)

レポート全体の構成を整える。

第13回　プレゼンテーション(2)

レポートの内容を発表する。

第14回　レポートの仕上げ

レポート執筆作業を振り返り、全体を仕上げる。

第15回　自分を表現する

就職活動に役立つ自己PRを学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ 【ＧＣ】

清田　朗裕

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞
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この科目は、全学（学部）のディプロマ・ポリシーに示

す「自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意

見を理解することで、良好なコミュニケーションをとる

ことができる」の達成に特に欠かせないものであり、共

通教育科目リテラシー科目群基礎思考分野に属していま

す。大学におけるレポートや卒業論文の文章表現（アカ

デミック・ライティング）、および就職活動に直結する

文章表現の知識を身に付け、その技術を習得することを

目標とします。

　実践的なトレーニングによって、論理的で効果的な文

章構成の方法などを学び、実用的な文章表現能力を身に

付けます。実践の成果として、一定の水準を満たしたレ

ポートを１本書き上げることを必須とします。その過程

で、自分の文章を読み返し、推敲する力も養います。併

せて、「文章表現Ⅰ」で学んだことをさらに広く応用で

きるようになることも目指します。

なお、担当教員は私立高校で11年間国語の非常勤講師を

勤めた実務経験のある教員ですので、より実践的な観点

から教授します。

＜到達目標＞

・アカデミック・ライティングを身に付け、形式の整っ

たレポートが書ける。（知識・技能）

・実用的で伝わりやすい文章を書くことができる。（技

能）

・文章を見直すときのポイントが分かり、推敲すること

ができる。（態度・習慣、技能）

・考えていることを、プレゼンテーションでわかりやす

く伝えることができる。（技能

＜授業のキーワード＞

アカデミック・ライティング　レポート

＜授業の進め方＞

「文章表現Ⅰ」と同様、数人のグループでの作業を交え

ながら授業を進めます。自分で考えるだけでなく、他人

の意見も聞きながら課題に取り組むことで、文章表現に

ついてより深く考え、知識や技術を身に付けることがで

きます。これらの作業を通して、文章を書くときの読み

手に配慮する意識を高めます。

＜履修するにあたって＞

・一定水準のレポートが提出されていない場合、単位は

認定しません。

・遅刻・早退は３回で欠席１回とみなします。

・科目担当者によって、授業の進度が前後することがあ

ります。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポートを執筆するためには、題材となっていることに

ついて文献や資料を探し、知識を増やすことが必要不可

欠です。インターネットで情報を検索するだけでなく、

図書館で関連する文献を探して読むことを強く推奨しま

す。それと共にアカデミックな文章に必須のルールを定

着させるために、目安として授業前後に１時間の学修が

必要です。

＜提出課題など＞

・原則として毎回課題を出します（レポート提出２回を

含む）。

・提出物はチェックして、必要に応じ再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み・課題60%、レポート（２回）40%

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房￥1,400+税

＜参考図書＞

戸田山和久『新版論文の教室　レポートから卒論まで』

（2012）NHK出版￥1,200+税

このほか、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

「文章表現Ⅰ」を振り返る。

第2回　レポートとは何かを知る（１）

事実と意見の区別を学ぶ。

第3回　レポートとは何かを知る（２）

レポートの基本的な構成を学ぶ。

第4回　レポートのテーマ

レポートのテーマを決める際の注意事項を学ぶ。

第5回　レポートを書くための資料

資料を探すときの注意事項を学ぶ。

第6回　論拠を示す（１）

説得力のある論拠とは何かを学ぶ。

第7回　論拠を示す（２）

データを解釈する練習をする。

第8回　文献から引用する（１）

基本的な引用のルールを学ぶ。

第9回　文献から引用する（２）

文章を解釈する練習をする。

第10回　アンケート調査をする

アンケート調査を行う際の基本的な注意事項を学ぶ。

第11回　図表を利用する

レポートで図表を使用する際のルールを学ぶ。

第12回　プレゼンテーションで内容を見直す

レポートの内容をプレゼンテーションする。

第13回　レポートを仕上げる

推敲などでレポートを仕上げる。

第14回　レポート執筆のまとめ

レポート執筆作業を振り返る。

第15回　自分を表現する

就職活動に役立つ自己PRを学ぶ。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ ①

中原　香苗

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この科目は、全学のディプロマポリシーに示す「自分の

意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解す

ることで、良好なコミュニケーションをとることができ

る」ことの基盤となるような基本的な文章表現能力を身

につけることを目指しています。

　具体的には、大学でのレポートや卒業論文（アカデミ

ック・ライティング）、および就職活動に役立つ文章表

現の知識を身につけ、その技術を習得することを目的と

します。

　実践的なトレーニングによって、論理的で効果的な文

章構成の方法などを学び、実用的な文章表現能力を身に

つけます。その能力を習得するための具体的な練習とし

て、授業中の作業と課題とを通して、形式の整ったレポ

ートを１本書き上げることを必須とします。その過程で、

自分の文章を読み返し、推敲する力も養います。

＜到達目標＞

・アカデミック・ライティングを身につけ、形式の整っ

たレポートが書ける。

・実用的で伝わりやすい文章が書ける。

・文章を見直すときのポイントを理解し、推敲すること

ができる。

＜授業のキーワード＞

アカデミック・ライティング 　レポート　　グループ

ワーク

＜授業の進め方＞

レポートなどの知識を学ぶとともに、必要に応じて少人

数のグループで作業をします。

＜履修するにあたって＞

・グループワークなどの活動に積極的に参加してくださ

い。

・一定水準のレポートが未提出の場合、単位は認定しま

せん。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポートを執筆するためには、題材となっていることに

ついて文献や資料を探し、知識を増やすことが必要不可

欠です。インターネットで情報を検索するだけでなく、

図書館で関連する文献を探して読むことを強く推奨しま

す。また、アカデミックな文章に必須のルールを定着さ

せるために、目安として授業前後に１時間の学修が必要

です。

＜提出課題など＞

２回のレポートを含み、複数回の課題を出します。

提出物は内容をチェックしたうえで必要に応じて返却し

ます。

＜成績評価方法・基準＞

授業での作業や取り組み40％、課題60％（授業内課題、

授業外課題、レポート提出２回を含む）。レポート提出

（２回）は必須とします。定期試験は実施しません。

＜テキスト＞

使用しません。

＜参考図書＞

野田春美他『グループワークで日本語表現力アップ』（

2016）1,600＋税

浜田麻里他『大学生と留学生のための論文ワークブック

』（1997）くろしお出版 2,700＋税

＜授業計画＞

第1回　�イントロダクション

現在の文章表現能力を確認する。

第2回　自己ＰＲ文を書く

就職活動に役立つ自己ＰＲ文の書き方を学ぶ。

第3回　レポートの基礎(1)

レポートとはどのようなものなのかを学ぶ。

第4回　レポートの基礎(2)

レポートで使う表現を学ぶ。

第5回　レポートの基礎(3)

事実と意見の違いについて学ぶ。

第6回　レポートの構成

レポートの基本的な構成を学ぶ。

第7回　レポートのテーマ

レポートのテーマを決める際の基本的事項を学ぶ。

第8回　レポートを書くための資料

レポートの資料を探すときの注意事項を学ぶ。

第9回　レポートの論拠

説得力のある論拠とは何かを学ぶ。

第10回　文献から引用する

基本的な引用のルールを学ぶ。

第11回　レポートの構成を考え、レポート概要を発表す

る

レポートのテーマを決め、説得力のあるレポートにする

ための構成を考える。そのうえでレポートの概要を発表

する。

第12回　レポートを仕上げる

レポートを完成させる。

第13回　レポートを推敲する

レポートを推敲し、より完成度の高いレポートにする。

第14回　レポート執筆のまとめ

レポート執筆作業を振り返る。

第15回　授業の振り返り

授業で学んだことを確認する。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

文章表現Ⅱ ②

清田　朗裕

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、全学（学部）のディプロマ・ポリシーに示

す「自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意

見を理解することで、良好なコミュニケーションをとる

ことができる」の達成に特に欠かせないものであり、共

通教育科目リテラシー科目群基礎思考分野に属していま

す。大学におけるレポートや卒業論文の文章表現（アカ

デミック・ライティング）、および就職活動に直結する

文章表現の知識を身に付け、その技術を習得することを

目標とします。

実践的なトレーニングによって、論理的で効果的な文章

構成の方法などを学び、実用的な文章表現能力を身に付

けます。実践の成果として、一定の水準を満たしたレポ

ートを１本書き上げることを必須とします。その過程で、

自分の文章を読み返し、推敲する力も養います。併せて、

「文章表現Ⅰ」で学んだことをさらに広く応用できるよ

うになることも目指します。

なお、担当教員は私立高校で11年間国語の非常勤講師を

勤めた実務経験のある教員ですので、より実践的な観点

から教授します。

＜到達目標＞

・アカデミック・ライティングを身に付け、形式の整っ

たレポートが書ける。（知識・技能）

・実用的で伝わりやすい文章を書くことができる。（技

能）

・文章を見直すときのポイントが分かり、推敲すること

ができる。（態度・習慣、技能）

・考えていることを、プレゼンテーションでわかりやす

く伝えることができる。（技能

＜授業のキーワード＞

アカデミック・ライティング　レポート

＜授業の進め方＞

「文章表現Ⅰ」と同様、数人のグループでの作業を交え

ながら授業を進めます。自分で考えるだけでなく、他人

の意見も聞きながら課題に取り組むことで、文章表現に

ついてより深く考え、知識や技術を身に付けることがで

きます。これらの作業を通して、文章を書くときの読み

手に配慮する意識を高めます。

＜履修するにあたって＞

・一定水準のレポートが提出されていない場合、単位は

認定しません。

・遅刻・早退は３回で欠席１回とみなします。

・科目担当者によって、授業の進度が前後することがあ

ります。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポートを執筆するためには、題材となっていることに

ついて文献や資料を探し、知識を増やすことが必要不可

欠です。インターネットで情報を検索するだけでなく、

図書館で関連する文献を探して読むことを強く推奨しま

す。それと共にアカデミックな文章に必須のルールを定

着させるために、目安として授業前後に１時間の学修が

必要です。

＜提出課題など＞

・原則として毎回課題を出します（レポート提出２回を

含む）。

・提出物はチェックして、必要に応じ再提出を求めます。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組み・課題60%、レポート（２回）40%

＜テキスト＞

『グループワークで日本語表現力アップ』（2016）野田

春美他、ひつじ書房￥1,400+税

＜参考図書＞

戸田山和久『新版論文の教室　レポートから卒論まで』

（2012）NHK出版￥1,200+税

このほか、必要に応じて紹介します。

＜授業計画＞

第1回　イントロダクション

「文章表現Ⅰ」を振り返る。

第2回　レポートとは何かを知る（１）

事実と意見の区別を学ぶ。

第3回　レポートとは何かを知る（２）

レポートの基本的な構成を学ぶ。

第4回　レポートのテーマ

レポートのテーマを決める際の注意事項を学ぶ。

第5回　レポートを書くための資料

資料を探すときの注意事項を学ぶ。

第6回　論拠を示す（１）

説得力のある論拠とは何かを学ぶ。

第7回　論拠を示す（２）

データを解釈する練習をする。

第8回　文献から引用する（１）

基本的な引用のルールを学ぶ。

第9回　文献から引用する（２）

文章を解釈する練習をする。

第10回　アンケート調査をする

アンケート調査を行う際の基本的な注意事項を学ぶ。

第11回　図表を利用する

レポートで図表を使用する際のルールを学ぶ。

第12回　プレゼンテーションで内容を見直す

レポートの内容をプレゼンテーションする。

第13回　レポートを仕上げる

推敲などでレポートを仕上げる。
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第14回　レポート執筆のまとめ

レポート執筆作業を振り返る。

第15回　自分を表現する

就職活動に役立つ自己PRを学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

Basic SpeakingⅠ Ｆ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Basic Speaking1/2は共通教育リテラシー科目群外国語

分野に属し、きわめて実践的な英語運用能力の養成科目

として位置づけられる。生きた英語を身につけ、相手の

意見をしっかりと聞きながら理解し、自らの意見も発信

できるスキルを身につけることを目的とする。中級者以

上を対象とした講義となる。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を英

会話に応用できる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

"クラスのアクティビティに積極的に参加し、? ら積極

的に質問に答えることが求められます。この

クラスでは英語で効果的にコミュニケーションを取るこ

とを? 指します。そのためにも、出来るだ

け多く英語を話すように? 掛けて下さい。"�

＜履修するにあたって＞

このクラスは中級者以上を対象とした科目となります。

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should spend 20 minutes reviewing the mat

erial from the previous class.

Students should spend 20 minutes previewing the ma

terial for the following class.

Students should prepare for any course assessment

with additional review of the target language

studied.

Further instruction and feedback will be given in

class.

＜成績評価方法・基準＞

Daily Speaking = 35%, Unit Challenges = 15%, Speak

ing Evaluations = 15%, Participation = 35%

＜テキスト＞

World English 1 (3e) 出版社:Cengage 3,000   円(税

込) 978-0-35-711368-4

＜授業計画＞

第1回　Introduction & Orientation, Expectations,

Classroom English; People

Course Introduction / Classroom English; Meet peop

le and Ask for Personal

Information

第2回　People

Describe People and Occupations

第3回　Communication

Personal Informaion and Contact Information

第4回　Communication

Describe Characteristics and Qualities

第5回　A Day in the Life

Daily Routines and Free Time

第6回　A Day in the Life

Hobbies an Interests

第7回　Midterm Speaking Evaluation

Based on lessons 1 - 6

第8回　Sports

Everyday and currently on-going activities

第9回　Sports

Talk about and Compare Sports and Activities

第10回　Lifestyles

Healthy living habits and related advice.

第11回　Lifestyles

Compare Lifestyles and Talk about Happiness
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第12回　Decisions

Advice about Money

第13回　Decisions

Make Decisions about Money

第14回　Final Speaking Evaluation

Based on lessons 8 - 13

第15回　Review and Consolidation

Based on lessons 1 - 13

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

Basic SpeakingⅠ Ｆ（2018年度以前入学生）

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Basic Speaking1/2は共通教育リテラシー科目群外国語

分野に属し、きわめて実践的な英語運用能力の養成科目

として位置づけられる。生きた英語を身につけ、相手の

意見をしっかりと聞きながら理解し、自らの意見も発信

できるスキルを身につけることを目的とする。中級者以

上を対象とした講義となる。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を英

会話に応用できる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

"クラスのアクティビティに積極的に参加し、? ら積極

的に質問に答えることが求められます。この

クラスでは英語で効果的にコミュニケーションを取るこ

とを? 指します。そのためにも、出来るだ

け多く英語を話すように? 掛けて下さい。"�

＜履修するにあたって＞

このクラスは中級者以上を対象とした科目となります。

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should spend 20 minutes reviewing the mat

erial from the previous class.

Students should spend 20 minutes previewing the ma

terial for the following class.

Students should prepare for any course assessment

with additional review of the target language

studied.

Further instruction and feedback will be given in

class.

＜成績評価方法・基準＞

Daily Speaking = 35%, Unit Challenges = 15%, Speak

ing Evaluations = 15%, Participation = 35%

＜テキスト＞

World English 1 (3e) 出版社:Cengage 3,000   円(税

込) 978-0-35-711368-4

＜授業計画＞

第1回　Introduction & Orientation, Expectations,

Classroom English; People

Course Introduction / Classroom English; Meet peop

le and Ask for Personal

Information

第2回　People

Describe People and Occupations

第3回　Communication

Personal Informaion and Contact Information

第4回　Communication

Describe Characteristics and Qualities

第5回　A Day in the Life

Daily Routines and Free Time

第6回　A Day in the Life

Hobbies an Interests

第7回　Midterm Speaking Evaluation

Based on lessons 1 - 6

第8回　Sports

Everyday and currently on-going activities
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第9回　Sports

Talk about and Compare Sports and Activities

第10回　Lifestyles

Healthy living habits and related advice.

第11回　Lifestyles

Compare Lifestyles and Talk about Happiness

第12回　Decisions

Advice about Money

第13回　Decisions

Make Decisions about Money

第14回　Final Speaking Evaluation

Based on lessons 8 - 13

第15回　Review and Consolidation

Based on lessons 1 - 13

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

Basic SpeakingⅠ Ａ

HORVAT JAMES ANDREW、ＥＣＣ、Aurik Ocon

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Basic Speaking1/2は共通教育リテラシー科目群外国語

分野に属し、きわめて実践的な英語運用能力の養成科目

として位置づけられる。生きた英語を身につけ、相手の

意見をしっかりと聞きながら理解し、自らの意見も発信

できるスキルを身につけることを目的とする。中級者以

上を対象とした講義となる。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を英

会話に応用できる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

In AY 2021, this class had a combination of both o

nline and face-to-face classes.

Maybe AY 2022 will have both face-to-face and onli

ne classes.

We will use the DotCampus System for submission of

 homework.

Basic Speaking will emphasize speaking and listeni

ng skills. Grammar and vocabulary will be reviewed

 and activated. Students will learn strategies for

 their conversations.  Listening exercises, gramma

r practice, pair discussions, speaking exercises,

and presentations will be used.

My email address--

jhorvat333@ge.kobegakuin.ac.jp

＜履修するにあたって＞

Regular attendance is important for this class.  T

hose who are absent for 6 or more classes will pro

bably fail the class.

＜授業時間外に必要な学修＞

Preview the unit to be covered       Review the un

it, complete the homework

＜成績評価方法・基準＞

Homework 50%, Participation and Attitude 50%

＜テキスト＞

Top Notch 1 (Pearson)

＜参考図書＞

None

＜授業計画＞

第1回　Class Introduction

Introduction

第2回　Unit 1
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Introductions, Use of Questions when meeting someo

ne new

第3回　Unit 1

Review of questions with "be" verbs

第4回　Unit 2

Invitations, Musical Events

第5回　Unit 2

Questions with When, What time, and Where

第6回　Unit 3

Discuss Family Members, Family Relationships

第7回　Unit 3

Simple Present Tense Review

第8回　Unit 4

Food, Restaurants, Healthiness of Food

第9回　Unit 4

Review of count, no-count nouns.  There is / There

 are

第10回　Unit 4

Menus, Nutritional Website

第11回　Unit 5

Electronic Devices, Complaints about defective mac

hines

第12回　Unit 5

Review of present continuous

第13回　Unit 5

Online Product Reviews

第14回　Unit 5- Continuation of Unit

Unit 15 Continuation of Unit

第15回　Review and Wrap Up

Review

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

Basic SpeakingⅠ Ａ（2018年度以前入学生）

HORVAT JAMES ANDREW、ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Basic Speaking1/2は共通教育リテラシー科目群外国語

分野に属し、きわめて実践的な英語運用能力の養成科目

として位置づけられる。生きた英語を身につけ、相手の

意見をしっかりと聞きながら理解し、自らの意見も発信

できるスキルを身につけることを目的とする。中級者以

上を対象とした講義となる。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を英

会話に応用できる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

�

In AY 2021, this class had done both online and fa

ce-to-face.

Maybe AY 2022 will have both face-to-face and onli

ne classes.

We will use the DotCampus System for submission of

 homework.

Basic Speaking will emphasize speaking and listeni

ng skills. Grammar and vocabulary will be reviewed

 and activated. Students will learn strategies for

 their conversations.  Listening exercises, gramma

r practice, pair discussions, speaking exercises,

and presentations will be used.

My email address--

jhorvat333@ge.kobegakuin.ac.jp

＜履修するにあたって＞

Regular attendance is important for this class.  T

hose who are absent for 6 or more classes will pro

bably fail the class.

＜授業時間外に必要な学修＞

Preview the unit to be covered       Review the un

it, complete the homework

＜成績評価方法・基準＞

Homework 50%,  Participation and Attitude 50%

＜テキスト＞

Top Notch 1 (Pearson)

＜参考図書＞

None

＜授業計画＞
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第1回　Class Introduction

Introduction

第2回　Unit 1

Introductions, Use of Questions when meeting someo

ne new

第3回　Unit 1

Review of questions with "be" verbs

第4回　Unit 2

Invitations, Musical Events

第5回　Unit 2

Questions with When, What time, and Where

第6回　Unit 3

Discuss Family Members, Family Relationships

第7回　Unit 3

Simple Present Tense Review

第8回　Unit 4

Food, Restaurants, Healthiness of Food

第9回　Unit 4

Review of count, no-count nouns.  There is / There

 are

第10回　Unit 4

Menus, Nutritional Website

第11回　Unit 5

Electronic Devices, Complaints about defective mac

hines

第12回　Unit 5

Review of present continuous

第13回　Unit 5

Online Product Reviews

第14回　Unit 5

Unit 5

第15回　Review and Wrap Up

Review

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

Basic SpeakingⅡ Ｆ

ＥＣＣ、HORVAT JAMES ANDREW

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Basic Speaking1/2は共通教育リテラシー科目群外国語

分野に属し、きわめて実践的な英語運用能力の養成科目

として位置づけられる。生きた英語を身につけ、相手の

意見をしっかりと聞きながら理解し、自らの意見も発信

できるスキルを身につけることを目的とする。中級者以

上を対象とした講義となる。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を英

会話に応用できる。（知識）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ クラスメートと積極的に意見の共有をし、自らの考

えを英語で表現できる。（態度・習慣）

・ 必要に応じて効果的なジェスチャーを使うなど、意

思伝達のための工夫ができる。（技能）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べ、会話の

中で実践することができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

クラスのアクティビティに積極的に参加し、? ら積極的

に質問に答えることが求められます。この

クラスでは英語で効果的にコミュニケーションを取るこ

とを? 指します。そのためにも、出来るだ

け多く英語を話すように? 掛けて下さい。

＜履修するにあたって＞

このクラスは中級者以上を対象とした科目となります。

＜授業時間外に必要な学修＞

Students should spend 20 minutes reviewing the mat

erial from the previous class.

Students should spend 20 minutes previewing the ma

terial for the following class.

Students should prepare for any course assessment

with additional review of the target language

studied.

Further instruction and feedback will be given in

class.

＜成績評価方法・基準＞

Daily Speaking = 35%, Unit Challenges = 15%, Speak

ing Evaluations = 15%, Participation = 35%

＜テキスト＞

World English 1 (3e) 出版社:Cengage 3,000   円(税

込) 978-0-35-711368-4

＜授業計画＞

第1回　Introduction & Orientation, Course Overview,

 Semester 1 Review,

Orientation and Review

第2回　Achievements

Personal Responsibilities and Obligations.

第3回　Achievements

Achievements and Plans for Success

第4回　Food

Describe a Recipe and Talk about Diets.

第5回　Food

Order a Meal.



- 885 -

第6回　Types of Clothing

Compare and Buy Clothes

第7回　Types of Clothing

Decide What to Wear and Discuss Fashion

第8回　Midterm Speaking Evaluation

Based on lessons 1 - 7.

第9回　Going Places

Talk about your possessions

第10回　Going Places

Ask for and Give Travel Advice and Information

第11回　Destinations

Talk about your Weekend

第12回　Destinations

Past Trips and Vacations

第13回　Making Plans

Talk about Pland and Make a Prediction

第14回　Final Speaking Evaluation

Based on lessons 9 -13.

第15回　Review and Consolidation

Based on lessons 1 - 13.

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

防災・防犯指導論実習 （ポ）

松下　眞

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」「実習」(レポート作成)

＜授業の目的＞

この講義はディプロマ・ポリシー全学（学部）１～５に

合致しており、防災・防犯に関する幅広い知識を身につ

け文章化して活用する能力を習得することを目的として

いる。

すなわち、身近な犯罪被害からの自分自身の身を守るた

めの対策を習得し、市民救命士を取得する。自然災害等

の原因や結果を自ら考えるための基礎技術・知識を身に

つける。

行政の実務経験を有する教員が全体を見ながら、地域の

リーダー、警察・消防職員と講義を分担し、住民の安全

・保護という視点から「行政の役割」を理解できるよう

にする。また、レポート作成を通じて実社会での報告書

・会議録の作成方法を教員の実務経験から実践的に指導

していく。

＜到達目標＞

①　身近な犯罪被害からの防止対策を身につける。

②　自然災害等の報道から、原因や結果を自分で考える

ための基礎知識を習得する。

③　防災・防犯を題材として、自己の考えを文章上で表

現する技術を身につける。

＜授業のキーワード＞

自然災害　防災　防犯　防火　まちづくり

＜授業の進め方＞

防犯における地域のリーダー・警察の役割、火災の発生

原因と消防職員の役割など実務者の話から、自らの環境

に重ねて小論文を作成する。自然災害に関する報道解説

などから、災害発生のメカニズムを理解し、専門用語を

用いた文章を作成することで、自分の知識として定着さ

せる。

＜履修するにあたって＞

普段から災害、身近な犯罪、火災報道に接し、原因など

を理解しようとすることが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

本講義により、報道番組を見る場合の留意点を学習でき

るが、普段から、災害に関する多様な報道に接し、その

科学的解説から災害メカニズムを理解していくことが必

要である。

＜提出課題など＞

毎回、テーマに沿った小論文作成をおこなう。（実習日

を除く）

＜成績評価方法・基準＞

講話と報道映像に基づく小論文で評価する。小論文作成

にあたっては、学んだ専門用語を用いて、自らの言葉で

解説する姿勢を評価する。併せて、文章の一貫性、誤字

・脱字の少ない読みやすい文章であることが望ましい。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　概論

本講義の全体像、成績評価の方法を示し、例示する報道

映像から小論文を作成する。

第2回　地域の防災・防犯活動

地域の防災・防犯について地域のリーダー（学外講師）

の活動から学ぶ。

第3回　警察の役割と防犯

警察職員から犯罪傾向を学び、犯罪に巻き込まれないよ

うな行動を考える。

第4回　消防署の役割と火災防止

消防職員から火災に関する知識を得て、身の回りの火災

予防に関心を持つ。

第5回　巨大地震

巨大地震の発生メカニズムについて学ぶ。

第6回　巨大津波

巨大津波の発生メカニズムについて学ぶ。

第7回　地震と火山

巨大地震が火山活動につながる事例を知り、危険性を理

解する。
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第8回　感染症１

人類と感染症の闘いの歴史を学ぶ。

第9回　感染症２

新型コロナ感染症の対策について学ぶ。

第10回　長周期地震動

都市の高層化がもたらす「長周期地震動」による被害に

ついて学習する。

第11回　住宅耐震

最も身近な住宅の耐震について、建築行政の専門家から

解説を受ける。

第12回　豪雨災害１

大きな被害をもたらす「線状降水帯」の発生原因につい

て学ぶ。

第13回　豪雨災害２

大きな被害をもたらす「深層崩壊」のメカニズムと対策

を学ぶ。

第14回　豪雨災害３

温暖化がもたらす局地豪雨と河川の氾濫、堤防決壊につ

いて学習する。

第15回　複合災害

地震・津波・豪雨・地すべりなど複数の災害が連続して

起こることによる被害の巨大化について学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

防災・防犯入門 （ポ）

舩木　伸江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義 演習 実習 実技

＜授業の目的＞

21世紀の課題の１つは安全で安心な社会の構築にありま

す。阪神・淡路大震災や東日本大震災で学んだ教訓は、

日常的な取り組みと助け合いの精神の大切さです。この

教訓は安全で安心な暮らしを守る防災と防犯対策にとっ

ても重要なキーワードです。自分と愛する人を守るため

には何が必要なのかについて、自分のこととして考えま

す。市民救命士の資格の取得や生活安全確保のための防

犯対策など、各界の人々のお話を含めた授業展開をして

きます。

なお、この授業の担当者は、阪神・淡路大震災記念人と

防災未来センターの資料室で実務経験のある教員であり、

警察を含めた実務者を講師に招くオムニバス形式の実践

的授業である。

＜到達目標＞

防犯や防災についての見識を備え、いざという時に行動

できる。

１　防災の基礎的知識用語の意味、実践を知る（知識）

２　防犯の基礎的知識用語の意味、実践を知る（知識）

３　市民救命士となり、応急手当の方法を習得する（技

能）

＜授業のキーワード＞

阪神淡路大震災、安全、安心、防災、防犯

＜授業の進め方＞

担当教員を中心に、防災・防犯の各界から講師を適宜招

いて、オムニバスで行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

新聞等をよく読むなど最低2時間以上予習復習する。

＜成績評価方法・基準＞

授業態度・授業への積極的貢献度（40％）、レポート（

60％、提出３回）

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

随時紹介する

＜授業計画＞

第1回　　ガイダンス

１５回の講義の進め方、成績評価の仕方などを説明する

第2回　　防災入門①

1995年に神戸で発生した阪神・淡路大震災を事例に災害

の被害と防災のあり方について学ぶ

第3回　　防災入門②

2011年に東北で発生した東日本大震災を事例に災害の被

害と防災のあり方について学ぶ

第4回　　防災入門③

災害に備えるためには日ごろからどのようなことをして

おけばいいのか、備えのあり方について学ぶ

第5回　　防災ワークショップ

防災教育教材を用いて災害の被害を追体験しながら、防

災についてワークショップ形式で学ぶ

第6回　　神戸気象台

気象と災害

第7回　　市民救命士講習Ⅰ

家族が倒れたり、町を歩いていて誰かが倒れていた際の

応急手当の知識を学びます。正式な神戸市の市民救命士

講習です。

第8回　　市民救命士講習Ⅱ

実際に倒れた人を救うために、胸骨圧迫や人工呼吸、AE

Dの取扱方法などの的確な応急処置法を学びます（この

講習を修了することで神戸市消防局の修了証を取得でき

ます）。

第9回　　水上警察署

身近に迫る犯罪の防止

第10回　　県警本部

被害者支援の現状、取り組み

第11回　　水上警察署

交通安全教育の参画
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第12回　　消費者教育

消費者犯罪について

第13回　　災害と被災者①

災害にあうということは、その後の生活にどのような影

響を与えるのか、実際の被災者の声から学ぶ

第14回　　災害と被災者②

災害にあうということは、その後の生活にどのような影

響を与えるのか、実際の被災者の声から学ぶ（阪神・淡

路大震災の直接経験者から話を聞きます）

第15回　　防災・防犯知識の活用

これまでの講義で学んだ防災・防犯の事例を生活に活か

す方法を学ぶ

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

防災・防犯ワークショップ （ポ）

室﨑　友輔

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面の講義とグループワークで授業を行います。

＜授業の目的＞

生活を支える安全・安心は平素の備えが重要です。多発

する災害事象は複雑多様化し顕在化しています。また、

犯罪など身近な社会生活の安全をおびやかすリスクも凶

悪化し多様化しています。この授業では現代社会に求め

られている安全・安心についての視野を広げ、防災・防

犯のリーダーとなり得る人材の育成を目指します。この

ことによって、全学のDPである獲得した知識や技能を社

会に役立てることができます。

この科目の担当者は、NPOおよび企業で、社会教育・防

災普及啓発業務を10年以上経験した実務経験のある教員

です。講演・ワークショップの豊富な実務経験を活かし、

より実践的で分かりやすい解説と、学修者が主体となっ

て関わり学べる授業をおこないます。

＜到達目標＞

防災・防犯について自分の言葉で説明することができる。

（知識）

日頃から防災・防犯に関するニュース等に関心を持つ。

（態度・習慣）

防災・防犯における危機管理能力を身につける。（技能

）

＜授業の進め方＞

防災・防犯にかかわっている指導者や専門家の講話も取

り入れ、幅広い授業展開をおこないます。

ワークショップではグループに分かれ、ゲームやシミュ

レーション、ディスカッションやブレインストーミング、

プレゼンテーションなどを取り入れます。

警察官・消防士・公務員の進路希望者はぜひ受講して、

キヤリアデザインを習得してください。

＜履修するにあたって＞

ワークショップでは、お互いの意見を尊重し合い、協力

しあう姿勢をもって望むこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

日頃から防災・防犯に関係するニュース等に関心を持つ

こと。

＜提出課題など＞

授業終了前に、毎回の授業テーマ関連課題に対する小レ

ポートを提出します。

＜成績評価方法・基準＞

授業貢献度（ワークショップへ積極的に参加する態度）

（30％）と、毎回の授業テーマ関連課題の小レポートに

よる授業理解度（70％）で評価する。

＜授業計画＞

第1回　ガイダンス

ガイダンスと防災ゲーム（なまずの学校）体験

第2回　護身術

護身術を習得する（学部特別講師：警察）

第3回　交通安全講話

交通安全対策を学ぶ（学部特別講師：警察）

第4回　ワークショップ（防災Ⅰ）

災害協力シミュレーション（ダイレクトロード）を通じ

て、災害対応・災害協力について学ぶ

第5回　生活安全講話

生活安全講話を学ぶ（学部特別講師：警察）

第6回　気象と災害

気象と災害についてまなぶ（学部特別講師：気象台）

第7回　ワークショップ（土砂災害・風水害Ⅰ）

土砂災害・風水害シミュレーション（気象庁ワークショ

ップ)を通じて、土砂災害・風水害から身を守る方法を

学ぶ

第8回　ワークショップ（土砂災害・風水害Ⅱ）

避難行動シミュレーション（EVAG)を通じて、避難行動

について学ぶ

第9回　地震と津波

地震と津波のメカニズムを学ぶ

阪神・淡路大震災、東日本大震災から学ぶ

南海トラフ地震への対応を学ぶ

第10回　ワークショップ（防災Ⅱ）

阪神・淡路大震災の教訓を基にした災害対応ゲーム（ク

ロスロード）を通じて、災害対応について学ぶ

第11回　ワークショップ（防災Ⅲ）

東日本大震災の教訓を基にした避難所運営シミュレーシ

ョン（さすけなぶる）を通じて、避難所運営について学

ぶ

第12回　災害への備え

災害への備え（家具転倒防災対策、防災用品、地域防災

活動）について学ぶ

第13回　携帯被害・サイバー被害対策
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携帯被害・サイバー被害への対応を学ぶ（学部特別講師

：警察）

第14回　防災・防犯の啓発Ⅰ

防災・防犯の普及啓発手法について学ぶ

防災アニメの視聴

第15回　防災・防犯の啓発Ⅱ

防災ゲームの体験（シャッフル、たすカルテット）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

法と社会Ⅰ

上脇　博之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義。オンラインによるオンデマンド授業になる可能性

が高いです。

dotCampusを通じて各回の授業レジュメを入手できるよ

うにします。

オンデマンド授業の場合には、授業動画も案内しま（末

尾の「遠隔授業情報」でも随時案内します。

＜授業の目的＞

本科目の目的は、全学のディプロマ・ポリシー（DP）が

掲げる「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、

価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深

め、協働して、社会に役立てることができる」ことを踏

まえたうえで、“日本における最高法規である日本国憲

法とそれを取り巻く社会を考えること”である。

＜到達目標＞

本科目の到達目標の第一は、そもそも憲法は何のために

あるのか、日本国憲法はどのような基本原理に基づいて

つくられているのかについて受講生が説明できるように

なることである。

第二は、日本国憲法がつくられてから現在に至る社会的

現状、あるいはまた憲法を取り巻く状況は、どのような

ものなのかを、受講生が正確に把握し、説明できるよう

になることである。

第三は、日本国憲法が保障する基本的人権にはどのよう

なものがあるのかを、受講生が正確に把握し、説明でき

るようになることである。

＜授業のキーワード＞

近代的な意味での憲法、市民革命、近代憲法、現代憲法、

日本国憲法の基本原理、国民主権主義、平和主義、基本

的人権尊重主義、権力分立制、自由権、社会権。

＜授業の進め方＞

本授業の到達目標を達成するために、憲法が置かれた歴

史的社会状況に照らして学ぶというアプローチにより執

筆されているテキストを使って、講義を行うことにする。

必ずレジュメを、dotCampusを通じて配布し、動画を受

講してもらう。

対面授業の場合には授業中に試験を行うので、授業計画

を変更する。

＜履修するにあたって＞

必ずシラバスを読み、テキストを購入しておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

テキストと配布レジュメで予習・復習することが望まれ

る。授業１回につき予習と復習を最低でも合計４時間行

うこと。

＜提出課題など＞

対面授業の場合には課題レポートの提出はない。

オンデマンド授業の場合には課題レポートを提出しても

らう。

その場合、以下の課題のうち１つの課題を選択して、必

ず下記の参考文献を使用し（他の文献を参考にする場合

でも必ず使用し）、３０００字以上でまとめて提出する。

①日本国憲法の基本的特徴を近代憲法と現代憲法の視点

と大日本帝国憲法との比較を通じて論述しなさい（参考

文献は２冊のテキスト）。

②いわゆる「押しつけ憲法」論について、その内容を簡

潔に説明したうえで、「押しつけ憲法」論が妥当かどう

か論述しなさい（参考文献は２冊のテキスト）。

③日本国憲法の基本的人権の中で、あなたが特に注目し

た人権を取り上げて、その内容を紹介しなさい、その際

には、その人権の内容について、大日本帝国憲法との違

い、または自民党「日本国憲法改正草案」等との違いに

ついても説明しなさい（参考文献は２冊のテキスト）。

④日本国憲法を改正する場合、その改正に限界があるか

どうか、限界がある場合、どのような限界が内容の点と

手続きの点であるのか、論述しなさい（参考文献は２冊

のテキスト）。

⑤自民党の「４項目」改憲案の特徴とその問題点につい

て憲法学の視点から論じなさい（参考文献は上脇博之『

安倍「４項目」改憲の建前と本音』日本機関紙出版セン

ター、２０１８年）。

本科目は憲法の科目であり、そのレポートなので、憲法

の視点で論述されていないレポートは、本科目のレポー

トとして評価できないので、必ず明記した参考文献を精

読し、そこから憲法の視点を読み取り、レポートをまと

めること。

提出するレポートには、

本科目名、担当教員名、受講生の所属学部、学科、氏名、

学籍番号、上記のうち選択したテーマ、使用した参考文

献、レポート提出日

を必ず明記すること。

参考文献については、著者名、書名、出版社名、出版年、

該当ページを必ず明記すること。
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なお、私の担当科目において、過去に提出したレポート

をそのまま本科目のレポートして提出した場合、本科目

のレポートは未提出として扱う。

また、インターネットのものをコピーして貼り付けたも

のは、独自のレポートではないので、本科目のレポート

は未提出として扱う。

提出された課題レポートについては、各レポートに対す

る個々のコメントは行わないが、全レポート全体につい

ての論評を行い、それをdotCampusを通じてお知らせす

る場合もあるので、その場合は、今後の学習の参考にし

てください。

＜成績評価方法・基準＞

対面授業の場合には授業中に試験を行い、それで100％

評価する。

オンデマンド授業の場合には、１００％課題レポートで

評価を行う。

いずれの場合も、定期試験期間にも試験を行わない。

＜テキスト＞

播磨信義・上脇博之・木下智史・脇田吉隆・渡辺洋『新

・どうなっている憲法！？〔第３版〕　　　憲法と社会

を考える　　』法律文化社、２０１６年、予定定価２３

００円（税別）

上脇博之『日本国憲法の真価と改憲論の正体 　施行70

年、希望の活憲政治をめざして　』（日本機関紙出版セ

ンター、２０１７年）。

＜参考図書＞

・長谷部恭男・石川健治・宍戸常寿編『憲法判例百選I

　第７版』（有斐閣、２０１７年）、

・長谷部恭男・石川健治・宍戸常寿編『憲法判例百選II

　第７版』』（有斐閣、２０１７年）、

・播磨信義・上脇博之・木下智史・脇田吉隆・渡辺洋『

新・どうなっている日本国憲法！？〔第３版〕　　　憲

法と社会を考える　　』（法律文化社、２０１６年）

・浦部法穂『憲法学教室［全訂第３版］』（日本評論社、

２０１６年）

・浦田賢治・愛敬浩二編『演習ノート憲法〔第４版〕』

（法学書院、２０１０年）

・小林孝輔編『憲法演習・自習セレクト50』（勁草書房、

２００４年）

・坂本修・小沢隆一・上脇博之『国会議員定数削減と私

たちの選択』（新日本出版社、２０１１年）

・上脇博之『なぜ４割の得票で８割の議席なのか　?

いまこそ、小選挙区制の見直しを』（日本機関紙出版セ

ンター、２０１３年）

上脇博之『自民改憲案 VS日本国憲法　? 　緊迫！ ９条

と96条の危機』（日本機関紙出版センター、２０１３年

）

上脇博之『安倍改憲と「政治改革」　【解釈・立法・96

条先行】改憲のカラクリ』（日本機関紙出版センター、

２０１３年）

上脇博之『どう思う？地方議員削減　［憲法と民意が生

きる地方自治のために］』（日本機関紙出版センター、

２０１４年）

上脇博之『誰も言わない政党助成金の闇　　「政治とカ

ネ」の本質に迫る』（日本機関紙出版センター、２０１

４年）

上脇博之『財界主権国家・ニッポン　　買収政治の構図

に迫る』（日本機関紙出版センター、２０１４年）

上脇博之『告発！政治とカネ　　　政党助成金20年、腐

敗の深層』（かもがわ出版、２０１５年）

上脇博之『追及！民主主義の蹂躙者たち　【戦争法廃止

と立憲主義復活のために】』（日本機関紙出版センター、

２０１６年）

上脇博之『日本国憲法の真価と改憲論の正体 　施行70

年、希望の活憲政治をめざして　』（日本機関紙出版セ

ンター、２０１７年３月発行予定）

上脇博之『ここまできた小選挙区制の弊害　　アベ「独

裁」政権誕生の元凶を廃止しよう！』（あけび書房、２

０１８年）

上脇博之『内閣官房長官の裏金』（日本機関紙出版セン

ター、２０１８年）

上脇博之『安倍「４項目」改憲の建前と本音』（日本機

関紙出版センター、２０１８年）

上脇博之『逃げる総理　壊れる行政　追及！！「桜を見

る会」＆「前夜祭」』（日本機関紙出版センター、２０

２０年）

冨田宏治・上脇博之・石川康宏『いまこそ、野党連合政

権を！真実とやさしさ、そして希望の政治を』（日本機

関紙出版センター、２０２０年）

上脇博之『忘れない、許さない！　安倍政権の事件・疑

惑の総決算とその終焉』（かもがわ出版、２０２０年）

上脇博之『政党助成金、まだ続けますか？』（日本機関

紙出版センター、２０２１年）。

＜授業計画＞

第１回　オリエンテーション

本科目について必要な説明を行う。

第２回　近代憲法と現代憲法

近代憲法とは何か、現代憲法とは何か。

自由権的基本的人権とは何か、社会権的基本的人権とは

何か。

第３回　大日本帝国憲法と日本国憲法の基本原理

大日本帝国憲法と日本国憲法とは本質的にどのように違

うのか。

第４回　日本国憲法の制定過程

ポツダム宣言とは何か。日本国憲法はどのようにしてつ

くられたのか。

第５回　国民主権と参政権

参政権、選挙権、被選挙権とは？

第６回　平和主義と平和的生存権
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日本国憲法の平和主義と平和的生存権とは？（その１）

第７回　平和主義と平和的生存権

日本国憲法の平和主義と平和的生存権とは？（その２）

第８回　基本的人権とその制限

基本的人権尊重主義と公共の福祉

第９回　精神的自由権

精神的自由権、思想・良心の自由、信教の自由とは？

第１０回　精神的自由権

表現の自由、集会の自由、結社の自由とは？

第１１回　人身の自由

人身の自由、罪刑法定主義、適正手続きとは？

第１２回　社会権

社会権、生存権、労働基本権とは？

第１３回　自由権と社会権

学問の自由、教育を受ける権利とは？

第１４回　平等

法の下の平等とは何か？

第１５回　憲法改正

憲法改正、改正の限界とは？

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

法と社会Ⅰ

脇田　吉隆

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

今年度は授業は講義を中心にして行う。

＜授業の目的＞

私たちは一人の人間として社会で生活している。その中

には法律に関係することは意外と多い。私たちは国家や

社会の構成員としてルールを決めて生活している。日常

生活におこる社会問題を社会現象として捉え、その法律

・憲法問題を法・憲法現象として捉えて、具体的な社会

現象を法学的・憲法学的に解決することが求められる。

法学・憲法学をどのような方法で学ぶかを理解し、憲法

の基本原理は何かを学び、人権問題、統治機構について

基本的理解と問題解決方法を学ぶ。

日常生活と法のかかわりの中で発生する具体的な憲法現

象の問題点を発見し、法学・憲法学的に解決する方法を

学ぶ。

そして、獲得した学問方法と知識を社会に役立てること

ができること、さらに、生涯にわたって学び続けること

ができることをこの授業の目的とする。

＜到達目標＞

この授業では一人一人の個人が持っている「平和な社会

で自由で豊かで幸せに暮らしたい」という要望を法学・

憲法学的に実現することを到達目標とする。

＜授業のキーワード＞

憲法学的思考・生活者の視点・人権感覚

＜授業の進め方＞

今年度の授業は講義を中心に進める。

＜履修するにあたって＞

第１回の講義で受講生と講義の進め方について話し合い、

ルールを決めるので必ず『シラバス(年間授業計画)』を

読んで出席すること。無断遅刻・無断早退・無断欠席は

認めない。講義中に提示する課題について原則として毎

回レポートを書いてもらい提出することによって出席を

とる。

＜授業時間外に必要な学修＞

日常生活における身近な法律問題を常に意識して、考え

行動することを心掛けてほしい。 次回の講義について

のテーマを知らせるので、事前学習としてテキストの該

当する範囲を３０分の予習し講義には必ず出席すること。

講義終了後は配布資料等の内容を再確認して課題レポー

トに取り組むために６０分の事後学習を行うこと。

＜提出課題など＞

講義の最初に前回の確認作業を行う。講義中に提示する

課題について毎回課題レポートを書いてもらい次回の講

義が始まるまでに提出してもらう。第９回目に確認テス

トを実施する。確認作業・確認テストと課題レポートに

ついての評価点を記入した評価表を最後の講義に配布す

る。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験（２／３），課題レポート（１／６），確認作

業・確認テスト（１／６）の割合で総合的に評価する。

＜テキスト＞

播磨信義・上脇博之・木下智史・脇田吉隆・渡辺洋 編

著 『新・どうなっている！？　日本国憲法』 【第３版

】 第８刷　法律文化社 ２０２１年９月   ２，３００

＋税

＜参考図書＞

笹沼弘志 著『臨床憲法』 日本評論社 ２０１４年８月

　 ２，２００円＋税

憲法を楽しむ研究会編 『憲法を楽しむ』　法律文化社

２０２０年５月　２，７００円＋税

京都憲法会議監修／ 木藤伸一朗・ 倉田原志・ 奥野恒

久編『入門 憲法学  憲法原理から日本社会を考える』

　法律文化社２０２０年５月　２，０００円＋税

奥野恒久著『人権論入門  日本国憲法から考える』  法

律文化社２０１９年８月　２，０００円＋税

その他は講義中に紹介する。

＜授業計画＞

第1回　大学で法学・憲法をいかに学ぶか

これまでの教育の問題点と新しい視点で法律学・憲法学

の学び方について理解を深めることができる。

第2回　日常生活における法と憲法のかかわり

法と憲法とは何か、人の一生における法律問題を考え理

解を深めることができる。

第3回　日本国憲法の基本原理１

国家の最高法規 近代憲法から現代憲法を考え理解を深



- 891 -

めることができる。

第4回　日本国憲法の基本原理２

基本的人権の尊重 国民主権、平和主義を考え理解を深

めることができる。

第5回　日本国憲法の人権問題１

人権の享有主体　外国人の人権を考え理解を深めること

ができる。

第6回　日本国憲法の人権問題２

平等権　法の下の平等を考え理解を深めることができる。

第7回　日本国憲法の人権問題３

自由権　表現の自由とプライバシーを考え理解を深める

ことができる。

第8回　日本国憲法の人権問題４

自由権　心身の自由と冤罪事件と被疑者・被告人の権利

を考え理解を深めることができる。

第9回　日本国憲法の人権問題５

社会権　生存権を考え理解を深めることができることが

できる。

第10回　日本国憲法の人権問題６

社会権　教育を受ける権利を考え理解を深めることがで

きる。

第11回　日本国憲法の統治機構１

立法機関としての国会を考え理解を深めることができる。

第12回　日本国憲法の統治機構２

行政機関としての内閣を考え理解を深めることができる。

第13回　日本国憲法の統治機構３

司法機関としての裁判所  国民の司法参加を考え理解を

深めることができる。

第14回　日本国憲法の統治機構４

地方自治を考え理解を深めることができる。

第15回　全体のまとめ

この授業のキーワードである「生活者の視点から憲法学

的思考と人権感覚」を持って、到達目標である「平和な

社会で自由で豊かで幸せに暮らしたい」という要望が実

現することに役立つ学びができたかを確認することがで

きる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

法と社会Ⅱ

藤川　直樹

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

「教養としての法学／法のリテラシー」をテーマとして、

幅広い法的教養の獲得を目指す（この科目は全学DPに所

謂「広い教養」の習得、「幅広い知識を活用してさまざ

まな問題を発見し、それを解決する方策を導く」能力の

育成の趣旨に対応する）。

＜到達目標＞

基本的な法的知識を身につけ、説明できる。

具体的な事案から法的問題を発見し、説明できる。

＜授業のキーワード＞

法　法律　民法　刑法　行政法　裁判　訴訟　憲法　労

働法

＜授業の進め方＞

基本的には講義形式によって法学入門ないし法学概論に

相当する内容を概説的に説明していくが、適宜新聞記事

や裁判所判決、その他身近な事例を採り上げて解説する。

場合によっては受講者から気になる事件や問題を提示し

てもらい、講義内でフィードバックしたい。

＜履修するにあたって＞

任意の六法（最新のもの）を購入し、講義時に持参する

こと。

＜授業時間外に必要な学修＞

テクストを参考にしながら、各回の講義に関する基本的

な用語・概念・制度を復習し（90分）、講義で触れられ

た事例や判例に関わる条文を整理する（90分）。

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

定期試験による（100％）。但し、各回のリアクション

ペーパーによって、特に講義内で採り上げるに値する情

報提供・話題提供を行った場合には、10ポイントを限度

に加点する。なお、共通教育科目のルールに従い、原則

として３分の２以上の出席のあることが受験条件となる。

＜テキスト＞

『ポケット六法　令和４年版』（有斐閣、2021年）

宍戸常寿・石川博康編『法学入門』（有斐閣、2021年）

＜参考図書＞

宍戸常寿・石川博康（編）『法学入門』（有斐閣、2021

年）

磯村哲（編）『現代法学講義』（有斐閣、1978年）

伊藤正巳・加藤一郎（編）『現代法学入門〔第4版〕』

（有斐閣、2005年）

山田晟『法学』（東京大学出版会、1964年）

三ケ月章『法学入門』（弘文堂、1982年）

団藤重光『法学の基礎〔第2版〕』（有斐閣、2007年）

原島重義『法的判断とは何か――民法の基礎理論――』

（創文社、2002年）

村上淳一『「法」の歴史』（東京大学出版会、1997年［

新装版2013年］）

山下純司・深町晋也・高橋信行『学生生活の法学入門』

（弘文堂、2019年）

芦部信喜（高橋和之補訂）『憲法〔第7版〕』（岩波書

店、2020年）

長谷部恭男『憲法〔第7版〕』（新世社、2018年）

宇賀克也『行政法概説I・II・III』（有斐閣）全3巻

宇賀克也（編）『ブリッジブック行政法』（信山社、第
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3版2017年）

石川敏行『新プロゼミ行政法』（実務教育出版、2020年

）

我妻栄『民法講義』（岩波書店、新訂版）全8巻

潮見佳男『民法（全）〔第2版〕』（有斐閣、2019年）

新堂幸司『新民事訴訟法〔第6版〕』（弘文堂、2019年

）

山口厚『刑法〔第3版〕』（有斐閣、2015年）

松尾浩也『刑事訴訟法　上･下』（弘文堂）全2巻

＜授業計画＞

第1回　法学への誘い

講義の導入

第2回　法学の基礎①

法の概念

第3回　法学の基礎②

法の構造

第4回　法学の基礎③

法の形成

第5回　法学の基礎④

法の実現

第6回　民事法の基礎①

民法の基本原理

第7回　民事法の基礎②

物権法

第8回　民事法の基礎③

債権法

第9回　民事法の基礎④

親族・相続法

第10回　刑事法の基礎①

刑事法の基本原理・犯罪の諸類型

第11回　刑事法の基礎②

構成要件該当性・違法性阻却事由

第12回　刑事法の基礎③

故意処罰原則・責任阻却事由

第13回　行政法の基礎①

行政法の基本原理・行政作用法

第14回　行政法の基礎②

行政救済法

第15回　総括

講義の総括

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

法と社会Ⅱ

佐藤　弘直

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

より広い視野と柔軟な思考力は、よりよい生活を送るた

めに必要である。年齢と社会の動きに応じた学びをして

いかなければならない。社会のできごとを知ることも学

びである。社会のできごとや事件を知り、分析すること

から得られた知識が生活を豊かにしてくれるともいえる。

われわれ人間は、食料や生活に必要な物品を手に入れ、

それを使用・消費して生存を確保している。消費者とし

て生涯を過ごしていくのである。他方で消費者は、事業

者との取引において被害を被ることがある。この授業で

は消費者が被る被害について、その実態と問題点、そし

てその被害の防止・回復策を考えていく。たとえば訪問

販売の問題、ネットショッピングの問題、食品表示の問

題、不動産賃貸の問題などである。講義開始後新聞紙上

などで大きく報道される事件が生じた場合には、講義の

予定を変更することもある。

＜到達目標＞

１．消費者として日常生活を送るうえで遭遇するかもし

れない場面を説明できる。

２．社会問題や身近な経験から法的問題に発展しそうな

場面を説明できる。

３．消費者と取引相手である事業者との関係性を説明で

きる。

４．消費者として生活する上で重要となる知識を調べる

ことができる。

５．事業者となった場合に消費者に目を向けた対応がで

きる。

＜授業のキーワード＞

消費者被害、消費者庁、消費者センター、消費者政策、

事業者、表示、契約の自由、契約内容、約款

＜授業の進め方＞

講義形式により、新聞記事や裁判所判決、身近な事例を

素材として法的観点から解説していく。場合によっては

受講者から気になる事件や問題を提示してもらい、解説

のかたちで適宜フィードバックする。

＜履修するにあたって＞

消費者庁、神戸市（（https://www.city.kobe.lg.jp/a0

7153/kurashi/lifestyle/index.html）の「相談事例」

「啓発資料」を中心に）、国民生活センター、適格消費

者団体ひょうご消費者ネット（（http://hyogo-c-net.c

om/）の「申入・差止請求」「活動報告」を中心に）の

ホームページをみて、どのような消費者被害があるかを

確認すること。この確認がされていることを前提に講義

は展開される。

また新聞やテレビニュースで気になった消費者取引に関

する記事や報道をチェックしておくこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前には消費者を保護・援助する公的機関である消費

者庁などの活動状況とそこで取り上げられている消費者

被害の実態をそれぞれのホームページで確認する。（１

時間程度）

講義後は、講義で取り上げられた上記機関の活動内容や
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消費者被害の事例をさらに掘り下げて確認すること。そ

の際には自分が被害にあうかもしれないことを念頭に置

いてどのようにすれば回避できるかを想定しながら確認

すること。（１時間程度）

＜提出課題など＞

原則として課さない。課題レポートを求める場合は、講

義内において、事前に通知する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験 （論述式が中心）100％で評価する。出席は成

績評価の対象とはならない。

＜テキスト＞

使用しない。

＜参考図書＞

細川幸一『大学生が知っておきたい消費生活と法律』（

慶應義塾大学出版、2018年）

杉浦市郎編『新・消費者法これだけは〔第３版〕』（法

律文化社、2020年）

松本恒雄・後藤巻則編『消費者法判例インデックス』（

商事法務、2017年）

河上正二 ・沖野眞已編『消費者法判例百選 第2版』（

有斐閣、2020年）

国民生活センター『２０２１年版くらしの豆知識』（国

民生活センター、2020年）

＜授業計画＞

第1回　消費者とは

消費者の定義と消費者被害の実態を知る。

第2回　事業者間の競争

事業者が商品の価格を他の事業者と競争する。市場での

事業者の競争はあるべきかを考える。

第3回　商品購入の決め手

消費者が商品を購入する際、どのような点を重視してい

るか。事業者のセールストークはどこまで許されるか。

第4回　民法は消費者を守っているか

民法による消費者を保護する制度を学ぶ。

第5回　消費者への不当な働きかけ１

事業者から消費者への働きかけ、セールストークにはど

のようなものがあるか。

第6回　消費者への不当な働きかけ２

事業者からの働きかけが不当であるとき、消費者はどの

ような法的措置をとることができるか。

第7回　隠された契約内容

契約を締結した後に、消費者に不利となる契約内容が契

約書に書かれていたらどのような法的措置をとることが

できるか。

第8回　対面販売と訪問販売

訪問販売の危険性を知る。

第9回　ネット通販と英会話教室

インターネットでの購入の落とし穴と、契約締結後でな

いと効果がわからない契約を知る。

第10回　クレジットカードによる契約の仕組み

売主と買主との契約が基本的な契約であるとすると、ク

レジットカードを使った契約は２者間取引とどのような

違いがあるか。

第11回　クレジットカードでの取引の規制

クレジットカードによる取引に法的規制があること、そ

の内容を学ぶ。

第12回　スマホからの出火

商品の安全性が損なわれたとき、消費者はどのような法

的措置をとることができるか。

第13回　民事訴訟手続きの概要

消費者取引における言い分に歩み寄れないとき、裁判所

に判断を委ねることになる。その仕組みを学ぶ。

第14回　消費者被害の防止

消費者は、被った被害をどのようにして防止すればよい

か。公的機関やＮＰＯ法人は消費者を守ってくれないか。

第15回　消費者被害の回復

消費者は、被った被害をどのようにして回復すればよい

か。公的機関やＮＰＯ法人は代わりに被害回復をしてく

れないか。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

Reading Ⅰ Ｂ

高松　琢麻

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Reading1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に属

し、英語４技能の中でも特にリーディングに特化した技

能を育てることを目標としている。本科目は中級者以上

を対象としたクラスである。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を活

用し、500語以上のまとまった英文を理解できる。（知

識）

・ 読解した英文の内容をまとめて相手に発信したり，

その内容について積極的に英語でコミュニケーションす

ることができる。（態度・習慣）

・リーディングに必要な語彙学習やその他の学習を授業

外でも行うことができる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

文章読解と文章表現に関しての練習を行うことに加えて、
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パラグラフリーディングの指導や要約の練習を行う。講

義中は毎回必ず受講生にテキストの内容に関して回答や

発言を求める。

各ユニットのテーマに応じたディスカッションをおこな

い、英文で作成した課題を提出してもらい、それを授業

評価の一環とする

＜履修するにあたって＞

本科目は中級者以上を対象としたクラスです。課題が多

くあります。英語が不得意な学生は基礎英語3/4および

英語コミュニケーション1/2を履修することを勧めます。

・毎回各自必ずテキストと使い慣れた英和辞書を持参す

ること。

・３分の２以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り、単位認定されない。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習(1時間程度)。教員より指示があった場合は、指示

された箇所の和訳やテーマに関しての予習をして授業に

臨むこと。

復習(30分程度)。各Unitに関する小テストを実施するの

で、指定された箇所を復習して毎回のテストに望むこと。

＜提出課題など＞

パラグラフリーディングの要領に従って、指定された文

章を読み、要約やエッセイの作成と提出を求める。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%

レポート及び授業時間内におこなう習熟度確認テスト50

%

＜テキスト＞

『Reading Advantage 3』 　CENGAGE

＜授業計画＞

第1回　Introduction

講義の概要・方針の解説を行う。

第2回　Unit 1

Spiders

Reading

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とUnitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表す

る。　　　�

第3回　Unit 2

The Sphinx

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第4回　Unit 3

Blogging

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第5回　Unit 4

Blockbuster Movies

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第6回　Unit 5

The tour de France

Reading

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。

第7回　Unit 5 (2)

The tour de France

Discussion

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とディスカッションを行う。　Unitのテーマに沿った英

文の作成練習を行い、発表する。

第8回　Unit 6

Left-Handness

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第9回　Unit 7

Music and Dance

Reading

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。

第10回　Unit 7 (2)

Music and Dance

Discussion

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とディスカッションを行う。　Unitのテーマに沿った英

文の作成練習を行い、発表する。

第11回　Unit 8

Body Language

Reading

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文
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や要約の作成練習を行う。

第12回　Unit 8 (2)

Body Language

Discussion

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とディスカッションを行う。　Unitのテーマに沿った英

文の作成練習を行い、発表する。

第13回　Unit 9

Cosmetic Surgery

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第14回　Unit 10

Natural Wonders

Reading & Discussion

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とディスカッションを行う。　Unitのテーマに沿った英

文の作成練習を行い、発表する。

第15回　習熟度確認テスト

質疑応答

これまで授業で学んだリーディングスキルを用いて、読

解問題の解答を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

Reading Ⅱ Ｂ

高松　琢麻

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Reading1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に属

し、英語４技能の中でも特にリーディングに特化した技

能を育てることを目標としている。本科目は中級者以上

を対象としたクラスである。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を活

用し、500語以上のまとまった英文を理解できる。（知

識）

・ 読解した英文の内容をまとめて相手に発信したり，

その内容について積極的に英語でコミュニケーションす

ることができる。（態度・習慣）

・リーディングに必要な語彙学習やその他の学習を授業

外でも行うことができる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リーディング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

文章読解と文章表現に関しての練習を行うことに加えて、

パラグラフリーディングの指導や要約の練習を行う。講

義中は毎回必ず受講生にテキストの内容に関して回答や

発言を求める。

各ユニットのテーマに応じたディスカッションをおこな

い、英文で作成した課題を提出してもらい、それを授業

評価の一環とする

＜履修するにあたって＞

本科目は中級者以上を対象としたクラスです。課題が多

くあります。英語が不得意な学生は基礎英語3/4および

英語コミュニケーション1/2を履修することを勧めます。

・毎回各自必ずテキストと使い慣れた英和辞書を持参す

ること。

・３分の２以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り、単位認定されない。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習(1時間程度)。教員より指示があった場合は、指示

された箇所の和訳やテーマに関しての予習をして授業に

臨むこと。

復習(30分程度)。各Unitに関する小テストを実施するの

で、指定された箇所を復習して毎回のテストに望むこと。

＜提出課題など＞

パラグラフリーディングの要領に従って、指定された文

章を読み、要約やエッセイの作成と提出を求める。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価50%

レポート及び授業時間内におこなう習熟度確認テスト50

%

＜テキスト＞

『Reading Advantage 3』 　CENGAGE

＜授業計画＞

第1回　Introduction

講義の概要・方針の解説を行う。

第2回　Unit 11

Delivering the mail

Reading

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とUnitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表す

る。　　　�

第3回　Unit 12

Motivating Student

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文
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や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第4回　Unit 13

Mystery Mansion

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第5回　Unit 14

International Baseball

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第6回　Unit 15

Strange Foods

Reading

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。

第7回　Unit 15(2)

Strange Foods

Discussion

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とディスカッションを行う。　Unitのテーマに沿った英

文の作成練習を行い、発表する。

第8回　Unit 16

A special Station

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第9回　Unit 17

Taekwondo

Reading

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。

第10回　Unit 17(2)

Taekwondo

Discussion

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とディスカッションを行う。　Unitのテーマに沿った英

文の作成練習を行い、発表する。

第11回　Unit 18

White Sand

Reading

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。

第12回　Unit 18 (2)

White Sand

Discussion

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とディスカッションを行う。　Unitのテーマに沿った英

文の作成練習を行い、発表する。

第13回　Unit 19

Paper Products

Reading & Discussion

パラグラフリーディングの練習を行う。パラグラフの構

成と文章表現について学び、Unitのテーマに沿った英文

や要約の作成練習を行う。Unitのテーマについて読解を

行った後に、理解度の確認とディスカッションを行う。

Unitのテーマに沿った英文の作成練習を行い、発表する。

第14回　Unit 20

Camouflage Art

Reading & Discussion

Unitのテーマについて読解を行った後に、理解度の確認

とディスカッションを行う。　Unitのテーマに沿った英

文の作成練習を行い、発表する。

第15回　習熟度確認テスト

質疑応答

これまで授業で学んだリーディングスキルを用いて、読

解問題の解答を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

Listening Ⅰ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Listening1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、英語４技能の中でも特にリスニングに特化した技

能を育てることを目標としている。本科目は中級者以上

を対象としたクラスである。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を活

用し、簡単な英会話や英文を聞いて理解できる。（知識
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）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ リスニングに必要な語彙学習やその他の学習を授業

外でも行うことができる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　期末試験（資料10％　プレゼ

ンテーション20％）

＜テキスト＞

Listening Steps　出版社：金星堂  2640円(税込)　ISB

N:9784764740396

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

授業の進め方や成績評価の詳細等を説明します。

第2回　Unit 1-1

Travel

第3回　Unit 1-2

[e ] 音の連結

第4回　Unit 2-1

College Life ①

第5回　Unit 2-2

　[r] 弱形

第6回　Unit 3-1

Shopping

第7回　Unit 3-2

[l] 強形

第8回　Unit 4-1

College Life ②　

第9回　Unit 4-2

[ ] 弱化①

第10回　Unit 5-1

Hotel

第11回　Unit 5-2

[?] 弱化②－－音の脱落－－

第12回　Unit 6-1

Train　

第13回　Unit 6-2

[ ] ｒ音化

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います。

第15回　プレゼンテーション

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

Listening Ⅱ Ｂ

ＥＣＣ

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

Listening1/2は共通教育リテラシー科目群外国語分野に

属し、英語４技能の中でも特にリスニングに特化した技

能を育てることを目標としている。本科目は中級者以上

を対象としたクラスである。この科目は、全学DPに示す

「獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値

観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、

協働して社会に役立てることができる」を目指す。

＜到達目標＞

・ これまで培ってきた基本的な語彙や文法の知識を活

用し、簡単な英会話や英文を聞いて理解できる。（知識

）

・ 英語コミュニケーション能力向上のために積極的に

参加できる。（態度・習慣）

・ リスニングに必要な語彙学習やその他の学習を授業

外でも行うことができる。（態度・習慣）

・ 初出の単語や表現について辞書などで調べることが

できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

リスニング・スピーキング・語彙・文法

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞
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1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業内評価（小テスト20％　授業参加度20％）　授業外

評価（授業外課題30％）　期末試験（資料10％　プレゼ

ンテーション20％）

＜テキスト＞

Listening Steps　出版社：金星堂  2640円(税込)　ISB

N:9784764740396

＜授業計画＞

第1回　Unit 7-1

Restaurant　

第2回　Unit 7-2

[f][v] 　同じ音の連続

第3回　Unit 8-1

　College Life ③　

第4回　Unit 8-2

[ ] 　portとsport

第5回　Unit 9-1

　Leisure　

第6回　Unit 9-2

[ 　][ 　] 強勢（ストレス）

第7回　復習

Unit 7からUnit 9の復習

第8回　Unit 10-1

Traffic　

第9回　Unit 10-2

[ ][ ] 　rainとtrain

第10回　Unit 11-1

　Business ①　

第11回　Unit 11-2

[ ][?] 語頭と語末の/b/ /d/ /g/

第12回　Unit 12-1

Clinic　

第13回　Unit 12-2

[ ] 語末の子音脱落と母音の長さ

第14回　プレゼンテーション準備

プレゼンテーションの準備を行います。

第15回　プレゼンテーション

前期の既習項目の総復習とプレゼンテーション

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ロシア語基礎

Gilmutdinova Tanzilia

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習、実習、実技

＜授業の目的＞

【！！！】この科目は、有瀬キャンパスで前期の「ロシ

ア語入門」を受けていた学生が対象している。

【その他】全学のDPに示す、職業を担うため高度な専門

知識や技能を身につけること、多様な人々と協働して学

会や専攻分野で理論や応用に重要な貢献を行うことを目

指す。この科目では、4技能（書く、読む、聞く、話す

）の基礎知識を修得し、ロシア語で日常生活の会話が創

作できるようになる ことを目的とする。

＜到達目標＞

1. ロシアの文化、お祭り、民族について具体的に述べ

ることができる。（知識）

2. 基礎文法と単語を覚える。（知識）

3. メディアで報道されるロシアに関するニュースに関

心を持つ。（態度・習慣）

4. ロシア文字（筆記体を含めて）が書ける。（技能）

5. 単語の美しく正確な発音ができる。（技能）

6. 名詞、形容詞、動詞などの変化できる。（技能）

7. 日常の会話ができる。（技能）

8. 読み取った、聞き取ったテキストの内容について話

ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

ロシア、ロシア語、ロシア文化

＜授業の進め方＞

教科書やCDなどの視聴覚教材などを中心に授業を進めま

すが、ロシア語学習が大きなストレスにならないように、

楽しく練習用ゲームもプレイしてロシア語に親しみます。

また、学生たちがロシア文化にも触れるように、授業で

講習会を開催し、ロシア文化に関する実用的な知識を深

めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

【必ず】ロシア語を勉強したことがある学生が対象なの

で，後期の第一回の日までに必ず前期のことを復習して

きてください。

【その他】教員やロシア人のフレンドと話すときやメー

ルを送るとき、挨拶や学んだ文法、単語を必ず使ってく

ださい。

時間を見つけて積極的に予習（新出単語を調べる、テキ
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ストを訳す、練習問題を解く）や復習（文法の暗記、テ

キスト音読練習）を行うリズムを身につける。

インターネットでロシアニュース番組やYoutubeでロシ

ア人のビデオなどでリスニングの練習をしてください。。

宿題をする前、授業でした練習と問題を見て、授業のテ

ーマの説明を読んでから宿題に臨んでください。

理解が不十分であると感じた点は、教員に質問するなど

して、あいまいなままにしておかないようにしてくださ

い。

＜提出課題など＞

前期の「ロシア語入門」を受けていなくても、ロシア語

を自分で勉強していて後期の授業に入りたいと思ってい

る学生は、登録する前にロシア語のレベルを確認させて

もらいたいので、必ずtanzila_96@mail.ruにご連絡くだ

さい。

＜成績評価方法・基準＞

評価方法として、試験（４０％）、小テストの結果（１

５％）、宿題（１５％）、出席率/授業態度/授業中の発

表（３０％）等すべての項 目を評価に含んだ総合評価

形式とする。

＜授業計画＞

第1回　Вспоминаем русский язы

к

前期の知識を思い出す

第2回　1,2,3...

Считаем по-русски.

第3回　Извините, вы не знаете,

где банк?

1．市内の場所、国の名前、街の名前

2．名詞の前置格

第4回　Я живу в Японии.

1．市内の場所、国の名前、街の名前

2．名詞の前置格

第5回　Вчера я отдыхал в Киото.

1. Сегодня, вчера

2. 動詞の過去形

第6回　Сегодня тепло.

День Народного Единства

1. Погода, климат, месяцы, вр

емена года

2. "Сегодня тепло. В Кобе +10",

было

3. 4 ноября - День Народного е

динства

第7回　Сегодня тепло.

1. Погода, климат, месяцы, вр

емена года

2. "Сегодня тепло. В Кобе +10",

было

第8回　Мой день.

1. Организации и места отдых

а, работы и учёбы.

2. 名詞の前置格

第9回　Мой день.

1. Виды спорта, расписание д

ня.

2. 同上

第10回　Мой день.

同上

第11回　Сегодня хороший день.

形容詞

第12回　Сегодня хороший день.

形容詞

第13回　Русский Новый год

Русский Новый год - самый гл

авный праздник в России

第14回　Сегодня хороший день.

形容詞

第15回　後期の最後の授業

後期試験のための練習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

ロシア語基礎

Parfenova Natalia

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業では、ロシア語テキストを通じてロシア語の基

礎を勉強することができます。担当教員はネイティブス

ピーカーでありながら、発音、イントネーション、色々

面で勉強になると思います。

＜到達目標＞

気軽に、楽しく授業をしながら、短期間でロシア語で日

常会話できることが最終目的です。

＜授業のキーワード＞

ロシア、ロシアの言語、ロシア文化、日ロ交流

＜授業の進め方＞

１. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

＜授業時間外に必要な学修＞

予習30分以上、復習60分以上

＜提出課題など＞

授業内でのミニレポート　　等
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＜成績評価方法・基準＞

各回授業内で実施する会話のチェック(30%)．各回従業

内でプリントの内容の部分に関する小テスト(30%)．最

終回で実施する到達度確認テスト（40%).定期試験は、

問題解答、聞き取り、習ったロシア語で問題集を作って、

それを採点。

＜テキスト＞

基礎からレッスン　はじめてのロシア語　柚木かおり

著

＜参考図書＞

Русский язык как иностранн

ый  И. П. Кузьмич

「気軽に学ぶロシア語」　沼野充義

「ロシア語入門」　植野修司

「自習ロシア語問題集」中村健之介

「新ロシア語会話教本」　宇多文雄/住吉エレーナ

など

＜授業計画＞

第1回　自己紹介

１. ウォミングアップ：自己紹介

2. ロシア語アルファベットの紹介　　　読み方、発音

など

第2回　基本挨拶

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第3回　お元気ですか

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第4回　別れの挨拶

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第5回　お礼の言葉

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第6回　会話

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第7回　お詫びの言葉

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第8回　返事をする

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第9回　許可を聞く

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第10回　気候

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第11回　スポーツ

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第12回　ロシア語について尋ねる

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第13回　これは何ですか／誰ですか

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第14回　? を持っていますか？

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など
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3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第15回　これは。。。な? です。

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ロシア語入門

Gilmutdinova Tanzilia

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習、実習、実技

＜授業の目的＞

この科目は、全学のDPに示す、職業を担うため高度な専

門知識や技能を身につけること、多様な人々と協働して

学会や専攻分野で理論や応用に重要な貢献を行うことを

目指す。初めてロシア語を学ぶ学生が対象。この科目で

は、ロシアの生活習慣や伝統と現代文化の知識を深め、

4技能（書く、読む、聞く、話す）の基礎知識を修得し、

ロシア語で日常生活の会話が創作できるようになる こ

とを目的とする。

＜到達目標＞

1. ロシアの文化、お祭り、民族について具体的に述べ

ることができる。（知識）

2. 基礎文法と単語を覚える。（知識）

3. メディアで報道されるロシアに関するニュースに関

心を持つ。（態度・習慣）

4. ロシア文字（筆記体を含めて）が書ける。（技能）

5. 単語の美しく正確な発音ができる。（技能）

6. 名詞、形容詞、動詞などの変化できる。（技能）

7. 日常の会話ができる。（技能）

8. 読み取った、聞き取ったテキストの内容について話

ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

ロシア、ロシア語、ロシア文化

＜授業の進め方＞

教科書やCDなどの視聴覚教材などを中心に授業を進めま

すが、ロシア語学習が大きなストレスにならないように、

楽しく練習用ゲームもプレイしてロシア語に親しみます。

また、学生たちがロシア文化にも触れるように、授業で

講習会を開催し、ロシア文化に関する実用的な知識を深

めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

ロシア語に初めて触れる学生が対象なので，アルファベ

ットから丁寧に指導する。

教員やロシア人のフレンドと話すときやメールを送ると

き、挨拶や学んだ文法、単語を必ず使ってください。

時間を見つけて積極的に予習（新出単語を調べる、テキ

ストを訳す、練習問題を解く）や復習（文法の暗記、テ

キスト音読練習）を行うリズムを身につける。

インターネットでロシアニュース番組やYoutubeでロシ

ア人のビデオなどでリスニングの練習をしてください。。

宿題をする前、授業でした練習と問題を見て、授業のテ

ーマの説明を読んでから宿題に臨んでください。

理解が不十分であると感じた点は、出席カードに記載す

るか、教員に質問するなどして、あいまいなままにして

おかないようにしてください。

＜成績評価方法・基準＞

評価方法として、試験（４０％）、小テストの結果（１

５％）、宿題（１５％）、出席率/授業態度/授業中の発

表（３０％）等すべての項 目を評価に含んだ総合評価

形式とする。

＜授業計画＞

第1回　ロシア語に親しむ

挨拶、ロシア語のアルファベット、発音、アクセント、

書き方

第2回　ロシア語に親しむ

挨拶、ロシア語のアルファベット、発音、アクセント、

書き方

第3回　Это Анна. Она студентка.

1. 自己紹介

2. 人称代名詞、名詞の性

第4回　Это Анна. Она студентка.

1. 職業

2. 人称代名詞、名詞の性

第5回　Что вы делаете?

9 Мая

1.市内の場所、日常生活の活動

2. 動詞、動詞の変更（現在形）

3. 9 Мая - Великий праздник (п

резентация).

第6回　Что вы делаете?

1.市内の場所、日常生活の活動

2. 動詞、動詞の変更（現在形）

第7回　Что вы делаете?

1.市内の場所、日常生活の活動

2. 動詞、動詞の変更（現在形）

第8回　Студенты много учатся.

名詞の複数

第9回　Студенты много учатся.

名詞の複数

第10回　Это моя семья.

Сегодня День России.
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1. 家族

2.所有格, "у меня есть ... ".

3. 12 июня - День России

第11回　Это моя семья.

1. 家族

2.所有格, "у меня есть ... ".

第12回　Это моя семья.

1. 家族

2.所有格, "у меня есть ... ", "у мен

я нет ...".

第13回　Это моя семья.

1. 家族

2.所有格, "у меня есть ... ", "у мен

я нет ...".

第14回　学んだことの復習

確認テストのための練習

第15回　前期の最後の授業

確認テスト

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

ロシア語入門

Parfenova Natalia

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業では、ロシア語テキストを通じてロシア語の基

礎を勉強することができます。担当教員はネイティブス

ピーカーでありながら、発音、イントネーション、色々

面で勉強になると思います。

＜到達目標＞

気軽に、楽しく授業をしながら、短期間でロシア語で日

常会話できることが最終目的です。

＜授業のキーワード＞

ロシア、ロシアの言語、ロシア文化、日ロ交流

＜授業の進め方＞

１. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

＜授業時間外に必要な学修＞

予習30分以上、復習60分以上

＜提出課題など＞

授業内でのミニレポート　　等

＜成績評価方法・基準＞

各回授業内で実施する会話のチェック(30%)．各回従業

内でプリントの内容の部分に関する小テスト(30%)．最

終回で実施する到達度確認テスト（40%).定期試験は、

問題解答、聞き取り、習ったロシア語で問題集を作って、

それを採点。

＜テキスト＞

基礎からレッスン　はじめてのロシア語　柚木かおり

著

＜参考図書＞

Русский язык как иностранн

ый  И. П. Кузьмич

「気軽に学ぶロシア語」　沼野充義

「ロシア語入門」　植野修司

「自習ロシア語問題集」中村健之介

「新ロシア語会話教本」　宇多文雄/住吉エレーナ

など

＜授業計画＞

第1回　自己紹介

１. ウォミングアップ：自己紹介

2. ロシア語アルファベットの紹介　　　読み方、発音

など

第2回　基本挨拶

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第3回　お元気ですか

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第4回　別れの挨拶

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第5回　お礼の言葉

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第6回　会話

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第7回　お詫びの言葉

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り
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返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第8回　返事をする

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第9回　許可を聞く

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第10回　気候

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第11回　スポーツ

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第12回　ロシア語について尋ねる

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第13回　これは何ですか／誰ですか

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第14回　? を持っていますか？

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話

第15回　これは。。。な? です。

1. ウォミングアップ：軽く前の授業で習ったこと繰り

返し

2. ロシア語アルファベットの読み方、発音など

3.　用意したプリントを読んだり、書いたりする

４．ロシア語会話


